


元朝秘史蒙古語文法講義

附元朝秘史蒙古語辞典

小 澤 重 男 著

風 間 書 房





A Grammar on the Language 
of “Secret History of Mongols”

by

Shigeo Ozawa

KAZAMA SHOBO
Tokyo Japan





錄ぇ

「は し が き 」 に 代 え て  I
昭和59 (1明4)年 の 2 月から平成元（I989)年 の 2'月''まで， まる6 年間をか 

けて， 私 は F元朝秘史全釈（上.中.下)』， 『元朝秘史全釈続玫（上.中.下)』 

V全六巻を上梓し，江湖の御批判を仰ぐ機会をもった。そして，最後の卷 IT全釈 

続 玫 （下)』の 「あとがきj において， 私は，次の機会に“元朝秘史蒙古語文 

法”の執筆に向う旨の文を草した。その時から4 年間の時間を閲した現在，私 

はその約束のなかば近くを果しえた感をもつ。残余のほぼ+ は再び次の機会に 

預けることをお赦し願わねばならないが，しかし，本巻に記述した部分は秘史 

蒙古語の動詞論の大部分をカヴァ一することが出来たので，秘史蒙古語を読解 

する上での，ささやかな一助たり得たと考える。

*  本 * *

私は，言語研究における音声と文字を扱う部分及び語彙論は文法には含めな 

い立場に立つので，秘史蒙古語文法についても，大きく「動詞論」，「実詞論」， 

「虚辞論」，「文論」の四部に分けて執筆を進めた。 巻では，上述のようにそ 

の中心をなす「動詞論_1の大半を記述し終えたので，次の機会には残りの經て 

の部分を含めて，秘史蒙古語文法の記述を完了したい考えである。草稿の時 点  

では，本書一巻の中に！̂ 薄 ; ^ 文 與 p 総てを収めうると考えていたが，動詞 

論に思わぬ紙幅を費し，又；'今.まで上記全六巻に分載されていた「元朝秘史择  

古語辞典」をまとめて*(多ぐO弒 椎t̂ E.k，铋 裁を整えて）一書の形で収め，苗 

に，上記六卷全巻にわたる「語句...事項総索引」をも注入した結果，「実詞論」 

以下を次巻にゆずる‘こy g c :っ ぶ 摩る,しを乞う次第である。

秘史蒙古語の研究は， 私の生涯の中で，大きな時間を占めた研究であっ卜 

が，何とか近い将来にその終点に到し得ようかとの予想を立てられそうな昨 A 

である。



2 「はしがき」に代えて

モンゴル系の言語の研究には，未だ行なわれなければならぬ，多くの研究作 

業が残っている。私の残された生涯の中で，その何分の一が実現できるか，そ

の 』見はもとより困難であるが，その何分の一の実現に句って今後も精進を重 

ねたい所存である。

最後に，今回も本書の出版に際し，多大な御好意と御協力を赐 ゎった風間書 

员 社長，風間務氏，及び本書の編集にひと方ならぬ御協力をいただいた編集部 

の佐藤和久氏の両氏に深甚なる感謝を捧げると共に，困難な印刷に携さわって 

下さった中台整版の関係者各位にも心からの謝意を表明するものであるa 

又，本書所収の「元朝秘史蒙古語辞典」の作成には，束“学公人亇 ，細 i方藤 

純男氏， 「語句.事項総索引」の作成には， 東京外国語大学助f.侃M廉 氏 の  

大きな協力を受けた。両氏の御援助なかりせば，この二者の作成は丨彳、|難に陥っ 

たであろう。記して篤い感謝の念を明かにしたい。

平成五年，新春吉日。

冬晴れの日，入間川の寓居にて。 小 沢 爪 男

(なお，本書は平成4 年度文部省科学研究代補助金（研究成《公開促進 

費）の交付を受けて出版されたものである。文部竹当Wの御好意に，

これ亦，大きな感謝の念を禁じ得ない)。



凡 例 3

凡 例

1 .  秘史の原文は，四部叢刊十二卷本に依ったが，葉徳琿十二卷本及びソ 

連十五巻本(パンクラートフ氏の序文をもつソ連版，モスクワ，1% 2 ) ,静嘉堂 

文庫十五卷本（原山煌氏の御好意で，氏の作成になる「ソ連本.陸氏本異同 

対照表」を利用させていただいた）を適宜参照して原文校合を行った。又， 

『糞I 最雲校勘蒙古秘史校勘本』(呼和浩特1980),『Bayar: MongGul-un niGu 亡 a 
tob^ iyan(巴雅尔 ：蒙古秘史上.中.下)』(呼和浩特1981)をも参考に供した。

2 .  本書の結講は，節 每 （従来の訳註書に於ても，原文は節毎に分けられ 

ているが，これは勿論，便宜上のことであって，漢字音訳原文に第一節，第 

ニ節などと記されているものではない）に分けた原文とその傍訳，その下に 

施したローマ字転写，更にその下に記した日本語直訳，そして節毎に附した 

訳文と註釈とから成る。註釈は，余りにも紙数をとるので語学的註釈を専ら 

とし，歴史学にわたる註釈は，〔実録〕，〔村 .秘 〕その他に見られる優れた註 

釈にゆずった。

3 .  秘史.原文の表示は，従来の訳註書に従い，十二卷本全体を28 2節に分 

けて行うが，本書では，この節分けに加えて，.巻数，葉数，行数をあわせ示 

した。例えば， §5 (—  3六〜3十）は第五節，この第五節は巻一の第3 葉の六 

行目から同3 葉の十行目までに亙ることを示している。なお，行数は一葉の 

表面から裏面へかけての通し行数である。

4 .  モンゴル語の固有名詞の日本語表記は片仮名を以て表わし，転写字a 

をア，e をエ，i をイ，〇,0をオ，u ,Uをウでそれぞれ表記し，これらの母音を 

伴う音節，例えばqa,ke, ki, qo, kii，qu, k ii力，ヶ，キ，コ，クで表わし 

た。（q oとk6 ;q uとkUはカナ表記では区別がなくなるが，転写字が施され 

ているので問題はない)。tu，tii;du,dUはトゥ；ドゥで表わし，5u,

はチュ；デュで表記した。



3 . 秘史原文のロ一マ字転写は『服部四郎：元朝秘史の蒙古語を表わす漢 

字の研究』所 収 の 「音訳漢字順位表」の第一嵇転叮を参考にしてモンゴル語 

を十分考慮に入れた私自身の決定した転写字に従って行った■■転写に関して 

特に必要と思われるものについては本文中に注記したが，総休として以下の 

諸点に御留意願いたい。

1 .  近年のモンゴル語研究の成果を取り入れて，苦干の語に议 母の表記 

を行った。(1)

2 .  モンゴル語の対格語尾表記のために用いられた「冗，亦」及びはA•の後 

に用いられたこの二字はy iと転写し，それ以外の場介は i で転V した。例え 

ば，阿41合:！:aqa-yi(兄を))，荅亦孫dayisun(敵]),亦5列古ireku(米る）の如し。

3 .  モンゴル語の属格語尾を表記した「因j及び付_さ•の後にmいられた「因， 

寅」はyinと転写した。例えば，阿+ 合因aqa-yin(兄の)，帖Wteyin(そのよう 

に}，阿寅勒ayi (n)1.(アイル）の如し。なお，r引者」はin}e で yinJeとはしない。

4 .  你刊（一)，蔑®児干(善射者）の刊，干は服部先生の第一転写ではk‘an, 

kanであるが，モンゴル語を考慮してken, g e nと転3j:する。兀該卜でない）， 

幹歌歹(オゴデイ）の該，歹もモンゴル語を考慮してgai, daj_,ではなく gei, dej^と 

転写する。

昂客（和平)，桑沽*児(セングル河）の昂，桑も同様に，ang, sangではなく 

eng, sen gと転写する。

巾合札^児((土地》广合$ 剌（黒い）の「*合」は前者ではg^jar, 後者ではqaraと 

転写し分ける。これもモンゴル語を考慮に入れた転写である。 *11忽児班(三） 

Gurban, 中忽舌剌（雨）quraのgu-;qu-も同様である。

5 .  埃，擺，歹，中孩，台，中灰，恢など語末に-i をもつ二重母ff•はai(ep  

bai，daj(dei), qai.~Gai，ta i(tej)，quj, kiiiのように転写し，保，倒，卯， 

耨など語末に-u をもつ二重母音もbau, day, may, ne(j と転写した。

4 凡 例

⑴ 服 郁 四 郎 ：「蒙古祖語の母音の長さ」，『言語研究』36号，東京，1959.



凡 例 5

N. P oppe:O nthe  ^e lar Stops in Intervocalic position in Mongolian.

Ural-Altaische JahrbUcher, Band XXXI.

N. PoppeiT he Prim ary Long Vowels in Mongolian, journal de la societe 

Finno-Ougrienne 63，1962.

野村正良：「原蒙古語の母音体系に就いての研究」，名古屋， 1979.

〔註〕この凡例は『全釈続％ (下 )』の凡例をそのまま踏襲したものであるが， 

次の点でつけ加えた処がある。

ローマ字転写字としてk ，g ，主 (極く稀に 5 , 1 ) を追加した。例 え ば 「客ト 

帖 - jk e b te -((横たわる))は時に「格ト帖_」gebte-として現われるが，これはkebte- 

の書写上の変種と認めg e b te -とする。（漢字面の「格」を尊重してg e とする)。又， 

「中合屯」qatun((_后 ))は， ® 々 「中合敦」q ad u nとしても現われ，数量的には# 合 

敦」の方が® 勢である。これには，それなりの理由を認め得るが，やはり漢字 

面を尊重しq a d u nと転写を施した。 （以上）





略 語 表 7

略 語 表

参考文献類，その他の略語を以下に掲げる。

CB.M.NJ
〔C.S.H.〕

Bayar : MongGul-un niGu6a to b S y a n .呼和浩特，1983- 
F.W.Cleaves * The Secret History of the Mongols, Cambridge 
Massachusetts, London, England. 1982.

CC.M.K]

CE.A.N.T.)
CoyijingJab ： MongGol kelen-ii jui-yin sudlul, Koke qota, 1989. 

Eldengtei, Ardajab: MongGul-un niGuca tobciy-a—seyiregiilel 
tayilburi.呼和浩特, 1986,12.

CH.G.G.)
CH.N.T.)
〔H.G.K.〕

CH.M.EJ
CH.T.SJ

E.HeanischIDie Geheime Geschichichte der Mongolea Leipzig, 1948. 
E.Haenisch : Manghol un Niuca Tobca’an，Wiesbaden, 1962.
服部四郎：元朝秘史の蒙古語を表わす漢字の研究. 東京，1946• 
Hangin Gombojab : Mongolian English Dictionary，私家版.
W. Hung C The Transmission of the Book Known as the Secret

CH.W.MJ
History of the Mongols, HJAS, Vol.14, No 3 and 4,1951. 
E.Haenisch ： Worterbuch zu Manghol-un Niuca Tobca'an, Leipzig-,
1939.

[K.M.R.FJ J.E.Kowalewski：Dictionnaire-Mongol-Russe-Frangais, Kasan,

〔K.K.J.〕
〔K.S.H.〕

1844-1849.
貝塚茂樹，藤野岩友，小 野 忍 編 ：角川漢和中辞典，東京，1959. 
Kei Kwei Sun . The Secret History of the Mongol Dynasty, Ali­
garh, 1957.

CKo.KJJ
CL.H.YJ

諸橋轍次，鎌田正，米山寅太郎：広漢和辞典，東京，1981. 
M .Lewicki. La Langue Mongole des Transcriptions Chinoisesdu 
XlVe Siecle. Le Houa-yi yi-yu de 1389.

CL.M.E.) RD.Lessing l Mongolian-English Dictionary, Berkley and 
Los-Angels, 1960.

〔L.N.V.I.〕 L.Ligeti ： Notes sur le vocabulaire mongol dlstanboul, Acta Ori- 
entalia Hungarica, Vol. XVI, 1963.

CL.S.HJ L.Ligeti : Secrete History of Mongols. (村上 教授より借用のゼロ

ッ ク ス . コ ピ 一 本 ）



8 略 路 表

CL.H.S.D

CL.V.I.D

〔M.D.O.〕

(M.Q.PJ

CO. M.X.)
CP. H.SJ 
CP.M.L.)

CP.P.SJ

CP.G.W.M]
〔R.I.S.H.〕

CR. K.WJ 
〔R.S.H.〕

〔S.M.D.M.〕

CS. M.T.]

CT. K.J.] 
CT.M.E.J.] 
CT.M.G.TJ 
〔U.S.H〕

〔ル H.T.〕
〔a t.〕

L.Ligeti • Histoire Secrete des Mongols, AkademianKiado, 
Budapest,1971.
L.Ligeti: Un vocabulaire mongol d’Istanboul, Acta Orientalia 
Hungarica, Vol. XIV, 1962.
A.Mostaert ： Dictionnaire Ordos, New York. London, 1968, 1968. 
A.Mostaert ： Sur Quelque Passages de L^istoire Secrete des 
Mongols, Cambridge, Massachusets, 1953.
小沢重男：現代モンゴル語辞典，東京，1983.
P.Pelliot ； Histoire Secrete des Mongols, Paris, 1949.
N.Poppe:DasmongolischeSprachmaterialeinerLeidenerHand-
shrift，M3BecTHH AKaAeMHH HayK CCP. 1927-8.
i\.Poppe . The Mongolian Monuments m Hp^gs-pa Scnpt, Second
Edition translated and edited by J.R.Krueger, Wiesbaden. 1957.
N.Poppe: Grammar of Written Mongolian. Wiesbaden, 1954.
I. de.Rachewilz ： Index to the Secret History of the Mongols, 
Bloomington,1972.
G.J.Ramstedt * Kalmiickisches Worterbuch, Helsinki, 1935.
I.de.Rachewilts  ̂The Secret History of the Mongols, Papers on 
Far Eastern History4〜31,1971〜1985(卷一から卷十二まで全巻の訳註). 
A.de Smedt et A.Mostaert ： Dictionnaire-Monguor-Frar^ais. 
Peip'ing, 1933.
§aGja : Mongcul Usiig-iin diirim-iin toli bi£ig,(内蒙古人民出版fh)， 
北京，1960.
藤堂明保：学研漢和大辞典，東京，1981.
D .T6m 6rtogoo:現代蒙英日辞典(小沢 • 蓮見訳)，東京，1979,
A. Temir ： Mogollarin gizli tarihi, Ankara, 1948.
Urgunge Onon; The History and the Life of Chinggis Khan, LIEDEN, 
NEW YORK, KOBENHAVEN, KOLN. 1990.
U./laMiiMHcypSH . MoHrtvibiH Hyyu tobmoo, y âaHSaaTap, 1976.
B. M.HaJiejmeB, iLM.HacHJi〇B，3.P.TeHHiueB,A.M.lUep6aK:/IpeBHeTtoypKCKHfl 
cjioBapb, JleHHHrpaii, 1969.
T-JlaoiawsH： MoHrojibiH Hyyu tobhoo, ŷ aaHdaaTap̂  1985.Ua.H.Tj



略 語 表 9

(r.M.p.)
(K.C.C )

〔几 M.P.〕 
(几 M.XJ 
〔几 M.B.〕
Cn.M.A.〕

Cn.H.tJ

K.0.r<MCTyHCKHii • M〇HraiibCK〇-pyccicHii cjioaapb, C-neTep6ypn,, 1893 
C.A.K〇3hh • C〇Kp〇BeHH〇e cKa3aHHe, MonrouibcKaH xpoHHKa 124Or.noa Ha3Ba- 
HHeM Mongyol-un Niyuca ToDciyan, lOaHb Mao Bh IUh, MOHrcvibCKHH 
o6bueHHUIi h36〇phhk, tom I, MocKBa-/leHHHrpa4, 1941.
JlyB〇awi3iui3B " M〇HT<wibCK〇-pyccKHfl cjioBapb, Mockbs, 1957. 
IU.JIyBcaHBaHAaH • Ophhh uanwH howoji xsjihhh 3Yfl, VjiaaHfiaaTap, 1967. 
UI.JlyBcaHBaHjaH • Opmhh uamflH mohtoh x»jihhA CyraUt yjiaarfaarap, 1968.
H.H.n〇nne : MoHTOJibcitHii cjiosapb， MyKaMHMaT ayi-A职 6, MacTb I — II， 
MocKBa-JIeHHHrpaa,1938.
H.FIspjm : Hyyu tobhoohji rapaar ra3ap ycHbi 3apnM H3pniir xafl* qjicoh Hb>

YjiaaHSaaTap, 1968.
CP.M.B.] B.PmweH : Moiro/i 6MTHflH xanra# 3他 I ~ W. y：iaaH6aarap，1964 〜67.

CP.T.Hj B.B.Paiw〇B-b ： OnbiT"b cJiOBapa ti〇pkckhxt> Hapenifi, C-neTep6ypr-b, 1893-1911. 
ClJ.M.Xj 51.113Ban ■ Mohtoji xsjihhA tobh TaRji6ap T〇jib, yjiaaHfiaaTap, 1966.
Cm.B.P.D K.̂ lHepeMHcoB :.BypsiTCK〇-pyccKHji cJiOBapb, MocKBa, 1973.
〔那 •実 〕 那珂通世：成吉思汗実録，東京，旧版，1907,新版，1943.

〔小 •祕 〕 小林高四郎：_蒙古の祕史，東京，1941.

〔白 •音 •祕 〕 白鳥庫吉：蒙文音訳元朝祕史，東京，1943.

〔村 •祕 〕 村上正ニ：モンゴル祕史1~3，東京，1970~76.

〔道 •祕 〕 道潤梯歩：蒙古祕史，呼和浩特， 1979.

〔札 •蒙 •新 〕 札奇斯欽：蒙古祕史新譯並註釈，台北，1979.

{：内 .蒙 •漢 〕 内蒙古大学蒙古語文研究室編：蒙漢辞典，呼和浩特， 1976.

〔内 •祕 •校 〕 額尔 登泰，烏云達赉 ：蒙古祕史，校勘本，呼和浩特， 1980.

〔蒙 •祕 •選 〕 額尔 登泰，烏云達赉 ，阿薩拉图 ：《蒙古祕史》語集選釈，呼和浩特，

1980.

.〔花 •都 •祕 〕 花赛 ，都嘎尔 札布：《蒙古祕史》校勘本，呼倫貝尔 ，1984. 

〔Ma.N.T.〕 Mangsang: MongGul-un niGu£a tobSiyan.呼和浩特，1985. 

〔蒙 .分 〕 蒙文分類辞典，新版，呼和浩特，1978.

〔土 .漢 〕 土漢対照詞彙，互助土族_ 治県，1982.

〔布 .東 〕 布和等編：東郷語詞* , 呼和浩特，1982.

〔恩 .達 〕 恩和巴圖：達漢小詞典，呼和浩特，1983.

(恩 .達 •詞 〕 恩和巴圖等編：達斡尔 語詞* , 呼和浩特，1984.



1 0 咯 語 表

〔哈 .土 .詞 〕 哈斯巴特尔 等編••土族語詞窠，呼和浩特，1985.

〔陳 .保 •詞 〕 陳乃雄等編：保安語詞窠，呼和浩特t1985. .

〔保 .裕 .詞 〕 保朝魯等■ :東部裕固語詞彙，呼和浩特，1984.

〔武 .巴 •詞 〕 武達等編：巴尔 虎土語詞棄，呼和浩特，1983,

(bur.)ブリャート方言（cha.)チャハル方言（dag.)ダウール方言

(kalm.)カルムク方言（khal.)ハルハ方言（mo.)蒙古文語

(mid.mo.)中世モンゴル語（mogh.)モゴール方言（mong.)モングオール方言

(ord.)オルドス方言' (pao.)保 安方言（tung.)東郷方言（y〇g.)朿部裕固方言

(paks.)パクパ蒙古語（華甲.乙•丙)華夷訳語甲種本，乙種本，丙樋本

(三合)三合便覧（廬)康龍塞略（至元)至元訳語

(武)武備志（蒙總)蒙文總彙

た む ；?•の他の参考文献については，本文中に，随時註記した。
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第 一 部 動 詞 論

3

第一講動詞の終止形〔I 〕

蒙古語の動詞は，その職能の点から見て，終止形，形動詞形，副動詞形の三 

範畴に分けて記述するのが適切である。元朝秘史蒙古語も，勿論，この例に洩 

れない。これらの諸形は，殆ど総て，動詞語幹に接尾される語尾によって表現 

される。それ故，蒙古語の動詞の記述は，これら諸活用語尾の記述にあてられ 

ることになる。

0 3 終止形。終止形は，文を終止させる職能をもつ。終止形語尾は，時制 

を表示する敍時語尾群〈A> と，命令•希望.懸念などを表示する敍想語尾群 

〈B> とのニ群に分れる。以下，<A> 語尾群と<B> 語尾群とに分けて，実例を 

以て例示する。

1 . <A> 語尾群。以下の諸語尾が<A> に属する時制語尾である。

(a) -mu2, -mui2, (-mi)

(b) -yu2, (-yui2), -yi

(c) -u8, -ui2, -i； -ai2

(d) -bat -bai:2, -bi

(e) -ju'u2, -Ju'ui2, -ji5ai2— jigi

(f)  -la’a2, -la’ai*; -lu’a2，-lu’ai2, - l i g i l i y i
(g) -’a2, 茚

こ の [A] 群の諸語尾の中に， 我々は， 「秘史蒙古語」にのみ存在する大き 

な特徴を見ることが出来る。それは，男性単数形，女性単数形，及 び （男•女） 

複数形という，性.数による語尾の使い分けである。その特徴が最も顕著に見



Ca》 -m u2， -m u!2， （-m!)

<1> §15 (—  9 四 〜 9 七） 朵 奔 蔑 児 干 牙 温 古 温

ya*un ku'un
ド プ ン • メ ル ゲ ン “如何なる 人ぞ

@ 撒 キ 忽 阿 速 舌 列  ^  鳴詁列#論必馬阿里黑伯牙兀歹牙荅周

問 町 那 人 _  説 我 姓 氏  窮乏着

asacu asu tere Kû fln ugialerun bi Ma，alio=baya’iidai vadaju
問わば かの 人 言うに *我マアリグ•バヤウダイなり， 困乏して

宅 ぎ 产 帕 舌 烈 t 劣額a ， 平(ご 今 納 察 納 荅 幹 克 ……客主耳⑴

行 #  那 野物 的 肉 裹 我 行 与 ......説了

yabumu tere goroJesun-ii miqan-aca nada og....keju f̂l
あり， その かもしか の 米 を  我に与えよ......"と云えり。

〈2> § 1 7 1 (六 7 六 〜 7 七）額捏客列亦舌列兀魯額®成吉思中合罕

這 話 来了 太祖 .a 帝

ene kele ire’fiim d Cinggis qahan
この 言を 来さしめて チンギス 可汗の

©詁 列 舌 琴 ：p 魯 兀 敦 主 舌 児 扯 歹 額 賓 赤 牙 兀 客 額 木 赤 馬 宜

説 姓 人名 估父 你 甚麽 説有 你行

ugulerun Uru ûd-un Jiircedei ebin ci ya^  ke^mu cimayi
言うに “ウルクド族の チ•》ルチ真デイ 伯 父 汝 は 何 と  言う， 汝を

莾来刺牙 客額罷（2)

教敗先鋒 説 了

manglailaya ke'ebe
先鋒となさん” と云えり》

4 元朝秘史蒙古語文法講ま

てとれるのは（d)，（e)，（0 の諸語尾においてであるが，（b), (c) においても 

原則的に，上の特徴は読みとれる。た だ （a) と （g) においては，女性形とし 

て期待される-m i と -’I は発見されない。 以下，順を追って[A] 語尾群O 

用例を吟味する。

赤

丨

»

«

» *



<3> § 1 0 1 (ニ 46六 〜 4 6九） 別勒古 台 甲 ！ ^客：̂两 都 刺 温 助 都 户

人 名 的  母 行  教 * 騎 着

Belgiitei-yin eke-yi sundula^ C^lduju
ベルゲテイの 母 を  あい乘りさせて
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ヰ 豁 牙 児 闊 ©亦 訥

両 箇  脚 他的

qoyar fcod inu
ニ本の 足 を — 彼女の

扯児別格勒者温勒周41合 荅 *剌 周 古 児 抽

垂  若 点 菪 到着

cerbegel je f̂l (n)ljti qadaraju kiircii
ぶらぶら垂らせ 騎走し 到り

变 舌列額 ， >

来 了

ire’ed
来て

頟 捏 帖 児 堅 朶 脱 ぎ 刺 牙 温 帖 額 周I_ I
甚麽

ene tergen dotora ya'un te^jii
“この 車の 中に 何 つみて

阿 木 客 額 罷

amu Ke’ebe
ある” と云えり。

キ豁阿！!臣 額 篾 堅

名 老嫌人

Go'aGcxn emegen
ゴアクチン 老婆の

鳴詁列*論翁ホ合 f 帖額周

説 毛 載着

ugulerun ungGasun te'ejxi
言うに “羊毛 つみて

阿 木 客 額 畢 （3)

有 説了

amu ke êbi.
あり” と云えり。

〈4> § 7 7  (ニ 9 九 〜 10— ) 泰亦赤冗®阿中合迭兀因  中合失温

種 名  兄 弟 的  苦

Taiyici'ud aqa de'ii-yin Ga§i’tin
*•タイチウド 兄弟（から）の 苦しみが

孫牙丹  哈 赤 客 揑 阿 不 舌 闌

受 不 得  簪 誰 行  報

dau*usun yadan haci ken-e aburan
終りかね， う ら み 誰 も て  報じ

赤荅*忽訥

能麽

cidaqun-u
得べきや”

客額周

説着

ke^jii
と云いて

不恢突児

有的時

bukui-dur
ある に

糸@宜也」勤 你 覩 ^  5 ^ 里木孫阿馬訥中合中合孫孛勒*合 梅 塔 ⑷

将 我 . 為 甚  眼的 毛 ロ 的 梗  做 有 您

namayi yekin nidun-ii surimusun aman-u qaGasun bolGamui ta.
“我 を 如 何 そ  目 の  まつ毛， ロ の  とげ と な す や 汝 等 。”

<5> § 1 7 0  (六 3 三 〜 3 五 ） 札 木 中 合 鳴 詁 列 舌 論 田 迭 兀 舌 魯 兀 》

人名 説 那衷 種

Jamuqa ugulerun tende Uru*ud
チ•ャム力の 首うに “そこに ウルウド,



忙中忽》 亨蜂許舌児_ 亨訥芦，今 f 舌児$  ヤ合®中忽助都梅_

種 麽道 百始 他 的 有 那  百姓 他的 厮 殺  有

MangGud keyen irgen inu bui, tede lrgen inu qadquldumuト  je. (5)

マングト と云う 人 衆 — 波のあり， 彼等 人 衆 は — 彼 の （よく）故い合うぞ"

€ 元朝秘史蒙古語文法講義

〈6> §199 (八 10八〜 11一） 必 荅 泥 額 赤 揑 別 舌 児 孛 額 速 亦 列
1_____ 1

背処 V 1_____ 1

有呵

1 _ 1  

対面

bidan-i ecine ber bo'esii ile
“我等を 影に あり て も 面前の

蔑 ! ^ * 豁 羅 別 ® 児 孛 額 速 # 亦 1

般 遠 也 有 呵  近

metii qola ber bo*esu oyira
如く 速 く に あ り て も  近くが

篾図薛胃乞 -迓歩阿速

般 想 為 行  M

metu sedkiju yabu’asu
如く 想い 行かば

迭額舌列

上

de^re
上

- 格 舌 理 迭 別 ぎ 児 亦 協 額 ! ^梅 者

天 行 也 被 護 助 有 也 者

tenggeri-de ber ihe^ crdemiii-je
天 に ぞ 加護さる べし

塔 客 延 札 古 児 里 p ネ助罷（6)

您 麽道 敗 T

ta keyen jarliG bolba.

汝等” と 軌 せ

〈7> §166 (五40五〜40九） 札木中合兀勒斤嗚訊列々論帖木真声荅

人名 臢  名 契交

Jamuqa ulgin iiguleriin Temujin anda
チ•ャム力 讒してrrうに “テムデン 盟友

米訥 乃馬訥 塔 楊 +罕 突 S児 客列禿 額勒赤f 阿蠻亦訥

我的 種 的 人名 行 話有的 使眨冇 的 ロ 他的

minu Naiman-u Tayang qan-dur keletii elcitii biiyii, aman mu
— わが ナイマン族の タヤン 汗 に 通ぜる 使者もちて あり， ロは •*-彼の

率 赤 格 可 兀 客 額 周 阿 木 阿 不 舌 里 亦 訥 斡 額 舌 列 備 由 亦 帖 格 主 兀

「父

1

子

\_____ 1

説着

1__1 < 1

徳性

1 _ 1

他的

I 1

另

1 _ 1

有

1 1 

倚 仗 荇

kd’fi ke'ejii amu aburi inu o^ere buyu, itegejti’u
子 j と云いて あり. 性は - 彼 の 異なりて あり， 信じてか

塔
1

額 〒 撚迭額速

您 不曽 攙 先 呵

amui ta, ese nende^sii
ある 汝策 急襲 せざれば

塔 納 牙 兀 孛 勒 *忽 （7)

您行 如何 中

tan-a ya’Q bolqu
汝等に 何が 起らむ”



<1〉の yada5u yabum uは 《困乏 し て （困労して）歩いている》と直訳で 

きる語句である。動詞語幹yada-は （(疲労する，疲れはてる》を意味するが， 

《〜し難い， 〜しかねる》の意にも屢々用いられる動詞である。 yabu-は一般 

に 《行く》と解される語幹であるが，《歩いて進む》が原義で，こ!^でも“私> 

マァリグ.バヤゥダイは疲れはてて歩いてます”を表わすのがyada}u yabu- 

m uである。この-m u は，この例から知られるように，《現に行なわれている 

動作—— 動詞の表わす意義は大きく分けて動作（行動）•状態•存在を表示す 

るものと定義しうるが，特に必要のない場合は，これら三者を「動作」によつ 

て代表させる。以下これに做う—— 》を表示する。動作の主体はbi Ma’alic= 

baya’a d a iという一人の男性である。序いでながら附言すれば，Ma’S lioは不 

詳の語であるが，baya’iid a jの語幹のbaya-は実詞bayan《富んだ，裕福な》

を意味する語であるから， baya’ndai-----(Q )daiは 「氏族；部族j を意味す

る接辞----Ma’aiiG=baya’Qdai.という個有名は《困窮者》のイメージから遠い。

この Ma’tliG=baya’Qda! が “yadajuyabumu”というのは，何か特別な事情 

を意味しているのかも知れぬ。

〈2 > の £i ya’a ke’gm ttの -m i iも 《何と言う》の主体はg i 《汝》で，こ 

の c i は勿論，単数の男性である。 この場合の《何と言う》の 《言う》は厳密 

に は （(これから言》 うのであるからテ-ノスとしては未来に属する動作に対して

用いられている。-mu2は--- mm2も—— この様に，未来の動作に対しても用

いられる。

〈3 > の ya’an te’g沖 a m u と ungcasun te’gjfl a m u は 《何をつんである 

か》，《羊毛をつんである》とも読めないこともないが，むしろ日本語の《何が 

つんであるか》，《羊毛がつんである》に解する方がよいと思う。前者の如く解 

するとすれは，ya’an， ungGasunでなく ya’B，ungGasuの方が秘史蒙古語 

においても希ましいと思われる（現代モンゴル語なら，この様な場合には，必 

ず toy T3抑{ 6aflHa (B3)? ywac t的mc 6aiiHa となる）。amu はこのta合 助  

動詞であるが， 《現につんである》状態， 又 は 《現につまれている存在》を表

第 一 部 動 詞 論 7
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わしている。

〈4>，<5>，<6>は  - 11111i2 の文例である。〈4 > の bolcamui ta  C(〜と）為す 

(や)，汝等》，〈5> の q ad q u ld u m ta-ie《戦い合うぞ》，〈6> ihe’Sgdemih:-〗 e t a  

《加護さるべしぞ，汝等》の 《(〜と）為す ))，《戦い合う》，《加護される)）主体

が，総て複数の主体である--- t a 《汝等》 ， tede ir g e n《彼等人衆))—— ことに

注目しなければならない。〈4〉の b〇lGamui の - 111ui は “汝等が我を〈目の 

まつ毛， 口中の刺〉としている”現状を表わし， 〈5〉の qadquldumm-]e は 

“よく戦い合う” という事実が一般認識（というと少し大袈裟だが）として表 

現され，〈6 >の ihe’SgdemmC加護さるべし》は未来にMする励作である。な 

お 〈7 > は a-Cある；いる》におけるa m uの単数性，am u iの複数性を明示す 

る証例として示した。

以上の事実から， 男性単数形-mu2, 複 数 形 （複数では原則として男性•女

性の区別はない）-mm2 の区別の存在が認知される。

-m u(i)2—— mu2 と-mui2 の両方を示す方法として-mu(i)2 と表記する。

他の諸語尾においても同様。例えば-ba(i)2 は - ba2 と bai3 とを合わせ表示

する—— の意義素を《ある動作が現時点で遂行されつ\あり，又将来において

も遂行される》と措定することができる。 又， この語尾は，《ある動作に対す

る，現時点での一般的認識》をも表現すると言うことが出来よう。

他の諸語尾との比較から，-mu(i)2 にも女性単数形としての*-m iが期待さ

れるが， 今までのところ，「秘史蒙古語」以外の文献にも， この形は実証され 
- (1)
ない。その唯一の例外は，「ライデン語彙」におけるqarqamiの-m iである。

ポッベ博士は，こ の 語 に (? )の如く疑問符を附して-m iに疑問を 

投げかけられ，

'Vielleicht Praes. vom Verbum qarqa-9 vgl. mo. yarya- *heraus- 
gehen lassen’

とされている。動詞語幹GarGa- 《出す》に -m iが接尾されていることは明か 

であるから， この-m iは，当時すでに失なわれていた*-m iの名残りかも知
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れぬ。他の実例が切望される。

なお，秘史全巻に亙っての-mu2 の実例は66例，-mui3 の実例は63例で， 

ほぼ互角というところ。これら全例を通して，上述の-m u 2の単数男性形なる 

ことは全く疑問の余地なしと断じうるが，-mui2 の複数形なること，-m u 2 の 

如く明断しかねる，少なからぬ実例に逢着する。

これは，-i 系語尾--- 筆者は -mui2，-bai2, -la’ai2等々の語末に

-i をもつ諸語尾を-i 系語尾と呼ぶ—— の総てに言い得ることであり，これに 

ついては，特に一項目を立てて後述する。

Cb》 -yu2， （-y u f ), -y i

ポヅぺ博士によってdeductive p resent《演繹的現在》 と呼ばれる，この語

尾-yu2は秘史蒙古語においては全86例を数える。しかし，そ の の 57例 は 「備 
, (2) (3) 6

由〜條由」----これをへ一二ッシュ氏はbuiyu, ペリオ氏はbfiyii，コ一ジン
(4) , . (5) (6)
氏は biyu， リゲティ氏はbiiyyfl, ダシツ= デン氏はb u y uとそれぞれ転写す 

るが，筆者はb iiy iiと転写し，結果的にペリオ氏のそれと一致する。その理由 

については註7 を参照—— であり，その他は18語幹に接尾された29例であるか 

ら，-muG)sに比すれば，その使用範囲は限られていると言えよう。以下に実 

例を挙げる。

く1> § 188 (七 5 五 〜 5 七） 的的克撒中合侖涅坤兀速納王中罕

地 名  的 水名 水 行  人 名

Didig=saqal-un Nekun=usun-a Ong qan
ディディク•サカルの ネクン川に 才ン汗は

杭中合周幹舌羅中忽孛侖乃馬訥中合舌剌兀，中豁舌里速別赤

渴 着  入 败  種名的 哨望的 人 名  行

hangoaju oroqu bolun Naiman-u qara*ul Qori=siibeci-dur
渴 して 到達することになり ナイマン族の 斤候， コ リ • ス べ チ に
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帶 舌 羅 主 ^ : 今 王 中 罕 脩 由 客 額 速 兀 禄 塔 紉 額 薛 不 失 舌 列 周 田 迭
I------------' I 1— 1 し J I--- 1 > j |___ | 1_ 」 L |

入了来 我 人 名 有  説I可 不 認 不曽 苗 者 耶衷

oruj^u biOng qanbuyu ke^su iilii tanin ese busirejii tende
人った。 “我 オ ン  汗 なり” と云わば （彼は）識らず 信ぜずして そこに

阿剌主兀（8)

殺了来

alaju'u.
殺せり。

<2> §147 (四50ニ〜 50六） 成吉思中合罕鳴詁列g論歹亦孫迓歩黒=

^  太祖 皇帝 説 敵 行了的

Cmggis qahan ugiileriin daiyisun yabucsan
チ-ノギス 可汗の 言うに ••敵（たりて） 行ける

普 — 巧亦速舌児， ， i m  s w
殺了的自的行 反数了的 自 的 行 身 自 的 行  蔵 筘

ku'un alaGsan-iyan daiyisurqaGsan-iyan beye-yen ni'uju
人は 殺生せるを（己が）， 敵対せる を （己が） 自ら 隠し，

客列邊

話自的行

kele-ben
言 を （己が〉

不察周 阿由〈由〉 額捏不舌侖 $ 額 ^ 門荅 阿剌黑撒你顔

諱着 怕 有 這 箇 呵 説呵 较 了的自的行

bucaju ayu<;yu>, ene burun ke’esu munda alaGsan-iyan
秘 して 恐るものなり， 此奴 は と云わば 逆に 殺生せるを（己が），

歹亦速s 児キ合黒撒你顔 兀禄不察№0 門荅 只安 備 由 （9)
1_____________ 1 1_1

反做了的 自的行

1_1 1____
不 隠諱

」 1_1
却

1_1

daiyisurqaGsan-iyan uiu buca〈nク munda ji’Sn biiyii.
敵対せる を （己が） 秘 せ ず ， 逆に 告げて あり0”

〈3> §65 (— 45七〜45九） 訥温可兀惕馬訥嫩宪 黒中合舌剌由

児 孩 児  俺的 営盤 看 有

"nu’nn ko’ud m anu nuntUG qarayu,
“男 の 子 は — 我等の 居営地を守るものなり，

斡勤可温馬訥汪格兀者®迭由也速該キ$ 荅 格 児 圖 児 米 - 斡都牙

女 孩 児 俺 的  顔色 看 有  名 親家 家 裏 我的 去来

okin ko'fln manu ongge ujegdeyu, Yesiigei quda ger-tur mmu oduya,
女の 子は— 我等の 顔貌を見らるるなり• イ エ ス ゲイ親族よ包  に — 我が 行かむ，
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阿勒壇盞討兀別胃児 I—— I I—— I I___ I
金 盂 也

altan  ]antau*u ber
黄金の 盃 をば

額 篾 古 温 那 ヰ 孩 你 兀 $ 児 _ 客 額 # 宜 f
婦 人 _  的 面皮有的 被説 也者

eme ku*un noqai ni*urtai ke ^ gdeyi-je
**「女 人 は  犬 （の如き）顔ありj と言わるるなり

亦訥斡气兀孫別舌児兀慑 中忽周兀兀禿中?f  f 額主今〇 (U)

汲 着 飲 者 説了有_

udquju u' utuGai keTe jii* fli.
汲みて 飲まめん” と云えり，

他的 与 水 也

inu og, usun ber
— 波 の 与 え よ ， 水 をば

〈5> §55 (— 35五〜35九） 田迭訶額侖兀真鳴詁列舌論帖迭中I 」  I_____________J I_ I
邱衷 婦 人 名  説 那

tende H6'eliin=ujiii iigulerun tede
そ こ に ホェルン♦ウデンの 言うに “彼等

忽A 班 （ロ 泥
兀中合巴兀赤赤 *来穿 ®来 〒速傾-

三fi
Gurban

人 行

n aran -i
人 を

覚 麽 你

uqabaTu  ci,
覚れるか 汝，

顔色

cirai
顔

阿察

顔色 行 不 是 有

c ira i-aca  busud biii,
顔 から 異りてあり，

阿民圖児I_ I I_ I
性命 裏

赤訥古児恢
ぎ 壇 f 阿民額列赤酌孛額速完勒只格

有 呵  車 前CEW »  你 的 到 的  顔色毎有 性命 但 你… 》 ， 干 »'•
amin-tiir cinu kiirkui ciraitan biii, amin ele cinu bo'esu oljige

命 に — 汝の 到る 顔をもちてあり， 命 だに — 汝の あらば 寧の前室

土屯斡乞， 中合舌剌兀土屯中合禿摄 _ 阿乎

毎 女子毎 黒車 毎

tu tu m  okxd qara  u  tu tu m
ごとに 乙女連， 黒 捽 （の車）ごとに

婦人 有 性命

qatud  b u i , a m m
女連 あり， 命

額 列 赤 訥 孛 額 速

但 你的 有呵

ele cinu b^esii
だ に — * 〇 あらば

斡勤米訥兀出兀堅備由 中忽荅兀者$ 該 客 額 f ……。（的）

女 子 我 的  小 _  有 親家 看 説着

〇kin minu iicu^iigen biiyu, quda iijetugei ke*eju........
娘 — 我 が  おさなく あるなり， 親族よごらんあれ” と云いて..... •

〈4> §188 (七 6 ~ \ 7 ニ） 帖舌列兀格突舌界額篾亦訥鳴詁列舌論

那 言 語 裏  妻 他的 說

tere uge-diir eme mu uguleriin
その 言 に 妻 の ― 彼の 言うに

必

—

我

bi
R-



中 令 荠 爷 魯 亦 ,亨 ……。（12)

女 子 婦 人  得 也 者 你

oki qatu oluyi-je ci... .
乙女.婦女を 得るものな〇 汝......%

以上の5 例から-yu2が男性単数形，-y iが女性単数形なることが知られる。 

その意義素はCある動作が従前からの知識によって，現に行なわれる》と措定 

される，日本語では丨C知っての如く，知られているように〜する，〜するもの 

だ》と訳せば当る。

〈1> の bi Ong qan M y iiは 《知って通り，我は王汗である》の意で，王汗 

は当時ケレイド族の大王として草原社会の覇者であったことからすれば王汗の 

bi Ong qan b f iy iiと発したM y iiは - y i iの意をよく示している。

〈2 > の kele-bgn bu5a】u ayuyuも “一般的には，敵対行動をとったことを 

隠し，何も言わず恐れるものである”を意味し，bu6a5u ayuyu ((秘して恐る》 

の a y u y uはこのニュアンスをよく伝えている。

一般的常識からすれば， 当 然 kele-b§n bu£a]u a y u y uなのだが， munda 

}i’an b iiy ii《むしろ逆に告げている》となる。 この ji，gn b iiy iiの biiyflは 

“今，彼が現実に告げたように，知っての通り《告げている》”という状況で用 

いられたものである。秘史蒙古語におけるbfi- Cある， いる》と a- 《ある， 

いる》との意義の相違については後述する機会があるがbfiyiiくbii-y fiは屢々 

用いられる形であるのにayu< a-y u が一例も見られないのは，その意義素に 

帰因するものである。なお，原文の「阿 由 （怕有)」を 「阿 由 〈由〉」と校した 

のは傍訳の（怕有）を参照した処置で， 夙にへ一ニッシュ氏， ラケヴィルツ 

氏， リゲティ氏等もa y u y uと校している。 筆者の『元朝秘史全釈（下)』の 

P.1 7 3で は 「阿由」のままになってい る の で 「阿 由 〈由〉」と校さねばならな 

い。 又， 原文の「兀 禄 不 察 _j の 「不察」をへ一二ッシュ氏， コージン氏は 

b u ca juと校し， ペリオ氏もbu5aju? とし，ラケヴィルツ氏はbuca[ ? ] ,リ 

ゲテイ氏もbuca[sic] とされている。ダシツ* デン氏はbu£a のままである。 

しかし，これは「不察<阶 1«1£3〈11>」と校すべきものである。1311&]11と校する

1 2 元朝秘史蒙古語文法講義
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場合には，上の否定辞は「額薛 e s e jであって，「兀禄 Alii」ではない。連接接

合副動詞-J u を否定するのはe s eであって iilflではない。然るに，ここでは

iilii bu£a と見えるのであるから， これは当然Glii buSanと校さねばならな
(8)

い。同時接合副動詞-n を否定するのは「兀 禄 tiW jである。

-y i は - yu2 の女性形である。文例<4>,〈5>からその事実が知られる。〈4> 

の ke’ggdeyi~5e の主語b iが女人であることは行文からして何の疑いもない。

〈5 > の 〇luyi~j e の主語は£iledii----H6’gliin=i i i in の夫， 上の引用中には出

て来てないが—— であって女性ではないが，文例から知られる通り，この文は 

ホ*ルン夫人の語った文そのものである。 それ故， こv に oluyuづe でなく 

oluyi-】e が用いられたと見ることができる。この-y iは “命さえあれば，（女 

人は多いのだから，一般的に考えれば）女人は得られるものである”の意を表 

わすのに適切な語尾として用いられている。

複数形と目される*-yui2 は，現在までの処，現存の文献からは発見されな

Cc》 -u2, -u i2, - i； -a i2
この-u2 系語尾—— こ i■では，-U2, -u〖2，-i; -ai2 を一括してこの様に呼 

ぶ—— も主に「秘史蒙古語」にのみ見られる特徴的語尾である。他の文献の用 

例を殆ど参考に出来ないので，この語尾の意義素の措定には困難を伴なうが， 

面白いことに動詞語幹ayis- 《現に近づきつつある》に -uj2 が附されたと認 

められる文語形ayisui，ハルハ 方言のaftcyft, オルド ス 方 言 の な ど の 一  

語が現在まで残っているので，これらの表わす意味の考察が手助けになる。先 

ず文例を以下に示す。

<1> §172 (六 11九〜 11十） ：̂都舌児格格延孛勒中合う兀者額速

日 明 教做着 看 呵

uaur gegeyen bolGaju iije^sii
日を 明るく させて 見れば



ヤ豁 亦 納 穿 彳尔 刊古竿呵亦竽#舌児忡# 舌列額苹孛斡舌児出阿主x a 3>

後 行  一 箇 人  来有 到着 来 呵

qoyina-ca niken kii^n  ayisu, kurcii ire’gsii
後 より一人の  人 近 づ き つ つ あ り ， 到り 来れば

1 4 元朝秘史蒙古語文法講義

人 名  有

Bo'orcu a]u*u.
ボオ■■•ルチュなりき。

<2> § 9 1 (ニ 32— 〜32ニ） 中豁亦納察合舌闌兀不児速不児捏客厨

自 後  人毎 陡 feg 襲着

qoyina-ca haran ubur subur nekejii
後X* より 人々 陸続と 追い

，亦芦你刊察合安秣舌驪禿古温兀兀児中合把舌里周キ合黒察阿児

来了 一箇 白 馬 有 的  人 套馬竿 窣若 独 S

ayisu, niken caGa'an moritu kii'iin u^urca bariiu GaGca'ar
来りつつあり，一人の 白 馬に乗れる人 馬捕竿をつかみて ひとり

恢亦徹周阿亦速。（14)
I______ I I_____I

趕上着 来了

giiiyicejii ayisu.

追いつき 来つつあり。

〈3〉 § 255 (土32- "32ニ） 額揑兀格突*児成吉思中合罕札舌児里黑

這 言語裏 y 太祖 a 帝 聖旨

ene uge-dur Cinggis q ah an  jarliG
この 言 に チンギス 可汗 勅して

孛 魯 舌 令 斡 歌 歹 額 亦 門 兀 格 思 鳴 詁 列 古 孛 額 速 孛 魯 者 客 額 罷 (15>

敗 人名 道較毎 言語毎 説 的  有呵 中也者 説了

bolurun tfOgodei eyimiin xiges iigiileku bo^esu bolu-jew ke^ebe.
く日 “オゴデイ かかる 言を 申すこと あらば よからむぞ” と云いぬ

〈4> § 265 ( 芏 2 i "〜 3 三） 成吉思中合罕鳴詁列舌論唐兀©亦舌児堅

太祖 皇帝 説 種名 百姓

Cinggis qanan uguleriin ttTangud lrgen
チンギス 可汗の 言うに "ダングトの 人衆

必荅妒 主S魯格 牙荅周 中合舌里罷f 作 客額坤 必荅 1_ 1 額勒臣 1___1
咱 行 心 不能着 回了 説他的 咱毎 使臣

bidan-i juruge yadaju qariba ke’ekUn， bida elcin maqa
我等を •心 憧して 帰れり， と云わむ， 我等 使者を か
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亦列周

教去着

ilejii
遣わし

額 ® 赤 泥 門 額 揑

使 臣 行  只 道

elcin-i mun ene
使 者 の （帰れるまで） まさにこの

_ 斡舌児中合傷〒

地 名  行

Co'orqad-ta
チヨ；j— ル カ ド で

莎 必 剌 周 兀 格 阿 訥

試 着  言語 他的

sobilaju uge anu
養生し 苜 を — 彼等の

兀キ 合 周 亦 出 阿 速 孛 魯 者 客 額 周 ……〇 (16)

省着 退呵 中也者 説着

uqaju icu'asu bolu-jew ke^ju.... .
吟味して 退かば よからむそ***と云いて......。

〈5> §136 (四 19六〜 19八）額朶額巴撒歹亦孫突舌児失中罕歹亦孫

如今 再 敵 行 挨 着 歒

aedo,e basa daiyisun-dur siqan daiyisun
“今 また 敵 に 近づき 敵に

木 ®古 孛 魯 宜 客 額 額 ®成 吉 思 *合 罕 主 *児 勤 突 舌 児 秣 ® >驪 剌 罷 (17)
他毎也 敢了 説了 太祖 皇帝 種 行 上 馬  了

mud kii boluyiM ke^'ed Cinggis qahan Jurkin-diir morilaba.
彼 等 は な ら ん と す ” とて チ•ノギス 可汗 デュルキン族に 出馬せり。

〈6> §199 (八 7 八 〜 8 ニ） 中合札舌侖中豁剌宜薛惕乞-扯舌里昆

地 的 通 行  想 着 軍 的

Gajar-un qola-yi sedkijfi cerig-un
地 の 遠きを 思い， 軍 の

兀 剌 阿 宪 を 魯 埃 兀 都 兀 牙  キ合亦s 剌剌(想)中渾 古揑速邊巴舌剌埃

馬疋 瘦 未 行 愛情 您 行核自的行 了

ulaJa turu’ai udu*fii-e qayiraladqun kunesii-ben bara*ai
馬 いまだ瘦せざるに 愛惜せよ， 粮 食 を （己が） 終らざ

兀都兀〈耶〉 中忽赤呵後中渾阿黒驅禿*侖巴舌剌阿速 
1__________ 1 1___ 1 1______  1 ，合亦s 剌剌阿_

未 行 省 惜  您 鼷馬 瘦 了  了 呵 愛 惜  呵

iidii’ui-e qucradqun aGta turun bara’asu qayirala'asu lilii
る に 節約せよ， 去勢馬 度せ果てなば 愛惜すとも せん

f 魯宜古捏孫巴舌闌巴舌剌阿速中忽察阿涑

中有 行 粮 了  了 呵  省 惜 呵

boluyi kiinesiin baran bara*asu quca^su

X #

iilii

孛魯宜。（18)
i___ i
中有

boluyi.
なし， 糧 食  尽き 果てなば 節涣 すとも せんなし，
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〈7> §100 (ニ44i 45ニ） 中豁阿(黒?臣 額 篾 堅 鳴 詁 列 舌 論 f

嬅 人名 老婦 説 我

Go*aGcin emegen ugiileriin bi
ゴアクチン 老姿の 言うに “我は

帖 木 只 訥 埃 備 也 客 格 児 圖児中豁級罕児中合舌M  f 舌列列罈 雙序

大 家  裏 羊人名 的 有

テ ム デン家の者なり， 主 i に 羊 （の毛）を

禿s里頭 中合舌里周 ¥ 亦石 客額畢。（1の

自的行 回着 来有 説了

tiir-iyen qarnu ayisi ke*ebi.
に — 自分の 帰り 来りつつあり” と云えりe

剃

qirGara
かりに

来 了

irele’e
来れり，

家

ger-
包

く8> §254 (土25ニ〜25五） 主舌魯格揑亨脱舌列克先-客余延

心 行 生了的 母 目 的 行

mriigen-ece toregsen eke-yuyen
心臟 より 生れし 母 を（己が〉

赤馬®キ合阿速赤納ま児亦訥者乞$児抽

教 佐 呵  情 他的 冷 着

cimaaqa'asu cinar inu jekircu
苛なましめば 心 性 — 彼女の 冷えて

札里s 剌兀勒魯阿速 兀禄

教 总 呵  不

jalira’ ii[l]lu’ §su tiiii
息ましめんとすれど 詮

f 里客額里迭徹脱舌列克先額客余輝格木舌里兀《舌》魯頷速格訥額舌児

中 肚 皮 行  生了的 母自的行 教 怨 _  呵 怨 悔

bolij kefeli-dece toregsen eke-yuyen gemuri^ Iu'esii genii’er
なし， 肚 より 生れし 母 を （己が） 悲 し め ば  悲 悔 —

亦 訥 格 思 格 額 速 兀 禄 孛 里 。（20)
I~ ~ I !------------ 1 I_ I I_ I
他 的 消 呵  不 中

inu gesge^esii iilii boli.
彼 女の 融か しめ んと す れど 詮  なし。

〈9> §109 (三 14一〜14三） き黒脱阿別乞宜客ト帖額孛額帖列
I

人名 行 睡 着 有 間

ToGto'a^ eki-yi kebte*ed bofetele
トクトァ•べキ が 睡って いる間に
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肀 舌 児 古 S

到的行

kiirkii-yi
到 る こ と を

勤 勒 中 豁 沐 舌 漣 捏 不 坤 只 ヰ 合 臣 不 鼸 キ 合 臣

河名 河 行  有的 打魚的毎 捕貂鼠的毎

Qilqu m uren-ne biikiin jiGacin buluGacin
キルコ 河  に いる 漁夫逹 绍 鼠取り連

ぞ劣兀魯早
捕野獣的毎

g6r6’uiucin
獅 達

塔 勒 必 黒 撒 偈 荅 因 阿 亦 石 客 延 雪 泥 都 鄰 客 連 古 ぎ 児 g 斡傷出声。（21)
放来的 敵人 来也 麽道 夜 兼行 言語 送到 去了

talbiGsad dayin aisi keyen som dxilin kelen kurgen odcu'ui，
“放ちた る 敵 来 り つ つ あり” とて 夜を徹して 言を 送り 行けり。

〈1 0 >  § 2 5 5  ( 土 2 8 七 〜 2 8 十 ） 額 揑 兀 格 突 ( 舌 ) 児 察 阿 歹 木 赤 勒 者 局

這 言語 裏 v 人名 哂 着

ene iige-diir Ca'adaj muciljejii
この 言 に  チ ヤ アーダイ 歃笑して

鳴 詁 列 $ 侖

説

iigiilerun
言う

拙 赤 因 古 出 禿 宜 額 さ 児 迭 門

人 名 的  気力有的行 技能 的

Joci-yin kucutii-yi erdem-un
**デ a チ の  力ある を， 技能 の

中 合 舌 里 兀 兀 禄 鳴 詁 連

回

I_ I I____I
不 說

qari’ii ulu iiguien,
返答を 言わず，

阿 馬 阿

p 教

ama，ar
ロもて

阿 剌 黒 三  p 赤 阿 速

殺了的 馱 呵

alaGsan a c ia su  iilu boll,
殺せるは 稹まんとせど 拴なし，

兀 禄 孛 里I_ I I_ I
不 中

兀 格 額 f 児 Tf：窟 兀 魯 克 先

言 語 教  死 了 的

iige^r iiku'tiliigsen
言葉もて 死なせしは

兀 赤 顔 速 兀 禄 孛 里 。 （22 )

剝 呵  不 中

iibci^sii ulu boli.
剝がさんとせど 詮 な し 。”

〈1 1 >  § 1 9 5 ( 七 3 5 五 〜 3 5 八 ） 納 中 忽 中 覚 訥 朵 舌 羅 納 巧 中 豁 舌 児 埋 荅 阿 舌 鄰

山 名 崖 的  東 辺 裙 経過

Naqu Gun-u doronaji qormui da’Srin
ナ ク の 懸崖の 東 館を 経て

察 乞 @ 児 馬 兀 慎

v 地名

Caqirma^d
チ ヤ キ ル マ ウ - ) ••»：

古 ぎ 児 抽

到着

kurcii....
到り

I

阿 亦 速 キ 灰 突 舌 児 成 吉 思 キ 合 罕 訥 43合 @ 喇 兀 勒I________I I___ I I--- 1 I--------1
来 的 時 太祖 崑帝的 哨望的

—jyi綱 uiad 叩 一.Ciuggia 减 an_u qara，Hi
近 づ く 广 ，ベ 咬 - み ぐ ス ー 句 奸  の 哨兵

y :ン:り m •い ”、 ;v
c a m



兀 者 周 乃 蠻 古 ぎ 児 抽 阿 亦 赛 @ 古 ぎ 児 格 額 速 … … 。 （23 )

見着 種名 到着 来也 麽道 話 送到 呵 .......

ujeju Naiman kiircii ayisai keyen kelen kiirge^esu...... •

見て **ナイマン族 到リ 近づきつつあり” と 言を 送らば...... 。
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〈1 2 >  § 1 9 5  (七 3 3 三 〜 3 3 五 ) 帖 迭 牙 兀 慑I_ I I— I 
那 的 毎 甚 麽 毎

t e d e  y a ’ i i d

**あの 何と

斡 欒 キ 豁 你 锻 赤 那 忽 勒 迭 周

多 羊 毎 狼 趕着

0 1 0 1 1  q o n i d  c i n o  h u l d e j i i

多くの 羊を 狼の 追いて

* 豁 圑 突 ® 児 古 ヰ 児 帖 列  
|_________ I I________)

圈子 》 直到

q o t o n - d u r  k u r t e l e

かこい に まで

忽̂ F
璉着

h i i l d e j u

追い

亦 s 列 古 篾 圖 f 迭 牙 兀 ®

来的 般 這 的 毎 茌 麽 毎

l r e k i i  m e t i i  e d e  y a ' u d

来る 如く， こ れ ら 如 何 な る

haran
人々

帖 0 忽 * & 迭 周 阿 亦 賽 客 延

那般  趕 菪  来也 麽道

t e y i n  h u l d e j i i  a y i s a i  k e y e n

かく 追い 来りつつある力” と

阿 撒 黒 罷 。 （2 4 )

間 了

asaGba.
問いぬ*

〈1 3 >  § 1 9 5  ( 七 3 4 三 〜 3 4 四 ） 斤 只 邊 木 勒 禿 助 迭 周 額 朶 額

鉄索自的行 被説 着 如今

g i n j i - b e n  m i i l t u l d e j u e d 6 ’ e

•■鎖を（己が） 脱されて 今

額 薛 兀  I_____I
不曽麽

e s e ’ f i
•ずや

^ 黒 撒 巧 阿 ! 》撒 ^ 巴 牙 思 抽 帖 因 失 列 蔑 勒 氇 阿 亦 賽 帖 # 客 額 主 為 。 （2 5 )

拘束於 有的毎 軎 歓 着 那 般  垂 涎 着 来也 那的毎 説了

buGsaju aGsad bayascu teyin silemeljen ayisai tede ke^Ju^i
怒 り を 抱 き あ り し 者 ど も 喜 び て  かく 涎 垂 ら し つ 来 り つ つ あ ら *波 等 ” と云えり。

く 1 4 >  § 1 2 9  ( 四 3 八 〜 4 三 ） 迭 兀 邊 給 察 舌 里 阿 剌 ( 黒 ) 荅 罷 琶 作 客 延

中兄弟的 人 名 行  被殺 了 麽道

de^-ben Taicar-i alaGdaba keyen
“弟 を （己が） タイチヤルを 殺されぬ” とて

札 木 舌 合

Jamuqa
チ•ヤis * を

帖 S 里 兀 田

等項

t e n ’ Q t e n

頭とする

札 荅 ぎ 闌

, 種名

J a d a r a n
ギヤダラン,

哈 舌 児 班 キ 忽 舌 児 班 キ 合 鄰 那 闊 扯 周

十 三  部 敗伴着

harban Gurban qarin n6k6cejii
十 三 部族が 連合三
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t 忽，児 班 土 篾 揚 孛 勒 周 阿 剌 KW® 土を児キ合兀的牙を児f 巴 ^成 吉 思

三 万 欲着 山 名  依着 越 a 着 v 太祖

Gurban turned bolju Ala’fi’iid Turca’Qd-iyar dabaju Cinggis
三 万と なりて アラウート トルガウト山を 越之 チンギス

ホ合罕突舌児

皇帝 行

qahan-dur
可汗 に

株ぎ驪剌周阿亦賽客延亦乞 S列薛徹木勒客脫 塔黒孛S羅勒歹

上 馬 着 来也 麽道 種名 処 人名 人名

m orilaju  ayisai keyen  Ikires-eece  Miilke=totaG Boroldai
出馬し 来りつつあり” とて イキレス族から ムルゲ ♦トタグ， ボロルダイ

豁牙s児成吉思キ合罕泥I________I I_ I |
両箇 v 太祖 皇 帝 行

qoyar cinggis qahan-i
二人 チンギス 可 汗 の

市(舌)連勒古迭

地名 行

k u re (n ) lgii-de

不 恢 突 舌 児 f 連古舌児堅

有 時 話 送到

buKiii-diir kelen  kiirgen
ある 時 言を 送り

亦ぎ列主為。（26)

来了

irejukiii*
来れり

以上14例を挙げたが， こ の - u 系語尾の用例は秘史蒙古語においてもそれ程 

多くはないので，以上の14例は， この語尾の意義素の解明には十分であろう。 

因みに -11系語尾の全例を以下に挙げておこう。

-u -u u -uyi) 一 i -ai

ayis- 阿亦速(15例） ナシ 阿亦石（7 例） 阿亦賽（7 例）

bol- 孛魯(者）（3 例） 孛魯亘（3 例） 孛里（3 例） （bolai)

この他に， 不確実な例として， 上 述 の 「阿余兀魯 ayu’Ol-u」 （六21六）の 

-u, 「多ト禿来（者）dobtul-ai~}ej (六4 五）の - a! を人れても， こ の -u 系 

語尾の用例は40例に過ぎない。 更に， この語尾の接尾された語幹はayis- と 

bol- に限られるので，秘史蒙古語の時点において，-u 系語尾は特殊な語尾で 

あったと結論づけられる。 文語形に ayisu! ( ハ ル ハ 方 言 形 aiicy费）のみが現 

在まで残っているのも秘史の時代の現象をそのまま現代にまで持ち越した感を 

与える。



ここで上記の文例を吟味して見よう。<1> の a y isu は 「日が明けて見ると， 

後から誰かが， こちらに ayisu (近づいてくる）」 として用いられ， 〈2 > のニ 

つ の a y isu も nekejfi ayisu， giiiyigejii ayisuで， ともに“今現に”《追い来 

りつつある》，《追いつき来りつつある》 という《現在進行》中の動作を表わし 

ている。そして，その現在進行中の動作の主体はいずれも単数の主体であるこ 

と行文から明示されている。

<3>，〈4 > の bolu-J e の -u は 《是である》の意を示す bol- に附され， 後 

続 の 七 と 共 に ，そ の （(是なる》 ことを現に強く肯定する用法で, <1>，<2>の  

現在進行中の動作を示す意味の一変形と考えられる。

〈5 > の dajyisun mud kii b o lu y iの boluyiは漢字面「孛魯宜」に従って 

b o lu y iとなるが， これは- l m を表わす適切な漢字を欠くための処置であり， 

-u i と見て大過ない。パクパ文字蒙古語においても例えば，動詞の過去時制の 

-bai:2に当る形を，時 に -bei，時に -b e y iと表記し，三人称命令形-tucai2 に 

当る形を，一 方 で - tuqaj，一方で-tu q a y iと表記し，そこに表記上の揺れが

2 0 元朝秘史蒙古語文法講義

見られる。

この boluyi (bolu j)は 《今，現になりつつある》の意と解すると誠に収ま 

りがよい。 <1>，〈2 >の現在進行中の動作を表示する意と同様と見られる。 <6>
の二つの  boluyi (bolu j)の - uyi ( - u i)は 〈3>，〈4> の bolu の _u と同じ用

法であり，filfiが前置されて，その否定形になっている。〈5>，〈6 > ともにbol- 

《なる；是である（の否定)》の主体が複数である点だけが異っている。即ち， 

b o luは男性単数形， boluyi ( - u i)は複数形である。

く7>〈9 >の a y i i i ,〈8>〈1〇> の bo liの - i は女性単数形と規定し得よう。 <7> 

の qari}uayi§i《帰り来つつあり》の主体はテムデン一家の忠実な召使い，老 

婆 ゴ ア ク チ ン で ある。ついでながら，ここに，-ba2の女性形語尾- b iが ke’gbi 

の中に現われている。<9> の ayi§iの主体は talbicsad dayin C放ちたる敵人》 

であって女性ではない。 どうしてここに女性形語尾- i が用いられたか。 筆者 

は，当時のテムデン，チ ン ギス可汗軍にとって“敵” は “弱きもの，劣れるも
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の” と見做されていたと考える。それ故，dayinに対し，女性形 ayi§ iが用い 

られたものと思われる。

< 8 > の ulu b o l iの -i も額客 e k e 《母》—— この場合は拙赤， 察阿歹，斡

歌歹などの母，孛児帖 BSrte, 即ちテムデンの糟糠の妻のことである---- につ

いての描写に用いられている。 _ i が用いられる必然性がここにある。 しかし， 

〈1 0 > の b o l iの _ i に関してはそ の 必然性が，はっきりしない。今後の課題と 

して残しておきたい。

〈11> か ら 〈14>ま で の 4 例 は a y is a jの用例である。 こ の -aj も文脈から 

複数形なること確実である。〈11> の a y isa !《近づきつつあり》の主体はNaj- 
m a n 部族である。 秘史蒙古語では「部族」は複数扱いを受けていることも確 

実である。<12>の a y isa iの主体は ede ya’fid h a r a n 《これら，如何なる人 

々》であり，〈13>の場合は，buGsaluacsad《怒りを抱きありし者ども》であ 

り，く14>の ayisai:の主体も《デャム力を頭とするデャダラ ン 部族)）である。 

上の事実から見て，-a j が複数の機能を示すことは明かである。 ここに， しか 

し，問題がある。

a y is -については， ayis-u，ayig_i，ayiS-ai が実証され， それぞれ男性単 

数形，女性単数形，複数形なること上述の如くであるが，何故か，ay is-u i (漢 

字面で は 「阿亦速宜」従って，転写面では a y is-u y iとして現われる可能性が 

高いが）が見られない。

bol- については，bol-u，bol-u y i (-ui)，bol- i が見られ，bol-a! は見られ 

ない。 （蒙古語文語の bol-a i は， 形の上からは bol- に - a i のついた形と同 

形であるが， こ x で問題にしている-u 系語尾の一員としての-每であるか否 

か，文 語 の b o la jを精査する必要があり， 現段階においては， 確言は出来な 

ぃ)。

- 方，秘史蒙古語において， 複数形として期待される*ayisuyi (*ayisui) 

は，秘史においては実証されない。a y is -においては ayisai が，b o l-におい 

て は boluyi (bolui) が，複数形である。即 ち -ai:と -uyi (-切）がともに秘
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史蒙古語に於ては複数形として機能しているのである。 この-ai: と-uyi (-ui)
との関係をいかに考えるか， これが，現在の筆者には不明である。又， これと

関連して，文語形では a y isuでなく， 少くとも形の上では， 秘史に一例も見 

, (9)
られないayisui, oduiのみが見られ，又，ハルハ方言等の口語の分野でもaft— 

c y f lのみが用いられ， 秘 史 の a y isu に当る形が用いられないのは何故か， こ 

れも未解決の問題である， このニ点は今後の考究にか i•るが， 何かよいお考 

えがあれば，御教示を賜われば幸甚である。

以 上 -U2 系語尾の諸例の吟味から， この語尾の意義素を《動作が現に進行 

中》 と措定する。そして，その現に進行中の動作への話し手の強い好悪の感情 

が示される場合もあると言うことができる。

なお，筆 者 は 上 例 < 5 >の b olu y iを，かって，bol-u-y i と分析し，-y i を 

前 述 の - y u の女性形と見て，そのように記述したことがあるが， 現在では上 

述の如く，bol-u y iと見て-u y iは複数形とする見解をとる。

以上で-u2系語尾の記述を終えることにするが，最後に，次の特徴を述べて 

おかねばならない。それは-u2系の語尾は総て，対 話 文 （会話文）の中に於て 

のみ用いられ，敍述文一 いわゆる地の文—— に於て用いられた例は一例も見 

られないことである。 このことは，何を意味するかと言えば， こ の —u 系語尾 

は，話し H葉において多用された語尾であったということである，更に， ayisu
の 麵 は ， この語尾-u2のもつ意義素が，動詞 _ _ の意義素とよく合致した 

からとも言えよう。

Cd) -ba2, -b a i2, -b i

上 述 の ⑷ 〜 (c)の語尾群は時制的観点から見れば，現在時制 （ th ep resen t  

tense) に属す語尾である。以 下 の ⑷ か ら （g) までの語尾群は過去時制（伽  

p ast tense) に属する語尾となるが，その意義素は，それぞれ異なり，従来， 

その規定が不分明の嫌いがあった。本書では，その点の翻に意を注いだ。 

ゼ 系 語 尾 か ら 始 め よ う 。 こ の 語 尾 —ba2, _喊が蒙古語文語においても



p 那剌 ip
扣了也

01101aba
番えたり

阿舌剌孫你牙舌児不克里克先不舌児乞舌連不恢禱兀禿可兀舌児格邊j
皮子 教 慢 了 的  鼕 轚 有 的  声有的 鼓 自的行

arasun-iyar burigsen burkiren biikiii dau'utu ko^rge-ben
皮 もて はりたる とどろき わたる 者の出ずる 太鼓 を （己が)

キ合唐キ忽迭額里顔迭 列 ® 罷 必 $合舌剌\忽s 児 都 你 顔 兀 訥 罷 必

打了也 我 黑 快 馬  自的行 騎 了 也  我 錮硬 衣 裳 _自 的 行 _

deledbe bi, qara qurdun-iyan unuba bi, qatangGu ae^l-iyen
打てり 我， 黒き 速 馬 に （己が） 騎せり 我， 鋼鉄の如き衣 を （己が)

額 木 思 罷 必 中 合 壇 只 荅 班 把 舌 黒 罷 必 中 合 ©中 忽 舌 剌 速 ’ 要木你亨

穿了也 我 鋼 检 自的行 拿了也 我 有挑皮 的

emusbe bi, qatan jida-ban bariba bi, qadqurasutu sumun-iyan
っけたり 我， 鋼鉄の 槍 を （己が） と れ り 我 ， 山桃皮をまける 矢 を （己が)

ヰ合阿®篾®児乞《途$児

姓 氏  行

Qa，迓 d=merkid-tiir
力ア一ド•メルキド族に

中合慑 中忽(助)敬秣舌驥剌牙

斯 殺  上馬咱
qadquldun morilaya

f t い合いに 出馬せん

キ合^■剌不ヰ合因I--------------1
黒 強牛的

qara buqa-yin
黒き 牡牛の

必不舌侖 中合舌額阿禿 禿乞顔 撒出罷j
我 呵  遠看見的 英頭自的行

bi buriin qara'atu tUG-ivan
「我 は  遠くより見ゆる 旗 峨 を （己が）

祭了也

sacuba
祭れり
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常用される語尾であることは周知の事実であるが，- b iの方は文語には，私の 

知る限りでは発見されない。ただパ ク パ字蒙古文献に僅か一例のみではあるが 

見い出されることを附言しておこず。

〈1> §106 (三 7 六 〜 8 ニ ） 札木中合 巴撒 鳴話列ぎ論

人名 再 説

Jamuqa basa uguleriin
デャムカ また 言うに

帖 木 真 安 答 脫 斡 S鄰勒中罕阿中合中豁牙S剌 鳴 詁 列 客 g 鳴詁列舌論

人名 契合 人名 皇帝 兄 両筒行 説 麽 道  説

Temiijin anda To’Sri(n)l qan aqa qoyar-a iigiile keyen ugulerun
“テムデン盟友 トオ一リル 汗 兄 二人に 言へ と 言うに

必
丨

我
呔

&

必
丨
我
“

我
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’額 堪 鮮  $島詁?|J……。（27)

便麽道 説
bo^^keyen ugule........

ぞ」 と 言え...... 。”

〈2> §179 (六 34八 〜 35三) 巴 撒 成 吉 思 *合 罕 札木1*■合安荅答

^ 太祖 皇帝 人名 契交行

basa Cinggis qahan jam uqa anda-da
チンギス可汗 盟 友 に

5織 列 客 秀
事詁列舌論 中 罕

1
額赤格迭$ 米訥 兀瞻牙 荅 -

説 麽道 説 皇帝 父 行

ecige-dece
我的 見 不得着

ugule Keyen iigiilerun qan minu ujen yadaju
言へ と 言うに “汗なる 父 より — 我が (我を）嫌いて

* 合*合察兀勒罷 赤 兀舌里荅 孛速黒三 必荅訥 中 罕

1
額赤格 - 闊闊

教分離了 你 先 起身的 咱的 立帝 父 的 青

qaGaca'ulDa ci, urida bosuGsan biaan-u qan ecige-vin koko
遠ざからしめたり 汝， さきに 起きしが — 我等の fcなる 父 の 青き

充兀兀キ忽不列額

鍾 飲  有来

cung  u^uqu bule*e,

杯 を 飲 む  なりき，

納 f 兀#里荅

我行 先

nada unda
我に 先に

f 思抽^:黒荅 $ 侖 柰 亦 荅 罷 者 赤

起着 被飲的 妒 了也者 你

boscu UGdarun naiyidaba-je  ci,
起き 飲まるる時， （我を）妬 み た り 汝 ，

額朶額

如今

ed6’e
今や

中罕額赤格因闊闊充把中剌痕中渾客堆者中豁舌羅 (提 )中渾塔

皇帝 父 的

I_ I
鍰 飲 了 着 幾多 費 的 怨

qan  ecige-yin  k〇K〇 cung  baradqun  kediii-je  qorodqun  ta
和なる 父 の 青き 杯 を （飲み）ほせ， いかほと *に て も 少 く せ よ  故”

客 額 周 亦 列 罷 f广(28)

説着  去了

ke’ejii ilebe,
とて 遣りぬ。

<3> §136 ( 四 19八 〜 20 — ） 主舌児乞 午 客 魯 舌 洌 訥 闊 朶 額 阿 舌 剌 兪

v種 行 河 名 的 地名 的

Jurkin-i K eliiren-ii Kodo,e=ara l-u a
デ ■»ルキン族 が ケルレン河の 3 デエ .アラル  の



朶羅安孛勒荅兀楊f  〒恢突舌$ 产 舌 児 等 草 児 里 撒 察 別 乞

地名 行 有 時 百姓 他的 擄掠了 人 名

Dolo’an=bolda’iid-ta biikiii-dur irgen inu dau’Qliba, Sa£a=beki
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ドロア：z •ボルダグ に いる 時に 人 衆 を — その 襲いとれり* サ チャ•ベキ

泰 出 T豁牙， 別〔也〕昔顔 都塔阿罷 1 # ( 2 9 )  
1 1

人名 両 0 罄 身 自 的 行 走 了

Tajcu qoyar coyen beyes-iyen duta^ ba.

タイチa 二人は 少なき 身もて 逃走せり。

< 4 > § 1 2 0  (三3 4 ニ. 〜 3 4 七） 巴*魯剌撒察 中忽必来 中忽都思

種 名  行 人名 人名

Barulas-aca Qubilal Qudus
パ口ラス族より クピライ， クドゥス

児 _ 作忙中忽荅f 哲台多中豁勒中忽徹児必

兄 毎 弟 每 来 了  行 人 名 人 名

aqa nar de’ii ner irebe. MangGiidaca Jetei Doqolqu=cerbi
兄 弟 達 来れり。 广ノダ 一 ド 族 よ り デ * テ イ ， ド：！ルク•チxルビ

阿^合迭兀
I___1 1_1

中豁牙舌児 亦®列罷。( 3 0 )

兄 弟 両 箇 来 了

aqa d e f i i qoyar irebe.

兄 弟 二人 来れり。

く5 >  § 1 7 7 ( 六2 6 - '〜2 6 八） 赤 阿米安*忽舌羅中渾 兀魯昔顔格周

你 性 命 自 的 行  刁了 百 姓 自 的 行  擻着

“ci am i-’an quroGun ulus-iySn g旬  d
“汝は 命 を （己が） おしみ 民 を （己が） 捨て

嗫 延古温 _ 躂阿周 中合舌児抽 ホ合®剌乞荅敬 古 S児 キ 罕 突 S児

少 人 走 窘 出着 種 的 人名 皇帝 行

coyen k i i 9i X n  duta^ju Garcu Qara= qitad-un Giir qan- dur,

僅かな人 逃げ 出て カラ•キタドの グル 汗 に，

垂沐舌洌捏 
1 き 苔 児 f て合札， ， 罷1 f 你 刊 桓 兀 禄

v 河 名 河 行 回回 的 地 行 了 也 者  你 一年 不

Cui muren-e Sarta'ul-un cajar-a odba-ie ci, niken hon ulu
チ*イ 河 な る サルタウ一ノ【，の 地 に 行けるそ 汝， 一年
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受

dau^usun
終らずして

巴 碑 古 舌 児 中 罕 納 察 歹 只 周 中 合 舌 児 抽 委 兀 敬 唐 兀 敬

再 人 名 皇 帝 処  反着 出着 種 的  種 的

basa Giir qan-naca daijiju Garcu Ui^ud-un Tangud-un
また グル 汗 より 背き いで， ウィウルの， タング一ド〇

キ合札ぎ里牙ぎ$  

地 行依着

Gajar-iySr
地 に

牙怛周

窮乏着

yaaa(n)ju
疲れ

阿亦速s 侖 f 奔 亦 馬 阿 彳

来 時 五 ®  羔蘧

ayisurun tabun ima’aa
来るに 五匹の 山羊に

失胃児戈列f
拘 着

sirgoleju
シルゴをつけて

中 合 黒 察 莎 豁 *児

独 瞎

GaGca soqor
唯一匹の めくらの

中合里g 秣 舌 驪 禿 亦 舌 列 罷 者 麗 赤 （於）

黒漀 尾黄 馬 有 的  来了 也者 你

qali'un moritu irebe-je ci”
黑祭黄尾の馬にのみ 乗れるぞ 汝”

撒 阿 周 亦 ® 周 鐵 篾 額 訥 赤 孫 中 合 納 周 亦 唾 g
血 剌着 喫着擠着 喫着 駝 駝 的

sa'aju ide]ii, teme'en-ii cisun qanaju ideju,
乳を搾り 食べ， 駝駝 の 血を W血し 食べ，

く6> §209 ( 九 1 四 〜 1 八) 額迭中忽必来

這毎 人名

ede Qubilai
これ等 クビライ

者勒篾者別 速 別 格 台

人名 人名 人名

Jelme Jebe Subegetei
チ ル メ  デ真べ スべゲテイ

塔 朶 舌 児 邊 那 ホ 合 昔 顔I I  I I  j
您  四箇

ta dorDen
汝等  四

狗毎自的行

noqas-iyan
犬 を （己が）

薛(惕)乞克先突# 児

想了的 行

sedkigsen-dur
思 い し （処） に

勺®里兀勒周亦列額速

教 指 菪  教 去 着

jori'ulju lle^sii
向わせ 遗 らば

古舌児客額克先突(舌

到 説 来 的  行

kiir ke'egsen-diir
“到れ，， と言える 時，

古舌魯坎客命 キ合勒

石 撞 砕  惹

kuru kemkemn qal
石を 砕き， “襲へ”

客額克先突$児

説 来 的 行

ke'egsen-diir
と言える 時，

中合答中〈含〉中 合 金 超 堅 〈赤〉剌 兀 泥 超 兀 侖
I ________ 」 I I L I I J

崖 撞 破  明 石 行 砕

qada qamqalun ceugen cila’iin-i ce^timn
岩を 時き 光る 石 を 碎きわり*

扯額勒兀速泥你禿侖 I___________I I_____I
深 水 行  断絶

ce^i usun-i nitulun
深き 水 を  断ちて
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ザ伯者，。（32)

有 来 也 者 您

ab a i-je  t a .

あ り ぞ 汝 等 。

<7> §174 (六16九〜17ニ） 它中豁命鞞欒 -

達達的 多半

M〇ngG〇l-un olongkin
モンゴル の 大部は

札木ホ合魯阿

人名 — 同

Jam uqa- Iu 'a
デ肀 ▲力と共に，

阿*助壇 舌忽察中児 魯阿 
1____1 f 丹突舌児輝 帖木真魯額

人名 人名 一同 唯 行 有 人 名 一 同

A ltan Qucar- lu^a b idan-dur bui. Tem ujin - lu ^

アルタン クチャル と共に 我等 に あり。 テムチ•ン と

歹亦只周I------ 1
反着

daiyijiju
離反し

^合$魯黑三 忙中豁助 中合阿幹®中渾 w 迭 秣舌轔 兀訥阿壇 tm
出了的 逢達 那裹去 那毎 馬 単騎的有

GaruGsan MongGoI qa’a odqun tede, morin unu'atan, modun
出でたる モンゴル 何処へ行かん 彼等， 馬の 〇りものをもち, 木の

捏木S列 田 孛 勒 駸 帖 +  (33)

遮蔽的 软 了  那离

nem iireten  bolba (b a i) tede .

蔽 いものをもつ に到れり 彼等。

〈8> §129 (四 4 七〜 4 十） 成吉思中合罕 札木中合荅田迭

v 太祖 皇帝 人名 行 耶裹

Cinggis qahan  Jam uqa-da  tende
チンギス 可汗 チ*ャムカ に そこに

歌多勒格克迭周瀚那訥哲舌列捏

被推動着 河 名 的  地 名 行

kodolgegdeju O non-u  Jeren-e
うち負かされ オノン河の デ * レネ

ホ合ト赤キ合牙

狭 铒

qabciGai-a
峡間 に

キ豁ぎ児罷;札木中合

#  了 、人 名

qorba . Jam uqa
身をさけぬ。 デャム力の

鳴詁列* 論 瀚那訥 哲®列揑迭 中 豁 ^ 児 中 合 罷 1作

説 河 名 的 地 名 行 教 輅 了

iigiilerun O non-u Jerene-de qorGaba(b a i) bida
言うに “オノン 〇 ナ * • レ ネ に 追いこめ り 我等”

客額周

説着

ke^eju
とて
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|合舌里舌兮……。（34)

回 時

qarirun...... •
冊る時......。

<9> §136 (四2 0六〜2 0八) 撒察

人名

Saca
サ チャ

泰 出 （中〉豁牙舌児 I________I
人名 両 箇

Taicu qoyar
タイチ*  二人の

鳴詁列ぎ論

説

iiguleriin
言うに

^詁列克先兀格都$里顔巴

税 了 的  言 語 裹 自 的 行  俺

ugulegsen iige-dur-iyen ba
“言いし 莒 に — 己が 我等

額薛古*児罷黔

不曽 到了

ese kiirbe(bei),
到らざりき，

y 格思突s g 馬訥

言語毎 R 俺的

uges-tiir manu
言 に — 我等の

古舌-児格

教到

jcurge
到らしめよ”

客額額®兀格昔釋寧迭舌列周

説了 言想。 自的行 教知着

ke'e^d iiges-Iyen mederejii
とて 苜 を（己が） 自ら知りて

土失周斡3£罷 1~(35)

伸頸着

tiisijii ogbe(bei.)
ゆだね 与えたり•

<10> § 248 (土 6 八〜 7 三） 成吉思中合罕

v 大袓  皇帝

Cinggis qahan
チンギス 可汗

額耶突ぎ児 阿訥

商a  他的

eye-dur anu
和 議 に — 彼等の

戟舌羅周

従着

oroju
入りて

巾豁塔®中豁塔惕圖舌児#頷舌列想

城子毎 被子毎 裏 攻

qotad qotad-tur e’ered
城 城 に  囲み攻め

保兀a撒ほ扯$里兀的

下 的  軍 毎行

baû uGsad cerrud-i
駐留せる 兵士等を

中合舌里兀勒周亦出罷I作王京丞相  莫州撫州揑舌列禿中豁失兀納

教回 着 退了 人名 郡名 名字有的 筘  行

qari^iju  icuba(bai). Ongging=cingseng Moju Fuju neretii qosi'un-a
冊らしめ 退けり。 オ ン ギ ン •丞相 莫州，撫州の名をもつ 山鼻 に

古舌児帖列成吉思中合阿泥忽迭-中合舌里罷阿兀舌刺-額®必荅訥

直 到  v 大祖 裊 帝 行  逆着 回 了  叚 匹  財物 咱 的

kiirtele Cinggis qa*an-i hiidejii qariba. a'urasun ed bidan-u
到るまで チンギス 可 汗 を  送り 帰りぬ。 棋布 物品を 我 等 の
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_ 舌里兀彳斧阿(中〉灰阿， 阿赤周

軍 毎  儘 力  狀着
ceri^d da'aqui-aca aciju

兵士等 耐える ほどに 稹みて，

乞 &的 牙，̂ 3 S
m m  教  肽 自 的  縛 着

kibu*ud-iyar aci^-bSn tataju
熟捐 もて 荷 を （己が） 縛り

迓 歩 罷 ^ (3©

行 了

yabuba(bai).
行けり。

<11> §17 (— 1 0四 〜 10五） ！̂因 阿 塔 束 朶 奔 篾 児千兀該孛勒罷

那 般 住 間 無 敗 了

teyin atala Dobun=mergen iigei bolba*
かくあるうちに  ドブン•メルゲン 死 せ り 。

朶奔篾児格泥 $ 該孛魯黒撒訥 (キ〉豁亦納

行 無 做 了  的 後

Dobun=mergen-i iigei boluGsan-u qoym-a
ドブン•メルゲン の 死 せる の 後

阿闌+豁阿

婦人名

Aian= G〇’a
アラ；/ •ゴア

額S列 兀 該 為

丈夫 無

ere ugei^iii
夫 なく

孛額慎キ忽児班可兀慑 脫 舌列温勒畢。（37) 
|___ I I_____ I I___ I I_________ I

便 三苗 児子毎 生 了

bo*ed Gurban k6’fid toreulbi,
ありて 三人の 子を 生めり0

〈12> §40 (— 2 3六) 帖$ 列 敦 荅

M  半孕

tere dunda
そ〇 姙振

客 額 里 台 額 蔑

肚 皮 有 的  婦人

Ke’elitei eme
せる 女

孛端察を児g  

Bodoncar-tur
ボ ドンケヤルの許に

亦$ 列 周 可 兀 列 畢 。（38)

来着 児生了

ireju ko'fllebi.
来りて 子を生めり。

く13> § 155 (五 2 5八 〜 25十 ） 也 速 干 *合 敦 額 格 赤 額 兀 者 額 场

名 娘子 姐 姐 自 的。 見 了

Yesiigen qatun egeci—yen iije’ed
ィ * スゲン 妃 姉 を （己が） 見て
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f 舌里苔幣詁列克年

先 前  説 了 的

unda iigiiiegsen
さきに 言いし

兀格突$児

言語 裏

iige-dur
言 に

古5 侖 李 . ® 抽\___I I____I
到 着  起若

kurun boscu
到り 起ちて

撒兀黑三

坐了的

sa’iiGsan
坐れる

撒 兀 都 ぎ 里 顔 撒 兀 勒 周 門 斡 額 孫

位 子  自的行  教 坐 着  他  自己

saJ1inn-dur-ivan sa*ulju mun o'esun
席 に - 己 が  坐 ら し め  彼 女  自ら

朶舌羅撒兀畢。（39)
下  坐了

doro sa’tibi.
下 に  坐 れ り 。

<14> §156 (五 2 4八 〜 25 — ) 塔塔$児 亦 $児格泥

種  百 姓  行

Tatar irgen-i
タタル 人 衆  を

倒鄰巴ぎ剌周

携了 恐

daulin baraju
掠奪し 終り

你 刊 兀 都 ®児 成 吉 思 +合 罕 +合荅

—  日 太祖 皇帝 外面

nusen iidxir Cmggis qahan Gaaa
ある 日 チンギス  可 汗 外に

撒兀周温荅剌勒都胃侖也遂ヰ合 #

坐 着  共 飲  時  名 娘子

sa'uju undalaidurun Yesui qadun
坐り 飲 み あ う 時  イ * スイ 妃 ，

也 速 干 キ 合 敦 里 訥 敦 荅

名 娘 子  両 ® 的  中 問

Yesiigen qadun jirin-ii dunda
イ *ス ゲ ン  妃  二 人 の  間に

撒 兀 周 温 荅 剌 勒 敦 不 恢 突 s 児

坐 着  共 飲  有 的 時

sa*uju undaialdun bukiii-diir
坐り 飲 み 合 い  ある に

也遂ホ合敦

名 娘 子

Yesui qadun
イ * スイ 妃

也 客 迭 嘯 兀 S列勒畢。（4〇)

大 行  喫 息  了

yekede seft’ urelbi.
いたく 喫 息 せ り 。

<15> §189 (七 10六 〜 10八) 額 朵 額 那 *合 訥 濤 温 亦 都 $列恢

如 今  狗 的  声  将 近 的

ed6’e noqan-u dau'un ldiirekui
今や 犬 ど も の  声  （悪 の ） 近づく

* 忽察助ヰ忽察梅

吠  吠  有

qucal qucamui,
吠 え を  吠 え て あ り ，

中 合 敦 訥 必 荅 訥 古 舌 児 別 速 S  札撒黒

娘 子 的  咱 的  人 名  的 法 度

qadun-u bidan-u Giirbesu-yin jasaG
妃  の * - 我 等 の  グルベス の 規律

キ忽S児察

鋒 利

qurca
きびしく
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孛勒畢。（41)

做了

bolbi.
なれり。

上掲15例の内，〈1> - < 5 >は -ba2 の用例，〈6>- < 1 0 >は -b a p の用例， そし 

て <11>-<15>は -b i の用例である。-ba2 が男性単数形，-b iが女性単数形た 

ること極めて明白であるが，-baj2 に関しては問題がある。 ここには複数形と 

見て疑いなき用例のみを示したが，-bai2 には複数形以外の職能もある.これ 

は上述したように- i 系語尾全体にか\わる問題なので， 後段で一括して扱う 

ことにする。

さて，蒙古語文語をはじめとし，現行するモンゴル系の言 語 に は いわゆる 

過去時制の語尾が三種類ある。文語に例をとれば，-b a(i)2, j uqui2. _luQ.私 

の三語尾である。 これら三種の語尾が，意義素の上でどの様な相違があるかは 

従来，明確であるとは言い難い。筆 者 は 「秘史蒙古語」 という共時面…

ら各語尾の意義素を措定し，その意義上の相違を明かにしたい。先 ず _b a2て 

語尾—— 上 記 の -U2 系語尾に做う。以下同様—— か ら 始 め へ

<1> はデャム力が盟友テムデン（後のチンギス可汗） とケレイトの族 長 ト  

才リル.才ン汗に伝えた，デャム力の言葉の中で用いられた_b a 2 の用例で士 

る。 saSuba b i 《祭れり我 》 ， deledbe b i 《打ち鳴らしたり我 》 ， unuba w  

れり我 》 ， em iisbe bi C身につけたり我 》 ， bariba b i 《執れり我 》 ， 0n〇 kba w
《矢を番えたり我》 ともにチ'ャムカ自身が自分自身の動作を言表した形で，対 

話文の中における一人称b i 《私》の動作を言表した田气である

く2>は成吉思可汗がチ•ャム力に対して発した言葉の中で，成吉思可汗がチ、 

ム力の行為に言及して， ■さしめたり汝》， 加 が 触 ー 占  

《嫉めり汝》の £i 《汝》に明かなように，第二人称の動作を言表した用法であ 

る。〈5> の odba-；M i 《行きたり汝》， irebe一5e a  (来たれり》 もこの用例に 

数えられる。

く 3>，< 4 > の ！^ be (〜と云えり》は く ◊，く 2>，く 5 > とは異なり， 対話文
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ではなく敍述文における第三者（三人称） の動作の言表である。< 2 > の末尾の 

•..ke’gKi ileb e《…… とて遣わしぬ》の ilebe.はこの範晴に入る。

-b a 系語の使用例は秘史全巻を通じて総計803例の多きにの ぼ る が 、れは 

秘史という文献が， テ ム デ ン .チ ン ギ ス 可 汗 の編年的一代記の性格をもち  

且， -ba2 系語尾がモンゴル系の言語における， 最 も 一 般 的 な 触 時 制 語 尾 で  

あることから推して，当然の数である。

現在， 我々の見ることの出来る秘史の流布本では， 芏 卷本， 主卷本を問わ 

ず， この -ba2系語尾は，殆 ど 総 て 漢 字 「罷」によって一律に表記されている 

これは，「罷j の字の意味が過去の事象を表現するのによく適するからである 

しかし，周知のように§103以 後 （芏 卷本の卷三以後）か ら 「客額罷|作」 「孛„

中合罷I 作」 の 如 き 註 記 「頸作」，「|作」が現われ----卷ニの冒頭§69にも「亦舌列

罷 黑 が 2 回，「孛 魯 罷 が 1 回現われるが，それ以後は，この註記は姿を

消して， §103以後復活する----，現 存 の 「罷 j 系本の原本として，「巴(伯)〜

別」系本のあったことが知られる。 巻一，卷 ニ に は （一21三）「多汪中豁思R i， 
(— 21五，ニ33七） 「客額別」の よ う に 「巴〜別」 （-ba〜-be) が若干ではある 

が用いられ， これは母音調和による交替形を表記したことは自明なので，現存 

の 「罷 J 系 本 の 前 に 「巴(伯）〜別」系本が存在したことは明かである。現存の 

「罷」系本の巻三以後に現われる上述の註記は， 基本的には男性語幹に 

女 性 語 斡 に 「1 ~ 」の方針を以て施されているが， の方は女性語斡にも屢 

々施されている—— 例えば， （三34三，五，九）「亦_s 列 罷 の如く 一 一 ■■ので 

「伯」 は男性 .女性 の 区 別 な く 用 い ら れ た と 見 る べ き で あ る 。 （十 14七）には 

「斡 舌 羅 兀 勒 罷 ^^の 如 く 「八」が唯一見られるが， こ の 「八」は華夷訳語甲種 

本 の 来 文 の （華甲n , b 13四，八） な ど に 「歹 亦 只 八 （反了)」，「中合？:.里八（回 

了）」 と し て 見 え る 「八」 と同一であり，又， この来文においては，「八」の他 

に 「巴，別，伯J が - ba2 系語の表記に用いられ，秘史巻一，巻ニにおける表 

記法と類似する。元朝秘史の漢字音訳年代と華夷訳語のそれとの前後関係につ 

いては詳しく論ずべきであるが，それは今後の考究にゆずり， こ i•では秘史卷
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一，卷ニの -ba2 系語尾の表記法の華夷訳語来文の表記法との類似のみを指摘 

しておくにと乂*める。

さて，本題にもどって- b a 2系の語尾の使用例をも +う一度吟味しょう。

文例 <1>,〈2>，<5>の対話文における-ba2 は一人称のbi，二人称の石が現 

実に行った動作の確認者としての言表であるところに大きな特徴がある。即ち 

-ba2 によって表示された動作は話し手或いは書き手によって確認された，或  

いは確認扱いされた動作である。 こ の “確認扱いされた動作”について言及す 

る必要がある。以下に文例を更にニつ加える。

〈16> §59 (— 4 0六 〜 40十 ） 塔塔舌里倒兀里周亦舌列〈額〉速 田 迭

1------ 1 I_________ | I_ I
虜 着  来 了 呵  那裹

Tatar-i da^uliju  ire'esii tende
タタル族を 掠取して 来れば そこに

訶 額 侖 兀 真 客 額 里 台

名 锒 孕

Ho’ §liin=iijm ke^litei
ナ エ ル ン .ウデン 懷 任 し て

不を侖 斡難訥迭里温孛勒荅キ合 不恢突児

ぐ&着〉 河 名 的  地 名 _  有  時

biinin Onan-nu Deli,fln=boldaG-a bukui-diir
ありて  オ ノ ン 河 の デ リ ウ 一 ン • ボ ル ダ グ に  ある 時

勺 ト 田 キ 成吉思キ合罕脘ぎ列主為脫 ぎ列恢突児巴ぎ剌温中合児秃 舌里顔

正 那 衷  皇帝 生 了 有 来 生 時 右 手 自的行

於b tende Cinggis qaMn t6rekiijrdiir bara’iin Gar-tur-iySn
ま さ に そ の 地 に て チ ン ギ ス 可 汗  生 れ た り a 生ま る る  に 右の  手  に （己 が ）

$ 阿 因 帖 堆 那 敦 合 揭 渾  脫 $ 列主為

牌 石 的 般  血 塊  握 着  生 了 有来

si^-yin tedui nodiin hadqun torejii^i
踩 骨  ほ ど の  血 塊 を  握 り て  生 れ た り 。

塔塔を侖 帖木真兀格宜I I
的 行

Tatar-un Temujm-uge-yi
“タタル族の テムデン•ウゲ を

阿(ト)赤舌剌黒三突児

将 来  時

abciraGsan-dur
連 れ  る 時 に

脫 (舌)列罷客延 
I________I 1— 1

生 了  麽 道

torebe keyen
生 れ ぬ ” とて

帖木真捏舌列斡克恢

名字 与的

Temujin nere 6gkui
テ ム デ ン の  名を  与 え る は

帖亦摸。（42)

那般有

teyimii.
かくなり。

く17> §60 (— 4 1四〜 41八 ） 也速該把阿禿舌令 訶額侖兀只揑扯

名 的 名 処

Yesiigei ba^ tur-un Ho* eliin=ujm-ece
イ * ス ゲ イ • バ ア - ト ル の  ホェルン夫 人  より
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帖 木 真 中 合 撒 児 中 合 赤 温 帖 木 格 額 迭 杂 児 邊 可 兀 锡 脫 舌列罷帖木侖

I_ I !____ I I____ I |_____ |
^  ^  名 名 這 四 子毎 生了 名

Temujin Qasar Qaci'un Temuge ede dorben ko'Qd torebe. Temuliin
テムデン * サル 力チウン テ ム ゲ ；：れ ら 四 人 の  子 生れぬ。 テムルン

揑* 列 台 你 刊 斡 勤

名 字 的  一 女

neretei niken okin
なる名の 一人の 娘

晩$ 列畢
|------ 1

生了

torebi.
生れぬ

帖木真泥 也孫納速禿
I I-1
行 九 歳

Temujin-i yesiin nasutu
テムデン の 九 才にて

不恢突児

有 時

biikui-aur
ある 時

拙赤キ合撒児朶羅安納速禿不列額 
I-----------1 I-----1

. 名 七
Joci=qasar dolo'an
デ 3 チ • サル 七才

歳 有来

nasutu bule^,
ありき，

中 合 赤 温 頷 勒 赤 声 奔 納 速 琴 不 列 _

名 五 通 有 来

Qaci,un=eici tabun nasutu biile'e,
力チウ ン •エルチ 五 才にて ありき，

帖木格斡揚赤斤中忽難不列額 
|--------- 1

名 三歳 有来

Temiige^odcigin cunan biile^,
テムゲ•ナドチギン 三才 なりき，

帖木侖斡列格台不列額。（43) 
I______I I____ I

名 摇 車的 冇 来

Temuliin olegetej biile^.
テムルン 揺らん〇中にありき。

この秘史巻一の§59，§60はテムデンの出生とテムデンの弟妹， 即ちテムデ 

ン家の構成を述べたくだりである。 “タタ— ル族のテムデ ン . ウゲを連れて来 

た時に生れた” 占 ^ 2 X テムデンという名が与えられたと書かれているが， こ 

の “生れた”が 《確認扱いされた動作》である。秘史の著者はテムデ ン が “生 

れた” ことを厳密に確認したわけでは勿論ないが“タタールのテムチ*;/.ゥゲ 

を捕虜にした時にテムデンが生れた” というのは，い わ ば 《確認事項》 として 

取扱われたのである。 それ故， 前文に二度現われる t6rejii’fii C生れた》が 

keySnで導かれた対話文の中ではt6re^ になっているのである。 ここに-ju，u 2 

系語尾との-ba2 系の語尾の相違がすでに垣間見られるが，-Ju’u2 系語尾につ 

いては後に詳述する。

800余例の多きにのぽる-ba2 系語尾のほぽ3 分の 2 は上述の対話文（quo- 
ta tiv esen ten ce) の中で用いられているが，敍 述 文 （narratiVesen ten ce) に 

用いられている用例も少なくはない。 文 例 <3>,<4>は ， その中のほんのニ， 

三例に過ぎないが， ここに用いられる-ba2 系語尾も 《確認された動作》を示
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すものと解しうるので一 後述の-]iu’t j系語尾との対比において明らかになる 

"— —ba2 系語尾の意義素を《過去の動作の確認》 と措定し，「確認過去」の語 

尾と呼ぶ。確認される過去故に，その過去は現在の用例では近い過去を示すこ 

とか多く，秘 史 で は “eds’s ((今》……-ba2 した》”の形が対話文の用例の場 

合には屢々見られることになる（この形の文例については，後述の_la，a 系語 

尾との対比において明らかになる）。

秘史における-ba2 系語尾は上述の如く，文の主語の性.数によって使い分 

けられているが， この使い分けは，職 年 の 作 と 言 わ れ る 通 称 「蒙古源流」で 

は，すでに完全に失なわれている。 この，性.数による使い分けの崩壊がいつ 

頃始まり，いつ頃終了したかの調査.研究を筆者は来だ行っていないが，出実 

実詞形成接辞-tu2 tai2〜-tan2 の同様の現象の調査•研究とともに， 残さ 

れた課題の一'^^である。臆測するに， この現象の崩壊は14世紀後半に始まり15 

世紀後半には完了したのであるまいか。後考に委ねたい。

最後に複数形の -b a P に つ い て一言しておく。 この 一bai2 は， 漢字面では 

「伯」で表記されていることが殆んどで， < 6 > の 「阿伯者塔」では， 本文で 

「伯」 が用いられている例である。 他の圧倒的に多くの場合は註記「| 作j によ 

って表わされる。そ れ は < 7 >の 「孛勒罷|作」，〈8 > の 「幹克罷|作のように，動 

詞語斡が男性母音のbol-，女性母音の6g- と関係なく， 複数形の場合は「伯」 

のみで表わされている。 複数形でない場合は， 女性語幹の場合は当然「幹克罷 

「客 額 罷 ^^1,「亦S列 罷 の 如 く ，「別 」 - b e に よって表記される。

なお，「伯」が複数表示の語尾であることは，動詞の対動形(ある動作を相手 

方と対立する形で協同して行う形）語 尾 -Mu2- を伴う動詞語幹の註記は必ず 

「が 」が記されていることも「伯」が複数形を示すことをよく物語っている。

例 え ば （三23四，26— ）「客額®都罷黔」， （四46八）「帖別舌鄰©都罷！ C抱 

き合った》， （六27三）「勺魯中合勒都罷者麗必荅5〇luGalduba(bai)-je bidaj 

《相遇せしぞ我等》のように枚挙に遑がない。

又， ire- C来る》の如き女性語幹が「伯」の註記でなく，いわば正規の「別」
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の註記が施されている場合は，正しく単数形である。

中合 黑 察 莎*豁*児 中合 里 ® 抹舌驩禿 亦*列罷者澤1 (44)

独 瞎 黑鬃尾黄 馬 有 的 来了 也者

GaGca soqor qali*un moritu irebe'je
ひとり めくらの 力 ！Jクン 馬にのって 来 り し ぞ

上 例 の 「器I 」はその一例である，秘史蒙古語では，-bai2 は こ の 様に複数形 

としての機能を未だはっきり持っていた事が知られる。

Ce) - j ^ u ^ - c^ u 2), - j ^ u i^ - cu'u i2), - jr a iC - jigiC- cigri)]
この- iu’a2系語尾は，意義素の点で前項の-ba2系語尾と対照的な語尾であ 

る。 そこで，-ba2 系語尾と対照する意味で， 以下に長文の文例を示す，秘史 

卷六の§183, §184の文章である。

く1> §183 (六 4 4八 〜 4 7 — ） 成吉思中合罕 門

v 太祖 皇帝 只

Cinggis qahan mun
チンギス 可汗は その

巴励渚納

河 名 （行）

Baljuna
バ ル デ *ナ 湖で

$ 速闌 不〈恢〉突舌児中合撒舌児

飲 有 時 人 名

usulan biikui-dur Qasar
(馬詳等に）水をや り ある 時 カサルは

額篾可兀邊 也 古 也 松 格

妻 子自的行 人名 人名

eme ko^-ben ^egix Yesiingge
妻 子 を （己が）， イ * ク イ* スンゲ

禿中忽壇中忽舌児班 
I I________I

人 名 等  三箇

Tug tan Gurban
ト ク グ 等  三人

可兀的！̂ 王+ 罕突児 格 -

子毎 自的行 人名 行 撤苦

ko^ d-iyen Ong qan-dur geju
子 達 を （己が） オン 汗 の も と に お き て

啜延別耶思

少 © 分

coyen beyes
少なき 身の

男可的耶舌里顔中合舌児出 
1---------- 1 I______ I

伴 当 毎 領 着 自 的 行  出 着

nokod-iy er-iyen Garcu
遼友  も て — 己が 出て

阿キ合余安客_

兄 自 行 麽 道

aqa-yu'an keyen
“兄 を （自分の）” とて

成吉思+合阿泥

v 太祖 皇 帝 行

Cinggis qa'an-i
チンギス 可汗 を

額ぎ鄰

V
erin
深し

中合 ®剌 温 磧 都 訥 你 舌 路 矹 B
I I------- J

山 名  的 嫌 毎

Qara,un=jidiin-u niru^d
カ ラ ク 一 ン . デ ド ク ン の  尾 根 を

乞古舌里周斡侖 牙 丹 牙 怛 周  失舌里

縁 着 得 不能 困 乏 着  生皮

kigiiriju olun yadan yada(n)ju siri
横切りて 得られず 困乏して 皮



失舌児不孫亦轾 周迓歩阿®巴勒渚納荅成吉思中合甲宇舌児揑亦列罷黑1

筋 突着 行 了  水名 行 太祖 皇帝 行 相 合 了

sirbusun ideju yabu'ad Baljuna-da Cinggis qahan-dur neyilebe.
腱を 食し 行きて バルチ*»ナ湖にて チンギス 可汗 に 合せり。
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中合撒$ 里亦を列兀魯〈額〉懷巴牙思抽成吉思キ合罕王巾罕突を児額勒臣

人名 行 教 来  了 喜歓着 v 太祖 皇帝 人名 行 使臣

Qasar-i ire’ulU’§d bayascu Cinggis qahan <(Ong qan-dur elci
カサル を 来さしめて 軎 び  チンギス 可 汗 は “ナン 汗 に 使者を

亦列〈耶〉客 延 額 耶 禿 -

塞咱 麽道 商 量 着

ileyeM keyen eyetiiju
遣らん” と 議して

沼兀f 里耶歹 

m
Jeu^nyedej

デ * ウ リ イ Xデイ氏の

キ合里兀荅ぎ児兀 f 良ホ合歹

人名 種
Qali’Mar， Uriyangqadai

カリウダル， ウリヤンカダ氏の

察キ忽ぎ児41罕

人 名

Caqurqan
チャクルカン

+豁牙ぎ里牙*児鳴詁列周

両商行 教 説 到

qoyar-xyar ugiilejii
二人 もて 言い

亦列 舌侖ヰ罕額赤格迭

去 的  皇帝 父 行

ileriin qan ecige-de
遣るに “汗なる 父 に

中合撒ぎ侖 兀 格 客 延 鳴 詁 列 ® 呻 客 延 - 詁 列 s 論

人 名 的  言 語 麽 道  説 您  S道 説

Q asar-un iige Keyen uguledkun keyen iigiileriin
r カサル の 言j  とて 申 せ  と 言うに

阿中合同

兄 自 的 行

‘aqa-ySn
1■ 兄 を （己が）

中合舌 喇 周 中 合 舌 剌 阿 亦 訥 札 ト 中 合 罷 中 孩 亦 丐 （ロ〕合兀魯中合亦訥

望 着  形 影  他的 不 見 了  踏着 道 路  他的

qaraiu qara’S inu jabqaba, qaiyiju ha^luGa inu
望みて 姿を — 彼の 失えり， 探し尋ねて 路 跡 を — 波の

斡 侖 牙 荅 罷 ， f
得 不能了

olun yadaba,

得 ざ り き .

*孩 亦 剌 周 檮 兀 班 額 薛 莎 那 思 荅 罷 f 1" 豁®

叫 着 声 自 的 。 不曽 被聰得了 星毎

qaiyilaju dau^-ban ese sonosdaba, hod
叫びて 声 を（己が） 聞かれざりき， 星々を

中合舌喇周兀舌児邦迭 (舌〕列 禿 孛 勒 周 格 ト 帖 木 必 額 篾 可 温 米 訥I I !_____ I I______ J I---1 I----- I I  L I I__I
枕頭有的 做着 臥 有  我 妻 子  我的

qaraju urbang deretii bolju gebtemii b i , e m e  ko'tin minu
a みて 草木の根を 枕と なし 臥せり 我， 妻 子 は — 我が
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^ 零 赤 格 突 舌 児 芦 f 帖兼， _ 舌列琴

皇帝 父 行 有 倚仗 指望

qan ecige-diir bui, itegemji ereyen
汗なる 父の もとに あり， 信 望を

斡魯阿速キ罕額赤格突舌児

得呵 皇帝 父 行

olu^su qan ecige-diir
得なば 汗なる 父〇 もとに

@ 撒 鳴 話 列 ぎ 論 巴

去 我 説着 去了 麽 道 説 您  再 説 俺

odqu bi ke^jii ilebe* keyen uguledkiin, basa liguleriin ba
行かむ 我j とて 遗 せり， と 申 せ ” また 言うに “我等は

斡 ® ヰ 忽 必 客 額 周 亦 列 罷 f  客 延 鳴 詁 列 ©呻L I | I | I _____I |____I 1_____________|

塔印兀荅阿舌 网 歌 多 勒 周 客 魯 舌 洌 訥

您行  随 即  勖 着  河 名 的

tan-i uda*aran kodoljii Keliiren-ii
贵 下に 続き 動きて ゲルレ ン 河 の

阿®児*合©苟吉迭

地 名  _  行

ArGal-geugi-de
ア ル ガ ル • ゲ ウ ギ に て

孛勒札勒都^1

相 約 〈咱〉

boljalduya,
約会せん，

塔 - 迭 亦 $列揭坤

您 那 與  来 您

ta tende lredkiin
贵 下 そこに 来れ”

客延孛勒札勒都周I_ I I__________\
麽道 約 会 了 着

key€n boljalduju
と 約し

帖堆中合里兀荅舌児

即便 人

tediii Qan'udar,
かくて カリウダル，

察中忽舌児中罕中豁牙舌里

人 名  両箇行

Caqurqan qoyar-i
チクルカン 両者 を

亦 列 額 ® 主 $ 児扯歹

教去了 人 名

ue'ed Jiircedei
遣りて チ ル チ * デ イ ，

阿舌児中孩+豁牙舌里

人 名  両面行

Arqai qoyar-i
7 ルカイ ニ名 を

阿勒斤赤剌周 I___________I
頭 哨  敗着

algmcilaju
先鋒軍となし

巴脑 渚納納浯ぼ > 剌察 成吉思ホ合罕

水 名  海 子 処  太 祖  皇帝

Baljuna na'ur-aca Cinggis qahan
バ ル チ ナ 湖 より チンギス 可汗

額兀速勒扯周I-----------1
共起 着

e'Ssulcejii
発ち合い

中合舌侖秣舌騸剌黒撒阿$児

出 上馬 依着

Garun monlacsa^ar
出て 上陣しつつ

客魯巧列!^

河名 的

Keluren-ii
ケ ル レ ン 河 の

古ぎ児罷F  (45)
J------ 1

到了

kurbe.
到 0 CU

兀荅阿€ 闌

随 即

uda’aran
統きて

阿ぎ児キ合勒苟吉迭 I
地 名  行

ArGal=geugi-de
ア ル ガ ル • ゲ ウ ギ に
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〈2> §184 (六 4 8 ---- 4 9 九 ） 中合里兀答舌児察中忽舌児中罕

人 名  „ 人 名

Qali'udar Caqurqan
カリウダル チヤクルカン

+豁牙@児 I________I
両箇

qoyar
二人

王 中 罕 突 舌 児 古ぎ児抽
I___ | I------- 1

人名 行 到着

Ong qan-dur kiircu
オン 汗のもとに 到りて

キ合撒s 侖 兀 格 客 延 額 你 迭 撤

人名 的 言語 麽道 自這衷

Qasar-un iige keyen ende-ce
“ヵサル の 言” とて こ こ よ り

鳴 詁 列 周 亦 列 克 先 兀 格 思 鳴 詁 列 主 為

説 着  去了的 言語毎 説了 有

ugulejii ilegsen uges uguleju^ i -
言い 遣りたる 言々を 語れり。

王キ罕 阿勒壇帖ヰ児篾

人 名  金 撤 帳

Ong qan altan terme
オン 汗 黄金の 帳を

孛 思 中 合 周 格 捏 ®中 忽 舌 林 闌 p 主:^

起 着  不意 做筵席 有来

bosqaju gened qurimlan aju’fij.
起て 心ゆるし 实 をはり ありき。

キ合里兀荅*児

人 名

Qali’adar
カリウダル,

察*忽®児1f*罕
人 名

Caqurqan
チヤクルカン

中豁牙*侖兀格突舌児 王中罕

両 ® 的  語 裏 人名

qoyar-un uge-diir Ong qan
二人 の 言 に  オン 汗

鳴詁列ぎ論

説

iigulenin
□ く

帖 因 孛額速中合撒舌児

那般 有呵 人 名

teyin bo^sii Qasar
“さも あらば， カサル

亦^■列禿該客額周 I________! I_____ I
教来者 説着

lretiigei keJeju
来れかし” とて

亦 帖 兼 只 亦 禿 $ 児格泥
i_________ t I

倚仗的 人 名  行

itegemji Iturgen-i
“信ある イトウルゲンを

亦 列 耶 客 延 亦 列 助 都 主 $

教去咱 麽道 共教去了

ileye keyen ileldujii'iiij
遣らん” とて 共に遗 りき。

e  ， 札勒中合札舌f 叩舌児中合勒苟吉声寺(舌)黯―
即便 来了 約 会 地行 地名 行 纔 到

tediii ire*ed b〇i]al Ga]ar-a ArGal=geugi-de kurkui- i^e
かく 来りて 約会の 地 なる アルガル • ゲ ウ ギ に 到れ ば

巴舌魯阿 也客:^ 兀者周 亦禿 (が 児堅 額勒臣中合舌鄰 - 塔阿主兀

E魯阿 也容宜 見着 人 名 使臣 回 走 了

baru’a yeke-yi iijejii Itiirgen elci qarin duta âju'll.
人影 大なるを 見 イトクルゲン 使者 返り 逃走せり。
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中合里兀荅舌f  秣舌驊中忽舌児敬阿主兀中合里兀荅舌児癸趨扯周

人 名 的 馬 快 有来 人 名 趕上转

Q an u d ar--un m orin qurdun a ju ’n. Qali’Udar guiyiceju
カリウダル の 馬 速く ありき。 カリウダル 追いつきて

把 S里 キ 忽 主魯格 牙荅周 兀中里荅® +豁亦納温 亦訥 豁黒脫 S里+罕

拿 的 心 不能着 前 後 他的 横 断

bariqu jiruge yadaju u n a a 'u n q o y m a^n inu hOGtoriGan
捉うる 心 ためらい 前を 後を — 彼の よぎり

a 歩中灰突珥察中忽舌児中合》 » 舌p  % 荅 气 呀 主 $ て豁亦納夸 ®木”

行 時  v 人 名  的 馬 遅 有来 自後 前的

yabuqui-dur しaqurqan-u monn uda’an aju’fl. qoyina-ca sumun-u
行く 時 チ. 肀 ク ル カ ン の 馬 おそく ありき， 後 より 矢 <〇

古 (舌)児恢 兀主兀 ® 列 
1 1

亦禿舌児— 阿勒壇 額篾額勒_ 中合舌剌阿黒騸巨!

到 的 梢頭 行 人 名 的 金 鞍 有的 黑 翰Afj的
kurkiu uju’ur-e Iturgen-u altan eme'eltii qara aGta-yin

とどく さぎ に イトクルゲンの 黄金の 鞍もてる 黑き 去 努 馬 ®

， 揚忽札 兀 哪 中 ぎ 色 兀 ^ 亦禿®児格泥

臀 尖 坐 直 到 射 了 m 人名 行

Guyang huja'ur sa*utala qarbuju’a . tende Iturgen-i
後脚の つけ拫 を (馬が）坐るまで 射れり。 そこに イトクルゲンを

中合里兀荅$児察ヰ忽*児キ罕ホ豁牙 *児

人 名  v 人 名  両 箇

Qali’udar Caqurqan qoyar
力 yウダル チヤクルカン 二人を

把 #里 ^成 吉 思 ヰ 合 #》罕突ぎ児

拿着 v 太 祖  皇帝 行

banju Cinggis qahan-dur
捉え チンギス 可汗 に

阿ト赤$剌罷f T F成吉思キ合罕亦禿$ 児堅突$ 児 兀 禄 客 列 列 勒 敬

将 来  了 太 祖  皇己 人 名  行 不 説 話

abcirba. Cinggis qahSn Itiirgen-dur iilu keleleldiin
つれ来りぬ。 チンギス 可汗 イ ト ウ ル ゲ ン に  言葉をかわさず，

ヰ合撒$ 児突$ 児

人 名  行 将着 去 您  人 名  知道者 撖 了

Qasar-dur abcu odudqun, Qasar medetugei ke^ be.
“カ サ ル に  つれ 行け， カサル 知るべし” と云いぬ*

阿ト抽斡都慑 キ渾キ合撒ま児篾迭禿該客額罷詞



迭 篾 厪 失 思 吉 思 勺 $ 鄰 闊 多 勒 主 為 泰 亦 赤 兀 敦 阿 兀 出

争

temecen
求めて

地 名

Sisgis
指着

jorin
指して

動 了有 種 名  人名

kodoljii f̂ li. Taiyici^ d-un A'ucu
動けり。 タイチウート族〇 アウチ s

把阿禿S児 斡 難 勺 S鄰 闊 多 勒 主 為 札 木 中 合 f 額舌里琴 中合

勇 士  河名 指着 動 了有 人 名  自 皇帝

ba’Stur Onan jorin kodoljii'fli Jamuqa o^ r-Iyen qa
オ ナ ン 河 を 目 指 し て 移動せり。 、力は 己を 汗と

額児古克薛® 亦舌児格泥倒兀里阿傷額(舌>湎古涅忽舌魯兀札木中合 （中〕合郝

撩了抬的毎

ergiigsed
推挙せし

百 姓 行

irgen-i
人 衆 を

槍 了

aay’iili’ad
掠奪し

河 名

nrgiin*-e
エルグネ河を

頤 着

huru*u
下りて

人 名  回

Jamuqa qarm
デ肀 ムカ 返り
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阿ト抽 斡都阿速: +合撒s 児 亦禿を児堅突®児 兀禄 客列列勒敬

将着 去 呵 人 名 人 名  行 不 説 話

abcu odu^su Qasar Iturgen-aur am keleleldun
つれ 行けば カサル イトク ル ゲ ン に 言葉をかわさず

田迭 察ト赤周 格 罷 ( 4 6 )

1 _ 1

那裏

1 1

砍着

tende cabciju jgebe.

場にて 斬り 棄てり*

I
只

mun
その

く3> §144 (四 3 6五 〜 三 3 8 ) 乃馬訥 不亦舌魯黒中罕 阿勒台因

椏

Naiman-u
ナイマン族の

人 名

BuyiruG qan
ブイルグ 汗は

I
地 名 的

Altai-yin
ア ル タ イ の

脫 黑脫 阿額不舌$ 兀魯黑塔黑勺舌鄰中合中合潺闊多勒主碎篾舌児乞敬

前 地 名  指着 離 着  動 有  種  的 人 名

ebiir UluGtaG jorin qaGacan kod61jii,{i i, Merkid-un ToGto'a
南 クルタグを  指し はなれ 動けり* メルキト族の トクトァ

可温中忽禿薛凉格勺舌鄰闊多勒主為斡亦舌剌敬中忽都<中>合別乞因I
的 児子 名 地名 指着 勖 了 有  種 名 的  人 名

-yin ko^n Qutu Selengge jorin kodolj^ u i- Oyirad-un Quduca=beki
の 子 ク ト ウ は セ レ ン ゲ 河 を 指 し て  動けり。 オイラド族の クドクガ•ベ去

•

1—
丨
 

塊

—

林
110
森
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闊多勒主為I________ I
動 了有

kodoljii'u i ,
動けり。

阿 泥 帖 因
|_ I I_ I
他毎行 那般

am teyin
彼等を' かく

不塔剌黒荅周

潰 散  着

butalaGdaju
潰散されて

王 ヰ 孛 額 ぎ 湎 古 涅 忽 舌 魯 x
人 名  河 名  順迕

Ong qan Ergune huru'u
オン 汗 •ルグネ河を 下りて

札 木 中 合 宜 捏 客 罷 成 吉 思 (中〕合 罕 斡 難 竹 克 泰 亦 赤 兀 敦 阿 兀 出

v 人 名 行  追襲了 v 名 皇帝 河 名 処  稀 的 人名

Jamuqa-yi nekebe. Cinggis qahan Onan )ug Taiyici^ d-un A^cu
デ ャ ム カ を  追えり。 チンギス 可汗は オナン河 へ タイチウ 一 ド 族 の ア ウ 一 チ ュ *

把 阿 禿 *里 揑 客 罷I________ I I_____ I
勇 士行 追典了

ba’atur nekebe.
バア一トクルを 追えり0

阿兀出把阿禿s 児

人名 勇 士

A*ucu ba'atur
アウ一チ立 •バア — トウルは

兀魯思禿ぎ里顔_

百姓褒 自的行

ulus-tur-iyan
民 に — 己が

古(舌> 魯額惕

到 る

kiiru^d
到りて

兀 魯 昔 顔 都 $ 児別兀侖闊多勒格額揭阿兀出把阿禿ぎ児け〕豁敦斡ぎ児長

百姓目的行 忙 走 _  動 了  人名 人 名

ulus-iyan diirbe* flliin kodolge* ed A* ucu ba" atur Qodung=orcang
民 を（己が） 忙しめ 動かし アウ一チ》 •バートクル， コドゥン •オルチャン

泰 亦 赤 兀 揚斡納訥 _ 納 只 額 帖 額 ®許 列 兀 楊

種 毎  河 的 那 廂  一辺 多余

Taiyxci*ud Onan-u cinaji ete’gd hiile*ua
タイチウ一ド族はオナン河のかなたなる  側に 残余の

宪 剌 思 壇 扯 话  > 里兀的顔

方牌有的毎 軍毎自的行

tulastan ceri f̂id-iyen
盾もてる 兵 士 等 を （己が）

fL撒 周 中 ,提 中 渾 勒 都 牙 客 延 札 撒 周 擺 主 為 ； 成吉思中合罕古舌魯額慑

整治着 厮 殺 唯  麽道 整治着 立着有 v 名 皇帝 到了

jasaju qadqulduya keyen jasaju baiju^ i . Cinggis qahan kuru*ed
整え “会戦せん” とて 整え 立てり。 チンギス 可汗 到りて

泰亦只〔兀慑 〕魯阿

種 和他

TaiyiJi’fid-lu’S
タ イ チ ウ 一 ド 族 と

ホ合揚キ渾勒都罷馬石I___________I I_ I
厮 殺  了 盱生

qadqulduba. masi
会戦せり まさに

額客$ 侖額客$侖ヰ合银 ヰ1渾勒都周

翻覆翻覆 厮 殺  着

ekerun ekeriin qadqulduju
繰返し 繰返し 会戦し

晚

Jilda
日暮れに

孛 (勒 )荅周門中 f 揭渾勒都黑三中合札舌剌失禿(勒)都周，豁那罷

被敢若 只 厮 殺 的  地 行  相 抗 着  宿了

bolaaju mun qadqulduGsan Gajar-a sitiilduju qonuba*

なられ その 会載せる 地に 相抗して 宿れり。
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百姓毎

ulus
民

巴 都舌児別周 ヲ 亦 速 舌 合 門 古 君 學 牲 舌 里 兀 ^ 色額考

也 忙 起 着  来 時 也 那离 军 毎 自的行
ba diirbejii ayisurun mun-kii tende ceri,tid- lii,e-ben
も 急ぎて 来るに まさに そこにて 兵 士 等 と — 己が

ヰ含禿古ぎ列額列周
i_____I t---------------------- 1
— 処 札営 着

qamtu kiire^leju
共に 営をかまえて

*豁那勒都罷。（47)

共宿 了

qonolduba.

宿り合いたり。

〈4> § 1 (一 1 三 ， 四 ， 六 ） 成吉思沖>合 罕 訥 忽 札 兀 児 迭 額 ® 1

名 皇 帝 的  根 屁  上

Cinggis qahan-u huja'ur de’ere

札牙阿禿

チ ：*

脫 * 列JE先

，ギス 可汗 の

孛児帖赤那

根源は

阿主兀 格児_

上

亦訥

天 処 命有的 生了的 蒼色 琅 有 妻 他的

tenggeri-ece jaya’atu toregsen Borte=cino aju'u . gergei inu
矢 よりの 命運もて 生れし ボルテ •チノ なりき。 赛  — 彼の

キ豁埃 馬®闌:P 阿只埃 騰汲思客禿勒周 亦 * 列 罷 斡 難

慘白色 鹿 有来 水名 波 着 来了 河名 河 的

Qo’ai mara(n)l ajra i. Tenggis ketulju irebe. Onan muren-nu
コアイ*‘マラル

なりき。 テンギス水を 渡りて 来れり。 才ナン 河 の

喷 舌里兀準不晴(中〕罕(中> 合勒敦納嫩禿黒剌周脫 舌列q 巴塔赤罕p 主 ;^。（妨)

源 行  山名 行 営盤做着 生(了)的 人名 有来
te r i’im -e B urqan=qaldun-na n u n tu d a iu  toregsen Bataciqan a j^ u .

源 な る  プルカン•カルドクン山に 居営して 生れたるは バタチガン なりき。

上の§183は，チンギス可汗がヶレイド族との死闘の末，わずか19人の復臣の 

部下と共にハルデュナ湖に落ちのび，その濁水を飲んで，再起を誓いあったと 

言う，い：b ゆ る 「濁水の誓い」の場に，チンギス可汗の弟カサルが妻子をヶレ 

イトの王汁のもとに残せるまま帰 还 し，その残した妻子の引渡しの懇願に，力 

リウダル，チャクルカンのニ名を王汗の許へ，使者とし遣わしたくだりである。 

そして， セ■れに続く §184は王汗がカサルの願いを受け入れ， イトゥルゲン



なる使者をチンギス陣営に赴かせるが， イトゥルゲンは，その陣営のたなら 

ぬ気配を察して逃亡をはかる。 しかし， カリウダル，チヤクルカンに捕えられ 

カサルに処断されることが述べられている。

以上の内容を理解した上で， §183, §184の文中に用いられた-ba2 系語尾 

と - 〗u’Q2 系語尾を観察して見よう。

§183には-iu’a2系語尾が一つも見られないのに対し，§184では反対に-Ju’ii2 
系語尾が優勢である。 これは何故だろうか。 §183, §184の文は，少くともテ 

ンスという観点から見れば，そこには，何等の相違は認められない。それは， 

この2 節に亘る文章を通読していただければ，直ちに了解されるところであ 

る。 筆者が長文に亘る§183, §184を敢て文例としてここに表示したのも， 先 

ず第一に， この点を知っていた乂*きたかったからである。即 ち -ba2 系語尾と 

- iu’fi2 系語尾の相違は， テンスには求められないということである。 それな 

ら， どうして現実にこの様な違いが認められるのか。それは話し手或いは書き 

手の過去に対する動作の把握の仕方にある。 即ちその相違は， -ba2 系語尾が 

過去の動作を確認（或いは確認扱い）の立場から把握するのに対し，- iu，a2系 

語尾は， 過去の動作を不確認（或は不確認扱い）の立場から把握する点にあ 

る。

§183の文は， いわばチ'ノギス可汗側で起った内容の記述であり， その動作 

は 話 し 手 （この場合は秘史のこの文の書き手）にとって確認された動作であり

----少くとも確認扱いできる動作であり—— ここに-ba2 系語尾のみが現われ

ているのは当然である。（「秘史」 という文献の著者は不明であるが，成吉思可 

汗側の有力な影の家臣であったことは自明の事柄に属する）。

§183の中の， カサルが Baljunada Cinggis qahSn-dur neyilebe《バル 

チ*ュナ湖でチンギス可汗に合した》ことを秘史の著 者 （編者）は自ら確認した 

か，或いは確認扱い出来るほど確かな動作として把握したのである。その他の 

jabqaba，yadaba, sonosdaba， ile b eはヵサル自身の言葉として語られた対 

話文の中にあり， 当然 -ba3 系語尾が用いられて然るべき処であり， 文末の
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kiirbe C到った》についても，上 の 11ey ileb eと同— に見ることができる。

次節§184に栘ると， 一転して _〗u’u2 系の語尾が現われる。 先ず最初の 

iigiile洱，识 はカサルの使者としてのカリウダル，チャクルカン二人が《話し 

た，語った》のであり，秘史の書き手は， この二人の使者の《話した》動作を 

勿論確認したわけでない。又，次 の qurimlan a】U’坷 《宴を催していた》動作 

も不確認の動作である。残りの ileWii沖’切(((使者を)遣り合った》，duta’aIu，fl 
《逃げた》，a扣 ，a <であった》， 扣’G 《射た》 も総て， 話 し 手 （この場合 

は，秘史の害き手）にとって不確認の動作である。

しかし，カリウダルとチャクルカンの二人が王汗の使者イトゥルゲンをチン 

ギ ス 可 汗 の に abSiraba《連れて来た》のは， ここに-b a が用いられている 

ことによって，確認された動作であろうことが知られるしチンギス可汗が， 

“カサルが知 る べ し （カサルに任せよ）”「と云った」 ことや，文末の g§b e 《棄 

てた》 ことも，話 し 手 《秘史の書き手》によって，その動作が確認されたので 

ke’gbA g g b eと -b e が用いられたと言うことが出来る。

〈3>の文中に五回現われるk6d6Wi’fii 《移動した》はその主体がそれぞれナ 

イマン族のブイルク汗， メルキド族 の トクトアの息子のクトゥ，オイラ ド族の 

クドガ•べキ，タイチウド族のアウチュ.パァトル，そしてデャム力である。 

これらの人々は，総てテムデンをバルチ*ュナ湖に追いつめた敵将の族長であ 

り， アンティ.テムデン陣営に属する人々である。 これらの人々の《移動せ 

し》 ことを総てkSdSljfl’f i iの如く, -ju’u2 系語尾によって秘史の書き手は表 

現した。筆者は， この事実に注目したい。彼 等 の 《移動した》動作は，確かに 

秘史の書き手によって目前で確認された動作ではあるまい。 しかし，戦の帰趨 

を分けた， この種の“移動せり”が，秘史の書き手によって認知されなかった 

ことも， これ亦，_あり得ないことである。

-ba2系 語尾に「確認扱い」を認めたのと同じ立場に立って，筆者は，-Ju’Q2 

系語尾にも「不確認扱い」を認めたい。 上の数個の k6d61】ii’m は， こ の 「不 

確認扱い」の -沖 ’街として処理するのが適切と考えられる。
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この確認扱い対不確語扱いの考えを，視野を拡げて別の角度から眺めると， 

更に興味深い事実が現われてくる。

「元朝秘史」 という文献の中で展開される，チンギスを中心とする人間関係 

を大きく，チ、ノギス陣営[A] 対非チンギス陣営[B] に二分した時， この[A] 

陣営に属する人間の行った動作は「確認扱いj されて-ba2系語尾で表示され， 

之 に 反 し [B] 陣営に属する人々の行った動作は「不確認扱い」 されてづU’Q 2 

系語尾で表示されるということである。文 例 〈3>の 多 く の k6d61掉’街はこの 

大きな原側がそのま乂適用された諸例であり， 又， < 3 >に 現 わ れ る nekebe 
C追撃せり》，q〇n〇b a 《宿れり》， q0n〇idu b a《共に宿れり》などの -ba2 系語 

尾も， この原側に立って見れば当然の帰結である。

秘史という文献の世界では，上の様に，チ'ノギス可汗v s 非チンギス可汗の 

構図の下に，多くの事象を語りうるが，当然のことながら， この様な構図のわ 

く外で行われる，或いは行なわれた動作も勿論存在する。

文 例 〈4>はその種の動作が， 秘史蒙古語では， 如何に表現されているかを 

示す好例である。文例 <4>は秘史卷ー，冒頭の一文である。

この冒頭の一文はチンギス可汗の遠祖を語ったモンゴル族の族祖伝説の最初 

の部分である。 こ k には， 未 だ 「チンギス vs•非チンギス」の構図はない。 

こ こ で 「確認対非確認」の原理はどのように適用されうるか。

((チンギス可汗の根元は，上天よりの命運もて生れしボルテ•チノなり

1 。その妻コアイ•マラルなりき》

上の二つの“なりき”に当る蒙古語はa}u’fl, a5i，a i である。 この両形は，い 

うまでもなく’ a-ji’a j からなり， -〗u’ii2 系語尾が存在を意味する動

詞語幹に接尾された形である。

存在—— 存在も状態も動作の一つの現われ方である—— を意味する a- 《あ 

る，いる》に - ju’H2 系の語尾が附されたa〗u , ̂ は ，上の原則に従えば《あっ 

た，いた》存在を，話 し 手 （書き手）が不確認の立場で把握したことを示す形 

といえる。 《あった，いた》 という過去の存在を確認してないことは， その過
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去における存在《あった， いた》が， 話 し 手 （書き手）に と っ て 「未知の存 

在」であったことに通じる。

「確 認 VS不確認J が，ここでは一 存在を意味する動詞の場合には—— 「既 

知 VS未知」 という姿を変えた図式で， よりよく説明される可能性がある。

実は，モンゴル系の言語には， （(ある， いる》を意味するもう一つの動詞語 

幹 bfi- がある。 この M _ は次項で述べる_la’a 系語尾と合して秘史蒙古語で 

は主として「不列額J bale’s の形のもとに現われる。

本 項 の a5u’a に対する， これ以上の探求は，従って，次項の M le’g への言 

及の際まで一時預っておきたい。

ここでは，a5u’u (i) は 「事物の過去における存在を不確認の立場で把握した 

形」 としておくことにする。

さて， aju 0 の説明が長くなってしまったが，〈斗〉には Tenggis ketii取 irebe 
Cテンギスを渡りて来りぬ》の ire逆 が 見 え る 。 この- be は如何に見るべき 

か。秘史の書き手にとって， ir eb eは勿論，確認された《来た》ではあり得な 

いから， こ れ は “確認扱い”された 一be である。それでは， こ の 一か がどう 

して確認扱いされ得るか。それは，前文でボ ル テ . チノとコアイ .マラルのニ  

者が紹介され，その既知の情報の上に立った二者の行った動作として irebeが 

確認扱いされたのであると見ることができる。 秘史における， この種の—ba2 
系語尾の用例は間々見られるところである。

以上，-ba2 系語尾との対比の上で-扣’が系語尾の表わす意義の検討を行っ 

た。 この検討をふまえて，-ju’ii2 系語尾の意義素を《ある動作が，過去におい 

て，話 し 手 （書き手）の不確認のま“こ行なわれた》 と措定する。別な表現を 

用 い れ ば 《話し手の不確認のままに行なわれた触の離)）と言うことも出来 

よう。

最後に，-扣’が ゆ ’的 が 男 性 単 数 形 ，屮 ，切2が 雛 形 な る ことを文例に 

従って実証しておこう。

く 2 > の flgfllejfi’i i i《話した》の主語はカリウダルとチャクルカン，こ人の使
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臣であり，従って複数形-Jii’f i i が用いられている。

qurim lan aju’u i も C宴を催していた》のは王中合であるが，実質的には勿 

論，王罕を長とするヶレイド族全員である。従 っ て a ju 'u iとなる。

ile ld fijira iも成吉思可汗と王中罕の両方が ileldii- したので-jii’m が用い 

られた。

次の duta’aju’ti C逃亡した》の主語はイトゥルゲンであるから，当然- lu ’Q 

である。

次の二つの aju’i i はともに馬について述べたもので， これも当然単数形であ 

る。

qarbuju’f i 《射た》の主語はチヤクルカンであって， これ亦-;ju’f i が用いら 

るべきものである。

以上，イU’a が男性•単数形，-5u’m が複数形なることに疑義はない。

次 に 〈4 > の a5i’a i である。 この a5i’a i は， §155 (五22九）に も nadaどa

ege£i Yesiij nerete丨 nada2a de’Sre qan kii’iin-e }okiqu〖 aji’ai-je. 《我ト

り，姉のイュスイなる者，我より増して汗なる人に適するなるぞ》 と見え，女 

性形単数形と見ることが許されよう。秘史には見えないが，他の諸語尾との対 

比から見て，当然期待される女性形-;i ig i(-Sigi) が [S.M.I. 1 3 $ に実証さ 

れるのは興味深い。

こ の - j i g i と秘史の- ji’a i との関係如何について考えるべきであるが， 帮 

らくは措く。

なお，aju’Q(i)は時に，テンスの観点から見ると，〈過去〉とは見られない場 

合が少数ではあるが散見される。それ等についても後にふれる機会があろう

《わ） - Ia，5 2， - la，忌j2, - lu’5 2， - lu，a j2， - lig i〜 - Uyi
上記の諸語尾を前述に倣って-la’s 2系語尾と呼ぶ。筆者は曽て，小 論 「中世 

蒙 古 語 の 動 詞 語 尾 の 体 に お い て ，中世蒙古語の動詞終止形語尾群に，性. 

数による使い分けが存在し，それらが，男性単数形，女性単数形，複数形の範
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_ に分けられることを説いた。本稿でも，その枠祖みに従って記述を進めてい 

るが，上記の拙論では，諸語尾の意義素の記述まで考察を加えることが出来な 

かった。今回は，その欠を補うために，専ら，上掲論文の基盤の上に立って， 

又その後の研究の上に立って， 意義素の記述に努めながら筆を進めて来てい 

る。（a)〜(e) の諸語尾についても， 上の観点からの記述に従ったし， 今後も 

この態度を持しつk 記述する所存である。

ところで，これから取りあげる-la’a2系語尾は，筆者に上掲論文を執筆させ 

た直接の動機となった語尾群なのである。 その意味で， この-la，a2 系語尾に 

は，筆者は一種の愛着と懐しさを今でも感じている。閑話休題。

-la’W 系語尾の問題点の一 Pは，蒙古語文語では主流をなす-lUGa2 に当る 

秘史蒙古語形-lu’a (丨)2 が， 秘史蒙古語では非主流であり， 主流をなすのは 

-la’a (j)2 であるという事実である。

-lu’a (i)2 の用例は秘史12巻に亘って30例を数えるが，-la’a (がの用例は， 

その倍近い51例を数える。動詞語幹bii- に，語尾-la’a (j)2 の附されたbtile’S 

(186例)，bfile’gj (36例）を加えれぱ-la’a2系語尾そのものの使用例は多数にの 

ぽるが，btile’g，biile’g iは別に考察することにし，先ず-iu’巨①2 と—ia，a (i)2 

の関係を吟味する必要がある。

蒙古語文語でも古い文献では，例えば [S.M.I. 1335]，[S.M.I. 1 3 % ,  [I. 

A _ 1340]に見られるように，biile’g に当るbiilegeが主流であって， biiWge
はテュルケスタン蒙古語文書の一部にはじめて現われる。 従って，baleggに 

限って言えば，文語でも-l e g e が主に用いられていたと言え>•ち。

こ、で，-la’a3 と - lu’5 の関係についての考察に入ろう。

-la’ 〜 -la’s!2 

く 1> §93 (— 3 4七 〜 35ニ ） 納ホ忽伯顔訥 格児圖児

家 裏

吉児罷納中忽伯顔

到了

Naqubayan-nu ger-tiir kiirbe. Naqu=bayan
ナ ク . バ ヤ ン  の 包 に 到 れ り 。 ナ ク • バ ヤ ン
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，兀 缉 孛 斡 児 出 亭 fL(ト>中合巧

_  人 名  行 失 着

k o ^ -b e n  Bo'orcu-yi jabqaju
子 を（己ガ）ボオ ー ル チ ；* を 失いて

你孫你勒下速巴児

涕 涙 教

nisun mlbusu-bar
鼻水 涙 もて

阿主兀 格捏帖

有来 忽然

aju'u. gened
ありき。 不意に

古 児 帖 周 可 兀 邊 兀 者 周  f 刊帖

到 着 児 自 的 ， 見着 一次

kiirteju ko^-ben iijejii nikente
帰り到られて， 子 を （己が） 見て 一たびは

委 亦 剌 木 你 刊 帖  董キ豁都木

哭 有  一次  怪 有

uiyilamu, niisente dungGOdumu.
泣き 一たびは 叱貴せり。

可-亦訥孛斡児出鳴話列舌論

児子_ 他的 人 名  説

ko^n inu Bo'orcu iigulerun
子 — 彼 の ボ オ ー ル チ ュ の 言 う に

牙温孛勒罷I_ I I___ I
甚 麽 敗 了

ya’un bolba
“何ぞ 起れる，

撒因那可児

好 伴當

saym  nokor
よき 伴

蒙塔你周 I______ I
艱難

mungtamju
艱難して

阿亦孫阿主兀

来  有来

ayisun aju7u.
来り ありき。

那可徹周斡都剌阿必 
|-------1 I_________ I
做伴着 去了来 我

nokocejii odula^ bi,
伴たりて 行きぬ 我，

額 果 額 亦 $列罷客額®合温(勒)周I_____I I___________I I________|
如今 来了 説了 走 馬 着

ed6’e irebe kg’召d ha’Q(n)lju
今 帰り来れり” とて 馳け

斡惧抽

去着

odcu
行きて

客額ぎ列不キ忽黒三南不中合

野地裏 蓋了的 皮桶

ke*er-e buGUGsan nambuGa
草原に 隱せる 皮袋

撒兀魯ヰ合班阿(卜)赤ぎ剌^ (49)

皮斗 自的行 将来了

sa^luGa-ban abciraba.
皮 桶 を （己が） 持ち来れり。

<2> § 102 (— 4 8八 〜 49 三) 額迭巾忽児班篾児乞®額児帖訥訶額侖

V  '三0 種 名 在先的 母名

ede Gurban Merkid erten-ii Ho^liin
これら 三姓 メルキ ド 族 は “古き日の ホ エ ル ン ，

額客:!: 
|_ II
母 行

eke-yi
ニ ケ を

赤列都〔迭扯〕

v人名 自
Ciledu-dece

チレド より

不里， 阿ト塔剌埃客延_ 朶額

奪着 被要了 麽道  如今

buliju abtala*ai keyen edo^
奪い 取られぬ” とて 今

帖S列斡雪(勒)斡旋

那 替 報

tere osol oson
力の 双 み を 報 じ

亦$ 列(克)薛(卩)

来 了

iregsed
来りし

阿 主 兀 帖 迭 篾 児 乞 想

有来 那 種 名

tede Merkid
なりき。 か れ 等 メ ル キ ド 族 の

鳴适列勒都s論 訶額侖訥
I-----------1 I

共 説  母 名 的

iiguleldurun “H6，gliin-nii
宮い合うに ホニルン ¢5



_ 朵 鮮 _ 篾昔阿酌

報 如今 婦 人 毎 他 的

haci aburan  edo'e em es-i anu
仇を 取り， 今 女 達を — 彼等の

阿 不 罷 哈 赤 顔 阿 不 舌 剌 罷 必 斧

要了 罾自的行 報 了  咱

abuba. naci-yan  aburaba  bida
とれり。 仇 を （己が） 取れり 我等”
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莘額勒都周不鲕 中罕中合勒敦納察

共説若

I_ I 保兀周

下着

格亦®禿$ 里 顔 ^[只 s 剌罷。（50)

家裏毎 自的行 回去了

ke'elduju  B urqan = qaldun-naca  b a u ^ ju  geyid- tiir-iyen  ajiraba .

と云い合いて ブ ル カ ン • カ ル ドクン山より 下りて 家々 に — 己が 帰還せり。

〈3 > 請 8 (三:12三〜:12七 ） ネ し 機 , き ^

人 名

Jam uqa
ジ 十ム力の

説

uguleriin
言う

孛$ 羅安

風笛

boro 'an
“「風雪

別舌児

也

ber
なり

孛魯阿速孛勒札勒突舌児

做 呵  約 会 衷

bolu’asu  boljal- d u r ,

とも 約 会 に ，

巾忽*剌別*児孛魯阿速キ忽$剌勒突ぎ児不

雨 也 敢 呵  聚 会 衷  休

qura  ber bolu* asu  q u ra l-d u r  bu
雨 なり とも 集会 に

ホ豁只荅牙額薛兀客額勒都列埃

落後咱 不曽 共説 来麽

qojidaya ese’u  ke 'eld iile^ i
おくれまい」 と云いあわざりや

必 荅 忙 キ 豁 勒 者 安 荅 ヰ 合 ぎ 児 壇

咱毎 逹連的 応許声 做蒈  有的毎

bida, MongGOi je andaGartan
我 等 ， 「モ ン ゴ ル 族 は  『チ*:!1 — 』 の 宜 誓 を も つ

不速禿者迭扯ホ豁只荅黒撒泥

不 有 来 麽 応 許 行  落 後 的 行

busutu, je-dece qojidaGsan-i
に 非 ず や ， 1■デエー』 よ り お く れ た る を

者$ 児格迭扯キ合$ 児キ合牙客額勒都列埃

班列 裏 教出去咱 共 説  来

jerge-dece GarGaya ke’召ldiile’ej
順夕！） より 出さん」 と云いあえり”

客額罷。

説了

ke'ebe.

と云いぬ。

〈4> §118 (三 31ニ 〜 31六 ） 訶額侖額客宜董中豁都阿兀都兀耶
I_____I I________I L------ 1

婦 人 名 母 行  作 声  未

Hd'eliin^ ke-yi dungGodu^  udu^ i-e
ホ本ルン•エケ 〇 霣発せ ざ る に
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孛舌児帖兀真，詁列舌 , 札木中合事斧窄亦当中今 芦 額 克 - デ 列 輝

婦 人 名  説 v 人 名  契合 好薬旧 被説 有来

Borte^ujm uguierun Jamuqa anda uiyidangGa ke^gden bule'e,
ボル亍.ウデンの 言う ■*‘デャ ム *  盟友 あき易し’ と云われ ありき，

額 菜 額 f 荅納察委亦®ホ忽

如 今  咱 毎 行  厭 的

ecio’e bidan-aca uiyidqu
今 我 等 よ り  飽くる

察黑孛勒罷禿ホ合ぎ侖札木キ合安荅因

時  敢 了  恰 纔 的  人 名  契 合 的

caG boiba, tUGar-un Jam uqa anda-yin
時 に な れ り ， さきほどの  チ*ャムカ 盟友 の

客 列 列 克 先 客 連 必 荅 突 $ 児

説 来 的  話  咱毎  行

keleiegsen kelen bida-dur
語 り し  言 葉 ， 我等 に

孛 額 ® 折 失 古

便 欲圖的

bo'ed jesikii
ぞ たくらむ

兀格備由....。（5 2 )

言 語 右

uge bliyii.
n  なり。

く5> §163 (五 34ニ 〜 35— ) 額 迭 朶 ぼ 2児 邊 曲 魯 兀 的 古 (ぎ〕児恢因

a  四 傑 到 時

ede dorben kiilu'fld-i kiirkiii-yin
これら 四人の 俊傑の 到 る

兀$ 里 荅 _ 剌安キ忽揚荅

先  地 名  行

莱 昆 擺 亦 勒 都 中 忽 孛 侖 秣 舌 驪 訥 安 中 忽 牙

人名 対 陣  做  馬  自 的 腿

urida Hula,an=Gud-da Senggum baiyilduqu bolun morm-u’an Guya
さきに フラ-•ン•ゴド にて セングム 対戦する にいたり， 馬 の（己が） 復興！を

中合黒荅周阿ト荅巾忽孛勒周不恢突ぎ児額迭朶ぎ児邊

被射着 被捉 做着 有 時 這 四

qaGdaju abdaqu boiju bukui-dur ede dorben
射られ 捉らゎことに なりて ある 時， これら 四人の

傑 班

kulu^d
俊傑

古舌児抽阿不舌剌阿原，舌 児 格 斡 ぎ 児 額 篾 可 兀 不 古 迭 苴 阿 不 舌 剌 周

到着  救 了  百柱 人烟 妻 子  都 行  救 着

kurcu abura^d irge orGa eme ko u biigude-yi aburaju
到り 救いて 人衆 散民 妻 子 すべて を 救い

斡 克 罷 雪 作 田 迭 王 中 罕 鳴 詁 列 舌 論 額 舌 児 迭 撒 因 額 赤 格 ; ^  〔赤〕訥

与了 那裏 人名 説 在前 盱 父 行  く 你 ^

ogbe. tende Ong qan uguierun “erde sayin ecige-de cinu
与えぬ。 そこに オ ン 汗 の  言 う  **かって よき 父 に — 汝の
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雙 $篾 0哼 敦 巴 舌 剌 黒 H  X 魯 昔 聲 阿 不 *剌周

這 般  去 了 了的 百姓自的行 救 着

ene m etu  odun  baraGsan ulus-iyan aburaju
かくの如く  行き はてし 民 人 を （己が） 救い

$克 帖 列 額 額 朶 額 巴 撒

被与了 如今 再

6gtele’§ ， edd’e basa
与えられき， 今 また

可兀訥延

子 自 的 行

ko^ n- ii-yen
子 の — 己が

斡敦巴$剌黒f
去 了 了的

odun baraGsan
行き はてし

y 魯 昔 米 訥 朶 (纪 児邊

百姓行 我的 四

u lus-i m m u  d 6 rben
民人 を — わが 四人の

曲魯兀的顔

傑 自的行

kiilii^ d-iyen
俊傑 を（己が）

亦ほ》列周

〈去〉着

ileju
遣わし

阿不S剌周 斡克帖罷^ 哈赤 ナ合里兀勒中忽宜 騰格 $ 理

救 着 被与了 恩 回 的  行 天

abura ju Sgtebe. haci q a n 'ulqu-yi tenggen
救い 与えられたり。 恩を 返すべき を 天

^合札# 今 , 赫 額 ， 篾 迭 充 該 客 額 罷 。（53)

地 護助 知 道 者  説了

oajar-un  ihe* el medetiigei ke*ebe.

地の 加護の 知るべし” と云いぬ。

〈6〉 §196 (七 44ニ〜 44五 ） 塔 陽 温 額 客
I L_J

人 名 的  母

Tayang-un eke
母

古児別速宜 I
名 行

Giirbesii-yi
グルベス を

成吉思

v 太祖
Cinggis
チンギス

キ合罕阿ト赤$剌兀勒周I—— I I--------------1
皇帝 教 将 来 着

qahan  abc ira 'u lju
可汗 つれ来さしめて

鳴詁列@論

説

iigiilerun
言う

赤 忙+豁侖 忽你s児

你 連連的 気患

ci MongG〇i-u n  hun ir
“汝， *モンゴル の 匂い

卯危

m a’Qi
悪 し ，

客額周

説若

ke^jii
と

^ 薛 ^ 歹 列 額 額 朶 額 也 勤 _ 舌 列 罷 1 # 赤

不曽麽 有来 如今 如何 来了 你

ese’fi biile'e, edo^  yekin irebe ci
言わざりしや， 今 なんそ* 来れる 汝”

客 額 周 成 吉 思

説着 太祖

ke’ejU Cmggis
と云いて チンギス

中合罕 阿不剌阿。（54)I___ I I_______)
京帝 要 了 采

qahan abula^a.
可汗 （彼女を）取りぬ。



<1> か ら 〈6>まで，- la’a G )2 の用例のみを挙げた〇〈0 の 〇duia，a b iの用 

例から - la’S2 が男性単数形なること明かである。 この b i は b o ’〇k u だからで 

ある。 ところで， この一文は，ナコ^^が自分の息子のボオルチュが何処かに 

行って了って悲しんでいるところにボオルチュが帰って来て，悲しんでいる父 

親の有様を見て“いかにぞなれる，よき友の艱難して来りあり，友たりて行けり 

这 （o d u la ’ a b i) , 今 （帰り）来 り ぬ （；ed5’g irebe)，，とボオルチュが父親のナ 

コ大尽に対して語った言葉である。 ここで注意すべきは“友たりて行ける（od_ 

uざ g )”の o d u la’a は “今， 帰り来 り ぬ （ed6’§ ire^ g)” よ り 《以前の動作》 

である。即ちテンスの観点からすれば， ir e b eよ り o d u la’a は 《より以前の， 

より過去》の動作を表わしていることである。 この点に注意をはらいながら 

- la’a 2 系語尾の用例を調べて見ると， この現象は， す べ て の _la’§2 系語尾に 

よく適合することが知られる。

〈2〉の H6’§liin eke-yi Ciledii-de£e buliju abtala’& i《“ホエルン•エケを 

ば，チレドの許より奪い取られたり，，》の buli3u abtala’Si. も ed6 ’ g tere 6s61 
6 s6n ir e g s e d 《今，その譬みを報じ来りし》 よりも過去の行為である。

更 に < 3 > の e se ’ ii k e’g ld a ie ’ Si b i d a 《〜と言い合わざりしか》の k e’g ld ii-

跑 と 言 い 合 い た り 》はデャムガがこの言を発した時点より明かに以前の 

行為である。 .

<4> k e 'e g d e n  b iile'e 《〜と云われている》 も e d6 ’ e b id an-a6a u iy id u q u  

2a(j b o l b a C 今，我等より倦む時となれり》の 《なれり》より過去のことである。

〈5〉の ogte le 'e《与えられたり》も亦，ed6’e basa....aburaju 6gtebe《今

また...救い与えられぬ》の時より過去のことである。

<6>のナイ マン族のタヤン汗の后 グルベスに対するチ ン ギス可汗 の 言葉の 

k e 'e j i i e se 'ti b iile’e 《〜と云わざりしや》 も 直後の ed6 ， g y e k in  ire b e a  

《今，なんぞ来れる汝)） と比して，時間的には明かに以前の行為である。

このように，語 尾 - la’a (i)2 はテンスの点から見れば，発話時の過去のもう 

一段前の過去を表わす語尾である。 従 っ て 「erte— la，a(i)2... ed8，g— ba® 2」
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の文形を示すことが多く， ここに挙げた〈4>，〈5〉にもその形が見えている0

《かって〜した，そして今また〜した》と一般化しうるこの文形の前項の 

した》を - la’S(i)2 は表示するものであると言うことができる0

上例の <1> の o d u la % 〈2> の abtala’SL <3> の ke’gldiile’ei，. 〈4> の 

biile’g, <5> の Sgtele’g，<6> の abula’a には - la，a2 と - la’ai2 との両者が見 

え，-ia，a2 が男性単数であることは上述の通りであるが，-1a’ai の方も複数形 

と認めうることは用例を注意深く読めば， 自ずと了解される。〈2>の abtala’ai 

の直後にかりに主語を挿入するとすれば，筆者は躊躇することなく，b a 《我々 

exclusive》を入れるであろうし， 卷ニにおいて「置作」の註S己か取入れられて 

あったとしたら， < 2 > の 「阿不罷， 阿不舌剌罷， 阿只舌剌罷J の後には必ずや 

「阿 不 罷 の 如 く 見 ら れ た で あ ろ う 。

<3> の ke’gldiile’g j の - le’S iについては何の説明の要もあるまい。直後に 

bida C我々， inclusive》が見られる0

く4 >のbme’6，〈5 > の 6gtele’も 〈6 > の a b u la Sについても男性単数形な 

ることに何等の疑問の余地はない。

- la’s 2 系語尾の意義素の措定に先立って，秘史蒙古語ではマイナーな地位に 

あると云っても，語 尾 - lu’S(i)2 について検討する必要がある。
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2 . -lu’含2〜-lu’纪 2

く1> §145 (四 4 2九 〜 43五 ） 必 帖 因 - 傷 乞 周 中 合 阿 卿 ぎ 中》合黒H

我 那 般  想 着  皇帝的 枯 ® 了 &

bi teyin sedkijii qa'an-u  bangGaGsan
“我 か く  思いて 「可汗の 喉かわきたる

薛》乞 勒 額 (舌 > 魯 思 速 該 客 延 你 敦 中 合舌剌 額 闵 薛 揚 乞 周 斡 都 魯 ，
1--------- 1 «-------------------- J I~ I I_ I I_______ I I_ I I--------------1 1-------— J
心 趙 上 麽 道 眼 黑  運躲  想 着  去 1^ , •

sedkil eriissligei keyen nidiin qara eyin sedkiju odulu a
心に 到らん」 とて 向うみずに かく 思いて 行きぬ



必 客 額 薛 1 ~ 成 吉 思 ホ 合 罕 鳴 詁 列 * 論

我 説了 v 瘟帝 説

bi ke'ebe. Cmggis qahan ugiileriin
我 と云いたり。 チンギス 可汗の 言う
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替 朶 額 牙 温

如今 甚麽

ed6’e ya’un
“今 何をか

客 額 古 額 $ 児帖

説 在前

kefeku, erte
言はん， 古き

兀 都 苦 児 （中> 忽舌児班篾舌児乞®亦舌列周

日子 三 種 名  来着

xidiir Gurban Merkid ireju
日 H姓 メルキドの 来りて

不舌喃(巾> 罕泥 
1--------- M

山 行

Burqan-ni
ブ ル カ ン 山 を

ヰ忽$ 児班荅

三 次

Gurbanda
三たび

中忽赤兀勒(キ〕灰突$ 児 阿 民 米 訥 你 刊 帖

教 繞  時 性命 我的 一次

quci'ulqui-dur amin minu nigente
めぐらされる 時 命 を — わが 一たび

， 卜)抽 中合舌魯魯阿 赤

符着 出 了 來 你

abcu Garulu’a ci,
とり 出でね 汝.

額朶額 巴撒
1 1
如今

[_ 1

edo*e basa
今 また

哈〈黒〉抽 不 恢

乾 着  有的

haGcu biikui
乾き ある

g 速p 阿馬阿s 児 食 民 周 阿 民 米 訥

血 行  教 ロ  哂苒 性命 我的

cisun-i ama*ar simi(n)jii amin minu
血 を  ロもて 吸いて 命 を — わが

僧帖勒罷赤澤 I] (55)
I-------I I
開 豁 了  你

sengtelbe ci.
開けり 汝。”

〈2> §255 (土 30六 〜 31ニ) 普舌児 巧 阿 勒 壇 中 忽 察 舌 児 中豁牙舌児

人 名  人 名  両 箇

crte Altan Qucar aovar
“かつて アルタン クチャル 一人

額 揑 篾 図 兀 格

這 般  言語

ene metii iige
かくの 如き 言を

巴舌剌勒都周

議 定 了 着

Daralduju
定め合いて，

只 池 兀 格 思 禿 S里顔

却 言語毎 自的行

jici uges-tiir-iyen
むしろ 言辞 に — 彼等の

兀禄

iilii

古s児古因

到 的

kurKii-ym
到らざる の

禿 剌 客 # 児

上頭 怎

tula ker
故 いかにか

亨 克 迭 魯 ぞ 寶 巴 児 -勒 中 合 黑 荅 魯 埃 額 朶 頷 阿 勒 壇

被做来 怎 被 敗 了 来  如今 人 名

kigdelu^i, yambar bolcaodalu^ai, edo^ Altan
為されたる， いかにぞ 為されたる， 今 アルタン
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中忽察舌児中豁牙舌侖

人 名  両 ®

Qucar qoyar-un
クチャル 二人の

兀€魯兀荅察

子 孫 毎 行

u ru 'u a -aca
親 族 よ り

壇魯阿 
I Î |
您 一 同  

ta n - lu ’S
汝 等 と

舉勒4■合助都牙帖迭泥
'------------- i I____I

教 分  卩15 他 毎 行

salGalduya, teden-i
分けあ；bせしめん， 彼等を

兀 者 周 牙 兀
•----- 1 I__I
® 着 如何

ujejii ya*u
見て（あらば）何を

斡莎勒荅叫軍

怠 慢  了

osoldaqun
誤つべき

塔 客 額 額 ®  I I______ I
您 説 了

ta  k e 'e ^ d
汝等” と云いて

斡 歌 歹 牙 兀 客 額 木 客 列 列

人 名  甚 説 有  说

Ogodei ya 'u  ke^emii, kelele
“オゴデイ 何 と云うや， 述べよ，，

芒額罷靈’乍(网

説了

ke’ebe
と云いね。

<3> §256 ( ^ 3 5 一 〜 35五 ） 成 吉 思 中 合 罕 秣 舌 驪 剌 舌 侖 唐 兀 ®

太 祖  皇帝 上 馬  時 種

Cinggis qahan m onlarun  Tangud
チ ン ギ ス  可汗 出馬するに タンダートの

亦S児格訥 不*児中罕突S児額勒臣
1__I I  1

亦列舌侖 巴*額温 中合舌児 赤訥 宁勒速

百 姓 的 人 名  行 使臣 差 時 右 手 你的 做我

irgen-u Burqan-dur elcin iieriin bara^un Gar cinu bolsu
人衆 の ブルカン に 使者を 遣りて言う ■■‘右 手 — 汝の たらん’

客 額 魯 額 率 撒 S児塔兀勒亦*児格揑阿勒壇阿舌児中含只顔塔速勒荅周
I______ I I  1_______ I 1___ I I___________I I________I

説 来 你 回 回 百 性 行 金  麽 辑  自的行 被 断 着

ke'elii'e ci, Sarta’ni irgen-e altan arGamji-yan tasuldaju
と云いぬ 汝* サルタウ一ルe〇 人 來 1に 黄金の 絆梅 を（己が） 断たれ

斡魯勒, 驪剌罷 必 巴$ 剌温 ■(•合S児 孛 侖 驪剌 客額周

折証 上 馬  了 我 右 手 做 上 馬 説着

olulcan monlaba bi, bara'un Gar bolun morila” ke*eju
確認すべく 出馬せり it 右 手 となりて 出馬せよ” と云い

亦列額速……。（57)

去 呵

lie’esii..... .

逍らば......0
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〈4> §177 (六 21十 〜 22九) 必荅キ豁牙舌児I_ I I-------- 1
咱 両 箭

bida qoyar
“我等 二人

牙兀客額勒都列埃
I—J I-j
甚麽 共説了来

ya’a ke'eldiile^ j.
何 と云い合いたるゃ

勺舌« 中合勒中忽訥忽剌阿訥阢揚孛勒荅自兀揭塔必荅f 薛兀

山 名  的 山 名  行 咱 不当

JorGal=Gun-u Hula^ n ^ u d  bolda'ud-ta bida ese’ii
デ 3 ル ガ ル • グ ン の  フラアーンの *々， •十:ルダクの峯々に我等 語り

鳴詁列勒都魯埃I-----------1
共 説 来 麽

ugiileldul^ el,
合わざりしか，

速 都 禿 抹 中 合 牙 雪 都 舌 児 帖 額 速 雪 都 # 児 堅 突 f 訥不斡ぎ羅牙

牙有的  蛇 行  被 挑 唆 呵  挑唆  衷  他的 休 人口13
siiautii mocai-a siidiirte’esii siidurgen-dur mu bu oroya,

歯ある 蛇 行 そそのかさるも そそのかし に — その 入 るまじ，

速都額$児阿馬阿ぎ児斡魯勒察周不失ぎ列耶額薛兀客額勒都列埃

牙 教  ロ 教  対 証 着  倍 咱  不 茁  共,说 来麽

siidu-er am a-ar olulcaju blisireye ese’fi ke'eldule^ i,
歯もて ロもて 確かめ合い 信じ合わん と云わざりしか，

寶朵 ， 中〒乾赤格米訥速都額舌児

如今 皇帝 父 我的 牙 教

edo^  qan ecige minu siidii-er
今 汗なる 父 — わが 歯 もて

阿馬阿舌魯斡魯勒察周中合中合察罷

ロ 教 麽 対  証着 分離 了

ama-’ar olulcaju qacacaba
ロ もて 確かめ合いて はなれたり

赤 ……。（58)I
你

ci.....
汝......。

く5〉 § 223 (九 3 0 — ^〜30五） 巴撒
I__I
再

basa
また

古出古(舌)児抹赤答 
I_____ t

人 名  木匠行

Kuciigiir moci-da
クチa■グル 木眩 に

亦S児格

百 姓

irge
"人衆

窄塔黒苔昂銲你迭g  ffl迭 徹 中 忽 ト 赤 周 札答舌剌納察

被欠着 道処 邯処 収拾着 種 名  処
tutaGdaju ende-ce tende-ce oubciju, Jadaran-aca

足りず， こ こ よ り そ こ よ り  徵収し— チ *ャダランより

木勒+合助キ忽

人 名

Mulqalqu
ムカルク
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主乞耶s 児 那可扯魯額 古出古ぼ 5児 木 勒 4■合助 *忽 *豁牙舌児 p 客捏

正依着 软 伴 来 人 名  人 名 両 箇 一行

jug-iyer nokocelii^, Kiicugur Mulqalqu qoyar niken-e
親しく 伴たりぬ—— クチュグル ムカルタ 二人 ー緝に

敏キ合剌周 額耶禿勒都周 阿®*渾客額罷。（59)

千 戸 孩 着 商 *  着 住 您  説 了

mingGalaju eyetulaujii adqun ke’ebe.
千戸たりて 相はかりて あれ” と云いぬ。

この語尾-lu’a2〜-lu’ai2 の用例は，-la’巨2〜-la’si2 に比して少なく，総計 

27例を数えるのみである。中でも- lu’ai2 は僅か3 例に過ぎない。

興味深いことは近世以後の文語形biiliigeに当る*biilii，g が秘史には一例を 

も数えられないことである。bftle’§170例，biile，召i 31例の多きにのぼる事実か 

ら考えると，*biim’e が一例も見られないことは，秘史の土台となった中世期 

の蒙古語には，-lu’a (i)2 そのものは用いられたものの， 召は存在しなか 

ったと見るべきであろうか。この問題は後でもう一 度 取上げるの で こ X で は  

-lu’a (i) の吟味に移ろう。

〈1> はチ*ャムカ連合軍とのコイテンでの戦闘で重傷を負ったチンギス可汗を 

チ•ユルメガ献身的に介抱し，裸になって敵陣に忍び込み，チンギスの渴を癒す 

ベくタ ラ グ 種 の ョ -グ ル り を 持 ち 来 っ て 与 え た 蘇 -文 で あ る 。ここに 

見える odulu%  Garulu’a の後者の_lu’a は前項-laず の 項 で 見 た 「 erte 

la’a (!)2， edo’e ba2J の様式のままであり， -ia’a (i)2の代りに-iu，a 

か現われていることを知る。 即 ち - lu’a(i)2 も発話時の過去より更に以前の 

過去を不している。 odulu’a の _lu’a もチ、 ルメの発話時より以前の行為が

〈3 > の k e W g  « 《言えり汝》 もタングドのブルカンが（(かって）汝の右 

手 に な ら ん 汝 》とチンギスに働した時のことを述べたもので，サル 

タウルの人衆に向って 《出陣せり我》の時点より以前の行為を示している。

く 4 > の 蝴 臟 u r n の - 啤 も 「より古い過去」を示し，他 の顧に準
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じて扱い得るが〈2 > の k ig d e lii’ S i と bolcaGdalu’a j と共に， これら- lu’ai2 

をもつ動作の主体が複数である処から見て， -lu’a p は - lu’a2 の複数形なるこ 

とが知られる。

< 5 > の nSfc65e m ’§ C友たりき》 も 「より古い過去の時からの動作として 

n 6k 66e- 《友となる， 友として交わる》を捉えたものである。 （なお， この § 

2 2 3の読解については，筆 者 の 『元朝秘史全釈続玫（中)』の p. 250〜p. 252参 

照）

以上によって-lu’W は単教男性形，- lu’a p は複数形なることが明かであり， 

そ れ は -〗a’a 2 が単数男性形， -Ia’S i が複数形なることと全く平行的である。 

- la’a (i)2， -lu’a a )2 ともに， テンスの点から見れば《発話時の過去より以前 

の過古》を表わす語尾と規定し得よう。

ところで， こ の - la’” 系語尾は-b a2 系語尾，-；ju’a 2 系語尾と比較すると， 

その用例は多くはない。 -b a2 系語尾の出現の80〇以上， -]u’u 2 系語尾の出現 

の 330以上に較べると， -la’3 系語尾の使用例7 7 は遙かに少ない。もっとも， 

b iile’g が 186例，b iile’g j が36例数えられるので， これを加えれば299例になり， 

-3u’a 系語尾との差はそれほどでもなくなる。—〗u’jQ系語尾の33〇例以上の中に 

は，a ju ’ ti 79例，a ju ’m 18が含まれていることも忘れてはなるまい。

ここで-la’a (j)2 と- lu’S (i)2 との関係如何を考察する順序となった。_1:系語 

尾はここでも複数形であることがすでに証されているので， 基本的には_ la’a2 

と - lu’a2 とは如何なる関係にあるかが考察されねばならない。

先ず- iu’32の用例を見よう。- iu，a2 の用例そのものは秘史全巻を通じて27例 

であるか， 上には， その一部を挙げた。 〈1> の o d u lu ’a b iはデニルメがチン 

ギスに向って話したg 葉の中で用いられGaru〖u,g古は逆にチンギスがチ'エル 

メに向けて発した言葉の中で用いられている。

〈3 > の ke’elu’S c i もチンギスが西夏のブルカンに対して発した言辞の中に 

あり，〈5 > の nok6celii’e も又，家 臣 で あ る G怔 Ug虹 に 対し，チンギスが発 

した言辞の中にある。



第 - 部 動 詞 論 61

この様に七’a2 は総て，「対話文」の中に見られ，いわゆる「地の文」で用 

いられることは極めて稀である。これは-lu’a に限らず，-ia’a2 系語尾総てに 

あてはまる大きな特色である。-ba2系語尾や-〗u’Q2系語尾は，「対話文」，「地 

の 文 （敍述文)」の別なく平均的に用いられるが， -la’a2 系語尾はそうではな 

い。 （bule’g (丨）はその唯一の例外であり，「敍述文」においての用例も多く認 

められる）。

さて，く1〉の oduiu’a bi C我行けり》〇 b iはデヱルメであり，彼デニルメ 

が主君のチンギ ス に 向って自分の行った行為Odulu’a を示している。 即ち主 

君 （優位にある話し相手）に対し，劣位にある話し手b iが自己の行為を報じた 

述語動詞の中に-lu，a は用いられている。

翻っ て 〈2 > の Garulu，5 は優位にある話し手チンギスが， 劣位にある話し 

相手 c i の行為を述べた述語動詞の中に-iu’a が用いられている。

< 3 >の ke’gia’e の- lti’g も 〈2> の - lu’a と同様，チンギスが話し相手の“汝 

フルカン”の行為を報じた述語動詞として用いられている。〈5>の n61rî em，S 
の -m’g も劣位にある話し相手自身の行為を述べた述語動詞の中にある。

<1> の - lu’a と <2>,〈3>，〈5> の - lu’a2 の違いは，〈1> が 「劣位者一 >優位 

者」の線の対話文であるに対し，<2>,<3>，〈5 > の場合は「優位者一 ►劣位者」 

の線の対話文であることであり，更に <1> においては劣位者が，自己の行為を 

述べた述語動詞の中に-lu，a が用いられているのに対し，〈2>,〈3>， において 

は，優位者が相手（劣位者）の行為を報じた述語動詞の中に-lu，纪 が用いられ 

ている点にある。 しかし， この <1>,〈2>,〈3>，〈5 > の文 を熟視すれば，そこに 

共 通 t る姿がある。-】u，a2 は上例の総てにおいて「劣 位者」 の 行 為 を描述した 

述語動詞の中に現われていることである。

この 「劣位者」及 び 「劣位者扱いされる者」の行為を描述するのが-lu’a2系 

語尾であり，それ以外の場合には-la，a2 系語尾が用いられるとすれば，-lu’a2 

系語尾と-la’a2系語尾の関係を— 律に取扱うことができると考えられる。

-lu’a2系語尾全27例の中，上には4 例を示したのみであるが，残りの23例は
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§44 (一26四）a-lu’a 《いた，あった 》 ； §62 (— 43— ）ayisu-lu’a C近づ

いた》

§72 (ニ 3 七）nidura-lu’a 《涸れた》；§158 (五28九）baricda-lu’5 《捉 

えられた》

§170 (六 4 九)，§170 (六 6 四)，§179 (六35八）yabu-lu’a 《行った》 

§193 (七25三）bay’ii-lu’a C下りた》； §197 (七47六） idqa-lu’a C諫め

た》

§246 (十44七）baracda-lu’a C終えられた》； §2 7 1 (芏 19九）talbi-lu’a

《放った》

§72 (ニ 3 八）eeftre-lU’g 《酔けた》；§85 (ニ23六）kele-lti’g C言った》 

§177 (六22ニ） iigmeldii-m’g 《話し合った 》 ； §198 (八 5 — ）ke’S-lii’g

《〜と云った》

§245 (十35六） ile-m’S 《遺った》； §252 (土16六）6gii-ltt，g C与えた》 

§254 (士22九） ke’ggde~lii’g 《〜と云われた》； §255 (^：30A ) kikde- 

lii’e ((された》

§255 土35ニ）ke，g-Hi，g C〜と云った》；

§265 (S 4 六)，§265 (主 4 八） iigiile-lii’g 《話した》

§272 (主23六）ke’ggde-m’S 《〜と云われた》

以上の如くである。 これらは総て「劣位者」又 は 「劣位者扱いされる者」の行 

為を描述する述語動詞の語尾として用いられている。 しかし，

§ 1 7 9  (六 3 5 七 〜 3 5 九 ） 阿 勒 塔 泥 赤 馬 ^ :

人 名 行  你 行

A ltan-i cimayi
**アル タ ン を  お前を

キ忽禿剌キf 魯 篾 顚

人 名 皇 帝 但  管

Qutula qan-lu medea
r クトクラ 汗 が  治め

迓 歩 魯 阿 剌 赤 格 余 延 寧 顚  ^黒撒阿を児

行 来  父 目的 管 住来的依着

yabulu’a ecige-yiiyen meden aGsa'ar
ゆきたり， 父 の（己が） 治め ありたるにより

赤ヰ罕孛勒客額速  
I I J----- -- I

你 皇 帝  敗 説1̂

ci qan bol ke'esii
汝 汗  たれ，と云えど
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額 薛 古 孛 助 罷 者 赤 （60)I_ M I______ I I
不曾也 貨软 也者你

ese-kii bolba-je ci,
背せさりしぞ 汝

におけるyabulu’S は “クトゥラ汗治めゆけり”の yabulu’a であるから劣位 

者と見ることは出来ない感がある。これなどはyabula’S とあって然るべきで 

あろうが，敢て言うならば，この場における劣位者アルタンに対してチンギス 

が発している言葉故にyabulu’3 が用いられたかとも思える。 その他の， 例 

え ぱ （ニ 3 七）の niduralu'a 《涸れた》， （ニ 3 八）£ea’firem，S 《砕けた》の 

-lu’a2 はその主語が無生物なので，—iu’a2 が用いられたものと解される。

以上，-lu’s 諸例の分析から，-lu’S2 は劣位者及び劣位扱いされる者の動作 

の述語動詞に用いられることが明かになった。 筆者は，この- lu’a (i) を 「劣 

位形」と呼び- la，a (D3 の変異形と見做すことにする。之に対し，-la’5⑴ 2 の 

方 を 「一般形」と呼びたい。

次 に bme’g(i) と に つ い て 述 べ な け れ ば な ら な い 。

◎biile’g(i) と aju，n (i)

前項のa；ju’a (i) の考察に際して一時預かりにした問題を，ここに，bme，S(i) 

との関連の下に再度とりあげる。

-la’a2 系語尾の大きな特徴は前述した如く，その殆どが，対話文で中で用い 

られることにあった。 biile’g (i) を除く全的例の中で，普通の敍述文の述語動 

mj語尾として用いられたのは僅か3 例のみである。 しかし，biile’S(i) を考慮 

に入れると，事情は変ってくる。 というのは， biile’g〜biile’g i は対話文と同 

様に敍述文の述語動詞として用いらることも少なくないからである。秘史卷ー 

の各部族のgenealogyが語られる部分では，bme，s が頻出する。 その一部を 

下に示そう。

§40 (— 2 3六〜 2 4 — ） 1(1辟 列 敦 荅 客 額里台 額 篾 孛 端 察 途 児

sp 半孕 肚皮有的 婦人 行
tere dunda ke*elitei eme Bodoncar-tur



f 舌 列 躓 5 兀列 f 吟揚亦児格P ，早 〒 列 輝 を 琴 札 只 舌 剌 歹

朿 -荇  児生了 世 人 百 姓 的 児 子  有 来 _ 麽道 ▽ 児 名 ，

irejii ko f̂llebi. jad irgen-ii ko^n biile^  keyen Jajiradai
来りて 子を生みぬ。“デ ャ ド 人 衆 の  子 なり” とて デャデラダイ
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n ハ列亦保罷札苔舌剌訥額不格帖15列 孛 魯 - 札荅15剌歹 f で ^

名 宇 興了 種 名 的  祖 那商 极 了  那 マ 人 名  的.児子

nereyidbe. Jadaran-u ebiige tere boluba. tere Jadaradai-yin ko un
の名を与えぬ。 チ，ャダ ラ ン 族 の  祖は 彼 なりき。 そ の チ -ャ ダ ラ ダ ィ の  子は

土 古 兀 歹 揑 列 禿 不 列 額  土古兀歹因可温不 ®里不勘赤舌魯 ^列 !！

児 名  名字有的 有来 人 名 的 児 子  妃 デ 1

T u g ii^d e i nere tu  bu le^ , Tiigu^udei-yin k o ^ n  Biiri^bulciru bu le^ .
トゥグウ一ディの名をもちてありき| トクグウ一ディの  子 プリ.ブルチ ル  なりき。

不舌里不勒赤(舌>魯 因 可 温 中 合 荅 安 不 列 額 4■合荅安訥可温札木中合I |_ | |_______ | I_____I I |~I
人 名  的 児 子  児 名 有来 人 ち 的 児 子 _ $ 名

Buri=bulciru-yin ko'fin Qada'an bule'e. Qada'an-nu ko'un Jamuqa
プリ♦ブルチル の 子 カグア一ン なりき， 力ダーン の 子 デャム力

不 列 額 札 荅 舌 闌 斡 孛 黒 壇 帖 迭 f 魯罷〇 (61)

有 来  一 種 姓 氏  毎 那 毎  敵 了

bule^e. Jadaran oboGtan teae boluba.
なりき。 チ•ャダラン  姓もつは 彼等 なりき。

§ 4 1 (一  24 五〜
2れ ） — 嵆

那 婦 人 苒

te re  eme basa
その 女 また

孛 端 察 児 阿 察 你 刊 可 温I_ I L_____ i
處 - 饱  児子

Bodoncar-aca niken ko'un
ボドンチャル より 一人の 子を

脫 3 列兀勒畢

生 了

tore^ lbi.
生めり。

把舌里周阿不黑三

傘 着  要了的

bariju abuG san
**促え 取りし

額篾

婦人

eme
女

不 列 額 客 延 帖 $ 列 可 兀 泥

有来 麼道 那 児子行

biile'e keyen tere ko ûn-i
なりき” とて その チ を

巴 阿S-里歹揑舌列亦揚罷巴阿舌里 訥額不格 帖舌列孛魯罷巴阿 € 里歹 因 可 温
I___ I I___ 1 |  I_____ ! I___ I 1----- I I  I_ I

r. 名字 與了 種 名 的 祖  邱個 敬了 的 子
B a 'a riaa i nereyidbe. Ba’a rin -u  ebiige te re  boluba, Ba’arida卜 yin k6’iin
バア一リダイ と名づけね。 バ ア ！；ン族の 祖は 彼 なりき。 バア一リダイ の 子
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赤都キ忽勒孛闊赤都キ忽勒孛闊

児 名  力士 児 子  力 士

Ciduqul=boko, Cxduqul=b5ko
チ ド ク ク ル •ボ u • チドククル •ボコは

額篾思

婦人毎

ernes
女

斡 羅 禿 不 列 額 可 温 亦 訥

多 有来 子 他的

olotu b iile^ . k6*fln inu
多くもちてありき。 子 は — 彼の

篾捏蔑禿脫 舌列罷 篾年巴阿ほ > 鄰斡孛黒壇

繁 多  生 了  一種 姓氏毎

mene metii torebe. Menen=ba*arm obOGtan
おびただしく生れぬ。 メ ネ ン • バ 一 リン 姓もてるは

帖 迭 孛 魯 罷 。（62)
那毎 做了

tede boluba.
彼等 なりき。

§42 (— 2 4ニ〜 2 4四） 別勒古訥台

人 名

Belguniitei
ベルグチイ

別勒古訥© 斡孛黒壇孛(黒>魯罷 
|------ 1 I______ I

— 種 姓 毎  做了

BelgiiixM obOGtan bolba.
ベルグヌ一ト 姓をもつことになれり。

不古訥台不古訥楊斡孛黒壇孛勒罷

人 名  一 種 姓 毎  做了

Biigiitei Biigiinfid obOGtan bolba.
ブグテイ ブグヌード 姓をもつことになれり。

不キ忽キ合塔吉

人 名

Buqu=qatagi
ブク ♦カタギ

+合塔斤斡孛黒壇 I------ 1 t______ I
— 種 姓 毎

Q atagin  obOGtan
カタギン 姓をもつこ

f 魯罷不ヰ忽禿撒助只  撒®只兀场

做 了  人 名  一 種

boluba. Buqutu=salji S a ljrud
とになれり。 ブクト •サルデ  サルデウート

斡孛黒壇孛魯罷孛端察児

姓 毎  败 了 人 名

obOGtan boluba. Bodoncar
姓をもつことになれり。 ボドンチャル

孛児只斤斡孛黒壇孛魯罷。（63)

— 種 姓 毎  敢 了

Borjigin obOGtan boluba.
ボルチ•ギン 姓をもつことになれり。

§43 (— 2 5六〜 25十） 孛端察*侖 阿(ト)鄰額篾迭扯脫 列克先

的 自娶的 妻 処  生 了

Bodoncar-un ablin eme-dece toregsen
ボドンチヤルの 本 妻 よ り  生れたるは

杷舌林失亦ほ)剌禿中合必赤揑(舌 > 列 禿 不 列 額 帖 舌 列 キ合必赤 把阿禿舌侖 
|---------- 1 I------ 1 |___j I

児 子 名 勇 士  的

Barim=siyiratu=qabici neretii biile^e. te re  Qabi6 i= ba’5 tur-un
バリム♦ •ンイラト•カビチの 名をもちてありき。 その カ ビ チ •バ ア 一 ト ク ル の
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額客。 引者亦$列克〔先〕泥 孛 端 察 児 f 塔 ^ 不 列 額 你 刊 可 温

〈母〉 的  従 嫁 来 了 的  做 妾 荇  有来  — 政  圯エ

eke-yin mje iregsen-m Bodoncar tataju biile^. niken ko'un
母 の 従女として来れる を ボドンチャル 妾となしてありき。 一人の 子

脫 列 罷 沼 兀 (@ 列 歹 揑 列 禿

生 了  圮 名  名字有的

torebe. Jeu^redei neretu
生れぬ チ• * ウーレデイの名をもちて

不 列 額 沼 兀 $ 列 歹 兀 $ 里荅I_____! I______ I
有来  名 在 肮

bule'e. Jeu^redei urida
ありき。 チ• * ウウーレデイ さきに

主格黎哭

以等懸肉公天

]iigeli-dii
祭祀処に

入

oron
入りて

不列額〇 (64)

有来

biUe’g.
ありき。

§40に は biile’g が 4 回， §41には 2 回， §43にも 2 回現われている。 この 

中で， §40の始めの biile’6 と §41の最始の biile’S は k e y g -《〜と云う》に 

導かれる文なので， 対話文の btile’6 の一種と認められるが，他 の bttle’g は 

総て敍述文におけるbiile’g である。

従って- la’W 系語尾の一特徴と考えられる《対話文に於て用いられる》は必 

須条件というわけではない。-la’a2 系語尾を-ba2 系語尾，-：ju’Q2 から特微づ 

ける要素はどこにあるか？ § 4 3 の tere Qabi£i=ba’Stur-un eke-yin inje 

iregsen-ni Bodon5ar tataju bfile’S, niken kd’fin t6reb e《そのカビチ . バ 

— トウルの母の従女として来た者をボドンチャルは妾にしていた„ 一人の子が 

生れた》を見ると，「子が生れた」時点より「妾にしていた」時点は，《より以 

前， より過去》なることが知られる。 これは，上の対話文の文例から得た結論 

と一致する。即 ち - la'a2 系語尾の基本的性格はテンスの観点からは《-ba2 で 

表わされる過去より以前の過去》の表示にあると規定できよう。

一 方 §30の 次 の biile’g を如何に見るべきだろうか。

§ 30  (— 18七 〜 18十 ） 不中忽中合塔吉阿中合亦訥孛端祭児蒙中合黒

兄 他的

Buqu-qatagi aqa mu Bodoncar=munffqaG
ブク ♦カタギ  兄 は — 波 の “ボドンチャル •ムンカグ
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迭兀g  額 捏 斡 難

弟 自 的  這

de^-yiiyen  ene Onan
弟 は — 己が この オノン

沐$漣 忽 $魯I___ ) I-----
河 願水

兀斡都剌阿客延額舌鄰亦舌列周

去了 麽道 尋 来着

muren huru^u odula^a keyen erin ireju
河を 下りて 行きぬ と さがし 来りて

統格黎(克） （中5豁舌羅中罕忽舌魯兀

小 河  順 水

TiinggeliG coroqan huru* u
トゥンデリグ 小川を 下って

釋 兀 周 亦舌列は)薛( 紛 亦児堅途児

^  ?  来 了 的  百姓 行

neu'ujii iregsed irgen-tiir
移り 来れる 人衆 に

帖 亦 模 W亦 謨 古 温 帖 亦 模 秣 轔 禿 不 列 額 亭 延 速 S剌阿速…。（65)
那般 那般 人 那般 馬 有来 麽道 問 呵

teyimli teyimii k u ' i i n  teyimu moritu biile^e keyen sura^ su — .

“かく かくの 人， かく 馬にのりてありき” と 問わば‘‘‘。

ここではホドンチャル（チンギスの直接の祖先）を捜しに出た，彼の兄ブ 

ク•カタギが， トゥンゲリグ川を下って移動して来た人衆に“かく，かく人， 

か\る馬にのりてありき”(こういう様な人が，こういう様な馬に乗っていた 

(答たか見なかったか？）とボトンチャルのことを尋ねたのである 。 moritu 

bUle’g は直訳すれ ば 《馬もちありき》だが勿論《馬にのっていた》の意。

ブク.カタギは弟のボドンチャルがどういう風貌で，どういう馬にの っ て い 

たかを勿論知っていた,即 ち moritu biile’g 《馬にの っ て いた》の biiie，g 《い 

た》は， 前以てブク.カタギの知見の中にあった， い わ ば 《既 知 の “いた”》 

である。biile’e は過去の存在を既知の立場から認定十る諾> 目 ス

-la’52系語尾には，この様に一般的に《過去の動作を既知の立場から眺める》 

という有力な要素もあるのではないか。

上の要素は- la S2系語尾をテ'ノスの観点から《過去以前の過去》と規定した 

前述の要素とよくマッチすると思われる。

上記の - la a2系語尾の諸文例を再読すれば，それらの—la，a 系語尾の附され

ている述語動詞は総て《既知の立場》か ら 《過去以前の過去》を語った述語動 

飼である。

bu- Cある， いる》に - le’S の接尾されたbiile’g が 《過去の存在を既知の



立場から認定する語》 とすればa- 《ある，いる》に -Ju’i i のついた a〗u’0 は 

《過去の存在を未知の立場から認定する語》 と言いうる。 biile’S と比較する意 

味で，次 に a〗u，i i の好例をニつ挙げる。

§7 (—  4 九 〜 5 — ） 朶奔篾児干 帖_ 亦児堅都児古舌魯額速

那的 百姓 裘 到 呵

Dobun mergen tede irgen-diir kurii^esii
ドブン•メルゲン 彼等の人衆 に 到れば
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f 年古キ豁阿撒因

実也 美 好

unen-kii go* a sayin,
真 に 美 し く よ き ，

p 勒荅児与巴列也客今阿闌中豁阿样 舌列今芦温得

声 名 大有的 名 的  へ 行

aldar nere yeketei Alan^ o'a neretei kii'iin-e
名 声 たかきアラン•ゴア一の名をもつ， 人 に

刿 児 帖 辦 X 都 為 斡 勤 阿 主 兀 （66)

也 与 未的 女 有来

her 6gte’m tidii’m 6kin aju’n.
ぞ 与えられざりし 乙女 ありき。

§32 (— 2 0三 〜 2 0四) P 豁^藍 i阿 塔 剌 統 格 黎 (克）

略 住 間

qoram atala, Tiinggelig
しばし あるに， トクンゲリグ

t■豁S羅W 罕

小 河

Goroqan
小 河 を

普 額 迭 你 刊 古 温 阿 亦 孫 備 由 芦 児 周

逆 水 一  人 来 有 到着

〇*ede niken kii'iin ayisun biiyii. kiirjii
逆 り て 一 人 の  人 近づきてあり。 到り

亦ぎ列別速孛端察児門阿主兀 ( 6 7 )  

I________I | |_____ |
来 呵  是 有

irebesu Bodoncar mun aju'u.
来れば ボドンチャル 自 身 な り き 。

この§7と§32の aju’Q は状況が相似の文脈にあり，前者はドヮ.ソ コ ル が  

弟のトブン•メルゲンに“トゥンゲリグ川に沿って移ってくる人衆の車に，一  

人のみめ美わしい女性がいる，まだ人に与えられていないなら，弟のドブン. 

メルゲンお前に求めよう”と云ってドブン.メルゲンを見に行かせる。そして， 

この§7の Cトブン.メルゲン，かの人衆に到れば，げに美わしき，声望高き 

アラン.ゴアなる名の，人にぞ与えられざる娘ありき》の幻u，a であり，これ 

は 《その様な美貌の誉れの高い娘がいた》ことを以前から知っていたのではた
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く，むしろ未知の立場から描述したものであり，§32の a〗u’i i も C到り来らは*， 

ボドンチャルそのものなりき》の Cなりき》を描述したもので，ボドンチャル 

が到着してはじめてボドンチャルなることが分ったのであって，その時点まで 

は，未知の立場からの描写である。

これに反し， biile’S は， 例えば上記の文例§ 40の Tiigii’fidei- yin k3，fln 
Biiri=bul5iru biile’S 《トウグウデイの子はプリ.プリチルなりき》， Buri= 
buISir-yin k6’3 n Qada’5n btile’g 《ブリ.ブリチルの子は力ダアンなり^^ 

などのbiile’S 《なりき》は 「トゥグゥディの子はプリ.プリチル， プリ.プリ 

チルの子は力ダアンj なることを既知の立場から言表したのであって，同じ《な 

りき》でも， と bUle’S との間には上記の如き相違が存するのである。

aju’i i と biile’g には， この様な相違が見られ，これは-}u’Q2系語尾と-la，32 

系語尾の意義素の相違に帰因するものであるが， しかし， 同時に動詞語幹 a- 
と bii- のもつ意義素とも深い関係をもち，a- の意義素と-如’a の意義素が相 

容れる内容をもつ故にaju’i i は多く見られるのに， a- la’S は殆ど見られず， 

逆 に bii- の意義素は，- le$ の意義素とは相容的なのに，-ju’Q の意義素とは 

相容れない故にbiile’S のみが多く用いられbiijii’f l は極めて稀にしか現われ 

ないという事実となって現われることになる。

しかし，特殊な場合には a- と - la’32 系語尾の結びつき，bii- と一;ju’E2 系 

語尾の結びつきも許されないことはなく，それ故，その極めて，珍重さるべき 

例として alu’a (— 26四)， b i ip ’iii (三15六）がそれぞれ唯一例が認められる 

のである。

a - と b i i -の意義素については， ここでは措いて後述するが， これについて 
(16)

は以前にも言及したことがあるので参照されたい。

ここに， も う D特筆おくべきことがある。 そ れ は 「誰々の子は， 何々の 

名をもっていた」の 「名をもっていた」は 必 ず neretU (neretei, nereten) 

biile’S の形をとることである 。 neretii biile’S 7  例，neretei biiliyi (bme，S)

2 例， neretenbiile’g 4 例， 総じて13例である。 これは「〜の名をもってい
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た」の 「いた」を秘史の書き手が， 「既知」の立場から認定していたことを意 

味する。興味あるのは（四50六）に見える，唯一の例外である。

§147 (四 50:ニ〜四50十 ） 成吉思 + 合罕 鳴詁列 歹亦孫

v 太 祖 皇 帝 説 軟

Cinggis qahan iigiileriin daiyisun
チンギス 可汗の 言 う “歒として

證歩黑与 古温
1___ |

P 剌黒撒你顔 你兀5

行了的 人 殺了的自的行 反敗了的 自的行 自身的行 藏 着

yabUGsan ku'iin alaasan-iyan daivisurqaGsan-ivan beye-yen rn^uju
行ける 人は 殺せるを（己が）， 敵対せる を（己が） 自ら 通し

_ 列 @  f 察 , _ 捏不舌_  $ 額 _

話 自的行 諱 着  怕有 這 箇 呵  説 呵

門荅 阿剌黒撒你顔

殺了的自 的 行

kele-ben bucaju ayu, ene buriin ke'esii munda alaGsan—iy3 n
言 を （己が） はばかりてあり， これ は と云えば 逆に 殺せる を（己が）

歹亦速を児*合黒撒你顔 兀禄 f 察(你) f 安 那可徹勒禿

反 做 了 的  自的行 不 随諱 吿 可敢伴的

daiyisurqaGsan-iyan iilu bucan munda ji*an biiyii, nokoceltii
敵対せる を（己が） はばからず， むしろ 告げてあり， 伴たるべき

事 温 備 申 只 舌 児 中 豁 阿 歹 芦 舌 列 禿 阿 主 巧 f  , 別 列 专 -蠻 察 中 平

人 有  v 人 名  名字有的 有来 他 く 敝 〉的 ロ 白

ku*un biiyii, JirGo'adai neretu aj^ u, mun jebeleku aman caG§n
人 なり， チ♦ルゴア一ダイの名をもちて ありき， かの 戦う ロ 白き

+忽剌3 米訥

黄馬行 我的

qula-yi minu
く り 毛 馬 を — わが

阿蠻你ぎ魯兀

鋇 子 骨

aman mru'u
頸 部 を

キ合ぎ児镤 黒撒訥禿剌者別堤ぎ列亦慑 抽

射 了  的 上頭 人名 名字敗着

qarbUGSan-u tula Jebe nereyidcii
射 た る  の 故に デ *ベ 〇名を与え

者 別 列 耶 亦 馬 宜 f 延 者 別 揑 舌 列 亦 ® 抽 迭 舌 児 格 迭 米 - 举 歩 客 延

戦 咱  教 他  麽 道 人 名  名字做着 根 前  我的 行 麽 道

jebeleye imayi keyen Jebe nereyidcu dergede minu yabu keyen
戦わせん 彼を* と て チ -xベと 名づけ *傍 に — わが 行け，， と
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すL舌 児 里 - 甲 勒 ( 卿

聖旨 敗，
jarliG bolba.
» し a.

この§147は， コイテンの戦いで， チンギスの馬の頸背を射り抜いた男デェ 

べについての一節である。彼は上の事実を自ら告白し，己が身の処断をチンギ 

スに委ねた。チ'ノギスは，敵対したことを普通はひた隠すものなのに，この宙 

は自ら包み隠さず述べた，信ずるに足るとし，彼にデヱべC鏃；槍等の尖端》 

の名を与えた。彼はタイチウド族の出身で，JirGO’adaineretiiaJu’a 《デルゴ 

アダイの名をもちてありき》であった。タイチウド出身の，この人物が，デル 

ゴアダイと言う名をもっていたことなどは秘史の書き手にとって《既知》の牮 

はないのである。それ故，ここでは，JiG〇’ataineretiibtile’§とは言えないの 

である。aju’a と biile’S のちがいを示す好例と言えよう。

この項を終るに当って，-la’沪系語尾の意義素を考えて見ると以下のように

なろう。即ち，《ある過去の動作の，それ以前の動作が，話 し 手 （書き手)----

及び他者を含めて—— の既知の立場で遂行された》と措定する。そして，この意 

義素の故に，この語尾は屢々《回想的，追想的》，或いは《詠歎的》な意味を伴 

なって使用されると附加することが許されるであろう。又，bii]e’g 及び aju，a 

については特別な用法があるが，註 （1 7 )にゆず(i 7)。

なお，近世以後の蒙古文語では-lUGa2 が専ら用いられ，_laG32 が姿を消し 

てしまうのは何故かが疑問として残る。これは機会を得て，後に考えることに 

したい。

t e } - ’5 2, -’s !2

この語尾-’a2 は現代のモンゴル語ハルハ方言などでは_aa4 (_r a a 4 )として 

現われる語尾で’いわゆる未完了の語尾である（この語尾は，本来は形動詞語 

尾であり，後に再び取上げたい；）

秘史では，-，がの他に，—，鲈 の 形 も 見られ，これは，上の諸語尾と同様，
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複数形である。

は全14例，」3J2 は全21例で， 語尾としては少数派に属する。 以下に 

-’a2 及 び -’5 i2 の用例の若干を挙げる。

〈1> §68 (— 48九 ---'49三） 中晃中豁塔歹 察舌剌中合

種 名

QongGOtadai し  araqa
“a ン ゴ タ ダ イ の  チヤラカ

額不格訥可温 蒙 カ 克 斡〈亦〉舌剌備客額速兀舌里g 亦舌列温(勒)周

者人的 子 _  名 根 前 有  説了 喚 着  教 来 着

ebiigen-ii ko'Qn Miinglig oyira bill ke*esii uriju ire’叫 ii
老人 の 子 ムンリグ 近く あり” と云わば よび 来させて

鳴 話 列 ぎ 論 察 キ 合 米 訥蒙カ克可兀p 兀 出 格 禿 不 列 額 必 可 兀 邊

説 孩 児 我 的  名 児子 小有時 有来 我 児 子 行

ugiileriin caGa minu Miinglig ko^d iicugetii billed, bi ko^-ben
言 う  “児 ト わ が  ムンダよ， 子等は おさなく あり， 我 子 を （己が）

帖 木 只 年 * 舌里格掲w 芦勒， P 列$  ?し兀舌唧 塔塔児#児格罕

名 行  敬 女 壻  放下着

Temiijin-i kuriged-te talbiju
テ ム デ ン を  壻 に  おきて

来 的  路 間  百 姓 行

irerun ja*ura Tatar irgen-e
来る時 途次 タタルの 人衆 に

I f亦速剌黑荅阿

被陰審了

oyisulaGda’a
ひそかに計られたり

必 朶 脱 舌 剌 米 訥 卯 危 備 由 ……。（69)I I------ 1 I_ I 1_______I
我  内 我 的 ？ 有

bi, dotora minu ma^ui biiyii...... •
我 休 中 - わ が  悪く あり.......。”

〈2> §105 (三 3 九 〜 4 四） 帖木真

人 名

Temiijin
テムデンは

札木キ合突®児

人 名  行

Jamuqa-dur
チ•ャム力 に

中合撒舌児

人 名

Qasar，

カサル

別勒古台

人 名

Belgiitei
ベルグチイ

ヰ豁牙ぎ里

両 ©

qoyar-i
二人 を

亦 列 ^ 札 木 ヰ 合 安 荅 荅 鳴 詁 列 客 延 ，話列周

使 去  v 人 名  契合行 説 麽 道  説 着

lleriin Jamuqa anda-da iigiile keyen iigiileju
遺わすに， “デャムヵ 盟 友 に  苜へ” と 言いて
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や 列 舌 令 T忽舌児3̂ 蔑舌児乞®帖亦舌列周斡舌羅班豁黒晩舌児中忽

去 三 ®

lleriin Gurban
遣るに 省！

種 名  行

ivierkid-te
メルキド に

来 着

irejii
来て

位

oro-ban
居 を （己が）

空

hoGtorGU
からに

笋勒キ合(黒>答 阿 や 斡 那 话 〕児 你 刊 壇  不 速 禿 必 荅 斡 雪 里 顔 客 舌 児

被敗 了  我 一箇的 不是有的麽咱

bolGaGda’a bi onor nikenten busutu  bida,
なされたり 我， 本は — っ に  あ ら ざ る か 我 等 ，

し

讎 自 的  怠生

osol-iyen ker
仇 を （己が） いかに

鞞 薛 呻 額 不 舌 里 顔 含 屯 勒 迭 額 必 赫 里 格 訥 兀 舌 魯 ®不 速 禿 必 答

報 供行自的 披 去 了 一 半 我  肝 的 親 不是有 的 麽 咱

oseKun ebiir-iyen hemtu(n)lde,e bi, heligen-ii uruG busutu bida,
報ずべき， 懐 を （己が） なかばとられたり 我， 肝 の 親 族 に  あ ら ざ る か 我 等 ，

顔客(舌)児 哈赤剌(中>渾 必 荅 客 額 同 亦 列 罷 。（70)
讎 自 的 怠 生  報 的 咱毎 説着 去了

haci-yan ker hacilaqun bida ke^jii ilebe.
讎 を （己が）いかに 仇うつべ爹 我等” と云い 遣りぬ。

く3> § 2 6 0  (± 1 4 4八〜 4 5三） 田迭孛幹舌児出木中合黎

那衷

tende
そこに

人 名  人 名

Bo^orcu Muqali

失吉ヰ忽都巾忽ホ忽$ 児 班 斡 赤 $ 侖 斡 纏 篾 勒 氆 阿 黒 撒 m 撒ぎ児塔兀勒

人 名  三 箇  奏 不 服  有的毎 回 回

Sigi=quduqu Guroan ocxriin ocen meijen aGsad sarta*ul
奏して日くシギクドク 三人 "ま ろ は ざ り サ ル タ ウ 一 ル の

す、舌 児 格 -， 塔 ^朵 こ 羅 亦 憾 荅 兀 ザ P 剌中合」
百姓的 王 行

irgen -u  so ltan-i
人 衆 の  王 を

教 屈 下 着  城子毎

doroyidda' ul ju  balaGad
J2 服せしめて 城々，

百 姓  他的 要了

irge anu  ab u 'a i
人 衆 を - 彼 等 の  取れ！）

荅 荅 1♦■忽必牙周I__I I---------1
咱毎 分 着

bida. qubiyaju
我等， 分け

阿ト荅中忽斡籠格赤巴剌中合孫中忽必牙勒都周阿ト中渾

被要的 城 名  城 共 分  要的毎

a b d a q u  Oliingeci b a la G a s u n ,  qubiyalauju a b q u n
取らるべき ォルン ゲ チ  城， 分けあい 取るべき
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可 兀 慑 古 , 成 吉 思 中 合 阿 訥 埃 ，。（パ)

児子毎 都 太 祖  皇帝的 有

ko'fld bxigiide Cinggis q^ an- u'ai biii
子等 すべて チンギス 可汗のもの なり。

<4> §175 (六 ：18八 一 〜 19一 ） 赞  M  灰 突 ^

那般 起 若 来 時

teyin neu'tijii ayisuqui--dur
かく 移り 近づく 時

古揑速揑 阿把闌 迓歩(中〕灰突舌児 + 忽亦勒荅®児 牙*剌昔顔 p 納埃

執 行 打囲 行 時 人 名 « 痕自的 痊可

kunesun-e aoaian yabuqui-dur Quyildar yaras-iyan ana’ai
糧 食 の た め 巻狩りし 行く に• クイルダル 傷 の （己が） なおら

兀 都 兀 耶 成 吉 思 中 合 罕 納 亦 ® 中 合 阿 年 ：JC禄孛命

来 行  太 祖  皇帝行 勧 咱  不 肪

iidii^ i-e  Cinggis qahan-a idqa*asu ulu bolun
ざる に チ ン ギ ス  可汗 に  諫itされど 肯んぜず

戈$ 劣額孫突$児

走 猷  行

goro^ siin-dur
默 （狩り） に

多ト秃 ， 忽 孛 侖I_________ I I_ I
衝 败

dobtulqu boiun
馳けることたりて

忽克迭$列 -

重 発 着

hiigdereju
病重くなりて

那克赤罷^ (72)

過去了

nogcibe.

身まかれり。

〈1> , < 2 >は -’5〜-宅の用例，く 3>，〈4 > は 」纪 〜 玛 の用例である。

〈1> oyisuIaGda’5 b i 《ひそかにうらまれたり我》，< 2 > の 〇r o -b S n h 〇GtorGu 

boibaGda’S b i 《己が居を空にされたり我》，e b iir - iy § n h e m t ii(n ) ld e ’§ b i 《己 

が懐のなかばをとられたり我》の -’a〜 は 文 字 通 り 未 完 了 の 語 尾 の 好 例 で  

ある。過去において行なわれた動作がいまだに続いていて， o y isu lacd a ’3 bi， 

d otora  m inu  m a’Ui biiyU <ひそかにうらまれたり我， わが身中， 悪しくあ 

り》の如く， タタール族にひそかに一服盛られ， その結果， d otora m inu  

ma’m b i i y t iなのである。

oro-bSn hoctorGU bolcaoda’豆 b i も，己が居処を踩 觸されて，いまだにそ 

のままである，己が懐のなかばを奪われて（妻のブルテを掠奪されたこと）い



まだにその状態のままであることを，こ の -’a〜-’e は示している。

〈3〉の balaGad irge anu abu’Sj b i d a は， 彼等の城々， 人衆を奪い取っ 

て，現に取ったま\であることを示す。b id aが 後 続 し て い る 処 か ら -は 複  

数形である。

く4〉yaras-iyan ana’a! 《自分の傷々がまだ癒っていないうちに》

も yaras— y a r a《傷》の複数形—— な の で ana-，3 i の如く-’a iが用いられて 

いる。 なお，現代のモンゴル語の若干の方言でung§a d m 《まだ読んでない》， 

irgdiij《未だ来ていない》の様に用いられる-adm〜gdU〖などは， この-’a(i)2 
iidii’m に由来すること明かである。現代のハルハ方言では -aa;iYfi3 はすでに

用いられず， Hp的flYft u a r《未だ来てない時---•■未来》など化石的に残ってい

るのみである。

ホ 木 ％ 木 ホ

以上で， 秘史蒙古語に現われる， 《時》を現わす終土形語尾の総てを記述し 

た。 この他に， 若干の研究者によって《現在時の-d))が記述されているが， 

筆者は， こ の -d を時制語尾ではなく， 冒頭で述べた[B] 群の敍想語尾の一 

つと見るので，その個所で言及したい。
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第一講の註

( 1 ) N.  Poppe, Das mongolische Sprachm aterial einer Leidener H andschrift. 
H3BecTHH AKa^eMHH HayK CCP, 1927.

(2  ) E. Haenisch, W orterbuch zu Manghol un Niuca Tobca*an, Leipzig, 1939.
( 3 )  P. Pelliot, Histoire Secrete des Mongols. Paris, 1949.
( 4 )  C. A. K〇3hh, C〇Kp〇BeHH〇e CKa3aHHe, MOHro^bCKasi xpOHHKa 1240r. n〇A 

Ha3BaHHeM Mon7*ol-un Ni^uca Tobciyan, IOaHb Mao Bh IUh MOHrô bCKHfi 
o6w4eHHbift h36〇phhk， tom I，MocKBa-JIeHHHrpa_a, 1941.

( 5 )  L. Ligeti, H istoire Secrete des Mongols, Budapest, 1971.
( 6 )  T. ^amua^SH, MoHro^biH Hyyu Tobhoo, y^aaH6aaTap, 1985.
( 7 )  備由〜修由は服部先生生の第三種転写に従えばb u i_ y iuとなるが，筆者は「備 

由〜條由」を蒙古語の$ に当る語と見る。この文語形g は従来bujruと読まれ 
るが，筆者はこれを動詞語幹bii- Cある，いる》に，前述の動詞語尾（b)_yu2が 

接尾された形と見てb i iy i iと転写する。筆者の考えでは，ウイグル字を借用して，



自己の言語を書写したモンゴル人は，bfiyflC〜である》，b S i《〜である> , bfiC〜 
であれ》—— M は b i i -の語幹そのものの形で命令形である。《〜であれ》の意味か 

ら禁止の助詞に発展したものである一などを，その発音通りにm と書く 

ことなく， 4 (yod) を一枚づつ節約して と書写した。その結果，字面上

では，恰も男性母音形のbuyu, bui, b i iuという形が出来上った。どうしてy〇d を 

節約したかと言えば，一枚節約してもH iy iiと読むことが可能だからである。例え 

ば 爱 は boyila, buyila, b5ile, M ileの如く四通りに読むことができる。即ち男性 

語にも女性語にも読めるのである。buyilaもb iiileも辞書には登録されていて《歯 

蠤 》の意。男性語のoyi〜uy iは女性語においては8i〜fijであってィ（y〇d) がー枚 

少くないわけである。従って，bfiyfiの場合もィ（y o d )を一枚節約してf と書い 

ても bfiyiiを表わし得たのである。 ？ も同じ理由でbGiと読める。 家は，現代 

モンゴル語の例えばハルハ方言などではbfl(6YY)と発音される。b f lをそのまk 
書けば | か | となろう。しかし， 家は上記のb % ii家と同形になり，又 f  
も biikiiC総て© , あるところ》という語があって語形の上で衝突をもたらす。そ 

こで I という男性母音形が用いられたものと思われる。

< 8 )  i i l i iと e s e については

小沢重男：元朝秘史蒙古語における兀禄i i l i iと額薛e s e について。『中世蒙古語諸 

形態の研究』東京，開明書院，1979を参照していた!-*ければ幸いである。

( 9 ) 文語ではay ism の他に，o d u i《今現に行っている，行く途中である》が見ら 

れる。例えば，著者不明のア ル ト ン ♦ ト プチのいわゆるゴムボイ= ブ本（東洋文庫 

蔵）には

Yisuge^-du Dei=secin jolGaju asaG ur-un Kiyud yasutu Borjigin omuG-tan
イ エ ス ゲ イ に デ イ . セ チ ン が 会 っ て  尋 ね る の に -キユド 族の ボルチ•ギン 姓を もつ

quda kobegun qamicasi yabimam gejii asaGqui-dur, Yisugei iigiilebe, GaGca
親  子 よ  何勉へ 行くのか” と 尋ねる と， イ ス ゲ イ が 云 っ た ， ■*— 人

kobegiin-iyen Tem ucia-i O lqunud-tu kurge eriru n  odui gejii kelekii-dur
子 の テ ム デ ン を オ ル ク ス ウ ド 族 に 婿 を 求 め に 行 く と こ ろ だ と  云う と
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上のようにo d u iが現われている。なお，kiirge e r i - 《婿を求める》は beri e r i-  
《嫁を求める》とあるべきと思われるが，《婿として嫁にくれる人一 テムデンを婿 

として遇する人—— 》と解すれば，読めないこともない。

( 1 0 )  1321年のドヮゲル后の碑文に5 g b i《与えた》が見える◊ なお，

N. Poppe, The Mongolian Monuments in Hp^ags-pa Script. Otto 
Harrasowitz. Wiesbaden, 1957.

の P .3 9を参照。

( 1 1 )  F. W. Cleaves, The Sino-Mongolian Inscription of 1355 in memory of 
Chang Y ing-Jui. H .J. A. S. v o l . 13, June 1950, Numbers 1 and 2.

これを[S .M .I. 1 3 5 5 ]と略称。p.121の註151を参照。



( 1 2 )  小沢重男：中世蒙古語の動詞語尾の体系，『言語研究no. 40，1961』
(13) F. W. Cleaves, The Sino-mongolian Inscription of 1338 in memory of 

jigun tei, H. J. A. S. v o l . 14,1951.
これを[S .M .I. 1 3 3 8 ]と略称。

(14) F .W . Cleaves, The Lingji of AruG of 1340. H. J. A .S. v o l . 25 ,19 6 4 -  
1965.

これを[I.A. 1340]と略称。

(15) L. Ligeti, M onuments Pr6classiques 1 , Xffl0 et XMe Si^cles, Budapest, 
1972 (p.222参照）

(16) Ozawa Shigeo, A uxialiary verb a - and bii- in Middle Mongolian. 『東 

京外国語大学論集15』，東京，1967.
(17) a]u’n ( i ) とbiile’S ( i ) は，原則的には過去の動作を示す語尾であるが，以下に 

あげるa5u*iiは未来の動作に関係し，biile’6 は詠歎的表現を示すものである。
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a) §255 (：1：33八） 斡歌歹因兀舌魯吉斡郎突舌児（中〕忽赤阿速忽客舌列

人 名 的

Ogodei-yin
子孫行 

uruG-j
靑 原 裏

oiang-dur
包 裹 咱  牛 行  

quci’asu huKer-e

兀禄亦哇克迭古斡兀坤突(舌)児中忽赤阿速那中合牙兀禄亦唼克迭古I_ | \_  ____| |___________I I________| I_____ I I_ I I________ 1
不不被

iilu
被 喫  

idegdeKu,
脂 資 裏

o^kun -d iir
包裹咱 

quci* asu
狗 行

noqaj-a ulu idegdeku

脱舌列額速米訥兀舌魯黒図舌児你客訥兀撒因 ^ :禄脱舌列古，阿主兀

子孫 衷生 咱

tore^esu
我的 

m inu
一箇 也 好 的 不  生 麽  有来

niken-iiu saym ulu to re tu  aju*u

客延 ル 舌児里, 甲魯阿p……。

麽道 聖 旨  做 了 ……。

keyen jarliG bolu 'ad.......。

的 § 把5 (五39ニ，四） 田迭 桑昆 芦額舌里顔声客只 ,

那裏 人名 自 己  大 软

tende Senggum o'er-iyen yekejilen
想

sedkiju

1[烏詁列舌气や荅〒 f 舌魯そ芊都舌平产 都阿,
説 咱的 親 他毎行 去呵

uguleriin bidan-u  uruG an-dur odu^asu

中豁亦馬舌児中合舌喇中忽阿主兀阿訥兀(舌)魯學 L - _ |______________| I_ ) I-------1
正 面  看 有 他的 親(族）

qoyimar qaraqu aju^u, anu uruG

严 剌兀岬f 亦周額額捏克®
門 ， 行 立着 専 ニ

alaTun-a  baiyiju  e^negce

必丹突$ 児 亦 S列額速

俺 毎 行  来 呵

bidan-dur ire’各 su
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f 豁亦馬舌菊| f ：兀$  ^ 刺 : ^

正 面  坐着 門 後 行

qoyim ar-a sa’u ju  ala’un-a

c) § 92 (ニ23六） 成吉思中合罕

v 太 祖 皇 帝  

Cinggis qahan

f 合舌闌阿主兀客延……。

看 有 麽遊.... 。

qaran a j ^ u  Keyen.......n

中合荅黒把阿禿舌侖兀格亘I________I I___ I
人名 男 士 的  言語行

QadaG ba’atur-un uge-yi

勺ト失耶周

道是着
joDsiyeju

札®児里黒孛魯€ 侖

聖 旨  敗

jarliG bolurun

客延不勒ホ合勒都巾忽I_ I i_________ I
麽道 厮 殺 的  

keyen bulGalduaun

図思中罕你顏帖卜臣牙荅周阿民中豁舌羅中渾孔客禿該
■ I |_______I I_____I I_____I I_ I I___________I I_________I
正 主 皇 帝 自 的 。 粢捨 不能着 性命 刁 着  教離的速者 

tu s qan-iyan teDcin yadaju amin qoroqun kungketuge^

額舌列帖舌列兀禄兀脩那可祉克迭古古温不列額I___ I I___ I 1______ I !_________ I I_ I I____ I
丈夫 那簖  不是有麽 伴当可敗的 人 有来

ere  te re  i i i^ u  buinokocegdekii ku 'Sn  bule}e

客額額揚……。

説了

ke’§’§d

(a) の fiUitSrekiiaJu’iaは文脈から見て，明かにC生まれないだろう》の意。“ホ 
ゴデイの子孫で，青草に包んでも牛に食べられない，脂肉に包んでも犬に食べられ 

ない，そんな子供が生まれるなら，わが親族には，一人のよき子も生まれないだろ 

う”と読めるが，この《生まれない》は未来の動作に属することは明白である。こ 

こにどうしてaju’i iが出て来るのか。それはがもつ不可知性によるものと思 

える。aju’a は 《過去の存在を未知の立場から認定する》語であるが，《未来》は常 

に未知なるものである。それ故，aju’iiのこの特性を利用して，現在.未来の形動詞 

tSrekiiに後置して，未来の未知性を強く表現したのが，このaju，i iであろうと筆者 

は芩える。（b) の qaraqu qaran aju’i i についても同様なことが言える。

(c) 〇 biile’e は n6k66egdekiifcii’S n 《伴にされるべき人》に後置されて，この 

nSkSeegdelcfikii’Snを一種の詠歎をこめて肯定的に断定している。これも《過去の 

存在を既知の立場から認定する》ことと結びついてる。自分の仕える主人（正主） 

に忠実であることが，当時のモンゴル草原貴族における戦士の条件であった。チン 

ギスは特にこの面を重視したことは秘史全篇に漲っている。正主に対する忠誠は， 

彼等にとっては，当然の，守らるべき，既定のモラルである。 況egdekiikii’fln 
biile宅 の bttleSは従って，その，いわば既定の事実を強く詠欽的に表現したもの 

理解されよう。
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第二講動詞の終止形〔D〕

§ 1 . 前講では，文を終止する機能をもつ動詞の変化形，即ち動詞の終止形 

語尾の中，い わゆる“時”を表示する時制語尾の全般に亘って解明を試みた。 

本講では，同じ終止形として機能する，命令，願望などの諸語尾を解明して， 

終止形語尾の記述を完成することにしたい。

秘史蒙古語に見られる命令形，願望形の諸語尾は以下の如く要約される0

1 . 命令形

(a)  動詞語幹そのまま'!

(b) -dqun2 1 対二人称

( c )  -Gtun2, -Gtud2 J
(d) -tuoai2 .................. 対三人称

2 . 願望形

(e) -su2................ 一人称単数

(f) -suGai2 .................. 一人称複数 exclusive

(g) -ya2................ — 人称単複数 inclusive
(h) - 'ujiai2, -'ujiyi

(i ) -d

蒙古語文語及び現代の諸方言に見られる 

- carai2 ( -aapaft4), - casai2 ( -aacaii4), -c /-g  

の三語尾は秘史蒙古語からは発見で'きない。この三語尾は，恐らく近世の発達 

と見られるが，今後の研究に委ねられる問題の一つである。

以下，順を追って，命令形語尾及び願望形語尾の解説に移りたい。
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〔I〕 命令形

(a) 語幹そのままの形

多くの言語で見られるように， 秘史蒙古においても， 動詞の語幹そのもの 

が，二人称に対する直接命令を表わす。その例は非常に多い， こ x では，その

若干例を示すにとどめる。

〈1> §207 (八 41一 〜 41七) 帖 *列 察 黒 途 f 児

那 時 裏

tere caG-tur
その 時 に

鳴詁列*論 I--------1
説

uguleriin
言う

荘 勺 ト 孛 魯 阿 速 騰 格 ® 理 迭 薛 ® 乞 勒 突

先兆是 做 呵  天 行 心 裏

jong job bolu’asu tenggeri-de sedkil-diir
予言正しく  ならば， 天 にて 想い に

古®児格克迭額速

被 到 呵

kurgegde’esu
到ら るれば

納 馬 * 忽 嗔 額 篾 思 禿 孛 勒 *合 f 額 列 額 赤 額 朶 額 勺 ト 禿 剌

我行 三 十 箇 妻 有 的 教 欲  説 来  你 如今 是 的 上 頭

nama Gucin emestii bolGa ke’gle’e ci, ed6’e job tula
我に 三人人の 饔 女 を もたしめよ” と云えり 汝， 今 正しかる故

莎余®児*合周 額迭 斡舌羅黒撒堪 亦5 児格訥 m m 額篾宜 撒回斡乞

恩 賜  着 這的毎 投 入 的 毎 百 姓 的 婦人行 好 女子

soyurqaju ede oroGsad irgen-u sayin eme-yi sayin oki
驀して これら 降れる 人衆 の よき 妻 女 を ， よき こ女を

f 者- ^忽 嗔 額 篾 巧 f 汪 中 忽 乎 ， ト丨客延すし舌児里,， 〒勒釋。（73)

看着 三十 ®  妻毎 選 揀 周 要  麽道 聖旨 做了

iijeju Gucin ernes soongouju ab keyen jarliG bolba.
見て 三十人の妻女達を 選びて 取れ” とて 勅 しね。

< 2〉 §68 (— 4 9三 〜 49六 ） p 脫 舌 剌 米 訥 卯 危 備 由 兀 出 格 ®

内 我的 歹 有  小 的 毎

dotora minu mau^i biiyii, iicflged
(体の）中 — わが 思しく あり， 幼く



て豁搠(舌〉魯黒撒 亨 竿兀揑舌里® 押 勒 必 辦 列 児 格 泥 ®  Pf撒舌剌中忽写

落 後 的 毎  _ 弟毎自的行 寡 婦  嫂 嫂  行 照 親 的

qocoruGsad de’ii-ner_iyen， belbisun bergen-iyen asaraqu-yi
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残れるもの（を）， 弟 達 を ( 己 が ) ， やもめなる 嫂 を（己が） 見やる

赤篾迭 可兀米訥 帖木只泥 斡脫 児刊
呀ト抽亦舌，

你 知 造 児 子 我 的 名 行 快 去着 特着 来

ci mede, ko u minu Temujin-i otorken odcu abcu ire
汝 管 せ よ ， 子 わ か テ ム ゲ ン を 疾く 行き つ れ 来れ，

察 キ 合 米 訥 蒙 カ 克 客 額 卩 那 克 赤罷。（74)

孩 児 我 的  名 説 殁 了

caGa minu, Mtinglig kg’M ndgcibe.
子 —わ が ， ムンリグよ” と 言 い て 身 ま か り ぬ *

〈3> § 105 (三 3 九 〜 3 十) 帖 木 真 札 木 ヰ 合 突 $ 児

人名 人名

Temujin Jamuqa-dur
テ ム デ ン ， チ•ャム力〇 もとに

中合撒舌児 

人名

Qasar

別勒古台 中豁牙里 亦列ぎ侖 札木*合 安荅荅 鳴詁列 客延 
1__1

鳴詁列周

人名 両 ®行 使 去 人名 契合行 説 麽道 説 着

Belgiitei qoyar-i llerun Jamuqa anda-da iigiile keyen ugulejii
ベルグディ 二 人 を 遣るに **デャム力 盟友 に 言へ” とて 言い

亦列® ….。（75)

ileriin …
逋 るに... 0

以上三文例に見られる bolca《為せ》，a b 《とれ》，medeC管せよ》，加 C来 

れ》， iigtile《言 へ 語れ》は， す べ て 動 詞 語 幹 bolG a - ， ab-， mede-， ire-， 

iig iile -そ の ま \ の形で， 何等の語尾をとらない。 こ れ を 「ゼロ語尾をとる」 

としても悪いことはあるまいが，筆者は従来通り，語幹そのものが二人称に対 

する直接命令を示すとしておきたい•



(b) -dqun2 (c) -etun*, -Gtud2

いわゆる_古興期の文語—— 筆 者 は “古典期”の代りに“近世”を用い，「近世 

蒙古語文語J，簡潔には「近世文語」 と呼ぶ。以下これに倣 う 一 には_dqU n 2 

は稀であつて，そのメタテーゼ形の-Gtun2 が一般的である。 しかし，秘史蒙 

古語においては，-ctun2は §230 (十 2 七，八）に 「客額克敦」ke，ggdiin とし 

て二回現われるのみで，その他は - Gtun2の複数形-Gtud2がこれ亦二回現われ 

るに過ぎない。即ち §93 (ニ35五）に 「兀氇 (勒)都克禿保」UM Ddiigtiid,帖(ト） 

赤勒都(克}禿惕te(b)£ildii(g)tiidのニ例である。 之に反して-dqUn2 は116例が 

見られ，少くとも秘史蒙古語では圧倒的に-dqun3 が用いられている 。 _Gtun 

か - dqun2 の m etath esisによる変異形であることは明かで， 上の客額克敦 

ke'egdunの直後に全く同じ文脈で客額慑 坤ke’g ^ ^ が用いられていること 

からも知られる。 秘史蒙古語は-dqun2->Gtun2 の推移期の言語と言うことが 

できよう。

以下に -dqun2 及 び - Gtun2 の文例を示すが， この語尾の示す意義素は明確 

なので，116例中の若干例を示せば十分である。
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く1> § 1 8 1 (六 42ニ 〜 4 2四) 中 合 惕 中 忽 勒 都 阿 ”

斯 殺  的

qadquldu*an-u
“合 戦  の

里 兀 ®兀 格 思 備

頭 毎  言語毎有

teri’M  iiges biii,
はじめの 言 辞 な り ,

必勒格別乞 脫 朶延中豁牙舌児

人 名  人 名  両 箇

Bilge=beki Todoyen qoyar
ビ ル ゲ • ベ ト ド イ エ ン  二人は

41合惕巾忽勒都ヰ灰

厮 殺  的

qadqulduqui
合戦 の

充 黒 孛 思 中 合 惕 中 渾  

旌鼸  立起 您

tUG bosqadqun
旗旄を 起てよ，

阿黑騸思塔舌児中忽剌兀魯揚中渾阿を里牙勒兀該備者

騙馬毎 放 肥 了 着  您 疑 意  無有也者

aqtas tarcula* uludqun, ariyal iigei bui-je
去勢馬を 肥 や せ ， 疑うことなかるべし”

客額罷I #  (冗)

説 了

ke*ebe.
と云いぬ0



〈2> §149 (五 4 五 〜 4 八 )
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帖木真

名

納 馬 宜 兀 禄 兀 窟 兀 勒 古

我 行  不 教 死

Temiijin namayi iilxi uku'filkii,
“テムデン 我を 死なしめざらん，

塔 可兀®I___1 _ 兀揑 (舌)児 米訥 斡帖S児 中合*里惕 中 渾 失*児古額禿

您 兜子毎 弟 毎 我的 快 回 您 v 人 名ta kd’fid de’finer minu oter qandqun Sirgii'etii
汝等， 子達 弟逹 — わが つとに 帰れ， シルグエトゥ

納 馬 亘 阿 剌 周  
|----- 1 I_____ I
我 行  殺 着

namayi alaju
我を 殺し

亦 列 兀 澤 客 延 也 客 檮 兀 阿 舌 児 中 孩 剌 罷 。 （77)
去了恐 麽道 大 声  叫 了

ile^jei keyen yeke da^u^r qailba.
さらまじ” とて 大 声 も て  叫びぬ。

<3> §227 (九 4 2八 〜 4 3 — ) 客 失 兀 敦 斡 脫 古 ^ I 中忽塔阿(舌

斑 毎 的  為長的。 第 三

kesi'iid-un otogiis Guta'ar
当直班の 長老達は 第三

中忽塔阿(舌〉児 I-----------1
第 三

Guta’ar
第三の

f 失 3E圖児

班 裏

kesig-tiir
当直 時に

額揑

ene
この

札舌児里黒 

聖 旨

jarliG
勅を

客失 *帖揑 莎 那 思 ヰ 合 ®キ 渾
|--------1 I--------------1
房衛的毎行 教 聰  您

kesigten-e sonosqadqun
当 直 兵 達 に  聞かせよ

額！̂ 莎 那 思 ヰ 合 阿 速 客 失 兀 敦 斡 脫 古 思

不曽 教 聰 呵  班 _ 毎 的  為長的毎

ese sonosqa^su kesi^d-un otogus
聞かさざらば 当直班 の 長老達

阿勒荅勒壇孛 *&禿孩。 （78)
\________I I______ I
«3 毎 教败 者

aldaltan boltUGai.
I? も ち て  あれ”

〈4 > §199 (八 8 七 〜 8 九 ） 抹舌児途舌早塔 - ネ:舌劣額孫

路 行 您 的  野 獸

mor-tiir tanu gor6*esun
途 に — 汝等の 狩猷

斡 欒 備 者 阿 魯 思 薛 ® 乞周

多 有者 隔越 想 着

olon biii-je, alus sedkiju
多か ら ん ぞ ， 通きを 想い

迓 歩 巾 灰 突 ぎ 児 扯 を 里 昆 古 兀 泥
I J !___ I [ I

行 時

yabuqui-dur
行く 時

軍 的  人行

cerig-iin kii un-i
兵 士 を



ネ_，;劣 額 孫 突 ®岑 f ，兀勒中合想中 # f 木 不 鸣 〒 ぞ 巴 剌 银 中 , （79)

W 默 行  教走馬 您 限 無  电  团 设 您

g6ro*esun-dur bQ ha^lGadqun, kem iigei bii abaladqun”
w默の もとに 馳けしむる勿れ， きり なく 巻狩りするなかれ”

<5> §184 (六 49五 〜 49七 ） 成吉思中合罕亦禿舌児堅突舌児兀禄

太 祖 皇 帝  人 名  行 下

Cinggis qahan. Itiirgen-diir xilii
チ Xギス  可汗は イ卜クルゲンに  ものも
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客列列勒敦中合撒舌児突舌年

脱 話 人 名  行 将着 去 您  入 Z  知道者

keleleldiin Qasar-dur abcu odudqun, Qasar medetUgei
言わず **カサル〇 もとに つれて 行け， カサル 知るべし，

客額罷I ff。（80)

説了

ke’€be.
と云いぬ*

阿ト抽斡都像ホ渾キ合撒胃児篾迭禿該

く6> §230 (十 2 四 〜 3 — ） 《中》忽壇中豁舌児
I_____ I I_____ I

n  f f i筒
hutan qor
“柳の 矢筒

忽 必 思 乞 恢

但 動  敗

nubis kikui-
— 揺 れ す る

突#児

時

diir
時，

キ豁只 ®額 薛

落 後  不曽

q〇3id ese
おくれ 立

f i亦黑撒堪，忽*児敦迓歩荅勒壇客卜帖兀勒

立来的毎 快 行 的 毎  宿 衛 _

baiyiGsad qurdun yabudaltan kebte’ ul
た ざ り し ， 快き 行いもてる 宿直兵 —

米訥斡勒澤田

我的 吉慶的毎

minu oijeiten
わが， 吉祥ある

客ト帖兀， 米 訥 ，脫 古思客ト帖 兀 勒 客 額 克 敦 斡 歌 列

宿 衛  我的 老的毎 宿 衛  説 您  人名

kebte’fll minu otSgiis kebte’fil ke'egdiin, Ogole
宿 直 兵 を — わが 「長老なる 宿直兵」 と云え， ォゴレ

扯* 児 必 魯 額 斡 S羅黒撒核

官名 一同

£erbi-lii’e
待 従 と 共 に

入 的 毎

oroGsaa
入れる

dalan
七十人の

界舌児中合吉也客思禿児中合兀湯

散班毎行

turqaG-i
当直香を

大 毎

yekes
「大なる

骹 班 毎

turqa'ud
当直番達」
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客額克敦 阿児抜因 把阿禿的 斡脫 古思 垆 阿， 芦 額 艸 也孫帖

説 您 人 名 的 勇 士 行 老 毎 勇士， 説 您 人 名

ke^ gdiin, Arqai-yin ba7Stud-i otogus b^atud ke'edkiin Yesiinte
と云え， アルカイ の 勇 士 等 を 「長老の 勇士逮」 と云へ， ィエ ス ンテエ,

不吉歹壇 中豁児赤泥 也客思
， 中)児 5  M 客延 札児里黒

人 名 等 带 弓箭的行 大 毎 帯弓筋的毎 説 您 麽道 聖 旨

Bugidei-ten qorcm-i yekes qorcm ke'edktin keyen jarliG
ブギデイ等の 矢 ® 人 を 「大なる 矢筒人」 と 云 え ” と 続

孛勒罷〇 ( 81 )

做了

bolba.

ありね。

〈7> §93 (ニ 3 5四 〜 35六 ） 納中忽伯顔鳴話列舌論中豁牙(舌〕児

人 名  説 両 箇

Naqu=bayan uguleriin qoyar
ナ ク • バ ヤ ン の  言う “二人の

宁し剌兀思- 塔 兀植 (勒)都克 秀 偉 抹那 +豁亦納 不 帖(ト)赤勒都(克)究g
少 年 毎 有 您 相 顋 您 後 休 相 棄  您

jala’ns buj ta, iije(n)Idugtud mono qoyma bfl tebcildug^iid
若者 なり 汝等， 相見てゆけ， c の 後 な 楽て合いそ”

客額罷。 ( 82 )

説了

ke’ebe.
と云いぬ0

以上， 7 文例に見られるbosqadqun C立てよ》，tarcula’iildqun《肥えさし

めよ》，qaridqun《帰れ 》 ， sonosqadqun C聞かせよ》，ha’m cadqun《走らせ

よ》， abaladqun《卷狩せよ》， odudqun《行け》， ke’gdktin《〜と云へ》， 

ke'egdiin C〜と言へ))，u]e (n)ldugtud ((見合え》， tebgildiigtiid《棄て合え》 

の諸例は， その文脈から見て， すべて， 二人称複数に対する命令形であり， 

-dqun2 の意義素は基本的には《二人称複数に対しての重々しい命令》 と措定
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乙うる。

文 例 ⑶ に お い て は ，ke’ggdiinが二度用いられている直後にke’gdkiinが 

現われ，漢語傍訳も「説您j を一様に示し，その上， この両者は全く同一の文 

脈に用いられているので，前述したように-Gtun2 (ここでは-gdiin) は-dqU n 2 

の metathesisによる変異形と見ることができる。なお，近世文語では-dqun2 
が姿を消し， この-Gtun2が用いられるに到っていることは周知の事実である。

-dqun2が原則的には二人称複数に対する命令形であるように-Gtun2 も本来 

は対二人称複数形と見られるが一 単数形は - ctup (ポッベ氏のGrammar,
p. 9 0 参照）----文 例 ⑶ に は - g t i id が実証され， これは-Gtun2 の複数形

なること明かなので， 秘史蒙古語においては， 《特定の複数者》に対しては， 

-Gtud2 が用いられたと解されよう。

文 例 （8 )においても，ボオルチュの父，ナク.バヤンが，テムデンとボ オル 

チュの二人に対して発した言葉の中で ta tije(n)ld iig tM 《汝等， 相見よ— ■► 

“互に助け合って行け，，の意》， （ta) bfi tebSildtigtiid《(汝等）棄て合うなか 

れ》 と述べているのである。

(d) -tuGai8

上 述 の 「語 幹 そ の ま の 形 」 と _dqun2〜-Gtun2 は二人称に対する命令を意 

味するが， こ の - tuGai2 は第三人称に対する命令を表わす。 即ち， 第三者が 

《〜するように》，第 三 者 に 《〜させよ》の意義素をもつ。 しかし，秘史の言語 

では，極く稀にではあるが，二人称に対する命令としても用いられる。 こ の 形 

は，現代の文語でも屢々用いられ， 口語でも， 例えば， mongGU] u]us man— 

d u tu ca i《モンゴル国が興隆せよ一 ►モンゴル万歳》のような常套句の中には 

散見される。

〈1> §124 (三 4 6九〜 46十 ） 別勒古台中合舌剌勒歹脫 中忽舌剌温

人 名  人 名

Belgutei Qaraldai=t〇Gura,un
ベルグテイ カラルダ イ •トクグラウ y



豁 牙 舌 咢

両 ®

qoyar-i
二人 を

阿黑塔把ぎ里禿キ孩阿黑塔臣

騸馬 教 牮  籠馬人

aGta baritUGai, actacm
“騎馬を mさどらせよう， 馬管理人
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孛 勒 禿 キ 孩 客 額 罷 (83)

做 者  説了

boltuGai ke*ebe.
たるべし” と云えり。

<2〉 §133 (四 12五 〜 12七 ） 額 不 格 思 額 赤 格 昔 必 荅 訥

祖 宗  父親毎行 咱毎的

ebiiges eciges-i biaan-u
**祖父連 父達 を 卜 わ れ ら の

巴舌剌黒撒惕 t------------1
了 了 的

baraGsad
害せる

塔 塔 舌 里 中 含 撒 亏 必 荅 界 斡 舌 鄰 勒 中 罕 額 赤 格 斡 帖 舌 児

種  行 併 毎 咱 毎  人 名  皇帝 父 快

Tatar-i qamsaya bida, To* on (n)l qan edge oter
タタル族を 併呑せん われ等， トオリル 汗 父よ 疾く

亦 舌 列 禿 該 客 延 額 揑 客 ；f 古(到 児 -額 勒 臣

来 者  麽 道 這  言語 送 使臣

iretiigei keyen ene kelen kiirgen elan
来れかし” とて この 言を とどけに 使者を

亦列罷屬作(84)

去了

ilebe,
遣りぬ。

<3> §163 (五 33六 〜 33十） 可$薛古撒， 剌 巾 合 倒 ;！:里黒；§：周
I I___________|

人 名  行 被 擄 着

Kogsegfi=sabraG-a dau^licdaju
コ グ セ グ • サ ブ ラ グ に  掠奪されて，

王中罕成吉思中合罕突舌児額 勒 宇 亦 列 主 為 額勒赤亦列 s• 命 乃 馬！̂

人名 v太 祖  皇帝 行 使臣 差 去 了  使臣 使 時  種 的

Ong qan Cinggis qahan-dur elci ilejli'm . elci ileriin Naiman-a
才ン 汗 チンギス 可汗 に 使者を 遣りたり。 使者を 遣る に ••ナ^ マ ン族 に

を児 垮 爷 舌 児中 豁 平 ギ 篾 可 兀 邊 倒 兀 里 黑 荅 罷 必  可兀捏 扯 征

百姓 人 烟 自 的 行  襄 子 自 的 行  被 據 了  我 r -1

irge oroo-ban eme ko^-ben dau^liodaba bi, ko^n-ec- yen
人衆 觳民 を  妻 子 を  掠奪されぬ 我， 子 ょり〜自分の

朶 舌 児 邊 曲 魯 兀 的 赤 訥 中 忽 余 周 亦 列 - I 作 必 亦 (舌>児 ：̂

四 傑  你的 索 着  去了 我 百 姓

dorben kiilii^Sd-i cinu Guyuju ilebe bi, irge
四 傑  を•*-汝の 乞い(使者を)遣りぬ 我， 人衆

普舌児中豁

人 烟

orG〇

ft民を
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米 訥 阿 不 ぎ 剌 周

|_ I I________ I
我的 救 着

m inu aburaju
— わが 救 い

斡 克 禿 該 客 額 周

與 者  説 着

ogtiigei ke’eju
与えよ” とて

亦列主為。（85)
I_______I

去了来

lleju'ui.
遺りたり。

< 4〉 § 1 7 1 (六 7 八 〜 7 十 ） 主舌児址迭苴董 *豁 ^ 1忽 因 兀 * 里荅
[ I___________I I______ I

人 名  行 作 声  的 先

Jiircede-yi dungG〇dqu-ym urida
チ**ルチ*デイの 言発する の 前に

忙ホ忽敦 巾忽亦勒荅ぎ児薛禅

姓 的  人 名

MangGud-un Quyildar=secen
マ ン グ _ ト 族 の  クイルダル•セチエンの

鳴訪列 $論 安 荅 @
説 契交的

iigulerun anda-yin
言う “盟友 の

額 木 揑 必
|-----1 (

前 我

emune bi
前に われ

r 合保中忽勒都速,— 中 豁 亦 巧 »  r a
厮 殺  以 後  孤 児行 我的

qadquldusu, mono qoyina onecid ko ud -i m inu
戦わん， この 後 みなし 子 達 を — わが

安 荅 篾 迭 禿 該 f 額罷 I 作（86)
契交 知道者 説 了

anda m edetugei ke^be.
盟友 知るべし" と云いぬ。

阿撒$剌キ忽亘

擄寧的 行

asaraqu-yi
見やる を

<5> §205 (八 3 8三 〜 六 38) 額朶額 不舌里訥 迭額舌列 撒兀® 里

如今 衆 的 上 坐 位

edd’e burin-ii de’ere sau’t o
“今 衆 の 上なる 座に

撒兀周

坐箝

sa 'u ju
坐して

也孫阿勒苔突舌児
|--------1 I___ I

九次 罰 衷

yesiin a lda-dur
九回の 過 ち に も

不阿助荅秀キ孩 
I___________I
休 罰 者

bu aldatuGai,
咎 めざるべし，

孛斡舌児出巴舌剌温キ合舌侖

人 名  右 手的

Bo’Srcu bara’iln G ar-u n
，十 : オ ル チ 右 手 の

阿 勒 台 迭 舌 列 列 古 訥  土綿篾迭禿該  事 延 札 舌 児 里 黑 孛 勒 罷 （87)
山名 枕 的 万戸 教管者 麽逍 聖 旨  敢了

Altai derelekUn-ii tiimen medetugei keyen jarliG bolba.
アルタイ山を 枕するもo の 万戸を 知らしめよ’’と 勅 しぬ。
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< 6 >  § 2 7 8  (主 3 8 三 〜 3 8 九 ) — f 阿舌 剌 彳 f 列 _ 辛

夜 忙 言語有的 人

soni ya’aral keletii kii’fin
“夜， 忙ぎなる 話しある 人

亦ぎ列額速

来呵

ire^sii
来らば

客ト帖兀©魯額 I___________I
宿 衛  與

kebte’Sl-lii’S
宿直兵 と

4•含 禿 擺 亦 周 客 列 列 勒 都 禿 該 斡 *児 朶

— 同 整治着 教 説 者  宮

qamtu baiyiju keleleldiitiigei, ordo
共に ありて（立ちて） 話し合うべし， 宵殿，

格#児圖$ 児斡ぎ羅キ忽

m  m  人 的

g e r- tu r  oroqu
包 に 入り，

キ合ぎ児ホ忽亘 

出 的 行

Garqu-yi
出づる を

*晃 +豁$ 児台

人 名

Qongcortai

失舌剌巾罕壇

v 人名  等
S iraqantan
シラカン 等

札撒兀勒客卜帖兀勒魯額

官 名  宿 衛 _  与

jasa*ui kebte’ u l-lii’ e
治め人 宿直兵 と

中含 圖 札 撒 禿中孩〇 (88)
-•同 整 治 者

qam tu jasatuGai.
共に 治むべし。”

< 7 >  § 7 6  (ニ 8 五 〜 8 七 ） 泰 亦 赤 兀 惕 阿 中 合 迭 兀 耶 顔 f 合失 :^

检 名  兄 弟  自的 苦

Taiyici'ud aqa de'fl-yeyen Gasi*u
“「タイチウド族 兄 弟 〇 苦しみ

客舌児 阿不舌剌中渾 必荅 客 額 周 不 恢 突 (刮児 額児帖 阿闌額客因

怎生

k er
をいかに

報 得

aburaqun
報ずべき

咱毎

bida
われ等」

説 想  有的 時

k e ^ ju  bukiii-dur
と云い ある 時，

在 前

erte
かっての

婦 人 名 母 的

Alan eke-yxn
アラン 母 の

x m m 客額畢。 （89)
五 ® 子毎 般 為 甚 商 量  無 毎 有  您 休 説 了

tabun  ko*ud m etu  yekin eye iig e ^ n  bui ta  bxituffei ke^ebi
五 人 の 子 等 の  如く， な ん で 和  なく あ る や 汝 等 ， やめよ” と云いぬ。

〈8 >  § 1 8 9  (七 1 1 八 〜 1 1 十 ） 帖 温 突 舌 児 額 ^ : 亦 酌 古 舌 児 別 速

那的 裏 母 他的 人 名

te ’tin- d iir eke inu Gurbesii
そこ に 母 — 彼の グルベス〇
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，詁列舌!̂  半乞兀,年迭額舌导 1]£豁_ $ 舌児!̂  _訥舌增ぞ卩兀_

説 要做甚麽 那 的 裏  達逹毎 百 姓  気 歹毎有

ugulerUn yek^uje ted^er-i, MongGol lrgen hiinur mai^utaiv
言う **いかにするや 彼等を， モンゴル 人衆 匄 い 悪しく

中忽 卜 察 速 E 舌剌〈兀> , f 列 埃 昂 吉 荅 中 豁 羅 不 周 不 秀 辞…。（90>
衣 服  暗 毎 有 有来  別処  遠  有芯  有 者

qubcasu bara* utan biile* ei, anggida qolo biiju biitiigei
; 服 うす汚れて あり， はなれて 遠く あ り あ ら し め ん ...... *%

く9 > § m  (六 比 六 〜 比 八 ） 帖温突舌界阿赤黑失舌命鳴詁列舌論

那的衷 人 名 （的） 説

te*Qn-dur AciG-sirun iigiilerun
そこ に ア チ グ •シ ル ン の  言う

中罕中罕 不 秃 該 額 赤 捏 不 古 可 兀 額 舌 里 舌 侖 額 勒 別 孫 札 剌 麻 乞 厨

皇 帝 皇 帝  休 背処行 有 的 子  译 時  （ナ シ） 做着

^qan qan biitugei, ecine biikii ko*u erirliu elbesun Jalama kiju
“汗， 汗 やめよ， かくれ ある 子を 求むる時 魔法の チ•肀 ラマを 作りて，

阿 備 巴 備 客 延 額 を 鄰 札 ® 巴 ぎ 里 梅 必 荅 額 敦 脫 舌 侖 巴 剌 黑 三

( ナ シ ） 麽道 尋  告 有 咱 毎  這 些 生  了 的

abui babui keyen erin jalbanmui bida， ediii toriin baraGsan
アブイ バ ブ イ と 云 い て  求め 祈るなり 我等， かく 生れ おおせし

デ兀  桑古迷  p 撒舌剌牙……。 （91)
子 人 名 行  邊 举 咱 ...... .

ko u Senggum-i asaraya.....
子 セングム を 見やらん

〈10> §225 (九 36六 〜 36七 ） 客ト帖兀里也客揑兀舌鄰阿中合剌周
1~------------- 1 I_____________I
宿 衛 行  人名  為長 着

kebte'fil-i Yeke=ne,iirin aqalaju
**宿 直 兵 を  イ* ケ • ネ ウ 9 ン 長 た 9 て

敏ホf  g 迭 周 阿 禿 (中)孩 客 延 札 児 里 黑 孛 勒 罷 。 （92)
千 管 着  有 者  麽道 聖 旨  敵了

mingGa medeju atuGai keySn jarliG bolba.
千戸を 知らしめしてあれ” と 扬  しぬ。
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く11> §145 (四 4 3八 〜 4 3十 ） 額迭中忽舌児巧 キ 撒 昔 赤訥爭堪 乞^

這 三件 恩毎行 你的 心

ede Gurban tusas-x emu sedkil
“これら 三つの 功 縝 を'*-汝の 心の

朶 脫 (舌 )剌 米 訥

内 我的

dotora minu
中に — わか

阿 禿 巾 孩 客 延 札 舌 児 里 黒 孛 勒 罷 。（93)
存〈者〉 麽道 聖 旨  敗了

atucai keyen jarlic bolba.
あれ” と 勅 しぬ。

以上1〜11における-tucai2の諸実例を通して，この語尾の意義素を《第三者 

がある動作を行うこと.第三者をしてある動作を行わせること》と原則的に揩 

定し得よう。

しかし， 2 の iretiigei， 3 の 6gtiigej, 4 の m edetiigeiなどは，話し相手 

に対する要求，願望であり，必ずしも第三者にのみ用いられるとは云えない。 

話し相手を第三者と見たて、 話し手の要求，願望を表現する例と言える。7, 

8,9は bii- に接尾した例，10,11は a- に接尾した例である。

bii- Cある，いる》に - t i ig e iを接尾したbiitiige!は本来は語構成の通り 

《(第三者が)〜であれ》を意味し，文例8 の anggida qolo biilii b iitiigei《は 

なれ， 遠くにありてあれ》の biitiige!はその好例である。 そ の 《〜であれ》 

か ら Cそのま、であれ》— 《止まりあれ》— 《やめよ》の意を経過し，現代の禁止

の助辞一一動詞の命令形に前置される---に転成した。 現代の bitiige! yabu
《行くな》はこの様にして成立した。文例7,9の biitiigeiは上の《やめよ》の段 

階の意の用法と見ることができる。

文例 7 の b titiigeiは，その内容から見て， 複数の話し相手に対して発せら 

れた語であり， 又，文例 9 の b iitiig e iも話し相手に対して用いられている。 

この事を考慮に入れれば，-tiwaj2 は発生的には，二人称に対しても，三人称 

に対しても用い得る機能を持っていたと考えても差支えあるまい。

同 じ Cある，いる》を概略的に意味する動詞語斡a- に接尾されるatu caiは 

biitiige丨が持った如き意味上の変遷を迎ることなく， 《〜であれ》意のままで
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推移した。 これは，後述するように，a- が同じ存在を意味する動詞語斡でも， 

《客観的存在》をその基斡的意 f t素として所有しているところに帰因するもの 

と考えられる。a tu ca i《〜であれ》は現代の文語文でも散見されるところであ 

る。

なお，近世の文語では，動詞語斡bol-, b ay i-に接尾しboltuGa丨，bayituGai 

の 形 で C〜であるばかりでなく，〜のみならず》の意に用いられる特殊な用法 

があるが，秘史蒙古語においては，文 例 1 の boltucaiに見る通り，本来の意 

に用いらるのみである。 しかし，

§80 (ニ15— 〜15五） Temtijin iiGui dotora Gurban qonoju Garsu 
keyen mon-yan kotoiju ayisuqui-dur morm-aca eme'el inu miil- 

tiirejii qocorcu'u. qariju iijebesii eme'el k6mii(n)ldurgelegse'er 

olanglaGsa'ar miiltiireju qocorcu'u. olang-ci boltuGai k6mii(n)l- 

diirge basa ker multiirekii biile'e. (94)

に お け る olang-gi boltucai《肚帯はよしとしよう》の boltuGaiに， 上述の 

《〜であるばかりでなく）の意味の萠芽を見ることができると思われる。

現代のハルハ方言などで用いられる，二人称を通しての三人称に対する命令 

形 - 〇( - g ) は，秘史においては未だ見られない。

〔II〕 願 望 形

(e) -su2, (f) -suGai2

-su2 及 び - sucai2 がー人称の願望を表示する語尾であることは-su2 (110 

例)， -sucsai2 (24例）の実例から明白であるが， -su2 と - suGai2 との関係如 

何ということになると，それは必ずしも分明とは言い難い。

しかし，敢てその関係を追求すれば，発生的には-su2 は一人称単復数形， 

-suGai2 はその文体的変異形といえるかとも考えられる。 以下に実例を読みな 

がら論を進めよう。



(卞】豁牙舌児土蔑®孛 勒 - fG舌剌辱で合舌児孛命穿舌驪剌苹札木中合

ニ 万毎 做着 右 手 做 上 馬  人 名

qoyar tumea boiju b a r a ’tin  Gar bolun morilasu Jamuqa
ニ 万と なりて， 右 萬 と し て  上馬せん」， チ*ャムカ

迭兀迭客列列局亦列

弟 行

de’u-de
弟 に

説 眚 去

keleleju ile,
言いて 遣れ，

札木キ合迭兀

人 名  弟

jamuqa de’fi
チ•ャム力 弟は

ホ豁牙舌児 

qoyar

土篾惕秣ぎ驪剌禿キ孩

万毎

turned
万

上 馬 教

morilatuGaij
出陣すべし，

さ 充 堪 中 忽 孛 勒 札 宇 ，助究， ，額 - 。 (95)

相合的 約 会  v 人 名  弟 自  教 敵

[amtudqu bolja'an Jamuqa de^ii-de boltuGai
おちあう 約会（地）はチ*ャ まかすべし”

説了

ke’Sbe.
と云いぬ0

〈2> §100 (ニ 4 4四 〜 44五 ） 帖 木 真 阿 中 合 納 児 迭 兀 揑 児

人 名

femujin
テムチ•ン

兄 毎

aqa-nar
兄

弟 毎

deu-ner
弟達は

秣 騮 剌 周 額 児 帖 孛 額 ®不 児 罕 サ 克 *合児零

馬 上 着
monlaju

上馬して

疾 早

erte
早 >

便

bo'ed

中豁阿黒臣額篾堅

山 z 処 上了 婦人， 老婦人

Burqan ju g  Garba. Qo’ aG2in emegen
ブルカン山 へ  上りぬ， コアクチン 老姿は

く1> § 105 (ニ 4 五 〜 5 ~ ) 巴 撒 客 舌 列 亦 敦 脫 斡 舌 鄰 勒 中 罕 訥

再 種 名 的 名 皇帝的

basa kereyid-un To'or^n)! qan-nu

第 一 部 動 詞 論 93

また ケ レ イ ド 族 の 汗 の

雙 詁 列 ®字 X 格 气 札 木 * 合 荅 鳴 詁 列 周 亦 列 s 侖 額 舌 児 迭 兀 都 舌 児

説 了 的 官語毎- - V 人 名 行  説 着  去 在 前  日 子

iigulegsen uges-i Jamuqa-da iie ule]ii ilerun erde udiir
• 、 ， •  * • デ ャ ム 力 に首いし 首 を

言 遣るに “昔

也 速 該 中 〒 ^ 赤 格 萆 米 訥 土 撒 撒 亦 专 克 迭 克 薛 泥 - ®乞 周 那 闊 扯 速

人 名  皇帝 父 行  我的 済 好  被敗了的行 想 者  敗 伴

Yesiigei qan ecige-de minu tusa sayi kigdegsen-i sedkijli nokocesii
イ * スゲイ 汗なる 父 に 一 わ が  功 益 を  行いし を 想いて 「伴たらん

必
丨
我
3

犰
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孛児帖兀只年，兀$ 亨琴 孛刊中亨舌剌兀专  彳占児堅圖児

名 行 要 蔵 麽 道  m  有的 ポ 毁

Borte= iijin-i ni^usu keven boken qara utai tergen-tiir
ボ ル テ 夫 人 を “隠さん” とて 幌 つ き の 黒 き 木 枠 の  車 に

兀訥温勒周..... 。 （96)

教坐着...... 。

unu'u^^lju....•
のせて...... 0

〈3> § 2 6 5 ⑵ 四 〜 3 十 ） — 不 ⑷ 児 中 罕 f

去年 人 z 你 説

nidoni Burqan ci iigiilerlin
去年 ブル力 ンZ 汝の 言うに

巴 唐兀揚 穸舌児堅 巴《剌温 中合 舌児 赤訥 孛勒速 客額魯額。（97>

俺 M名 百 姓 右 手 你的 做我 説 来

ba Tangud irgen bara 'un Gar cinu bolsu ke’6 1 ti’g.

“我等 タ ン グ 一 ト 人衆 右 異 汝の たらん” と云いぬ。

〈4> §24 (— 15六 〜 15九） 孛端察児兀舌魯中合

親 行

Bodoncar uruG-a
ボドンチャル 親 族 に

額薛脫 阿 (黒)荅厨

不曽 被 数 着

ese to’aGdaju
数えられず

額 (你)迭阿塔剌

道裘 住

ende atala
“ここ ありつつ

f 温客額周中豁勒荅阿舌里$
甚 麽 説 着  脊 梁 ®  有的

ya’iin ke’eju goI da’a ritu
如何” とて 背 に 鞍傅ある

中豁多黎薛温勒禿

禿 _ 尾
Godoli se*u(n)ltu
禿びた 尾をもつ

斡舌羅黑 

黑脊

or〇G
黒背の

升ヰ忽剌苴

青 白 馬 行

兀 訥 周 兀 窟 額 速 亦 訥 兀 窟 速 該 阿 阿 速 亦 他 阿 速 該 客 額 周

騎着 死 阿 死也者 他的 活也者 説着

singqula-yi unuju uku’esu inu ukusugei aTasu mu asuGa| ke'ejii
灰 褐 色 の 馬 に の り て “死 な ば — 彼の 死なん， 生きなば— 彼 の 生 き ん ” とて

斡 難 沐 ぎ 漣 忽 ほ )魯 兀 約 児 赤 周 塔 勒 必 罷 。 （98)
河 願 水  去 着  放 了

Onan muren huru^ yorciju talbiba,
オナン 河 に  沿い下り 行 き  されり。



<5 > §26〇 (土4 7四〜 4 7六） 額 揑 詞 舌 羅 _巴 黒 塔 慑 夺 舌 児 格 甲

道 西 地 名  百姓的

ene horon-e BaGtad irgen-u
“この 西 に  バグタド 人衆 の

中 合 里 伯 莎 勒 壇 # 額 古 備 客 額 梅 帖 温 突 ぎ 児 巴 阿 牙 剌 速 キ 孩

人 名  王 説 的 有 説 有  那的毎行 俺 征 進 咱

Qalibai soltan ke’ekii bii! ke'emiii, te* un-diir ba ayalasuoa|
力 ！Jバイ 王 なる者 あり とぞ， 彼 に われら 遠征せん”

客 延 斡 赤 額 速 ……。 （99)

麽道 奏 呵...... 。

Keyen oci^su
と 奏すれば...... 。

<6> § 1 0 3  (ニ 5 1 — 〜 5 1三 ） 不(舌>麵中罕中合勒都泥馬納中合児不舌里
I I----------------- 1

山 名  行 毎 早

Burqan=qaldun-i manaGar btiri
**ブルカ ン •カルドク ン を  朝 ごとに

馬里牙速ヰ孩兀都児不ぼ )里 斡 赤 速 該 ； 魯 巾 渾 兀 $魯 黒 米 訥

祭 祀  毎 日  躊 告  子 々  孫 孫  我的

mahyasuGai, udiir biin Scisiigei, uniG-un uruG minu
祭り祈らん， 日 ごとに 奏し祈らん， 親族 〇 親 族 よ — わが

兀巾合禿巾孩客延……。（100)

省 着  麽道

uqatUGai keyen...
心せよ” とて.......。
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文例 1 の n6kd6esli, m orilasuの 主語は b i で あ り ， 2の ni’n s u の - 如  

の 主語も文面には表われていないが“ ni’fisu bi” の -b iであるこ と 明かであ 

る。

しかるに文例3 の bolsuの主語はba TangUd ir g e n《われらタ ン グ ー ト 入  

衆》であって，主語は複数形のb a である。即 ち - su2 は一人称の単複いずれ 

の主語に対しても用いられる。



く7> §165 (五 4 0十〜4 1三 ） 阿勒壇中忽察舌児鳴話列舌論

人同

Altan.

人名

Oucar
説

iiffiileriin

一*方，文例 5 の ayalasucaiの主語は，この語の直前に置かれているb a 《我 

々》であるが， 6 の maliyasuGa丨，8£istigeiの - su c a p の主語はテ ム デ ン か  

含 め た b a と解し得ないこ と もないが，素直に読めばテ ム デ ン 自 身 即 ち b i と 

解せよう。 即ち， -su2 と - su ca pの差異は「数」の観点のみからでは解決し 

得ないことが知られる。 とは言え，-su2 の使用例110語の殆ど総ては一人称単 

数の主語をもっている。上 記 の b o lsuは， 極めて稀な1 例であり， その他に 

は §123に見られる6gsii b a 《与えん，我等》の 3 例のみである。従って -su2 

は一人称単数と言ってよく，上 の bolsu, と 6g s i iは特殊な用例というべきで 

ある。その特殊な用例につ い て は 後で考察することにして，-SUGai-に移ろう。

-suGai2 の実例は， -su2 に較べると少ない。 -su c a i17例 （内， asuGai 3 

例)， -siig e i7例 （内 6gsiigei2例）合計して24例のみで， -su2 の110例に比 

して少ない。

文 例 4 の iikiisiigei C死なん》，asuGai《生きん》の主語は文面には表われて 

い な い bi ((我》であり—— この文はボドンチャルが自己を第三者的に表現し 

tikii’esii in u 《彼が死ぬならば))，a’asu in u 《彼が生きるならは》 と表現され

ているところから従来，見解の分かれている一文である--- 文例 5 のayalasu-

〇a i の 主語は ayalasuGai直前にあ る b a 《我 々 （exclusive)》である。文例6 

の maliyasuGaiと 65is iig e iに つ い て は上 述 し た と こ ろ で ある。

即 ち - su G apも主語の単.複に提らわれることなく用いられている。 su2-  

と -sucai2 が秘史の言語でどの様に使い分けられて い た の か ， 今の処，明言は 

出来ないが，-suGap 2 4 例を精査すれば，-suGai2 は - su2 に比して，Cより強 

い願望，意志》の表現に当てられていることが判明する。 -sucai2 についての 

実例を以下に若干補足して見よう。
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詞額侖 _ 客g  ， 兀 $  p 中合g  p 剌— 声兀g 丨 占 ト 赤 - 芦 克 速 轉

母名 母 的 子 行 兄 行 殺 着  弟 _ 行 棄 着  與 咱

Ho'eliin eke-yin  ko^ n-i aqa-yi alaju, de'fl-yi tebcijii ogsiigei,
ホエルン 母 の  子 を  兄 を  殺し， 弟 を 抬て やらん，
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客頷主為 額不格真那牙勤 中合舌児塔阿© 鳴詁列舌論

説 了  種 人  種人 種 人

Ke'eju'tii. Ebiigejin, Noyakin， Qarta’ad
説

UKiileriin

中合舌児

手

Gar
i 云いたり 。 エブゲデ ン, ノヤキン , カノレタアド 〇 言 う “手を—

—
M M 斡克速該 客額主 等。1〔101)

他 的 拿 着 脚 他 的 拿 着 與 咱 説 了

inu Gardaju kolinu koldeju 6gsugeiw ke'eju'fii.
彼の とり， 足を— 彼の とりて やらん” と云いたり。

<8> §169 (五48七〜48十） 巴歹約舌児赤周1 1 那可g児 阿都兀赤

人名 去 着 件 当 放馬的

Badai yorciiu nokor adu’tici
バダイ 行きて 伴なる 馬飼

乞失里中f 扯舌歹，
鳴詁列克先 兀格思

芦失里1 鳴話列*論

人名 行 ^ 人 名 的 説 了 言語毎 説 了 人 名 説

QisiIiG-a Ceren-u ugiilegsen uges ugiilejii'fl. QisiliG iiguleriin
キシリク に チ s レ ン の 語 れ る 言の葉を 語れり。 キシリグの 言う

必巴撒斡揚抽兀 +合速ヰ孩客額周格$児突ぎ児斡楊出為（102)
1 I I I I I I ! I I  t I I

我 再 去着

bi basa oacu
“我 また 行きて

察 聴 咱  説着

uqasuGa! ke’eju
さぐり覚らん” とて

家 裏 出 了

ger-diir odcu'ui.
包 に 人りたり*

<9> §249 (土 9 四〜9 九） 成吉思中合阿泥莎余児中合阿速巴

v 太 祖  皇 帝 行  恩 賜  呵 俺

Cinggis qa^n-i soyurqa^asu ba
チンギス 可汗 が  赛 赦 下 さ る な ら “われら

唐兀(惕） 亦$児堅 温都s児 迭$列速訥 揑木s 列帖 斡思格周 m m

埋 百 姓 髙 蓆棘草的 遮 護 襄 教 長 着

Tangud irgen undur deresun-ii nem ure-te os^eiii 0 1 0 1 1

タング_ ト 人衆は 高き はやがぬ草の 遮護の もと 育てつ， 多くの
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鐵蔑 額 彳 キ合舌児中合周 中亨

駝 駝 出 着 係官

teme'ed GarGaju qa
駝駝を 费 出しつ， 貢ぎ

f 勒中合g  
教做箝

bolGaju
となして

斡 克 速 斡 を 児 篾 格 捏 客 ，

与我 現 子 辙 普

ogsii ormege nekeju
与えん， 粗毛を 紙りて

阿兀5剌孫孛勒キ合周斡克速 
t-------------------1 I___________ I [_____|

叚 匹  教做着 与速

斡 斡 ぎ 児 ヰ 忽 失 鴇 温 速 s 児ヰ合周

放 的  瞄 調 着

a*urasun bolGaju ogsii, o'orqu sibau'un surGaju
織 物

1 忽を剌兀勒g
聚 着

qura^ulju
集めつ

となし .ケ-えん， 放つ 瞄 を 調教し

_ 亦 ® 亦 碑 古 ほ 〕児格兀， 阿速中孩客延斡赤罷 I 1

好的毎 他的 教 送  常 川  奏 了

sayid inu kiirge’flliin asuaai keyen ocibe.
よ き も の を — その 送り つ V けん* t 奏せり•

(103)

文 例 7 の Sgsiigejはアルタンとクチャル及びエブゲデン， ノヤキン， カル 

タア ト 達 の C強い意志》の現われを示し，文例 8 の uqasuGa!は bibasaod6u 
u q a s u G a i《我もまた行きて認知せん》に見られる様に，同僚のバダイの言をキ 

シリグ自身がふたたび赴いて確かめようと云う強い意志.願望の表現である。 

更に文例 9 で は 5g s i iが二度現われ，その文の最後を asuGai で強く結んでい 

る。 これらの諸例を見ると，上述した，_SUGap は _s u よ り 《一層強い願望. 

意志》を表示すると見ることが許されると思われる。 と共に注目されることは 

-sucai2 24例の半数ほどは複数形の主語と共に用いられていることである。

秘史のH 語では，いわば少数派であった-SUGaj2 が後の文語に残って，_su2 

の 方 は 比 較 的 早 い 段 階 で 一 と 云 っ て も 「蒙古源流」 （1656年の作）ゃ L u . 

Altan T o b d iでは-s u2はまだ多数派である一姿を消すに到ったのも，-SUGa i2 

の 方 が Cより強い願望•意志》を示していたことに帰因するのではあるまいか 

(それに -s u c a j2 の方が - SU2 よりも一音節多く， 話し手に— 種の安堵感を与 

えたとも言えようか)。

上に宿題とし残しておいた文例3 の b o ls u と § 1 2 3の 6 g s i iを考えよう。

§ 1 2 3 の 6g s ii b a 《与えよう我々は》， 文例 3 の ba  TangQd ir g e n ....bolsu
《K 々タング一ト人衆は……になろう》における 6g s i i も b o l s u も， 複数形の
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主語をもっている。-SWは原則的には単数形なのに何故， こ乂に_su 2が用い 

られたか。上に単数の主語に対して用いられた_SUGap が 《より強い願望.意 

志》の表示の故に用いられたことを説いたが， こ の _su2 の場合は，まさにこ 

の逆である。S卩ち-SUMこよって《より弱い願望.意志)）を示したのである。 

不児中罕を主にいたr  くタング-ト人衆は成吉思汗のbara，Qn Gar《右手》に 

なることを切望したのではなく仕方なしに《右手になろう》 と云ったのであ 

る。 §123の 6g s u も然りである。 アルタン， クチャル，サチャべキ達は心か 

らァムデンを「中合罕」に推したわけではなかった。 後に成吉思汗に背いて誅 

されること，秘史の後段で語られている（§136, §246， §255参照）。 このよ 

うに見れば， これら bolsu，6g s i iの - su2 をよく説明し*る。

ここからは推測の域を出ることは出来ないが，発生的には_SU2 は一人称単 

数形， -suca!2 は一人称複数形として機能し， _SUGa〖は又一人称単数の《強 

い願望 •意志》の表不に用いられ，それといわは*裏腹に_su2 がー人称複数の 

《弱い願望 .意志》 の表示に用いられたものであろう。 秘史蒙古語にぉける 

-SU2 と -SUGai2 の諸用例から筆者は，_su2 と _SUGザとの関係を上の如く推 

論したいと思う。

(s ) -y a2

前項の-su2，-su capがー人称複数形として用いられた場合は，相手を含ま 

ない， こちら側たけの《我々の願望.意志》を 表 示 す る （excIusive) のに対 

し， この -ya2 は相手を含みこんだ《我々の願望•意志》を表示する。

-su2,-sucai2が現代の話し言葉では殆と用いられなくなったのに反し，_ya2 

は現在でも盛んに用いられる点で，息の長い語尾と言うことができる。以下に 

若干例を提示する。

〈1> §36 (— 2 2 — 〜 2 2三 ） 田迭扯阿中合 亦 訥 鳴 誌 列 舌 論 者 帖 因

那裏自 兄 他的 説 是那般

tendece aqa inu iiguleriin je teyin
かくして 兄 - 彼 の  言 う  “然 o, かく
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y 額 今 爷 释 舌 里 辦 芦 児 押 合納®竿兀揑岑

有 呵  家 R自的行 到着 哥 哥 毎  兄 弟 毎

b^esu  ger- rur-iyen kiircii aqa-nar de^-ner
あらば 包 に — 己が 到り 兄 弟 達に

額耶屯(勒)都周帖迭

商量 着 那

eyetii (n)ldiijii tede
ともにはかりて それらの

亦児格泥

百 姓  行

irgen-i
人 衆  を

哈 兀 魯 牙 f 額(勒)都周。（104)

尽擄咱毎 共 説 着

ha'uluya k^eldiijii...... .
期奪せん” と共に云いて......。

< 2 >  § 1 0 1 (ニ 4 6 — 〜 4 6 五 ） 帖 迭

I_ I
那

tede
それらの

扯舌里兀保帖堆ヰ合塔舌剌罷

軍 毎  只耶般 K着去了

cen’iid tedui qataraba.
兵士连  かく 走り行きぬ。

中豁阿黒臣額蔑堅

名 老婦人

Qo'aGCin emegen
コアクチン 老姿

孛額s列 阿 剌 黑  I------ 1 !--- 1
腰 花

bo* ere alaG
腰の まだらの

忽客$ 里顔

牛 §的行

hiiker-iyen
牛 を（己が）

迭列都額 ®斡帖児連I________I I------ 1
打 了 着  疾 怏

deledu'ed oterlen
打ちて 疾く

替 兀 号 孛 亨 帖 児 格 酌 騰 格 里 (動 中 忽忽思淨 傷 罷

起 $  败 呵  車 的  車 軸  折 玄了

ne^ku bolun tergen-u tenggelig quGus odba.
移 ら ん と す る に  車 の  車軸 ホ:キっと折れぬ。

騰格里(克)邊

箇 軸 自 的 行

tenggelig-ben
革軸 を（己が）

中忽_忽《舌》剌(黒)荅周

被 折  着

quGulacdaju
折られて

迓歩キ合的牙児

歩 行 效

yabuGad-iyar
徒 歩  もて

槐 圖 児 _ 趨 周

林 裏  走 着

hoi-tur giiyiju
“森 に  走り

斡S羅牙

人 咱

oroya
入らん”

客額勒敦不恢突児……。（105)

相 説 有 的 時 ...... 办

ke^ldiin  biikui-dur...... .

と 共 し B い て あ る 時 ...... 。

〈3> § 1 1 0  (三 1 6 — 〜 1 6 四） 田迭址 帖木真脫 幹舌鄰勒 中罕
I_____1 I_____ I I________1 1
自那衷 名 名

tendece Temii]in To’6ri(n)l qan
かくして テムデンは トオリル 汗，



作木中合安荅i------ 1 I_ I
、人 名  契合

Jamuqa anda
デヤムカ 盟友

t 豁 牙 舌 剌 q 雪你孛額揭鳴話列周亦列舌侖額舌里古

両 箇  本 夜 便 説 着  去 尋 的

qoyar-a mun soni bo^d ugiileju ileriin erikii
二 人 に  その 夜に た龍ちに 言いて 遗 るに “求むるべき

第 一 部 動 詞 論 1 0 1

亨 舌 列 吉 顔 斡 (勒)罷 必 雪 你

L------ J 1----- 1 I L_J
用 自 的  得了 我 夜

kereg-iyen  olba bi, soni
も の を （己が） 得ぬ 我， 夜を

不都里耶 寧 你 年 保 兀 牙 必 斧 客 額 周

休 兼 行 咱  這K 下咱 咱毎 説着

bti duliye, ende baず  Qya bida” ke’弓Jii
級すまじ， ここに 下馬せん 我等” と云いて

兀列罷。（106)
|_____I

去了

ilebe.
遣りぬ。

〈4> §104 (三 2 四 〜 2 八) 領 朵 額 帖 舌 列 兀 格 都 ®里 - 审 舌 侖

如今 那 言語 自的行 到

edo^e tere uge- diir-iyen kiiriin
“今や かの 言 に ― 己 が  到り

不驢中罕褡 中忽因中合舌里兀
|--------------1 I_______ |
紹 鼠  襖 子 的  回 辛

buluGan daqu^yin qari'u
黒 绍 の 外衣 の 返礼に

不古迭篾S児乞的

都 種 名

biigiide Merkid-i
総ての メルキド族が

不舌列勒帖列

直至殼滅

bureltele
破滅するまで

李舌児帖兀只平赤訥阿不舌剌周斡克速必中合舌剌不麟中罕 褡 中忽因

婦 人 名  行 你 的  救 着  與 我  黒 貊 鼠  襖 子

Borte=u]in-i cinu aburaju ogsii bi, qara buluGHn daqu-yin
ボルテ夫人 を — 汝の 救い 与 え ん 我 ， 黒き 貂の 外衣 の

t 合舌里:^ if•合木黒篾児乞的*合勒塔赤周中合屯孛舌児帖宜赤訥

回 奉  普 種 名 行  破 着  娘 子 婦 人 名 行 你 的

qan u qamuo Merkid-i qaltaciju qatun Borte-yi einu
返礼に 全 メルキ ド 族 を  破り， 后 ボ ル テ を — 汝の

中合舌里兀勒局阿ト赤舌剌牙必荅赤 札木中合迭兀迭客連乞周

回 着 将 来  咱 你  < 人 名  弟 行 言 語 效 着

qari'ulju abciraya bida, ci Jamuqa de'fl-de kelen kijii
返し 取らん 我等， 汝 チ•ャA#  弟 に  伝 言して
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亦列…•**〇 (107)

教去

ile…
遣れ”•…" •

< 5 > § 1 3 3  (四 1 1 十 〜 1 2 ニ ） 成 吉 思 中 合 罕

1__1 鳴詁列®論 額s 児帖

v 太袓  皇帝 説 在 前

Cinggis qahan uguleriin erte
チンギス 可 汗 の 言う “昔

兀 都 ®列 徹 塔 塔 ®児
1 t

亨舌児堅 額不格昔額赤格昔 巴®刺®撒黑 斡失田

日子 行 種 名 百 姓 祖 宗  父 親 行 了 了 的 讎有的

udur-ece Tatar irgen ebuges-i eciges-i baraGsad ositen
日 より タタル族 人衆は 祖父逹 父 逹 を 杏せし 仇ある

亦®児堅 不列額 額朶額 額捏 中合納勒突舌児 中含撒$ 必荅

百姓

irgen
人衆

有来
biile'e,
なりき，

如今
edS’e
今や

這

ene
この

搛 会 衷

qanal-dur
機 に

併 咱

qamsaya
併呑せん

扪毎
bida
我等”

芦額額 - ……。 （108)
説了

k e U d ....•
と云いて....。

-ya2 は秘史全巻から193に の ぼ る 使用例を発見しうる使用頻度の高い方の語 

尾であり，現代語でも屢々用いられるので，その表わす意義素の措定はそれほ 

ど困難ではない。筆者は上掲の諸用例の吟味から-ya2 の意義素を《話し手が 

話し相手と共に， ある行為.動作を行なおうと言う話し手の願望》 と措定す 

る。 これは，上の文例 1〜5 を通して実証される。

文例1，2の ha’Uluya《掠奪せん》と o roya《入らん》の直後にともにke’gldti- 

《〜と云い合う》が附されていることに注意したい。ke，gldii一 の _ l d i iは 《共 

に〜する》を意味する「対動形」の接辞である。 又 の 文 例 で は baij’aya 

《下馬せん》， a b c ira y a《連れ来らん》， qarnsay a 《併合せん》の直後に bida 
《枚々》が見える。 b id aは一人称複数形 in c lu siv eの代名詞であり，《相手を
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含めた我々》である。傍訳では常に〈咱，咱毎〉が附され，b a 〈俺〉と区別さ 

れる。 ここには5 例だけ示したに過ぎないが，他の文例でもこの_yaa は頻出 

するので， ここでは， これ以上の挙例をさけた。

(h) - ^ j a i 2, ^ u ja 2, - u j i y i

-ujai2 は文語形'"gQM 2，現代のハルハ方言の-yy3aft2に当る，N. Poppe教 

授 が dubitativeと呼ぶ語尾である。秘史全巻に15例発見される。その数例を

以下に示しつつ，解説する。

く1〉 §131(四 9 五 〜 9 九 ） 別 © 古 台

人 名

Belgutei
ベルグテイの

鳴詁列ぼ5論 篾 児 兀 都 為

説 傷 未

uguleriin mer iidii’Si
言 う  “海 浅く

不列額

有来

biile'e,
ありき，

米 訥 充 剌 阿 +合迭兀突S児 卯 兀 中 合， 孛魯®察兀齋

我的上頭 兄 弟 行  相 怪  恐 較

minu tula aqa de'fl-diir mau'uqalin bolulca^ ja i.
わ が た め に  兄 弟 に  仲 違 い  ならざるよう，

必兀禄 I I_ I
我 不

bi UIU
我 ゆ

阿 勒 札 *忽 必 亦 剌 阿 舌 里 備 由
|--------1 |  I__________ I

礙亊 我 較 好 有
aljaqu, bi ila^ari buyii,
ゆしからず， 我 比 し て よ く  あり，

阿 ホ 合 迭 兀 突 ぎ 児 撒 亦 $ 只里都勒纒

兄 弟 行 恰 嫌  慣 熟

aqa de’ii-diir sayi ljilidiilcen
兄 弟 にて やっと 慣れあい

で 恢 突 舌 序 W中 合 デ 宪 該 中 豁 舌 魯 木 ® 擺 宜 客 額 ! ^ 作 （1〇9)
有 時  兄 休 且 （£  説 了

bujcui-diir aqa butugei, qorumud baiyi ke^ be.
ある に 兄 やめよ， し ば し （そのまま）あれ” と云いぬ。

く2> §169 ( 五 4 8四 〜 4 8六 ） 憋 嵆 ？! ! ^ 揭

妻 他 ， 人 名

eme inu AlaGcid
妻 — 彼の アラグチドの

鳴話列ぎ論

説

iiguleriin
言う

帖 ま 列 择 列 篾

那 泛濫

tere deleme
“その あだし

兀 今 赤 訥 〈牙〉g 孛 魯 梅 哈 舌 闌 巴 f 年米 〔石〕格兀澤

言 語 你 的  甚 麽 較 有  人 也 败 真 誠 _

uge cinu ya'un bolumui haran ba iine(n)misige’ujM
言 葉 ■*-汝の 如何に なるそ*, 人々 も 真となさざらん”
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客額主為。（110)

説 了

ke’ejii’Si.
と云いたり。

<3> §149 (五 4 五 〜 4 八 ） 帖 木 真 納 馬

名 我 行

Temiijin namayi
*テムデン 我 を

兀禄 兀窟兀勒专

教 死

ulu iik^uiku,
死なしめざらん，

塔 可兀揚 迭兀揑(舌〕児 1 ) 米訥 斡帖s 児 中合舌里 ® 中渾

您 児子毎 弟 毎 我的 快 回 您

ta ko'ud de’u-ner minu oter qaridqun,
汝等 子連 弟 達よ — わが， 疾く 帰れ，

失$ 児古額禿 

v A €
Sirgii'etli

納 馬 亘 ド 剌 周 亦 列 兀 澤 客 延 也 客 禱 兀 阿 舌 児 中 孩 剌 罷 。（111)

我 行  殺 着  去 了 恐  麽道 大 声 _  叫 了

namayi alaju ile^ jei keyen yeke dau^u-'ar qailaba.
我を 殺し さらざるよう” とて 大 声 もて 叫ひ•ぬ。

〈4> §179 (六 37 - 〜 37五) 額 朶 額 キ 罕 額 赤 格 迭 米 訥I_____ I I  I-----11 I_ I
如今 皇帝 父 行 我的

ed6’e qan ecige-de minu
今は 汗 な る 父  に — わが

撒亦途 f 児 $ 可扯周

好 生  做伴着

sayitur nokcceju
よく 伴たりて

斡古偈坤

與 您

oguakun,
与えよ，

委亦当キ_ 客額克迭兀者塔

好怠慢 恐被説 您

uiyidangGa ke'egde^tije ta,
「あきやすし」 と云われまいぞ 汝等,

察兀楊中忽舌里因禿《龄 魯 黒 額 列 阿 主 為 不I I___________I I_____I I
v 官 名  的 倚 仗 但  有 来  体

Ca* ud=quri-yin tuluG ele aju u bii
「デ ヤ ウ ト • ク ii の 支えられものにてぞ  ありき」 と

客額兀魯

被 説 您

ke^e'Sldklin,
言われまじ，

t 忽，児班

ourban

^ 舌 洌 敦 帖 ®里 温 客 揑 別 舌 児 不 保 兀 魯 揭 中 渾 客 額 周 亦 列 罷 ( 1 1 2 >

河 的 原 頭  任 護 行 也  休 教 下 営  説 着  去 了

mured-un teri'fln ken-e-ber bfl bau^udqun ke^jli ilebe.
河 の 原 に  誰にても 下營さすまじ* とて 遣りぬ。



第 一 部 動 詞 論 105

<5> §190 (七 14五〜 14十） 阿剌中忽石的吉傾中忽舌里 月麽忽難

人 名  人 名

A la q u s i=d id ig id = q u r i Y u q u n a n
ア ラ ク シ •デ ィ デ ィ ギ ド •ク ！J ュクナン

- 舌列$ 罈 勒赤耶舌里解 成 吉 思 中 合 罕 納 鳴 話 列 周 亦 列 舌 侖 乃 馬 訥

名字有的 使臣 自的行 v 太 祖 皇 帝 行  説 着  去 種 名 的

nerexu elcin-iyer^iyen Cinggis qahan-a iigiileju ileriin Naiman-u
なる名の 使者 も て — 己が チンギス 可 汗 に  言いて 遺るに “ナイマン族 の

塔 陽 キ 罕 中豁舌児 赤訥阿不 S剌 
1 _  1 1 1

亦 s 列梅^ 納馬宜 巴^剌温

人名 皇帝 箭筒 你的 取 来 有 我 行 右

Tayang qanl qor emu abura lr e m u i, namayi bara，Qn
タヤン 汗 矢筒を — 汝の とるべく 来る， 我を 「心

ヰ合ぎ児孛勒 
L________1 i

客額周 亦舌列 主 兀 — 額 i f 孛勒罷 額朶額必• 赤馬答

手 做 説着 来 了 有  我 不 曽 做 了 如 今 我 你 行

Gar bol ke'ejii irejii’fi， bi ese bolba, edo'e bi cimada
翼 なれ」 とて 来れり， 我 肯ぜなりき。 今 我 汝に

薛*列兀勒周L_________1 f m m  m m m 赤 客 額 周

教 省 着 去了 来 着  贿 商自的行 恐被要了 你 説着

sere* iil ju ilebe. ireju qor-iyan abda'ujai ci fce’ejii
知らせ 遗 りぬ。 来て 矢 0丨 を （己が） 奪われまいぞ jh c  とて

亦列主為。（113)
L

去了有

i le ju’u!.
i t りね。

〈6> § 1 " (八 6 九 〜 7 八） 帖迭泥只兀舌児字孛勒周你思抽

他毎行 翅 有 的  做着 飛 着

t e d e n - i j i’iir t l i b o lju m sc u
彼等が 翼 もち なりて 飛びて

騰格舌理突舌尾中合舌魯阿速赤速別額台升中豁舌児孛勒周你思抽

天 行 上 呵 您  人 名  海 青  做着 飛

t e n g g e r i-d i ir G aru^asu c i S iib e 'e te i s in g q o r b o lju n isc ii
天 に 上らば， 汝 スべ尤ティ 海靑 たりて 飛びて



界禄； 垆 舌里兀只:if f 舌児巴中f  芦木速阿*里顔丨_勒塔同

不 拿 麽  土 接 鼠  敗着 爪 甲 自 的 行  跪 者

ulii'u bari’fijiyi， tarbaGan bolju qimusu'ar-iyan maltaju
拿えざらましや， タルパガン たりて 爪 も て — 己が 掘りて
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中合札*児途舌児 斡®羅阿速 察里*児 孛勒周 搠 乞 ^ 額 s 里周 〈兀〉禄兀

地 行 入 呵 鉄 鍬 敬着 轚 着 尋 着 不

Gajar-tur oro’asu calir bolju cokiju erijii iim’S
地 に 入らば 锹 たりて 打ち 求め 追 い つ

古 亦 扯 古 赤 ...。（:114)
L______I I

趕上麽 你

giiyicekii ci...... .
かざるゃ 汝 .......。

文 例 1 の 「孛魯勒察兀齋」bolul£a’n谢 は bol-u-l£a-’fl间 と分析され，漢字 

「兀齋」によって-’ が表記されている。文例 5 の 「阿ト荅兀澤」abda’QM 
で は 「兀澤」が -’Q3每を表わしている。

文例 2,3の「兀 年 米 〔石〕格兀澤j ，「亦列兀澤」においても「兀澤」が見え， 

これは女性母音語幹なので iine(n)mi§ig§’fiiei, ile’f i j e iと転写される。文例 

4 の 「客額克迭兀者」 ke’ggde’S〗g の 「兀者」は 「兀齋， 兀澤」の文字面での 

変種である。 文例 6 の 「把舌里兀只宜」bari’Q jiy iの 「兀只宜」 も同種の変種 

と見られる。

この語尾は《第三者が，あ る 行 為 •動 作 を “行なわなければよいが…; 行な 

わないように” との話し手の懸念， 心配》を表わし， 丁度， 文 語 の -GSrai2, 
ハルハ方言などの-aapaft4 の逆の意味を示す。

文 例 1 の minu tula aqa de’fi-diir may’Gqalin bolul£a’Q}ai はベルグテ 

ィ が “私のために兄弟仲違いしないように” と の 表 現 で - の 好 例 で あ る 。 

文 例 2 の haran ba iine(n)mi§igg’fi〗e i も “普通の人々が本当と思わなければ 

いいのですが’’というイュヶチヱレンの妻の懸念がよく表わされている。

文 例 3 の §irgii’etti namayi alaju ile’fijg iも “シルダエトゥが私を殺して 

しまうといけないから’’という話しの強い懸念を表わしている。
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文 例 4 の uiyidangca ke’ggde’fl】g “あきっぽいと言われないよ立^,日本 

語の文語的表現を使えば， この場合は《ゆめ〜まいぞ》 ということになろう。 

文例 5 の qor-iySn abda’Qjai “矢筒を取られよいように，取られまいぞ”の

颂 i も， この語尾の意味がしっかり表われている。

文例 6 の iilU’fi bari’U jiy iは否定疑問の意を表わす iilii’S が bari’a liy iに 

前■されていて，なかなか直訳困難であるが，teden-i か ら bari’Q〗i y i までの 

文 意 は 《彼等が翼もち飛び天空に上らば，汝スべェテイ海青たりて飛び促えざ 

となり，懸命形の打消しに反語の疑問が附加された形と読めるであろ

5〇

上記の - caraj2， -aapafi4 が秘史蒙古語には未だ一例も見られないのに，そ 

の反対の意味内容を示す-坷aj2 の方がこの様に使用されているのに筆者は興 

味を感じる。 -csaraj2 が何時頃から文献の世界に現われ始めるかも調べる必要 

のある問題である。

最後に， この語尾の意義素をC話し手以外の第三者がある動作を行なわいよ 

うにとの話し手の懸念.疑念.心配》を表示すると措定しておく。

(i) -d

この語尾-d に最初に注目したのはC.A. Ko m h氏であり， 彼はこの語尾 

を indicativformと認め，Poppe氏もこれに従ってい罢 。筆者もかってはこれ 

を indicativeformと認めたが，現在では， むしろ， 《断定法》 とでも呼ぶベ 

き意味を表わす語尾と考える。以下に用例と共に述べる。

〈1> § 2 1 (— 13— 〜 13七） 雪你©不®里

夜 毎

sonid bxiri
夜 ごとに

超 堅 失 $剌 古 温

明 黄 人

ceugen sira kii’iin
沔 黄 の 人

房的 天 窓  門額 的 明 衷  入 着  肚皮 我的 摩着

ger-iin eruge dot〇Ga-yin g e g e f er oroju ke*eli minu bilijii
ゲル 〇 天窓 戸 上 の あ き 間 の  明るみもて 人り， 腹 を — わが 5 すりて，
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f 格 ] ^亦 訥

明 他的

gegeyen mu
光 — その

客 額 里 突 児 米 訥 升 格 古 不 列 謂

肚 皮 裏  我的 透 有来

ke^li-dur minu sin ggek u  Dxile'e.
腹 に — わが しみ透る なりき。

中合(舌> 魯舌今納舌闌

出 時  日

Garurun naran
出ずるに， 日

撒 舌 剌 因 苧 里 耶 珥 失 舌 剌 那 孩 篾 圖 拭 察 班 勒 札 埽 中 合 児 中 气 爸 列 气

月 的  透人裏 黄 狗 般  爬 治  出 有来 造次

sa ra -v in  kiliyer sira noqai metii sicabaljaju  Garqu deleme
月 の  境 〇頃， 黄色き 犬 のごと 這い 出ずる なりき， みだりに

也勤 鳴 詁 列 ®塔 挑 兀 別 児 兀 <+》合 阿 速 忝 迭 克 亦 訥 騰 吉 ® 里 因 可兀 (©>L I j_______I 1_______ | )_________ I I--- 1 I— I 1-------- 1 I-----1
如何 説 您  為耶殺 省 呵  明 白 他 的  天 的 子

yekin ugiiled ta. teu'Uber uq^asu  temdeg inu tenggen-yin  k& M
如 何 に 言 う ぞ 汝 等 。 そをもて 省みれば 示 す と こ ろ — その 天 の  子

備 由 者 中 合 舌 剌 帖 舌 里 兀 禿

有也游 m  城 _
biiyii-je. qara teri^utu

なる ぞ。 黑き 頭もてる

や•温 途 児 中 合 泥 勒 中 罕 也 -
人 行 比 竹 如何

ku^n-tiir qanilGan yekin
人 に なぞらえ 如何に

鳴話列揚塔

説 您

ugiilea ta.
言うぞ 汝等。

中合木中渾中合® 孛 魯 阿 速 中 合 (舌5剌 除 思 田 迭 兀 中 合 慑 者

普的 帝王 做 呵  下 民  那衷 省

qamUG-un qad bolu’asu qaracus tende uqad~je
普 ぎ 王 達  たらば 平民達は そこに 省み覚るなり

客額罷。（115)

説了

ke’gbe.
と云いぬ。

<2> §64 (— 4 4六 〜 4 4十 ） 巴

俺

ba
われ等

翁 吉 ぎ 刺 ® 亦 児 堅 額 児 帖

百姓 在前

Unggiraa irgen erte
ウンギラ族 人衆 昔の

兀 都 を 列 址 者 額 因

0 子 外规 的

udiir-ece je* e-yin
日より 娘 の

只 孫 斡 乞 訥 汪 格 田 兀 魯 思 兀 禄 帖 篾 徹 ®
顔色 女的 顏色有的毎 囯 不  争

jisun okin-u onggeten, ulus iilii temeced,
容色， 乙 女 の  顔色もてり， 人々 肀 わざるなり，

中 合 察 巧 で 豁 阿 斡 乞 的 中 合 罕 孛 魯 黒 撒 納 塔 ! ^ 中 合 撒 黒 帖 児 堅 圖 児

腮 美 女子行 皇帝 做 了 您的 大 車  裏

qacar G〇’a okid-i qanan boluGsan-a tan-u  qasaG tergen-tiir
類  美 わ し き 乙 女 等 を  汗 たりし（もの） に * -汝等の  高き 車 に
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1 兀納温勒周i
教 坐 着

unu,u(n)lju
の せ ，

中合舌剌不兀舌束丨|

黒 駝 駝

qara bu’iira
黒 き 雄 辞 蛇 を

可勒格周中合塔舌剌温勒周斡慑 拙中合屯 I------ 1 I--------------1 |___ | ]___ |
駕 着  點 _  着 去着 娘子

kolgeju qataraJ u (n) 1 ju odcu qatun
つけ 馳 ら せ  行きて 右の

位 裏

sa'urin-tur
座 に

中 含 禿 撒 兀 魯 模 宁

一箇 教坐有来 俺

qamtu sa’Qiumu ba,
ともに 即かしむ 我等,

兀 魯 思 亦 児 ^

国 百姓

ulus lrgen
民人， 人衆は

兀 禄 ，篾徹傷（11の

不 争

ulu temeced.
争はざるなり。

〈3> §153 (五 17五 〜 17七 ） 成吉思中合罕札撒黒鳴詁列勒都舌論

v 太祖 皇帝 軍法 共 説

Cinggis qahan jasac ugiileldiirun
チンギス 可汗 軍規を 申しあわせて言う

歹 亦 孫 古 兀 荅 $ 魯阿速

敵 人 _  勝 了 呵

daiyisun ku*u daru’asu
“敵 人を 下すも

斡 勒 札 突 を 児 不 擺 亦 $ 荅舌侖巴舌剌阿速

財 行 沐 立 咱  勝 了 呵

olja-dur bu baiyiya damn bara'asu
戦利品 に 立ちどまるまじ， 下し 終らば

帖を列斡勒札

那 財

tere olja
その 戦利品

必 荅 訥 埃 備 者

咱 毎 的  有 也 者

bidan-u^ai biii-je,
我 等 の も の  るなぞ，

キ忽必牙勒都揚者 必荅

共分 也者 咱

qubiyaldud-je Dida,
分けあうものぞ 我等，

P 闊$ 児古兀揑

被敵人行

n6k6r kii’iin- e
敵 人 にて

亦出阿 *荅阿速土舌魯訥多ト禿魯黒宇 1f 合札舌児都®里顔,I . 」 |_______| |_________ I I---------------- 1
趕 退  呵 始初的 衝 的 地面衷自的行

i£u，Seda’ asu tiiriin-u dobtuluosan cajar-dur-iyan
退かさるれば も と の  襲琨せる 地 に — 己が

額客額$魯〈也〉

翻 身  咱

eke’eruye,
もどらん，

土 $ 魯訥

始初的

tiiriin-u
もと の

多ト禿勒中罕突舌児額薛額客額舌魯克先古兀泥抹可舌里兀魯〈也〉

衝 的  時裹

dobtulGan-dur
鼷擊(地） に

不曽 翻身 的 人行

ese eke’erugsen ku’un-i
も ど ら ざ る  人 を

斬 了 名 • 咱

mokori'uluye
斬らしめん”

客 延 札 撒黒剌勒都罷『 （117) 
I_ I I----------- f
麽道 共 整 治  了

keyen jasaGlalduba.
とて 軍規を定め合いぬ。



110元朝秘史蒙古語文法講義

〈4> §176 (六 19八 〜 20三 ） 中合助中合-

河 名  的

Qalqa-yin
“ハ ル ハ 河 の

捕魚舌児納浯舌児途

海子名 海子 行

Biiyiir naTir-tur
ブ ュ ル  湖 に

中^中& 

注 的

Cldququ
注ぐ

忽札兀f 剌

根 源 行

huja^ r-a
河口 に

帖舌児格(克)

人 名

Tergeg
テルゲク

〈額〉篾勒田翁吉舌剌®  備客拜I I------1
人 名  等 棟 有麽道

Emel-ten Unggirad biii keyen
ェメル 等の ウンギラド族 あり” と

篾迭周 主*児址迭宜
|----- I I
知 着  人 名  行

medejii Jurcede(i)-yi
知りて デ *ル チ *デ イ を し て

兀魯兀的牙ぎ児亦列罷為L_____ ________1 1----- 1
(種名） 領着 教去了

Uru^d-iyar llebe.
ゥ ル ウ ド 族 も て  遣りぬ。

亦列ぎ侖翁吉ぎ刺®

去 時  種

ileriin Unggirad
遣わす “ウンギラド

亦$ 児 - 額 * 児 帖

百 姓  在 前

irgen erte
人衆 「¥ の

兀 都 舌 列 撤 者 因 尸 > 速 額 ® 児

日 子 行  外甥的 容貌依着

udur-ece je-yin Jisu^r
日 ょり 娘 の  容色もて，

斡 乞 訥 汪 格 額

女 的  顔 色 依 着

okin-ii ongge-er
乙 女 の  顔色 もてj

客額速 ^1勒薛 ®者

説咱  投 降 也 者

ke'esu elsed*je
と云わば， 和解するなり，

木》 不®)中合亦ぞ客額速

他毎 反 他的 説 呵

mud buloa inu Ke’Ssii
彼等 「反逆— 彼等の」 と云わば

中 合 後 中 忽 勒 都 慑 者  

厮 殺  也者

qadquldud-je
合戦するなり

必荅

咱毎

bida
我等”

客 額 周 亦 列 額 速

説 着  去 了

ke*eju ile’esii
とて 遗 らば

主舌額址歹突舌児額勒先斡#羅主為。（118)

人 名  投降 人 了

Jurcedei-diir elsen oroju’ui.
チ.立ルチ*デイに  降り 入りたり。

〈5> §195 (七 3 3八 〜 3 4四) 帖 迭 朶 # 児 邊 那 * 孩 思

那的毎 四個 狗毎

tede dorben noqais
彼等 四匹の 犬ども

失S列門

生網

siremun
生鉄の

- 来壇 石 兀 @ 中豁失兀壇

額顱有的 鑿 子  觜 有 的

manglaitan, si^ ci qosi^tan,
額をもち， のみの 嘴をもち，

石不格 客 列 -

錐 子  舌 有 的

sibiige keleten，

雄の 舌をもち，

帖木(舌〉児斡舌列巧

級 心 有 的

temiir oreten,
鉄の 心をもち，
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P 勒都米納阿¥  $ 兀迭舌f
祭刀 敗 鞭 有 的  K

iildii mina'atan, §i’fideri
剣 〇 鞭をもち， 霣 を

亦桎周

喫 着

idejli
くらいて，

克 兀 訥 周 迓 歩 ® 帖 迭

風 騎 着  行毎 那的毎

kei unuju yabud tede,

風にのりて， 行 く な る ぞ 彼 等

^ 都中$  ^  ^  ^  s 〈座 で 魯 勒 扯 古 兀 都 舌 」児

厮殺 的 日 人 的 肉 喫毎 那的毎 相 到 的  日

alalduqui uaur haran-u miqa ided tede, kuruiceku udur
殺し合う 日には 人 肉を くらうなるぞ彼等， 到り合う 日には

古兀訥米+ 合 $ 揑速列揭 帖迭 斤只邊 木勒禿勒迭周額朶額額薛兀1___  1 1  I I  1
人 的  肉 敗行粮 那的每 鉄索自的行 被脱着 如今 不曽麽

kii'iin-li miqa kiinesiiled tede, ginji-ben miiltiildeju ed6 ’S ese’3

人 肉を 食するぞ 彼等， 鎖 を （己が） とかれて 今や *あらずや

不黒撒周阿黒撒揚 

拘束若 有的毎

buGsaju aGsad
怒りたけたる者

巴 牙 思 拙 帖 因 失 列 篾 勒 氆 阿 亦 賽 帖 迭 客 額 主 為 。（119)
喜欲着 那般 垂 涎 #  来 也 那 的 毎  説 了

bayascu teyin silemeljen ayisai tede ke'ejii'fli.
喜びて かく 涎をたらし 来れる* 彼等” と云いたり。

< 6 > § 1 8 9  (七  9  九 ‘〜 1 0  ニ) 田迭 可克薛兀撒(卜)舌 剌 黑 ロ;1 話列主兀

那裹 人 名 説 了 有

tende Kogse,u=sabraG ugiilejii'u,

え；：に 3 グセウ•サブラグ
言いたり，

兀窟克$ 中罕古兀訥 帖®里温 豁黑脫 助周 P ト赤舌剌坪

死了的 皇 帝 人 的 頭 他的 您 也 割断 着 将 来

ukugsen qan Ku’un- u teri’un inu ta-ku h〇Gt〇ljU abcirad
“死せる 汗たる 人 の 頭を - 彼の 汝等 きりとりて もち来れるぞ

那 闊 額 帖 塔 古
i------ I I  I

第二次 您 也

n6 k6 !ete ta-kti
次に 汝等

f 木格舌里1

踏み砕くなり，

牙温 勺 乞 # >灰 - キ 合 訥 必 荅 訥

狗 的  咱的

noqan-u bidan-u
犬 〇 ■*-我 等 の

+忽 察 # >灰 禱 温

吠 的 声

qucaqui dau'un
吠ゆる 声

卯危孛勒畢  亦難察必勒格キ罕
I--------- I I

歹 做 了  人 名  皇帝

m au^i bolbi, Inanca-bilge qan
悪しく なれり， イナンチ ヤ . ビ ル ゲ 汗

鳴詁列列額

説 来

ugiilele^ ,

(かつて）言えり，
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®  (120)
婦人 年少 丈 夫 我  老 了 ...... •

eme jala'ui ere bi otolbe......
荽 若く， 夫 な る 我  老いぬ.......•

< 7 > § 1 4 5  (四 4 0 三 〜 4 0 七 ） 札兀舌剌1 1 斡都舌侖 巴 列S侖 巴
1

其間 ぶ 時 /t 来 時 并

ja^ra odurun ba irerun ba
その間 行くに i , 来るに

古温揑 額薛I___ )
兀者克迭罷 騰 格 ® 理 古 亦協額罷 者 塔®剌黑

被人行 不曽 見 了 天 只 護 助 了 酪

ku'un-ne ese ujegaebe, tenggen-ku ihe'ebe-je, taraG
人 》こ 見られざ*)き。 天 ぞ 裏れり， 乳酪を

不ぎ里額禿宜 I___________I
器皿中盒来有的行

biiri'etu-yi
器に人れたるを

阿ト赤舌剌慎, 者 勒 篾 幹 額 孫 亨 兀 孫 額 舌 里 周

将 来 了  只 人名 自 己  只 水 尋着
abcirad mun Jelme o^sun-kii usun enju
もち来りて， その チ*:̂ ルメ 自ら 水を 求め

阿ト赤ぎ剌周塔@剌黒I___________I I------ 1
要 着 酸

abciraju taraG
もち来りて 乳酪を

只兀舌〈刺〉周中合阿納  
1-----------1 I______ I

調 着  皇帝行

jruraju qa’an-a
涯ぜ 可汗 に

兀 兀 勒 （121)

教飲了

u'ulba.
飲ましめぬ。

以上の文例—— 6,7を除く—— に用いられている-d を調べて見ると次の事実 

を知る。 即ち， -d は常に引用動詞《〜と云う》に導かれた文中において用い 

られ， その際， 複数形の主語に呼応して用いられ， 多くの場合， 間 投 詞 「者 

〜je」 と共に用いられるという事である。

この語尾-d をもつ実例は秘史全巻を通じて邡例を求めうるが，その中で， 

文例6,7の3 例の中， 7 の -d は後述するように， この語尾から除外されるの 

で，全24例である。 この24例の総てに，上述 の ニ 項 （ke’g- に導かれる文中， 

及び複数形主語の存在）は適用され， 14例は〜を伴って現われている。

上の事実から，-d は， 専ら口語表現において用いられ， その表わす意義素 

を 《複数の主体，集団が，ある動作を断定的に遂行する》 と措定することが出
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来る。主体の意志が，強く，断定的に行なわれるという点から見て，筆者は，

-d を， “a rare present-future tense form” （[P. H. S. ] p. 39，c) 参照）

とは見ずに ， c o n c lu s iv e (或いは d e c id iv e) f o r m の語尾と呼びたい。

文例を，ニつほど補足して，更に説明を加えよう。

く8> §227 (九 43三 〜 43八 ） 客 失 兀 敦 斡 脫 古 思 阿 中 合 剌 黑 荅 罷

斑毎^  為 長 的 分  為 長  了

kesftid-un otogus aqalaGdaba

客 延 察 评 斡 e 羅 . * 撒 ® 米 訥 客 失 克 帖 泥 納 荅 察 額 耶 兀 該

但  麽道 同等毎  入了的。 我 的  扈衛的毎行  我 行  商量 無

ele Kieyen saca^n  orOGsad minu kesigten.-i nadaca eye iigei

〒 桓 叱 都 慘 (中〉甲 私 撒 (黒） 欵 迭 額 速 納 荅 只 阿 楊 中 渾  _闊舌里兀勒坤

休 怪 责 者 您  法度 動着呵 我行 告 您  分處 斬 的

bii honcidudqun, jasao konde'esu nada jî adqun 1116kori^Ikiin

衿速a  _ 額 珥 必 荅 抹 闊 * 里 兀 魯 你 失 黒 荅 中 渾 約 速 壇 孛 額 速

理有的毎 有 呵  俺 處 斬  也 者  合打的毎 埋有的毎 有 呵

yosutan bô esii bida mokori^lud-je nisiGdaqun yosutan bô esii 

声:ト帖兀 勒 周 你失 ® C122}
教 臥 着  打 也 者

keb te 'u lju  m sid -je

〈9> §278 (芏 4 5八 〜 46三 ） 札 撒 ^欵 帖 額 速 必 荅 納 札 阿 禿 中 孩

法度 勘 呵  咱毎行 吿 者
jasaG  konte^su  bidan-a ja^ tU G ai,

兀窟兀勒迭古約速禿

可教死的 理 有 的

iikii’flldekn yosutu

艺 額 速 必 荅 抹 闊 舌 里 兀 魯 揚 者 ！:薛額克迭古

有 呵 咱 毎  斬 也者 可 惩 戒 的

b6 *esu bida mokori'filud-ie kese^gdekii

約 速 秃 孛 額 速 必 荅 雪 余 摄 者 〇 (123)I________ I I________ I I_ I I___________ I
理有的 有 呵  咱毎 教導也者

yosutu  bo'esu bida soyud-je



ここに追加した文例8,9は法に触れた人々の処置を述べた内容であり，“斬る 

べき者は斬り，打つべき者は打ち，教導すべき者は教導する”という強い意志 

を以てする断行を提示する，この語尾-d を伴なう動詞が用いられている。け 

たし好例と言うべきである。

ここで，最初に例外として残しておいた文例6,7に言及する。

この-d を，起源的にはconverbum modale (様式副動詞）-n の複数形と 

する上述のポッベ説の一資料として文例6 を読むことも可能ではある。文例6 

の内容はナイマ'ノ族の闘将コグセ ウ .サブラグのタ ヤ ン汗に対する諫言を含 

んだ歎息の文章である。 日 く “死せる皇帝人の頭を，汝等*斬りて持ち来り 

(abSirad) , 更には，汝 等 践 み 砕 き （kemkerid)， いかに適うべき”と。こ 

こに見られる二つの-d は上記の如く副動詞-n の機能を示す訳文を施しうる 

か，一方，“死せる皇帝人の頭を，汝等斬りて持ち来れるぞ，更には，汝等 

践み砕けるぞ，いかに適うべき，’のように，今問題にしている-d の意味にと 

っても十分読解可能である。しかし，このいずれを採るべきかとなれば，筆者 

はやはり後者の解を採りたい，前者の-n の複数-d 形と理解するよりも「断 

定決行の-d j と解する方が， より文意に則すると筆者には感じられるからで 

ある。“-d は起源的には-n の複数形”とする強い根拠は現在の処実証されて 

いるとは言えず，この点から見ても，上のポッベ説に，遽には左袒しがたい。

文例7 の阿ト赤舌刺® ab£iradの -d は，筆者の考えでは，-d と認めるべき 

ではなく， 阿ト赤舌刺®を， 阿ト赤舌剌阿® ab6ira，S d の不完全表記か，或いは 

ab£i r a d と読み，いずれにしても，分離副動詞語 尾 -’a d の不完全表記形と認 

むべきものと考える。従って，語尾-d の用例ではなく，-ad2 の用例に加えら
^  (3)

るべきである。

この-d を -5d の不完全表記形と認むべき根拠はは明確である。 のもつ 

特徴たる複数形の主語との共存，間 投 詞 の 不 在 ，更に文脈から見た意味上 

の不適格などから断言できる。
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以上，第一講及び本講において，筆者は，秘史蒙古語に現われる，総ての動 

詞終止形語尾を記述し終った。この他にも，現在.未来の形動尾 - qu2, -qui2, 
-qun2 が，否定文及び疑問文（及び，ごく稀には平敍文）において終止形とし 

て機能する，若干の文例も発見されるが，それら諸例については，該当の形動 

飼の項で言及することにしたい。

第二講の註

( 1 ) N.  N. Poppe, Die Sprache der mongolxschen Quadradschrift und das 
Yiian-ch*ao pi-shi. Asia M ajor, Neue Folge, I Jahrgang 1944,1 Heft.

N. Poppe, The Mongolian Monuments in  ^ p (ags-pa Script, Otto Har- 
rasowitz, Wiesbaden, 1957.

〈2 ) この語「抹闊舌里！:魯(傷)者」は従来，総ての研究者によって，正しく読まれて 

いない。（惕)を補って，mSkSri’filfid-和と読むべきである。なお，筆 者 の 「元朝秘 

史 全 釈 続 玫 （中)」P .299の 註 （12) を参照されたい。

( 3 ) この語「阿ト赤舌剌揚」は従来， 氏を除いて総ての研究者によって 

abciradと読まれているが，上述したところから知られるように，ab2iradと読む 

べきことが知られる。筆者の「元朝秘史全釈（下)_ 1 の仏143を参照されたい。

なお一例を追加する必要がある 。 §248 (：t 6 九）の 「額額舌列® (攻 ) j  e，g r e d も 

「額額舌列額惕」e，gre，纪 の不完全表記と認められ，e，6 re dではなく e，6 rM と転写さ 

れねばならない。 こ の - d は，本 項 の - d ではなく，分離副動詞 - ，g d と認むべき故 

である。筆 者 の 「全 釈 続 玫 （下)」の p.229, L1 の e’Sredも eSrSdと訂正さるべ 

きものである。



1 1 6 元朝秘史蒙古語文法講義

第三講動詞の形動詞形

§ 1 .形動詞形とは形容詞（広く言えば実詞）の職能をもあわせもつ動詞.の 

変化形のことである。日本語の連体形にあたる形と考えてい た だ い て 大 過 卜 

い 。 動詞と実詞の職能を共有するので， その実詞的職能を重視する観点から 

YfijiT h邛 （動名詞) ， uarr Hsp (時間実詞）と呼ぶ学者もい安。筆者は動詞の 

一変化形と見るので，従来の通り，「形動詞形」と呼んで，以下の記述を行う。

形動詞は上述のように，動詞の職能と実詞の職能を共有する形であるから， 

文中においては動詞としても実詞としても機能する。

形動詞形は，動詞語幹に一定の語尾の接尾によって形成される。以下に秘史 

蒙古語に現われる諸語尾を，実例とともに順次記述する。

秘史蒙古語に現われる語尾群は以下の如くである。

I . 現在•未来の形動詞語尾-qu2, - quj2， - qun3

H.  完了の形動詞語尾-csan2, -Gsad2

I .  未完了の形動詞語尾-’a2, -’ai2
F . 愛好性表示形動詞語尾-cSi2, _〇«が

V . 恒常性表示形動詞語尾-daW

§ 2 . 形動飼語尾の中で多用されるのは， （1 ) の -qu2 系語尾と（2 ) の 

-Gsan2 系語尾である。ま ず （1 ) から始めよう。

[ I ]  -qu2, -qui2, - qun2

秘史蒙古語における，-qu2 系語尾の特徴は， その文脈において， 性と数に 

よって区別されて用いられることである 

- qu2 男性単数形 

-qui2 女性単数形；述語形 

- qun2 男性•女性を問わない複数形

秘史蒙古語では，以上の体系が，ほ;^ 確認される が ， 問題は _ qUj2 である。
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N. Poppe 氏は

Form s in -*qui were fem inine by origin, and those in -*qu m as- 
.  '  ( 2 )  

culine. Form s in -*qun were originally plural.

と述べているが， 少 く と も 秘 史 蒙 古 語 に お け る -qm 2 の 用 例 を 見 る か ぎ り ，

f e m in e と の み 認 め る わ け に は 行 か な い 。 これは， 以 下 に 示 す 諸 実 例 を 見 れ ば

自ら明か で あ る 。 そ こ で ，先 ず - quj2 の 実 例 か ら 始 め よ う 。-q u p の用例は 150

余 例 を 数 え る が ，そ の 10例 を 以 下 に 挙 げ る 。

[a] -qui2

<1> §194 (七 27十 〜 28三 ） 忙ヰ豁侖 斡籠勤札木キ合魯阿

達達的 多半 人 名  一同

MongG〇l-un  olungkin jamuqa- lu'a
“モンゴル族 の 大半は チ*ャムカ と共に

額你迭

這裏 咱毎

必丹突を児備
ぎ額蔑弓

失額恢 キ 合 札 舌 剌 額 薛

行 有 重 婦人的 尿 處  地 行 不 曽

ende b idan-dur bill* kundu em e-ym  si'eK ui Gajar-a ese
ここに 我等 に あり， 姙 婦 の  尿する 地 にも

^合を魯黒三古舌児都訥禿ホ忽侖別勒只額勒突舌児額薛古舌魯克先

出 的  車 脚 的  犢 的  喫 草 行 不留 到了的

GaruGsan, kiirdiin-u tUGul-un belii'el-dur ese kurugsen
出セざる， 車輪 の 仔 半 の 魏 にも 到らざる，

額蔑 塔陽 只®魯格 牙荅《侖 額薛兀 m m 兀格思 ，話列周

婦人 人名 心 不能時 不曽 言語毎 説 ；S
eme Tavanff liruge yadarun ese’fi ene iiges uguleju

女(の如き） タヤン, 心 臆するに *(ざりしか） この 言を 言いて

亦(舌 > 列主為。 （124) 
I--------------- 1

来 了有

irejii^ i.
来 ざ り しか*”
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〈2> § 7 1 (ニ 2 七 〜 2 十 ） 巾 ^ 0

那

tere
その

兀格圖$ 斡児伯莎キ合台

言 語 裘  級 人 名 婦 人 名

iige-tur Orbai, Soqatai
n に オ ル バ イ , ソ カ タ イ

只$ 鄰+合宪 揭

m n  娘子毎

jinn qatud
二 人 の 后 達 の

鳴話列舌論兀舌里周:^禄 芦 克 帖恢抹児台赤兀赤ぎ剌阿速

説 喚 着 不  可與的：3!子 有 的 你  遇 若 呵

iigiileriin uriju iilii ogtekiii mortei ci, ucira*asu
日く **招きて 与えられざる iQ埋 あ 9 汝， 遭遇せば

亦 桎 古 約 速 台 赤  
I_________________ I I

喫的 理有的 你

ideku yosutai ci
食する 道理あり 汝,

古舌列周兀谭 幹克帖古抹児台ザ

諺 笤  不 可與的 泣子有的 你

gu reju  iilii o g tek u  m ortei ci,
請いて 与えられざる 道理あり 汝，

古 児 帖 額 速 $ 唼古

若到 呵 喫 的

kiirte’esii idekii
到られなば 食する

約 速 台 赤 俺巴ヰ 孩 *合 罕 泥
|-------- I I  I_ I I
理有的 你 名 皇帝 行

y o su ta i c i AmbaGax qahan-ni
道理あり 汝， アムバガイ 可汗 を

兀 窟 別 兀 赤I___________I I
死 了  _  你

iikiibe’ti ci
死せるぞ 汝，

客 額 周 訶 額 侖 捏

.k n  太 ms名 "

ke'ejii Ho^lun-ne
とて ホエルン に

f 児 帖 列 額 因

到 了  這般

fcurteie ey in
まで かく

客額克迭恢孛勒畢

被 説 的  欲了

ke，egdekuj bolbi
云わるるに なれり”

(察額主 : ^ )。 （125)

( 鮮 了 ）_

(ke'eju'Q)
(と云いぬ）

く3> §112 (三 20六 〜 21ニ ） 別 勒 古 台 -客 余 延 阿 不 s 剌

人 名  母 自 的 行  取

Belgiitei eke-yiiyen abura
ベルグテイ 母 を（己が） とりに

斡摄 抽

去着

odcu
行きて

格$ 児 圖 亦 _

房 裏 他的

ger-tur inu
ゲル に ■•-その

別勒古台把*剌温額閎間別 S 児

人 名  右 門 衷

Belgiitei bara*un e’iiden-ber
ベルグテイは 右の 戸口 より

斡S 羅キ忽魯阿額客

入去 呵

oroqulu’a e t e
人らんとするに 母は

亦 ト 褡 舌 児 中 孩 S 克 経 額 勒 台 沼 温 額 閎 闐 別 *児 中 合 舌 魯 阿 ®

他的 破 衣 羊 皮 衣 有 的  左 門 裏 出 了

inu nabdarqai nekei de'eltei jeu'iin e^den-ber G aru’豆d
— 彼の 破れ古びたる 羊皮の衣をきて 左の 戸 口 よ り  出でて
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，危古g字舌早キ別- fi朵 _  p兀的同

這裏 歹 人  _ 行 配 若 如 今 児 子 毎 自 的 行

ende mau'ui kii^ n-dur tubejii edo^  k6 * Qd- iy§n
ここにて 悪しき 人 に 配され 今 子 達 の （己が)

客額克迭,

被 説 有

ke’egdemu!，

と言わる，

@  & 児 ^  f  S 揚 四 S
面 怎生 見 我 説了 走 着 密林

ni’Gr ker iijekui bi ke^d guiyijii siGui hoi-dur
顔を いかで 見るや 我*1 とて 走りて 密 林 に

石ぎ児ヰ窟主兀。 （126)

鑽 入 了

sirGUju^ .

這りこめり。

〈4> §98 (ニ 4 2六 〜 4 2九） 訶 額 侖 額 客 因 格 児 朶 脫 舌 剌 歌 動勒恢
1________ | |_ | [___________| I 」

婦 人 名

u 名 母 的 家 内 動使的

Ho'elun eke-yin ger dotora kodolkui
••h ノレ i ン &  の ゲル にて 働く

額篾堅 孛思拙鳴詁列舌論 額客 額客 斡帖児 孛思 中合札児

老婦人 V V
i 1 
疾快

1 1
地

emegen boscu iiguleriin eke eke oter bos G a ja r
老姿 起きて 日く “母ょ 母よ とく 起きよ， 地

竽児別魯， 牛不舌里® i p 那思塔；̂扎勒中含失黒壇泰亦赤兀(傷） 阿亦:
*---------------  '------------- • -------------- - I-------- -- I し  一  I

m  勘有 霹 的 声 聴 得 着

ゆれてあり， 蹄の音 間こ:丸あり，

阿+ 忽訥 m m 孛思 芦額畢 ,
莫 不 有 m 疾快 起 説了

aqun-u eke oter bos ke’gbi.
ある や 母 とく 起きよ” と云いぬ。

檯怕了 的 種 名 毎  来

alqamsiGtan Taiyici'ud ayisi
恐るべき タイチウド族 来り 1

中 合 苔 納 不 速 古 温 揑 鳴 詁 列 舌 論 可 兀 慑 米 _  中合楊孛勒主兀
L

外 行

cadana
外にて

別商 人 行

busu kii'tin-ne
他の 人 に

説

ugiileriin
言うに

児 子 毎 我 的

k ^ fld  m inu
“子達 —我が

王子毎 做了

qad bolju*u
王子 となれり

必
丨
我
；
3
我
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く5 > §155 (五 22六 〜 2 2十 ） 也 速 干 中 令 爷 |!島 話 列 舌 ,て台 -

名 娘子 説  皇帝

Yesugen qa^un ugulerun qahan
イニスデン 妃の 日く “可汗

莎余$児キ合阿速

恩 賜 呵

soyurqa’Ssu
おゆるし下されば（申します）

轳 馬 亘 古 兀 揑  孛 多 : ^孛 勒 中 合 -，撒舌剌木

我 行  人 行  物 行  做 着  摄 挙 有

namayi kii，un-e bodo-da bokaju asaramu.

我をば 人 に，大切なものに なして 世話しあり。

納 荅 察 f 格赤 也_ 揑ぎ列台 納 荅 察 迭 額 $列 キ 罕 古 兀 捏 勺乞中灰

比我 姐姐 名 名字有的 比我 商 a 帝 人行 合宜的

nadaca egeci Yesiii neretei nadaca de^ere qan ku'iin-e joqiqui
我より 姉なる イ * スイなる名の者 我より ま し て 汗 な る  人 に 適する

阿 只 埃 者 賽 亦

有 来 也 者  恰饞

a j r a i- je, sayi
ならんぞ さき頃

古S 列 f 古$列 格 連 不 里 吉

女 婿  做女婿 有來

kiiregen kuregelen buligi.
婿 を とりて ありき。

額朶額

如今

ed6 ’€

今は

馬キ合額揑

不知 這

maqa ene
はて この

孛都?^罕突$ 児

乱 雔  衷

bodulGan-dur
乱れ にて

で合阿黒石:P 赫 ， 色額，。_
那 衷

qa’SGSi
いづくへ

去 了

yorcibi
行けるか”

説了

ke'ebi.
と云いぬ。

く6〉 § 2 8 1 (主 5 4十 〜 55五 ） 斡歌歹中合甲鳴話列舌論額赤格余延

名 皇帝 説 父 自的行

Ogodei qahan ugulerun ecige-yuyen
オゴデイ 可汗の 日く “父 の（己が）

也客斡$欒突$児 撒 兀 周

大  位 琪 坐着

yeke oron-dur s^uju
大  位 に  即きて

fL* 忽 敦 亦 $ 児堅突ぎ児

金人的 百姓 行

jaGud-un irgen-aur
デ ，グ ド の  人衆  に

中合罕額赤格0  巾豁亦納委亦列都克先米訥

皇帝 父 的 後 敢了的勾当 我的

qahan ecxge-vin qoyma uiyilediigsen minu
可汗なる 父 の 後に 行いしは — 我が

阿牙剌砰札中忽® す、舌児堅木中忽揚中合罷必

征進着 金人毎 百姓 窮 絶 了  我

ayalaju jaGud lrgen muqudqaba bx,
征旅し デャグドの 人衆を きわめつくせ〇 我，
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那 闊 額 委 亦 列 米 $

第二 勾当 我的

noko^  iiiyile minu
次なる 行 為 は — 我が

額勒臣必荅” 札兀5 ” 斡帖S児連哈兀©中灰

使臣 咱的 路間 快 走 的

elcin bidan-u ja'ura oterlen h^ ulqui,
使 者 が — 我 等 の  道中 すみやかに 触り，

巴撒客舌列デく折>舌列吉气

再 所用 需 自 的 行

basa kereg jereg-iyen
又 必 要 な る 昌 々  を

拙額兀勒古 耶 札 木 ®I_________________ I 1______I
教撤運的行 站毎

j6’0’iilkuj'-e jamud
運ばしむる に 釈程を

塔勒必兀勒罷。（129)

教 放 了

talb i'ulba.
置かしめたり。

〈7> §170 (五 1 五 〜 2 四） 阿®赤歹因阿黑騸思阿都兀剌兀勒孫

人 名 的 縹馬毎 教 放 牧  的

Alcidai-yin aGtas adu’tila’iilsun
アルチダイ 〇 級馬 放 牧 人

赤吉歹 牙的*児 主亦列 主亦列 那1♦■豁安突 阿黒騸昔顔 阿都兀-

人名 一路 — 路 青 草  裹 願馬毎白的行 牧 放

Cigidei, Yadir juyile jiiyile noGo'an-dur aGtas-ivan adu'ulan
デギディ， イャディル ところ どころ 緑草地 にて 期馬 を（己が） 放牧し

迸歩+灰 突 ® 児 豁 亦 那 察 卯 温 都 s侖額不舌里耶舌児忽剌安不舌魯中合思

行的 時 自 後  山 名 的  前 依 着 地  名

yabuqu i-du r qoyina-ca Mau= iindur-un ebiir-iyer Hula'a n ^ u ru q a d
行く 時 後 より マ ウ * ■ ウ ン ド ル の 南面 を フ ヲ ア ン • ヅ ル カ ド

荅阿$鄰 阿亦〈速〉ヰ灰 1__________ |
歹亦訥 騰兀速泥 ：/C者周 歹因 古*児罷

経 過

da’Srin
経て

来 的

ayisuqui
来る

敵 的

daiyin-u
敵 軍 の

塵 土 行

t〇*usun-i
破 塵 を

見着

iijejii
見て

敵

daiyin
“敵人

到来了

kiirbe
到 れ り ”

客額周…

説 着 一 … *

ke’ejd…

と云いて••…

，… 。 （130) 

•
* *0

< 8 > § 1 7 1 (六 9  九〜 1 0 ニ) 阿泥荅®魯周 
1 *

升格$ m m
他毎行 勝着 落 的

ani daruiu singgekiii naran
彼 等 を 制 し て  沈 む  日輪の
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ヰ忽不$ 里 迭 額 を 列 塔 申

低 山  上 伯

qubun de’ere tasin
立の 上に かかり

不恢突舌児 必 荅 訥 埃 額 客 額 *児 抽

有 的 俺 的 翻 着

bukiii-diir bidan-u-'ai eke^rcu
ある 時 我々のものども もどりて，

キ 忽 亦 勒 荅 里 兀 納 黒 三 牙 舌 剌 禿 宜 阿 不 阿 楊  I I___________I [_____________I I-----------1
人 名  行 到了的 淇 有 的 行  将 了

Quyildar-i unaGsan yaratu-yi abu'ad
ク イ ル ダ ル を  落ちたる 傷 つ き た る を  連れ

中合ぎ里周
1_____________|

m ff 
qariju
帰り，

成 吉 思 *合 罕

太祖  皇帝

Cinggis qanan
チ ン ギ ス  可 汗 ，

必 苔 訥 埃  王キ罕， 察

咱 的  人 名 處  厮 殺 了 的  地 處  r m m

bidan-u-'ai Ong qan-naca qadqulduGsan Gajar-aca qaGacaju
我 等 が も の ど も  王 汗 より， 合戦せる 地 より はなれ

中合惕中忽勒都黒三 中合札(s)剌 察 巾 合 中 合 察 や

兀 迭 失 迭 歌 多 勒 周I_____________I I___________I
晩 行  動 B

iidesi-de kodoljii
夕べのうちに 移り動きて

中 合 中 合 潺 （中>豁那罷 | 作。 （131)

分離 宿了

qaGacan qonoba.
はなれ 宿りぬ■>

〈9> §194 (七 2 8六 〜 2 8九 ） 塔 陽中罕 鳴詁列舌論 古 出 禿

人名.な帝 説 気力有的

Tayang qan ugiilerun kiiciitu
タヤン 汗の 日く “カあり

幹抹 古出魯览 古 @魯勒扯恢 阿剌勒都(+)灰 兀 都 ®児 馬ホ合 m s

勇 有 的 人 名 到 的 相 殺  的 B 莫不 這

omoGtu Kucuiiig kuriilceKui aralduqui iidur maGa ene
勇 あ る クチュルグよ 相到り 殺し合う 日に さて こ〇

斡 抹 吉 $ ⑭ 必 充 ， 芦舌魯， T含， 巴 $ 剌阿速  t_______________ 1

勇 自 的 行 休 放了者 相 到 相 合 了 了 呵

om〇G-iyan bii talbituGai kiiriilcen qamtudun bara^su
勇 を （己が） 放たぎるべし， 相到り 合戦となり おわらば

中合中合察(中 )灰 馬 中 合 別 舌 児 客 備 者 ^ :額 罷 。 （132)

相 離  莫 不 難  有也者 説了

qaGacaqui maGa berke buj-je ke'ebe.
はなるるは さて 雄く あ る ぞ " と 云 い ぬ 。
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〈10> §149 (五 7 — 〜 7 五 ） 失舌児古額宪 成吉思中合罕納

v 人 名  太祖 皇帝行

Sirgu'etii Cinggis qahan-a

鳴 詁 列 *論 塔 $児キ忽台乞*鄰勒禿吉

説 人 名  行

ugiileriin TarGUtai=qiri (n)ltUG-i
言う “タルグダイ•キリルトゥグ を

中合你顔兀者額 惕客舌児 兀 窟 兀 勒 恢

皇帝自的行 着着 怨生 教 死

qan-iyan uje'ed ker iikii'ulkui
汗 を （己が） 見て いかに 死なすべき」

グュトゥの チンギス 可汗 に

把 f 里局 f 亦速€侖 R 池 圖 思

拿 着 来 着 却 正主

banju ayisurun jici tus
とらえ 来るに 「なお 己が

« 帖』 »  M
説若 捨 不饴 苕 放 着

ke^eju tebcm yadaju talbiju
とて 棄つる 能わず 放ち

亦 列 周 成 吉 思 中 合 罕 納 亨 出 斡 克 速 客 延 ^ F舌列罷f 作 客 額 -篇 作 。 （133)

教 去 着 v 太祖  皇帝行 気力 与 e 道 来 了  説 了

xleju Cinggis qahan-na kficu ogsii keyen irebe ke'ebe.

や り て 「チンギス 可汗 に 力を 与えん」 とて 来!)ぬ” と云いぬ。

まず，文例1〜5を読んで見よう，〈1> は，ナイマン族の勇将コグセダ（コ グ  

セウ）.サブラグが儒弱なタヤン汗を‘‘女のタヤン，，と云ってなじった文の— 節 

である 。 k iin d tt e m e -y in  s i’ g k iij c a ja r の §i’gkiij[ の主体は k iin d ii em e  

C姙娠せる女》であるから， -k i U は女性形と認めるにやぶさかではない。 <2> 

はオルバイ， ソカタイ二人の后の言葉であり，その文中に女性形が現われるで 

あろうことは容易に想像されるが，現に， この文中には6g te k iii, k S ’ g g d e k iii  

の - k i i i の他にも，第一講で詳述した-b a2 の女性形-b i が見られ，更に後述 

する実詞形成接辞-t u 2 の女性形-t a i2 も用いられていて，一k m が用いられて 

然るべき環境の文である。 しかし ， id e k iii y o s u ta i, 6g te k iii m 6r t e i とある 

べき処に i d e M y o s u t a L  とも見えて，女性形としての—q u p の行 使

が秘史の言語においても，すでに弱まり始められつ\あることを示すかの如く 

である。 （もっとも， こ、では，最 初 に 如 t e k m m S r t e iと明白な女性形表示 

が為 さ れ て いるので，後 続 の ide主^ y o su ta L egtekii m 6r t e j においては， 

idekiii, S g te k i i iを避けたとも見られるが)。
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〈3>の文中に見られる f l j e k f i iはベルグテイの母の発した言中に現われてい 

る形であり， これ又，女性形の -k f i i と認める条件をもっている。 こ の - k i i i  

は終 ifc形として機能していることが注目される。

く4> の e fce -y in g e r d o to ra kd d d lk ii! Q o，aG5 in e m e g e n 《ホエル

ン母の家中で働くコアクチン老婆》の k5d61kii| の - k i i i も e m e g e n にか、 

る形動詞形であり，女性形と見られる好例と云えよう。 この文の末尾には - b i  

女性形も見えている。

〈5>はチンギス可汗の后の一人イエスゲンがチンギス可汗に奏した言葉の一 

節である。ここに見られる n ad a5a e g e5i Y e s iij n e re te j n ad a2a d e ’gre qan  

k i i’f in -e joqiquj a ji’a H e 《私より姉の（「年上の j の意） イエスイという名 

の （もの）は私 よ り まして，汗 た る人に適しているでしょう》における joqiquj 

の - q u i は，前 出 の n e r e t e iの - t e i 女性形，直 後 の a〗i’ a H e の - ji ’ a〖女性 

形との関連において，女性形の ~qu| として用いられていると認められる。 こ 

の文は， 更 に b i i l ig iの - 1 1社 y o K ib iの - bi， k e’g b i の - b i など秘 史蒙古  

語における女性形諸語尾が豊富に発見される一文である。

以上， 〈1>〜〈5>にあげた諸例は， その使用されている環境から判断して， 

女性形と見做しうる実例であり， こ の 限 り に お い て は ,を - qU 2 の女件 

形と認めるよい根拠となりうる用例と思える。

しかし，〈6>以下の用例を見ると，単純にこの-q u j2 を女性形と断じ得ない 

との結論に達する。

く6> の n8k6’§ iiiyile m inu el£in 】a ’a ra  6 te rlen  ha，m au i, basa kere«" 

每reg - iygn 56’g’iilkiii~e jamQd talb i’Qlba C次 な る ，わが _寨は，我等が使

臣，道中速かに赴むくべく，また必要なる物々を運ばすべく，駅站を置かしめ 

ぬ》の ha’O lq iaは後出の i6’g，3 lfciU -eと対比して h a’Q l q u k と読むべきも 

ので， こ の -a を省略して，j5’g’iilk iU-e の _e で h a，t i l q u iと と  

の両方を受けた文である。即ち n6k6，Siiiyilem in u《私の次なる仕事は》，e旧 n  

ja’Gra 6terlen h a ’ m tlu i (_a)， 《使者が道中， 速かに馳けるように》， 以的



k e r e g 5e r e g -iy g n  〗5’g’3 lk tii-e 《また必要な物々を運ばせるように 》 ， ja m ild

ta lb i’W b a 《駅 站 を 置 か せ た （ことである）》 と読むべき文章で， こ；̂での 

h a’lilq u i， jS’S’f i l k t t iの - q u i と - k i i i は曲用語尾-a2 を伴って， 従属節の 

述語動詞として用いられ，その主体は el5i n であり，女性形と認めることは出 

来ない。

<7 >の y a b u q u jも-d u r を伴った従属節の述語動詞で，その主体はC ig id e i

Y a d i r という二人の馬飼いであって，-q u i を女性形とは認められない。 その

次に見える a y is q u i d a y i n 《せまり来る敵ども》の - q r n は d a y i n を修飾す

る形動詞本来の機能を示す-q u i であるが， これも通常，女性形と認められま 
(3)
い。

< 8 > の § in g g e k fii n a ra n C沈む大陽》 の - k i i j は n a r a n を修飾し， ta§ in  

b iik iU -d i i r の - k i i i は， 曲用語尾-d i i r に伴なわれて述語動詞を形成する。 

共に女性形と見ることは出来まい。

〈9> の k U riil£ e k fli a r a ld u q u j の - M L  - q u i も iid iir を修飾し，女性形 

とは認め難い（これには別の見解もありうるが， ここでは記さない)。

<1〇 >の iik ti’f i l k i i iの - k i i i は疑問文における終！h 形の機能を果した - k iii  

で，勿論女性形の-k t i i と認めることは出来ない。

以上の如く，-q u i2 には女性形と目される用法と然らざる用法の二種類の存 

在が知られる。

従って問題になるのは女性形ならざる-qrn2が，どの様な場合に用いられる 

のか， より具体的には， 例えば上の<6>〜〈1〇>における-q u i2 などは他の 

-q u 2, -q u n 2 と比して，如何なる文脈的特徴の下に用いられるが問われること 

になる。

そこで，ひとまず -q u 2 と - q u n2 に つ い て 言及すべき時点に立到った。

第 一 部 動 詞 論 125
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[b]  - qu2

〈1> §78 (ニ 11ニ〜 12三) 色児圖$ 产 苦列周

家 裏  来 着

ger-tiir irejii
ゲ ル に  （帰り）来り

斡ぎ羅沖〕灰魯阿

入 去  呵

oroqui-lu^
人る や

兀真額客

名 母 两 箇  児子毎 行 容顔 雀 着  説

iijin eke qoyar ko^uked-uyen cirai uqaju ugiileriin
夫人なる母は 二人の 子達 の（己が） 顔つきを見て党り 言うに

(中5豁牙児可兀客都延赤舌来兀中合周鳴詁列舌論1______I I________ I I___I I _ J I_____ I

八舌剌黑撒® |合剌兀納察米訥キ合剌 p

廃尽了的 自熱処 我的 猛然

baraGsad qalaJ un-aca minu qalad
“無法もの達， 火戸 よ り — 我が 激しく

中合ん魯巧侖

出 時

Garurun
出ずるに

ホ合児都$里顔

乎 自的袈

G ar-dur-iyan
手 に < - 己が

キ 合 を 剌那敦キ渾脘 $列里吉

!1\ 血塊 握 衮  生 了 来

qara nodun hadqun toreligi
黒 き 血 こ ご り を  つかみて 生れたり

額捏+合児必速班

言
ene.

こは。

胞衣 自的行

qarbisu-ban
胞 衣 を （己が）

*合札ホ忽

咬 的

qajaqu
咬む

キ合撒児

狗 名

Qasar
カ サ ル

那屮孩篾圆 キ合荅途児

狗 般  崖子 行

noqai metu, qada-dur
犬の 如く， 巌 に

多ト禿勒中忽中合ト闌篾圖

两 的  歃 名 般

dobtulqu Qablan metii,
興う 大虎 の如く，

阿兀ぎ里顔

気 自 的 行

a'ur-iyan
怒 り を ( 己 が ）

◎

aarun
おさえ

牙荅中忽 阿児思闌 篾圖 客古

不 fひ 獅 子 般 活 的 呑 説的

yadaqu arslan metii, amidu jaldsu kekii
得ざる 獅子の 如く， 生けるを 呑まん とする

蟒沖〕古 思 篾 圖

莽 蛇  般

mangcus metu,
大蛇の 如く，

薛兀迭児禿#里顔多ト禿勒キ忽

影 自的行 衝 的

se ' uder- tiir-iyen  dobtulqu
影 に — 己が 突き進む

升キ豁児篾圖

海青 般

singqor metu,

海青の 如 ぐ

薛米耶児札勒吉*忽

噤声的 呑 的

semiyer jalGiqu
声をのみて 呑みこむ

出胃剌ヰ合篾圖孛脫 キ合你顔_ 児必巾合札+忽

魚 名  般 蛇 盖 児 自 的 行  後跟 咬 的

Curaqa metii, bot〇Gan-iyan borbi qajaqu
狗魚の 如く， 仔 路 駝 の （己が）後路を 咬む

不兀ぎ剌

風雄蛇

bu*ura
雄駱駝の

篾圖

metii,
如く，



¥ 可 扯 - f 温 土 辱  f 勒中解

作伴着 有甚 濟 做的

nokocejii ya*un tusa bolqu
友たりて 如 何 な る 功 助  たるべき

安 荅 a 中 合 舌 剌 雪 你 訥

却 契合的 黒

munda anda-yin qara
むしろ 盟友 の 暗き

夜的

sonm-li
夜 の

沼兀敦突#児 赤訥斡舌羅中忽 必 格 格 延 兀 都ぎ侖薛榻乞勒赤訥I_  J |______| I_ | I I I し 」  I___________I I________ I ! _ I
夢 裏 你的 入

jeft’iiaun-dur cinu oroqu
夢 に — 汝の 入るべし

我 明 白  日 棗  心 你的

bi, gegeven udiir-iin sedkil cinu
我， 明るき □ の 心を _ 汝の

p 巴阿ヰ$ 必 札 キ 合 因 赤 訥 孛 額 辦 札 興 温 赤 ^ 斡を魯格孫

教生受 我 領 的 你 的  曳子 底襟的 你的 刺

Joba^qu bi, jaqa-y in cinu b6 *esiin jah ing -un  cinu oriigesiin
苦しますべし 我， 襟 の — 汝の しらみ 戸把 の — 汝〇 練

第 一 部 動 詞 論 1 2 7

艺 S羅 罕 圖 児 失 ヰ 合 气 忽 赤 那 篾 圖  可兀的顔格鄰牙荅周  可兀的顔

技雪 裏 靠 着 狼 般

boronan-tur siqaqu cino metii,
風 © に 迫り来る 狼の 如く，

亦 ® 古 昂 吉 児 蔑 , 客ト迭石g
喫的 m m  般 窩 巣 自 的 顔

児 子 毎 自 的 行 e  不得容

ko ud-iyen  gelin yada
子 達 を ( 己 が ）追いやり得ず，

子毎自的行

子 達 を （己が)

動若呵 党 護  豺 狼  般

idekii anggir metii, kebdes-iyen konde'esii omerkii co'ebori metii,
喫う 黄梅の 如く， ね ぐ ら を （己が） ふれなば 詳がり襲う 豺狼の 如く，

把 を 里 周 冗 禄 撒 阿 舌 剌 中 忽 巴 児 思 篾 圖 巴 剌 木 像 多 ト 禿 勒 中 忽 巴 舌 魯 〈黒〉

拿 着  不 不 疑 式  的 虎 般  妄 衝 的  獣 名

bariju iixu sa’Sraqu bars metii, balamud dobtulqu baruG
とらえて ためらわざる 虎の 如く， みだりに 突きつむ 猛犬の

篾 圖 把 舌 剌 罷 。 （13句
I_ ] I___________I
般 廃尽了

metu, baraba.

如く 害せり。

く2> § 2 0 1 (八 1 8五 〜 1 8九 ） 迭 列 該 額 朶 額 別 連 孛 魯 黒 三 突 舌 ! ^

天下 如今 見成 敗 了  時

delegei edo'e belen boluGsan-dur
天下の 今や ととのい なれる 時に

必

丨

我151
®-
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孛 勒 ヰ 忽 必 。 （135)
I________ I I

敢 我

bolqu bi.
たるべし 我％

〈3> §82 (ニ 18八〜 19ニ） 速助都孫鎮児中罕失舌剌拙(ト)

種 名  人 名  正

Suldus-un Sorqan=sira job
Xル ド ウ ス 族の ソルカン•シヲ 右脚を

荅 阿 #里 周 兀者周

経 過 見 着

da’ariju ujeju
通りて 見て

鳴 詁 列 S論 拙(ト）額列 額亦木 阿児キ合禿因 禿剌
1_________ 1

説

1____1 1_ _ 1
正 但

1 1 

道校

|------------ 1
才 有的

1__1 

上頭

iigiilerun 36b 〜ele eyirnu arGatu-yin tula
言う ■•まさに かくの如き 才もつ 故に》

你敦都舌里顔 中合勒禿

眼 自的行 火有的

nidun-diir-iyen Galtu
「目 に ― 己 が  火あり

你 兀 児 禿 $ 里顔

面 自的行

m u r- tu r-iy an
顔 に — 己が

格 $ 列 禿 客 $ 泰 亦 赤 兀 ®

光 有 的 麽 道  種 名

geretu keyen Taiyici* ud
光あり とて タイチウド族の

阿キ合迭兀迭延

弟 自 的 行

帖因額列I_ I I_ I 
那 般 但

aqa de û-deyen teyin-ele
兄 弟 に （巴が） かように

乃塔黒丹

嫉 妒

naitaGdan
ねたまれて

阿 主 兀 赤 帖 因 古 客 (ト )帖 兀 禄
|-------- I I  I_ I I I_________ I I_ I

有 你 那 般 只 _ 臥着 不

a ju 'u, ci teyin-kfl kebte, iilu
あり， 汝 か よ う  に 臥せ， 告げ

札 阿 中 今 平 客 額 ® 那 克 赤 罷 。 （I36)
告 我 説了 過去了

ja 'aqu  bi ke*ed nogcibe.
ず 我 ” とて 過ぎぬ。

〈4> §145 (四41八〜42— ） 成吉思中合罕
I_ _ I

しm ggis qahSn
チンギス 可汗

巴撒

V
basa
また

鳴 話 列 s 論

説

uguieriin
日く

納 馬 宜 額 亦 木I________ I !________ I
我行 這般

nam ayi eyim u
“我が かように

孛 勒 周 格 ト 田  I______I I------1
敢着 臥

bolju gebten
なり 臥し

孛 額 帖 列 你 出 - 也 勤 癸 ® ,

有間 赤裸 為甚 走着

bo^te le niciigiin yekin giiiyijii
あるうちに はだがにて 如何ぞ 走り



f 舌羅- f 得舌里黒荅阿字f内馬^: fS亦 木 旱 ；I禄^;

入 了  你 被拿了了呵 我 行  這般行 不

oroba £ i， bariGda’asu namayi eyim u-yi Ulii-u
入れる 汝， とらえられなぱ 我が か く あ る を  告 げ

第一部

只 阿 中 忽 不 列 I f
I-----------1 1-------- 1

吿 麽 有来

jia q u  bule*e
ざるべき ぞ

動 詞 論 1 2 9

赤 客 額 罷 f ff。 （137) 
I I________ I

你 説了

ci ke’Sbe.
汝” と云えり。

<5> §177 (六 21三 〜 21六 ) + 罕 額 赤 格 迭 米 訥

皇帝 父 行 我的

qan ecige-de m inu
“汗なる父 に - 我 が

鳴詁列客延

説  麽 道

iigule keyen
言え” と

鳴 詁 列 胃 論 ホ 罕 額 赤 格 米 訥 牙 温

説 皇帝 父 我的 甚麽

iigiileriin qan ecige m m u ya*un
言うに “汗 な る 父 よ — 我が 如何なる

吃 馬 *児 圖 ぎ 児 納 馬 阿 余 兀 勒 罷

嗔 怪 裏  我行 教 怕 了

c im ar-tu r nam a ayu’fllba
咎 にて 我を 諭せるや

赤 阿余兀勒キ忽 孛額速 卯 温 可 兀 的 顔 卯温別を里揑的顔

ふ 教 怕 的 有呵 歹 児 自 的 歹 媳 婦 自 的

ci, ayuJ ulqu b^esii m au 'un ko ud-iyen  m au 'u n  beri-ned-iven
汝， 諭すこと あらば 想しき 子 违 を ( 己 が ） 恧しき 嫁 ど も を ( 己 か ）

訥亦ぎ児キ康*罕

睡教足了

nuy ir qangGan
惰 眠せしめ

也 勤 兀 禄 阿 余 兀 魯 赤 ……。 （138)
I_ I I_ I I____________I I
如何 不  教怕 你

yekm  ulu ayu*uiu ci
なんぞ 諭 さ ざ る や  汝”...... 。

上 記 〈1> に 見 え る qaiaqu C咬 む 》， d o b tu lq u 《襲う》， y a d a q u 《〜し得な  

い》， k6k t i 《〜 と 云 う 》， d o b tu lq u 《襲う 》， }alG iqu《吞 む 》， q a ja q u 《咬む 》， 

siqaqu C近 ず く 》 ， idekli C食 ら う 》， '群 が り 守 る 》， sa’Sraciu ((疑 

う》 ， dobtulqu C襲 う 》 の 諸 語 の -QU2 は 総 て 後 続 す る 実 詞 を 修 飾 す る ， 形動  

詞 本 来 の 機 能 を 果 し ，被 修 語 た る 後 続 の 実 詞 は 総 て 獰 猛 な 動 物 で あ り ， 文法的  

に は 男 性 語 扱 い 出 来 る 諸 語 と 見 ら れ よ う 。

< 2 > の b o lq u は ya’Un tu sa  bolqu b i 《い か な る 益 助 た れ る や 我 》 に お ，丄 る
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述語終止形として用いられ，このb iはデャム力である。次の ioba’Squbi《苦し 

むるならん我》の]ioba’aqu，b o lq u b i《〜ならん我》の bolqu，ともに同様で 

ある。即ちデャム力の行為を表示する述語終止形として機能している。-q u系 

語尾は，この様に推量を意味する終止形として用いられている事が知られる。

< 3 >の iilii ja’Squ b i 《告げさらん我》の -叫 も b i 《我》即ちスルドゥス 

族のソルカン•シラの行為を表わす述語動詞の終止形として用いられている。

〈4> の iiUi-Q]i’aqu£i 《告げさらんや汝》の - q u は S i即ちデェ ル メ の 行  

為を示した iilii-iM i’a q u の -q u である。

そしし，〈5 > の Si ayu’iilqu b6 ’ § s i iでは a  ayu’n lquが C汝が恐れさすこ 

と— 叱責すること— 論すこと》bS’ esii Cあらば》の主格として機能し，文意と 

しては C汝が叱責するとすれば— 諭すとすれば》の意を示し， ayu’Q lquの主 

体 は £i----こ \では王中罕----である。

以上の諸例から，-qu2 は単数の男性の行為を受ける形であることが知られ《 

又， 男性単数の実詞を修飾する形であることが知られる。-QU2 の用例は秘史 

全巻の中から300数例を得られるが，上の原則から脱れるものはない。-qu2 に 

は上記の他に，bii- 《ある，いる》， a- 《ある，いる》，bol- 《なる，ある》と 

連って活用連語として用いられる用法もある。

<6> §264 (十 2 9十 〜 3 0四） 帖 木 真 額 捏 你 刊 闊 闊 米 訥

fem ujin  ene niken koko m inu
テムデン この 一つの 乳 を — 我が

把舌剌中忽不 列 額 中 合 赤 温 斡 慑 赤 斤 中 豁 牙 兀 剌 孛 勒 周 你 刊 闊 閽

喫了 有来 人名 人名 両 箇  败 着 ~ 筒  乳

baraqu bule ê. Qaci'un, Odcigin qoya'ula bolju niken koko
飲みほす なりき。 力チウン， オドチギン 二人ともに なりて 一つの 乳を

V
I 1

喫 了

1________ 1

有来 人名 V
1 1 

両 箇 全

1_____ 1

乳毎

iilii baraqu bdle’吞. Q asar ourun qoyar biiri kokod
飲み ほさざり き。 カサル にありては 二つの 全き 乳を
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米訥 把ぎ剌周 垆 額只 P 為李勒塔剌 ，木*児里兀勒周 扯額只 阿為

我的 喫了着 胷 膈 寛 骹 直 到 安 ¥  了 着 管隔 寛

minu baraju c e ^ ji a'ui boltala amurli’UlJu c e f e j i a’m
— 我が 飲みほし 胸 寛く なるまで 安心せしめ 胸 寛く

孛勒キ合キ忽不列 額 （139)
L_________ I [_____ I

教敗 有来

bolGaqu biile’g.
させしめ たり。

<7> §165 ( 5 3 8 i■■〜3 9 0 )  fflig 桑 昆 轉 額 舌 里 顔 也 客 只 連

那琪 人名 自己 大做

tende Senggum  o^ r-iyen  yekejilen
そこに セングム 自ら を 大となし

_ 惕乞_ 譽 話 列 舌 論 必 荅 訥 兀 仲 )魯 黒 安 都 舌 児 斡 都 阿 速 阿 剌 兀 納
i _ ____  ______ , _

想 着  説 咱 的  親 他毎行

sedgiju ugiilerun bidan-u uruo an -d u r
想いて 日く ■•我等の 親族 彼等〇 もとに

去 呵  門後行

odu’5 su ala’Qn-a
行かば 戸口 に

擺亦周額額揑克徹中豁亦馬舌児中合舌喇中忽阿 主 兀 （140) I-------- 1 I------------- 1 I----------------- 1 I__________ _________________ 1

立着 專 一

baiyiju e^negce
ありて つねに

正 面

qoyim ar
ホ< ル

奥座に

看

qaraqu
面する

有

a ju 'u.

ならむ。

〈8> § 1 1 1 (三 18八 〜 19ニ ） 中 鶴 剌 都 卯 兀 失 鴇温中忽驢中合納

鳥 名 歹  烏 鼠

quladu mau^u sibau^n quluGana
*■ 白 超 な る 悪 し き  烏は 鼠

窟 出 鏈 捏 ^唾 气 ネと牙禿 孛額帖列中鷗 脫 中鵝舌剌兀泥亦唼速客延

小 鼠  喫 的  命有的 既 天雄 餌 钱 行  要喫麽道

kucugene ideku jayatu bo^tele qun t〇Gura，Qn-i idesii keyen
小鼠を 喫う 定めもち あるに 白烏 鶴 を 喫はむ と

者 申 阿 主 兀 中 忽 納 舌 児 卯 兀 赤 勒 格 舌 児 必 中 忽 充 黒 台 速 台 兀 只 泥

想 着 有 来  歹 v 人 名  我 福 有 的  福有的 婦人名

jesin a ju’a . q u n ar m au^  Cilger bi qu tuctai su tai iijin-i
高きを望みありき* 外 様  悪しき チルゲル， 我 福あり， 成福ある 矣デ又を
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で忽S里 牙 周 亦 g 列 古 孛 侖  

1------------ 1 I----------------- 1

収 拾 着 来 着 敗的

quriyaju irekii bolun
収め 来たらんとし

キ 豁 脫 剌 蔑 を 児 乞 (揭 )帖 f 討 兀 孛 勒 罷

都 行  姓 行 搞 敢

qotola M erkid-te h un ta" u bolba.
普く メルキ ド 族 に  禍 たりぬ。

(141)

この様に，-q u 2は幅広く用いられ，男性単数形と規定しうる，-叫 2 と- 

との関係を述べるに先立って-q u n2 について述べておこう。

[c」 -q u n2

-q u n 2 が - q u 2 及 び - qUp の複数形であることは明白であって， 以下に示 

す諸例から， はっきりと実証される。 しかし， 文語の世界では 1 7世紀末頃か 

ら， こ の - q u n2 は姿を消し， 現代の話し言葉に於ても用いられず， 若干の語 

の中に化石的に残っているに過ぎない。例えば ， k e r e g le g d e k iin  (x g p a rjia n i- 

3XYYH) 《必要品 》 ， b iirild tik tin (6YP3JIA3XYYH) C成員；成分 》 ， m e d e g d e k iin  

(M3A3rA3XYYH) 《概論，総論 》 ， u q ao d aq u n (yxaraaxyyH)《概念》などの語 

の-q u n/-k i i n に，その残影をと r めている。なお，-q u n 2 の -u2- がハルハ方 

言では長母音で表記されているが， これは興味ある現象である。以下に-q u n2 

の用例を示す。. - qun2 も秘史全巻から147例を見出し得て，-q u 2 の300数例に 

は及ばないが，-q u i2 に近い使用例を認めうる。

〈1> §270 (主 16八 〜 16九） 額 迭 阿 牙 剌 中 忽 泥 兀 魯 思 蔑 迭 坤

這 征 進 的 毎 行 百姓 管的毎

ede ayalaqun-i ulus m edekun
これら 征旅するものを 民人 を 統 べ る

可兀 IS 可 兀 都 # 古 也客可兀 阿牙剌兀勒禿*孩兀魯思
1____  1 1 1 巴

大王毎 圯子毎自的行 也 大 児 子 教 征 進  宅' 百 姓 也

ko'iid k^ fld- iiyen-kii veke ko'ii ayal^ ultUGai. ulus ba
王子等 王子等 の（己が） 長 子に 征旅せしめよ。 民人 をば

f 纖 迭 气
可兀揚 土篾敦 敏中合敦

|______ j
札兀敦 哈*児巴敦

不 管的毎 大王每 万 的 千 的 百 的 十 的

iilii medekiin ko^ d, tiimed-un minGad-un ja’Hd-un harbad-un
統べざる 王子等， 万戸 の， 千戸 の， 百 戸 の ， 十戸 の
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那 牙 惨 斡 欒 古 温
I______I I___________I
官人毎 多 A  —

noyad 01011 ku*un
長官等， 多 く の 人

處別舌児孛額速

誰 也  有呵

ken-ber b5*esu
誰 に て あ り て も

可 兀 都 延 阿 ヰ 合 宜

児子目的 長 行

ko^ d-uyen aqa-yi
子逹 の（己か） 長 を

阿牙剌兀勒禿ヰ孩（142)

教征進 者

ayala'ultuGaj.
征旅せしめよ。

<2> § 112 (三 21五 〜 2 1九) 不s 晴 ホ 罕 泥

I
山 名 行

B u r q a n -i
ブルカン岳を

中忽赤勒都黒撒®キ忽舌児班

相園続了的 三

quciidUGsad Gurban
相めぐりし 三

札兀® 蔑*児乞的 兀 s 魯+渾 兀 s 魯*合 古舌児帖列

百 種 名 子孫的 子孫行 到 了

ja'ud merkid-i uruG-un uruc-a kurtele
百の メルキド族を 親 族 の 親 族 に 到るまで

忽揑速額$児 I---------- j
K 行

h iin esii’召 r
灰 〇 ごと

客 亦 思 帖 列 兀 里 ®格 罷 許 列 克 薛 f 額 篾 可 温 阿 訥 額 不 S里 ®坤 篾 都 昔

刮 般 殄 絶 了 余剰的 妻 子 他的 可澳抱的 般毎行

keyistele iilidgebe. hiilegsed eme k6 ’iin anu ebundkun  m etiis-i
飛散するまで 誅滅せり。 残れる 女 子 — 彼等の いだくべき 如き人々を

額 不 ®里 #, $ 閎閫突s 児 額 閎 闐 都 ®里 顔

懷抱了 門 裏 入 的 般毎行 門 自的行

ebiiridbe. e'tiden-dur o ro^ ld aq u n m etiis-i e 1 iiden-dur-iyen
いだけり6 戸 に 入らせらるべき 如き人々を 戸 に - 己 が

斡*羅兀勒罷 (143)

X 了

oro’tilba.
入れり。

〈3> §152 (五 14十 〜 15ニ ） 額朶 $ 帖木真 可温突s 児 帖 0

如今 名 児 行 那般

edo*e Tem iijin kd’fln-dUr teyin
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辑 歩 黒 撒你琴 $ 馬舌児塔巧 _ 篾 _

行 了 的 自 的 行  忘 了 着  臭

yabuGsan-iyan umartaju humegei
行きし を（己が） 忘れ， 真き

赫 里 格 額 不 * 里 ® 拙 迓 歩 布

肝 懐 着 行着

helige ebiindcii yabumu,
肝を いだき 行く，

客 $ 児 乞 坤 必 荅 客 額 勒 都 罷 （144)

怎生 較 咱 共 説 了

ker kikiin biaa ke^ldiibe.
い か に な す べ き  我等” と云い合いたり。

〈4>  §146 (四 4 7八 〜 48三) 鎖舌児中罕失舌剌

名

Sorqan=sira
ソ ル カ ン • シ ラ

鳴 詁 列 $ 論 必  
I_______________ I I

说  我

ugiilerun bi
ロく 我

朶 脫 舌 剌 考 甲 連

内自的行 見在

dotora^an bolen
心中 ととのい

亦 慑 客 勒I___________|
倚 仗

idkel
信じ

薛 慑 乞 周 不 列 $  也 勤 牙 阿 €$[1キ 忽 必

想 着  有来 為 甚 忙  我

sedKiju biile' ei, yekin ya* araqu bi,
想いて ありき， なんで 急くべきや我，

牙 阿 $ 剌 周 兀 ぎ 里 慑I------------- 1 I___________I
忙 若  先

ya’Sraju und
急ぎて さきに

亦 *列 額 速 泰 亦 赤 兀 ®  
|------------j

来 呵  種

ire^sii T aiyici^d
来らぱ タイチウド族の

那 牙 揭 米訥 ヰ 豁 綽 舌 魯 黒 三

官人毎 我的 落 後 的

noyad minu qocoruGsan
長官 我が 残りし

額 篾 可 温 阿 都 温
I-----------1 I________ I
妻 子 馬 ®

eme k6’fln adu’iin
m  子， 馬群，

^ 額 斧 チ 巧 斧 、捏 速 額 舌 巧 声 亦 思 格 坤 帖 斧

_ 喫食行 我的 灰 飛 般  廢 了  耶的毎

lde^n-i minu hunesii^r geyisgekun tede
食 料 を — 我が 灰のごと _飛妝せしめん 彼等”

声 額 , p 牙 阿 舌 - _ 朶 額 中 合 罕 都 舌 里 顔 捏 亦 連 亦 都 舌 列 周

^  ^  不= 忙： 如 今  皇 帝 行 自 的  相合 赶 上 着

ke*eju uiu y a ^ ra n  edo'e qahan-dur-iyan  neyilen idurejii
とて 急がずして 今 可 汗 の も と に — 己が 合し 追いっき

を 舌 列 罷 廣 作 巴 客 額 - 1 作 出 5)

来 了  俺 説了

irebe ba ke*ebe.
来れり 我々” と云いたり。
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〈5> §22 (— 14一 〜 14六 ） 巴 撒 阿 闌 中 豁 阿 荅 奔 可 兀 棍 帖 延

再 五 子  目的

basa Alan=G〇’ a tabun ko^iid-teyen
また 五人の 子達 に（己が）

⑷

雪余頟 児兀格鳴詁列$論 塔 塔 奔 可 兀 ®米訥 中合《點 察 客頷里額 扯

教 訓  言語 説 您 五  子 毎 我 的  独 肚皮 裏

soyii'er iige iiguleriin ta tabun kd’iid minu oacca ke^Ii-ece
訓せる 言を 言う “汝 等 五 人 の  了 -達 は — 我が 唯一つの 脱 より

腕 舌 列 罷 f 禿 中 合 中 侖 塔 奔 木 速 m 篾圖中合黒察中合黒察孛魯阿速

生 了 您 恰 a  五 隻 舫 般  獨 獨 較 呵

torebe. ta tuGar-un tabun rniisud metii GaGca GaGca bolu'asu
生れぬ。 汝等 さ き ほ ど の 五 本 の  矢柄の 如く 一人 一人 ならば。

帖舌列 你 只 額 勒 木 速 ® 篾 圖 客 揑 別 児 乞 勒 八 舌剌 中 忽 中 忽 勒 荅 中 渾 塔  
|------1 >-----------1 •------1 I i I_ i t _ I I______________I I______________________ 1 |

郎 7  ^  能  般  任 誰 也  容易 行 披 折 折  您

tere niji'ei miisud metii ken-e-ber kilbar-a quGuldaqun ta,
かの 一もとごとの 矢柄の 如く 誰 に ても たやすく 折らるべし 汝等，

含 禿 你 刊 額 也 田  孛 魯 阿 速 客 揑 別 児帖ぎ列出黑台木速傷篾圖

那 束 的 .  脐  般 一问  一商.は 有 呵 任 誰 也

tere cuGtaj musud metu qamtu niken eyeten bolu'asu ken-e~ber
か の 束 ね た る  矢柄の 如く と も に  一 つ の 和もちてあれば 誰 に て も

乞 勒 八 舌 束 丨 ，© 中 渾 , 塔 客 額 畢 p 塔剌阿闌中豁阿額夸阿訥兀該

容 易 行  如何 壊 的 您  説了 住冏 母 他 的 無

kilbar-a yekin bolqun ta ke'ebi. atala Alan=G〇'a eke anu iigei
たやすく なんぞ な る べ き 汝 等 ” と云いぬ。 （かく）あ る に ア ラ X ■ゴア 母 — 彼 等 の 身 ま

孛 勒 畢 （146)
做了

bolbi.
かりぬ0

<1> の ayalaqun-iの - qun ((征戦するもの達》は形動詞の実詞的用法を示 

すもので，複数形の - q u nが用いられているのは，いかにも処を得ている感が 

ある。次 の m edekiinの - k i in は k6’M  k6，M  C子息達》にか、る形動詞本
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来 の 用 法 で kd’f i d は k6’i i n の 複 数 形 で あ り ， 又 ， iilii m ed ek iinの - k i i n も

同 様 で あ る 。

〈2> の ebiiridktin， oro’aldaqun の - kUn， _qun も後続の m etiis (metti 

の 複 数 形 ） に か か る 形 動 詞 用 法 で ， こ の 種 の 用 法 は 1 8世 紀 以 後 は 影 を ひ そ め  

た 。

< 3 > の k er kikiin b i d a の -k i i n は bida C我 等 》 の述語動詞として用いら  

れ た 終 止 形 と し て の 用 法 で ， 一 人 称 複 数 形 b id a に 呼 応 し て と な っ て い  

る。

< 4 > の keyisgekUn tede C彼等 》 も 〈3>と 同 様 の 用 法 で ， 主 語 t e d e に呼 

応 し て keyisge- l d i n が 用 い ら れ て い る 。

〈5 > の quGuldaqun ta， bolqun t a の - q u n は t a 《汝 等 》 に 呼 応 し て 用  

い ら れ た 形 で ， く3>， 〈4 > , 〈5>に は 人 称 代 名 詞 の 複 数 形 の 例 を 示 し た も の で あ  

る。

以 上 で - qun2 が - qu2, - qu| 2 の 複 数 形 な る こ と を 明 示 し え た と 考 え る 。

氺 氺  ホ 氺 本

-q u W が 複 数 形 な る こ と が 確 証 さ れ た の で ， こ 乂 で 再 び -qu 2 と - qu i2 の関 

係 に 立 ち も ど ら ね ば な ら な い 。

-qu i2 は そ の 文 例 1〜5 で 知 ら れ る よ う に ，女 性 の 主 体 の 動 作 •行 為 を 表 現 す  

る 述 語 動 詞 と し て 用 い ら れ ，女 性 を 表 わ す 実 詞 に か か る 修 飾 語 と し て も 用 い ら  

れ る の で ，少 く と も ，-qu i3 の 一 部 は - qu 2 の 女 性 形 と 認 め う る と 思 わ れ る 。 

しかし， -qu i2 の 実 例 の 多 く は ， そ の 文 脈 か ら 判 断 し て 女 性 形 と は 認 め 難 く ， 

そ の 数 例 の み で は あ る が ， -qu i2 の 文 例 〈6>〜 〈10>に お い て 示 し た 如 く で あ  

る。

そ こ で ，-qui2 の 用 例 を 更 に く わ し く 吟 味 す る 必 要 に 迫 ら れ る 。 -qui2 の 諸 

曲 用 形 を - qu2 と対比して見よう。

-qui2 105例  -qu 2 275例

(gen. ) -qu i2-y in 4 例 -qu 2-yin 19例
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(d a t. loc.) -qu i2-d u r2 173 例 

(acc.) -qu i2-y i 15例

(in s tr.) -qu i2-b5 r 2 1 例

(abl.) -qm 2-a5a 2 17 例

(comi.) -qu i2- lu’a2 20例

上表を見て概略的に言えることは， 

際に用いられることが多いと云うこと

-qu2-d u r2 2 例 

-qu2-y i 30例 

-q u 2-b3 r 2 なし 

-qu 2-aca2 3 (-kii dece 1) 

-qu 2- lu’a2 8 例

•q u p は -qu2 に比して曲用語尾を伴う

特に顕著なのは与位格語尾を伴う場合で，-quj2-dur2 の173例に対し，-qu2 

~dur2 は僅か2 例に過ぎない。又，-quj2-a6a2 の17例に対し，-qu2-a£a2 は 3 

例のみである。 この比率が逆転するのは（gen.) -qm2-y in 4 : - qu2-y i n 19, 

(acc.) -quiしy i 15 : -qu-yi 3 0 のケースであるが，これは，属格語尾の - yin 

と対格語尾の-y i が本来的には-q u p であるべき語末の-i を吸集した結果，

- qu2-yin, -qu2- y i の形をとったと見做せよう。

即ち， -qu i2 には①男性形-qu2 に対する女性形-qUp と②曲用語尾に連 

結して文の述語を形成するquj2 との両者が， たまたま， 同じ音形を担った

~qui2 として秘史の言語に現われていると見ることが出来る。

この形動詞形-qu2, -qu i2, -qun2 に関連して，筆者は，ここに《〜がない》 

を意味する否定実詞，「兀該」とそれに属する， いくつかの語に言及して， 合 

わせて中世蒙古語における実詞（主に形容詞）の性と数に関しても，こXで取 

上げておきたい。形動詞は「形容詞的機能」をもつ動詞の一変形とすれば，当 

然のことながら，「形容詞」そのものとの関連も考察の対象に入ることは道理 

の然らしめる処である。

さて，兀 該 《ない》i ig e iは蒙古語文語では i i g e iとして現われる語である 

が，秘史蒙古語には，兀該の他に兀該兀，兀該為，兀該温，更に兀格兀，兀格 

為，兀格温の諸形が，ほ v 同じ意味に用いられている。これらの諸形を十分吟 

味する必要がある。秘史蒙古語全巻には以上の語は以下の使用例をもつ。

兀該 iig e j 6 1 例，兀該兀Ugei’f i 8 例，兀該為 iigei’m 2 例，兀該温 iigej’fin



3 例，（*兀 格 亦 ） ナシ，兀 格 兀 例 ，兀 格 為 iige’S i l 例，兀 格 温 tige’Sn
7 例 。

兀 該 が 61例 の 多 き を 数 え る が ， そ の 他 の 形 は そ れ ほ ど 多 く な い の で ，兀該の  

他 の 諸 形 の 用 例 を 先 ず 例 示 す る 。
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く1 >  § 1 6 6  (五 4 1 四 〜 4 1 六 ） 脫 斡 舌 鄰 勒

人 名

T〇，Sri(n)l
ト 才 リ ル の

鳴詁列$論

説

ugtilerun
言う

阿$ 児 *合 察 (

料 来

arG a-ca
“策を案じ

斡 扬 拙 帖 木 只 泥 兀 魯 思 亦 訥  
I—— I I  I_________I I_ I
去着 名 行 百姓 他的

odcu Temujin-i ulus mu
行きて テムチ•ン を， 民 人 を — 彼の

阿 不 牙 兀 魯 思 顔 阿 ト 荅 阿 速

要咱 百 姓 自 的 行  被要了呵

abuya, ulus- ( i)yan  abda^su
取らむ， 民 人 を （己が） 取られなば

兀 魯 思

百姓

ulus
民人

兀 該 兀 孛 魯 阿 速 也 乞 坤 1占 迭 客 額 主 為 （147)

無 敢 呵  待如何 他毎 説 了

iige^u  bolu'asu yeKikiin tede ke'ejii^ i.
なく ならぼ いかにすべき 彼等” と云えり。

〈2> § 2 0 1 (八 19七 〜 20— ) 必 不 舌 侖 額 客 額 赤 格 迭 徹 兀 出 干

我  有的  母 父 行 jj、
bi tmrun eke ecige-dece iictiffen
“我 に あ り て は  母 父 より 幼くして

+ 豁 綽 #児 拙

落 後 着

qocorcu
残り，

迭 兀 捏 ぎ 児 兀該兀

弟 毎 無

de’u〜 ner ugei u,

弟連は なく，

額 篾 米 訥 朶 抹 黒 赤

妻 我的 好長話 倚 仗

eme nunu domoGCi, itegel
妻 は — 我が 口多く， 信

i i g e V a

な多

那可慑 禿I___________I
伴当毎有的 

nokodtu,

潦友あり，

挑 兀 別 ® 児 騰 格 ® 理 額 徹 t 牙 阿 や g 答荅

為 那 般  天 行 命 有 的  契合行

tey^ -b er  tenggeri-ece jaya*atu anda-da
それ もて 天 よ り の 定 め も て る  盟友に

許列克迭罷者

被勝 了也者

hulegdebe- je.

おくれをとれるぞ "。

(148)
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<3> §207 (八 4 2三 〜 4 2五 ） 中 豁 舌 児 赤 荅 察 額 耶 兀 該 巧 赞

人 名  行 商量 無 _  林的

Qorci-daca eye ugei^ii hoi-yin
“コ ル チ より 相議せず 森 の

，舌 児 堅 額 回 帖 回 不 拜 歩 秀 (中5孩

百姓 這 般 那 般  休 行 者

lrgen eyin teyin bii yabutUGai
人衆は あれ これ 行かざるべし，

額 耶 兀 格 兀I_ I I_________I
商a  無

eye uge’fi
相議せず

迓 歩 +忽 宜

行 的 毎 行

yabuqu-yi
行ける を

牙兀

甚

ya'u
何ぞ

# 阿 を 剌 黒 荅 中 忽 客 延 札 舌 児 黒 黒 孛 勒 罷 （149)

疑 感 麽道 聖旨 做了

sa'araGdaqu keyen jarlic bolba.
ためらわるべき* と 勅 せり。

〈4> §17 (— 10四 〜 10六 ） 帖 因 阿 塔 剌 朶 奔 篾 児 千兀該孛勒罷

那 般 住 問  無 做了

teyin. ataia Dobun=mergen nge\ bolba.
かく あ る に  ド ブ ン • メ ル ゲ ン  身 ま か れ り 。

朶 親 児 格 年 — 魯黑撒訥丨(中)声亦巧 I 丨1 * I I I
無^  政 了 的  饮  蹄人名 x 天  無 1史

Dobun=mergen-i iigei boluGsan-u qoyina Alan^o'a ere ugei'iii bo'eci
身 ま か り し  の 後 ア ラ ン • ゴ ア  夫 な く  • -

婦人名 丈夫 無 便

ドプン レゲン して

キ 忽 児 班 可 兀 ®脱 を 列 温 勒 畢

三 箇  児子毎 生 了

Gurban k6*ud tore,ii(n)lbi.
三人の 子達を 生めり。

(150)

<5> §35 (— 2 1七 〜 2 1九 ） 田迭扯

那裏自

tende-ce

孛端察児

Bodoncar

鳴話例ぎ論

ぶ

xiguleriin
ボ ド ン チ ャ ル の 言 う

禿ホ合#侖

恰 纔

tuGar-un
■ •さ き ほ ど の

統格黎克

河 名

Tiinggelig
ト；> ンゲリグ

中豁* 羅 * 合 納 不 坤 亦 児 堅 ， 客 兀 出 干 卯 _

河 行 有的 百姓 大 小 歹

G〇roqan-a biikun lrgen yeke iiciigen, mau'ui
河 に  ある 人 衆 大  小， m
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撒 因 帖 $ 里 兀 失 亦 ®刺 ^:該 $

好 頭 蹄 無 毎

撒察温備

一般毎有

sayin , teri^  siyira iigerun  saca^un biii,
善* 頭  醣  なく 等 し な み な り ，

勤 勒 巴 児 亦 児 堅 備 必 答

容 易  百 姓 有 咱 毎

k i(n)lbar lrgen bui, bida
たやすき 人衆 なり， 我等

帖 迭 泥 ！̂兀 魯 牙 客 額 罷 （151)
他毎行 盡掳 咱毎 説 了

teden-i ha’niuya ke’ebe
彼 等 を  掠奪せむ” と云いぬ。

く6 >  § 1 6 4  (五 3 6 ニ 〜 3 6 七 ） 納 馬 宜 _ 腕勒 ぎ 温 都®帖中合舌魯阿速

我 行  老 着  高 処 行  上 呵

namayi otoljii undud-te Garu^su
我 老いて 高き に のぼらば，

で 合 兀 ⑯ 平 t 合兀赤思¥ ， 勒 都 岬
中合舌魯阿速 + 合木 黒

旧 了 我 旧 了 着

-------qa* ucidba bi-------qa* ucidcu
—— 老いたり 我"一  老いて

崖 毎行

qaiaud-ta
高盥 に

上 呵

G a r u ’ a s u
のぼらば，

普

qamuG
普き

兀 魯 思 _ 篾迭古 迭兀揑児 米 ! ^阿 不 舌 里 兀該溫備 * 合 黒察

百姓 睢

ulus ken
民 人 を 睢 が

管

medekii,
統ぶるや，

弟 毎

ae’u~ner
弟 達 —

我的 徳 行

mmu abun
■我が 徳性

無 毎 有

ugei^fln bui,
なき なり。

獨

qaGca
ひとりの

可 温 米 訥
1 _ 1  1 _ 1

子 我的

兀該失圖 
|----------j

桑昆 t 合黒察 備 _ 帖 木 真
可兀泥

無 股 人名 獨 有 名 子 行

k o ^ n  minu ugei situ  Senggum  GaGca biiyii. Temujin ko'Qn-i
子 — 我が なきが如き セニ，グム た公一人 なり。 テムデンなる子

桑古 ! ^ 阿*合孛勒中合周 ヰ豁牙舌児可兀禿孛勒周 阿木速+孩

人 名 的

Senggum-iin
セ ン グム の

く兄〉 做 着

aqa bolGaju
兄 となし

両 子 有  敗着

qoyar ko^tii bolju
二人の子もち たりて

歇 息 我

am usuG ai
休まんかな”

客額周……。 (152)
説 着

ke’ejii. ...... 〇

と云いて..... 。
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〈7〉 §152 (五 12~f 13四） 王中罕， 学兀揑 (舌)界

那裏 人 名 的  弟 毎

tende Ong q an-nu  de*fi-ner
そこに 王 汗 の  弟 達，

那 牙 揚 乞 額 揚  I______I I______I
官人毎 等

noyad ki'ed
長官達 などの

鳴 詁 列 勒 都 舌 論 額 捏 中 罕

共 説  這 皇帝

iiguleldiiriin ene qan
言う “こ の 汗 な る

合 必 苔 訥 兀格兀

哥哥 咱的 窮

aqa bidan-u iige’fi
兄 — 我 等 の ま ず し き

P 不 $ 里 禿 忽 篾 該 赫 里 格 額 不 ぎ 里 ® 拙 迓 歩 由 阿 中 合 迭 兀 亘 巴 舌 剌 罷

性 有的  臭 肝 锒 着  行 有  兄 弟 行  了 了

aburitu Uiimegei helige ebundcii yabuyu, aqa de'S-vi baraba,
徳性をもち， 臭き 肝 を  いだきて 行くなり， 兄 弟 を 髮めぬ，

+ 合 ®剌 乞 荅 ® 巴 斡 ® 羅 罷 古 兀魯思 巴 勺巴阿木 額朶額

也 入 了  也 百 姓 也 教辛苦有 如今

Qara=q itad -tu r ba or〇Da-Ku, ulus ba joba^ m u, ed6 ’e
カ ラ • キ タ ド に 入りし ぞ， 民人を % 苦しむるぞ， 今

額 兀 泥 客 $ 児 乞 坤 必 答 … …。 （153)
I________ I I______I I_ I I_ I
這箇行 怎生 怎敗 咱.......•

e ^ n-i ker kikun bida.

ニ奴 を  いかに すべき 我等.......，•

〈8> §210 (九 4 三 〜 4 六 ） 中忽難

人名

Qunan,

クナン,

闊 闊 搠 思 ホ 豁 牙 舌 剌 察

人名 両個 行

Kokocos qoyar-aca
コ3 チ 3 ス 二人 より

額 耶 兀格兀

商量 無

eye uge*n
相mせず

不 委 亦 列 換 坤 客 延 札 舌 児 里 黒 孛 勒 罷 （154)

休 做事 您 麽 道  聖 首  做了

bu uiyiiedkiin keyen jarliG bolba.
行うなかれ” と 勅 しぬ。

〈9> §227 (九 42三 〜 42八) 古 温 別 也 + 合 B巴 撒 門  I_ I I
再 只 那人 身 体

basa m un kii’fln beye qad
また その 者 身 体

厄別(揚)臣I_____________I
病

ebedcm
鼠 、
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icm  _ 失 興 - 牙®途舌岑

無  班的 官 人 毎 行

ugei kesig-un noyad-tu r
なく 当 直 の  長官 に

額 耶 兀 格 兀 巴 撒 門

商鼉 無 再 只

eye ug：e’u basa m un
相 議 せ ず ， また その

芦失克秀

屋衛有的

kesigtu
当直兵

ヰ忽$児班塔

三 次

Gurbanta
三度

客失克

班

kesig
当 直 を

f S 阿舌剌阿

脱 了 呵

110’ara’Ssu
怠らば

キ忽臣朶羅安別を里額思莎余額憐

三十 七 条 子  教導了

Gucin dolo 'an b e ri^ s  soyu'ed
三十 七 鞭を いましめて一

必 丹 突 ^ ^  迓 歩 ヰ 灰 班 別 $ 児客失顔

咱 行 行 的 自 的 行  作 難

b idan -du r yabuqui-ban berkesiyen
_ 我等のもとに 仕うる を 嫌いて

阿主兀額赤揑キ豁羅

有 来  衍処行 遠

a j^ u  ecine qolo
あらん— ひそかに 遠き

ホ合札ぎ剌

地面 行

Gajar-a
地 に

亦列牙客延

教 去 咱 麽 道

ileye keyen
送らむ "と

札$ 児 里 黒 孛 勒 罷 （155)

聖 旨  敗了

jarliG bolba.
勅 しぬ。

〈10> §208 (八 4 5九 〜 46三 ） 成吉思中合罕亦巴<中>合別乞宜

太 祖  皇帝 夫人名 行

Cinggis qahan IbaGa=beki-yi
チンギス 可汗 イバガ •べキ  を

主$児扯歹 f

人 名  行

Jiircedei-ye
デュルチ a デイに

莎余ぎ児キ合周

恩 賜 着

soyurqaju
恩賜し

斡古舌侖亦巴キ合 f  鳴詁列ぎ論

與 時  夫 人 名 行  欲

ogiiriin Ibaca-da uguleriin
与うるに イバガ に 言う

赤馬宜

你 行

cimayi
“汝を

兀里格

ナシ

iilige
「聡

扯 額 只 赤 訥 兀 格 為 兀 者 思 古 良

胷 懐 你 的  無 看 像

ce*eji em u u g e 'u i ujesguleng
明 さ * - 汝 の  なく ， 容貌

塔剌

容貌

ta la
外面

卯危I_ I

mau*ui
悪し」

額薛

不曽

ese
と

客額罷者

説 了 也 者

ke’6 be~je
云わざりしぶ

必 … … 。 （156) 
I

我

b i .

我 ...... ”。
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<11> §46 (―27-j■•〜28ニ ） 中合闌歹因可兀惕不答安中忽惕中忽剌中忽
| I_____ I I________I I----------------- 1

名 的 子 毎  粥飯 *

Qalandai-yin ko^fld buda^an qudqulaqu
カランダイ 〇 子遑 飯 を  かきまぜ，

額 乞 帖 *里兀 :j 格温禿 剌 不 甚 阿 ®斡 李 黒 壇

脳 頭 無 的 毎 上 頭  一 種  姓 毎

eki teri’ii iige’ttn tula Buda，M  oboGtan
脳 頭 な き （秩序なき） 故に プダアド姓 を も て る 者 と

帖 迭 孛 魯 罷 （I57)

那的 做了

tede boluba.

彼等は なれり。

〈12> § 5 1 (— 31九〜32ニ ） （中>忽圖剌中合罕訥可兀惕拙赤

名 皇帝的 子毎 v 名

Qutula qaGan-nu ko*ud Joci,
クトクラ 名汗 の 子 连 デ 3 チ，

吉 児 馬 兀 阿 勒 壇

名 名

Girma,ii, Altan
ギルマウ， アルタン•

(中〉忽 児 班 不 列 額 （中〕忽闌把阿禿侖可温也客扯(舌〕連

三 ®  有 来  名 的 子  名

Gurban bule'e. Qulan=ba’atur-un k6’iin Yeke=
三人 なりき0 クラン•バアトクル の 子 イ * ケ *

(5)

不列額把歹乞失黎(黒)中豁牙児 荅児(中>罕 敦 那 顔 帖 舌 列 不 列 額

有来 名 名 両箇 自在 的 官人 那箇 有来

ceren billed. Badai, QisiliG qoyar darqa(n)d-un noyan tere bule'e.
チレン なりき• バダイ， キ ン リ グ 二 人 の  自由人 の 長は 彼 なりき。

中 合 苔 安 脱 朵 延 中 豁 牙 $ 兀 舌 魯 黒 兀 格 $  f 列 气 （158)

(名） （名） 両箇 子嗣 無_  有来

Qada'an, Todoyen qoyar uruG iige'iin biile’e.

力ダア ン ， トドイエンの 二人 世 つ ぎ なく ありき。

〈13> §126 (三 50四 〜 5 0七） 脫 斡舌里勒 中 平

人 名  皇帝

To’Sril qan
トオyル 汗

帖木真 可兀泥
|------ -J I________ I

«  児子

Temiijin k^ fln-i
“テムデン な る 子 を

米 訥 中 罕 孛 勒 中 合 中 忽 柰 勺 ト 忙 中 豁 *今 チ 格 $  f 舌巧阿中渾 
I | | |_______________ | |  | I-------- 1 * 1-------- 1 1------1 I~ ~ — J
我的 皇帝 教 敢 的 好 生 是  遠達 皇帝 無 %  怎生 過的

minu qan b o lG aq u  na job, MongGOl q a  uge un ker aqun
ト 我 が 汗 た ら し む は ま さ に 正 し い • モ ン ゴ ル 族 は 汗  なくして い か に 過 す べ き
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f 寧 辱 ^ ！也 , 〒 @ ト 迭 惕 气 〒 啤  〒芦魯惕中解

您 這 商 置 自 的 休  壊 您  商 董 結 了 的 自 的 行 休  解 了 您

ta, ene eye-ben bu ebdedkiin, eye janggi-ben bti taludqun,
汝等， この 和 を （己が） こわすなかれ， 和の 結 び 目 を （己が） とくなかれ，

札 中 合 班 不 談 禿 魯 TO中 渾 齊 額 周 亦 列 周 。（1别

休衣碩自的行 休 扯 了 您  説 着

jaqa-ban bti tamtuludqun ke’eju
襟 を （己が） ひきさくなかれ” と云いて

去 宥

ilejii.
遣りて。

〈14> §279 (主47五 〜 47六 ） 札温ホ豁你荅察你刊中豁扨

百 羊 処

ja*un qoma-aca nifcen qonin
百匹 o から — 四の 羊を

て 合 舌 児 中 合 周 門 札 兀 舌 剌 f 格 温 都 塔 兀 納 _ 克 禿 該 （160)

教 出 着  只 其 間  窮 乏 的 行  與 者

GarGaJu mun ja*ura uge,iln duta'un-a ogtiigei.
出し その 間 なきもの 欠 け も る の に 与 う べ し *

〈15> § 2 8 0 は 5 2 六 〜 52七 ） 札温中豁你荅察
I_ I I_______________ |

百 羊 行

你刊主撒黑

一商 一歳

ja'un qomd-aca niken jusaG
百匹の 羊 から -匹の ニ才羊を

中合舌児中合- M  ®
(161)

出 若 m  缺 行

Garcaju u ^ f ln  duta'un-a
出し なきもの， 欠けるものに

與的 好 有

ogkiii sayin biii.
与うるは よく あり。

《〜 が な い 》 を 意 味 す る 語 は ， 蒙 古 語 文 語 の i i g e L ハ ル ハ 方 言 の YrYfi, 力 

ル マ グ 方 言 w如〜 m沖 ， ブ リ ャ ー ト 方 言 yrbi， オ ル ド ス 方 言 / 等 々 ， 現代 

の 諸 方 言 で も 頻 用 さ れ る 語 で あ る 。 秘 史 蒙 古 語 で も 多 く 「兀 該 」 i i g e jとして 

現 わ れ る こ と は 上 記 の 如 く で あ る が ， 文例 <1>〜 〈15 >に 示 し た よ う に ， 秘史 

蒙 古 語 に 於 て は ，兀 該 の 他 に 兀 該 兀 ，兀 該 為 ，兀 該 温 ，兀 格 兀 ，兀 格 為 ，兀格  

温 の 六 つ の 異 っ た 形 が ， 兀 該 と 同 じ 意 の 如 く 用 い ら れ て い る 。 これらの六つの
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異形は兀該に比して， 数の上では極めて少数なので漫然と見逃され兼ねない 

が， 注意深く読めば， これらの六形は動詞語尾の-ba2, -bi, -bai2 などと同 

様に，性と数によって使い分けられているとが知られる。文 例 〈ひ〜く巧〉は， 

この事実を示す実例として例示したものである。

説明の便宜上，〈4>及 び く 1〇>の兀該為と兀格為から始める。〈4 >の Alan= 
GO’aereiigei’iiibS’edCア ラ ン . ゴアは夫がいないのに])の iigei’m は Alan= 

go’s に関する述語として用いられ， 〈1〇〉の £e’§5i るinu iige’flL tijesgiileng 
tala may’tU 《汝の胸なく， 容貌悪し》の iige’i i i もチンギス可汗の后の一人 

ィバガ べ キ に関する述語の中に用いられた形である。

兀該為の用いられている他の一例， §18 (— 11一） も，全く同じ文脈で以下 

の如く見える。即ち

§18 (— 10九 〜 11ニ ） 兀舌里答 朶奔蔑児格揑扯脫 舌列克先

在前 處 生了

im d a Dobun m ergen-ece toregsen
さきに ド ブ ン • メ ル ゲ ン  より 生れし

別勒古訥台不古訥台

名 名

Belguniitei Biiguniitei
ベ ル グ ヌ テ イ ,  ブ グ ヌ テ イ

ホ 豁 牙 児 可 兀 ®亦 訥 額 客 余 延 阿 闌 ヰ 豁 阿 因

両 ®  圯子毎 他的 娘 自 的  母 名  的

q o y a r  k o ^ d  i n u  e f c e - y u y e n  A l a n = G 〇,a - y i n

二人の 子 達 — 彼 女 の 母 の （己が） ア ラ ン • ゴ ア  の

額赤揑鳴詁列勒都§侖 I_____I I___________I
背処 共 説

e c i n - e  u g U l e l d i i r i i n

かげで 言うに

額 揑 額 客 必 荅 ^ 阿 +合 迭 兀 兀 也 +合 牙 古 温

這 母 咱毎的 兄 弟  房 親  人

ene eke bidan-u aqa de*u uye qaya kii'iin
“この 母 — 我等の 兄 弟 親 類 縁 者

兀 該 額 舌 列 兀 該 為 孛 額 帖 列 額 迭 中 忽 児 班 可 兀 惶 列 温 勒 畢 （1從）

無 丈夫 無 _  既  這  三 子毎 生 了

iigei, ere iig e rS i bo^te le ede Gurban k o ^ d  to re'fllbi.
なく， 夫 なく ありつつ これら 三人の 子達を 生めり。

以上の兀該為，兀格為の用いられた文脈から見て，agei’fii，如 e’al が兀該, 

兀格兀の女性形なること確実であり，女性形を特徴づける要素が」母である 

ことも明白である。
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次 に 文 例 〈5>,<6>の兀該温，<11>，<12>，<13>,<14>,<15>の兀格温に注目し

たい。

<5> の  iigei’iin は直後の saSa’iin とともに， Ttinggelig G〇roqan-a biikiin 

irg en 《 ト ゥ ン ゲ リ グ . 小川にいる人衆》の 述語を形成し，<6 >の tigei’fin bii! 

は de’fi~ner minu Cわが弟達》の述語である。〈6>で は ，兀該温のすぐ後に， 

「可温米訥兀該失圖」 とあることに注意したい。 兀該は可温米訥 Cわが子》 と 

いう単数形に対して用いられている。

〈11> の兀格温はQalandaトyin k6’M  Cカランダイの子供達》を受けた述語 

として機能し，〈12>の 兀 格 温 は Qada’ai^  T6d6y§n qoyar C力ダアン， トド 

イ *ン二人》を受ける述語である。

〈13> の  tige’fin は  MongGol qa iige’iin ker aqun t a 《モ ン ゴ ル 族 は ， 

汗なく如何に過すべき汝等》の文中に用いられ， iige’fin ker a q u nとして 

M6ngG〇l 即 ち t a を受けた述語である。

<14>,〈1 5 >の iige’Sn duta’Q nは((困窮者)）を意味する慣用的語句である。 

直訳すれば Cものなく，足らざる人々》 と解せよう。

以 上 7 例 の iige(i)’f i n に共通するのは—— <14>, <15>を除く 一 •述語とし 

て の Uge(i)’f in の主体がすべて複数の実体であることである。 即ち，兀該温， 

兀格温は兀該，兀格兀の複数形である。そして，その音声徴標は末尾の「温」 

-’f i n にあると言うことができる。

「兀該為，兀格為」が女性単数形，「兀該温，兀格温」が複数形なることが明 

かになった現在，残しておいた「兀該兀，兀格兀 j が男性単数形であろうとの 

推測は容易である。

文 例 〈1>,<2>，〈3 > の 「兀該兀j と<7>, <8>, < 9 > の 「兀格兀j の吟味を後迴 

しにしたのは，上の理由による。

〈1> の ulus iigei’ii bolu’如u 《民人がなくなれば》に お け る iigej’i i は 

bolu’a s u と連合して， u lu sに対する述語動詞であるが， u lu s《民人》 とい 

う語は， 秘史の言語では普通は複数扱いされる語である。 従って， ここでも
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% e (i)，f in が期待されるが，現実には iigei’f l が現われている。 これは ulus 

をまとまった一集団として単数的に取扱った場合と解せようか。

<2>に見られる二 つ の Ugei’f i は 主 語 b i を受ける述語であり， 単数男性形

と見做しうる。

く 3>の eye iigei’QC相談せず》を受けるのも単数•男性の主体と見て大過ない。 

〈7> の tige’f i は直後の aburituにか\る定語として用いられ，その主体は 

ene qan bidan-u C我等の， この汗》で あ り , < 8 > の eye ttge’f i は 〈3 >の  

eye iigei’f i と同じ用法である。

上述したことを整理すると

(mas. sing.) (femi. sing.) (Pi.)

兀該兀 兀該為 兀該温

兀格兀 兀格為 兀格温

となって，- 兀 （-’fi) が男性単数，-為 （-’母）が女性単数，そして -温（-’flu) 

が複数を表示する徴標であることも自ずと知られる。

形容詞語尾の -叫 2, m i 2, - q u n は，その体内に上記の - ’fi， - ’flj, - ’fin 

を含んでいるのではあるまいか。

-qu2 系形動詞語尾の成立には二つの仮説をたてることができるように思う。

その一は，-qu2 系語尾を-*q-Q2, -*q-Qn2 と分析して考え，-*q-

を以て形動詞職能の徴僳と見て， この-*q- に上の-’fl2, -’m2, -’t o 2 が接尾 

されて-qu2, -qm2，-qun2 が成立したとする見解である。形動詞職能の徴標 

としての*q2(*c?2) は完了形動詞形の-G-san2 の -G-，愛行形動詞形の-G£ iの 

-G-， 恒常.多回体形動詞形-daG2の -g2にも現われる。*q2 は子音の前，及び 

語末においては-G2- , -G2 として現われるので，上記の形をとることになる。

-qu2, -qu i2, -qun2 を上の如く 解する場合には-*qQ2> -qu , qUp，

-*qUn2> -q u n 2 と仮定しなくてはなるまい。 秘史蒙古語の段階では， -*qa2， 

-*qiii2, -*qiin2の母音の長さは失なわれて短母音となっていたであろう。現代 

のハルハ方言を土台とするキリル文字モンゴル語には-qun2の伝承形としての



可能性をもつ若干の語が残っているが，それらの語は古い長さを伝存するもの 

とも考えられるとも思える（前述のP.132参照)。

そのニの見解は，- qu2 に - ’〇2，_’Qi2， - ’Sn2 が附されて 

-qu2-'U2>-qu 2, -qu2- u i 2>-qui3, -qu^ 'un^ -qun2 

が形成されたとする見解である。 この見解に立つ場合でも - qu2 などは本来は 

-qa2 の如く長母音をもっていたと考えねばならない。

ここで，「兀該」そのものについて考察する必要に迫られる。

兀該は秘史全巻を通じて61の使用例を数え，兀該兀，兀格兀などの諸形に較 

ベると遙かに多く用いられる。そして，その用法は

( 1 )  述語的に用いられるもの。

( 2 )  形 容 詞 的 （又名詞的）に用いられるもの。

⑶副詞的に用いられるもの。

の三種に分類しうる。その若干例を示そう。
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く 1> §80 (ニ 15九 〜 15十) 巴 撒 也 孫 豁 那 黒

再 九 宿

basa yesun  q〇n〇G
また 九  泊

亦 唼 延 兀 該

茶飯 無

ide*yen ugei
食物 なく

阿周
|_ I 
住着

aju
過し

揑ぎ列兀該客児

名 無 怎生

nere ugei ker
“名 なく いかで

兀窟(克)迭恢

死 的

iikugdekiii,
死なるべき，

キ 合 児 速 客 額 -……。

出我 説着....... „

Garsu ke'ejii....•
出でむ* とて........•

(163)

〈2> § 1 6 1 (五 30六 〜 30八 ） 成 吉 思 中 合 罕 雪 泥 門 田 迭

v 太 祖  皇 帝  夜 行  只  那 离

Cinggis qahan  soni m un  tende
チンギス 可汗 夜 その そこに

■ ^那周 *合 ®中忽勒都牙客延馬納中合舌児額舌児帖兀都 S児 格 亦 兀 侖

宿 厮 殺  咱 麽 道  明早 晨 日 明

qonoju qadqulduya keyen manaGar erte iidiir geyi’tiliin
宿りて ■■合戦せむ” とて 明くる日 早く 夜の 明くるや
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王ヰ罕訥 擺亦荅勒突を児兀者額速兀該I I-----------1 I______ t i__I
人 名 訥  立 処  看 呵 無

Ong qan-nu baiyidal-dur uje^sii iigei
王 汗 の  陣営  に 見れば いなく

孛 勒 荅 周 ギ 迭 赤 必 荅 巧

被供着 這的毎 俺行

boldaju ede ci bidan-i
なられ -やつらは 我 等 を

土烈食連阿主兀 客額惕...... 。

做焼飯 有也 者 説 着

tulesnen aju^u k e^ d ...... •
た き も の と し き り き ” とて...... 0

(164)

<3> §214 (九 14十 〜 15ニ ） 哲台

人名

Jetei,
デ *テ イ 》

者勒蔑*豁牙舌児鳴詁列舌論

人名 両箇 説

Jelme qoyar iiguleriin
デ * ルメ 二人の 言う

馬泥 兀該 孛額速 斡脱s 児 周 古舌児抽 甲薛 ^剌阿速

我行 無 有呵 快 走着 到着 不曽 殺呵

mani iigei bo esu, ot6r giiiyiju kurcu ese ala’asu»
我々が なく あらば， とく 走り 到て 殺さざれば，

阿 勒 塔 泥 額 篾 古 温  也 琴 不 列 額 （165)
婦人名 婦 人 _  怎 地 有 来

Altani eme kxi un yekin biile^.
ア ル タ ュ は  女 人 い か に な せ る か 。”

<4> §123 (三 4 4七 〜 44十 ） 昂客兀都舌児

太平 日

an g te  udur
“平和の 日に

額耶赤訥

商受： 你的

eye emu
和 が — 汝の

厄 ( 卜)迭額速

壊 呵

ebde*esu
破れなば

て合舌剌答夸
家人的 家 活 処

eres q a r a - d a c a
一族の 男衆 から，

ヰ合札*剌 格周 幹 ，

地 行 撇着 去

G a j a r - a gejii od
地 に 棄て 行け”

額篾可兀迭 ij： 馬訥

妻 子  処 俺 的

eme ko*ud-ece manu
女 子 供 か ら — 我等の

額 堆 兀 格 ^ 剌 (勒)都周

道些 言語 雄 定 筘

earn uge baralduju
かく 言を 嫌し定め，

希$里扯兀勒周額者兀該

分離 着 主 無

tunce* uljii eje iigei
はなさしめ 人 なき

額 因 阿 蠻 阿 勒 荅 周

自道般 盟誓 着

eyin aman aldaju
かく 誓言し，



帖木只印  成吉思中會 〒 亨 号 卷 舌列亦(制抽中 罕 声 勒 中合 鲜 f 作 加 6)

人名 行 v 人名 皇帝 麽道 名 着 皇帝 教败 了

Temujin-i Cinggis qahan keyen nereyidcii qan bolGaba.
テ ム デ ン を **チンギス 可汗” と 名づけて 王と なせり0
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〈5> §149 (五 3 八 〜 4 四) 帖 木 真 納 馬 宜

人名 我行

Tetnujm namayi
“テムチ••ノ 我を

兀禄

iilii
殺

阿剌中忽^

殺

alaqu,
さざらむ，

帖 木 只 泥 兀 出 干
I i----- 1

名 行 小

Temujin-i ucugen
テムデンが 幼き

察黒圖f 児

時 裏
caG-tur
時 に

你_都ぎ里顔 f 合助禿 你 兀 $児

眼 自的行 火有的 面

mdun-dur-iyen Galtu, ni’ Ur-
「目 に — 己が 火あり， 顔

都舌里_ 格$列， 不 列 額 客 延 額 氇

自的行 光 有 的  有来 麽道 主

tur-iyan geretu bule^ keyen ejen
に — 己が 光 あ る  なり」 とて 主

兀 _  $ 充黑突舌児中豁綽舌児抽

無 営 盤 离  落 後 着

ligei nuntuG-dur qocorcu
なき 幕営地 に 残りて

阿 梅 客 延 阿 不 @ 剌 斡 揚 抽

有 ® 道  取 去着

amui key§n aDura oacu
あり とて とりに 行きて

阿ト赤を剌周

将 来 着

abciraju
つれ来り

速$児キ合阿速

教 訓  呵

surca’asu
‘教えれば

速§児キ忽 
|--------1

学 的

surqu
学びとる

(6)

篾 琴 精 由 客 延 鎖 納 兀 舌 里 額 荅 阿 中 - 速舌児中合中忽

般  有 麽 道 新  三 歳  ニ 歳  教 的

metU buyu keyen sona uri e da’3Gan surcaqu
如き なり， とて 技れざる 三才の， ニ才の牛を 調教する

metii
如く

速S児キ罕雪因进 歩剌阿……。（167)

教訓 行 来

surGan soyin yaDula'a..... 〇
教え 訓し 行けり……。”

〈6> § 2 8 1 (主55五 〜 5 5七)

basa
“また

M m m

次

ndk6’e
次なる

委亦列

勾当

iiiyixe
行ないは

兀速兀該

水 無

usu
水 なき
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， 札， ?忽都兀? ¥舌里兀勒- 中 , 合 舌 児 ! - 合 兀 勒 甲 西 ⑯
地 行  井 毎  教 掘 着 教 出 着 国 百姓

Gajar-a qudu^ud eri'fllju Garca’ulju ulus irgen
地 に  井 戸 を  掘り 出させ 民人 人衆をして

兀 孫 額 別 速 揑 古 S児格兀勒罷 (168)
I I I  I I  1
水 草 行 教 到 了

usu  ebesun-e  kiirge ^ lb e .w
水 草 に  到らしめぬ。

< 7 >  § 2 7 8  (主 4 4 四 〜 4 4 七 ） 巴撒 門 古温 厄別®臣 申©塔阿
1_ 1 1

只

1_1
人

! 1
病

basa m un ktt’fin ebedcin silta ’a
“また 同じ 人 病いの 理由

兀該客失昆

無 班的

iig e i kesxg-un
なく， 当 番 の

斡睨歹突ぎ児

老 行

otodei-diir
長 に

額 耶 兀 該

商量 無

e y e  i i g e j

相議せず

キ忽塔阿S児塔 客失克
1___________1

第 三 次 V
G u t a ’ S r t a kesig
三度目にても 当直を

—豁阿ぎ剌阿速……。（169)

脱 了  呵……

110’3ra’5su
怠らば....。”

<8> §29 (— 18ニ 〜 18五) 帖迭亦児堅

那 百姓

tede irgen
その 人衆

孛端察$侖ヰ合児赤中孩

黄 嫌

Bodoncar-un qarciGai
ボドンチャル 〇 黄騰を

九忽余阿速

索 若

G u y u ’ a s u

乞わば

額薛斡克罷

不 曾 与 了

ese ogbe.
与えざりき。

帖迭亦児堅I_ 11____ I
郎 百姓

tede irgen
その 人衆

孛端察$里 

Bodoncar-i
ボドンチャルを

客訥埃把 I________I
誰 的 并

ken-ii-ei ba
“誰 の 者 か

牙兀訥埃別客延 阿 撒 黒 ヰ 忽 兀 該 孛 端 察 児 別 帖 迭 亦 児 格 泥 牙 温

甚 的 麽 道  問 的  無 也 那  百 姓 行  甚麽

y a'un-u-ai be keyen asaGqu u g ei Bodoncar be tede irgen-i ya’iixi
如 何 の 者 か ” と 問わず ボ ド ン チ ャ ル も そ の  人 衆 を “如何なる



f 児堅客延吁撒温勒察中怒兀該莩歩®都 - (17〇〉

_ 百姓  e 道 相 ，  無 共 行 了

irgen keygn asa’Q(n)16aqu tigei yabulduba.
人衆 ” と 相 問 ず 行き来せ〇。

以上の語例から， 「兀該」が秘史蒙古語に•おいて， どの様に用いられたかの 

概要をつかみ得る。 <1>〜〈3〉は兀該が動詞に伴なわれて文の述語動詞として 

機能し，<4>〜<6>は直後の実詞に対する定語C〜のない〜》 として用いられ， 

〈7>，〈8>においては副詞句として《〜せずに，〜しないで》の意に用いられ， 

又，形動詞に後置されて動詞の否定形を作り，現代モンゴル系言語に広く使用 

される動詞一般の否定法の起源がすでにこv に観取される。

又， §100 (ニ45十）における Tem iijin-ib iik iii-y i ug ei ese u q a b i《テム 

デンがいるか，いないかを気づかなかった》の i ig e jは，純粋に名詞《いない 

こと》 として用いられた用法と言うことができよう。

こ v までの考察で「兀該」が基本的には実詞であり，動詞の範疇に入らない 

ことが明かになったが，更に，この語 iige〖の構成を，兀該兀，兀格兀などと 

の関連の中で分析し，合わせて，-qu2 系語尾との関係を考えて見たい。

氺 氺 氺  水 氺

兀 該 ttg e L 兀 格 兀 iige’fi, 兀 格 為 iige’S i 兀 格 温 ttge’& i と並記して見 

ると，共通の語幹として*Uge- を取り出すことができよう。

— 方，兀 該 iigej, 兀 該 兀 iigei’fi， 兀 該 為 iigei’iii， 兀 該 温 iigei’i i n と並 

ベて見ると， こ x か ら は * iig4 - を共通の要素として取り出すことができる。 

しかし兀該兀などをUgem> iige- と見て， - を e と S の間 

の介入子音と見れば，語幹 * iige- を導き出せて，上記の語幹* iige- と同一の 

語 幹 * iige- を認めることができる。 こ の 《ない，存在しない》を意味する動 

詞的語幹に，出動実詞形成接辞-g良 - -g& i などが接尾された，文語形 

iigegii， tigegM，时 eg取 な ど の 形を我々は現に辞典類の中に見ることができ 

るが，現在，最も信用できるハルハ方言の辞典[U.M.X] には

YrYY YrwftrYY， YrssrYY (iigegiiii)

1 5 2 元朝秘史蒙古語文法講義



第 一 部 動 詞 論 153

Y T 93rY Y  YrHfirYY, xoocoh, H^yy (Ugeg-uu)

Y r H H r Y Y  YrsarYY (i i g e g u i i)

の如く見;Cて， 问 一■の文語形iigeg iiiiかハルハ方言では y「yy, YrssrvY, 

YrHftrYYとして現われるかの如くである。

秘 史 の 「兀格兀」 iige’3 の正規の発展形は i ig f iであるから，ハ ル ハ 方言の 

YrYYはまさにそのものであり，Yr3s>rYYは文語 iigegiiiiの音読みそのまXの 

形であろう。vrHflrYYは恐らく，比較的近代に起った口語形と思われるが，内 

蒙古大学の蒙古語文研究所の編になる「蒙漢辞典」一一この辞典は現在すでに 

購入不能であるが， 文語辞典としては最良の辞典の一 つ で ある—— に は iigej- 
g iiiiとして登録されている。 この形を見ると秘史の「兀該兀」の後 身と見られ 

そうだが，恐らくそうではあるまい，文語形 iigeigiiiiは既存の iigegiitiの類 

推形として新しく現われた形と思われる。その iigeigiiiiの口語読みがyrHftrYY 

である。5 1 . 氏 が [U.M.X] を編慕した当時1960年代の前半には，口語 

形とし て YrHftrYYは存在したが，文語形としては tigegttiiのみしか存在しな 

かったので，YrHftrYYに対しても iigegUiiが当てられた。 しかし1970年代の 

後半に発行された「蒙漢辞典」で は YrHftrYYに相当する iigejguiiがすでに文 

語形として定着していたので，「蒙漢辞典」には iigeigiiUが登録されたものと 

考えられる。

さて，話しを本筋にもどして， （(無，不存在》を意味する動詞的語幹*iige- 
は実詞形成接辞- i (-i) をとっ て i ig e iが作られる。 こ の -i は 《有》を意味 

す る b l i iにおける - i と同一物である。 *iige- に見られる C無，不存在5 の 

意 は i i l i i《動詞に前置されて否定形をつくる小辞》，iidii’ii(i) 《まだ〜しない》 

との対比から見て，第一音節の*ii- に宿ると言えようが，iiliiの-lii，iidU’ii① 

の - dii-， tig ejの - ge- が如何なる意味と職能をもつか，現在までの処，残念 

ながらの不分明である。

以上，秘史蒙古語に見られる「兀格兀」系 と 「兀該兀」系の諸形の分析から 

最終的に， 語 幹 * iige— を抽出し， この語幹に実詞形成接辞の-1， 一 一 饵 ；
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- f i n が接尾されて「兀該，兀格兀，兀格為，兀格温；兀該兀，兀該為，兀該温 j  

の諸形が得られることを説いた。

こ v で最後に述ぶべきことは， この - L  _3， -3n を形動語尾の-q u2, 

-q m 2© ぐ - q-u i2， -q u i® < * -q-u-i，-q u n2 の諸形の中にそのま， 見出すこ 

とができると言うことである。かくして-q u2 は男性単数形語尾，-q Ui2@ は女 

性単数形語尾，-q u i2® は述語形語尾，-q u n2 は複数形語尾と規定しうる。

-q u i2④ と -q u i2® とは簡単に前で触れたように，_q に女性形表示の_財 

が接尾した-q S i2® と -q に述語形形成接辞の-i が接尾する際-q と —i 〇 

間に介入母音-u - が挿入されて出来上った-q-u-i > - q u i2⑥とがたまたま同一 

の形をもつに到ったものである。-q u f の用例が示す女性形語尾としての用法 

<1> 〜 <5>と <6>〜 <10>が示す述語的用法は，上の如く見ることによって解決 

される。

-q w 系語尾の記述を結ぶに当り， この語尾の意義素を《或る動作が， 現在 

及び未来において行なわれるべき（もの， こと）》 と措定する。

なお，筆者は， こ v で中世蒙古語の実詞，特に形容詞の性格にも言及すべき 

ことを前言したが，-q u 2系語尾と i i g e i系諸形との記述に思わぬ時間を費した 

ので， こ k では形容詞に対する言及を後にゆずり，形動詞語尾の中で_qu2 系 

語尾に劣らず重要な-c s a n 2 系語尾の記述に移ることにする。

[ I ] -G san2，-GSad 2 と [ 皿 ] -g 2， _a p

ベ;s a n 2 は 「完了の形動詞語尾 - - - - - - - - - - - GSatp は複数形 一 ，_，52 は未完了の形

----- ’a i は 複 数 形 （？）一 」 と原則的に言うことができる。

秘 史 全 ®から-G S a nの用例126例，-g s e i lの用例122例，合わせて248の使用例 

を拾い出せる。複数形の -c s a d  58例 ， - g s e d 25例の総てを合計すると331の用例 

か見られ，極めて多用される語尾群の一つであると言っても過言ではあるまい。

- - a j2 は， これに反してその用例は限られていて，_，a は^ 例，-’g は 

3 例’ - ’S i 14例， - ’玛 7 例など総計して35例を数えるのみである。

兀了形の -GSan2 は現代の諸方言でも盛に用いられ， ハルハ方言では—咖 4
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として用いられる。複数形の -csad2 の方は-caH4 ほど頻用されることはない 

が稀に - rcaA4 の形で用いられ， この複数形は，-GSad2 の を 保 存 し て い  

る点で興味ぶかい。稀にしか用いられない故にこそ-Gsad2 の -〇-が保たれた 

のである。 目語には， この種の現象が間々見られるものである。 こ の -rcaA4 

もその例に洩れない。

も現代にまで伝存され，ハルハ方言では-aa4〜-raa4 の形で多用され， 

特に否定形の -(r)aarYfl4 は - caHrYfi4 に代って最も一般的な過去時制の否定 

形として用いられる。

以下に -Gsan2，-csad2; が，-’3丨2 の用例を示しつ， このニ語尾の解説に 

移ろう。なお，-a2, -祀は終止形としても用いられ，それについてはp.7 1 を 

参照のこと。

〈1> §118 (三 2 9五〜 29七 ） 帖木真 札木ヰ合 中豁牙舌児

人名 人名 両 箇

femujin Jamuqa qoyar
テムデン， デャムカ 二人

阿馬s 剌助都s 侖 你刊桓 〔孛勒周〕 P 可額 豁” 札s 林 阿馬$ 剌 ©都 ^

相 親 愛 -  年 〔做着〕 第 二 年的 半 相親愛 着

amaraldurun niken hon [bolju] noko^ hon-u iarim amaralduju
親しみ合うに —  年 〔経ちて〕 次なる 年 の な か ば （まで） 親しみ合い，

$ 舌 列 ^ 中 合 察 刊 兀 都 児 耨 兀 耶 客 額 勒 都 周 ……。（171)

那 住的 営 ®  行 一 日 起 咱  共 説 着

te re acsan nun tuc-aca niken iidiir n e ^ tiy e ke^ld iijii....•
その ありし 幕 営 地 よ り 一  日 *•移らむ” と云い合いて……0

〈2> §73 (ニ  4 九 〜 5 — ) 訶額侖兀真

姉 人 K 

ホ ェ ル ン • 夫 人

格周耨兀克迭ぎ侖I--------------1
撇着 起行時

geju neu^ugderiin
棄て 移らるる時

禿黑剌， 別耶別児株ぎ驪剌周

莫頭拿着 親身 上馬着

tudaju beye-ber morilaju
纛をたて  自ら 上 馬 し て

札舌里木慑 亦児格泥亦出合罷帖迭別児

一半 百姓行 退了 那的毎也

jarimud irgen-i lcu G a b a . tede ber
なかばほどの 人衆を もどらせり。 彼等
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亦 出 キ 合 黒 荅 黒 三 亦 児 堅 兀 禄 脱 黒 壇 泰 亦 只 兀 敦 中 豁 亦 納 察

退 了  的 百牲 不 定  種 名  的 後 自

icuGaGdaGsan i r g e n  iilii tOGtan T a jy i打’n d ， u n  qovina-ca
もどらさせられし 人衆 定まらず タ イ チ ウ ド 族 の  後 ょ9

耨 兀 主 為 。 （172)

起 了

n e u 'u ju 'i i i .
移れり。

く3> §63 (— 4 3十 〜 4 4三 ） 也速該中忽荅 額 捏 沼 兀 敦

這

米訥

名 親家 這 我 夢的

Y esu g e ! q u d a  en e  3的 ’iid iin  m in u
* イ * ス ゲ イ クダよ， この 夢を — 我が

赤 馬 亦 額 列I_____ I I_ I
你行 但 児 子 行

cim ayi ele ko* ii-beyen
汝 こそか 子 を （己が）

可 兀 別 延 兀 都 $ 里 ® 抽 亦 舌 列 古 耶 兀 者 克 先 阿 主 兀

引 着 来的 行

u d u n a c u  ir e k ii i-e
つれ 来る 故に

見了 有来

u je g s e n  a ju  u.
見たる ならむ，

沼 兀 敦 撒 因  I----- ) » _ I
夢 好

沼 兀 都 列 罷 牙 温 沼 兀 敦 阿 中 忽 塔 乞 牙 慘 亦 児 格 訥

—  夢  了 甚麽 夢 有 您 人 氏  百 姓 的

j e u ^ d i i n  s a y in  je f i^ d i i le b e , y a 'u n  j e u ^ d i in  aq u , t a  k iy a d  ir g e n -u
夢 を — よき 夢見たり， いかなる 夢 なるか， 汝 等 キ ャ ド  人衆 の

速 勒 迭 児 亦 舌 列 周 札 阿 (中>合 黒 三 阿 主 兀 。 （173)

吉兆 来着

s u ld e r  ire ji i
吉兆 来りて

吿 了

ja’gGaGSan
告げしめし

有来 

ならむ。”

< 4〉 §155 (五 2 H 2 2三 ） 額 揑 兀 格 突 舌 児 成吉思中合罕
I I I I I I
這

en e
言 語 离

i ig e -d i ir
言 に

太 祖  皇帝

Cinggis qanan
チンギフ 可汗の

鳴 詁 列 $ 論

説

u g iile r iin
言う

額 格 赤 赤 訥
|_____ I I_ I

姐姐 你的

eg ec i e m u
姉 •*-汝の

赤 馬 苔 察 撒 因 卜 克 先 孛 額 速 額 ぎ 里 兀 魯 ％

比你 好 有来 有呵 教4  咱

c im a d a c a  s a y in  b u g se n  b o ^ s u  e r i 'i i lu y e ,
汝より 良く ありし あらば 尋めしめむ，



声 格 赤 聲 令 舌 列 額 苹 手 亦 剌 砰 _ 克 古 与 率 声 額 两 |作 。（1ァ4)

姐 姐 目 的 行  来呵 躱 着  与 麽 你 説 了

egeci-yen ire'esu jaiyilaju ogkiii-fl ci ke^be.
姉 が — 己が 来らぱ 退き 与 う る や  汝” と云いぬ。

〈5> §224 (九 3 0八 〜 31ニ ） 兀魯思擺亦兀魯勒察黒搛 堪
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国 共 立 了 的 毎

ulus baiyi* ululcaGsad
国を ともに建てしものどの

勺孛勒都黒撤W 敏+合敦 那牙惕孛勒中合周 敏中合 敏キ合剌周

生受了的毎 千戸的 官人 教做着 千 千 敢 着

jobolduGSad-i minGad-un noyad bolcaju m inG a mmGalaju
ともに苦しみあいしものどもを 千戸 の 長と なし， 千を 千戸となし，

敏キ合敦 札兀敦 < p >合 s 児 巴 敦 那牙慑 土失周 禿篾列周

千 戸 的

minGad-un,
千戸 の，

百 戸 的

j a ’t i d - u n ，

百 戸 の ，

十 毎 的

harbaa-un
十戸 の

官人毎

noyad
長官に

委付着

tusiju
任じ，

萬做着

t i i m e l e j u

万をなして

禿篾敦那牙® 土失周 禿篾敦 敏*合敦 那牙©g 莎余®^合勒

萬 毎 的 官 人 毎 委付着 萬毎的 千毎的 官人毎(行） 恩 賜

tiimed-iin noyad tusijii tumed-iin, minGad-un novad-ta soyulqal
万戸 の 長に 任じ 万戸 の， 千 戸 の  長 官 に  畜賞の

斡克帖i 篾秀薛 幹克抽… … 。 （17 5 )

可与的毎 般毎行 恩 賜 與着

o g t e k i i n m e t u s - e s o y u r q a l O g c u ...... •

与うらるべき 如 き 人 々 に 畐霣を 与え....。

く6> §200 (八 15三 〜 15六) 客 里 客 額 額 速 客 舌 列 亦 ®

幾時 説 呵  種 名

keli k e ^ 'e su  Kereyid
“いつか と云はば ケレイド

亦$児堅魯額

百 姓 一 同

i r g e n - l t i ’ e

人衆 と

中 合 (舌〉剌 巾 合 勒 只 傷 額 列 揚 帖

地 名  行

Qara=qaljid=eled-te
カラ•カルチ•ド 沙 漠 に て

中合惕中忽勒都中灰突舌$ 王中罕

附 段  的 時  人名

qadqulduqui-dur Ong qan
合映せる 時 王 罕 な る
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_ 赤格；̂, 詁 列 克 薛 卩

> 父 行 説 了 的

ecige-de iigiilegsed
父  に 語りし

備 者 巴 撒 乃 蛮

有也者 再 種名

bu i-je, basa Naim an
な る ぞ ， また ナイマン

$ 格昔顔薛胃列兀勒周

言語自的行 提 省 着

uges-iyen sere'tilju
官 を ぱ （己の） 知らせ

亦ぎ児格泥兀格頷ぎ児

百姓 行 言語衷

irgen-i iige-^r
人 衆 を  言もて

，列 克 先 土 撒 赤 訥

教来的 恩 你的

ilegsen tu sa cinu
，よこせしは 功 助 ― 汝 の

兀窟兀勒周阿馬阿舌児
|--------1 I________ I

教死着 ロ 教

ukii^lju ama-ar
死なせ， ロもて

阿剌周阿余兀魯黒撤 你 顔 阿荅里慑 巾合禿_ 客額周客 歹 ||亦 列 克 先 f 訥

殺着 教怕来的 自的行 教比方 者 説 转 話  教来的 你的

alaju ayu'uluGSan-iyan adalidqatUGai Ke'ejii kele ilegsen cinu
殺し 恐れしめし を 1■(死せるに）比すべし j  とて 言を よ c したるは 汝の

土撒孛勒主為者_ 客延……。 （176)

恩 敢了有来也者 麽道

t u s a  b o l j u 'u i - j e  k e y e n ...... .

功助 なりしぞ” とて……。

く7> §82 (ニ 18四 〜 18六 ） 帖舌列阿勒苔黒与古温也客(禱 )冗把児

那 脱 了 的  人 大 声 教

t e r e  a l d a G s a n  k i i ^ n  y e k e  d a u 'u - b a r

その 先いし 人 大 声  もて

巴$ 里牙

拿 住

bariya
“とらわれ

古温

人

kii’fln
人

f 勒荅罷客延中合亦剌(中)灰突児

脱了也 麽道 叫 時 的

aldaba keyen qayilaqui-dur
逃げたり” と 叫ぶ に

塔児*合黒撒®

散 了 的

tarqaGsad
分散せし

泰亦赤兀®

種 -6
T aiyici'ud
タイチウド族

T忽 舌 里 周 ^ ^列 周 兀 都 児 篾 圖 撒 舌 剌 兀 舌 剌 斡 難 訥 屯 泥

聚 着  来 着  白日 般 月明 裏 名 的 ; 林 行

quriju irejii udiir metii sara^r-a Onan-nu tun-ni
集まり 来 ！） 白日の 如き 月明の 1̂ と 》 オ ナ ン の  林 を

別 迭 ぎ 列 罷 （177) 
|_________ I

排 尋 了

bederebe.
探索せり，
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中合撒舌平亨 詁 列 舌 障 ，米 秀 斧 兀 禄 亦 剌 黒 答 中 忽 阿 - f n m

人 名 行  説 生命有的行  不

Qasar-i iigiileriin amitu-da iilii
カサル を 言う に “生 あ る 者 に

被勝  有  行  有来

ilaGdaqu-aca bthe’e
負くるなき  ほど なりしぞ

f 舌 児 亦剌黒荅， 守を額克迭周中合撒舌児你勒不速阿勒荅阿惕

怎麽  被勝了

ker ilaG da}a
いかに 負けたる

你 被 説 着  人 名

ci ke^gdejii Qasar
汝 と云われ， カサル

涙  堕 了

nilbusu alda'ad
涙を （見わず)落し

〈8> §244 (十 2 6十 〜 27十 ） 晃中豁塔歹蒙カ克 額赤額因

u 人名 父 的

Qongqotadai Munglig eci'e-yin.
3 ン コ タ ン 族 の  ム ン リ グ  父  の

可 兀 思 朶 《ぬ 羅 安 不 列 埃 朶 羅 阿 訥 敦 荅 _  闊闊出帖ト騰格舌理

児子毎  七 箇  有来  七 箇 的  中間 人名 巫 名

ko'iid dolo^n bule*ei. dolo'an-u dundadu Kokocii Tebtenggeri
子 達 は  七人  ありき。 七人 の 中間の コ コ チ ュ は  チブ テ ン ゲ リ

〒列 額 帖 迭 罘 羅 安 晃 中 豁 壇 中 合 撒 舌 里 斡 篾 舌 列 周 札 你 赤 主 為

有来  那  七箇  種  名 行 黨 比 着  打 了 来

biile，§. tere dolo* an Qongqotan Qasar-i omerejii jancij^ui.
: ン a タ ン は  カ サ ル を  群がりて 打ちたり。なりき。 七人の

ホ合撒$児 朶 羅 安
」

晃+豁塔納I
行

斡篾$列周札你赤黒荅阿客延

人 名  七箇  種  行 黨 着

Qasar dolo’an Qongqotan-a omereiii
カサルは w七人の  コ ン コ タ ン  に 群がりて

被 打 了  麽道

janciGda’a keyen
打たれり” とて

成 吉 思 7 阿 納 芒 歌 都 額 速 成 吉 思 中 合 罕 不 速 ® 途 舌 児 乞 霊 剌 周

、 皇帝行 跪 告 呵  v 太 祖 皇 帝  別 的 毎 行  怒 着

Cmggis qa'an-a sogodii^su Cinggis qahan busud-tur qilinglaju
チンギス 可 汗 に  跪まづかば， チ ン ギス 可汗

阿*灰敦荅

有 中  間

ある さなかに

に 跪まづかば， ザ

客列列古 孛汽

説 的 做

kelelekii bolun
言うに なりて

他 の も の に  怒り

成吉思*合罕 乞霊都#里顔

v 太 祖  皇帝

cm ggis qahan
チンギス 可汗

怒  衷自的厅

qiling-dur-iyan
怒り に — 己が

赤
丨

您

-

汝
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孛思抽 児赤周 *合撒舌児 馬危剌¥ 中忽舌児班 兀都*児 s 薛

起着 去着 人 名 煩悩着 三 不曽

b o s c u y o r c i j u Qasar ma'uilaju G u r b a n i i d i i r ese
起ちて 去り カサル 悩みて 三 日 来

， 舌 列 - ( 1 7 8 )

来了

irebe,
ざりき〇

〈9> §177 (六 28五 〜 28八） 巴撒必荅古出古舌児台不亦(舌〉魯黒中合泥
I_ I I_ !
再 咱 皇帝行

basa bida Guciigurtei^buyiruG qan-i
**ま た 我 等 は  クチ1 グ ブイルグ 汗 を

兀魯黑塔キ渾
[

地 名  的

U l U G t a G - u n

ウルク岳 の

莎中豁 黑 兀 速く舌〉納(&

水 名 處

S o q 〇G u s u n - a c a

ソカク 水 よ り

阿勒台荅巴兀侖

山名 越 過

Altai daba'ulun
アルタイを 越えしめ

《キ》忽勒迭- 浯を籠古

赶了着 水洛

huldejii Uriinggu
追いて ウルング河を

忽ぎ魯兀斡都阿慑I_______I I______ I
順 去 了

huru’U odu* a d

下り 行きて

乞赤®巴石納浯*剌抹ヰ忽傷巾合周

海子名 海子行 窮 極 着

Kicii=basi na* ur-a moqudqaj u
キ チ ル （湖） 湖 に 殲滅し

阿 不 埃 者 必 签  
I--------1 lJ?
要 了 也 者  咱毎

a b u ^ i - j e  b i d a ,

と り た る ぞ  我等"

田迭徹中合舌里周

自那裏 回 着

tendece qariju
そこより 帰り

阿亦速+灰突s児....。 （1 7 9 )

来 時……。

a y i s u q u i - d u r ...... .

来るに....。

<1〇> §179 (六36--〜 37— ） 塔泥 
1__1

* 合 楊 孛魯tsW)〔渾〕 f 額周

您行 良帝毎 敗 毎 説着

tan-i qad DOludqun ke'eju
“汝 等 を 「汗々に なるよう j と云いて

牙荅周 * 1 納赤 中 罕

1
孛勒 客額JS迭周 篾顚 迸 歩 罷 者 必 塔泥

不 能 荇 您 行 你 皇帝 做 被 説 着 管 行 了 也 者  我 您行

yadaju tan-a ci qan bol ke'egdejli meden yabuoa-je bi, tan-i
能わず， 汝 等 に 「汝 汗 たれ」 と云われ 統べ 行ける ぞ 我 ， 汝 等 が
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中 合 慑 孛 魯 黒 ニ 竽 額 ; ^  
[___ I u----- > 1----- 1
皇帝 做了 有呵

qad bo luG san  bo^su
汗 に  なりし あらば

斡欒歹因突S児

多 敵 行
01011 daym-dur
多くの 敵 に

阿勒斤$ 哈兀勒キ合黑荅阿g
頭啃  教 奔  呵

alginci ha’0lGaGda’3su
尖軍たりて 奔らせらるれば

騰 格 舌 理 迭 亦 協 頷 克 迭 額 速 歹 亦 孫 古 温 泥 倒 兀 里 キ 灰 突 ぎ 児 43合察舌児

天 行 被護助 呵 敵 人 行  擄 行  腮

ten^tjeri-de ihe^gde'esii daiyisun ku'fln-i dau*uliqui-dur qacar
天神 に 加讃さるれば 敵 人 を  掠據する に 頌

中豁阿斡乞

女

go’5 oki
美しき 乙女，

中 合 敦 額 篾 宜 キ 合 舌 児 中 〔含p 撒因阿黑騸

娘子 嫌人行 胯 好的 鼷馬

qadun eme-yi qarcam sayin  aGta
婦人* 女 を， 尻の よぎ 鼷馬を

阿ト赤ぎ剌周

将采 着

abciraju
もち来り

斡 古 埃 不 列 額 者  ， 必

與 有 来 也 者 我

ogii^i bule'e-je bi,
与え ありし ぞ 我 》

斡ぎ剌阿戈ぎ劣額孫突$児

野 默 行

ora^a goro^esiin-dur
逃 げ ま ど う 獣  に

児禿$剌兀勒荅阿速

教出團 咱

utura’Olda’asu
先がけさせられなば

中 合 荅 因 戈 舌 劣 額 孫 41合亦訥

崖 的  m  前脚他的

qada-yin goro^sun qa mu
岩山 の 獣をば， 前 脚 を — その

你客帖列失キ合^

ー并 擠着

nutetele siqaju
— つに おさえ

斡 古 埃 不 列 額 者 必  
I----- I I

與 有 来 也 者  我

ogii*ei biile'e-je bi,
与え ありし ぞ 我 ，

崑訥戈ぎ劣額速I_ I I-------- 1
山里的 歎

Gun-u goro^su
山 崖 の  獣 をば

* 忽牙亦訥你客帖列失キ合周

後脚他的 一并 擠着

Guya inu mketele siqaiu
後 脚 を — その 一つに おさえ

斡 古 埃 不 列 額 者 必
|_____ I I

與 有 来 也 者  我

ogii^ei biile'e-je bi,
与え あ り し ぞ 我 ，

客 頷 舌 侖 戈 舌 劣 額 速 ！:額里亦”

曠野的 猷  肚 他 的

ke’er-ttn goro'esii ke^li inu
草 原 の  獣をば， 腹 — その

你 客 帖 列 失 中 合 周 斡 古 埃 不 列 額 者I I
— 并 捭着

niketele siqaju
一つに おさえ

與 有 来 也 者

ogu^ei biile^-je
与え ありし ぞ

必....。（卿
I

我

bi.......*
我 ……Z
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<1> の acsan, 〈2> の i£uGacdaGsan は直後の nuntuG， irgen を修飾する 

形動詞形本来の最も一般的用法である。< 3 >の iijegsen，〗a’aG acsanは a〗u’ii 

と共に活用連語を形成し述語動詞として機能している。

〈4> の ege6i £inu £imada£a sayin btigsen bS’S s i i《汝の姉が汝より好か 

りしならば》の b iig se nは極めて珍らしい例で，秘史においても， この一例の 

みである 。 biigsen bS’gsii C〜であったならば》で述語動詞を形成している例

である。

< 5 >の baiyi’Gl6aGsad C共に建てしもの達》，i〇b〇lduGsad《共に辛苦を分っ 

たもの達》は複数形-Gsadの一例としてあげたが， 複数形は特にこのように 

《~したもの達》のように，“その行為を行った人々”の意の実詞を形成するこ 

とがある。
〈6 > の iigiilegsed iiges-iy S nは中世蒙古語の一特徴である，定語と被定語 

間の数の一致が，この種の無生物の語にまで見られることの例証の一^Dとして 

あげた。又，〈6>の 文 末 近 く の kele ilegsen £inu tusa bolju’iiiづe 《言業を 

寄こせしは，汝の恩功なりしぞ》の ilegsenは文の主語として働いた形動詞の 

一例である。

<7>〜〈1 0 >は - a2, -ai3 の文例を示したが， -G sanも文中に見えるので合わ 

せて御留意願いたい。

く 7>の bariya ktt’i i n は捕虜として《つかまえていた人》の 意 で bariGsan 
kii’un Cつかまえた人》 とは異なることに注意しなければならない。 bari- に 

- ’a が接尾して介音として-y- が揷入され b a r iy aとなったもの。

< 8 > の janciG da’ a <なぐられた》の - ’ S と kerUacda’a 《どうしてやられた 

(負けた）か》の -’a は， この語尾の好例である。】an& iGda，a は単なる Jan5i- 

cd ab a《なぐられた》の - ba とは異なり，《なぐられた》行為が感覚的にはま 

だ終っていない，未完了として捉えられていることを示している。

llacda’a の -’a も同様で，単 純 に 《やられた，負けた》のではなく，《負け 

た》状態が，そのま， 現在にまで残っている， 従って]jerilaGda’a a 《どう



第 一 部 動 詞 論 163

して負けたのか》は表現としては i l a c d a b a より強く，一種の驚きをも表わし 

ているとも言えようか。

< 9 > の abu’Si~je b id a の - ’纪 も moqudqaju a b u -の状態が現在まで持 

続していることを示し，合わせて強意の表現として用いられている。b i d a《我 

等》が主語であるから，-a i は複数形かとも考えられるが， 〈他 の a b d iraju  

6gU’6H je b丨 の b i 《我》 を見ると，-a i は単数の主語にも用いられている。 

従って - a p が複数形とにわかに決することは出来ない。 更に考慮すべきであ 

る。

ところで，<1〇> の三つの 6gtt’gi~5e b i の - ’g i も，この語尾のもつ特色を 

よく表わしている。

〈10>の文はテムデンがアルタン，クチチャル，サチャ，タイチュなどに推さ 

れて，q a n の位に即く際，彼テムデンはアルタン， クチャルなどをいわば先悲 

として q a n たるべしと推し，彼等に辞退された結果，自ら q a n 位に即かざる 

を得なかったとの件の一駒である。 テムデンはサチャ， タイチュがq a n にな 

ったなら，私は頰美わしき乙女，婦女，更に尻ぶりのよい馬を敵軍から奪って 

a o c ir a ju 6g ii ’ gi bUle’S~je《つれて来て与えていたのだぞ》と言ったのである。 

現実は，サチャとタイチュにも断わられて， テムデンが qa n 位に即いたので 

o g u’6i 《与えていた》わけではない。即ち事実に反する仮定の表現を-’s 2, 」 a p  

は表わし得たのである。 この語尾のもつ「未完了性」が， この様な表現を可能 

にしたと説明できよう。

更にもう一つ-，a2， -，a i2 の特色は《未だ〜しない》を意味する r兀都為」 

iid ii’i i i と結びついて用いられることである。 各7 (— 4十）の D o b u n m e rg e n  

ted e ir g e n -d u r k u r ii'e s u iin en k ii c o 'a s a y in  a ld a r n ere y e k e te i A la n =G〇'a  

n e re te i k ji'f in -n e b e r o g t e ^ i 6k in  a ju ’ ii の 《人にぞ未だ与えられ

ざる娘なりき》の 6g t e，g i にその一例をうかがうことができる。 これも，-，ai2 

系語尾のもつ「未完了性」の然らしめるところである。

最後に， このニ語尾の意義素を簡潔に
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「-Gsan2〜-Gsad2 は “ある動作の完了した（もの.こと）”，一が〜-gjz 

は “ある動作の未だ終らざるもの.こと，，を表示するj 

と言うことが出来よう。

なお，-csan2，-Gsad2 については， 末尾音を落した-GSa2 を考えさせる若 

干例かないわけではない。 例 え ば §3〇 (— 18九）の Ttinggeli(g) huru'u

neft tijii 亦舌列薛（irese) irgen-diir teyimii teyimii kii’iin teyimii morintu
biile’g における亦舌歹|J薛 は 「亦舌歹〇(克)薛(傷)」 iregsed と註して読まれるのが一  

般であるが， これと iregseと読み， ィ抑2 を考える読み方もあろうかとも思 

える。 しかし， この種の用例の稀少さを考えると-Gsa2 を認める立場には立ち 

にくいと思う。後考に値する。

[IV] -Gci2, - G c i n 2

この語尾 Ĥ i2 は現代のモンゴル語， 例えばハルハ方言などにも-N とし 

て生きている。しかし，秘史蒙古語には，極めて限られた使用例が認められる

のみである。以下に列記しよう,

1 §105 (三 5 九）

2 §105 (三 6 — ）

3 §159 (五29六）

4 §177 (六24ニ）

5 §185 (六51四）

6 §187 (七 4 四）

歹亦只(黒)赤dajyiliciSi く反的〉

帖篾扯克赤 t e m e £ e g S i  く争的〉

41合®中忽勒都黑赤q a d q u l d u o J i  く厮殺的〉 

阿剌黒赤alaG« 〈好殺的〉

不勒中合勒都黒赤b u l c a l d u c i S i〈厮殺的〉

阿不黒赤 a b u e H 〈好要的〉

7 §195 (七35五） 脫 那黑臣 tonoGSin〈剝腕的毎〉

8 §195 (七35六） 阿不黑臣abuG^i n 〈要的毎〉

9 §195 (七39七） 穏榻慝赤u n ta c H 〈睡的〉

10 §195 (七39七） 孛速黒赤bosuG Si〈起的〉

以上，10例が知られる。（なお，§46 (— 28三）の 「阿荅(舌〉魯黒赤」adaruGSi

く間諜〉 も加えれば11例となる）-o£in2 は-〇汙の複数形である。後世の蒙古 

語文語，現代の諸方言に見られる複数形-cSid2, -rHiwは秘史の言語からは発
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見されない。

は - と 更 に 分 解 さ れ ，形動詞としての徴標である~c-(-g- ) に，

C〜するのを好む， 〜するのに巧みな》の意を表わす接尾辞-占が附されて作 

られたものである。 こ の は ，「その接尾辞の附される実詞に結びつく職業 

に従事する人」を 表 わ す -6i— 例 え ば qoni(n) 《羊》— q〇ni£i 《羊飼い》， 

adu’i i 《馬》-^adu’f lg i《馬飼い》な ど の -£i—— とは本来別物である。

-o a 2 の用例を以下に示そう。

〈1〉 §105 (三 5 九 〜 6 ニ ） 荅ト赤禿中豁苦児芒舌児巴勒札中灰突舌児

盖子有的 舫筘  揺 閃  時

dabcitu qor darbaljaqu i-dur
ダブチの入れる矢箱の ゆれ動く に

夕亦只(黑)赤

反 的

daiyijiGci
逃げ去る

歹亦#児兀孫

人 名

Daiyir=usun
ダ イ ル • ウ ス ン は

額 朵 額斡舌児 (中> 恒薛凉格中豁牙舌侖塔勒中渾I_____I I--------1
如今 水 名  水 名  両箇的 地 名

ed5’e Orqon Selengge qoyar-un Talqun
今  オ ル コ ン ， セレ *ノゲ  両河 〇 タ ル ク ン

阿舌剌 剌 備 者 中 含 中 合 兀 勒 孫 克 亦 思 恢 突 舌 児 中 合 舌剌 槐 帖 篾 扯 克 赤

行 有也者 蓬 蒿  R 刮 時  黑 钵  争 的

aral-a biii-je, qamqa^lsun keiyiskiii-diir qara hoj temecegci
島 に あ る ぞ ， 蓬萬の 吸きとぶ に 黑き 林 に 争 い 逃 ぐ る

中合阿台荅舌児馬剌額朶額

人 名 如今

Qa* atai=darm ala edo^
カ ア タ イ • ダ ル マラ  今

キ合舌剌只客頷舌列備者（181)

地名 野甸行 有也者

Qaraji ke'e r-e biii~Je.
カラデ 草 原 に  あるそ％

<2> §159 (五 2 9四 〜 29七 ） 田 迭 徹 成 吉 思 中 合 罕  王中罕
I-----1 I___ I
自那裏 v 太祖 皇帝 人名

tendece Cinggis qahan Ong qan
そこより チンギス 可汗 王 汗

中豁牙舌児中合舌里周

両 脑  回 着

qoyar qariju
二人 帰り

阿亦速ヰ灰突$児

来 的 時

ayxsuqui-dur
来る に

乃 馬 ^ 中合©中忽勒都黒赤

種 的  厮 殺 的

Naiman-u qadqulduGci
ナイマ ン 族 の い く さ 上 手 の
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可克薛兀撒(ト剌黑 巴亦荅® 剌黑別勒赤S列 扯舌里克 札撒周

人 名 地 芯 行 軍 整治着

Kogse'ii^sabraG BayidaraG=beicir-e cerig jasaju
3 グセウ•サブラグ バ イ ダ ラ グ • ベ ル チ ル に 兵を 整え

•♦■合®中忽助都中忽 孛侖阿主兀。 （比2)

要 斯 殺 有来
qadqulduqu bolun aju'u.

合戦するに なりて ありき。

〈3> §185 (六 5 1四) 額揑

ene
この

不*^合®都黒赤只ぎ児吉訥 I___________I I
斯 殺  的 _ 姓 的

bulGalduGSi Jirg in-ii
街く戦えるは デル キ ン の

# 合荅黒把阿禿$ 児 阿 主 兀

人名 勇士 有来

QadaG= ba,a tu r aju^u
力ダク •バアトル なりき。

(183)

く4> §187 (七 4 四 〜 4 六 ） 赤速禿脫 那黑阿不黒赤只舌児斤

血 有 的 剝 脱  好悪的 姓

cisutu t o n 〇G abuGci Jirgin
血 そ め の 剝 脱 物 を 好 み と る デルギンの

把 阿 秃 的 只 速 周 中 忽 必 牙 周  
I-----1 I________I

勇 士 行  刺開着 分 着

ba'a tu d -i jisu ju qubiyaju
男 士 達 を ち り ぢ り に  分けて

古®児格勒敦_牙 荅 罷 ^

共 到 時  不能了

Kurgeldiin yadaba.
あい足らしめ ざりき，

(184)

く5〉 §195 (七 3 5四 〜 35七） 札木中合

v A t 

Jam uqa
チ•ャム力の

鳴詁列$論 帖迭 鑕荅秃

説 那的毎 鎗有的

iigulerlin tede jidatu
言う “彼等， t& もつ

額®列宜 只兀周

男子行 趕着

ere-yi ĵ UJU
男 を 追い

# 速禿腕那黒脫 那黒臣

血有的 剝脱的毎

cisutu t o n 〇G tonoGcin,
血 ぞ め の 剝 ぎ も の を 好 み て 剝 ぐ ，

兀勒都禿額舌列宜《中》忽勒迭周
|------------1 I_______ I I___________t
刀有的 男子行 趕 着

iildutli ere-yi huldejii
剣もつ 男 を 追い
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兀納中合周 p 剌周 兀ト脫 納黑 阿不黒臣 兀*魯兀® 忙中忽堪 客額克迭扬

砍剷着 殺着 財 物 剝 脱 要的毎 種 名 種名 被説的

unaGaju alaju lib tonaG abuGcin Uru'ud MangGud ke’egded
倒し 殺し， 剝ぎもの ■みとる ウ ル ウ ド ， マ ン グ ウ ド 族， と云わるるぞ

帖迭... 。 (185)

那的毎……。

tede...... _
彼等は……”。

〈6> §195 (七 39五〜 39九) 札木+合 f 詁列s論 te舌列 訶額侖

人名 説 M 名

jamuqa iigiileriin tere Ho^liin
ギャム力の 言う “彼は ホエルン

額客因你勒キ合可温幹慑 赤斤I_____| I_________ I
母 的  最小的 子 人 名

eke-yin nilqa kd’un Oacigin
母 の  末 子  オドチギン，

赫里格禿客額克迭由額舌児帖穏榻黒赤

肝 有的 被説 有 早 行  睡的

heligetu ke’egdeyu. erte untaGci
「心やさし j  と云わるるなり。 早く ねるを好み

斡ぎ剌牙

m  行

oraj-a
晚く

孛 速 黒 赤 巴 舌 魯 阿 納 察 別 ®児 兀 禄 *豁綽$魯由

起 的  多 処  也 不  落 後 有

bosuGci, baru’an-aca ber lilu qocoruyu,
起くるを好み， 衆 より ぞ おくれざるなり，

擺荅剌察

立 処

baidal-aca
対陣 より

別f児 兀 禄 + 豁 綽 荅 由 客 額 主 為I___ I I_ I
也 不 落後有 説 r

ber lilii qocodayu ke* e juT fli.
ぞ おくれざるなり” と云えり。

(186)

以上の諸用例を見るに， -cSi2, -c a n 2 の - Si, -S i n を qoni5i, qoniSin; 

adu’iidi， adu’Q£i n の -6 i, -f in と同 一 接尾辞と解するよりも， 現代のハル

ハ方言などで用されるa w M 《仕事))〜a>KHJW (a}il£i) C仕事好きめ，仕事上手 

の》，xeflejmep ((労働》〜xe4e；iMepH《労働好きの》，sx op〇H 《母国》〜3x op〇HH 

《愛国的な》な ど の -v (-ei) と同一物と解すべきかと考えられる。 こ の - は  

修飾する語が「人， 生物j を表わす場合が圧倒的に多いので， 又， 形の上で 

も，上 の q〇ni5i の - 6 i と 同形なの で こ の - む と 混同され，発生的には
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するのを好む》を意味した形動詞語尾-G古2 が，時の流れと共に《〜するのを

好む人》の意に用いられるに到り， 現在では----例えば， surUGSi《学生，生

徒》， k e le g £ i《話し手》など------ G ^iそのものが《 する人，〜'f るもの》

を意味する語尾と化しつ^ある感がある。

qoniSiの -6 i は秘史の言語では複数形として-5i d がすでに見られるが，こ 

の - に 関 し て は ，複数形は秘史では-G£in2 である。しかし，後世，-Ggi* 

そのものが，上述の如き変化を蒙るにつれて， 複数形として-c£id2 が現われ 

ることになる。なお秘史以外の中世蒙古語を調査の上で， この問題はもう一度 

取上げるべきものかとも考えられるが，今は一応，上の如く考えておく。

[V ] -daG2

C常に〜する，いつも〜する》を意味するこの語尾-dac2 は秘史の言語では 

殆ど用いられていず，以下に示す三例のみである。現代のハルハ方言では-;«ド 

として盛んに用いられるのと対照的である。以下に用例をあげる。

<1> §105 (三 5 七 〜 5 九） 額朶 巧 帖 舌列戈勒篾荅ト失(中>灰突舌児

如今 那 鞍 篇  拍 時

ed6fe tere golme dabsiqui-dur
“今， かの を たたく に，

f 兀を児格因

鼓 的

ko* urge-yin
( 戦 の ) 太 鼓 の

濤兀孛勒中合周 可乞迭克脫 黒脫 阿

声 敗着 鞋驚® 的 人 名  

da只’ii bokaju k5kideg T〇Gto’3
音と 聞 き な し 動 播 常 な ら 《 トクトアは

不兀舌剌

地 名

Bu'ura

客額#列

野甸行

ke’er-e
草原 に

備 者 （187)I_ I 
有也者

biii-je
あ る ぞ ”

〈2〉 §167 (五42九〜43ニ） 声朶額 可温突®児 甲訥 帖因

如今 子 行 我的 那般

ed6’e k6’un-diir minu teyin
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卯危薛® 乞額速 騰格ぎ理迭兀禄塔阿剌黑荅巾渾 必 荅 札木中合
I I I i i i i  I I I  ^  a

歹 想 呵 天 行 不 被 愛 咱毎 人 名

m a u ’u !  s e d k i ’ e s u  t e n g g e n - d e u l u  t a ^ a l a G d a q u n b i d a , J a m u q a
悪く 想；b ば 天 に 愛されざるべし 我等， チ*ャム力は

迓歩荅黒客列禿 不列額 塔不兀 鳴詁連 備 由 客 延 額 薛

走作 言語 有来 是麽 是麽 説 有 麽道 不曽

y a b u d a G  k e l e t i i  b u l e ’e ， j o b - i i ' u t a b - u * u i i g u l e n b u y u  k e y e n  e s e
口舌の 常にまわるものなり， 然り，然りと 言■いあるなり” とて

塔 阿 剌 周 亦 列 主 為 （188)

愛 着  去 了

ta^laju ilejU^i
喜ばずして 遣れり。

<3> §105 (三  6 四

迭 額 舌 列 亦 -斡 舌 羅 周

上 他的 入 着

d e ^ r e  i n u  o r o j u

上に ♦ - 筱 の  人りて

6 六 ） 帖s 列可乞迭克

那 軽驚動的

t e r e  k S k i d e g

" か の 動 揺 常 な き

額®児勤 額額迭 亦訥

緊要的

e r k i n

帳房骨子

e ’ g d e

他的

i n u

心なる 門 框 を — その

脫 黑 脫 阿 因 額 $魯格I I_____ I
人 名 的  天窓

Tocto'a-yin eriige
トクトァ の 天窓の

晻不S 魯 荅 阿 s 里周
_______I I--------1

塌了 撞 着

embiirii da'anju
うち 砕きて

額 篾 可 温 亦 訥 額 出 勒 帖 列 ^兀 魯 牙 ……。（189)

婦人 児子 他 的  尽絶了 毀了咱

e m e  k d ’ f i n  i n u  e c i i l t e l e  h a 'u l u y a . ......

妻 子 を — 彼 〇 ことごとく 掠取 せ む /

以上の三例----と云っても k 6 k i d e g がニ例であるが—— ともに-d a c 2 のも

つ意味あいがよく表現された用例である。k e k i d e g というのは《ちょっとした 

ことにも，いつも心が動く，いつもそわそわする》の意が表現されているし， 

y a b u d a G k e l e も直訳すれば《いつも， よく歩きまわる舌》 とでもなろうが， 

いわゆる C口舌の徒》を意味するのに， y a b u d a G  k e l e t i i は，なかなかに言い 

得て妙である，

上述したように， この-daG2 は，現代のハルハ方言ではよく用いられる。例
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えば

Ta erviee 6yp X9A3H uarr doctor B3?
貴 方 は 毎  朝 何 時 に  起 き ま す か

dh cypryy^bA e^ep 〇Yp HB̂ ar.
私 は  学 校 へ  毎 日 通 う 。

の 6oc22T や 等 は ， この語尾の表わす意義素《動作の恒常性•多回性)) 

によくマッチした表現として終止形として用いられるのが一般である。

以 上 で 「秘史蒙古語」における総ての形動詞語尾の解説を終えたことにな

る。

第三講の註

( 1 )  モンゴル国の生んだ偉大な言語学者，故 III. JlyBcaHBaHAaH教授はその著 

OpHHH UarnflH M〇Hr〇ji XajiHfifi Bytsu (y^aaH^aaiap, 1968) において H3p Yr 
(実詞）を uarT h邛 （時間実詞）と uarrYfl (無時間実詞）の二つに分けている。

(2) N. Poppe, The Mongolian Monuments in HP*AGS*PA Script. Wiesbaden, 
1957，p.40 参照。

(3) dayin C敵軍》を “女性視”すると考えれば，この-q u iを女性形と見る立場も 

とれないことはない。筆者は，かって，これについて一文を草したことがある。

(4) 「中合《思》察」を筆者は『元朝秘史全釈（上〉』の p.130, §22の2 行目に「中合 

(黑)察」としたが， この(黒)は(黒》に改める。 原文には「中合该 察」とあり， これは 

「中合黑察」の誤りなので，（黒)ではなく（黒》としなければならない。

(5 )  この文，Qulan=ba，吞tur-un k6’fin Yeke=5eren b诳 e’§. Badai， QiSiliG qoyar
darqa(n)d-un noyan tere btile’§の darqa(n)d を筆者は『元朝秘史全釈（上)』 

のp_ 210において「バダイ，キシリグ，二人のダルカンの長は彼なりき」とし，ダ

ルカンを個有名詞の如き訳を与えたが，これはdarqan《自由人—— 税賦などを治む 

る必要のなき，特権者》と解すべきものと考える0

(6) 「鎖納」を 「鎖 ®」の誤写とする説について，筆者は『元朝秘史全釈（下)』の 

p.196の 註 （8 ) において言及した。ペリオ， コ-ジン， モスタールト諸氏，及び 

〔蒙.秘選〕にならって，「鎖 〔籾〕」と校すべきかとの考えに現在では傾いている 
が，もう少し考えて見たい。

( 7 )  四部叢刊本，葉徳本には莎中豁黒兀速舌納察とあるが，「舌納」の 「舌」は勿論必 

要ない。そこで，本書では〈舌〉として示した。 ソ連15巻には「舌j は見られず， 

この点では，ソ連本を以て正とすべきである。
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第四講動詞の副動詞形〔I 〕

§ 1 . 副動詞は副詞的な職能をもつ動詞の一変化形の謂である。従って文を 

終止する機能はない。 しかし， 文を中止し， 後文との接続の役目は果し能7 

し，又，述部の一部として機能する。

副動詞形も，動詞の他の活用形と同様に，動詞語幹に語尾を接尾することr  

よって形成される。

「秘史蒙古語」においては， 蒙古語文語や現代のハルハ 方言などに比して， 

その語尾の種類は少なく，次の10種の語尾の使用が認められる。

1 .  連接接合副動詞語尾-}U2〜-5u2
2 .  同時接合副動詞語尾 -n
3 .  分離副動詞語尾-’

4 .  限界副動詞語尾-tala2

5 .  条件副動詞語尾-’asu2, -basu2

6 .  継続副動詞語尾-Gsa’ar2, -Gsabar2

7 .  目的副動詞語尾-ra2
8 .  予告副動詞語尾-run2
9 .  副動詞語尾 -nta2

1 0 . 副動詞語尾 -qu6a2〜-qui2a2
以上10類の語尾の中， （9 ) と （1 0 ) は極めて少数の用例をもつに過ぎず，実 

質的には， 「秘史蒙古語」に お け る 副 動 詞 語 尾 け 上 の （ D - ju2〜-6u2 から 

⑶ -run2 までの8 種類ど8 •うことができる。以下に， これら副動詞語尾を， 

実例を提示しつ\解明したい。

上記の副動詞語尾の中，秘史の 言 語 の み な ら +蒙 士  巧には現代のモ

ンゴル語諸方言において多用されるのは（1 )連接接合副動詞語尾，（2 ) 同時接 

合副動詞語尾， （3 ) 分離副動詞語尾の三者であり， この三語尾について詳しい
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分析が要請される。秘史の言語を資料として，筆者は先ず， この三語尾を考ぇ 

て分見たい。例によって， これら三語尾の用例の吟味から始めるが，⑴ の  

-扣 し -CU2 の麵たけでも多くの用例を示す必要があり，三語尾総ての用例を 

合わせると，かなりの多数にのぼるものと思われる。

イu2 と -CU2 は異形態の15係にある---動詞語幹の末音がb, d, G(g), r, S
に 終 る 場 合 に は が ， それ以外の場合にはイがが用いられる一 の で 以 

下には，時間とスペースの節約のために_扣2 を以て代表させる

筆者は，従来， このニ語尾を個々に取り上げて考えて来たが， こ\では初め 

ての試みとして従来と異なり， これら三語尾を，いわば 0 n e s e tとして記述し 

て見たいと考えている。-〗U2 に し て も n_ にしても或いは—，ad2 につ い て も， 

一応無難な記述は従来もないわけではないが，しかし， これら三語尾の本質的 

な相違は一体どこにあるのかという問題につ い て の 万人をして納得せしめる見 

解を筆者自身今まで持てなかったし， 先人の著作類からも知ることは出来な 

い。又，モンゴル語を母語とするモンゴルの学者•研究者の詳しい，且，筆者 

をして納得せしめる見解に筆者は接していない。その様なわけで，今回は， 自 

分を含めて，多くの学者.研究者諸賢に納得していたける様な見解を提出で 

きればと願って， この項を書き下したいと願っている。

§ 2 . 上にも述べた様に，-： -n，-’Sd2 の三語尾は秘史蒙古語において， 

上からこの順序で第一，第二，第三とランクされる最も多用される語尾群であ 

る。なかでも -沖の使用例は多く， 試みに秘史十二卷（又は十五巻）のいず 

れの一葉を開いても， この語尾にぶつからないことは極めて稀である。

そこで， この - ju2 を中心にして記述を進めて行くが， その前に，ごく簡潔 

に， この三語尾についての従来の見解を述べておく。

一言で云えば， 日本語の「ご飯を食べ:^いる」，「鳥が飛ん:行った」，「毎朝 

6 時に起き;^散歩する」， 「風が出:^雨が降っ：！来た」などの文の「て， で」 

を表わすのが， この-〗u*，などの三語尾である。現代日本語の「て，で」は外
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界の事実としては異った行為•現象を同じ「て，で」で表わすが，モンゴル系 

の言語では，異った行為•現象には，それぞれ異った形式-】U2, -n ，_3が を 

用いるのである。 その際，「で， て」 の使用については応揚な—— 言葉を変え 

て 言 え ば “鈍感な”—— 我々現代の日本人にとっては，モンゴル人が， この三 

語尾を使い分ける本能的基準がつかめないのである。 この三語尾の使い分け 

は，モンゴル人にとっても，多分に本能的要素が多いため，彼等自身にとって 

も，その使い分けの本質的基準を発見するのが困難なのである。それ故， モン 

ゴル人学者の手になる文法書類においても， この三語尾については，大まかな 

記述のみしか見られないのである。

この三語尾についての従来の研究の中ではやはりN. Poppe教授の次の記 

述が簡にして要を得て優れている（〔P.W.JV1 G〕p.96〜p.97)。
372. i  he converbum tmperfectt expresses an action performed simul­

taneously with the main action.

The suffix is when the stem ends in a vowel, diphthong,

or the consonantl, -cu/-cU when it ends in y9b9s,d9g9 and r. 
abcu taking olju finding

boscu rising ogcii giving

為 扨 以 w saying ツ ブ w going

bosa (under colloquial influence) rising 

yabuj t (under colloquial influence) going

373. The modal converb expresses an action indicating the manner 

in which the main action is performed. The action of the converb 

and that of the main verb are closely related or fuse into one, e .g” 

“to arrive riding horseback. w

The suffix is -n with the union vowel -u-/-u- if the stem ends in

a consonant.

nisun (nis-) flying nisiin irebe He came flying
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g iiy in  runn ing in g u y in  yarba He came out runn ing, or He ra n  

out.

373. The converbum  modale is by orig in a verbal noun. Its plural 

(^with th e suffix - d  replacing th e final n of th is con verbal form ) acted 

in Pre-classical M ongolian as a form  of the present tense (vide §413).

374. T he converbum  p erfec ti expresses an action completed before

th e m ain action s ta r ts , e. g-, “he did an d....，” “a fte r doing....” The

suffix is - y a d /-g e d  w ith a union vowel on stem s ending in consonants.

yabuyad  a fte r having gone

keleged  he said and....， a f te r saying

P o p p e教授のこの記述は原則的には受け入れられるが， この記述のみでは， 

現実の蒙古語文の理解は困難である。例えば，-nの例文で示されているm'swff 

irebe; g u y in  yarba は 又 ， m scu  irebe, n isilged  irebe . g iiy t j  u irebe， 

g*む / 供 ゴ か 31 とも言うことができるのである。 この三者の違いについては， 

従来何の言及もない。筆者は， これらの現象を含めて， この三語尾の本質を追 

求して見たい。以下の文例から読んで見る。

〈1> §54 (— 3 4四〜 34八 ） 帖舌列察黒突児也速該把阿禿児斡難

那 時分 名 河名

te re cac-dur Yesiigei^ba^atur Onan
そ 〇  時  に  イ X ス ゲ イ • バ ア ト ル ， オ ナ ン

沐$漣捏 釋鴇兀闌
_1

迓歩(巾> 灰突児

河 処  放 陳  行 時 的 分

m iiren-ne sibau 'u lan yabuqu i-dur
河 に 賺 狩 し  行く に

篾児乞敦 也 客 赤 列 都 斡 胁

n 名 的

M erkid-iin
メ ル キ ド 族 の

Yeke=ciledu
イ* ケ •チレドク，

01-

中忽訥兀揚亦児 @址斡乞阿 (ト )抽額兀思格巧阿亦速中忽宜勺魯中合周

種 名  百姓 処 女子要着 取 着  来 的 行  遇 着

q u n u 'u d irgen-ece oki abcu e’usgeju ayisuqu-yi joluGaju
クスウド族 人衆 より 乙 女 を 娶 り て  発ちて 来接しあるに 遵いて
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甲 格 亦 〒 不 者 額 考 手 格 只 坪 デ 失 今 斡 乞 中 合 ^ ! :者 g 腎児禿舌里-

探 着  看 呵  顔 色  別有的 女 子 嫌 人  見着 家 自的行

onggeyijii u je^ s ii ongge jisii busitai oki qatu iijejii ger-tu r-iy en
見おろし 見れば 容 色 ことさ 5 なる 婦人を 見て 包 に — 己が

中合舌鄰好温勒周 揑坤太子阿中合余安
I--------------1 I___ I I_ I

四 奔 着  人 名  兄 自 的 行

qarin h a u ^ C n jlju  Nekun=taidz aqa-yu^ n ,
帰 り に 奔 り て  ネクン •タイズ  兄 を（己が），

荅$ 里 台 斡 ®赤 斤 迭 兀 g
名 弟 行

Daritai=oacigin de* u-ben
ダ y タイ•オドチギン 弟 を （己；̂〉

兀都S里 ® 抽 亦 s 列 主 為 （190)I--------- 1 I________I
引 着 来 る

ud u n d cu ire ju*ii|.
引きつれ 来れり*

〈2> §26 (— 16七〜 16十） 亦g 恢 亦 桎 延
I_____| |_____ |

喫的 茶飲

ldekui ideyen
喫う 食物

兀該

無

iigei
なく

阿ぎ侖

住時

a ru n
ある時，

赤那因ホ昆途児

狼 的  度 行

cino-yin Gun-tur
狼 の 懸 崖  に

(中)豁児キ合黑三戈舌劣額孫

囲 住 的  野 物

qorGaGsan g6r6’esiin
追いこみたる 狩獵物を

馬舌里牙^中合児镤 周

窺 覷  射 着

manyaju qarbuju
うかがいて 射

g 剌周亦唼勒都額傷

殺着 喫 兼 着

a la ju ideldii'ed
栽して 食ぶ合いて，

赤那因亦®克先泥 i_____ I I________ I
狼的 喫了的

cino-yin idegsen-i
狼 の 食 べ た る を

忝古勒都周亦唼額偈
I________ I I______ )

拾 着  喫兼着

tem giilduju ide*ed
拾い合いて 喫いて

斡額$侖

自己

o^ r-iin
己 が

=豁斡考〈巴〉安中合児赤 孩 巴 安 別 児 帖 只 額 勒 敦 帖 舌 列 桓 中 合 児 罹 （191)

喉嘟  自的 黄賺 自的也 養兼 着  那 年 出 子

qo^lai-ba'an qarciGai-ba'an-ber teji^eldiin tere hon carba.
喉 を（己が)， w  を（己が） t  養い合って その 年 出でぬ。

〈3> §154 (五 19三 〜 2 1六 ） 塔塔舌平木中忽®中合周倒鄰巴舌剌巧

種 行 教絶着  擄 了着

T a ta r- i m uqudqaju daulin b a ra ju
タタル族を  窮滅して 掠め 終りて
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兀 魯 思 亦 ぎ 児 堅 阿 訥 客 ぎ 児I_____ | I______ I I_ I I____ |
国 百 姓 他的 怎生

ulus irgen anu ker
"民人 人 衆 を — 彼等の いかに

乞 坤 客 延 成 吉 思 キ 合 罕 也 客 額 耶

敬 咱 麽 道  太 祖 皇 帝  大 商量

kiklin keyen Cinggis qahan yeke eye
為すべき” と チンギス  可汗， 大 相議に

兀ぎ魯乞牙ぎ里顔

一 族  自的行

uruG-iyar-iyan
— 族  も て — 己が

キ合黒察格ぎ児圖$ 児斡ぎ羅周

独 房 子 裘  入 着

GaGca ger-tiir oroju
唯一の  包  に 入りて

額耶禿®)都B
共商 ;B  了

eyetiilaube.
相蒸し合いぬ〇

額耶禿勒都$論

商 量 説 道

eyetiildurun
相識し合うに

^ _ 兀 都 舌， 塔塔児 チ:舌児堅 額不格思 ^赤格昔

在先 日 子 行 種 百姓 祖宗 父親 行

erde udur-ece Tatar irgen ebuges eciges-i
古き 日 より タタル族 人衆， 祖父連 父 逹 を

把舌剌黒三不列額

廃盡的 有来

baraGsan bUle’e.
殺めたる なり。

額不格思

祖宗

ebuges
祖父達，

額赤格孫斡旋勒斡雪^

父 親 的  膂 報 趋

eciges-un osol osoju
父達 の ううみ を 報じ

乞散勒乞撒周

仇 報着

qisal qisaju
仇を うちて

赤温突€ 児

車 轄 行

ci’iin-diir
窣轄（の高さ）に

兀 里 周 ^ :都 周 阿 剌 周

比着 鹺絶着 殺着

iiliju qxduju alaju
比して 斬り 殺し

斡 古 牙 兀 里 慑 帖 列 乞 都 牙

與咱 金 絶  殺着

oguye ulidteie qiduya,
やらん， 絶え尽くるまで 屠らん，

許列克薛的孛斡里都牙

剰 的。 奴婢软 使咱

hiilegsed-i bo'oliduya,
残 り し も の を  奴隸とせん，

竹克竹克中忽必牙勒都牙客延額耶巴舌剌勒都周

各 処  分 咱 麽 道  商 夤 定 了 着

jug jug qubiyalduya keyen eye baralduju
方 方に 分け合わん” と 相 激 を 終 り 合 い て

格ぎ児帖徹

房 子 行

ger-tece
贫  x 〇

ヰ合$ 魯 阿 速 塔 塔 $ 侖

出 呵  種 的

Garu’asu Tatar-un
出ずれば， タタル 族 の

也 客 扯 ぎ 連 別 勒 古 台 額 徹

人 名  人 名  処

Yeke=ceren Belgiitei-ece
イ *ケ •チ * レ ン ,ベ ル グ テ イ  よ h

黯巴舌児

怎 生

yambar
“如何なる

額耶額耶秀勒都摧 I 作 夸 延 阿 撒 黒 主 不 別 勒 古 台 鳴 詁 列 舌 論 塔 泥

商量 商量 了 麽道 問 了 有 来  人名 脱 傲 行

eye eyetuldiibe keyen asaGju'u. Belglitei iigiilerun tan -i
栢議を 嫌し合いたる w と 問え り。 ベルグテイの 言うに， “「汝 等 を
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不 古 迭 宜 赤 温 突 舌 児
I____ 1 I_____ J

都 行 車 t t 行

b u g i i d e - y i c i’ u n - d i i r
なべて を 車轄 に

兀 里 周 ^:都 牙

比着 尽殺

u l i j u  q i d u y a
比して 屠らん」

客額勒都罹

共 説 了

k e 'e ld i ib e
と云 いぬ”

客額主兀

説 有 来

k e’旬 u ’ii，
と云えり。

別勒古台因 
I
的

B e l g i i t e i - y m
ベルグテイ の

額 _ 年 格 突 舌 児 也 客 扯 舌 連

這 言語 离 人 名

e n e u g e - d i i r  Y e k e = c e r e n

この 言 に イ * ケ •チ エ レ ン ，

塔塔児都里顔

種 _ 的 行

T  at a r -d u r - i y a n
タタル族 に — 己が

統中合黒塔勒必,中豁舌児中合く黒〉剌主兀

伝説 放 着  寨 子 把 了 来

tungqaG talbiju qorGa [g]laju* u
伝旨を 流して 塞 に こ も れ り ，

，豁舌児中合黒撒_

寨 子 把 了 的

qorGaGsad
塞にこもりし

塔塔ぎ児途を児

T a t a r - t u r
タ タ ル 族 に

必 荅 訥 扯 $ 里兀®

咱 的  軍 _毎

b i d a n - u  c e r i ’ u d

我 等 の  兵士連

額額S 列 坤 孛 侖
|-------I I_ j

要 攻  敗呵

e 'e r e k u n  b o lu n
攻むることたりして

馬 石 毯 失 主 兀 （中)豁舌児中合剌黒撒搀

好生 廃 耗 了  寨 子  把 了 的 。

m a s i s a m s i j u 'u . q o r G a ia G sa d
いたく 失ないたり。 塞にこもれる

塔 塔 舌 里 勺 孛 周 羅 兀 勒 - 兀魯傷干丨|赤温突舌児兀里周乞都キ灰突舌児

種 行  生受着 教 入 着  尽 絶  車 轄 行  比着 尽 殺 時

T a t a r - i J o b o ju o r o ^ l j u  i i l i id k e n  c i'f l n - d u r  i i l i j i i q i d u q u i - d u r

タ タ ル 族 を 苦 労 し て  捧しめて 絶 え 尽 く す に 車 轄  に 比して 屠る 時

塔塔ぎ児鳴詁列勒都s論 古 温

種 共 説  人

T a t a r  i i g i i l e l d i i r u n  k i i ’ S n
タタル族の 共に言うに “人

土 屯 中 罕 純 都 舌 里 顔

各 袖裏 自的行

t u t u n  q a n c u n -d u r - i y a n
ごとに 袖  に — 己が

乞禿中玲

刀

q itu G a i
小刀を

中 罕 出 剌 周 迭 舌 列 阿 奔 兀 窟 耶 客 額 勒 都 周 巴 撒 馬 石 古  氆 失主耳

袖 条 藉 背  要 死 咱  共 説 着 再 外 生 也 _  廃耗有来

qanculaju dere abun iikuye ke^ldiijii basa masi-kii sam si^u .
袖に入れ 枕を 取りて 死なん” と云い合いて 亦 いたく ぞ 失ないたり。

帖_ 塔塔舌里赤温突舌$ 兀 里 周 乞 敦 把 剌 周 田 迭 成 吉 思 キ 合 罕

那些 種 行 窣 轄 行  比着 尽絶  殺了着  那衷 v 太 祖 皇帝

tediii Tatar-i ci*fln-diir iilijii qidun baraju t e n d e C i n g g i s  qahan
かく， タタ ル 族 を  車轅 に 比して 屠り 終りて そこに チンギス 可汗
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千L舌 児 里 气

聖 旨

jarliG
勅

孛魯ぎ論

説 道

b o lu r u n
するに

b id a

"我等

兀を魯乞牙里顔

— 族 目的行

uruG-iyar-iyan
一 族 も て — 己が

也 〒 額 耶 巴 S 剌勒都黒撒泥

大 商量 了 了 的  行

y e k e  e y e  baralduGsan-i
大 相黢 を 終り合いし を

別勒古台因
I

人 名  的

B e l g i i t e i - y i n
ベルグテイ の

札 阿 ヰ 忽 因 秀 剌 必 荅 訥 扯 ぎ 里 兀 ®馬 石
I______________ I I_____ I I________ I |_ I

吿 的 上 頭  咱 的  軍 g 好生

j a ^ q u - y m  t u i a  b i d a n - u  c e r i ’ fid m a s i
告げる の 故に， 我 等 の  兵士逹 いたく

氆 失牙罷

箱 耗 了

s a m s i y a b a .
失いね0

額兀訥■豁亦納

這的  後

e 'u n - i i q o y in a

こ の  後

也客額耶突@児
I_ I I________ I
大 商裹 »

y e k e  e y e - d i i r

大 相 議 に

別勒古台不

人 名  休

B e l g u t e i b fl
ベルグテイ »i

斡$ 羅禿ヰ孩額也
I-----------1 I_ I

入 杏  商置

orotUGai e y e
入らざらん， 相議

巴を剌荅剌け》合 荅 納 不 古 泥 札 撒 禿 該

了 間  外 面  有的行 整 治 者

baratala Gadana b u k u n - i jasatUGai,
終るまで 外なる も の ご と を  治むべし，

札撒阿， 客舌列兀舌里中忽剌中孩

S治 了 H殴的行 盗

j a s a ’ & d k e r e’i ir-i qulaGai
治 め て  争い を， 盗み，

キ 忽 荅 勒 委 亦 列 帖 泥 札 s 児ホ忽剌禿ホ孩

謊 勾 当 有 的 毎 行  教 断  者

q u d a l i i i y i l e t e n - i ja r G u la t u o a i,

虚言の 罪人達 を 裁断すべし，

額耶巴ぎ剌阿速

商 置 了 呵

e y e  b a r a * a s u

相 *  終らぱ

斡脫 克兀黒撒訥

進酒 飲了的

o t o g  uGsan-u
祝酒を 飲み し

中豁亦柯別 勒 古 台 荅 阿 舌 里台 中豁牙舌児甲迭 斡 舌 羅 禿 中 孩 客 延

後 人 名  人 名  両 箇  那离 人 者  s 道

q o y i n a  B e l g i i t e i, D a’S r i t a ! q o y a r t e n d e orotUGai k e y e n
後 ベルグテイ， ダリタイ 二人 そこにて 入るべし， と

札 を 児 里 黒 孛 勒 罷 （192)

聖旨 敗了

jarliG b o lb a.
勅  しぬ。

〈4> §188 (七  5  四 〜 8 — ) 王中罕 莱昆 中豁牙舌児

人名 人名 両 商

O n g  q a n  S e n g g u m  q o y a r
オン 汗. セングム 二人
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王 ヰ 罕 脩 由

人名 有

O n g  q a n  b u y u
オン 汗 なり”

客 額 速 兀 禄 塔 級 額 薛 不 失 ぎ 列 周 田 迭 阿 剌 主 兀

説呵

k e 'e s U
と云えど

i i l i i t a n i n

識らず，

j
不曽 信 着

e s e b u s i r e j u

信ぜすして

那裏 殺了来

t e n a e  a l a j u 'u ,
そこに 殺めたり。

桑昆 _ 克 撒 中 气 捏 坤 ^  x m m m  r 合答，

人名 地 名 的 水名 水行 不  入 外 面

Senggum Diaig=saqal-un Nekun usun-a iilii oron Gadana
セングム ディディグ • サ カ ル の  ネタ，ン 川 に 入 う ず ， 外辺を

約を児赤周 川勒 辛 舌 見 斡*羅周 兀速舌児中合舌命*忽刺® 嬉魯阿禿，

去 着 地 名 行 入 着 尋 水 野馬毎 被蠅哀咬着

yorciju col-dur oroju usurqarun qulad hiluTatuju
行きて 沙 漠 に 入りて 水をもとむるに， 野性馬の 虻にさされ

擺 亦 *忽 # 桑昆 保兀周 馬s 里牙主兀 桑古門 那可舌児

立 的 行 人名 下馬着 窺 ® 着有来 人 名 的 泮当

baiyiqun-i Senggum bau'uju mariyaj^u. Senggum--un noJsor
立 ち あ る を セングム 下馬して うかがえり。 セングム の 僚友

闊 闊 出 阿 黑 騸 赤 第 篾 禿  桑昆魯額 中忽舌児巴兀剌丨呵主兀

人名 管鼷馬的 赛 有 的  人 名 一 同 三 0 有来

Kokocii aGtaci emetii Senggiim-lii’e Gurba*ula aj^u.
3 3 チ *  馬夫， 妻をつれ セングA と共に 三人にて ありき*

別 耶 昔 顔 歹 亦 只 周 *合 舌 児 抽 斡 都 阿 ®

» 身 的 行  反 着

b e y e s - i y e n  d a i y i j i j u

自う 離反し

的的S 撒+合侖 
I
的

涅坤兀速納

出 着  去 了  地 名  的 水名 水行

Garcu o d u ^ d  D i d i g =s a q a l - u n  N e k u n  u s u n - a
出て 行きて デ ィ デ ィ ク • サ カ ル の  丰クン 川 に て

王中罕 杭ヰ合周 斡ぎ羅ヰ忽孛侖 乃馬訥 ホ合$ 剌兀助
L

人名 现 着

O n g  qan hangGaju
オン 汗 渴して

_______ し

入 做 種 名 的  哨望的

o r o q u b o lu n  n a j m a n - u  q a r a 'u l
入 る に い た り , ナ イ マ ン 族 の  斥候

中豁舌里速別赤字舌年斡舌羅主兀中豁舌里速別赤

人 名  行 入了来 人 名

Q o r i=s i i b e c i - d i i r  o r o ju 'u . Q o r i= s x ib e c i
3 リ • X ベチ（の許）に

王中罕泥把舌里主兀

入れり,

人 名 行

O n g  q a n - i
オン 汗 を

拿了来

b a r i j u ’ n

捉えたり。

必丨我；3
?
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m m m 闊 闊 出 ！̂ 黒 騸 赤 荅 考 里 兀 勒 主 宇 r 闊 闊 出 ！̂黒 _ 碑 呼 黒 琴

馬 自 的 行  人名 管 馬 的 自 行  教 拿 着 有 来  人名 管馬的 爾馬

m ori-yan Kofcocu aGtaci-da*an b a rfu lj^ u i. Kokocti aGtaci acta
馬 を（己が） ココチ :x 馬夫 に（己が〉 執らしめたり0 ココチュ 馬夫， 去勢馬

亦 ! ^ 闊脫 魯額供 * 合舌》 中合塔舌剌主為 m m 亦訥

他的 牽 了 回 點着 有来 他的

in u k o to lii^ e d q a r in q a t a r a j u 'u i. eme in u
— 彼の 索きて 返り 奔りたり》 妻の — 彼の

鳴詁列ぎ論 
I________I

説

uguleriin
言うに

阿勒塔塔宜
I________ I

金 有 的 行

altata(i)-yi
•*金絲ある を

そ木思恢突舌」児

穿 時

emiiskui-dur
身につくる e

晻塔塔宜

滋 味 有 的

amtatau;-yx
美味ある を

亦唾恢突S 児 闊 闊 出 米 訥
I---------- 1 |_ [

喫 時 人名 我的

i a e k u i - d u r  K o k o c u  m in u
食する に， 「ココチ文—我が」

客 額 古 f 列額中罕你顔  桑 古 迷 也 勤  帖 辱 帖 ト 赤 周 格 周

説的  有来 皇帝自的行 人 名 行  如何 那般 捨 着  繳着

ke'ekii biile'e, qan-iy^n Senggiim-i yekin teyin tebcijii geju
と云う なりき， 汗 を （己が〉 セングム を な ど て か く  捨て おきて

斡 敦 脩 由 赤 ^ : 額 周

去 有  你 脱着

odun biiyu ci ke^jii
行きあるや 汝” と云いて

額篾
I_ I

eme
m

亦訥

他的

inu
— 彼の

擺 亦 周 キ 豁 綽 #児 出 ,

立着 落後了有

baiyiju qocorcu ûi.
立ちて 残れり。

中略_

田 迭 徹 闊 闊 出 阿 黒 蹋 赤 阿 勒 壇 盞 訂 兀 亦 訥

自那»  人名 管馬的 金 盂 他的

tendece Kokocu actaci altan jantau^  inu
それより 口コチ*  馬夫 “金 盗 を — 彼の

P ト客延中豁亦 納 黒 亏

要 麽 道  望 後

ab keyen qoymaGSi
とれ" と 後へ

斡〔斡〕舌魯阿 ®中 合 塔 舌剌 主 兀 帖 堆 亦 舌 列 額 揚  成吉思中合罕突舌児

撇 了 点 了有 那些 来了 ^  太祖 皇帝 行

o’Oru’Sd qataraj^u. tediii ire’M Cinggis qahan-dur
投げ捨てて 奔れり。 かく 来りて チンギス 可汗 のもとに

闊闊出 阿黒驛赤 亦®列周 桑古迷 帖因 川勒突舌児 格周
i 1 1 1_ 1 1______1 1_ 1

人名 管馬的 来着 人 名 行 那般 地名 行 撇着

Kokocu aGtaci irejii Sengffum-i teyin col-diir gejii
ココチュ 馬夫 来り， *セングム を かく 沙 漠 に Kき



亦 * 列 罷 黑 # 必 客 延 田 迭 鳴 詁 列 勒 都 克 先 兀 格 昔 顔 不 古 迭 宜 帖 古 思
I________ 1 |  ! _ I ! _1 I______________I I________ 1 I---------- 1 1 I

来 了  我 麽 道  那裏 共 説 了 的  言 語 自 的 行  都 行 全

ir e be b i k e y e n  t e n d e i i g u le ld u g s e n  u g e s - i y e n  b u g u d e - y i t e g i i s
来りぬ 我 ” と そこにて 語りし 言 を（己が） なべて を すべて
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説 着 与 呵 „ 太祖 皇帝 聖 旨 蚁 妻 行  他的

ugiiiejii iDgii'esu Cinggis qahan jariiG bolurun eme-yi inu
語り やらば チンギス 可汗の 勅 するに “奘 を — 彼の

莎 ど 児中合 ， ，
闊閨出 阿 黒騸赤宜 圖 思 中罕 你 琴 _ 因 帖 ト 赤 周

恩賜 着 只 人名 管 馬 的 行 正主 皇帝自的行 這较  捨 着

soyurqaju mun Kokocu aotaci-yi tus qan-iySn eyin tebcijii
慕賞し， その コ コ 乎 * 馬夫 を 己が 汗 を （己が） この如く 捨て

亦s 列主 , 額亦模
鹑 — 輕

那可扯額速 亦帖格克迭古

来 了  有 這般 人 如今 誰 行 做伴 呵 可 倚 仗

irejii’ii 叉. evimii kii’fin edo*e ken-diir nokoce^sU itegegdekii
来れり。 か 乂る 人， 今 雄 K 友 た る と も 倍ぜらるべき”

fmm fm im
説 着  斬 着  撇了

ke’eju cabciju gebe.

と云いて 斬り すてね《

〈5〉 §198 (八 1 ニ 〜 5 三 ） 篾舌児乞惕亦舌児堅倒里周

種 名  百 姓  虜 着

Merkid Jrgen dauliju
メルキド族 人衆を 掠めて

脫 黒 脫 阿 別 乞回也客可温
I I------ 1

人 名  的 大 子

T〇Gto’a= beki-yin yeke k6 ’fln
トクトア•べキ の 長 子

只$ 里 捏 徹 朶 舌 列 格 揑 宜 田 迭
|--------1 |  I_ I

中忽都回 中合敦揚 禿該 
! 1-----1

人 名 的  娘子毎 名

Q u d u - y i n  q a d u d  T l i g e 又，
クドク の 后達 トッゲイ，

斡歌歹+合 罕 納 斡 $罷 篇 (~

両 ® 内  名 行 那 离  人 名  皇帝行 与了

jirin-ece Doregene-yi tende Ogodei qahan-a ogbe.

二人 より ドレゲネ を そこに オゲデイ 可 汗 に 与えぬ。

朶$ 列格揑

名

Doregene
ドルゲネ2

篾@児乞敦

種 名 的

Merkid-un
メルキド族 の
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和舌 里木 ， ：[C魯 馬 f 亦只 - 申 中合乎 で 豁舌児中,

— 半  百性 反 着 山頂 禁 子

jarimud ulus daiyijiju taiqal qorGa
若干の 民人 離反して 山頂の 寒に

中豁舌児中合剌主為

寨 子  把 了

q o r G a la ju 'u i.
とりこもれり*

田迭

mm
tende
そこに

成吉思中合罕札舌児里黑
I_ I I_________I

太祖 皇帝 聖旨

Cinggis qatian jarliG
チンギス 可汗 勅 し

孛魯を侖鎮を児(中> 罕 失 剌 回 可 温
I------ 1 ! I_ I

敗 人 名  的 子

b o lu r u n  S o r a a n =^i r a - v i n  k o ^ n
て ソルカン•シラ の 子

沉 白 宜 - 牙剌周沼辱で合舌侖扯舌里兀的耶舌児中豁舌児中合剌黒撒©

v 人 名 行  官 做 着  左 手的 軍 領着 寨 子 把 了 的 毎

Cimbai-yi noyalaju jeu^n Gar-un ceri’ud-iyer aorGalaGsad
チンバイ を 長となし 左 »  の 軍兵連 もて 塞にこもりし

.蔑を児乞的額額ぎ列兀侖

種 名 行  教 攻

Merfcid-i e’ere’ulun
メルキド族を  攻めしめに

亦 列 罷 脫 黑 脫 阿 巾 忽 都

去了 人名 人名

ilebe. T〇Gto’5 ， Qudu,

遗 りぬ。 トクトアは ク ド，

赤剌温

ノ  $ 
Cila’tin
チヲウン

可兀的耶$ 里 顔 啜 延 別 耶 思 歹 亦 只 周 キ 合 ぎ 魯 黒 撒 泥 成 吉 思 + 合 罕

少 罄身 反 着  出 了 的 行  太祖 皇帝

GarGsan-i Cinggis qahan
可汗

子毎 目的行 少 罄身 反 着

ko ud- iyer-iven coyen beyes daivijiju
子连 も て — 己が 僅かの人々 離れ 出でたる を チンギス 可

捏客局 阿勒台因 額不舌列 兀幹勒者周 忽客舌児 只 勒  
1 1

f 合不®児

追！!着 山 名 的 前 住 冬 着 牛 児 年 春

nekeju Altai-ym ebur-e iibuljeju niiker Jil qabur
追いて ア ル タ イ 山 の 南 面 に 越冬し 牛の 年の 春，

阿5 来亦牙舌児荅巴周

山 名  越着

Arai-iySr dabaju
了ライ 山を 越えて

斡 都 阿 速 乃 馬 訥 古 出 魯 克 兀 魯 昔 顔

去 呵  種 名 的  人 名  百姓自的行

odu*asu Naiman-u Kiiciiliig ulus-iyan
行けば ナイマ ン 族 〇 クチ* ルグ 民 人 を（己が）

阿トキ合兀勒周

被 要 着

abqa*ulju
取られ

帖舌列歹亦只周中合舌魯黒撒阿舌児啜延古温篾舌児乞# :

那 反 着  出了 以来 少 人  種名 的

tere dajyijiju GaruGsa’Sr coyen ku'Sn Merkid-iin
その 背走し 出づるま乂に 僅 か な 人 数 も て 一 メ ル キ ド 族 〇
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脫 黒脫 阿ホ豁牙舌児
1________ I

人名 両 箇

ToGto’a qoyar
トクトア 二人

捏亦列周額舌児的盾不黑都 $ 児麻忽札兀舌剌

相合着 水 名  的 地 名  根 潭 行

neyileju n,rdis-un BuGdurma huja'ur-a
相合して ユ ル デ ィ シ 河 の  ブグトウルマ 原 にて

中 含 禿 ® 抽 扯 を 里 吉 顔 札 撒 周 阿 主 為 成 吉 思 キ 合 罕 古 ® 児 _

相合着 軍 自 的 。 整治着 有来 太祖 皇帝 到着

<jamtudcu cerig-iyin jasaju aju'ui， Cinggis qahan Ktircli
ともになりて 兵 を（己が） 整え ありき• チ ン ギス 可汗 到て

擺亦勒都阿速

対陣 呵

baiyildu'asu
戦えば

脫 黒 脫 阿 田 $  失把因速木納 禿思荅周兀納主兀

人名 郎裏 乱舫的 節行 被射着 倒了有

ToGto’a tende siba-yin sumun-a tusdaju unaju^u.
トクトア そこに 床れ 矢 に 当りて 钥 れたり。

可 兀 揚 亦 _ 牙 速 亦 訥 把 舌 鄰 牙 荅 周 別 耶 宜 亦 訥 阿 ト 抽

子毎 他的 骨頌  他的 拿 不能着 身行 他的 将着

Wxid inu yasu inu barm yadaju beye-yi inu abcu
子 連 — 彼の か ば ね を — 彼の みとり かねて 体 を — 彼の とり

斡敦
t_ I

o d u n

行き

牙荅周丨占舌里兀亦訥豁黑脫 勒周

不能着 頭 的他 割 断 着

y a d a j u  t e r i ’ ti inu hoGtolju
かねて， 頭を — 彼の 断ちて

阿 ト抽約 $ 児 赤 主 兀 - 迭 乃 蠻

将着 去 了  有 那裹 種名

a b c u  y o r c i j u *u . t e n d e N a i m a n
もち 行けり。 そ こ に ナ イ マ ン 族 の

蔑舌児乞® f 命 で 合 充 核 畔 押 亦勒 _ 尹 荅 -

種 名  共 一 同 着  対 陣  不能着

M e r k i d  b o lu n  q a m t u d c u  b a i y i l d u n  y a d a j u ,
メルキド族 と 共になりて 戦い 能わず，

不$ 魯委闌歌多魯ぎ侖

逃 動 時

b u r u ^ i l a n  k o d o liir u n

逃走し ゆくに

額舌児的失!:禿魯舌侖出ト禿思抽斡欒乞顔 $ 孫突舌児

水 名  渡 時  沆 落 着  多 自 的 行  水 衷

E r d i s i k e t i i l u r i i n  c i ib  t u s c u  o lo n k i - v a n  u s u n - d u r
ユ ル デ シ *河 を  渡る時  思 れ て  多 く を — 己が 水中 に

兀窟兀勒主為 
I___________I

教死了来有

i i k i i’如 ii’f ii.
死なしめたり。

啜延

V
c o y e n
繾かの

* 合 ® 魯 黒 撒 ® 乃 蠻

出了的毎 種名

c a r u c s a d  N a i m a n ,
脱出せし ナイマン族，

蔑ぎ児乞® 額舌児的失客禿侖巴舌剌周
I______________I

種名 水名 渡 了着

M e r k i d  E r d i s i k e t i i l i i n  b a r a j u
メルキド族は •ルディシ》河を 渡り 終りて
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f 合 ホ 合 , _ 多®主+

分離 動 了有

qaGacan k o d o lji i'Q i.

分かれ 動きぬ。

乃馬訥 古出魯克 中罕 委兀舌児台

種名的 人名 毺 名

N a i m a n - u  K i i c u l u g  q a n  U r u r t a i
ナ イ マ ン 族 の  クチ*ルク 汗は ウイグル族の

ヰ合$ 児魯兀的荅阿舌鄰

種 名  行 経 過

Q a r l u ' u d - i d a * a r in
カ ル ル ク 族 を  径て

撒^児荅兀_ 中合札舌剌

回 回  的 地 行

S a r d a ^ l - u n  Gajar-a
サルタウル の 地 にて

乗 沐 舌 洌 壮 不 坤
|_ I I _ I I_ I

v 河名 河行 有的

C u i m u r e n - e  b iik iin
チ * イ 河 に ある

ホ合*剌乞荅敦

種名 的

Q a r a =q i t a d - u n
カラ •キタド  の

古^児+罕 突 * 児 揑 亦 連

人 名  行 相合

G u r  q a n - d u r  n e y i l e n

グル 汗 に  合し

斡揭出為篾 $ 児乞敦 
I

去了有 種 名  的

o d£u ’m . M e r k i d - i i n
行けり。 メルキド族 の

脫 黑脫 阿因

人 名 的

T 〇G to’5- y i n
トクトア の

可兀摄
\___ I
子毎

k d ’ fld

子達，

中忽都中合嫌〇 赤 剌 温 ipfSs里兀田

人名 人名 人名 等_ 項
Q u d u ， G a l， C i l a ’ t o  t e r i ’ f it e n

クドク, ガル， チラウン 等 〇

篾# 児乞®

種 名

M e r k i d
メルキド族は

中 康 里 年 欽 ト 察 兀 的 ：̂阿 舌 鄰 約 舌 児 赤 主 為 田 迭 扯 成 吉 思 中 合 罕

種 名 行  種名 行 経 過  去 了 有  自那襄 v 太 祖  皇帝

Q a n g l i n - i Q i b c a ' u d - i d a * a r in  y o r c i j^ u i. te n d e c e C i n g g i s  q a h a n
カンリン キプサグ を 経て 行けり。 そこより チンギス 可汗

キ合$ 里周阿舌来亦牙舌児 
I________ I I______ |

回 着  山名 依着

q a n j u  A r a i - i y a r
返りて ア ラ イ 山 を

荅巴周阿兀舌魯兀惯 字舌$  保 兀 罷 冗 白

越着 家毎自的 行 下了 ^人 名

d a b a j u  ^ u r ^ u d - a u r  b a u * u b a . C im b a i
越え 本営 に 下 馬 し ぬ 。 チンバイ

令中合勒卞豁&児中合，豁舌児中合剌黑撒惕篾舌児乞的木中忽该 中合主為-迭

山頂 黎 子  把 寨 子 的  種 名 的 教 窮 絶 了  邪3?

taiqal qorGa qorGalaGsad M e r k i d - i muqudqaju^i. t e n d e
山頂の 塞に こもれる メルキド族を  窮滅せり。 そこに

篾$ 児 乞 的 成 吉 思 キ 合 罕

種 名 的  v 太 祖 皇 帝

M e r k i d - i C i n g g i s  q a h a n
メ ル ド 族 を  チンギス 可汗

札f 児 * 里 孛 魯 を 侖 乞 都 キ 忽 泥 阿 _

聖 旨  做 尽 殺 行  他的

jarliG b o lu r u n  q i d u q u n - i a n u

勅 し て  運るべき を <-彼等の
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乞都兀勒周L.__________ J
尽 殺 着

q i d u 'u l j u

屠りて

許列克薛的阿訥

余 剰 的 行  他的

h u l e g s e d - i a n u

残れる を — 彼等の

扯舌里兀ほ帖塔剌兀助罷 ^巴撒兀舌里荅

再 先前軍 毎  行 教虜了

ceri^d-te tala’Qlba. basa urida
共违  に 分搲 せしめぬ。 又 さきに

鹑 舌羅黒三篾舌児乞®阿兀舌魯兀荅察

投入的 種 名  家毎 行

oroGsan M e r k i d  a' u r u * ud-aca
降りし メルキド族 本営 より

f 亦 真 孛 思 出 兀

反 起 有

daiyijin bosc^u.
饭 き おこれり。

阿兀$魯兀®

家 毎

a'uru'ud-
本當

突 ぼ ) 児 不 坤 闊 脫 臣 心 荅 訥 帖 迭 泥 荅 ぎ 魯 主 兀 田 _  成吉思巾合罕

衷 有的 家人毎 咱 的  他的毎行 勝 了 那衷 „ 太 祖  皇帝

dur Duiain kotocin bidan-u teden-i daruj^u. tende し inggis qahan
に ある 家 人 連 — 我等 の 彼 等 を  圧せり。 そこに チンギス 可汗

札 ぎ 児 里 黒 孛 魯 ぎ 侖 屯 荅 キ 合 巴 阿 兀 魯 牙 客 額 魯 額 木 揚I ___| |____ | |_______ | I [ l J I_I
聖旨 敗 全 也 教存咱 説来 他毎

ja r liG b o lu r u n  tu m d a G a b a a ’ i i i u y a  k e’S lti’S， m u d

勅す る に 「全きに ぞ ，ちうしめん」 と云えり， （然るを）彼等

醉 $ 客延 蔑®児乞的 竹 克 竹 克 忽魯© 帖 列

反 有来 麽道 種 名  行 各 各 尽 絶

d a i y i j i n a j ^ u K e y e n M e r k i d - i j i i g  j u g h u liid t e le

勧き あり とて メルキド族を 方 々に 尽くるまで

■忽必牙兀勒罷I f (194)

教共分 了

q u b i y a ^ l b a .
分与せしめぬ。

額列

e le
は

この三語尾の性格上，上にあげた文例 <1>〜〈5>は長文にわたることになっ 

たが， まず， こ、に出てくる- i u 2, -n， 三語尾の使用頻度を以下にか乂 

げる。

~ju2： <1)a b -c u , e^sge-jii, jiluGa-ju, onggeyi-ju, iije-jii hau^Cn)!- 

ju, udurid-cu <2> mariya-ju, qarbu-ju, ala-ju, temgiildii-ju 

<3> muqudqa-ju# bara-ju, oro-ju, oso-jii, qisa-ju, iiliju, a]a-
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Ju> baraldu-ju, iili-jii, talbi-ju, jobo-ju, oro'ulju, uli-jur 

qancula-]u, ke'eldii-jii, iili-jii, bara-ju <4> daiyiji-ju, Gar-cu, 

hangGa-ju, blisire-jii, yorci-ju, oro-ju, ba^uju, tebci-jii, ge- 

ju， ke*e-ju, baiyi-ju, ire-jii, ge-jii, iigiile-ju, soyurqa-ju, 

tebci-]ii, ke'e-jii, cabci-ju <5) dauli-ju, daiyiji-ju, noyala-jut 

daiyiji-ju, neke-ju, ubiilje-ju, daba-ju, abqa^l-Ju, daiyiji-ju, 

neyile-jii, qamtud-cu, jasa-ju, tusda-ju, yada-ju, ab-cu, 

yada-ju, h〇Gtol-ju, ab-cu, qamtud-cu, yada-ju, (cub) tus- 

cu, bara-ju, qari-ju, daba-ju, qidu'ul-ju,

-iu2の実例は文例く1> に 7 例，〈2 >に 4 例，< 3 >に17例，〈4>に 18例，〈5〉 

に25例，総じて71例にのぼる。

-n ； <1) sibau'ula-n, qari-n <2) tej^eldu-n <3> dauli-n, keye-n, 

keye-n, keye-n, iiliidke-n, abu-n, qidu-n, keye-n <4) tani-n, 

oro-n, qari-n, yeki-n, odu-n, keye-n <5> e^re^lu-n, bari-n, 

odu-n, bolu-n, baiyildu-n, buru'uila-n, ketulii-n, ketulii-n^ 

qaGaca-n, da^ri-n, neyile-n, da'ari-n, daiyiji-n, daiyiji-n

-n は 〈1> に 2 例，〈2>に 1例，<3>に 7 例 （た父し，keyg-n のみで4 例)， 

< 4 >に 6 例，〈5>に 14例，計30例である。-iu2 の半数弱という処である。 

-ad2： <1> 〇, <2> ideldii-^d, ide-ed 〇> jasa-ad <4> odu-ad, kotolli- 

*ed, o^ ru-ad, ire-^d <5> 0

-Sd2 は文例 <1> と 〈5>において一つの実例もなく， < 2 >に 2 例，〈3>に  

1例，〈4 >に 4 例，合して僅かに7 例を数えるに過ぎない。

以上，文 例 〈1>〜<5>において示された-扣2, -n， の実例数は，その 

まま，秘史蒙古語総体における様態を示し，-3u2 は最も多用される語尾であ 

り，逆に -’3d2 は用いられることの少ない語尾であることが知られる。現代の 

モンゴル語諸方言では，話し言葉として使用されることの少ない-n は秘史蒙
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古語では，比較的広く用いられ，当時においては， -’3d 2 に比して余程多く用 

いられている。

試みに， この三語尾の中で-扣2 のみ，-n のみ，-’s d 2 のみをとって用いら 

れた用例を， 秘史十二巻にわたって調べて見ると，- j u 2 は362の動詞語幹に接 

尾された用例を， -n は 1〇6語幹に接尾された用例を発見しうるが， -’a d 2 のみ 

をとった動詞語幹は僅かに5 語幹に過ぎない（勿論，-’3d 2 と共に， -Ju2, - n  

をとる語幹を数えれば，その数は高くなるが，純 粋 に - a d 2 のみを伴った語幹

----例えば]a l c i- 《のみほす》は j a l c i’S d が二回現れるのみで， j a l Gi〗u ， ]a lG in

は見られない—— は 5 語幹のみである）。

これによって見ても，文 例 〈1> 〜〈5>に お け る - Ju2，-n，-，a d 2 の用例の分 

布状況は，秘史蒙古語総体における， この三語尾の使用状況をよく反映してい 

ると見てほぼ誤りないものと見做しうる。

秘史蒙古語における， この三語尾の使用分布状況を更に確認するために.丰
(1)

要動詞における状況を調べておこう。

1 . a b -： a b - c u  46, a b -u - n  7, a b -u - 'S d  19 

.2. a b u r a -: a b u r a - J u  13，a b u r a - n  4，a b u r a -’3d ゼロ

3. a l a -： a l a - j u  15, a l a - n  4, a l a - a d  1

4. b a r i-： b a r i - } u  49, b a r i - n  3, b a r i - 'a d  2

5. b a u 'u -： b a u 'u - j u  28, b a u 'u - n  2, b a y 'u - ' a d  4

6. b a j y i-(b a y i-): b a y i - J u  17，b a y i - n  3，b a y i—’5d ゼロ

7. b o l-： b o l - j u  68, b o lu n  54, b o l-u - ' a d  4

8. b o lG a-： b o lG a - ju  17, b o lG a -n  14, b o lG a - 'a d  2

9. b ii-〜b8-: b i H i i 1，*b i i - n  ゼロ，b5- ’ e d  28

10. d a b a-： d a b a -J u  8, d a b a - n  4, d a b a - 'a d  2

1 1 .  d a u 'u l i- C d a u li-)： d a H'u l i - j u  15, d a u li - J u  3： d a u 'u l i - n  1,

d a u l i - n  2; d a u 'u l i - ' a a  1 , d a u l i - 'a d  1

12. d a 'a r i-： d a 'a r i - J u  9, d a 'a r i - n  10, d a 'a r i - 'a d  1
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13 . e ls e - :  e ls e - j i i  ゼロ， e ls e -n  14，e ls e -，さd  ゼ a

14. Gar- ： G ar-cu  34, G a r-u -n  2, Gar—u ’a d  1

15. GarGa- ： G arG a-ju 16, G arG a-n 3, c a rG a-’a d  ゼロ

16. k6 d6 1 - :  k6 d6 1 - ] i i 2 3 ,  k6 d6 1 - ii-n ゼ ロ ， 1 , k6 d6 1 _ ii- y5 d 1

17. k u r - ： k i i r - c i i  48, k i i r - u - n  6, k u r - u - Jed  4

18. k i i r g e - :  k ii rg e -设  8， k i i r g e - n  9，k i i r g e - ’^d  ゼロ

19. k i i r g e ^ l - i i- ； k i i r g e ^ l - j i i  1 , k i i r g e ^ l - i i - n  2, k i i r g e ^ l - i i ^ e d  8

20. h i i ld e - :  h ii ld e - j i i  19，M ld e - n  ゼロ， h ti ld e -，召d  6 

2 1 . id e- ： id e - ju  6, id e - n  4, i d e - e d  2

22. ile- ： i l e - ju  20, i l e - n  1 , i l e ^ d  6

23. ile a- ： ilGaイu  15， ilG a-n  ゼロ， ilG a-’a d  ゼロ

24. i r e - ： i r e - j i i  70, i r e - n  2, i r e 'e d  5

2 5 . ire’fil-: ire’fil-jii 5, ire’fil-ti-n 1， 6

26. ja s a - ： j a s a - ju  29, ja s a - n  1 , j a s a - ^ d  2

2 7 . pbMye- 13， pb§iye-n 2， jSbSiye-1 巨d ゼ ロ

28. 5〇r i - :  5〇r i- J u  7，jo r i- n  7，]o r i- ’a d  ゼ ロ

29. k e ti i l- ： k e tu l - j i i  6, k e t i i l - i i - n  5, k e t i i l - i i - 'e d  1

30. k e ’g- ： k e ’g_5U 149，k e ’S -n 〜 fceygn 389 k e ’己- ’召d  20

3 1 .  k e ^ g d e - ； k e 'e g d e - j i i  14, k e 'e g d e -n  1 , k e ^ g d e ^ e d  1

32. k i- ： k i - ju  6, k i - n  3, k i - e d  7

33. m ed e- ： m e d e - ju  23, m e d e -n  8, m e d e - ^ d  5

34. n e k e - :  n e k e - j i i  1 5 ， n e k e -n  1 ， n e k e - ’Sd ゼ ロ

35. n e f t , - :  12， n的 ’S - n  ゼロ，n e兑 ’i i - ’Sd ゼロ

36. n e y i le -  n e y ileイii 1，n e y ile -n  12，n e y i le - ’巨d  ゼロ

37. od- ： o d -c u  48, o d -u - n  1 1 , o d -u -^ a d  4

38. 〇g - ： o g -c ii 2 1 , o g - i i -n  6, o g - u - 'e d  2

39. o ro- ： o ro - ju  35, o ro -n  10, o r o - 'a d  1 , o ru -* ad  1
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4 0 .  oro^ul- ； oro^ l-ju 1 9 ,  oro'ul- u-n 2, oro^ l- u-'ad 3  

4 U QaGaca- :  qaGa£ a-ju 1 0 ， qaGa己a-n 1 0 ， qaGa6 a- ’5 d ゼ ロ

4 2 .  qari- :  qari-Ju 2 2 ， qarin 1 5 ， qari-’ad ゼ ロ

4 3 .  sa’ii- :  sa’i^u 30，sa’Q-n 2 ， sa’ii-’Sd ゼロ

4 4 .  sedld- :  sedki-}ii 33，sedki-n 2 ， sedki-’€d ゼロ

4 5 .  Siqa- ： §iqa_ 3 u 5 ， §iqa-n 7 ， §iqa- ’5 d ゼ ロ

4 6 .  sonos- :  sonos-Su 1 0 ， sonos- u-n ゼ ロ ， sonos- u-，ad 5

4 7 .  soyorqa- :  soyorqa—iu 2 2 ， soyurqa-n 1 ， soyurqa’ad ゼ ロ

4 8 . talbi- ： talbi-ju 2 3 ,  talbi-n 2, talbi-ad  1

4 9 .  tata- ： tata-ju 1 4 ,  tata-n 1 , tata-'ad 2

5 0 .  tebdi- :  tebSi- 扣  5 ， teb6 i-n  1 0 ， teMi- ’自d ゼ ロ

5 1 .  tiisi- ： tusi-ju 1 2 ,  tiisi-n 3 ,  tusi-^d  1

5 2 .  udurid- ： udurid-cu 9, udurid- u-n 2, uduridu-*ad 2

5 3 .  unu- :  unu- 5 u 1 2 ,  unu-n ゼ □ , unu-’ad 2

5 4 .  uqa- :  uqa-ju 1 2 ， uqa-n 3 ， uqa-’ad ゼ ロ

5 5 .  xigiile- ： ugule-jii 3 3 ,  iigule-n 6 ,  iigiile'ed 1

5 6 .  iije- ： iije-ju 2 9 ,  uje-n 4 ,  uje-^ed 1 1

5 7 .  yabu- ： yabu-ju 2 4 ,  yabun 2 ,  yabu-Sd  3

58. yada- :  yada-Ju 4 1 , yada-n 8 ， yada-’ad ゼ ロ

59. y〇r6i-: yor£ i-iu  1 4 ,  yor6 i-n  ゼ ロ ， yorci-’ad ゼ ロ

この主要動詞に対する三語尾の接尾状況を見ると，一扭2が圧倒的な使用例を 

示し，又，5 9 語中の半数以上が，上述の接尾状況を裏書きしている点で，その 

使用頻度数は _ 3 u2， _ n ， ノ吾d 2 の順序に並ぶことか巨視的には明かである。 し 

かし，⑬ 一U一11 2，k i i r g e’fil-ii-’§d 8，@ h i i l d e - n  ゼロ，h ttld e-’さd

6, @  i le - n 1, i l e ’ e d  6， ⑳  i r e’f il-i i - n  1， i r e’合 6， @  s o n o s-u - n

ゼ” s o n o s-u - ， a d  5，@  t i j e - n  4， i i je-’召d 11などの動詞においては，-n と 

- ， a d の 用例数は逆転し，又， ㉚ k eでべ1〜k e y f e  389の突出，⑬ e l s e - n 14に
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対する e ls e-JU，e l s e - ’ g d  の ゼ ロ ， 更 に ®  i lG a - ju  15 に対する ilG a-n，ilGa-’ a d  

の ゼロ，@  neG’fi-扣 1 2  に対する n e§’ii-n ，n e§，i l - ’ g d の ゼロ，®  n e y i l e - n  

12に対する n e y i l e -扣 1 , n e y i l e - ’ S d ゼロ等々の現実は何を物語るの で あ ろ う  

か。

以上の事実を頭に入れた上で， - -n, -’ad2 三者の表わす意味—— 最終 

的には意義素—— の考察に入る。

*  * *  ホ ホ

文例 <1> は，テムデンの父イエスゲイ.バアトゥルがメルキド族のイエ.ケ. 

チ レ ドから，彼の新妻ホエルンを奪いとる件で， 一V3 の物語りとして， 比較 

的，大方に知られている一節である。 この§54は 5 行の原文からなる小節であ 

るが， この5 行の中に7 個のイ u2 が用いられている。 -n は 1 例のみ， -，3d2 

は一^3 もない。 これだけを取って見ても4 u2 の多用性が実証される。 さて， 

「その時， イエスゲイ.バアトゥル，オナン河にて g i b a y ’ O la n y a b u - 

q u j - d u r  (鹰 を放ち行くに） メルキド族のイエケ.チ レ ドのオルクヌ

ウドの人衆より 6ki abcu e’iisgejii ayisqu-yi joluGaJu SnggeviJii

ii3e ’ g s ii (乙女を娶り発ち来るに遭い，見おろし見れば)，a n g g e j i s u  

b u S it a ! 6k i q a t u  i i M f i (容色尋常ならざる女人を見て）g e r _ t iir  

- i y g n  q a r i n  h a y ’a (n)lj?u•(己が包に馳りかえり）己が兄ネ:ク ン . タ.

イズ，己が弟ダリタイ.オドチギンをuduridSu ireja，fli ( ' ひ き つ れ  

来れり）」

という， この文は-加2 の表わす意味の解明に好箇の材料を与えてくれる。

- ju2の本質は複数の動作を, り の 一 連 _ の 動 作 と し て と ら え ，接合 

する点にある。その際，複数の動作の時間的前後関係は継起的であるが，それ 

を断絶的に捉えず，一連の動作の流れとして捉える点に特色がある。

上の 6ki abcu e’iisgejii ayisuqu-yi JoluGaJu 6ngeyijii iije’gsii の 6ki 

abeu e’fisgejii ayisuqu C乙女を娶り発ち近づき来る》は， この文の書き手に 

とっては一連の動作として捉えられ，その間に大ぎな断絶はない。線状的表現



を，その本質とする言語による表現では，話 し 手 （書き手）にとつて，ひとま 

とまりの一連の動作として捉えられる表現でも線状的に展開させざるを得な 

い。その線状的に展開する複数の動作を接合するのが-:ju2 の役割である。

更に 6k i a b 5u  e ’ f is g e jU  _a y i s u q u - y i に }o lu G a3u S n g e y i j u  i i je ’ S s ii が続 

き，最終的には 6k i から切 e ’ g s i i までを一連の動作のひとまとまりと秘史O  

書き手は捉えて.いるが，】oluGajuの - j u において，一連の動作の流れの中に 

小さな段落を見ている感がある。この- j u にふれるに先立ち，<2>のm a r i y a j u  

....id e ld ii’g d ，にも言及してお.く心要があろう。

〈2 >の mariyaju qarbuju alaju ideldii- 《窺い射り殺し食べ合う》もまさ 

に，これらの複数の動作•行為を，一 まとまりの，一連の動作として捉えて， 

この一連の動作の区切りをideldii’g d の -1g dが示しているのである（-’g dに 

ついては後述) 。 temgiildiijii ide’g d の temgiildii拍 ide- も同様に解するこ 

とができる。

ところで，-3u2にはもう一つ注目すべき用法がある。それは〈1>の 6ngeyijii 

iije’gsii, uduridJu irejii’S i に於て見られる如き-ju2 の用法である。 この 

togeyi- C見おろす》と切e- 《見る》 との関係，uduri- 《引きつれる》と ire- 

C来る》の関係は， 時間的な前後関係のない，いわば共起関係にある。 即ち， 

(見おろして->(そして）見る))，《引きつれて->(そして）来る》のではなく，

C見おろす》と C見る》，《引きつれる》と C来る》は， ともに同時に行なわれ 

ている動作である。事実の世界のこの種の行為は言語表現では線状的に表現せ 

ざるを得ない。この様に時間的に共起する複数動作•行為を言語表現上，線状 

的に表示するのに-〗u2 が用いられるのである。

しかし，考えて見れば，-3u2 のこの種の用法は-J u の本質《複数の動作か 

一連の動作として捉え， それらを接合する》からすれば， 当然の用法で，6n- 

geyijii ii}e- も udurid6u ire- も一連の動作を形成する一駒と見ることがゃ 

きる。
こ、で，上で言い残した「小さな段落」を示すかの如き-ju2 に言及したい
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<1> の 3〇lu G a ju ， i i je 沖 の - 】ii，更にく 3> の d a y l i n  b a r a û , e y e  b a r a l- 

d u j u , t u n g q a G t a I b i ：fu な ど の - : fu を例にとって見る。 s k i a M u e ' S s g e J i i

a y i s u q u - y i 5〇lu c a5u 6n g g e y i 〗 ii ii〗e’g s i iを読み下す時， これを一息に読み下 

すことは可能である。 しかし，文中のいずこか一点にp a u s e をおくとすれば， 

そ れ は jo l u G a ju の次である。 6k i か ら iije’S s U までの一連の流れの中で， 

5〇l u G a j u のところでカンマを附して読むことは可能である。 < 3 > の bara5u， 

b a r a ld u 5u， ta lb i5u の - も こ の 種 の - と し て 読 む こ と が で き よ う 。

〈4 > の文例は後迴しにして<5>を読むと，文頭の d a y l i j u , u l u s d a i y i]i5u , 

c i m b a i - y i n o y a l a j u , C i n g g i s  q a h a n  n e k e j u , u b u l j e j i i, u l u s - i y a n

a b q a 'u l j u , n e y n e j i i, q a m t u d c u , b a r in  y a d a j u , o d u n  y a d a j u , b a y i l d u n  

y a d a j u , k e t i i l i i n  c i ib  t u s c u , k e t i i l i i n  b a r a j u , C i n g g i s  q a h S n  d a b a j u , 

q i d u q u n - i a n u  q i d u ’Q l ] u 等 々 の -扣 は 総 て ，話 し 手 （書き手）の意識とし  

ては，一連の行動の流れの中での小段落を示す用法である。

以上，多 く の -〗u の用例を観察すれば， その中に， 用法上の若干の違いを 

読みとることができるが， この語尾の本質を i 数の動作.行為を一連のまと 

まりとして接合する》 との意義素を仮定することによって，総ての- jU を説明 

しうると考える。モンゴル系の言語において，最も多用される-5u をこのよう 

に見て次に-’a d 2， - n に つ い て 考えて見よう。

§3 P o p p e  教授は上の-Ju を c o n v e r b u m  i m p e r f e c t i, こ の - ’5d

を c o n v e r b u m  p e r f e c t iとし， こ の 二者を対立的にとらえてい る 。 こ の 見解 

は大きい観点から見れば支持しうるが，-}u 2も個々の動作に関して純粋に時の 

観点から見れば“完了的” と見做しうる用法も多いので—— 上述から明かであ 

ろう一■筆者は-扭2 を c o n v e r b u m  i m p e r f e c t iと呼ぶことに躊躇を感じる。

モンゴル人が-]iu* をむしろ“完了的”な語尾と捉えてい る ことを， 動詞の 

否 定 語 t i l i i と e s e の用法が教えてくれる。

秘史蒙古語における著しい事実の一^3 に，G l t t と e s e の厳密な使い分けがあ
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る〇

〔A〕 illii i i l i iは以下の動詞活用形に前置されて用いられる。 全使用例は 

156例。疑問否定形のUlii’f i の23例を含めると179例の使用例が認められる。

(a) -m u① 2 兀禄‘幹 舌 羅 梅 iilii oro-mui (八21五)，兀禄孛舌魯  

梅 ttlii bol-u-mui など 5 例。

(b) -yu2〜-y i 兀 禄 札 撒 由 tilii }asa-yu (七38— )， 兀 禄 孛 魯 苴  

ttlttbol-u-yi (八8 — ）など 6 例。

(c) - i 兀 禄 孛 里 iilii bol-i (土25五）など 4 例。

(d) -d 兀 禄 帖 篾 徹 ®  iim tem e6e-d など2 例。

(e) b tiiの 前 兀 魯 兀 備 iilti’fi biii (六27六）など4 例0
(f)  - qu2— qui2 qun2 兀禄古舌児古  iiltt kiir-ktt (=t 30八)， 兀 

禄 升 格 恢  iilii §ingge-kUj (八1 7 — )， 兀 禄 斡 ®中 渾  iilii od-qun 

など55例。

(g) -n 兀 禄 塔 級 ma tani-n など93例。

(h) -’iiM 2 a j i y i兀 禄 中 豁 綽 舌 魯 兀 沢 iilii qogoru-’a i a iなど4 

例。

( i ) - r u n 兀禄斡舌羅(黒)答舌侖uliioroGda-runl例。

iiliiはこの様に多くの活用形に前置されて否定の意を表わすが，特徴的なこ 

とは，-mu① 2, - yu2, - qu2 など動詞の現在及び未来の語尾に前置されること 

である。そして更に興味深いのは，同時接合副動詞形-n の否定形は，このttlii 

の前置によって形成されることであり，その例は極めて多い。 これは注目され 

ねばならない。 qui2〜-qun2 に前置される iiliiの用例も多く， iilii—n 

と iim— qu2 などで全用例の■以上を占める。

〔B〕 ese e seは以下の動詞活用形に前置されて 否定形を作る。e seの全用例 

は98例，否定疑問形の ese’fi 20例を加えると118例を数えるが，Uliiに比して， 

その数は少ない。

(a) -ba2〜ba〖2~ - b i 額 薛 孛 勒 罷 ese bol-ba (六35七)，額薛
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孛勒中合罷置~ eseboka-bai (四1 七）， 額 薛 兀 中 合 畢 ese uqa-bi 

(ニ45五）など45例。

(b)  -la’巨①2〜 -lu’3 (i)2 額 薛 斡 古 列 額 eSe 6g-ii-le’g (八28五)，額 

薛 客 額 克 迭 魯 額 ese fce’ggde-m’S (i ；22九)，額薛兀客額勒都列埃 

ese’5 ke’gldii-le’gi (五22四）など22例。

(c) -ju’n (i)2〜 (-5u’a (i)2) 額薛中合舌児中合主兀 ese GarGa-ju’Q 

(土44五)，額 薛 塔 阿 剌 主 為 ese ta’ala-ju’fli (五39六）など10例。

(d ) - c s a nし c s a d 2 額薛失克児中合黒三 ese §irG a-G san (八43十）， 

額 薛 兀 者 克 先 e se  i i je -g s e n  (ニ20六）〈不曽見的〉，額薛擺亦.導撒® 

e se  b a iy i -c s a d  (十 2 四）〈不曽立来的毎〉など14例。

(e) -ju2〜 -5u2 額 薛 不 石 舌 列 周 ese bii§ire-jii (七5 八），額薛 

斡克帖周 ese6gte-；jii (十33—）〈不 曽 被 与 着 〉，額薛兀巴牙思抽 

ese’fi bayas-6u (七35七）ぐP 曽麼喜歓着〉など10例。

(f) -’asu2 額 薛 帖 乞 阿 剌 阿 速 ese teki ala-’a s u ぐ曽也殺阿〉， 

額 薛 兀 者 額 速 ese iije-’S s ii〈不曽見呵〉など15例。

(g ) - t a l a 2 額 薛 都 塔 塔 剌 e s e d u t a - t a l a  (七4 一） 〈不 曽 缺 少 了 〉 

1例。

(h) -m u j額 薛兀阿梅 ese’fi amui (：t 27ニ）〈不 曽 有 麽 > 1例。

上の挙例から読みとれるeseの特徴は，-ba2, -la’a2, -ju’a2など動詞の過去

形に前置されて否定の意を表わすことである。即ち大原則として，iiltiは動詞の 

現在.未来時の否定，eseは過去時の否定として用いられることが明白である。

た父一つ（h) ese’fi a m u iが例外として挙げられるが， この例外は説明可 

能と思われる。

さて，こ i•で，注目すべきは， 間顆の副動詞-j u は eseによって否定され, 

i il iiが用いられた例が1例も存在しないことである。

e s e は上述のように過去時の否定に用いられるのが，その本務であることを 

考えると，e s e によって否定される-3u2 は，-〗u2 の接尾される動作を本質的
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には完了的に捉えていることを意味する。

-}U2は複数の動作を一連の流れとして接合するのがその本質であるが，その 

一連の流れを構成する個々の動作は，モンゴル人には完了的に意識され，捉え 

られると言うことができようか。これと対比さるべきものが上記のruiii —n_| 

であるが，それは次の-n の項で解くことにし，ここでは-’Sd2 について述べ 

ねばならない。

上記の文例から〈2> の ideldii’gd，ide’ed, <3> の]‘asa’ad, 〈4> の odu’ad， 

k6t61ii’gd, o’5ru’5d, ire’g d の7 例を得られるのみで，-’3d2 は秘史蒙古語で 

は -扣 2 と -n に比して使用例が少ない。秘史蒙古語で使用例が少ないと言う 

ことは，中世蒙古語の段階では，-’ad2<-〇ad2の使用されることがそれ程多く 

なかったことを示すと見て誤りあるまい。

この語尾は，Poppe教授の指摘の如く，converbumperfectiと見ることが 

可能である。

-’3d2は継起する前後の動作の関係を提示し，-’a d の附された前項の動作が 

終了してから後項の動作が行なわれることを示す。 従って， -’5d は日本語で 

は 《〜してそして，〜してから》の意味あいをもつのであって，-ju2 (及び -n

----これについては後述）とは， はっきりと区別される。 このことは上例の

ideldii’S d を含めて7 例をよくお読み願えれば了解していただけるであろう。 

た艾し，現代のモンゴル語，例えばハルハ方言などでは，この-，ad2 の後身で 

ある-aafl4は単純に C〜してから》だけの意味では説明しかねる現象にも遭遇 

する。例えば

w myByy hhc猫 HP3B. c鳥が飛んで来た》

(b) IlIyByy HHC33；( HP3B. C鳥が飛んで来た》

の ⑷ と （b) は日本語では共に同じ訳文が与えられる。しかし，モンゴル人 

の言語感覚では，この両者には微妙なちがいがある_ そもそもHHCM/lHp邪の 

づ 扣 （秘史蒙古語の」站2)は 原 則 的 に 《〜してから》の意であるからHHC334 

HP3B は原則通りならば《飛んでから来た》となって意味をなさない。《飛んで
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来る》は 《飛んでから》，そして《来る》の様に動作自体の前後関係はないわけ 

で，本来はここに-’a dが用いられることは原則的にはあり得ないことである。

然るに， この種の - ， S d--- 現代語の-aa W —— は現代語では一般的に使用され

る。そこで，（a ) (b) の表現に現行の言語では屢々ぶっかることになる。 （a) 

と （b) との微妙なニュアンスの差は何処にあるかと調べて見ると，未だはっき 

りしたことは言えないが（b) の HHC卿 HPOT‘の方は“飛んだ結果（こ乂に）来 

た” と解すれば，-33A のもっ本来の意が生かされると思われる。 これに対し， 

HHC» K Hp3B は文字通り“飛んで来る”を一連の動作として捉えたものと見る 

ことが出来る。又，後 出 の -n をとった HHC3H HpMも文章語としては用いら 

れる形で， これは， 日本語の“飛び来る”に当る表現と言うことが出来よう。 

上の三者はこのような微妙なニュアンスの違いをもたらすものと考えられる。

秘史蒙古語における-’a dには， この種の用例は認められず，《ある動作をな 

し終えて》の意義素を-’a d に仮定して大過ないと考えられる。

§4 - n 秘史蒙古語における 一 P の特徴は語尾-n の多用である。-n は P o p - 

pe 教授によれば con verbum modale (modal con verb) >  呼ばれ， * ^  動 

作が遂行される様態（様式）を示す行為”を表わすと言う。Poppe教授のこの 

見解を考慮に入れっっ，- n をもう一度考察し直してみたい。

-n は，-n によって結ばれる後項の動作（ポッベ氏の主動作）がどのように 

行なわれるかを示すm an nerを表示すると見る，例えば，文 例 〈2> 

un qo'Olai-oa^n qarciGai-ba^ n-ber tej^eldun tere hon Garba. の -n 

は tere hon carba Cその年は過ぎた》に対して， どのようにして過ぎたかを 

“養い合って”過ぎたと説明していると見る。 この点から見れば， “主動詞が 

遂行される様態を示す行為 C養 い 合う》teli’gldii- に - n が接尾されてこの 

行為が表現されていると見ることは可能である。 しかし， 一方， こ の -n は 

と tere hon Gar- を同時元で結びっける機能を果すとも見られる。 

即 ち te5i，m diin《養し合 い （ながら）》tere hon G a r b a 《その年は過ぎた》 と
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読むことも可能であり， 日本語で（……養い合ってその年は暮れた》 と訳読す 

るのに何の抵抗もない。

しかし，<1> の g e r — t i i r - i y g n  q a r i n  h a a ’f l(n )1 5 u を 《家に帰り奔り》 と

解することには抵抗がある。 これを《帰りに奔り》 とすれば日本語として抵抗 

は少なくなる。 この場合，《帰りに》は後項の動作（主動作）《奔る》の方法を 

示す動作とは認め難いが，広い意味での様式，様態を示す動作と認めることは 

許されよう。

- n を c o n v e r b u m  m o d a l e と見るのは，この立場によると思われる。一方， 

- n は 上 の t e j i’g l d i i - n において見たように， 前後の動作を同時元で結ぶ機能 

を果すとも見られる（この場合は， 前述の -扣 2 との関連が追求されねばなら 

ないが)。

そこで，秘史蒙古語総体を通じて，-;[u 2, -a d 2, - n の三語尾の中で，-n の 

みしか取らない動詞語幹があるか否かを調べて見よう。その調査が-n の本質 

を教えるかも知れないからである。

d a’Q s-u - n 《終る》1，d e b s e - n 《跳ぶ》1，d 6t e l e - n 《近づく》 1

d u t a ’Dl-u - n 《不足させる》2，d u ’a l G a - n 《知らせる》1

e b e s i i l e - n 《草でつくる》1，e£i d k e - n 《絶やす》 1

e l« l e l d i i - n  C使者を送りあう)）1，e l s e - n  C和する》14

e m 6 i i l e - n  C私有とする》1，e m e6i l e g d e - n 《女のように見下される》 1

h o r c i - n 《まわる，かこむ》技

e’S r e’i i M i - n  ((攻囲させる》3, g e l i - n 《追いはらう 》 i

gerisgeledii-n ((遮りあう》 1，g e r le -n 《包をつくる》2

geyi’iil-t i - n 《明るくさせる》2, g i j i - n 《沿う》2

g 6r i i le ld i i - n  C攻めあう，なぐりあう》 1，k i i r g e l d i i - n 《到らせ合う》 1

k i i’f l l e l d i i - n  C人々にし合う》 1，h i6e - n 《恥じる》 1

h u l a l-u - n 《赤くなる》 1，h u y i l-u - n 《猫まく》 1

h i i r i i - n  ((けずる》2，ib i i l-i i - n  C充満する》 1
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5a b ila -n  Cあぐらをかく> 2，Jem le-n 《叱る，非難する 》 1

5e§i-n 《高望みする》2， iib§i’§m l5e-n 〜jib§iy g r iil5e-i i C 整え合う 》 2

Jib siyS r-i i - n  <整治する》 1 】in g k ti-n 《中傷する 》 2

3〇b a’a-n 《苦しめる》1，}5r i£e-n 《錯综 する》2

k e m k e le -n  C粉々にする》1，k e g ig le-n 《分割する 》 1

k e tiig e lje-n 《横ぎる》 1，k e y is g e-n 《飛散さす 》 2

k 6n d e-n 《ふれる》2，k S n g g e l e -n 《軽くする 》 1

fc6’fi£ile-n 《息子にする》2，m a li，a-n 《仕える 》 1

mara’5- n 《仔細にする》1，mei5e-n 《しらをきる 》 1

m in g c a la-n 《千戸にする》2，n eyile-n《一^3になる，合流する》 12

n itu lu -n 《絶つ》1，n6g £ i-n 《過ぎる，去る 》 1

n u n tu c la-n 《居営する》 1,〇巧a ia id u-n 《財をとり合う 》 1

6£e-n 《さからう》1，6t 6r l e - n 《迅速に行なう》2

q a n ilG a-n 《比べる》1，q0jid a-n 《おくれる 》 x

q o l b a r a - n 《並ぶ》2，q〇no’iil-u-n 《宿らせる》2

q u r i y a l d u - n 《収め合う》 1，Gad a l-u - n 《探索する 》 2

s a c u -n  ((撒く》2，s e g ii’fll-i i - n  C引きあげる 》 2

se r e ld U -n ((気づき合う》 1, g i l j ir i - n  C移動する》 1 ■

s i r q a - n 《傷つける》1，s o y u r q a’m -u - n  C恩賞を施さす》 1

taS i-n 《手をた、く》2, t a y ，S -n 《追う 》 1

t e b e r i l d i i - n 《抱き合う》 1， t g i ’g id ii-n  ((養い合う》 1

t o c ta-n 《定まる》1， to’a-n 《数える，見なす 》 1 

to’5r i-n 《廻る》2, tiib le-n 《中心になる 》 1 

t iile s ile-n 《梵きものにする》2，u d a’a r a- C後につづく》3 

ttd e r i-n  C昼食をとる》 1, u lg i- i w u l k i - n  C讒言する 》 2 

u n }i-n 《垂れる》1，UG如 _n 《迎える》3 

u s u la-n 《水をやる》2，u n d u r-u-n 《湧き出る》
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y a d a r _u - n 《臆する》2，y e k e }i l e - n  C威張る》 

a m a r a’5 l i - n  C親しむ》1，a y i s -u - n  C近づく》8

b t i r k i r e - n 《とどろく》1， b u m ’m l a - n 〜b u r u ’t i y i l a - n 〜I m r i i i l a - n 《逃

げる》4

b u r u ’iid q a-n 《逃がす》1，b t is e lg i i-n 《かこむ》1 

o d a - n  Cできる》1，d e n g g e £e-n 《等しくする》3 

d e’f i6i le-n 《弟とする》1，d u r a d u l£a -n 《回想する》1 

d iir b e’S l- i i - n  C敗走させる》1，h a r b a l a - n  C十戸にする》1 

k i g d e -n 《される》1， j a ’n ia-n 《百戸にする》1 

J a s a ld u-n 《治めあう》1，n e k e’f i l-ii-n 《追わせる》4 

n e m i i r le ld i i - n  C蔽いとし合う》1，n e y i l e l d t t - n  C合流しあう》

6’否r m iるi le-n 《別になる》1，o y i s u l a l d u - n  Cひそかにうらむ》1 

q a r b i y a l d u -n 《射あう》1 , t e m e 6e-n 《争う》2

t o r o l-u - n  C仔馬が母馬をかこみ喜び疾走する》1，t u n g q u - n 《告げる》1

《尖端にならす》1

以上の106の語斡は -n のみをとっているがこれらの中で輿味がひかれるの 

は，e l s e - n  14 例，！io r£ i - n  15 例， n e y i l e - n  12 例， a y i s -u - n  8 例などである 

(h o r6 i- と n e y i l e -については，h o r c i-〗i i 2 例， n e y i l e - j i i l 例が認められる 

が)。 1 例や 2 例の用例では， 偶然の可能性があるが， 10例前後，一つの形の 

みが用いられるとなれば， それは偶然とは見られないと思われる。 それ故， 

e ls e -, b o r6 i-，n e y i l e -，a y i s - が -n を接尾する例が圧倒的に多いというこ 

の事実は，何等かの意味をもつのではあるまいか。

ま ず a y i s -u -n を調べて見る。

§ 9 (一 6 九〜 6 十） B u r q a n -q a l d u n - u  e je d  B u r q a n  bosqaGSan S i m 5i=
ブ ル カ ン ♦ カ ル ド ク ン 山 の 主 ， ブルカン山を 興こせし シムチ •

b a y a n  U r i y a n g q a i - d u r  n e y ^ j i i a y i s u n  a j ^ u . (195)
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§32 (— 20三 ） q o r a m  a t a l a  T u n g g e l i g  G o ro q a n o ^ d e  n i k e n  k u 'Q n

しばし あるに• I■クンゲ!；グ 小州を 通 り て 一 人 の  人

ayisun biiyii. (196)
近 づ き つ つ あ り 。

§93 (ニ34十〜35— ） s a y i n  n o k o r m u n g t a n i j u  a y i s u n  a j u *!!. (197)
よき 潦友 艱難して 来つつ あり。

§94 (ニ42八〜42九） j a l q a m 备iG ta n T a |y i£ i’ iid a y i s u n  a q u n -u ， e k e

“頑強煩項なる タイチウド族 近づきつつあるや， 母，

oter bos ke'ebi. (198)
はやく起きよ” と云えり。

§100 (ニ44五〜44八） Q o’5G6 in  e m e g e n  B 6r t e = ii】i n - i n i ’ G s u k e y S n

コ ア ク チ ン  老 姿 は  ポルテ 夫 人 を “かくさん” とて

b o k e n  q a r a  u t a i t e r g e n - t i i r  u n ^ u l j u  b o 'e r e alaG h i i k e r k o lj i i
幌つきの 黒 わ く の  革 に のせて， 腰の まだらな 牛 を  つけ

TenggeliG Goroqan o^de kodoljii ayisun b i i k i i i - d i i r ...... (199)
チンゲリグ 小 川 を 拥 り て  移動し 来つつ ある に

§ 120 (三33八〜33九） e d e G u r b a n T o G u r a ’ iiii a q a - n a r  d e’f t - n e r  s6n i
これら 彐 トグラウン〇 兄 達 弟 達 は  夜を

d ii l i ld u ji i a y i s u n  a j ^ u . (200)
撖 し合いて 近 づ き つ つ あ り 。

§170 (六 2 六〜 2 七） 011g  q a n  t e r e n e k e ^ i a y i s u n  a 3u，0! k e’司ii
•王 汗 それ 追 い 近 づ き つ つ あ り ” とて

(201)

§170 (六 2 十〜 3 — ） t e r e a y i s u q u i - d u r  J a m u q a, O n g  q a n -Iu ’ a
その 近〇 きつつあるに ,チ •ャ ム 力 は  王 汗 と

q a m t u  a y i s i u c a 扣 a y i s u n  a jfu’a . (202)
共に 相近づき 来りつつ あり。

以上 8 例ともに，a y i s u n が 《ある，いる》を意味する a- 及 び b ii- に結び 

ついているのが特徴的である。 動詞語 斡 a y i s - は 《近づいて来る（視野の中 

に入っている）》を意味し， その語義の中に“現に動作が遂行中” という進 行  

態の意味を蔵している。それ故，e s e との結びつきから知られた《完了的》な 

意義素を蔵する-]u をとることなく，《現在的》な -n との結合のみ が 用 い ら  

れると考えられる。その語義自体の蔵する上述の特性から見て，過去を表わす
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-b a2, -Ju’i i® 等との結合は原則的に存在しなかろうとの推測に立って調べ 

て見ると， 予想の如く ayis(u)ba， ayisuJu，Q (i)は秘史蒙古語からは丨 例も 

見出すしとはできない。 僅 か に ayisula’_S, ayisulu'g, ayisuia’s i の 3 例か 

拾うことができるが，' これ等は，その文脈から見て明かに“現在的，，でぁり， 

上 の - la’S，-lu ’a，- la’s j の三例は-〗a ’a 系の語尾の特殊な一面の解明に手が 

かりを与えるものとも思える。それについては註3 を参照していたy くことに 

して本題にもどる。

-n が現在進行態の意義素をも つ a y isu_ に 集中的に接尾する事実は， こ の 語  

尾の特質を浮 び 上らせる。 こ の 語尾は複数の動作を時間的に同 時 元 的に結 ぴ つ  

け，それを単一の動作として扱うところにその本質があると見るべきか と 考え 

られる。 a y is u n  a - ， a y is u n  b ii- も 《現に近づき来ている》動作のayisu_ と 

a-， bti- を -n で結びつけていると見ることができよう（尚， 本 例 の a_ と 

b i i -は， これ亦，a - と b ii -の意義素の認定に好個の実例と思えるが，それに 

ついても， こ こ で は 触れる余裕はない。後述する機会がある）。

次 に e lse-n 14例を考察する。

§ 176 (六20三〜20五） JiirS ed ej-d U r e ls e n o r〇3u，S i, e lse n oroGdaJu
デュルチュデイに 和 服せり• 和 职 せられて

しin g g is q aliS n y a ，Q~ber a n u ese kfindebe .̂ (203)
チンギス 可汗 何に も — 彼等の ふれざりき。

§ 182 (六43十〜44一） tede Qorulas iilii bulGan elsen irebe. ( 2 0 4 )

彼 等 コ ル ラ ス疾 敵対せず 和し 来りぬ。

§235 (十10九〜10十） Qarlu^ d-un A r s l a n g  qan Q u b i l a i - d u r  e ls e n
カルルク族 〇 ア ル ス ラ ン 汗 は  クビヲイ に 和し

i r e j u 'u i. (205)

来れり。

§239 (十14四〜14五） O y i r a d - u n  Q u d u G a = b e k i t i im e n  O y i r a d - i m
オイラード族の  タドクガ•ベキ  一万の オイラ--ト 〇

urida elsen oroju irebe. (206)
さ き に 和 し  下 り て 来 り ぬ 。

§ 2 3 9  (十 14十〜15三） Kirigisiid-iin noyad Yedi, Inal, Aldfer,
キ リ ギス族 の 長 達 イ*デイ， イナル， ア ル デ ィ エ ル



Orbeg=digin, Kirgisfid-un noyad elsen oroju caGa'anud singqud,
オルべダ •ディギン， キルギス族 の 長 達  和 服して 白 き 禿 * ,

caGa’anUd aGtas，qaranu’Ud buluGad abu’ad irejii Joci-da a’Uijaba.
白 き 去勢馬， 黒き 招 を  もち 来!？て ギ 3 チ に  謁しぬ。

(207)

§239 (十 15九〜16ニ） Oyirad-un QuduGa=beki-yi UGtun urida elsen
オイラ 一 ド 族 の  ク ドゥガ.ベキ  を 迎え， "さきに 和し

tiimen oyirad-iyan uduridun irebe keyen soyurqaju ko'un-e inu
一万の オ イ ラ ー ト を （己が） ひきつれ 来りぬ” と 嘉賞し 子 に— 彼の

Inaici-da Ceceyigen-i ogbe. (208)
イ ナ ルチ に チ *チ *イ ゲ ン を 与 え ぬ 0

§ 248 (土  6 ニ〜 6 七） Altan qan Onggin=cingseng-iin ene iige
全 帝は 王 京 • 丞 相  の この 言を

jobsiyejii eyin bo^d boltuGai keyen elsen Cmgis qahan-a uungju
是とし “かく こそ あれ” とて 和し， チ ン ギス 可 汗 に  公主

neretei oki GarGaju altan munggun, a'urasun ed tawar cerig-un
な る 名 の 娘 を  出し， 金 銀， 絹布類の 品 品 を  軍 の

ku'un-e kiiciin-e mede’Qliin da* aqui-aca Jundu-aca GarGaju
人 に ， 力 に  統べ 附えうる ほど 中 都 よ り  出し

Cinggis qahan-dur Onggm=cingseng kiirgeju irebe. elsen
チ ン キ•ス 可汗 に 王 京 . 丞 相 が  と rけ 来りぬ。 和し

iregdeju Cinggis qahan eye-dur anu oroju qotad qotad-toir e'ered
来られて チンギス 可 汗 和 陸 に — 彼 等 の 入 り て ， 城街 城街 に 攻め

bau*UGsad cen^ d-i qan'uiju lcuba. (209)
下りし 軍 兵 連 を  返し もどりぬ。

§ 248 (土 5 三〜 5 六） Altan qan-i soyurqa'asuMongGol-un qan-dur
“金 帝 が お ゆ る し 下 さ れ ば ， モ ン ゴ ル  の 汗 に

edo'ea-tur elsen eyetuye, eye-diir oroju MongG〇l-i icu*asu
今 に於ては 和し 相嫌せん， 和 睦 に 入りて モ ン ゴ ル を  もどさば，

icuGaGsan-u qoyina basa busu sedkil bida tende eyetuldiid-je.
も ど し た る の  後 また 他の 考 え を 我 等 は そ こ に  相議し合わんぞ”

(210)

§249 0 ^  8 — 〜 8 四） tere morilaGsa’Sr Qa§in irge-diir yor^ iba,
その 出陣せるままに， 合申の 人衆 に 赴きぬ。
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joriju k iiru Jesu Qasin irg en -u  B urqan elsen b a ra 'u n  Gar c inu
目指し 到れば 合申の 人 衆 の  プルカン 和服し “右 手 — 汝 0

bolju kiicu ogsii keyen i^aGa nerte i oki Cinggis qahan-a GarGaju
たりて 力を 与 え ん " と て  チャガなる名の 娘を チンギス 可汗 に 出し

ogbe. (211)
与えぬ。

§ 2 5 1 (土 11六〜12ニ ） basa Jeuguan-dur elsen ilegsed Jubqan
また， 趙官 に 和しに 遺 り し デュブカンを

te r i^ te n  01011 elcin-iyen Qitad irgen-ii Aqutai A ltan  qa*an-a
頭とせる 多 く の 使 者 を （己が） キタド 人衆 のァクタイ， 金 皇帝 に

jedkiigdejii Cinggis qahan noqaj )i\ Q itad irgen-d iir morilaba.
とどめられて チンギス 可汗 戊 年， キ タ ド 人 衆 に 出馬せり。

elsen baraju Jeuguan-du r ilegsed elcin-i yekin Jedkun biilegei
“和し 終りて 趙 官  に 遺りの 使者達 を な ん ぞ とどめ ありき”

i^eyen m orilarun  Cinggis qahan Tungguan am asar joriju  Jebe-yi
とて 出馬するに チ ン ギス 可汗 潼関の 関ロを 目指し， デ * ベ を

C abciyal-iyar bolGaba. (212)
居箒閬によらしめぬ*

§ 253 (土 18—〜18三） A ltan  qan  N angjing oroju 6，§r-iy§n elsen
金 帝 南 京 に  入りて 自 ら 和服

miirguju Tenggeri neretii ko* 5-ben  ja*un nokodtii-yi Cinggis
叩頭し， テ ン ゲリなる名の 子 を（己が）百人の 僚 友 も て る を  チ ン ギス

qahan-dur turqaG boltUGai keyen ilejii'fi. (213)
可汗 に “侍衛兵たるべし” とて 遣したり。

以上14例の中 ， §239 の elsen， §248 の.......keySn elsen， §249 の elsen

3 例を除く と， 他の11例は総て else n oro- ， e lse n i r e - ， elsen oro ju ir e-， 

elsen e y e t ii-等々の如く，いわば動詞連結形である。eise- は e l 《和，和睦》 

に - se- が接尾されて作られた《和する，帰順する》を意味する動詞である。

e ls e j i i o r o - ， e ls e j i i i r e - がー例も見られないのは， e ls e- と o r o-, ir e - を

結ぶの に - 抑 で は else- の意味合いが弱まる感を当時のモンゴル人は覚えた 

のではあるまいか。 e l s e j i i o r o -などの形が一例も見えないのは，恐らく上述 

の感覚に帰因するであろう。elsen o r o -となってはじめて < 和順する》の意が
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的確に表現されたものと思える。 else- と oro-，ire- などは，二 つ の （時に 

はニつ以上の）の動作ではあるが，それは，時を同じくする，時を共にする， 

一動作の如く把握されたものと見るべきである。

後続する動詞をもたない三例の e l s e n も e l s e p よりも， その意が明確に 

示され得たからによるであろう。 e ls e p， else’M が全く見られないのは，_n 

のもつ意義素とか乂わりがあるものと想定しなければなるまい。 ここで， ne- 
y i l e - と h o r £ i -の用例を吟味して見たい。 

n e y i le -の12例は以下の如くである。

§107 (三10六〜10十） Tem u]in tendece cerig  e'fisgeju To^riCn)!
テムデン そこより 兵を 発 し ， トオリル

qan nigen tumen, To’0 r i(n)l qan- mi de’u Jaqa=gambu nigen
汗 一 万， トオリル 汗 の  弟 チ•力ガムブ 一

tumen qoyar tumed-iyer Qimurqa G〇rqon-u Ayi (n)l=qaraGana-da
万， ニ 万 もて キム ルカ  小川  <〇 ア イ ル ♦ 力 ラ ガ ナ  に

b a 'u ju  buku i-d iir neyilen bau'Q ba. (214)
下営し ある 時 合し 下営しぬ。

§116 (三25九〜26—） T em ujin Jam uqa qoyar QorqonaG jubur-a
テ ム デ ン ， チ•ャム力 二人 3 ルコナグ デ ュ ブ ル に

neyilen bau*uju e rten -u  anda tungqulduju  am aralduya ke*eldube.
合し 下営し， •■さきの日の盟友を 重ね合いて 親しみ合わん” と云い合いぬ。

(215)

§120 (三34五〜34七） B o'orcu-yin  de*ti Ogolen=cerbi A rulad-aca
ボオ ル チ A <〇 弟  オ ゴ レ ン チ ：ル ビ , ア ル ラ ド  より

qaGacaju aqa-dur-iyan Bo^Orcu-dur neyilen lrebe-kii. (216)
はなれ， 兄 に — 自分の ボオルチA に 合し 来りぬ ぞ。

② V _ V
§ 120 (三34七〜34九） Jelm e-yin de’ii Ca’Orqan，Siibe’巨tei=ba’a tu r

チ**ルメ の 弟  チ ア ウ ル カ ン ， ス べ エ テ イ • バ ア ト ウ ル

Uriangqan-aca qaGacaju Jelme-dur neyilen irebe. (217)
ウ ！Iヤンカ ン  より はなれて デ * ル メ の も と に 合し 来りぬ。

§ 122 (三42十〜43ニ） ede basa Jam uqa-daca qaGacaju kodoljii
これらは 又 デャムカ より はなれて 動き

T em iijin-i Q im urqa G〇roqan-u  A yil=qaracana-da bau*uju buku j-
テ ム デ ン の  キムルカ 小⑴ の アイル•力ラガナ  に 下営し ある
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dur neyilen bau^ba, (218)
時 合し 下営せり。

§129 (四 6 — 〜 6 四） Qongqodadai M iinglig e^ige tende Jam uqa-
コンゴダイ族の ム ン リ グ • チ ゲ  そこに チ*肀 ム力の

d u r aju. M linglig ecige doio*an ko^ud-lii'e-ben Jam uqa-daca
t とにありて  ムンリグ •ェチゲは  七人の 子達 と共に— 己が デャム力のもとより

qaGacaju tende Cinggis qahan-dur neyilen i r e b e. (219)
はなれて そこに チンギス 可汗 に 合 も 来りぬ。

§ 142 (四34八〜34十） b i d a n - u  m a n g l a n  t e d e n - d i i r  u n g ^ ild u ju  u n g -
我等 の 尖兵達， 彼等 に 叫び合いて，

s i j u  jilda boldaju manaGar qadqulduya k e ’ e j i i i c u j u  G〇l-dur
叫びて 夕暮れ になられ ••翌日 軟わん” とて 退き， 本 軍 に

n e y i l e n  q o n o b a. (220)

合し 宿りぬ。

§146 (四47九〜48三) y e k i n  y a 'a r a q u  b i, y a 'a r a j u  u n d
•■「なんぞ 急ぐべき 我， 急ぎて さきに

i r e e s u
来らば，

T a i y i c i ’ n d  n o y a d  m m u  q o c u r u G s a n  e m e fc6 ， iin  a d u ’ H n id e’e n - i
タイチウド族の 長 わが 残 9 し 妻 子， 馬群 食 糧 を

minu hiinesii^r geyisgekun tede k^ejii ulii ya^ran edo^ qahan-
— 我が 灰のごと 飛び敎らすべし 彼等」 とて 急がず， 今 可汗

dur-iyan neyilen ldiirejil irebe ba. (221)
のもとに— 己が 合し 追いつき 来 れ り 我 等 ”

§ 162 (五32九〜33— ） ToGto^-yin Qutu Cila^n qoyar ko^d tende
トクトア の タトゥ， チラウン 二人の 子達 そこに

biiriin irge-ben abuTad qaGacaju ecige-diir-iyen neyilen Selengge
ありて， 人 衆 を （己が） とりて はなれ， 父 の も と に 己 が  合し, セレンゲを

huru*u kodolj^fli. (222)
下りて 移れり。

§ 177 (六30— 〜30四） Merkid-iin T〇Gto’5-yin kd’Sn Qudu，Qla’Un
“ メルキド族 〇 トクトア の 子 ク ド ク , チ ラ ウ ン の

q o y a r i r g e  o rG a-b a r- iy a n . c i m a - d u r  b u r iin  t e r e  s o Jo r - t u r  e c i g e -
二 人 は 人 衆 散 民 も て — 己が 汝 の も と に あ り て ， その 争 乱 に て  父

diir-iyen neyilen Baroujin oron cima-daca dayijin kodolju^ i-
に - 己 が  合し バルダデンに入り 汝 より 背き 移 れ る

je. (223)



§198 (八 3 七 〜 3 九） Naiman-u kuculiig qan Ui’iirtai Qarlu’Ud-i
ナ イ マ ン 族 の  ク チ ュ ル ダ 汗 は  ウイウル族， カルルグ族 を

da'arin Sarta'ul-un Gajar-a Cui miiren-e biikiin Qara=kitad-un
経て サルタウル族 の  地 に チ ゥ イ  河 に あ る  西 遼 〇

Giir qan-dur neyilen odc^ui. (224)
グル 汗 に  合し 行けり。

§253 (土  1 8 四 〜 1 9 一） Cinggis qahan icuya keyen Cabciyal-iyar
チンギス 可汗 “退かん” とて 居庸関 もて

tende icurun Qasar-i jey’un Gar—un cen’ud-iver dalai gijin llerun
そこに 退くに， カサルをして 左 手 の  兵士達 もて 海に そ い て 遣 る に ，

... 中略....TauTur miiren oJede dabaju yeke a'uniG-tur nevilen
“タウル 河を 通りて 越えて 大 本営 に 合し

iredkiin ke^jii ilebe. (225)
来れ” とて 遣りぬ。
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以上1 2 例 の n ey ilenの中 ， neyilen ba^ ’n-， neyilen ire- などの動詞連結 

形が 1 0 例，§ 1 6 2 ,  § 1 7 7 のneyilenは直続の動詞を持たない。正確にはneyilejii 

(八 2 六）が 1 例見られ， n ey ilenのみではないが， 動詞語幹neyile- は -n 

と結びつくことが圧倒的に多いことは上例の如くである。

§ 1 0 7 ,  § 1 1 6 ,  § 1 2 2  の  neyilen ba马 ’H- ， § 1 2 0 ① ，② ， § 1 2 9 ,  § 2 5 3  の  neyilen
ire- ，-------§ 1 4 6 の neyilen idiirejii ire- も こ こ に 含 め ら れ よ う ■—— ， § 1 4 2 の

neyilen qono- ， § 1 9 8 の neyilen od- の総てに於て，neyile- と，直続する動 

詞との間に時間的前後関係はなく， neyile- と直続のbay’ll-, ire- qono- ， 

od- 等とは行為としては同時的である。

§ 1 6 2 ,  §177の neyilenは共に，文末のk5d61〗ii，S j 《移動した》の様態を示 

すものとしてC合流しに》と解されるconverbum m odaliaの好例と言える 

が，これとても，neyile- と k6 d6 1 - の 動 作 は ， モ ン ゴ ル 人 の 感覚としては同 

時元で捉えられている。

次 に lior£ i- の 用 例 を 示 そ う 。

§ 5 7  (— 3 9 四〜3 9 六） Qutula-yi qa ergii’§d QorqonaG-un saGlacar
ク ト ク ラ を 汗 に  推戴し 3ルコナグ の 繁茂せる
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modun
木を

horcin qabirGa-ta ha’GluGa ebiidiig-te olkeg bolutala
かこみ 肋骨 まで 地面に， 除 ま で 鏖 土 に  なるまで

debsebe. (226)
踊りぬ〇

§ 79 (ニ 14七 〜 14五 ） Temiijin-i xnoril^ulju burudqan hoi-tur
テ ム デ ン を  馬にのせて 逃がし, 森 に

d u ta 'a ju  odqui-yi T aiy ici'ud  ujeju huldeju Tergiine u n d u r-u n
逃げ 行く を タイチウド族 見て 追いて テルダネ 丘 の

siGui-dur sxrGuju orobasu Taici^ud oron yadaju siGui-dur horcin
密林 に もぐり 入れば タイチウド族入り 得ず 密 林 に て  かこみ

saqiju....... (227)
守りて……。

§ 8 0  (ニ 16— 〜 16四 ） tere amasar bSglen unaGsan qo§iliG_un tedm
その ロを ふさぎ 倒れし 小帳幕 の ほ ど の

caGan Kiiru horcm oarbSsu ulu bolqu, modud-i sumuci qitucai-
白き 鉱石を めぐり出でんとせど 能わず， 木々 を 矢削り 小刀

bar-iyan h〇Gt〇irad mori-yan qaltarrulu'ad Garquj- l^a Taiyicfud
にて— 己が た ち き り て 馬  を（己が） 滑うせ 出ずる と タイチウド族

saqiju aj^ u. (228)
守りて ありき*

§ 145 (四 40七 〜 41ニ ） qahSn iiguleriin dotora nidun minu geyibe
可汗の 言うに “心， 目 — 我が 明けり•

ke'ed ondeyijii sa*utala udur geyiju gegen bolju iije^sii tere
とて 身を起し 坐しあるに 夜 明け 明るく なりて， 見れば その

sâ uGsan horcin Jelme-yin simin simin boglegsen cisun asqaGsan
坐れる まわり， チ ル メ  の 吸い 吸いして かたまれる 血を 吐きたる

horcin namurqan bolju* u. (229)
まわりは 血みどろ なりき。

§ 19? ( 七 20八 〜 20十 ） kebte’fil soni ger horcin kebtekun-iyen
宿直番は 夜 包をかこみ 臥 すべきを（己が）

kebte^ljii e'fiden-diir baiyiqun-iyan kesiglen ba^ y^ ultuGai. (230)
臥せしめ, 戸口 に 立 つ べ き を （己か） 順次に 立てしむべしe
②  . _

§ 192 (七 21四 〜 21七 ） Gurban sSni Gurban iidiir ke§ig iidiir- iy召n
“三 夜 三 日の 当直 Hが 卜 己 が

dau^scu mun-kti yosu'ar Gurban soni qonolduju ye^dgelduju
終わり, 同じ その 裝もて 三 夜 宿り合いて 交代し合いて



soni keb te^ l atUGai. horcin kebtejii qonotUGai keyen jarliG
夜 宿直番 であれ かこみ 臥して 宿るべし” と 勅

bolba. (231)
しぬ0

§ 195 (七35— 〜35 四） t e d e y a ’G d ， e r t e  t a lb iG s a d  unuGan e k e-y i i y § n
汝 等 如 何 な る 者 ぞ ，早く 放てし 仔馬が 母 の ( 己 が ）

siin kokojii eke-yiiyen horcin torolun giiiyikii unuGad metu yekin
乳を 吸いて 母 の （己が） まわりを めぐり 走る 仔馬群の如く いかんぞ

teym to'oriGan ayisai tede keyen asaGeu^. (232)
かく めぐりて 来 る や 彼 等 ” と 問えり。

§ 229 (九47七〜47十） k e b t e ’ S l s d n i o r d o h o r c in  k e b t e jt i e ’ fid e n

“宿直番は 夜 宮居を かこみ 臥して， 芦口を

daruju baiyiGsad kebte^l soni oroqun haran-i ekid anu dalbaru
おさえて 立ちし 当直番は 夜 入る 人々 を 脳 が — 彼等のダサリと割れ，
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m u r u s a n u  b a ^ t a l a  c a b c i j u  o^ r u d q u n . (233)
肩 が — 彼等のそぎ落ちるまで斬り 捨てよ”

①

§230 (十 1 四〜 1 六 ） h o d u t a j s 6n i o r d o g e r  m i n u  h o r6 in  k e b t e ^ i

星ある 夜， 宮居 包 -我 等 の  かこみ 臥して

o ro dotora e s e OGjadqaGsan o lje i t e n  k e b t e ^ l minu undiir o r o n-
臥朿の屮にて  驚かしめざる， 吉祥もてる 宿 直 番 は 我 か  高き 位

d u r k i i r g e b e . (234)
に 到らしめぬ。

②

§ 230 (十 1 八 〜 1 九 ） § i l t e s U t e i g e r  m in u  h o r c in  打r i m  iilii k i n
細条で編める 包 を — 我が かこみ まどろみも せず

baiyiju jiruge amu'uluGsan cing sedkilten kebte^l minu jirGalang
立ちて 心臓を 安んせしめし 誠 心もてる 宿 直 香 は — 我が 軎 楽の

o r o n - d u r k i i r g e b e . (235)
位 に 到らしめぬ。

③

§ 230 (十 1 十〜 2 — ） ib u li in  b iik ii i d a i y i s u n  d o to r a i r g e t e i g e r

“充満し ある 敵の 中にて 縁布ある 包を

<-minu h o r c in  h ir m e s iil ii kin id q a ju  baiyiGsad itegelten kebte*ul
我が かこみ 目 ば た き も せ ず （敵を）とでめ 立ちし 信ある 宿直番

m i n u . ”（236)
— 我が。

§234 (十 9 八〜10— ) b u r m  k e s i g t e n  t u r G a'u a - i, orao n o r c in  o r d o-
**すべて〇 輪番の 当 番 兵 達 を ， 宮 居 を か こ む  宮居
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yin ger-iin k6’fid-i， adu'ucin qonicin temecin hiikecin-i ordo
の 家 の  子 達 を ， 馬夫達 羊夫逹 駱駝夫達 牛 夫 達 を 宮 居 を

d a m n  D〇dai=cerbi uqaju atuGai. (237)
制 す る ド ダ イ . ヶ t ルビが主管して あれ。

§ 245 (十40七〜40九） Cinggis qahto gereljii, siqaodaju jayila
チンギス 可汗 気おくれし 迫られて “退け，

Garuya ke^e'ed carqu-iu'a ^mggis qa*； n-i horcin qorcin turq^ud
出でん” と云いて 出づる や チ ン ギ ス  可 汗 を か こ み 矢 简 士 連 当 番 兵 達

to^rin baiyiba. (238)
とりまき 立ちぬ。

§278 (丰42四〜六 ） basa kebte’til minu beye £a’ada ordo hor£in
“また 容直番は 我が 身に そいて 宮居を かこみ

baiyiju e^den daruju kebtetugei. (239)
立ちて 戸帳に 接して 臥すべし。

horci -C(物の周囲を） とりまく；廻る》 も hor6ijuが 2 例見られるので， 

h o r5 inのみとは言えないが， - n との結びつきは上例の如く， 15例にものぽ 

る。hor£i〗u の 2 例を参考のために挙げて見る。

§ 1 2 1 (三37十〜38六） ja^arin irejli nadur nidiin-diir-iyen iije'Qlbe.
神告 来りて 我に 目 に — 己が 見せぬ。

qo'aGcin iiniyen irejii jamuqa-yi horciju yabuju ger tergen mu
淡黄色の 牝牛の 来りて チ •ャム力をばめぐりて 行き 包 車 を * - 彼 の

miirgule'ed Jamuqa-yi murguju ore'ele eber-iyen quGulaju soljir
突きて チ•ャム力 を 突きて 片方の 角 を（己が） 折りて 不揃いの

(4) , _
ebertii boliu eber minu aca Keyen keyen Jamuqa-yin jug mo'olen

角に なりて r 角 を — 我 が 与 え よ j と云い 云い チ•ャム力 の 方へ 吼え

mo'SIen siro'aj sacun sacun bayimu. (240)
吼え 土を まきあげまきあげし立ちあり”。

§254 (土23十〜24— ） tan-i torekii-yin urida hodutai tenggeri
**汝等の  生れる の 前， 星ある 天

horciju billed, olon ulus bulGa biile^e, oron-dur-iyan iiiu oron
めぐりて ありき， さはなる民人 坂き ありき， 臥床 に ■<-己が 入らず

oljalaldun bule*e. korisutei etugen korbejii biile^, giir ulus
獲り合いて ありき。 土壤ある 大地は まろびて ありき， あまねき民人



bulGa biile'e, konjile-de'yen iilii kebten goriileldiin biile^. (241)

饭き ありき， 衾 に（己が） 臥さず 争い合い ありき。

この2 例 の h o r d ju と15例 の hor6i n を頭に入れて _n のことを考察した

い0

horan の15例の中 §79の horcin saqi-， §80 hor6in Gar-， §192①②の 

horcinkebte 'g lQSohorSintorolungii iyi^gSSAISSOX^hor^in  
kebte-， §279の hor6in baiyi- の 8 例が動詞連結形でhor£i- と後続動作の 

同時性を-n で結んでいる。 §57の hor5i n は文末の debse- C跳びはねる》 と 

同時的であり ， saGlacar m oduを Cとりまきながら跳びはね舞った》のであ 

る。 §230卿の前者は11〇1：占 -と 扮 1：〇^111辽 1£レとの同時性，後者は]11*1111 

iilti k i n との同時性が-n によって結ばれている。 §245のhor6i n も文末の 

to’6rin b a iy ib aと同時的である。

しかし， §145，§234の11〇1^11は趣を異にする。 §234の（̂<1〇11〇1^11《オ

ルドをかこむ》は ordo-yin ger-iin kd’f id 《オルドの家子達》にか、る形容 

句で，horHnは機能として形動詞である。P〇pp e教 授 が “ _n は発生的には形 

動詞” としている一例かとも考えられる。 §145の hor6in は更に一歩進んで現 

代 語 と 同 様 （(周周》を意味する実詞と見るべきである。 文脈から見て§145の

tere sa，SGsan horcin，b6giegsen £isun asqaGsan hor6 in の二つの horSin
は実詞として c周囲，まわり》 と読まねばなるまい。

しかし， この h orcinの -n は副動詞の-n からの転化ではなく，出動実詞 

形成接辞の -n と見ることも可能であろう〇そう解すれば，副動詞-；q の用例 

からは， この§145の horcinは除かれる。

以上， §145の 2 例 の horcinを除いた13例の horcinの -n は複数の動作を 

同時元で結びつける職能をもち，いままで見て来たayis-u-n, else-n, neyile- 
n, における -n の職能と等質である。

* * * * *

-n とのみ集中的に結合するayisun，elsen，neyilen，hor6i n の吟味を通し

210 X朝秘史蒙古語文法講義
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て，筆者は -n を様態(式)副動詞語尾と呼ぶよりも，む し ろ 「同時接合副動詞 

語尾」 と呼ぶことにしたい。 -n における（(同時接合的職能》を重く見たいか

らである。

ところで，前述の，動詞keS- C〜と言う，〜と思う》に接尾する-:n k e’g- 

n〜key^n の389例という突出について一言しておく 〇 ke’巨！!〜key§n の389例  

に対し， ke’g-(keye- ) 145例， ke’g-(k ey b )’§d 27例は秘史蒙古語におけ 

る， この三語尾の使用状況に反する処があり，それは，言うまでもなく，ke’S- 
(keyg-)n の突出による。次の例を読んで見よう。

■§15 (—  9 四〜 9 五）Dobunmergenya’nnkii’tin 6 ikey§nasaGU’asu， 
@  tere kii^n iiguleriin....(242)

_ § 19 (一  11七〜11十）ede tabun k6’iid-iy^n jergelen sa’H(n)lJu niji’gl 

miisiid quGuludqun ke’eju o g b e . (243)

_ § 18 (— 11七〜11九） ger dotora GaG6a Ma’aliG=baya’iidai kii’fin 

biiyii, ede Gurban k^fld te^ n-u'ei bxii-je keyen eke-yxiyen ecine

keleldiikiii-yi eke anu Alan GÔ a uqaju...... (244)

_ § 13 (—  8 七〜 8 九） Dobun mergen iigiileriin n6kdr §irolca da 

kejii^. ogsii ke^eju a*usiGitu jildii arasun inu abcu co^  buGU-

y i n  m i q a  k i i b c i n - i  D o b u n  m e r g e n - e  o g b e  ( 2 4 5 )

® ，⑧ともに秘史卷一 の 卷初に近い文章である。 ® の § 1 5  k e y g n  a s a c ’ a s u  

と k e ’幻i i S g b e とを比較して見ると，一見したところでは， こ の k e y g - n と 

k e ’弘洱との間に，取立てた違いが見られない感がある。しかし，仔細に検討 

すれば， 日本語訳からも知られるが，前 者 は 《ニ 土 （言って）—— 通常， この

(言って）は必要ない----尋ねれば》と解せられるが，後者は C〜と言って与え

た》のように，《ニ 古 （言って）》 と 《〜と言って》の違いがある。 fce穴 -と  

asaGu- との間には時間的間隔がないのに反し，ke，g- と 6 g - の間には一つの 

流れではあるが，時間的前後関係がある。

⑧の場合は keygn， ke，幻i i の次に若干の語句が揷入されてkelelduk屯一W
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と 6g b eに接続するが，上述の関係には変りが な い 。前 者 《〜と己が母の蔭で 

言 い 合 い あるを》 と後者《“与えよう”左言って〜ドブン . メ ル ゲ ン に 与へぬ》 

と は -n と -】u2 の相違をはっきり示している。

ke’S-(keye-)n が ke’g-沖よりも抜群に多く用いられるのは， こ の -n と 

-p の表わす意義素の相違からもたらされたものと言える。一 般 に 《と （言っ

て）〜する》--- 例 え ば ®，® の key6n asaeu-，key§n k ele ld li-の如き----の

動詞連結ではke’g-(key6- ) と後接の動詞との関係は極めて密接で同時的であ 

る。それ故，連接接合の-;ju2 よりも同時接合の - n が 当 然 の こととして多用 

される結果になる。

最 後 に -n の意義素を《複数の動作を同時元で接合 し ,日 本 語 で は ‘土:し” 

と訳せば当る場合が多い》 と措定する。以上を以て第四講を終える。

第四講の註

( 1 )  ここで主要動詞と呼んだのは， この三語尾の使用例の合計数が15例以上にのぽ 

る動詞のことである。例 え ば （2) abura- は abura-J u l 3, abura-n 4，ab u ra-，M  
ゼロで合計17例にのぼるので， ここでの主要動詞に入る。 ただし， この原則から脱 

れる動詞を， こ Xに入れた場合があるが， それは筆者の考えによる。 この主要動詞 

表は，種々興味ある事実を提示するが， それについては， 機会を改めて取上げたい 

と考えている。

( 2 )  こ の ese’3 a m u iは以下の文に現われる。

§254 (丈26六〜27四） p 格 蔑 徹 塔 訥 塔塔 周 額 舌劣魯額撒察温 客 揑

离甲行 您的 扯着 人 一同 奔等 怎生
egem-ece tan -u  ta ta ju  ere-lii'e saca 'un ken-e
「肩 骨 を —汝等の 引き 男子と 等しく 誰がため

孛勒中合ホ忽声■主兀揑徹芦訥塔塔周古温魯額撒察温 _ 捍孛勒中合中忽

做的麽 頭 ， 行 您 的 扯 者  人 一 同  斉等 怎生 敗的麽

bolcaqu， ku ju ûn-ece tan-u tataju ku^ n- lu^  saca^un ken-e bolGaqu,
なせるや， 頸 を — 汝等の引きて  人 と 等しく 誰がため なせるや」

客頟 周不亦塔訥阿舌里勒中合周不舌児備塔訥額舌児古兀勒周額舌列因
I____ | I_ I I_ _ I I-----------------------------I I______ I I_ I |______________ | |______ |
説着 您的 教浄着  脚後根 您的 教抵起 着 男子的

ke'ejii buyi tan -u  arilGaju burbujt tan -u  ergu^uliii ere-yin
とて 汚物を— 汝等の 浄め， 後 腱 を — 汝等の あげしめ 男 の
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_ 甘突(舌> 碍 ，黒腸 0 卞合舌児(中> 甘突(舌〉早

汩 行 騙 馬 的  後胯 行
egem -dur, aGta-yin qarGam-dur
W甲 に 去 勢 馬 の  尻 に

古ぎ児格周

教到着 

kurgeju
到らせ，

額 朶 額 塔 訥 安 撒 亦

如今 你比自的行 好

ed6Je ta n -u -^ n  sayi
「今 汝等の*-己がよきを

兀者速 客延 薛慑 乞周1___ 1 I_ 1 1 1
見我 麽道 想 着

iijesu iceyen sedkiju
見ん」 と 想いて

額薛 兀 阿 梅I—— I I_ I
不曾 有麽

ese^fi am ui,
あらざるや，

孛黒塔

賢明

b〇Gta
賢き

中合敦必荅訥

娘子 咱的

qadun bidan-u
右 は — 我等 〇

納ま闌篾図I___ I I_ I
日 般

naran metu
□松の如く

格格延 納浯S児 篾 圖I_____ I I_ I
海 般

gegeyen, na’Qr metu
明るく， 大湖の 如く

迭勒格$ 児薛慎乞勒秃  I______ I |______ |
寛 洪  心 有 的

delger sedkiltii
広大なる 心もちて

不列額I___ I
有来 

biile，e 
あり”

客額罷l </p
説了

ke’ebe,
に云いぬ。

この文は，テムデン.チ'ノギス可汗の次男チァダイが己が兄デョチの出生をめぐ 

って， 口にすべからざる事を語った時—— それは， 己が母ボルテへの配慮を欠く故

に----チァダイを諫めた幕臣ココチョスの言辞の最終の部分である。 チ'ノギスの糟

膝の妻として狂乱怒濤の中を生きた妻ボルテは， 又デョチ，チァダイ， オゴデイ，

トルイの4 男の母でもあった。秘史の§254後半は，ココチョスをして，戦乱に明け 

暮れた当時のモンゴル草原において， ボルテがテムデンと共に大きな艱難辛苦を乗 

り越えて，息子達をいかに雄々しき益良夫に育て上げたかを語らしめている。 その 

最後の言として，

“今や汝等のよき（晴姿）を見ん’’

と想いてあらざるや (ese’fi amu又）
と言っているのである。 a m u jは現在形であるから filii’ii a m u iが秘史蒙古語文法 

の点から見ればありうべき形である〇こ Wこ e s e が用いられたのは，過去からこの 

賤までの様々なことがらを想起しつつ， 今汝等のよき益良夫ぶりを見ようと想って 

いるのではないかという過去への回想を ese’S に語らしめたものではなかろうか。 

この破格の ese’f i を筆者は， この様に見たいと思う。

(3 ) a y is u -が - la’犯 )2 系の語尾をとる例が3 例ある。秘史蒙古語における七，的)2 

系の語尾は， すでに詳説した様に， その本質は過去における行為•動作を回想的に 

敍述するところにある。

現代のハルハ方言をはじめとするモンゴル語諸方言でも， この本質は失なわれて 

いないが，それと共に，例えばハルハ方言では，

O/iooeH xapH daa. 《今，帰ります，帰るところです》

の 様 な - jiaa4 の用法がある。この-；iaa4 は少くともテンスの点から見れば，現在及 

び未来に属する行為に用いられる-；iaa4 であり， 《回想》には結びつかない。 この 

邮 が何処に由来するのか， 筆者はかねてから気になっていたが， 秘史蒙古語の 

ayisula'  ayisulu’a にその端緒を求めうることを知った。



2 1 4 元朝秘史蒙古語文法講義

§62 (— 42八〜43ニ) 徳 薛 禅 鳴 詁 劣 g 論I________I
名 説

Dei secen ugiilerun
デ イ • セ チ i ンの言うに

也 速 該 中 忽 答 虔 途 児 勺 舌 里 周

名 親家 誰行 指着 

Yesiigei quda ken-dur jon ju
“イ * ス ゲ イ 銾 者 よ い ず こ に  目指して

阿亦速剌阿客額主 :^

来 説 有

a y i s u l a ' a  k e ’e j u ’化

来つつあるや” と云えり。

也速該把阿秃 児鳴詁劣$ 論

名 説

Y e s u g e i^ b a ^ t u r  i i g u l e r u n
イ * ス ゲ イ •バアトゥルの言うに

額揑可兀訥

這 児 子 的

e n e  k o  u n - u
“この 子 の

米訥I__I
我的

m in u
— 我が

納キ合出納児

母舅 比行

n a G a c u - n a r
叔父 達

斡勒巾忽訥兀®

人 氏

Olqunu’Gd
オルクヌウド

亦児堅途児I___ I I_ I
百姓 行

i r g e n - a u r
人衆 に

斡乞キ忽余速客延I_________ I I_ I
女 索 麽 道  

o k i G u y u s u  k e y e n
「嫁を求めん」 とて

阿亦速魯阿

来 _ 
a y i s u l u ’a
来つつあり”

客額主兀

説 有

ke，柳 ’fl.
と云えり。

ここに見られる ayisula%  ayisulu’a の - la%  -lu’a は， その文脈から見て 

《回想》の - la’5，- lu’忌とは見られない。 ayis-u- の も つ 《現にこちらへ向って• 

あちらへ向って）移動しつつある》 という動作の現行態を表示する意義素と相俟っ 

て - 〗a%  - lu’巨 は 《今現に〜しつつある》を意味すると見ねばならない。この《今 

現に〜している》 の意味から C今から〜する》への意味上の移行を考えることには， 

それほど大きな抵抗はない。現代のモンゴル語諸方に見られる《これから〜する》 

を：®味 す る - Jiaa4 は，知りうる限りでは， ここに起源を求めうると思われる。

(4)  key巨n key色n 《〜と云い云い》， ！nS’Slen m5’5l e n 《吼え吼え》， sa£un sa芒un 
Cまきあげ， まきあげ》 は -n が r e d u p lic a teされた形で， この様な形式からも -n  
の C同時性》かよく証されると云えよう。key§n key^ n，m3,51en m6’51en, sa£un 
sa5u n は， その同時的行為をさらに強調的に表現した様式と見ることができる。 秘 

史冗古語には， 例 x■ば， key巨了ti key§Jii, 1113’Slejii m6,31ejii, 或ぃは sa6u’豆d 
sa6u，互d の如き形が見られないだけに， この — n — n の形式は，注意されなければ 

なるまい。

( 5 ) 本 文 で は -n をのみとる動詞語幹を考察したが，イu2 のみ，-，sd2 のみをとる 

動詞語幹もあるので，それを以下に列記しょう。

a b c i r a - j u  17 a b $ i r a - n  ゼ ロ  ab5ii*aSd ゼ ロ

g i i y i - j d  13 g u y i - n  ゼ ロ  g i|v i 」 g d ゼ ロ

i l G a - j u  15 i l G a - n  ゼ ロ  i l G a - ， a d  ゼ ロ

yorci-ju 14 yoi^ i-n ゼロ y o d i-S d  ゼ ロ  

以上の4 動詞は-;fu2 のみを取って，_n，々 d2 を取った例が 一^p も見られない。 

これは偶然ではあるまい。 ここでは， これについての考察の余裕はないが， これら



の動詞語幹のもつ意義素との関連の上で考察さるべきであろう。

bu-ju 1 *bii-n ゼロ bo-,M < * bu-,ed 28

この語b抑d は語幹bfi- に -’紐が附され，bii- の母音 i i が幾分広くなり bd，巨d 
として現われていると見るが，b iQ ii1 例，*b iin ゼロなのに対し，b3,らd 《〜であっ 
て》のみが28例と突出するのは何等かの理由がある箸である。又，上 の *bUnが i 例 

も見られず，この*b iinに到っては秘史蒙古語のみならず，蒙古語文語，現代のモン 

ゴル語諸方言においても全く発見されないことも， 当然その理由を考えて見なけれ 

U‘ならない。

bS’S d が28例と突出しているのは， この語が本来の意《〜であって》の他に特別 

な意に用いられた例の多いことに帰因する。この，いわば特 殊 な b5，§d については 

「元朝秘史全釈続玫（上)」p.12註 （1 ) を参照されたい。

さて，筆者は動詞語幹 bii- に対し，一 つ の 仮説を提示してお き た い 。

秘史蒙古語には「不舌金」b iir i inという形が22例見られる。これは，従来，bti-riin 
と分析され，動詞語幹 bii- に converbum praeparativum  (準備副動詞）の - riin 
が附されたものとする。

この不舌侖22例を精査すると，二 つ の 異った用法に分けられることが判明する。

( 1 ) (ニ29八）赤 不 舌 侖 e ib iiriin (你呵)， （三七）必 不 舌 侖 bi biiriin (我呵） 

(四50四）額 揑 不 舌 侖 ene biiriin (這箇呵)， （五 9 五）王 中 罕 不 舌 侖 cmg 
qan bttrtin (人名有呵）

(七42八）必 不 舌 侖 bi Mirtin (我呵)， （八19七）必 不 舌 侖 b ib iiriin (我有 

的）

(十30ニ）中合撒舌児不舌侖 qasar biiriin (人名有)， （主 4 八）必不舌侖し  

biiriin (我有的） 1

(主23四）納 馬 宜 不 舌 侖 namayi biiriin (有呵)，巴 不 舌 命 ba bUriin (俺有 

呵）

(主32八）不 舌 里 宜 不 舌 偷 Biiri_yi biiriin (人 名 行 有 呵 ）

⑵ （一40九）客 額 里 台 不 舌 侖 ke’臥ite i biiriin ( 懐 孕 有 的 ）

(ニ10四）不 舌 児 吉 額 舌 児 吉 迭 不 舌 侖 B ttrgiergidebC irtin (岸名岸行有来） 

(四2 六）斡 劣 該 不 剌 中 合 不 舌 侖 6 % e! bulac-a btiriin ( 地 名 住 着 ）

(五32十）田 迭 不 舌 侖 tende bttriin (那裏者呵）

(六30ニ）赤馬突S 児 不 舌 痛 am ad u r btiriin (你行有呵）

(七13三）亦极中合兀魯阿惕不舌侖 idqa’Glu’ad biiriin ( 被 勧 了 有 着 ） 

(八12ニ）乃 蠻 魯 阿 不 舌 侖 Naiman-lu’a biiriin (種 名 一 同 有 的 ）

(八27七）土 失 額 惕 不 舌 侖 tii5び d b iM n  ( 委 付 了 有 着 ）

(九34四）莎 那 速 阿 慑 不 舌 命 sonosu’Sd bUrtin (聴 了 有 呵 *)

(九43— ）莎 那 速 阿 ©不 舌 侖 sonosu’Sd biiriin ( 聴 了 有 ）

(主45ニ）莎 那 速 那 惕 不 舌 侖 sonosu’ad bUrlin ( 聴 了 有 間 ）

<1)に厲する11例と⑵に属する11例を対比して見ると同じ「不苦侖」 でありながら，
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同一視し得ないこと— 目瞭然である。 ⑴に属する不舌侖は b i C 我》， £ i C 汝》， b a  

C我々》， e n e 《これ》，o n g q a n 《王汗》，Q a s a r C カサル》など代名詞，個有名詞を受 

けて，その上接の語を強く提示する語として用いられ，簡潔に表現すれば日本語の 

C~ は》で訳出できる。これは傍訳字の「呵」からも窺うことができる。一般に「呵 j  
は秘史では条件副動詞語尾「一 阿 速 （額速)」，「一 巴 速 （別速)」《〜ならば》に附さ 

れる傍訳字である。上 の （五 9 五）王 中 罕 不 舌 侖 の 「有呵J, (七42八）必不舌侖 

の 「我呵 J, (八19七）必不舌侖の〈我有呵> ( 直的とあるのは呵の誤写)，巴不舌侖の 

く俺有呵〉などのぐ^呵〉から見ると b i b i j r i l n は b i ((我》，b « -  Cである))， -r l i a  

《〜する時》か ら 《我である時一》我であれば一 >我 な ら ば ~►我 は 》の過程を経て 

《〜は》の意を表示するに到ったものと解される。

(2)の不舌侖は⑴の場合と事情が異なる。

(三10四 ） Biirgi ergide b i i r i i n 《ブルギ岸にいて》， （四 2 六）6 lSgei bulac-a 
b i l r i in 《オロゲイ泉にいて》 さ ら に （五32十 ） tende b i i r i in 《そこにいて》， （六3〇 

ニ ） Shnadur bUriin C汝のもとに•いて》などは与位格の語尾の次に b t i r i in が現わ 

れ bij- Cいる，ある》の意がはっきり示されている。しかし， ここに見られる -r iin  
は(l ) - r f i n とは異っている。それは秘史の傍字翻訳者にも理解されていた如く，例 

え ば 上 の 6 l8gei bulaG-a b f i r i in の 傍 訳 は 「地名住器」 とあり，b iir iinに 「住着」 

をあてている。又，（七13三）idqa’a iu’ad b iir iin，（八27七）t•描iS d b iir iinの btiriin 
に対しては「有着」が附され， ⑴の場合の「呵」 と異り， ここでは「着」が現われ 

ている。⑵の場合は分離副動詞語尾-’ad/-’6d と共に M r i i n が用いられている© 

も特徴的である。⑵ の b firiinの表わす意味は C〜にいて；〜であって》 と解され， 

⑴ の 《〜は》 とはf "{的に異り，《いる，存在する》 の意が濃厚であり，bfiifi, *bihi， 
bii’gd> b5’a d などによって表わされる意に近いものと思われる。以上の状況から判 

断して，筆者は， この⑶に•属するb t i r t in は bfi-r i i n ではなく* bfir-fi-n と見る。 

即ち，従来，「存在」を意味する動詞語幹として一般に認知されているbfi- は， よ 

り古くは*biir- であったと考えたい。 この *biir- は同時接合副動詞語尾 1  以吐 

P 動詞語g -と接する際には語末の- r は消失し , -n と接する時にのみbiir- ii-n と 

して本来の形を保持し，かくして biir-ii-n> b iira n (2)が生れ蒙古語O 世界に定着し 

た。b ii r f in ⑴ は * btir- に 語尾 - r f i n が接尾たしもので， -n 以外の語尾と接する 

際には * biir-の- r は消失する故に，*bfir- > bfi- に - r i i n が接尾され biirtin (1)が 

形成されたものと考える。

要約すれば

*bur- ru n > bii- ru n > b iiru n  (1)

*bur-u-n > b iiru n  (2)

と公式化できよう。

モンゴル系の言語には， 母音で始まる（或いは母音のみの）動詞語尾が皆無なO 
で， 古い段階で *biir- > bfi- が成立したと考えられよう。-n の接尾に際してのみ 

*bfir- の - r - が生きているのは，子音に終る動詞語幹に_n が接尾される時には，
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常に介入母音としての-uしが挿入されるモンゴル系言語における常道に従つたもの 

と説明されよう。 ■

このように，bii- のより古い形として動詞*biir_ 《いる，ある》を仮定すること 

ヒ よ っ て b fir iin⑴ と b f i r i in ⑵の意味上の差異は容易に説明されると筆者は考え 

る0

， らば， こXに想定した*b a r- cいる，ある》は単に観念上，理論上の形か 

一な，そ $ ではない。筆 者 は bar in c総ての，あらゆる；完全な》 ， b f i r i 日 

中 の * bii卜 に 上 記 の よ り 古 い 語 幹 啦 r_ が 現 わ れ て い る と 見 た い と 〇
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第五講動詞の副動詞形〔II〕

前講 Ifこひきついで副動詞語尾の解説を行うが，その用例の多い語尾の順に以 

下に記述を進める。

§1.条件副動詞語尾-’asu2, -basu2
-’asu2は秘史蒙古語では広く用いられ，その表わす意味も，かなり多様であ 

る。既定の条件にも，仮定の条件にも用いられ，又，現在，未来，過去を問わ.

ない。 更 に 助 詞 b e r を伴い---或いは伴なわなくともよいが---- 譲歩の意味

を表わすこともあり，その上，理由を表わすこともある。 日本語では《〜なら 

ば，^たったならは，〜したら，〜した時；〜でも，〜だったとしても；〜た- 

ので，〜だったので》 等と訳すことができる。

-bssu2は，その表わす意味，用法， ともに一’asu2 と異なるところはないが，

-b a s u の13例，-b e s i iの 7 例で，その用例は- ’asu 217例， -’杜 ii 239例に比

して極めて少ない。 -basu2 の20例の中，そ の 弱 の 13例までが卷一 ， 卷ニ に  

集中していることを見ると，-basu2 は 」5S Uより一段古い形かとも思料され 

る。以下に -’asu2，-basu2 の実例を見よう。

〈1> §137 (四 2 2六 〜 23三 ） 赤 剌 温 中 孩 亦 赤 統 格 中 合 失

v  人 名  人名 人名

C ila^n^aiyici Tiingge, Qasi
チラウン•カイチは トゥンゲ， カシ

ホ豁牙ぎ児

両 箇

qoyar
二人の

鳴詁列$論

説

ugiilerlin
霣うに

可兀的〔耶$里〕顔

児子自的行

ko'fid-iyer-iyen
子 逹 を つ れ — 己が

阿勒壇孛莎ヰ合I—— I L-------1
金 門限

altan bos〇Ga
“「黄金の Mを -

巴平 成吉思中_罕突舌児 阿兀勒札厨

再 太祖 皇帝行  拝 見 着

basa Cinggis qahan-dur a- uljaju
又 チ ン ギ ン  可汗 に 謁見して

赤 訥 撒 乞 周 阿 禿 +孩 客 延 g 克罷I # 必

你的 守 着  教 住 麽 道  与了 我

emu sakiju atuGaj keyen ogbe bi,
汝の 守りて あらしめよ」とて 与えぬ 我は，
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巧勒_ _ 莎 中 合 荅 -普 や @吉 今 ： ，都 阿 罕 阿 米 亦 ！̂ ，：速 勒 -甲 ®ザ

金 門限 行'  你的 別 去 呵 命  他的 断 着  擻

a lta n  b o scw a -d a ca e m u  a n g g id a  o d u 'a su  a m i m u  ta s u lju  g e d k u n ,

黄金の 明 より — 汝の 1はなれ 行かば 命 を 彼 の 断ちて すてよ，

斡舌児堅 _ 閨闐 額児古周 辑克究該客延 幹克罷蜃作 必 斡 ( 舌 }児堅  
1 1 1

%

orgen
「広き

門

liden
繩 を

擡 着

erguju
挙げ

教与 麽道

ogtugei keyen
しめよ」 とて

与了

ogbe
与えぬ

我

bi,
我，

%
orgen

広き

w e  ^ 斡額舌列 mmm mmfrn 格®坤

_門 行 你的  別

e ’ f i d e n —n e c e  c i n u  6 ’ e r e

戸帳  よ り •<-汝の はなれ

客額罷1~ (245)

説 了

ke'ebe.
と云えり。

去 咱  心 他的

o d u 'a su  o r e in u
行かば みずおちを- -彼の

踢 效  擻

m id e n j u  g e d k iin
けりて すてよ”

〈2> §16 8 (五4 6 — 〜 4 6六 ） 成吉思中朁

被 喚  着 v 太祖 皇帝 十

uriG daju C in g g is q a tia n  h a rb a n
招かれて チンギス 可汗 十

，舌 -阿 亦 速 舌 侖 札 兀 舌 剌 蒙 カ 克 額 赤 格 因 格 舌 児 圖 舌 年 （中〕豁那阿速

人 来 時 路 間  人名 父 的 家 裏 宿 呵

h a ra n  a y is u r u n  ja*ura M iin g l ig  e c ig e - y in  g e r -tx ir q o n o’ a su
来るに 途中 宿れば

甲 斧 蒙力 克 寶 赤 崎 ，話列舌学■察兀舌児別乞:^ 卞您余阿寧

那离 人名 父 説 女 名 行 索 呵  他比但

tende Miinglig ecige iiguleriin Ca’fir=beki-yi Guyu*asu mud〜 lu
そこに ムンリグ 父の 云うに “チ ャ ウ ル ♦べ キ を 乞へば 彼等 を

必荅泥 _ 胃藍只剌周

俺 行  下 覷 着

b id a n - i d o ro m jila ju
我々 を さげすみて

兀 禄 斡 昆 不 列 額 額 朶 額 客 胃 児 不 s 魯兀牙

不 与 有来 如今

i i l i i ogfiin b iile 'e, ed o 'e
与え ず ありき， 今

怎生 特地

k e r  b u r u’i^ -a
なんぞ ことさら
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不兀勒札s 児 亦 陧 # 列
1 I I I 兀舌里主兀。 _

n m  筵席 突来 喚 着 ( 了 ）

bu^uljar idere uriju’fl.
婚約の食を 食するべく 招きたる”

〈3> § 108 (三 12三: 〜 12七 ） 札 木 ヰ合鳴詁列 s 論 孛ぎ羅安別ぎ児
1 ] 1____ j

人名 説 風 © 也

Jamuqa ugulerun boro’ an-ber
チ• ャ ム 力の 言うに “「風蛍 なり

孛魯阿速 宰勒札勒突舌児 * 忽舌剌別舌児孛魯阿速中忽舌剌勒突舌児
i i i i i  \ 1 1

不
1

歎 呵 約 会  裏 雨 也 敗 呵 聚 会  裹 休

bolu^asu boijal-dur, qura-ber bolu^su qural-dur bii
とち 約会 には， 風雨 な り と も 聚会 には

ヰ豁只荅牙 額 薛 兀 客 額 勒 都 列 埃 必 荅 忙 中 豁 勒
i l l  l i t  1 1 f 安と合 舌児:

落 後 咱

qojidaya
おくれまいそ」

不曽 共 説 来 麽  咱毎 逹達毎 応許声 敢餐 有的毎

ese’fl ke^ldiile^i bida, MongGOl je andaGartan
と言い 合わざりしや 我等， 「モンゴル人はデュ一の 宣誓者に

不 速 禿 亨 迭 扯 中 豁 只 荅 黒撒泥 者舌児格迭扯中合舌児中合牙客額勒都列埃

不 有 来 麽 応 許 行  落後了的 行 班 列  裏 教出去咱 共 説  来

b u s u t u  j e - d e c e  qojidaGSan-i j e r g e - d e c e  Garcaya k e ’e l d t t l e ’ e i

あらずや， デ * - より おくれし者 を 戦列 から はずさん，」 と言い合いたるな〇”

格額S 。（247)
説了

ke’ebe.
と云えり

<4> §188 (七 7 九 〜 8 — ） 門 闊 闊 出 阿 黒 蹋 赤 宜 圖 思 ， 你顔

只 人名 管馬 的 行  正主 皇帝自的行

mun Kokdcii aGtaci-yi tus qan-iyan
かの コ チ a 馬夫 を “己が 汗 を （己が）

額 -帖 ト 赤 周

mtst 捨 着

eyin tebcijii
かく 捨て

を舌列 主 争 g 亦 , 古 温 額 朵 額 虔 突 舌 児 那 阿 扯 額 速

来 T f  這般 人 如今 維 行  做 伴 ,,可

ireju'fli. eyimii kii^n edo^ ken-diir nokoce'esii
来 れ ！)• か x る 人， 今， *  に 友たるとも
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占格s 迭古

可 倚 仗

i t e g e g d e k i i
信ぜらるべきや”

芒 額 周 察 ト 赤 周 格 罷 黔 （248)

脱 着  斬 着  撤了

k e ^ j i i  c a b c i j u  g e b e .

とて 斬り 捨てぬ。

〈5> §29 (— 18ニ ） 帖迭亦児堅 
|~| I__ j
那 百姓

t e d e  i r g e n

それらの人衆

孛端察$ 侖 

Bodoncar-un
ボドンチt ル の

で合児赤(中> 孩

黄 麇

qarciGa^
磨 を

中忽余阿速額薛幹克罷。（249)

索 着 不 _  与了

Guyu'asa ese ogbe.
乞えど 与えざりき。

〈6> §200 (八 13— 〜 13六 ） 乃蠻蔑舌児乞的木中忽s中罕巴舌剌阿速
I 1------------------- 1

種名 種名 行 教窮植  呵
Naiman Merkid muqudqan bara’fisu
ナイマン族， メルキド族を 窮 滅 し  了れば*

札木ヰ合 乃蠻魯阿不*侖 田 迭 兀 魯 昔 ) ^ げ ト 荅 阿速 門

人 名  種 名 一 同 有 的  那裏 百姓自的行 被 要 了 呵  他

Jamuqa Naiman-lu^a burun tende ulus-iyan abda^su mun
デャムカ ナイマン族と共にありて， そ こ に 民 人 を （己が） 取られたれば， 彼は

塔 奔 那 可 堪 禿 斡 斡 舌 児 察 黑 孛 勒 甲 儻 魯 迭 額 舌 ? |J 中合舌児抽兀中忽勘札

五 箇 伴 当 有 的  刼(賊） 做着 山名 上 上 着  薄 羊

t a b u n  nokodtu o ^ r c a G  b o l j u  T a n g l u  d e ’ e r e  G a r c u  U G u l j a

五人の僚友と共に 残賊に なりて タンル山 に 上りて 薄羊を

阿 剌 周 失 *刺 周I_____I I------ 1
殺着

alaju siraju
殺し 热 きて

亦 陧 ぎ 侖 ^ 札 木 キ 合 那 可 潘 帖 延 鳴 詁 列 主 兀

喫 時  那裏 v 人名 伴 当 毎 行  説 了 有 _

i d e r i i n  t e n d e  J a m u q a  n o k o d - t e y e n  i i g u l e j u * ^

食するに そこに チ•ャム力 僚友 に（己が） 言うに，

客 訥 可 兀 堪 額 揑 兀 都 * 児 ^ ^ 忽 勒 札 fr剌 周 額 因 亦 陧 模

誰的 子毎— 這 日 羯羊  殺着 道 般 喫 有

ken-ii ene iiaur U G u lja  alaju eyin idemti
“維 の  子等， こ0  日 播羊を 殺し かく 食 す るか*
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(250)

説了有

ke’幻 ii’fl.
と云えり。

<7> §190 (七 15九 〜 16四 ) 巴撒 別勒古台 那顔 鳴話列®論

再 人 名 官人 説

basa Belgiitei noyan iigulerun
また ベルグテイ ノヤンの 言うに

阿 米 堆 f 額帖列

浩 有問

amidui bo^etele
“生きて ありながら

- 可舌列中豁舌里顔阿ト荅阿淳阿黒三牙温本撒脩

伴 当 行  節 筠 自 的 行  被要了呵 话 的 甚 済 行

n o k o r - e  q o r - i y a n  a b d a ^ u  aGsan y ^ u n  t u s a  b i i i ,

敵 に 矢 麻 を （己が） 取 ら れ な ば 生 き る  何の 益 あらん，

脱$ 列克先

生 了 的

toregsen
生れし

額S列迭

男 子 行

ere-de
男子として

兀 窟 額 速 塔 乞

死 呵  也

ヰ豁ぎ児弩門魯〈阿〉〈班〉牙孫魯阿

祀 珂  也 箭 商 弓 一同目的行 骨頭一行

iku*esu taia qor numun-lu’5-ban yasun-lu’a
界 十  >  t  年故• ¥  > lt* r *-P» At 普 J- itvr

骨頭一行

ィ产 刊， 亭ト帖額考平禄兀撒回 !^  7p m  声舌児琴

一 行  臥 呵  不 好 有  種名 百姓

niken-e kebte’gsu ulu’ ii saym biii，Najman irgen
— 緒 に  死なば よからずや， ナイマ:/ 人衆は

兀 魯 思 也 客 禿

国 大有的

ulus yeketu
「民人 大にて

亦舌児 埼 斡羅秃

百姓 多有的

irge olotu
人衆 多し」

客 延 也 客 兀 格

麽道 大 言説

keyen yeke lige
とて 大 言を

鳴 詁 連 阿 主 兀 。（251)
説 有

ugiilen aju'u.
言いて ありき。”

〈 8> §85 (ニ 22九〜 23四 ） 格舌侖別畔崎禿速舌魯額 ®額速吉顔

家的 記号 生馬妳子 傾了 熟馬妳子自的行

ger-iin beige sun tiisuru'ed esug-iyen
包 の し る し は 乳 を （皮袋に）注 ぎ 馬 乳 酒  を

雪 你 迭 兀 都 児 察 亦 塔 剌 不 列 窟 不 列 額 帖 舌 列 別 勒 亨 莎 那思抽迓歩巴速

撤夜 日 明到了 澎 有来 那 記号 聴 着 行 呵

soni-de udiir cayitala biilekii biile^. tere beige sonoscu yabubasu
夜を微し 日 の あ く る ま で た & き 打 つ な り き • そ © し る し 音 を 閜 き  行けば，
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不列兀ぎ侖 儔 兀 莎 那 思 抽 古 児 抽 格 児 圖 児 亦 訥 斡 舌 羅巴速鎖児中罕失 舌 剌

澎 _ 的 声 ’ 聰 着  到 着

b i i l e , i i r - u n  d a u * u  s o n o s c u  k i i r c i i

た x き棒 の 音 聞 き て  到り，

額 客 邊 迭兀捏舌里顔寧舌 鄰 斡 气

母自的行 弟 毎 自 的 行  尋 去

e k e - b e n  d e ^ - n e r - i y e n  e r m  o d ,

「母 を （己が）•弟  達 を（己が）さがし行け j

家 裏 他的 人 呵  名

ger-tiir inu orobasu Sorqan^sira
包 に — 彼の 人らば ソルカン.シラ

臀 薛 兀 客 列 魯 釋 必 也 野 亦 舌 列 展 赤

不曽 説 来 麼 我 為 甚  来 了 你

ese'ii kelelii'e bi, yekin irebe ci
と言わざりしや 我， い か ん ぞ 来 れ る  汝”

芒 額 - 沉白赤老温 こ豁牙$ 可兀®亦 i f t 鳴話列舌論失保兀中合作

説 了  v 名 v名 両箇 児 毎 他 的  説 雀 児 行

k e 'e b e . C im b a i, C ilau *u n q o y a r k ^ f ld  in u  i ig u le r u n  s ib a i^ u q a n - i
i 云えり， チンバイ， チラウン 二人の 子 達 の — 彼の 言うに '•谈  を

土 林 台 不 塔 圖 児 中豁児中豁巴速 不塔 阿不*剌主為額朵 額 必丹途児
1___________1

言
1 1

竜 多  兼 裹 趕 入 呵 救 了 有 如今 p a 行

t u r i m t a i  b u t a - t u r qorGODasu b u t a a b u r a j ^ u i , e d 6 ’吞 b i d a n - a u r
雀魔が 兼 に 追込まば， 叢は 救いたり， 今 我等のもとに

亦胃列£薛 泥 也 勤 帖因客額木 赤 格延……。 ( 2 5 2 )

来 了 的 行  為甚 那 般 説有 你 麽道......。
i r e g s e n - i  y e k i n t e y i n  fee’巨m i i c i g e y e n ..... •

来れる を なんぞ かく 言うや 汝” と云いて......«,

〈9> § 66 (— 4 6三 〜 4 6四） 斡乞亦訥

女 子 他 的

oki inu
汝 を — 彼の

兀者別速你兀児禿ぎ里顔

看 呵  面 自的行

iijebesu nV ur-tur-iyan
見れば 顏 に — 己が

f を列_ 仔敦禿を里顔ヰ合勒台斡乞泥兀者周斡因禿を里顔斡舌羅温(勒)g
光 有  眼 自的行火有 女子行 見 着  心 意 自的行 教 入  了

g e r e t e i  n i d i i n - t i i r - i y e n  G a l t a i  o k m - i  i i j e j i i  o y i n - t u r - i y a n  o r o ^ ^ l b a .

光あり,  目 に — 己 が 火 あ る  こ 女 を 見 て ， 心 に — 己が とどめぬ。

帖木真揑扯

人 3  処

你 刊 納 孫 也 客
|_ I 哈 児 班 台 阿 主 兀 孛 児 帖 捏 $列台

十 歳  有 来  名 名字有的

Temujin-nece niken nasun yeke harbantai aju*u* Borte neretei.
テムデン より —  才 上の 十才もて ありき* ボ ル テ の 名 あ り *



毛序 (中)S 那 气 手 納 晰 合 !:児；1 5 チ® て忽余巴嘩徹薛禅 ,鳴話列舌,
夜 宿着  明 日  女 他 的 索 呵  名 説

soni qonoju manaGarsi oki inu Guyubasu Dei=secen iigiilerun
夜 宿 り て  あくる日 こ女を— 波の 乞えば デ イ • セ チ * ン の 云うに
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斡欒討兀中忽余温勒周_克別途迭額只列克迭古輟延討兀中忽余温勒周

多 遍  索 着 与 呵  崇 上 少 暹  索 着

0 1 0 1 1  t a ^  G u y u 'u ^ I j u  o g b e s i i  d e 'e j i l e g d e k u , c o y e n  t a ^  G u y u ^ ^ l j u

‘‘多 き 度  乞われて 与えれば 崇めらる 少なき セ度 乞われて

斡克 別 速 朶舌藍只剌黒荅ホ忽……。（253)

与 呵  下 覷  ....... 。

ogbesii doramjilaGdaqu.......•
与うれば さげすまる。"...... 。

〈10> §32 (— 2 0三 〜 2 0四)
統格黎⑵中r 羅(中气

畧 小 河

qoram atala Tiinggeiicr Goroqan
しばし あるに トクンゲリグ 川 を

斡 額 迭 你 刊 古 温 阿 亦 孫 備 由

逆 水 一  人 来 有

古児周

o*ede niken kii^n ayisun buyii. kiirju
遡 り て 一 人 の  人 近づきつつあり。 到り

亦ぎ列別速

来 呵

irebesu
来れば

孛 端 察 児 門  I
是

Bodoncar mun
ボドンチャル 彼

阿主兀。（254)

有

aju'u.
なりき。

以 上 〈1 > 〜〈1〇>の文例を一'^^ずつ見て行こう〇 〈1> の anggida odu’asu, 
石，ere odu’asu—— と も に Cはなれ行かば》の意—— の ’5s u は （〜 ならば》と

訳し得る，仮定条件を表わす典型的な用例である。< 2 >の q〇no’3s u は 《宿れ 

ば，宿ると》 と 解 す べ き 既定条件の -’a s u で あ り ，後 続 の Ca’iir=beki-yi 
Guyu，a s u は 《チャウル•べキを求めたれば》の意で，時間的には過去の既定

条件である。



<3> の boro’an-berbolu’a s u 《風雪たるとも》，qUra-berbolu’a s u 《雨た

るとも》の意で，-be.rを伴う -’a s u の用法である。

〈4 > の ken-dilr n6k6ce’gstt C誰に僚友として交わるとも》の意で， -ber 

を伴なうことなく譲歩の意を表わしている。〈5 > の Guyu’a s u も 《乞うとも， 

求むとも》 と読むべき用例である。

<6> の Na!man， Merkid muqudqan bara’asu, Jamuqa Naiman- lu，a 
burun tende ulus-iyan abda’asu の二つの 」 asu の中， 前 者 の 」a su  は 

《（チンギス可汗が）ナイマン族， メルキド族を窮滅し尽したところ》 とでも日 

本語訳できる用例で，訳文上は異なるところがあるが，既定条件の-’asuであ 

る。後者の abda’a s u の -’5s u は 《とられたので》或いはもつと軽く《取られ 

て》 ぐらいに日本語訳される-’a s u である。《チ'ャム力はナイマン族と一緒に 

いて，そこで， 自分の民人を取られて—— 取られたので—— 彼は五人の僚友を 

つれた残賊となって， タンル山に上り……》 と読めばこの-’asuは文脈上無理 

なく解しうる。’SSUしには， この様に既定条件の変種として“理由，’を表わす 

用法があることを知らねばならない。

< 7 > の abda’a s u は仮定条件の-’a su で問題はないが，次 の tSregsen ere- 

de Ukii’gsii t a k iの -’S s iiは t a k iに伴なわれて， 通常の仮定条件の-’gsii 

とは幾分趣を異にする感がある。

筆者はこの文を『全 釈 続 玫 （上)』P. 2 6 4に お い て C生れし男子にとって， 

死すとも,己が矢筒.矢と骨と一つにて斃れなばよきにあらずや》 と解し， 

Gkii’gsii t a k iを 《死すとも》 と解した。 この解は，基本的には受入れられる 

と現在でも考えているが，tikii’gsU takiを C死ぬる以上は，死ぬる限りは》と

解する方が， より良き読解ではないかと考える。 ere~de tikii----- Dのまとま

りと見て《男子として死ぬ》 と見ると， ere-de iikUセsii taki (こ の t a k iは 

te k iとして現われる方がより文法的ではある）を 《男子として死ぬ以上，死ぬ 

限り》の日本語訳の方が希ましいと筆者は見る。 このように用いられた - ’gsii 

ta k iは仮定条件の強調形と呼び得るであろう。
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く8>，〈9>，〈10>は-13站112 の用例を示した。 〈8>の 5^>1^1811,〇 1：〇1>沾11の 

-b a suは既定条件，qorcob5s u の _b5s u は仮定条件の表示である。チムバイ， 

チラウンの兄弟の発したこの5ibay’ftqan-iturimtai buta-tur qorG〇b5su 

buta aburaju’m C鶸をはい鷹が叢に追いこめば， 叢 は （それを）救うものな 

り》—— ((窮鳥，懐に入らば，獬子もこれを撃たず》に凝せられる—— の一言が 

テムチへノの運命を大きく変えた。 ソルカン，シラは二人の息子のこの言を入れ 

てテムデンをかくまい，テムデンは九死に一生を得る。 この話，勿論真偽の程 

はわからぬが，秘史をいろどるー篇の挿話である。

く 9>の Ujeb召sii， Guyubasu，6gb§s i i の -b互su2 はともに， この語尾の血 

型的な用法である。 ここに見える

ni'ur-tur-iyan geretei, nidiin-tur-iyen Galtai okin
顔 に — 己が 光あり， 目 に 一 己 か 火 あ る  こ女

は，少し前の§62の

nidiin-tur-iyen caltu, ni'ur-tur-iyan geretii ko'fln

と形容句の順序は異なるものの同一の表現である。 注意すべきは， 前者の 

geretej, G a lta iに対し，後 者 は cal座 nidii逆を示すことである_ 《〜をも 

つ， 〜を所有する》の意を以て極めて生産的に用いられる現代のモンゴル語

----例えばハルハ方言等々の-----Ta8/-T3ft/-T〇f tの淵源は勿論， このGalta[,

n m iite iの - tai/-t e i であるが， この形は，上例から明かな様に“女性形，，で 

あって， 男性形の- tu/-t i i に対立する形である。 現代のハルハ方言なじで， 

女性形に起源をもつ-tai/-t e j が生産的で， 男性形の-tu/-t t tの方は石化し 

た語にのみ用いられる非生産的な接辞である。 これには何等かの理由がある绝  

であるが， まだ明確な解を与えるに到っていない。この接辞_tay , _t„ 2 _ten2 

の厳密な通時的な研究一当然のことながら，共時的研究も一が強く希まれる。

なお， 《目に火あり， 顔に光ある》の語句は優れた《子女》の形容句と,て 

現代まで生きていると言われているが，筆者はまだ，現在のモンゴルの人々 t  

の対話の中で， この語句を耳にしたことはない。
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く 10> の kiir5ii-------正しくは kUr5 ii とあるべきもの---- irebesu Bodoncar
xnun aju’U (C到りて見 れ ば ， ボドンチ ャ ル ， 彼 ， なりき》の - 说 沾 は 現在時  

の既定条件の好例と思えたので，最後に加えた。

以上， 秘史蒙古語における-’豆su2， -b互su 2 の諸用法の解明は尽 されたと思  

えるが， 譲歩と理由を意味する用例と-’5su 2 によって導かれる従属節の主 語  

は対格語尾を伴って現われる例を附加しておく。

< 1 1 >  § 1 9 5  (七 3 7 ~ [ 3 8 — ) 中 豁 舌 児 秀 古 兀 泥 中 豁 腕 剌 宜

带 弓轿 的 人 行  都 行

qortu kii^iin-i qotola-vi
矢苘  人 を まるごと

札勒吉阿速

嚥 呵

jalGfasu
のみこむとも

キ豁斡来都*里 顔 兀 禄I_____________
喉 嗛  自的行 V

脱s 児 荅 由 古 ト 臣 額 舌 列 宜 晻 古 額 速

被碍有 全 男子行 荇 呵

qo^Iai-dur-iyan uiu tordayu,
のど に — 己が とどまらざるなり，

kiibcin ere-yi emgu*esu
全き 男 子 を  ふくめども

斡 ぎ 列 兀 禄 札 撒 由 。（255)

心 不 点 有

ore iilii jasayu
心 治まらざるなり9

〈12> §150 (五 八 十 〜 9 三 ） 帖兀訥中豁亦納成吉思中合罕突舌児

那的 後 太祖 皇帝 行

te^iin-ii qoyma Cinggis qahan-dur
そ の 後 チンギス 可汗 に

客舌列亦敦札ホ合敢不 I
祕 （的） 人 名

Kereyid-iin Jaqa=gambu
ケ レ イ ド 族 の  チ *ャ カ •ガ ン プ

帖ぎ児速®帖不恢突$児

地 名 行  有 時

Tersiid-te buklii-dur
テレ ス ド  に ある 時

那可徹$列

做 伴

nokocere
僚友たるべく

亦$列羅 I______ I
来 了

irebe.
来れり。

帖S•列 亦 s 列^;先突ぎ児篾$児乞楊

那 来 了 時 種

tere iregsen-dlir Merkid
その 来りし 時 メルキド族

ヰ合^忽勒都ぎ剌赤*列額速 I______________I I________I
廝 殺 来 了 呵

qadquldura ire’ §su
合戦に 来れば



成吉思中合罕札中合敢不乞額揚I I  I___ I
v  太 祖 皇 帝  人 名  等

Cinggis qahan Jaqa=gambu kiged
チン ギ ス  可汗, デャカ •ガンプ  等
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中合慑 中忽勒都周亦出阿展〇 (256)

厮 殺 着  教退了

qadqulduju icu* aba.
合戦して 退けぬ。

<13> §174 (六 17ニ 〜 17四) 帖 迭 阿 泥 額 薛 亦 舌 列 額 速 斡 ® 抽I______  j I__ I I_________ I 1--- 1

他行

te(n)de am
“そこに  彼等

不曽 来 呵

ese ire'esu
来らざれば

去着

odcu
行きて

株$ 驪 訥 准 荅 兀 勒 篾 図

馬 乾 糞 般

morm-u junda^ul metii
馬 糞 の  如く

中豁舌児埋剌周阿（卜)赤舌刺®必荅

包 着 将 来 也 者 咱 毎

qormailaju abcirad bida
袖に包みて もち米るぞ 我等

帖迭額さ里

他 毎 行

tede’er-i
彼等 を”

客額展1^ (257)

説了

ke’ebe
と云えり。

く14> §240 (十 17九 〜 18— ） 秃 馬 ®亦舌児客訥那顔歹都中忽勒

種 百 姓 的  官人 人 名

Tumad lrgen-u noyan Daiduqul=
トウマド 人衆 の 長 官  ダ イ ド ク 3 ル ，

莎中豁苦〈里〉 兀窟額速額篾年訥孛脫 中灰塔舌児中渾 秃 馬區亦苦児格泥

行 死 了 呵  逢 他的 婦 人 名  種 百 姓 行

s o q o r - i  i i k i i * e s u  e m e  m u  B o t o q u i = t a r G u n  T u m a d  i r g e n - i

ソ コ ル が 死 に た る も て 妻 彼 の  ポ ト ク ィ • タ ル グ ン ， トクマド 人 衆 を

篾 迭 周 阿 主 兀 。（258)
I_____ I !-----1

管着 有来

m e d e j u  a j u 'u ,

治め ありき。

〈11> の 〗aki’asu, emgii’§s i i の 」asu2 は 《〜しても》の譲歩の意を示す 

好例である。

< 1 2 > の q a d q u l d u r a  i r e ’ g s i i 《殺し合いに来たので》 と訳出しうる-，g s u で
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〈13>の tede—— tendeの書写上の誤り—— ani ese ire’gsii (そ こ 疒 彼 绝  

至来なければ》は対格形 ani <彼等を》が主語として機能し， 〈14〉の Daid. 

uqu丨=soqor-i■ の も 主 語 表 示 の —|である。一’gsu2，_ b ssuに導かれる従属 

文の主語は， このように主文の主語と異なる場合には対格形によ っ て 表示今 

れ， これは秘史蒙古語から現代まで長く保持されている，モンゴル系諸言語に 

おける大きな特徴の一つである。 最 後 に -’asu*, -basu2 の意義素を次のよう 

に措定する。

‘‘-’asu2， -bssu2 は， この語尾の接尾される動詞の動作が，後出の主

文の動作に対し，広い意味で，何等かの条件を示すものである” と。

§ 2 限界•到邃副動詞語尾- ta la2
この語尾- t a l a 2 は秘史蒙古語の時代から今日のモンゴル語諸方言に到るま で  

用いられ続けている語尾の一^3である。 この語尾は基本的には，ある動作の到 

達点，限界を示すが，一方，その到達点までの過程をも表わしうる。 日本語で 

は C〜するまで；〜する間)） と訳せば当ることが多い。

しかし，秘史蒙古語では， この基本的な意味から派生されたと思われる用法 

もあり，かなり多義的に用いられている語尾と言うことが出来よう。以下に示 

す実例によって， この語尾の用法に接していただきたい。

〈1> §112 (三 21五 〜 21七 ） 不 sin而中罕泥中忽赤勒都黒撒®中忽舌児班

山名 行 相囲嫌了的 三
B u r q a n - n i  q u c i l d u G s a d  G u r b a n

ブルカン山 を めぐり合った 三

札 兀 ® 蔑 * 児 乞 的 兀 S魯+渾 兀 © 魯 + 合 古 S児 帖 列 忽 揑 速 額 S児
|___ | I I I________ I ! 」 I___________IL__ _1

種 名

1 1 

子 孫 的

1 1 

子 孫 行

I 1

到 了

1_________________ 1

灰 行

j a ' u d M e r k i d - i uruG-un u r u G - a k u r t e l e M n e s i i ’ e r

百 メルキド族を 親族 の 親 族 に 到るまで， 灰のごと

客亦思帖列兀里愤 格羅。（259)

刮 般 殄絶了

k e y i s t e l e  i i l i d ^ e b e

吹き飛ぶまで根絶やしにせり。
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<2> § 1 1 (—  7 五 〜 7 六) 都娃鎖キ豁^児

人 名

Duwa=soqor
ドク• ンコル，

阿キ合亦訥朶ぎ児邊

兄 他的 三

aqa mu d6rben
兄は* -彼の  四人〇

可 兀 禿 f 列 額 帖 堆 阿 塔 剌

子  有来 那 般 住 間

ko^tu bule*e. tediii atala
子 も ち て ありき • かく あ る う ち に

都蛙鎖キ豁児阿キ合亦訥兀該

人 名  兄 他的 無

Duwa=soqor aqa inu iigei
ドワ♦ y a ル 兄 — 彼の なく

孛魯羅。（260)

敗了

boluba.
な れ 9*

<3> § 1 7 帖因阿塔剌 朵 奔篾児干兀該孛勒羅。（261)

那般 住間 無 敵 了

teyin atala Dobun=mergen ugei bolba.
かく あ る う ち に  ド ブ ン ♦ メ ル ゲ ン な く な れ 〇*

<4> §22 (— 14六) 阿塔剌

住間

atala
その うち

阿闌キ豁阿

A l a n = G〇’ a
アラン•ゴア

額客阿訥兀該孛勒畢（部2)

母 他 的 無  敢了

eke anu iigei bolbL
母 — 彼等の なくなれり。

〈5> §90 (ニ 2 7八 〜 27十) 你 刊 兀 都 児

一  日

n i k e n  l i d l i r

一  u ,

失児ホ合阿黑騸壇
|------ 1 I______ I

後 白  W 馬 等

sirGa a G t a - t a n

薄栗毛の 騸馬など

乃蠻秣$驪 ( 制 格 $ 侖 迭 児 格 迭 擺 亦 周 不 恢 亘  
|___________| |___ | 1______ 1 |_____ | l |
八 箇  馬毎 家的

naiman mond ger-iin
八 頭 の 馬 の  包 の

兀者帖列迭額児篾傾抽

看 着 劫 着

ujetele de’ermeacu

根 前  立 着 有的行

d e r g e d e  b a i y i j u  b l i k u i - y i

傍に 立ちて ある を

約児赤展。（263)

去 了

y o r c i b a .

見 る 間 に ， 強奪 し  行 け り 。

迭額児 -

刼 賊

ae^rme
盗賊

亦@列彳

来 着

irejii
来り，
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く6> §187 (七 3 十 〜 4 三） 芒舌列亦〒許:(舌)児:兮笋兀里繆

種 名  百 姓  虜 着

Kereyid irge dau, uli jn
ヶレイド族の人衆を 掠奪し

客 揑 別 児 額 薛 都 塔 塔 剌 f 格額勒都s i 作土綿禿別額泥禿格額勒都周

任誰行也 不曽 欠 少 了  共 散 与 了 万 姓 行 共 敢 着

ken-e-ber ese dutatala tiige^eldube. ttimen Tube*en-i tugeldiijU
誰 に  も 欠けるなきまで わけ与え合いたり。 ト ゥ メ ン . ト ク べ ゲ ン を わけ合いて

年格帖1 阿不勒察展黑作（26め

勾 了  共 要 了

tugetele abulcaba.
十分に とり合った。

ここに挙げた6 例 は - tala2 が，《〜するまで；〜する間》を意味する，いわ 

ば本来の意を示す用例である。 <1> の uruG-un uruG-a k iir te leは 《子々孫

々に到るまで》を意味する慣用的語句で，秘史では屢々見られる表現である。 

又， 直 後 の hiinesii’gr keyisteleも 《灰の如く吹き飛ぶまで》 も慣用表現で 

屢々用いられる。 ともに，kiir- 《到る》-te le《まで》，k eyis<吹き飛ぶ》-tele 

《まで)）の語構成なること言を俟たない。

く2>，く 3>の tedtii atala, teyin a ta laは日本語の《そうこうする内に》に 

当る表現で，蒙古語では， 日本語の《そうこう》の 《こう》が な く 《そうする 

うちに》である。te d iii《それほど》は edm Cこれほど))，te d m 《それほど》， 

k ed iii《どれほど》の系列の一語であり tedm a ta laは直訳すれば《それほど 

ある間に》 となる。a -ta laの a- は Cある，いる》を意;味する基本動詞で，事 

物の客観的存在が示され， 同 じ 《ある，いる》を意味する bii- は事物の主観 

的存在を意味する点で， この両者は基本的に区別される。

tedm atala Cかくあるうちに》の a-tala ((ある間に，あるうちに》の a- 《あ 

る，いる》は個人の主観にかかわる《ある》ではないことは，その文脈から見 

て明らかであり，動 詞 bii- を用いることは出来ない。a- と ba- については 

項を改めて後に詳説したい。
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本題にもどる。く4 > は te d ii iも t e y in もない単独で， しかも文頭に現われ 

る a ta laで珍らしい例である。秘史でもこの様に用いられた例は他には見られ 

ない。 これは，tediiiや tey inの省略された場合とも考えられないこともない 

が，筆者は ata laが単独に用いられた例と見たい。

a ta laだ け で 《そのうち》を意味する用法と考える。

〈5 > の iije te leは 《見ている間に》 の意を表わすが， 文章の味としては 

切etele de’grmed£ii yor5ib aは 《見ている間に—— >■目の前で強奪して行った》 

との感を与える。

〈6 > の ken-e~ber ese dutatalaの - t a la は 《誰にも不足しないまで》が 

直訳だが，意とするところは《誰にも不足しないほどに》 と解しうる。

以上の6 例は - tala2 のもつ基本的な意味，（(〜するまで；〜する間》を示す 

用例であるが，以 下 の - t a la は幾分趣を異にする。

〈7> §174 (六 15八 〜 16三 ） 田迭中豁亦納察中合荅安荅勒都舌児中罕
I~ I I-----------J
那裏 後 処  人 名

tende qoyina-ca Qada*an=daldurqan
そこに 後より 力ダアン•ダルドゥルカン

額篾

eme
妻，

可兀揑扯@ * 合中合思亦舌列s f f 亦舌列周

子 自 的 行  分 離  来 了  来 着

ko*un-ece-yen qaGas irebe. ireiii
子逹 から（己が） はなれ 来りぬ。 来りて

キ合荅安荅勒都$ 児キ罕

人 名

Qada’ an=daldurqan
* ダアン•ダルドゥルカン,

王キ罕訥兀格客延I I------ 1
人 名 的 苜 語 麽 道

鳴詁列ぎ論 王ヰ罕可兀邊
I-------------1 I________J

説 人名 子目的

桑古迷

人 名 行

Ong qan-nu iige keyen uguleriin Ong qan ko^u-ben Senggiim-i
王 汗 の ft とて 云う に， 王 汗， 息 子 一 己が セン：グム

不出馬阿舌岑 昂格思格 + 合察®児 兀納塔束ji 中合黒答周 ® 額舌列 亦訥

射 名 教 紅  腮 倒 了 被射着 上 他的

u c u m a ’ a r e n g g e s g e  q a c a r u n a t a l a q a G d a i u d e ’ e r e i n u

ウチュマ矢もて 紅色の 類を (馬から）落ちるまで 射られ 上に — その
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_ 客額舌児_  _ _

猫 着 1郎裏

eke’ercu tende
もどり帰り そこに

鳴詁列主為。（265)
説 了 有 -

Ugiileju^ i*
言った0

〈8> § 197 (七 4 7三 〜 48ニ) + 忽闌中合敦鳴詁列舌論

女 子 娘 子  説

Quxan qatun ugiilerun
クラン 妃 の  言うに

納牙阿

人名

Naya’g
“ナヤア

鳴 詁 列 列 額 成吉思ヰ,罕訥

説 来  . . 太 祖  皇帝的

ugulele*e, Cinggis qahan-u yeke noyan buyii bi ,bida qamtu oki
言 え り ， 「チ ン ギ ス  可 汗 の  大 長甘 なり 我， 我等 ともに

也客那顔脩由

也 官 人 有

必 必 荅 中 含 禿 斡 乞I I_ I I____ I I__I
我 咱  一同 女子

赤訥

你的

cinu
行きて

キ合罕納 兀 者 兀 魯 耶 ……中略……額朶額納牙荅察

皇帝行 共 献 咱  如 今 人 名 行

qahan-na uje uiuye......................edo*e Naya-daca
可汗 に 献 上 し よ5 j ........ ……今 ナヤ*- より

阿撒m塔剌

問 間

asaGtala
尋ぬるより

ヰ 合 罕 莎 余 $児1̂ 合 阿 速 騰 格 s 里因 札 牙阿$ 児 額赤格額^;
皇帝 恩 賜 呵  天 的 命 裏  父 母

qahan soyurqa,asu tenggen-yin jaya-^r ecige eke
可汗 おゆるし下されば， 天神 の お定めもて 父 母の

_ 舌 列 兀 魯 克 先 馬 舌 里 顔 納 察 阿 撒 中 忽 阿 速 客 延 斡 赤 兀 勒 主 (266)
生 了 的  皮膚 行 問 呵  麽道 教 奏 了

tore* iiliigsen manyan-naca asaGu’asu keyen oci^lju'ui.
生んだ 肌  より 問はば(いかん）” と 奏上せしめり。

<9> §256 (土 35五 〜 35八 ） 不舌児(中> 罕 泥 董 中 豁 都 埃 兀 都 兀 牙
I I_______l I______ I

人 名  行 作 声  未 行

Burqan-ni dungGOdu'ai udu^i-e
プルカン が 由 を 出 さ  ざる に

兀舌里荅 
I_____ i

先

urida
さき立ちて

阿沙敢不

人 名

Asagambu
ア シ ャ ガ ム プ の

鳴 詁 列 舌 論 古 出 牙 丹 孛 額 帖 列 中 f 孛©塔剌

説 気力 不 徒 有 間  皇帝 敢

ugiilerun kucii yadan bd^tele qan boltala
言うに *•力 足りず ありなが 汗 たるは
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許 ^ : 額$ 种舌里声

甚 説 着  軍

y a ' u n  k e ' e j i i  c e r i g
いかに， とて 兵を

( 2 6 7 )

兀 禄 捏 綿 也 客 兀 格

不 添
u l u  n e m e n  y e k e  u g e

m さず 大 言を

鳴詁列周
1------ 1

説 着

i i g u l e j u
言いて

亦列主兀。

教去了 

瀵 〇ぬ。

<7> の K6’u-b€n Senggtim-i u£uma’Sr enggesge qaSar unatala qaGdaiu
は 《自分の子，センダムがゥチュマ矢で紅い類を（馬から）落ちるまで（した 

たかに）射られて》 と解すべき文でunatalaの意味上の主語はSenggiim-i対 

格形で表示される。 これは上述の-’asu< の場合と同様である。 こ の unatala 
の - t a la は 《〜するまで》 という基本的な意味で理解できるが，< 8 >の asaG- 

t a la の - t a la は 《〜するまで；.〜する間に》の意ではぴったりしない。

筆 者 は 『全釈 続 玫 （上)』の P. 3 6 9の 註 ⑶ に お い て ，《ナヤァから尋問し 

ている間に》 と解したが， こ、は，モンゴルの諸学者の訳文

Hana hoShooc acyyxHH opoH A《ナヤア長官から尋問する代りに》

を以て是とすべきとしたい。前後の文脈を考慮すると， こ の asactalaは 《尋 

ねる代りに，尋ねるよりも》の意と採る方が文意がより明かになる。 クラン后 

は “ナヤァから尋問するより，父母の生んでくれた私の肌に尋ねれば（いいで 

しょう）” とチンギス可汗に奏上させたのである。 -tala2 には，.この種の用法 

も見られることを附加しておきたい。

< 9 > の b6’g t e l e の - t e l e は， 従 来 - ta la 2 と同一視されているが筆者はこ 

れを疑っている。- t e l e を - ta la 2 と見れば， 当然語幹を bS’S- としなけれは- 

ならない。 しかし， 《ある， いる》 を意味する語の語幹は b6 - < b a - であって 

b6’g- なる語幹は存在しない。■それ故，筆者は b5，gteleを b5，g_t e l e と見るこ 

とには賛成できない。筆者の考えでは， これはbS，Sd + ele> bS，g te l e と見るぺ 

きもので，それは b5’S te leの表わす意味から知られる。b6’S d は秘史蒙古語で 

は特殊な用法が見られ今が，基本的には b5_< b a— に分離副動詞語尾-’g d の 

接尾した形であり，《〜士あっセ》を意味する形である。 しかし， 時には
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であるのに》の逆説の意をも表わす。

§ 1 7  (— 1 0 四〜 1 0 六） T e y i n  a t a l a  D o b u n = m e r g e n  i i g e j  b o l b a . D o b u n  

m e r g e n - i  i i g e i  b o l u G s a n - u  q o y i n a  A l a n = G〇w a  e r e  i i g e i ' f l i  b o ' e d  

G u r b a n  k o ' i i d  t o r e 'f l (n ) l b i . ( 2 6 8 )

上文の b 6 ’€ d は 《ア ラ ン . ゴ ア は 夫がいなくあるのに(夫がいないのに）》€> 

ように逆説の意に用いられる。 b 6 ’e t e l e は ， この逆説の b S ’ g d を更に強調的 

に表現するために助辞e l e を附加してb6’§d+ele>b5’g te leとして成立した 

ものである0 それ故， 秘史蒙古語に見られるb6’S te leの全14例は殆ど総て， 

逆 説 的 な で あ る の に ，〜でありながら》の意を示すの である。

b 6 S t e l e は，以上の観点から，筆者は-t a l a 2 の用例とは見ない。 ところで， 

後続の b o l t a l a  はどうであろう。 k i i 5 i i  y a d a n  b S ’ S t e l e  q a n  b o l t a l a  y a ’ J i n  

《力致らずにあるに， 汗たるは如何》と読めるが， q a n  b o l t a l a は直訳すれば 

《汗になるまで》であるが《汗にまでなるとは如何》の意と解せよう。-t a l a 2 は

秘史全巻から123例----これは，「延べ語例」である。今まで挙げて来た，この

種の総数は総て「延べ語例」である。これを「異なり語例」にすれば，その数 

は減少する— を発見しうるので，-’asu2ほどではないが，多用される副動詞 

語尾の一つと見られることは確かである。

§ 3 動作保持副動詞語尾-GSa’W

この語尾の成り立ちは「完了の形動詞」-GSa(n )2 に実詞造格語尾-bar2 の 

添加に由来する。即ち*-Gsa2-b5r2> - Gsab3r2〜-GsaG5r2> - GSa’3r の過程によ 

って成立したものである。従って，その表わす意味も《〜したことを以て，〜 

したことによって)）が元来のもので，この意味は，秘史蒙古語には，未だその 

度合の濃淡はあれ残っている。以下に示す若干の用例の中から，その始原的意 

味をくみとることも出来る。

〈1> §180 (ニ 15— 〜 15五 ） 帖木真石(中)恢朶脱舌刺中忽児班

名 密 林  内 三

T e m i i j i n  s i g u i  d o t o r a  G u r b a n
チ A デン 林の 中にて =
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て豁那^  了合児速客® _ 睡 _ 严 脱(咖驛呀亦速(中〕〈灰〉突舄f 親納枣

宿 着  出去我 麽 道  馬自的行 索 着 来 的 時  馬 自

qonoju Garsu keyen mori-yan kotoljii ayisuqui-dur morin-aca
泊して *出てん” とて 馬 を （己が） 索きて 近づき来る に 馬 より

額篾額(勘） 亦訥 
|--------1 I_ I

鞍 子  他的

em e’el mu
鞍  ■*-按の

木助禿ぎ列周 I_________ I
脱 着

miiltiireju
はずれ

ホ豁搠児出兀キ合$ 里周兀者額 @額篾額勒

堕 落  了 回 着  看 呵  鞍 子

qocorcu,u, qanju uje*esu eme el
残れり， かえりて 見れば 按は

可門勒都児格列克薛額児幹郎剌(黒)撒阿児木勒宪 舌列-中豁搠児出兀。（2的)

抜 胷  依 舊 扣 着  肚带 依茵扣着 脱 着  堕 落 了

komu(n)Idurgeleg^se,er olanglaGsa^ar muxtiireju qocorcu^u.
胸がいをつけたるま、， 吐帯をつけたるまx はずれ 残れり。

〈2> §94 (三 36五 〜 36六 ） 田迭扯

那裹

tendece
それより

帖 木 真 別 古 台

人名 人 名

Temiijin Belgutei
テムチ•ン， ベルグチイ

中豁牙!^

両 蘸

qoyar
二人は

徳薛禅!^ 孛 児 帖 兀 只 泥 也 孫 納 速 禿 不 恢 突 児 兀 者 @亦 s 列克薛額児

人 名 的  人 朽 行 九 歳 有 時  見 着  来 了

Dei=secen-ii Borte^iijin-i yesiin nasutu biikiii-dur ujeju iregse，er
デ イ • セ チ * ン の ボ ル テ • ウ デ ン を —— （テ ム デン）九才 なる時 に 会い 来てより

ヰ合キ合察周

離 着

qaGacaju
わかれて

不 列 額 客 魯 $漣 沐 ぼ 〕漣

有来 河 名  河

biile’e Keliiren miiren
あり き —— ケルレン 河を

忽中魯$ 額 鄰 斡 ( 堪 ) （270)

m  尋 去 了

huru’ii enn odba.
下って さがし行きぬ。

〈3> §95 (ニ 3 8三 〜 38六 ） 孛斡児出

人 名

Bo’Grcu
ボ オ ル チ a

別(勒)古台宜I
人 名  行

Belgutei-yi
ベルグテイ を

古児格兀魯額供 I______________I
我 到 了

kiirge’filii’Sd
到らしめて

額 赤 格 都 ®里 顔 ^;禄 客 列 連

父 自的行 不 説

ecige-diir-iyen iilii kelelen
父 に - 己 が  言わず

李戈禿年中晃中豁舌里兀訥阿揚

拱 f f  甘草黄馬 騎 了

bogotur qongqor-i unu*ad
孩背の 栗毛の馬にのりて

甯

boro
灰色の
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児 木 格 考 禿 舌 魯 額 ；》

毛 衫 自 的 行  捎 畎 了

o r m i i g e - b e n  b o g t t i r i i ^ d

毛 布 を （己が） 馬につけ

別勒古台魯額亦を列S
人 名 一 闻  来了

B e l g u t e i - l i i ^  i r e b e .

ベ ル グ テ イ と 共 に 来 れ り 。

巧可徹克薛額児

^  自f t  伴 了

t e r e  n o k o c e g s e ' e r

その 友た9 っっ

那 可 徹 恢 約 坪 帖 亦 摸 。 （27D
歎伴的 理 那般有

n o k o c e k i i i  v o s u n  t e y i m u .

友たる 理 かくあり。

〈4> §118 (三 3 1五 〜 31八 ） 界中合舌命札木中合安荅因客列列克先
I--------> \_ I | |_________|

恰 嫌 v 人 名 契 合 的  説 来的
t u G a r - u n  J a m u q a  a n d a - y i n  k e l e l e g s e n

さき の チ’ヤムカ 盟 友  の 話せる

客 連 必 荅 突 児 孛 額 傾

話 咱毎行 便

k e l e n  b i d a - d u r  b S ' e d

首葉は 我 等 に  ぞ

折 失 古 ^ : 格 備 由 必 荅 不 保 兀 牙 額 揑

欲図的 言 語 有 咱 毎  休 下 咱  這

j e s i k i i  i i g e  b u y i i . b i d a  b u  b a u 'u y a , e n e

も く ろ む 言葉 なり。 我等は 下馬んまじ， こ〇

歌多魯克薛額ぎ児失里兀牙 I--------------1 I______ I
動 了  的 行  善 行

k o d o l i i g s e ^ r  s i l i *u i - a
勖きたるまま ひたと

中合中合潺

分 離

qaGacan
はなれ

雪 泥 都 鄰

夜 兼行

歌多魯牙

動 咱

s o n i  d i i l i n  k o d o l i i y e

夜を級して 移らん

孛額惕 
1___ I

便

b 6 ’ € d

それ”

客 額 罷 ^  (272)

説了

k e ’e b e .

と云えり。

〈5> §134 (四 15五 〜 15六 ） 格*列亦敦 脱幹*鄰剌王捏舌列
I I I------ 1

種 名 的  人 名 行 王 名 分

g e r e y i d - i i n  T o ’O r i (n ) l - a  O n g  n e r e

ケレイド族 の トオリル に 壬なる名を

田迭斡(克)龍

那裹 与了

t e n d e  6 g b e .

そ こ に 与 え to。

王+罕捏ぎ列

名分

0 1 1 g  q a n  n e r e

王 汗の 名

王京丞相温揑舌列亦都(克)薛額ぼ〕児

人 名  的 名 了 的  上頭

O n g - g i n g  C i n g s e n g - x i n  n e r e y i d i i g s e ^ r

王 京 丞相 の 名づけたるにより



自那袠 歎 了

tendece bolba,
そこより 起りぬ*

2 3 8 元朝秘史蒙古語文法

P迭g f  (勒)-。（273)

<6> § 179 (六 3 5七 〜 3 5九 ） 阿勒塔平

人 名 行  你 行

A l t a n - i  c i m a y i
“アルタンを 汝 を

キ忽禿剌ヰ罕魯
I

人 名  但

Qutula qaiwu
「クトクラ 汗 が

蔑 顚 迸 歩 魯 阿 額 赤 格 余 延 學 雙 ^ 撒 阿 舌 if■ 甲 * 〒 & 客 額序

管 行 来  父 自 的  管 住来的依着 你 皇帝 敗 説呵

meden yabulu^a ecige-yuyen meden aesa’§r ci qan bol ke'esii
治め ありき 父 の （己が） 治め ありたるまk 汝 汗 たれ」 と云わば

額 薛 古 孛 勒 罷 者 赤 ……。（ガ4)

不曾 也 肯做也者 你....。

e s e ~ k u  b o l b a - j e  c i .... •

货 ぜ ざ り し り ぞ  汝...."〇

〈7> § 183 (六 4 6九 〜 47ニ ） 巴勒渚納

水 名

Baijuna
バルデ在ナ

納浯ほ > 剌察成吉思キ合罕  I__________ i I—J
海子 姐 V太 祖  皇帝

n a ^ r - a c a  C i n g g i s  q a h i n

湖 より チンギス 可汗

芒阿， wm^tm t ^ ! t  p 驪剌黑撒阿， 客魯^^
随 即 共 起 着  出 上 馬  依 着 河 名  的

uda’aran e^siilceju Garun morilaGsa'ar Keluren-u
続いて 出立し合い 出て 出馬せるまx ケ ル レ ン 河 の

阿舌児+ 合 © 苟 吉 迭 古 * 児 展 ^  (275)
地 名 行 到 了

A r G a l - g e u g i - d e  k i i r b e .

ア ル ガ ル • ゲ ウ ギ  に 到 り ぬ 0

〈8> § 187 (七  3 — 〜 3 四) 斡欒I__I

olon
“多くの

歹因突3児

歒 行

daiyin-<iur
敵 に

哈兀魯阿速

奔 阿

ha’tilu’asu
攻撃せば
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斡勒札斡魯阿速, 亨 魯 黒 撒阿舌界，不®中研

財 v物 得 呵  得了的依着 要 您

o l j a  o l ^ a s u  o l u G s a ' a r  a b u d q u n ,

財物を 得れば 得たるままに 取れ，

兀 を 剌 門 戈 $ 劣 額孫阿剌阿序

野 猷 殺 呵

ura’a g oro^siin  ala'asu
逃げまどう 獣 を  殺さば

〒剌黒撒阿舌児p 不 堪 中 研 客 延 札 舌 児 里 黒 孛 勒 （276)

殺 了的依着 要 您  麽道 聖 旨  敢了

alaGsa'ar abudqun k e y e n  jarliG b o l b a .

殺せるままに 取 れ ” と 仰せに な っ た 。

<9 > §2〇5 (八 3 7ニ 〜 3 7八） 甲 撒 帖 兀 訥 ナ 豁 亦 納 塔 塔 舌 児

再 那 的  後 種 名

b a s a  t e ’u n - i i  q o y i n a  T a t a r

“また そ の 後 タタルの

f 児堅突舌f 細揑木舌児格思， 丨失■額勒都周,， 那阿率丨中忽舌束1！

百 姓 行 地 名 行 共抗拒 着 宿 呵 雨

irgen-diir Dalan=nemurges-te sitii’ S’ eidii ju qono’asu qura
人衆 に ダ■ラン•ネムルゲス にて 対陣し合いて 宿らば 雨

兀都舌$ 雪泥 兀 * 児古®只 主薛®列恢突舌早 雪你 ffl 馬:!： 那亦5児

B 夜 如 常 霖 雨 下 時 夜 我 行 睡

udiir soni iirgiilji juserekui-diir soni namayi noyir
日 夜 常に 降りしきる 時， 夜 我を 「眠り

阿(ト)禿1*1孩 客 延 捏 木 ® 児 格 邊 揑 木 ® 魯 克 薛 額 ® 児 米 納 迭 額 ぎ 列

教得者 麽道 檯 衫 自 的 行  氆 衫 被  着 我的 上

abtuGai keyen nem urge-ben nem iiriigse’er m inu d e * e r e

と る べ し 」 とて 掛布 を 蔽い つ つ  わが  上に

中忽舌剌兀禄出不舌里兀侖雪泥

教 漏

q u r a  u l u  c u b u n ' u i u n  s o m

雨 漏らしめず， 夜の

荅 兀 思 塔 剌 擺 亦 周 幹 ま 列 額 列 闊 里 顔

囤 了 直 到  立着 隻 脚自的行

d a ’ D s t a l a  b a i y i j u  o r e fe ! e  k o l - i y e n

つくるまで 立ちて 片 足 を （己が）

中 合 黑 潺 荅 也 兀 ® 客 周 不 列 額 赤  曲 魯 昆 赤 訥 別 勒 格 阿 主 ！:者…

独 次  換 着  有 来 你  篆傑的 你的 効験 有来也者

c a c c a n - d a  y e ’ f i d k e j u  b i i i e ' e  c i , k i i l u g - u n  e m u  b e i g e  a j u 'u - j e —

— 度 のみ かえて ありき 汝， 剛倦 の ト 汝 の  あかし な り し ぞ



2 4 0 元朝秘史蒙古語文法講義

•〇 (277)

く10> §225 (九 35~f••〜36三） 成 吉 思 中 合 阿 訥 札 児 里 ，,

太祖 皇帝的 聖 旨

Cinggis qah§n-u jarliG
可汗 勅

字 魯 黒 撒 阿 ;ぞ 中 合 苔 亨 亦 勒 中 合 周 丨 し 兀 敦 哈 舌 児 巴 敦 那 牙 敦

做了的依着 千 毎 処  選揀着 百毎的 十毎め 官人毎的

boluGsa'ar mmgGad-aca ikaju ja'ud-un harbad-un noyad-un
り 選びて 百戸 の， 十戸 の 長 官 連 のせるにより 千戸

p 兀吟 FW  吟舌児里<爭>亨牙〔児〕 亦勒中合周中合舌児中合周亦舌列周

児子毎行 只•也

k〇' ud-i m un-ku
子等 を ま さ に そ の

j
聖 旨  依 着

jarliG-(g) iyar
勅 により

ドを里荅納顔客ト帖兀勒不列埃

在前 八十 宿 術  有来

乃蠻

揀択着 出 着  来 着

xlGaju oarGaju irejii
選び 出し 来 り て 一

ネ丨し兀， ， 勒 中 合 , f 作 i m

... 八 百每 教敬了

urida nayan kebte^fll biil^ei naiman ja^ud bolcaba
八十人の宿直兵

naiman
なりき 百人となせり。 “八

札兀®迭額舌歹丨|敏中合都兀舌児格禿該客額展|作（278)

百毎 上 千 教 満 者  説 了

ja'ud de^ere minGa dii’Srgetiigei ke，§be
百人の 上， 千人に 充たすべし” と云いぬ。

この語尾 -osa’Sr2 の後身が現代モンゴル語ハルハ方 言 の - caap4 であり， 

この語 尾 - caap4 は

1 . WaMawr yxtjiss yHTcaap oaftTâ i 0400 y^sui 6o îox râ c SafiHa
お前が 死ぬほど 睡 り つ r けているうちに もう 夕方に なろう としている

IUYY.
よ〇

% aoocoh xyBHHraa xaHrHHyyJicaap op>K HpaB.
からの うつわを 響かせながら 人 っ て 来 た 。
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3. Bh HpC99p 3 xohohc 6â Ha.
私 は 来 て 以 来 三 泊 し て  いる。

4. rYli(H) rYflC99p XYpM HpJ139.
走り 走りながら やって 来た，

に見られるように，現代語では《動作の継続》を意味する副動詞語尾として用 

いられる。 日本語では《〜しながら，〜し続けて；〜して以来》 と訳せばまず 

当る。 この現代語の意味の一段階前の意味を秘史の言語は示していると見られ 

る。上記の文例を読んで見る。

<1> の k 6m ii(n〉ld iirgelegse’g r 《胸がいをつけたま、で》，〇lang lasa，S r 《肚 

帯をつけままで)）は 《胸がいをつけながら》，《肚帯をつけながら》 と解しても 

《つけたままで》には劣るものの不可というわけではない

〈2〉の B6rte=iijin-i yesiin nasutu biikiii-dtir iijejii iregse’Sr■は 《ボ

ル テ .ウ デ ン に を （テムデンが）九才の時に会ったまx で別れていた》は 《会 

って以来別れていた》 と読むことも可能である（この文のB6rte= ii：jin- i の - i  

を erin o d b a が受ける）。

<3> の n6k 6£egse ’g r n6k 6cekm  yosun teyim tt は 《友となれるま k友た

る理はかくの如し》は 《友となりつ\友たる理はかくの如し》 とも読める。

〈4 > の k6d61iigse’g r 《移動せるま乂》 も 《移動しながら》 としても大きな 

違和感はない。

しかし，〈5 > の nereyidtigse’g r はそうは行かない。

O ng qan nere O ng=gm g C in g se n g -iin n ereyid iig se 'er tendece bolba 

は c王 汗 （なる）名は王京丞相の名づけしによりそこより起れり》 と読むべき 

一文で，n ereyid iigse’g r の - g se’g r は 《〜せしにより，〜せるを以て》 と解 

さねばならない。 これは， この語尾の語構成のま乂の意味であり， この意味は 

次 の 〈6〉の aGsa’Sr•でもそのままあてはまる。e5ig e_y y y g n m eden aGsa’Sr 

£i qan b o lは 《己が父の治めありしにより，汝汗たれ》 と読むべきであろう 

もっとも， こ こ は C己が父の治めありたるま、，汝汗たれ》 とも読めないこと 

はない。しかし，前者の解の方がベタ一であろうと筆者は見る。



2 4 2 元朝秘史蒙古語文法講義

〈7 > の m orilaGsa’ a r C出馬せるまま》は 《出馬しながら》に勝る。 <8〉 の 

o lUGSa’a r，alacsa ’ S r は 《得たるまま》，C殺せるまま》の他の解はあ0り得ない。 

く 9 > の nem iirge-b€n nem iirtigse’ g r の - g se ’ g r は 《〜しつ乂》 と解しう

る用例である。（(己が掛衣を蔽いたるまま》 と解することも出来るがここは， 

《蔽いつつ》 と訳したい。

<10〉の C in g g is q ah an -u JarliG bolucsa’S r は 《チンギス可汗の勅せしま 

まに》 と も 《チンギス可汗の勅せしにより》 とも，いずれにも読めて甲乙決し 

難いが，後者の語構成本来の意味をとる。

このように見ると，秘史蒙古語では《〜せるまま》の如く，動作の継続の一 

段 階 前 の 「動作の保持」を意味する例の多いことが知られる。筆者は秘史蒙古 

語 の - osa’a r を 「動作保持の副動詞語尾」 と呼びたい。

現代のハルハ方言の-c a a p 4 の 示 す 《〜しながら；〜して以来》の意は秘史 

時 代 の - osa’Sr2 が も つ 《〜 せしにより》か ら 《〜 せしまま》 を 経 て ^〜 し つ  

つ》 と変容して来たものである。

§ 4 目的副動詞語尾-ra2

-r W が，出動実詞形成語尾の-r に， 古い実詞与位格語尾 一a 2 が附されて 

成立したものであることはポッベ教授の説かれている通りであ f 。

しかし，通 常 「与位格語尾」 と呼ばれる一a2 は，後 段 の 「実詞の曲用語尾」 

の項で詳しく言及する如く，単なる与位格語尾ではなく，その_a2そのものが 

《〜のために》の意味をそれ自身の中にもっている故に， -r-a2> -r a 2 の成立 

過程を経た -ra2 に 《〜するために》の意をもつに到ったものである。 その表 

わす意味から-ra2 を一般に「目的副動詞語尾」 と呼ぶ。

秘史全巻から- r a の接尾した用例22例，-r e の接尾した12例，合わせて34の 

使用例を拾うことが出来る。以下にその若干を示そう。

〈1> §90 (ニ 2 7十 〜 28— ） 別勒古台斡中豁都児芦児吉中晃中豁舌旱

人 名  禿 ®  (ナシ） 甘草黄馬

Belgutei  ocodur  dargi  qongq〇r - i
ベルグテイ 短か尾の 明るき 栗 毛 の 馬 に



< 2 >  § 1 0 0  ( H U -j 4 5 ニ ） 中豁阿(黑> 臣 ， 篾 拜 ，話 列 舌言声

婦 人 名  老婦 説

Q o ^ G cin  e m e g e n  iig u le r iin
コアクチン 老姿の 言うに

帖木只訥埃_備 也客格 児 圖 児 中 豁 紉 乞 児 中 合 舌 剌 亦 舌 列 列 額

人名 的 有 大 家  裏 羊 剃

T e m u jin -u *  e i  b iii ,  y e k e  g e r -tx ir  q o n in  q ir c a r a
テムチ•ン 家 の 者 な り ， 主 家 に  羊 （毛）を かりに

来 了

ir e le 'e ,
来れり，

格児禿舌里顔中合舌里周阿亦石客額畢》 (280)
I__ I I______ I I________ I I  I I  I
家 自的行 回 着 来有 説

g e r - t u r - iy e n  q a r iju  a y is i  k e Jeb i,
己が 帰り 来るなり” と云い

〈3> §149 (五 2 六 〜 2 九 ） 失(舌>児古額禿額不堅孛孫牙荅中忽
J —_

人 名  老人 起 不能的

sirgu etu ebugen bosun yadaqu
シルグェトゥ 老人 起く能わざる

塔 舌 児 中 忽 台 亘 帖 舌 児 堅 斧 額 舌 列 兀 訥 周 格 迭 舌 児 古 声 額 舌 列 窄 訥

人 名  行 車 上 上 着  偃 仰  上 他的

TaqGutai-yi tergen de’ere unuju gedergu de'ere inu
タルグタイ を 車 上に のりて， 仰向けの 上に — 彼の

阿 黒 塔 闌 撒 兀 周 乞 禿 中 孩 中 合 舌 児 中 合 周 鳴 詁 列 舌 論 可 温 迭 兀 捏 舌 児

騎 坐 着 刀 子  出 着

aGtalan sa'uju qituG ai GarGaju
馬のりに 坐りて 万を 出し

説 児 子 弟  毎

i ig u le r iin  k o ^ n  d e ’ii-n e r
言うに “子， 弟 违 —

赤 訥 赤 馬 苴 不 里 周 阿 不 舌 剌 亦 舌 列 薜 I 作赤馬宜中合你顔中合舌児荅葚i l l  I I  I I  I I  I I I I  I . I
你 的 你 行  奪 着  要 来 了

e m u  c im a y i b u liju  a b u r a  ireb e ,
汝の 汝を 奪い 取りに 来れり，

j
你 行  皇 帝 自 的 行  下手 了

c im a y i q a n - iy a n  Gardaba
汝を 「汗 を （己が） 手になせり」

f 訥周塔児巴中合赤剌舌剌斡慑 抽

く騎〉着 土®鼠 捕 去着

u n u ju  tarbaGacilara o d cu
のりて タんバガン狩りに 行きて
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不列額。（279)
有来

b iile ’召.
ありき。

必
-
我
3

如
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，蟬 寧 野 栌 芩 吁 剌 阿 - 1!■合你 ®，合舌児荅-

麽 道 不 曽  也 殺 呵  皇 帝 自 的 行  下 手 了  8 道

keyen ese~teki ala* asu qan-iyan cardaba keyen
とて， え 殺さざりしも 「汗 を （己が） 手にかけたり j とて

阿剌*忽古 
I--------1

殺了 也

a l a q u-k u ,
(我を)殺さんそ、

阿 剌 阿 速 帖 乞

殺 呵

ala'asu-teki
(汝を〉殺 さば，

門古

mun-ku
まさに

阿剌黑荅キ忽古

被 殺

aiaGaaqu-ku
殺されんかな

必. 〇 (281)
I

我 ......。

b i •.
我 ......*

<4> §168 (五 4 5七 〜 46— ） 田迭徹 桑昆 鳴話列舌論木揭魯

自那»  人名 説 他每但

tendece Senggum ugulerun mua-lu
それより センダムの 言うに “彼等 は

必荅訥察兀舌児別乞^:中忽余(船不列額

咱的 女 名  行 索 有 来

bidan-u Ca*ur=beki-yi Guyun bule*e.
我 等 の  チャウルべキ を 求め . ありき，

額朶額〒兀勒札$ 児

如 今  許婚筵席

edo'e bu'uljar
「今 婚約の食を

亦唾を列

喫

idere
食しに

夺 ■ 傷 坤 鞾 ^ 芒 奶 札 5 き 气 ⑭ 兀 勒 周 丨 ^
来 您 麽 逍  日 子  約 会 着

iredkiin keyen uaiir boijaju
来れ」 と 日を 約して

喚 着  教 来 着  那 衷 拿 咱

uriju ire'xiljii tende banya
招き 来らせ そ こ に て と ら え ん ”

客 額 勒 都 周 者 客 延 額 耶 把 ぎ 剌 勒 都 周 察 兀 * 児 別 乞 亘 斡 古 耶
I___ I I_ I | I__ I I _ I I__________ 1 |  I_____ I
共 説 着  SP般 者 麽 道 商 讖  定 着  „ 女  名 行 与 咱

ke'eldiiju je keyen eye baralduju Ca,ur=beki-yi oguye,
と云い合いて 「チ’x - J と 話 まとまりて “チ ャ ウ ル • べ キ を  与えん，

不兀勒札€ 児

定婚筵席

bu’Uijar
婚約の食を

亦 列 亦 $列 ® 坤 客 延

喫 来 您 麽 道

idere iredkiin keyen
食べに 来れ” と

亦 顺 I 作

去 了

ilebe.
遣りぬ。

(282)

<5> §267 (主 9 五 〜 9 八 ） 成 吉 思 中 合 罕 察 速 禿 阿 察 歌 多 勒 ，

v 太祖 皇帝 v 山名 処 動着
Cinggis qahan Casutu-aca kodoljii
チンギス 可汗 雪山 より 動きて
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不$児 罕 成 吉 思 ホ す 罕 ”

人名 ~  太 祖  皇帝行

B u rq a n  C in g g is  q a h a n -a
ブルカン• チンギス 可汗 に

以上 <1> 〜 <5>の文例における-r a2 は 総 て 《〜するために， 〜するべく， 

〜 しに》 と解し得る。 こ の 5 例からも知られるが，-ra2の接尾された語には動 

詞が直続して，「一 r a2 述語動詞」のパ タ ー ン を とる。 即 ち 「〜し に 〜 する」 

の文型での使用例が殆ど緩てである。 この語尾は現代の話し言葉ではすでに用 

いられることはないが，安定した意味をもつ， この語尾が，い か に し て 口語の 

世界から姿を消したのかを考えて見る必要があろう。今後の研究課題の一^3 で 

ある。

§ 5 予告副動詞語尾-n m 2

この語尾-r u n2は蒙古語文語及び現代のモンゴル諸方語においては，若干の 

限られた語と共に用いられる他，殆ど使用されることのない語尾であるが，秘 

史蒙古語においては然らずで，かなり幅広く用いられる。

- r u n  の166 例の中の b〇l-u -r u n  (jarliG b o lu ru n の - r u n) が 44 例 ， - r iin  

の426例 の 中 の i i g t i l e r i i n の306例， i l e r i i n の28例が特に顕著である。 この 

ja r lic b o l u r u n の b o l u r u n と t i g t i l e r i i n が文語に残って， 時たま用いられ 

るのである。 これら b o lu n m ， iig tile riin， i l e r i i n を除いても-r u n 2 の用例は 

200例を優に越えるので， 秘史蒙古語における-r un は有力な副動詞語尾と見 

る必要がある。

この語尾は，蒙古語文語の最古の文典である1831年のL J . S c h m i d t氏の文 

典や1835年 の A jie K c a H A p B o 6 p 〇b h h k漂 の 文 典 で は ， 「過去時の終 止 形語 昆 _ 

と^!述されているが， 1849年のん ieKcefi B o 6 p 〇b h h k o b の文 ^ で は ， す でに

兀舌剌キ孩巴剌キ合速額ト顚不〈恢〉突児

城 名  城 破 有 時

U ra q a i balaG asu  eb d en  b u k ii i-d i ir
ウラカイ 城を 破り ある 時

阿兀勒札ぎ剌亦$ 列S i  (283)

拝 見  来 了

a 'u lja r a  ir eb e ,
謁見すべく 来りぬ〇
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ぶeenpHHacTHe npHr〇T〇BHTeJibH〇e (準備副動詞）の語尾として記述され， 以 

後， N . P o p p e 氏に到るまで， この名称が使われている （ p r e p a r a t iv e  con- 

v e r b )〇
(7)

P o p p e 氏 は p r e p a r a t iv e  c o n v e r t について次のように記している0

380. T h e  p r e p a r a t iv e  c o n v e r b  e x p r e s s e s  a n  a c t io n  w h ic h  i s  p r e ­

p a r a to r y  to  a n d  in d u c e s  th e  m a in  a c t io n :  “ in  co n se q u e n c e  o f  

d o in g ........ , ”， “a s  h e  d id … ， ”， “b e c a u se  h e  d id … ”

この a n  a c t io n  w h ic h  is  p r e p a r a to r y  to  a n d  in d u c e s  th e  m a in  a c t io n  

を - r u n 2 が e x p r e s s e s するという見解は，大筋において異論はないが現実の 

蒙文の例示が乏しく， これだけの説明では，秘史の多くの用例を読解するのに 

は極めて不十分と言わざるを得ない。そこで秘史蒙古語における - ru n 2の用法 

を以下に吟味したい。

<1> §90 (ニ 28五 〜 2 9四） 別 勒 古 台 鳴 詁 列 舌論必捏客速宰額題

人名 説 我 襲去 説了

______________________________________________ Belgutei iiguleriin bi nekesu ke'ebe.

ベルグテイの首うに •我 追わん” と云えり，

中合撒児 嗶詁列 (舌  > 論 赤 兀禄赤荅ホ忽
平

揑客速 客額展 帖木真

人名 説 你 不 能 我 » 去 説了 人名

Q a sa r u g ii le r u n u lu  c id a q u , b i n e k e su  k e ^ b e , T e m u jin
カサルの 言う -汝 鉅わず， 我 追わん" と云えり， テムデンの

鳴詰列s 論 f  [:禄

説 你 不  能 我 襲 去  説 着 （ナシ） 黄 馬 行

u g ii le r i in  t a  u ii i  c id a q u , b i n e k e su  k e 'e ju  d a r g i q o n g q o r - i
首う “汝 等 能わず， 我 追わん” と 云 い て 明 る き  栗毛の馬に

帖 木 真 兀 訥 周 失児ヰ合阿(點騸塔泥 - 別 速 訥 阿 魯 児 (ホ〉孩巴児

人名 騎着 慘 白 曛 馬  等行 草 的  掃 道

Temujin unuju sirGa aGtatan-i ebesiin-u alurqai-bar
テムデン のりて 薄黄色の 顧 馬 な ど を  草 の  踏まれ跡 もて

费 荅 中 き f 巧 ® ^  T晃中豁，
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枰赤吉5  T 忽 児 幫 豁 那 , 焊 納 4■合児額児哨抹児途児斡欒阿都温圖児

t  宿 着- 淸 早  路 7mocgiju curban qonoju manaoar erte mor-tlir ol〇n adu'un-tur
迪りて  三  泊し あ く る 日 早 く  道 に 多 く の 馬 群 の も と に

，干fj f 魯篾列可温古， 格兀撒安阿中忽宜勺勒中合周失児中含

一®  爽 利 後 今 人  踝 馬 擠  丨 有 的 行 ' 1 $ ナ

mken gurumele ko'un kii^un ge^u sa'an aqu-yi jolcaju sirca
一 人 の さ わ や か な る 若 き  人 牝 馬 を 押 り  あ る に 会 い て ， 薄黄色の

Wsi騸 塔 晖 宅 ， 剌 巴 序 ！̂ 舌歹j | 可 温 鳴 詁 列 舌 論 ^ ! 捏 馬 納 中 合 児 納舌闌

騙 馬 等 行  挨 問 呵  那  後生  説  這  L~̂ " 」 0 '
aGtatan-i surabasu tere ko^n ugiilerun ene manaGar naran
鼦 馬 な ど を  尋ぬれば  そ の 若 者 の  言うに “この 朝， H

耳児*忽中忽H  ；p 里 苓 失 児 中 合 阿 (黒〕騸壇 ク蠻株司題 額兀別児

出 的  前  惨 白  职 馬 等  八 瞄 馬 毎  翻 行

urGuqu-yxn urida Sirca aGtatan Naiman mori e’ii-ber
出ずる の 前 薄黄色の 镅 馬など  八頭の 馬を  このあ た 9を

忽 迭 周 約 児 赤 展 抹 児 亦 訥 必 ；fL阿周斡克速客額 ®……。（284)

趕着  去 了  晚 他 的  我  告着  与 (我 ） 説了 ......。
iiiideju yorciba, mor inu bi ja'aju ogsii ke'ed........ .

追いて 行けり， 踏 — その 我  告げ  やらん” と云いて，........ #

〈2> §113 (三 2 2六 〜 2 3四） 脱斡舌鄰勒中罕札木中合中豁牙舌导

人 名  皇帝 _ 人 名  両商行

To’Ori(n)l qan jamuqa q〇yar-i
トオリル 汗， チ*ャムカ 二 人 に

帖 木 真 不 識 舌 怜 鳴 話 列 舌 論 中 罕 額 赤 格 米 -札 木 中 合 安 ^ : 中豁牙舌剌

名 知 感  説 皇帝 父 親 我 的  v人 名  契合 両 豳 行

Temujin biisiren iiguleriin qan ecige minu, Jamuqa anda qoyar-a
テムチ*ン 感じ入りて 言う “汗なる 父 — わが， デ ヤム力 盟友 二 人 に

那闊扯克迭-騰吉舌里中合札舌剌古出揑篾克迭周額舌児客禿騰吉舌里迭

被 做 伴  着 天 地 名  気力 被 添 着  威勢有的 天 行

nokocegdejii tenggiri oajar-a kiicu nemegdeju erketii tenggiri-de
伴となられ 天 地 に  力を 添えられ， 威権ある 天 に
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舉(め 列 亦 慑 抽 ^ :額 禿 格 揑 古 ぎ 児 格 周 額 を 列 哈 赤 禿 篾 舌 児 乞 ®

被 題  着

n e re y id c u
名指しされて

地 行 到 着

e k e e tu g e n -e k u r g e ju
母なる 大地 に 到られて

男子 S 報

ere h a ci
男の 仇敵

棰名
M erk id
メルキドの

亦®児格泥額不舌児巴阿訥豁黒脱 ®児 1灰孛勒+合 展 ^赤 赤 里 格 巴 阿 訥

百 姓 行 供 也 他 的 空 教做了 肝 也 他的

ir g e n -i e b u r -b a an u noGtorGui bolGaba, h e lig e -b a an u
人衆 を 银 を も— 彼等の 空に な せ 〇» 肝 を も ♦-彼等の

含帖勒題^ 鹎 $羅巴 M m 豁黒脱®児*灰 孛 勒 中 合 鲟 1 作 兀 s 魯叫^

教闕了 位 子 也 他的 空 教 做 了 親 行

h e m te lb e b id a, o r o -b a anu hoGtorGUi bolG aba, uruG-un
やぶれり 我等， 床を も — 彼等 空に なせり， 親族 の

巴 古 温 泥 兀魯® 格s f 13 必荅 許列克薛的 巴 阿 訥 阿 *児 必 、剌薛 
1 1 . .1 1 1

也  人 行 教 廢 了 咱毎 余 剰 的 也 他的 擄 要 了

- b a  k u Q̂ n -n i u liid g e b e
も* 人 を* 根だやしにせり

b id a, h u le g s e d- i~ba an u
我等， 残りし者ともを も - 波 等 の

a rb ila b a
とりこにせる

者 必 荅 篾 舌 児 乞 慑 亦 舌 児 格 泥 帖 堆 不 散 キ 合 周 亦 出 $ 客額勒都罷福

也者 BDS 種名 百姓 行 那些 教毀乱着 延咱 共 説 了

- j e  b id a, M e r k id ir g e n -n i te d e b u s a n g c a ju ic u y a k e ê ld iib e.
ぞ 我等， メルキドの 人衆 を 彼等を 殲滅させ 退かん” と云い合えり。

原作

(285)

〈3> §254 (土 22四〜 22八) 拙赤;！： 董 + 豁 ® * 忽 因 兀 s 里荅

人 名 行  作 声  的 前

J o c i -y i  dungG〇d q u -y in  u n d a
チ％ チ の  声出す （の） 前に

察阿歹鳴詁列舌論拙赤 ^:

人名 説 人名行
C a ^ d a i iig iile r u n J o c i-y i
チャアダイの 言う “チ’Sチが

客 列 列 客 額 ま 侖 拙 赤 余 兀 土 申 鳴 詁 列 -

説 説 時  人 名 行 麽  委付 説 有

k e le le k e ^ r iin  Joci-y ^ u  tiisin iig u le m iii,
「申せ」 と 言う時， チ、 チ を（か） 任じて 言うや，
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額揑篾舌児乞歹出勒兀勒札兀舌剌客舌児罕迭兀勒坪@

道 種 怎 生 教 管 咱 毎

ene Merkidei cul ulj^ur-a ker mede’fllkun Dida
この メ ル キ ド 族 の ま ぎ れ な き 申 し 子 に い か に  統べさすべき 我等”

客額〈恢〉魯額

恰 説 呵

k e ^ k u H u 'e
と 云 う  や

拙赤孛速阿 ®

人名 起 了 …-

Joci bosu'ad*
デ s チ 起ちて.…

(286)

〈4> §260 (ゴ：4 6五 〜 47七） 中晃中孩中豁舌児赤中晃塔中合舌児中豁舌児赤
I________ I L_ _  1

人名 带 弓箭的 人 名 帯弓筘 的

QongGai qorci, QongtaGar qorci,
コンガイ 矢商人， コンタガル 矢筒人，

搠S 児馬キ罕 *豁舌児赤 額迭 丨忽$児班 中豁舌児臣 成吉思+合阿訥 
1 1

v  A  € 带 弓箭的 這 三 箇 带 弓箭的  ̂ 太祖 皇 帝 行

Cormaqan qorcl ede Gurban qorcin qahan-a
チ aルマカン 矢陴人 これら 三人の 矢筒人, チンギス 可汗 *こ

幹 赤 孛 ぎ 羅 失 鴇 巧 保 里 牙 突 * 児

奏 雛 騰 調 習 _ 裹

ociriin boro sibau'un bauliya-dur
奏するに “雛 鳥の 調教 に

撒亦斡S羅キ忽

恰纔 入 的

sayi oroqu
今 ま さ に 入 れ る

篾 圖 可 兀 揚

般 児子毎

metii, k6’Qd
如く， 子連の

撒亦 額 堆 阿 牙 闌 速 $侖不恢突$児 ，兀 的 升 塔 $  篾 揑 篾 辱

恰 纔 這 些 征 進  学 有 時 児子毎行 退役 頻煩 般

sayi ediii ayalan surun biikui-diir kofud-i singtalun mene metu
今 ま さ に か く  戦旅し 学び ある 時 子 等 を  隳せしめ あ ま た に

♦ 勤  額因董中豁都木 可兀揚

為甚 這 般 嵌 貴 有  児子毎

yekin eyin aungGodumu, ko’ud
な ん ぞ か く  叱貴するや， 子等

阿余周 薛堪乞里顔阿勒中合撒兀澤

怕着 心 自 的 行  懈 怠  恐

ayuju sedkil-iyen alqasa*ujai,
恐れて 心 を（己が） 乱さざらまじ，

納ま闌 升 格古額徹兀ぎ児キ忽ヰ忽荅古ぎ児帖列歹因亦舌児堅備馬@

日 落 処  出 処 行  直 到  敵 百柱 有 俺行

naran singgeku-ece urGuqu-da Kurtele da^yin irgen biii, man-i
日 没する（方） より 出ずる（方） に 到るまで 敵たる 人衆 あり， 我 等 を
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押李都 -〒中豁的序字乞舌児坤

西 番 ¥  狗毎自的 珐  着

tobodQd noqod-iyan tiikircii
獄 犬 ど も を （己が） けしかけ

亦列額速歹因亦舌児格泥巴騰格舌理

教 去 呵  歒  百 姓 行 俺  天

lle’gsu daiym irgen-i ba tenggeri
遣らば， 敵なる 人 衆 を 吾 等  天

^ 合 札 ぎ 剌 古 出 _ 篾克迭周

北 行  気力 被 添 着

Gajar-a kucii nemegdeju
地 に 力を 添えられて

阿勒壇 蒙古

金 銀

altan munggu
金 銀

阿兀ぎ剌孫塔巴ぎ児

叚 匹  財 物

a’Qrasun tabar
絹 叚  財物

亦 s 児g 幹を児キ罕赤馬荅

百 姓  人 烟  您行

lrgen orqan cimada
人衆 散民を 汝に

阿 ト 赤 #剌 速 ホ 孩 阿 里 亦 ぎ 児 ,客 額 頷 速

将 来  咱 那篇 百 姓  説 呵

abcirasuGai, ali lrgen ke’弓’召sii
もち来らん• いずれの 人衆なるやと言わば，

額 焊 訶 舌 羅 揑 巴 黒 塔 ®亦 舌 児 格 訥 中 合 里 伯 $勒 _客 額 古 備 客 額 梅

這  西 種 名  百 姓 的  人 名  王 説 的 有  説有

ene horone BaGtad irgen-ii Qalibai soltan ke*ekii biii ke^emui,
この 西なる バグタト 人 衆 の  カリバイ 王 と 云 え る あ り  と云う，

帖温突®児 巴 阿牙剌速 + 孩 客延 斡赤額速 * 合罕 _ 斡®剌周 額迭

那的毎行 俺 征 進  咱 麽道 奏 呵 皇帝 解釈 着 這

te’un-dur ba ayalasuGai keyen dci'esu qahan so*oraju ene
それ に 丑等 晚旅せん” と 奏さば 可汗 鎮まりて こo

兀格思図$児

言 語 毎 典

uges-tiir
言 に

札里呑 刺 - ……。 （287)
怒 B 着 .......。

ja lir a ju ........•
怒りを収めて..... 。

〈5> §177 (六 31七 〜 31九 ） 叱 馬 舌 侖 約 孫 突 舌 児 額 勒 臣 亦 《舌》列

怪 * 的  道 理  使臣 教 来

cim ar-un yosun-dur elci ile,
“咎 の  理 に  使者を 通わせ，

亦《舌》列舌侖中忽(勒)巴 舌里中忽舌里亦都舌児堅中豁牙舌里亦《舌》列^■豁牙舌缉

教 来 時  人 名  人 名  両 苗 行 教 来  両 e 行

ileriin Qulbari=quri, Idiirgen qoyar-i ile, qoyar-i
遗 わすに クルバP • ク 9 イドクルゲン 二人 を 遗 わせ， 二 人 を
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M 薛亦《舌》列 頷 ®耶 闊 只 耳 爷 邛 笋 額 筒 亦 列 額 速 ……(288)

不曽 教 来 呵  第 二 行  教来 説着 去 ア

ese ile'esii nokoji-yi ile ke^jii ile*esu.
適わさざれば 第 二 の 人 を  遣わせ” とて 遣わさば

<6> §105 (三 3 九 〜 4 四） 帖木真

人名

T e m iijm
テムデン,

札木ヰ合突舌児

， 人名 行

J a m u q a -d u r
チ•ャム力 に

キ合撒#児

人名

Q asar ,
カサル，

別勒古台中豁牙舌里
I________ I

人名 両籤 行

B e lg u te i  q o y a r - i
ベルグテイ 二人 を

を列舌$ 札木中合声荅答鳴詁列客延鳴詁列周

使 去  v 人名 契合行 説 麽 道 説 着

i ie r u n  J a m u q a  a n d a -d a  i ig i i le  k e y e n  u g iile j i i
遗 わすに “デャムカ 盟 友 に  言え” とて 言いて

亦列舌_ 中忽舌児班篾舌児乞堪

去 三 ®  種名

i ie r u n  G u r b a n  M e r k ia
遣るに “三 メルキド族

_ 舌列周， 斡S 羅班豁黒脱舌児中今;

来着  位 空

ir e ju  oro-ban hoGtorGu
来りて 床 を （己が） 空に

^ 助43合 (黑)荅阿

被 敢 了
bolGaGda’3

させられたり

必斡那ぎ児你刊壇不速禿必奇斡雪里顔客舌児轉薛坤

我 （ナシ） 一 箇 的 不 是 有 的 麽 咱  讎 自 的  怎 生 報

b i, o n o r  n ik e n te n  b u s u tu  b id a , o s o l- iy e n  k e r  S se k iin ,
我* 族は 一をもつにあらずや 我等， 仇 を （己が） いかにとるべき，

額不$ 里顔 含屯勒迭額必
L_____ I I________ I
俵 行 自 的  被 去 了 一 半 我

e b i ir - iy e n  h em tU  ( n ) ld e ’ e  b i，
谀  を（己が） なかば割かれたり 我，

哈赤顔客S児 $ 赤剌(巾)渾必荅

_ 自 的 怎 生  報 的 咱 毎

h a c i- y a n  k e r  h a c ila q u n  b id a
0 を（己が）いかに とるべき 我等”

@里 格 訥  兀魯黑不速禿必荅

肝 的 親 不 是 有 的 麽  咱

h e l ig e n - u  uruG b u su tu  b id a ,
肝 の 親族 に あ ら ず や 我 等 ，

客 額 周 亦 列 展 （289)

説着 去了

k e 'e jii i le b e .
とて 遣りぬ。

〈7〉 §257 (土 3 6九 〜 37ニ ） 討来只勒

ta u la i j il
鬼 の 年 ，

撒*児塔兀勒

回 回

S a r t ^ u i
サルタウル

亦$ 児堅突$児
I______ 1 I___ I

百姓 行

ir g e n -d u r
人衆 に
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阿#剌亦牙ぎ児

地名 依 着  越着

A rai-iyar daban
ア ラ イ 峠 を  越え

秣*騮剌# 侖 成 吉 思 キ 合 罕

上馬 時 太祖 皇帝

morilarun Cinggis qahan
出馬するに チンギス 可汗

ヰ 合 禿 納 察 +忽闌

娘 子 内  婦人名

qatun-aca Qulan
后 より 9 ラソ

中 合 禿 泥 阿 奔 阿 牙 剌 舌 侖 迭 兀 捏 舌 列 徹 斡 ®赤 斤 那 顔 泥 也 客

娘子行 将了 征進時 兄 弟 内 人 名  官 行 大

qatun-i abun ayalarun de’ii-ner-ece Odcigin noyan-i yeke
后 を  つれ 征旅する時 弟 達 よ り  オドチギン 長官 を 大

阿兀舌魯黒突(舌〉児

老 営  襄

a* uruG -dur
本営 に

土失周秣ぎ驪剌罷 I #
|----- 1 I________ I
委付着 上 馬 了

tusiju morilaba
任じ 出馬せり。

(290)

〈8> §74 (ニ 5 四 〜 5 十 ） 泰亦赤兀银 阿中合迭兀詞額侖兀真泥
|-------- I I

種 名  _  埽 人 名  行

T a iy ic ^ u d  aq a  de*u H o 'e lu n ^ j in - n i
タイチウド 兄 弟， ホュルン♦ウギン を

別勒必孫泥可兀搞兀出格揚 
I________ I I___ I I______ |
寡婦 行 子毎_  小的毎

b e lb is i in - n i  k5*ud iic iig e d
寡婦 を 子達 幼き者達

額客思可兀^J 嫩禿黒圖$ 格周耨兀克迭周

母毎 子毎 営 盤 裏  擻着 被起着

ekes ko^d-i nuntUG-tur geju neu^flgdejii
母 子 達 を 居 営 地  に すてて（移れり。）移られて

訶額侖兀真 ^  干 脱 舌 列 周 兀 出 格 ®  亨兀的顔帖只額舌侖

婦 人 彳 '1 嫌人 能 生 着  小 毎  子 毎 行  養 時

H6 ’gliin= ii]in eme mergen t 6 reju iiciiged ko'tid-iyen teji'erun
ホ二ルン .ウ デンは —— 女 丈夫に 生れ一— ■ 幼 き  子 逹 を （己が） 養うに

X 乞塔唧 _ 黒塔 剌 周 豁 只 塔 剌 不 薛 列 周 幹 難 年舌 健 幹 額 迭 亦舌剌荅

緊 固姑冠带 着 衣 短  繫 着  河 名 河  逆水 下 水

ukitala bOGtalaju hojitala biiselejii Onan miiren ofede irada
き り り と 髪 を 結 い あ げ ， 丈短かく 紅 て  オ ナ ン 河 を(或いは)邇り（或いは)下り

- 遵 5  ¢ 5 3 芒 亦 勒 气 $ 古 周 兀 都 児 雪 你 *豁輯$ 帖只額薛。（291)

• ま u  U — 果.■名 拾着 日 夜  ^  * ~ r
g u iy i j u  o l ir s u n  m o y ils u n  te m g iij i i  iid iir  s o n i q o ^ la i  t e j r e b e .
走りて 才リル モ イ ル を  摘みて 日 夜  喉を 養いたり。
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〈9> § 2 1 (— 13— 〜 13四） 雪你供 
I___ I

s5 n id
夜

不*里 超堅失ぎ剌古温

毎 明 黄 人

b u r i c e f ig e n  s ir a  ku*tin
ごと 薄黄 色 の人，

亨 舌 _額 舌 魯 格 朶 脱 中 合 因 f 格 額 児 幹 舌 羅 周 客 額 里 米 ” 必里周,

房的 天 窓  門額 的 明 裏 入 着  吐皮 我的 摩着
ger-iin eruge dot〇Ga-yin gege’er oroju ke*eli mmu biliju

包 の 天窓， 門額 の 明るみより 人りて 腹 を — わが 摩し，

格格]^亦訥

明 他的

g e g e y e n  in u
光 — その

客額里突児米訥

肚皮 裏 我 的

k e ’e l i - d u r  m m u
腹 に — わが

升格古不列額

透 有来

s in g g e k i i  b i i le ^ .
透り入るなりき。

中合(舌)魯舌侖

出 時

Garurun
出ずるに

納$ 闌

n a ra n
日

(中〕孩蔑圖拭察班勒札周中合児中忽不列額〇 (292)
月的 透入光裹 黄 狗 般 爬  着 出 有来

sara-ym  kil-iyer sira noqai metii sicaba(,n)ljaju Garqu buie'e.
月 の はざまに 黄 色 き 犬 の  如く 道い 出ずる なりき，

〈10> §213 (九 9 三 〜 10五 ） 巴撒成吉思中合罕や児里 3 声魯舌_

再 . . 太祖 皇帝 聖旨 做

b a sa  C in g g is  q a h a n  jarliG bolurun
又 チンギス 可汗 勅 するに

汪古児孛ぎ羅兀勒

人名 人 名

O n g g iir , B o r o 'u l
*オングル ボ口ウル

キ豁牙児

両箇

q o y a r
二人よ，

巴$ 剌 温 沼 温

右 左

b a r a 'u n  jeft’u n
右 左

額帖額， 塔+豁牙S 児

辺 您 両菡

e t e ’ed  t a  q o y a r
側に， 汝等 二人の

保 兀 児 臣 亦 陧 筵 禿 客 額 #侖 巴 ぎ 剌 温 ! !帖 額 ®  擺亦黒$  撒兀 II撒納

厨 子 毎  喫食 給 散 時  右 辺 立 的 毎  坐的毎行

bay’tircin idey§n tu奪e’弓run bara’Gn ete’ed baiyiGsan sa^Gsan-a
瞄夫達は 食物を 配り供するに， 右 側に 立てる（もの） 坐れる（もの） に

兀禄都塔兀侖

不 教 欠 了

u lii  d u ta * u lu n
欠かしめず，

沼温 _ 帖額想

左 辺

left* fin ete’gd
左 供に

者児格列克先額薛5S薛 捏 兀 禄

列 了  的 不 g 的 不

je r g e le g s e n  e s e g s e n - e  i i l i i
並べる（もの）• 然らざる（もの）に 欠 か



都 塔 兀侖塔 *豁牙舌里 帖 因 衣 格 額 額 两 平 勢 ，豁斡， 懸 ，忽 ¥

教欠了 您 両 筒 行  那般 給 骹 呵  我的 喉箱  ••て'“ ^

d u t ^ u lu n ,  t a  q〇y a r - i  t e y in  t u g e ^ ^ s i i  m in u  q〇*〇la i u lu  q u c in
配り供せしなば， わが つか先ず
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しめず， 汝 等 二 人 かく 喉

薛 塔 乞 勒 阿 木 由 額 朶 額 汪 古 (舌 > 児孛舌羅兀勒中豁牙 (舌 ^ 等舌驪束丨野

心 安有 如今 人名 人名 両 菌  上そf v
sedkil amuyu, edo'e Onggiir Boro^l qoyar m onlaju

心 休まるなり， 今 オングル ボ口ウル 二人 上馬し

迓 歩 周 亦 ® I f 斡 欒 古 兀 揑 秃 格 額 锡 坤 客 琴 札 児 里 号 ( 293>

行着 奥食 多 人行 給 散  麽道 聖旨 敢了

yabuju ide’e 010n kii’un-e tiige’edkiin keySn jarliG bolba.
行きて 食物を 衆き 人 に  配り与えよ” と 勅 しぬ。

上に挙げた〈1>〜〈1〇>の文例に見られる-r u n 2 は - r u n2の基本的な性格を 

示す用例であり，若干の説明を必要とする。

-r u n 2 は後続の主文の動詞の動作を予告するのがその本来的な職能であっ 

て，それ故，<1>，<2>，く3>の6 例 の iig a ie r tin  C言うのに》には，総 て ke’g_ 

《〜と言う》が匱かれ， これから iig iile- 《言う，語る》ことを-riin2 によって 

“予告し” i ig i i le r i i n 以後の文言は iig iile- する人の言辞となり，それが k e’€- 

《〜と言う》，k e’g n i i g i i le - C〜 と （云って）言う》で閉じられて，形としては

「某々が iigiileriin C言うのに》....ke’S-(keyg-) C〜と言う》， ke’gn iigiile-

《〜と（云って）言う》 ということになる。<4>以下も勿論総て同じ形式である》

〈4 > の 66irUn《奏上するに 》 •••keygn 62i，SsiiC....と（云って）奏上すれば》

〈5 > の ile riin ((遣るのに》……k e ’ S j l ile ， Ssii C……と （云って）遣れば》 

〈6 > の ile riin ((遣るのに》……k e ’ g jii ile b e ((……と （云って）遣った》

〈7 > の morilarun C出馬するのに》....morilaba C出馬した》

< 8 > の te〗i’§r i i n 《養うのに》....te ji’g b e 《養った》

〈9 > の c a r u r u n 《出るのに》....c a r u q u b iile’S 《出るのだった》

〈1 0 > の ：ja r lic b o l u r u n 《勅するのに》……拉r l iG  b o l b a 《勅した》

この様に，-r u n2 によって予告される動作がそのまま，後続の主文の動作と
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なって文を結ぶ， この形式が_ru n2 の本来的な用法である。

i ig i i le r i in も本来は.知,e_ ( fceyg_ ) のみによって結ばれるのではなく fce,gn 

(keySn) iigiile- がより正常であり，現に秘史蒙古語には，少数ではあるが， 

keySn iigiile- が実証される。 しかし，k e y g n 如出卜は意味的に重複するの 

で k e’g-(ke穴-)のみで用いられることに傾いて来たものと思われる。

この様に l -ru n2 は， -ru n2 が附される動作の予告をする》のがその本来の 

職能なので， 筆者は， この語尾_ru n 2 を 「予告副動詞語尾」 と呼ぶことにす 

る。 （な お 文 例 〈5 > の 人 名 「中忽(助)巴舌里中忽舌里」 を 『全 釈 続 玫 （上)』 の 

p.115では(勒}が補われていないが， これを補う）

秘史蒙古語における-ru n2 は後続の主要動作を予告するものとして用いら 

れ， 原則として- ru n2 の接尾される動詞と同一の動詞によって主文が結ばれ 

る。それは以上の10例から知られよう。 この原則的な用法は秘史蒙古語におい 

ては顕著であるが， この用法のいわば一変種として-ru n2によって予告された 

動作と主文の動作とが同一ならざる用法も見られる。

〈11>  § 1 5 1 ( 五 1 1一 〜 1 1三 ) 帖兀訥キ豁亦納  
I-----1 I______ I

那的 後

te 'U n -ii  q o y in a
そ の 後

王ヰ罕訥迭兀

人 名 的 言
Ong qan-nu de*u
王 汗 の  弟

額児客ぎ合剌王キ罕

人 名  人名

Erke=qara Ong qan
エ ル ケ •カラ， 王 汗

阿+合荅安

兄 自 的 行

aq a-d a ^ n
兄 に （己が）

阿剌黒荅$ 侖

被 殺 時

alaG darun
殺されんとするに

不 (舌)魯兀©柚

逃哚  着

buru'udcu
逃げ

斡®抽

去着

o d cu
行きて

乃馬訥亦難 察 中 罕 突 舌 児 斡 舌 羅 主 為 。（29幻

種的 人名 皇 帝 行  投 人 了

Naiman-u Inanca qan-dur oroj^ui.
ナ イ マ ン 族 の イ ナ ン チ ャ 汗 の 許 に  人れり。

く1 2>  § 7 3  (ニ 4 五 〜 4 八 ） 田迭中晃中豁塔歹 察舌剌中合額不干
I~ I |_____ |
那裹 種 ®  v 名 老人

te n d e  Q o n g q o ta d a i C araq a  e b iig e n
そこに コン ：*タ ダ イ の  チヲ力 老人の
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札舌里木® 亦児格泥亦出巾合題。（295)
I I________I

— 半 百 姓 行  退 了

ja r im u d  ir g e n - i  lcuGaba.
なにがしかの 人衆 を とりもどしぬ。

委亦列 
1_____ 1

亦訥 主s 児扯歹

匂当 他的 人 名

i i iy i le in u J u rce d e i
仕事を — 彼の チ♦ * ルチ *デイ

委亦列思S 者釋！ 委亦列都ぎ侖主舌児扯歹赤多ト禿勒周只舌児吉泥

做 了也者

i i iy i le d b e - ie
行いたる ぞ。

敢 時

i i iy i le d lir i in
行うに，

人 名  你

J u rce d e i c i
衝 着

d o b tu liu
チ、 ル チ * デ イ 汝 は ， 襲いて

姓 行

J ir g in - i
チ *ル ギ ン を ，

秃 別 格 泥 董 キ 合 亦 的 中 忽 $ 里失列木巧敏ヰ罕禿舌児キ合兀的額舌児乞慑

姓 行 姓 行 人 名  行 千 護 術  行 繫 要 毎

Tlibegen-i DungGayia-i Qun=silemiin-i minGan turGa^d-i erkid
ト ゥ べ ゲ ン を， ドンガイド を， ク リ•シレムン を 千の 近衛兵団 を 主たる

扯 舌 里 兀 的 不 古 迭 宜 荅 $ 魯周也客ホ豁勒突ぎ児古舌児抽 桑古り

軍 毎 都 行  勝 着  大 中 軍  行 到 着  人 名 的

ceri*  Q d -i b i ig i id e - y i  d a ru ju  y e k e  c o l -d u r  k iir c u  S e n g g iim -u n
軍隊 を すべて を Eし， 大 本 隊 に  到り セングム の

鳴詁列$ 論 撒 辱 $ 赤格因赤訥 (ヰ〕古 s 里牙黑荅黑三 兀 魯 ，馬 ! ^ 不$ 里”

説 好 父 的 你 的  収 来 的  百 姓 行 俺 的  衆的

ugulerun sayin ecige-ym cinu quriyaGdaGsan ulus-i manu burin-u
言うに “よき 父 の 卜 汝 の  集められたる 民 人 を - 吾 等 の  総て の

兀魯思阿(ト)抽耨兀克迭ぎ侖亦®キ合ホ忽孛侖額因乞克迭罷客主兀……中

百 姓 毎 将 者  起 行  時 勧 時 〜 時  這股 敢 了 説 了

ulus aocu ne^ugderun ldqaqu bolun eyin kigdebe kejii'ii........中
民人を とり 移らるる時 諫めんと I かく なされたり” と云えり.......中

略… 訶額侖兀真 
I

婦

— 耨兀克迭舌命 禿 黒 剌 周 別 耶 別 児 秣 *驪 剌 周

人名 撤 着 起 行  時 莫頭拿着 親 身  上 馬 着

略…H 6 ’6 lu n = ttjin  g e ju  n e u ^ g d e r u n  t u d a j u  b e y e - b e r  m o r ila ju
略 " ウデンは 捨て 移らるる時 旗嫌をもち 自ら 馬に騎し

赤
丨
你

61
®
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声格思格#合察ぎ$
紅 腮

enggesge qacar
m  骨を

兀出馬ホ合s 児

簖  名

ucumaGar
ウチ*マ妨もて

t 合$ 児 撒 訥

射 了 的
q a r b a G s a n - u

射りし

禿 剌 蒙 客

上頭 長生

tula mungke
故， 永しえの

騰 格 舌 理 迭 額 兀 顚 只 羅 阿 捏 格 克 迭 展 者 澤 |  (296) 
I________ I I_____ I I_____ I I___________I

天 行 門 牽胷  被 開 了 也 者

tenggeri-de e uden jilo'a negegdebe-je.
天 （の加護）により 命 運の 開けたる ぞ

〈14> §145 (四 4 0 — 〜 4 0三) 額速 克 斡 侖 牙荅 周 你 刊 也 客

馬妳子(得） 不能着 一箇 大

esug olun yadaju niken yeke
馬乳酒を 得られずして， 一箇の大なる

不$ 里額台

器皿中盒来的

oiiri’etei5っゎ 一
器に入れる

塔舌剌黑帖 f 児 格 揑 徹 亦 訥 阿 不 阿 揚 ぎ 児 古 周 亦 舌 列 ,霞 1

酩 車 処 他的 要 了 瘙 着 来  来 了

taraG tergen-ece inu abu'ad ergiiju irebe.
乳酪を 車 よ り — その 取りて 捧げもち 来りぬ0

札兀舌束丨斡都舌侖

其間 去時

ja’Gra odurun
途中 行く

巴亦舌列 *侖  
I I--------1
并 来 時

ba ireriin
も 帰る

$ 古 温 揑 額 薛 兀 者 克 迭 罷 。（297)
并 被人行 不曽 見 了

ba k^un-ne ese iijegdebe.
も 人 に  見られざりき。

〈15〉 §189 (七 9 七 〜 9 八 ） 田 迭 帖 * 里温帖目塔亦黒荅舌侖
I_ I |______ ] U I

亦揑主兀 亦 麵 罷 酽 客延

那

tende
そこに

塔陽キ罕

頭 那般 被祭祀時

teri’lin teyin tayiGdarun
頭 の  かく 祭らるる時

客木客舌魯格赤乞列兀勒主

咲 有 来 咲 了 麽道 人 名 皇 帝 破 砕  践 踏  了

lneju’u me’吞 be keyen Tayang qan kemkerii gecikile^ljii^i.
笑いたり， *■笑えり” とて タヤン 汗 粉 4 に ふみつけしめたり•

(298)



文例く 11>〜< 1 5 > は，御覧 O ように，〈11> の a la G d a r u nは後綺の結びには 

alaGda-は見えず〇r (ホ i’Q iである。<12>の二つの n e益’i i g d e r t t n に対しても 

後 文 に n e a ’f i g d e - は現われない。 〈13 >の tt〖y i l e d i i r i i n も同様で，<14>の  

o d u r u n , ir e r t in，〈15 > の t a y i c d a r u n も共に，後続文に - r u n 2 に呼応する 

o d u -， ir e-， t a y k d a - は見られない。

以上11〜15の - r u n 2 を見れば，1〜1 0 0 文例の如く-r u n 2 を伴う動詞が後続 

の主文の動詞と必ずしも同一でなくても-r u n 2が用いられる事が知られる。

この様に-ru n2は文型の点で異なる二種類のパターンに用いられるが, _run2 

そのものの意味は， この二種類において異なるわけではなく，共 に 《〜するの 

に，〜する時》 と解することが可能である0 そして， この二種類のいずれの場 

合でも - ru n 2 は後続文の動作を導く点で共通している。u 〜 15の文例の—ru n 2 

も高い観点に立って見れば後続文の動作の一種の予告と見られないこともな 

い0

〈11> の aqa-da，an alaGdarun buru’Qdcu od£u In a n 5 a  a a n -d u r  o ro ju ， Qi

の alaGdarun《殺されんとするに》は 後続の《逃げ行きてナイマンのイナンチ 

ャ汗の許に入れり》に対する一種の予告，先告と見られようし，12の biirin-ii 
u lu s ab£u neft’ figderiin C諸々の民を取りて移動されとするに》 も後続の 

idqaqu bolun eyin kigdebe《諫 め （ることになり）て，かく為されたり》を 

導くための予告と見て大過あるまい。

上の如く見れば-r u n 2 は或る動作を予告的に提示して，その予告の動作が， 

そのま v 後に行なわれるか，或いは，その予告の動作との関連の下に後続の動 

作が展開されると見ることが可能である。

従って，-ru n 2 を 「予告の副動詞語尾」 と呼ぶことは，以上の諸点を考慮し 

ても許されようかと考える。

以上，-r u n 2 について従来より詳しく言及したが， この語尾-run2 の本来的 

用法の文例を，最後に，数例加えて提示しておこう。
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〈16> §115 (三 2 4七 〜 2 5四)

卞 忽 舌 児 f 含 篾 舌 児 乞 敦

三 箇  相 同 着  種 名 的

Gurban qamtudcu Merkid-un
三人  力 を 合 わ せ  メ ル キ ド 族 の

第 一 部 動 詞 論 2 5 9  

帖 木 真 脱 斡 舌 鄰 勒 中 罕 札 木 中 合

人名  人 名  皇 帝  人名

Temujin To'oriCn) !  qan Jamuqa
テムデン, トオリル 汗, デ ャ ム カ

綽 舌 児 ヰ 罕 格 舌 児 搠 中 豁 里 兀 勒 周 綽 黒 台

房 子  推 倒  着  固姑

corGan ger coGOli'ulju c〇Gtai
住 み  家 を  打 ち く だ き ， 冠 を お び た る

額 篾 宜 r ■ ， ぎ ^
薛 涼 格 中 豁 牙 舌 侖 塔 勒 + 渾 阿 S 剌 剌 察

婦人行 擄 着 河 名 河 名 両 箱 的 地 名  自

eme-yx arbilaju Orqan Selengge q〇yar-un Talqun= aral- a5 a
女  を 擄え， オルカン セレンゲ 両河 の タルクン 川 洲 よ ！）

p 出 $ 帖 木 真 札 木 中 合 ^ 牙 ^  T含 禿 中 豁 中 児 中 豁 納 黒 主 不 舌 児

退 時 人名 人名 両 箇 相 同 着 地 名

leurun Temujin Jamuqa qoyar qamtuacu Qorqona&=jubur
退くり テムデン， デャムカ 二人は 力を合わせ コ ル コ ナ ダ の  森 を

デ # 亦 出 罷 ^ ^ 脱 斡 s 鄰 勒
中 罕

1
亦 出 * 侖 不 舌 晒 ( 中 ) 罕 中 合 勒 敦 R

指着 退了 人名 皇帝 退 時 山 名  的

jorin icaba. To, 6 r i (n)l qan leurun Burqan= qaldun-u
指して 退けり。 トオリル 汗 〇 退くに ブルカン•カルト♦クン山 〇

格 $ 魯 別 € 児

背 後 依 着

gerti-ber
北 側  を

訶 闊 @ 児 禿 主 不 $ 児 荅 阿 # 鄰

地 名  経過

H 6 k o rtii= ]u b u r  d a 'a r m
デ》ブ》

ホ 3 ルトク 森 を  経て，

キ 合 察 兀 S剌 禿 速 ト 赤 揚

地 名

Gaea* firatu=su Dcid,
ガチャウラトy • Xブチド,

忽里 牙 麵 卜- M  » 轡
地 名  経 過  野 物  他 的

Huliyatu=subcid da'arin goruyen inu
フ u ヤストウ •スブチドを  経て 狩獣を その

阿 把 剌 阿 ®  土 兀 剌 因

打 囲  了 河名

abala’ad Tu’Gla-yin
着 狩 し て , h— ラ河  の

て 合 舌 剌 屯 泥 勺 (舌>鄰 亦 出 展 置 作 （2 9 9 )

黑  林 行  指 着 退了

qara tiin-i jorin icuba,
黑 森  を 指 し て  退 き ぬ 。



2 6 0 元朝秘史蒙古語文法講義

〈17> §165 (五 3 8七 〜 38十 ） 阿馬舌剌黑迭額舌q

親 厚  上 面

am araG d e ’ere
**親しき 上に

荅げ忽 € 児
|_________ I

重

dabqur
重ねて

阿 馬 ぎ 剌 黒 孛 魯 牙 客 延 成 吉 思 キ g 薛慑 乞周i

親 厚  做 咱 ® 道  太祖 皇帝 想 着

amaraG b o lu y a  k e y e n  C in g g is  q a h 3 n  se d k iju
親しく ならん” とて チンギス 可汗 思いて

拙赤迭 莱古門 
I I

v 名 行  人 名 的

Joci-de Senggum-un
チ• * チ に  セングム の

锊 察 巧 ™ 碑 ！̂ 桑針 r a 充 撒 中 合 〒 ^ ^

妹子 妹 名  行 索  時 人 名 的 子  人 名 行  咱 的

doyi Ca*ur=beki-vi Guyirun Senggum-un kd*un Tusaqa-da bidan-u
妹  チャウル ♦べキ  を 乞うに， セングム の 子 ト ウ ス カ に  我等 o

中 豁 真 別 乞 宜 阿 舌 剌 勒 真 斡 古 耶 客 延 （中〕忽亦阿速……。（300) 
I I I________ I I--------- 1 I-------- -1

女 名  行 相 換  与 咱 麽 道  索 呵  ...... 。

Q o jin = b e k i-y i a r a ljm  o g iiy e  k e y e n  G uyi^asu........ •
コデ ン ♦べキ を 換りに 与えん， と 乞はば ....... 。

く18> §173 (六 14八 〜 15三 ） 孛舌羅中忽勒

人 名

BoroGiil
ボログル（の）

帖$列兀格突ぎ児

那 苜語 衷

t e r e  u g e -d iir
その 言 に

亦舌列額速中合惕中忽勒都中渾
I________ I I--------------1

来 呵  斯 栽

ire’ 巨 sti qadqulduqun
(敵)来らば 合戦すべき

不 列 埃 歹 亦 納 不 g魯為闌歌多勒迭額速

有来 歒行 躱 勒了 呵

biile'ei, daiyin-a buru'uilan kodolde^esii
なり， 敵 に 逃げ 動かられば

必 f  扯を里吉顔只ト失額児抽

咱毎 軍 自 的 行  整 搠  着

bida cerig-iyen jibs^ercii
我等  兵 を（己が） 整え直し

* 合®中忽勒都惨者

厮 殺  也者

q a d q u ld u d -je
合 軟 す る も の ぞ

客額周歌多助展 I 作 
I_____ I I------ 1

説着 動 了

k e ’e ju  k o d o lb e .
とて 動きぬ。

歌多魯舌侖浯勒 cf■ 灰 湿 魯 格 只 ®斡 額 迭 歌 多 魯 額 ® 莶 闌 捏 木 ®児 格 思

動 時 水名 水 名  逆着 動 了 地 名

k S d o lu r iin  U lq u i= s ili ig e j id  o^ede k o d o li i 'e d  D a la n = n em iir g es
移動するに ウルクイ •シルゲルチ *ド川を通りて  動きて ダ9 ン •ネムルゲスに
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(3〇d

人了

orob a.
入りぬ。

<19> §175 (六 18三 〜 18七 ） 田迭徹 成吉思*合罕

自那裏 v 太祖

t e n d e - c e  C in g g is  q a h § n
そこ より チンギス 可汗

荅闌揑木舌児格薛額徹中合©中合忽舌魯兀歌多魯舌侖脱斡脱輯剌©都展置作

地 名  処 河名 顆 © 時  数  共 数  了

D a la n = n e m u r g e s -e e c e  Q a lq a  h u r u ’U k 6 d 6 1 iir iin  to ’G to ’Olalduba*
ダラン •ネムルデス より カル力〗丨丨を 下り 動くに （兵の）数を 数えぬ。

F 幹剌勒麵速丨， 牙舌児敏中气デ 児 瓦 科 兀 ？ ？勒 ず 序刊敏

共 数 呵 両  千 六 百 敗了

to'O laldu^asu q o y a r  minGan jirw a'an ja*ud bolba .
数うれば ニ  千 六 百 な り き 。

一 ^

niken minGan
-  千

キ忽を児班札兀慑 成吉思キ f 罕

三 百  太祖 皇帝

Gurban ja*ud C in g g is  q a h a n
三 百（の兵）， チンギス 可汗は

+ 合ぎ^合因
I

河名 的

Q a iq a -y in
カル力川 〇

訶ぎ列捏只額帖的耶$児

西 辺  依 着

h o r e n e ji e t e d - iy e r
西 辺 を

耨兀罷 t  (302)

起了

n eft’iib e .
移りぬ

〈20> §279 (主 5 0六 〜 50八 ） 巴撒鳴詁列周
|_ I I______ I
再

亦 #列 *侖不古迭揑撤
j

説 着 都 行

b a sa u g u le ju  ir e r u n  b iig iid e n -e c e
又 言いて 来 る に “もろもろの物事より

札木惕 塔勒必兀勒+忽 g 亦列 拙別額徹 勺ト 都舌剌g +合主為 客額周
1 」
站毎 放  的 事 是 行 是 提 説 了 説 着

ja m -u d t a lb f u iq u iiiy ile jo b -e e c e jo b d u r a d q a ju 'u i k e ’ejU
駅 站 を 置かしむる 仕事 正しきより正しく 提言せり” と云いて
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亦ぎ列主為。（303)

来 了 有

来れり。

この追加5 例 は - r u n2 の本来の用法を示したが，く四〉のみは <18〉の k5_ 

d 61i i r i i n と対照させる意味で第二の用法の]j 6d6m r i i n を示した。

§ 6 副動詞語尾-3 ta
現代のモンゴル語のハルハ方言などに時たま見られる副動詞語尾_yyT2は秘 

史の言語に一例ではあるが見出される。§103の「兀中合兀塔」は u q a- と- ， W a  

に分析されよう。 §103の文を以下に示そう。

§103 (ニ 4 9九 〜 50三 ） 帖 木 真 帖 迭 中 忽 児 班 蔑 児 乞 描 馬 中 合 慑

人名 那 三 箇  種名 実

T e m u jm  tede Gurban M erkid maGad
テムデン “彼等 三 メルキド族 まこと

序 亦 ®禿 舌 里 - ¥ 只舌剌S く由〉 不克抽兀阿梅客延 別勒古台孛斡児出

家 自的行_ 回了 有 伏了 有 麽 道  人 名  人 名

g e y i d - t i i r - iy e n  a j ir a b a i-u  b iig c u - S  a m u j k e y e n  B e lg iite j , Bo*orcu,
住家  に * - 己 が  播りし か， ひ そ み て か あ る ，” とて ベルグテイ， ボ才ルチ1,

者 勒 蔑 中 忽 児 巴 泥 篾 舌 児 乞 敦 （中>豁亦納察兀中合兀塔中忽児班中豁那黑

v 人名 三 ®  行 種 名  後 自  察 探  三 宿

J e lm e  Gurban-i M e r k ia - i in  qoyin-aca u q a 'u ta  Gurban qon〇G
デ *ルメ  三入 を メ ル キ ド 族 の  後 より 採索がてら 三 宿

荅中合温勒周篾舌児乞的 孔客温勒周 帖木真 不 児 中 罕 迭 額 舌 列 扯

随 着  種 名  離 速 着  人名 山名 上 自

daG a'u lju  M e r k id - i  k u n g k e ^ C ^ lj u  T e m lij in  B u rq a n  d e 'e r e -c e
従わしめ メ ル キ ド 族 を  遠ざけしめて テムチ•ン， ブルカン山 上 より

，兀 周 額 (ト>徹 兀 邊 抹 額 列 揚 坤 f 詁列舌卿……。（舰 }

下着 胷 前 自 的 行  椎 着  説 ...... •

b a u 'u ju  eb c e 'U -b e n  m ^ e le d c u  i ig u le r i in ........ •
下りて 5S を（己が） おさえて 云うのに ...... •
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こ の uqa’U t a については従来の秘史研究者の何人からも何等の言及がない

が， これはuqa-’n t a と分析し， この-’G taが上述の-yyT2の前身であると解
(8)

すれは，文脈上，見事に読むことができる。-yyT2 については，モンゴル科学

アカデミーの編になる書物のp _177に 

Hexueji yhji y r

ffijl YrCHHH YH4C3H ^39p w~ H ryy tf -HrTTTw, 3apHM^aa w-VyT, —r i r “ 

Hexueji 3a*/ira水  AajmM^ax HexueJi Yft;i Yrnfir YYcr3H3. rnHrYYJi3rH33p 

T©rcc9H ytbhji „-H ryyT, -HrYYT“ -H iir 3aJiraBaJi ©mhq Hb srimir 

浓 HHp3rvi9H3. M<hlii00 Hb： Xapafi+ H ryyT—xapaU nzyym , sprs+H rY Y T 

—3pz3HZYYm, Y 3-fyyt — Y3YYmy r a p + y y t—zapyym .

JXsLjmMjiax Hexueji yhji Yr „Hp3HrYYT33, HBaHryyTaaw rax  M3T99p 

epeHXHft^i0H xaMaaTyyjiaxbiH 3YYB9p aBax 6a, HpaHrYYT MHHb, 3BaHryyT 

MHHb, HBaHryyT Hb r s x  M3T33p 6HenfiH xaMaaTyyjiax 3YYB3p aB4 1 ,2,

3 -p  6neHHH ajiHH^ xaMaaTaS 6〇jioxbir 3aaHa.

flajiHM^ax Hexueji y^ji Yr erYYJi63pT xspsrs;131713XA33 TyxafiH 

yftji x0AJi〇JiHftr rYHU3TT3M3ru AapaaruftH ySji siBAaji 3ajiraH 6ojiox 

caHaar HJHT3H9. Hhm yTraap xoep y6ji Hb Tyc

TyC4aa 333HT3兵11 6afiac 6ojiho. >Khuj33^69ji；......中略.......Xapamyym

nrdaa dapae. (M. JTx.) M uxauA  udsotc CaUcan xspnuM  m adxaa  mup33H 

daap cajiaM umdsofc xeeanm au dssJisa hompytt y x a c  xuuh zapae. 

(3. B.)

Bac ^ajiHM^ax hqxuqji yhji Yr TyxaftH yhji HB^jiur ry flusT rax  3yypaa 

AapaarHHH HBAJibir rYHUSTrsx caHaar HJHT3C3H 6afinc 6ojiho. H hm 

yTraap xspsrvi91713XA33 xogp Yftji HB；yibir rYftu3Tr3X 339H Hb H3r 6afiHa* 

>KhIU9963JI： CaUH HBOfC UpCSH ZUHU, MOpb MaUHa A 9l^3J/C UpJ239 Z30H： 

v^au xHflHrTTT xa p u y  x 9ji63A"-(B. P . ) /Isndae  neaH ryyT 3pz9〇tc xapaad  

Oふ30 兄 23X 63…ね6. (U . Y . ) 後略。
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現代のハルハ方言や内蒙古の若干の方言では-HryyT2, -yyT2 として用いら 

れ，大きく二つの意に用いられ《〜するとすぐ》の 意 と 《〜する傍ら，〜する 

一方，〜がてら》の意を表わす。

内蒙古大学の蒙古語文研究所の編になるO do i i y *e - y in  m ongG ul k e l e 《現
(9)

代モンゴル語》に は - ngGUta2 の記述はあるが -yyT2 に 当 る - は 記 さ れ  

ていない。 しかし， この書物にも

ene <{-ngGUta*-nggtite» jegiibiiri-tei dalimdaGulqu nokucei-iyer 

gooI ni, nige iiile-yi giiicedkeku-yin dalim -iyar nogiige iiile-yi 

kicigeku-yi jiGan*a, basa jarim-daGan, tuqai-yin uile-yi guicedkekii 

bayidal-tai bolqu-tai jerge oger*e nigen kereg oru door-a-ban  

bolqu-yi jiGadaG.

の如き記述が見られ，-ngclita(-H ryyT)〜-nggfite(-H rY Y T )の表わす意味に

ついては同様の解説が見られる。

さて，問 題 の uqa’n t a の -’a t a は文語形なら-Giita，ハルハ方言の形なら 

-y y T で現われるので，その文脈上の意味から見て， この -y y T の前身と見て 

過りあるまい。uqa’U t a は

Merkid-lin qoyina-ca uqa’fita Gurban qon〇G daGa’tl(ii)ju......
メルキト <〇 後 か ら 探 索 す る 一 方 ， 三 泊 従行せしめて

上のように《入念に吟味し探索する傍ら；探索する一方》，さらに簡潔には《探 

索しながら》 と解することが可能である。

現代の話し言葉の知識が秘史の言語の研究にも有用である一例と言えるが， 

次 の - q u (i)ada2 も現代語の知識によって解決される事例である0 

§7. -qu(j)2-a£a3 について。

この -qu(i)3-a£a2 は単純な副動詞語尾ではないが秘史蒙古語では“副動詞 

的”に用いられているので， こ、で記しておく。



§248 (土  6 ニ 〜 6 七 ） 阿 勒 壇 中 罕 王 京 丞 相 温 額 捏  兀格
I—— I ! | I_ I I _ I
金 皇帝 人 名  的 這 首晤

A lta n  q a n  O n g g in g  C in g s e n g - i in  e n e  u g e
金国の 汗は オンギン•チンサン の この言を
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勺ト失耶周額因孛額揚

道 是 着  這般 便

jobisiyejii e y m  bo'ed
是とし， “かく ぞ

孛勒禿中孩客延額勒先成吉思ヰ合阿納

敗 者  麽道 帰附 太祖 皇 帝 行

boltuGai Keyen elsen C in g g is  q a’a n -a
あれかし” とて 和し， チンギス 可汗 に

公主揑#列台 斡 乞 キ 合 $児キ合周阿勒壇 蒙昆 阿兀舌剌孫

名字有的 女子

G iin g jii n e r e te i  o k i
出 着  

GarGaju
金

altan
銀 段 匹

munggiin a'urasun
公主なる名の こ女を 出し， 金 銀 絹叚，

額慑 塔巴S児 &舌里昆 古 兀 揑 古 出 捏 蔑迭兀侖 荅阿^•灰阿察

財 物 軍 人行 気力行 教知了 儘力拿的行

ed tabar ceng-un kU'un-e kucun-e mede’iiiun da*aqui-aca
財 物 を ず （の） 人 に， 力 に 統べ 耐えるほどに

中都阿察キ合ぎ児ホ合周成吉思キ合罕突$児 王京丞相古舌児格周

大 都 処  出 着  v 太祖 皇帝 行 人 名 v 送 着

Jundu-aca GarGaju cinggis qahan-dur Ongging Cingsen^ kurgeni
大都 x o 出して チンギス 可汗 に オンギン•チンサン とどけ

亦舌列顏|~ (305)

来了

irebe.
来りぬ。

§244 (十 2 7三 〜 27十 ） 中合撒舌児朶羅安晃中豁塔納斡篾舌列周
I_____ I ! I________ I

太 祖  七箇 種 名  行 党 着

Q a sa r  d o lo ’a n  Q o n g q o ta n -a  o m er e ju
カサル "七 コ ン コ タ ン  に 群がりて

札你赤黒荅巧 f 延 成吉思中合阿納

被 打  了 麽道 皇帝行

janciGd^a k e y e n  C in g g is  q a 'a n -a
打たれたり” とて チンギス 可 汗 に

莎歌都額速 成吉思ヰ合罕

跪 告 呵  太 祖 皇 帝

so g o d ii'e s ii  C in g g is  q a h a n
跪づかば， チンギス 可汗，
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不速傷途$児 乞 霊 剌 周
I___________I t------ 1
別 的 毎 行  怒 着

busud-tur qihnglaju
他 な る ことに 怒り

阿ヰ忽敦荅

有 中間

aqu dunda
ある さ中に

客列列古

説 的

kelelekii
話すこと

孛侖 成吉思+ 合罕

敗 太祖 皇帝

bolunn Cinggis qahan
たりて チンギス 可汗

を 霊 都 ® 里 顔 ^ • 撒 ® _ 鳴詁列S 論 阿 米 禿 荅 兀 禄 亦 剌 黒 荅 +忽阿察

怒 裏 自 的 行  人 名 行  記  性 命 有 的 行 不  被勝 了 有 行

q i l in g - d u r - iy a n  Q a sa r -i  i ig u le r i in  a m itu -d a  u lU  ilaGdaqu-aca
怒 り に て — 己 が カ サ ル （の事）を 言うに *生 あ る も の に  敗れざるほど

中合撒舌児 你勒不a 阿勒答阿惕

有 来 你  怎 生 被 勝 了 你 被 説 着 人 名 涙 堕 了

biilti’e ci, ker ilaGda’a CI ke'egdeju Qasar nnbusu alda’5 d
なりき 汝， なんぞ 敗れたる 汝” と云われ カサル 涙を（思はず）流し，

孛 思 抽 約 *児 赤 周 中合撒中児 馬危 剌 - # 忽* 児班 兀都舌 ] ^ 額薛

起着 去 着 人 名 慎 悩 着 三 不曽

boscu yorciju Qasar ma'uilaju Gurban xidiir ese
起ちて 行きて， カサル 悩みて 三 菜1 e»ざ

亦列展靡# ( 3 0 6 )

来了

irebe,
りき。

§254 (土 21八〜 22四 ） 成 吉 思 中 合 罕 札 ⑷ 児 里 黒 孛 魯 舌 侖

v 太祖 皇帝 聖 旨  敗

Cinggis qahan jarliG bolurun
チンギ X 可汗 觔 す る に

中 合 敦 別 舌 児 古 温 孛 額 速

娘子 也 人 有呵

也 遂 因 兀 格
I I_ I

婦人名的 言語

拙別〈徹i>勺ト

是 上  是

客®別児

任 誰

qatun-ber kii^n bo^sii Yesui-yin iige job-ece job, ked-ber
“女 人 に あ り て も イ ヱ スイ の 言， 是 よ り 是 な 〇 誰人も

迭 兀 揑 舌 児 可 兀 慘 塔 別 s児 孛 斡 ぼ  > 児出

弟 毎 児子毎 您 人 名

木キ合里壇

人 名

額 因 額 薛

道 不 曽

de’3-ner kd’iid ta-ber Bo^Orcu Muqali-tan eyin ese
弟 達， 子達， 汝等 * も ポオルチa， ム カ *等（も） かく 言を提



f 舌刺®中合ip l作

提 説 了

duraaqaba.
せざりき。
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必別舌児兀舌里都尊^:禄兀荅阿舌剌沖> 灰阿察

不

u lu

I
我 也

bi~ber
我 は

祖宗 行

undus-i
祖宗 を

随 後 的  行

uda1 araqui-aca
継 が ざ る も て

兀馬$児塔周

忘 了  着

umartaju
忘れて

P 主:； 兀 窟 良 額 兀 禄 額 舌 魯 思 帖 古 耶 徹 穏 榻 舌 剌 周

有来 死的行 V 被得荇
し

睡 着 着

a ju ’n ， \ ik \ i le n g -e  i i l i i  e r i i s t e k i i i - e c e  u n ta r a ju
ありき， 死 に 到られざるもて 眠りて

だ 主 ; ^ 芒 額 額 サ ゼ 兀 敦 米 訥 阿 中 合 拙 赤 備 者 牙 兀 客 額 木 赤

有来 説了  児子毎 我的 長 人名有也者 甚 说有 你
aj^u ke'e'ed ko'fld-iin minu aqa Joci biii-je, ya*u ke'emu ci
ありき” とて “子達 の — わが 長 は チaチなるぞ， 何 と云う 汝，

客 列 列 客 額 罷 。（307)

説 説了
kelele ke’Sbe.
申せ" と云え〇。

上の § 2 4 8  の d a ’a q u i-a 6 a ， § 2 4 4  の ilaGdaqu-a£a» § 2 5 4  の u d a ’3 r a q u i-  

a ca，e r i i s t e k i i i - c e については，従来，正確に読まれていない。その理由は上 

の - qu(i)-a£a2 が理解されていないからである。

-qu(i)2-a6a2 は現在.未来の形動詞語尾-qU① 2 に奪格語尾の-aむ2 が添 

加された形であるが， この形が意昧する《〜することから》或 い は 《〜するこ 

とによって》の意を以てしては上の§248， §244， （§254)の文は訳読はでき 

ない0

ここでも，現代のハルハ方言の-xyftu2 が， この問題を解決してくれる0

この -x y iiu2----文語形で書けば-q u y i£a2----については，次の様な記述が
(10)

見られる。

Hp994YH Î arT, XHp X9MMC39 3aaX YĤ T H9p

YfijI YrHfiH YH4 C3 H 4 3 9 p w— Xyfiu/ _ XYfiUW H©XUejI 3 aJiraJK Hp9 9 4 Yft

UarT, XHP X9M5K39 3aaX YfijIT H3pHfir VYCr3H9.......後略。
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そして，文例として 4 例が示されているので，その 2 例のみをこ乂に挙げて 

お く （『全 釈 続 玫 （下 ) 』には 4 例総てを挙げておいた)。

A dicua Maanb cauoicupH 6auna.

H u h u U n a c  u Um  io m h z  ofijiroxyfiu 6 o a c o h  do o .
(ID

現代の文語の例を，ニ，三つけ加えておこう。

1 .  u g e - y i - m  lt e g e j i i  b o lq u y ic a  m e r g e n  k iim u n  da.

2. e n e  k e iik e d  G〇b i - y m  m a lc id -u n  d o to r -a -a c a  s e g i i l - u n  k e d iin  

j i l - d i i  m a l- iy a n  q a m u c -u n  j i s i y e  b o lq u y ic a  s a y in - iy a r  m a lla ju ,  

q a m u G -u n  t u r g e n - iy e r  o s k e g s e n  y u m  b a y  in -a

3 . k ij i i  c id a q u y ic a  a j il b a y in * a  d a.

4. e r d e m  so r q u y ic a  k e iik e d  b a y in - a  d a.

この -q u y ifia 2 の表わす意味とその形は， 明かに， 秘史の言語の-qU ① 2_ 

a2a2 の後身と認められる。

§248の da’aqui-a5a は da’a- 《耐える》に - qui-a£aが接尾されて 《耐え 

る限り，耐えるほど》の意と解すれば， この文意は明瞭であり ， § 2 4 4の iim 
ilaqda- qu-a£a も （(（生あるものには）勝たられない（即 ち “負けない”）ほ 

ど》の意味である。 しかし， §254の -qui2-a6a2 はこの語尾構成の表わす意味 

そのもので十分理解可能であって，上のニ例の如く - qu(i)2-a£a の示す特殊な 

意味を適用する必要はあるまい。『全釈 続 玫 （下)』P.2 8 9 , 註 （8 ) で述べたこ 

とを変える必要はない。

しかし，ここでも-qu(i)2-a£a2を上のニ例と同様の意として読むことも可能

e  i ilt i  e r iis te k ii i_ e 6 e  u n ta r a ju  a〗u ’Q を “祖宗の人々にひき続_かないほどに 

忘れていた” と 解 し “祖宗の人々に続かない” と は “祖宗の人々と同様に死ぬ 

ことはない” と見れば “祖宗の人々は死んで行ったが，その種のことは自分の 

身には引 き つ i：いて起ることはないとするほど死を忘れていた” とパラフレー 

ズして読めないこともなかろう。そして，次 の 句 も ‘‘死ということなどには全
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く乗ぜられないほど， （死に対する思いが）眠っていた” と読もうと思えば読 

めなくはなかろう。

筆者は，現 在 で も 『全釈続政』で述べた考察を変更するものではないが，現 

代 語 に 残 る の 特 殊 の 意 を 適 用 し て も ， 多少の無理はあるものの， 

その解も或はあり得ようかとの上に立って，その可能性を述べてみた。

*  ホ 木 ホ 本

なお，現代語に見られる-xyHU2, ~ q u y i6 a 2 は形動詞的にも副動詞的にも機 

能するので，モンゴルの学者は， この語尾を形動詞語尾の一つと認めているこ 

とをこ\に附記する。

以上，秘史蒙古語に見られる総ての副動詞語尾の記述を終えたが，現代のハ 

ルハ方言等々，及び現代の文語に見られる副動詞語尾（文語形を示す)一 ba£u2, 

■q u ia2, -maG£a2などの諸語尾は秘史蒙古語には見られず， これ等諸語尾は後 

世の発達になるものと考えられる。

第五講の註

( 1 ) 卷一，卷ニ以外では巻三に1例，巻四に2例，巻六に i 例，巻八に i 例，巻十 

に2例の合計7例である。

§108 (三11七）古舌児別速kiirb色sti く到呵〉

§136 (四18七）札阿巴速J a lb a s u 〈告呵〉

§1牝 （四46— ）阿撒黒巴速 asaG basu〈問呵〉

§185 (六51— ）描亦巴速b a iy ib S su〈立呵〉

§199 (八 8 六）阿巴剌巴速ab a la b asu〈囲辦呵〉

§ 238 (十13三）亦列別速 ilebgsii く去呵〉

§2む（十23十）客額別速ke’§b^ i 〈説呵〉

以上の7例である。

さて，-5su2 の用例は秘史全巻を通して極めて多く，それに比して-M su2は2〇例 

に過ぎないので，-如U2 と-M su2 の間に何等かの用法上の相違が，かりにあるとし 

ても，それを探るのは至難と思える。しかし，こ \で -b a s uについての特色を以下 

に述べておく。先ず第一は，本文で述べた様に20例の中， 13例が巻一*，卷ニに集中 

していること，第二に -b百SU2 20例の17例までが， いわゆる“地の文”において用 

いられいるという事実である。対話文の中に用いられているq〇 rG〇 b§su (文例8)

とS gb k ii ( 2回，文例9 ) はともに当時の俚諺を述べたところに見られるものであ
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る。この様な事実から見ると，-b哀s u は秘史の言語の当時すでに，古風な文語的色

彩を帯びに形であったのではなかろうか。そして，一般的には-，asu2 の方が通行し 

ていたものと考えられる。

(2 )  -Gsabar2〜Gsacar2 の形は完了形動詞語尾の_Gsan2 の _n をもたない -csaa 
に -b 5 rが接尾して成立したものと見られる。-csan2に 一 の 接 尾 し た -Gsaniy5r 
に由来するのが，現代のハルハ方言などに見られる-CHaap4 であろうと思われる。

-csa*そのものの確実な使用例に筆者は未だ接したことがないが，-Gsab^r2 は17 
世紀の著者不明のAltanTob£iにおいてかつてg 堵した記憶がある。それを書きと 

めて置かなかったので，こx に例示し得ないのを遺撼とする。（時を得て調べて見た 

い）

(3 )  〔P.W.M〕の p_180に次の如く見える

658. As remarked m § 657, many converbs are fossilized forms of oblique 
cases of verbal nouns.

The converbum finale ending in -r-a  is the dative-locative (suffix -a) of 
a noun ending in - r  (cf. tfwwr “peace, rest” from “to rest”） . Ori­
ginally such forms answered the same question as the dative-locative, e. 
g” ider-e now “in order to eat”一formerly “to the eating” or “toward the 
eating”： It should be remarked that this converb corresponds, from the 
point of view of meaning, to the dative-locative in -a of the nomen futurx 
in -qui, saxur*a=saruqui-a **111 order to sitw

(4 )  I. J. Schmidt, Grammatik der Mongolischen Sprache, St. Petersburg. 
1831, p.56.

( 5 )  A^eKcaHAP Bobpobhhkob, rpaMMaTHKa MoHrojibCKaro H3biKa, CaHKTneTep- 
6 y p r b .1835，p. 60.

(6  ) Ajieicceft Bobpobhhkob，rpaMMaTHKa M〇Hr〇jibCK〇_Ka^MbiuKaro 只3tiKa，Ka3aHi*. 
1849

(7 )  〔P. W.M.〕p.98 の 380•及び  658.
658• には次のようにある。

The same can be said of the converum praeparativum in The
latter was originally a genitive (suff.-«w) of a noun ending in -r  (cf. 
supra). Thus, amitan-t jobayulur-un kilince Utleddugsen amut^He committed 
sins by causing sufferings to living beings,w originally was **He committed 
sins of tormenting living beings. w It should be added, however, that the 
genitive served in Ancient Mongolian or in Common Altaic both as genitive 
and instrumental.

ポプべ教授のこの記述の大筋には異論はないが， 古代蒙古語でgenitiveが ins­
trumental にも 機能した との確実な例証を筆者は残念ながら知らない。

( 8 )  BHMAy IUhhhuisx yxaaHbi AicaAeMH，〇p*ujh uarHftH MoHroji X3；i 《現
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代モンゴル語文法》，y；iaaH6aaTap，1966.

( 9 )  Obiir MongGul-un yeke surGaGuli-yin Dumdadu ulus-un kele bicig udq*a 
jokiyal-un salburi-y in  mongGul kelen™ii tasuG, Odu iiy*e-yin mongGul kele, 
degedii deb ter， dooradu debter C現代モンゴル語，上 •下》呼和浩特，1%4.

( 1 0 )  註 （S) の書O P.162.参照

(11) Nasunbayar, Qaserdeni, Secen c〇Gtu, DawadaGwa, Tiirgen, Naranbatu, 
Or£in Cac-un MongGul k e l e 《現代モンゴル語》呼和浩特1982. p_3 2 7参照及び 

註 （9 ) の書のp.813参照
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付 録 再 考 す べ き 若 干 の 章 句 （一 )

筆者は1984年から]:989年 に か け て 『元朝秘史全釈（上 .中 .下 )』，『元朝秘 

史 全 釈 続 玫 （上 .中 .下 )』の全六巻を江湖に送り， 識者の批判を仰いだ。 そ 

の後，現在に到る数年の間に，秘史の若干の章句に関し，筆者自身，従来と異 

なる見解をもつに到った個所が生じている。 ここでは，その中の若干を述べて 

筆者自身の従来の見解との対比の上で考えて見たい。

( 一 ）

先ず最初に§ 254の次の語句を再考したい。

§254 (土 24五 〜 2 4八 ） 帖亦木察黑突(舌〉巧 古 薛 周 額 薛 迓 歩 罷 者

那般 時 离 思想着 不曽 行 了 也 者

teynnu caG-dur k iiseju  ese yabuba~Je
そのような 時 に 希んで いなかったのだ

古 £ 魯 助 扯 恢 突 S児 孛 勒 罷 者 不 € 魯 兀 楊 抽 額 薛 迓 歩 罷 不 助 キ 合 勒 都 中 灰 突 (舌)児

相 遇 時做了也者 躱 着 不 曽 行 了  斯 殺  時
k u ru lc e k iii-d iir  bolba-je, buru'udcu ese yabuba bulGalduqui-dur

到り合う時 に 起ったのだ。 逃げかくれはしなかった 争い合いの 時に

孛 勒 罷 者 阿 馬 $ 剌 - f 薛 迓 歩 羅 者 阿 剌 16都 * 灰 突 ぎ 児 声 © 羅 者 。

做了也者 相愛着 不曽 行了也者 斯 殺 時 做了也者
bolba~je, am araju ese yabuba^je alald u q u i-d u r bolba-je.
起ったのだ。 爱 してはいなかった〇だ， 设 し合う 時に 起ったのだ*

この文章は

teyim u caG -tur

!  kuseju ese yabuba-je  

' k iin ilc e k u i-d iir  bolba-je  

I  buru'udcu ese yabuba 

' bulGalduqui-dur bolba-je

付
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/ amaraju ese yabuba-je

、 aralduquトdur bolbaづe
上の如く ktt-，bu-，a- で頭韵をふんだニ行毎の韵文として読むべきことは 

確実であり，筆者は， この六行の韵文を®■全釈続玫（下)』の p. 279の総訳で

かかる 時 に （かのこと起れり）

望みあらざりしぞ（ボルテ妃は）

争い到り合う時に，起 り し ぞ （かのこ 

身を逃がれて行かざりしぞ，

闘い合う時に，起 り し ぞ （かのこと）

愛し行かざりしぞ，

殺し合う時に，起 り し ぞ （かのこと）。

上の様な訳文を与え，P. 2 9 7 の 註 （1 3 )で 

“（ボルテ妃は）希んでいなかった，

到り合う時に，（ある事件が）起ったのだ”

“（ボルテ妃は）逃げはしなかった，

争い合う時に， （あの事件が）起ったの だ ，，

“（ボルテ妃は）愛していなかった（他の男を)，

殺し合う時に，（ある事件が）起ったのだ”。

このように敷衍して述べている。 しかし， 今一度原文を熟視すると ， kttsejii 
ese yabuba, buru’Qdju ese yabuba， amaraju ese yabuba の三句 を 《 p  

みあらざりしぞ，希んではいなかった》，C身を逃がれて行かざりしぞ，逃げは 

しなかった》，（(愛し行かざりしぞ，愛してはいなかった》 と解することの他に 

も読み方があるとの考えに達したからである。

ldise}ii ese yabubajeを 《望みて， （かく）行かざりしぞ》即 ち 《望んで 

(も），（その通りには）行かなかったのだ》 と読んで， そ し て buru’OdJu ese



u u 付 録 275ya u a を C身を躱れて， （かく）行かざりき。 逃 げ て （も）， （そうは）行か

なかった》 と読み，amaraiueseyabuba_I e を 《愛して，（かく）行かざりし 

ぞ。愛 し て （も）， （そうは）行かなかったのだ》 と読むのである。

即 ち tey im ii £ a G - t u r  C力へる時に 》 — とは， この上文から知られるよう

^ • 天 職 転 の 麟 臟 の 時 に ”の意---すべて，意志に反して，ボルテ妃の

思つても見なかつたことが起ったという事実をココチョスはデョチ，チャァダ 

イの二人に向って心から諫めたのである。

このように，

kusejii ese yabuba~je 

kuriilcekiii-diir bolba-je 

buru’Udcu ese yabuba ( イ e) 

bulGalduqui-dur bolba-ie 

amaraju ese yabuba-je 

alalduqui-dur bolba~je

望みて，（かく）ゆかざりしぞ，

争い合う時に起りしぞ（かのこと）。 

操れて， （かく）ゆかざりしぞ，

闘い合う時に起りしぞ（かのこと）0 

愛して，（かく）ゆかざりしぞ，

殺し合う時に起りしぞ（かのこと）。

上の一文を読み改めたいと現在では考えてぃる。

(ニ）

§183 (六 4 5六 〜 46五 ） 王中罕突舌児 額 勒 臣 亦 列 牙 客 ] ^額耶禿周

人名 行 使臣 差 咱 麽 道  商 量 着

Ong qan-dur elcin ileye keyen eyetiijii
王 汗 に  使者を遣わそうと（云って） 相談し

沼兀舌里耶歹 tf■合里兀荅舌児兀中良中合歹察兀舌児中罕中豁牙舌里牙舌児

v _種 人 _名 n 人 名  両 ® 行 教

Jeu'Qriyedei Qali’M ar Uriyangqadai Ca* urqan qoyar-iyar
チ•ュウウリイ*氏の 力 y ウダル， ウリヤンカ氏の チャクルカン 二 人 を も っ て

鳴詁列周を列舌$ 中罕額赤格迭中合撒舌令兀格客延鳴詁列 ®坤客延

説 着  去 時  皇 帝 父  行 人 名 的  言 語 麽 道  説 您 麽 道

iigulejii ileriin qan ecige-de Qasar-un iige keyen ugiiledkiin keyen
話し 遗 わ す の に w汗 な る 父 に 「カ サ ル の 苜葉」 と云って 言え” と（云って）
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鳴詁列®論 阿中合® 中合舌剌周 キ合S剌阿亦訥 札ト+ 合罷 中孩亦周 
|___________|

説 兄 自 的 行 望 着 形 影  他的 不 見 了 格 着

iigiileriin aqa-yan qaraju qara'a inu jabqaba, qaiyiju
言 5のには 「兄を（自分の) 望見し 姿 を — その 失った， 探し尋ねて

* 合兀魯キ合 亦訥
嵆 瘦 作 中 ^ 5

_ 兀 班 額薛

道 路 他的 得 不能了 叫 着 声 自 的 行 不曽

qa’UluGa inu olun yadaba, qaiyilaju dau’U-ban ese
路跡を — • そ の 見つけ かねた， 叫び呼んで 声 を（自分の）

莎那思荅

被聴得了

sonosdaba,

聞かなかった，

豁 惕 中合舌喇周  

星毎 望 着

hod qaraju
星を 望見して

兀*児 邦 迭 (舌>列 禿 孛 勒 周 格 ト 帖 木
I________ I u ________ I I____ I i t

(ナシ） 枕頭有的 啟 着  臥 着

urbang deretii bolju gebtemii
草 木 の 根 の 枕 を も つ こ と に  なり 臥した

そ ^ ^ - 中 〒 ，赤m 児傭」 mmR mmm
我 妻 子 我的 皇帝 父 行 有 倚 仗 指 望

bi eme ko'un minu qan ecige-dur biii itegemji ere--yen
私は， 姿 子は — 我が 汗なる 父の 処 に い る ， ® じられる 男 を（自分の）

爷 魯阿坪 中 罕

1
妒赤格突， 斡揚キ忽 

| 1
必
1

客額g f 列蟑 作 客延

得 呵 皇帝 父 行 去 我 説 着 去 了 麽道

olu'asu qan ecige-aur odqu bi ke'eju ilebe keyen
得れば 汗なる 父の 処に 行きます 私は j と（云って） itわした と（云って;)

鳴 詁 列 ®坤 巴 撒 鳴 詁 列 ヰ 論 ……。

説 您 巴  説 ...... 。

iigrliledkiin basa ligiilerUn ...... .

言え，” 又 言うのに ...... 。

上 記 §183の 「客 延 鳴 詁 列 ®坤 」 は， その文脈から見て， ニ 語 上 の 「辑 s  

中忽必」の次に置かれねばならないことは， 夙に那珂通世博士によって実 行 さ 

れ て い た （服部四郎博士はこれについて，す で に 『H.G.K.』の p. 9 において

指摘された)。 筆者は那珂博士の， この改定の上に立った訳文「...我が妻子

は， 罕額赤格の処にあり。 信頼を望み得ぱ（明訳若差一 箇 可倚仗的人来呵)， 

罕額赤格の処に往かん，我」 と言へ」 と云ひて遺りぬ„ 又言はく……」（〔那 . 

実〕P. 215)を 見 逃 し て 「客延鳴詁列提坤」の位置をそ の ま ま 読んで， 誤訳 

を施した。 ここに， 〔那 .実 〕に従って「客延鳴話列堪坤」を 「轉惊中 忽 必 j
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の次に移して（(“……「汗なる父のもとに行かん我j と云え”とて遺わしぬ》と 

改訳することにしたい。

ホ ホ ♦ 本 木

次に，文中の eme k6’ fin minu qan e5ige-diir b t t i《わが妻子は汗のもと

にあり》に連らなる「亦帖兼只額舌列延斡魯阿速」についてである。

筆者は，この句を《信ある男を得れば》と解した（『全釈続玫（上）p.l 81)。 

これは「額舌列延」を傍訳の〈指望〉に依らず，総 訳 （上記の実録の明訳参照） 

に従って itegemji ere -y g nと解した上での訳解である。筆者はこの解と共に， 

もう一つの可能性をここに指摘したい。

それは「額舌列延」を傍訳に従って〈指望〉と解する訳解である。筆者は『全 

釈 続 玫 （上)』（p.1 8 3 )においても動詞語幹*ere-の存在は十分考慮できると 

記したが，動詞語幹 ere- は秘史巻:！;， 23葉，十行目の「額舌列周〈指望着〉 j  

の ere- に実証される（前著に於て，このere_ を見落したのは筆者の不注意で 

ある）。傍訳も〈指望〉であって，本節の「額舌列延」に対する〈指望〉と等し 

い。このereygnは ere- から作られた実詞と見て過りはない。問題は itegemji 

ereySn olu’asu  qan  e£ige-dtir odqu bi の itegem ji ereySn olu’asu  を如 

何に解するかである。

itegem】i は 《信頼， 信任》を意味する語で， 現代でも用いられる一般的な 

語で問題はないが，erey S nはその意を考えて見えばなるまい。

前述したように， ere- が用いられている§254 (：£23十 ）の 「額舌列周」を 

調べて見る。

§254 (：t 2 3九〜:£ 2 3十） 中 罕 額 赤 格 赤 訥 ド 兀 敦 朶 脱 舌 剌

皇帝 父親 你的 児f 毎的 离

qan ecige cinu k6 * tid-un dotora
汗なる 父 は —汝の 子 達 の  中で

赤 馬 荅 額 を 列 周 不 列 額 。

你行 指望着 有来

cimada ereju biiie’e.

汝に 望みを詫している*
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この文脈に見える ere- は 《嘱望する，期待する，望みを諸する》ほどの意 

と思われる。傍訳の〈指望〉も，これを支持する。文語の erem elje-， ハルハ 

方言の 3 も

〔内 •蒙 • 漢〕 e r e m e l ie k i i〔及〕期望，企望，渴望，指望，盼望，希望。

[U . M. X. ] 9pM9^39x 1 . xYcax 9sp3X, ropw^ox ： MaAHdad zapuH aBAaza
望む， 希望する， 期 待 する 牧民违 に 手 引きに

6〇M)X H3Z 3YUA 6UHUXUilZ OU 9pM3A330t€ 6aUHa 2. 3p9MU3X
な る 一 つ の も の を  害 く こ と を 私 は  希んで いる。 熟考する

語 幹 e r e - に接辞-m e l j e -が附されて作られた語であること確実である。

このように見れば，このerejii b iile ’g の e r e - が 《希みを託す，期待する》 

の意として用いられたと見ることは問題あるまい。この e r e - から作られた実 

詞 が e r e y ^ n < * e r e g g n である。

そこで，問題の iteg em ji erey € n  o lu ’a s u であるが，直訳すれば《信頼• 

期 待 （或 い は ‘願望’）を得るならば》となる。 ここで考えねばならないこと 

は “誰 が o lu ’a su ” なのかということである。換言すればo lu ’豆S U の主体は王 

汗なのかカサルなのかということである。王汗を主体と見れば，この文を“あ 

な た （即ち王汗）が 私 （即ちカサル）に対し” C信頼•期待を得るならば)） と 

読めないこともなかろう〇 又， olu’豆S U の主体をカサル自身と見れば《(私が 

あなたの）信頼•期待を得るならば》 と読むことが可能と思える。筆者は，こ 

の後者を選びたい。

というのは， この句 iteg em ji erey€n  o lu ’互s u を含む文は， カサルの言で 

あり， その前後には，一貫して， この発話の主体者として「必 〈我〉」が見ら 

れるからである。即ち hod qaraju  u rb an g  derettt bolju  geb tem ii bi，em e  

ko'Qn m in u  qan  e c ig e -d iir  bui, iteg em ji erey^n o lu ^ su  qan  ec ig e -d u r  

odqu b i key& i t ig m e d fc iinを見ると o lu ’豆s u の主体は「必」b i 《我》とな 

すべきであろう。iteg em ji erey§n  o lu ’S s u 《信頼•期待を得るならば（私が)》 

は別の表現をすれば，'“あなた（王汗）が私を信頼して下さるならば”とも見



られるから，意味の上からすれば，上の二つからの撰択は大きな問題ではない 

とも言えようか。

とまれ，こ の 「亦 帖 兼 只 額 舌 列 延 斡 魯 阿 速 」は F全 釈 続 玫 （上)』 P.183 

で示した見解とここに示した見解の二つの可能性があることをここに記して， 

そのいずれをとるかは， 更に考究さるべき問題として今後に委ねたいと考え 

る。

氺 氺  氺 氺 氺

以上，『元朝秘史全釈（上 •中 .下 )』及 び 『元朝秘史全釈続玫（上•中•下)』 

に開陳した数々の見解の中から，現時点において再考を試みたい事項のニ項に 

ついて言及した。 この他にも， まだ言及すべき章句が少なからず残っている 

が， それ等についても早い機会に， 何等かの形で言及したいものと思ってい 

る。

付 録 279
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検 索 上 の 注 意

1 収録諉について

『元朝秘史』に現れる語のうち，固有名詞を除いた，総ての語を収録した。

2 見出し語の配列順について

1•漢字そのものの順序ではなく，各漢字のローマ字転写の順で配列した。

2 .  各項目の並び順は次のようなアルファベット順である。 

a e i o o u u b c d g h j k l m n q G s t s t y

3 .  各項目の中での見出し語の並び順は次のようなアルファベット順である。

a b c d d z e g G h i j k l m n o o q r s s t u u y

4 .  各漠字音毎のア ル フ ァ ベ ッ ト 順なので，例えば「阿ト荅-」（ab^a- ) の方が「阿 

把j (aba) より前に置 か れ る 。 これは漠字「ト」 （b) が漢字「把」（ba) より前 

置されるからである。

5•漢字のローマ字転写の順で配列したので，漢字面では区別がなくても， ローマ 

字転写では区別して別々に扱っている。即ち，同じ漢字でも異なった場所に現れ 

ることがある。例えば「中合勒-」 （qal- ) は q © 項， 「中合勒」 （Gal) は G の項に 

見られる。〇と8, u とii, 稀 に a と e に関しても同様である。

6 .  「亦」「引」「因」は，それぞれ語頭でi，in，in, 母音の後でyi, yin, y i nとし， 

配列順もこれに従った。

7 .  「-温勒-」（-SI2-) く使役語尾〉，「完勒者」（5(n)l le ) 《吉祥》などの場合の「温」 

や 「完」は，それぞれa 2, 〇2 と読まれるものであるが， -a n 2-, on2の位置に置 

いた。

8•原本の誤写と思われるも のは， 正しいと思われる漢字に従って並べた。例えば 

「亦剌兀泥」 は 「赤剌兀泥j  (e ila，a n - i) (石を》の誤りと認めて5 の 

項に配列した。

9 . 同形のものは， 名詞， 動詞の順に配列した。 「脱列」（t3re) 《制度， 道訪》は



2 8 4 検索上の注意

「脱舌列-」（《ire- ) 《生れる》より前に置かれる。動詞の中では，命令形，語幹の

順に並べた。

1 0 .  動詞の語尾変化形は一項に集められているが受動形，使役形，対動形，相動形 

は見出し語にあげた。

1 1 .  漢字面で分割し得ない場合は， 見出し語に収めた。 例えば「亦純」（igun) は 

记 u- 《退く》の副動詞形であり， igu_n と分析すべき語であるが， 「純」は分割 

できないので，このまま見出し語に「亦純」をあげた。 又， 「兀速訥」（usumx) 

は u s u n 《水》の属格形でusun_u と分析すべきものであるが，「訥」は分割でき 

な い ©で 「兀速訥j のまま見出し語とした。

3 記号について

1•原 文 中 の 小 字 例 え ば 「ト」，「勘」，「俗」，「f i uなど一 を補う場合には（ ） 

で示す。例えば原文には「客帖」k e teとあるが，正しくはkebteである故「客（ト> 

帖」とする。等々

2•原文中の補助記号の小字 一 「舌」，「中」，「ロ」—— を補う場合にも（ ）を用い 

る。例えば「揑列」n e leは正しくはn e r eなので「揑(舌)列」とする。 忽舌児班 

h u rbanは正しくはGurbanと考えられるので「(中)忽児班」とする等々。

3•原文には哈罕 h a h a nとあるが，正しくはq a h s nと考えられるので《中》合罕とし， 

を用いて《中}合とする。

4•原文には中合舌児班qarbaiiとあるが，正しくはharbanと考えられる故，⑷合 

舌児班とし，C 》を用いて<ロ)合とする。

5 .  《》は原文の補助記号の肖議の際に用いる。 例 え ば （六 28六）「兀速g•納察」 

の 「舌」は明かに不必要なので「兀速偷 納察 j とする。この例は極めて稀。

6 .  《 》は又， 次の場合にも用いた。 動詞 ile_ 《遣わす》は 「亦列—」を以て表記 

されるのが正常であるが，屢々 「亦 舌 列 《来る》と誤記される。 こ の 様な場合 

「亦《舌》列-J と校して，ile- と読むべきものとした。 又，動詞 hiilde- C追いかけ 

る》は 「忽勒迭-」が正しいが， これも屢々「中忽勒迭_ j と誤記される。 こ の 場 

合にも「仲》忽勒迭つ と校してhiilde- と読むべきものとした。
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7. く〉は原文の小字の誤記を正すのに用いた，例えば，原文には「撒勒只兀勒」 と 

見 え る が を 正 し き も の と 認 め 「撒勒只兀〈慑 >」と校した。

8• く 〉は原文の小字ならざる文字の誤記を正すのに用いた。例 え ば （七 3 九） 

「撒勒帖J s a l teは s e l teの誤りなのでく薛〉勒帖と校した。

9 .  〔 〕は原文の漢字欠落に対する補足を示す。

10 .  ぐ•>>は参照を意味し，〔->〕は変更を意味する。訳文中の単なる！； 〕は補足 

説明。

4 ローマ字転写字について

1 .  原則として『全釈j 及 び 『全釈続玫j における転写の方針をそのまま用いたが， 

も 4, k，g，】，g の転写字を加えた。例えば与位格語尾-d u rは-突舌児， -都

舌児で表記されるのが正則であるが，-d u rであるべき場所に， -t u r を表記すべき 

-禿舌児， -途舌児， -圖舌児などが用いられることが間々見られる。 このように 

-dur (-突舌児など）であるべき場所に- tur (_充舌児など）が表われている場合 

には，それを-t u r と転写し，本来は-d u rであるべきことを示した。

2 .  漢 字 「古」は本来は蒙古語のg i iを示すべき文字であるが，秘史の原文では，こ 

の宇は又k i iをも表記するのにも用いられる。 従って「古」 のみは例外的にkii 

とg i iの二様の転写字が施される。

3•転写に際して，辞典の見出し語の転写字面では形態素の切れ目に「つを施し， 

それ以外の場所では， 曲用語尾と活用語記の前には「-」ハイフォンを施し， そ 

の他の助辞（及び複数接辞）の前には「-」を記した。

<注意》 巻一，巻ニでは卷三以後の「舌児」に対し，常 に 「児」のみで書かれる。そ 

の他，巻一，卷ニのみに見られる幾つかの特徴がある。それらの若干につ い て は ， 『全釈』 

及び『全釈続玫』において言及したが，将来，「文字論と音論j をまとめる際に一括して言 

及する所存である•
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a

*阿 - a- (有，往，存，活）ある，いる。

-阿 速 - ’ — 15八；八14五；九 2 —

-巴 -ba — 32五，七；ニ22ニ 

-罷 七 一 15十；七47—

-伯 者 bai-J e 十 1八

-揭中渾 -d q u n 七19九；九30五；主12七，27四 

-都 中 孩 ^4UGai ニ40四；三48九，49一 

-黑撒阿 舌 兒 -Gsa’a r 六35八；七43六 

-黑撒 慑 -Gsad四47三；七34三，43十；土44九；主14四，六 

-黑撒敦 ^ Gsad-u n 主43三

-黑三-G sa n三29六；五43九；七15十；八45三；主43ニ 

-只 埃 - l i’a i —  1 四；五22九 

-主 - 八 14六

- 周 イ u ニ15十， 35八；三18ニ； 四 6ニ；六11五；七33ニ；八28九；九23六；十10 

ニ，26— ; 土 29五，32五；主23五

-主兀 iu ’ii 一  1 三，六， 2 六， 5 — ，五， 6 五，19五，20四，35— ，44 一，三，46 

五，48— ; ニ 16風 19一，26七，29八，34八，35— ，36九，39五，九，48六， 

十；三18—，四，十，33九，34—，ニ；四40— , 41三，50六；五 9 七，11五，

29七，31八，39ニ，四；六 4 十， 6 五，11三，十，23三，六， 29五，42六， 

48九，49一，51四；七 6 三，16四，六，22九，23ニ  47八，49— ; 八 5 ニ，

36四；九42七；十18— ，20十，40— ； 土 15— ，20十， 22ニ，三， 33八；主31

十，44六

-主 兀 者 - K i H e 四17六；六25九，39九，十；八33六，37九，45三；エ15八，16七 

-主 為 - Ju’n j 四21九，35七，46九；六 2 七，3 — ，37三，48三；七 1六，26四，ハ， 

七；八 2 八；九19九

-主 為 者 四 47七:；九26ニ，三；主 8 八 

- 剌 埃 - la’a i ：t 8 六 

-魯阿-丨u’a — 26四
-木 -m u ニ46八，九；五4 四，五》40七；十24四，37八；エ45六；王33九 

-木者 - m u -J e七48五

-梅 - m ui ニ49十；五 4 一，40八；土27ニ，45六；主48八
-中忽-q u — 1〇ニ，44ニ；五30八；七33七；八4C ; 九 2 六，7 A ，22七，一

主57七

-中 忽 亘 -q u-y i ニ29—

-中 忽 訥 -qrni-u ニ42九；七11四，25三
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- 中忽牙 -quya〔+ q u i - a 〕 土21六 

- 中忽由 -q u y u〔->qui-G〕 ニ 15六，八；玄34七，49七 

突児 '*kui-dur〔—~qui-dur〕 [恢— 中灰]ニ 27 四 

- 中 灰 qui —23四；十27五 

-ヰ灰都舌里顔-q u |-d u r - iy ^ n —16三 

-中渾 - q u n 三49三，50五；七12四；九19六，七 

-舌 侖 - r u n —16七；八35五；芏 5 三 

-速 該 -suga又〔->suGai〕[該— 中孩] 一51八 

- 速中該 - s u c a j八34五；：i：9九

-塔 刺 - tala —  7五，10四，14六，15六，20三；ニ13五；六13五；十38四 

-秀中孩-tucai三2三2, 6三；四22八，43九；六53四；七19八，21六；九20四，21 

— ，36六，十，37 七，40ニ，46三；十 5 九，24六，26ニ；：1：48—

-突中孩-duGai十10—

-牙 - y Aニ12六；八14八 

-由 -y u 四50四

*阿《惕》都 - a.ldu- 相過）[a.Idu-，惕-►助，a- の対動形]

-中渾-q u nニ9 四

*阿勒都- a.ldu- (共過）[a- の対動形]

- 罷 -b a五37十

-黒三突舌児-Gsan-d u r五 9六 

*阿《黒》都- a .ldu- (有）[a .ldu-，黒 -►助，a_ の対動形]

-埃 - ’M 十4一

*阿黒荅- a，Gda-(被住）[a- の受動形] 

- 主 兀 者 - lu’iiづe 八17三 

*阿兀勒- a .，iU- (敎活）[a- の使役形]

- 罷 -b a 芏 55九

-中忽-q u七46六

*阿兀勒荅- a .’fl卜da- (教存）[a- の使役*受動形] 

-中忽 -q u 八13八

*阿兀魯- a . ’G丨•!!-(教存）[ a - の使役形]

_牙 -ya A d —
阿 ト ab (要，取，将）取 れ [ab- の命令形]七7三；八41六 

*阿 卜 -ab- (要，取，将）取る。

- 罷 -ba 五22六；土 16ニ D0 2 ナ. S  3 七，10四，
-抽 - £u - 8八，49五；ニ 16四，十，17七，41八；三24ニ；四 上 て ：十28十’

45九；八3 し 
九，43六；24 ニ， 

31四，

27六，32七； 

39ニ，34七；

六 28 ニ， 

土1三，

49六，七； 

四，2六，

七23ニ 

4 一，10七，

士  l S ，

八，11六
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-出 為 - 6u’U i：!：4 九
-恢 魯 阿 -kiii-luさ〔— q u H u’&〕[恢— ■中灰] 一36— ；ニ47ニ

- 中 忽 -q u ニ33六，九，34— ，ニ；八 7 六，31八；九 8 七；十21三；：！：15十

-中 忽 兀 -qu-’U ニ 33六

- 中 渾 -qun 土45ニ

-禿 中 孩 -t u c a i八37五；九21十，49一；十21ニ；主 7 九，11七，39六 

*阿（卜)- a(b) - (要，取，将）[同上]

- 抽 -£u — 33ニ，34五；ニ 1六，3 三，4 七，22— ，28四，39三；四10六，34四， 

43四

*阿卜荅- ab4 a- (被，要，得，捉，取）[ab- の受動形]

-阿 速 」S s u 五41五；七15十；八12ニ 

- 罷 _b a ニ 8 ニ，25六；三 1五 

- 中 忽 -q u 五34四；六30十；土45—

坤 -kun [―-qun，坤— 中坤]五49ニ 

-兀 澤 - ’a j a i七14九

*阿卜中合兀勒- ab_qa，’i i l - (教要） [ a b - の使役形]

- 罷 - b a 五18八 

-周 づ u 三39十，八 2 五 

*阿 ト 塔 -a b . t a - (被要） [ a b - の受動形]

-主 為 - 七 23—

- 剌 埃 - la’M ニ48九 

三17八

*阿不- a b * u - (要，将，将来）取る。

- 阿 惕 - 3 d — 20五，42三；ニ47四 （阿卜-);三 33— ；四 3 四，40三；五14ニ，32

九，十；六10— ，29八；七46九；八47九；十11一，13三，六，15三， 七；土 

16— ， 52五 

-阿 速 - S s u 七16五 

- 埃 t  3 四，45—

-埃 者 -’ぢづe 六28八；芏 11五

- 罷 -b a ニ 7 九，49一；四10七；七43五；十21十；土16十 

-揭中渾 -d q u n 七 3 ニ，三；九25九，十；芏 6 ニ， 8 三 

-黒 赤 -G6i 七 4 四 

- 黒 臣 -G6i n 七35六

-黒 三 - Gsan —  6 七，24六；三27十，28三，37八

-黒 撒 的 - Gsad-i 五18八

- 剌 阿 - 〗a’a ニ 9 四；七44五；：1：17—

- 剌 埃 - la’a i 四U 五

- 舌 剌 -r a ニ 1 四；三20六；五 2 九， 4 一；六44四；七14七
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- 舌 侖 -r u n 七 1七

-牙 - } ^ 四 34三；五 2 四，41五；七14ニ

阿 奔 a b t n  (要）[ab*u- の同時接合副動詞形]五3 ニ，20八；六53四； 九21— ；：!: 

3 — ，36十，50ニ

*阿 不 勒 察 -ab_u *l£a- (相要）[abu- の相動形]

- 罷 -ba — 15— ；七 4 三 

-周 - l u 四16四 

- 牙 五 37八

阿（卜）鄰 abulin (自娶的）最初の（夫婦について）。一25七，28五 

阿卜赤舌剌 ab^ra (将来）[ab£ira-の命令形]三21四；五49五 

*阿ト赤舌剌- ab£ira- (将来）つれて来る，もって来る。

- 罷 -ba — 38四；ニ39 十；五23 八；六49五；；1：51ニ 

■•罷者-baづe 八36三 

- 惕 -d 四40五；七 9 十 

者 - d-J e 六17四 

-惕中渾 -d q u n 七 9 ニ
- 周 - lu  —10— ， 43 八； ニ 17五 ， 39ニ ； 三 20 三 ， 24 ニ ， 43 五 ； 四 17四 ， 23 

五 ， 40六 ； 五  4 一 ； 六 36六 ； 七  29六 ； ；i lO —, 15十，16六，51—

- 主 兀 -iu’f i 八12九 

-黒 三 -Gsan — 38五 

-黒三突児- Gsan-dur —  40九 

- 舌 侖 -r u n 三 1 八 

-速 中 孩 -su ca i 土47四 

- 塔 剌 -t a l a 八 9 九 

-牙 - 0 三 2 七；七11七，12五 

*阿ト赤舌剌兀勒- ab eira.’ai- (教将来）[ab£ira- の使役形]

-周 - ! u 七 9 四，12— ，44 三；十41ニ 

- 中 忽 -q u 主56六

阿ト里中合 abliqa (受賜）ほうび。六53三；九21— ，十 

阿 把 aba (囲狩）巻がり。七 15三，18ニ 

■■苔察-d a S a八 8 七 

*阿 把 勒 都 -a b a .I d u -(相搏） くみあう。

-周 -;fu 土 23 三 

- 舌 侖 -r u n 四 8 九

*阿把勒都兀勒- a b a .ld u .’i i l - (教厮搏） [ a b a ld u -の使役形]

- 罷 -b a 四27四

*阿把勒都兀魯- a b a .W u .i ih u -(教斯搏）[同 上]

- 牙 -y a 四26十
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*阿把剌- aba‘la- (打囲）狩をする。

- 阿 惕 巨 d 三25三

-阿 速 - ’a s u 三43六；九25十；主 1六，11ー

-巴 速 - b t s u 八 8 六 

-惕中渾 - d q u n 八 8 四，六 

-周 - iu 七15—

-恢突舌児- kui~d u r〔+ qui-dur〕[恢-»•中恢]十 fi —
- 中 忽 -q u 七10九 

-中灰突児- qui-d u r 主40三 

-舌 命 -r u n 五37三 

- 牙 - 五37四

阿 把 闌 a b a . i a . i l(打囲） [ a b a . l a -の同時接合副動詞形]六18九；十 7 四 

阿把剌勒敦 aba ， la •丨du_n (共囲撖 ） [a b a * la .ld u -の同時接合副動詞形]十6 ニ 

阿 巴中合 abaqa (叔叔）叔父。六24ニ；十 24三 

-苔 察 - d a £ a 六24八 

-因 - y i n 主28十，30八，56五 

-魯阿班-丨u ’5 -b i in五 9 九 

- 余 安 - yu’Sn — 7 七 

*阿巴舌里 -a b a r i - (登）登る0 

-惕中渾 - d q u n 七39ニ 

周 - >  七37三

阿巴舌鄰 a b a d .n  (登） [ a b a r i -の同時接合副動詞形]七3 6 - ,  37三，39ヨ，42六 

*阿巴舌里兀魯- a b a r i .’G I .u - (教爬） [ a b a r i -の使役龄 ]

• •牙- y a 芏 32ニ，四

阿 必 傷 abid (肚臓）小肋骨；直騰。一 8 四 

*阿必堪剌- abid.la- (卜）占う。

-阿 速 - ’a s u 芏 21八，十，22五 

*阿不舌剌- abura- (救）救う。

- 阿 惕 五 34五；六31ニ 

- 罷 -ba ニ49 一 

-黒 三 - G sa n三16七； 九14九
-周 - J u 三 1 六， 2 五 ； 五 13八，33九，34五，七，九，35三；六24九，25— , 

四，31三，五 

- 主 兀 -Ju’u 五35九 

- 主 為 - ニ 23四 

_ 木 者 - mu-Je ニ 22 三 

-中 忽 訥 -qun-u ニ12五 

- 中 渾 -q u n ニ 8 六
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-宪 中 孩 -tu G a i四46四 

-牙 - y a 三 5 五，七；五 4 九

阿 不 舌 闌 abura*n (報）[abura- の同時接合副動詞形] 一33八； ニ 9 十，妨十.

阿 不 舌 里 aburi (徳）性格；徳 性 五 36四，40七；十43九，44—

- 顔 -y如十 44八；エ45八

阿不舌里秃 aburbtu (性児有的）性格をもつ。一27五•，五13— ；十25十 

阿 備 abui (ナシ）[未 詳 （まじない言葉？）]。六16八 

阿察 a£a (将来）[aSa- の命令形]もってこい。三38五 

*阿 察 阿 剌 -a5a *’H*la- (駄駄）積荷する。

-周 - l u 六 2 九 

»阿赤- a古-(駄）稹む。

-阿 速 -’5su 土28九

_周 -;[u —  9 一；ニ28三；十 8 八；：1：7 ニ；主23 四，56ニ 

阿赤阿 a£i .’目（駄駄）積荷，荷物。六12七 

-班 - b a n 六12六；：1：7 三 

- 納 m  -a 主27三

阿 赤 阿 壇 ( 默 駄 有 的 ）荷物を稹んだ。主 7 七 

阿 赤 阿 禿 a£i .’心tu (駄駄有的）同上。六 1狀 ；芏 4 九， 5 九 

阿 赤 敦 aSi.d .u n (貼班的）[a £ id の属格]親衛隊の。主43—

阿 惕 中 渾 adqu.n (掌着）[adqu- “つかむ” の同時接合副動詞形] 一43六 

*阿荅剌- ada-la-(作崇）たたる，仇をする。

-梅 - m u i主21六，九，22四

阿 荅 里 adali (相似）同じ，似ている。一19四；五24— ；七48九，十； 一5$ 一 

*阿荅里揭中合-a d a l i .d .q a -(教比方） [ a d a l id -の使役形]比べる；同一*■一 r  ° 
-秃 中 孩 -tu G a i八15八

*阿荅舌児苔-adar4a-(ナシ）[adar-の受動形]中傷される。

-阿 速 -’&s u 五37八

河苔児舌合中泥adar.Qa n d (ナシ）[adar q a n の対格]五37八 

阿荅舌児中罕adar-qan (ナシ）中傷，おどし0 

-突舌児- d u r 六22六

*阿茶舌児塔-adar.ta-(ナシ）[adar-の受動形]中傷される。

-阿 速 -’5s u 六22六 一

阿荅舌魯黑赤 adaru-G£i (間諜）[adaru- (策を弄する）+ - G£i]。一2 

阿 都 赤 adfi A  (放馬的）馬を牧養する人。

- 荅 安 - da’如 五 49四

*阿都剌- adiWa-(牧養）馬を牧養する。〈―adu’ii*la_>
-禿 中 孩 - t u c a i三47ニ



阿 都 剌 兀 侖 adii*la，’iil，u_n (教牧放）[adii.la- の使役形の同時接合副動詞形]五14一

阿 都 孫 a d t s u n  (頭ロ）馬畜類。一14十
阿 都 兀 adu’G (馬羣）馬，馬群。三47ニ；四11三；六28—

-班 - b a n 四 2 九， 3 四；五46九；八21十，35八 

阿 都 兀 赤 adu’i i_6i (放馬的）牧馬者。五48六，八

阿 都 兀 臣 adu’adin (放馬的）[adu’t c i の複数形]三 3 0— ，七；九26三；十 9十 

*阿都兀剌- adu’Ula-(牧放）馬を牧養する。

-阿 惕 -，さd 主47十 

- 罷 -ba 三46—

-周 - i u ニ45七，八，十

阿 都 兀 閱 adu’a l.a .n  (牧放）[adu’i i.la- の同時接合副動詞形]六2 ニ 

阿都兀剌兀勒孫 adu’iiM aAいsun (教放牧的）牧 馬 人 （複数酿 )。六 1十 

阿 都 兀 訥 安 adu’a n _u_an (羣自的行）[adu’n n の再帰属格形]四3 —

阿 都 兀 孫 adu’a ’sun (頭ロ）家畜，人以外の動物。主21七
阿 都 温 a d u l n  (馬羣）馬，馬群。一23三；四 2 七，八，48— ；五18七，32八，46八； 

六29十；七16六

阿只舌児中合aBrGa (児馬）仔馬。四31三 

*阿只舌剌- a】ira- (因去）帰る，去る。

- 罷 -ba ニ49 三
-罷 田 - b a te n [ + b a トU，田— 由 ]ニ 49九
- 中 忽 -q u 五30八 

阿 勒 a l (大紅）赤い。十12七 

*阿®ir a丨- ( 失）失う。

-中 渾 -qun 土33五
阿 勒 荅 alda (度）両手を拡げた長さ，尋。七37七，38七，八 

*阿勒荅- a l d a - (堕，失，脱）なくなる，失なわれる。

-阿 惕 」豆d 十27八，36四，40ニ 

-阿 速 -’5s u 九 6 五，17六；主23七 

- 罷 -b a ニ18五，20四；十37八 

- 罷 者 - baづe 八43三 

黒 三 -G sa nニ18五；九15八 

-周 イ 11三 44四；八10五 

-主 為 - 〗u’m 九14三 

-中忽余兀 -quyu’u [-qui-u，ii] ：t 31九 

- 宪 中孩ィ uca! 八29九，38四；九17六 

阿 ©荅 兀 勒 a ld a .’m (教罰）[alda.’ai- の命令形]。八30九 

*阿勒荅兀勒 alda • Mil- (教脱）なくす，失なう；罰する。

- 周 - 四 42五
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*阿勒荅兀助荅- alda*’m *da- (可罰）罰せられる。[alda’m-の受動形]

- 中 渾 -q u n 八30九

阿勒荅勒 alda.l(罰）罰。九 6五，17五
-突舌児 - dur八29八，38四；九24八

1阿勒荅勒壇alda小 tan (前有的）罪ある者。八31六；九3 4四，42十，43ニ；十 7ニ；玉 

45五，54四，五

何 勒 答 児 aldar (声）名声，有声。一 4 十；十12六；土 8 五

柯 勒 斤 赤 algin七 （頭哨）斥候。一22六，八；三4311;六36四；主26ニ，31十
*阿助斤赤剌- algin-6i_la-(頭哨敬）斥候にする。斥候を放つ。

-周 - 六 46九；七22七，32五；八44六 

*阿勒斤赤剌兀勒- a lg in d i’laA I- (教頭啃 ）斥候にさせる。

-周-了 u 六50九

■阿勒斤臣a lg in4 i*n (哨望的）斥 候 （複数形)。主55八 

*阿 勒 札 -a« a- (艱難）苦心する，艱難する； とどこおる•

-阿 惧 -’記 六 14三，33九 

- 中 忽 -Q U西 9 七；芏 20—

-兀 斎 -’幻M 六17六

*阿勒札黒荅-a lia.Gda- (艱難）[a« a- の受動形]

-舌 侖 -run主21三
阿勒只阿思 alii’ts (差）過失，心配。八19一，29— ；主56六，七，57—
*阿 勒只牙 -aljiya- (離了）はなれる，はなす。

-中忽牙察- quya5a [->qui-a£a] 四 41五 

*阿勒中合撒-alGasa- (懈怠）はなれる；心が乱れる。

-兀 澤 - ’M ai 土45八，46九

*阿勒中合撒勒都-alGasa.ldu- (分離）[alqasa-の対動形]

-中 渾 -qun八 9六

阿勒中合撒兀勒alcasa.’m (教分了） [alqasa-の使役形の命令形]六40七 

阿 勒 壇 alta.ii(金）金。三27十，28三；四17ニ，2 2七，九；三48六，49ニ，50六；七 2 
七，八， 7—，三；八28九；十 7 四， 12七，13ニ， 四；土 5三， 6四，15 
一，20三，35三，36三，47ニ；S  4 十，9 八，九，14四，21七• 26— ，十， 

29三
阿勒塔塔宜 alta.tayi [altatai-i](金有的行）金のついてるものを。七 6五 

阿 勒 塔 台 alta.tai (金有的）金をもてる（もの）。土15五，16五；芏 26—
阿 勒 塔 壇 alta.tan (金有的）同上。（複数形）主26十 

阿 剌 ala (腿叉）腿のつけ根。

突舌 児 - dur八28八 

*阿剌- ala- (殺）ころす。

- 阿 惕 -’a d 四 3 四
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-阿 速 - ’a s u 五 2 十， 3 — ；七 3 三；九15ニ 

■■埃-’私 五 3 七， 5 —

-罷 _ba 四15ニ 

- 罷 者 - b a -J e六23九 

-黑 赤 - GSi六24ニ 

-黒撒阿舌児 - Gsa’a r七 3三；九25十 

-黒撒你顔-GsanMyan四50三，五 

-黒三- Gsan四15八；：!：28九
-周 - ; fu — 8 四， 1 6八；ニ2 7  四；四1 4三；五 4 七，19八，27五  ̂ 41 一， 50一；七

35六；八12四，六，15七；九14四 

- 主 兀 -lu ’U 七 5 八

-主 為 - lu ’U i四15三，18五，46九；九14八；十18五，六

-中 忽 - q u 五 3 八

-中 忽 古 -qu-g ti〔+ kti〕五 3 —

- 中 忽 因 -qu-y i n 五 9 九 

-牙 -y5 四42三

阿 闌 a la-i i (殺）[ala- の同時接合副動詞形]五3 六 

_阿剌勒都 -al^ ldu- (相殺）[a丨a- の対動形] 

i  -k tii〔一Kiuj〕[恢-►中灰]七28七 

-中 灰 - q u i七34— ；八15ニ，45八 

-中灰突舌児-qui-dur 土 24八 

*阿剌黒荅- a la'Gda- (被殺）[ala- の受動龄 ]

- 罷 -b a 四 3 八 

- 魯 阿 - lu’a 九21九 

-周-了u 七42 六；士20 ニ 

-中忽古 qu-g ii〔— -kU〕五 3 —

- 舌 侖 -r u n 四46三；五11ニ；六23十；九12七 

阿 剌兀勒 a la.’i i l (教殺）[a la-’fll-の命令形]八20四 

*阿剌兀勒- ala ノ以-(教殺）[ala- の使役形]

- 中 忽 -q u 六51七

•阿剌兀魯- a la，’t il*11- (教殺）[ala- の使役形]

-舌 侖 -r u n 八20三

阿剌出中合 ala6uc*a (帳房行）[alaSuGの与位格形]帳房に。三3〇ニ，八 

阿 剌 黒 alaG (花）まだらの，ぶちの。ニ44六，46三；五13五 

*阿剌黑赤剌- a la c_5ila- (偏向）依古ひいきする；まだらにする。

- 罷 -b a 主32八

阿剌黑赤兀® a laG a.’iid (花色） [alaGa 〇複数形]斑〇。三45七；六 3 七 

阿 剌 沙 思 alaias (淮馬）去 勢 馬 （テュルク語）（？）〇 ^ 2 6 —



阿 剌 兀 納 ala’iin -a (門後行）[ala’fln ‘戸口の傍’の与位格形]五39— ，四 

阿 剌 閎 納 ala’fin.a 們後行）[ala’S n の与位格形]九13ニ _

阿郎吉舌児 alanggir (木做的（弓））シ ベ リ ヤ .か ら ま つ の 木で作った弓。三26六 

阿 里 ali (那箇）どれ。八37九；士 47四；* 24九 

阿魯児中孩 alurqai (掃道）（草©上の）ふみあと道。

-巴 舌 児 -b a r ニ26五，28九，47五

阿 魯 思 alus (越過）かけはなれて。四29— ；七38三；八 8 三；十44八 

阿 魯 昔 alus-i (隔越）[a l u s の対格形]八19一 

阿馬 am a_ (ロ）ロ。五49ニ

-阿舌 児 -’a r 四39三，43五；五37七，八；六22三，六，八；七42五；八15七；九25 

四；：t 28九

-阿舌里顔-’ar-i y S n 六13十；九16七 

-阿 舌 魯 -’ar-n 六22五 

-安 - ’an ニ19 七 ； 四 39—

-訥 .n-u ニ10— ；六13八；九16十 

阿 馬 究 am a.tu (ロ有的）ロのある。五43三

阿馬阿舌刺鄰 am aSraiin [ama’Sraii- ‘親しむ’の同時接合副動詞形]五37十 

*阿馬舌剌- amara- (相愛）愛する。

-周 - lu 土 24 七 

-牙 - 忭 三 27八

*阿馬舌剌勒都 -am ara.ldu- (相親愛）親しみ合う。[amara- の対動形]

- 周 -J u 三28七，29六 

-中 灰 - q u i三27七 

-舌 金 -r u n 三29五 

-牙 -y豆三26—

阿馬舌剌黒 amara*G (親厚）親しい。五38七2 

阿馬撒舌児 am a.sar (ロ子）入口。ニ16— ； 土12—

阿馬撒舌剌 am a.sa r .a (ロ子行）[a m a s a rの与位格形]ニ15七，八， 24八；四20ニ； 

五32八；六29九，50十；：i ：12八 

阿馬撒舌里 am a.sa r .i (ロ子行）[a m a s a rの対格]土12六 

-牙 舌 児 - [a m a sa rの造格形]1：12三

阿 蛮 am a.n (ロ） ロ。 ニ25七；三44四；四25八，49四，50七； 五40七 ； 六53— ；八10 

五，21三，43三；九20九；芏 21三，31八，32五 

-突 舌 児 -d u r 八28十

阿蛮你舌里兀 arna.n n iri’a (鎖子骨）あご骨。 〈 ->aman niru，ti> 四49四 

阿蛮你舌魯兀 am a.n niru’ii (鎖子骨）同上。四50七

*奄都舌里(黑)荅- am duri.Gda- (被荒忙）[amduri- ‘あわてる；憂える’の受身形] 

- 舌 侖 -r u n 四38九
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*奄都舌里黒苔^ amduri.Gda- (同上）同上。

-侖[―舌侖]一1u n〔—ru n〕四41四
奄 秃 舌鄰 am turi.n (荒忙） [ a m d u r i-の同時接合副動詞形] 四43六 

阿米 ami (命）命。四22十；六16五 

- 安 - I n  六26—

-納 .n-a 三19五

-你顔 . n - iy § n ニ50七，八，十；三18七，19四 

-泥顔 .11-1011 —  35 九 

- 訥 . n - u 三27七；六52四
-顔 - ： 六23十，24三，51七；八 45九；九20九；十43七；エ39五 

阿 米 臣 am i.ein  (管米的）食糧係。〈—a m u J in〉芏 53六 

阿 米 都 amトdu (命有的）生きてる。ニ11七；六40五 

阿 米 堆 am i.du i (活）生きている。七15九 

阿 米 壇 am i.tan  (生霊）生きもの，動物。

-突 舌 児 d u r  土20十

阿 米 禿 am i.tu  (性命有的）生命のある。ニ23八；七23七，24七 

- 荅 -d a 十27六
阿 民 amトn (性命）命。一35七，八；三27六；四43三 *五 ，八；五 3 六， 4 九，十2;

六52ニ；七 3 五，31三；八22四；九41九，17— ；十 7 四；主11ニ，14四
-突舌児 - d u r 八21四，七；九15三，九，16三，17三 

-都舌里顔 -dur-i y a n 四 283 

- 你 顔 - n i y a n 四43六 

-圇 舌 児 -tu r —  35六

阿木撒阿舌里am sa’ari (可懼）恐ろしい（？）。七37ニ 

*阿 木 - a m u - (安，歇息）休む。

-周 - 四40七 

■■木者-m u d e 八20ニ 

- 中 忽 - q u 九 2 四 

- 速 中 孩 -su G a i五36六 

- 由 - y u 九 9 十

*阿木兀勒- am u .’f i l - (教安）休ませる。[am u-の使役形]

- 罷 -ba  三48九，49一 

-周 - i u 四 1 九

*阿木兀魯- amu_’m _ u - (教安）仝上。

-黒三 _ G san十 1 九

阿 木 臣 a m u iin  (管米的）食糧係。<— am i*£in> 主48四 

阿木中忽郎 am u-Gu-lang (安寧）平 和 （な)，安 ら か （な)。主52八 

*阿木舌児里-a m i w l i- (息，安寧）休息する。



298元朝秘史蒙古語辞典

- 罷 -ba 五26—

- 罷者 - ba-】e 五26— ，十24九

*阿木舌児里兀勒- amu.r .l卜，fiト （安寧）[amu.r .li- の使役形]

-周 - ] u 十30三

*阿木舌児里兀勒荅- amu.r .li.’Ql.da- (教寧息）[a m u T H l - の受動形]

-周- : f u 主35九
阿木舌児里兀侖amu.r .li.，⑴.u.n (寧息）[amurli’ai- の同時接合副動詞形]十30十 

阿納埃 ana’M (又是也）又も，又々。

- 因 - y in 七27八

*阿 納 - ana- (痊可）（病気が）治る。

-埃 - ’封六 18十 

-禿中孩- tu c a i主11ニ

阿 泥 an.i (他毎行）[*a n の対格]彼等を。ニ21八；四37— ；六 9 九，17一 ；七27ニ； 

It：1七，38十，39—

阿 訥 an.u (他的）[*a n の属格]彼等の。 一11四，14六， 19七，47十；ニ49一；三21 

七，22十，23— 2,三 ，46八；四20ニ，九2, 22五，39十；五 1五， 16ニ2， 

18ニ，19三，39三；六20四，28ニ2，52八；七 2 七，九，12— 2，四，14ニ， 

16四，五，六，七，八，23十，24三，27六，32— 2，九；八4六2， 13十； 

九47五，九2; 十18四；土 6 八，13七，18九，45— ；盂 3 ニ， 8 四，五，21 

一，26ニ，30ニ，38ニ，47— ，ニ，不明1 

*阿黒荅剌- acda.la- (騎）馬にのる，馬のりになる。< ^ aGtala->
-周 - 四 27九

*阿黒撒 -acsa- (帯）帯びる（矢筒などを)，つける。

- 罷 -ba 三45— 2,ニ  

-周 - 三 46七

-中忽牙-quya〔+ qui-a〕 九37五；主42十 

阿黒 塔 acta (騸馬）去勢馬。三43四，46十；四8 五

阿黒騸 acta (騎馬）同上。ニ30— ；六36六；七6 四，招四；八7十；九20ニ，33山 

48十；土 5 七，45五；主23— ，39五，47七 

- 宜 -i 十16七

-因 - y in 六49三；七29ニ；土26十 

阿黒騸赤 aG taii (管馬的）馬の管理者。七6 ニ，四， 7三，五，20六 

- 荅安 - da’S n 七6三 

- 宜 -y i七 7九

阿黑塔臣 aGta j i n  (籠馬人）同上。（複数形）三46十 

*阿黑塔剌- aGta.la- (騎）馬にのる，馬のりになる。く-**aG4ala->
-周 イ u 五 3三

阿黑塔蘭 acta_la*n (騎）[aqta_la- の同時接合副動詞形]五2 七
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阿 黑 騸 思 aGta.s (賴馬毎）去勢馬。五50七；六 1 十，21ニ，42三；七15五，七2, 23ニ， 

24—，26五，27—，五，六；十15ニ；主 9 十，53十 

-凭舌里顔- tu r-i y a n 七20八

阿黒 锡 撒寒 aGta*s *a6a (編馬毎行） [aG tasの奪格形]十8 八 

阿黑榻昔牙舌児aGta*s*iySr (驢馬母教） [aG tasの造格形]十15八 

阿黒驛昔牙舌里顔aGta.s .iy^ r.iySn ( _ 馬自的行）[aG tas.iySrの再帰造格形]八19六 

阿黑賴昔顔 aGta.s.iySn (願馬毎自的行） [aG tasの再帰対名]六2 — ，四，八，11六； 

七23六，24ニ

阿黑賴思宪 aGta.s .tu  ( _ 馬有）去勢馬に乗った。一 2 八

阿黒蹋壇 acta .tan (顧馬等）去勢馬など。ニ 9六，27八，29三，30三，六；八35—
阿黒騸塔泥 ac ta .tan .i ( _ 馬等行）[a q ta ta n の対格形]ニ28四，八，29— ，30九；八 

36— ■
阿中 合 acja (兄）兄。一 7 五，六，11一， 18七，20八，九2，十，21ニ，四，22— ，28 

三，37— ，三；ニ 1三， 5 五， 8 ニ，五， 9 九，12 0，19一， 六，36十； 

三 7 六， 8 八，34四，十，45ニ；四 9 六，八2, 25四，六，28七；五13— ，

ニ，31— ，36六；六 23 七；九 4 六，8 九，9 一，ニ，22— ，ニ，：£1，23ニ2; 

十16ニ，五，22十；土22三，28六，29— ；主14三，七，17六，七2，20— ， 

23八，24八，31八，九，32十，36ニ，43九，47六，48— ，49八，十，50ニ，

51十，57五，七 

- 阿 察 - aを 芏 17五 

- 班 -ban ニ14一 

- 察 - £ a 芏 49九 

-答 - da 芏  32 九，53—
■■答安-da’an 五11一 

-突舌児 - d u r 主15四，19五，53—

-都舌里顔- d u r - iy a n 三34六 

-顔 - 六 45九；主23六
- 宜 -y i 五41一；芏 17ニ，三，五，18五，19八，23—
-因 - y i n 九19九；主18四，23四 

-余 安 - y u l n  —20八，34八；六45ニ；土32四；主23十 

*阿中合剌- aq a.la- (為長）長上者として振舞う，指導する。

- 罷 - b a 九43八
-周 - 〗u 三49三；七19八；九 2 五，36六，九，37ニ，三，四，五，六，七；主 

43九
-宪 中 孩 - t u c a i 芏 16六，七

*阿中合剌黒答-aqa-la .GtJa- (被為長） [aqa♦丨a- の受動形]

- 罷 - b a 九43四；主45七，十
阿中合納舌児aqa.nar (兄母）兄達。一 14九，22ニ，五，23三；ニ 8 三， 13七，44四，



46十；三33八，十，34三，35— ；主22十，52— ，ニ
阿中合中罕 aqa.qan (長些）より目上の（者)。主29五 

阿(舌>藍 aram  (車底）羊囲い。三45八 

*阿舌児巴-a r b a - (呪）呪う。

-後中渾-d q u n主24四 

*阿舌児必剌- arbila- (擄要）とりこにする。

- 罷 -b a 三23三 

-周 -知 三 2 4八，27十，28三 

阿 舌 児 寶 arbin (寛広）広大な，多量の。八巧十；主17八 

阿 舌 児 察 ar5a (栢木）かしわの木，桧。三邡九 

*阿舌児赤 -a d i- (拭）拭く。

- 阿 惕 砧 十 38ニ
阿 舌 児 臣 ar£i ， n (抹）[ar£i-の同時接合副動詞形]：i 46三 

阿 児 中 合 area (計策）方法，手段。

-巴舌児- M r 八45五
阿児中合察 a r c a d a  (論来〉手段を講じて；はかって。ニ 3 ニ；五41四；土35十 

*阿舌児中合剌- a r c a . l a - (使見識）なんとかする，手段を講ずる。

-周 - Ju 十 40—

阿舌児中合思arGa.s (計量）[areaの複数形]六 4 2—

阿児中合丹 area .tan (使智量）智恵のある（者)。〔複数形〕四28三；八33七 

阿児中合禿 a rc a .tu  (才有）智恵のある。

-因 - yin ニ18 九

阿舌児中含只 arcam li (縻提）紐，辑 。

-顔 -yさn ：t：20三，35三 

阿 児 思 闌 arslan (獅子）獅子。ニ11六 

阿舌齧阿禿 ara’t t u  (大牙有的）奥歯•牙のある。五37七 

阿舌剌阿禿 ara’t t u  (大牙有的）同上。六22五

阿舌剌勒真 a ra lji .n  (相換）[ a r a l f  ‘交換する，の同時接合副動詞形]五38九 

阿 舌 剌 剌 aral_a (島行） [ a r a lの与位格形]川中島。三 6 —

阿 舌 剌 速 a ra .su  (皮子）皮膚，皮。<->arasun>
-巴舌児 - b a r 三 8 三 

阿 舌 剌 孫 a ra .s u .n  (皮子）同上。一 8 八 

你 牙 舌 児 - 三 7 八 

阿 舌 闌 aran  (僅得）殆ど，辛うじて。ニ37—
*阿舌闌軌R -  a r a ( n ) l j i - (相換）交換する。

-周 - J u 三26九
阿 舌 里 赤 ari£i (救護）救護の。三27七 

*阿舌里勒- a r i l - (浄）清まる，清澄になる。
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- 周 - ]u 十12四
*阿舌里勒中合- aril.Ga-(教浄）清める。

- 周 - 〗 u  土26九
*阿舌里牙- a r i y a - (猶予）ためらう，疑う。

- 中 忽 - q u 四28三
阿舌里牙勒ariya.l(疑）疑い。ためらい。五50九；六42四 

*阿舌鄰勒- ari(n)l-(浄）清まる。

- 周 - i u 十12五
阿 舌 魯 a ru  (背）後，奥。一37六；七29ニ 

*阿思中合- a s G a - (吐）吐く，撒く，流す。

- 阿 惕 - ’纪 四 39四，41六 

- 阿 速 - I s u 四41三 

- 黒 三 - G sa n四41一 

- 中 忽 宜 - q u - y i四41六 

-牙 - yS■七27六
*阿撒黒- asaG-(問）尋ねる。く- >asaGu->

- 罷 - b a 六 5 三；七33五，37六；土16六 

- 巴 速 - b a s u 四46—
-抽 - 6 u 七47ニ；芏 49十
- 出 兀 六 3 ニ，三；七33ニ，35—，四，36四 

-主 兀 五 20—
- 中 忽 - q u —18三；芏 39四 

- 速 -su  三31—
-塔 剌 - t a l a 七47九 

-禿 中 孩 t u c a i九47四，48六；主39—
*阿撒黒荅- asaG.da-(被問）[asaG-の受動形] く—asac.ta-〉

-舌 侖 - r u n 七48ニ
*阿撒黒塔- a s a c . t a - (被問） [a sa G -の受動形] <—asac.da-〉

- 周 -】u 芏 22—
*阿撒中忽- asaGu-(問）尋ねる。

- 阿 速 - ’Ssu — 9 四；四34四；六 5 四；七48—
- 黒 三 - G sa n九48八 

-舌 侖 - r u n 七37四，39四
阿撒中渾 asaGu.n (問）[asaGu-の同時接合副動詞形]七47ニ；十29— 
*阿撒温勒察- asa’a(n)*l£a-(相問）尋ね合う。[asa’n - の相動形]

- 中 忽 -qu  —"18四
*阿撒舌剌- a s a r a - (収拾）世話する，持上げる。

-阿 惕 豆 d 十 9 七



- 罷 - b a — 1 6五；四1 7九 

-扬 中渾-d q u n 六 1 7六；十 3 十 

-黑撒惕-c s a d 七 2 八 

- 黑 三 阿 児 - G s a n  d r 三 1 8 —

-周 - l u 七10五；九11因；十 8 七，八 

- 木 - m u 五22七 

- 梅 - m u j[ 十 7 六 

-中 忽 - q u 四4 2 七 ； 六 4 0 —

- 中 忽 亘 - q u - y i  — 4 9 四；六 7 十 •士 2 4 八 

灰 - q u i 十 7 八

4 中 孩 - t u G a i十 4 七，八 ， 九 ； 主 3 9 八 ， 十 

-牙 - y a 六1 6九

*阿撒舌剌兀勒_ asara*’m_ (教抬挙）[a s a r a - の使役形]

- 周 - j u 九2 3 五

*阿撒舌剌兀魯_ asara-’m .u- (収継）〔同上〕

-黑 ニ - G s a n  三 1 8 —

*阿撒舌剌温勒- asara.’U(n)ト （教収拾）[同上]

- 罷 -ba ニ23九

*阿撒兀(助)-asa’a i- (教問）尋ねさす。[asa，卜の使役形]

-舌 剌 - r a 四4 5十

阿 三 asa 'n (担）[asa- ‘かつぐ’の同時接合副 動 詞 形 ]七 34九 

*阿先吉- aSigi- (打）打つ。

- 罷 - b a 四1 8十

-周 - 5u 十33九，十，34三，35七 

- 主 為 - lu ’i i i 四 7 四

* 阿失吉剌勒都 - a §i g i *I a *Id u - (厮）続けて打ち合う。 [a 5 i g i _ l a _ の対動形]

-周 - 四 10六

*阿失吉克荅- a5ig i*gda- (被打）[aSigi.Gda-克-♦黒]打たれる。[a5ig i- の受動形] 

-周 -;[u 四 7 四

q u i ] [恢—中灰]四  7 六 

阿 兀 a’a (地角）隅。四31五

阿 兀 堪 勤 a’i i.dki.n (教寛）[a’adki- ‘寛くする，の同時接合副動詞形 ]土 30三 

阿 兀 勒 潺 a’iilga .n (拝見）〇’a iひ-の同時接合副動詞形]四23五 

*阿兀勒札 -a’filia- (拝見）会う。く-^’fiiga->
- 罷 - b a 十13六，15三 

- 周 -〗u 四22— ，七 

- 中灰突舌児 -q u i - d u r 芏 1〇— ， ニ 

-舌 剌 - r a 芏 9 七
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-舌 侖 - r u n 主 9 八

*阿兀勒札兀助-a’m；[a .’a i- (教拝見）|>’邱3-の使役形]

- 罷 -ba 十11ニ，15九；土44八；主10ニ 

- 周 - Ju 土46— ；芏 34ニ

阿兀勒札兀魯- a ’m ja .，m ，n - (教拝見）[a’f i l l a -の使役形]

-阿 速 -’互s u 主45九

阿兀勒札兀侖 a’S lia .&I.u .n  (教拝見）[a，Q0 a .a l- の同時接合副動詞形]主31七 

阿 中兀剌 a’iila (山）山。七34八 一

阿D[ 刺 a，fila (山）同上。三30— ; 四49五，六；五28七；七36— ，37三2, 38三，39三,

42六；十19十；：H i 九 

-突舌児 - d u r 三30七；七42七 

- 宜 -y i 七42十 

-因 - y i n 七39ニ，十 

阿 兀 剌 a’iila (山）同上。

-因 - y i n 七32七；八 9 六，44三 

*阿杌剌剌- a’Q la* Ia -(山上了）山に登る。

-黑 撒 ® - c s a d 芏 7 六

阿 杌 剌 思 a’iU a.s (山毎）[a’f i l a の複数形]主32—

阿兀中合 a，fica (気力）力，気力〇八 9 八 

阿兀舌児① a’Gr (碓）碓。五13七 

阿兀舌児② a’Ur (気）大気；怒。芏 34六

阿兀舌里顔 a’G i-iyan (気自的行）[a’iir②の再帰形]ニ11六；十29五 

*阿兀舌児剌- a’i ir.la- (怒）怒る。

-阿 速 -’ 七38ニ 

- 周 イ u 十29ニ

阿兀舌児壇 a，Ur‘tan (剛気，気有的）怒れる。四25九，十 

阿兀舌剌速 a’Ura.su (匹帛）反物。十 8 十；土15五，九，16六 

阿兀舌剌速惕a’iira*su*d (段匹）[a’f ir a s u の複数形]:t：5 九 

阿兀舌剌孫 a’a r a .su .n  (段子）反物。十13五；土 6 四， 7 ニ，9 七，10七，15ニ，47三; 

芏  4 十，26— ，48ニ

阿兀舌魯黒 a’firuG (老小営）陣営，本陣。四18ニ；十 7 七 

-突 児 - 4ur 土 37—

-圖 舌 児 - tur 土18十，19六；主20ニ 

阿兀舌魯兀惕a’a ru ’Ud (家毎，老小営）[a’iir u G の複数形]

-突舌 児 - 4u r 八 4 三，九 

-圖5 児 - t u r 四18三，六

阿兀舌魯兀荅察 a’firu’M ^ a  (家毎行）[a’firuセd の奪格形 ]八 4 八 

阿 兀 失 吉 a’G5ig i (肺）肺臓。 ® 25八；八15ニ



阿 兀 失 吉 秃 a’nSigi-t i i (肺有的）肺のある。一 8 八 

阿 兀 牙 a，iiy a卜 a W -a] (寛行）[a’t l i の与位格形]芏 48八 

阿 為 a’n i (寛）広大な。十30三，四；：1：30ニ 

阿 牙 aya (征進）戦旅。：H 9 一 

*阿牙剌- aya -la- (征進）征戦する，戦旅に出る。

- 阿 速 - ’a s u 芏 17八 

-黑撒惕 -G sa d 芏 16六，27五 

-黑 三 - G sa n主15六，16三，28—
-周 - : fu 芏 12十，34 三，55 ニ 

-中 忽 泥 -q u n - i主16八 

一中灰突 S  児 - qui-dur I t  9 —
-舌 侖 -ru n 土37—

-速 中 孩 -suGai 土47六

阿 牙 闌 a y a.la .n  (征進）[ayala- の同時接合副動詞形]：!：46七 

*阿牙剌兀勒- a y a，la *’m- (教征進）[ayala- の使役形:！

- 罷 -ba ：T48ニ，49三，十；主15八，28三 

- 中 忽 -q u 芏 17五 

-中 灰 - q u i芏 18七 

-充 中 孩 -t u c a i主16九，ニ17，三 

*阿牙剌兀魯- a y a d a d h u - (教征進）[ayala- の使役形]

_木 - mu 士 17七 

- 舌 侖 -r u n 八10ニ

阿 牙 中 合 ayaca (厳皿，垄 ）容器。 七 2 八， 9 六；九46四， 八；十 4 九；主 9 九， 11

六，29六，39八

阿 顔 aya^n (征進）戦旅，征戦。芏 28九 

-突 舌 児 - d u r 九12— ； 土 9 ニ 

圖 児 づ u r ニ28十

阿 亦 馬 黑 ayimaG (部落）集落♦家の集団。五25三2,五 ；：1：49六 

阿亦馬乞牙舌里顔 ayim ak*iyai> iyan (部落自的毎）[ay h n a G の再帰造格形]五25七 

阿亦馬中渾 ayimaG-un (部落的）[a y im a cの属格]五25四 

阿亦馬兀荅察 ayim a’n d_a£a (部落毎的行）[a y im a cの複数奪格形]五25七 

*阿亦中合黒剌- ayiqaG_la- (訐告）さん言する。

- 主 兀 -lu ’a 五15三 

*阿 亦 思 -ayis- (来）来る，近づく。

- 中 忽 -q u 七36四 

-中 忽 泥 -qun-i 七34十

阿 亦 赛 a y is .a i (来也）[ayis-aj] 来る，近づく。四 4 一；七31八，33五，34四，35三， 

八；土15四；主 4 三
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阿亦速 a y is .u  (来有）[ayis-u] 同上。一 19七，29八，32— ，一’ 八’ 33八；ニ39一； 

六11十，13五，六，26八；七46ニ；芏 34九 

-者 - : f e 七37九 

- 鲁 - h i 七36九

*阿 亦 速 -a y is.u- (来）近づいて来る，近づく。

- K  -k iii[ + qui] [恢— 中灰]三16五；八35四

- 恢突舌児- kuj-dur[—►-qui-dur] [恢—^中灰] 一 37一 ， 15 九；— 15— ，七；五 

15十；六 9 - ，三，五，18九；八35ニ；土38八 

ボ 宜 -ku卜y i[-^~qui_yi] [恢―中灰]ニ16四 

- 剌 阿 -la，さ 一42八 

- 剌 埃 -la’S i 五 6 四 

- 魯 阿 -lu’i  — -43— •

-中 忽 宣 -qu-yi —  3 十，34六 

-中 灰 - q u j六 2 三

-中灰突舌児- qui-dur三32六；四13九；五 2三，29五；六 2十， 8七，31六， 

28八；七31七；主10十 

-中恢突舌児-qui-dur [中恢-►中灰]エ38八
-中 渾 -qun  — 4 三；三15四；七33八，36— ，三，37五，39四；土 2 ニ 

-舌 侖 - ru n  —  9 一；ニ37三；三29十，38九；四38ニ；五 5 五，7 ニ，46ニ；六 

26五，44四；七45九；八33八；九13五，27六，28ニ 

阿亦 孫 a y i s . u . n 味 ） [a y is .i i -の同時接合副動詞形] 一 6 五，20三；ニ35— ，42八， 

44八；三33六；六 2 七， 3 — ；-古 -g u 三34— ，ニ 

*阿亦速勒察-a y is .u .记 s - (共来） [ a y i s .u -の相動形]

■■周- ] u 六 3 — *

阿 亦 石 ayiS.i (来）[ayis-の女性形]ニ45ニ；三10四， 14三；四11四，12五，34— ； 

土 1十

阿 因 勒 a y i ( n ) l(営）アイル，家。ニ21八 

-突舌児 - d u r 三20五 

阿 寅 勒 a y i(n)l (営）同上。

-圖 児 - tur ニ17—

阿 余 ayu (怕） [ a y u -の命令形]恐れよ。六 6 五 

•阿 余 - a y u - (怕）恐れる。

- 罷 -ba 十31ニ；土 8 七 

- 罷 者 - baイe ：±45七

- 周 - 〗 u — 35— ；ニ13七；四28ニ， 41五；五14三， 25十；七42六；十34七；土 8 

六，八，46九；主34六

阿 云 ay u ，n (怕） [ a y u -の同時接合副動詞形]十31ニ 

*阿余兀勒- a y u .’m- (教怕） [ a y u -の使役形]
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- 罷 -b a 六21四 

-周 - ; i u 七11三 

- 中 忽 -q ti六21五

阿 余 兀 里 a y u .’m .i (教怕）恐れさせる。主34十 

阿 余 兀 魯 a y u .’m .u  (教怕）恐れさせる。六21六 

*阿余兀魯- a y n H .u- (教怕）[ayu- の使役形]

- 罷 -b a 六21八 

-黒撒你顔- Gsan-iy5n 八15八 

- 剌 阿 - la’s 八22三

*阿余兀勒荅- ayn.’a丨.da- (被教怕）[a y u H - の受動形]

-束丨J阿 ' 八 10四

*阿余温勒荅- ayU_’n (n)l*da- (被驚怕）[同上]

- 罷 -ba ニ51—

唉 ai (ナシ）ああ。六33七

唉 亦 aiyi (嘆声）ああ。七10四，13六，七29九

*埃 速 - ( 来 ）近づく，来る。

-中忽魯阿- qu-Iu3  — 36ニ

淹 塔 塔 宜 amta.ta y i〈-^amta.taトyi> (滋味有的行）[amta.tai *おいしいもの’の対 

格 ] 七 6 六

安 荅 anda (契合）義兄弟。三 1 九， 7 六，16-, 22七，25十2, 26ニ，四2, 五 ，十• 

27六，八，28七，30—2,六 ，31三；四 1 四，六；五 9 七2，10四，11九，30 

六，八，35七，36十，40六；六 5 —， 6 五， 7 十， 25六，26九， 27五，40 

ニ 七 ，41 一2，九；七33五，36五，八，42七；八13ニ，五，14九，17—， 

1 8 -，三，19ニ，四，20—, ニ，三，21ニ  22-, 33七，《三；九20八 

-阿 察 -a6a 三49五；八18十

- 答 - d a 三 3 十， 4 五， 27十，28ニ， 四；四 1 九；六34八， 39八； 七42三•八じ
十，19七，十

-突舌児 - d u r五10九；六 4 八， 5 —， 6 四 

- 宜 -y i三 5 ニ， 8 九；四 1七

-因 - y in 三 9 一，ニ，31五；四 I 五，九；六 7 九；八18七，20八 

-亦 顔 - yi-y a n 八17七，十 

- 魯 阿 - lu’自八16十

安 達 anda (契交）義兄弟。ニ39四，五，八

*安荅赤闌勒都-anda_a la(n)’ldU- (契合共做）共に義 兄 弟 に な る •
- 罷 -b a 三26九

*安荅中合 -andawa- (説誓）盟約する。

_ 周 - lu 六 34—

*安荅中合勒都-anda‘Ga，ldu- (共盟誓）盟約し合う。
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-周 -了 u 四31四

安荅中合舌児澶 a n d a.Ga.r . t a i i (做瞽有的毎）盟 約 せ る （者)。三 12五 

安 都 舌 児 an.dur (他毎行） [ * a n の与位格形]五 39—；；t 35十 

*安 都 舌 里 -anduri- (荒）あわてる。

_周 - ju 四41六

昂 格 思 格 angesge (紅）[—en ggesge] 紅，頰紅などの類。六 9 六，16—；八43八 

*昂 格 失 格 - anggeSige- (学）[-»engge§ige- ] 学ぶ，真似る•

-周 - 知 主 32五

*■昂吉赤*剌- anggi£ira- (分離）離れる。

- 罷 - b a 六2 2 九

昂 吉 荅 anggida (外）他に， 別に。 ニ33五；四22九； 七11十，23八，24八；八 8 七, 

9 七，14八， 15—，21三，26十；九33七，34—；十 6 九， 7 十；主40— 

昴 吉 児 anggir (篤！!）おしどり。ニ 12—

昂 客 angke (太平） [—engke] 平和，大平。三44ニ 

昂 中 合 angqa (最）はじめ。一30五；三26—；四25四 

奥 中 合 ayca (気）力，強力。九31六
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e

額ト扯兀 eb£e ’S (胷）胸。〈->eb£e，fln>
- 邊 -b^n ニ50三；六12ニ；十36三 

額ト扯兀®  eb& ’fi.d (胷前）[ebSe’3 の複数形 ]主 30ニ 

額 ト 扯 温 ebee’fl'n (背前）胸。く-►eb& ’fl〉
突 舌 児 -d i i r 芏31五 

額 （卜 )徹温 eb5e’fl*n (胸）同上。

'■都舌里顔-dfir-iy§n ニ51十 

*厄ト迭- ebde- (壊）破壊する。

-银 坤 -dkiin三50六 

-I I速 - ’秘 三 4仁  

-古 - gfi[-*-kii]十 24 ニ 

壞ト迭 - ebd e-(破）同上。

-額 惕 - ’紀 土  43 八

-周 -洱 エ 1 4七 ，43六；主27七，29一 

*額ト迭克迭- ebde.gde- (被壊） [ebde，の受動形]

-舌 侖 - r i i n 主21六，22三

額 ト 顚 ebde.n (破） [ebde-の同時接合副動詞形：）土43七；*  9七 

厄 別 (紛 臣 ebed£in (病）病気。九42四 

厄 別 楊 臣 ebed£in (病）同上。主21三，44四 

*額別揭- ebed -(痛，疼）痛む。

- 罷 -ba [ + b e ] 三 5 三，四 

- 抽 ニ 21十；主 1 九 

- 古 - 八 14 十， 15 ニ 

*額 別 都 - eb ed _ fi-(疼）同上。

-克 先 -g s e n 主 11一 

- 木 - mii ニ 1 四

額 別 (舌 )児 eber (角）つの。三38五 

額 別 舌 児 eber (角）同上。三26七 

-禿 - t i i 三28五，38四

額 別 舌 里 顔 eb e r.iy§n (角） [ e b e rの再帰格形]三 38四 

*額 別 舌 列 - ebere- (痛）痛む。

- 帖 列 - t e l e 七28四

額 別 速 揑 e b e _s i i n _ e  (草行） [ e b e s & i の与位格形]主 5 5 七 

額 別 速 納 e b e .s i i n . i i  (草的） [ e b e s i i n の属格形]ニ 2 6五， 2 8 八， 4 7五 

額 別 孫 e b e . s t n  (草）草。一15十， 1 7七；六2 1 ニ
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額別速速〔―■連〕 efcesUsfi (喫草） [ebesii*le *n，ebesii_le- ‘草を食べる’の同時接合副 

動詞形 ]ニ 30四

額 寘 ebin (伯父）伯父。六 7 ニ 

額 不 都 克 ebtidttg (膝）膝。十29七 

- 帖 - te  —'39五

*額 不 都 克 列 - ebfidiig-Ie- (肐膝按）膝に据える。

-周 - 】f i 四27十

額 不 干 e b iig a n O g e .n] (老人）老人。ニ 3 六， 4 四，六；三36ニ；九 4 九 

額 不 格 ebtige (租）同上。一23八，24七，26六 

額 不 格 思 eb iige-s (祖宗）祖先。 [ebiige © 複 数 形 ]五 19六2 

額 不 格 思 eb iig e .s (祖宗）同上。四12—，五，13三，19四；九12三；* 8 七 

額 不 格 揑 eb iig e.n .e  (老人行） [e b iig e n の与位格形]九 19四 

額 不 格 泥 ebfige.n . i (老人行）[e b i ig e n の 対 格 形 ]ニ 3 八 

額不格_  ebfige.n .a  (老人的） [e b iig e n の属格形] 一48九；五 5 四 

額 不 堅 ebfige.n (老人）老人。ニ41四；五 1 八，2 ニ，六， 6 十， 7 —；六41八；九 5 
六，20—，27四，十 

額 不 児 ebfir (懐）胸。

-安 - ’a n〔->-，巨n〕一37六 

-禿 ® 里 顔 - tfir-iy^n ニ43九 

額不(舌〕児 ebiir (前）同上。四36五

額 不 舌 児 ebttr (懐，前）同上。三 5 三，10三，六，22十：七32七，九 

- 途 舌 児 - t i i r 八46三 

-禿 舌 里 顔 - tiir-iy§n 十39三

額 不 舌 列 eb iir .e (前）[e b t irの与位格形]ニ27—；三28六；四 2 六；八 2 三 

額 不 ®里 顔 eb iir‘iy§n (懐） [e b i i r の再帰格形 ]三 4 三 

額不舌里耶舌児 eb iir .iygr (前）[e b i i r の 造 格 形 ]三 8 八；六 2 ニ，五，14七 

•額不舌里(®)- ebiirid- (可懐抱）胸 に 抱 ぐ 懐に入れる。

- 坤 -k i ln 三21七

、 不舌里®- ebiirid- (懐，懐抱）同上。

- 罷 -ba [-—be] 三21八 

- 抽 五 13ニ， 15—

額徹 e技 （父）父。く - e5 ige>
*■額赤 ®格 -egid.ge- (減）消滅させる。

-牙 - ya[->yg]十 23 十
頰 赤 惕 刊 e M .k e .n  (教絶）[e5id .ke-〈->e£id .ge- > の同時接合副動詞形]主12七 

額 赤 額 e5i’自（父）父。<—e技，e i5g e>
•■因-y in 十26十 —

額 赤 格 e6ige (父，父親）同上。 く—e技，e的 〉ニ 1 六 ， 29九， 33九， 39六， 九；ニ
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1 五，九，22七；四 6 ニ2， 12六；五 13七，35五，36八2, 十，37—， 40七，

46三；六21四，八，十，22四，八，九，24九， 25五，六， 27六，29—， 30 

四，31三，六，39六，40十，41七，52八；七29—， 47十；八25ニ， 33七， 

九，36 四，47五；九 7 —, 21風•十  38 四，39 ニ， 40ニ ； ： ！： 23 九， 25 五，50 
四；芏19八，22十

- 迭 -de三 4 七；五34六；六21三，28ニ，37—，45八；八 15五，33三；土22九， 

29—
- 迭 徹 -de5e六34六：八 19八；九 7 三 

- 迭 延 -deygn 芏56—

-突 舌 児 - d i i r 六24七，27四，46三，46四 

-都 舌 里 顔 diir-iyを！ニ38四；五33—，42五；六30ニ；八35五 

-魯 額 -诅 で ニ 39四，五，八；五36九；六26九 

-思 - s 四47六 

-思 -s 五 6 八

-昔 - Si [，s - i ] 四12—，五， 13四， 19四；五 19六；主 8七 

^  .s-iin 五 19七 

- 顔 - 五 43七；九33四

- 宣 - パ 六 40五；九 12四；十24八，43八，44三；土51—；主 12四 

•■因-y in ニ 4六，33十；三 1 八；五 4 八，43九， 46ニ，47—; 六26八，29九， 

34十，35ニ，40ニ，六；八33八；十24三，五，26十，44九；士23四，29五* 

32四；芏 14五，33ニ，34九，55—， 56十，57ニ 

- 余 延 -ytt” n 五 9八；六23七，35八；七28四；九21九；主 14四， 15五， 19六， 

46九，47三，54六，55十，57八
額 赤 揑 ば レ 加 （背処，背処行， 背処了，背行，暗地行）蔭で，かくれて，一10十， 11 

四；五26六；六 16七；八 10八；九34八，42七；十23十；主44七 

-温 - ，i ln 十31四；土 15九， 16九
*額出勒- e5iM - (尽絶）絶える。

- 帖 列 - te le三 6六， 13四

額 惕 ed (物，財，財物）物，財宝。土 5 九， 6五，7 ニ， 15ニ，七，九， 16三，九；芏 

26八
*額 惕 客 - edke- （割）きりひらく，割る。

-周-了 i i 四22五

額 迭 ede (這，這毎，這的毎） これらの。 [en eの複数形 ]一 11ニ，ヨ，八， 12七， 15 

六， 19八，30六，31四，41五；ニ33五，48八；三  5—， 9 九， 10—， 11九， 

12—， 17五，33八，41十，49ニ；四24七 ， 25三，33四， 34七 ， 43八；五  5 

九，25ニ ， 34—，ニ，四，35十，42五；六30八， 九 ， 31—，33七 ， 41六， 

42八；七 18八，33四，42—，七；八27六，41五；九 1 四，十， 4 九， 5 —， 

19五，28五；十 3九，十，29八，36八；土 15四， 16ニ，37四 ， 44五，46五，
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47七 ， 49七 ； 主 16五，八，2 ® ：, 41九，42ニ， 三，47四， 49六，八，50— 

ザ -£ i 五31八；六29四

舌 児 -，《 五42七；六42—；七13六；八21—
額 迭 泥 ede-n .i (這 的毎行） [ e d e n の 対 格 形 ]ニ 3 ニ — _

額 朵 額 ed5S (今，如今）今。一 19八，37五，43八；ニ 9 四，20五，十，22ニ，三，23 
五，25六，35—，41九，48九，49一 ； 三 2 四， 5 七，十， 6 ニ2，2叶 ，27 
八，31四； 四 1 七， 12ニ， 13四， 19六，43ニ， 四，48ニ， 49七；五 4 四， 

13三，14十，22九，25十，26四，30七，34八， 36ニ，42九， 45八，46五， 

49八；六22四，八，31六，33四，35ニ，37—， 40ニ  51八；七 7 十，10六，

11三 ， 14八， 15五，26七，29三 ， 34三，35七，44四， 47六， 九；八10五， 

14四，六， 18—， 三 ， 五， 19ニ，20十，22三，六，29四， 34三• 38三，41 
四，47七；九 7 五， 8 七， 9 十，21九，23十，26三， 28九， 29—，31五， 

七；十30八，34三 ， 36六，37十；；£ 4 九， 5 四， 8 六，15八， 16七，27—, 

30九 ； S  4 三 ， 六， 8 八， 19九，22七，23六，30八，37三 ， 49ニ，57— 

額朶額 fi edS’S.d (如今）同上。

-圖 舌 児 - tiir i  5 四

額 都 edfl (許多） このような；多くの。三39七

額 堆 ed ii.i (只這 般 ，這些，方纔）このような， これほどの。 ニ20七；三 4 五， 12十， 

44四；四 42五，八；五43六，九；六 12九， 41五；八28七，十；：！：45四， 46 

七

- 余 延 者 - yttygn-了 e ：t 31九

額 敦 ed ii.n (這些毎，這些）このような， [ediiの 複 数 形 ]四 6 五，31—；六16八 

額 額 迭 eS d e (帳房骨子，門框） ゲルの骨組；門や窓の格子，三 6 五，七， 13八，十 

*額額迭兀勒- e’Sde_’fll- (解了） [e’6de- ‘乳が酸化する’の使役形]-周 - i i i, ；t 24九 

額 額 蔑 克 e’6m eg (圏的）耳飾り， イアリング，四17ニ 

額 額 揑 克 徹 e’h e g S e  (堪一）専ら；永久に。五39ニ 

*額額 (舌 )列 -e，€re- (攻）攻める，包囲する。

-周 - 饨 ；£  3 —

*額 額 舌 列 - e’gre- (攻，要攻）同上。

-d  土 6 九 

- 坤 -k i i n 五20五 

-周 -了  fl ：£  2 八

*額額舌列克迭- e’打 e $ de- (被攻） [e’知e- の受動形]

- 舌 侖 -ru n i ： 4 H
*額額舌列兀勒- e’g re.’fil- (教攻） [eS r e- の使役形]

- 罷 -ba[—>-be] 土 2 九

額 額 舌 列 兀 侖 e’g re.’S l.i i ， n (教攻） [e’w e .fil- の同時接合副動詞形 ]八 1 十； ：£ 2十； 

主21—
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額 額 (舌 )連 e’Sre.n (囲）攻める，包囲する。 [e7 re- の同時接合副動詞形]十 1三 

*額克迭- egde-[ende-克―•你](差）誤ちをおかす。

- 古 - gtt[ + kii] 八13 ニ，五 

額甘 egam[->gem](肩）肩。

-突 (舌 )児 - diir 土26十

額 格 篾 徹 egem _e£e (肩甲）[e g e m の奪格形 ]九 11六；士26六 

額 格 赤 e g e a  (姐姐）姉。五22八，23—

- 迭 延 -dey§n 五23四 

-顔 - 穴 n 五23ニ 四 ，八 

額 格 赤 篾 楊 egeei.m ed (大女）年上の女。七 1 六 

額 者 e le (主）主，主人。三44三

額 者 惕 e]e-d (主毎）[e ie (n) の複数形] 一 6 四；主21五，22ニ 

額 者 你 顔 (主）[e i e n の再帰格形]八 13四

額 氇 e l e . i i (主人，主）主，主人。一 5 三，33六；三39—，三；五 3 十；八35九•，主5S 
七

額 只 額 eji$  (到今）今まで。五42九，44ニ；八40九

額客 eke (母，娘）母。 一11一，12六，14六；ニ 5 十， 6 ニ，十， 8 三，11ニ，35 七， 

37四，42七2，十，43ニ，三，五，九；三20五，七，22九，33ニ；四 7 —， 

17五，九，24—，七；五13十；六52八；七 9 一，11八，37六，44ニ，47十； 

八19八；九11一，13八；十 12四，22六，23ニ，28六，29ニ，三，五，31五； 

：t 26ニ，30ニ；芏12四 

- 邊 -bSn ニ21—*, 23ニ，25六

- 迭 -d e ニ 7 十；三24ニ，30六，33—；四17五，23五；八30ニ；九11九；十22七， 

23—，25六，28六，29—，31三 

- 迭 扯 -de5e —27四；三31—

- 迭 徹 -de£e 十29ニ 

-突 舌 児 - d t t r九12九

- 宜 - y i ニ46六，48八，50三；三17八，21四，31ニ；七29五；十30十，31—

-因 - yin —25 八，42ニ；ニ 6 三， 8 六，39—， 42六；五41一；七39 六；九 13 七，

17 ニ

■■思- s  ニ 3 ニ，五， 5 六，13七 

-禿 - t i i 八19四

- 余 延 - 邰 パ n — 10十， 11四，14九； ニ 6 九， 7 四； 三20六； 七35ニ2; : t 24八， 

25ニ，四

客 額 舌 児 - ek e’Sr- (翻）向きを変える。く—ek^ r.ii-〉
- 抽 -5i i 六 9 八，十，16ニ 

-[ 袖 ] - [ 拉 ] 六 12五 

-出 為 ， 六 8 九
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客額舌魯- e k e S r .ii- (翻身）同上。

- 克 先 - g s e n 五 17九 

' '牙 [マ 3- > - 5 ^ ]五 17九

額 客 舌 侖 ek&r .f l.n  (翻覆）[eker-<->eke,er- > の同時接合副動詞形]四37十2 

*額客温勒- eke’fl(n)l- (曲）曲げる。

-周 - Jii ニ 7 ニ 

額 乞 eki (脳）頭。一28—

- ®  -d  九47九；主38ニ 

額 勒 e l (治平）平和。五 9 六 

額 勒 別 速 elbesii (ナシ）祈祷。

-額 舌 児 -，》 七10三 

額 勒 別 孫 elbesii.n (ナン）同上。六 16七

額 勒 赤 el6i (使臣）使節，使者。三50三；四 1 ニ；五 U 十，33六，七；六27—，40八； 

七 9 四，13九，15ニ；十34八，35六 

- 迭 -d e 十33七 

- 宜 -y i 十33八，35七 

- 田 - t e n 十33八 

-禿 - t i i 五30七，40六 

- 顔 -y如 [ + ySn] 十33六，十，34ニ，六 

- 耶 里 顔 - yer- iy a n [->*iy^ n] 七 14 五

額勒赤列勒敦 eiei.le.ldii.n (使臣往来） [elgi.le- ‘使者を往来させる，の対動.同時接

合副動詞形 ]四 10九

額 助 赤 揑 elgin.e (使臣行） [elginの 与 位 格 形 ]* 3三，52九 

額 勒 赤 揑 徹 elBn.ege (使臣行） [elSinの奪格形]七28四；* 28九 

額 勒 赤 泥 el£in.i (使臣行） [el£inの対格形 ]±11十；芏 3 ニ，49四 

額 勒 赤 泥 額 児 el£in_i’§r (使臣行教） [el£inの造格形 ]—33三 

餌 勒 赤 你 顔 eG in.iy^ i (使臣自的行） [e i e i n の再帰属格形]土 11七，20ニ 

額勒赤你耶舌児 el£in ‘iy§r (使臣教）[e l g i n の造格形 ]十 12ニ 

額 ® 赤 訥 eie in .fi (使臣的）[e l g i n の属格形]主 4 9 -  

額 #赤 訥 延 e lC in iy S n  (使臣自的行） [el£ i n の再帰属格形]：？：20五 

額 勒 臣 e丨& .n (使臣）使節，使者。四12七；六31七，40十2, 41—， 41ニ2, 41四s, 45六， 

48八；十 12-, ：t 35ニ，43 三，七；*  3 —，48十，50 四，55三 

額勒迭必耶舌児 eldeb.iygr (諸般） 主10—

*額 勒 古 - e lg ii-(釣）釣る。

-周 - 铒 ニ 7 —

額 助 古 兀 児 elgfl.’iir (釣）釣竿。ニァ一 

額勒薛- e l-s e -(投降，帰附）降服する，和する，

- 想 者 - d-}e 六20ニ



-額 速 - ’刼 土 18八 

- 克 薛 摄 -g s e d 十21四

額 勒 先 e lse .n  (投降，帰附）[else- の同時接合副動詞形]六 2〇三，四，43十；十1〇五， 

14 五，15—，十：：1 5 四， 6 三，七， 8 ニ，11六，十，18—

*額勒薛克迭- e lse*gde- (被帰附）[else- の受動形]

-周 - 扣 土 18三

*額 勒 薛 兀 助 -e ls e，’m- (教帰附） [else- の使役形]

- 周 イ tt 土10三，四，11一，ニ，18六，19四；主27十 

- 主 兀 芏 26五

額 列 ele (但）直前の語を強調する助詞。 一 35七， 八， 37五， 七，43九，44一；̂ : 6

九，18九，19一 ； 三 21三，39七；四 1 八 ； 五  3 ニ ， 16三，23四， 25ニ ， 44 

八，48三；六37三；七 12ニ，23八，24七，29十，34七，35九，37ニ，39—； 

八 5 ニ；九43四，八；十44六；：!：20十，23—；芏45七，50—，52十

額 列 惕 e le .d  (沙磧 ） [elesiin ‘砂；砂漠’の 複 数 形 ]六 1 九；九16四 

額 里 格 慑 e lige .d (肝毎 ） [eligen ‘肝臓’の複数形 ]〈->helige> 四22五 

額 鄰 出 昆 e】in^ ig .iin  (曽祖） (曽祖父母）の属格形]六39ニ 

額 劣 兀 惕 eI5’Sd (駝名）駱駝の一種。主27ニ

額 篾 em e (婦人，妻）女；妻。一 22九，23六，24五，六；ニ 5 七； 三 1 四2， 6 六’13 

四，21七，44三；四45七，九，46—，47十；五32六， 33七， 34五，48四；

六15九，29八，31ニ，42六，44十，46ニ，52五，九；七 6 五，八，十2，

ニ，27八，28ニ；八19九；九15ニ；十 17十；芏56五 

- 迭 扯 -dece —*25七，28五，29六；ニ37八，43十 

_ 宜 -y i —22八；三24八；六36六；七 7 八；八41五 

-因 - yin 七 28—

_思 - s —*24八；八41六；十21—»

-思 禿 - s-t i i 三40—；八41三 

-昔 - s -i ニ 4 9 -  

-昔 顔 - s-iy 自 n [—- iy^ n] 主 8 五 

- 秃 -t t i 七 6 ニ

額 篾 赤 列 克 顚 e m e.£i l e，g d e .n  (被做婦人）[em e£ilegde- ‘女のようにされ々の同時  

接合副動詞形]七28六 

額篾額(勒） em e’6 1 (鞍子）鞍。ニ15ニ

額 篾 額 勒 em e’d  (鞍子，鞍）同上。ニ 15三，25九；十33九，35七 

- 宪 - t i i 六49三；七25—；九48十；芏39五 

■'宪宜-tii-y i 七22十

額 蔑 額 里 顔 em e，別.iy自n 〔->y6n〕（鞍子）[em e: の再帰格形]ニ41九 

額 蔑 額 侖 em e，別. iin (鞍子）[em e，社 の 属 格 形 ]八 8 七 

額 蔑 格 em ege (婆婆）老婆。
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- 惕 -d 5 2 叶  

-的 - d-i 主 30 ニ 

- 秃 -t i i 八18十

額 篾 堅 emegen (老婦人，老婦）同上。ニ42六，44五，十，45四，46ニ，九

*額 米 額 - emi’レ （惶懼）懼れる。

- 罷 -ba [一'be] 十29ニ

額 木 敦 emiidtt-n (袴）下ばき， ズボンの類。四42四
額 木 揑 emiine (前，前面）前 （に)，南 （に)。 四49九；五36—；六 7 九， 8 —，四， 

52九；七19五；九21七；芏56十，57—，三 

- 扯 -£e ニ 9 七，10五

*額 木 思 emiis- (穿）（衣服などを）身につける，着る； （はきものを）はく。

- 罷 -ba[-—be] 三 7 十 ， 8 五 

- 抽 七 37九；九20ニ

*額 木 思 - emiis- (穿）同上。

-恢突$ 児 -k如-d i i r 七 6 五

*額木速 - em iis.ii- (穿）同上。

-克 先 -g s e n 九48十；主39五

*額木思格 - em iis_ge- (教穿，帯）[emiis- の使役形]

- 周 イ i i 三20四；五 13六

*額木思格克迭- em tis.g e .gde- (被穿） [emUs.ge- の受動形]

速 - ’a s t t三 1 九

額木 思 格 克 emtis.g e .g  (上見）引出物。ニ39十 _

額 你 迭 ende (這，這裏）ここに， ここで。 ニ30五， 七；三 9 一，16三 ， 20十，3S八； 

四46ニ；七27十

- 扯 -6e 三 2 九， 8 十， 9 ニ _

- 徹 五 6 ニ；六48ニ；七14一；九30ニ；十34五，35九；主20三，50三，四， 

54 ニ

*額你迭- ende- (差）間違える。同上。

- 坤 -k iin =1133 五
額 揑 ene (這） この。一 9 六， 11一， 18七，42九，43— ，五，七，八，十；ニ 11五，24 

十，29ニ，41七，46八；三30四，十，31七，50五；四 4 三， 12ニ，七2， 13 

四， 15九， 18七， 31十2, 32— ，41ニ，46六，七，50四；五 5 六， 6 七，U  

一， 15四，20三，22九，十，23五，26ニ，34七， 48ニ， 七；六 4 八，九，

6 —，7 六， 17五，25七，34—， 50八，51四；七 3 九，1〇三，11一，13十， 

15ニ ， 三， 16四， 九， 18—，23七，24四，26三，四，27八，28ニ，五，八， 

31九，36四，37ニ ， 46—，47八；八12五，19ニ，21八，32—，34ニ ， 38ニ， 

45八，47— ；九 3 九，34三，42九，46十；十 1 三，29八，十，36六，37九； 

丈 5 + ,  6 ニ 15七， 16七，22六，28七，29七，30七，32—，43七，47四；
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主 2 九， 3 ニ， 5 ニ，11六，17四，31六，七，34—，45—, 四， 56四，八 

額 捏 堅 enegen (ナツ）固 有 名 詞 （？）。四33五 

*額舌児別格勒折兀勒 e rb e'g e lje.’m- (強形勢）虚勢を張らせる。

-周 -了 i i 十19三

額 (舌 )児 迭 erde (在前，早）早く，早い。〈―e rte> 六 6 三，28十 

額 舌 児 迭 er^e (在前，早）同上。〈->e r te > ニ42五；三 4 七；五13四，19五，31七，34 

六，48—；六29三

額舌児迭米額舌児 erdem .i’gr (技能） [ e r d e m の造格 形 ]:1：22十 

額舌児迭迷耶舌児 erdem .iyw  (技能） [同 上 ]主 19七 

額舌児迭木惕田 erdem fld.ten (技能毎有）技能をもてる（者)。四25九 

額 舌 児 迭 木 田 erdem fi.ten (技能） [同 上 ]七 19三；八19五；九32四 

額 舌 児 迭 門 erdem .tin (技能）[e r d e m の属格形 ] i 28八 

額 舌 児 点 erdem (技能）才能。七10十 

-禿 - t i i 十30四，五，六

額 児 點 圖 erd em .ta (技能有）技能をもてる（者)。十30四，五；六 

額 児 吉 ergi (岸）河岸，懸厓。ニ 6 十，17三 

- 迭 -de ニ39—，41三，42四 

額 ® 児 吉 ergi (岸）同上。三1〇三 

- 迭 -d e 三 10四
*額 児 古 ergfi- (立）あげる，持ち上げる•

-額 ® 」初 一39四 

*額 ほ )児 古 - ergfi- (擡）同上。

-克 薛 惕 -g s e d 四36十 

-周 - 扣 四 23—

児 古 - ergfi_ (擡，立）同上。

- 罷 -ba[ + be] 四31六；* 14ニ 

ボ 惕 -，d d 四31六；九20—

- 周 - J fl四40三；* 14三 

- 耶 四  31ニ
舌 児 古 兀 ergfi.’fll- (教擡，被立）[ergii- の使役形]

-周 -拉 之 2 6九 ；主15ニ 

*額 舌 児 估 - ergii- (撞）同上。

-周 - I f i三38七

額 舌 児 客 erke (威勢）権利，権力。

-禿 - t f l 三22八
額舌児乞#S erki.d (緊要） [erkinの複数形 ]五 18四；八43七，44九；：̂ 七  

額 舌 児 勤 erkin (緊要）重要な。三 6五， 13三；八43— , 44ニ
額 児 帖 e r t e  (在前，早，疾早）早い；昔の •  < ~ ^ e r d e >  —  4 4六；ニ 8 六， 2 8 九， 3 9 ニ ,
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八，44三

額(舌>児 帖 e r te (在前）同上。土30六

額 舌 児 帖 erte (在前，在先，早）同上。三 17六；四11十， 13八， 20四，43ニ；五36九， 

47三，49五 ； 六 19六，23六；七29三，35—， 39七，八16九，21九；九24十，

十35ニ

額児 帖 揑 扯 e r t e n _e5e (自在前） [e r t e (n ) の奪格形] 一45三 

額児 帖 訥 e r te n .i i (在先的） [e r t e (n ) の 属 格 瑕 ]ニ48八 

額舌 児 帖 訥 e r te n .t t (在前的）[同 上 ]三 25六；四 I9ニ；七9 一， 11一 

額舌 列 ere (丈夫，男子，人 ， 人 口 ， 軍）男，夫。一 1〇五，11一 ； 三22九；四25九；五 

23七；六52ニ；七10三；九33六；十 16六；：!： 5七，45五；主47七 

- 迭 -d e 七 16—

-突 舌 児 - d t i r 十 19六

- 宜 - y i 四46ニ，四，八；七35五2，38—

- 因 - yin ニ29八；七23八，29ニ；十19 七；土26十 

- 魯 額 - Ui，e 九11六；土26七 

-思 -s ニ 6 八；三44ニ 

- 余 延 -y i iy d n 四46三 

*額 舌 列 - ere- (指望）望む，願望する。

-周 -;[U 土23 十

額舌 列 寅 erebin (男子）ere-y i n と 読 み 「額舌列寅」 と校すべきもの。主 6 一 

額舌列坤（斡抹中渾）e rek fin (om oqun )(勇猛的，敢望与人 相 鬥 ） 勇 敢 な 。 く—〇m〇Gun> 
ニ 6 九；土 2 四， 4 六；芏 5 十 

% 舌 列 列 - e r e - I e - (做丈夫）夫とする。

-速 〜 s t i 七 6 九

， 舌 列 木 失 -e r e.mSi- (逕丈夫）男ぶる。

-周 - l i i 主35五

額舌 列 木 克 erem iig (不生駒的）不妊の。ニ25七 

額舌 列 兀 ere’S (罪）罪。

-突 舌 児 - d i i r 九 6 五，24八 

舌 列 兀 列 - e r e’i l.le- (罪）罰する，罪にする。

'■周 -祁九 34八 

- 牙 - y a[ + パ ]九 45五 

- 耶 - 砰 芏 44十，45四，46七

額舌列兀《舌》列 - ere’fi.re- (罪）同上。[ere’f i . l t 舌列-► 列]士40^
傾舌 列 延 e r e _y§n (指望）願望，のぞまれること。六46三 

餌舌廉迭克（詹迭克） e r e m d e g(5em d eg) (残疾）片輪の。< 4 j em deg > ニ 7 一 
♦Jg舌 里 -er i- (尋）探す，求める。

-古 - g i i[— kfi] 三16 ニ
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-周 - 扣 三 21ニ；四39十，40六；八 7 三；土 52三 

- 舌 侖 -r i i n 六16七 

-牙 - y a[—-y§]十 5 三 

- 耶 - y§ニ20七，十

額 (舌 )鄰 er i.n  (尋） [eri- の同時接合副動詞形]ニ21—，36八 

額舌鄰 e r im  (尋）[同 上 ]一 18八；ニ2223, 23ニ，25七；六16八，45ニ 

舌 里 格 列 - e r ig e.le- (掛）頸に飾りや帯などを掛ける。

-周 - 扣 ニ 51四

*額舌里兀勒- e r i.m- (教尋，教掘） [eri- の使役形]

-古 - g ii[—-kii] 六 22 十，23—

-周 -了 i i 六14四；芏48九，55六 

*額舌里兀魯- e r i_’m d - (教尋）[同 上]

-額 速 - ’目s i i 五23六 

• 耶 -が 五 23ニ

額舌里兀勒孫 er i’.fil.sfin (尋的）探索する者。九12十*

額 舌 里 温 eri，fl-n (下領）下顎。

-突 舌 児 - d i i r 八28七

額 舌 里 顔 er iy e .n  (領着） [eriye- ‘導 ぐ 統 率 す る ’の同時接合副動詞形]六 8 十 

額 舌 魯 格 eriige (天窓）天窓0 <->5riige> — 13—；三 6 四， 13八；十20—， 42十， 43

*額(舌〉魯 思 eriis- (趕上）遭う。

- 速 該 -s i i g e i四42十 

*額 舌 魯 思 eriis- (得）捕える0 

- 罷 -ba[->~be] 三20三 

- 抽 _ 5 5 ヨ 1 7 十

額 舌 魯 孫 er iis.ii .n  (得，奪）[eriis® - の同時接合副動詞形]ニ48三，五；六16五 

*額舌魯思帖- er iis.te- (被得，被害）[eriis® - の受動形]

-古 耶 徹 -giiye£e [->-kiU-e£e] 土22ニ 

兀 澤 -’i i M O -’f ile i] ニ32四

額 思 格 勒 e s g e l (幾年不生駒的）（馬について）何年も仔を産まない。三28—

額 薛 ese (不曽， 不）〜でない[動詞の過去形に前置される] 一 4 四， 15ニ， 六， 18 

ニ，20~h 21三；ニ19四，20六，45五；三21ニ， 31—；四 I 七， 20七，35 

十，40四，45三； 五 2 十， 17九，18六，27七，30七，32ニ，39六，40八， 

43ニ；六 2 九，17三，20四，28四，五，31八，35七，46—，51三；七 2 —，

4 —, 5 八，14 八，23十，28—, ニ，29 ニ，九；八18 三， 21四， 22 五，2& 

四，五，八，29—，33九，43十， 46三；九 2 八， 3 十， 4 一， ニ，三， 8 

四，五，12—，三， 15ニ，五，八， 17五， 42十；十 1 五， 2 四， 6 八，11 

ニ，23ニ，24四，27九，28三，35—，43六 ;土  16—，十， 21十， 22九，24



五，六，七，33四，44五，七；主 3 七， 4 五， 8 ニ，23九， 24十， 34四， 

40—■，45四

額 薛 古 ese g ii[—kii] (不曽也）〜で な い 。四19六 ； 六35九；七24十 

*額 薛 - ese- (不曾）〜で な い 。

-克 薛 揑 -gsen- e 九 9 八

額 薛 児 古 esergii (迎着）反対に，逆に。ニ32五，44六，51三 

額薛(舌 )児 古 esergii (迎着）同上。三40ニ
額 薛 舌 児 古 eserg ii (迎着）同上。四 4 五，32十， 34三；五 12—；六 8 六， 9 ニ，六， 

26十；七32—；十38十，39七；^:15四，六，38四；主50三，五 

薛 舌 児 古 列 - esergfile- (迎）対する，敵対する。七42八 

額 薛 兀 e s e .’S (不曽，不曽麽）[e s e に疑問を表す5 がついた形]ニ23ニ；三 1 六， 2 

三，12五；六22—，四，七23三，五，41八，十；七28三， 34三， 35七，44 

四；八22 三；：t24十，2 5 - ，27ニ；芏35—
額 先 esen (安存）安 全 な 三 6三；九 17—

額 速 克 estig (馬你子）馬乳。四40—

*額 速 克 赤 列 -e sf ig J ile - (馬妳子喫）馬乳を飲む。

-周 - Jii 一 17 八， 19 五
額 速 吉 顔 esiig.iy§n (熟馬妳子） [esiigの再帰格形]ニ 22五 

額 速 兀 银 esffid (馬妳子） [esiigの複数形]四 39十 

額 速 勒 扯 esii.iee- (共長）互いに成長する。

- 克 先 - g s e n 九 6 三

額 失 格 ぶ ige (拈歷，小段麋，段涯）雄の子山羊。五13五 

-因 - y i n 七36十； S 35四 

額 帖 想 et^d (辺傍）側，傍。<—e te’M> — 45三 

額 帖 的 耶 舌 児 eted .iyむ （依着） [et紐 の 造 格 形 ] 六 18六，八

額 帖 額 傷 e te ’M  (邊，一邊）側，傍。〈—et^ d> 四37七；九 9 五， 六，七， 川三；十 9 

三，五，八，38六；土23八；主40十，41三，五，七，十，42ニ 

額 帖 額 敦 e te’Sd.fin (辺的）[e t e S d の属格形]十 39八 

額 禿 堅 etiigen (地）大地，地。：t：24三 

-突舌児 -d i i r 八20五
額 秀 格 捏 etfigen.e (地行） [e t% e n の与位格形]三 22九 

額 禿 格 泥 ettigen.i (他行 [他 ->地 ] ) [ettigenの対格形]十 40三 

額 禿 格 揭 etfiged (處） [etiigenの複数形]

-突 (舌 )児 -邱 r 七 16八 

額 兀 別 児 ■ ( 這 裏 行 ） ここを。ニ29三 

額 兀 別 舌 児 e’Sb^r (這般）同上。六 6 ニ 

額 兀 迭 e’flde (門）門。

- 帖 泥 - ten- i 八30因
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- 延 -y6n ニ41九

額 兀 迭 臣 e’Sde.£in (管門的）門番，番人。芏40六 

額 兀 闐 e’fide.n (門）P1。十39五，42十 

額 兀 顚 e’flde.n (P D 同上。八43九 

額 聞 迭 訥 e’fiden.ii (門的）[e’S d e n の属格形]六 39ニ 

額 閎 迭 臣 e’flde.£in (把門的）門番。七21ニ；十 5 七

額 閎 迭 訥 e’flden.ii (門子的） [e’i i d e n の 属 格 形 ]九 6 — _
額 閎 閨 e’fide.n (P1! ) 門。ニ 9 五；四22十；五44五；九47八；十38九， 40五；=1〇ニ，

40五，42五

-別 舌 児 -b目r 三20七，八 

-突(舌)児- d tt r十 5 七 

-突 舌 児 -d i i r 三21八；七20九；主37七 

-都 舌 里 顔 -的 r-iy自n [— iy§n] 三21九 

- 揑 徹 -n e e e 四22四，23—

- 訥 四 22三 

- 圖 児 - 5iir — 46八

額 閱 閨 赤 e’M e n J i (把門的毎）門番。七20六 

額 兀 坤 e ’fifciin (脂膏）脂。

-突 舌 児 - dfir ：T 31七 

額 兀 列 e ’Sle (雲）雲。

-台 - ta i[—t e i] 十 1 ニ 

額 兀 連 e’flle 'n (雲）同上。十12四

額 兀 揑 徹 e’fin，e5e (比這箇行，這箇行）これから，四15十；七48五 

額 兀 泥 e’S n .i (這箇行）[e’S n の対格]これを。五13三 

額 兀 訥 e’S n .ti (這的）[e’f l n の属格]これの。五21ニ 

額 兀 舌 剌 e ，fira [— re] (久〉[舌剌—舌列]久しく，永久に。八20五 

*額 兀 舌 列 - e’fire- (ナシ）砕ける，崩れる。

- 周 - ：f i i 七16七

*額 兀 思 - e’fis- (起）出発する；見送る，送る。

-抽 - 邡 四 13八，32三

*額 兀 思 格 - e’3 s *g e- (送将去，取，起，做起） [e’tis- の使役形]

- 罷 -ba[ + be] ニ37三 

-周 - 扣  一34六，45ニ；三10七；四12十 

額 兀 思 堅 e’f is_g e -n  (迭—送）|y f l s ，ge- の同時接合副動詞形]ニ37三 

*額兀速勒扯- (共起） [e’a s- の相動形]

- 周 - i i i 六46十

額 也 eye (商量）話し合い；和合。三50五 

- 邊 -b目n 三50五



元朝秘史蒙古語辞典321

- 田 - te n  — 14 五
額 耶 ey e (商量）同上。ニ 8 七：三44ニ；五19四，九，20—，21—，三，五，45十；六 

9 六；八42三，四；九 4 四，42四，43五；十 5 四；主39七，44五，45七 

-突 舌 児 - d t ir 五 15四，21ニ；土 5 五，十， 6 八 

- 都 舌 里 顔 - diir- iyさn [->-iy^ n] 四10十；主 3 七 

- 田 - t e n 五40三

*額 耶 禿 - e y e *tii- (商量）話合う；和合する。

-周 - 〗 六46六；八31三；九 4五；芏 15四， 19五，十，53—

•額耶宪(勒 )都 -e y e .t i i.ldti- (商量）[eyetii- の対動形]

-周 - 扣 三 38十
*額 耶 秃 勒 都 -eye.tii.ldti-(共商量，商量） [同 上]

- 罷 - b a [ - * - b e ]五 19五，20—
-堪 者 -ト ト 土 日 六

- 周 イ i i 三42十；七19九；九 2 九， 7 七，30四，36十；主40九，41一，四， 

六，43四，六 

- 舌 侖 -r i i n 五19五

*額耶屯 (勒 )都 -ey e ttiO H cm - (商量）[同 上]

-周 - 拉  一22ニ

額 亦 木 ey i.m ii (這般，這般有）このような。ニ 18九，24十；四41八；六39三；芏 5 四， 

18七

- 宜 -y i 四41十

額 亦 模 eyi.mii (這般）同上。三16七；七 7 十， 15八， 16九 

額 亦 門 eyi.mii.n (這般，這般毎） [e y im iiの複数形]土 32ニ；主 6三 

額 因 ey i.n  (這，這般， 自這般） このように。ニ 2 十， 4 八，12六，48三；三44四；四 

7 六， 9 五， 18八，42十；五 15ニ，六；六41六；七 7 十， 23六， 29四，36 

九，42—；八 9 一，12六，42四；十 6 六，36八， 37四； ：i  6 ニ， 21十，35 

九，45六，46九；主30七
味 不 舌 魯 embti.rii (塌） くずれて， くだけて。三 6五， 13三
奄 出 em£tt (梯已）私有の財産。 四22四，26四；六39三；七 1十；九 6 —， 33七，十； 

十 3 七；芏14六

奄 出 連 em£ti.le.n (同上）[em£ii.le-‘私有のものとする’の同時接合副動詞形]十3六 

淹 古 emgii[->kii]-(吞）飲み込む。

- 額 速 - 七 38—

昂 格 思 格 enggesge (紅）紅，頰紅などの類。 [anggesge—enggesge]六 9 六， 16—； 

八43八
*昂 格 失 格 - engge§ige-[angge5ige--- >engge§ige-](学）学ぶ，真似る，

-周 - 铒 主 32五

昂 客 engke (夫平）平和，太平。（angke—engke) 三44ニ
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亦 不 侖 ibulw n (紛攘） [ibul- 〜 ib iil-(紛糾する〉の同時接合副動詞形]十 1 十 

亦 赤 勤 （札舌児中合黒）旧 kin(Jarqaq) [ilkin JarqaG，赤-*•勒](粉皮）鞣した氈鹿の皮。

三23九 〈—JarqaG〉

*亦出， i£u- (退，回去）退く。

-阿 速 - ，5su ± 5 五；主 3 三

- 罷 - b a 三25—，四；四16ニ；六 17七；十31三；^: 6 十 

-周 - 〗u 四34十；七32六；芏 2 七 

•■舌侖-ru n 三 24 六，25—； ：!：18 四 

-牙 - y a 三23四；十31三；士18四 

亦 純 ほ u_n (退） [i£u- の同時接合副動詞形]主29三 

*亦出阿- (教退，退） [i£u- の他動詞•使役形]

- 罷 - b a 五 9三

- 周 - ] u 四 10 八， 19ニ；六 9 五；土 13ニ 

亦 出 安 ( 教 退 ） [i6u•，卜の同時接合副動詞形 ]四 45六 

*亦出阿黒荅 -记 u .’tG d a - (趕退）[i a i . 3 - の受動形]

-阿 速 - S s u 五17八

*亦出黒莶- i£u .Gda- (可退） [i& i- の受動形]

-中 灰 - q u i芏 5 四

*亦 出 中 合 - ie u .Ga- (退，教退）[i6u- の他動詞]

- 阿 - ’S d 四46十 

- 罷 - b a ニ 4 十 

' 黒 撒 訥 -Gsan-u ：!：5五  

-牙 - 沖 四 45四

*亦出中合黒答 i£u .GS_Gda- (退） [i£u .G巨-の受動形]

-黒 三 - G sanニ 4 十 

亦 ®客 勒 id k e l(倚仗）信頼。四47八 

*亦 惕 中 合 - idqa- (勧，勧当，也当，阻当，当）諫める•

-阿 速 - ’a s u 四10四；六18十；八33十 

- 罷 -ba —38三；十18八 

-周 -了 u 八 38 ニ；十 2 —

- 魯 阿 - lu’a 七47六 

- 中 忽 - q u ニ 3 九， 4 七 

-中 忽 突 児 - q u -d u rニ 3 六 

- 中 渾 -q u n 五49三 

-充 中 孩 -t u c a i九35—，36五
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*亦惕哈- idha-[―idqa- ] (勧）同上。[哈—中合]

••羅 -ba — 38 三
亦思中罕 idqa.n (止当）[idqa- の同時接合副動詞形]ニ15五，八；十43九 

•亦慑中合兀魯- idqa.’iil.u- (被勧）[idqa- の使役形]

-阿 惕 -’記 七 13三 

I亦垤- ide- (喫，喫兼）食べる。

- 掲 -d 七34—*

坤 -dkiin 五47—

-額 揚 -’细 一 16九；五11七 

-額 速 - ’私i i 七21—

-克 先 泥 -gsen-n i —16八 

-古 g ii[ + ktt] ニ 2 八，九；三18三，九 

• 周 - ；f i i五 14八；六26六，七；七33十 

- 恢 -k iii 一 16七；ニ 2 三 

-恢 突 舌 児 - kiii-d i i r 七 6 六 

-中 灰 - q u i[ + kiU] [中灰->恢]主12六 

- 模 -m U 八12六 

-舌 列 -r e 五45八，46—，六 

- 舌 侖 -r i i n 八12四 

-速 - s i i 三18四，十 

*亦絰- ide- (喫）同上。

-周 - 扣 六 45四 

*亦迭- ide- (喫）同上。

-速 - s i i三45十 

-帖 列 ぺ e l e 九46六
亦 顚 id e .i i(喫）[ide- の同時接合副動詞形]一16三；ニ27五；八12七；九46七

*亦垤克迭- ide*2de- (被喫）[ide_ の受動形]

-古 - 的 [ + 尬 ] 力 31七，八 （亦哇哇- ) , 33六，七 

*亦唼勒都- ide-ldii- (共喫，喫兼）[ide- の対動形]

- 額 惕 纪 ー 16八 

-周 -;fii 八17 ニ 

-主 為 * ^ ’圮 士13八

亦 哇 額 ide.，6 (喫食，茶飯，食）食物。五32五；八 17—；九1〇ー，三；十 5 五；主12四 

- 邊 -bSn—14十 （亦迭額） _

亦哇 額 揑 ide.，& i . e  (茶飯行，茶飯処） [ide’6n の与位格形〕一23三，27七，八 

亦 ®額 泥 ideAn.i (喫食行，食行）[ide，紐の対格形 ]四48— ；十 4 十， 5 —2;:£ 3 9八 

亦 哇 失 ideAi (喫食）食物，食糧 

-禿 - t i i 七37八
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亦 哇 延 ide•斤n (茶飯食）食物。一16七；ニ15九；十 5 三；主 2 七 

亦 眭 筵 ide_y§n (茶飯嗾喫食）同上。四11四；六29十；九 9 五 

*亦都 舌 列 - i d i i r e - (趕到，趕上，将近）追いつく0 

-周 - 四 42六，48三 

i  -k iii 七10七
*亦克秀 捏 - igtiine- (ナシ）努める，努力する。[yigtfine-->]igtune-]

•■周-付四13—

*亦古 勒 古 - igiilgii- (ナン）[赤古勒古-6igiilgii- ‘集まる’の誤写か]?

-周 - ] [i i 六50七

»亦 格 〜 (護助）護る，加護する。

■■周-i t i 八20六 

*亦 協 額 - - ihe’h  (護助）同上。

- 罷 -b a [—- b e ] 四 40五
*亦協額克迭- ihe’bgde- (被護助）[ihe，g- の受動形]

-額 速 - 7 s i i六36三 

-周-了 i i 七 3 六；八29十；主 4 ニ 

-梅 者 -miiHe 八11一 

*亦赫額克迭- ihe’b g d e - (被護助）[同 上]

-額 速 - ’おi i 三49五
*翊協額克迭- ih e lg d e - (被護助）[同 上]

-額 速 -$sii ：1：36 三
亦 赫 額 勒 ihe’d l (護助）保護，庇護。<—>ihey§l> 五34十；六25八 

亦 協 耶 勒 iheyH (護助）同上。八33五 "iheW〉

亦只里都勒纏 ililid ii.l5e.n  (慣熟） [ijilidii•丨6e- ‘瓦に慣れる，の同時接合副動詞形] 

四 9 八 …

*亦勒中合-ilGa- (選揀，揀，揀選，揀択^時揀）選ぶ；区別するe 
- 罷 - b a 九36八 

-黒三 - G sa n九39五

-周 - ；h i四25七，十；七19一，三，四，21九；九31八，32—, 36— 一 八，

39八；十 3 七；主48四，六 

- 悔 -mui 土22十

亦剌阿舌里 ila’ari (較好）かなり良い。四 9 七 

*亦剌黑- ilaG- (勝）勝つ；克つ。

- 罷 -ba 主 24 ニ 

- 抽 -£u 四10六

*亦剌黑荅- ilac.da- (被勝，可勝）[ilaG- の受動形]

- 阿 - 3 十27七 

-阿 速 - ’咖 士  23三
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- 中 忽 -q u 四27五，28ニ；主56三 

-中 忽 阿 察 - qu-’a£a 十27七

亦 列 ile (露着， 対面， 当面， 面前）明 ら か な （に)， 目にみえる（て）， 向い合った 

(て）。ニ17十：八10九， 14一，22八 

-宜 _yi 芏24ニ 

_兀 兀 六 35五

亦 列 ile (教去，去，教来）[ile- の 命 令 形 ]三 2 八， 4 九； 六31九， 40八， 九，十， 

41一，ニ，三，四2

*亦 列 - ile- (去，差去，差，教出，使，来，教来，使去，走去）送る，派遣する。

- 罷 -b a[ + b e] ニ25十，38三 ； 三  4 四， 9 四， 16四， 50三；四12七， 13六， 27 

十，28四，45十，五33九，34ニ，46—；六 19十，34四，35三，37五，40九， 

41六，46四；七14九；八 1九， 7 七；± 1五， 2 十， 15三，19 一， 37ニ， 

三，六，41八，九，42五^ 43四；芏20六，36—

-罷 者 - ba[ + be] - i e  九 23 六 

-別 速 - t e s f l十13三

HSS 悟 - ’^ i 五 11十，43五；六27—，46八；七14 四，25ニ

-額 速 - ’おi i 四 1 ニ 32ニ；六20三，30八， 31九；九 1 五；十21七， 34三；土35 

五，36—，43五，47—； 5  3 八 ， 4 四，20— ， 33十，49十 

-克薛偽 - gsed ：H ll六，十 

- 克 薛 額 児 - gse’§r 一 39—
- 克 先 - g s e n 三 4 五；六48ニ；八15六，九；主49十 

- 古 - 十 34 六，八 

- 古 宜 六 39三

- 周 - 三 50七；四 1 十；五 6 三，六，九， 7 四，11三，18七， 47—；七 9 四；

八36八；九 1 九，27九，28三；：t： 2 九，39十；主 3 —， 7 七 

-主 古 - 扣 六 6 五 

- 主 恢 -I t ik i i i七28五

- 主 兀 -Ifii’ii 一33九；四12九，31十；七14ニ；十12ニ，34三；：t：18三，35八 

-主 為 - ^ i’S i 四11ニ；五33七，十，42七，43ニ；七14十，25四，27七，28三，42 

九；十 12九，33六；土 12八；主 5 ニ，20三，30九 

- 魯 額 - 】ii，け 35六

- 舌 侖 -r iin —33三，五；三 3 十2, 4 六，16ニ；四 1 四， 13三， 33五；五33七， 

43三 （亦《舌》列舌侖)；六 5 三， 19六，45八；七13十，14六， 26五， 42三， 

四；八 6 四；十13—；：！：18五，35ニ 37四，42—；芏 3 四，19五 

-速 - s i i 主20三 

- 速 該 -s t t g e i主50五 

- 禿 該 -t i i g e i主32九 

- 兀 澤 幻3 辽 4 >〖] 五 4 七
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-牙 -y自[ + yS] 六45六；九34八，42七 

-耶 -片 五 46九；六48六；主32七，44七 

亦 連 ile .n (教来）[ile- の同時接合副動詞形]主27四 

*亦列助都- ile.ldii- (共教去，教共去）[ile- の対動形]

- 罷 -ba[-»-be] 1；19三 

■'主為 -抑 六48六

亦魯ト帖 ilfibte (順便）便利な，都合のよい。主52九 

亦 魯 該 ilfigei (下唇）下唇。

-亦 顔 - yiyan[ + yiy§n] 四 27 八

亦馬阿® ima’Sd (祐羱，羧應）山羊。[ima’a n の複数形]五11六，14七；六26六 

亦馬阿舌里 im a.’a r i (因他行，他行）[人称代名詞3人称単数造格形]五42九，むニ 

亦 馬 荅 im a.da (他行）[人称代名詞3人称単数与位格形]七1九；九2 八；±18三 

亦 馬 宜 im a.yi (将他，教他，他行）[人称代名詞3人称単数对格形]ニ47三；四50八； 

五10ニ；八14一；芏12四 

亦納黒短 ma.GSi (以這相）こっちへ。十15五 

亦納兀®  ina’fid (寵信的毎）寵臣達。 [inaq ‘寵愛’の複数形]

*亦揑- i n h  (咲）笑う。

- 主 兀 七 9 七 

#亦揑額- ine’レ （咲）同上。

- 罷 -ba[->-be] 七 9 八

*亦揑額兀魯- (教咲）[m e浴-の使役形]

-®坤 -dkttn 土30五

亦捏舌魯 in e .r ii (焼飯祭）こちら刨へ。ニ 1九
亦 訥 in .u  (他的）[*i n の属格形]彼（女）の。一 7 五，六，七， 8 四2，八， 9 十，10

十，12六， 13ニ，五， 15八2， 18七，20四，十2, 21ニ， 三，四，2 2 - ， 

24八，30五，35ニ，三，36三，37—, 38三，42三，46三， 六；ニ 15ニ， 17

七，21十，23—，三，六，29四，十，30—，33十， 34九，35八， 37四，46 

七，十，47—, 48四，五；三 6 五2,六 ，七2, 9 九， 13九，五2, 20六，七，

25三，30十2, 38ニ，43七，八，46—，ニ；四 3 三， 4 六， 5 —， 8 七， 14

三，四， 19十，22三，十，23ニ，25五，26四，27九2，十，28五，八，九， 

32十，40三，46八，49五；五 2 四，五，七， 3三， 4 四，五，八，九，十，

5—，三， 9 八，10四， 13七， 17ニ，23七，26五，27五，十2, 28六，34七， 

37八，40七2，41三2,四 ，44四，4晒 ，六，50五：六 3 四2， 12七2， I3ハ， 

十，16ニ，19三，20ニ，21ニ，22三，23ニ  27八， 36八，九， 十，4〇三，

45九，十，48十，52五；七 1四，六， 6 四，五，八，十， 7 七一，ニ，几，

9ニ 四 ，十，11八，21—，36五，43五，45五，A  2 十3， 3—， 6 四’七，

12七，21ニ，四，九，22八，十，36五，43 四，45 八，46九；九 6 一，1 4 ’ 

ニ， 15六，七，16七，28八，32七，33五，六，十， 47四；十11六， 16一•



17十，24四，28十，29—，五，31四，33八，九，38七，八，39ニ， 八，40 

五，41三，43三； ：t  5 八， 9 八，15ニ，17—，18八，21四， 25三，五• 38

40六，50七，51—; 主 5 九， 1 4 七，32— ， 三，34三 

*亦中忽舌里-iquri- (移）退く，離れる〇 

-周 - ：f u 七34七

亦中忽舌里中合勒敎iduri.Ga.Wu.n (相挪，相挪趲）[iquri- の使役•対動•同時接合副 

動詞形]四35ニ，49ニ
亦 舌 児 格 irge  (地状）モンゴル包の側壁の下部の部分。

一 台 - ta i[—- te i] 十 1 九

亦 舌児格 irge  (羯）去勢羊。三4 5 六；芏2 3 ニ，5 2 六，5 3 四 

-思 - s 六4 4 ニ

亦(舌)児格 irge (百姓）人衆；人民。五18四，33九；七 4一；十23五 

亦 舌 児 格 irge (百姓）同上。四21八，46九；五10三，13八，27六， 32五，六， 33七，

3 4 五；六2 8 —， 2 9 八，3 0 — , 五，3 1 ニ， 四；七 1 ニ，十， 3  七， 4  六， 1 6  

三，4 5 四；八4 4 八；九3 0 ニ；十 1 6 八，2 2 八，2 3 ニ，三，四，六2，七，八，

2 5 六，3 1 四，五；土4 5 —；主4 7 三 

- 邊 四 3 2 十；十3 3 五，3 4 四，3 5 —，五 

-突舌児 - d i i r エ 8 —

亦 児 格 揑 irgen.e (百姓行）[i r g e n 与位格形] 一32十，33七，49ニ 

亦(舌)児格捏 irg en .e (百姓行）[同 上]:t 20— —

亦舌児格捏 irgen -e  (百姓行）[同 上 ]土 2 0 四，30五， 3 5 三；主 3 六， 1 6 三，4 8 五， 

八，4 9 ニ

亦 児 格 捏 扯 irg en.e£e (百姓処）[i r g e n の奪格形] 一34五 

亦舌児格揑扯 irg en.e£e (百姓行）[同 上 ]三 16六

亦舌児格揑撤 irgen .eSe (百姓行，百姓効;）[同 上 ]八 2 6 九；主 8一，13—，47八 

亦舌児格揑扯延 irg e n *e6e *y^ i (百姓自的処）[irg en*e£e の再帰格龄]土 9 十 

亦 児 格 泥 irg en .i (百姓行）[i r g e n の対格形]一18四，22ニ，23三；ニ 4卞  

亦(舌)児格泥 iirgen.i (百姓行）[同 上 ]土 50ニ

亦苦児格泥 irg en .i (百姓行）[同 上 ]ニ 2 2 五，23三；四2 6 一，ニ，36十，4 5 ハ；五 

1五，24八；八1 0 四，15六，42—；九1 2 五， 六；十15五， 1 6 八， 1 7 十， 1 8  

十，21八；！:4 5 四，51四， 5 2 四；芏 4 ニ， 5 九， 1 2 三，十， 2 6 七， 2 7 九， 

2 9 — ， ニ， 3 4 五，七，4 7 ニ — —

亦 児 格 訥 ir g e n d  ( 百 姓 的） [ i r g e n の 属格形]—2 3 七，4 4 三；ニ 3 9 四 

亦 (舌)児格訥 irg en .ii (百姓的）[同 上 ]九 1 1 三；主 2 1 四 一  

亦舌児格訥 irg en .ii (百姓的）[同 上 ]三 43三；四10九， 2 5 三， 3 9 九；六2 7 九；七 

43九，48三 ； 八3 0 三，十 ， 4 0 — ，4 1 五；十 1 5 六， 1 7 九， 2 0 — ， 2 1 —，ニ ， 

六 ； 土 8  ニ ， 1 0 六 ， 八 ， 十，U  一 ， 七，3 5 — ， 4 4 十，4 7 五，4 9 ニ ； 芏 8 —， 

六， 1 2 ニ， 1 5 四，五， 1 9 五，22ニ  5 5 八
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亦 (舌〕児 格 納 延 i r g e n i y ^ i (百姓自的行） p rg e nの再備属格形] 四25六_  —
亦 児 堅 irgen (百姓）人々，人衆；人民。 一 3九， 5ニ， 7 九， 17五 ’ 18一 ’ 一 ’ 四， 

19三，21八，九 ， 33—，44六，十，45四，47九；ニ 5 —；四 6五

-都 児 - dfir — 4 九 

-都舌里顔- dflr-iyan[—-iŷ n] ニ16十 

-突舌児 - d t t r 主10十，12九 

-訥 -nu — 4 三

- 途 児 - 饵r 一  17六， 18九，36十，42ニ，十；ニ30三 —
亦舌児堅 irgen (百姓）同上。四11十， 12—， 19十，26四，45ニ；五 9 四，13五，19ニ， 

六；六 3 四2，六，八， 19十，29十；七 11ニ，九， 16三，23九，45七；八 1 
ニ，42三；十21四，33—，四，35四；土  8八， 9 四， 44四， 46十，47三， 

四 ， 49一2; 主  2 四，十 ， 3 五 ， 8 八， 12八 ， 18— ，ニ，21五，七，22ニ， 

23十，55ニ，六

- 突 (舌)児 - 姐 r 土20六 一

突 舌 児 - diir三 15四，六；五27ニ，三；七21十；八37ニ，41十，47七；十 14三， 

17八；土 1 三， 11九，36九，49八，51九，：5 1 ニ，四， 4一， 15十， 19十， 

20八，30五，55ニ，八 

- 魯 額 - l i i $ 八15三
亦舌 剌 荅 irada (下水）川を下って。ニ 5 八
亦 舌 列 ire (来，教来） [ ir e -の命令形] 一49五；ニ 14一；六30六，31七，八，4i一 

*亦舌列- i r e - (来，教来）来る。

-阿 速 」鉍u[—$ stt] — 40六 

-埃 —’a i[ + ’ei] —48—
- 罷 -ba[— ~be]— 1 四， 17七；ニ 1 四，六，23三，28四，32七， 35—， 37六， 

四；三 1 六，31ニ，34三，五；四 6—，四，五，34ニ，40三，42六，47四， 

48三；五 2 九， 4 九， 5©， 6 四，七， 7 五 ， 9一， 12ニ，30七；六 8五， 

12九， 13九， 14ニ， 15十，27三 ， 44一；七  7 六， 15三， 23六， 44四；九28 

三；十 11七，十， 14五 ， 16—，34四；土  6 七， 12九， 15六， 16三，六； E  

9四
- 罷 古 - ba-gii[_be-kii]三34 七，十，35ニ，ニ，四，五，五，八 ’ 九， 十2， 36 

ニ，四，41一，ニ，三，四

_ 罷者 -ba~ 了 e[—-be~]e] 六38五；九 23 九 

- 別 速 -b色sii _ *20四 

- 畢 -bi ニ45六

- 後 坤 -dktin五45八，46—；六46七；八 9ニ；士 19一；主 4 九 

- 額 - ，S ニ46八
-額惕 - ’^3 四34ニ；六48六；七 7 四；：1：43九 一  _
-I I速 - ，細 i 酿 7十；五 6十， 9ニ ， 10—， 11八， 13九， 14九，23ニ， 39三；六
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11八，十，14五，九，17三，24三，八，26—， 30六， 31八；八36十；九48 

一；：1：36四，44六；主 1 八，38四 

-(克)薛(後） gsed —18九；ニ48九 

-(克)薛堪-g sed三49六 

-克薛择-g sed五 5 九；九39八；十 3 七 

-克薛額児- g seY rニ36七 

-克 [薛 ]泥 -g[se] ni [一"gsen-。 一25八 

-克薛泥- Ssen-i ニ23五 

-克 先 -g s e n七15ニ；主11六 

-克先突舌児-gsen-d i i r五 9 一 

-古 - gii[—kii-] —19 八；三19一；四 42八；七 33 四 

- 古 耶 -giiye — 44一

- 周 - jii 一  7 ニ，17九，18 八，19 四，23 六，36十，43 六，44 三；ニ 4 四， 7 十， 

11ニ，18七，27九，41五，44十；三 1 四， 4 一， 8 九，9 十，15八，33—， 

37七，十，38—；四 9 四，21七，34—，43三，46五，49四；五 1六，7 —， 

26—，34九，48—，七，49十；六 2 四，15十， 25四，29六， 31五，42八， 

51五；七 7 五，14九；八22—，36十；九13三，14七，17—，36ニ；十11ニ， 

13 六，14 五，15 三，七，38五；：！： 4 一，六，14 八， 19 五， 40—；芏 3 九， 

11四，13—，35七

-主 兀 - 诗 ’S 四 3 四；五26四；七14八

-主 為 - 〗ii’m —34八；ニ13六；四 4 三；五 2 五， 5 八；七 7 十， 27九；十10十;

士52五；芏50ニ，八 

- 恢 -kiii 一 17ニ 

-恢突舌児- kiii-d i i r五 5 ニ 

- 恢 魯 額 - —35四；五 2 五；六 8 五 

- 坤 -k iin九34十 

-列 額 -le$  ニ30七，45ニ 

-木 -mii —19 八 

-梅 - m U i七14七

-舌 侖 -rfin —49ニ；四40四；六31七，40八，十；九 5 八；十 12三；主17六， 28 

十，50三，六 

- 帖 列 - t e l e 九15九

- 禿 孩 -tuG aiO -tiigei] [孩―該]ニ1六 

- 充 骸 -t i ig e i四12六；六48五；八27九；九32九，33ニ；十13五 

*亦(舌)列-ire- (来，教来，将来）同上。

- 罷 -ba[—-be] - 4 六；ニ38三：四32四；五1仁 ；六26七；十16八，27十 

-額 速 -，否s i i九28四；土 42三 

-克薛惕 -g se d五 7 六



3 3 0 元朝秘史蒙古語辞典

-周 - 〗i i 四50十；九12九 

-主 為 イ ii’Si SI8三 

- 坤 -k tin九15五 

-宪 該 -tu g e i九32七，47五 

*亦舌劣克迭- ire .g d e -(被来） [ ir e -の受動形]

- 罷 - b a [ + b e ]四19六
-周 - J i i五10ニ；六24十；八12九；十34—，35八；：1；6 七， 8 七；主1〇六 

-中灰額徹 quj-e£e [―>-kfii-e£e] [中灰—恢 ]四 13六 

*亦舌劣勒都 ire.Idfi- (共来）[ire- の対同形]

-周 - ：ffi 七 33 ニ
*亦(舌〕列兀® -  ire.’f l l - (教来）[ ir e -の使役形]

- 周 - i f i 四47—

*亦舌列兀勒- ire’fl丨- (教来）[同 上]

-周 - 招 五 25ニ，44六，45九

亦舌列兀列埃 ir e .’flle’Si (来）[亦舌列列埃ire.Ie’每の誤りと思われる]五9五 

*亦舌列兀魯- ire.’fl l . fi -(来，教来，到来） [ ir e -の使役形]

-阿 愠 6d] 六45五

- 額 惕 砧 四 3 2 -，九；五 5 四；六 7 六，12—

亦舌 列 兀 侖 ire.fil.fi.n (教来）[ire .m -の同時接合副動詞形]:t l 八 

©  *亦舌 列 温 ire.’3 ( n ) l-(教来）[ ir e -の使役形]

-周-丨 fi —48十
亦舌連 ire.n (来）！;i r e -の同時接合副動詞形]ニ26七；六13七 

亦 思 該 isg e i (毯）フ= ルト。三47七，八 

-禿 - t i i 八30三

*亦 薛 舌 里 iseri (床）床几。六21六 ■

-因 - yin ニ 24 七；九13—

-耶舌連 - ygrgn五50—
*亦 帖 格 - itege- (倚仗）信•頼する，頼る。

-周-彳 i i 六 1六 

- 主 兀 -la ’f l 五40八
*亦帖格克迭- itege.gde-(可倚，倚仗） [iteg e -の受動形]

-古 - 七  8 —

- 坤 - k i i n 九28五

亦 帖 格 勒 iteg e‘1 (倚仗，中倚附，可倚仗）信頼。八19九 

-田 - t e n 五 5 九；六11四；十 2 ニ；主8_六，九 

-帖 揑 -ten-e 六 1三 

-禿 - t i i 九49ニ；：1 4 八；主38七，十 

亦 帖 堅 itege.n (倚附）[itege- の同時接合副助詞形]四39ニ
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亦 帖 兼 只 itege.m li (倚仗）信頼。六46三，48五 

亦 秃 格 孫 itiiges.iin (皮桶）[Mges ‘皮桶’の属格形]四1〇五 

引 者 in^e (従嫁）王室の娘の嫁人りに従う人々。一25八 

媵 哲 ingje (従嫁）同上。

' 恩 - s 八47五 

-薛 扯 延 -s-e£e-y ^ n 八47八 

影吉舌児察黑 ingg〗r£aG (単鞍）被いをつけぬ鞍。

-途舌児- t u r 六12七
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0

斡阿舌剌- 〇’互ra- (脱）離れる，ぬけ出す。

-黒三 -G sa n九42一 

幹孛(黒） ob〇G (姓，姓氏〉姓。

-壇 - tan — 25 ニ，四，29 八 

辑 孛 黑 ob〇G (姓，姓氏）同上。

-壇 - tan — 7 九，23十，24七，25ニ，三，四，27六，七，九， 28—， 三， 五， 

29五，六，31—；：i：50五 

- 秀 - tu  — 26 五 

- 禿 宜 -tu-y i 四26三 

圖 - tu  — 6 三

斡 赤 舌 剌 〇古ra [—oyira] (根前）近くに。[赤—亦 ] —48十 

幹(傷） od (去）[od- の命令形 ]行く。一46十

斡 惕 〇d (去）[同 上 ]ニ 21—，23—，25七；三44—，四；八28—，47九 

*輯 (®) 〇d- (去）行く，行きつく。〈-K)d _u->

-出為 - £u’i i i 四 2 八 

+幹惕- 〇d- (去）同上。

- 罷 -b a ニ〖0六，16四，28五， 32七， 39七， 46四；五 I4四；七43八；八 6 九；十 

14四，28六；主 1五，34五 

- 罷 者 -baづe 六26三

—抽 -Eu ^ 1 7 八，44 九，45—■，47 四，48ニ* 49五；^  1 —.» 九， 3 ハ， 16 十，27 

ニ，28— ，35六，39三；三 1 四，9 三，20六，24ニ；四 3 —，27八，45十； 

五 3 七， 4 一，11ニ，12— ，13五，十，40四，五，41四， 43五， 48九；六 

17三，20九，25ニ；七11七，12四，16五；八44五；十 18ニ，34ニ；^:18七， 

九，37五，七，39七；主24十 

- 抽 兀 ニ 4 五

-出 為 - £u，n i 三14三，17九；四 2 五， 5 ニ；五30九，48十；八 3 九，10立；十33

五

-(中 ) 忽 -q u ニ20七

- 恢 突 児 - kii|-d fir[-*-q u i-dur] [恢―中灰] 一 42 四 

宜 ~q u i-y i] [恢 •中灰 ]ニ 14三 

-中 忽 -q u  —  33—；五48三；六42六，46四；十21三 

-中灰突児''quj-dur — 33 ニ 

-中 渾 - q u n 六 17—*;九27八；主 2 六2 

-禿 (中 )孩 - t u G a iニ 1五 

-究 中 孩 - t u G a i九46五，47六



*斡惕荅- o d .d a -(被去，可去）[od•の 受 動 形 ]<->od.ta->

- 罷 者 _ba〜i e 十43七 

-中 忽 -q u 五46八 

*斡！: © ]塔 - o d . t a - (去） [同 上]

-周 - 知 四 2 十

*斡 银 塔 - o d . t a - (被去）[同 上]

-周 - iu  主 56 ニ

斡 多 舌 剌 odora (箭名）筘の名称。三47四 

• 斡 都 - od*u- (去）行く。

-阿 惕 -’記 ニ 26四；六28七，43八；七 5 五

-阿 速 - S s u 四22九，23ニ，五，39—，41五；六29十，49八；七16六，46五；八 2 

四；十28五，35八，36十，37ニ；土21—，三 

•慎 中 渾 -d q u n 六49七

-黒 三 - Gsan五 11五，35九；十 16六，33五；エ 15—

-黒 撒 訥 -Gsan-u ニ25五 

■•剌阿- l a l —18八；ニ 35—，41八 

'■魯阿—lu’a 四43—- 

-木 - mu — 1931 

-梅 - m ui — 37 八

- 舌 侖 -r u n 四40三，42ニ；八47七；芏34三 

- 兀 只 - ’幻 i 主57五 

-牙 —45八；五 6 四

斡 敦 o d .u .n  (去） [ o d -の同時接合副動詞形]ニ 29七；五34七，八，35七，十，46十;

六31四；七 6 七；八 3 —， 6 七；九13四 

*斡黒札惶- 〇G5ad- (驚）驚き恐れる。

- 抽 -6u 八 6 七；十30七

*斡黑札惕中合-oGiad.qa- (教驚，虚驚）[oq知d- の他動詞使役形]

-黒三 -Gsan十 1 五 

-牙 - 痄 七 23九
斡中合禿舌児 OGatur (秃尾）尾の短い。八35六 

斡中 豁 阿 塔 〇G〇’a ta  (—発）全く，完全に。：̂49ニ 

斡中豁 都 児 og〇4 u i■(禿尾）尾の短かい。ニ27十，28ニ，29四 

斡中 忽 中 合 0GUG& (整）全き，全く。七 4 三 

*輯(勒) - 0卜 （得）得る，手に入れる；見つける。く- 

- 罷 三 16三 

*斡勒_ 〇1-(得）同上。

-周 - i u 三24ニ；六12九；九11三；主35四 

-主 為 - lu ’fii 四17 ニ
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- 中 渾 -q u nニ20五

*斡 勒 答 -〇レda- (得）[〇1-の受動形]

-黑 三 - G san四24ニ，四，五，六

幹 勒 札 〇Ha (財，財物）獲得物，戦利品。五17六；七 3 ニ；九25八 

-突舌 児 - d u r五17六，18六

*幹 勒 札 剌 olja’la- (財得）分捕る，戦利品などを獲得する。

-黑 撒 ® - Gsad五18七

轉勒札剌勒敦〇〇a .Ia.ldu.n (相刼財）[olja.Ia- の对動.同時接合副動詞形]土24ニ

轉 郎 olang (肚帯）腹帯。ニ15四 

-你顔- niy5n 五2S八
*斡郎剌- 〇lang*la- (肚帯依旧和）腹帯をつける。

-(黒)撒阿児-Gsa’a r ニ15四

幹苗-児孫 olirsun〜 61irsiin (杜梨）野性の果実（梨の一種か)。ニ 5 九

斡羅阿舌児01〇’計 （多）多く。主35ニ

轉羅泥0 1 0 n*i (多行）[olonの対格形]八9 四

轉 羅 禿 olotu (多，多有的）多くある。一24八；七16三 — — _

輯 欒 olon (多）多くの，多い。一37十，38— ，46六；ニ28十；三43ニ；五 9三，26— ， 

37ニ；六28— ，36三；七 3 — 》10五，15 四，16 六，八，19六，23 九，24 九， 

十，25三，26六2, 27 九，31十，33三；八 8 ニ； 九 6 ニ， 10一， 25八，— 34 

三，39 五；十33 ニ；：1：9 五，10 七，七，11十，20九，21五，24-，30 ニ， 

39三，41八，45五，52五2; 芏 1六，16五，17— ，八， 十， 23三， 九， 27 

五，34十，37十，47七，52八，56—

-乞 顔 - 八 3 四 

-勤 - k in 六16九 

- 納 察 - n a e a七31九 

-泥 - n i 六22十

*斜魯- 〇トu- (得）得る。〈―K)l-〉
-阿 速 - S s u 六46三；七 3 ニ；九25八；十12八 

_埃 - ’封 芏 35西 

-亦 者 ' ■ ル — 35八 

-黒撒阿(舌)児"Gsa’i i r 九25九 

-黒撒阿舌児-Gsa，5r 七 3 ニ；主 6 ニ 

-黒撒惕 -c sa d九29六 

-黒 三 -Gsan九 7 六，33六；十12五 

-中 忽 ^qu —*38三

*轉魯勒察 -ol.u .l£a- (对証，折証）照合する；話し合って理解する*

-周 - ] u 五37九；六22三，五，七，八 

-速 - SU主 3 十， 4 三



斡魯 勒 潺 〇トu *l£a . n  (折証） [〇トu _i£a_ の同時接合副動形] ：̂35四； 叶  

斡 侖 〇トu * n  (得） [〇トの同時接合副動詞形]四4〇—; 六45三，十 

斡 籠 勤 o l u n g k in  (多半）大半。七27十 

斡 扶 吉 顔 〇m〇G*iyan (勇自的行 ） [o m o G の再帰格形]七28八 

斡抹 (黒） o m 〇G (勇）勇しさ；傲慢さ。

- 壤 -t a n 四25十

斡 抹 黑 om〇G (勇狂，勇）同上。主34八 

- 壇 -tan 四26ニ，29—

-中 禿 - t u 七28七

斡 抹 中 渾 omoG.un (狂） [om〇G の 複 数 形 ]ニ 6 九；：!：2四 ， 4 六；主 5 十 
*斡抹舌児中合-om〇Tqa- (雄勇逞）勇ましく行動する，傲慢に振舞う。

-中 忽 泥 - qun- i 三46八

斡抹舌里兀惕 omori’U .d (筲毎） [omori’a ‘胸’の複数形]三 46八 

*輯那- ono- (算計）策略を用いる，はかる。

-黑撒阿舌児 - Gsa，a r 主 7 七 （馬の）

斡 那 ono (扣子）刻み目，溝。

- 秃 -t u 三 8 六

*斡 那 剌 〇n o*la- (扣子）矢を番える。

- 罷 -b a 三 8 —, 六

鞞弯（ト )赤 〇nub出 （剜箭扣）矢はずに刻み目をっけるのに用いる小刀。六34—

111輯 斡 児 - o’6r- (去，放）棄てる，放っ。

- 罷 -ba — 11十，17 三 

- 抽 -6u — 37六2; ニ  9 五 

*斡 斡 舌 児 -o’5r- (去，放）同上。

- 抽 -6u 五44五 

- 中 忽 1 1 1 ：1：9七  

-速 中 孩 -suGai 土23ニ 

-禿 中 孩 -tu G a i芏38三

辑斡舌児察黒〇,沉^aG (刼賊，刼）強盗，残賊。五26四；八12三 

*辑幹舌児乞-0,6rki- (去）[斡舌児乞 -?]捨てる。

-周 -了 u 四28六

*斡斡舌魯- o，Sr.u- (飛放，放）棄てる，放っ。く—5r *u->

-阿® - ’Sd — 17 八 

中 渾 -d q im 九47十 

- 黑 撒 泥 - Gsan- i 十41一

•轉斡兀魯- 〇,6’aiu- (撇下）投げ捨てる。[斡斡舌魯兀魯-〇’6r u ，m w <〇_ M  
斡中 豁舌児〇q〇r (短）短い。：!：32八；主54三 つ 四 47五

**斡 S 児 - 5r- 法 ）捨てる。
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- 抽 十 39九 

斡 (舌 )児 孕 ordo (宮）宮廷。

-因 - y i n 十 4 五

斡 舌 児 朶 ordo (宮室， 宮）同上。 三43三；六28ニ；七16七；九47七；十 1 四， 5 六， 

十， 7 五， 9 七，九，十；主38五，39十，40三，五，42五 

-突 舌 児 - d u r 主42六

- 因 - y i n 九47—; 十 4 五， 9 ニ，四，六，七，九， 10ニ；主37八， 40十， 41 

ニ，四，七，九，42ニ

-思 -s 主58七 

-思突舌児 - s- 細 士52八 

-思 圖 舌 児 - s-t u r 芏20四

*斡舌児乞®- o r k i d - (引証）引用する，証拠を匱く。

- 抽 - £u ：t 46ニ

斡児乞敦 orkid.u .n  (引証）[orkid- 同時接合副動詞形]ニ12七 

幹 舌 児 中 合 orqa (人烟）人家；民草。〈—orqan，orqo> 五 10三，32七，34五；六29八， 

31ニ；七45四；主21七 

-班 -b如 六 30五；芏22三 

-巴 舌 里 顔 -b5r-i y a n 六30ニ 

斡 舌 児 中 罕 orqan (人烟）同上。：t：47三 

幹 舌 児 中 豁 orqo (人烟）〈-K>rqa(n ) > 五33九 

-班 -b3n 五33四；六31现 主 21五

斡 舌 剌 阿 ora，§ (野）（巻狩の圍みの中で）逃げまわる，逃 げ ま ど う （馬など)。 六％七 

*轉舌剌黒答 -o ra.Gda- (被投入）〈―oro.Gda-〉 [ora- の受動形]

-黒 撒 納 -Gsan-a 主34六

輯 舌 剌 牙 oray.a [—orai-a] (晚行）晚く。七39七

斡 舌 羅 oro (位子，位）位王座。〈->oron> 三 5 ニ 23—；八18五，47—，三；十 3 八； 

土 4 四；主56—

-班 - ban 三 4 1 主 23 ニ 

斡 舌 羅 oro (痕跡）跡。十43六

*轉 舌 羅 oro- (入，投入，投降，従）入る，投降する•

-阿 - ，a ニ 30八 

-阿 速 -，自s u 八 7 ニ，四

- 罷 -b a 四41七，九；五13三；六15三，51ニ；七44ニ 

-巴 速 -basu ニ 14四，23—

-周 - ] u  — 3 九， 1 3 二 ； ニ 2 6 六 ； 三 6 五， 1 3九；四4 3 七 ； 五 4 四， 9 五， 1 9五； 

六 4 0 四， 5 1五；七 5 十， 2 0 七 ； 九 1 2九2, 1 3三， 4 1九， 4 6 — ， 4 7 五；十 5  

八， 1 4四， 1 5—， 3 5 三， 3 8五， 3 9 九；± 5  五， 6  八， 1 8—，3 8十；芏4 0九，

41ニ，四，七，42七，56五
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_主 兀 イ u’U 五15八；七 5 六 

- 主 兀 者 - Ju’G-J e 六24—

-主 為 - 〗u’n i ニ 7 八；五11三；六20三；土13六 

-梅 - m u i八21七

- 黒撒慎 - G sa d八41五；九38四，43四；十 2 七；主45六 

-黒 三 - G sa n八 4 七，46四

-中 忽 - q u 四42三；五30九；七 5 ニ；八 18八；十 5 六；土 5 十，46七；主38六 

-中 忽 魯 阿 - qu- lu’a 三20七 

-中 忽 泥 qun' i 九36五 

-中 忽 由 -quyu [―qui-u ] 七47八 

-中 灰 - q u i九41七

-中灰突舌児 - qui-d u r 六44四；主44 一，45—

+ 魯 阿 -kiii-lu’ a [->-qui-lu’互][恢―中恢]ニ11ニ 

-中 渾 - d u n 九46九，47八；：t 39三；主38ニ

- 舌 侖 -r u n 九32四，41七 _

-宪 中 孩 -t u c a i五21三，六；九 6 六，24九，37ニ，三，四，五• れ—，ニ 四 ， 

六，48四；主41十，42三，43五，六，八 

- 牙 -y a ニ46四；三 6 四；五37六；六22三，六 

*斡舌羅(黒)苔-oro.Gda- (見入）[oro- の受動形]

-舌 命 - r u n 四11—

*斡舌羅黒荅- oro.Gda- (被入，被投入，恐入）[oro- の受動形]

-埃 - ，a i 八 34—

-周 - i u 六20四；主 3 七 

-中 灰 牙 察 - qu|ya£a [ + qui-a6a] 六 40—

*辑舌羅勒都 -o ro.ldu- (入，共入，教入） [oro-の対動形 ]

- 剌 阿 古 - 〗a’a -g ii [—- la’a-kti] 五 15 四 

- 舌 侖 -r u n 九37—

-速 - s u 五40十 

-秃 中 孩 -tu G a j主43—

*輯舌羅兀勒- oro.’m - (入，教入，教投入，教投降） [oro- の使役形]

- 罷 -b a 三21九,•四43八；七19三；十14七 

-答 中 渾 -da，q u n 三21八；九34五

-周 - l u 五 12三， 15九， 20六， 24ニ；六 5ニ， 27七；七21九， 42三；九34 

七；十 15五，16八；士 19三，42九，44四；芏 4ニ， 11五， 27六， 29三，35

■ • 主 兀 八 32四 

4 忽 -q u 十30七，八 

-中 忽 宜 -qu-y i 九32ニ



- 禿 孩 - tu g a i [― tuGai] [孩—中孩]九32五，37六 

*輯(舌)羅兀魯- oro.’m .u- (教入）[〇ro- の使役形]

- 牙 -y 互 六 5 —

*騎舌羅兀魯_ 〇r〇.a卜U- (教入，教投入，教投降，被入，投入，入）[〇r〇- の使役形] 

- 阿 惕 -’a d 六20九；十 14九；：C19五 

-阿 速 - ，S s u 八 9 九

中 渾 -d q u n 九31九，十；十41三 

_黑 ニ —G sa n主34八 

-黒三突(舌)児-Gsan-d u r 九31七 

- 舌 侖 -r u n 九31九，十，32三，六，八，十2 

*斡舌羅兀《舌》魯- oro.，i ir .u- (入，教入）[oro.，m .u-，oro- の使役形]

-舌 侖 -ru n 七19一，ニ

斡 羅 兀 侖 oro.’fll.u .n  (教入）[oro- の使役•同時接合副動詞形]十は十，21九 

@  *斡舌羅温勒- 〇ro_’i i(n)l- (教入）[oro- の使役形]

- 罷 -ba — 46 四

斡 (舌 )羅 阿 oro’a (狡）捕えにくい，逃げまわる。〈―w a ’a〉三43五 

幹 舌 羅 阿 oro’a (野）同上。五37三；九25九 

幹 舌 羅 出 〇ro6u (晚生的）おそく生れた。八29六，31七

斡 舌 羅 黑 〇r〇G (黒脊） （馬の毛色について）蒼灰色の， 灰褐色の。 一15七， 16四 （輯 

舌羅(黒))；ニ29五；三 8 四；八35七 —

斡 舌 羅 失 兀 侖 oroSi’a l.u .n  (定体）[orosi’m- ‘居を定める，の同時接合副動詞形]主49三 

斡 舌 羅 申 oroSin (常川）常に。：£ 4 7十

幹 舌 欒 oro .n (入） [oro- の同時接合副動詞形]—25十；ニ14四；三14六；六30三；七 

5 九；十31八；±24ニ

截 舌 欒 ortvn (位子，位）位，王 位 〈—oro〉
-突 舌 児 - d u r 七 3 七，九；八38ニ；十 1 三，六，九；主54十 

都 舌 里 顔 -dur-iyan ±24ニ 

戟 舌 樊 oro.n (被窠）寝床。十 1 五，35三，36ニ 

*幹舌魯- (撇）棄てる。〈-*o’6ru->
- 阿 惕 -’3d 七 7 四

斡 舌 魯 納 orun-a (替代行）代りに。 [o r u n の与位格形]主 23十 
*斡莎勒荅- oso l.da- (怠慢）怠たる，なげやりにする•

-中 渾 -qun 2131—

H g中 孩 -su G a i三45五

輯兀舌児察黒〇’ar£aq (刼賊）賊，強盗。九12八

幹 宜 〇yi (性情）気持，感情。五 4 四

幹 亦 納 〇y i_n ‘a (情行）[o y i(n) の与位格形]主24八

斡 亦 舌 剌 oyira (近，根前）近 く の （に)。一19八；ニ45五；八10九
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斡 赤 [-♦ 亦 ]舌剌 od ra [-*oyira] (根前）同上。一48十 

*輯亦速剌- oyisula- (陰害）ひそかに考える；はかる。〈-► gyisiiled.'ii-〉
- ® 中 渾 -d q u n 十37四

*斡亦速 剌 勒 都 -o y is u .l a .ld u- (陰害）[o y is u丨a- の対動形]

-梅 - mu又十36九

斡 亦 速 剌 敦 〇y isu 4 ad‘u*n (暗懐）[oyisulad- の同時接合副動詞形] 一48ニ 

•斡亦速剌黒荅- oyisu*la*Gda-(被陰害）[0yisu丨a- の受動龄]

-阿 - ，S —49ニ

料 因 oy im  (情懐，心意）気持，感情。

-都 舌 里 顔 - d u r- iy 3n 五24—

一秀舌里顔-纟ur_ iy^n —46四 

完 (助 )者 〇(n )n e (外財）獲得物，戦利品。<—ol；fa>
- 兀 - u ニ33九

*完只- o n j i - (罰）未詳 (Snji- ‘過ぎる’ と読むべきか？）

一禿中孩 - t u c a i 主45八

*完 勒 荅 o ( n ) l .d a -(得） [〇卜 の 受 動 形 ]〈->〇トda->
-来 -丨 a i 三21ニ

应 吉 onggi (柄） （刀，鎌，などの）柄の部分にある孔 

-禿 - t u 三 8 六

*汪札勒荅- o n g la l.d a- (被断絶） [ongja卜の受動形， 〇ng5al- は未詳なるも *断 っ ， 

の意か]

**周 - l u 八44九

*汪 剌 只 - o n g ld i- (ナシ）空にする；えぐる。

-慎 中 渾 - d q u n 三46九
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幹 纏 5£e .n  (不服）[55e- ‘恨む，復讎する’の同時接合副動詞形]。：！：44九

*翰 赤 - 6£i- (奉，稿告）上奏する；祈る。

- 罷 - 1 〇 [ + 1 « ] ：1：9九

-額 速 - ，私f i 五26三；土21七，45九，47六；主 2 九，10九，22八，34—

-周 - ) f i 十 12三，九；±42—，三；主28十，30九 

- 主 兀 八 31十

-舌 侖 -rfin ；£20七 ，44九，46六；主22ニ，33六 

-速 - s f i 四15九 

- 速 該 -s fig e i ニ51ニ 

幹 赤 勒 5£i .l (奏事）上奏。七48七，九 

—田 - te n  —*45 四

*斡赤兀勒- S£ i .’Sl- (教奏）[S£i- の使形形]

-主 為 - Jfl’fli 七 48 ニ 

轉 赤 兀 里 ( 禱 祝 ）祝詞。ニ51五 

幹 赤 干 S£ igan[->g en ] (昨前）昨日；過ぎた。ニ21八 

輯 赤 堅 6£igen (昨前，昨）同上。ニ 9 三；十36五> 38七 

斡橡刊 Sdken (濁，稠）濃い，滋味のある。三 8 四；十 4 十；主39九 

斡 敦 5dtt‘n (翎）羽。一19七

斡 額 迭 S’Sde (逆水，逆着，逆，上，高）（河の流れを）逆上って；上 へ  一20三，五， 

36四，37三；ニ 5 八，26六，44七；三 9 —, 三， 10五；四11三， 12四；五 

28七，30—; 六 15ニ，29三；七22七，42五；土 18十，19五，39六2 

幹 額 的 顔 诉 .d .iy6n (自毎）[5’6r の複数 •再帰格形 ]五 46六 

斡 額 児 5’6r (自家） 自分。ニ24-  

幹 額 舌 児 6’红 （自己）同上。

-都 ® 里 顔 -4 iir -iyan [-»-iy6n ] 五 10ニ；主15三 

-宪舌里顔 -tfir-iyan [-»-iy6n] 九41八 

幹 額 舌 列 徹 S S r .e£e (自己裏）[571•の奪格形 ]五 25四

斡 額 舌 里 顔 S，6r .iy6n (自， 自己， 自己行， 自的行） [5,61•の再帰格形]四36十； 五38 

十，39四；七28五；八32ニ；；£ 1 8—；芏57四 

輯 額 舌 侖 5,石■•fin (自己， 自己的， 自， 自的） [5’虹 の 属 格 形 ]—16九；四26四；六52 

八；八 32—，45ニ；九 7 五，六，25四，29 六，43 九；十24 - •，ニ；；t 40 三； 

£ 1 8 -

斡額舌児 迷 赤 連 ( 別 做 ）八14五 [6’6r .mi.eile ‘別とする’の同時接合形] 

輯餌舌列 ；5，Sre (別，月）別に，他に。 <-*3re> 三23ニ；五25四，七，40八；七43六； 

八 9 七，14八，15—, 20七， 28八；九 4 ニ， 7 二）十 7 十，土36—; * 3
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十，40ニ

辑額速® 6’吞sttd (自毎， 自己毎）[6’̂s f i n の複数形]九 25五；主46—

轉 額 孫 6 ’dsfin (自己， 自己的） 自分で， 自ら。一33—，六；ニ29六； 四40六， 45九； 

五 10ニ，12—，23十， 43五；六27—；七 1 七， 32四；八35八；九25六；十 

18七，29三，34—，35八；土41十 

*輯银(―克） 6d-[->6g- ] (与）与える。

- 罷 者 - ba-Je [->-be-ie ] 主 23 四 

•斡(克) - (与）同上。

- 罷 -ba[—>-be] — 8 九；ニ41十，51五；四15五 

- 罷 者 - ba~Je[ + be~ie ] 六 25 四 

-抽 - 敁 三 26八

-中 灰 - q u i[ > - kiii] [中灰—恢 ]主 52七 

-速 - s i i 三43五；四49十 

>輯克- 6 g - (与）同上。

- 罷 -ba[ > - be] — 11十 ， 12—， 15三，18ニ；ニ39十；三24三，33—；四15五，17 

五，19三，20八，22五，八，23—，三，六，27五；五27六， 34六， 35八， 

九，50八；七 1 四，八 1五，14ニ，24五，十，40ニ，46十，48—；九 2 八， 

10五；十 13八，16ニ，三，四，21十，22—，23ニ，三，四，五，六，七2, 

八，31五；：1：8 四，10—，16四；芏13三 

- 罷 者 - baイe [ + be-Je] 六28三；九 1三， 7 五 

-別 - be ニ 25 十 

- 別 速 -b^sii —46 七2 

-赤 為 -る i’fii —48三

- 抽 - び 一 32十， 47三；ニ25九；三26三；四25八；五12三；六24六， 30六；七25 

ニ；八 9 三，47六，九；九 5 九，28十，31ニ；十25六，29五；：̂26五，六； 

主10五，25十 

' • 古 - 芏  57 ニ 

- 古 宜 -kii-y i] 四16—；八31九 

- 古 耶 -g iiy e 〔->-kaトe] 主21八 

■■古由-g iiy ii[ + kUi- fi] 五 23 七 

■■周-〗i i 一 1〇一；四42七 

-k iii — 40 十

■•速 - sii — 8 /V， 9 六，46九；ニ40 ニ，三；三 2 —，ニ，六，43 六，七；四 50 ニ； 

五 6 六， 7 四，46七；六25ニ，38九，51十；八20六，27八，34五；十12九， 

16九；：1：8 三，九， 9 六，七，29ニ，十，32八 

- 速 該 - s i i g e i五41ニ，三

- 秀 該 -t t i g e i三 1 六；四23—；五 33九； 六 52六， 七；九33四， 八， 34—；主47 

五，六



斡 克 鉍 （与） [6g- の命令形]与えよ。 一 9 六；六以九，34四；七 7 二：八3〇五 

*斡克迭- ( 与，被与，可与）[5g- の受動形]

- 克 先 -g se n  — 5 五；五25九 

-古 牙 - gfiye [ ― 八  28 四 

專幹克帖- S g.te- (与被与，可与）[同 上 ]
-埃 - ，a i[-~—’包] 一 4 十 

- 薛 -ba[->-be] 五34九；六31五 

-克 先 - gsen — 4 五；五23六 

-古 - g ii 卜 kii] ニ 2 八 

-周 - 识 十 35—

啤 ニ 2 八

- 中 坤 -qun[-—kiin] , [中坤->坤]九31—

-列 額 - le’§五34八 

*斡 古 - 吆 ( 与 ）与える。

-埃 - ’a i[ + W ] 六36六，八，九，37—

-偈 坤 - d k i in 四 1 十；六37ニ 

惕 - 制 六 27四 

-額 速 - ’刼立六31三；七 7 八 

-吏 薛 訥 -gsen-t i 五10四 

- 克 薛 的 - gsed-i 土 16十 

- 克 先 - g s e n 九33五

_列 額 - le$ ニ41七，八；八28三，五；芏 8 ニ 

- 魯 額 - m s  士16六 

-木 づ n i l八29四；：1：15十，16九 

- 舌 剌 -ra[—- re] [舌刺—舌 列 ]五 6 三 

-舌 列 - r e 九28三

-苦 侖 -r iin  五 36—; 八 46—；：!： 8 九；芏 8 —

- 牙 -y a[->-y§]五19六；九17七，19一；十13—

- 耶 - が 五 38十，45十；十11三，22八；土 5 八，十；主22五，48ニ，五 

輯 昆 5g .t i.i i (与） [6g- の同時接合副動詞形]ニ25九2: 五 36—, 39五，46五；主 3 九 

*斡吏客兀勒■如士か’如 - (教了） [6S一の使役形]与えさせる*

-周 - 洱 六 14五

幹 克 里 格 細 A g e  (支請，賞）施物。八34四；芏48—

*斡 亦 速 列 都 - s y isU*le *d •ル■(陰害）ひそかに考える；策る。く—oyisula-〉
- 克 薛 你 顔 -gsen- iパ n 主57三

斡 乞 5ki (女，女子）女，娘。一34五，七，35八，42三，十，46三，六；三43四，六36 

五；七46六，47四， 48四；八41五；十11三，13—, 1 6 三；：t： 5 八， 6 四，

8 四
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- 邊 -b§n — 33 六

-® -d —35七， 45四；三39十；五27五；七 1六；十21—, 三；主 9 十，13九， 17 

ニ，52三，56六

-的 - di [-d- i] —44七；七12—；十 4 四，21十；主 8 五 

-的 顔 - d- iy€n —45—

• 都 延 -d-研 n 八45ニ 

-顏 yan(—y^ i) ニ37五；七45七，46一 

斡 乞 泥 5ki，n_i (女子行）[S k inの対格形] 一46四；七46三 

斡 乞 泥 顔 6ki.n .iy^ i (女子自的行，女自行）[6k i n の再帰格彩] 一33-, 46九 

斡 乞 你 顔 ( 女 子 自 的 行 ，女自的行）[同 上 ]六 24六；九23五 

斡 乞 訥 Ski.n.ii (女子的，女的）[S k inの属格彤] 一44六，45四；六20—

輯 勤 dki.n (女，女子）女，娘，嫁。一 4 ニ， 5 —，四，七， 6 六，32十，41五，45七， 

八，46八；三43三；四46ニ；五22—，25九；六52七；九17七，19一 

-泥 - ni — 5 四

斡 勒 澤 明 ai [—Jei] (吉慶，福）吉祥，福。<—5(n)l}e, 6(n)nei>
- 壇 -tan [—ten] 十 1六 

-田 - t e n 十 2 六 

-禿 - t i i 十16七 

斡 勒 者 61知 （福）同上。

- 秃 -t t i 九 6 四

斡勒客克61keg (灰土） 塵。一39五

斡勒客思况ke.s (山下）[6〗ke *山の南面の麓，の複数形]七27四 〈―a (n)llce>
斡 勒 迷 Sim丨（脚面）足 の裏（のつま先の部分)。

-亦耶舌児」iyむ 5 3 0 —

斡列 31e (黒青）（馬の毛について）灰 青 色 （の）。一45ニ 

斡列 格 iilege (揺車）乳母車，ゆりかご。

_台 _t a i[ + te i] —41八 

轉 列 該 Slegei (揺車）同上。四14四 

-台 - t a i[-te i] 八 28 六 

-帖 額 徹 -te-’e6e 九 5 七 

W郎 olang[—S le n g ](青草）家畜の飼草 

-突(舌)児-的 r  土 33五 

-突 舌 児 -dUr 土 31六

斡 里 児 孫 Slirsiin〜 olirsun (杜梨）野生の果実（梨の一種か)。ニ 5 九 

*斡劣思 - 516s- (飢）腹がへる。

- 抽 - £ii 五12—

*斡劣 速 - 6丨6s (飢）同上。

-克 薛 泥 -gsen-i 六28三



•輯《舌》羅思- 6r5s-[—5丨3 s - ] (飢）同上。

，拙 - 邡 九 12八 、

*斡羅速- 316s各 （飢）同上。

- 木 薛 児 - m iiser .腹をへらすこともなぐ—耵阳 

騎 魯 克 SHig (死）死んだ，死体。八 2綱
*戟 魯 木 列 - olum le- （向前，鏖戦）命をかける。命を賭して前進する •

-克 薛 訥 -gsen-f i 八45十 

-古 - gii〇 - kii] 主 56 十 

-周 - 沖 主 57ニ

輯魯木連 SItimle.n (向前）[Sltimle- の同時接合副動詞龄]士26—
*輯 蔑 児 - 6mむ- ( 党，党護）護る，保護する。 6mかe_>

-古 ニ12—

*斡 篾 舌 列 - 5m5re- (党，党比）同上。く-^m e r _, 6mi5re-〉

-周 - 铒 十 27ニ，三 

*斡 抹 舌 列 - 6n̂ re- (党）同上。

-周 - 拍 十 36五

輯 揑 赤 傷 6ne4 i.d (孤，孤毎）孤 児 [複 数 形 ]六 7 十；芏24七 

斡 捏 赤 敦 6ne•石_d-iin (孤児毎的）[Sneeidの属格形]六 53三 

*輯 捏 赤 舌 列 -SnediTe- (孤独）孤独になる，孤児になる。

- 坤 -k iin主23九

斡 那 赤 敦 6n5.£i.d.tin (孤独的）[Gn56id<*—Snedd〉の属格形]九 21—，十 

斡 那 舌 児 6n3r (ナシ）宗族，親族。三 4 ニ

斡舌 児 中 豁 里 牙 舌 児 qoレi0 r (惱項）[S r职 1 ‘中心，脳天，に造格語尾 - iyarの附さ 

れた形。] 芏 54三 <—qoI>
幹 舌 児 3r (自己）自分。

-宪$ 里 顔 - t i i r - i y ^ n 四 6 五 

斡 ® 里 顔 5 r . i y ^ i  (自己） [ 3 r の再帰格形]主 15ニ 

斡 (舌 )児 堅 Srgen  (寛）広い。四23—
斡 舌 児 堅 6 rg en  (寛）同上。四22十；八 7 七；：1120八 

斡舌児魯兀® Srlii’Sd (豪強毎） [Jirliig ‘英傑’の複数形]。八19五 

斡 舌 児 篾 格 6rm ege (毽子，毽衫）毛の上着。土 9 六く—6rmiige>

- 邊 -bSn八36九

幹 舌 児 木 格 5rmiige (毛衫）同上。<-+Srinege>

- 邊 -b§n ニ38五

斡 舌 列 5re (心，心窩）心，みずおち。く->6r6 > 四23ニ；七38—；八14十 

- 邊 -b否n ニ 1 四 

•■田 - t e n 七33十
輯 舌 列 & e  (月）別々に，離れて。<->S’S r e > 六 4 七

3 4 4 元朝秘史蒙古語辞典
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*斡 舌 列 6re- (出，捨）捨てる。

-克 撒 [-»• 薛 ] 訥 -gsanu[ + gsen-ii] 八45九 

- 周 -i i i 四43七；九20九

斡S■列額列6re’§le (辺傍，一隻，隻） （馬の）左側；片方。一45三；三38三；八14五， 

37七

斡 舌 劣 6r5 (心）心。<->5re> 三 5 三 

斡 舌 羅 6r6 (心高）同上。ニ21十

斡 舌 劣 額 列 6r6$ le  (—隻）（一対のものの）片方の。一 9 十 

斡 舌 羅 額 列 6r抑 Ie (—隻）同上。四27—，ニ 

斡 舌 羅 列 5r5 le (隻）同上。九 7 三 〈―

斡 舌 魯 克 (寧，寧静，敦厚）静 寂 （な)，平 穏 （な）。十 1 三；土29四 

-突 舌 児 -邸 r 十 7 六 

斡 舌 魯 格 SHige (天窓）天窓。〈―eriige〉
-台 -!;a i[-»-t e i] 十 1 ニ 

斡 舌 魯 格 孤 6r i ig e s i i ‘n (剌）とげ。八18九 

*斡 思 - 6s- (長）成長する，育つ。

- 抽 -£i i 八28七，十 

- 古 魯 額 - 的 八 33四 

-中 灰 魯 額 - qu卜lii，ら [―-kiU-l i iS ] [中灰-> 恢 ] 九 6 三 

*斡 思 格 - か _g e- (長，教長）[6s- の使役形]

- 罷 者 - ba イ e [ + be~Je] 八 29 ニ，三 

-周 - Ki 一45—； 土 9 五；芏 8 五 

-舌 侖 -r iin 土26四

•斡薛- 6se- (報）報いる；仇をとる。〈̂ 6 s6->
- 坤 -kiin 三 4 ニ 

*斡雪 - 6s5 - (報）同上。

-周 五 19五

料雪格亦耶舌児如如 e y iy § r [―6s5g e i-iy§r ] (教脚後根） [3s3g e | ‘踵’の造格 ]主 29 

十

斡雪(勒） 加6 1 (譬）復譬，仇。ニ48九く->5s6(n )l>
斡 雪 勒 6s5 1 (仇，讎）同上。一40ニ；九12五；土20五 

斡雪里 顔 6s5I.i ^ n  (讎自的）[5s5I の再帰格形 ]三 4 ニ， 5 四 

*斡 旋 - 6s6 . i i (報， 讎）[6sS- の同時接合副動詞形] 一40ニ；ニ48九；三 5 四， 17八； 

九12五；：H20五

斡旋勒 6s5(n ) l (讎）復簪，仇。五 19七 

*斡速勒扯- Ss.i i.1 & - (共 長 ） [5s- の相動形]

- 克 先 - g s e n 八33五 

斡失 战 （營）復謦，反目0



i  - t f l 五 1 八 

斡 失 5Si (讎，簪）同上。

-田 - t e n 四12—，19三；八10四；九12四 

-禿 - t f i 九 4 ニ

斡 失 顔 S tiy ^ x  (譬自的行）[6S の再帰格形]主 11五

斡 帖 児 Ster (疾快）速 い （く）。〈- St6r> ニ42七，九，《ニ，三

斡 帖 舌 児 Ster (快）同上。四12六；五 3 八， 4 六， 5 —
斡 帖 児 連 6t e r，le .n  (疾快）急いで。[Ster.le- ‘急ぐの同時接合副動語形 ]•

<—St5i••丨e .n> ニ43四，46三 

斡 帖 宝 児 連 m er.le .n  (快）同上。四13—；：55三 

*幹 帖 児 蔑 列 -Sterm e'Ie- (近垛子般射）射殺す；散々に射る，

-周 - Jfi ニ 10 五

斡 脱 歹 6t6d ai[ ^ d e i] (老）老輩，老人。

-突 舌 児 - d f i r 主44五

斡 脱 克 3t8g (進酒，喝盞）酒盃，進酒。五21五；主29六 

*斡脱克列兀勒- StSg.Ie.’fll- (喝盞，教喝蓋）酒盃をほす；進酒を飲む，

-周 - I U 七 2 十， 9 六；九24七，26四 

斡脱堅 6t5gen (地）地，大地。〈->etiigen> 土30ニ 

斡 脱 古 St8gfi (老）年とった，老年の。七 9 ニ，11ニ

-思 -s ニ12七；三49六；九42八，十， 43三；十 1 四， 2 六， 九；；t 46—; 主44 

八，十，45五，六 

-昔 - s-i 九 41六；*  43 ニ，44 九 

-孫 - s-i i n 三27六

*斡 脱 古 列 - StSgfi.le- (為長）年長者となる，

-古 泥 - gfin i[—-kfln- i] 九 4 叶  

*斡脱勒- 5tSト （老）年をとる。

- 罷 -ba[ + be] 五36ニ；七10三 

-古 - gfi[一-kfi] — 46 九 

-周 - Jfi 五 36 ニ

*斡 脱 勒 务 5tm .de- (被老） [8t6卜の受動形]

-¢5 -k ii i 七 29 七

斡脱舌児 3tSr (快，疾快，快疾）速 い （く）。[3ter] ニ 1 六；六14三； 八20ニ •十 31六 

斡 脱 児 刊 3tSr‘ken (快）更 に 速 い （く）。一49五 

*斡 脱 舌 児 列 -StSr.le- (教疾快）[S ter.le- ] 迅速に行動する。

- 究 該 -tfigei 八21—
斡 脱 舌 児 連 敝 -le .n  (作急，恢）[atSr.le- の同時接合副動詞形]四32三；六50三 

輯 兀 坤 S’i ik a i i(脂苷）脂肪。

-突 (舌 )児 - dfir 土33六
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*斡耶薛- 5yese- (貪食）むさぼる。

-克 先 - g s e n 七36ニ，八 

完 迭 堅 Sndegen (外）卵。主31九 

完 勒 者 5(n )lle (吉慶）吉祥，福。<—50e i>
- 田 - te n  ニ49六

完 勒 澤 6(n ) l H  (吉慶，福）吉祥，福。〈―了 e>
-禿 - t i i 八14九，33五

完 勒 只 格 S(n)l]ige (車前，前）車の前室。一35七 

- 迭 -de — 4 四 

- 台 -t a i [ —>-teij —45—

完 勒 客 6(n ) 】ke (山前）山の南面。

- 迭 -d e 七43九

*汪 迭 亦 - 6ngdeyi- (欠伸起，伸起）伸び上る；起き上る。

- 周 诅 四 40九；十36ニ

汪 格 Sngge (顔，顔色）顔，顔色。一34七，45—，五，七；三43三 

-額 舌 児 -’む 六 20—

- 田 - ten —*44 六

汪 格 古 顔 6nggegii.y6n (櫓蓋自的行）0 1 ggegii ‘足し，補足’の再帰格形]八8 五 

*汪 格 亦 -Snggeyi- (探）うかがう，のぞく。

_ 周 - 一*34 六
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a

兀 必 思 ubis (但動）かすかに然し止まることなく動くさま。十 2 ニ 

兀 不 児 速 不 児 u f c u r subur (陸続）ぞろぞろと，次々に。ニ32—
*兀 赤 舌 剌 -u£ ira- (遇）遇う。

-阿 速 - ’站u ニ 2 八；七47七，48四 

- 罷 _b a 六44五 

_周 - l u 三15五；七46十

~qui] [恢―中灰]七47八

*兀赤舌剌破^ " u a r a n iu -l g i l S ) [u« ra- ‘遇う，の対動形]

- 罷 -b a 六43十

兀出馬阿(舌 )児 u £ u m a •自r  (射名教）矢の名称。 [u 6u m a の造格形 ]六 16—
兀出馬中合舌児 u£uma.GSr (箭名）[同上]0 八43八 [u£um aG -arとすべきか？]

*兀惕中忽- u d q u -(汲）汲む。

-周 - 5u 七 7 ニ

*兀荅- uda- (遅）遅れる；久しくなる。

- 罷 -b a 四47七

兀 荅 阿 都 uda’adu (次）次の， 2 番目の。四28七，九

兀 荅 阿 納 uda’a w a  (遅行）[u d a l n の与位格形兼副詞形]九23九

*兀荅阿舌剌- udaSra- (随後）後に続く，後を継ぐ。

- 恢 阿 察 - kiU-a£a [— ~qui-a6a] [恢-► 中灰]:!：22—

兀 答 阿 舌 闌 uda’ara_n (随即）[uda’Sra- の同時接合副動詞形]六46五，十；十28七 

*兀荅阿(舌)剌勒都-uda’豆ra .ldu- (随即趕）[uda’互ra-の対動形 ]

- 罷 -ba — 35 三

兀答阿舌剌勒敦 u d a lr a .ldu.n (共随即） [uda’a ra.ldu- の同時接合副動詞形]九13九 

兀 荅 安 uda’Sn (遅）遅い，ゆっくりした；久しい。六49一；主49一 

兀 荅 勒 u d a l(遅）遅れること。十 2 三 

*兀 都 - udu- (引誘，誘引）策略でおびき寄せる。

• •周 - i u 七27三；八45五；：!：1 七 

*兀都舌里ft- udurid- (引，領）導く，引率する。

•■抽-6u —20五，34八，37—，44一；六25—；十14六 

*兀都舌里《勒》- u d u ril-[-n id u rid -] (弓，引）同上。 [勧—̂ ]
- 抽 - £u ニ13六，41五 

*兀都(舌)里播- uduid- (引）同上。

- 抽 - £u — 45 九

*兀 都 舌 里 都 -udurM.u- (領）同上。

■•阿愠 - 3 d 四 5 九，十



兀 都 舌 里 敦 udurid.u_n (引，教統）[udurid- の同時接合副動詞形]六4 三；十16— 

兀中忽勒札 uGul】 a (羱羊）盤羊，野性の雄山羊。八12三，五 

-因 - y i n 八12六

兀中忽舌児中合uGiirqta (套竿）馬取竿。<->兀兀児中合〉

- 秃 -t u 八 6 八

兀 哈 里 uhMi (金奔子）手斧。十19七 

兀 乞 塔 剌 uki-tala (緊） しっかりと。ニ 5 七

*兀乞牙兀勒- u k iy a d l- (教洗）[ukiya- ‘洗う，の使役形]洗わせる。

-周 - iu  七 12 ニ

兀 勒 斤 ulgi_n (譖）[ulgi- ‘誹謗する’の同時接合副動詞形]く—〇ilk i.n>

五40五

兀 勒 勤 ulk i.n (識譜）同上。五31ニ <->u lg i.n>
兀 剌 ula (脚底）足の裏。

-突 (舌 )児 - dur ：!：25十  

- 因 -y in  1^26—

兀 剌 阿 UIa’5 (馬疋，騎坐馬匹）駅伝用の馬。八 7 八；九3 3 ^

兀 剌 阿 訥 ula’t n * u  (鋪馬的）[ula’a (n) の属格形 ]主 53十 

兀 剌 阿 赤 泥 ula’a 4 hi*i (馬夫行） [u l a U i n の対格形]主 53六 

兀 剌 阿 臣 ula’S i i n  (馬夫）馬夫。主49三，52八，53九，十 

兀 藍 ulam (転）更に；徐々に；増々。七 3 十2 

*兀 里 思 - ulis- (惹帯）狼などが声をひき延ばして鳴く， うなる。

- 抽 〜 主 35六 

兀 魯 思 ulus (百姓）人々；国。七16八

兀 魯 思 ulus (百姓，百姓毎，国）同上。一44七，十；ニ 4 七， 16十；三 9 —， 13十， 

15—， 16四，39—，六；四 6 六，38—；五 1 四，13三， 19一， 35八，九， 

十，36四，41四，五；六24八，25—，四，38十；七10五， 16三， 45三；八 

1 五，24九，44九， 46八2; 九 7 三，四， 30八；十22八， 28ニ， 36十 （兀 

《舌》魯思)，37ニ；：t 24—，三；主16八，十，23九，48四，十，49ニ，55六， 

八

-圖 舌 児 - t u r 五18ニ

苦 里 顔 - tur- iyゑn 四37四 

-顔 - y 五41五

兀 魯 撒 u lu s，a (百姓行）[u l u s の与位格形]主52八

兀 魯 撤 察 ulus .a5a (百姓裏，百姓処，百姓行）[u lu sの奪格形]三 9 ニ；主47四，53ニ 

兀 魯 昔 u h is .i (百姓，百姓行，百姓毎，人烟，国行）！> l u s の 対 格 形 ]ニ 4 七，40ニ， 

三；三 1 九， 2 ニ，6 七；四26三，45四；五34八，43九；七43九；八18風  

24ニ，七，29十，30ニ， 45七；九31六： t 25六；主14 八，15三， 23三，47
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兀 魯 昔 牙 舌 児 ulus .iy a r (百姓依着） [ u l u sの造格形]主 49五 

兀 魯 昔 牙 舌 闌 u lu s.iy a r .a n  (百姓自的行）[u lu s . iy a r の再帰造格形]八45三 

兀 魯 昔 顔 u l u s . i y a n  (百姓自的行， H 自的行） [u lu sの再帰格形]四37五；五34七；六 

26 ニ；七 27 ニ；八 2 四，12 ニ；；̂2 0  九，21ニ，三；主56 ニ 

兀 魯 速 惕 ulus.Gd (百姓毎）[u l u s の複数形]六 38九

兀 魯 孫 u l u s . u n  (国，国的，百姓的） [u lu sの属格形] 一33六；三38十，39三’九；四 

27三，29ニ；八26十，30七；主56六2 

*兀 馬 舌 児 塔 -umarta- (忘）忘れる。

- 周 - 】 u 五 15—；：̂2 2  ニ 

- 黑 撒 泥 - Gsan-i 土32五；主23五，七 

■•黒撒你顔-Gsan-iy5n 八14七 

-中 忽 - q u 八17ニ

*兀馬〔舌児〕塔 - umarta- (忘）同上。忘れる。

- 中 忽 -q u 八17八

*兀馬舌児塔黒荅- um arta.Gda- (可忘）[umarta- の受動形;！

_中 忽 —q u 八34 —.

兀馬舌児壇 umarta.n (忘了） [u m a rta -の同時接合副動詞形]八20九 

兀 木 不 umbu (陥）（泥などの） どろどろした，ねとねとした。一4に  

*兀納， una- (倒，落）倒れる，落ちる。

-阿 速 - ’おu 九16五；芏 1 九 

- 罷 -ba 十 39 ニ 

-周 - i u 四27五

- 主 兀 - iu’i i ニ15八；六 9 七；八 2 九 

-黒 三 - Gsan ニ16—；六 9 十；士23 三 

- キ 忽 - q u 四28三 

- 塔 剌 - t a l a 六 12四，16ニ 

*兀 納 中 合 -u na.Ga- (倒，砍倒）[una- の他動詞形]

-周 - l u 四27ニ；七35六 

*兀納黒荅- una.Gda- (被倒）[una- の受動形]

-周 - l u 六 9 八

兀 納 勒 都 -u na，ldu- (共倒）「una- の対動形]

- 周 - l u 七43四

*兀訥- unu- (騎，断，上）乗る。

-阿 惕 - ’a d ニ38四；四42八

- 罷 -b a ニ29六，43五2，六2, 七 2，八2; 三 7 十， 8 五

-周 - 3u - 15七；ニ24四，28- , 八；四3 9 七 五 2 七， 50三；六12八；七33七

八35八，36九；主 1 七 

-黒 三 - G sa n九48九；主39五
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*兀訥兀， u m i.，iH- (教騎，教上）[mm- の使役形]

- 罷 - b a 三28ニ，五 

- 周 K u五 2 —；八35七；九16八，20ニ 

职 *兀訥温 (助 )-u n u _’i i(n)l- (教坐，教騎）[同 上]

-周 - ：fu ニ 23 七，25 八

0 * 兀訥温勒- ( 教坐，教騎）[同 上]

- 罷 - b a ニ四五

- 周 -Ju —*44八，45ニ；ニ44六

兀 訥 阿 壇 unu’btan (単騎的有） [unu’さ ‘乗りもの， 交通運輸の手段，

いた形]。六17ニ t  ’tan のつ

兀訥中合惕 unuGad (駒児毎）[u m iG anの複数形]七 35三 

兀 訥 中 罕 unuGa’n (駒児）子馬。七35—

兀 訥 中 忽 臣 unuG udin (放乳馬的，放踝馬的，放騾馬的）乳 搾 り の 係 十 妨  

兀 黒 敦 iiGdu.n (接，迎接）[ug4 u- ‘迎える’の 同 時 接 合 副 動 詞 形 ; ] ' ’幻五2 

ニ；：t l 5四 u ‘n> 六27

兀 黑 屯 u ctu 'n (迎接）[同 上 ]十 15十 

兀 中 合 uqa (省）了解，物分り。四27八

*兀《中》合 - uha-[—uqa-] (省，覚）理解する，気づく。[哈-♦ 中合]

-阿 速 -I s u —13五 

-周-了u 四42三 

*兀 中 合 -uqa- (省，覚）同上。

-阿 速 - ’自S U 六 6 ニ 

- 巴 兀 -b a -’ii 一35五 

- 畢 -b i ニ45五 

-傷 者 -dイe — 13七；九 2 十 

-黒撒 你 顔 - Gsan-i y a n ニ21六 

-黒三 -G s a n 九 19七；十44一 

-黒三突舌児 - G sa n -d u r十24四

-周 - Ju —11四；ニ 11三；五 32 ニ， 40—， 46八；十1〇—， 40ニ；：̂21六， 45
七；主 3 三，49七 

-速 中 孩 -su G a i五48十 

-究 中 孩 - t u c a iニ51三；七 3 十

兀 中 合 兀 塔 u q a .’m a (察探）[uqa- に - m a のついた形]探索しがてら。ニ50— 

兀中含撒舌児 uqa.m sar (不覚）[uqa- に - m s a r のついた形]知らずに。十 18三 

*兀中合黑荅- uqa_Gda- (可覚） [uqa- の受動形]

-罷 -ba 六 42ニ

兀 中 罕 uqa*n (省）[uqa- の同時接合副動詞形]三 3〇四，十；士57三 

*兀中忽- uqu- (剜）堀る。
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- 周 ィ u ニ 6 —

兀 舌 児 邦 urbang (ナシ）草木の根。六46ニ

*兀舌児中忽- urGu- (出，出来）（植物が）成長する； （大陽が）昇る。

-中忽答- qu-da l t；46十 

-ヰ忽因- qu-yin ニ 29 ニ 

4 氏 - q u i八19三 

-中灰魯阿- qui-lu’a 十28九 

- 塔 剌 -t a l a 八28七，十 

兀(舌)児禿 u rtu (長）長い。：!：20八 

兀 舌 児 秃 u rtu  (長）同上。八17九；土32七；主24三 

- 荅 -d a 六14七 

-因 - y i n 五41七；八10六 

- 思 -s 主27—

兀 (舌 )児 圖 urtu (長）同上。三 8 三

兀 舌 剌 阿 ura’呑 （野）逃げまゎる，なかなかつかまらない。七 3 三 〈- K)ra’a>
*兀 舌 里 - uri- (喚，喫〇 喚 ])呼 ぶ 。

- 周 イ u —48十；ニ 2 七，38四；四47—；五25ニ，44六，45九；八32四
- 主 兀 五 46六
-黒三突舌児- Gsan-dur八33八
- 中 渾 -q u n 五46七

-舌 剌 -r a 八28—

兀舌里惕 urid (先）前に，以前に。四47九 

兀 (舌 )理 荅 urida (前）同上。：H38五

兀 舌 里 荅 urida (前，先，在前，前面）以 前 の （に)；南の，前の。 一10九， 25十；ニ 

29ニ；三 11八， 17四，26—，29十，49ニ；© 46九；五 9 五， 17五， 23九， 

34ニ，36九；六 7 八，26九， 30九，34十，35—，53—; 七20七；八 4 七； 

九20九，31三，36ニ，七，38四，39六；十 5五， 9 六， 14五， 15十， 18ニ，

19ニ，20九，21四，39六，44六； = 1 5七， 16六， 22五，24—，35六；主15

四，八，28—，29六，九，37ニ， 43ニ，三 

-安 - ’ 九 2 三 

-察 - & 五 30六
•■温-，tin [複数形？]六 48十；九47ニ；主37九 

兀 舌 里 荅 訥 urida.n.u (在前的）以前の。一48—
兀 (舌 )里 都 uridu (在前）以前に，以前の。六27四 

-思 -s 三27六
兀 舌 里 都 uridu (在前，在先有的）同上〇五11八；主37四，44ー 

兀舌里都昔 uridu.s.i (祖宗行） [uridu.s ‘祖先’ の対格形] 土22—
*兀舌里黒荅- ur丨.Gda- (被喚）[uri- の受動形]
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-周 -了 u 五 46~■*

兀 舌 里 牙 u ii .y a  (喚）呼びかけ。

-答 察 - da& 九17四

兀舌里牙舌児中渾 u r i .y a r . q u n  (爽利）聪 明 な （に)。十 2 ニ

兀(舌)魯黒 uruG (親，子孫）親族；子孫。四17七；五39—，三；九19九；土33—

兀 舌 魯 黒 uruG (親， 子孫，子嗣）同上。 一32—； 一 51一；ニ 4 ニ；八46十；土32十， 

33—，ニ

- 途 舌 児 -t u r 十44九；主32五 

-圖 舌 児 - tur 土31六，33八

兀 舌 魯 吉 uruG.i (子孫行） [u r u G の対格形 ]土 33三，五 

兀舌魯吉牙舌児 u r u G . i y S r  (—族） [u r u G の造格形]

兀 (否 )魯吉顔 uruG .iyan (族自的行） [u r u G の再帰格形]九 17七 

兀 舌 魯 吉 顔 uruG .iyan (族自的行）[同 上 ]九 19一

兀舌魯乞牙舌里顔 uruG.iy^ r .iy^n (—族自的行） [u r u G の 再 帰 .造 格 形 ]五 19四， 20
十

兀舌魯中合 uruG_a (親成行，親行，親族行，子孫行） [uruGの与位格形;）一 7 八， 15 
ニ，六；三21六；六25七，52六，53ニ；七 3 —，八；八13十，20五，31三， 

34ニ，六，39十，47ニ；九20十，22六，24七；十 3 八；芏 12五 

兀(舌)魯中合uruG.a (子孫行）[同 上 ]五 1 四

兀舌魯中合察 uruG .aSa (宗族行，子孫行） [ u r u G の奪格形 ]九 38七，八，39三；主43

兀(舌)魯中合察uruG.a5a (宗族）[同上 ]九 39ニ 

兀(舌)魯(中>合 察 uruG.aea (宗族行）[同上 ]九 38五

兀舌魯中渾 uruG_un (子孫的，親的，親行） [u ru G の属格形]ニ 51ニ；三21六，23ニ； 

五 1三；六25七，52六，53ニ；七 2 十， 3八；八31ニ，34ニ， 六， 39十， 

47ニ；九20十，22六，24七；十 3 八；：£12五，21九，22六 

兀舌魯(中〕渾 uniG .un (子孫的）[同上 ]八 20五 

兀舌魯〈中 >渾 u ru r.u n (子孫的）[同上 ]八 31ニ；九22六 

兀 舌 魯 兀 荅 察 u ru’m a 5a (子孫毎行） [u ru G の 複 数 .奪 格 形 ]：!：30十 

兀舌魯 黒 石 uruGii (向前）前方へ。四33四 

-答 da — 37七

兀舌魯思中罕 urusqa*n (流着） [urusqa- ‘流す’の同時接合副動詞形]ニ17九 

兀 速 usu (水）水。芏24五，48五，55五 

- 惕 -d — 38—；：H30 ニ ！:複数形]

-壇 - tan 土49 八；芏 16—

*兀速剌- u su *la- (飲水）水を飲ませる。

-舌 剌 - r a 八44五[目的副動詞形]

兀 速 闌 u su _la*n (飲） [u su’la- の同時接合副動詞瑕]六44四，九



兀 速 納 察 u su n .a6a (水行）[u s u n の奪格形]七 31四 

兀 速 泥 u su n .i (水，水行）〇 s u n の対格形]四 49九；九 1 七 

兀 速 你 顔 usxin.iylin (水自的行） [u s u n の再帰格形]主22三 

兀 速 訥 u su n .u  (水的）[u s u n の属格形 ]ニ 17八；三23九；主22一  

*兀速舌児中合 -usuT qa- (尋水）水を求める。

-舌 命 -r u n 七 5 十

兀 孫 u s u . n  (水）水。ニ 3 七，17九；四40六；七 7 ニ；十 12五；52 1十 ，55七

-突 舌 児 - d u r 八 3 五，33十

*兀秃 舌 剌 - u tu .ra- (首先出去囲）狩の時包囲から抜け出て先がけする* 

- 周 - : f u 三43六

*兀禿舌剌兀勒荅- u tu .ra .’u M a - (教出囲）[u tu .ra- の使役•受動形]

_阿 速 -2 s u 六36七 

*兀- 卜 （飲）飲む。

- 周 - 〗u 四40七 

-黒 撒 訥 訥 - Gsan-u 五21五 

*兀黒荅_ n .Gda- (被飲）[U- の受動形]

•■舌侖**r u r i六35—*

*兀兀勒- n’ni- (教飲）[a- の使役形]

- 罷 -b a 四40七 

*兀兀 - u’ii- (飲）飲む。

- 罷 -b a 主24五，29六 

-周 - lu 芏 22—

- 中 忽 -q u 六34十 

- 中 渾 -q u n 主29九 

-秀 中 孩 -tu G a i七 7 ニ

兀 兀 児 中 合 u’arqa (套馬竿）馬取竿。〈̂ uGfirGa〉ニ32ニ 

-巴 舌 里 顔 - bSr-i y S n ニ32六 

*委 亦 原 - uiyid- (厭）厭気がさす，あきる。

- 抽 十 36ニ 

" •中忽-QU三31五

委 亦 当 中 合 uiyidangGa (好怠慢，好厭旧）あきっぽい。三31四；六37ニ 

*委 亦 刺 - uiyila- (哭）泣く。

- 阿 惕 記 ニ 4 八；十35三 

- 罷 -b a 四46五；十36—

_ 周 -了 u —37 九 

_主 為 - ; fu’i i i 四 7 七 

-木 - mu ニ 34 九 

一中忽宜-qu-y i 十36三
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*委亦剌(黒)荅- u iy ila .Gda- (突）[uiyila- の受動形]

-中 忽 -QU — 38—

委 亦 蘭 u iy ila .n  (哭） [uiyila- の同時接合副動詞形]四45八 

*温 荅 阿 速 - unda，貼 ，u- (渴）のどがかわく。

-木 -m u 四39五 

*穏 答 思 - undas- (渴）同上。

-柚 - 芒 u —4汁

*温荅剌- unda.la- (解渴）飲む，のどのかわきをいやす•

- 周 - lu  土 25 十

*温 荅 剌 勒 都 -unda.la .ldu- (共飲） [undala- の対動形]

1 侖 -r u n 五24九

温 荅 剌 勒 敦 unda_la .ldu ， n (共飲） [undaia.ldu- の同時接合副動詞形]五24十 

温 丹 undan (飲， 止渴）飲物。 三45四2; 四 43八；六14四；十 4 十， 5 —• 三 ；芏39

八，七

温 都 舌 侖 undurun [undur-  ‘わき出る，の同時接合副動詞形]七25三 

*温 只 勒 札 -u n ji-lja- (垂）垂れる；垂らす。

- 周 イ u 六 13六 

*稳榻- unta- (睡）眠る。

_黒 赤 -Ĝ 七39七

嘴 榻 兀 ®r  u nta^ iil- (教睡）[unta- の使役形]

- 周 - 扣 十 1 三

*穏榻舌剌- u nta_ra- (睡着）眠りこむ。

-周 - : fu 土22 三

-黒 撒 泥 - o sa n -i ：H32五；芏23五，八 

- 黒 撒 你 顔 - Gsan-i y a n 八14七 

翁 中 合 孫 u n g G a su n (毛）羊毛。ニ46九 

*翁 失 - ungSi- (叫，喚）呼ぶ，叫ぶ。

- 周 イ u ニ13十•，西34九，46四 

*翁失(黒)荅- un— i .Gda- (被叫）[u ng§i_ の受動形]

- 周 ィ u ニ 14ニ

*翁失剌(助 )都 -ungSi.la .ldu- (共呼）！;ungSila- ‘よびかける，の対動形]

-周 - l u 四34八
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兀 卜 (財物）宝。七35六 

兀 ト 赤 - i i b d - (剝）剝ぎ取る e 

-額 速 4 sii 土28十

*兀ト赤克迭- ttb6i .g d e- (被剝）[i ib 6 i- の受動形]

-恢 額 徹 八 17九

兀 不 勒 i i b i i l (冬）冬。五12四，17—；六27七，八；七 4 七；主 1ニ，五 

*兀 不 勒 者 - ( 住 冬 ）冬を過す。

- 罷 -b a [->-b e] 五 1 六，12五；七 4 七 

-周 - 了 i i 五 17ニ；六27八；八 2 三；芏 1 ニ

兀 出 干 ii53g e .n  (小）小さい；幼ない。 拙 如 en> 一21八，27八；ニ41八；三32 

九；四17— ，23四；五 3 九；八10ニ，19八，34十，40九；九23ニ 

兀 出 格 慑 站 I g e .d  (小的毎，小毎，小） の複数形] 一49三；ニ 5 五， 七；八 

16十；十37五；主24七

兀出格S 徹 说 S g e .n .e£e (従小） [ii£i i g e n の 奪 格 瑕 ]六 3 六

兀 出 格 禿 证 f ig e .tU  (小有的）[说S g e n に - t f l のついた嵌]小さい；幼ない。一49一 

兀 出 兀 干 说 M g a . n  [->g e n ] (小）小さい。<—i^ f ig e n〉四17四；六34三 

兀 出 兀 堅 ti£ii，f lg e .n  (小）同上。一45八；四 7 —

兀 迭 iid e (晚，晚夕）晩，夕。六40三；八20十；十18ニ，26—

- 因 -y i n 三45四；十44五 

*兀迭舌M 似 - t id e .r id - (歇餉） 日中に休んで食べる 

- 抽 六 1 十

兀 迭 舌 鄰 t i d e d . n  (歇鈉）[i id e r i- ‘日中に体んで食べる’の同時接合副動詞]六 1 九 

兀 迭 失 tid e .Si (晚，晚夕）同上。ニ28ニ，30ニ；五49十 

- 迭 -d e  六 10ニ

兀 迭 石 iideM (晚，晚夕）同上。六28十；十44四 

兀 都 惕 i id t i .d  (日毎， 日） [f l d f i r の複数形 ]四 13六，19六；六51—，六 

兀 都 児 i id i i . r (日， 白日， 日子，景） 日；昼間。一 3 七， 8 ニ 11七，19四；ニ 5 九， 

7 七，17三，18七，20四，七，22九，24五，27八，33四，35六，39三，八， 

42 ニ，44 八，51ニ

兀 都 (舌 )児 t id t i . r (日）同上。四20五，24八；十38七

兀 都 舌 児 i id t i . r (日，明日， 日子，昼， 日館）冋上。ニ 4 七，11八，12八，29七，33ハ， 

43九，44ニ；四12十，26九，40九，43ニ，45—， 47ニ；五13四， 24八，31 

七，36九，45九；六 1 八，11ニ，九，23六，28三，51ニ；七19五， 六， 20 

六，21四，22六，28七，34—，ニ，46七；八12五， 14十，15ニ， 16六，37 

四，45八，45九，46六；九 2 —， 3 九，23八，39五， 六；十27九， 43—;
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i ：44五；主10四，37五 

- 途 舌 児 - t i i r 七25三

兀 都 舌 列 Udii.r .e (日行） [iid iirの与位格形 ]七 4 三

兀 都 舌 列 扯 tidii.r .eg e (自日子， 日自）[i id i i r の奪格形] 一44六；ニ 3 三

兀 都 舌 列 徹 fidii’r ’e£e (日子行）[同 上 ]四 11十；五 19五；六20—

兀都 (舌 )列徹 iid ii.r .eS e (日子行）[同 上 ]四 13三 

兀 都 舌 里 顔 ( 日 自 的 行 ） [f id i irの再帰格形]七21四 

兀 都 舌 里 耶 舌 児 ( 日 裏 ）[f id i i r の造格形 ]七 48八 

兀 都 舌 侖 fidii.r .iin  (日的， 日裏） [iidih•の 属 格 形 ]三 17八；八18八；九46—，48九； 

主39四

兀 都 兀 牙 fidii’f iy a O iid a ’flトe] (未行）〜する前に， しないうちに。八 7 九2; ；£ 3 5六 

兀 都 兀 耶 iidii’flye 〇 adii’fli-e] (未，未行）同上。 三31三；四42五；五 3 七， 5 —； 

六18十；十 35ニ，36—；* 35五 

兀 都 為 iidfi’fli (未的，未）まだ 〜ない。一 4 十；四 9 六

兀 該 i ig e .i (無）ない。一 7 六2, 10四2，11一，14六，九，16七， 18四，五，26三，46 

九；ニ 8 四，五，10ニ2, 14—，15十2, 45五；三44三；五 3 六， 十， 4 十， 

31八，36五，50十；六11三，29四， 42四；七10十， 26十，48三；八 8 四， 

21七，35九；九12三，15—，42四，43五， 48四；十 2 三， 5 四， 28三，43 

六，44十；：£20十；* 12五，六，30八， 44四，五，45七，49五， 55五，56 

四，七

-突 児 -dfir ニ 10ニ，12三，四

-突 舌 児 - d f i r三48八，十

兀 胲 兀 iige.i ，fl (無，無的）同上。[男性単数形]く-*fige’fl〉五41五；六 9 六；七36六， 

八；八19八，九，35五，42三

兀 胲 為 i ig e .i’fii (無）同上。[女性，中 性 形 ]〈―fige’fii〉一10五，11—
兀 該 温 iig e i’fin (無毎，無）同上。[複 数 形 ]<->fige’3 n> — 21八；五36四；七42八 

兀 格 t i g e  (言語，言説，言） ことば。一14一，20十，21—，ニ，三，32六；ニ23六；三 

4 五，27六，30十，31六，44四；四46六，七；五 6 八， 37—，九， 47十， 

48五，49九，50十；六15十，45八，48ニ；七13七， 16四， 九；八24十，30 

五，39八，九，47ニ；九28八；十29—，44七；：£ 6 ニ  21九，30七，35八； 

主 2 九， 3 ニ 4 三，四， 5 四，10十，11三，12六，32六， 3仁 ， 35六， 

57七

-別 舌 児 - b S r三32五；八22六
- 邊 -b6n 主24九

-突 舌 児 - d t t r三12七；四49六；五20三，22十，23五，九，24—， 30十， 39六，44 

一，四；六 3 八， 4 六， 5 六，14九，17五，48四；七 6 十， 14三， 16四，

27七，28五，十，42四；八13六，29五， 32—；十12十， 37九；土28七，29 

七，32—; 主 5 五， 11四，12八，18三，31六，56五



-都 舌 里 顔 - dflr- iy3n [—- iyen] 三 2 四；四20六；士 9九 ；* 3 八 

-額 (舌 )児 -，石•土42四

-額 舌 児 -，6r 八15七；：£28十，42三；芏 3 九，43九

- 宜 -y i ニ 1 ニ；三30四；五26ニ，48ニ，七；六50八，51十；七18—，24四；主 5 

ニ，34—

-因 - y i n 三 ！■六 

•■思-s 六48ニ；七15八 

-思突舌児 - s_4 i i r 七13六 

-思 圖 舌 児 -s_t i i r 五18五，六

- 思 -s ニ12七2; 三 9 九，10—；五42五， 六，七， 48九， 50五， 八；六 1 三， 41 

五，六，42ニ，八；七27九，28三，42—，48十；八17ニ， 五，八， 20九；

九25—，47 三；：t：32 ニ，46—，ニ；芏 4 六 

-思突舌児 - s - p r 四20七；六33六；八21ニ 

-思 圖 舌 児 - s - t i i r 四20九；五18五；：1：47七；主31八 

-思禿舌里 顔 - s-tttr- iy目n 四 1 九；：!：30四，七 

-昔 - s- i 三 4 六， 5 —；四20九；五 15ニ 

-昔 顔 - s-iyan[->iy^ n ] 四20八；七 7 七；八15五 

-孫 - s-tin 六 42—

- 宪 - tii 七 49 一

- 圖 児 -tiir 一 9 十，21四；ニ 2 七 

-圖舌児- t i i r 七37ニ

兀 格 兀 iige.’S (無，窮）ない；貧しい。<—iigei’fi〉[男性単数形]五13—；八42三， 

四；九 4 四，42五

兀 格 為 ( 無 ）ない。<—tigei’fii〉[女性，述語形]八49ニ 

兀 格 温 iige.’fln (無的毎，無，無毎，無的，窮）ない；貧しい。〈—iig e i’fln〉[複数形] 

一28—，32—；ニ 8 七；三50五；五 5 十；主47六，52七 

嗚 話 列 iigiile (説） [iigiile- の命令形] 一33五；三 3 十， 7 七， 8 ニ， 七；四 1三， 

六21三，34八，35四，38三，39八；七42三；八12十，14三，22七；土31三； 

主32九

*嗚詁列-figfile- (説）言う，語る，話す。
- 罷 -ba[-»-be] —21四；三31—；六 5 五，42 九；：1：29 九

- 畢 -bi —12 六

— %  -d  —*13四，六；七13七

-慑 坤 - d k t i i i六45八，46五；八21九，22五

- 額 惶 砧 七 42—

-額 速 -，おU 一21ニ；四46六；八13六，16 九，21—，28—；：i：32 九 

薛 惕 _ g s e d 八15五 

- 克薛 泥 -g s e n - i五50六；十44四，五
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- 克 先 - g s e n 三 4 六；四 ！九，2〇六；五23九，48八，5〇五；八20九；九25—
-古 - g i i[— ~kii] t 31三，四 2，32ニ

- 周 - Jii 一33三，十；三 3 十， 4 五，六， 9 四，十， 16ニ；四 1 四；五39五， 

42十，43三，四，50八；六 5 三，45七，48ニ；七 7 七，13十，14六，28三, 

五，42四；八37十；十 12十；：!： 9 九，35八，50七；* 12八， 17六， 32九， 

50三，六

-主 兀 - 扣 ’f l 五48九；七 9 九；八12五 

•■主為-和’屯 六 16三，48ニ；七27九 

-恢 突 舌 児 - kii|-d i i r 五48四 

■■坤-kttn 九25ニ

'■列額- Ie’目 三 1 八；七10ニ，47三；主24九 

，魯 額 - Ui’g 芏 4 五，六 

-木 - mil —21四；三30七，十；十28—

-梅 - miii 六 6 ニ；土 22 六，24 九

ベ 舌 )論 - riin —37十；ニ25五，29ニ，30五， 32三，四，35四；四 9 六，20四； 

六 14六；七10十；十25十；土29七

-舌 論 - rfin — 4 三， 8 七， 9 五， 14 一，19 三，20 四，21九，七，22—，九，33 

四，35五，37三，42八，九，43—，七，46六， 47—，48八， 十；ニ 1 三， 

五，十， 2 七， 3 七， 4 六， 8 —，三， 9 ニ，九， 11三， 14一，18九，19 

三，六，20三，七，32三，28五，六，七，30七，33五，七， 34十， 39七， 

40—，41六，42七，43ニ，45—，三，四， 46九，十， 50三；三 1 因，七， 

十， 5 ニ， 7 六，七， 12三，八，18ニ， 20九，22六， 29十，31三，37七， 

39五，43—，45三，五，46—，47五， 48七， 49四；四 1 ニ， 4 八， 7 五，

9 四， 11十，12八，15七，17六，18八，20六，22—，七， 28—， 39五，40 

七，41ニ，四，八，42—，43—，46—， 47五，八，49ニ，五， 50ニ；五 2 

八， 5 六， 7 ニ，五，15三，九，20—，22六，23—，三，25ニ，八，30六， 

31—，34六，35七，39—，40五，十， 41ニ，四，六，42四， 43五，44一， 

六，45七，46三，48—，四， 九，49一，十，六，50四， 九；六 3 三，八，

4 五，七， 5 五， 6 —，7 六，九， 8 —，11三，七， 12—，三，16—，六， 

17五，21三，24八，25七，31三，33七，四，34八， 35四，38三， 39八，41 

七，45九，46五，48四，50五，51五；七 6 五，九，十，9 一，11八，12三， 

13六，14三，15四，六，九，28六，29—, 31ニ，33五， 34七， 35四，九，

36四，37ニ， 六，39—，五，九，44三，46—，三， 47三；八10一，14三， 

16九，21ニ，28ニ，29六，31七，33西，34十， 35三，39五， 40八，41一， 

43—，46—，47四， 十；九 1 ニ， 3 七， 5 六， 7 —，8 —，八， 11一，14 

十，15四，19四，20八，21六，22—，23—，24ニ，五， 27—，七，28—： 

十 1 ニ， 4 五， 6 八，16五，24—，27六，十，29七， 31—，33七， 34ニ， 

七，九，35四，36四，39四，九，40ニ， 43四；：！I I 七，15七， 16五，六，
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20三，22五，九，23九，28五，八，29九，31ニ，32四，35六，九；盂 2—， 

四，十， 3 四， 4 四，五， 5 三，17四，18三，22九，24六， 29八， 30ニ， 

四，31七，46十，51十，54十 

-速 - s i i八24十 

- 由 - 冲 五 31ニ；主31九 

*嗚詁《舌》列 - ( 説 ）同上。

-(舌 )論 - r i i n 十37十； 土 8 五

嗚 詁 連 iigiile.n (説） [iigiile- の同時接合副動詞形]五43ニ， 三；七16四；九15十； 

土28九；主32六

*嗚詰列(克)迭- ttgiile.gde- (被説）[iigiile- の受動般]

_周 - 记 七 28六

*嗚詁列克迭- iigttle.gde- (被説）[同上]

- 古 田 [ 田 —由] 主19七 

-周 - 拉 五 42五，七；六 1ニ，41七 

- 坤 -k iin 主49八

嗚詁列克顚 iigUle.gde.n (被説）[iigUlegde- の同時接合副動詞形]：1T35九 

*嗚詁列 (勒 )都 -% tile.ldii- (共説）[iigtile- の対動形]

-舌 論 ィ t i n ニ4 8十

*嗚詁列勒都- iigiile.ldii- (共説）[同上]

-克薛惕 -gsed五15六 

- 克先 - g se ii五15ニ，18四；七 7 七 

- 周 - ; 三 12十；五37七；八17ニ 

- 坤 -k fin八20十 

- 列 額 - 八 17五，八 

- 魯 埃 - lu，ai[ + Iii，石 ]六  22 ニ 

-舌 論 - r f in 五 4 八，12十，17五，20七，37E ; 七23ニ 

-舌 侖 -riin —10十；五37ニ 

*嗚詁列兀勒- figiile.’iil- (教説）[figiile- の使役形]

-周 - 捋 七 16十；主 5 四 

兀 者 file (見）[iije- の命令形] 一43九 

*兀者- Sie- (見，看）見る。

- 罷 -ba[->-be] ニ21 ニ，30五，37ニ

- 別 速 - b6sti — 46三

'■別由-beyfl[—-be|-fl] 十29八

-別 余 兀 吒 65^’3[—̂ ト 8’{1]七36九

-提 坤 -dkiin ニ47—；七37— — —
-額 银 -’砧 一20四；ニ 2ニ， 9 八，19四，20六；三11十；五 6 五， 7 三， 23八； 

六 2 八，51六
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速 - ’6sii — 34六；ニ15三；三15十， 33六；四40十；五23四， 31七；六 2 五， 

九11九，13十，29三；七36十 

—克 薛 你 顔 - gsen - iy5n [—- iy^ n ] 九 4 九 

-(克 )薛 你 延 -gsen- iy ^ n 九19五 

-(克 ) 先 - gsen ニ20 六 

■%先 - gsen —44 一；ニ19 四；十12 四 

■•古 - g fi[ぅ- kft] — 38 ニ

-古 因 -g ii[ + ld i]-y in  ニ50四；四24八；八30—； 士 17三 

- 古 魯 額 - 四 27七

-周 - 诉  一 3 十，16 四，34 七，46 四；ニ 1 五，14 三， 18 九，22—，ニ  27十，34 

九，35八，36七，十；四 9 四，41ニ；六 2 三，14ニ，33七，48八；七24九， 

31七，33—，34十；八41六 ； 十36四，37七，41づ 土 31—
來 -Itiii 三21—

-舌 列 - re —• 4 六；ニ4五 

■•禿該 -tttge! — 45 九 

-速 - sii 土27—

- 帖 列 - t e 丨e ニ27九；四42八 

*兀者克迭- i i i e .gde- (見，被見，被着）[iiie- の受動形]

-罷 -ba[->-be] 四40四 

-別 - be ニ 21ニ 

-額 速 - ，さ sii ニ21ニ 

■古 - g ii[—-kii] ニ 17 八 

- 由 - ) ^ ー 4 5 七

兀 者 克 顚 i i je .gd e .n (見）[i i je .gde- の同時接合副動詞形] 一43七 

*兀者兀 (勒) - 切 e .m - (教見）[iije- の使役形]

-周 - iii 三 39 ニ

*兀者兀勒- (教見，献与）[同上]

- 罷 -ba [十 be] 三38—

-速 - s<i 七 45 七，46 ニ

*兀 者 兀 魯 - 幻 ( 教 見 ，見教，共献）[同上]

- 列 額 - 〗e宅 七 29三 

_木 _mii — 43十 

-牙 - y a[—y§]七 46 三 

- 耶 -y6 七47五

兀 者 思 古 良 iiiesg iilen g (看像）外観，姿。八46ニ 

兀 氇 i i ie .n  (見） [iiie- の同時接合副動詞形]八17七，十 

兀»  (見）[同 上 ]六 34九

兀 膽 « e T i (見）[同 上 ]十 30九
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の *兀 氆 (勒> 都 - i^ e (n).ldii- (相顧） [ii了e- の対動形] 

-克 禿 瘍 -g t iM ニ35五

兀 主 兀 連 t iN ’flle .n (直到頭）[沿ii’flle- ‘極限に到る，の同時接合副 

兀 主 兀 舌 列 町 ii’S r .e (梢行， 梢頭， 梢頭行） [切M r  ‘先，端，の

六49ニ；八10六；九13ニ；十39八，40十；主 17十 格形

*兀窟- iikii- (死）死ぬ0

- 罷 -ba[ + be] 四29三 

- 別 兀 -b e-’fi ニ 2 —，十 

屬 速 - ，私 ii - 1 5 八；七16—；十17十 

- 克 先 - g s e n 五 3 六；七 9 九 

- 古 - 七  31ニ 

-周 - i t t 四28四；六11五；八20四 

- 恢 因 - fcftjL-y i n 四 7 六

-中灰都舌里顔- qui-dur- iyan[ + ktti-diir- iySn] [中灰■^恢1 ;  

- 坤 -k iin 主18—

- 舌 侖 -rfln 土 13七；主 5 五 

-速 - s f i五 3ニ；六51九；七48六 

- 速 該 -sfige又一15八 

- 耶 -y巨五20八

*兀 窟 慑 古 - fiktidgii- (昏）意識を失う。

-周 - 洱 七 42四

*兀窟克迭- tiktt.gde- (死）[iikii- の受動形]

- 恢 -k iii ニ 15十

*兀 窟 勒 都 - iikU.ldii- (共死，共捨死，死戦）|^1^-の対動形 ] 

-主 為 -筘 ’屯 七 43四 

-k iii 八14十

-中 灰 - q u i[->-ktii] [中灰->恢 ]八 45九 

兀 窟 良 iikiileng (死）死。

-額 - e  土22ニ

兀 窟 兀 勒 iikfi.’f l l (教死） [iik ii.’m- の命令形]八 30八 

*兀窟兀勒- iikfi.’fil- (教死）[fiktt- の使役形]

- 罷 -ba[ + be] 七11三 

-古 - gU[ + kii] 五 4 六 

-周 -了  i i 八15七 

-主 為 -拉’的 八 3 五 

4  -k t t i五 7 三

- 坤 -k t t n 五 6 五

-速 - s i i 五 4 三

八10七

五41七;
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*兀窟兀魯- (死，教死）[同上]

-克先 - gsen 土28十 

-牙 - 0 [ + 碎 ] 八21六

*兀窟兀侖- iikti.’f ll.i i .n  (教死） [iikfi.fil- の同時接合副動詞形]五4 三， 十；六52 

四；主12七

*兀窟兀勒迭- M di.’f il.de- (教死，可教死）[iikfi- の使役•受身形]

速 」ぉf l 四49七；六51九 

-古 - gU[-^-ktt] 主 45 八 

- 坤 -k i i n 八30八

兀 窟 兀 里 ( 教 死 ） WkU•，出 -の 断 定 形 ]主 34十

*兀 坤 勒 都 - ttkfi(n)*lda- (捨死厮殺）[iikti- の対動形 ]<-^1心 1诎 ->

-牙 -碎 [ - が ] 三 8 七

兀 勒 都 fildtt (刀，摄刀）刀。く—fi(n)ldii> 六 3 六；七33十 

-額 舌 児 - ’̂ : 四 9 一 

■■思-s 三46七 

-禿 - t i i 七35五

*兀 勒 格 - iilge- (直穿）突き刺す，貫く。

- 帖 列 - tele 七 38 三，六 <->tilketele>
*兀里 - 他 - ( 比 ）比べる。

-■ -ba[—>-be] 五26五 

-周 - 谉 五 19七，20ニ，六，九；九12六

*兀 里 慑 -训 <1-(尽 絶 ）終る，尽きる。〈— iiltid-〉
- 帖 列 - t e l e 五19七；主 7 八

*兀 里 惕 格 - iilid.g e- (珍絶）[fiHd- の使役形 ]<->filid*ke->
- 罷 -ba[— ~be] 三21七

*兀 里 堪 客 - iiliかke- (教毀滅）[同上]

_罷 -ba[->-be] 四26ニ

兀 里 供 刊 filid.k e .n  (尽絶）[iilid.ke- の同時接合副動詞形]九12六

兀 里 格 filige (ナシ）胸腔。八46ニ

兀 禄 filii (不）〜で な い 。 [動詞の現在形及び副動詞-n の否定に用いる] 一 7 八，15 

ニ，21ニ，381；，三，44七，十；ニ 1 ニ，2 —，三，七，八， 5 —， 9 ニ， 

12ニ，16ニ，19ニ，22ニ，23六，25九2, 28六，七， 29六， 34—， 一， 38

四，48四；三27六，32五，37十：四 1 六， 7 三， 9 ニ2, 七，1〇四，1 1 ~， 

27ニ，五，28ニ，34 三，38 九，39ニ，40—， 45 三，48ニ， 50五；五 1 十，

3 八， 4 六，14五，1狀 ，39五，42十，43四， 六，44三， 46四，十；六17 

六， 19一，21六，22十，23— ，26四，30六，38十，40三，五，43十，49六， 

八，52四；七 4 四， 5 八，九，14四，26九，36十，38—2, 39八2, 46六；八

8 —2, 八， 9 四，17—，ニ，八，20三，九，21五， 六， 七， 22四， 六，
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七，37六，47ニ；九 4 九，十， 9 七，八，九，19六，34六；十 1 八，2 —， 

3 九， 7 三，16七2, 27七，30ニ，31三，39十，43九；土 5 ニ，三，15十， 

22—，ニ，24ニ，四，25三，五，八2, 283九，六，30八，31四，七，八，32 

七2, 33四2，五，六，七，八，35七，37七，九，39—， 40五；芏 2 五，六， 

3 八，九，12八，16十，21八，29七，31八，38九， 44八，46—， 47三，48 

八，49五，57三

- 兀 - ，S [否 定 •疑 問 形 ]三 49三，七；四41十， 42八；六52三；七16ニ， 六，七， 

九，29六；八 7 —，三，六，48ニ；九 2 五， 7 七，15十，22六；：̂17五 

兀 魯 iilii (不）同上。

- 尤 -’3 六27六；十 4 一：ゴ：28六

- 兀 宜 [ 否 定 • 疑 問 形 に 対 格 尾 か 附 さ れ た 形 ] 土  6 -  

*兀魯惕- UHid- (尽絶）終る，尽きる。〈— fllid-〉

- 帖 列 - t e l e 主27八

*兀 魯 惕 格 - iU M ，g e- (数廃）[U1M - の使役形 ] <—iiliid.ke-〉
- 罷 -ba[—-be] 三23ニ 

*X 魯 惕 客 - iiKid’ke- (残滅）[同上]く- 

-周 - 扣 三 5 五

兀 魯 惯 刊 tiliid.k e .n  (尽絶，残滅）[iiliid.ke- の同時接合副動詞朗五 20六；八45七 

兀 篾 克 石 Ume.gSi (迤北）北方へ。：1：49五 

兀 蔑 舌 列 iim e .re (北行，後）北に，後ろに。九14三 

- 額 扯 _’e6e —19五 

- 延 -yゑn 六52九

兀 蔑 舌 列 扯 fim e.r e .e e  (自後）後ろから。[f im e r eの 奪 格 形 ]ニ 9 七， 10五 

兀 篾 舌 列 徹 iitne*r e 4 e (北処， 北行辺行）北から。 [i im e r eの奪格形 ]五 50四；九48

一；主38四

兀你額® (乳牛毎）[iini，如 の 複 数 形 ]七 12ニ

兀 你 延 i in iy t n  (乳牛）乳牛。三38—

兀年1 iinen (銀鼠）白貂。ニ50四

兀年2 i i n e i i(実，真誠，真実）真 実 （の)。三39六；四42七；五43七；七49—; 八14十， 

17七 十 36九；主23八 

-古 - — 4 九

*兀 年 米 [石 ]格 - iinem niiige- (敢真誠）真実と思う。

-兀 澤 - -’f l H ] 五48五 

兀 訥 昆 flniigiin (姑歷羔児）子山羊。三28五 

*兀児- & • - ( 負）背負う。

• 抽 -£ u  ニ41四 

*兀 *児 - む - ( 背 ）同上。

-柚 - 故 九 5 七
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*兀 舌 児 格 -S p g e - (教背）[fir- の使役形]

-周 - 诉 十 33九，35六

*兀舌児格兀勒- f ir .g e •，出 -(背 ）[f lr.ge- の使役形]

-周 - 饵 十 19六 

*兀 舌 児 古 - iirgti- (驚）驚く。

-周 - 沖 七 42五；主 1 八

兀舌児古勒只 iirg iil】 i (如常）絶えず，常と。八37四

兀 舌 里 額 iir i，目 （三歳）（馬について）三歳から五歳までの牡の馬。五 4 ニ

兀 圖 iitii (只那）一般の，普 通 の （？）。七19ニ

*兀 兀 舌 児 - ii’fir- (擡）背負う。〈―む->

- 抽 主 2 五

兀 耶 訥 ( 旧 的 ）以前からの。六40四 

*兀 耶 • 列 - % ele- （筋節）節にわける。

- 罷 -ba[—>-be] 六21ニ

兀 也 [中 合 牙 ] iiy e[qaya] (房親）従兄弟。<->qaya> —11一 

兀 亦 勒 孫 办 il.s iin  (樺皮）白樺の樹皮。十 2 ニ

委 亦 列 iiiy ile (勾当，事）事， 仕事；行い。 七49ニ；八43四；九 2 五；主33七， 八* 

十，35十，50七，55三，五 

- 迭 徹 -de5e 六33九 

-突(舌)児- d i i r 九28九 

-突 舌 児 -d i i r 芏56七 

-思 -s 主49八，55十，57九2 

- 昔 - s-i 主49六，50—

- 帖 泥 - t e n - i五21四

*委亦列揭- iU y ile'd- (敉）する，なす，行う。

- 罷 -ba〇 - be] 土 13九 

- 罷 者 -ba~}e [-—be~Je] 八43四 

- 坤 -k t in 九 4 四，五 

*委 亦 列 都 - 坷 ( 敬 ）同上，

-額 速 - ，§sii 十38—

-傷 坤 - d ld in 五44八 

-克先 - g s e n 主55—

- 舌 侖 - r i i n 八43五

温 突 舌 児 iind ii.r (高）高い。十 1六；土20七 

溫都 (舌 )児 iindii.i•(高 ）同上。一45ニ

温 都 舌 児 findii.r (高）同上。七16八，39ニ；八 7 六，20五，28六，44三；土 9 四，27ニ 

温 都 舌 侖 iindii.r .iin  (高的）[iindttr* の属格形 ]ニ 14三；七 3 七 

温都® iindiW  (高処）[t in d iirの複数形1
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- 帖 -te 五36—.

*温 只 - ( 住 ，休） とどまる，休む；長引く，手間どる。 

- 克 先 - g s e n 九 3 十

_ 中灰突舌児-qui-d u r[->-ktii-d iir] 九 4 一 [中灰-► 恢] 

温勒都 i i(n)ldii (環刀）刀。

- 别 延 -b e y ^ n三 8 六
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b

巴1 b a  (俺）我々は （排除的)。一 44六， 十， 45— ， 三，五；ニ 8 ニ；三 1 六，37八， 

九，十，43ニ，五，六，九；四 1 四，十，20七， 48三；五 6 四， 六，七， 

4 1 一；六 8 —，4 6五；八19ニ；九28三；：̂ 8 六，八， 9 三，四，29—，九， 

42三，47ニ，六；主 3 五，30五

巴2 b a  ( 也 ） 〜 も， さえ。 ニ2 9 六；三22十，23— 2， ニ2, 31— ，40—; 四 9 ニ，38—； 

五 13三2, 4 8五；八 5 —；十31ニ2， 3 5 — ， 38—； 土 5 七， 45五；主 3 九， 

16十，17四，49一，ニ，56—

巴s ba (幷）そして， また。四40四2; 九24六 

把阿都舌児 ba’却 u_r (勇士）三47五；四 7 五 〈―b a S tu r〉
把 阿 禿 惕 ba’atu.d (勇士毎）[ba，a tu rの複数形]七 21九；九39六；十 2 九， 9 五 

把 阿 禿 的 baStu.d.i (勇士毎行，勇士行）[ba’S tu d の対格形 ]六 4 ニ；七 4 五，19四； 

九39五；十 2 九

把 阿 秃 的 顔 ba’a tu .d .iy a n  (勇士自的行）[ba’a tu dの再帰格瑕 ]六 3 九，十 

把 阿 禿 舌 児 b a S tu .r (勇士）勇士，英雄。三34八；四37六；六30七，51五；：t l 五；主 

16三

把 阿 禿 舌 里 b a l t u .r . i (勇士行）[ba’a t u r の 対 格 形 ]ニ 1 十；土49五，十 

把阿充(舌}里 b a S tu .r . i (同上）[同 上 ]主 15七

把 阿 秀 舌 侖 ba’Stu.r.un (勇士的）[ba’Sturの 属 格 形 ]ニ 1ニ；主27四 

把 備 babui (ナシ）[祈りのことば？ 意味不詳。] 六 16八 

*巴 荅 舌 児 乞 -badarki- (説）大きな声で話し聞かせる。

- 周 イ u 土4晒

巴 黑 塔 阿 勒 荅 - baGtaalda- (入険直到）深く入り込みそうになるC? ) 。

- 塔 剌 -tala 土46三

巴 剌 中 合 臣 b alaG adi.n (管城的）城内の倉庫管理者（穀倉以外の）主48四，53六 

巴剌中合® balaca.d (城，城毎，城子，城子毎，庫毎）[balaGa.su (n) の複数形]五11 

四；：1：5 —，18九，37七，十，40三，41九，43六， 44四，十， 50三；主21 

一，六，48三

-都 舌 里 顔 - 4ur-iy&n 土 5 —

-途 舌 児 -tu r 土 2 八；主16ニ，32ニ，三 

-圖 舌 児 - tu r 土50ニ

C 剌 中 合 的 balaca.d.i (城行）[balaGa.d の対格形]:t 50十 

巴 剌中合的顔 balaGa.d.iyan (城子自的行） [balaGa.d の再帰格形]土38—

E 剌 中 合 敦 balaGa.d .tm  (形的，域毎的）[balaGa.dの属格形 ]主 27九，55七 

巴剌中合速ゎ&加 3.811(城，城子，城子行）町，市。〈-* ^ ^ 3 3 1 1 ( 1 1 ) >：!：3三 ，13六， 

18六，41七，十，42ニ，九，十，43—，六，七，八， 51ニ；芏 9 五， 六，
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27七

-班 - b5n 芏 2 五 

-壇 - tan 土 8 十；主 2 四

巴 剌 中 合 速 納 察 balaGa.sun.a6a (城子毎処，城名行，城処）[balaGa.s u n の奪格形] 

八31九；土43—，50四；主 9 六 

巴剌(中 )合速納察 baIaGa.su n .a£a (城子行）[同上]:1：42十

巴 剌 中 合 速 泥 ba laG a.s u n . i (城行，城子行） [ba laG a.s u n の対格形]土  4 一， 18六， 

19四 _

巴 剌 中 合 速 訥 b a laG a.s u n .u  (城的，城子的）[b a laG a.s u n の属格形]土 50六，51三 

巴 剌 中 合 孫 b a la G a .su n  (城，城子）町，市。 <— balaG a.s u〉士 2 九， 19三，45ニ；主 

29—

-途 舌 児 - fur 土 2 十，39—，49ニ，九；主26三 

巴 剌 木 惕 balamud (妄）みだりに；凶暴に0 ニ12ニ 

巴 児 思 bars (虎）虎。ニ12ニ 

巴 舌 児 思 bars (虎子）同上。八24三 

*巴舌剌- bara- (了）終える，終わる；殺す，亡ぼす。

-阿 速 - ’肋u 四45— ，48三；五 3 六， 4 十，17六，21五；六13七；七26七， 八， 

28九；八 7 十， 8 —，12—；九15十，46七；十21九 

-埃 - ，豆i 八 7 九 

- 罷 -b a 四39五；五13ニ 

- 荅 剌 W a la五21三 

-慑 中 渾 -d q u n 六35ニ

-黒 撒 ® - G sa d四12—，五，13四，19四；九12四 

-黒 撒 泥 - Gsan-i 八45五

-黒 三 - G sa n五34七，八，35七，十；六16九，31四；主 8 七 

- 周 - ニ 6 八，21— ，八；五19三， 24三；六23八；七18九， 21八；八 3 六， 

17五，24八，32三；十30十，44四；：t i l 十，40五，50ニ；主15四 

- 魯 阿 - lu’a 八39九 

*巴(舌)剌- bara- (同上）同上。

- 罷 -b a 九13八

*把舌剌- bara- (廃尽，殺了）同上。

- 罷 -ba ニ 12三 

-黒 三 - G sa n五19六 

_周 - 知 三 5 ニ；五20十；十30三 

- 中 忽 -q u 十29十，30ニ 

*八舌剌- b a r a _ (廃尽）同上。

-黒 撒 惕 -G s a d ニ 11三

*巴舌剌黑荅- bara.Gda- (被了，定了）[bara- の受動形]
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- 罷 -ba 土 13五 

- 魯 阿 者 - lu’a ~ ie十44七

*巴舌剌勒都-bara.ldu- (定了，議定了，了）共 に 終 え る （終わる），定める◊ [bara- の 

対動形]

- 黑 撒 泥 - Gsan-i五21—

-周 - 〗u 五 19九；士30七 

*巴(舌)剌(勒)都-b a ra.ldu- (議定）同上。[同上]

-周 - lu ニ 44 四

*把舌剌勒都 - b a ra.ldu- (共議定，議定，官商議定）同上。[同上]

- 罷 -b a 五50十 

-黒撒泥- Gsan-i 五47十 

-周 - 】u 五37九，45十，49九 

巴舌剌阿b a raS  (形影）形。土29六 

巴舌剌秀 baratu (暗）汚ない0 

- 壇 -t a n 七11十

巴舌剌温 bara_’iin (右）右の。一40八； 因8九；七 14一，四，七；八38四；九 9 ® ， 

六，10三，28十；十 9 ニ，14 ニ， 38六；：1：8 ニ，八， 35ニ，四，41六，主 

3 五，13七，40十，41ニ，四，42ニ，52—

把 舌 剌 温 bara.’Un (同上）同上。三 2 九， 4 九，20七 

巴 舌 闌 bara.n (了） [bara- の同時接合副動詞形]八 8 —

*把舌里 - bari- (拿，把）つかむ，捕える，取る。

-阿 惕 -’紉 十 39七；土15五 

-阿 速 - ’S s u 九23三 

- 罷 -b a 三 8 —, 六；® 20三 

1 中 渾 -d q u n 八22九 

-黒撒阿舌児- G s a S r芏 6 ニ 

-黒 撒 揭 -csad = 1 4 三；主38ニ

- 周 -lu —12ニ， 16三，22八，24五；ニ 6 —，13八， 16四， 32ニ， 43四；三37 

七；四 8 五， 14三，20三， 27ニ，42三， 46三；五 2 —，三， 5 六， 6 四，

7 ニ，49五，十，50七；六11六，49五， 51六；七 9 七；八 9 一， 12八，九， 

45六；九14一，ニ，六， 15七，27六，八， 47ニ，三；十18五， 38七，八， 

十；苦34/\, 37十 

- 主 兀 -l u A 七 5 七

-主為 -了 u’i i i 三15九；四8 七， 14一；十21五 

-中 忽 - q u 六48十；八13—，三，四 

-中忽阿徹 [―察 ]-qu-a£a 十34六 

-舌 剌 - r a 十28五，六

-充中孩 -tu G a i三46十；九48七，八；主39四，42七
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-兀 只 宜 」幻 iyi 八 7 —

-牙 - y a 五45九，47三，十，48ニ，50十

*巴 舌 里 -bari- (拿）同上。

- 周 ィ u — 16五，33ニ 

- 牙 - 炸 ニ 18五

*把舌里黒荅- bari.Gda- (被拿）[bari-の受動形 ]

-阿 - ，a —33 七

-阿 速 豆 s i i 四41十’ 42ニ

-周 - J u 十20四

- 主 兀 -lu’f i十21八

- 剌 阿 - l a l 九49三；主38九

- 魯 阿 - lu S 五28八

••中忽 _q u 十21—

*把(舌)里黒荅- bat•トGda- (同上）[同上]

-主兀 -了 u’U 十21五

把 舌 鄰 b a r i .n  (把，拿） [b a rトの同時接合副動詞形]七 10六；八 2十； 十 5 ナ

*把舌里勒都 -barト丨du- (相挨）[bari- の対動形]

- 阿 - ’さ四28十

*把舌鄰 ®;都 -bari(n).ldu- (相拿）[同上]

- 周 - iu 土23 五

*巴舌鄰勒都 -bari(n)，ldu- (相拿）[同上]

- 周 - b a 十38十 

-中灰突舌児-qui-d u r十39—

*巴舌鄰勒都兀勒- bari(n)*ldu.，aト （相接，教接）[bari- の対動•使役形]

-速 中 孩 - s i i G a j主 5 0四 

-禿 中 孩 - t u G a !主50五
*把舌里兀勒- bari-’ai- (教拿，教把，把話）[bari- の使役形]

- 罷 - b a 八22十 

-周 -了 u 六41六；主 3 四， 8 四 

-主 為 - : [u’i i i 五 15七；七 6 三

*把舌里兀魯- bari.iil.u- (教拿，拿，話）[同上]

- 阿 惕 站 六 2 八 

ぼ ）-黒三 - G s a n — 19六

_舌 侖 - r u n 六21— ■;八 6 六

把 舌 里 阿 思 b a r i’Ss (刑禁）捕縄。五 15九， 16ニ

巴 舌 魯 baru (尚昏）薄暗がり。

- 荅 -da ニ44 八

巴舌 魯 阿 b a ru ’a (形影）姿；気配；形勢。六4 8七
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巴舌魯阿納察 baru，dn.a£a (多処）[baruSii®  *多い；衆多，の奪格形]七昶七 

巴舌魯安 baru ’Sn② （黒了）暗い。ニ32八 

巴舌 魯 黒 baruG (猛的）貪慾な，すさまじい。一27八 

巴舌魯(黒） baruG (同上）同上。一27七

巴撒 basa (再，又）また。一12—，14—，21ニ，三，24五；ニ 9 四，15五，六2，九2, 

19三，六，20三2,五 ，九，22ニ，24六； 三 4 五， 7 六， 27八， 33九， 34 

一，36ニ，40—，41ニ，三，六，八，九，十，49 三；四 7 —，19六，22六， 

33四，41八，43四，六，49一；五 5 十，13九，十， 14ニ，20八， 34八，35 

七，九，37四，43ニ，48九，49三，50八；六 4 五，6 —， 9 ニ’四，13五， 

26四，27—，28五，34八，35三，38三，39八，46五；七 1五， 2 六，3 四， 

15九，20五，34十，35十，3 7 © 2, 39三；八 4 七， 7 六，10—，五， 15六， 

27五，29八，30六，十，34十，35十，37ニ，39五，41七，43—，47四，十； 

九 1 ニ， 2 六，十， 3 ニ， 5 七 ， 7 六， 8 —， 9 三，11一， 12三， 16三， 

17七， 19一，四，20三，八，21五，23—，24四，九，25七2，27四，29六， 

九，30ニ，32—，40九，42二 三 ，五，44十，45 九；十 4 五 ， 6 八， 8 H ， 

17八，21八，25九，36六；土 4 九，十， 5六， 8 四，11六，九，32三， 49 

一，五，50ニ；盂 2 七， 7 十，15八，17四， 19五， 36九，40七， 41八，42 

四，八，43ニ，八，十，44三，四，八，十，45五，46三，七，47六，48—， 

四，七，十，50ニ，四，六，55四，五，七，56—，八，57四 

*巴撒阿剌- basa’Ma- (種料，管摂）管理する，監督する。

-周 - Ju九10四；十 4五 

-速 中 孩 -suGai三46五 

巴 禿 荅 batu.da (堅固行）きつく。土36ヨ 

•巴兀- ba’t i - (下，落下）く-*>baゲ a->
- 罷 -b a 六 1 九 

- 塔 剌 - t a l a 九47九 

*巴牙思 - baya*s- (喜歓，喜懂）喜ぶ。

- 罷 -b a ニ35九；十12六

- 抽 -£u ニ36五， 4 〇 1 四 6 六， 15四， 16ニ；六45五；七34四， 35七；十13 

四；：t：45五
*巴亦 - bayト （直到，堆般，稹般） <—baiル 〉

- 塔 剌 -ta】a 七43四；：!： 2 五，13四 

♦ 巴因勒都-bayi(n).ldu- (対陣）<—bayildu->
-周 - l u 四49ニ 〈把因勒都-〉

•搦 - baト （立）〈一ba又yi->
-主 為 - lu’a i 四37八 

-牙 - y S 七37三

概 因 bajy i.n (的） [ba|yi- の同時接合副動詞形]七43八；土23五
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擺荅勒 bai.dal(立処）〈->baiy1dal>

-都舌里顔- dur-iy&n 六29ニ 

擺荅剌察 bai.dal.a£a (立処） [baidalの奪格形]七39八 

擺 宜 baiyi (立，住）[baiyi- の命令形]ニ30五；四 9 九 

*擺亦〜 baiyト （立，纔立，直立，止住，堆般，教立）立つ。<—ba卜〉

~阿速 - ’S su五25六

- 罷 -baニ32六；三12八；五25七；六 8 三， 9 九，11八；七34九，36—， 39三;

十38三，40九 

-巴 速 -b a su六51—

1 中 渾 -dqun五25四 

-黒撒阿舌児 - Gsa，さr 三49ニ 

-黒撒惕ィ5s a d 九47八；十 2 —，五 

-黒 三 -c s a n 九 9 六；十19八；土46ニ 

- 因 -y in 六12六

- 周 -;iu ニ27 九，30 四，32 九；三30五；五39ニ；六11ニ；七 6 八， 19五， 43—: 

八37七；九39六，48ニ；十 1八，40六；：̂ 3八；主38五，42五 

- 主 兀 -iu’i i 七37四 

-主 為 イ u’f i j三12—; 五18六；七32七 

-恢 [->中灰 ] ”kiUO*qui] 六12五 

-木 -m u 三 38六 

-中 忽 -q*i ニ30八 

-中 忽 宜 -qu-y i 四45八 

-中灰魯阿- qui-lu’5 六 8 四 

坤 忽 泥 -qun- i 七 6 —；八36ニ 

-中忽你顚 -qun-iy S n七2叶  

-中 渾 -qun四39八 

-速 - s u 六 5 十

-塔 剌 - ta la 八38ニ；十18八；主20 +

- 充 孩 -tuGa〖十 5 八；主37八，40六 

- 牙 -y a 五17六；七34八，35十 

擺亦 荅 勒 baiyi.dal(立処）陣所，陣営。〈―bai.dal〉

-突 舌 児 -d u r五31七 

-都舌里顔- dur-iy a n五29十；六29四 

-壇 - t a n 十 2 三

擺亦(勒)都(勒） ba|yi.ldu，l (陣）陣。七32三 

*擺亦勒都 -baiyトldu- (対陣，対戦，立）[baiyトの対動形]

-阿 速 - ’站u 八 2 八

- 周 - 扣 四 4 六，35五；五17四；七32三，45三；土12十，38六
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- 中 忽 -q u 五34三；六30十 

-中灰突S児 - qui-d u r六28十

擺 亦 勒 敦 bajyi.ldu.i l (対陣）[baiyi.ldu- の同時接合副動詞形]五28三；八 3 三，44十 

*擺亦兀魯- baiyi.’Ql.u- (立，教立）[baiyi- の使役形]

-阿 惧 -’5d 八24四 

- 阿 速 -’a s u 九 2 三 

-黒 三 - Gsan主47—

-舌 侖 -run 土25六 

-禿 中 孩 -tuG aj七20十

*擺 亦 兀 魯 勒 察 - ( 共 立 ）[baiyi.’m- の相動形]

-黒撒惕 -Gsad九30八

擺亦兀魯勒潺 baiyi.，fil.u .l£a .n (同上）[baiyi.，a l.u .l£a- の同時接合副動詞形]八24九 

*伯亦温(勒) - baiyi.’U(n)l- ( 教停住）[baiyi- ‘立っている，とどまる’の使役形]

-中 渾 -q u n —11十

伯 牙 訥 baiya.n.u (富的） [baiyan ‘富んだ’の属格形]四21九 

*邦列你- bangleni- [—bengle.ni- ] (ナ•ン）苦心する。

- 周 -知 八 35三

保 里 牙 bayliya (教訓，調習）騰狩りの騰を調教する際に®として用いる道具。：̂29六 

-突 舌 児 -dur 土46七

•保兀- baw’ii- (下，囲，下営）おりる，駐営する。〈-»ba’u->
- 阿 惕 -’a d 三15七；七18ニ；十29三；；£14六 

-阿 速 -，自s u 八39七

- 罷 -ba -43九；三10十， 42ニ， 四；四16五；五32—；六21—, 43八；八 4 三； 

It 2 七，11三，14七，41十，43— ，ニ  52八；主 1十，21ニ，26四
■•罷者-b a - J e 六29七 

者 - d~Je 土43 四 

- 惕中渾 -dqun 土18六，41七，九 

-黒撒惕 -Gsad 土 6 九 

-黒三 -08311八46四 

-勒(―黒）三 - G san四16十
-周 - 知 ニ 25—，39—，42 四，47—2, 49ニ，50ニ；三10 六，九，16 五，25五，41 

六，42ニ； 四38六，46八，十；六20十；七 6 —， 18三，23七， 24七；九 5 

八；土19六，39八，43九，44六；主 9 六，58七 

- 魯 阿 -l u S 七25三 

-中灰突舌児-qui-d u r六43九

- 牙 -y a 三16三，30— ，ニ，七，八，31七；四33十 —

保fU bay，ii.n (下）[bau，G- の同時接合副動詞形]三32五；四34三 

% 兀勒- b a y ，m- (下駕，削，落下，教下）下ろす。



- 罷 -ba — 47十；土40六 

- 主 兀 六 8 八

中 孩 -tuG ai十 5 十；主40五 

*保兀魯- bay’.iilu- (教下営）く—bay’iil-〉
-惕中渾 -dq u n六37五

*保温勒- bay’d (n)l- (下駕，下，教下）[同上]

- 罷 -ba — 45九，十 

-周 - lu ニ 39 九，47 三
#保兀勒都 -bay’ii.Idu-(共下）[bay’n- の对動形]

-周 九 16六

保 兀舌児赤 bay.’nrei (厨子）料理人。四 7 四，五 （保兀(舌〕児赤)，1 8七 七 20六；八 

47 六2，エ15ニ，16—

- 荅 -d a 九 8 —

- 顔 -y5n 八47九

保兀舌児臣 bau，ar£i.ii (厨子，厨子毎） [bau，f i r a の複数形]三45五；七21ニ；九46 

四，五，八

保兀(舌)児臣bau’n rd .n  (厨子毎）[同上 ]九 9 五 

別 be (也）も，また。一46九2 

本別迭舌列bedere- (排尋）探す。

- 罷 -ba[—-be] ニ18七 

^ 惕 - ’纪 ニ 20六 

-周 - ；fii ニ19 六 

- 耶 - 穴 ニ 19三，五，20三 

*別迭(舌)列- bedere- (同上）同上。

-額 惕 -，§d ニ20九

*別乞列宽迭- beki.le.gde- (被守集）堅固にされる。[beki.le- の受動形1 

-周 - 犯 ：t：1六 

別 額 beS (身子）<—beye>
- 充 - tu — 27 七

別 勒 b e l (且，況）その上，さらに。五43六；十36八 

別 勒 必 孫 belb isln (寡婦，寡）寡婦。一沾四；主24七 

別俄[―助]必孫belbisii.n (寡婦）同上。

-泥 - n iニ 5五

別勒赤舌里耶舌児bel£トr .iy§r (谷ロ，川依着） [beGir ‘川などの合流（分岐）点’の 

造格形]五31六；六29六
別 勒 格 beige (定礼，記号，効験，符験）しるし。一 47三；ニ22九，十；八37几；几47

五

別勒只額勒 bem’M (喫草）牧草地。
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-突舌児-d i i r 七28ニ 

*別列傷-be丨ed- (准備）準備する。

- 抽 十 38三

•別 列 都 -beled，ii- (同上）同上。

ー克先-g se n十39六

別 連 ！)elen (見，見成）準備のできた。五50ニ；八18六 

-突舌 児 - d f ir主19六，47三

別 児 ber (也）〜で ，〜に よ っ て [造 格 語 尾 ],〜は [主 題 提 示 ],〜も 。 一 5 三，12 

九，14四，五，19三2, 20十，21ニ，32六，45五；ニ 3 三， 4 九，十， 7—

別 舌 児 ber (同上）同上。三12—, 三，四，32七；五 9 四， 15四， 27七， 43六， 七， 

十；六11五2, 20四，21ニ，22九，十，29五，37四，38十，51三；七 1十，

4 一，7 —, ニ，24—，29五，39八2，46六；八10九2，十，14八，15—，21 

三，30五，33六，35五；九48三，五；十 4 十，13—，36九；：1 4 八，21五， 

八，十，22—；*  4 六，17—，18 四，22 四，23 八， 24 九，35 六， 39 七，50 

五，52九

別(舌)児her (同上）同上。四47四；五3Sニ；九48四 

別 児 格 泥 顔 bergen.iy如 （嫂嫂行） [bergen ‘兄嫁，の再帰格形] 一49四 

別 児 客 berke (艱難，難）困難な，つらい。ニ 4 七，48三，五 

別 児 客 berke (難，深）同上。七26六，28九；十18三 

- 都 兀 [ 複 数 疑 問 形 ] 七 16五 

-凭 - tii 士 36—

*別舌児客勒都克迭- berke.Idii.gde- (難攻）強く抵抗される。

-周 - J i i主16四

別舌児客失顔berke.Siye.ii(作難）[berke.Siye- の同時接合副動詞形]九42七；主44

*別舌児客失耶- berkediye- (同上）難渋する。

-額速 - ’さs t i九34七 

*別舌児帖- berte- (傷）傷つく。

- 帖 列 - t e le 七28四
別舌里堅 berigen (嫂）兄嫁。<—bergen〉一29六 

別舌里額 beri’豆（条子）杖。く—*■beriyd〉九43十 

- 因 - y in 九43十

別舌里額思 beri浴，s (条子，杖毎）[b e r iS の複数形]九42ニ，三，六；主44ニ，七 

別(舌)里額思beri’S.s (杖毎）[同上]主44三 

*別*5里額迭- beri’目，de- (条子打）杖で打つ。

-速 - s f i九43十

別ぶ里耶 beriy§ (杖子）杖。〈―別舌里額〉主46ニ2 
別 斤 沮 beri (媳婦児）嫁。
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-顔 -y§n 主24七

別舌里揑愠berimed (媳婦児）[b e r iの複数形]七12—
別舌里揑的顏 beri_ned*iySn (媳婦自的，媳婦自的行）[berinedの再帰格形]六21五； 

七 9 五

*別舌里列兀勒•** beri_1e _’fll- (教媳婦的礼行）嫁としての礼をなさせる。

-周-了 i i 七 9 六

別 帖 舌 児 beter (ナシ）怒りやすい（？）。主32四 [ken terか？]

別 耶 beye (身，身子，身材）体，身体。一20九；ニ 4 九；五 3 六， 5 —;七 19三，31 

三，36五；九33五，42四；十 3六， 6 八， 7 六， 36十，37—, 43ニ，七； 

：t  8 七，21—，ニ；主11ニ，14六，40—，42五 

- 邊 -b5n 八 32—

-突舌児 - d i i r主23三 

- 宜 -y i 八 2 十 

-56 -tfi 七37八 

- 延 - y g nニ50五；三50四

別 耶 思 beye.s (罄身）[b e y eの複数形]六45—; 八 2 —

別 耶 昔 顔 beye.s .iy6n (身子自的行， 罄身自的行） [beye.s の再帰格形]三14六；五 

6 三；七 5 四，45九

別耶昔耶舌児 beye.s*iy5r (親身教）[beye.s の造格耶]九25四

別延格敦 beyen gediin (親身）自ら， 自分で0
別[耶]昔顔 beye.s.iy^ i (罄自身的行）く—beye.s .iygn〉四20—

必 bi (我）私。一 9 五，六，22十，33七，43五2，49 一，三；ニ19 ニ，23ニ，28 五，六， 

七，29四，九，十2，30六，七，32三，五， 33五，七，九2,十 ， 34—，35 

一，41七，八，45—，六，50七，十，51—；三 1 七，十， 2 三，六，九，

4 ニ，三，八， 7 七，八，九，十2， 8 —2，三，四，五2,六 ， 七， 9 ニ， 

16 三，18 四，八，19 —■，ニ，六，20 十，21—，30十，31 ~ '，一>，45 九，十， 

四 9 七，15九，22九，23— ， 28ニ，四，39六， 42ニ，六，八，九，43—， 

46ニ，五，47八，九，49六；五 3 —， 4 四， 15四，16—，25九， 30八，33 

八，九，36ニ，三， 40六，48九；六 4 九， 5 四，五， 6 三， 7 九， 12九， 

22九，23—，三，五，27— ， 28三，五，29五，30五，七，33 九，36—，三， 

七，八，十，37—，39九，46ニ，四， 51八；七 5 七， 7 —，六， 1〇三，14 

一，四，八2，42八，46ニ，47四，48六；八10ニ， 四， 17八， 18一， 三， 

六，八2，十2，19一，七，20七2，九，28四，五，八，29—，36七， 39八， 

44四，46三； 九 2 四，七，12十，23八， 十；十25六，31ニ 34三， 35八， 

40四；土15十，16六，十，22— ， 31ニ，四，32四；35四；主 4 五，六，八， 

19七，十，20ニ， 23七，十，24— 2，ニ2，三，六，九，29五，50ニ， 55—， 

九，57四，七，九

必赤- bi£i- (写）書く。
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-周 ィ f i 八31ニ；主58七 

必 赤 克 bi5i*g (文書）文書。八31ニ，四

心 答 bida (咱，咱毎）我々。一21九；ニ 8 五，六， 9 五，20五，49—; 三 2 七，4 ニ， 

三，四， 6 三，12五，16三，23—，ニ，三，31七；四 4 九， 9 五， 12ニ， 

ハ，九，18九，19ニ，20五， 35十；五 4 九， 5 —̂•，六， 6 ニ，三， 13四， 

15ニ，十，17六，20十，37五，43—，44三，七，47三，49ニ，八；六 3 九， 

4 四，14十，16八，17四，20ニ，21十，22—，27三，六，28五，八，39十； 

七 9 三，11七，15五，16四，26七，27ニ，七，46三，47四；八14四，36四， 

39五，44一；九 3 —，27八， 43 七；十 81三；：！： 4 九， 5 六，22七， 45—； 

主 2 七，八， 3 —，11五，30三，45九，十，48十，49ニ 

-突舌児 - d u r三31六

必 荅 納 Wda*n*a (俺行，咱行，咱的行，咱毎行）[bidanの与位格形]八9 ニ，三，四, 

30 ニ；：1：5 ニ；芏 45 八，46—，49 七

必 荅 納 察 bida*n *a£a (俺行，咱行，P自毎行，俺処，咱処） [b idanの奪格形]三31四;

四 8 四；六35六；十 6 九， 7 九；主40—，45七，54ニ 

必 荅 泥 bida.n-i (俺行，咱行，咱毎行）[b idanの対格形]五5 七，八， 31八， 39五， 

43六，46四；六29五；七21—；八1〇八；九46六；十 5 十；土37五；主 2 十， 

40 ニ

必 荅 訥 bida*n ‘u (俺的，俺毎的，咱的，咱毎的） [b idanの属格形]一11一；三 3 —, 

15ニ，24—，30—，三，七，九；四 2 ニ，8 三，12五，13四，17ニ，18五, 

19四，33九，34八，46九；五13， 20五，21—，23七，28六，38三，39-*， 

45七，46八；六 4 六，11七，12八， 34十，39十， 40三，六；七10—，七， 

15五，22九，十，24—，27五，29八， 32八，33七；八 4 九， 9 ニ， 46十； 

九19十，32五，33七，34三，六，九，40—；十 4 九， 6 八；土 4 六，7 ニ， 

27ニ，50 八；盂18四，19八，22十，34十，40—，55三 

必荅訥埃 bida-n _u*’ai (俺的，咱的，咱毎的，咱的毎）[bidanの属格形十 •'’每]我々 

のもの。三32十；五17七；六 9 十，10—, 1 1六；七23三 

必 丹 bida*n (俺，俺，B自，咱毎）<—bida>
-突 舌 児 - d u r五 5 九，39三；六16十，七27十；八 9 九，21三， 36十；九27六，34 

五，46三；：1：5 ニ，43五；主37七，44六 

-突(舌〉児 -dur 九32 ニ，33 ニ，34十，42 六 

- 魯 W u七23五 

- 魯 阿 - lu’a 十 6 —；主40四 

# 児-室u r ニ23五

鶚勒都兀舌児bildti’Sr (告天雀児）雲雀。五30八 〈->bim’5 r >
必勘只 兀 児 Wl}i’3 r (ナジ）雲雀。ニ 9 三 

*必剌- bila- (擄）捕える。

-周 イ u 六38五



必 列 兀 顚 bile，fide.n (磨着）[bile，3de- ‘磨ぶ yの同時接合副動詞形]ニ19七 

必列兀舌列徹 bneM!r .e6e (余胙）[bile’fir *辟’の奪格彫]ニ2 ニ 

*必里- bili- (摩，揣摩）撫でる，さする。

-周 - iii 一 13 ニ；S 23ニ

*必 撒舌里 兀 勒 -b i s a r i (盈満） [bisari- ‘はみ出る’の使役形]

_周 - 知 十 29七

*必 宪 - bitii- （沿）〜に沿って行く；順々にする。

-周 - i i i五14六
必 禿 兀 舜 bittt.’fil.ii.n (泡，教沿）[bitfl- の使役•同時接合副動詞形]ニ17ニ；主48 

十，49五

浴 * 必秃温(勒) - bitii.’S(n)ト （輪，教徇） [bM - の使役膝 ]順番に〜する。一12ニ；メ 1 

五

必 屯 bitfl.n (沿）[bitli- の同時接合副動 形 ]五 11四 

孛多1 bodo (領ロ）大型家畜。七37八 

孛多2 bodo (物）物。

-答 - d a 五22七

孛 都 勒 中 罕 bodul，Gali(乱離）混乱，戦乱。

-突舌児 - d u r五22十

孛 黑 荅 b〇Gda (賢明，賢明的）聖なる。〇>b〇Gia> 八13五；：£24八 

孛 黑 塔 toGta (賢明）同上。±27ニ

•李黒塔剌- boGta.la- (固姑冠帯，梳頜）既婚婦人が冠をつける。ぐ*b〇Gtola->

-周 - Ju ニ 5 八；土26三 

*孛黑脱剌- boGto.la- (梳領）同上。

-周 - lu ：t 26 四
*孛中忽你惕中合 - b〇Gmii.d..qa- (教低）低くさせる。

-周 - ; f u 六21七
孛 勒 bol (做）[bol- の命令形]六35七，九，36ニ；七 2 —，14一，七 

*孛勒- bol- (做，背做，中）なる，ある。

罷 -b a — 7 九，10 四， 19 九， 28ヨ； ニ  6 四，八，34十；三 5 三，.18六， 19 ニ， 

三，31五，45五；四15六，43十，5叶 ；五21六， 25五，4 6 / 1 , 4 9七；六17 

ニ，18五，24ニ，52十，53四；七 3 四，十， 14八，19七，.21七，47九；八 

9 十，1 1 - ，13— ， ニ，三，五，1:4一， 22五，九， 25— ， 27—.， 29九，30 

六，31六，34六，38六，40四，41七，42三，五，47三， 48三；九 2 六， 4 

六，八， 6 六， 7 八， 9 三，10ニ，16—， 三，17六， 20四，21ニ，22七， 

24九，25六，26—，五，29ニ，32—，34ニ， 九，36五，七， 37八，39七， 

九，十2, 40ニ，42八，43三，45六，47—, 49—;- + 3 — ， 7 ニ，. 10三，11 

三，16 九，19一，26 ニ，33三；；!：12三 ，17五，，2;本，28七，43四；* 6  ミ， 

7 十， 8 十， 10八，11七，12八，16七，八，28三， 30六，3 7 尽 39十，4〇
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七，42八，43ニ，46八，54五，56三，57八 

-罷 者 - ba-J e 六35七，九；八44ニ；九6 —，17三；土16八，24六，七，八，40ニ； 

主56四，六，八

-b i —14六；ニ 2 十；七10ニ，八，29八，九；主22— —

-周 イ u — 6 三， 7九，48四；ニ 4 四，32八，50四2;三 2 十，4 八，9 三，38四， 

47E , 六，七，八，4狀 ，八，十；四3十， 4五，40九，41八：五26四， 

34四，36六，40四，42九，44ニ；六30十，46ニ；八 6 五，八，九，7 一2， 

三，四，五，12三，19七，30ニ，33三，40十：九 3十，7七，8三，31三， 

40九，45四；十12九，21四，22七，30—；：1 5 ニ，8 三，八，17四，32六， 

盂13十，29六，九，35八，九，38十，40九，41ニ 六  

- 主 兀 -Ju’f l 三20九；四35七，41ニ 

-主兀者-了u’a -K e六23八；* 17六 

■■主為-Ju’S i 六21ニ；十33八 

-主 為 者 - Jti’i i i-y e 八15九；主57十

•■中忽-q u ニ16ニ，34ニ，48四；五40九；七11六；八18六，十；主30六 

-中 忽 由 -<juyu[-»qui-fl] 七24四， 27—；：£：45九；主21九，22六， 34—，48七，49

-中灰一q u i九19八 

坤 渾 - q u n —14五；八44一；九34六 

- 忽 納 -q u n -a 九 31ニ 

- 忽 訥 -qun-i i 七26八

-速 -s u 六40六；七〗1四；：T35ニ；芏 3 五，23十 

- 塔 剌 -ta la三 6 八；十30三；：t 35七 

- 答 剌 -4a la 四39三

-充 中 孩 - t u c a i三 3 —，5 —，46十，47四；四22ニ，四；八 8 六，31六，40—; 九 

4 八，20—， 34 四，39六，七，43三；十  7 ニ，1 3 ： 6 三，18三，36四； 

主45五，48—, 49九，54四，五 

禿 (中)孩 - tu G a i四15三；三3 9 - ; 九43—
*李(助)-bol- (侯）同上。

-周 -; fu八 7四 

1 -SU ニ33 八；九 4 一
♦孛勘荅- bobda-(被做，被黒做）[boトの受動形]

- 罷 -ba ニ 6 九；八19 一

-周 - ニ 32八；四34九；五24—，29九，31八；六28十；七42十，48九 ,49一 
忽由 ~q u y u[—-q u i-a ] 三18八，19六 

-舌侖 -r u n 六29四 

*孛(勒)苔-bohda- (被做）[同上]

，周 -] f u 四3汁



孛 勒 中 合 bol.ca (教做）[bol.ca- の命令形 ]三 40—; 八41三 

*孛勒中合-①bol.Ga- (教做，做瓮熟，審，得敢）なる；煮える。 [bol- の使役形]

惕 -’Hd十44十 

-阿 速 - ’5s u 三43九；十43三

- 罷 -ba —20十， 39三；三22十， 23ニ 05ニ；四 1 七，八，26四；九36三； 

土12ニ；主53九，十

-周 -Ju —27九；ニ25八；三 5八，45六；四42七；五22七，36六，50—；六11 

八；九11六，七，30六；十19十；土 9 六，七；主12四 

- 梅 -mui ニ 10—

- 中 忽 -q u 三50四；十30四；土26七，八；53 8九  

-中 忽 由 四 24九 

S i  -s u 三39七；九11八 

l 中 孩 - tuGai八30六；十 5 —

-牙 - 沖 三 43—; 七47ニ 

*孛勒中合-②bolGa- (厮殺）反抗する，戦う•

-周 - 〗u 土32八

*孛 (助〉中合-®  b〇レGa- (做，教做）[同上]

-阿(慑） -’如 三 39九 

- 罷 -b a 三44五

*孛勒中合黒荅- bol.Ga.Gda- (審実，被做）[bol，Ga-①の受動形]

- 罷 -b a 十43三 

- 魯 埃 -lu’M 土30九 

-由 -y u 五48三

*孛勒中合(黒)荅- boトGa.Gda- （被做）[同上]

-阿 - ，豆 三 4 一

*孛勒中合黑塔ーbol_Ga，Ĝa— (同上）[同上]

- 中 渾 -q u n十44ニ

孛勒中合兀侖 bol_Ga**Gl_u.n (教做）[bo卜Ga- の使役•同時接合副動詞形]主 15四 

*孛勒中合阿 -bol.Ga’a- (体覆）確かめる，調べる。

- 罷 -b a 五49七

孛助中罕 boトG a.ii(做，做了，做着，教做，審)D>〇トGa- O同時接合副動詞形]-7 八, 

21ニ ニ 1ニ；四 9 ニ，17八；五43七；六 1 七；七48八；八47ニ；土14十， 

33四，40四；主12五，34七 

•孛魯- boトu- (做，中，肯，説道）<—bol->
-阿 供 -，豆d —39九；三44七；：t：33九；主17四

-阿 速 - ，asu—13六，14三，五，19六；三12三，四，39四， 八， 43ニ 五 41五； 

八41ニ；九 2 ニ；十 5 ニ；主 17九，23九 一  

_罷 _ba — 7 六，17ニ，23 八，24—，七，九，25 三2，四2, 26六，27六 •七 ，十，
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28ニ，五，29五，七，八，31—；ニ 2 三 

-揚中渾 -dqun六36—
-揚坤[―中渾]-dkiin [―*dqun]六36ニ 

-黒撒阿(舌)児-GsaSr九35十 

-黒撒納 -Gsan-a — 44八
-黒撒訥 -Gsan-u — 7六，10四，26三；八46六，七

-黒三 - Gsanニ34—；六36三；主24十，29五
-黒三突舌児-Gsan-dur八18六，十21ニ
-黒三 IP3 -Gsan-nu —14 九
- 宜 -y i 四19七；八8—，ニ

-剌 阿 - la’a 八28五
- 者 づ e 土29六，32ニ；主 3三

(この形はbol-uづe で-u- は現在を表わす語尾）

_ 周 - —*33 六 

-木 - m u四41三 

-木 者 - mu~5e七31十 

-梅 - mu!五48五；八21六；十36七
中灰]牙察 kiiiya6a[-K3ui-y-a£a]ニ 2 —

-舌侖 -r u n 四25三，六；五20十，26三；六52—， 53ニ；七 1五， 2六， 3五， 7 

八，20五，24五，31九；八 1七， 4五， 5—，6 ニ，13七，24八，27六， 

八；九 9 四，22四，31三，40—，44十，45九；十 8 五；土21八，30—，32 

一，九，42四，47八，50三；主 7 七，10四，十，22八，37四，43八，十 
舌)侖-r u n 主36九 

-塔 剌 -ta la — 39六 

- 兀 齋 -’f i j a i三49七 

-牙 -y自五38七 

- 由 -y u 三27七；八22四 

-由 者 -y u~J e 八20六 

*孛C黒;!魯- boトu- (做）[同上]

- 罷 -b a — 25 ニ

*孛《舌》魯- b o h u- (同上）[同上]

-舌 侖 -run主26九 

嘴[―孛]魯- 加ト11-(同上）[同上]

-舌 剌 -r a ニ6 三

*孛魯勒察-bol_u.l£a-(共做，相従）[bol.u-の相同形]

-周 - lu — 46十；五 9十；六25六 

-(中)忽 -q u 五10四 

- 兀 齋 四 9七



*孛魯惕(―勘)察-bol.u .iea- (共做）[同上]

- 罷 -b a 十23九

*孛 侖 勒 察 -boI.u (n).l£a- (同上）[同上]

-黒 撒 你 顔 - Gsan-i y a n 三25十 

_周 - ニ26四；八14五 

- 舌 侖 - r u n 三26ニ

*孛魯中合- bol• u • Ga- (教做 ） 〈 ->bol .Ga->
_ 周 - —*26 五

孛 侖 b o lw n  (做，做了，做的，做着，做呵，共，肯，傲時，共傲， 教做，上頭，呵， 

要，住）[bo卜 の 同時接合副動詞形] 一33—；ニ 4 七 ， 6 八， 46三；三 2 

九，十， 4 九，18五，19一，46七；四 6 八，10—，28三， 29ニ， 35八，38 

九；五11五，20五，28七，29七，30九，34三，40三；六 9 六，16風 19一， 

23八，30十；七 5 六，14四，43ニ；八 3 ニ，41九， 45四；九 7 四 ， 12八， 

16ニ，21七，24ニ，40ニ，49三；十 18三，21三，27五；：1：5 ニ， 35五， 39 

三；主42九

孛《舌》侖 boトu*n (做，做時，肯）[同上;）六19—; 八 19一；十43十，3 9 七 主 38/1,57七 

孛勒 荅 中 合 boWaG_a (孤山， 孤山行）[bo丨daG ‘独立峯’の与位格形 ]ニ 26八；主58六 

孛 勒 中 合 bolGa〜 bolqa (厮殺）対抗，対立，戦い。士32八 

*孛思(->勒 )札 - bolia- (約会）約束する。

-周 -了 u 五45九

*孛勒札勒都 -b〇0 a .ldu- (約会，相約）[bo丨〗a- の対動形]

-周 - 〗u 六46七 

-牙 - y a 三 8 十；六46六 

孛 勒 札 安 bolJa*’5n (約会）約束。三 3 —， 4 十 

孛 勒 札 勒 bolja-l(約会，約会的）約束。三 9 四，11八，12八；六48七 

-突舌児 - d u r 三 12四
孛 勒 札 侖 bolja.l.u n  (約会的） [bol了a l の 属 格形 ]三 12十 

孛里 ® boli (勾了，中）[bol(〇 の命令形] 一38三 

孛 里 ② boトi (中）[bol® - の現在形]: t：25三，五28十2 

*孛 幹 - bo’5 - (阻）阻む。

- 周 - ] u 十 18四

孛 斡 勒 bo，m (奴婢）奴隸。四22ニ，四；六38九，39ニ，三；八13—，三；九 5 十 

孛 斡 里 阿 舌 児 bo,別.i，a r (好婢行） [bo，d l の造格形]六 38五 

孛 幹 命 b o S l.un (奴碑，奴碑的）[bo’d l の属格形]六抑五，六 

*孛 斡 里 都 - bo’m i.du- (奴婢做使）奴隸にする。

-牙 - y&五 19九
孛 舌 児 bor (葡萄酒）葡萄酒。主56ニ 

孛 圯 必 borbi (後跟）かかと，後脚の腱。ニ 11九
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孛(舌)児必borbi (時後筋）同上。四22三

学舌児必你顔 borbin.iyan (脚後根自的行）[borbin[->borbi] の再帰格形]1^29三 

孛舌児中孩borqai (高祖）高祖父。

-因 - yin 六 39—

孛 舌 羅 boro (青）灰色の，灰褐色の。ニ38四；八36九；十41ニ 

李 舌 羅 bon> (離）雛 （？）（上の語と同一語か)。：1T46六 

孛 舌 羅 安 boro’an (風雲）風雪。三12三 ぐ ^borohan〉
孛舌羅幹納 boro’5n*a (風雪行）[boro’加 [-*>boro’an] の与位格形]十1七 

孛舌羅罕 boroMn (風雪）〈- 

- 圖 児 - ニ 11九

李(舌)羅(黒)臣 boroGSin (雖）灰色の。一16三 

孛 思 bos (起）[bos- の命令形]ニ42七，九 

*宇 思 - bos- (起）起きる；起つ。

- 畢 -bi ニ43三

- 抽 -£u ニ42四；六35—；十27八 

- 出 兀 -Su’i i 八 4 八 

-速 中 孩 -suGa! 土23四 

*李思 - bos- (同上）同上。

- 抽 五 16四，23九

*孛思中合-bos.qa- (立起，起）[bos- の使役形]

-惕 中 渾 -dqun六42三 

-周 - i u 六48三，50六；芏29四 

*孛速- bos.u- (起，起身）<—bos->
• 阿 惕 -’a d ニ43四，45六；九13四；十38ニ；土22八 

-埃 」句 十 35ニ 

-黒 赤 - G£i 七39七 

-黒 三 - Gsan六34十

孛 孫 bos.u .n  (起） [bos- の同時接合副動詞形]五 2 六 

*孛莎- boso- (囲，塞）包囲する，. 塞ぐ。

-周 - 知 八 13四；十40六 

孛莎中合 bosoca (門限）敷居。四22八；十39六 

- 荅 察 - da£a ニ22四，九 

-突 舌 児 -d u r 八28六，九 

-因 - y in 四22ニ；六39ニ；.九5 十

孛脱中合 你 顔 bot〇Gan_iySn (轮盖児 ） [botoGan *仔！§|£’の再帰格 形 ]ニ11九 

学 頫 bS$  (師公）シャーマン。六41九

孛 額 思 bS’卜s (同上）[b5，§の複数形]主21四2, 22—，24三，四 

孛 餌舌列 b5，we (腰，要）腰，腰部。ニ44六，46ニ ：
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孛 額 孫 b5’否siin (茧子）しらみ。八18九

孛額 速 訥 b5,おf i n d  (虱子的）[b6，S s t t n の属格形]ニ50七

孛額® b5•，站 （便，就便，見有，有間，即便）〜 であるのに，〜であって。

一10五；三 8 ニ，七，16ニ，30六，31六，八，32八；四11ニ，45ニ；五42 

九；六 1三，五；七15四，16十，24五，29三，48八；八9一，四，十28七； 

：!： 6 三，35十；主29九，50ニ，56ニ 

孛額助い©) b5• 別 （有了）同上6 四9ニ 

孛 額 帖 b6 l t e  (便）同上。ニ44四く—b抑 d>

孛 額 速 b3 •，細 i (呵，有呵）〜ならば。一 4五，22—，35七，八；ニ 1五；五 7 六，23 

ニ；六 3 九，17_五，21五，22九，十，36三，48五；七9 三，12三，29五2, 

31三，35九，39—，九，48六；八1〇九2，43十；九13—，15—，八，22五， 

25三2, 33五，六，43六，七；十34九，44一，九；：t：21九，32ニ；主4 七，

5 —，17—，45九，十，49九

孛 額 帖 列 b3 . ’§tele (既，有間）〜でありながら。一11ニ，32六；ニ14一，18三，九； 

四41九，五43四；六40六；七15十；九49ニ；土35六；主23—，38八，56七 

•孛克列-!>6g le- (塞）塞ぐ。

-周 -讳土 1 2五

-克先 - g s e n四38十，39三，41一；六14一；九16九 

孛 克 連 b6gle*n (塞着）[b5gle- の同時接合副動詞形]ニ16—

孛(克)速[―連]b3g le -n  (同上）[同上]ニ15八 

孛 克 薛 bdgse (臀，尖児）尻。九 1三；主34三 

■•突舌児-d i i r 三2 三 

-圖 児 - |i i r ニ40四 

-禿 - t i i 主34三

*孛克究舌児- b5gtiir- (駄）馬に荷をつける。 —

- 抽 -2i i 八36九

*孛克秃舌魯- bJ5gtiir_ti- (捎駄）同上。

-額 惕 -’砧 ニ38五

孛戈秃児 b6g 6tiir (拱脊）猫背の。ぐ^bSk6t i ir> ニ38四 

*孛 客 列 -b6kele- (気力做）強化する。

- 周 - 拉 九 40ニ 

-舌 侖 -r f i n 九33三

孛 刊 b5kSn (ナン）幌のついた。ニ44六 

孛 可 b6kS (力士，勇士）相撲取り。四27三，29ニ 

-因 - y i n 九 1三 

孛 闊 b5k5 (勇士）同上。十39四 

孛 可 思 bSk5 *s (壮）[bSk5 の複数形]四25九 

孛 闊 思 bSk5 ， s (力士）[同上]十39六
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孛 闊 昔 b5k3.s .i (力士行）[b5k5 の複数対格形]十38三 

孛可舌来 bSkSrei (腰子）年を取って曲がった(腰)。〈->b3k3re>
-因 - y i n 三 2 三 

孛可舌列 b6k5re (同上）同上。

-因 - y in ニ 40 四
孛闊宪舌児biikStfir (拱脊）猫背の。〈-»bjig6t i ir> 八36八 

*孛勒迭亦®- bi51d e_yid- (另分，孤零）離れ出る。

- 抽 - £f i 六 4 七；七42ニ

*孛勒迭亦惕客- b 5 1 d e .y id .k e -(教孤零）[M ld e y id -の使役形]

-g 坤 -dkiin 五25五 

孛 連 bSl§n (見在）ぬるい。四47八 

孛劣克 b6I5g  (叢）群。一17六 

孛捋克 b515g  (同上）同上。一3 九 

孛《舌》捋 克 b5I6g  (同上）同上。一 5三 

孛 児 帖 bSrte (蒼色）灰白色の。一 1三 

不 察 bu&  (隠諱）[bW a- の命令形]四50五 

*不察- bu£a- (諱）隠す，ひかえる。

-周 - 四 50四

*不察勒中合-b u g a lc a -(教滾）煮る。

-周 i u 四5—

不 荅 安 buda’a .n  (粥飯）飯，粥飯。一28—

不 倒 兀 buday’fl (弱）のろまな。一15ニ 

不 丹 budan (霧）霧，もや。

-突舌児- d u r 九8 四 

•不黑撒-b u c s a -(拘束）つなぐ。

-周 - I u 七34三 

不 吉 bugi (縄）縄。主54三 

不 吉 牙 bu giya (韁縄袢蹄）馬の足枷。ニ50五 

♦ 不助只-b u m - (繞）逃げ去る。< 4 b u(n)I；[i-〉

-阿 速 - ’a s u 四22三
不勒中合bulGa (反，反乱，厮殺）戦い，反乱，敵。く—bulGan， b u(n)lGa> 六20ニ; 

八22—; 十21四；；1 9 一，18七，24ニ，四；主30五 

-突舌児- d u r 九 8五；：i：9三 

»不助+合 - bulGa- (厮殺）争う。

- 罷 -b a 十11ニ；±10三

*不勒中合勒都-bu lG a.W u-(斯殺）[b u lG a -の対動形]

_黒 赤 - G£i 六51四 

- 剌 阿 -la’巨六51八
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- 中 忽 -q u 六52ニ 

-中灰突舌児- qui-dur ：t 9 ニ 

-中灰突(舌)児 - qui-dur ：t 24七 

- 舌 侖 -r u n 六51六

不勒中合勒敦者 bulGa.ldu.n〜}e (同上） [bulGa.丨du- の同時接合副動詞形+ Je] 土 9 三 

*不勒中合黒荅- bulGa.Gda- (被厮殺）[bulGa- の受動形]

- 舌 侖 -r u n 六51—

不勒中罕 bulGa.n (闕）<—bulGa> 六43十 

*不勒睦舌里一 b u ltari— （逯避）なまける，さほ•る。九34五 

*不里- buli- (奪）奪う。

- 罷 -b a ニ 9 四

- 周 イ u ニ 7 九， 8 ニ， 9 三，48九；三17八；四1〇七；五 2 四，九；；1：2 六，4 九 

不 越 中 罕 bulucan (紹鼠）黒貂。 一 6 —；ニ39ニ，十，40—，ニ，41七；三 1 八，十，

2 —，四，六，23八，九；九 5 五， 6 三 

不越中合阿舌児 buluGa.’ar (貂鼠皮）黒 貂 の 皮 buluGanの造格形。四17三 

不 鍵 中 合 臣 buluGa.ein (捕貂鼠的毎）貂取り。三14ニ 

不 鹛 中 合 揚 buluGa.d (貂鼠毎）[bulGanの複数形]六 44三；十15三 

不 越 中 合 的 牙 舌 児 buluGa.d.iyar (貂鼠毎教） [bulGa'd の造格形 ]十 15九 

不 侖 bulun (不(舌)侖biiriinの可能性もある） （共）〜と い っ し ょ に （〜こ そ は )。 三 

42十

不 中 合 buqa (強牛）牡牛。七37九 

- 因 - y in三 7 八；十 19四，八 

不 中 合 兀 buqa’ii (伽）枷。ニ17六，22—，23六；三20ヨ 

-班 -b豆n ニ17九 

- 充 - tu ニ20 七 

不 中 忽 buGu (鹿）鹿。八 6 八 

-因 - yin ニ 50 五 

*不中忽- buqu- (盖）蓋をする。

-周 - 】u ニ29七

不 舌 児 備 burbui (脚後根）かかと。<—borbin〉土26九 

不 児 中 合里 黒 burGaliG (飄）ささめ雪。一19七 

不 児 中 合 孫 burG a.su.n (楡条）柳。ニ50六

不 舌 剌 塔 舌 剌 bura tara (漫散）ばらばらに，あちこちに。九 8 十，22ニ 

不 舌 剌 兀 bura，ii (ニ歳牛）ニ歳の牛。

-因 - y in 三26七

*不 舌 魯 (揚 ) - b u r iid -(躱）逃亡する。

-中灰魯阿- qujHu’S —*35ニ 

不(舌)禄兀 buru，fi (另）逆のほうへ。七30—



不 舌 魯 兀 buru’ii (不是，不是了，不是的） まちがった。 十34八， 九；主56三2， 四， 

八，九2, 57—, 八，九

- 宜 -yi 八 38—

-顔 - yan ：t：45 七
•■不g魯 兀 傾 -buru’iid- (逃走，躱，逃躱）逃げかくれる。

- 罷 - b a 十31八

- 抽 -5u 五14三，15八，25十；六24—; 土24六 

-出 為 - 6u’i i i 三14六 

*不(舌)魯兀惕- b u rn’iid- (逃躱）同上。

-抽 - £u 五11ニ

*不舌魯兀(接)-buru’fid- (同上）同上。

- 抽 -6u 六24四

不舌魯兀傷中罕buru’fid.qa.n (进避）[buru’nd- の使役•同時接合副動詞形 ] 一 14ニ 

不舌魯 兀 敦 buru’iid.u.n (探着）[buru’iid- の非分離副動詞形 ]土13六 

不(舌)魯兀敦buru’iid.u.n (同上）[同上]ニ50五

不舌魯為蘭 buru’n i.la.n (探）[buru’iiila- ‘逃げかくれる’の同時接合副動詞形] 

〈―buraj；lan> 六14十

不舌魯委闌 buru’iU.la.n (逃）[同上 ]八 3 三

不舌魯兀 亦 闌 buru’iiyi_la.n (趣避着）[同上]七4 3 -

♦ 不舌魯兀失耶[―牙]-buru，ii.5iya- (説不是）まちがったことと見做す。

- 罷 -b a 主57四

不舌魯兀牙 buru’ay.a (特地，特地行）[->buru’ai-a] わざと◊ 五46五，六；八22— 

不舌雷蘭 burtii.la.n (探着）〈-^buru’tiila.n〉六 1 四 

*不散中合 -busan.Ga- (教毀乱）破壊する，散り散りにする。

-周 -i u 三23三

♦ 不桑-busang- (潰散）散り散りになる。

-中 灰 - q u j八45—

*不桑中合黑答 - b u sa n g .G a.G d a-(被潰散） [b u s a n g -の使役•受動形]

- 罷 者 - baイe 八44十

不 速 busu (別，別筒，不是）他の，他に。一35九；ニ 8 四2，10ニ2，12三， 四；三20 

九，48七，十； 四39ニ；五25四；七38九，48ニ：五；八37九；九24四；：1： 

5 六，22九，31十，33四；主22四，30五，38九，48八 

-凭 - t i i三 4 ニ，三，12六 

- 兀 八 29六 

- 官 -y i 九34七

不速® b u su .d (不是， SIJ的毎，別）[b u suの複数形]- 3 5六；七47六；： 四；芏38 

-途舌児 - t u r 十27五
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不 速 的 busu.d.i (別的）[busu.d の対格形]ニ14一 

不 石 bu§i (別）〜でない。ニ 1ニ —

不 失 buSi (同上）同上。三43九；八30五，47ニ；九 4 一 

-台 - tai — 34 七 

不 実 buSi (同上）同上。七 10九 

不 塔 buta (叢）くさむら。ニ23四 

-圖 児 - t u r ニ23四

*不塔舌剌- b u t a .r a - (散，潰散，漫散）四散する。散り散りになる。

-黒 三 - cssanニ40三；三 1十；五 9 四；八46八 

-周 - iu —19 七 

-主 為 - lu’iii 四 36—，45 ニ 

-中渾 土 5 —

*不塔(舌)剌黑答-b u ta r a .G d a -(潰散）[butara- の受動形]

■"周- 四37ニ
*不塔舌剌兀勒察-butara.，m .5a- (共出）[butara- の使役相動形]

- 周 イ u 十24六

不兀勒札舌児bu，iinar (許婚筵席）婚約の宴•五45八，46—，五，十 —

不 兀 舌 剌 bu’nra (駱駝，駝，風雄駝）去勢されていない牡駱駝。一44九， 43一；一11

九

不 亦 buyi (ナシ）汚れもの，汚物。：!：加九 

奔勒中合 bu(n)lGa (反）<— bulGa>五11五 

奔勒《中 )合 bu(n)lGa (同上）[同上]五 9 十

奔勒中合勒敦bu(n)lG a.ldu.n (相鬪）[bulGa丨如-’の同時接合副動詞形] 一口十 

*奔勒只"■ bU( n ) l i i - (躱閃）〈―biilii-〉
■阿速-’3s u ニ48三

*奔勒只温勒荅- bu(n)lli.，ii(n)l.da_ (被躱閃過）D>u0 i- の使役•受動形]

- 罷 -ba ニ50 七

不 b5 (休，休救）〜なかれ。 （禁止の助辞）一47ニ；ニ 3 三，10三，四，21ニ，23八； 

三12四，16三，31七，45四2,六 ，七，46ニ，三，50六3;四 11ニ；五17六， 

21三，37六，八；六 6 五，22三，六，37三，四， 40七， 52八；七28八；八 

8 四2，八， 9七，22八，29九，30五，31五，38四，42四，47三；九 4 四，

6 五，17六，24九，25四，34十，36五，43五， 48三， 四， 五， 六2; 十 5 

四， 6 九， 7 十；土 1找 ，23四，28六* 30五，六；5 3 9—， ニ2， 七， 40 

ニ，45七，47—

*不- bfi- (有）いる；ある。

惕 bd’§d> 五4叶 ；八35九 

_克 先 -g se n五23—

一 古 -gfi [ + ktt] 四 2 三；六16七
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-古 泥 -g iin - i 三47六，49三；五21三；七 38 四

-古 亘 - g ii-y i [-トk a-y i] — 8 四 

■•周-讯七11十 

-主 為 -讳 ，龟 三 15六

- 恢 -k t i iニ24八；三 7九；四43五；八12七，33十2;九 12ニ，14ニ；十 1七3,十  

-恢突児- fcfii-diir — 40七，41六，42—，47十；ニ 8六， 9七，十，12五，六，13十 

26八，30ニ，36七，37六，41ニ；四，42三，六，44八2, 46五 

突舌児 -ktti-d t ir三 1三，四，10九，41六，42ニ；四9 八，10九，43六；五9 一， 

24十，28ニ，34四；六 1十， 9 十；七15—，47三；八30—; 土 3 三，46四，

八

-恢突(舌)児-k iii-d iir 九13 ニ，14 五 

-恢 額 徹 -kiU-’e6e 八28六

- 恢 宜 -ktii-y i —16四；ニ18八，27九，30四，45五；六12七；九13四

- 坤 -k iin —21七，32九；三14ニ；五16三，32八；六 1三，29九；七38三；八 3九，

4 九；芏29五 

-埋[―坤] -fciin 土19 四

-列 埃 -le，3i [ + le，6i] 三37九；四4五，9五， 18ニ，九，47九；五46七；六 2十， 

14五，九；七11十，24十，37-;八 44一；九 5 九，15六， 19七，八，九， 

36三；十26六，36六，44三，十；土20四，26六，35九，36- ；芏37三 

-列埃者 - le’mづ e [ ― 八  34—

-列 額 - le，§ — 2 九，十，3五，7三，五，10ニ，六，13三，四，17九，18十，23七， 

八，九，十2, 24六，八，25八，九，十2, 26九，27— ，四，五，六，七，28 

ニ，四，六，29四2，六，30三，四2,六 ，十，31—，四，五，六，九，十， 

32—，ニ，39四，41七2，八2，43八，45五，47ニ， 49一；ニ15五， 17五， 

22十，27五，28—，33三，36ニ，39ニ；三15九，21四，28九，31四，37十， 

45九；四8五，六，十， 9六，12—，25五2，27—，三， 28ニ，六，八2, 

九，十，41十，42三，六，七，九；五 1十， 3十，4 四，7 八，19六，25 
九，30七，43—，45八，46五；六22十，23—，31五，35— ，38六，七，八， 

40—，41八，九2，42—，52三；七 6 六，9 ニ  29七，33七，37七，44 四； 

八14九，15- ，三，18十，20七，21五，27十，36六，37八，44四， 47七；

九 2 四， 4 十， 7 ニ，13八，15ニ，三，十，17—，31四；十27—，七，30 

—，ニ，四，七，八，37六，38 八，39 十；土23十，24—，一，ニ，四2，27 

三，40—; 盂1七， 3十，22九，29九，32六，七，33八2，35—

■ ■ 列 額 者 -丨 六 36六，八，十，37—

-列 周 - l e K i(-列額-1“ の誤りか？）；i 24三 

-列 胲 - le g e i 土12—

- 里 吉 -l i g i五22九

'甩 亦 -liy i —*37五；ニ37五
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4 灰[―■恢 ] 五 43六

灰[-»极]突舌児 - qui[->-kfii-diir] 三 26 ニ，七；四 1六， 4 三，19十， 31九， 33 

十，35六，49七；六31—，44九， 5叶 ；八43三；十29—， 35三；土23五， 

七，43七，51十；芏 9 七，30七，58七 

-中灰[―恢]突舌児 者 -qui[->-kai-dflr-Ie] 土36ニ 

4  灰 [ ― • 恢 ] 額 徹 kfii-’e£e] 八40A ; 十40三，四 

-中灰[-+恢]宜 -q u i[ + k iii-y i] 五 1十 

-中渾[-► 坤]-qun[—-kfin] 六25三

-舌 侖 -rO n —40七；ニ29八；三 7七， 10四；四 2 ニ， 50四；五9 五， 32十；六30

ニ；七13八，42八；八12ニ，19七，27七；九34四，43—：十30ニ；主 4 八， 

23四，30五，32八，45ニ

-究 該 - t f i g e iニ8 七；四9 八；六16七；七1〖十；十24五 

-由 者 - y i H e 十22九。

*不 赤 - biiei- (囲）囲む，包囲する。

- 罷 -b a [—-b e] 六50十

-周-了 f t 五47三，十；五50十；六51—

- 耶 -y S 六50七

不 敦 biidiin (本）完全な。ニ50五；八13四 

*不克- bUg- (伏）待伏せする。

-抽 兀 -№ 3〔連接接合副動詞に疑問助辞-3 が附された形〕ニ49十 

不克迭兀里 bfigde’f l l . i (埋没行）[b% de，5 l ‘無戸籍の人々’の対格形]九29十 

*不古惕- bfigfid- (完全）完全になる；満ちる。

- 罷 -b a [-► -be] 士42ニ

*不古慑格-biigiid.g e- (點視）[biigiid- の他動詞]

-額 速 -’お 六 11ニ

*不古惕格勒都-b iig iid，g e *ldii- (全完，相収集）[bfigiid.g e- の対動形]

-克先- g s e n 八46九 

- 周 -;fa 三 2 —

*不古惕客-bfigiid.ke- (點全）く-+bttgiid.g e-〉

-周 - i i i 九41九

*不古惕客(勒)都-bttgtid.lce.Wii'* (完全）〈->b iig iid*g e _ldfi->

-周 イ i i ニ40三

不 古 ®刊 btigiid.k a-n [—b iig iid.lile.n] (點視）[bfigiid.ke- の同時接合副動詞形]主 

44九

不 古 迭 btigiide (都，都行）すべて，みな。三 2五；七31三；九2 三；：1：45ニ 

-額舌児 -’む 五 16三，25三；六 9 八

-宜 - yi 四39七，42四；五18八，20ニ，34五，50八；六28ニ，29八，31ニ；七 7 

七；八43七；九2五；主50—
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不古迭揑撤 bfigfid e.n .e g e (都行）[b a g f id e i iの奪格形]主50六 

不列額揑徹 M le，§n .e£e (温的行）[biile’Sn ‘温い’の奪格形]:1：24_|'

*不列- biile- (膨）アイラグを作るのにbfile’f i r で上下にた、きまぜる。

- 窟 -k ii ニ 22六

不列兀惕 b iile.’fi.d (撞馬乳椎）[bfile’f l r の複教形]四1〇五 

不列兀舌侖W ile.’f ir . iin  (澎的）[biile ’fir ‘釀し杵’の属格形]ニ22六 

不勒愠 bfileid (忽然）忽然と。亡24十 

*不舌児古-bfirgfi- (盖）ふたをする。

- 周 -J i i八35六

不舌児乞舌連bfirld丨e .n  (鼕鼕）[b iirk ile- ‘響く，の同時接合副動詞形]三7八 

»不舌列勒- biirel- (毀減）滅びる。

-帖 列 - te le三 2 五 

*不舌連勒- b iir e(n)l- (滅絶）同上。

-帖 列 - tele 土 4 八

*不舌連勒格-biire (:〇〗• g e - (毀）[biirel- の使役形]

-禿 坤 -tiikiin ニ10三

不$里 ① biiri (毎）〜ごとに。一13—，19四；ニ51ニ 

不(舌)里biiri (ナシ）同上。ニ51ニ 

不S里 ② biiri (全）すべて。十30ニ，38五 

*不舌里-bfiri- (幔）張る。

-克 先 -g sen三 7 八， 8 四

不苦里額台b i i r i l t a i [―b iir i’b t e i] (器皿中盒来的）蓋つきの器に入った。

四40ニ

不斤里額禿b i h U t i i (器皿中瓮来有的）同上。

-宜 - y i四40五

不 ®里 訥 b iirin .U  (衆的）[b i i r i n の属格形]ニ4七；八38三 

不(舌)里訥b iir in .t i (同上）[同上]主57ニ 

不*里耶舌児 b iir i .y e r (衆）[M r i の造格形]主35ニ，52四，十 

不斤鄰 biirm  (衆）全ての。十 9 八；芏 2 八，13七，16六，37 -，40六，43八，52-， 

ニ，53ニ

不 薛 btise (帯）帯。三27十，28三，四，29四 

- 邊 -b^n ニ 51三 

- 因 -y i n 十12七

♦ 不薛列-biise.Ie- (繫，繫衣，繫腰）帯を締めるe 

-周 -: fii ニ 5 八；土 26 三，四

•不龄列兀勒- biise.le •’丘1 - (教繫；帯教繫）[biise.le- 〇使役形]

- 罷 -ba [—-be] 三28—，四

イ く _说 bttselgii.n (囲）[biiselgii- ‘取り囲む’の同時接合副動詞形]七42十
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*不識舌列①bfiSire- (知惑）感謝する，感動する。

-克先- g s e n 六25九

*不失舌列②bfiSire- (信）信じる；信仰する•
-周 - 六 1三；七5 八 

-牙 - ya [ + y目]五37七；六22七 

- 耶 -y目五37九；六22四

*不失舌列克迭- b沿i r e，gde- (可信）[biiSire- の受動形]

-古 - 的 [ー-kii] 五43四

不失舌連 b iiS ire .n (信実）[bti5ire- の同時接合副動詞形]五6 六

不識舌伶 btt5ire*n (知惑）[同上]三22六；六25六，31三

*不帖- bGte- (完備，塞満）完成される，満ちる；窒息する；蔽われる。

-額 © - 别 四 21七

-帖 列 - te丨e 七25ニ；土 1十
*不 帖 額 - b i i t e S - (完 備 ） 完 成 さ せ る ， 終 ら せ る （殺 す ）。く—

- 罷 -b a [ + be] 芏10九 

-周 -] ^四 20十；芏12四

不 帖 兀 那 b iite.，3n5 [那—耶 i-e] (暗行）閉じられたままで。芏 ニ

*不 秃 額 -b iit ii.S - (完備）〈―b iite.’さ-〉

-主 兀 者 八 45六 _
備 bfii (有）いる，〜である。一 21八，九，35六，七，八，43ニ，48八，九，十；ニ 8 

五，七，29九， 30—，六，39六，45—；三 2 八， 5 九，6 —，ニ， 9 一， 

10四，39九；四34四；五 7 九，25七，36四，46七，九，50十；六 3 三’四， 

七， 5 四，16十，19九，27六，42ニ，46三；七16ニ，24十， 27五，十，34 

六，42八；八9 十，21八；九8十， 22ニ；十7七，八， 29八，34六；土23 

八，28六，29四，30ニ3，45三，46十，47五；S 17十，22九，49一，ニ 52 

六，七，九
-者 - i e —11三，26四；ニ29九，39六；三 2 八， 5 九， 6 —，ニ；五17七；六 3 八， 

42四；七28九，29九， 48三；八 8 ニ，15六，45八；九 2 八， 4六， 6 —， 

15四，45一，三；十 8 — ，22十，23— ，28三；土 8 十，15九，22四，29—； 

主11三，18七，24三，38十，46四，六

脩 b iii (同上）同上。六50六，52三；七10十，11—，口七，十， 15五，八， 16—，23 

五，25四；主2五，34十 

-者-了 e 七11六，33八；九5—
備 由 b iiy ii (有）いる，〜である。 一 4 四，11=，12八，13五，15一， 19四2,八 ，20 

ニ 45/1 49三，ニ 33十2，34—，39六，九，45 四，五；三20五，31六；®  

9 七 1 7 7 1 45十，46三，50六2;五  3 六， 4 _ 30九，36五’ 40七，八， 

42四，43ニ，七；六 5—*， 6 ニI 13七；七29十，37五；九12十；十25十2; 

主 4 九，33十
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- 者 -i e 三 1九；四17七；五30八；六39—；主 8 九 

脩 由 bfiyfi (同上）同上。七 5七， 6 七，九》10九，36三，39五，47四 

-者 づ e 七6 九，31ニ，38十
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察 阿 莶 e a l d a  (貼身，靠着）寄りそって。九40—；十 3ニ， 5 七；芏40五，42五 

察 阿 勒 孫 封 _sun (紙）紙。

—突舌児 —d u r 八31四

*察ト赤- & b6i- (砍，斬，欲，劈）斬る。〈->eabuei->

-周 - 〗u 六49九；七 8 —；九47十；主38三 

*察（ト)赤 - £ab£i- (砍）同上。

- 罷 -b a 四19 一 

-黒 三 - Gsan — 31六

*察（ト)赤黒答 - £ab6i .Gda- (被砍）[5ab£i- の受動形]

-周 - 〗u 四9 一■

*察ト赤勒都-e a b d .ldu- (共砍）[eab£i- の対動形]

-速 - su 土29三，四

*察 ト 赤 剌 勒 都 - ト la .ldu- (共砍）[6a b d - の多回•対動形]

-周 - 〗u 四31三

*察ト赤兀勒- 5ab£i .’iil- (斫）[6ab£i- の使役形]

-周 - 十 19九

*察不赤-芒abu5i- (砍）く—̂ ab5i->

-主兀-了u’n 四9 一

察赤苦児£a5ir (帳子）天幕，帳幕。主29四 

*察 惕 - £ad- (喫飽）あきる，飽食する。

- 塔 剌 -t a l a 七23七 

*察 都 -れ d *u- (飽）同上。

■•木者 -mu-Ke 七 24—

察揚中罕ead.qa.n (教飽了）pad- の使役•同時接合副動詞形]七24ニ 

察惕中忽郎hdqulang (飽）飽食した。ニ48四 

察 黒 5aG (時）時。一19八；三31五；七29九；土 4 四 

-突 児 - 4ur — 34四 

-突舌児 -4u r 五 9 六■，八10ニ，16十 

-突(舌)児-4u r 七46五；土24五 

-途舌児 -tur 五43六；八18ニ，35—，41ー 

- 圓 児 -tur —"17—.

-圖舌児- t u r 五 3九

-圖(舌)児- tu r 九23 ニ；：!：26ニ

察 黒 圖 £aGtu (酌中，酌中有的）凡庸な。六 4十， 6 ニ；十40—

察黒都兀勒孫SaG.du.’m .sun (後哨）後衛隊。六 1七

V
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*察黑剌- £ a c la -(斟酌）抑制する；考慮する，了解する。

- 罷 -ba 八 32—
- 周 - 知 十 6ニ；540三

*察黒剌兀勒- 2aG la，’iil_ (餅酌）！？aGla- の使役形]

-周 - i u 主53七
察 中 合 ( 抜 児 ）子供，児童。一48十，49五 

-顔 - ySn 五44—
察 中 合 阿 納 ら G aS n .a (白行） R aca，如 の 与 位 格 形 ]五 43七 

察 中 合 阿 泥 6aGa’5n*i (白馬） paGa’a n の対格形]三 28五 

察中合阿酌兀惕 6aGa’5n .u’ii(3 (白毎） [6aGa’E n の複数形 ]十 15ニ2，七，八 

察 中 合 安 6aca，a .n  (白）白い。<—5aG^ i> ニ25六，32六；八24四，31四； 九 20-*;十  

28七
察(中》合 安 £aGa，さ_n (同上）同上。ニ20四，32—
察 中 罕 6acSn (同上）同上。四49四， 50七 ； 九20ニ < -^aca’如 〉

察 中 忽 兀 SaG.u’ii (時敢）[£a c に疑問の助辞が付いたもの]:i：4五 

察 中 渾 £aG.un (時裏） [ & G の 属 格 形 ]三 1 八

察(中)罕 6aG5n (白）白い。 <—£aGa，an> —43五， 九； ニ 15七， 16—； 六44ニ； 七 9 
五

察里舌児£alir (鉄揪）鍬。八7三 

察 孫 £a s u .n  (雪）雪。一19七 

察兀舌児& ’flr (征進）征旅。土32八 

察兀(舌)児£a ， iir (征）同上。土20八 

*察兀舌剌- £a’n ra- (出征，征進）征旅を行なう。

-周 - l u 十 11六；土32八

察兀舌闌 5a，fira.n (征進）[£a’f l r a -の同時接合副動詞形]:t：20八 

*察兀舌剌兀勒 - £a，Qra.，nト （教出征，教征出征）p a ’iira- の使役形 ]
- 罷 - b a 八10八，24七；十10九， 17九 

*察亦 - 6 a y i - (明）夜があける。

- 塔 剌 -t a l a ニ22九 

攙 察 ( 衫 児 ）肌着。

-fiE -ban _ "35十

敵中合 舌 児 荅 兀 侖 £angqarda*’fil_u*n (教疲乏） pangqarda- <疲れ果てる’の使役 • 
同時接合副動詞形]七27六

扯 額 只 （宵腸，胷懐，胸腸，心懐）胸，上半身。八46ニ；十30三，四，五 

-突 舌 児 - d i i r 三 2 ニ 

-突 (舌 )児 -d i i r 九23八 

- 圖 児 - t f i r ニ40四 

« « 只 ^ 印 （背懷）同上。三49一



扯 額 助 £e’M (深）河流の深い所。ニ 3七；九 1九 

徹 額 勒 £e句 （同上）同上。四49九

超 堅 5eUgen (明）白い，明るい。一13—; ニ 3七；四49九；九 1七 

扯客舌来5e k era i | > r e i] (腔子）年を取ってぜいぜいと音のする（胸)。

-因 - yin 三 2 ニ 

扯客舌列 c ek ere (同上）同上Q 

-因 - yin ニ 40 四

♦扯児別格勒者温勒-な1^616.1了6.’3(11)1-(垂） [ろ 61^-‘垂れる，の継続相.便役形] 

-周 - ；(ii ニ 46 七

扯舌里克£erig (軍）軍隊，兵隊。ニ44九；三10六；四12十，13八，32ニ，46十；五10 

ニ，29七，八，34—；六 4 六，九， 6 —，25ニ；七29六，32ニ，33—.十  

6 八，九， 7—2,三 ，十，18九，19一； 土 2 三，12五，35七；主 3 九，17
八2, 40—，ニ

扯(舌)里克6e r ig (同上）同上。土40五

扯舌里格徹るe r ig *e6e (軍処）[£e r i g の奪格形]十18ニ

祉舌里吉顔 e e r ig .iy^ x [-七知](軍自的行） p e r i g の再帰格形；！四12十；六 4 八，

6 三，14十；七27三；八 2 七

扯舌里吉耶舌児S e r ig.iy^r (軍）[£e r i g の造格形]六5十

扯舌里昆£e r ig .i in  (軍，軍的）[£e r i g の属格瑕]七29八；八7 八， 8 三，五，七；十 

19ニ，五；；1：5 九，6五；芏34四 

扯(舌)里昆 e e r ig .tin (軍的）[同上]九2五 

扯舌里克兀惕c e r ig . ’fid (軍毎）[6e r i g の複数形]土 4 九

祉舌里兀慑 k r i ’ .S d (同上）[同上]ニ46ニ，六；三15ニ，24—; 四11一，17ニ，45—, 

46ニ，九；五U 三，20五，21ニ  23七；六25十，30八；七25ニ，46五，47 

五；：1：1九， 2 八， 7 ニ，12四，七，八， 13七，42—，43 四；主 6 ニ， 7 

七，20三，21—

_魯 額 邊 四 38ニ 

-突 ぎ 児 - 十 19四 

- 帖 - t e 七24六，45九；八4七 

-途舌児- t i i r 七47七

扯舌里兀的6eri，3d .i (軍毎行）p e r i，S d の対格形]三11十；八43七；土2 四， 4 七，

6 九，14八，•主 20九
扯舌里兀的顔£e r i，S d .i扣n (軍自的行，軍毎自的行） R e r i’i i d の再帰格形]三11十， 

12ニ；六28九；土 13 四

扯(舌)里兀的顔e e r i’fid .iySn (軍毎自的行）[同上]四37七

扯舌里兀的耶舌児£e r i’f id .iy自r (軍領着， 軍毎教，軍毎領着） p e r i’S d の造格形]八 

1八；十14ニ；：t：18五，41六

扯舌里兀敦 Seri，fld_iin (軍毎）[£e r i’f i d の属格形]ニ46十
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誠 c in g (至誠）誠実な。十 1九

称古勒圖 克 圖 S in g g iiltfig .tS (銅灌的）先の曲がった（？）。三26四 

超 兀 侖 eett’f i l.i i .n  (砕）砕いて。九 1七 O がfll- ‘碎ぐの同時接合副動詞形] 

潮 舌 魯 ( 同 上 ）こなごなに砕いて。四49九 

*潮兀舌列-2e(J，f i.r e- (砕）砕ける。

-魯阿[->額 ] - lu’a [->-m’6 ] ニ 3 七

赤 £i (你）お前，汝。 一 9 四，21五，22九， 35五，九2，38三， 49四；ニ 2 八2，九、 

十，3 九，15四，19ニ，23三，五，28六，29八，30五，32四，44十，45四； 

三 2 七，39五；四41九，42—, 43四，六，八；五23三， 25七；六 4 六， 6 

—， 7 七，21五，六，八，九，十，22五，九，23八，九， 24三，五，八， 

25九，26— ， 三，八，29ニ，三，30四，31六，七，34九，35—，七2，九2, 

36ニ，38八，九，39十，40ニ；七 6 八，九，1〇九， 14—，九，29三，四， 

十，44三，五，46四，47—；八 6 十， 7 三，五，六， 14六，15—，三，18 

五，20ニ，22—，三，五，29六，30—，32—2，33五，九，35三，八，36四 

六，八，37ニ，八，41一，四，43四，五，47七，48—，ニ；九 1ニ，2 四， 

八， 7 三，/V, 8 三，四，五，六，七，A , 9 ニ，12ニ，三：十16五，八， 

22六；十27七2，37八，38—, 八；：t l 5十，16八， 九， 17三，五， 22四， 

十2, 23—, 九，24十，35三，39十，40ニ，43五；盂 3 四，八，5六，30三， 

32四，34四，五，七，九，35七

赤 出 阿 £i£u’a (鞭子）羊の尻尾の脂。ニ 8 五，10ニ，12四；三48十 

赤供中渾eid q u .n (傾下的）[eidqu- の同時接合副動詞形]十1七 

•赤思中忽- Sidqu- (注）注ぐ。

-中 忽 -q u 四31五；六19八 

•赤答-るida- (能）できる。

-中 忽 -q u ニ28六，七；五2 —；七14四；土31四

-中忽因 _q u -yin 土41四

-中忽訥 -qun-u ニ 9 十

-中 忽 由 七 10六

_中灰阿察- q u i-a5a 十37十

-中灰巴舌児-q u i-b S r 土 31五

-中渾 -q u n 四45三；六6 三

赤 丹 £id a.n (同上）[£ida- の同時接合副動詞形]五44八 

赤戈児孫むg5’r _sii*n (檜木）杉；ひのき。ニ 6 —

赤 歌 描 ( 檜 ，檜毎）[6ig3r s i i n の複数形]十36八，37三 
*亦[―赤？] 古 勒 古 - ( ナ シ ）集まる（？）。

赤 乞 ( 耳 ）耳。

■■邊-b^n ：t 25 八

赤 勤 6iki*n (同上）同上。四24九；八30—： 土17四
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赤勒不児紐 b a r (韁縄皮）革條。四8七

亦O 赤 ] 剌 兀 泥 ( 石 行 ）p i l a ’iin •石’の対格形]九1七 

赤老温 S ilay’ fin (石）石。〈- ^ ila’Un〉ニ 3 八；四49九 

*赤 列 -H ie- (喫，困乏）疲れる。

- 周 - —17八，19五；七23六

赤 魯 蔑 （中)古ト赤兀児5iltime Gub£i’ i ir (網）魚捕りの網。ニ 7三 

赤 馬 Sima (嘆声）ああ。七29七 

*赤馬银- ^ nad- (怪賫，嫌少）責める，咎める。

- 罷 -b a 六31七 

- 抽 -£u 十23 ニ；土44 七

*赤馬惕中合-S im a d q a- (教桩）[£imad- の他動詞]

-阿 速 - ’asu 土25ニ
赤 馬 荅 古 ma.da (你行）あなたに。 一 4五， 9六；ニ39十；三 1 七； 六24十， 27四；

七14八；八29七，34五，47五2, 48—；十16八；！!：23ニ，三，47三；主 3 六

赤 馬 答 察 H m a.d a .e a (你自，你行，比你，自你処）あなたから。ニ33ニ；四41五；五 

23—；六30 三；：̂23 十

赤馬都舌児右ma«dur (你行）あなたに。六24三 

赤馬都(舌)児Sim a.dur (同上）同上。八18五 

赤馬突舌児るim a ‘ dur (同上）同上。六26—, 30ニ 

赤 馬 途 児 £im a*4u r (同上）同上。ニ29九 

赤馬魯阿むm a d u’5 (你一同）あなたと。九2 九 

赤 馬 亦 a m a - y i (你行）あなたを。—38ニ
赤 馬 宜 S im a.y i (同上）同上。一“十；ニ33四，37ニ；三43—；四41四；五2 九％1〇

五，41七，43六，七；六 7 ニ，2 6八，2 7三，七， 2 9四，七， 35六，七，39

一；七29四，46六；八 7 七，10—，46ニ，五，九；S 23—，七 

赤馬(舌)里中孩なnariqai (怨）怨みの〇主57七 

赤馬(舌)里阿舌児£in ia r.i’ ar (佐責）[£im ar ‘怨，の造格形]:！：46四 

赤馬舌児 a m a r (怪）恨み，叱責。三12十 

叱馬舌児 £imar (怪責）怨み；叱責。

-圖舌児- t u r 六21四，31六 

*赤馬舌児刺-るin ia r‘la- (怪）恨む。

-中忽宜-qu-y i 三12九

叱馬舌侖£im ar.u n (怪責的）[eim a r の属格形]六31七 

*赤納- £ina- (煑）煮る。

-周 - iu  —11七

赤 納 都 £ina*du (那鹿）むこうの。主17九

赤納黑石 Sina.GSi (往那廂，那廂）むこうへむこうに。六14六，八 

赤 納 只 2in a * ii (同上）むこうの。四37七
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赤 納 納 £ina.na (那邊，邊厢）む;：うに。四33六，七，39九；エ18七，37五 

赤納舌児 £inar (情）心情。；！：25三 

赤納舌魯2in a .r u  (那廂）むこうへ。六4 十， 6五 

赤 納 温 £in a.，a n ,(那廂行）むこうで，むこうを。八9五，六 

赤 那 2ino (狼）狼。一 1五；ニ11十；七33三；九 3九 

-因 - y i n —16七，八
赤 訥 £inu (你的）あなたの。一19三，35六，七，八，37十，38—， 43ニ；ニ 4 六，19 

七，37—，40ニ，三；三 1十， 2 ニ，五，七，43九，44ニ；四22ニ2,三 ， 

四，八，九，23ニ， 43九；五 2 八，23—， 33八，43九，十，48五，49七； 

六23三，五，十，25— ， 四，七2，27—， 28三，四，29九，十，30六；七14 
七，29—，六，46三，六，47五；八15六，九， 18七，八，九2，20六，22 
四，六，28六，九，29八，30五，33六，36四， 37八，九，43ニ，46ニ，47 
五；九21六；十12八，24三2,五 ，34六，36八，十，37—2，ニ，四；：1 8 
三，七，八，21—, ニ，23 九，35ニ，45五；*  3 五，23 三2, 33 七，34六 

*赤 児 - c ir- (抱）引きずる。

- 抽 -^ a ニ47三 

*赤舌児 -扯 -(同上）同上。

- 抽 四 5ニ，28五；十39五，七 

*赤(舌)児-£ir- (同上）同上。

- 罷 -b a[-»-be] 十38九

赤 舌 来 £irai (顔色，容顔）顔色，容貌。一35六；ニ11三；七42八；八17七，十：十45 

一！ 主17九 ， 34四 

-阿 察 - ’a£a — 35六 

-班 - b a n八44九 

-壇 - tan —3 5七
*赤[―亦]舌里扯兀勒- £i [—i]r i5e _m - (分）分ける。

-周 - K i 八30四

赤 速 £isu (血）血。八20三，22六，七 

-班 - ban 六 34—；；!:25 七 

-禿 - t u 七 4 四，35五

*赤速荅- £is u-da- (被血汚）血まみれになる。

-周 -!fu 四 39—

赤 速 泥 e isu.n ' i (血行）[g i s u n の対格形]四39—，三，43五 

赤孫 e is u .n  (血）血。く-*£isu> 四 9 ニ，38九，39五，41一；五11七，14七；六13九， 

十，14一，26六，34三；七26十；九16六，九 

赤 兀 a ’ fl (車轄）車のくさびの類。三46ニ 

赤 温 e i’f l .n  (同上）同上。

-突舌児- d f l r 五19七，20ニ，六，九，26五；九12六



*赤 兀 迭 兀 助 - ( 教 倒 ）[£i’fide- ‘くさびの類がはずれる，の使役形]

-速 - sfl 三 46 ニ 

*赤兀勒- ei’a i- (聚）集まる，

-周 -】u 四31ニ

*赤温(助 ) -2i’a (n)l- (同上）同上。

-周 - iu  ニ 20 七

*赤兀勒答-« ’m .da- (被聚）[gi’ul- の受動形]

-周-了u 十35五

*赤兀勒中合-e i’a i-Ga- (教聚，教完聚，教衆）[e m - の他動詞]

-周 -知 四 12十；九9 ニ，22五，29九 

-速中孩 -s u G a i九9 一，22三 

*赤 兀 魯 -« ，a l . u - (聚）<—6i，iil->

-阿 速 - ’a s u 主47七，48—
-黒撒惕-c s a d 五25三 

廢額孛舌里故§b5r i (纣狼）豺。ニ12—

賴額不中忽657 buGu (三歳鹿）三歳鹿。一 8 三 

- 宜 - y i— 9 一 

-因 - yin — 8 八， 9十

稷 延 £6y6n (少）少ない。三14六；六26ニ 45—；七23五2, 31十， 43六，45六；八2 
一，五， 3五 

- 捏 徹 -n e J e 七31十
接 延 £5y6n (同上）同上。一46七；六22九 

曝額客惕故 6ked (ナシ）[gs’a t e n の複教形]七11一 

曝 額 刊 况 ’dkan [-»k en] (少）わずかの。七13十，24十 

*啜 可 - £6k卜 （絶望）あきらめる，絶望する。

-列埃- le’a i〇 ’句]ニ37—

搠 剌 亦 壇 £o la y ita.n (空欠)中止する，中断する。[2〇丨a yita-の同時接合副動詞形]士32七 

撕 列 思 £Sles (順応着）まっすぐに貢いて。；t 31九 

啜 勒 客 Colke (川）草と水の豊かな谷あい。：!：1 九 

綽 羅 66W (空隙）隙き間。七36六，七 

-突舌児- d f i r 六12六 

*■ 乞 - 6oki- (鑿）ほる，つつく；打つ•

-周 - 八 7 三 

搠斡舌児中合eo’SrGa (鎖）錠。

-台 - ta i 三 46 ニ

搠 沉 討 兀 £〇む•m tay ’a  (驚怕）こわがる。一47ニ

綽 黑 台 2〇〇.ta i (固姑）女性の帽子の羽毛の束の付いた〜。三24八

*撕中豁里兀《 r  (推倒).打ちこわす。[2〇G〇ii- の使役形]
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-周 - i u 三24八

綽舌児中罕£orqan (ナシ）覆われた，かぶせられた。三24八 

*出不舌里兀勒- 5u b u ri.’m- (教溜，流，流出）[£ub u ri- ‘し た た る ， の使役形] 

-周 - J u 四9三；六13九；14一，三，34三 

出不舌里兀侖£uburi_’ i i l w n  (教漏）[£u b ri’m- の同時接合副動詞形]八37六 

*出 察 勧 -^5a l- (卸了）ほどく。

-周-了u ニ 23 六

出黒台 a ：G*taj (束的）束ねた。一12ニ，14四 

*出黒剌- SulGa- (束）束ねる。

- 周 -]fu —12—

出舌束嘛你出棍 h r a m a  n i扭 giin (赤裸）真っ裸。四39八 

充 Sung (鍾）酒を貯める大きな器。六34十，35ニ 

*出ト充思-时b tu s- (猛投， 沉 落）沈む，おぼれる。

- 抽 八 3 四；土39三 

*出 出 - eiiSti- (指）つ つ く 。

-周 - 扣 芏 23三
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d

*荅 阿 - d a l - (当，儘力掌）持ちこたえられる，耐える； しみこむ。

-周 -;[u 土12 九 

-中 灰 阿 察 - qui-’a£a 土 6 六 

-恢 [-> 中 灰 ]阿 察 - k iii[-^qui]-’a6a 土 7 ニ 

荅 阿 中 罕 daSG a.n (ニ歳駒）ニ歳の馬。五 4 ニ 

荅 阿 舌 里 da’W  (瘡）鞍傷。

-禿 - tu — 15 七， 16 四
*荅 阿 舌 里 -d aS ri- (経過，撞譏諷）通りかかる，攻める，おそいかかる，壊す9 

- 阿 惕 三 8 九；五11六 

- 罷 -b a 三32七

-周 - i u ニ18九，19六，20九；三 6 六，七，13十；：t：37七；主 1 七， 3 九 

荅 阿 舌 鄰 d a lr i .n  (経過， 撞） [da’Sri- の同時接合副動詞形]三13三，25ニ，三； 

2 三，六；七31六；八 3 八， 4 一； 土18七，九 

*荅 阿 舌 零 -d a ld n g - (譏諷）そしる0 

- 中 忽 -q u 芏 4 四，六

*荅阿兀魯- da’f m .u- (烙透） [da’豆 -‘しみこむ’の使役形]

- 阿 惕 -’a d 六14四

荅 ト 赤 dab£i (盖子）弦のゆるんだ弓。

- 宪 -t u 四 5 九

荅卜中忽舌児 dabqur (重，層）重なった，二重の。五38七；七37八；十 7 九 

*荅 ト 失 - dab5i- (拍）足でた k く。

-恢 [ 4 中 灰 ] 空 舌 児 - qui]-d u r 三 5 八 

*荅 ト 塔 - dabta- (畳到）鉄を鍛える；何回もくりかえす。

-黒三 - G s a n 七36七

荅卜塔 馬 勒 dabta‘m a l(築到的）重ねられた。主32三 

荅卜秃阿舌児 dab*txi’̂ •(第五）五番目の。十12八，13—

*荅巴- daba- (過，越過，越）越える。

-阿速 - ’ & s u 九43—

- 罷 -ba — 38—

-黒 撒 的 -G sa d -i八 9 一 ， ニ

- 周 - l u 四 3 十；八 2 四， 4 三；十 6 十；土 1 四， 2 六， 18十；主20十  

- 中 渾 - q u n 九34五 

- 塔 剌 -tala — 36九 

荅 巴 dab& (同上）同上0 〈―daba’巨〉

-阿 舌 児 - ，̂ • 土 1 四
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荅 巴 阿 dabaS (嶺）嶺，峠。八 7 六；：1：12六，20七 <->daba，an>
莶 巴 阿 惕 daba’t d  (嶺毎） [daba’さ の 複 数 形 ]土 2 六 

荅巴阿助い煤） daba’t d  (同上）[同上] 一37十 

荃 巴 阿 泥 daba’自n*i (嶺行） [daba’a n の 対 格 形 ]土 1 六 

答 巴 安 daba’自_n (嶺）（同上）〈—dab5，daba，5 > 四45六 

*荅巴兀魯- d a b a H .u- (教過） [daba- の使役形]

-慑 中 渾 -dqun 土 12六

荅巴 兀 侖 d a b a d l w n  (過，越過，教越過） [daba.’i i l - の同時接合副動詞形]五28四; 

六28六，七27ニ
荅 班 daba.n  (越） [ d a b a -の同時接合副動詞形]五28三；八 7 七；：t2 0八，36九 

*荅都- dad-u- (慣）慣れる。

-黒 三 - G sa n六 3 六 

荅 子 dadz (金）閃緞。四17三 

*荅勒- 4al- (解）ほどく。

-周 - h i 十29四
荅勒巴舌魯 dalbam  (打破，劈閉） ぐさぐさに打ち壊して。九47九；土29ニ；主38三 

*荅勒必- dalbi- (放下）置く。

_ 周 - ] u —*46 十
荅 勒 荅 dalda (遮護）保護物；隠れて。八46七 

- 荅 -da 主35ニ
*荅 勒 答 楊 -dalda.d- (隠）かくれる。

- 抽 ニ 9 七，八

*荅勒荅舌里 -daWa-ri- (躱避）逃げかくれる。

-黒 撒 你 顔 - csan -iyan 土29 ニ 

莶 来 da吆 （海）海。十40三；：t l 8五 

-突 舌 児 - d u r 八 7 四 

-因 - y i n 主52五

荅 闌 dalan (七十）七十。四 4 十；七18十，19七，21八；八19六；九31四；十 2 七 

荅 黒 台 daGtai (樺皮小桶）樺の皮で作った容器。

-突舌児 - d u r 六34三 

*荅 中 合 -daGa- (随）従う。

- 周 - Ju —20八；ニ48五；六52七 

*答中合兀驗~ d a c a .’i i l - (教随） [d a G a -の使役形]

-周 - J u 九32七，九，33—；主 8 四 

*苔中合温®!r  daGa*’iI(n)l- (随）[同上]

-周 - ! u ニ 50—
荅 中 忽 daqu (襖子，皮襖）毛皮の外衣。ニ39ニ，十；三 1 八；五13六 

- 苴 -y i ニ39ニ



-因 - yin ニ 40—，ニ；三 1十， 2 —，四，六 

舌児巴勒札 -darba.lia- (揺閃）揺れる。

-中灰空舌児-qui-d u r 三 5 九 

荅舌児巴安* Jarba’如 （招）招 き （？），招 集 （？）。九17四

荅 舌 児 荅 思 darda*s (渾金段子，綉金 ） [darda ‘緞子’の複数形]十 13ニ，五；十27一  

答 児 吉 dargi (ナシ） [毛色を強調する語]鮮明な。ニ28—，ニ，七 一

荅舌児中合傷 darqa.d (自在毎 ） [darqan ‘租税などの免除の権利を与えられたノ，の複 

数 形 ]九 25七

荅児 (中 )罕敦 darqa(n).d .un (自在的）[darqa(n ) d の属格形] 一32—

*荅舌児中合剌 -darqa*la- (自在，教自在）租税などを免除され自由に暮らす 

-惕(中)渾-d q u n 九24六 

-揭 中 渾 -d q u n 九24八 

- 舌 侖 -r u n 九25八 

-速 - s u 九24三，四

荅舌児中合闌 darqa*la*n (自在，做自在）[darqala- の同時接合副動詞形]三39十；七

3 —；八42—; 九26四

荅 舌 剌 速 納 darasu*n*a (酒行） [darasim  ‘酒の一種， の与位格形]主56三

荅 (舌 )魯 阿 daru’a (常川）いつも。一26三
荅 舌 魯 察 daru£a (随即）後ろからつづいて。ニ46六

*荅 舌 魯 察 -daru5a- (緊随，緊逐，相随，相圧）すぐ後ろからつづく •

- 周 - 知 三 15三；七24三，43四；土 2 三 

*荅舌魯- daru- (勝，壓）圧する，勝つ。

-阿 速 - ’S s u 五17六 

- 罷 -b a 六 8 六， 9 三；土 2 ニ

-周 - i u 五18—；六 8 六， 9 - ，三，五，九；八43七；九 1 三，47八；十43—； 

土 2 四， 4 七，13三，38七，八，十，39ニ；主 5 七，20十，42六 

- 主 兀 づ u’U 八 4 十 

- 中 忽 -q u 四27四 

*荅(舌)魯- daru- (勝）同上。

- 罷 六 8 十

*荅舌魯黑荅- da r u *Gda~ (被勝，被圧）[daru- の受動形]

-阿 速 - ’ 土 4 十 

-罷 者 - ba~J e 八20八

♦ 荅舌魯中合剌-daruGa*la- (提調）司どる，長となる•

-黑 撒 惕 -G sad十 5 四 

-周 - l u 十 5 —

-禿 中 孩 -t u c a i十 4 十；主39九

*荅舌魯中合剌黑荅- d aruca.la .Gda- (同上） [daruGala- の受動形]
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-黒 撒 惕 -G sad十 5 ニ

荅 舌 魯 兀 侖 daru*’m m  (教鎮）[dart卜の使役 •同時接合副動詞形 ]八 42ニ；：i：30三 

荅 舌 侖 d aru .n (圧， 勝） [daru- の同時接合副動詞形]ニ11六；四27六；五17六；十 

9 十， 10ニ，29六 

荅 兀 da’ii (話）声；話。主 3 四

荅 温 扭 ’か 11 (同上）[ta’fi- ‘追いつづける；〜しつづける’の同時接合形]十 29九 

*荅 兀 4 a’m- (分付）手渡す。

一周 - } u 九47五

*荅 兀 里 - da’flli- (擄掠）掠める，襲う，奪う。<—d叫 ’

- 周 - } u 四16三

*答 兀 思 - da’fis- (盡）尽きる，終わる。〈―•dag’iis-〉
••中忽 - q u ニ24十；八37十 

- 塔 剌 -t a l a 八37七

荅 兀 思 中 罕 da’Us‘qa*n (教盡） [da’Us- の使役 .同時接合副動詞形]三 5 —

荅 兀 孫 da’Us*u_n (受） [da’U s -の同時接合副動詞形]五 14五 

荅 亦 訥 d a y i m  (敵的） [d a y in の属格形]因 34三 

荅 亦 舌 児 dayir (大）大きな。十40三

荅 因 dayi_n (敵，敵人，歇的）敵。三 14三；四34—；六 8 四 [d a y isu nの複数形]

-突 舌 児 - d u r 三43ニ

*歹 只 - dai!i- (反）そむく，背を見せる。<叫 糾 7印->

- 周 - j u 六2衿四

歹 真 daW i*n (同上） [daiii- の同時接合副動詞形]三19六；七43六 

歹 孫 daトsu*n (敵）敵。十30八

*歹 亦 只 - d a iy i^ i- (反，反走）そむく，逃げる；背を向ける。

-黒撒® - G s a d主 7 六

-周 - ] f i i三〗Sニ；六17—；七 5 四；八 1 六， 2 ニ，五 

歹亦只 (黒 )赤 d a iy iづi c a  (反的）敵対的な，敵対を好む。三 5 九 

*歹亦只兀勒- d a iy i.I h ’m- (反了，教驚）[daiyiji- の使役形]

- 罷 -ba ：t：40四 

-周 - ] [ u 七 11三

歹 亦 真 daijri*J i T i (反，入，驚反） [daiyiji- 同時接合副動詞形]五14五；六30三；八 

4 八， 5 ニ；：t 38 ニ

歹 亦 泥 d a iy h n .i (敵行） [d a y in の対格形]:1：2ニ  

歹 亦 訥 d a i y i m  (敵行）[d a y in の 属 格 形 ]六 2 三， 14九 

歹 亦 速 daiyi_su (反）敵，反逆。五26三 〈—daiyisun〉

歹 亦 速 納 daiyトsu *n .a  (敵行）[d aiy isu⑷ の 与 位 格 形 ]五 25十

歹 亦 速 訥 d ajy i_su *n*u (敵的） [dajyisu(n) の属格形 ]六 14六

歹亦速舌児中罕 d a iy i* s u - iv q a * n  (做敵人） [d a丨y i s u r . q a - の同時接合副動詞形]主 31
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十，34九

*歹亦速舌児中合-daiy h su *r >Qa- (反做）敵対する，逆らう。

-黒 撒 你 顏 "Gsan.iy a n四50三，五

歹 亦 孫 daiyi.su .n (敵，敵人）敵。四19七，43七，50ニ：五17五；六14六，36五；八45

四，46七；十 1十；土 5 ニ；主17十 

-突 舌 児 -d u r四19七；五37ニ；九12ニ 

-突(舌)児-d u r九25八

歹 因 daiyi-n (敵，敵人）敵。く—dayin> 八39四；六 2 四，五；土妨十，47—

-突 舌 児 -d u r六36三；七 3 —

丹 突 舌 児 dan.dur (您行）あなたたちに。[t a n の与位格形]四42ニ，五 

当 剌 速 訥 danglasu.n.u (土塊的）[dangla.sun ‘土の山’の属格形]十40三 

*倒 里 - dauli- (擄，虜，擄掠）襲う，掠め奪う。

-阿 惕 - ，ad 土 52四 

- 罷 -ba 三13九，14一 

- 周 -j u 三 1五；八 1ニ；土39七 

*倒里黑荅- dayli.Gda- (被虜，被虜）[dayli- の受動形]

- 罷 -b a 六30五 

- 舌 侖 -r u n 七45六

倒 鄰 dayli.n (擄了）[dayli- の同時接合副動詞形]五19三，24八 

倒 兀 day’s (話）声，話。六21 -

禱 兀 dayA (聲）声。一37八；ニ22十；三 5 八，15七；六41六；八 6 六；主35六 

-阿舌児 - ’打 四 45八；五 3 四， 4 七 

-巴 児 -bar — 37九 

-巴 舌 児 - b a r四 7 七 

-fE児 -biir ニ18五 

-班 - b&n 六 46 -*

- 究 -t u 三 7 九， 8 四，26八 

*倒 兀 里 - day’aii- (擄，虜，虜掠，搶）<->dayli->
- 阿 惕 四 36十

- 罷 -b a 四19十；五18ニ；七45五；八44八；十20ニ 

-周 - iu — 23三，40六；五 1ニ，13五，十，27七， 32七，八；六28 一， 29十； 

七 4 - ; 主 12三，26ニ，27九，29ニ 

-主 為 - 】u，ai 土38—

-ホ灰突S児 - qui-d u r六36五

倒 兀 隣 dau’Qli.n (擄掠）[da«’ali- の同時接合副動詞形]三15ヨ 

*倒兀里黒荅_ da«’ali.Gda- (被擄，被虜）[d叫， の受動形]

- 罷 -b a 五33八

-黒 三 -Gsaii—48ニ （擤兀里黒荅黑三）
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-周 - J u 五33六 

- 舌 侖 -r u n 五25十；主22四 

•揍兀舌 里 思 - day’aris- (震動）響きわたる；共鳴する。

- 塔 剌 -ta la — 37八

*倒 兀 思 - day’n s - (畢，盡）終わる，尽きる。

- 罷 -b a 芏58七 

- 抽 -£u 七21四

倒 兀 孫 dau’i i s .u .n  (受）[day’ns- の同時接合副動詞形]ニ9 九，12五；六26四 

禱 温 day’G.n (聲）声，話。七1〇—，六；九15五，17四く—da9，fi〉

-突 (舌 )児 - d u r 九14五 

*迭ト薛- d e b s e - (跳躍，喜躍）お ど り は ね る 。

- 罷 -ba[—-be] — 39 六 

-古 ，gtt[ + kii] 八 39 六

迭（ト )先 debse.n (跳躍） [ d e b s e -の同時接合副動詞形] 一 39三 

迭卜帖舌児 debter (冊）小冊。八31ニ 

*迭卜帖舌児 列 - d e b te r . l e - (造冊）綴じ合わせて小冊にする。

-克 薛 泥 - g se n .i 八31五 

- 周 - Jii 八 31ニ

*迭不勒- debiU- (沸）沸き立つ0

-中灰 [―恢] -q u i[ + kiii] 主35八 

*迭不思- de b t i s - (鋪）敷く。

- 抽 - 土 2 5  九

迭 額 克 石 de’ゑgSi (往上，向上）上へ。四35六；六21七；七39ニ 

*迭額只列克迭- de’S jile*gde- (崇上）尊敬される。 [de’釘ile- の受動形]

-古 - g ii [―-kfi] —46 十

迭 額 勒 de’扨 （衣服，衣裳，衣） モンゴル服<> <—deg§l> —*20九；四39七 

-禿 - t t i 三23十；四45七 

絰 額 勒 de’召1 (衣服，衣）同上。九20ニ <—degM>

- 台 - ta i [-*-tej] 三 20 八
迭 額 里 顔 de’をl -iy a n〇 iy0n] (衣裳目的行） [de’d l の再帰格形 ]三 7 十 

迭 額 侖 de’別 .tin (衣服的）[de’H の属格形 ]十 12七 

迭 額 児 篾 de’むme (刼賊）略奪，強盗。ニ27九，28四 

*迭額児篾惕- de$ rm e*d- (刼）略奪する，強奪する。

-抽 - 况 ニ 27九

*迭額舌児篾慑- d eS rm e.d- (搶，被搶）同上。

- 抽 - £i i 四 2 九，十

*迭額舌児蔑惕帖- de$ rm e.d .te■■(被刼）[de’Srmed- の受動形]

- 周 - 阳 八35—



*迭 額 舌 児 篾 都 -de，むm e.d .ii- (刼，搶刼） 以 rmed->
- 克 先 - g s e n 八36—

-(舌 )列 - r e 四 2 七

*迭額舌児蔑都勒扯- de’6rm e.d ，Ci_l6e- (共劫）[de’Srmed- の相動形]

-克 薛 酌 - g se n .t i 八21十

迭 額 舌 児 蔑 敦 de’̂rm e.d .t i T i (胡） [de’ermed- の同時接合副動詞形]八36三 

迭 額 舌 列 <3e，吾re (上，高，上面，在上）上に。一 1 三 ， 3 八，8 ニ，37六，43六；ニ 6 

十， 9 六，17三，50六，九；三 6 五，38七， 46三；四 3 ニ，27六， 八，35 

八，45六；五 2 七2, 22八，38七；六 8 九， 9 八，九，12五，16ニ，25八； 

七 9 五，11四，六，15三，23五，27六，39十，43ニ；八1〇十，12三，37六， 

38三，39十，41八；九16六，20三，36四，38五，45—，三，48三；十19十， 

41ニ；主 5 八， 7 五，17九，22十，23三，39七，46四，六，56ニ 

徹 -e S e 六35九；九19十 

-因 - y i n 八30十 

-顔 - yan[—^ n] — 37 六 

- 延 -y6n 七43三

迭 額 舌 列 扯 d e S r e i e  (上自）[de’d r e の奪格形] 一 3 八，36—；ニ50ニ；三13八 

迭 額 舌 列 徹 d e S r e i e  (上処）[同 上 ]四 49三，五，八；七43ニ；十20—；主28四 

*迭克迭- degde- (騰起）わき起こる。

- 克 先 - g s e n 芏35七

迭 格 勒 d e g § l(衣服）モンゴル服<~x ie，扨〉

-禿 - t t i 六39五

迭 格 温 dege’Sn (従上》上，上経過）上方を。 九妨五， 七，的三；十29七；芏38八， 

39—, 三

迭 勒 d e l (察）馬のたてがみ。四 3 ニ 

迭 勒 別 格 迭 扯 delbege (韁索行）車につけられた馬の手綱 

- 迭 扯 -de£e —37—

迭 勒 堅 d el.ge .n  (展閉） [delge- ‘拡げる’の同時接合副動詞形]七幻七，24七 

迭勒 格 舌 児 deトger (寛供）広い，ひ ら か れ 十，ニ 

*迭列 ®- d e le d -(打）打つ。 ~ ~

- 罷 -ba [-»-be] 三 7 九， 8 四 

- 抽 -£fi —  35ニ，36三；八1〇七 

*迭 列 都 - deled-fi- (打）同上。

惕 」纪 ニ 17七，46三； 七3〇__
迭 列 該 delegei (天下，寛）世の中。八18五.

迭 列 蔑 制 咖 （造次，泛濫）で た ら め : ^

*迭 里 -① deli- (拽）矢を引く。 ^

-周 - 七 38ニ2, 五 ，六，七
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迭里 ② deli (許罷）然り， よし。く叫 el i> 十24七 

迭 蔑 徹 dem.e6e (応行） [dem ‘助け，の奪格形 ] 九175;
迭 蔑 廒 4eme£e_n (争） [teme£e- ‘争う，の同時接合副動詞形 ] 四36五 

*迭児別魯 - d e r b e l d - (顫動）揺れる。

-梅 - mfti ニ 42 七 

迭 舌 児 格 derge (根前）傍。主35八 

迭 児 格 迭 derge.de (同上）そばに。—48八；ニ27八

迭 舌 児 格 迭 derge，de (同上）同上。四5〇九；九32五， 33ニ， 34六；十 9 七，26—； 土 

2 9 5：，32五，48—；芏22八，九，23四 

- 延 - y S n 八29三；九 2 —

迭 (舌 )児格迭 d erg e .d e (同上）同上。九34九 

-温 - ’3 n 六 1 三 傍 を 。

•迭児格扯 - d e r g e J e - (傍）沿う，傍によりそう。

-周 - 邛  一37ニ，十

迭 劳 児 格 纒 derge£e*n (並） [derge6e- の同時接合副動詞形]四47—

*迭舌児篾傷帖- d§rm e+ te- (却擄）略奪される。[―deSrm e.d-]
-周 - 扣 十 18四

迭5 列 dere (墊背，藉，枕背） もたれ，枕。五 3 ニ，20八 

-突 (舌 )児 -diir 土25八 

-禿 - 六  46 ニ

*迭 舌 列 列 -d e r e _ le -(枕）枕にする，寄りかかる。

- 周 ：1：25九

-古 訥 -g tin [—-kiin]-ii 八38五，40三 

*迭舌列勒古 -d e r e lg t i-(翻旋）次々に進み退く。

-古 - g ii [―七 i] 六 3 五

迭 舌 列 速 訥 deresfi.n .ii (蓆棘草的） [deresiin ‘はやがね草’の 属 格 形 ]土 9 五 

迭 兀 de，fi (弟）弟。 一 11—，28三，37ニ；ニ 5 五， 8 ニ ， 19七，36十；三 2 八，つこ

4 十， 10八， 12九， 17七，十，34四，七，十，44十，45ニ，46—；四 2 ご

17七；五 11 一，47十；六 4 六， 6 —，23十，38四，39—；七 1 立；八29ハ’ 

31七；九 8 九，22ニ，32七；主47六，48—，57五 

- 邊 -b6n — 34八；四 3 八 

- 迭 - d e 三 2 八， 4 九；六38三；九23三 

-迭扯 -d e £ e 三 5 —

- 迭 徹 芏 57七

- 迭 延 -deySn — 4 五；ニ19一；八29七；九23三 

-突 舌 児 - d i i r 四 9 六，八 

-魯 額 別 顔 - i m b e y 如 一 3 七 

-顔 - y5n [->-y6n] 九 9 —，ニ，22 五



- 耶 顔 - yeyan[-— yeySn] ニ 8 五 

- 宜 - yi 五 13ニ，41一；九32八，33—

_ 因 - yin ニ 9 九，12 五

- 余 延 一 4 六，18七；五31ニ；九22三；主14三 _

迭 兀 揑 児 de’ii.n er (弟毎，兄弟毎） [de’a の複 数 形 ] 一 14十，22ニ，五， 23三；ニ 8 

三，13七，35八，44四，46十，47—；五12十 

迭 兀 揑 舌 児 de’fi.n er (弟毎）[同上 ]三 33八，十，34三，35—；五 2 四，八， 3 四， 4 

六，八，36四；八19八；士21九；主23—，52—，ニ 

-凭 - t i i 八19五 

-途舌 児 - t i i r 十43四
迭 兀 揑 舌 列 de’f i.n e r .e (弟毎行，弟行） [de’f l.n e r の与位格形]八30ニ；十22七；土 

21五

迭 兀 揑 舌 列 徹 de’f i.n e r .e£e (弟内，兄弟内）[de’5*n e r の奪格形 ]五 15七；土37— 

迭 兀 揑 舌 里 de，f i.n e r .i (兄弟毎行，弟毎行） [de，f l*n e r の 対 格 形 ]五 2 五；七19ニ2; 

十36八，37四

迭 兀 揑 舌 里 顏 de’S .n er.iy如 〇 y8n] (弟毎自的行，弟自的行， 弟姪毎自的行 ） [ d e l  
n e r の再帰格锻] 一49四；ニ21—， 23ニ，25七；五 9 九， 15七；六23八， 

24ニ；十37七；主24七

迭 兀 揑 舌 侖 deで•n e r.tin(弟的毎，弟毎的）[de’f i.n e r の属格形]八29七；十22十，43五 

迭 兀 赤 連 de，S .5ile .n  (做弟)[de’S J i le - ‘弟として扱う’の同時接合副動詞形]八29三 

*迭 兀 児 - de’fir- (駄）馬の背に物を稹む。

-別 - be ニ 43 九

點 dem (次序）順序；助け。六 3 五 

*登格扯- dengge6e- (斉等）並ぶ。

- 坤 - k i l n 十44九

登 格 纏 d en g g eee .n  (斉等，比肩）[dengge£e- の同時接合副動詞形]八31八；九45四； 

十43九

丁 ding (ナン）安心して。六21六 

*多 卜禿勒- dobtu卜 （衝）突進する，攻める。

- 罷 - b a 六 8 七， 9 ニ，四 

-都 中 孩 -4u c a i六 4 四

-周 - 六 8 六，八，十；八43五；土 2 —，13ニ 

中灰]突児-！o ii[—-q u jj-d u r  六 12三 

-中 忽 - q u ニ 11六，八， 12三；六 9 六， 19一 

*柴卜秃t  dobtuト （衝）同上。

■•周 - iu  四 49 九，50—

#朵 （卜)禿f ir dobtul- (走馬）同上。ニ3〇八 

多 ト 充 来 者 dobtul-a i-Ie (衝也者）[dobtul- + - a j+ K | 六 4 五
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•多ト秀魯- dobtuhu- (衝）〈―dobtul-〉
-黒 三 - G sa n五17八

*多ト禿勒都-dobtu.ldu- (衝）衝き進む，突進する。[dabtul- の対動形]

- 牙 六 16六

*多卜宪勒中合- dobtuhGa- (教衝） [dobtul- の 使 役 形 ]六 3 十， 4 一，ニ 

多ト壳勒中罕（衝的 ） dobtulGan  
-突 舌 児 - d u r 五17九 

*多 乞 - dokト （楮點）合図する， うなづく。

-周 - lu ニ 32 六

朶 羅 安 dolo，Sn (七箇，七）七。一27—，30風 六 ， 32六， 33四， 36九， 41七； 四 6 

三，25四，2 狀 ；五13四；九42三，六； 十26十， 27ニ，三，34四，八，35 

八，38四，五；土51九；主44三，六，58六 

朶 羅 阿 訥 dolo^ an -u (七箇的） [d o lo S n の属格形]十 27—

朶 羅 都 阿 舌 児 dolo.du’̂ •(第七）七番目の。土52七 

杂抹黑赤 dom〇G.£i (好長話）おしゃべり好きの。八19九 

多舌児 中 忽 惕 dorGud (未完）支配下に入れずに（？）。主 19九 

多舌児中忽勒(-*•惕） dorcud (同上）支配下に入れずに（？）。主15五 

*朵舌剌亦塔兀(勒) - dorayi.t a .，iil- (服下） [dorayita- ‘屈服する’の使役形]

- 周 づ u 四26 —.

*多 舌 来 苍 兀 勒 - ( 屈 下 ）[dorai4 a- ‘屈服する’の使役形]

- 周 - i u 七 3 七

*多舌来亦塔兀勒-d oraiy i-ta .’m- (同上）[doraiyita- ‘屈服する’の使役形]

- 周 づ u 七 1ニ

*朶舌来荅兀勒- dorai.d a.’m - (壓服下）[doraida- ‘屈服する， の使役形]

- 周 - } u 九12五

*朶舌藍只剌- dora(n).mJi.la- (下颇）軽蔑する。

-周 - Ju — 7 八；五46四

*朶舌藍只剌黒答-dora(n)Tn}i，la .Gda- (同上）[doramjila- の受動形]

-中 忽 _qu —*46八

朶 舌 藍 只 闌 dora(n).mJi.la .n  (下戯着）[doramjila- の同時接合副動詞形]五39五 

朶 舌 羅 doro (下）下に。ニ24七；五23十；六13六;七28十 ;九 4 七；十 4 八；芏23—，39八 

朶舌羅黒短 doro_G5i (往下）下へ。四35六 

朶 (舌 )羅温 doro’iin (暗地）ひそかに。六 5 ニ 

♦ 朶舌羅亦揭荅兀S r  doroyi*d4a *’iil- (教屈下）屈服させる。

- 周 - ；fu It：4 什
*朶舌羅亦塔兀魯- doroyi.ta .’i i l.u- (同上）同上。

-黒三突舌児 -Gsan-d u r エ45四 

多古羅木只 dor〇*in；fi (下等）下 等 な （人間)•



-阿 察 - ’a S a 七34七，35十 

朶 舌 羅 木 真 dorom*Ii_n (同上）同上。七 1〇五 

朶 舌 羅 納 doro.na (東行）東に。六20十，21—；七 11—, 13十；九13七

-只 - i i (東辺）東側の。六18七；七31六 

朶 脱 阿 只 d o t o U  (持）下ばき。

-禿 - t u 四39七

朵 脱 黑 石 doto*G§i (往裏）中へ。主38—

朶 脱 中 合 dotoGa (門額）モンゴル包の戸口の上部の空間。

- 因 —yin —*13~■■

朶 脱 納 doto.na (裏行）中に。九34九；主15ニ

朶 脱 舌 剌 doto.ra (内，裏）中に，中で，体内。 一 4 ニ； 8 三， 10—, 11ニ，33五，48 

八，49三；ニ 7 六，八，15—，17八，24十，27三， 37六，42六， 46八，47 

ニ；三42三，46五，49一；四24三，七，十，40八；五12三，26—；六27七； 

八27七，27十，33六；九19十；十 1 五，十，35三，36ニ；：£1 4十，23十 

-安 - ，a n 四39四，47八；五25—, 39六 

- 班 -b3n ニ21八 

- 察 - 5a 四 9 四，25七；土15五 

朶脱舌列[―舌刺]doto.r e〇 ra] (内）同上。芏 1〇三 

朶脱〈舌 )剌 doto.ra (内〉同上。四43九 

朶 脱 舌 剌 温 doto.r a . ，an (裏面）〜の 中 に 。四39八 

*朶脱舌児剌- doto.r .Ia- (做裏児）衣服に裏地を付ける。

-黒 三 -G s a n四17三

*多汪中豁傷 -do’ongGod- (作聲）声を出す。〈—dungGot:-〉
•■巴 - ba — 21三 

*多 牙 - doya- (整治）整える。

-速 -s u 三46四

朶 臣 ( 四 十 ）四十。六23七 

*朶列思格- d61esge- (趂関）〜に 乗 ず る （？）。

- 古 - 的 [ —-1 ^ ]主56八 

*朶 魯 思 格 - d M s .g e- (散）散り散りにする。

-周 - l i i 六21七

朶魯思古- d6Hisgii- (趂関）く—dSlesg e->

-周 - 痄 主 31三

朶 児 別 兀 列 d6rb e.’3 le (四箇）四人で。一15一

朵 児 邊 <35rbe*n (四，四人）四〇 一 7 五，七，九2，31四，41五；ニ 7 五，七

朵(舌}児 邊 ddrbe.n (四，四 ® )同 上 。四抑七；五34— ハ 310 9 ;九 1 十

杂 舌 児 dSrbe.n (四，四鐘，四班，四件）四。 五33五，如一，四， 九；六30五’ 八，

ナ 31— 七33六，八，34五， 六 ； 八48—; 九 1 四， 九， 4 九， 5 —， 19
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五，36七，40九，41六；十23六，31五， 37面 ：̂21四;芏42三，九 *十 ， 

55十，57八，九

朶舌児別泥 d5rben， i (四箇行）[d5r b e n の対格形]四24十；十25七 

朶舌児邊泥 dSrben.ni (同上）[同上]三47三 

朶(舌)児邊泥dSrben.ni (同上）[同上]九11ニ 

朶舌児篾該 diirniegei (下等）下等な人間。主31七，32四 

朶舌列卜赤d6re .b6i (環子）鼻輪。

- 充 -t u 四17三

*朶 舌 劣 - ( 生 ）生れる。<->t6re-，tSrS->
-克先 - g se n六39九2

朶 舌 劣 4Sr6 (道理，体例）道理，体制。<->t5re，tSr5> 土50六；主57三 

朵 帖 連 dStele.n (超直）[dStele- ‘近道を進む’の同時接合副動詞形]三6 三 

*朶 脱 列 -d6t61e- (抄直）近くなる。

- 克 先 -g s e n十31六 

朶 苴 d6yi (妹子）妹。五38七 <—dtiiyi>
柒亦蔑惕 d6yi_med (次女）次女。七 1七 

都 舌 剌 dura (心，意）心。五39七，40—；六33三；主10九 

-阿 舌 児 -’紅 六 52八；：！：40三 

- 究 -t u 四42三

都 ® 蘭 dura.n (心）同上。五44五；六14三；土24九 

*都舌剌揚- dura.d- (想）想う。

_ 拙 -£u —48ニ；八 20 十

*都舌剌惕中合-dura.d.qa- (提説）[durad- の使役形]提言する•

-阿 速 - ’a s u 七24四；土 6 —;主 49七 

- 罷 -ba ：t 22—
-黒 三 -Gsan 土21六；主U三 

-周 - 丈 3 2 五 ；主23五 

-主為 - ; fu’i i i 芏50八 

- 中 忽 -q u 芏23七 

-舌 論 - r u n 七23五；：！： 4 四

都舌剌堪中罕dura-d .qa-n (提）[dura.d-qa- 同時接合副動詞形]士2〇七；王 2 四，33

*都舌剌惕中合勒都-dura-d.qa.ldu- (共提説）[durad.qa- の対動形]

-周 - 5u 八14七 一
都舌剌都勒孱dura.d.u.lh .n  (共想着）[durad- の相動•同時接合副動詞形]三25ハ 

•都 塔 - duta- (闕，缺少）欠ける，不足する.

• 罷 -b a 三43十 

- 塔 剌 -ta la七 4 —
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*都塔兀魯- duta*’i i l«u- (缺少） [duta- の使役形]

-阿 速 - ’a s u 主54三，四

都 塔 兀 侖 duta*’a i*u_n (教缺了）[duta*’m- の同時接合副動詞形]九9 七，八 

*都 塔 阿 - duta’S- (走，迸，迸走）逃げるc 
•■罷 -ba —36四；四20—

- 周 - 知 一36三；ニ14ニ；八36三 

- 主 兀 -lu ’n 三19六

都 塔 安 duta’a .n  (逃） [duta，トの同時接合副動詞形 ]三 14六 

都 塔 兀 d u ta .’ii (缺少）欠けている。八28四，五 

-余 安 - yu’a n 九25六

都 塔 兀 納 duta.’iin .a (乏的行，缺行） [duta’i i(n ) の与位格形 ]主 47六，52七 

都塔為 d u t a d i (缺少）〈—duta’ii〉
- 班 -b S n 九25三

*都兀勒中合 -du，mqa- (宣論）聞かせる，宣論する。

-中 灰 - q u i主37—-

都冗 勒 中 罕 du’a l.q a.n (同上） [du’Ulqa- の同時接合副動詞形]:!：46四 

*都牙勒- duyal- (観躍）喜んで躍りあがる（？）0 

-周 -了 u 七34九

都 牙 侖 d u y a lw n  (同上） [ d u y a l -の同時接合副動詞形]七 35八 

敦 荅 dunda (中，中間，半菜，半菜）真中の，中間に。 一 3 四，22八，23六；三30五; 

五24十；十27五；土 52三
敦 答 都 dunda.du (中間，中間的）真中の，中間の。一33四；十27—

*董中豁惕- dungcod- (作聲佐，佐青）声を出す。

- 罷 -ba 土17ニ 

- 抽 -£u 十44三；土40五 

- 中 忽 因 - qu-y i n 六 7 八；土22五 

*董(中)豁傷- dungG od-(作聲）同上•
- 罷 -ba 十23 ニ

*董 中 豁 都 -dungGod.u- (作聲，怪，恠責，佐）同上•

-阿 - 、 三31ニ 

- 埃 - ’M 十36—；：35五 

-木 - mu ニ 34 九；：!：46 九 

- 舌 侖 -ru n 十 43 九；：̂46—； S 34 ニ 

董 中 豁 敦 dungGod.u -n  (佐责）[dungGod- の同時接合副動詞形]十 44四 

堆亦 dfiiyi (妹子）妹。<->d5y i〉
- 邊 -b§n ニ23 八

都 列 供 diiled (越，愈）ずっと， ますます。六 4 十；主21八，22五 

都 里 diili (半）夜ふけ；昼すぎ。四39ニ，四
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- S  -de 六28三

都《舌》里 dfili (午）同上。六 1 八 

*都 里 - daii- (兼行）（夜を）徹する•

HSS惕 - ’砧 ニ 33四；六50九 

-周 - ：i f iニ33四；三33六 

- 耶 -y吞三16三

都 鄰 dfili’n (同上） [diili- の同時接合副動詞形]三14三，31八，32六；十28八 

*都 里 勒 都 -d iili. ldii- (共兼行） [dfili- の対動形]

-周 -丨 f i 三33九

*都里 里 格 - ( 兼 行 ，兼行兼行） （夜を）徹する。

-周 - 了 六 50七；土 3 三

*都 舌 児 別 -diirbe- (忙走，忙起，忙着行）逃げまどう。

-克 薛 惕 -g se d四45四

- 周 三 15—, ニ，四，16四；四38ニ

- 坤 -k iin 三 15六；四45五

-罗 侖 - r f ln 三23八

-(舌 )侖 - r i i n 四39十

都舌 児 別 兀 侖 dttrbe’’f ll_u ’n (忙走） [diirbe- の使役 .同時接合副動詞形]四3 7 S  
都舌 里 diiri (白身）普通の，一 般 の （子弟，人々）<->dfira >

-因 - y i n 九32四，十，33九 

都 舌 魯 dfirtt (同上）同上。<—•diiri〉
-因 - yin 七 19 ニ 

*都舌魯- diirii- (入，投）入れる0 

-周 - i f i ニ 13十；九11四 

*都 兀 舌 児 -dfi’f i r - (満）満ちる。

- 抽 八 4 1 九

*都 兀 舌 児 格 -dii’S r'g e- (教満） [dii’fir- の他動詞使役形]

-周 - J f i九37七；九38五 

-速 - s i i三45八，九 

- 禿 該 - t i ig e i九36四

都 兀 舌 児 堅 dii’flr，ge.n (同上） [dG’flr.ge- の同時接合副動詞形]九 31十 

都 兀 舌 連 dtt’i i r e . i i(満）いっばいに，満ちた。八21三；主31八，32五 

都 兀 舌 良 dii，flre .n g (満）いっぱいに。四25八2, 39三 

都 兀 申 dfi’fiiin (黄昏）たそがれ。ニ32八
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• 格 - ( 撤 ，棄，委，弃）すてる。

- 罷 -ba[-—be] 六49九；七 8 —

- 揭 坤 -d k i in 四22五，十，23三；五26六；八22八 

i 冲[-► 坤 ] -d k i in 八 9 十 

_額 惕 巨 d 六 1 四 

- ( 克)薛 泥 - g s e n - i  四17—

- 周 - ! ii 一 7 八；ニ 3 ニ，六， 4 九， 5 六；H 44—，四；六26ニ， 45—；七 6 七，

7 六；芏 2 六 

- 木 - 滅 土 2 1 ニ ，四 

-速 - s f i六35五2

*格ト帖- gebte- (臥）横たわる。〈-^kebte-,
-額 速 - ’目s i i 八20四 

-周 - J f i九47七 

-木 - mti 六46 ニ；十40—

格 卜 田 gebte.n (同上） [gebte- の同時接合副動詞形]四41九；土24四 

*格 赤 乞 列 -ge£ikile- (践踏）踏みつづける。

-中灰[-> 恢 ] -qui [->kiijG 主30—

*格赤乞兀勒- geS ik ile.’m- (同上） [辟むkUe- の使役形]

-主 為 - lii’f l i七 9 八 

*格 惕 乞 -gedki- (踏）踏む。

- 罷 者 - ba[ + be»  八 29—

格 迭 児 古 gedergii (仰）仰向けに。ニ17九 

格 迭 舌 児 古 gedergii (偃仰）同上。五 2 七 

格 格 geg§ (明裏）光 

-額 児 - ，む 一 13—

格 格 延 geg ey0 .n  (明，自，明白）光；明るい。一13ニ；ニ 7 八，8 —，20四；六11九； 

七11五；八18八；九 3 風 23八；土27ニ 

格 堅 g e g b n  (明）明るい。四40九

格只 格 ge〗 ige (後援，援）後援， しんがり；辨髮。 六 4 —，ニ，三，四， 5 七，八， 

九；土37三，四；芏15七，16四，17七，27四，28ニ 

格格只 格 列 兀 里 g e j i g e . l e •，扭 . i  (後援行）[g e p f i^ le •’切 ‘殿をつとめる人，の対格] 

S 43七

格 勒 不 列 gelbiire (弱）弱小の。ニ 17五，六

格 鄰 geli.n (趕）家畜を鞭で打って走らせる，追う。 [geli- の同時接合副動詞形]ニ 

11十



*格木舌里兀魯- gemiirト， (教怨）うらむ，うらませる。

-額 速 - ’私u 土25四

格木舌里兀侖 gemtiri.，5 l.ti.n (教怨）[gemiir，.m .(ti) - の同時接合副動詞形]十 3 十 

格 揑 惕 gened (不意）不 意 の （に)，突然。六 2 十，48三，50六；十20—; I t 3 三 

*格揑惶格 -g e n e d g e -(使不意）不意をつく。

- 周 - 沌 土 3 ニ

格 揑 帖 genete (忽然）突然，不意。ニ34八 

格 年 genen (不想）油断せる。三 1 四 

格訥額舌児 geniiSr (怨悔） うらみ。土25五

格 児 ger (家，房，房子）モンゴル包。 一10—，11ニ，15十， 26三；ニ22四， 42八， 

45三，四，50六，九

'■都舌里顔-4 iir-iy如 一 17九，38四；ニ29六 

- 究 児 - t i i r ニ 7 十

-充舌里顔- tiir-iy§n —22—，五，34 七，45 九，48 四；ニ 4 四，45ニ 

- 圖 児 -tiir 一45八；ニ11ニ，21九，23—，24七，34三，45—，三 

格 苦 児 ger (房子，家，室）同上。三24五，38ニ，43三，46四，五，47八；四24七；六 

28ニ；七16七，20八；八27十；十 1ニ，八，十，4 七， 5 七， 7 七， 9 七； 

主39十，40三

-突 舌 児 - d i i r五48十；九13七 

-都舌里顔- giir-iyan[—iy§n] 五 48—

- 帖 -t e 九12九

- 帖 徹 -te5e 五19七，47ニ；七23十；十16五；芏35五 

- 田 -t e n 主 7 六 

-売 - t i i主 4 八， 5 九 

-究舌里顔- tfir-iy^ n [->iy§n] 三 3 九 

-途舌児 - t i i r 八33七，35四

-圖舌児- t i i r 三20四；五15九， 16三，19九，46三；十 5六；主33八，3狀

格(舌〉児 ger (家，室，帳房）同上。四24十；十 1五， 5十 

-圖^■里顔- tttr-iyan[—■iySn] ニ35 七 

-額 - 十  24 ニ

格 诉 侖 ger.tin (房的，房子的，家的） [ g e r の属格形 ] 一13—；ニ22九， 27八；五50 
四；九48—；十 4六， 9九，43ニ；主33八，37八，38四 

格(西)侖 ge r.iin (家的）[同上]九14三 

格 児 胲gergeri (妻）妻；婦女。一 1四，ニ37四，39九 

- 秃 -tii 一 2 五，六

格斤児該 gergei (同上）同上。九13七，16—

格々児幣 gergen  (人口） [ g e r g e iの複数形]三46五
格 妃 迚 gerle.n C做）[gerle- ‘包をつくる，の同時接合副動詞形]ニ50六，九
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格(舌 )児 魯 格 gerliige (帳房下椿）モンゴル包の床の下に置く 土台物。三 3叱  

*格舌列勒- g ereト （恐）注意する，気をつける。

•■周 - i i i 十40七

•格舌列助都 -gereldii- (相闘）争う，喧嘩する。〈―kereWii->

- 克 先 - g s e n 七38四 

格 舌 列 gere (光）光。

- 台 - ta i[-*-t e i] —46—

- 田 - t e n 七11五 

-禿 - ttt —43 ニ；ニ18十；五 3 十 

格 舌 列 勒 g e r e l (同上）同上。ニ42五 

格 舌 里 額 思 g er i’gs (遺念）遺言。十 3 九，24三 

格 舌 里 思 格 gerisge (遮風）栅，囲いの一種。三47八

格舌里思格列勒敦 g er isg e.le .Wii.i l (共遮護） [gerisgele- ‘囲いをする’ の対動形の

同時接合副動詞形]三47八

格 舌 里 耶 昔 顔 g er iy§s _iy^ i (遺念自的行）[g er iyむく—g er i’§s > の再帰格形]八 47八 

格 舌 魯 gerii (背後，陰，背陰）山の北斜面。

-別 舌 児 - b S r 三25—

- 荅 察 - d a 6 a [-d e£ e ]—17 六 

- 迭 - d e 五 40四；六 1六 

-額 舌 児 - 知 六 1 四 

*格 思 格 - gesge- (消）消す；化す。

-額 速 - ’目sii i 25五

格 失 兀 慑 geHWd (枝毎）枝々0 四10五 [g eSi’f i(ii) の複数形]

格 兀 g e ’S (課馬，騍馬）牝馬。ニ29—

- 邊 - 碗 八 35五 

格 温 g e’a .n  (驟馬）同上。四31三

格 兀 惕 g e’ii.d  (騾馬毎）[g e’5(n) の複数形 ]主 47九，53五，54—

格 兀 的 顔 g e’f i.d .iy如 0 iy如 ](踝馬自的行） [g e，f i d の再帰格形]四40—

*格耶克- g ey eg- (驚駭）驚 ぐ 驚 き お び え る 。

-抽 - 狃 十 29ニ 

*格 亦 - geyi- (明）明るくなる•

- 罷 -ba[—- be] 四40八 

- 額 速 - ’ゑs i i 三33六 

-周 - 四 40九

格 因 geyi*n (明，将明） [geyi- の同時接合副動詞形]ニ 42三，44八；四45—

格 亦 兀 命 g e y i .’m i n  (明，教明）[gey i- 使役 .同時接合副動詞形]五 31七；六じニ 

*格 亦 思 格 - g e y is.g e- [―k ey is.ge- ] (廃）吹きとばす。<->keyisge->
- 坤 -k iin 四48—
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格 亦 揭 geyid (家，家毎）本陣。

-禿舌 里 顔 - ttir-ij^n[->iy^n] ニ  49 ニ， 九 

格 亦 (揚） geyid (家毎） 同上。

-秃 舌 里 顔 - tiir-iy互n [—け红 ] 四 16四 

鈎 吉 geUgi (钩）釣針類。ニ 7 —，ニ，八， 8 —
*鈎吉列 - geUg i_ l e - (鈎）釣針でかける。

- 周 -扣 ニ 7 ニ，三

堅 都 gendii (雄 ） （動物に関して）雄の。 九 3 九 

吉 只 gili (邊 ）境， 縁，辺境。

-阿 (舌 )児 -，ar 土 18八 

吉 真 gijin (沿） 〜に 沿 っ て 。土 18五 ，九 

斤察 思 gin& s (回顧）横目で。 四27七 

斤 只 g in】 i (鉄索） 鉄鎖。

- 邊 - b € n 七34三
•斤只列 - g i n j i . l e - (鉄索）鎮でつなぐ。

- 周 - ：f i i七 33七
*歌多勒- g6d61-[―ked 6I - ] (動）動く。

- 罷 - b a [ + b e ] ニ  3 五；五 28三；六 1五， 1 5 -  
- 罷 古 - ba~gii [->-be~kii] 三  32 八 

- 罷 者 - baづe [ + b e - > ] 六 29三
- 周 - ；f i iニ 44七；三 11七， 13六， 32六， 41十；五 5 四， 14五， 31九；六 1七， 

10三， 29五， 46五；七 18ニ， 27三，31四， 43六，八；土38ニ， 42十， 43—; 
主 9 五 ，六

- 主 為 - Ki’S i 四45四；五 30—， 33ニ； 八 3 七 

■■•主 為 者 -;[ii’S H e  六  30®
- R  -M i ニ 42六 

- 坤 -k iin  七  43ニ 

*歌多魯 - g6d51_ii-(同上） 同上。

韻 惕 - ’ § d 六 1 5ニ 

- 克 薛 額 舌 児 - g s e $ r 三 3 1 七；六 1 八 

- 克 薛 耶 舌 児 - gsey自r 五 3 1十 

- 舌 侖 - r t i n 六 1 五 ， 1 5—， 1 8 四； 八 3 三 

- 牙 - y a  [ > - y 幻 三 3 1 八 

- 耶 惕 - y § d 三 4 1 五 

•歌 [多 ] 勒- g麵 - ( 動） 同上。

- 周 -:H i五 31十
*馱多勒迭- g6d61.(Je-(被動，動） [g6d51-の受動形 ]

-額 速 - ’ 六 14十
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••周 -; i f i六29四

*歌多勒格 - gSdSトge- (推動，教動） [gM » - の使役形]

- 罷 -ba [―- be] 五18—；：！：13—

- 周 イ i i 五 1 四；六 9 •，七45四：：！：1七 ， 2 三，13三，14八

突 舌 児 - k f ii-d iir 四21八

歌 多 勒 堅 g5di51*ge.n (教動） [g5d51.ge- の同時接合副動詞形]四 27三 

*歌多勒格克迭- gSd81.ge.gde- (被推動） [gSdSl.ge- の受動形]

-周 - 拉 四 4 七

*歌多魯勒扯- gSdSI.f l.l£e- (共動）[gM SKfi) - の相動形]

- 周 - 扣 五 30五

戈 勒 篾 gSlme (鞍翰）鞍 の 下 敷 （皮製， フニルト製，布製)。三 5 七 

戈 勒 迷 g61mi (旋網）（主に魚を捕る）網。八 7 五

戈 舌 劣 額 g3r5’S (野物） 獣 （狩の対象になる動物であるが猛獣類は含まれない)。 <"* 

goroyen)

- 台 - — 6 ニ

1 舌 劣 額 列 -gSrS’f l e - (捕獣）狩をする；獸を捕える。

-舌歹lj -r e  —* 8 ニ

戈舌劣 額 速 ( 獣 ）狩の対象となる獣 （猛獣は除く）0 六36九，十 

戈 舌 劣 額 孫 gSr5，b s i i .n  (野物，獣，野獣）同上。一 6 三，16七；三43五；六36八；七

3三；八 8 ニ

-突 舌 児 - d i i r 六3 6 ^ ; 八 8 四 

-突(舌)児-d i i r九25九 

戈 舌 劳 額 孫 妙 的 ’む か （走獣）同上。

-突 舌 児 - d i i r 六19一

戈 舌 劣 額 速 揑 徹 g5r5$ •成1 1 (野獣行） [g5r5’g siinの奪格形]主 48七

戈 舌 劣 額 速 泥 gSr’S^.s fin .i (野獣行） [gSrS’S s i in の対格形]芏57五

戈 舌 劣 額 速 訥 g6r5Asiin*ii (野物的， 野獣的） [g5rれ s t tn の属格形] 一 9 五；三43

六，八

戈 舌 劣 格 孫 さ • ば 1 1 (獣）同上。

-突 舌 児 - d i i r 五37三

戈 (舌 )劣兀魯臣 g6r 6’m .i i •るin (捕野獣的毎）狩人。三 14ニ 

*果 舌 腫 - g S rii- (窺伺） うかがい見る。

-舌 列 - r e 五26四

歌舌魯列勒敦 g S riile .ld ii-n  (相攻）[ ‘敵対する，の対動形]〇 土24四 

戈 舌 魯 兀 黎 g肚 が 拙 （可捕）獣，狩の対象の動物。一 6 四 

戈 舌 魯 延 (野物）く—《6r3’巨〉三25三 

哥 兀 児 gS’fir (小皮桶）皮袋。ニ25八 

管 只 列 g如 Iile [—k6n了ile] (被子）掛布，掛物。 kSnJile〉
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- 迭 延 -dey否n 八17三

古 gu [—kii] (也，只）[前接の語を強める小辞]ニ39九，41八，43三，四；三12ニ， 

15三，28四；四 1 十，40四，六，47四；五13三，26三，37三；六41—，ニ2, 

四；七 9 十2，18五，21五，23六，48五；八24七，九24六，33十，36—，39 

九，43十，44一，47六，48九；十 4 九， 36六；ェ31五；主16九， 17三，24

三，33七，八，57八

古 ト 赤 泥 ( 全 行 ）[kiibSinの対格形] 一 8 九 

古 卜 臣 giiban[->M b£in] (全）完全な，全くの。ニ20四；七36五，38—

*(中)古必牙勒都-qubiya.ldu- (分）[->•中忽必牙勒都-]

-牙 -ya ニ 33 六

古 出 ( 気 力 ，力）力。 三22八， 49四；五 6 三， 六， 7 四；六51十，52 

五，七；八9 八，28三，五，44七；九28三， 31六，33ニ；十12九， 30六， 

39四；：1 8 三，九2, 29十，35六，45三；主11四，エ47ニ 

ぜ 舌 児 -，む 主 18四 

- 帖 泥 - t e n - i四25九 

- 帖 耶 -teye [―-tej-e] 土 4 五；主17九 

- 秀 -t i i 七28六 

- 宪 苴 -tii-yi 士28八 

-禿 因 - tii-yin 九 1ニ

古 出 揑 ( 気 力 行 ）[kii£ii(n) の与位格形]土 6 五；主 7 九 

古純 gii扭 •n[—k^ fin] (気力）力。 ：!：29ニ 

-突(舌)児-d i i r九31五 

-突 舌 児 -d i i r芏28五
古出舌児格古泥g证 ii.rgeg.ttn.iO k 肋 firkeg.iin-i](気力逞）力強い。[kii£iirk egの 

複数形]三46七

古 主 兀 的 评 豇 —1^拉’3](頸 項 ）頸，首。主27—
古 主 兀 捏 徹 giiKi，fi.n .e£e (頸項行， 項頸行）[gii丨'ii，S(n ) の奪格形]九11五；：126八 

古主温 (頸項） 九 1三

-都 里 顔 - ニ 51三 

古主渾| > 温 ] g町iihLn O kiijii’fln] (同上）[同上]

- 迭 乞 -de-k i 四47五

古 主 兀 慘 giilii’L d  (項頸毎）[kiijii’fl(n) の複数形]三46八 

古里扯 gmi5e[->k(ili£e] (等）[kmi£e- の命令形]一 19九 

*古 里 扯 -gtiliee-[->kiili6e- ] (等，等候）待つ。

-周 -沿 三 30五；四13七，19六；土 51十 

*古 里 徹 -giil记e-〇 kiilige- ] (等）同上。

- 罷 -ba[ + be] ニ 10 四

古 里 纏 giilGe.n (等候）[MlGe- の同時接合副動詞形]：！：43ニ



古 訥 ( 深 的 ）[k i l n の属格形]五 41七 

古 揑 速 giine.sii[->kiinesii] (行粮）食植，糧食。

- 邊 八 7 九

古 捏 速 揑 gttn e.s i i.n .e  (粮行，行粮行）！> iines a (n) の与位格形]六18九；八 8 五 

古揑孫 g iin e.s i i.n[->kfinesiin] (行粮）〈—gfinesft〉八 8 —

古捏速列惕 giine.sii.le*d[-+ktinesii-le.d] (做行粮） [fciinesiile- ‘食糧をつくる’ に 

動詞語 尾 -d のついた形]七34ニ

古 舌 児 g iir[—ktir] (普）普き，全体の。四31六2; 八 29十，30ニ， 七， 十2， 40—；九

31六；：t：24 三
古舌里耶舌児 g iir[—kiir> ij^ r (普救 ） [ k t i r の造格形 ]主 14—

古舌児 gfir[-^kiir] (到） [kiir- の命令形]四 49十；九 1六 

*古 児 - gtir-[—kiir- ] (到）到る。

- 罷 -ba[~>be] — 23四；ニ30三，33四，34七，35七 

- 畢 - b i ニ 6 三

- 抽 -6ii — 15十，22—，36ニ；ニ23—，26五，39七， 44九，46七

-周 - 诉  一20四

- 恢 -k iii 一35六；六49ニ

ー 陕 突 児 - kiii-diir ニ 9 八，24 九

-魯額 - lii，巨 一 3 5 -

- 帖 列 - t e l e ニ 2 十，24七

*古 舌 児 - giir- [―kttr- ] (同上）同上。 _

- 罷 -ba[—-be] 四 20 七；五18六；六 2 四，五，47ニ；十43十； ：̂42ニ 

- 罷 者 - baイe[-»-be-ie] 七 3 八；八44五 

-別 者 - b e -Ie八19四

-別 速 - W sii三11七 一
- 抽 -£f iニ 1 九；三 3 九，13六；四 3 ニ，三， 32三，33十，46七；五28三，29 

八，34四，50四；六 1九，11十，12—，13五，九，31， 48—， 50九；七 

23三，31七，八；八 2 八，43八；九15—, 九，27四；十18—； 土 1六，十* 

2 十， 3 ニ，三， 8 七，13三，39八；主 5 七 

-拙 [一 柚 ] - ^十 29三 

-出 為 - ^ ’玛 三 11八；七32十 

- 古 宜 -gft-yi [—-kG-yi] 三14ニ 

-古 因 -gti-yin[ + kii-yhi] 土30八；主12 九 

-周 - 〕U 六 8 五 

ー恢魯額-fciii-lii’e 五47ニ 

-中灰[―恢]突舌児-qui〇 kiii]-d t t r五 3 四 

_中灰[―恢]宜-qui[—km]-y i 七32十
- 帖 列 - t e l e 三21六；五 1 四；六52七，53三；七 3 —，27四，33三； 八13十，19
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三，20六，31三，34ニ，六，40-, 42—, 47ニ；九21—， 22六， 24七；：t： 
2 五，7 —，25十，38七，39ニ，46八，49十，九，52ニ，三；S 12五，16—，24八 

• -充 該 - 出 g a i[ + t iig e i] 三30ニ，三，八，九

*古 (舌 )児 -gtir-[—kiir- ] (同上）同上。

- 罷 -ba[—>-be] 土 4 五 

- 恢 魯 額 〜 六 48七 

-中灰;[-► 恢 ] 因 - q u i[-»k iii] -y in  五 34 ニ 

*古舌魯- g tir.ii- [—kiiivfi- ] (同上）同上。

惕 糾 一22五，48四；四37五 *九  

*額 速 - ’红 i i — 4 九；五 5 五，七；十14九，28九；：1 8 ニ，12八 

- 克 先 -g s e n 七28ニ 

古 (舌>魯- g tir.tt— (同上）同上。

-額 速 - ^ ’s t i 七22八；八36ニ

古 西 侖 g iir.ti.n [ - k tir_ti.n] (到， 到着） [k iir(，ii) - の 同時接合副動 詞 形 ]三 2 四； 

四 1 九；五18六，23九；土 9 十； 芏 3 八 

古 西 児 格 g iir.g e[->kiirge] (教到） [k iir.ge- の命 令 形 ]四 20七 

*古舌児 格 - giir.ge- [— k iir.ge- ] (送到，教到，到，送）到らせる，とv ける，送る。 

[gttr- の使役形]

- 罷 -ba[->-be] 三 10—；七46十；八38ニ；十 1六，十 

- 罷 者 - ba~i e [ + beづe] 六28四，五 

{ 速 - $ s i i 七31八；土43 八；主 5 ニ，46—

-克 薛 惕 -g s e d 八13九

-克 薛 的 - gsed-i 七 3 九

-克 薛 訥 -gsen-i i 七 3 六；十43五

ー克先- g s e n 八13七

-古 - 八 13 ニ；九15 三，十

- 周 - ；fii 三22九；四31十，32ニ；九17—，43九；：1：6 七，26十

-舌 列 - r e 五 48七

•古(舌>児 格 - g fir.g e- (教到）[同上]

-克 先 g s e n 十 1 四

古 ® 児 堅 g tir.g e . n  (送到，教到，到，送）[k iir.g e- の同時接合副動詞形]三]^

四 4 三，20九，34ニ；五48三，49八；七 4 四，15三 

古 (否)児 堅 g iir .g e . n  (送）[同 上 ]四12七

*古茜児格克迭- g tir.g e .gde-[-^k iir.g e .gde- ] (被到） [kiir .g e- の受動形]

-額 速 - ’目s t t 八41三

古71‘児 格 勒 敦 g i ir，g e .ld ii.n 〇 k iir.g e .ld ii.n] (共到的） [k iir.g e•の対 動 •同 時 接 合  

副 動 詞 形 ]七 4 五 n
•古 斤 児 格 兀 勒 -叾 <13^6ノ .[41^1>切 . ’如-；[(教到） [8如 切 _の 使 役 职

元朝秘史蒙古語辞典423



- 罷 -ba[->~~be]主55七 

■■周-扣527三

*古児格兀魯- gttr.g e .，S l.ii-[—kむ .g e，’31• 幻 （同上）[同上]

-額 惕 - $ d  1138三

*古舌児格兀魯- g iir .g e .’i i l_ii-[->k fir*g e *’m ，fl] (到，教到，被到）[同上]

惕 -’§d 三10—，14四；四12八；七26四，31九；九34三 

*古 (舌)児格兀魯- gUr ，g e •，出 . レ ii] (到）[同上]

-額 惕 - $ d 四32ニ
古舌児格兀侖 g iir.g e .’S l.t i.n [->k iir.g e .’fiI*(ii) - ] (教到時） [fcfir.g e *’3 l(.fi) - の同

時接合副動詞形]!:37六

古(舌)児格兀侖 g iir .g e m n [—k iir.g e’m .(ii)-] (教送）[同 上 ]：!：9 八 

*古児帖- g iir -te-[—fcfir.te- ] (到，若到）[giir- の受動形]

-額 速 - ’ ニ 2 九 

-周 - Iti ニ 34 八
*古舌児帖- S：f ir_te- [―k iir.te- ] (将到，被到）[同上]

-古 - g ii [ + kii] 三 18 六，19 三 

-周 - 七 26三；十29—；主21三 

*古(舌)児帖- gttivte- (教到）[同上]

•■罷 -ba [ - > - b e ]四28四

*古舌魯勒扯- k tir.i i •你 - ] (教共到，相到，共到，相接，到） [kar- o>
相動形]

-惕坤 - dfcfin 土30五 

-古 - g ii[ > kii] 七 34 ニ 

-周 ' 四 34四，35六 

-kiU 七28七

突舌児 -kiii-d iir 土24六 

-速 - s i i 五41八 

- 秀 該 -ttig a i [ - > g e i ]八10六 

*古(舌)魯勒扯- g i i r . i i . l £ e - (相接）[同上]

-周 - 釘 四 35五

古舌魯 勒 纏 g iir .i i•纪e .n [->k iir*i i.l£e _n] (相到） [k flr.i i.l£e- の同時接合副動詞形] 

七28八

*古舌侖勒徹- g iir .i i(n ).记e-[—k ilr.i i(n).l6e- ] (相到）

- 周 - ；[fi 三 12 ニ

古 舌 児 都 giirdii [->kiirdii] (輪）車輪。

-22 -b目n 六23四 

-台 - ta i [―—te i] 六 23 四

古 舌 児 都 訥 gfirdiin*i i[—•kiirdtin'ii] (車脚的） [kiirdtinの属格形]七 28—
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A*[-►中忽]児敦 gu[-*qu]rdun (快）速ぃ。 一 35—
古の児敦 giirdfin [—kfirdiin；] (輪）車輪。六幻五 

*占々列 -gfire- (請）請う。

一周づ3 ニ 2 八

古(-SO列額煬 g ttre S .d  [―kfire’卜d] (圏子毎 ） [fciireSn ( =  kfire5^n) の複数形]四  

4 四

*古 否 列 額 列 -g iire，§.le_ [―k iire，6 le- ] (下営，札営，剳圏子）圏営をしく •

-克薛惕 -g se d四45ニ，三 

-周 イ i i 四38三 

-主 兀 づ i i T 七43七

的•列額訥 g iire’gn .ii h k i i r e ’Sn.ii] (圈子的）[k iire，§n ( =  kiirey目n ) O属格形]八 

36 ニ

‘V 押列干 giiregen [-> k iireg en ](女婿）壻。五 22 九，25 九
-魯額-Hi，色-五23六

が 列格  gfirege [—kfirege] (風匣）[_>kii，Srge] ふぃご。

• •辺-b§n 九 5 七

A•占列格惕g fireg e-d[->k firege.d] (女婿毎，做女婿） [kfiregenの複数形]主 13九 

- 魯 阿 - lti’a [ + ltt’ら]八27五 

- 帖 - te  — 47三

古で列格(杨5 gむ e g e .d [— k iir e g e d ](做女婿）[同上]

- 帖 - t e 三35八

古(奶歹1]格(慘） giirege.d[->kiirege.d] (同上）[同上]

- 帖 -te — 47—

古名列格連 gtirege.le，n)[—ktirge*le.n] (做女壻）[ktirge.le- (壻にする）の同時接

合副動詞形]五22九

•古(否)列列-gtir§.le-[->kiirS.le- ] (下営）〈->kiire’8.1e->
- 克 先 -g s e n 四39九

古‘!|列 延 gUre作n[—kiirey目n] (圏子，営）圏営；群団。 k iire in〉三36三，41一， 

ニ，四，八，九，十；五12三；六27七 

-突舌児 - d i i r八36—

-都 S 里 顔 - diir-iyan [->-iygn] 七 43 七 

古S•列 筵 giirey6n[—ktireySn] (圏子）同上。九 8 四

古名里額_  (圏子的）[kiiri’€n〈-*M rey^n> の属格形]ニ30四

古々里格惕gUrige.d[—kiirige.d] (婿毎， 败女婿， 做女壻）<->kurege-d> 主17ニ，

52三

- 帖 -te — 46十，49ニ

古 I々E堅 giirigen[—kiirigen] (女婿，女壻婿）〈—kiiregen〉：̂ 3 —，八，九 

|丨|て—屮忽]舌里牙黒荅- gu [―"qu] riya.Gda- (収来)。[quriya- の受動形]



_黑= -Gsan ニ 4 六

古舌里延 gtiriy^n [—kiiriy^n] (圏子）く—kftrey否n> ニ30ニ 

古 舌 魯 gftrii (右）大きい石。ニ15七；四49十，50—；九 1六 

古 舌 魯 額 gSrii，d (酒局）酒人れ。七 2 八

古舌魯蔑列 giiriimele (爽利，苗条）聪明な，立派な。ニ28十；五25ハ 

*古薛- giise-[yldise- ] (思想）希む，頼む。

■•周- iii 土 24 五

古 兀 gti’fi[—kU’a] (人）人。ニ20四；五17五

- 邊 -b S n四 8 五 _
古 兀 捏 gti’f i.n .e (人行，人処） [kii’finの与位格形 ] —*43七； 一 21— ， 23八；五17七， 

22三，四；六662九；八 8 五；九 10 -，25四；エ 5 九， 6 五；主 6 ニ 

古 兀 揑 徹 g m n .e£e (人行）[kii’anの奪格形 ]芏 21九，22六 一 —

古 兀 泥 gii，3.n .i (人行）[kU’Snの対格形 ]五 1三，17十，25四，48三；六25三；七37 

七 八 8 三，13八；九34七，45五，47ニ，48九2; 十 30八；主31八，57三 

古 兀 訥 ( 人 的 ） [kii’ finの属格形 ]四17六，七；七 9 九，19ニ 34ニ，37七； 

八 8 七；九32四，十，33九；土13七；芏 11三，31九，34三，39四，56五 

古兀列助敦 g m i e .ldii.n| > k f iH e .ldti.n] (毎人）人に渡し合う。一12ニ 

古 兀 児 格 gii’iirge[—kii’3 rge] (鼓）大鼓。十 4 八

古温 g d n [->kii，{in] (人）人。一  8 三， 9 ニ，四2，11一，三，13—，18九，19三，20 

三，22九，26四，33三；ニ17五，18五2，20八，24五，28十，32ニ 六 ，41 

四，44十，47三；三27六；四 8 七，2 7 5：，34—，39ニ，45七，十2，46—， 

五，50三，六；五 1 十，10—，20七，25七2，八，九，43三；六11十，13五 

七，24三，26ニ，52三；七 6 十， 7 十，15四， 23八，24七，29五， 38九， 

43六，45六；八 2 六，13八，21五，八；九15ニ， 34三，41十， 42四；十19 

五；：！=21八； 盂17—，十，20 ニ，38 四，44 一，三，四 

•'突舌児 - d t i r三20十；四43七；八46七；土 36ニ；芏34八 

- 魯 額 - liiS 九 4 一，ニ，11五；：i：26 八 

-途児 - t i i r 一 13六

古 温 捏 g d n . n e  (人行，被人行）<—kii’an .e〉一 4 ニ；三20九；四40四 

_別 児 -b§r —* 4 十

古温揑徹 gtt’fi.n .ne£e (人行，人処）く—kii’fin.eee〉七 38 九；：！：51三 

古温泥 gti’Ji.n.ni (人行）〈- kii’Sn.i〉三21三，23ニ，39八；六36五 

古温納 (人的）〈―kii’fin.ti〉一46八；四45九；七33六

*古亦扯- giiy记e- (趕上）<—giiiyi£e-，fciUy记e->
-古 -gii [-トkii] 八 8 三 

-周 - 扣 四 20ニ

#古堪扯- gfiyi£e- (同上）[同上]

-周 ー 拍 五 28九
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*癸趣- g f i i y i - (走）走る。

-古 - gii [―-kU] 七 35 三
- 周 -;[ t t ニ 5 九，17七，46五 ； 三 15八 ， 21— ； 四3 9九，41九； 六12四； 九13三，

九14七，15—, 六

*癸趣扯- gfl iy记e - (趕上）追いっく。く—giiyi£e-，
- 周 - ! i i 五 2 四，五；六48九；九13十，15六；十11七，十 

癸理扯克迭- gftiy记e ，g d e - (被趕上） [giiiyieeの受動形]
- (舌)侖 - r i i n 七43七 

昆 giin (深）深い，深さ。主34十 

昆 訥 gfln .n ii (深的） [邱 11の属格形] 八10六く—古酌〉

公 主 gfingjii (ナ グ ）王文。土 6 四
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h

哈 赤 ha£i (簪，讎，讎報，返報，恩，還報，回報）恩；讎。 一 33八；ニ 7 四， 9 十， 

12五，4叶 ；五3什 ；六25七，八；九11九 

-班 - b a n 九11八 

- tu  三 22 九
-顔 - ySn ニ49一；三 4 四， 5 六

仲 》合赤 haei (還報）恩；あだ。九17ニ 

*哈赤剌- ha£i.la- (報）讎をとる；恩に報いる。

-(中 )渾 - q u n 三 4 四

哈赤《舌》闌 ha£i，n  (報） [ha6b la-の同時接合副動詞形]三17八 

哈该(中)渾hadqum  (握） [hadqu- ‘握る，摑む，の同時接合副動詞形]ニ11四 

《中》合 偽 渾 hadqu 'n  (握着） [h a d q u -の同時接合副動詞形] 一40九 

*哈黒- h a G - (乾）かわき固まる。

- 抽 - S u 四39五
*哈黒荅- haG-da- (被凝） [haG- ‘かわき固まる’の受動形]

侖 - r u n 六13十
哈束丨j中 合 訥 halaGan.u (手掌的） [halaGan ‘手のひら’の属格般]四49七 

*哈里[-► 黒]-haG- (乾）かわき固まる。

- 抽 -6u K 43四

*哈中忽- h a q * u -(凝定）かわき固まる。

-黑三 - G sa n九16六
哈舌児巴敦 h arb a .d .u n  (十的，十毎的） [harbanの複数•属格形]九 32九，33九，34 

ニ，36—， 45ニ；芏17—, 46五 

《中》合舌児巴敦 harba*d*un (十的）[同上]九 30十，主52四
《中》合舌児巴闌 h a rb a .ia .n  (十做了） [h a rb a .la -  ‘十にする’の同時接合副動詞形]七 

18九
《中》合舌児巴訥 harb an .u  (十的） [harbanの属格形]七18五 

哈 児 班 harban (十，十菌，十歳）十。一33四，八；ニ17ニ 

- 台 - ta i — 46 五
《中》合 児 班 harban (十）同上。一40—
哈 舌 児 班 harban (十，十箇）同上。三29八；四 3 九， 4 四，18四； 五13九，46ニ；九 

32六，33三；十19六；土49七；芏32—

《中》合(舌)児班harban (十）同上。三26ニ，七38三 

《中》合 舌 児 班 harban (十）同上。七18九，22五；主29—

(ロ)合舌児har (紋）模様：縞。

-台 - ta j 土 15 五
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仲 》合 舌 児 巴 敦 harba.d .u  (絞）同上。

-台 - ta i 土 1 ® ；

-禿 - tu 主26—

哈 舌 剌 hara (人）人，人 々 。 〈—haran> 十 43—

哈 舌 剌 納 hara.n .a  (人行）[haranの与位格形]五32ニ

哈 舌 剌 泥 h a ra.n .i (人行，人毎行） [haranの辩格形 ]ニ 17六；四18四；五 6 一，7 七； 

八13九，14ニ；九34十，48七，八；主38ニ，39三 

《中》合 舌 剌 泥 hara.n -i (人行）[同上] 一35五，九47九 

(ロ>合 舌 剌 泥 hara.n .i (人行）[同上 ]七 38三 

哈 舌 剌 訥 hara*n ， u (人的）[haranの属格形 ]四 18西；七34—

《中》合 舌 剌 訥 hara_n*u (人的）[h a r a n の属格形]芏 34四

哈 舌 闕 hara’n (人，人口，人毎，家人）人，人々；隸民。〈―>hara〉一*23四； 一 -32一-， 

八，44九；四47三；五 5 九，十，16三，25三，26—, 46ニ，48五，七 2 九， 

33四；八31五；九26ニ，28五，34四，五，六，47十；十18—， 37四；主37 

十，42七

《中》合 舌 闌 h ara.n (人）同上。三17六 

哈 (舌 )闌 haran (人）同上。五46六 

•哈撒黑- hasaG- (問）尋ねる。

- 罷 -ba ニ44十 

*哈撒 ( 黒 ) - h a sa G -(問）同上。

- 罷 -ba — 22 九

哈兀惕- ha’Gd- (磨尽）融ける，磨滅する。

- 塔 剌 -ta la — 33八 

*哈兀(思)• ha’Qd- (尽絶）同上。

- 塔 剌 -t a l a 芏32—

*哈兀®r  ha’m- (奔，破，走）疾走する；略奪する；攻擊する。

-周 - lu  —22八；三43ニ；四 34—; 五 13八；土 37十 

-中 灰 - quj[ 芏55四 

- 中 渾 -q u n 主49一 

仲哈兀勒- (擄）仝上。

- 周 イ u 土40三

哈 兀 侖 ha’i i l w n  (走馬）八 8 十 [ha’Gl-の同時接合副動詞形]

《中》合兀助荅- ha’Gbda- (被擄，被剝）[ha’m- の受動形]

- 阿 - ，a 土38ニ

中 灰 ] 阿 察 - k坷(―du又）.a6a 八17六 

*哈兀勒中合 -ha’m .ca- (教奔，教走馬，教奔去）[ha’. の他動•使役形]

_阿 速 - ’S s u 主49五 

—f l - b a  —*22 六



-惕 中 渾 - d q u n 八 8 四 

-梅 - m ui 主 49 一

*哈兀勒中合黒荅- ha’m .Ga.Gda- (教奔）[ha’i i l.qa-の受動形]

- 阿 速 -S s u 六36四

*哈兀魯- ha’i i l'u- (奔，勦浦，征，尽擄）く- 

-阿 速 - ，5s u 七 3 ニ 

-提 中 渾 -dqun 土18八 

- 舌 侖 -r u n 五37ニ；主48十 

-牙 - ” 一 21九，22 ニ；五37三

《中》合 兀 魯 中 合 ha’muGa (道路）道。一38三；ニ 6 七；六45十

*哈温(勒) - ha’i i(n)l- (走馬）<—ha’ul->

-周 - 知 ニ 35ニ

*含帖勒- ham[->hem ]teト （教闕） こわす，砕く。

- 罷 -ba[—-be]三 23—

*含 帖 舌 列 -ham[->-hem]tere- (半）砕ける〇 

-別 - b e 三 5 三

*含电勒迭- ham[->hem]t i i(n)lde- (被去一半）碎かれる。

-額 - ’自 三 4 三

*杭 中 合 - hangGa- (枯渴，渴）喉か渴く 0 
- 周 四 43六；七 5 五

*杭《中》合 hangGa- (枯渴）同上。

-黒 三 - G sa n四42九

*好兀勒- hay’iil- (勦捕）掠奪する，殲滅する。〈―ha’a i->

- 周 九 25八

*好兀魯- hay’Ul.u- (毀，毀滅）同上。<— lia’i il.u-〉

-牙 - y a 三 6 六，八 

の*好温勒- hay’i i(n)l- (奔）同上。

- 周 - lu  — 34 七

赫 乞 heki (頭項）頭。〈―eki> ニ 17七

赫 里 格 helige (肝）肝臓；下腹部。三 5 四，23—；五13—，1 5 -  

-別 舌 里 顔 - b er.iySn(->iySn) 四 3 ニ 

-突 舌 児 - d t i r 四25七 

- 秀 - t t i 七39六 

-図 - 主 30五

赫里格（卜 )赤 秃 h elig e.b£i.t f i (兜肚有的）胴 当 て （腹巻き）をつけた。四17四

赫 里 格 訥 h elig e.n .i i (肝的）[h elige(n) の 属 格 形 ]三 4 三

*赫児吉- hergi- (旋）巡る，回る。

-周 - 了 G ニ 44 九
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赫 舌 列 該 lieregei (大拇指）親指。

-突舌児 -d i i r四25五 

-顔 - -j^ n] 土23 ニ 

*赫舌魯- herii- (愁）心配する。

• 周 - 疖 ニ 35八，37—；八43三 

赫舌魯巴舌魯herii baru  (尚昏時）朝方のまだ薄暗い頃。

- 荅 -da ニ44 八

*赫兀失耶- he’猫 y色-(不宜）悪しとする，よしとしない。

-周 - ; fii 土 5 七

*赫亦魯- h e y ild - (離）離れる。

-額 速 -S s i i四22四 

-克薛惕 -g s e d五 5 四 

*希扯- hi6e- (羞）恥じる。

—罷 -ba[—-be] 十 31ニ  

■•舌列-r e 十44六

希 纏 h如 _n (羞）[hi£e-の同時接合副動詞形]十31ニ 

*蟢 魯 阿 禿 -hilu’atu- (被蠅萤咬）ぶよに刺されて苦しむ。

-周 - 了 u 七 5 十

*喜 (舌)魯中合核- h in iG a d -(惹）争う，闘う。

-罷 -ba 六16 ニ 

-中忽由 quyu[->-qui-u] 六16三 

希舌児篾思 hirmes (瞬眼）まばたきする間，一瞬。十 2 —

軎舌児篾思 hirmes (轉肟）同上。土25七 

軎舌児蔑思hirmes (転）同上。七26九

希舌剌兀舌剌hira’iir.a (底行）[hira’fir ‘底’の与位格形]五41八 

*希舌離徹- hirGe- (分離）離れる。<—*hiriJe->
-罷 _ba[—?~be] 六33九

*希舌里扯兀勒- hiri£e，’fil- (分離）[hiri5e-の使役形]

-周 - 拉 三44三

■**希舌離者- hirije- (分離）[—hiriee-]
-古由 giiyfi[—-kiii-幻 六 33六 

害舌魯阿舌剌hiru’Sr.a (底行）[—hira’iir.a] 八10六 

希舌魯額舌児hiriiセr (祝寿）祝詞。八20六 

*豁阿舌剌- ho’&ra- (脱）怠る，ぬける。
•■阿速 」 九42—，三，五，43ニ；主44ー丨三，五，九，4テ

-黑 三 -G san九42—

豁《 ho，d (星毎）[Jxodu'nの複数形]六46—

豁 都 hodu (星）星。



-台 - ta i 十 1 四；：1：24—

火 敦 hodu*n (星）同上。

, 察 w a 6a 七24十，25三，26六

豁 黑 脱 臣 h〇Gto£i*n (断着）[h〇Gto6i- ‘切断する*の同時接合副動詞瑕]十 19九 

豁 黑 脱 勒 h oG tol(割） [hoGto卜の命令形]四22三 

*豁 黒 脱 助 -hoctol- (断，割断）斬る，切る。

-周 - 知 四 5 —; 七 9 四；八 3 —; 土23ニ 

*《中》豁黒脱®- hoG tol-(割断）同上。

- 周 - 六 12七；七 9 十 

豁黒脱舌児中忽 hoGtorcu (空）空。三 4 —
豁(黒)脱舌児中忽hoGtorcu (空）同上0 三 5 ニ

豁黒脱舌児中灰 hoGtorGui (空，虚）同上。三22十，23—; 十 19三

*豁黒脱舌里 -hoG tori-(割断）切り断つ。

••阿惕 -’貼 ニ16三
豁黒脱舌里中罕 h〇Gtori_Ga*n (横断） [hoGtori-の使役•同時接合副動詞形]六 49一 

豁 黑 脱 舌 魯 h〇Gtoru (横断）横切って。四49九
豁 只 塔 剌 l ^ i . t a l a  (衣短）（衣服の丈が）短かくなるまで。<—h o ^ i ta la〉ニ 5 八

豁 訥 ho.n .u  (年約） [honの属格脬]三 29六

豁 斡 只 塔 剌 ho’印 *tala (短）短かくなるまで。く ^1 句itala> 土 26三
莉 輯 甲 [― 申 ]h6’捉in (網索）あみ。十 8 八

*豁 舌 児 赤 -h o r £ i - (転）周る，繞 る。

- 周 - 5u 土24—

*《中》豁 舌 児 赤 -hor£i- (繞）同上。

- 周 - 】 u 三38ニ

火 舌 児 臣 h o r a .n  (周囲）0 rdi- ‘周る，囲む’の同時接合副動詞形]九47七 

豁 児 臣 horSi.n (周囲，囲）[同 上 ]—39五；ニ14五，16ニ 

豁 舌 児 臣 hor£i .n  (周囲）[同 上 ]七 20九，21六，35ニ；十 1 五，八， 2 —， 9 九， 

九；主ぬ五

〈仲》豁 舌 児 臣 hor£i . n (周囲）[同 上 ]四 40十，41一；主37八 

豁 舌 児 吉 勒 h o r g i l(頂）頂上。七39十 

*豁舌児中忽- horcu- (逃）逃げる。

-周 - 知 五 14ニ

豁 舌 来 塔 剌 horaj. tala (緊） しっかりと。：1：26三 

豁 舌 林 horim (径）小道。<—•horum〉ニ50五，九 

*豁舌林剌- horim .la- (径依）小道を行く。

- 周 - 5u ニ50五，九

豁 舌 魯 木 h o r u m  (径，逕）く - * 十 1 8四， 1 9ニ

豁舌魯米牙舌児 horum _iyar (径路依着） [horumの造格形] 十18三
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*豁 亦 馬 思 - hoyimas- (護）かばう，護る。

- 抽 -£u 四 8 五

槐 hoi (林）林，森。一 8 三，37八；ニ48四；三 6 —；四36八 

-突 舌 児 - <iur十 18三 

- 圖 児 - Sur ニ 13 七， 14 ニ，46五

-因 - y in 八26，41九，42十，14一，三；十15ニ，五，六，16七，21六 

*槐剌- h〇i *la- (入林，林裏）林 •森に入る。

-周 - れ 五 1 十，23六

桓 h o .n (年）年。一16十；三29五；五14五；六26四；九20三；ニ43四，52七；主47五， 

53三

-突 舌 児 - d u r 八34四；主27三，47五，52五，53三 

*桓 叱 都 - honeidu- (怪責）せめる， しかる；処罰する。

-揭 (中 )渾 -d q u n九43五

桓 赤 澶 hon5i*tan (能発箭的）遠射の巧みな。四25八 

桓 惕 ho(n)d (年） [honの複数形 ]：t：51九 

#桓 禿 察 - hontuSa- (遠箭射，賽遠射）遠射する。

-周 - ; fu 十 30 八；：T23—

*柯 額 - !！5 (■ )腐らせる，汚す。

•■周 i i i 四49八

柯舌列捏 h6re*ne (西）西。<-vh5r5ne> — 19五 

舸 舌 列 揑 只 hSre’n e •了i (西辺）西の方。六18六；九13—

柯®羅揑 (西）く-̂ liSrene〉土47四

• 扯 七 [ 奪 格 形 ] ：126六

《中》忽 必 思 hubis (但動）[副詞的動態言]ちょっと動くさま，微動するさま。十 2 四 

*忽答舌魯- hudaru- (解析）やぶる,違反する0 

-阿 速 -’a s u 十44五 六  

*許迭- hiide- (送）見送る。

-周 - 班 一 3 3 - ; ニ37五 

， 邊 -kaトbgn — 33六 

•忽 ^-  hilde- (送）同上。

Jfe迭 速 hiidSsG (皮）皮条。

- 宪 - t f i 三 8 五

ペ中》忽 克 迭 舌 列 -Mgdere- (重発）病が重くなる。

-周 - 诉 六 19—

忽 札 兀 児 Imia’nr (根源）根元，根源。一 1 ニ

忽 札 兀 舌 児 huja’flr•(根源，根脚）同上。四17六；六49三；八20七；九33四 

-3^ - tu  九 6 四
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忽札兀舌剌 huK iir.a (根源行，根行）[h u K a rの与位格形]六W八；八2 七，34三 

忽札兀舌剌察 hu丨a’a r .a£a (根源行).[huh’iirの奪格形]九33—

忽 客 赤 泥 M ke.ei.n .i (放牛的行）[httke.ein ‘牛飼い’の対格形]十 4 四， 9 十 

忽 客 児 hfiker (牛）牛。ニ44七
忽 客 舌 児 hiiker (牛，牛児）同上。三38七；六23ニ；八 2 三， 6 ニ，10八；九14四；主 

54 ニ
忽 客 舌 列 hiiker.e (牛行）[hiikerの与位格形]:t：31六，33六 

忽客$ 里 顔 ！ifiker.iy§n [-»jy6n] (牛自的行）[htikerの再帰格形]ニ46三 

忽 客 舌 侖 Wiker.iin (牛的）[hfikerの属格形]三8 三 

*忽勒迭- h f i l d e - (趕，追，逐）追いかける，追いだす。

-額 ® - ’纪 五 28九；六 2 四；七24ニ，32ニ，十

-周 - l i i ニ14三，30九；五10三，27四，28五；六28—；七32十，33三，四2，八 

36三；土39ニ
*«中》忽勒迭- hiilde- (趕）同上。

- 罷 者 - b a [ - > - b e H e  六 40ニ 

- 周 イ u  —36十；六28六；七33八，35六 

* « «忽勒答[-*迭]- h i i l d e - (趕）同上。

- 額 惕 纪 七 32八 

*忽(勒)迭- Wilde- (趕）同上。

-周 - ：f f iニ29三，30六；六25三 

*忽勒迭克迭- hiilde-gde- (被追）[Wilde-の受動形]

-周 - J i i五28七

•忽勒迭勒都-hiilde-ldfi- (相逐）[Wilde-の対動形]

■•周-拍七22六

忽勒中渾 hulqun (小独山）小山。ニ 9 六

忽 剌 安 hula’Sn (紅）赤い。ニ17三；三29八；四45七；七22六；八17九 

忽剌阿荅- hula’a 'da- (紅）赤くなる。

-周 - ; f u 九14六，16十
忽 剌 侖 hula.lu.u (紅）[hulaト ‘赤くなる’の同時接合副動詞形]八33十 

*忽列迭- hiile.de- (留）とi rまる，残る。

- 罷 - b a [ - > - b e ]主34四 

•許 列 - h f i l e - (余剰，剰）残る，余る。

••克薛® - g s e d 三21七；；1 ^ 3六 

-克薛的- g s e d - i三23ニ；五19八；八 4 六 

*許列克迭- h f i l e . g d e - (被勝） [h f i le -O 受動形]

- 罷 者 -ba[-»-be]-Je 八19 七，20—

*忽列兀《 r  Wile.’flK (剰下）[hfile-の使役形]

額 徹 -kiiKe£e 七37—



許 列 兀 Wile.’S (多，多余，勝）余った。八20八，28三2; 22十，23—

許列兀® htile.’fl.d (多余）[hflle’fiの複数形]四37七 

*忽魯®-  Mliid- (尽絶）たえる，つきる。

-帖列- t e l e 八 5三

*忽 魯 舌 里 格 兀 hiimri.ge.’fll- (愰惚）まどわす，まやかす•

-帖歹IJ -tele 七24~~*

忽 蔑 該 hfimegai[ - > « 4 ] (臭）生ぐさい。五13—，15—

忽 揑 堅 hfinegen (野狐）狐。土 1 四 

忽 揑 速 hiinesfl (灰）灰。

-額 児 -’红 ニ 25六

-額 舌 児 -如 三 21六；四48—；五 1 四；主 5 十 

忽 泥 huiii (烟）煙；霧。六21七；十24五，六 

忽你舌児 hfinir (気息）匂い。く—•hiinfir〉七44三 

*許 你 思 -hfinis- (聞）匂う；嗅ぐ。< - hfiniis->
- 帖 列 - te le —17四

忽 訥 児 hiiniir (香気）匂い。<—Winir> — 35十 

忽 訥 舌 児 hiinfir (気）同上。七11九 

*忽 訥 思 -hfinfis- (聞，嗅）〈―Mnis- > 匂う；嗅ぐ•

- 抽 -£ii 一35十；十39三 

*忽 舌 児 -hur- (翻）反転する。

- 罷 -ba 土 2 —

*忽舌児把 -hurba- (翻）同上。

-周 - 四 35八

忽舌児帖速捏徹Wirtesiin.ege (砕栽帛行） [hiirtesfln •破片’の奪格形]十12八

《中》忽(舌)剌中合剌- hura.Ga.la- (套）わなを作る。

- 周 - 】 u —16五

忽 舌 魯 兀 huru，a (順，順水，順着）川下へ，下方へ。 一 3 九，17六，18八，九；ニ 3 

五，17九，22四，36八；三14五，15—; 四13八，31四，33—，37—，ニ；五 

28八，33—; 六18四，24四，28七，44三；八44三 

忽(舌〉魯 兀 huru’a (順，順水，順着） 一15九；五28五；七31五同上。

忽 舌 輪 httrii.n (磋）[hiir(ii)- ‘みがく，の同時接合副動詞形]五49—，50六 

許 速 hiisii (髪）髪。

-班 - ban[->b§n] 七 43 三 

許 孫 hiistt.n (毛）同上。一19七 

*忽塔舌魯- hutaru- (毀）やぶる。く->hudaru->
••阿速 - ，asu 土33四 

《中》忽 壇 hutan (梆木）旱柳。十 2 四 

*忽兀- № 5-(臭 爛 ）くさる。
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- 禿 該 -tiigai[—gei] 531四  

忽 牙 huya (拴）結べ。[huya-の命令形]五50七 

*忽牙- huya- (拴）結ぶ，組む。

-黒撒揭-G sa d十29四 

-黒撒 的 - csad -i五50ニ 

-周 - l u 三 6 四；五49五，十；七33七；十28十 

*《中》忽 牙 -！rnya- (結，挂）同上。

-周 - ：f u ニ 7 三；三13七

忽 亦 侖 huyil.u.n (淀）[huyiト ‘渦まく’の同時接合副動詞形]八33十 

昏 只 兀 hunH_，u (爛木）乾れ朽ちた。土 2 五，13四 

渾 只 兀 hunlドu (爛木）同上。七43四；主20七 

渾 討 兀 huntay’ii (禍）禍。三18五，19ニ

洪 只 兀 列 思 hUngli’Sle.s (乾樹毎）[hfin〗i’me ‘乾樹，の複数彤]一17三 

洪 失 兀 提 hangSi，fid (腥気）[hiingSi’a (n) ‘腥い’の複数形]腥臭。一17四
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*札阿- 卜 （告）告げる，教える。

-巴 速 - b a s u四18六 

- 黑 三 べ s a n 八39四 

-周 - 〗u ニ29四 

- 主 兀 -lu’f i 十28六 

一中忽 -qu ニ19ニ 

-中 忽 因 -qu-y in 五21—
禿 中 孩 -tu c a i主45八 

*札阿黒荅- Ja lG da- (告）[Ja’a-の受動形]

-周 イ u 三20三
*札阿哈- Ia 1 _ha- (告）[Ja’a- の使役形]

-黒 三 - Gsan — 44三

札 安 la’a.n (告） [la の同時接合副動詞形]ニ22ニ •主 46—

札阿舌里惕 Ja3 ri_d (神告，神告毎）[J a l r i n の複数形]三39ニ；十28—

札阿舌鄰 Ja’ST hn (神告）神のお告げ。三37四；八39七 

*札卜中合-了abqa- (不見，失）失う。

- 罷 - b a 六45九 

-周 - 知 土  52三 

*札（卜)中合-;[a b q a- (失）同上。

-周 - 5u ニ34 八

札ト中罕 Jabqam (失）[Jabqa- の同時接合副動詞形]主21三 

札 八 laba (崖縫）谷。ニ13九 

札 巴 只 ；[abaji (ロ脗）ロの両はじ。

-牙(舌)児-y a r 九16十

札巴只你牙舌児 labaJi.n.iySr (脗依着）nabaBn[->IabaJi] の造格形；]六 13四 

札巴只你牙(舌)児 i a b a l i.n . i y a r (同上）[同上]六 14—

札必闌 J a b i la .n  (盤脚，盤）〇 b ila- ‘あぐらをかぐの同時接合副動詞形;！ニ1〇四; 
十29六

札ft }ad (世人）他の。一23七

札 荅 〗 ada (風雨）風雨を呼ぶ術•四35七，八，九

*札荅剌- Jada，la- (致風雨）ジャダの術を施す。

- 中 渾 -q u n 四35八

*札勒把舌里 - 如 bari- (祷告，告）祈る•

-周 ：f u 十18十 

- 梅 -m u i六16八



♦ 札勒吉- KalGi- (嚥，吞）のみこむ。ぐ■►札勒乞—〉

-阿 速 -’貼u 七37十 

- 中 忽 -q u ニ11八 

-中 灰 ， m 五 

-速 - su ニ11七 

*札 助 乞 - Jalqi- (嚥）同上。

-阿 堪 -’5d 四39三，41六 

-中 忽 宜 -q u -y i四41六 

*札勒中合-Jalqa- (接）接合する0 

-黑三 - Gsan三23九

札勒中含失黑壇 5alqam5iG-tan (擾怕的）恐るべき；面倒な，厄 介 な —-ぬ八 

札 剌 麻 ialama (ナシ）祭祀のために柳枝につける布 户 六 16七 

札 剌 為 iala’n i (年少）若い。五25六；七10ニ 

*札里舌剌- ia l i r a - (怒息）（怒りなどが）おさまる，平静になる •
-周 - iu 土45 十；主 34 ニ 

*札《舌》里舌剌- J a l i r a - (怒）同上。

- 罷 -b a 十44八

#札里舌剌兀勘-i a U r a l l - (教息） [ i a l i r a - o 使役形]

-魯阿速 _I*u*’asu ±25三

札米牙舌児 知 m .iy&r (站依着） fiam ‘駅站’の造格形]主49五 

札 木 银 5am.砧 （站毎） [Jam ‘駅站’の複数形]主50三，七，55四 

札 木 的 顔 ；fam*ad_iyan (站毎自的行） の再帰格形]主50五 

札 木 臣 〗am.u.£in (姑戸）駅夫。主49三，52八，53六 

*札你赤- 】an古-(打）打つ*

_周 -J u 十36五 

-主 為 - 】u，m 十27ニ

*札你赤黒答-知n 6 i.G d a -(被打） [ J a n £ i-の受動形]

-阿 - ，S 十27三

札 中 合 ！ aqa (衣頭，頭）襟；へり；境。十38七，八，十 

-班 - b a n 三50六 

-察 - 5a 土23 五 

-答 乞 - d ak i四47六 

-突 舌 児 -dur 土 22八 

_思 -s 四27九 

- 0  -yin 八18九 

札 (中 )合 }aqa (領）同上。

-巴 舌 児 十 36三 

札<中》合 】 aqa (頭）同上。
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- 秃 -tu — 20 九

礼小行温 Jaqa.’加 （両間，其間）あいだ；へり。九48五，七；主39ニ，三 

礼1丨1忽 描 5aqu.d (金人毎）金国の人々。主55ニ 

1レ卜忽敦；[aqu.d.un (金人的）[ > qU_ dの属格形]

札A児 必牙勒 Ja rb iy a .l(枸）積木；伽。四47六 

札 兕 沉 台 5ar£im*tai (整斉的）規律のある。ニ 6 三

札*パ■児里黑JarliG (聖旨）勅。四43十，50十；五20十，21六，25五，26三；六52—，十， 

53ニ，四；七 1五， 2 六， 3 四2,十 ， 7 八，19七，20五，21七，24五，31 

八；八 1十，4 十， 6 ニ，五， 9 ニ，十，11一 ， 13七，14， 22九，24七， 

25—，27ニ，五，29九，30六，31六，33—，34六， 38六，40四，41七，42 

ニ 五 ，47三，48三；九 2 六，五 4 ，八，6 六， 7 八，17六，21ニ，22四， 

七，24九，31ニ，三，32ニ，34ニ，三，40—，九，41七，42八，九，43—， 

三，44十，45六，九， 47—；十 6 十， 7 ニ， 8 五，10三，16九，19一， 22 

七，26 ニ，28—； ： ！117五，21七，28 七，30—， 32—，九， 33 九，42 四，47 

八，50三；盂 6 三， 7 十2， 8 十，10四，八，九，12七，16七，八，17四， 

22七，八，26九，28三， 30八，33七，36九， 37—，四，六，38九，十，39 

九，40七，42八，43—，八，十，45—，ニ，四，46八 

-吉牙[舌児]-g iy a r九36ニ 

-圖 舌 児 -t u r 主34十

札;1:•児《舌》里 黒 ；farliG (聖旨）同上。五23五；八 4 五

♦ 札(钔児里黒iarliG (聖旨）同上。 九 9 三2, 10ニ，20四，25六，26—， 五，29ニ， 32 

一，34九，35十，36五，七，37八，39七， 40ニ，45十， 49一；十 3 —，11 

三，21ニ；：1：21八，23四，33四；主52十，54五 

札 '児里吉牙舌児 JarliG.iyar (聖旨依着） [larliGの 造 格 形 ]* I4ニ，37ニ，53三 

札‘1:•児里中渾JarliG.un (聖旨的）[JarliGの属格形]九43—; 主44一，45三 

札S•児中忽 larcu (断事）訴訟；裁判。八30十，31—；十 8 五，六 

"■札£+児 *忽 剌 JarGu-la- (断，教断）裁断する。

-黒 撒 泥 - Gsan-i八31—

-禿113孩 -tuGajt 五21五

札[■♦ 折]舌列吉顔M —je-]reg*iySn (需自的行）必要。 [Jereg ‘必要’の再帰格形] 

主55四

札S'林 5 arim (半，一半）半分，半ば。三29六；* 40四 

札 ®里 馬 Jarim_a (半） [Ja rim の与位格形]六28四 

札S里 米 顔 Iarim*iySn (—半自的） [Jarim の再帰格形]:t 26五 

札古里木惕）arim.fid (—半，一半毎） [yarimの複数形]ニ4 十；五32八；六29九；八 

1五

札s■里木的顔了arim.Qd.iyan (—半自的行）[Jarim .Qdの再帰格形]十6 ニ；主40三 

•礼®魯_ Jaru■•(使，使喚）使う。
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-周 - 】 u —10 ニ 

'■禿中孩-tu G a j六52九 

*札 撒 - Jasa- (整治，整搠）整える，治める。

-阿 惕 -’纪 三 12ニ；四 8 四；五21四 

- 罷 - b a ニ4汁
-周 - ; [ u ニ25八；十；三12—; 四37八2; 五 29七， 八， 34ニ；六 8 四， 11八， 25 

ニ，28九，30八；八 2 八；九33ニ，八，41一， 三，四， 五；十 18九；土 4
九，12五；主43—，五，六，八 

_間 [ 〜周 ] - i u 四11一 

- 舌 侖 -r u n 七32ニ；十19—

-充 中 孩 -t u c a i五21三；十 5 七；主38七，41一，三，五，八 

- 由 -y u  七38—

札 撒 Jasa (整治） []asa- の 命 令 形 ]六 4 六，八，九， 6 —

札 三 5asa_n (整） [ J a s a -の同時接合副動詞形]四 8 三 

*札撒勒都-: [ a s a . l d u - (整治，相整治，共整治） [細 a - の対動形]

- 罷 - b a 六 5 六

-周 -][u ニ 7 —; 六  29—; 八 8 九

札 撒 勒 敦 la s a .id u .n  (共整治） Q a s a . l d u -の同時接合副動詞形]六 6 三 

*札撒兀勒- l a s a . ’m - (教整治） [ J a s a -の使役形]

- 罷 -b a 七32五，六 

-周 - i u 十19七；主53八 

- 中 忽 -q u 七29六

*札撒兀魯- Jasa_，m .u- (教整治）同上0 

-惶 中 渾 - d q u n 主 8 六

札 撒 黒 > s a c  (軍法，法度）きまり，軍規，節度。 五 17五， 18四；七 10八， 24六， 47 
ニ；八 9 一； 土40四；主45八 

-壇 - tan ニ 6 四

札撒(黒） ia sa[G] (法度）同上。九43五 

*札 撒 黒 刺 -】asaG.la- (法度，法度做，伝号令） きまりを作る。

-周 - ；[u ニ 17—；八 9 一 

-(舌 )侖 - r u n 十19五

*札撒黒剌勒都-} a s a c . l a . I d u - (共整治） Q a s a G .la -の対動形]

- 罷 - b a 五 17十
札 撒 勒 b s a l (法度）規律。七29八 

札 興 Jahing (底襟）奥襟。

-温 - un [} a h in gの属格形 ]八 18九 

*札兀•■知’a- (咬，啣）咬む。

- 罷 - b a 四27八
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-黒撒泥 ~Gsan-i ニ 8 —

札 兀 laA  (百）百。七18九 >

札兀惕了a，ii.d (百，百毎） fia&，(n) の複数形]三17六， 21五；四15四；六18五，/、’ 

七；七38七，八；八47五；九36三2,七 ；十23八，31五 

札 兀 敦 (百的， 百每的， 百戸的，百戸毎的）[了a，a d の属格形七19一；九 
3 0六，2 3 三，七，33八，34ニ ， 36—，45ニ ； 主 17—，46五，52三 

札 兀 納 察 了a ’i i n . a e a  (百処）[Ja，n n の奪格形]九33四 

札 兀 泥 Ja’fin .i (百行） i > ’a n 対格形]八47九 

札 兀 訥 J a ，f i n . u  (百的）D a A n の属格形]七 1 8四

札 兀 閱 Ya’ii.la .n  (百做了）Gfa’iila- ‘百にする’の同時接合副動詞形]七18九 

札兀中合速 h ’iiGa.su (山丹根）紅百合の根0 

-巴 児 - b a r ニ 6 三
札兀舌剌] ia，fira (間，其間，中間，路間）間に，間で，途中で。一28三，32九，42四， 

47九，48三，49ニ；ニ13十， 24五，36九， 37三；三16五，32六；四 1五， 

40三，42八；五 5 五， 46ニ；六40—；七 3 五，46五， 八，47五；八12七， 

33六，3 5ニ；九25三，27六；十39六， 43五；土13七，22七， 26五，49一， 

52六；主 1五，11一，12六，34三，47六，55三，58七 

札兀(S )剌 丨 a，iira (路間）同上。一 9 一 _

札 温 K Q .n  (百）百。五10—；六24三，52五；七 1 四；十21九；：！：1 8 ニ 20ニ，五； 

主47五，52六，53四 

札 牙 ：faya (命）運命。〈―iaya’互〉
-阿 舌 児 -，a r 七47十 

- 充 -t u 三18九 

札 牙 阿 Jaya’S (命）同上。

-禿 - t u — 1三；三18三；八19十；主57五 

札 牙 安 j a y a l i i (命，気運）同上。一 46八；七29九；土 4 四 

札 亦 剌 Jayila (梭了）[Jayila- の命令形]十40八 

札 亦 刺 ；fayiU- (越，躲）避ける。〈 -^ a iy ila-〉
- 周 - J u 七20七；九46ニ；主37六 

札 亦 闌 lay ila .n (探）[】ayila- の同時接合副動詞形]三10五 

*札亦剌兀魯- (教躱）[Jayi丨a- の使役形]

-黑 三 - csan 047六  

+斎亦剌- Jaiyila- (躱）<—layila-〉
-周 - ]fu 五 23 ニ 

■'速-s u 五23四

逢 討 兀 lan tay ’a (盂）盃。七 7 —，三 

掌 吉 ：[anggi (結了的）結合。

-邊[―•班]-b^n [―biln〕三 50 六
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站 ( 站 ）駅站。主49四，52七，53七，八 

者 择 （外甥）甥。<— i e ’§>
-因 - yin 六20~^

者額 （外甥）同上。

- 因 -y in — 44六，45四

者 作 （是，応許，応許声，那般者）はい， よし。 [応諾の助辞] 一22— ， 46十； 一 20 

八；三 12五；五45十；六 17五；九 9 一；十24七 

- 迭 扯 -d e £ e三 12六 

- 迭 徹 -de£e ；£ 3 2七 

-古 - ニ19 五

-因 - y i n  土 32  六 一 一
者 - ；̂ (也者，却，罷）〜だ ろ う ，〜にちがいない。 一 1 3五， 1 9八， 3 5 九2; ニ 2 2 三，2 4  

五， 2 9 九，3 7 ニ，3 9六，九， 5 1—；三 2  八， 5  九， 6  ニ  2 3 三， 4 8九， 4 9  

四4 0 五，4 5 七， 4 7七；五 1 4ニ，四，十， 2 2九，2 6 — ， 3 0 八，九；六2 6  

八， 2 8 三；七 6 九；九2 3 九2; 土 4 5 七；主 5 三， 8 八， 3 5 九 

折 ト 薛 克 > b s e g  (器械）武器。十 1 9七

者別 了ebe (器械）矢 •槍の尖端，矢じり；武器。十 8 四；主48三 

*者別 列 - 5eb e.le- (戦）鋭い尖端の武器を使って戦う。

- 古 -g ii[—-kii] 四49四，50七 

- 耶 - y e 四50八

*者 ® 古 - ^ ig ii- (当，阻当） さえぎる，阻止する。

-周 - Ifi ；£20ニ；主57六

*者惕古克迭- J e d g ii.g d e -(当，被 i t 当） [ ie d g f i-の受動形]

-周 - l i i 七45十；：£ 1 1六

者 惕 坤 郎 •!！（止当） Dedgfi- の同時接合副動詞形]；£12—

者 額 舌 児 迭 〗e’Srde (赤馬）（馬の毛色について）赤黄色の。

-因 - y i n  1 ^ 3 2  六

*者 乞 舌 児 - Jekir- (冷）冷える， こ i：える。

- 抽 -£ ii ：E25三

折 舌 児 ！er (器械）武器。十 19七

者舌児格 了 e r g e  (班列，次序，列位，列，次）仲間，一緒に。

- 迭 扯 -de£e 三12六 

- 迭 徹 -de2e 土32七 

-突 舌 児 -d f t r 八4629 

舌 児 -’红 五 12四，29九 

*者(舌)児格列-;ferge.le- (列）並ぶ，立ち並ぶ 

-克:先-g s e n 九 9 七

者 児 格 連 ] [erge-le .n (列） D erge.le- の同時接合副動詞形]一 11九
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者 穴 児 格 連 ；ferge.Ie .n (列着）[同上 ]八 46四 

•折 失 - ; fe5i- (欲図） もくろむ，望む。

-古 - g ii〇 - kii] 三 31六

者 中 Ie§i_n (想望） [j egi- の同時接合副動詞形;！三 18四，十 

折 兀 Je’fi (針）針。ニ 7 ニ

咕 連 ；fem _l e T i (做喫的）[Jem .le- ‘食糧をつくる，の同時接合副動詞形]九14四 

*沼兀都列-了 eii’3 d ii.le- (夢）夢をみる。

-罷 _ba [-—be] 五43，44ニ 

沼 兀 敦 Jeii’M i .n  (夢）夢。一43五，十，44ニ2 

-突 舌 児 - d t t r 八18七；九23七 

- 泥 顔 -n «iy§n — 43七

沼 温 了 eU’fin (左）左。 三 2 十，20八；八 1九，40ニ；九 9 四，七， 10三，29—；十 9 

四，八，39八；土18五，23八；主13八，40十，41ニ，五，七，九，52ニ 

*只 阿 - ド 卜 （告）告げる。

-惕 中 渾 - d q u n 九43六 

-周 - h 九10五 

-梅 - m u i三39三 

- 黑 三 - G sa n三39七 

-(黒 )撒 訥 -G sa n -u三39四 

- 中 忽 -q u 四41十 

-舌侖 -r u n 十 9 —

只 安 】i’an (告） [5作 -の同時接合副動詞形 ]四 50五；九19五 

*只 ト 失 額 舌 児 - ( 整 搠 ）整える，準備する。

- 抽 - 时 七 27三

*只卜失額(舌〕児- (整搠）同上。

- 抽 六 14十

只卜失 額 舌 侖 沖 每 ’目r .i i .n  (整治） [沖§“卜 の 同時接合副動詞形]土2〇九 

只 ト 失 額 舌 侖 勒 塵 (共整搠）[JibSi’dr- の対動同時接合副動詞形] 

四35六

只ト失耶舌侖 I脱 け む .iin (整治）[Jibgiyむ-く -^ ibgi$ r- > の同時接合副動詞形]八24七 

只ト失耶(舌)魯勒纏沖包y€r .f i.l£e_n (相整搠）[邱％红 -の相動 .同時接合副動詞形 ] 

四49三

*只ト秃舌剌- Jibtura- (消滅）弱る。

-主 為 者 イ u’i i H e 十45—

只 池 ：(佑 （却）更に，一層。ニ 7 四；四12ニ；四1〇七；五 7 ニ，„ 三，13八，14五，15

五，44五；六24五；八44五；九12八，13三；十は八，21四，44四；土 3 ニ

5 —，30七，38十，40五；主 2 八 

只 赤 ；[估 （却，息）同上〇九28ニ；十44八



4 4 4 元朝秘史蒙古語辞典

只 赤 中 忽 赤 ；i记iGu£i (反復）反復して，再三再四。五43四 

*只惕古兀助 -; f i d g m i - (拽）拽かせる，ひっぱらせる。 [】idgii- の使役形]

-周 - 作 七 37九

只 荅 iida (槍，槍）槍。十 4 六；主39八 

-巴 児 -M r ニ 3 九 

-班 - b a n 三 7 五 

鑕 荅 Jida (槍）同上。

-突 舌 児 -d u r六 3 六 

-禿 - t u 七35四

只 克 敦 lig d ii.n  (前拽） HigdG- ( =  〗ig t立-〉の同時接合副動詞龄]六23ニ 

*只 克 禿 - 】ig扣- ( 拽）弓丨く，拽く。

- 周 -沖 三38八；八38—

*只克禿勒都- 5ig拉 .ldii- (共拽） [lig t ii- の対動形]

- 周 - y i i九 7 四 ^

只 勒 ！ n (年）年。五17ニ，27ニ，40十；七 5 - ;八 2 三， 6 ニ，10八，24三；十14一； 

土 1ニ，10九，11九，36五，52七；主 1三，13—，七，20八，58八 

只 勒 荅 iilda (晩，夕，晚夕）晚い，日暮れ。四34九，37十；五29八；六28十；七42十; 

九49ニ，十18ニ；主38八

只 勒 都 Jildii (半截腔子）死んだ家畜から頭と一緒に心臓と肺を取り出したもの。 — 8 

八

只 羅 阿 州 〇’さ （牽胷）手網。〈- iilu’a〉八43九；土36三 

只 魯 阿 iilu ’a (害縄，牽筲，調度）同上。<— iilo’a> 三15九；S 29三 

-都 舌 里 顔 - dur- i y a n 九31七

只 中 合 臣 iiG a.gi.n  (打魚的毎） [如 a.5 i ‘漁師’の複数形 ]三 14ニ 

只 中 合 速 JiGa.su (魚）魚。ニ 7 —，三 

只 中 合 孫 ；fiGa-su.n (魚）同上。八 7 四 

*只舌児中合-;i i r c a - (快楽，快活）楽しむ•

-惕 中 渾 -d q u n 七 3 —；九26五 

-中 忽 -qu — 39四

*只舌児中合勒都-JirGa.ldu- (共快活） [Jirqa- の対動形]

-周 - ；[u 三28八

*只舌児中合兀(勒) - p r c a .’a ⑴ - ( 教快活） [Jirqa- の使役形]

_中 忽 - q u 三39五

*只舌児中合兀魯- JirGa.’m . t i - (教快活）[同上]

-牙 - ya 主4 7 ^

只 児 中 合 郎 iirGt>*iang (快活）楽しみ。一39三

只 舌児中合郎 iirca*lang (快活）同上。三39九；十 1 九

只舌児中豁阿納 Jirco’Sn .a  (六行） QirGo’a n の与位格形]三29四
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只舌児中豁安 lireo’a.n (六）六。四13六；：£ 3 —

只舌児(中)豁安JirGO’a.n (六）同上。四19五；十40五

只舌児中豁都阿舌児：firG〇.du，a r  (第六）六番目の。四17七；八29A
只 児 瓦 阿 納 Jirwa’Sn.a (六行）[Jirwa’a n の与位格形]ニ17ニ

只舌児 瓦 安 ：(irwa’a .n  (六，六箇）六。<-JirG〇’a n > 六18五；七18八，22五

只舌剌木® Jiram.ud (小魚児）小魚。ニ 7 三

只 舌 里 揑 Jirin.e (両箇行）[J i r in の与位格形]ニ1十

只 舌 里 揑 Jirin.ege (徹両箇）D ir inの奪格形]八1 四

只 舌 里 泥 Jirin.i (両箇行） [ i i r i n の対格形]ニ47四；四10四，五，19ニ

只 舌 里 訥 ；firin.u (両箇的）D ir in の属格形]

只 舌 林 Jirim (略歇息）睡眠， うたたね。十 1 八

只 舌 鄰 iirin  (両箇）ニ， 二人。 r ニ，を意味する女性形]ニ 1 八， 2 七；三15八；四 

7 三；五27五；七 1 六；八45ニ；十33七；主41九，42ニ 

只 舌 魯 格 ：firiige (心）心；心臓。三48十；七27八，28三，29四2: 十 1 八，19五 

- 邊 -ten ニ21十 

- 秃 - t t i四25八

只 速 psii (顔色，容貌）顔色。一34七 

■■額舌児-’肚 六 20—

*只 速 - : ^ ii- (黎閉）きりひらく，きりさく。

-周 - 沖 七 4 五

*只速列 - 】is^ le- (色様）色別する。

-周 - 碑 S 10—

只 孫 Jisii.n (顔色）顔色。一44六，45四 

*只兀- Ifi’Q- (趕）追う，道を行く。

-周 - ; [ u 七35五

只 兀 舌 児 Ji，fir (翅）つばさ。九 7 四 

- 秀 -t i i 八 6 九

*只兀舌列[―舌剌- ] (調）ませ•合わせる•

-周 - ; [ u 四40六

*只兀舌児篾迭- Ii’Ur m e d e— (愈甚）ひどくなる。

-梅 - ：n i i i主22六

离 勒 ：M(n)l (年）年。四3〇—；七22五 

*征古- : finggii- (讒證）讒言する，誹謗する。

-古 因 - 十 43 六

勺 ト J6b (是，正）正しい。一12九，4此 ；三50五；四12八；五 7 九；六43九；七14十； 

八41ニ，四；九 2 A; 十34六；：t：21九；24十，49七，50七 

勺（卜） J邱 （是，是的）同上。四48四；八38一；主23九 

拙（卜） }6b (正）同上。ニ18九2
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勺 ト 失 顔 i 8bSiy§.n (道是） [j8bSiye- の同時接合副動詞形]士32九；主34—

*勺ト失耶- I5b5iy§-(道是）是とする。

-額 速 - ’巨SU主 19八，49九 U
- 周 イ f i 三32五；六50八，52—；七18—，24五，48七， 49一；九28八； 一 6

ニ，47八；主 2 九，20—，50—

-主 為 -洱 ’圮 主 52四，十 

-舌 侖 - r f i n 芏52四

•勺ト失耶克迭-於 bSiyS.gde- (被道是） [J5b§iy§-の受動形]

-周 - J f i* 5 3 —

*勺ト失耶勒都-;(SbSiyS.ldfi- (共説是） H3bSiyS- の対動形]

-周 - J i i五 6 八

拙 别 願 徹 ：f5l>e’e£e (是行） f i5b の奪格形]主50七 

拙別察[―徹]了3be£a [—£e] (是上）D S b の奪格形]主21九 

勺 必 J5bi (是麽）〇a + i 疑問の助辞]主30六 

勺 不 兀 I5bfi，ii (是麽）[JSb+ ii，i i 疑問の助辞]五43—，46七 

勺 班 Joba ‘n (辛苦）[5〇ba- の同時接合副動詞形]*47—

勺 般 如 ba_n (生受）[同上 ]五 43九

• 勺 巴 - Joba- (辛苦，生受）苦しむ，心配する。〈- ；f〇bo->
—黒 撒 惕 -c s a d 十22九 

-黒 三 - Gsan九 17ニ

*勺 巴 阿 - Joba.l (教辛苦，教生受） [I〇ba- の他動詞形]

-木 - m u 五13三 

- 中 忽 -q u 八18八

勺 巴 安 5〇ba.’a .n  (生受着）0 b a.，豆-の同時接合副動詞形]十1此  

*勺孛- }〇bo- (生受，辛苦）苦しむ，心配する。<—J〇ba->
-周 -了 u 五20六 

-梅 - m ui 五36—

- 中 忽 -q u 七31三

*勺 孛 阿 - (生受，教辛苦） [Jobo- の他動詞形]

-周 - l u 六40七 

-牙 - 沖 主 4 7 -

勺 孛 安 J o b d . n  (教生受，教辛苦） [J〇b〇♦，肸の同時接合副動詞形 ]六 40三；主47三 

*勺孛勒都-: f〇b〇_ldu- (共転苦，共生受，辛苦）[J〇t)〇 -の対動形]

-梅 - m u i十 7 五 

-黑 撒 的 - csad -i九30八 

-舌 侖 -ru n  1 2 6 ニ

勺 孛 郎 I〇bo*lang (生受）苦しみ。主49ニ 

*拙 額 - IS’§ -(置）得る，獲得する，
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-埃 - ’ぬ 〇 -’印 芏 35五 

先 - g s e n 九33六

-克薛額舌里顔-gse’目r-iyan[->.iy§n] 九29七 

-克薛你耶舌里顔-gsen-iy6r-iyan[—~iyさn] 九 7 六 

*拙額兀勒- i 5’い’加 -(教搬運） [J6’e- の使役形]

- 古 耶 -giU-e [—kiii-e] 主55西 

*勺 乞 - 5〇ki- (宜，合:g ) 合う，適する。

- 梅 -m u i八21八

-中 忽 由 -quyu[—qi4 - ii] 五44三；七13七 

-中 灰 - q u j五22四；主49九 

-恢[->中 灰 ]-kui(—-qui) 七10—

-由 -y u 六 3 五，六

•勺乞勒都-I〇ki*ldn- (相和，商和）[〗oki- の対動形]

••周-了u 四30四 

-牙 - y i 四10七，九，19一 

*勺勒中合-5〇lG a -(遇）遇う。〈―3〇luGa->
-巴 ba — 42五 

-周 - : fu — 9 ニ；ニ29—

- 主 為 - 】u’m 五23七

*勺勒中合勒都-河Ga.Idu- (相遇）[y〇lGa- の対動形]

- 罷 者 - baづe 八35三

勺 里 阿 如 作 （替身）身がわり。芏21七，22四 

*勺魯中合-}〇IuG a-(遇）〈―》*I〇lGa->
_周 —• 8 四，34六

*勺魯(中》合 - } oluGa- (遇）同上。

-周 - ; fu — 47 十

*勺魯中合勒都-JoIuGa'ldu- (相遇，共遇）[JoIuGa- の対動形]

- 罷 者 - ba~：f e 六27三 

- 周 - J u 三16六

*勺魯中合(勒)都- 5〇luGa.ldi卜 （相遇）同上0 

-罷-わ&ニ23八

勺 斡 連 I6’51en (柔弱）やわらかい；軟弱な。七10八 

*勺 黑 撒 - I〇Gsa- (歇息）休む，止む。

-周 - 〗u 七16六

*卓 扣 （肉背）背中の部分。ニ 3 九 

♦ 勺舌里-Jori- (指）目指す。

- 罷 -b a 八18五

- 周 -Ju — 42 八；：!： 8 ニ，12ニ，35十，36ニ；主 4 九， 5 六



-黒 三 - c s a n 九 1 九 

-黑三突舌児-Gsan-d u r 主 3 十 

*勺(舌>里 - 扣 ri- (指）同上。

_惕 中 渾 - d q u n 主 5 —

*勺 舌 里 兀 す J〇r i，’m - (指，教指）[jori_ の使役形]

- 罷 - b a 三20四 

- 周 - ; f u 九 1五

勺 舌 里 纒 56r i.c e .n  (交惨）n 5ri£e- ‘人りまじる， 交叉する，の同時接合副動詞形] 

主38ニ

勺 舌 鄰 i〇r i-n  (指着） の同時接合副動詞形]三:1〇三，24十，25四；四36五，七， 

八，九

拙舌児中合勒答-JorGa，lda- (柴打） うち合う， なぐり合う [J〇rGa~ の対動形]

- 牙 - y a 主30三

莊 和 ng (先兆）きざし，前兆；予惑。八41ニ 

*荘 列 - 和 n g -le- (先兆） きざす；予感がする，予測する•

-周 - ] f i i 八40八

*主 ト 赤 - ( 安 来 ，続，接）つなぐ，接続する。

- 克 先 - g s e n 九 4 ニ，三 

-周 - 邛 六 41十 

-牙 - ya [―-が ]芏 30四  

*諸 額 -了 ii’e- (置来）O が’e- > 得る，獲得する。

-(克)先 gsen ニ34—

主 不 児 lubur (川）森林，平原林。一37八，39ニ 

主 額 揑 诉 ’知 ザ （冷行） [iti’§n ‘寒冷（な)’の与位 格 形 ]十 1 七 

竹 克 Jttg (処，各，各処，住）方角，方向。ニ44五， 47五；三32八， 47八， 49八2;四  

37三；五10三，19九2, 27三；六 14七，25三， 28—；七 1ニ う 八 5 ニ2;九  

46—2; 十 38九；主18五2, 21—2, 26三3, 47八，48三，49三，53ニ，55七2, 

57五

-突 舌 児 - 4 i i r 主26三 

竹 (克） Ittg (班）同上。三38五 

竹 格 徹 扣 g e’e5e (各処行）[河g の奪格形]主 48三 

竹 昆 评 g .iin  (各処的） [J i i g の属格形]主 47八，49三，53ニ 

竹 宽 ( 正 ）正しい方向。

-途 舌 児 - t f i r 主 4 ニ 

-途(舌)児 - t i i r 芏29ニ

•竹克列兀助-ロ g .l e .m- (教正）方向づける[ifig-le- ‘一 定 の 方 向 に 向 ぐ の 他 動 •使

役形]

-周 -I f i 八29十

4 4 8 元朝秘史蒙古語辞典
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主 格 黎 托 geli (以竿懸肉祭天）祭祀場。

•突[児 ] - dttr —25十 

- 迭 扯 -de£e — 26五

•主 格 舌 児 -Jiiger- (詛）のろう；そしる。

-81 速 - ’ 主24 四

主 格 舌 児 堅 诉 g e r .g e .n  (詛）[J% e r- の使役形]主 24五 

*主格舌魯- i i ig e r .fi- (姐）〈— Jiiger-〉
-惕中渾[―坤]-dqun[—>kiin] 主24四 

主 札 阿 納 ：[uJaSn .a (厚行 ） Hu J a in  ‘厚い’の与位格形]七37五 

主 乞 耶 舌 児 ； (正依着） の造格形] 九30ニ 

主 勒 都 抑 dii (領功）一番の手柄。[i i l d t iの 転 意 ]九 14九，15三，16—

主 訥 Jun.u (夏的） [Jun ‘夏’の属格形 ]ニ 17ニ 

*主 中 合 -;[uqa- (対付）もくろむ，はかる。

- 主 兀 - 六35五

主 中 忽 侖 J u q u lw n  (抽） Duqul- ‘引抜く’の同時接合副動詞形]九13六，14ニ 

•主中忽魯- JuGuhi- (柚）弓丨抜く。

-黒 三 - Gsan九15七 

主 中 忽 思 ；[uqus (急忙）急いで。一 36三

主 舌 魯 格 印 rtige (心）心臓。四 2 十；六 40三，42七，48十；芏 2 十 

- 邊 -bSn 八14十，15ニ，20ニ 

主 舌 魯 格 泥 邛 r iig en .i (心行）[Kir% e (n) の対格形]主 35八 

主 舌 魯 格 揑 徹 5iir iig en .e5e (心行） [代rt ig e ( n )の奪格形]:?：25ニ 

主舌魯堅 liir iigen (心）〈->}iir iige> 土24九 

*主 撒 - Jusa- (住夏，過夏）夏を過ごす。

- 周 イ u 六27八；：1：43三，52六；芏 7 五 

主 撒 郎 yusalang (過夏処）夏営地，避暑地。土43三 

主 撒 黑 JusaG (—歳）三才の羊•山羊類。主52六，53四 

*主薛舌列-: fiisere- (霖雨下）雨が降り続く。

-恢 突 舌 児 - ktii-d i i r 八37四 

*主速舌里惕- Jusurid- (諂侫）へつらう， こびる。

- 抽 - 五 31—

主 速 舌 里 敦 lu s u r id w n  (諂侫）[Jusurid- の同時接合副動詞形]六38九 

主 亦 列 Jtiy ibe (―路）それぞれ。[；f i i y i lの与位格形 ]六 2 —2 

諄 Jim  (夏）夏。

- 納 -n i l三29七；七没五 

准 荅 兀 勒 Junda’i i l (乾糞）馬の乾いた糞。六 17三
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k

客 ke (特件）（何かある） もの。五 18八；：t l 5ニ， 16三 

- 邊 -b目n 六 1 四

*客ト迭- keMe- (臥）横たわる，臥す。〈―kebte->
- 罷 -ba[->-be] ニ 17十 

-周 - 河 ニ 17九 

-恢 突 児 kfii-d i i r ニ 4 五 

客 ト 迭 石 keb4 e .s i (窩巣）ねぐら。

-顔 - y^ n [一 片  n ] ニ 12—

客ト迭兀助 keb^ e .f i l (宿衛）| | ^ 。<y lc e b te*’31> 主36四 

•客ト帖- kebte- (臥，睡）横たわる。<-»keb4e-» gebte->
-額(思） ： ⑷ 三 14一 

， 速 - Ystt ニ 17八；七16ニ 

_古 你 顔 如 [— iy^ n] 七20五 

- 周 イ t t ニ18八；七21六；十 1 三 

- 究 胲 - tf ig a i [->g ej] 主42六 

*客(ト)帖- kebte- (臥）同上。

-周 -了 i i 四 3 三；十 1 四

客 （卜 )帖 kebte (臥着）[kebte- の命令形 ]ニ 19ニ，七 

•客ト帖兀勒- k eb te*’5卜 （教臥） [kebte- の使役形]

- 周 - 拉 七 20九；八29ニ，三；九43八

客ト帖 兀 勒 fcebte.’3 1 (宿衛）宿直兵，当直兵，当番兵。 七18十， 20八，21六， 八；九 

31九，36三，39九，46三，47三2，四，六，七，八，48七，八，九，49—; 

十 1 四；ハ，九， 2 一，= ，五 #ハ 2， 4 ハ，八，九，十，5 ~■，六，6 —, 

九， 9 六；主14五；37七，八，九，十，38ニ，十，39三，六，七，九，十，

40ニ，四，六，42四2

-突 舌 児 - d i i r 七21—；九36四，48—； 土38四 

-突 (舌)児-d i i r 九46六 

- 魯 -m 十 7 三

- 魯 額 - m’S 九48ニ；：1：38五，七

客 ト帖兀勒速 k eb te.’fi丨.sfl (宿衛）宿直兵。[ = fcebte.，f l l の集合名詞]

- 宪 -t f i 九31四

客 ト 帖 兀 列 k ebte.’m .e  (宿衛行）[k ebte.’f l l の与位格形]七20七；九46四；：1：37五， 

38九

客卜帖兀《舌》列 keb te.’fll.e (宿衛行）[同上 ]九 46ニ，三49

客 ト 帖 兀 列 徹 k etb e.’fil.W e (宿衛行） [fcebte.’f i l の奪格形 ]九 48三， 四； 十 5 ニ，



四，五，八，九， 8 六，四，九；* 38—，40四，42六 

客 ト 帖 兀 里 k eb te.’f ll.i (宿衛行） [k ebte.’f l l の対格形]九 36六；十 6 十 

客 ト 帖 兀 侖 k eb e.’fll.iin  (宿衛的）[kebte.，f l l の属格形]九 84五，六，49ニ；十 5 七， 

7 ニ；主38八，39—2, ニ 2, 四 ，六，40七 

客ト帖兀《舌》侖 k eb te.’fll.fin (宿衛的）[同上 ]九 48四，六 

*客別里兀勒- k eb eli.’fil- (歪）[kebeli- ‘傾く’の使役形]

- 周 - K i六12六

客別里兀《舌》侖 k eb eli.fll.iin (斜）[kebeli.’fll- の同時接合副動詞形]

六 1 九

客 扯 兀 ke6e’S (剛）剛い。〈->kegeiJ’ii> 十25十 

客 扯 温 ke£ e’f l， n (剛硬）同上。[ke£e’f i の複教形]:£17十 

客潮兀 (剛）〈->ke£e’fl>
-別 舌 里 顔 - ber-iy§n [-»-iy^ n] 主 23—

客 惕 ked (誰毎，誰） [k e n の 複 数形 ]六 3 三， 5 四；七34五 

-別 舌 児 - b«  ；£21九  

客 (®) ked (護[-► 誰]毎）[同上 ]四 34四

客 堆 kedfi.j (幾，幾多，幾些） どれだけ(の)。四41七；九11九，33六 

- 者 - le  六 35 ニ 

- 宜 -y i ニ33六

客 敦 kedfi.n (幾多） どれだけ(の)。八33六 [k e d f i iの複数形]

*客- 肚 - (説）（〜と ）言う，話す。く—k e’巨-〉
-額 惕 -，6d — 37八，47三，48— ，49六；ニ 3 三，9 五，19ニ，八，21三，29四，30 

八，35— ，37ニ，43ニ；三21— ；五16— ，31八，49 三；六 8 ニ 17六，40 

七；七29十，32— ，四；八22七；十35十；主50六 

， 速 - ，私ji 一 48十；ニ 8ニ 25— ， 28五；四50四；五 4 三，13四，25八；六16六， 

20— ，ニ，23六，35七，九；七 5七， 34五；八15三，21六，22四，36八； 

九28七；十39十，40— ；主22九，56九 

_ 古 - ニ 11七 

-周 - — 12—

-主 兀 イ 0, 3  —  8 七， 9 七；ニ 4 八 

-恢 突 舌 児 - kfli-d i i r 四 9 五

*客 題 - ke，巨-(説） （〜と ）言う，話す； （〜と ）思う。く—k5-> 一
-罷 -ba 卜 -be] _ 1 3 七，1 9九，2 0九，2 1 九，2 2十，4 6十；ニ 1 9五，2 0 八，2 3ヒ， 

28五，六，30六，32 四，34ニ，3 5六， 4 0五，4 6 八，47— ；三 1五， 3 — ，

5 —  12七，十，30三，31二 八 ，39五，七，40ニ，46四，六，九，十， 

47一，四，九，48九，49ニ，三，七；四9 九， 16 一，23三，26十，39六，
41三 七 ，42— ，43— ，46五，4 7七，4 8三，四， 4 9五，5 0ニ；五  6  七， 7  

- — k  2 3 三，五，2 6 ニ，六，3 1ニ，3 5 - ,  5 0十；六 7  七，十，1 1六，1 2
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九，14八，17四，七，42四，49七，50八， 51十；七15九，17—， 19九，28 

九，37—；八32ニ；九 2 四，十，3 —，15四，十，17八，19ニ，24—，五， 

29七，30五，35—，36四，十，38六，八，九，39—，44一， 47七，48ニ；

十 4 ニ， 5 三，六，九，十， 6 三，十，8 六，九，十， 9 三，五，六，八， 

30十，38—，39四，43八，44十；：1：8 九，17—，22四，23四，27四，29七， 

八，30— ，31ニ，十，32ニ，三；主 2 ニ，27 四，32十， 36ニ， 42三，46 三 

57十

- 罷 者 - ba[—-be]-Je 八 46 ニ 

• •別 - be —*21五；ニ33 七 

-別 速 - 十 23十

- 畢 —bi —14五；ニ 8 七，42九，45ニ，四，六，46九；五22十 

- 提 坤 -d k ttn 十 2 九，十；土28七

- 額 银 巨 d ニ 3 八，10四，30—；三19六；四 7 七，12ニ，九，19七，20八，28四， 

40八；五 3 ニ；六52三；十37八， 40八；土22三，30四， 31—; 芏24九，43 

十
-額 速 -，§s i i 九 8 八， 9 一，22四，26—，三；土47四；主 2 八， 4 八， 22六，32 

八，52九

- 克 敦 -g d t in 十 2 七，八

-克 先 - g s e n 四49十；五50七

'"克先突舌児-gsen-d U r四50—；九 1六

•■克先突(舌)児-gsen-d i i r 九 1六

-古 - g ti[—-kii] 四42六，43 ニ；六38四，39—，41八*，42—；七 6 六；土47 五； 

主35—

"■ 周 一  4 五，8 八，11十，15六，八，26四，33九，38ニ，43十，45九，48九， 

ニ 1六， 2 — ，十，8 六， 9 十，12六，15六，八，十，17八，22三，23八， 

25七，28七，32五，33九，39九，41十；三 4 四，16三，21四，46四，50七； 

四 1十，4 九，11ニ，13五，22五，25六， 34十，48ニ；五 6 — ，四，六，

7 三，15五，26ニ，33十，36七，37—，40七， 41八，46十， 47—，48十； 

六 2 四，七， 5 ニ， 6 五，12ニ，14五，15— ，20三， 23七，24ニ，29五， 

30六，31五，九，34 四，35三，六，十，36—，ニ，37五，39三，40九， 46 

四，48 五；七 2 ~~■, 6 八， 8 ~ •， 9 ニ，14—■，八，十，25 四，27七，31四， 

34八，35十，37三，39三，42九，44四，五，46七， 48五；八15八，47九； 

九12十，27九，34十，43八；十 4 —， 7 九，13三， 21七，23—， 30九，31 

ニ，三，33八，34六，十，38八，41四， 44三；土 1 八，16—， 九，19一， 

26九，35五，七，36四，37六，42五， 43五；盂 3 三， 4 四， 5 ニ，五，18 

ニ，20三，24四，30六，36—，49十，50ニ，八 

- 主 兀 — 42九， 43—；ニ 1 四， 2 三；五20三；七35八；八12六；九28六； 

十34八；主30—



-主為 - Jfi’f i i 五30十：40十，41ニ，三，六，44一，四，九， 48三， 六， 49三， 

九；六 3 八， 4 五，六， 8 ニ；七 6 九， 7 ニ， 11七，12三，五， 13八，34 

四，七，38十，39五，九，十，46ニ， 48六；八18ニ， 29五；十 8—; 主 4
五，30三，五 

- f t -kfii 十 7 十 

令 突 舌 児 - kGトd f ir八27十 

- 恢 魯 額 - kiii-lii’e 九13九 

•中 灰 卜 恢 ]魯 額 -qu[-トkiii]-m，§十40五；主22八 

- 坤 -kfin 芏 3 —，32八 

- 列 埃 - le’M [—’每 ]六 35五2;九 28九；土35十 

-列 額 - le$ 三 2 三；七10六；八41四 

- 魯 額 - lil’§ 八 5 —； 土35ニ；主 3 五

-木 -mii ニ 23五，33六；六 4 7 七；十 28ニ，三；土21五， 22 四， 29 八， 31

ニ，32三

-木 者 -mii〜Je 土31五

-梅 - m iii四12五；五44八；六 4 十；七26四；土28—，47六 

• '梅者-miiiづe 十 7 三 

—舌 侖 -riin 土22六 

- 耶 -ŷ 五 6 七

*客額克迭- ke，§.gde- (被説）[ke’6 - の受動形]

-額 惕 - 如 主 30七 

^ 速 - ’asii 土31三 

-古 - 的 [-—kii] 四26—；十44六

-周 - Jii 四10八，19 ニ，20五；六 2 五，24九，36ニ；七10十；九13—，21十； 

十24六，27八，28四，34四；主 3六 

卞 -kiii ニ 2 十 

- 坤 -k iin 九28六 

- 魯 額 - 土 22九；主23六 

■'木-m ii主34四，五

-梅 -miii 三 20十；五 4 五；七11—，14一 ， 23 九，23十，27ニ；士 5 八；主18

ニ，26六

- 兀 者 - ’f i je六37三 

- 宜 者 - y H fe七 7 —

_由 -y i iニ29十；七38十，39六 

客額克迭惕ke，0.gde.d (被説的）[ > ’6*gde- の断定形]七35七 

客 額 類 ke’§.gde*n (被説）[ke，卜g d e の同時接合副動詞麻]三31四 

額 勒 都 -k e lld i i- (共説，相説）[ke’b の対動形]

- 罷 -ba[ + be] ニ19五， 20十；三23四， 26—；四31八；五15ニ， 20ニ， 36
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八，37四，47四，48ニ；六 5 七，九 *十；七32四 

速 - ’S s f i七15四，23四

先 - g s e n ニ39五2,八 ；三 1 九， 26四；五 9 七，11九，36十；六27五，六 

-(克 )先 -g s e n 三26十 

薛 泥 -gsen-i 四31八 

-克 薛 訥 -gsen-f i 六26九

-周 - ; f i iニ 6 十，24五，六， 4 9 - ;三 27九，28七， 29七；四 6 八，33—; 五

5 ニ，20八，45三；主29四 

-主 為 - Jii’i l i 七15六，23三 

， -k<U 五 9 七，36九，37—

-恢 突 児 - kiii-diir ニ 20 三 

-中灰[―恢]突児-q u i[—-ktii]-d fir ニ19 三

-列 埃 - le，Si〇,6i ] 三12五，七，26五；四20五；五16—, 49ニ；六21十，22

四，七

_舌 命 -r i i n 八17—

-耶 -パ 土 29五 ，十 

*客額(助)都-ke，6.ldii- (共説）[同上]

- 額 惕 砧 四 35十 

-周 -][ii - 2 2  三；ニ 20 八

客 額 勒 敦 ke’S-ld ii.n (相説，説）[ke’巨•l<m- の同時接合副動詞形]ニ46五；四33十 

_*客額兀魯- ke’t ’fll.ii- (被説）[ke’S- の使役形]

- 堪 坤 -d k iin 六37四

I I 振 - ’§d 十 6 十 ^
客 延 k e y b n  (麼道）[ke’6 - の同時接合副動詞形] 一 6 四， 9 四，11三，12八，15ニ， 

18三，四，八，十，22九，23七，24六，33五> 35十，40十， 42三，十；ニ 

3 九，12六2, 13六， 14-, 1 5 - , 18六，十，21ニ2, 23五， 30七， 33八2，

37一，38 ニ，39—，六，七，十，41八，44 五，七， 48 九，49 十， 51—>> 一

1六，九， 2 ニ， 3 十， 5 三2, 7 七， 8 ニ，七， 9 四，10四，五，12八，

14三，15五，17八，18四，十，20五，27七， 30九， 31—， 38五2， 39—， 

ニ，44五，45五，49五，六，50ニ；四 1三， 3 八， 4 —， 6 五，六，7 四， 

10九，11四，12七，15ニ，三，17五，A ，18五，19五，22八，23—，24九， 

31三，34ニ，三，四，37八，42三，十，43九， 45三，四，七，十，46四， 

50九2; 五 1十， 2 四，十， 3 —，十， 4 一，ニ，七，九， 5 八， 6 六， 7 

四，九，12ニ，17十，18七，19四，九，20—，21六，25五， 26—，29八， 

九，31六，37九，38七，十，39四，43ニ，四，45八，十， 46—，七，九， 

47十，49三，八，50十；六 3 三，四， 5 四， 6 ニ，11八， 15十， 16八，19 

九，21三，24十，25ニ，九，26八，27三，29—，33九， 34—, 八， 35四， 

38三，九，39八，40六，41四，九，45ニ，八2, 46四，六，七，48ニ，六，
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51七，八，52ニ，十，53四；七 3 三， 十， 6 九， 7 三，六， 9 八， 11四， 

五，15七，16三，19七，21七，24四，六，十，25—， 28四，31八， 33五， 

35四，36三，37五，42三，46ニ，四，八，47—，ニ，六，58—，49一，ニ； 

八 5 ニ， 8 六， 9 十，10七，11一，13五，十， 14三，15九，17五， 八，21 

一，22五，七，九，24十，27八，28— ，29九，30六，九，31六，十，34六，

35四，37五，38五，40—，三，41六，42ニ， 五，47三， 48ニ；九 2 六， 4 

五，八， 6 六， 7 八， 9 三，10ニ，五，11八，17六，20四， 21ニ， 22七， 

23四，24九，25六，26五，28八，29ニ，31十，34—，八，36五，七，37七， 

39七，40ニ，41六，42七，43三，四， 45六，46十， 49一；十 3 —， 7 ニ， 

10— ，三，11ニ，三，12九，13四，16—，九，18六，19一，21ニ，三，六， 

22八，23九，24七，26ニ， 27四，28六， 44七；： 九， 6 —，三， 8 三，

9 九， 12—，三，六，九，13五，九，15四，16四，17五，18三，四，20四， 

六，21七，27— ，28七，31四，32八，33八，35十，38ニ，40四，41七，九， 

42三，45九，47六；主 1三， 3 七， 十， 4 三， 5 六， 7 九， 8 ニ， 十，1〇 

七2, 九 ， 11ニ，七，12六，七， 16六，八，17三，18六，19七，十，21八， 

九，22—，五，七，26八，28三，29六，30九，34—，37三，六，38九，十， 

39九，40七，42七，43—，45七，十，46七，49七，52十，54五，57六 

客 額 里 ke，eli (肚，肚皮）腹，おなか，一13ニ；三37八，43七；六36十；七27五 

- 邊 -b目n —37四 

- 迭 徹 -de6e 土24十，25四 

-突 児 - dttr — 13 ニ 

-突 舌 児 -d i i r 四41七 

_額 扯 -’e£e — 14 ニ 

-台 - t a i[—-t e i] —22 八，23 六，40 六 

客 額 児 k eS r (野）草原，曠野。一37四 

客 額 舌 児 ke，红 （曠野）同上。七38四

客 額 舌 列 ke’§r*e (野地行，野甸， 野匍行， 野外） [ke’S r の与位格形] 一47九；ニ29 

七；三 5 九， 6 ニ，13七； 五13六；八35六；主33七 

客 額 哲 列 徹 ke’h .e S e  (自野甸裏） [k e S r の奪格形]八 35九

客 額 舌 侖 ke，gr.tin (曠野，曠野的，野外的） [ke，む の 属 格 形 ]三 43六；六36十；兰：33 

七，十，35十

客 格 速 kegesii (寃簪） うらみ。一48ニ 

*客 格 速 列 - k eg esii.le- (陰害）ひそかにうらむ。

-古 - 主  56 九，57—

客 古 里 顔 k eg m ‘iy a n (—-ySn) (蠓摯）前髪，額髪。一37三 

客 只 額 keji冶 （幾遠） ど れ ほ ど （距離に関して）。ニ45三 

客 客 keke (胞號）羊水。三37九 

大 客 孫 kekesii.n (車轄） 車 の -。主54四



4 5 6 元朝秘史蒙古語辞典

客 勒 別 思 kelbes (翻着）傾いて。土35十 

*客 勒 乞 - kelki- (直連）連らなる，連続する。

- 帖 列 - t e l e 七38五

客 助 帖 該 keltegai[—" g e i ] (半）傾いた； くずれた。六 1 9 三

客 列 kele (話，舌，説）舌；言葉；情報。四31十2, 32—, ニ， 34ニ2， 三，四；六 5 

一，ニ， 7 六；七26三，四，42三；八15九 

- 邊 -b§n 四50四；五49ニ 

-額 舌 児 -’む 五 37九；六22七 

-額 舌 魯 目 r-f i 六22八 

- 延 -ySn 土29八

客 連 kele*n (言語，話）同上。三 2 八， 9 十， 14三， 四，31六；四 4 三，四，11四， 

五，12七2, 18七；五48三， 49七， 八；六 1 四；七15ニ， 31八， 九；八1ひ 

五，35五；土43七；主21三 

-突 舌 児 - d i i r 七15三；十24九 

客 速 [ ― 連 ] len] (言語）同上。九48四 

*客 列 - kele- (説来）話す。

- 魯 額 - Ifi’e ニ 23 ニ

*客 列 勒 都 -k e le . ld i i -(共説） [ k e l e -の対動形]

-恢 宜 -kti卜y i —11四 

- 梅 -m m  — 12 八

*客 列 赤 列 - k e le d ile- (通話）知らせる，話しを通す。

-周 - 作 九 46七

客列列 k ele-le (説）[k ele.le- の 命 令 形 ]ニ 21ニ，23八；土22四，六，31ニ 

*客 列 列 - k ele.le- (説）話す。

- 惕 坤 -d k iin 九25四，五 

-克 薛 泥 -gsen-i ニ40—

-克 先 - g s e n 三31六 

-古 - gU [―- k i i ] 十 27 五
-周 - 作 三 1 ニ， 4 九；四12九，13三；七21ニ， 26五；八21四；九48—；主38

四

-恢 突 舌 児 - k ii i- d iir五48六 

-舌 命 - r i i n 五 3 五

客 列 連 k e le .le .n  (説） [ k e l e . l e -の同時接合副動詞形] 一38四；四48ニ；九19七；十 

26—；芏12七

*客列列克迭- k e le.Ie.gde- (被説）[k e le.le- の受動形]

-周 - ；[ii 十 24 七；：£50 七

*客 列 列 勒 都 -k e le.l e .ldii- (共説，教説）[k ele.le- の対動形]

- 该 坤 -d k iin 主 2 —
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- 秀 該 - tf ig a i [-*g e i] 主38五 

*本列列(勒 )都 -k e le.Ie.Wii- (説話共）[同上]

-周 -:[fi - 2 2  五
'年列列勒敦kele.le.ldiin (説話） [kele.le.ldfi- の同時接合副動詞形]六 49六，八 

*客列列兀勒- k e le.le.’fil- (教説） [kele.le- の使役形]九 48ニ 

本 列 田 kele ， ten (舌有的，言語毎有的， 言語有的毎， 言語有的）舌 .言葉 .情報をも  

つ （複数形)。七33九；九47十；十33—，35四 

'名 列 秃 kele’tfi (話有的， 舌有的， 有語有的）舌 .言 葉 .情 報 を も つ 。五40六，43—,

荠 列 圖 k ele-tfl (言語有的）同上。主38三 

fceli (幾時）いつ。六41七，九；八15三 

荠 木 ！ :em (限）限り，制限。八 8 四 

客木格舌里慍kem gerid (教碎了）七1〇—

客木客S 魯 kemkerfi (破砕）副詞的状態言の一つ。 砕細的動作の際に用いられる。く— 

砍客舌魯〉七 9 八

*客 木 列 -kem ‘le- (限）限る，制限する。〈-»弇列 -,坎列 -〉

-周 - l i i 八 8 六

客 木 田 k em .ten (限有的）限りのある。八 8 七 

客 廉 徹 kem .e£e (限行） [k e m の奪格形]主 54三 

客米耶(舌 )児 kem .iySr (限依着）[k e m の造格形]九 33七

客 担 ken .e (任誰，誰行，任誰行，怎生） [ken ‘誰’の与位格形]一 14四， 五；ニ 9 

十， 12五；三 18八， 19六；四24九；五43十；六37四， 38十；七 4 一；十37 

—，三；：£21ニ，三，26 七，八

客 揑 徹 k en .e2e (誰行） [k e n の奪格形 ]八28ニ，三 

客 泥 k en .i (誰行） [k e n の対格形]:1：21四；主32五

客 肭 k e n . i i  (誰的） [ k e n  © 属 格 形 ] — I 2八；五36— ， 49ニ；六38七；八12五；主23 

七，八，31七 

-埃 - ’ a 至[一-，e i ] — 18三 

- 延 -ydn ;£42 ニ

客 児 k e r  (怎生） どのように；いかに。 一37五，七；ニ 3 九， 8 五， 9 四， 12六， 15 

五，十，20五，24十

客《児 ker (怎生，怎做，怎）同上。 三 4ニ， 2 1 - , 39四， 50五；四 7 三， 9 五， 18 

八；五 5 十， 6 五， 7 三， 13四，15—，19四， 44ニ，七， 46六；六51三， 

七；七11六，15四，16十， 23四；八13八，31八，34ニ；九 7ニ， 15五；25 

—，27 八，49三；十 7 三，24 四，27 七，37七，38—；；1：6 - ，20 四，22 七， 

30八，31四，35九；*  5四，29九，47八，56九 

-別舌児 - b e r 四42ニ

客 児 ker (怎生，怎）同上。三 4 四；九28五；；！：22十



*客 舌 列 - to r e- (闘）争う，闘う。

-周 - J f i七27四

*客舌列勒都 -k ere.ldii- (閉殴，閫殴）争い， 闘い合う。 [kere- の対動形 ]<-*gere- 
ldu->
速 - ’红 九 45五；主46七

客 舌 列 克 kereg (所用）必 要 （なもの•こと）。主55四 

- 充 - t ii 主 5 —

客舌列(克） k ereg (用）ニ14一 同 上 。

客 舌 列 吉 顔 k e r e g .iy a n [-»iygn] (用自的） [k e r e g の再帰格形]三 16ニ 

客 舌 列 勒 k e r e•丨（闘）争い，闘い。七27四 

客 舌 列 門 kerem fi.i l (青鼠）栗鼠。一 6 —；六44三 

客舌列兀舌里 kere .’f ir. i (闘殴的行）[kere’flr ‘闘争，の対格形]五 21四 

客 舌 里 額 keri’6 (老 © ) 鴉。三47六；八12十；九 3 十 ぐ ■►k eire’B〉
11■客薛- kese- (戒）懲りて用心する。

-惙 坤 -dktin — 33七

*客 薛 額 - k e se_’§ -(懲戒） [kese-の他動.使役够]

-周 - 沖 八 30七

*客薛額克迭- k e se.S .gde- (懲戒） [k ese.’S- の受動形]

-古 -8辽 [~+-尬 ]主 45九

客 石 格 撤 k eS ig L e£e (分子内） [ke§ig ‘賜物，供物；恩賜；福’の 奪 格 形 ]ニ 2 ニ 

客 失 克 keSig② （班，直班， 直， 宿衛）当番，宿 直 （昼間の)。七20七，21四；九33五， 

34五，37—，ニ2，三，四，五，六，40十，41ニ，三，五，七2, 九 ，十，42 

一，三，五，43ニ，45九，十，46九2，47四；；40八，九， 41ニ2, 四 ，六， 

七，八，九，十，42—2，三，四，九2, 十 ，43四，六，七， 44一，三，五， 

九，45—，三 

-圖 舌 児 - t f i r 主42十 

-圖 (舌 )児 - t t i r 九37—，42九

*客 失 克 列 - ( 輪 班 ）当番.宿直にする，当番になる。

-克 薛 惕 -g s e d 九41八 

-克 先 - g s e n 主44八

客 失 克 連 ke5ig *l e ， n (輪直）[ke5i g *le- の同時接合副動詞形]七20十 

客 失 克 帖 揑 ke& _ te n *e (宿衛的毎行，護衛行） [fcegig.t e n の与位格形 ]九 42九；主 

45ニ，四

客 失 克 帖 泥 t：e5i g .te n ， i (護衛的行，護衛的毎行，護衛行，班有的行） [k e S ig .te nの対 

格 形 ]九 40—，41 一2, ニ 2, 三 ，四，五2,九 ，43五，九；十 3 七，九，十； 

主14六，15三，44八

客 失 克 帖 訥 k e g ip te n .ii (護衛的）[fc e S ig .te nの属格形]芏 37—，46五 

客 失 克 田 fceSig.ten (宿衛的，護衛， 護衛毎， 護衛的毎， 護衛毎的， 输班， 扈衛）缉
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番.宿直に当る者達。七 2 九，18十，1M ，2〇六，21九； 九31八，32—, 

三，39十，43ニ；十 9 八；主45三，46四，47七 

-突 ® 児 - dfii•主 46六

-突(舌〕児 - d w 九45三 

- 秃 -t t i 九31四

客 失 克 秀 keSig .tfi (護衛有的， 扈衛有的，班有的）当番•宿直に当った。 九41十，42 

ニ，五，45—; 主43 十，44ニ 

-突 (舌 )児 -d f i r 九45五 

- 宜 - y i 九42—; 主45六 

-因 - y i n 九45三

客 失 昆 keSig.iin (班的）[ke% の属格形]九 41八，42四；主40八，44四 

客 失 兀 掲 ke5i，ad (班毎）[k e S ig の複数形]主 41九，42ニ

客 失 兀 敦 keSi’fld.tin (護衛的毎， 班毎的， 班的毎， 班的） [keSi’i i d の属格形]九 40 
十，41六，42八，十，43三，45九；主43ニ，44八，九，十，45五，六 

客 帖 kete (火鎌）火打ち金。ニ25九

客 秃 格 勒 氆 k e t i i g e l X - 4 e _n] (横越）[k etiig e lh - ‘横 切 る （何度も)’の同時接合 

副動詞形 ]九 47ニ 

*客 充 勒 -ketm_ (渡）渡る。

- 罷 -ba[—>-be] —*38—■

-周 -了 i i 一 1 四；五31十；六29六；七31五；：!：41七，52—

*客凭魯- k etiil.ii- (渡）同上。

-額 惕 -，5d 三13七 

- 舌 侖 -r i i n 八 3 四

客 秃 侖 k e t i m n  (渡，渡的，渡着） [ketiH- の同時接合副動詞形]八 3 六，7 七；土 

20八，49九；主16—

客 禿 思 ketiis (渡過，横越着）横切って。七38四；：t 3 l 八 

客 兀 舌 児 格 ke’flrge (鼓）小太鼓。主39七

客兀 (舌 )魯 ke’Srii (碎）副詞的動態言の一つ。 ものを砕き割る際に用いられる。 刚 4 

九

客 兀 思 lce，3 s (横断）副詞的動態自の一つ。また横断的動作に際し用いられる。四31三 

*客 亦 思 - k e y i s - (刮）吹きとぶ。<—k eiy is-〉

-周 - 】i i 一 19八

- 帖 列 - t e l e 三21六；主 5 十

客 亦 思 干 k ey is.g a .n [->g e *n] (刮）[keyis- の他動•同時接合副動詞锻]ニ的六 

客 亦 思 堅 k ey is.g e .n  (ナツ）[同 上 ]五 1 五

客 亦 速 木 薛 児 k ey is_i i ， m iiser (曽刮）吹かれることのない。—訂四 

克 k ei (風）風。一 19六，37三；七33十 一  

躲 舌 列 額 k eire’a (老鳥）〈―keri’§>三18ニ
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*克亦思- k eiy is- (風刮）吹きとぶ。く-►keyis-〉
-恢 突 舌 児 - M i - d i i r 三 6 —

坎 客 侖 k am 〇 k e m ]k e I .i i .n  (撞碎） [ k e m k e l -‘碎き割る，の同時接合副動詞們  ^

六

砍客舌魯 kam[—kem ]kerii (碎）〈—kem kerti〉七43三

*弇列- k a m [— k e m ] l e - (限定）限る，限定する，制限する。[―kemlfr_ 坎列一]

- 克 先 - g se n芏54ニ

*坎歹1〗- kam [->kem]le- (限定）[—kem le-，# 列-]

- 克 先 - g s e n 九33七

虔 ken (誰）誰。 一48九；四49五；五36四；七36三， 37五， 39五；八30五；九48三， 

四，五；十44九；主17—，22九，39七，57ニ 

-突 舌 児 - d i i r 七 7 十；八13八 

- 途 児 - tiir —42八

*乞 - k i - (敬，等，説，盛）する，行う。

- 罷 -ba[->-be] 四15七 

-額 速 - ’ 八21七

- 額 惕 巨 d ニ35八；四 6 十；五 9 三， 12十；六 1 四；七44—; 十23—

—克先 g s e n 八47—

-周 - ^ i —15十，37七；三 2 八；四27七；六16八，34三 

-恢 突 を 児 - kili-d i i r 十 2 四 

-恢突(舌)児-kfij-d t i r 十 2 三 

- 坤 - k f in 五 13四， 15ニ，19四；七15四，23四，26九 

-列 額 - le’S 八23三 

- 売 該 -ti ig a i[ > gei] 九46十；芏50ニ 

勤 k i.i i (傲） [ki- の同時接合副動詞形]十 1 八， 2 —; t 25八 

*乞克迭- k i.gde- (做，被做）[ki- の受動形]

- 罷 -ba[—-be] ニ 4 八；四18五 

-3E薛 泥 -gsen-i 三 4 八 

-魯 埃 -姐 ，每(->，每）亡30八 

- 舌 侖 -r i i n 十34七

乞 克 顚 k i .g d e .n  (被做） [ k i . g d e - の同時接合副動詞形]四 9 五， 18九 

*乞 勒 都 - k i . W i i - (相败） [ k i - の対動形]

-梅 - m iii ニ 8 西，12 六 

*乞兀勒- 记•，泣 -(教 敗 ）！> 卜の使役形]

-周 - l i i 十37七 

乞卜1 kib (意快）満足。主23十

乞 不 兀 的 牙 舌 児 k ib u H iy S r  (熟絹教） [klb2 ‘捶めて薄い絹布 *の複数 •造格形 ]ニ  

7 三



乞赤 昂 古 kigi，anggfi[->，§ngg{i] (謹慎的）謹勉な，努力する'主18四 

*乞赤額 - ( 謹 慎 ）努力する，努める，精励する。〈―kiay8"〉

-周 - : [f i 九21七 

*乞赤耶- kiJiW- (謹慎）同上。

-古 - g u [—- W ] * 5 7  三

乞 赤 延 ki£iy g .n  (謹慎） Dd£ iy6 - の同時接合副動詞形]土26—

*乞 都 - kidu—qidu- (殺，尽殺，夷滅）殺りくする。

-阿 惕 - ’Sd ；£38十；主20十，

- 罷 -b a 五 1五；±13四

- 周 -]fu 五 19八；土 2 五，13 四；* 6 —，27 七

-主 為 - Iu，f l i ；l：4 八
-中 忽 泥 - Qtin- i 八 4 六

-中灰突舌児-qui-d u r 五20七

-(中 )灰突舌児-qui-d u r 九12七

-牙 - ya 五 19 八，20 ニ

乞 敦 ki如 •!！（尽絶） Dddu_ の同時接合副動詞形]五20九 

*乞都兀© -  kidu*’iU- (尽殺）[kidu- の使役形]

-周 - J u 八 4 六

乞 都 阿 赤 k id u .’a a  (好殺的）殺し好きの；戦闘的な。六41八 

*乞古舌里 - k ig M - (縁）横断する。

- 周 イi i 六45三

乞 札 阿 舌 児 kija ’ a r〜q C a S r  (辺）境，縁，辺。<—k i j i 3 r > ご40ニ 

乞 札 阿 舌 剌 kija1 r ， a (辺行） [ki〗a’§ r の与位格形]ニ 30四 

乞只阿舌 児 ki〗i’ar (辺）<—k ija S r〉土37十，52四 

乞 只 阿 舌 剌 k iji’ §r*a (辺行） [ f c i j i l r の与位格形 ]四 3 ニ；八36ニ 

乞 真 HJin (縁着）縁にそって。[動詞語幹 *k i j i - が想定される]七32七 

乞勒八舌剌 k ilb a r.a〜qilbar-a (容易行） [kilbar ‘たやすい’の与位格形]一 14四，五 

乞 勒 巴 舌 魯 kilbar.ii (容易麽，容易有） [k ilb a rの疑問形 ]十 7 七，八 __
乞 勒 昆 kilgfl.n  (轅条，車轅）車の轅。〈— kiligii, k ilg fi(n )>七 2 - ; 八 14五；九 16ニ 

乞助中合孫 kilGasu.n (尾上毛）動物の粗硬な毛。

-巴 児 -b a r —16五

乞 里 耶 児 kiトiyer (透入光） [k i l ‘物事と物事との境，の造格形]一 13三 

乞里古 ki丨igii (車轅）ぐ^kilg如 ，kiliig ii(n)〉一37ニ 

乞《舌》零 kiling (怒）怒り，憤り。

-都舌 児 - d u r 主34六 

乞 霊 kiling (怒）同上。

-都 ぎ 里 顔 - dur-iy5n 十27六

*乞令剌- k ilin g.la- (怒〉怒る，憤る。 [qiling.la- と転写すべきかと思える]
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-周 ' ; f u 四18八 

*乞零剌- k ilin g•丨a- (怒）同上0 

-周 -;fu 土45六

*乞《舌》零剌- k i l in g . l a - (怒）同上。

-阿 速 - ’§s u 主18—

- 周 イ u 芏31六，33九 

*乞霊剌- k i l in g . l a - (怒）同上。

-周 - iu  七 31ニ ー  4 7 ; 十 18六，27五，29 五 

*乞霊剌黑答- k iling* la .G da-(被怒） [k i l in g .la -の受動形]

- 周 - 十 31—

乞魯古 kilfigii (轅条）〈->kHgtin，kiligii，kiliigiin〉

- 邊 -b^n 六23 ニ 

_ 台 - taj[ [―>—tejj 六 23—■

乞魯昆 kU% iin (辕条）<—kilgfin, kiligfi，kilfigii〉六23三 

乞木勒 kim u.l^qim u.l (指甲）人の爪。<->kim u(n)l> 主32—，三 

乞 木 速 kim u.su〜qhnu.su (爪甲）動物の爪。

-阿 舌 里 顔 -’互r- i y a n 八 7 ニ 

乞門勒 kim u(n)*l (指甲）<—kimul> — 33八 

*乞 児 中 合 -kirGa—q ir G a -(剰）刈る。

-舌 剌 -ra ニ45—

乞舌魯額1 kirti’S (聚馬）馬寄せ場，馬をつないでおく所。

- 迭 徹 _de5e 十33ニ 

-突 舌 児 - d(i r 九46六

乞 (舌 )魯額薜 kirii’t s . e  (下馬）[f c ir i iS の複数•与位格形]

-額 徹 -eるe 四 8 六

乞舌魯額2 k i r i i d  (鋸子）のこぎり。十19七 ^

*乞 ® 魯格迭兀勒- k ir ii.gS.d e.，SI- (教鋸）[kirfi妨 de- ‘のこぎりで切る’ の使役形^ 

-周 - ] f i i十19九

*乞 撒 - M s a - q i s a - (報）仇をとる， うらみを報ずる。

-周 - y u 五19七

乞 三 ld sa .n  (報） [kisa- の同時接合副動詞形]九12五；：!：20五 

乞散 ：kisa Ti (報）[同上] 一40ニ

乞 撒 勒 kisa.1 (■，露，仇） うらみ，仇。<-»■乞散勒〉一40ニ；九12五；：1=20五 

乞 散 勒 kisa (n)，l (仇）同上。五19七 

乞 克 [ ― 失 ] -S] (怨） うらみ。

-田 - t e n 四19四 

乞 失 kiSi (寃）同上。

- 田 - t e n 九12四



乞 充 中 孩 kituGai-qituGai (刀，刀子，刀児）刀。五 2 八，20八；九14ニ，15*fc，八 

-巴S 児 - b a r 六34ニ；九14八 

- [巴 ]* 里 顔 - bar-iyan ニ16ニ 

-班 - b5n 九13六， 14三 

亦 牙 舌 闌 -y iy S r a n 五 3 三 

* 6 古勒- kinggiil- (横断）切りさく。

- 罷 -ba[—-be] 主24ニ

*軽古舌里-]d n ggfirト （截断）切 り さ く （続けざまに)。

-惕 坤 -d k i in 三46八

軽古 舌 魯 kinggiirii (横断）[副詞的動態言。連続的な切断的動作を表わす。]土 29三 

軽古 思 kinggiis (横断）[副詞的動態言。瞬間的な切断的動作を表わす。] 三 6 三 

勤勒 巴 児 k i(n )lb ar (容易）容易な。一21九 

*闊 卜失勒都-M bSi.Mii- (共寒） [k5b5i- ‘凍える’の対動形]

-周 - ；f i i八40十；九 8 六

*闊多勒- k6d6 1 - (動）動く，移動する。く—歌多勤-〉

-主 為 - 】ii’i i i 四36六，七，八，九，37—

*闊 多 勒 格 -kadm.g e- (動）[kMm- の使役形]

_額 ® - ’否d 四37五

•可 乞 - k3ki- (軽驚動）こわがる，すぐ驚く。

- 迭 克 -d e g 三 5 八， 6 四 

*閱乞- kiiki- (驚）同上。

-周 - : 三 32七

*可乞兀勒迭- k5k i.，fll.de- (被挑） [k8ki- の使役.受身形]

罷 -b a[->-be] 六21九 

*闊乞兀勒迭- M k i.’f ll.de- (挑唆）[同上]

-周 - 八 17四

闊 闊 K k 6l (青）青(い)。ニ27三；四49十；六34十，35ニ；八31ニ，四 

M閲 k5ks2 (乳）乳房。<-»k5ken> 十29十，30—

闊 闊 揭 t :6fc5 -d (乳毎） [k6kS (乳）の複数形]十 30ニ 

關閲 的 顔 k5k3.d .iy§n [-*iy§n] (乳毎自的）[k6k6，d の再帰格形]十 29六 

關刊 k6kan[->ken] (乳）〈-»k6k8> 十29八 

*闊闊- k5kd- (乳）乳を吸う，

-克 先 - g s e n 十29八 

*闊可- k6k5 - (咂）同上。

-周 - Ifi 七 35 ニ

闊(B k6d (明1)足々。[k6 1 ‘足’の複数形]ニ 46七

k6 1 (脚）足，_ 。五41三；七1 2 - ; 九43九；十43五；主27ニ，46-, 47-, 55九 

-突舌児 - d i i r 八46四
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-都 舌 里 顔 - diir- iy如 〇 iy6n] 八29—；九11三 

- 究 -t f i 八24三 

- 圖 児 - t f l r ニ24九

闊 里 顔 k61.iy a n [ - iy6n] (脚自的行） [W3I の再帰格形]六 13六；八37七 

可 里 耶 舌 児 k31.ijrarl> iyM ] (脚用） [k5 1 の造格形]四 27ニ 

*闊勒- k5 1 - (駕）家畜に車をつなぐ。

-古 - g fi[ 一 - ±54 

-周 - ; ^ 三 38八；十28八 

*闊(勒)- k5 1 - (駕）同上。

-周 - ニ  44 七

*可勒格- k51，ge- (駕） [kSl- の使役形]

-周 - Jfl —44 九，45 ニ

*闊勒赤舌児格-k i5 l6 irge-(瘟病）[この語，k81Eirge- ‘足をひきずる—疲労する’ と 

解すべきか]

-梅 - m iii i t  5 八 

*闊勒迭- kmde- (拿）足をつかむ。

-周 -丨 f i 五41三

闊 勒 格 k61ge (駕車的）のりもの。十41三 

闊 列 孫 kSlesiin (汗）汗。土25十，26—，46三 

可門 (勒 )都児格 k5m ii(n)W firge (抜胷）胸がい，胸あて。ニ15五 

*可 門 勒 都 児 格 列 -kSmfi(n)ld firge‘le- (抜胷依旧扣）胸がいをつける。

-克 薛 額 児 - g se’红 ニ 15三 

*闊 舌 児 別 -kSrbe- (翻）ひっくりがえる，覆える。

-周 - ；(fi 土24 三

闊 舌 里 速 k5risfi (地皮）土壌；地表；外皮。

-台 - ta i[-*-t e i] 土24 三

闊 薛 舌 列 k Sser.e (地行）〇5ser ‘土地，地，の与位格形]四47五：主47—, 55九 

闊 薛 舌 列 撤 k Sser.ege (地行） [k6ser ‘土地，地，の奪格形 ]九 11三 

闊 雪 舌 児 k6s3r (ナツ）土地；曠 野 <->k6ser>
- 途 舌 児 - t f i r 三44一

闊 脱 臣 蹄 5 . « . 1 1傢 人 毎 ，伴当）従者，下農。八 4 九；主46五

《中》闊 脱 臣 M t6.£i .n  (伴当）同上。九45三

闊脱 ® k5t6 .d (従馬）[k5t5(n)l の複数形]七 32六

可團®  k5t5(n)丨（従馬）余分の牽き馬。ニ43九

団 闊 勒 k5tS(n>l (従）同上。一47三

*可 脱 ®- k6ti51-(牽引） （馬などを） ：く，

-周 - ! fi — 9 ニ 

*闊脱勒- k6t8ト （牽）同上。
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-周 - —37—

*可脱(勒) - kStSl- (牽）同上。

-周 -;ifi ニ 15ニ 

*闊 脱 (助 )-K ts i- (牽）同上。

-周 - Jii ニ 28 四 

*闊脱魯- M tS l.fi- (牽）同上。

-額 ® - ’もd 七 6 四

闊脱助壇[->田 ] M tm .tan[-»ten ] (牽一匹従馬）従馬をもった（者)。[複 数 形 ]士 3 ニ 

可 兀 k5 ’fi (児，子，児子）子；息子。 く-kS，fln> —47—，ニ，49五；三 1 五，13九； 

五32三，34五，36八，40七；六16七，九，29八，31ニ；九 8 三；主16九 

-beyen —44 一

- 邊 -b§n — 47—，49—; ニ 1 五， 34七， 八， 41七；三 1五；五13八， 33七， 44 

一；六16—，33十，44十；七37 六；：t l 8 ニ 

-禿 - tfi — 7 五；五36六

可 兀 揑 kS’f l w e  (子行，児子行）[k6’f i(n ) の与位格形]六 34三，.52五；十16—

可 兀 捏 扯 kii’a .n .e e e (幼小人行）[kii’i i(n) の奪格形]ニ I7六 

可 兀 揑 徹 k6’f i‘n _e£e (児子処）[同上 ]四 28十

可 兀 控 扯 延 k；5，f l.n .e6e.yS n (子処， 子自的行）[kS’fin.e6e の再帰格形]五33五； 六 

15四，33—

可 兀 泥 k8’f l.n .i (児子行，児子，子行） [kS’f i(n) の 対 格 形 ]- 24六；三32十，50四； 

五36六，41—, 4 2 四，44七，50五；六17六 

可 兀 泥 顔 kS’f l.n .iy a n O iy ^ i] (児自行）[kS’fi(n) の再帰格形] 一46九 

可 兀 你 顔 kS’fi‘n ’iyan[-*iy6n] (児子自的行）[同上 ]ニ 41五

可 兀 訥 ( 児 子 的 ，子的）[k6’fi(n ) の属格形] 一42九；六16四，五，52九；九 

14九，15三，九

可 兀 訥 延 kS’fl‘n .f i.y6n (子目的行，子自的）[M ’fln .f i の再帰格形]五34八，44五；六 

31四

可 兀 惕 k6’f l‘d (子，子毎，児子，児子毎，孩子，大王，大王毎） [k5’f l(n) の複数形] 

— 7 七， 10五，九， 11ニ，三， 12七，八，14ニ， 27十，28四， 29三，七， 

30四，31三，九， 五，45七， 49一；ニ 5 五， 6 三，八， 8 七， 13七，20 

四，21十，23三，43三， 47—; 三20九；五 2 四， 五， 4 六，八， 5 三， 6 

八，32十；八 2 十， 3 十， 6 七，12五；九32四 う 十 3 八， 4 六，26十，40 

五；；£21十，42—，44三， 45ニ，六，八，46七，九， 50五；芏 2 —, 三， 

八，13七，八，九，16九，十，27六，52一，三 

-魯 額 邊 -Hi’目-b § n 四 6 三；五 1九， 2 ニ， 6 十；七45五；九27五， 十；十38四 

- 帖 - t e 八30三；九33三，八，九 •十 ；十22七；：！：21五 

- 帖 延 -te-ySn — 14一；四24八 

- ^ (舌 )児 - tfir 四29—
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可兀 (思） k5’fi(.d) (子毎）[同 上 ]ニ 6 四 

可兀勒(■► 想） k6’i i.l[-*d] (子）[同 上 ]一 13五 

可 兀 迭 扯 kii’f l.d .e£e (子処）[kS’f l.d の奪格形 ]三 44三 

可 兀 迭 徹 k5’a .d .e£e (大王処，大王毎処）[同上 ]主 22八，33四 

可 兀 的 k6，f l.d .i (子毎，子毎行，児毎，児毎行，児子毎，児子毎行，児子毎的[—行]， 

児行，児子行，人行，大王行，大王毎行） [k5，f i.d の対格形 ]一 12七；一 

2 - ， 3 ニ，五，5六，43ニ；四4十；五27六；六 7十；七19一， ニ；八 

6 四，9八；九32六，八，九，十， 36—；十 9 九， 11六；土41六，44六， 

七，46—，八，50七；主 8 四，16五，六，18六 

可 兀 的 顔 k6，f i.d .iyan[->iygn] (子自的行，子自的毎，子毎行，子毎自的行，児自的， 

児自的行，児子自的行，児子毎自的行，児毎自的行）[k3’a .d の再帰格形]
— 11九，32六；ニ46七，十，11十2, 12七，46十；三21— ; 四17七，22六；

五 3 五；六21五，44十 __ _

可 兀 的 耶 舌 連 k6’f l.d .iy6r 4 n (児子自的行）[kS’fl.d O 造 格 .再 帰 格 形 ]三 35三 

可 兀 的 耶 舌 里 顔 k6’ft.d .iy§r .iy5n[—>iy6n] (児子自的行，児子毎自的行，子毎自的订） 

[同上 ]四 22—；八 2 —；九23五，24ニ

可 兀 都 延 kS’f l.d .fi.ySn (児子毎自的，児子毎自的行，児子自的，児子毎行） [ks’f l ‘ d 
の再帰格形]九 11七；十43九；：C21四；* 16九，17ニ，三，七 

可 兀 敦 k5，f i.d .iin  (児子的，児子毎，児子毎的，児的，子毎的， 子毎行[ - 的]， 大王 

的） [k 5，f i . d の属 格 形 ]—33四5 四25四，六，28六，47七；六23七；九 4 

六， 17三；十 16五，22四；；!：22三，23十，28六，29— ; 主 17五，七，18五， 

29五

可 兀 赤 連 k5’f i.Jile.n (做児，做児子）[k5’fi.£ile- ‘子とする’の同時接合副動詞形] 

八29二；九11四

可 兀 客 都 延 fcS’f l.k e .d .fiyむ！（児子毎行）[kS’f ik e d の再帰格形]ニ 11ニ 

可 兀 客 泥 M ’fi.k en .i (小}E行，児行，児子行）[k5 ’ flken ‘子供’の対格形]三 24—； 

四17—, 四，23五，24三，四，六，七；九13四 

*可 兀 列 - kS’f l.le- (児生）児を生む。

- 畢 -bi —23 六

可 兀 舌 児 格 kS’firge (鼓）小太鼓，

- 邊 -b6n 三 7 九， 8 四 

-因 - y i n 三 5 八

可 温 k6’fin (子，児，児子，後生，幼小）<— — 1 九*,十2, 2 —*，ニ 六 ，七， 

九， 7 ニ，23七，八，九2,十 ，24七，八， 25九，26九2， 27四，五，六， 

八，28ニ，26四，五，30三，四，十，31四，十，3状 ，43— ，ニ，45七， 

48九；ニ 17五，28十，29ニ，十，33十，34九；三 6 六，21七，34—，35五， 

41七，八，九；四12八，17六，八，21九，25五，28八，九，30九，34六， 

36六，4汁 ；五 2 八，27四，35八，十，36五，八，37— ， 38九，41七，44



四，46八，48十；六17五，27六，3 0 - , 五，35六，十，38五，六，七，八， 

39九，十，42六，46ニ，52六，七；七10四， 39六；八 1三，八， 36五；九 

7 ニ，13八，21五，36八，九；十 12八，13— ; 主22九，24五，30四 

-別 延 -bey^n — 9 ニ，六 

-突 舌 児 - d i i r 五14九，十，42十，六 3 ニ， 5 三 

-都舌里顔 -d f i r - i y ■互n [->-i y §n ] 七 26五 

-魯 額 邊 -l U ’§-b § n  三36—

- 泥 -ni —10—

*闊亦揭- kSyid- (謀起）謀る，画策する。

- 抽 -cii 八 22—*

闊 亦 田 kSyi.ten (寒）寒い。八40十

闊 亦 由 •田 ] k6yiyti[->ten] (寒）同上。九 8 六

*款迭- kSnde- (動）さわる；刺戟する；（事を）あらだてる。

- 罷 -ba[y b e ] 六20五 

-額 速 - ’れi i ニ12—；九43六

歙 顚 kSnde.n (動）[k6nde- の同時接合副動詞嵌]土37七，九 

*款 帖 - k3n£e- (動）〈->k6nde->
-額 速 - ’自s i i芏45八

寛 迭 列 揑 徹 k6ndelen.eee ((横行） [kSndelen ‘横(の)，の奪格形]土13ニ 

欠[―款]迭列捏徹k6[—k6n]delen*e£e (自横裏）[同上]五40九 

款 迭 列 都 kSndele.dii (莫是横）横の，傍の。

-由[-—因 ] -yu[->-yin] 六21九 

款 多 列 都 k6nd5丨e.dfi (被傍人）横の，傍の(者)。

- 迭 -d e 八17三

款 只 列 k5n〗 ile (被，被子，被児）かけもの，褥。四14四 

- 迭 延 -dey€n 三28八；：i ：24四 

-亦 顔 - yiy5n[—-yiy^ n] 十 36 ニ

匡 格 連 k5ngge*le.n (軽）[kSngge.le- ‘軽くする’の同時接合副動詞形]ハ1四

匡失列蔑勒 kSngSile.m e l(臓）塩づけの乾いた臭気のある。一11七

窟 出 鍵 捏 kii6iigene (小風〉小さな鼠。三18九

窟 出 古 児 kueiigiir (野鼠）山野に住む野鼠。ニ27四

曲 魯 克 ktilUg (俊傑）俊馬，俊傑。八19五

曲 魯 吉 kiiliig.i (豪傑行）[kiiliigの対格形]八37九

曲 魯 吉 耶 舌 児 （豪傑教） の造格形]八36六

曲 魯 昆 kfiliig.iin (豪傑的）[kfiUigの属格形]八37八

曲魯兀锡 kiilii.’fld (傑毎，傑，俊傑毎）[尬】如の複数形 ]五 34四；六31—；：̂21四 

曲騄兀惕 kiim.’Sd (駿）同上。一 2 八 

曲 魯 兀 的 kiilii.’Sd.i (傑）[kttHi’i i d の対格形]五33八，34ニ

元朝秘史蒙古語辞典



曲魯兀的顔k a H H d .iyan[—iy如](傑自的，傑自的行）[k iM ’f i d の再帰格形]五34 

一，九；六30五，31五；九2 —

曲 魯 兀 的 耶 里 顔 虹 セ 如 [ - 4碎 1 1 ] (傑 目 的 行 ）[kttm’S d の造格.再帰格 

形]六30八

曲魯兀敦 ktilii.’fid.iin (傑的）[k iM ’5d の属格形]六30九 

*枯児格-M r .ge- (送到）到らす；とi：ける，送る。ぐ>古舌児格-〉

-周 -洱 ニ 37六

枯舌魯 kfirii (石）大石。ニ1 -  

窟兀児格！！:ii’flrge (扇燻的風匣）ふいご。

- 邊 さ n ニ41四

恢亦徹- feiijy记e- (趕〉追いつく。く-)'gUiyi£e-, gUyi6e->
-周 - jfi ニ 32 ニ，七

坤 都 kttndii (重）重い。四47五；七28—; 八21八 
- 帖 - te 土 5九

孔客， k i in g k e -(離的遠）遠ざかる。

- 宪 該 "tiigei] 六51八，52ニ 

孔客温勒- ktingke.’S (n)ト （離遠）[kangke- の他 動 •使役形]

-周 - Jii ニ 50 ニ

孔 牽 fciingke.n (逃出）[kttngke- の同時接合副動詞形]四45ニ

4 6 8 元朝秘史蒙古語辞典
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老撒速 慎 ㈣ sa .s .ild  (驟）Daysa ‘騾馬’の二重複数形]。主27三
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m

#馬 勒 塔 - malta- (跑）堀る。八 7 ニ

馬 里 安 mali’a .n  (侍奉） [mali，ト ‘仕える，か し づ ぐ の 同 時 接 合 副動 詞 形 ]八34 

五

*馬 里 牙 - maliya- (祭祀）バタ一などを塗って祝福する。

-速 中 孩 -suGai ニ51ニ

馬 納 m an-a (俺行）我々に。 [ba⑷ ‘我々，の与位格 ]九 u 七；土21五 

- 兀 -，i i 五43十

馬納中合児m anacar (明，明日，清早，毎早）翌日，明日。ニ2〇七，九，28九，29ニ， 

42 五，51ニ

馬納中合舌児manacar (明，明日，明早，清，清早，早）同上。三45六；四34九；五 

六，47三，48—; 六29三；七29三；八20十；十26—, 44五；芏 1十 

馬納<中>合[児]石manaGa[r].5i (明日）翌日。一46五 
馬納中合児石m anacar•幻（明日行）同上。ニ 3 三 

馬納中可(舌)児石m anacar.Si (明日）同上。四35五 

馬納中[舌児]石manaGa[r]*5i (明，明早）同上0 七43五

馬納中合舌児石 manaGar， i i (明，明早)。四47ニ；六 1 八；九16七；十34—，35ニ 

馬納中合舌里 manaGarM (早行，明早行）朝；翌日。六4〇四；七21—；九47三 

馬納中合舌魯 manaGar_u (明早，明，早晨）翌日；明日。五29九；六28十；十44四 

馬 納 中合舌侖 manaGar.un (清早的）[m anaG arの属格形]三 45四 

馬 泥 m an.i (俺行）我々を。[ba(n) ‘我々’の対格 ]ニ 20九；九15—； 土4ア一 

馬 訥 m an.u (俺的）我々の。 [ba(n) の属格] 一45七2; ニ 4 七；三43十， 44—，三； 

四20七；六21ニ；七47九；：1：5 十，42—

-埃 - 九 15四

馬 <中 >合 m aea (知他，莫不）はて〜だろうか。一19五；八21八 

馬 中 合 m aca (不知，莫，莫不，且）同上0 五22九， 44七；七12—， ニ 四 ，28八， 

九；八44一；九11九；十44六；：t 23—，31六，3 6 - ，四；芏 3 —

馬 中 合 惕 maGad (実）確かに0 ニ49九

馬<中》合® macad (真実，実）同上。五49七；十43三
馬 中 合 来 m a c a l a i (帽，帽子，皮帽）帽子。四39六；十28十，29四，39—

• 班 -b豆n ニ51四 

-因 - yin 土29 六 

馬 中 恰 来 maGalai (帽児）同上。

- 秃 -t u 三23八

*馬中孩- maqai- (ナシ）努力する，奮い立つ0 

-周 - iu  土 45 五
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馬舌剌阿m ar“ （肌膚）〈—inariya〉芏2七

馬舌剌安m ara’an (仔細）<結く詳ベる。[ m a r iy a -と同根か？]七 47ニ 

馬舌闌肋m ara(n)I (鹿）祀鹿。一 1 四
馬舌闌《舌》命 m a r a (n )トun (母鹿的）[ m a r a ( n ) lの属格形]三23八 

馬舌里牙m ariya (肌膚）肌，皮虜。主2ニ， 5 三，11一 

-班 - b a n 主 1九 

馬舌里顔m ariy含.n  (皮膚）同上。

-納察 - n K a 七48—

*馬舌里牙-m ariy卜 （窺覷）ひそかに窺う。

_ 周 - 3U —16 八 

_主 兀 -Ju’i i 七6—
馬 石 magi (好生）大変，とても。ニ 1三，じ八，29八，36十，37—，40—，51—；四 

15四，八，18八，37十；五20五，21ニ；七47—；十12六， 18六；：i  4 五， 

13十， 17ニ，三，39十，40五；主 1 九，13三，31六 

-古 - k i i五20九

*馬危剌- ma’m . l a - (煩悩）怒る，気にくわない；叱貴する。

-周 -;f u 五44四；九2 七；十27九 

*蠻都- m a n d u -(長進）育つ；（日が）昇る0 

-塔 剌 - t a l a 十37五
资途児 m a n .tu r  (俺行）我々の処に。[ b a ( n )の与位格]一19四 

忙吉児速m anggirsu (羅）山葱。

-阿 児 -’缸 ニ 6 七

忙吉児速你牙児m angg irsu ’n .iy a r  (羅教）[m a n g g irs u (n )の造洛形]ニ6 ニ 

莾剌納察m angla'n_§6a (頭哨热）[m a n g la nの奪格形]四33四 

莾 来 m anglai (額，頭哨，為頭）額；先鋒。一 3 四；四33H，四；：̂37ニ，38五；主 

20九

-突 児 - dur ：±26—

-宪 - t u 三26九 

-壇 - t a n 七33九 

-因 - yin 土 25 十，46 三
*莽来剌- m a n g l a l l a -(先鋒，教做先鋒）先鋒とする。

-周 - 六 8五 

-牙 - 0 六7七

莽来闌 m anglai，l a _ i i(為頭，先鋒） [m a n g la i . la -の同時接合副動詞形 ]六 5 六， 8 
ニ；土 12五

莾 閬 mangla*n (頭哨，頭哨毎）先遣隊6 [m a n g la iの複数形]四33九，34五，八2 

莾中忽思mangGus (蟒）妖怪，魔物。七38九 
蟒 (中)古思mangGus (莾蛇）同上。ニ11七
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卯 兀 m ay’s  (歹）悪い。三 1狀 ，八，十，19ニ 

•卯 兀 剌 - may’tM a- (煩悩）叱責する。

- 畢 -b i ニ 12 八

*卯 兀 剌 勒 都 -m a y’G.I a .Idu- (煩悩） [m a y’f i.Ia- の対動形；！

-周 - lu — 6 ニ

卯 兀 納 mau’iiii.a (歹毎行）[may’ii[n](may’G の複数形）の与位格形]：t：21六 

卯 兀 中 合 鄰 mau’b q a . l in  (相怪）仇，不仲者。四 9 七 

卯 兀 中 罕 m ay，辽.q a i i (歹）悪い0 [maゲU の強意形]七ぬ十，25—

卯 兀 壇 m ay’fl.tan (歹毎有）悪い。[mau’m u, m ay’G t a iの複数形 ]七 11九 

卯 危 m ay’iii (歹）悪い。 一21八， 48三， 四，八，49三；三18四，2叶 ， 45九；五42 

六，44ニ；六22十，33十；七10ニ，五，44三；八46三；主32四 

卯危剌- mau’n i.la- (煩悩，怖）あきたりない；叱貴する。

-周 五 44四；九 2七；主29七

卯 温 m ay’l l (歹）悪い。[m ay’Q の複数形]六 21五2; 十 37五 

篾 迭 m ed e (知者，知，管） [m ed e- の命令形 ]— 49四；八32ニ；九 9 ニ；十38— ; 主 

5六

*篾迭- m ed e- (知，知道，管，教管，教儘）知る；支配する。

_罷 _ba[—-be] 四11四 

-佐 坤 -d k iin 五44九

i 惕 」砧 四 4 四，11五，15四；十28七；主43七 

-克先 - g s e n 七29五

- 古 - 五 36四；七28十；九 7ニ；十 7—

-周 -均 ニ 37— ，39七；三5三，四；六19五，26九；八36五，41十，48ニ；九22 

六，36 六，41 ~ ■» — •，四，五；十 18 --■，六，21，、，31五；土 12 ニ，13 五； 

主26八

- 坤 -k i i n 四35七；芏16九，十 

-木 者 -miiづe 十21七；芏22七 

- 帖 列 - t e l e 主 7 九

- 禿 該 - t t i g e i 三 12九；四16— ；五34十；六 7十， 12ニ，25九，49七；八31十，38

五，40三，42ニ；九24四，28十，29ニ，38六，五，七，八，39ニ，ニ；土 

21七，23四；主24八，30九，3汁 ，36— ，ニ，40七，42四，49八 

*蔑迭克迭- m ede.gde- (教知，可得）[mede- の受動形]

- 罷 -ba[ ^ - be] 六51三 

-古 _g丑 [一 剛 士  6 —

篾 迭 古 迭 徹 m ede.k ii.de5e (管的行） [m e d e k iiの 与位 •奪格形 ]土 40六 —

篾 顚 m e d e .n  (管，知） [m ede- の同時接合副動詞形] 一32五， 七；パ35八2， 36ニ； 

土50七；主43三2

篾 迭 額 tn e d e’§ (知）[mede- の未完了形動詞形]十28三
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*篾迭舌列 -m e d e . r e - (教知）その逋りと自ら認める。

- 周 四 20八
*篾迭舌列兀勒- mede.re .Sl- (教知） [ m e d e . r e - の使役形]

-周 - 代 四 20九 _

蔑 迭 兀 勒 mede.，f l l (教管，教官）[mede.’m の命令形]:！：32十，33—，ニ2 

*篾迭兀勒- mede.Wl- (教管，教管）知らせる。[mede- の使役形]

- 罷 -ba[—>-be] 九29—，十 

-古 - 五  43 十2 

-周 - 〗 ii 土12四，33三 

- 坤 -kiin 六39—；十37—，三，六；土22七 

*篾迭兀魯- mede.，m ，ii- (教管）く—tnede.’ill-〉
-額 速 -’自s i i三39六

蔑 迭 兀 侖 mede.，m .ii.n (教知，教管）！> e d e ， ’i iトの同時接合副動詞形]十 31三；：

6 五，50十，51ニ，四

蔑都昔 me4ti.s.i (般毎行）〈―metii.s-i〉ニ21八，九

篾 格 只 連 megelile.n (扼着）[mege!ile- ‘手で絞める’の同時接合副動詞形]四27九 

*篾古迭- megii[—kii]de- (欠）足りなくなる。

-速 - sii ニ 45 六

*篾古迭兀勒- (欠少）[mekiide- の使役形]

- 速 該 ぅ U gei三45四

篾 揑 mene (繁多，頻煩）沢山，続々。一24八；：！：46八 

蔑(舌)児mei* (傷）傷。四 9 六 

篾 児 干 mergan[->gen] (能）才能ある。ニ 5 七 

篾 薛 mese (器械）刃物，刃剣類。

-都舌里顔- diir-iがn 主18—

-思 -s 主18ニ

蔑 禿 metii (ナッ）〜のように，〜の如く。一24八

篾 圖 m ettt  (般）同上。一13三，14三2，四， 19七；ニ 8 七， 11五，六2,七 2，八2,十 ， 

12— ， ニ2,三 ，18七，39六， 九；三 1 九；五 4 ニ2, 16— ， 3 4七， 36十； 

六 13七，17三，23三，五，30六，34—；七 3 九，29十，3 3四，35三，36ニ， 

八；八10九，十，31七，4 4四，47— ; 十 3 五， 12四， 五， 24ニ2， 36九， 

十，37—，ニ，三；：1： 21—，ニ2，三，27ニ， 三， 30七， 46 七， 八；S 23

ニ2, 32—, 34八，35—, 六 

-突舌児 - d t t r六16三，四 

一思-s 六 5 四 [m etttの複数形]

-思 -s 六 3 ニ；十36八[同上]

蔑 究 薛 metti.s.e (般毎行）[metii.s の与位格形]九31ニ

孩 究 昔 ( 似 他 般 的 毎 ，般毎行） [metti.s の対格形]<—mediis，i> 五265*;
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九32五

篾 圖 昔 metiis.i (般毎行）[同上]八 9 三

•米跌舌里-mider卜 （賜）蹴る0 

- 周 - lu 四23ニ

米 納 阿 mina’S (鞭，鞭子）鞭。士32六 

- 壇 -t a n 七33十

米 訥 minu (我的）私の。一12七，13ニ2，14ニ，33八，35十，37三，42九，43六，九， 

十，45八2, 47— ，ニ，48八，十，49三，五2;ニ  2 — ，10三，11三， 22—， 

29九，32四，33九，十，39五，八，51三；三 1五， 4 七，5 三，四，19五， 

20九，21四，22七， 38五，40ニ， 48八， 49一2, 49七， 50四；四 1九， ア 

七， 9 六，12八，40八，41七，42—，四，43三，五，八， 九，46ニ， 四， 

47十，48—，49四，50七，九；五 3 六， 4 六，30六，九，33九， 34九，35 

七，八，九，36四，五，40六，42八，十；六 5 五，7 十，16四，21三，四， 

八，十，22四，八，九，24七，九，十，25五，六，26九，27五， 29—，30 

四，五，九，31—，三，六2, 34三，六，37ニ，38八， 39ニ2， 三， 46ニ；

七 3 八， 6 六，1〇四，五，八，15七，19五，六，33六， 36五，八，42四， 

48三，六；八13ニ，五，14九，18—， 19四，九，20四，九，21三，31七， 

35六，37六，38—2，46十，47ニ；九 4 六， 8 九， 9 九，1 1 -，九，15五， 

17ニ，三，21六，22ニ，26三，43四，九，45—，ニ，三，四；十 1ニ，四， 

五，六，八，九， 2 —，ニ，四，五，六， 3 五，六，七，八， 4 一，7 四， 

六，16五，22九，十，29十，30三2,五 2， 34八， 35七，37四，五， 43四， 

五；：t l 7 四2，22 三，28七，31六，33 三2，七，48—；主 8 八，11ニ2， 14六， 

23八，24六，36十，42五，45六，46四，五，六，55—，三，56ニ，三，四， 

八，十，57—，一

米 中 合 miqa (肉）肉。七34—，一；八 I2七；土13七；主39九 

-阿 舌 児 - ，Sr [m iqaの造格 形 ]七33六 

-巴 舌 児 -bar [企上]七37七

米《中》合 miqa (肉）同上。一 8 九

米《中》合 納 察 miqan.a£a (肉裏）[miqa(n) の奪格形] 一 9 六

米 中 罕 miqan (肉）肉。十 4 十

敏 中 合 minGa (千）千。九 7 ニ，六，29十，30九，36四，ハ；ニ40七

敏中 合 訥 minGa.n .u (千的） [minGa(n) の属格形 ]七 18四

敏中合® minGa.d (千，千毎） [niinGa(n) の複 数 龄 ]八26七’八，九，41七，48—；

九31八，32ニ，39七，八，九；十23三， 四，五，六，七；芏14五， 47八，

48六，49三，53ニ 

-被 -ta 九 一

敏中合荅察 minGa.d .a h  (千行，千毎行，千処，千毎処） [minGa.d の奪 格 形 ]九 3 1
八，35十，39七；十 3五；主47九，49ニ，53—
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敏中 合 敦 minGa.d.un (千的，千毎的，千戸的，千戸毎的） [minGa，d の属格形 ]七 19 

八24十，25 — ， 26  十 ， 27— ， 六；九30 八 ^ 31 一，32三，六，33 三’34 

ニ  45—；十 15 六； 主 13十 ， 16十 ， 4 6 ^  52三 

*敏中合剌- minGa.la- (千做，做千戸，千戸做）千戸にする0 

- 周 - ；[ u 七 18四 ， 2 4八；九 2 九，30五，九 

一秀中孩—tu G a i七19五；九29七
敏 中 合 闌 m inG a.Ia.n (千做了，千做） [m inG a.la-の同時接合副動詞形]七18九，21七 

敏中合里兀惕 minGa.li’Ud (千戸毎，千毎）九45四；主46ハ [m in g G a liG 卞尸1の人々 

の複数形] — 一

敏 中 合 里 兀 歹 minGa.li，iid .a i (千戸毎的，千的）千戸の人々に属するもの。九45五 

- 亘 -y i 却 七
敏 中 罕 minca.n (千，千戸）六 4 三，四， 5 八， 9 三， 18五2， 44ニ；七18四，八 ^ 丄 

八 ； 八24九，27七，43六；九2 八， 9 ニ， 37七，38五， 六，七，八，十’ 

39— ， ニ，四2

敏 (中 )罕 minGa.n 同上。九38六 

敏 中 干 minGa.n (千）同上。九33四

敏 (中 )干 mingGa.n (千）同上。六18五，七；十23八，31四 

*抹赤吉- m6£g i- (踏，踏蹤）跡づける。

- 周 - 拍 ニ 26六，28九，30ニ 

- 耶 惕 ニ 26七 

■抹(赤)吉- (踏蹤）同上。

-周 - 疖 ニ 47五 

抹 赤 mo£i (木匠）大工。

- 荅 -da 九30ニ 

抹 都 modu (木）木。

- 惕 -d 十19九

抹 都 的 m odu.d .i (木毎行）[m odu.d の対格形 ]ニ 16ニ

抹 都 納 modu .it _a (木行） [modu(n) の与位格形]く-♦ 木都納〉八39七

抹 都 訥 modu.n .u  (木的）[modu(n) の属格形 ]四 10四

抹 敦 modu *n (樹，木）木。一39五；六 17ニ；芏30因

*抹 額 列 傷 -m3’可ed- (椎）押える，押えたたく。<->n^ ke$ led-〉
-抽 ー £ii ニ50三

#抹額列(©)- mS’Sled- (椎）同上。

- 抽 -6 ii ニ51五

抹只舌児中合中渾m ojirqac.un (ナシ） [m〇了irqaG ‘頑迷な，剛情な’の 属 格 ]九 2 〜  

*抹客額列惕- m6ke’§led- (椎）押える，押えたたく。く-►mS’さled-〉
- 薛 -ba[—-be] 六 12ニ

*抹可舌里兀勒- mSkSri.’Sl- (斬）[m池5ri- ‘斬る’の使役形]
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- 薛 - faa[—-be] 五26六

*抹闊舌里兀勒- m6k6r i.’fil- （斬，合処斬）斬らせる。

-周 - ；fii 八14 ニ 

- 坤 -k iir i九43六

*抹可舌里兀勒迭- niSkSri.’f i l . d e - (被斬，斬）[m5k6r i H - の受動形]

-古納兀 >-kU]n *U’u■[疑問形]五 6 _»

- 坤 -kiin 五 6 —， 7 七 

*抹闊舌里兀勒迭- m 6k5ri.’m . d e - 河 斬 ）[同上]

-古 - 主  32 七

*抹可舌里兀魯- (斬）斬らせる。〈—mdk3r i.’m->

-牙 - 召 ] 五 17十

*抹闊舌里兀魯- (斬，処斬）同上。

- 傷 者 -d ^ e  土45九 

- 提 坤 -d k iin 八 9 五，13十 

-(傾 )者 - <H e 九43七 

- 牙 ~ y§] 土40四

抹 闊 舌 里 兀 侖 m S k S r i m n  (斬）[miik3r i.，S l[.ii] - の同時接合副動詞形]土40五 

抹 勒 孫 m61*sti*n (氷）水。十12四 

-突 苦 児 - d i i r 三26五

抹納[-*訥 ] m3n a[->nii] (久）今，現在。七 3 八；十 3 八；：̂31五 

抹 那 (久）同上。六 7 九；八46十；九 2 十，28五；十36九 

抹 幹 舌 連 mSでr e .n  (吼）[m5’5r- ‘(牛が)吼える’の同時接合副動詞形]三38五，六, 

九2

*抹 中 合 阿 -moqa’a- (白）問いつめる。

- 周 - 和 八 30八

抹 中 合 牙 moGai.a (蛇行 ） [m ocai ‘蛇’の与位格形]五37五，七；六22ニ，六

抹 中 孩 牙 moGai.ya (地行）[同上 ]ニ 48四

#抹中忽惕中合-m o q u d q a-(窮極）極める，殲滅する。

_周 - j u 六28七
抹 児 m6r (蹤，道子，路）ふみ跡，道。ニ29四 

-台 - ta i[->t e i] ニ 2 八，九 

■■途児- tiir ニ 28十

抹 舌 児 m6r (路，道子）同上。六12八；九46—; 十16六， 19ニ，九 

-突 舌 児 - 十 19八 

' 禿 - t i i 八21八

- 途 舌 児 - t i i r 三10四，32六；八 8 ニ 

-秀 舌 里 顔 - ttir- iyan[->-iygn] 九 46—

抹 (舌 )児 m6r (道子）同上。九19八，十
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抹 舌 児 m3r (職分）職務。主37五

-都 舌 里 顔 - 4 iir- iyan[— iygn] 七21三；主37五 

抹 舌 列 m6f e  (路行）[m& r の与位格形]:^19四 

抹舌里額舌連 m5r .i’む A n (路自的行）[m S rの 造 格 •再 帰 格 形 ]ニ19四 

抹 舌 里 牙 児 m6r .iy a r〇 iy社 ](蹤跡依着）[m5r の造格形]ニ 30—

抹 舌 里 耶 児 m沅 .iyむ （路行） [同 上 ]ニ 19五> 20五 

抹舌里耶舌児 m Sjviy社 （路依着）[同上 ]十 19四，八 

株 舌 騸 mori (馬，馬毎）馬。ニ27八，29三，30三，43九 

- 秀 - t u ニ32ニ；五14八；六26七 

- 顔 - y a n 七 6 三

秣 (舌 )驪 mori (馬，馬毎）同上。ニ 9 六，43五2, 六 2，七2，八2,九  

- 秃 -t u ニ32六，50五，八 

-顔 - 扣  n ニ 15—, 1 6 三

秣舌驪©  m ori-d (馬毎）[m ori(n) の複数形]八35—

袜(舌)驥的顔mori_ddy^ i (馬毎自的行）[mori.d の再帰格形]ニ33五，43四 

秣 舌 驪 剌 mori.la (上馬）[mori.la- の命令形]

*秣舌里剌- mori’la- (上馬）馬に乗る；出陣する。

- 罷 -ba — 39 十

*秣舌騮剌- mori •la- (上馬）同上。

-阿 速 - ’5s u 五40九

-罹 - b a —22五；三10ニ；六 2 九；土 1 三，11九，35四，37ニ；主 1 四 

者 -d〜J e 主 2 八 

-惕 中 渾 -d q u n 主20ニ

-周 -]fu ニ 4 十；四 4 —, 六， 45五；五27 三， 28ニ；六24三，26—，27九； 

七16五，32—，33—；八44七；九10—; 十28四；芏 4 一，20八，29八 

-黒撒阿舌児 -Gsa’a r 六47—

-黑撒阿(舌)児-csa ’ar 土 8 —

-黑三突舌児 -Gsan-d u r 五27ニ；土10六，十 

-主 為 - Ju，Gi 土38 四 

-中 忽 -q u 五49六

-恢 [―中灰]突舌児-k u i〇 - q ui]-dur 土20六

-舌 侖 -ru n  三 8 八， 9 —， 10ニ；四 33—；七22—; 八44 六；；1：12—， 35—， 

36十

-速 - s u 三 2 九， 4 九；芏 3 七，19十 

-秀 中 孩 -tu G a i三 4 十

-牙 - 三 8 ニ；四13五，19五，31七，八，32十；七16十；：!：20六；主 1 ニ 

*抹 ^！《舌》剌- m orbla- (教馬）同上。

- 究 中 孩 -t u c a i三 2 十
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*秣(舌)騸剌- m o rh la- (上馬，馬上）同上。

- 罷 -b a 四19八 

- 周 - J u ニ44四；五10三

*秣舌麗剌黑荅- m o ri*l a *Gda- (被上馬）[m o rb la- の受動形]

- 罷 -b a 主29八

•秣舌親剌兀勒-1°〇1*卜〗3.’初-(教上馬）1>〇1'〗，13-£〇使役形]

- 罷 -b a 十14三；主 16五

*秣舌騸剌兀勒答-m o ri.la .’f il.da- (教上馬）[m o ri.l a .a i- の受動形]

-周 イ u 主30六

@  *株(舌)驟剌温(助 )-m orトla .’n (n )l- (教上馬）<->m orトla .’iil-〉

-周 イ u ニ14ニ

秣 舌 驪 闌 m o r i.la .n  (上馬）[m o r i.la- の同時接合副動詞形]五1十 

株(舌)驩闌m o r b la m  (上馬）[同上]十18七 

珠舌騮納察 m o ri*n *纪 a (馬行）[m o r i n の奪格形]主1九 

秣(舌)騸納察m o r iT i .K a  (馬自）[同上]ニ15ニ 

株舌驪泥顔 m o r i’n 'iy S n  (馬自的行）[m o r i n の再帰格形] 一47三 

株舌趣体顔 m o r i*n *iy ^ i (馬自的行）[同上]六12三 

秣 舌 驢 訥 m o ri.n .u  (馬的，馬）[m o r i n の属格形]四5 ニ；六17三 

-安 - ’̂! 四 3 ニ；五34三

秣(舌)驪訥安m o r i.n .u . S n  (馬自的）[m o r in.u の再帰格形]六30十 

抹 舌 麟 m o r トn  (馬）馬。一 I 9 三，36—；四42八；六12六，17ニ，48九，49一；七22十， 

23—，25—

-突 (舌 )児 -d u r 九16八 

株 (舌)鱗 m o r i . i i (馬）同上。

-売 - t u —1叶

*抹舌劣®r  m5r5 1 - (思想）気づかう。

- 周 - ；[ii ニ 1三

*抹(舌)劣勒- m6r5 1 - (思想）同上。

-古 -g i i[一m ] ニ 1五

*抹 薛 勒 都 - ( 分 離 ）わかれ合う。[m3s e- ‘分かれる’の対動形]

- 坤 -k U n 八9 五

抹 亦 勒 孫 m oyiトs u .n  (果名）モイル（果実名）。ニ 5 九 

*木 赤 勒 者 - ( 哂 ）微笑する。

- 周 -!i i エ28八

木 惕 m ud (他毎，他毎也，他毎但）かの。ニ46六；四10七， 35七， 八， 九；五 6 九J 

六 5 六，20ニ，51ニ；七16九，42七；八 5 —

-古 - 四 18 十，19 一，七 

- 魯 -l u 五45七，46四
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木 惕 勤 m fidki.n (踏着）[miidld- ‘(足）跡を迎って行ぐの同時接合副動詞形]六 12八 

木都锡 mudu， d (木頭）木。く-►m odu.d〉ニ 13八 

木都納 mudu*n.a (樹行）く=modun*a> 三28七 

木 都 泥 mudu*n“ （木頭行）<=m odun_i>四47五，六 

*木勒秀勒- m ttlt i i l-(脱）脱ぐ。

- 周 - J5 — 35 十；®  8 九

*木勒宪勒迭- m tiltiil.de- (被脱）[m ftM l- の受動♦ 自動詞形]

-周 - 扣 七 34三 

*木勒秀魯- m iiltiil.ii- (脱）

-克先 -g s e n 四 8 十

*木勒秃舌列 - rn i i l t i l r e -(脱）滑り落ちる。

- 周 - 代 ニ 15ニ，四 

*木(助)宪舌列-m iiltiire- (脱落）同上。

- 古 ニ 15五 

木 勒 禿 思 miilttts (倏然）やっと。四42五

*木中忽慎中合-m u q u d .q a -(窮絶，窮極，教窮絶，教窮極）潰滅させる。

- 罷 -b a 五28十；十30九；主55ニ

- 周 - ! u 五 19三；七43五，九；八44八；十 11十；芏 12十，25十 

-主 為 - Ju’i i i 八 4 四 

*木中忽揚《中 )合 -m u q u d .q a -(絶）同上。

"■周-J u 五 18四
*木(舌〕忽 模 中 合 -m u q u d .q a -(教窮絶）同上。

-周 - ; f u 十11七

木中忽惕中罕 m u q u d .q a . i l (教窮極） [m u q u d .q a - の同時接合畐[|動詞形]八12—

木中忽剌舌児 m uqula.r (禿角，無角）角のとれて円くなった。三38六；九14四 

*木中忽舌里 -muquri- (巡）巡察するD 
-秃 中 孩 -tu G a i芏37九 

*木 S 児 古 - mtirgti- (触，叩頭）突く。

-周 - Jti 三38三；：t：18—
*木 舌 児 古 列 -m iirg ii.le- (触）突 く （何回も）。

- 額 惕 -S d 三38三

沐 舌 列 m iire .d  (河，河 毎） [ m i i r e n の複数形]:!： 18九，20八
沐 舌 例 慑 m iire.d (河毎）[同上]:i3 0 ニ，49八
沐 舌 例 敦 m iire，d .tin (河的） [ m i i r e .d の属格形]六 37四

沐 舌 列 捏 m iiren .e (河行） [ m iir e n の与位格形]:i ：39ニ
沐 舌 洌 揑 m iiren .e (河行）[同上 ]六 26三；十11六

沐 舌 洌 壮 [― 揑 ]m flren.e (河行）[同 上 ]八 3 八

沐 舌 洌 泥 m iiren .i (江行，河行）[m iir e n の対格形 ]十40四；士51七
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沐舌例訥mftren.i i 〈河的） [m iirenの属格形]ニ38十 

沐(舌)洌訥miiren.ii (河的）[同上 ]八 9 五

沐 舌 健 miiren (河））丨[。一15九，18八，20五，36三；ニ 3 五， 5 八，22四， 26六，36 

八；三 9 一，三；四31四，五， 33—；六44三；八 7 七；十12五；：t：19五， 

39五，六，41七 

_突 舌 児 -diir 土39四 

-突(舌)児 -dtir i ：39三 

- 捏 -ne — 32九，34四；三13六，14ニ 

-泥 -ni —37八；三 6 三 

- 訥 -n t i— 1五；ニ42四；三 1 一； 8 九 

沐(舌)漣mttren (河）同上。

-傷 -d 芏16—

- 揑 -n e 五14四

木 舌 魯 mtirii (肩，肩甲）肩。一31六；四 8 十，19—

*木舌魯迭- (肩上拿）肩をつかむ。

- 周 四 27六

木 舌 魯 思 mttrii.s (肩甲）[m tiriiの複数瑕]九47九

木 速 惕 miisii.d (箭，箭幹，条子） [miisii ‘矢柄’の複数形]一11九，12—，14ニ，三， 

四；十19六

門 mun (是，只，只那，本，他）まさにそれ（その)。一 20四，21ニ，四2, 22六；ニ19 

四2，五2, 20五2, 29六；三16ニ，五，32八；四 3 —，20十，37十， 38十， 

40五，46十，50七；五 3 ニ，23十，26三，27ニ， 31六；六 5 九， 9 七， 12 

四，44九，49八；七 7 九， 9 ニ，11三，21三2,五 ，45ニ，48七；八6 ニ，

9 四，五，12ニ，14一，21五；九14八，33十，34—, 36—，42ニ，四，五，

46九2;十 28 四；：1：15七，24十，37八；主 3 ニ，14一，八，17ニ，26九，31 

九，37三，44ニ，四，47六

門 荅 mun.da (卵，顚倒）むしろ，却って。四50四，五；五 5—， 6 ニ；八18七 

門 古 mun gii(yk ii) (只那，也）その，まさにその。一21三；四38ニ；五 3 —

門 窟 nnm kii (只）同上。ニ22三 

蒙 numg (艱難）苦しみ。ニ29九 

蒙 古 miinggii (銀）銀。十13ニ，四；：1T47三
蒙 昆 m iinggti.n (銀）同上。： 九， 6 四，15—; 主 4 九， 9 九，21七，26—
蒙 琨 miinggii.n (銀）同上。四14四

蒙 客 miingke (長生）永遠の。 六12ニ；七 3 六；八 9 七，29九， 43九；九31五；十18 
十，28—； 土20十，36ニ；主 4 一， 5 五，11四，28五 

*蒙塔你- numg.ta .ni- (艱難）自分が苦しむ。

-周 づ u ニ29八，33七，34十
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n

衲卜褡舌児中孩nabdarqai (破衣）ぼろぼろの。三20八 

納赤® (金段子）金 襴 （高級な緞子の一種)。十13ニ，五

納赤都® na£id*iid (織金）[na£idの複数形]主27—

納 荅 na.d a 饿 行 ） [bi ‘私’の与位格]私に。 一 9 六；ニ34—; 三 1 八；四42七；五 

35十；六35—；八29四，35七，47八；九43六；十35五 

納 荅 阿 察 na.da.a2a (我行将来）私に与えよ （aSa ‘与えよ’）。ニ32三 

納 荅 察 na.da.5a (我行，比我） [bi ‘私’の与位•奪格]私より， 私から。五22四2; 

六 4 十， 5 三， 6 四；九43五

納 都 舌 児 na.dur (我行） [bi ‘私’の与位格]私に。三37十，39三；六40八，九；八36 

五；九 8 三，17四，23九，25五；主 4 九，29七 

納都(舌 )児 na.dur (我行）同上。九11十，31八 

納 突 舌 児 na_dur (我行）同上。八31三

納 馬 nama (我行）私。[不 定 格 ]六 21吼 35四，40ニ，41九；八41三 

納 麻 nama (我行）同上。四 7 三 

納 馬 阿 児 nama•自r (我行）私を以て。一33六 

納 馬 魯 阿 nama-luS (与我一同） [bi ‘私’の共同格]私と0 八35十 

納 馬 苴 namEL.yi (我行，将我，教我） [bi ‘私’の対格]私を。 一12七； ニ10-, 21 

一，22—，ニ，三，25六；三39四，八，48七， 49五；四41八，十，42六； 

五 3 五，七，八， 4 五，七， 22七， 36ニ；六 4 八，九， 6 ニ；七14七；八 

18ニ，20—2, 22三，29ニ，四，33七，37五* 40八；九 5 九，15六，23—，

六；十38七，39九；：H22十；主23四

*納蠻赤剌兀勒- namaneila^ l- (教悔過）[namanSila- ‘祈禱する；悔過する’の使役形] 

-周 - J u 十35九

納 蠻 赤 闌 n a m a n e i l a . i l (悔過，教悔過）[n a m a n d l a - の同時接合副動詞語尾]十34九， 

38七，39十

納 木 舌 児 namur (秋）秋。六27八；七45ニ；土52七；芏 1三 

納 木 ほ )児 namur (秋）同上。五17ニ 

納木舌児中罕namurcan (陥泥）泥 濘 状 （に)。四41一 

納 中 合 出 naG ahi(母舅）母方の親族。

セ 児 - nar — 42十

剌 察 -nar-a£a —42 ニ 

納中忽惕 naqud (渾金）あらがね。主27—

納舌剌惕 nara.d (松，松毎）[nara.sun ‘松，の複数形]十36八，37三 

納舌列[-► 舌剌]訥naran.u (日的）[n a ra nの属格形]九46ニ 

納舌剌塔牙 nara*taj_a (日有行） 日のある時に。芏37五



納 舌 闌 nara-n (日， 日処）太陽。 一13三，43六，六；ニ17四，28ニ，29ニ，30ニ，32 

七，51三，五；四38十；六 1 八，9 九；七11四，五，20七，42九；九47—》 

十12四，28九；土27ニ，46十；主37九 

-突 舌 児 - d u r 八19三 

- 納 察 - na£a 八19三 

納 舌 鄰 narin (細）細い。十25五 

*納《舌》魯亦惕- naluyid- (探）身をのり出す。

-抽 J u  —36—

納 速 荅 nasu .da (如常）いつも。四 8 八

納 速 宪 n a su .tu  (歳，歳有，歳有的）歳をもった，〜歳 の 〇 —41六，七2, 42—; ニ36 

七；三23十，26ニ；九13ニ 

- 宜 -y i 五13四，十 

納 孫 nasu*n (歳）歳。一姑四 

納 浯 児 na’ar (海子）湖。—32九；ニ27三 

納 浯 舌 児 na，iii•(海子，海）同上。六43八；八44五；：±27三 

-途 舌 児 - t u r 六19八 

納 兀 舌 児 na， iir (海子般）同上。七32三

納 浯 舌 剌 na’iir .a  (海子行）[na’f i r の与位格形]四 18ニ；五28九；六27ニ，28七

納 兀 舌 剌 na’iir .a  (海上行）[同 上 ]五 n 八

納 浯 舌 剌 察 na’iir .a ea (海子行）[na，i i r の奪格形]八 44六

納浯 (舌 )剌察 na’a r .a£a (海子処）[同上 ]六 46九

納 顔 nayan (八十）八十。〈—naiyan〉九31四，36ニ

*納 亦 塔 - n a y iU - (嫉拆）ねたむ。〈―na^ a_, naida-，naiyita-〉
-周 -;fu 十 7 —

柰 nai (好生） まさに。三明四 

*乃 答 - naida- (疾悪）ねたむ。

- 周 イ u 六40ニ

乃 蠻 naim an (八，八箇，八疋）八。 ニ27八，凹三， 3〇三；八35—; 九36三2,昶 八 ； 

十23四；51 4五

ノラ塔-n ai!a- (嫉炉）ねたむ。〈—仙 沖 卜 ，na〖da_，naiyida-，na又yita-〉
-木 - mu ニ 37—

= 塔 黒 丹 naU a.Gda.n (嫉娘）[nai卜 の 受 動 .同 時 接 合 副 動 詞 形 ]ニ 19—

^ 顔 naiyan (八十）八十。〈―nayan〉七 i 叶 ，幻八 

乃 亦 答 - naiyida- (龄，嫉炉）く—的 か —，nay■はa_, naĵ 取 —〉

- 罷 者 -baづe 六於一 

- 周 - J u 五37五

*乃 亦 塔 - nab 取 -(嫉 庐 ）く— iiaUa-，nayi均-，naida->
-周 - l u 九23三
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#乃亦塔黒荅- n a iy ite_Gda- (被嫉妒）[naiyita- の受動形]

-木 - m u 九23四

南 巴 里 思 namba.li.s (越過）一越えして。一35ニ 

南 不 中 合 nambuGa (皮桶）大皮袋。ニ25八，29七 

喃 不 中 合 nambuGa (皮袋）同上。八35六 

*南不中合剌- nambuGa•丨a - (皮桶盛）皮袋に入れる。

-周 - iu  土25 八

揑 银 客 勒 n e d k e l(乱麻，麻穣） （羊毛などが）からみ乱れた。十36十；：̂21—

*揑 額 -ne，b  (開，聞[―開])開く。<—nege-，negii-，nekS->
-克 先 訥 -gsen-nu九20十 

-周 - : 十 43ニ；主21十

*揑格克迭- n eg§_gde- (被開）[neg6-〈-+ne’目-〉の受動形]

- 罷 者 - ba[—-be]~Je 八 43 十

揑 古 思 negiis (倒，傾） グ ラッと（倒れる，傾く）十36十；土21—
揑 古 温 勒 negu’f l(n ) l(教開） [negS-<—iie$-, neg6->の使役 •命令形 ]ニ 41十 

*捏 客 -① n ek e -(襲，追襲，追趕，襲去）（追いつくために）追う。

- 罷 -ba[—- b e ]四37三，四

- 周 - : h i — 36 九；ニ32— ; 四 3 — ， 20ニ ； 五2 8  四， 32六 ； 六 2  七， 11八，29 七； 

八 2  二  35ニ，十；十 11九；土 1 十，52ニ 

-速 - s i i ニ28五，六，七 

- 耶 -y e  l!：1 九 

*捏客-® neke- (織）織る。

-周 邛 土 9 六

揑 客 兀 侖 n ek e.’f ll.i i .n  (教追襲， 追襲）[neke-① の 使 役 •同 時 接 合 副 動 詞 形 ]八 6 

四， 10七，24五；：T39九

揑 虔 neke*n (追襲） [n ek e-の同時接合副動詞形]十 1 1 六 

1► 揑客-③nekg- (開）< - 揑額-，捏格 -,捏古 -〉

-克 薛 訥 -gsen-ti六53—
捏 克 nekei (羊皮）羊皮。三2〇八 

揑 坤 nekiin (家人）家つき使用人，召使。八 四  

揑 勒 客 nelk8 (楠衣）むつき。九 5 九， 6 三 

揑 勒 克 nelkei (委児的袱）むつき。ニ41七 

*揑蔑- nem e- (添）添える，加える。

- 薛 者 - ba[ + b e]-Je 主55 十，57九 

- 周 づ t i 三49四 

- 恢 宜 -kiii-y i 四15十

*揑篾克迭- n em e.gde- (被添） [nenie - の受動形]

-周 - 拉 三 22八；八 9 八，44八；九31六；土45三，47ニ；兰：11四
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捏 綿 n e m e . l i (添）[neme- の同時接合副動詞形];£ 3 5七 

捏 蔑 額 孫 nem e’私 i i .n (添助）補足，補給。八 8 五 

捏 木 舌 児 格 nemiirge (氇衫）毛氈などの蔽ぃもの。

- 邊 -b§n 八37五 一

揑 木 舌 児 堅 nem fir.g e -n (教搭） [nemfir- ‘蔽ぅ， かぶせる’の使役•同時接合副動 

詞 形 ]八 8 九

揑木舌児列勒敦 nem iir.le .ldfi.n (共蓋）[nem iin.le- ‘蔽いものをする’の対動.同時 

接合副動詞形]三47七

*捏木舌魯- nem fir.fi- (毯衫被）かぶる，蔽う。

-克薛額舌児- g se，8r 八37六 

揑 木 舌 列 nemfire (遮護，遮蔽）遮蔽物。

- 帖 - te 土 9 五 

-田 - te n  六 17—.

捏木舌剌〇 舌列] nem iire (遮護）同上。八44四

揑 舌 列 n e r e  (名，名字，名分，姓名）名前。 一 4 十， 23七，24六，40十；ニ15十；四 

15四，五，六，十， 16—；八 19四， 24四，五， 40ニ；九 7 五；十12六；：̂

8 五；兰1 0五，25十 

-額 舌 児 打 八 30三

-台 - ta i[—-t e i] — 4 十， 5 五，七，27五， 41五， 46五；ニ23 八， 37 五；四46 

ニ；五22八，25九；土 6 四， 8 三 

- 壇 -tan[——ten ] —28四 

- 帖 亘 -te [i ] - y i —35 九 

- 田 - ten — 7 三，28六；土50四

-禿 - tii —27 六，28ニ， 29六；ニ30—, 33九， 41五；三32十；四23 四， 24 三， 

四，五，七，50六；五28六；七 13九，14五；十33六，35六；土 6 十，1〇十， 

18ニ，40—

揑 (舌 )列 nere (名字）同上。

_田 - ten — 10六

- 宪 -tti —23八，25七，九；三23十 

担 [―•揑]舌列 nere (名分）同上。九28十

*揑舌列亦堪- n ere.yid- (名子与，名子喚，名子做，題名，名）名づける。

- 罷 -ba [—-be] — 23 七，六 

- 抽 —27九，39—；四17八，50九 

*捏 (舌 )列亦傷-n e r e.yid- (被題）同上。

- 抽 三 22九

*揑舌列亦(慑)- n e r e.yid- (名子做，名）同上0 

- 抽 三 44五；四50八

*揑 舌 列 亦 都 -n ere.y id.ii- (名，名提，提名来，名分，名喚）同上•
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-(克)薛額(舌)児 - Sse，む 四 15六 

- 克 先 - g s e n  八27—； 士32四； * 1 4 —

- 舌 侖 -r i i n 八25—

- 由 -y ii — 35 九

*捏 舌 列 [亦 ]都 -n e r e .y id .fi- (提名）同上，

-克薛®  -g s e d 八27六 

*揑兀- ne’fl- (起行）〈—neii’fl-〉
_ 古 -g ii[—-kfl] ニ46三

揑 兀 列 ne，flle (大木，古樹）切った大木；枯樹。十36九；：！:21—

揑 兀 舌 里 ne’f l .r i (起行）移動，行程。三30六 

[捏 ]兀 舌 里 [n e]’f l.r i (起行）同上。三30五 

揑兀 舌 里 惕 n e’f l.r i.d  (程）[n e’S r .i の複数形] 一 3 四 

揑 亦 列 neyile (相合） [neyile- の命令形]:！：43五 

*揑 亦 列 - neyile- (相合）一つになる，合一する。

- 罷 -ba[ > - be] 六 45 四；：!； 4 ニ， 14 九，43 九 

-周 - : f i i 八 2 六 

- 主 兀 - li i’fl 土38三 

- 帖 列 - t e l e 七32九

*捏亦列兀勒- neyile .’fll- (相合）[n eyile- の使役形]

-周 -;[fi 五 18ニ

•揑亦列兀列 - neyi le (相配）[同上]

-額 惕 - 如 ニ 37ニ

<!©揑 亦 列 兀 侖 n e y i l e .’f l l -f i - n  (教相合） [n e y i l e .’8 1 -の同時接合副動詞形]七 24三；：̂

39—

揑 亦 連 n e y i l e . n  (相合） [n e y i l e - の同時接合副動詞形]三10九，25九，34七，42ニ； 

四 6 四，34十，48ニ；五33—; 六30三；八 3 九；：t：19—
捏亦速[―連 ] neyilen (相合）[同上 ]三 34九 

*揑亦連勒都- neyi le (n ) •丨dfi- (相合） [n ey ile- の対動形]

- 周 イ f i ニ27ニ 

-牙 - y a[—- y6 ] 三 9 四 

粘 別 額 nem be’S (盖）蔽った。三47七 

粘 不 列 nem biile (庵）仮小屋。一15十， 17八 

*撚迭- nende- (攙先，掩襲，潜謀）奇襲する，

速 」6s i i 五40八；十28三 

-周 - l i i 八13四

撚 頤 n en de.n (掩襲）[nende- の同時接合副動詞形]六 50七
年 都 nendii (福）幸福。八40十

年都兀®  n en d ii.’fld (ナツ）[n e n d f iの 複 数形 ]十 4 一



*能 知 - nengji- (捜）捜す。

-周 - ；iii ニ24 七

*能知連 (助 )都 -nengJile(n ).Wfi- (相捜尋）[nen gji- ‘捜す’の対動形]

-罷 -ba [一-b e ] ニ24六
-牙 - 沖 [ —-押 ]ニ 24六

能 知 兀 里 n en g P .’f l.l . i (捜的毎行）[n e n g ji.’f l.l •捜索の人々，の対格形]ニ四五 

能知温 (助)孫 neng；[i’fi(n) •トs ii.n  (捜的毎）捜索の人々。ニ25—

*耨兀- neU’S- (起）移動する， （家畜と共に）移る。

- 罷 -ba[->-be] — 7 八；三29九；六18七，八；十41因 

- 惕 坤 -dkiin ニ 3 ニ 

先 - gsen 九 4 一 

-古 - gtt[—-kii] 主 11六 

-者 埃 - l e ’句 ニ 3 八

- 周 イ fi — 3 九，4 三， 6 五， 17七， 18九；ゴ 8六 ；三10五， 42ニ；四31四；立

12四，40四；六18八 

-主 為 - 诉 ’取 ニ 5 —

- 坤 -k iin ニ 2 三

-中灰[―恢]突舌児-qui[—-k iii]-d i i r 九 3 十；十 7 六，八 

ヰ 侖 -r i i n 三29七；八44三 

- 牙 -y a[—-y目]十41三 

- 耶 -y e 三29七

耨 温 neU’3 _n (起）[neUで-の同時接合副動詞形]六 23五 

耨兀克迭- neU^ gde- (被起，起，起行）[neU’S- の受動彩]

-周 - ii i ニ 5 六 

- 舌 侖 -r i i n ニ 3 六， 4 七，九 

♦ 你 阿 - ni’a- (粘）はりつける。

- 周 づ u 三26七

你 出 裩 n ieiig ih n (赤裸）肌の露な。四 8 九，十，41九，42ニ 

你出《中》棍 ni5tigtin (赤裸）同上。六39九 

你 多 泥 nidoni (去年）去年。三 1 七；主 3 四 

你 都 nidii (眼） 目。

-禿 - tii — 3 四 

你 覩 nidii (眼）同上。

- 邊 -b€n 土25七

你 覩 揑 扯 延 nidiin*e£e .y§n (眼自的行）[nidii(n) の奪格再帰格形]六14ニ 

你 覩 訥 n id ih id  (眼的）[nidii(n) の属格瑕]ニ比一；五部五；九34八；十23九；主44

七

你 敦 nid ii.n  (眼） 目。四24九，40八，42十，43七；八30—；：H 7 四
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-突 舌 児 - d i i r 三39ニ

• 都 舌 里 顔 - (Hir- iySn[— ニ 18十；ニ23十，38—；五 3 九 

-你 顔 -n-iy&n[->-iy目n] 七26八 

- 宪 舌 里 顔 づ ir-iy5n[——iy^ n] — 43ニ，46三 

- 延 -5^n 芏21十

你都苦剌- nidura- (乾）（水などが〉かれる，なくなる，断たれる0 

- 魯 阿 - lu’a ニ 3 七

你 都 舌 剌 塔 剌 n idu ra .ta la  (緊）ギ ュ ッ と （‘断たれるほと’から）。土26四 

你黒撒中合勒札- niG saca.lja- (顫動）びっしりと山積になる。

- 塔 剌 -t a l a ニ28三

你 只 額 勒 （每一隻，一隻）— ンす•つ。一 11九，14ニ 

你 只 額 里 niJi’H .i (—隻行）[niJi’M の対格形 ]一 11十

你刊 nikan[->ken] (—，一筒，一件，一遍，一次，一下）一 （数S司の 一 ）。一 3 七， 

九， 4 四2， 8 ニ， 9 ニ，11七，14五，20三，24五，25九，41五，46四；ニ 

7 七，八，8 —，17—，27八，28十，29九，30三，32—，42五，43四，五， 

六2, 七 2, 八 2, 九 ；三 9 ニ2, 10七，八，26ニ，27六，29五，七，32九，36 

三，41一，ニ，四，八，九，十；四 6 十， 7 ニ， 17—， 26九， 33五，六， 

八，40ニ，45六；五14五，24八，25六，40三，50—；六11九，13五，18五， 

七，26四；七 1 四，22十，31三， 37六；九 8 四，28八， 32七，八，33—， 

37ニ2，三，四，38六，七，八，九，十，39—，ニ，四2， 4 0 + ，41ニ，三， 

五，47九；十 23 八，29 十，30-, 41ニ；；̂4 9  七；主 29 ニ，六，35 三，40九2, 

41—，四，六，43四，六，七，47四，五，52五，六，53三，四，九，56三， 

八，九

- 揑 -n-e 七16 ニ

- 帖 -te — 37五，六，七2, ニ 9 三，17七，34九2， 三 4 ニ；四43四；五35八；十28 

一，ニ；主35五

你 客 揑 niken.e (—処，一処行，一行）[n ik e n の与位格形]五37ニ，三；八14六，27

五；九30四

你 客 泥 niken.i (—箇行）[n ik e n の対格形]:1T33三
你 客 你 顔 niken.iy5n [—*iy目n] (―箇自的行）[n ik e n の再帰格形]土32十，33—2，ニ

你 客 訥 兀 niken.ti’ fi (—箇也）[n ik e n の疑問形]土 33八

你 客 帖 列 n ike. tele (—井）一つになるほど。43三七，八；六36八，九，十

你 客 田 n ike， ten (—箇毎的）一つにする，一つをもつ。三37九

*你勒不- nilbu- (唾）唾をはく。

- 周 イ u 五16ニ 

-主 為 - ; fu’圮 五 16四

*你勒不黒荅- nilbu-Gda- (被唾）[nilbu- の受動形]

- 周 づ u 五16三



你 勒 不 速 nilbu， su (涙）涙。十27八，36四，40ニ 

-安 - ’an 十38ニ 

-巴 児 - b a r ニ34八

你 勒 不 孫 nilbu.su .n (涙）同上。六14ニ；十37八 

你 勒 中 合 nilqa (最少的，最小）赤児。五44四；七39六；十22十 24五 

你 舌 魯 兀 niru’U (脊梁）背。四 3 三，27十，28五；十4〇十 

- 班 -M n  四 29 ニ

你 (舌 )魯 兀 niru’ ii (脊梁）同上。十39七 

-班 一ban 四28—

你 舌 路 孤 惕 niru’a ， d (嶺毎）[niru’a の複数形]六 45三

你舌魯温 niru’ii.n  (嶺脊，脊）く—niru’U〉四49三 ； ：t ：43コ. 士 ?4—2 =
*你思- nis- (飛）飛ぶ。 — 一

- 抽 八 6 九， 7 —

-周 * — 43 六 

*你失- niSi- (打）打つ。

~痕者 - ci^ e 九43八 

"•中忽牙-quya[—qui-a] 十19六 

- 禿 中 孩 -tu G a i八 9 ニ 

你 孫 nisun (涕）鼻水。ニ34八

你 秃 侖 nitul.u.n (断絶）[nitul- ‘断つ，切る， の同時接合副動詞形'! 八

*你兀- ni’ii- (蔵）隠す，かくまう。

- 罷 -ba ニ24 五 

-揭 中 渾 -d q u n 七13八 

-周 - ; f u 四50四；九23六 

-su ニ44 五

你 温 ni’ii.n  (隠譚，蔵）[ni’ii- の同時接合副動詞形]九 4 十• 19六 

你 兀 児 ni’iir (面）顔。ニ17十

-秃 舌 里 顔 - tiir-iyan —43 ニ，46 三；ニ18 十 

你 兀 舌 児 ni’iir (面，面皮）同上。三21—; 七27六，48三；九 4 ニ，三• 士2ィご 
-都 舌 里 顔 -dur-i” n 五 3 九 

- 台 -ta i 七 7 —

- 途 舌 児 - t u r 五16ニ

你兀舌児中罕 ni，tir.qa_n (通面皮） [ni’arqa- ‘いい顔をする，の同時接合副動詞 

六24六 ^

你 兀 舌 里 顔 ni’iir.iyan  (面皮自的行）[ni’i i r の再帰格形]八 17六，九 

你 亦 台 塔 刺 n iyita i.ta la (緊） しっかりと。：1：26三 

那 卜失勒都 -nobii.ldu- (共湿）[nobM- ‘しめる，ぬれる’の対動形]

-周 - l u 八40六；九 8 六
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*那 都 - nSdii- (檮，築）（臼などを）つく；築く。

- 別 古 - be g ii[—kii] 五13 七 

- 克 先 - gsen 土 8 十；主 2 四，五

那都兀勒- nSdii.’fil- (教築）[nGdii- の使役形]

-周 - K i芏57六

那 敦 ( 血 塊 ）血塊。一40九；ニ11四

*那 克 扯 額 - • ’巨-(教過去）〈―n6gむ.’る-，n6g£ i .y巨-〉

-速 - sti 八 20 ニ

*那克赤- n6ポ i- (歿，過去）去る；死ぬ。

- 罷 -ba[—-be] — 49六；ニ19ニ，八，21三；六19ニ 

-主 兀 イ ti’fl 土37八，九

*那克赤額- n6g£ i々 - (教過去，過去，過）[n3g5i- の他動詞形]

-周 - ] i i 八22八，十

- 速 _s t i 四39四

- 禿 該 -t i i g e i八22七；主10七

*那乞赤耶- n G g a -y h  (教過去） [nfigSi- の他動詞形]〈->n3g £i .’d-, ndg5e .’§-> 

- 惕 坤 -d k iin 主 10六

那 克 臣 n6gei_n (過去）[n6g6レの同時接合副動詞形]ニ 22ニ

*那可扯- n6k66e- (作伴，做伴）仲間になる，伴になる。

- 罷 -ba[->-be] 十40四 

- 罷 者 - ba[—-be；H e  八 36 六 

-額 速 - ’巨s u 七 8 —

-克薛額舌児- g se，§r• 九 5 十

-周 - 了 六 37ニ；八18六，35十；九17四；：T 8 十

-古 - - kii] 八13 九，36 五

- 坤 -kiin ：!： 5 三

-中灰[—-恢 ] -qui[->-k iii] 八18ニ

- 魯 額 - Hi’g 九30四

-牙 - 斤 ] 八 14四，22四，36八

- 耶 -y巨八18ニ

*那可徹- n6k6ee- (做伴）同上。

-克 薛 額 児 - g se’S r ニ38六 

- 克 先 -g s e n 四51—

-周 - ：fii ニ 33 八，35—

- 恢 -k iii ニ38六 

- 坤 -k i i n 五 5 十 

-舌 列 - r e 五 9 一 

-速 - sii ニ 29 九，30 七
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- 耶 -yに 38ニ

*那闊扯- n6k56e- (做伴，作伴）同上。

- 周 イ i i 四 1十， 3 九 

- 坤 -kfin 四 29—

- 速 - s U 三 4 八 

*那闊徹- n5k淀e- (做伴）同上。

-速 - s u 三49六

*那可扯克迭- n洗 65e *gde- (伴当可做）[nSkS^e- の受動形]

-古 - g ii[—-kii] 六 52 三 

*那闊扯克迭- n5k55e *gde- (被败伴）[同上]

- 周 イ i i 三22七

*那可扯勒都- n 6 k 6 6 e .l d i i- (作伴，伴当，做伴） [n 5k 6£e - の対動形]

- 罷 -ba〇 - be] 八18三 

_周 - 九 11十 

-sti 八35 四

那 可 徹 勒 n5k淀e -l (做伴）友たること。五 5 十 

- 宪 -t t i 四50六

那 可 纏 n 3k 66e . n  (做伴） [n 5k 淀 e - の同時接合副動詞形]八 36九 

那 可 惕 n 6 k 6 . d  (伴当毎，伴当） [n 5k 6r の複数形]ニ32七；七36十；八12七；九33三 

- 帖 延 -t e - y S n 八12四，九 

- 禿 -t i i 八12ニ，19九；九32六，八 

- 圖 宜 -tti-y i 土18ニ

那 闊 n6k3 .d (伴当）[同上]三49七；九33九，十

那 可 迭 延 n6k6.d.e.y§n (伴当毎自的行） [nSkfi.dの 与 位 •再 帰 格 形 ]六 4 七 

那 可 的 n6k6.d.i (伴当行） [n3k6 . d の対格形]六 40九

那可的都[-> 耶 ]舌 里 顔 n3k5，d .iy§r .iyan[— iy^ n] (伴当毎自的行） [n6k8*d の造•再  

帰格形 ]八 19六

那闊的顔 n6k6.d .iyan[— iy6n] (伴当毎自的行）[n6k6.d の再帰格 形 ]四 2 十 

那 可 的 耶 舌 里 顔 n6k5，d .iy 8r *iyAn[-Hyさn] (伴當毎領着自的行）[n iik d .dの造 •再帰 

格 形 ]六 45—

那 可 額 n6k5,6 (第二）第二の，次の。三29六

那 闊 額 n5k6,6 (第二，第二次，第二件，次，那箇手）同上。 六23ニ，三，四，五；七 

2 —; 八45八；九14—， 16ニ；主55三，五，56五 

- 帖 - t e 七 9 十；八45四，七；九42ニ；主 12十，44三 

那 可 [額 ] n池6[，5 ] (第二次）同上〇 〔「那可」 のま X， niik3 と読むことも可能であろ 

う。〕

- 帖 - t e 三26十 

那 闊 只 n版 5. p  (第二）同上。
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- 宜 -y i六31九

那 可 児 ndk6_r (伴当）友。一 8 七；ニ 8 四，10ニ，12三，29八，30五，32三，33五， 

34十

那 可 舌 児 n6k6_r (伴当）同上。 五48八；六 4 十， 6 三；七 6 —；十40—; ：t：32六；主 

II三，35八 

-禿 - tii 九 33—

-途 舌 児 - t i i r 八35四 

那可(舌)児n6k6 .r (伴当）同上。九11七 

那闊舌児 ndfcS.r (伴当，被敵人）同上。三48五；五17六 

那 可 舌 列 nSkS.r .e  (伴当行）[n5k6r の与位格形]ニ33八；七15十，29ニ 

那可舌里 n6k:6.i>i (伴当行）[nGkiirの対格形]ニ33七；七38四 

那 中 合 納 noqa.n.u (狗的）[noq aiの複数•属格形]七10—，六 

那中合昔顔 noqa.s.iyiin (狗毎自的行）[noqaiの被数形，noqasの再帰格形]九1五， 

九

那 中 合 牙 n o q a .i . a  (狗行） [ n o q a i の与位格形]土31七，33七

那 中 孩 noqa.i (狗，狗児，狗般）犬。ニ11五；五17ニ，27ニ；七 6 十，27四；：i：l l七；

主 1 三

_思 ' * s 七33八，34五 

-昔 -s-i 七33六

那(中)孩 notia.i (狗）同上0 —13三

-牙察 ya£a [ートa h ] — 47ニ2 

那中豁安 n〇G〇’a*n (青草）青草。

-突舌児 - d u r六 2 —

那中豁惕 n〇G〇-d (鴨毎）野鴨たち。一17ニ，三

那中豁的顔 n〇G〇*d.iy^n (豁毎自的行） [ n o q a i の複数形，n o q o d の再帰格形]:^47— 

那 中 豁 速 noGo.su (鴨子）野鴨。八12十 

那(中)忽惕n〇Gud (鴨毎）[ =  n〇Gud] —19六 

那 牙 n o y a  (ナシ）首長，長官。[不定格]主 40八

那 牙 惕 n o y a . d  (官人，官人毎）[n y a (n ) の複数形]四47十；五12十；八24十，25—， 

27— ；九30九，十2, 34ニ；十14十，15— ；主 2 — ，三，八，13十，17— ， 

33六，43九，52四 

-塔 - t a 九 3 八，31— , 45八 

-途(舌)児-t u r 九42四

那 牙 荅 察 noya.d.afia (官人行，官人毎行，官人毎内，官人毎処） [noya.d の奪格形] 

九45—，ニ；十25六；；!：19 ニ；主33五，46 四，五 

那 牙 的 110y a .d . i  (官人毎，官人毎行） [n〇ya .d の対格形]五25ニ； 八26十， 27五， 

九，32四；十15六，七

那 牙 的 顔 noya.d_iyan (官人毎自的行）[noya*d の再帰格形 ]五 15七
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那 牙 敦 noya_d*un (官人毎的， 官毎的） [noya.d の属格形]七19一；九32四， 六， 

七，九，33三，八，九，36—

*那牙剌- noya.la- (官做，断）ノヤンになる，ノヤンとして振舞う。

-周 - ; f u 八 1八 

-巾 忽 -q u 主33七，八

那 牙 泥 noyan.i (官人行）[noyanの対格形]七32五；十10九，17八，18五，21五 

那 牙 訥 noyan_u (官人的） [noyanの属格形]七18—

那黯失克[-► 黑]noyamSiG (襃官人）ノヤンのような〇 —27五

那 顔 n oyan (官人）首長，長官。 一 5 四，32—; 三21三，39六，八，九；五 1九， 28 

六；六 5 八；七15六，九，18四2，五，28十，46ニ，九，47四；九 4 七，19 

八，41八；十10十，17九，18—， 20九，33五， 34七；土 4 三；主13八，52

-泥 -ni ：!：37—
那 亦 舌 児 noyir (睡）睡眠。ぐ^nuyir> 八37五 

那 亦 壇 noyitan (湿）湿った0 八40九；九 8 六 

訥都舌児中合nudurGa (拳頭）拳。九44一；主46ニ 

•■因-y in 九43十；主46ニ 

- 失 顔 - S-iyan[複数•再帰格形]九14六 

訥 亦 舌 児 nuyir (睡）<->noyir> 六21六 

*弩 客 列 - ntike.le- (鑽眼児）穴をあける0 

-周 - 饨 三 26八

弩 木 numu (弓）弓。ニ25九，32三；十 8 七 

- 惕 - d 主48ニ 

- 壇 - t a n 三26六 

弩 門 numun (弓）同上。

-魯額邊[—-魯 阿 班 ]- lu’S-b a n 七16—

訥 舌 剌 思 nura.s (溝）[nura ‘崖崩れの所’の複数形]

-途(舌)児- t u r 四35九 

訥 塔 nuta (静）安寧な，堅固な。十 1三 

訥 兀 ① nu’ii (隅，地角）川の湾曲部（の牧草地)。八34三 

- 荅 - d a 四31五 

訥兀©  mi’ii (児）男子。

-儀 - d 主 9 九

訥 温 nu’ii.n (児，児孩）同上。一45七；六52六 

嫩 只 nunji (不動的）動かない，緩慢な。：！：8 九；主 2 五，六
嫩 宪 黑 nuntuG (営盤）ノタック。一45七；八42—；九24ニ，六，• 十 9 一， 24五；土30 

三；芏48五2 

-阿 察 -a6a 九11三
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-突 舌 児 - 4u r 五 3 十

• •壇 - ta n 十；主 2 五

- 圖 - t u 主 4 八

- 圖 児 - tur ニ 3 ニ， 5 六

-圖 舌 児 - t u r 三24—，32九，十；四17—

嫩 秃 赤 塔 泥 m m ta *a ‘ta n .i (営営盤的行）居営地の管理者（？）主47十 

*嫩禿黒剌- mmtuG.la- (営盤傲:，做営盤） ノタックを定める， ノタックとする。

-周 - 扣 一 1 五；ニ27四；八42—; 九24三，六；主41十，42三 

*嫩秀(黑)剌兀勒- nuntuG.la .’iil- (敬営盤〉[nuntuG.Ia- の使役形]

-中 忽 牙 - q u i - a 主48六
嫩 禿 黒 闌 n u n t u G .l a . n  (営盤做） [n u n t u G .l a - の同時接合副動詞形]ニ 39—

嫩 禿 吉 顔 nuntuG .iy^n (営盤自的行） [n u n tu G の再帰格形 ]主 2 六 

嫩 禿 中 合 察 nimtuG-aSa (営盤行，営盤処） [n u n tu G の奪格形]三 29六；四17ニ， 23 

四，24ニ，四，五，六

嫩 秃 兀 赤 泥 ( 管 営 盤 的 行 ） [n u n tu ’i i d i n の対格形]芏 48九 

嫩 禿 兀 臣 • 古 .11(管営盤的，管営盤的毎）居営地の管理者。 十 5 九；主40五, 

48六

農 中 合 速 n u n g G a . s u  (毛）羊毛。ニ24九 

-禿 - tu ニ 23 七，24 八 

農中 合 孫 m m j j G a .s u . i l (毛）同上〇ニ24十
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q
中 合 qa (皇帝，係官）皇帝。一39四；三50五；四31ニ；六2, 36十；土 9 六 

中 合 惕 qa.d (帝王，皇帝，皇帝毎，王子）[q a n の複数形]一13六；ニ 6 三；三20九；

六36—2, 三

中 合 納 qan.a (皇帝行）[q a n の与位格形]七42—； 士 4 三， 5 八 

舌合[―中合 ]納 Qan.a (同上）[同上]五16三

中 合 泥 qan.i (皇帝行） [ q a n の対格形]五 10三；六28五；七43五；八24六；十11一， 

九；：t： 5 三，11—

中 合 你 顔 qan-iySn (皇帝自的行）[ q a n の再帰格形]五2 九，十，5 七， 6 —，五， 7 

三，六，七，八，15五；九27八，28—，四2，六，七 

中 合 訥 qan.u (皇帝的） [q a n の属格形]四12三，25四，六，28六；五 9 八；14一；：1： 

4 三

- 埃 -’a i 汗のもの，王のもの。土15八，16七 

中 合 的 （前脚）（動物の）前脚。六36八 

中 合 银 qad (禮）体；体格。九42四 

中 合 阿 qa，豆 （那裏） ど こ （に，で）。ニ20五；六17—

-察 - £a どこから。七27九 

仲》合 阿 ( 同 上 ）同上。一19五 

一黒石-GSiどこへ。五22十 

中 合 阿 -qa’互-(団）閉じる；囲む。

-周 - i u 十34五，35九 

中合阿勒中合 q a l.lG a  (関）門，戸。：1：2六  

中合阿惕[―勘 ]中 合 q a l . l c a  (門）同上。ニ47ニ

中 合 阿 納 qaSn.a (皇帝行） [qa，如 ‘皇帝，の与位格形]四40七， 46六， 49七； 五26 

三，27七；九28三；十27四，十；土 6 三，8 四，11八，20七，44五，46六， 

50六

中 合 阿 泥 qa’Sn.i (皇帝行）[qa’an ‘皇帝’の対格形]五50九；六45ニ；十18八，35ニ， 

36—，40八；：1：7 —， 9 四，10七，12ニ

中 合 阿 訥 qa’a n .u  (皇帝的） [qa，an ‘皇帝，の属格形]四42九， 49八； 五 9 六；六 8 

三；九35十；十 12五，33ニ，：1：8 五，15九，16八，38四2 

-埃 -M 土巧八，16八，45三 

中 合 阿 台 q a l t a i  (ナシ）閉じられた。ニ47ニ

中合ト察勒q ab6al(窄狭処，窄狭，狭処）山峡。三18七；五 9 十；六24五 

中合ト察剌qat^al.a (窄狭処）[qabSalの与位格形]三19四 

中合ト察剌察q a b h l.びa (狭処） [ q a b h lの奪格形]六24七 

*中合卜赤®- q a b £ i-(夾）はさみつける。
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• 周 - 〗u 九13五

*中合卜赤-®  q a b £ i-(蔵匿）匿す。[上 の 袖 £ト の 転 義 ]

-中 渾 -q u n 九 4 十

中 合 ト 臣 qab古•!！（匿）[qab£ i2- の同時接合副動詞形]九19六 

中合ト赤中合牙qabeiGaya| > Gai.a] (狭処） [qab5 iGaj ‘山峡，の 与 位 格 形 ]四 4 八; 

八22ニ

*中合ト中合舌里兀魯- qabqari.’fil.u- (教大咲） [qabqari- ‘大声で笑う，の使役形]

-堪 中 坤 -dqun 土30六
中 合 ⑴ 塔 中 孩 qabtaGai (匾）平らな，扁平な。土25八 

中合ト荅孫 qab4 a .su n  (板）板。八3〇四 

中合巴舌児 qabar (鼻子）鼻。主54五

中合巴舌剌察 qabar.ばa (自畀[―鼻]行） [q ab arの奪格形]十 24六 

中合必児《中>合 児 qabirGar (同上）同上。一 8 四 

中 合 必 児 中 合 qabirca (肋爾）あばら，肋骨。四 1五 

中 合 镤 职 bu (射箭）射ること，射力。十30六 

中 合 卜 児 qabur (春）春。一 11七 

中 合 不 児 qabur (同上）同上。一 17ニ
中合 不 舌 児 qabur (同上）同上。ニ 1八〔卷ニにおける舌児は例外〕

中合不舌児 qabur (同上）同上。三26六；五40—，46八；八 2 三 

中 合 察 児 ( 腮 ）頰0 —44七

中合察舌児 qa£ar (腮，聦 [―腮 ])同上。三43四；六16—，36五；七48三；八43八 

- 途 舌 児 - t u r 六16四

中合察舌里顔 q a£ar.iy sn (腮自的行） [ q a 5 a rの再帰格形 ]六 9 七；七26九 

*中合勒中忽- q a d q u -(荆，揷）突き刺す。

- 罷 -ba 主24 ニ 

-周 - J u 四 1五；六 8 八，34ニ 

- 主 兀 - lu ’a ニ 3 十 

-中 忽 牙 q u y a [ -q u i-a ]七36六，七 

*中合惕中忽黒答— q ad q u .G d a -(被剌，被搠，戳） [q a d q u -の受動形]

- 阿 速 - 3 s u 六26九 

- 罷 -b a 六21九 

•■周-;f u 八17四
*中合惕中忽勒都-明d q u . ld u -(厮殺） [q a d q u -の対動形]

-阿 速 - ’S s u 七24四 

- 罷 -b a 四37九 

-惕者 - (H e 六 15—，20 ニ 

-黒赤 - G a 五29七 

_黒三 - c s a n 六10ニ， 17七



-周 - 和 五 9 ニ，18—；六27十；八22ニ；主 5 七

_梅 者 - m uiづe 六 3 四

-中 忽 - q u 五29七；九21七

-中 灰 - q u i三43九；六42三
-中灰突舌児 -q u i- d u r八15四，43ニ；九16四，21八

-中 灰 因 -qu i-y in五 17四

-中 渾 - q u n 六 3 ニ， 5 四，14九

-舌 剌 - r a 五 9 ニ

-速 - s u 六 7 九， 8 ニ；主 4 七

-宪 中 孩 - tu G a i七19六
-牙 - y a 四34九；五29八，九，31六；六11八， 14五， 29—; 七31四， 32 

三；芏 4 十

干合慑(中〕忽 (勒 )部 -qadqu.ldu- (同上）[同上]

- 周 -Ju  — 40—
*中合惕中渾勒都-qadqu(n).ldU - (同上）[同上]

-周 - i i i 四37十 

-牙 - y S 四37八

*甲合惕《>)渾勒都 - qadqu⑷ .Idu- (同上）[同上]

- 黒 三 - G sa n四38—

中合核中忽勒都阿qadqu.ld u .’S (厮殺）突き刺し合い，合戦。七32三；主 4 七 

中合慎中忽勒都阿訥qadqu.ldu.’Sn.u (厮殺的） [qadqu.ldu.’a (n) の属格形]六 42ニ 

中合惕中忽勒都安qadqu.Idu.’ Sn (厮殺的）合戦（の）。七19五；八46六；九 2 —，39六 

-突 舌 児 -d u r 四38八 

-突 児 [― 舌 児 ]~<i u r 九20九

中合 ©中 忽 勒 敦 qadqu•丨du.n (厮殺） [qadqu.ldu- の同時接合副動詞形]六4 九， 6 四 

中合崧中忽(勘)敦qadqu.ldu-n (同上）[同 上 ]三 8 ニ 

中合惕中忽舌束丨j速 qadqura.su (桃皮）山桃皮•

- 究 -tu ニ 8 —■

中 合 荅 qada (崖，崖子）岩山。九 1 七 

- 途 児 - t u r ニ11五 

-因 - y i n 六36七 

中合 打 qada (崖）同上。

- 荅 - d a 六19三

中合荅兀勒- qada•，如 -(釘 ） [qada- *釘を打つ， の使役形]

- 罷 - b a 六16五

中合荅阿舌児 qada，ar (害，轡領）馬勒， くつわ。八 8 八 

-究 宜 -t u - y i主39五

中合 荅 阿 孫 q a d a l.su n  (釘子）釘。六16五
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*中合荅勒-qadal- (分析）尋ねる，探索する。

-周 - Ju 士46 ニ

中 合 荅 侖 qadal.u.n (根尋着）[qadal- の同時接合副動詞形;！ニ12七 

中合荅(舌)侖qadarun (ナシ）[明 細 - ‘喃る，の同時接合副動詞形か （？）] 十29八 

中合荅中合qadaca (緊要事，緊要）重要な，主要な。主的四 

- 凭 -t u 八17五

*中合荅中合剌兀勒荅- qadaGala.’Ul.da- (被教管）[qadacala- ‘保管する，の使役•受

身形]

• •周- l u 十 7 五

中合答舌児qad&r (害領）<—qada’巨r>
- 秃 宜 -tu-y i九48十

*中合荅舌剌- q a d a ra -(点）（馬が前後の2 本の足で同時に地を蹴って）走る。<—qata- 
ra->

-周 - Ju —20 五；ニ 46 七

*中合荅兀赤-qada’î i- (教戒慎）耐えて頑張る。ぐ 丁 i>
-宪 中 孩 -tuG ai六 5 —

中合答兀赤 qada’Qa (謹情）[qada’ii£i- の命令形]七42七 

中合莶兀只 Qada’Gh (同上）〈―qada’G6i-> [qada’i i j iの命令形]ニ19八；六 6五 

- 古 〜 gu[—〜ku] ニ19八 （助辞の-kii)
中合的牙舌児qad.iy自r (独自自的行）[q a dの造格形]自分で，自ら。九33五 

中 合 敦 qa4un (娘子）妃。〈̂ qatun〉四10六，五，六2，19ニ；五22六， 23三，八，24 

九2,十 ；六36五；七29五，47三，48四；土20七，21八，24八，27ニ；芏 2

-揭 qa4u (n)-d 八 1三 

-答 察 - da£a ^ l 五 

- 魯 阿 - lu’a 七46八 

书 _n a 主13ニ 

-泥 - n i 七48九；主 1五 

- 訥 -n u 七10七，48七，八

中 合 罕 q a M n  (皇帝）皇帝。 一 30三，32五，六，十，33三，五，39三， 九， 40七， 44 

七；三44五，十，48六，49四；四 4 四，七，6 五，六， 9 三，10四，11十， 

13— ，七，14一，四，15ニ，16三，17四，18七，19八，20四， 26ニ， 四， 

九，27七，31七，32— ， 九，33ニ，37九，38八，39四，40七， 41ニ， 八， 

43— ，45五，八，46六，七，十，47四， 49ニ，50ニ；五 1ニ，六， 5 七， 

八， 7 五， 9 ニ，11八，12— ，四，17ニ，五，1晒 ，20十， 22五，六，23 

一，三，五，24— ，八，25— ，28— ，29五，七，31六，九，32—，33六， 

37四，38七，39六，46ニ，47—；六 1ニ， 2 八， 7 六，10—， 11三，七，

12—*, 14ニ，18ニ，六，19—>，20四，十，34八，35ニ，38ニ，39八，43八，



44九，45五，46十，49五，51十， 53- ；七 1 五， 七， 2 六，2 風 : 八 ; ^14十 ， 1 8 — ， 2 0 五，24五，31九，32四，42九，44ニ，五，45ニ，46十，47

十，48七，九；八 1 七， 2 ニ，八， 4 ニ，五，十，^ ^ 五 ，10一，12十， 
13ニ，六， 14三，21ニ，24八，27五，七，29七，3 3 3  3 ^ 5：’ 4 0 /\’
43—， 45十， 47四，十；九 に ， 3 七， 5 六， 7 —， 8 —， 9 ニ，11一，

1晒 ，20八，22四，2 3 - ,  24四，五，九，27四，31三，32- ，3叶 ，40九，

44十，45九；十 に ， 4 五， 6 八， 11ニ， 12六，十， 13七，16四， 18六， 
21六，22七，25十，27四，六，28四，28九， 29ニ ， 31—，37九， 39ニ，40 

七，41 一，43四，八；：£ 1 ニ， 2 ニ，七， 6 八， 1〇六，九，11八， 12—， 

九，13 九， 14 六，15—，1 6 S , 17—, 18 四，20—，ニ，七， 21八， 23 七， 
29七，30—，31三，32—， 四，九，35—, 八，36十 ， 39六， 41五，九，42

四，九， 43ニ，44六，45六，十，47七，八，50ニ；S  1 四，7、，2 - ，"1’ 

5 三，六， 7 五，十，9 五，10三，四，六，九，12九，13一，姻 ，15ニ， 

五， 1 7四， 1 8三， 19五，六，八， 2 0 八，21ニ2, 十 ，22十，23—，四，ハ，

八，十，24八，26九，28十，30八，31六，33六，九，34—，九，36九2，37 
ニ， 4 3 八，4叶 2, 47ニ，51 十，5*1十，55—, 十，56—，七，5V■—，八

-突 舌 児 " d u r 四 4 一， 6 —， 四，22七，32三； 五 8 十，9 四，33六，50三；六 5 
ニ 45四；七 7 五，46九；八12八；十11一 ， 12ニ， 13六， 15七；土 6 六， 

14九， 18ニ，38七，43九 

-都 舌 里 顏 -d u r-iy S n四48ニ 

—魯 阿 ー lu’a 五36七
书 -na - 3 3 ニ；四 6 九，15四,.十，18六；五 6 三， 7 - , 四；六18十，42八， 

50五，51九；七 14六，23五，42ニ，45八，46— ， 47五；八 1 四， 24四；主

2 九， 5 ニ， 9 七，14七，28九
察 - na£a 四28 ニ；七48ニ

-泥 - ni —33 ニ；ニ 2 九；三50 ニ；四 4 ニ，27七，31九；五27ニ；主 1 八，14 ニ，

三，33九 _

-酌 - nu — 30 四，31九，32五2, 33 四， 39—, 40—; ニ 1 八；四 8 四， 18ニ；七 

31七，47 四；/;26 十，31十；主 2 七， 14 一，52 五，十，53 ニ 

-訥 完 -nu’a n 七48五
(中 )合 罕 qaM n (同上）同上。四37H ; 九21五 

- 訥 -n u — 1 ニ

中合《中》罕 qaM n (同上）同上0 土52六 

-突 舌 児 - d u r 六49五；：?：4ニ  

• 中 合 礼 - ( 咬 ）咬む，ギュ一と咬む。

-黒 撒 惕 -c s a d 十29九 

- 中 忽 -q u ニ11五，八 

*中合勒- qaト （惹，関）近付く。
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-中 忽 ベ i u 三18五 

-ヰ忽由 H iy u  [-K|ui- ii] 五 16四 

- 中 渾 - q u n 六16五

中 合 勒 q a l (惹） [q a l- の命令形]四 49九；九 1 六 

中合勒不中合 qalbuG a (匙般）匙。主54四 

中合勒都慑 c ja ld u .d (崖毎） [ q a l d u n の複数形]山峯。

-塔 - t a 五36三

中合勒中合 qalqa (団牌，滴牌，関）循。三18八；八46六；土14七 

*中合勒中合剌黑荅- q a lq a d a’Gda- (被遮護） [q a lq a d a - ‘守る’の受動形]

- 罷 -ba ニ 15—

中合勒中合孫 q a lG asu n (破閉柳条的）柳条。ニ50—

*中合勒塔亦 -q a lta y i- (破）剝ぎ取る。

-周 -了 u 三 2 六， 5 六

*中合勒塔舌里兀魯- q a l t a r i*’iU*u - (滑擦） [ q a l t a r i- ‘滑る’の使役形]

- 阿 惕 -I d ニ16三

中合勒塔舌鄰勒qaltari(n)_l (避）避けること，滑ること。七26十 

中 合 剌 qala (号令）命令。三43九 

中合剌阿舌児 qala•，豆r (必然）必ず。：!：4十  

中 合 剌 惕 qalad (猛然，忽然）勢いよく。ニ11三；：t 25—

中 合 剌 兀 納 q a la’i i .n . a  (熱行） [q a la ’f i n の与位格形]ニ24十 

中 合 剌 兀 納 察 q a la’i i.n .a 6a (自熱処，熱的行） [q a丨a ’a n の奪格形 ]ニ 11三；丈25—

中 合 剌 温 q a la’i i . n  (熱，媛）あつい。六14四；八17七；：!：43四；芏 2 ニ 5 三 

中 合 里 敦 Q a lid u .n (親近） [qalidu- ‘近づく，せまる’の同時接合副動詞形]

八17六

中 合 里 速 qalisu (残皮）外皮，表皮。三18三 

中 合 里 兀 泥 q a l i l n . i (黒察尾馬） [qali，fin の対格形]三 28—

中合《舌》里 温 qali’iin (黒察尾黄）たてがみの黒い黄白色の馬。五14八 

中 合 里 温 qali’iin (同上）同上。六26七 

中 合 里 牙 児 孫 qaliyarsu .n (山薤）野韮。ニ 6 ニ

中 含 秃 qamtu (—箇，一同，同，一処）共に，一緒に。 一44十；ニ 7 七， 9 四，30八； 

三29九；四 1 六，13五，八，38ニ；五23六，30五 

中 合 木 黑 qamuG (普）全ての， 全。 一32五，七；三 2 六， 5 六， 18五； 五36四；土25

中合水[->木 ]中 渾 qaSui[-*m u]G.un (普的） [ q a m u G の属格形 ]—13六 

(中)合木(中〕渾 q a m u G .u n  (同上）[同上] 一33十 

*中合納- q a n a- (剌）剌して血を出す，噶血する。

• 周 - 五 11七，14七；六26七 

中合納勒中合qanalca (機会）好機。
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-突 舌 児 - d u r 四12ニ，13五

中合泥勒中厮 q a n ilG a .n (比着） [qanilG a- ‘なぞらえる，の同時接合副動詞形]一13六 

*中合黑荅- qaGda- (被射）[qa- *射る’の受動形]

- 周 イu 五34三；六 9 七，12四， 16ニ，30十 

*中 合 中 合 -q aq a~ (噎）問える。

-阿 速 - ’a s u 五43八

*中合中合察 -qaGah- (分離，離，相離）分離する，離れる。

- 罷 -b a 六22五，33八；七42九 

- 罷 者 - ba-〗e 九 8 五

-周 - Ju — 7 八；ニ36七；三34六，八，41六；©  6 —，三；五33—；六10ニ； 

八44ニ

-黑 撒 泥 - G s a n - i八45四

-黑 三 - Gsan ニ40 ニ；三 2 —；八46 七

- 中 忽 -q u 六12八

-中忽由 _quyu[—qui-n] 六33八

-(中 )灰 - q u i七26七，28九

-中 渾 - q u n 三37十；六11五

*中合中合察兀勒- qaGa£a H - (教離，教分離）[qaGa£a- の使役形]

- 罷 -b a 四 1 六；六34九

-周 - ：[u 三43十；八30四

中合中合察兀侖 qaGa£a.’Ul.un (教離） [q a c a5a ，’iil- の同時接合副動詞形]四 1 六 

中合中 合 潺 q aG aS a .n (分離，分離着，離着）[q a c a g a- の同時接合副動詞形]三31八， 

41五，十；四36三；六10三；七42ニ；八 3 六，14六，17四，45五 

*中合中合勒荅ーq a G a M a— (分）分かち建)う。

- 周 - J u 八17三

中合[―中含]中合侖 q a [->q am ]q a l.u * n (撞破） [q am q a l- ‘打ち砕ぐの同時接合副動  

詞 形 ] 九 1 七

中合 中 合 思 q a c a .s  (分離分明，分閉，剪破）分かれて，分離して。 六15十；十 7 九2, 

24七；主40十，41三，五七，54四，五 

中合 中 合 孫 t ja G a su .n (梗）小骨。ニ10—

中合中忽納中合察 q a q u n aG *a 6a (衣胞行） [qaqunaG  ‘衣胞；陰のう’の奪格形]土25— 

*中 合 喇 亦 - q a la y i- (回顧）顧みる；遠望する。

- 周 ィ u —38ニ

中 合 児 心 速 qarb is ix (同上）胞衣。

-班 - ban ニ 11五 

中合舌児必速职 rb is u  (胞衣）同上。

- 完 - ’a n 十29九

中合児必牙勒敦 q a r b iy a .l d u .n  (射箭）[q a rb iy a - ‘射る’の対動形•同時接合副動詞形]



三26六

*中合児銕- q a rb u - (射）射る。

_周 - l u  — 16 八

*中合舌児鎂- q a rb u - (同上）同上。

-阿 速 - ’5s u 七38六，八 

-黒 撒 訥 -G s a n - u 四50八；八43九 

• • 周 - 十 30七 

- 主 兀 -Jti’i i 六49四 

- 剌 阿 - la ’a 四49五，七 

- 由 - y u 七38ニ，四，六，七，八 

*中合舌児髖- q a rb ti- (同上）同上0 

- 周 - J u 四 3 四

*中合舌児不擦 -q a r b u .Ea- (交参）射合う。

-周 - 】 u 十30六

W 合 ぎ 児 鎂 察 -q a r b u i a - (相射）仝上 

-周 - J u 八 6 八

*中合児不闕勒都-q a r b u la (n ).Idu- (厮射） [q a rb u la - ‘射る’の対動形]

- 罷 -b a  ニ32五

*中合児錢剌勒都-q a r b u la .ld u- (相射）同上。

- 周 - J u  ニ 13 九

*中合児鑲闌勒都-q a r b u la (n ；M d u - (厮射）同上。

-速 - su  ニ 32 五

*中合児銕闌(勒)都-q a r b u la (n ).(l)d u- (同上）同上。

-速 - su  ニ 32 三

中合児赤中孩 q a d iG a i (黄鷹）（一般に）鷹；雌鷹。一16三 

中合児赤中孩 q a i^ ic a i (同上）同上。一18ニ，19四，六 

-巴 安 - b a ’a n —17 ニ，七 

-巴 安 別 児 - b a’自n 〜b e r —16九 

-巴 児 - b a r — 19六 

- 圖 者 - t u 〜 —19四 

中 合 児 乞 q a rk i (溜道）早瀬，忽流。

- 圖 児 - t u r ニ17八，18八

*中合舌児馬勒都-Q a rm a.ld u- (共攻聚） [q a rm a - ‘集める’の対動形]

- 速 - s u 三47六

中合舌児中合〇 中 含 ] q a rG a[—Gam] (胯）尻部。六36六 

中合舌児中含 qarG am  (臂節，後胯）同上。三43四；七29ニ，48四 

中合舌児甘 q a rg a m  (後跨）同上。[「中甘」G a m を認むべきもの]

-突 (舌 )児 - d u r 土26十
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中 合 舌 児 石 qarSi (行富）宮殿。主1]L六 

中合(舌 )剌 qara (黒）黒い。五13五

キ 合 舌 剌 qara (同上）同上。— 13五，35八，44八；ニ u 四， 39ニ， 六， 4〇一， れ六； 

= 1 ニ， 2 —， 2 六， 6 —， 7 八，九，18ニ，六， 25四，44一， 47六；四 

42十，43七，50—; 五36八；六25五，27五， 49三；七26八， 十；八12十，

17六， 18七；九 3 四，十， 14四，23七；十28八；：t 25六，七2，52七 

- 荅 - d a 五43八 

- 宪 - t u 三 19四

中 合舌剌荅察 qara.daea (家活処） [複合語を形成する際の後半の語 eres qara ‘男ど 

も’の奪格形]三 44ニ

*中合舌剌- q a r a -(望，看）見る，望 み 見 る （ものの総体，全体を見る）•

-周 - ; (u —43 七 

- 由 - y u  —45 七

•♦ 中合舌喇- q a r a -(望，望見，看）同上。

-周 - ! u — 3 十；六45 九，46—

■•中忽-qu — 3五；五39ニ 

■*中合(舌)喇- qara- (望）同上。

-周 - 扣 一 3 八；ニ 9 六

キ合 舌 闌 q ara .ii (着 [->看 ] ) [qara- の同時按合副動詞形]五39四 

キ 合 舌 剌 阿 职 r a S  (形影，遠看見）望遠。六45九 

-禿 - t u 三 7 七， 8 三 

中 合 舌 剌 出 qaraSu (下民）平民。八13—

中 合 舌 剌 除 qara£u (同上）同上。三 18六 

中合(舌)剌除思qaraSu.s (同上） [qara£uの複数形 ]一 13七 

中合舌剌出撒 qara^u .s.a (下民行） [qara£u . s の与位格形]:^21五 

中合舌剌黒赤兀惕qara.GSi.’ad (黒毎） [q a raの女性形複数 ]六 3 七 

中合舌剌中合納qaraGana (叢草般）植物の一種， 力ラガナ。七32ニ 

中合舌剌訥兀®  qara*nu’iid (黒毎） [q a raの複数形 ]十 15ニ，八 

中合舌剌兀勒 qara.’iU (哨望）斥候。四33五，六，七，八；五28六；七 5 六 

中合舌喇兀勒 qara-’m (哨望的）同上。七22九，23—，24八，31七 

中合舌陳1兀(助） qara.’a ⑴ （同上）同上。七32八 

中合舌瞒I兀 勒 侖 qara.’Ul•⑴ un (哨望的） [qara.’U lの属格形 ]十 19ニ 

中合舌剌兀勒孫qara.’iil.sun (哨望）斥:候。く->qara.’Ul> 六 1七 

中合舌剌兀剌 qara.’iU.a (出哨的行） [qara.’U lの与位格形]五 28七 

中合舌喇兀剌 qara.’fil.a (哨望的行，哨望的）[同上 ]七 22九，23—

中合(舌)喇兀剌qara*’m*a (哨望的行）[同 上 ]十 18四

中合舌剌兀剌察 qara.’m .a h (哨望処，哨望的行）[qara-’f l lの奪格形]四 34—；七22十 

中合苗剌兀里 qara.’Ul.i (哨望的行） [qara.’m の対格形:！七32—，33七
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中合舌喇兀里Qara •’ル丨（同上）[同上]七24ニ，32八 

中合舌脷兀侖qara•’m .un (哨望的）h a ra .’i i lの属格形]七26S  
中合舌郎中忽Qarang Gu (黒暗）暗い。三18七，19四 

中合舌邦恢[―中灰]qarangkiii[—qui] (黒）同上。ニ20三 

*中合舌籃剌- qaram.la- (貪）貪る。

-周 - J u 主57六

中合舌里 qari (—， 外邦， 部落）外の， 他部族(の)。 三ぬ三；七48三；八18四；九 8 
九2, 22ニ；土30三

中合(舌)鄰qarトn (部）[q a r iの複数形]四3 九 

中合舌鄰 qari，n (部落毎，邦）同上。四31—; 土49七；517十 ，29ニ 

*中合舌里-qari- (回，回去）帰る，返る。

- 罷 -ba ニ37四；五 5 ニ，47ニ，48七；土 1八， 7 —; 主  3 - ，27十 

-堪中渾 -dq u n五 3 八， 4 六

_周 - 】u —  3 5四，3 6十 ； ニ 15三，六， 九， 2 0八，41三， 45ニ ； 三 3 ニ ； 四16 

四， 21七 ； 五2 9五；六10— ， 28八；八 4 ニ ； エ 3 —， 4 一，11ニ，41五， 

52四，六；主2 6四 

-主為-了 u’a i 五3 2九 

-中灰突舌児-qui-d u r六42五 

- 舌 侖 -r u n 四 4 十 

•《中》合 舌 里 -qari- (回）同上。

-牙 -y a 五 5 ニ

*中合舌里黑荅- qarトGda- (被回）[qad- の受動形]

-周 - Ju 土 1八

*中合舌里兀勒- qarト’m- (回報，回，教回，教回去，回復）[qari- の使役形]

- 罷 -b a 九11十 

-周 - 〗u 三 2 七；土 6 十 

-主 為 - Ju’i i i 十33十 

-中 忽 宜 -qu-y i六25八 

-究 中 孩 -tuGa又九44一；主46三 

*中合(舌)里兀勒- qarト，IU- (回）[同上]

-中 忽 宜 -qu-y i五34十 

*中合舌里兀魯- qari*’Gl*u- (教回）[同上]

-阿 偽 -，互d ニ38ニ；四 5 八

中合舌里兀侖qari.，iU.un (回）[qari.fi卜の同時接合副動詞形]三5 七 

中合舌鄰 qari.n (回，回去）[qar卜の同時接合副動詞形] 一34七；ニ19三， 四，五，

2 0— ，四，六，3 2五；六 17七，4 8八；七 6 四；八 6 七；土 3 ニ，4 3九 

(中)合(舌 )鄰 qari.n (回）[同上]四 7 3—

中合舌里兀 q a r i .A  (回奉，回，回復）返礼。ニ40—，三；三 1七，十， 2 — ，四，六，



3叶 ；七14三；九43十2;十 12十；土28九；主46ニ2 

中合舌里牙壇 q a r iy f i . t a n  (厲的毎，親属的毎） [q a r iy a . t u  ‘属する’の複数形 ]七 1 

十；八45三；十33四，35五 

中合撒黑帖児堅 qasaG t e r g e n  (大車）高い車。

•■圖児-均[―-d t i ] r — 44 八

*中 合 失 -qa§i- (蹵）ものが崩れないように板などで守りかためる。

-秃 中 孩 - t u c a i 主48十

*中合塔舌剌- q a £a r a - (點着去，點去，點）く—q a d a ra ->

- 罷 - b a  ニ46ニ；七30—

-周 - ^ !  一20五；ニ44九；四46七 

-主 兀 づ u’a 七 7 四 

-主 為 - ] ピ 每 七 6 五

*中合塔舌剌兀勒- qaUra.’m- (教點）[qa âra- の使役形]

- 周 - 三 43五

*中合塔舌剌温勒- qatara.’ii(n)卜 （點）[同上]

-周 - iu —44 九

中合（ト)榻孫 q a b ta s u n  (板）板（の）。三20三 

*中合塔兀赤-qata’Ugi- (謹慎）〈->qada’a$ i-，qada’iUi-〉
-速 中 孩 -sucai ±31五 —

中 合 禿 qatu (婦人，娘子）婦人，既婚の女性。[qatU( n )の不定格] 一34七’ 35八；五2"*一 

- 惕 -d — 35八；ニ 1八， 2 七；五27六 

-®  者 - cHe ニ 47ニ

中合禿納察 qatu-n.ada (娘子内ン[qatu(n) の奪格形]:C36十
中 合 秃 泥 qatu.n.i (娘子行）[qatu(n) の対格形j 五22五，23八；土36十

中 合 秃 訥 q a tu .n . u  (娘子的） [q a tu (n ) の属格形]五 23十

中 合 壇 qatan (鋼）鋼鉄の。三 7 十

中 合 堂 斤 q a ta n g G i.n  (剛硬）剛直な。七26十

中合唐中忽 q a ta n g G u (鋼硬）鋼のように固い。三 7 十

中合堂中忽qatangGu (同上）同上。主32三

中合堂中忽牙qatangG uya[-小 a ] (剛硬行，厳行）きびしく。七47—；十18九 

中 合 坻 qatun (娘子）〈-»*qatu> — 44九，45四；三 2 七， 5 六， 18五， 43三，四，十; 

四 7 ニ，三

*中合兀赤揭- qa’ii£i*d- (旧）老いる，老いすぎる。

- 罷 - b a 五36三 

- 抽 - £ u 五36三

中合兀臣职’敁 in (同上）古い。土46ニ 

中 合 兀 陳 ( 同 上 ）同上。ニ12七 

中合兀里职’汕 （禮例）法規，規律。
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_巴 舌 児 -b5r 九46十 

*中 合 亦 -qayi- (尋他蹤）さがし尋ねる。

-巴 速 -b5su — 38ニ 

*中合亦剌- qayila- (叫，喚）泣き叫ぶ。

-阿 速 - ’asu — 38 ニ 

••周 H fu四46五；九13八 

-恢[―中灰]突児-kiii[->-qui]-dur ニ18 六 

中合亦闌 qayila.n (叫喚）[qayila〜の同時接合副動詞形 ]四45八，九 

*中合亦舌剌- q a y i r a - (愛惜）愛惜する。

-阿速 - ’a s u 八22五

*中合亦舌剌剌- qayira.la- (同上）[qayira- の iterative.]
-阿 速 -’5s u 八 7 十 

-周 - ! u 五44六；芏11ニ 

- 中 渾 -q u n 八 7 九

中合亦舌闌qayira.n (可惜）惜しい。六比四；七29七 

中合亦舌剌闌q a y ira_Ja.n (愛惜）[qarira*〗a- の同時接合副動詞形]ニ50八 

中合翼舌魯中合納qayiruGan.a (白翎雀児）[qayiruGan ‘雲雀，の与位格形 ]五 30八 

中 孩 qai (不知）はて，さて。七47八 

*中孩剌- qaila- (叫）呼び叫ぶ。く-*•qaiyiia->
- 罷 -b a 五 4 八 

-周 - ；[u 五 3 五

•中 孩 亦 -qaiyi- （踏）探し尋ねる0 く—qaル 〉

-周 - 六 45十

*中孩亦剌- qaか ila- (叫）〈->qaila->
_周 - J u 六45十

中含中合兀勒孫qamqa’fi丨sun (蓬高）にがよ も ぎ （植物の一種)。三 6 —

中含中合舌魯 qamqaru (碎）砕いて，砕けて。四5〇一  

*中 含 撒 -qamsa- (夾攻）一緒にする；あわせる；狭擊する。

-惕 中 渾 -dqun 土37六 

-周 - i u 四15七；七14—;主 35ニ 

-牙 - y i i 四12ニ，六，九，13五

中 含 秃 qamtu (—同，同）一緒に， 共に。 五37ニ，三；六 3 一；七46三，九，47四; 

九48ニ；芏32七，38五，七 

-巴 (舌 )児 - M r 土26 ニ

•中，合 [― 中 含 ]禿 qa[—qam ]tu (—同）同上。 一 12一 

(中 )含禿 qamtu (同上）同上。一14五 

中 含 圖 qamtu (相合）同上。八14六

中 含 三 qainsan (併，逼併） [qamsa- の同時接合副動詞形]四13九，19五
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•中含秀揚- q a m tu .d- (相合，相同，一同）一緒になる。

- 罷 -b a 八14四

- 抽 三 11六， I 4五，24七；四30ニ，32十；八 2 七， 3 彐 

- 中 忽 -q u 三 4 十

*中含売(惕广 q a m tu .d- (相同）同上。

- 抽 -£u 三24十

*中含秀偈中合-q a m tu .d .q a- (合併，教相合，相合） [q a m tu .d- の他動詞形]

- 罷 -b a 八18四 

-黒 撒 訥 -G san.u 八46八 

-周 - l u  ニ40 ニ

*中含禿揚中合勒都-q a m tu .d .q a .ld u- (相収合） [q a m tu .d .qa- の対動形]

-周 - ；fu 三 2 ニ

*中 含 秀 都 - q a m tu ，d _u - (相合）<->q a m tu ，d-〉

-阿 速 -’S s u 七27—

中 含 秀 敦 q a m tu .d .u . n  (相合）[q a m tu .d- の同時接合副動詞形]七26七，八，28八

中 罕 t ia .n  (皇帝）皇帝，汗。ニ39五；三 1 五， 4 七， 7 五， 8 八， 10—， ニ，七， 11 

五，12—，七，16—，22ニ，三，24七，25—，43—，ニ，44五， 4 8 - ，50 

ニ，四2; 四 1 七，八，10十，12六，八，13—，ニ， 七， 14一， 15ニ， 16 

一；五 9 九，10ニ，11三，13—，七，九，22八，28三，30七2, 36九，43七， 

八；六16七2, 21三，四，八，十，22四，八，九，23六，七，八，24七，九， 

26，八，九，29—，九，30四，31三，六，34九，十，35ニ，七，九，36ニ， 

37—，39十，40三，五，六2, 十 ，41七，45八，46四2; 七 9 ニ，八，九，10 

ニ，八，十，11四，13七，14六，23十，26三，四，27七，28五，六，29—， 

31ニ，33—，ニ，34七，十，35九，36三，37ニ，四，39—，三，九，42四， 

43六，八 2 四， 3 七，16十，17七， 18—，五， 24四；十10十；土 6 ニ， 8 

五，12三，13五，1 4 ® , 1 8 —, 22九，23四，九， 25五， 28—，29—，五，

35七，37七，十，38—，三，六，九， 39五，九，40ニ，三， 52—，ニ；主 

14 二 三 ，五，15 ニ，56 十 

- 惕 -d 七11六；主21五，22ニ

-突舌児 - d u r三50三；五 10—， 11ニ ，四， 14四， 40六；六24—；七25—； 土 5 四 

- 突 (舌)児 - d u r四 12三 

- 突舌里 顔 - d u r - iy tn 八 13—
-都 舌 里 顔 •'d u r- i y a i i八13七，九 

- 魯 ' l u 六35八

- 魯 阿 - lu’a 五 9 七，11八；六25五

(中 )罕 q a n  (同上）同上。六25五，28ニ；十28—

中 罕 納 q a n * n a (皇帝行） [q a n の与位格形 ]三 9 十

中 罕 納 察 q a i f n a h  (皇帝自，皇帝姐） [q a n の 奪 格 形 ]三 3 八；六25十
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中 罕 泥 qan.ni (皇帝行）[q a n の対格形]五28九；主19九，25十 

中罕你顔 qan.ni—n (皇帝自的行）[q a n の再帰格形]六51六，52—；七 6 七， 7 九 

中 罕 訥 qan.nu (皇帝的） [q a n の属格形]三 4六， 10七；七 9 一，28十；八39六；主 

8 六

中 罕 出 q an h  (袖）袖0

-班 - b S n四 8 六；：!：25八

中 罕 出 慑 ( 衣 袖 ，袖毎）[qan£u (n) の複数形]十28十，29四 

中罕出的顔 qan£u *d.iy&n (衣袖自的行）[qanSu.d の再帰格形]十40六 

中罕純都舌里顔qan£u .n .du)>iy a i i(袖裏自的行）[qan5u(n〉の再帰与位格形 ]五 20七 

*中罕出剌- qan6u *la- (袖）（ものを）袖に入れる。

- 周 - J u 五20八

*中罕荅- qanda- (満立）充たされる，満足される。

-中 忽 - q u 九25—
*中康中合-qangGa- (足）充たす0 

_周 ”u 四43八

中康中合思职ngGas (破閉，劈閉）きり裂いた状態に。一31六；四 9 一 

中康中罕（jangGa.n (教足）[qangca- の同時接合副動詞形]六21六 

*(中 )康失-明 ng幻-(槍）匂う。

- 塔 剌 -t a l a 十24七

中 豁 埃 Q〇’紅 （惨白色）淡黄色の，淡紅色の。一 1 四 

*中豁綽荅- qぜ0da_ (落後）く—<3〇ミ01■->

- 由 - y u 七39八

*中豁綽児 - Q〇e〇r- (落後）残る；〜て し ま う ，〜 のままになってしまう。

- 罷 -ba ニ27十，32九 

*中豁縛舌児- q〇6or— (同上）同上。

- 罷 -b a 五30九

- 抽 三 30五；五 3 十；八19八；十24四 

- 出 兀 -5u’i i 五39七；六11五；七 6 八 

-出 為 - £u’m 六42七 

-速 _s u 四49八 

*中 豁 搠 児 -q〇5〇r— 〈堕落）同上。

-出 兀 - ニ 15三，四 

*中豁搠(舌〉魯- q〇e〇r*u_ (落後）同上。

-黒撒惕 -csad — 49三 

*中豁搠舌魯- q〇£〇r ，u - (落後）同上。

-黒撒惕 -c sa d四18六 

-黒 撒 你 -Gsan- i 四18三 

*中豁綽舌魯— qo& r .u- (拋下，落後）同上。



-黒撒泥 - Gsan-i 三24—, 32十；五40—

-黑 三 - c s a n 四47十 

- 兀 澤 可 a i 七16七，八 

- 由 - y u 七39八

中 豁 银 qo.d (箭筒） [q o rの複数形]主 4 8ニ 

*中豁都剌- qodula- (罰）罰として取りたてる；引き抜く。

-中 忽 宜 -qu-y i三12九 

中 豁 黒 q〇G (砕草）塵芥；残渣。十10ニ 

中豁只惕 qojid (落後）後れて。ニ 1九；三12八；十 2 四 

せ豁只荅- M ida- (落後）後になる，遅れる。

- 罷 者 - baづe 九17五 

-黒撒 泥 - Gsan-i 三12六 

_黒撒你顔- Gsan-iytn 土29三 

-速 - s u 三45七 

-牙 - 扣 三 12四

中 豁 只 丹 q〇5ida.n (同上）[qojida- の同時接合副動詞形]；±32七 

*中豁只荅兀魯- q〇了ida.’Ul.u- (教落後）[qojida- の使役形]

-梅 - mui ニ 2 ニ

*中豁只荅兀兀勒苔， q〇lida.，uul.da- (被落後）[qoJida.’mil- < — q〇iida.’m- >  の受動形] 

-周 - J u ニ 1九

中豁只兀剌思 q〇3i，ma，s (枯橋）[q〇5i，ma ‘切株，の複数形]一 17三 

*中豁勒巴阿舌刺-q〇lba’5 ra- (並行）並ぶ。

■■塔剌-tala 土 30 —

中豁勒巴阿舌闌q o lb a lra .n  (同上）[qolba，5ra- の同時接合副動詞形]土29十 

中豁勒巴舌闌q〇lbSra*n (同上）[同上]ゴ：29ニ_

中 豁 剌 d〇]a (遠）遠い。〈->q〇l〇>主44七 

- 宜 -y i八 7 八 

*中 豁 里 - ( 和 ）混ぜる。

_周 — 48三

中 豁 羅 q〇l〇 (遠）遠い。<—qola> 四41三，四；七11十，34八，35十；八1〇九；九34八, 

42七

中豁魯中合qoluca (悪的）耳垢。

- 惕 - d ニ13六

中豁馬兀勒 qoma’fil (乾糞）家畜の乾いた糞。十1〇ニ 

*中豁抹舌児-qomor- (囲合）囲む。

- 抽 -Cu 七15—

中豁木撒 qomsa (費耗）く-*•qor q0msa>
-中豁納黒剌- qona.G.la- (当 宿 食 ） 宿 泊 食 を 作 る 。
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- 周 - Ju 土25十

*中豁那- qono- (宿，宿来）泊る，宿る。

-阿 速 - ’a s u 五46三；六29—; 八33八，37三；主 1 九 

- 罷 - b a ニ 15六，九；三16五；四38—，47—；五29九；七43—；芏 2 ニ 

-周 - 扣 ニ 15—，28九，30ニ；五31六；六11ニ，七；八35ニ；九47三 

-黒 撒 惕 —G s a d 四45—；九46五；主38—

- 黒 三 - G s a n 四45五 

- 中 忽 - q u —17九；十 7 七

-秃 中 孩 - tuca太七20八，21七；九46三；主37六，七，十 

*(中)豁那- q〇n〇- (宿）同上。

• •罷 - b a 四34十；六10ニ 

-巴 速 - b a s u ニ21九 

" •周 - 〗 u  —'46五

中 豁 難 (宿） [qono- の同時接合副動詞形]九46三

中豁郎(你)阿兀魯来q〇no(n ) a -tU.u .l#  (教宿来）宿りあらしめた。ニ22—

*中豁那助都 -q〇n〇4 du- (共宿） [qono- の対動形]

- 罷 - b a 四38三 

-周 - ; f u 七21五；九16七，41十 

- 中 渾 -q u n 三28八

*中豁那兀助-明 nc^ ’Ul- (教宿） [qono- の使役形]

- 罷 者 - baイe 九12ニ，三

中 豁 邯 兀 侖 q〇n o^ l -u*n (同上） [qono.’iU- の同時接合副動詞形]ニ17—2 

W *中豁那温(助)一 Q〇no•’ft(n)(丨) - （宿） [=q〇no.’CU-]
• 中 灰 ] 突 児 - -qui]-dur ニ 21九 

(中)豁那(你） q〇n o(*n ) (宿） [qono- の同時接合副動詞形]一19五 

中 豁 那 黑 qono'G f f i ) 泊まること，一昼夜。一48三；ニ 15九，5〇—；八35十； 

土 3 —

-途^"児 - t u r 三45七

中 豁 你 赤 Q oni-a (牧羊，牧羊的）羊飼い。五14ニ 

- 荅 -d a 九29九

中 豁 你 臣 qonト5i*n (放羊的） [qoni.e i の集合名詞形]同上。十 9 十 

中豁你慑 <l〇nレd (羊毎） ta〇n i(n) の複数形]七 33三 

(中)豁你惕qonトd (同上）[同上 ]主 54—

中豁你荅察 <l〇n i.d .a6a (羊 孤 羊 行 ）[q〇ni .d の奪格形]主 47五，52六， 53四 

中 豁 你 訥 qonin .u (羊的） [q o n in の属格形]六 41十 

中 豁 紉 q〇nトn (羊）羊0 —11七；ニ45-; 土 1ニ，10九；5 4 7四 ，五，53四 

中 豁 紉 赤 堪 q o n in J i.d  (放羊的毎） [q 0n i (n )6i (n ) の複数形]三 30ニ •八  

中 豁 紉 惕 qonトn .d  (羊毎） [q0ni n の複数形]三 45九，十



中 豁 紉 的 q〇n i*n *d “ （羊毎行）[q0nin.d の対格形]三45七 

(中)豁紉的 q〇n i.n*(!， i (同上）[同上]三45八
中 豁 紉 的 顔 q〇niTi*(M yan (羊毎自的行）[qonin.d の再帰格形]七 12ニ 

中 豁 斡 剌 牙 q〇,6laya[— i .a] (喉嚨行） [q〇,6 1 a iの与位格形]三 30三，九 

中 豁 斡 来 q〇’61a i (喉嚨）のど。ニ 5 九；五 3 三；九 9 九 

-苔 安 - da’5n — 16 九 

_都 舌 里 顔 - dur- iy S n 七37十 

- 顔 - y^n 土26 五

中豁斡蘭察 舌 児 q〇’61a n 6a r (鏡）食いしん坊の。三45九 

中 豁 幹 孫 q〇’6s u . n  (空）空っぽの0 三 6 八；五 4 十；九12—；：t：26六 

中 豁 乞 理 qoqima支（枯乾）枯れた，乾いた。三19三 

中豁乞舌児 q〇q 〗 r  (ナシ）頑迷な。三19ニ 

*中豁乞$ 刺 - qoqira- (罄絶）根絶する。

- 塔 剌 - t a l a 三14一

中豁舌児① qor (折損，害）損失。七31十；八21四，七；九15三，九 

中豁舌児® q〇r (箭筒，弓筒）矢筒。三 5 九，45—，ニ；七12四，14ニ，六，16—，五T 
九37五，46四；十 2 ニ，四；主42十 

-突(舌)児-4u r 九46七 

-壇 - tan 芏 30 ニ 

- 宪 - t u 七3汁

(中)豁舌児qor (箭筒）同上。十 8 七 

*中豁舌児-q〇r- (躱）身を避ける，隠れる。

- 罷 -b a 四 4 八 

-出(中)灰-£u q u iニ26八

*中豁舌児中合-qor-Ga- (教躱）[qor- の他動詞形]

- 罷 -b a 四4 九

中豁舌児赤q〇r -6i (帯弓箭的）矢筒兵。土46五3 

- 宜 - y i 芏20四 

- 0  -yin 主15六

中豁舌児赤泥q〇r • 右 ( 帯 兀 箭 的 行 ）[q〇r .£i(n) の対格形]九36八，37ニ，三，四， 

六；：1147九；芏42八

( 中 ) 豁 舌 児 赤 泥 （同上）[同上]九37四 

中豁(舌〕児 赤 泥 ( 同 上 ）[同上]十2 十

中豁舌児赤你顔q〇r •石t i y 互n (同上）[qor6i(n) の再帰格形]九37六；芏43—

*中豁舌児赤剌兀勒- qor.eila.’al- (教帯弓箭）[qor2ila- ‘矢筒を帯びる，の使役形] 

■ 周 - 知 七 2 十；九24七 

*(中)豁舌児赤剌兀勒- q〇r -£ila.’fil- (同上）[同上]

-周 - ；f u 九26四
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中豁舌児臣 q〇r . « . n  (帯弓箭的，帯弓箭） [q o r.5i の集合名詞]矢筒 f 。 七2〇五， 十，

2 1 ニ ； 九3 1 九，3 6 七，37— ， 4 5十，46四，五， 七 ； 十 5 三， 9  一 ， 4 0 九；

土46六；芏14五，36十，37四 

- 魯 阿 - lu ’a 九39九

(中)豁舌児臣 q o r J i .n  (帯弓箭的）[同上] 十 8 十 

中豁(舌〕児 臣 q o r J i .n  (同上）[同上] 十 2 十 

中豁舌児中合dorca (寨子）とりで。四14一；八 1六， 4 四 

中豁舌児中合納察qorGa.n.aSa (寨子処） [q o rG a(n )の奪格形] 四14ニ 

中豁舌児埋Qormai (裾，衣襟）麓；襟；裾。七31六， 32七；芏 8 五 

- 班 - ban 土 25 九
*中豁舌児埋剌- q o rm aトla- (包）裾で包む0 

-周 - ; [ u 六17三

*中豁舌児中合C黑3刺 - qorGa.la- (寨子巴）とりでを築く。<—qorcala-〉
- 主 兀 -lu ’i i 五20四

*中豁舌児中合剌- q o r c a .la- (寨子巴，巴寨子）同上。

-主 為 - 】u’m 八 1六 

-黑 撒 惕 - G s a d 八 1 九， 4 四 

- 黑 三 - G s a n 四16十 

-黑 撒 的 - G s a d - i四14ニ 

*(中)豁舌児中合[剌トq o r c a .la- (寨子巴）同上。

-黒 撒 惕 - G s a d 五20四 

*(中)豁舌児中合剌- q o r c a .la- (同上）同上。

—黒 撒 惕 - G s a d 五20五

*中豁児中豁 -q〇rG〇 -(趕入）追い込む。< ^ q〇r G a - >

-巴 速 -b5 s u ニ23四 

•中豁舌児中豁ーqorco- (教梭）同上。

-周 - ju 八22ニ

*中豁児中豁剌_ qorGo.la- (寨做） とりでを築く。<—q〇rGala->
-黒 三 - G s a n ニ26四 

-周 - Ju  ニ 13 七

*中豁舌児中豁剌兀勒_ q〇rG〇.la .，m- (寨巴） [q o rc o .Ia- の使役形]

-周 - : i u 芏 5 八

中豁舌児中豁木撒qor qomsa (費耗）消耗；少量。十 5 ニ！

中豁舌児中豁速訥Q〇r G〇su .n*u (羊糞塊的 ） [qorGosun ‘羊翼’の属格瑕 ]ニ 19ニ，五 

中 豁 舌 藍 qoram (暫） しばらく。芏24五 

(中)豁舌藍<l〇ram (畧）同上。一20三

中豁舌里阿惕 q〇r i’巨d (毎ニ九箇）二十ずつ；約二十。主53十 

中豁舌里牙安 qoriya’Sn (院子）かこい。三19五
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中豁舌里牙舌里顔 qor.iyar .iyan (箭筒自的行）[q0r の再掃 •造格形 ]七 U ニ 

中 豁 舌 里 顔 (1^上）[q〇r の再帰格形]七 14九，15十，29十 

中 豁 舌 鄰 qorin (二十，二十箇）二十。六25三；七38三；芏53九 

中豁舌羅 Q〇r〇 (毒）毒。一*48ニく-*qoron〉
*中豁舌羅黒-q〇r〇G- (刁）気づかう；大切にする。

- 抽 - £ u 六23十

中豁舌羅中渾 q〇roG，u_n (刁，費） [q0r0G- の同時接合副動詞形]三 18七， 四四； 六 

24四，35三，51七，52ニ；士39五 

中 豁 舌 欒 qoron (毒）毒。主 11三 

*中豁舌魯阿 -q〇ru’さ -(廃）亡ほ•す，害する。

-周 -了 u 七 4 六

中豁舌魯舌剌qor.u .ra (躲避） [q〇r- ‘隠れる，に - r a のついた形 ]七 16九 

中豁舌魯木惕 qorumud (且，少頃）ほんの少し。く->qurumud> 四 9 九；六13五 

*中豁舌魯兀ttr q o r u H - (教凝）[q〇r (u)_ ‘凝る’の使役形]

-周 - lu  土24 九 

中 豁 室 ( 房 子 ）小舎。

-都 舌 里 顔 - dur- i y a n 五49九 

中 豁 失 里 黑 qoHUG (帳房）帳房。十41ニ

中豁失里中渾 q〇§iUG， un (帳房的）[叩お此の属格形 ]ニ 15七，16—；十42—

中 豁 失 兀 納 qoW iin.a (觜行） [q〇Si，i i(n ) の与位格形 ]土 1 十， 7 —

中 豁 失 兀 訥 qoW iin.u (觜）[q〇5i，U(n) の厲恪形]ニ 26八 

中 豁 失 兀 壇 q〇5i’i i . t a i i (觜有的）鼻面をもった0 七33九 

中 豁 失 温 q〇5i’U .n (山觜）山鼻；嘴。一35三，36—

中豁塔惕£1<办.<1(域子毎） |^0は ‘域，城術，の複数形]<-^〇的.(1>：1：6八  

-圖 舌 児 - tur i t  6 九

中 豁 脱 惕 qoto.d (同上）く-*̂ ota'd〉：t 2 八2; 主 21—，六 

中 豁 脱 剌 qotola (都行）全て（の)。三 6 七，19ニ 

- 宜 - y i 七37十

中 豁 脱 来 顔 qotola.iy^n (都自的行） [q o to laの再帰格形]

(中 )豁 団 qoto.n (圏子）羊囲い。三45九 

-突 舌 児 - d u r 七33三
中 豁 牙 児 qoyar (両箇，両，ニ）ニ。 一 2 八，十， 7 ニ， 10九， 12七，30ニ，31— ， 

十，32— ，九，37 五，39九；ニ 7 九，十，9 ニ，10 五，11ニ，21十，23ニ* 

25十，36五，46七 

-ffl 児 - tur —  40—
中 豁 牙 舌 児 qoyar (両箇，ニ，両箭[—箇] ) 同上。三 2 九；十， 4 十， 9 一，九， 1〇ニ， 

八， 11十，14五，24十，25九，26七， 29五，九，34四，十，如ニ’ 41八，

45ニ，48七；四 1 四，五，八，13ニ 七， 16三，20—， 22—，ハ， 27几，
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32九，35七，47三2; 五21六，27六，28—，29五，八，32—，十，35十，36 

六，40十，49八，50ニ，四，七，九；六 8 三，11四，18五， 21十， 23—， 

四，30—，35四，38十，40十，41 一2，ニ，四3，42三， 48—，49四，50五； 

七 5 四，11五，六，34六2; 八 2 六， 14四， 26八， 33七， 36四，37十，47 

五，47六；九 14四，六，十，26ニ，30四，39九； 十 5 八， 12三，18七，20 

九，23七，29六，七，30ニ；士 13ニ， 八，16ニ，十，23五，29—， 九，30 

七，38三，六，39五，50四；盂 8 三， 九，14七，29六， 七，35三，40八， 

41一，三，六，43四，五，48九，49六，58七 

- 魯 阿 - lu’a 八41八 

-途舌児 - t u r 四31七；五39七

中豁牙〔舌 )児 qoyar (両筒）同上。四14一；五37四；七11六；九 9 四，五，10—，17ニ， 

25ニ，29六，30四

(中)豁牙舌児 qoyar (ニ，豁箇）同上。三 4 八，49ニ； 四 4 ニ，15三，20六；

主42七

舌児 -t u r 九 4 五

(中)豁牙(舌 )児 qoyar (両箇）同上。十28五
中豁牙 舌 剌 qoyar.a  (両箇行，両箇）[qoyarの与位格形]ニ8ニ； 三 7 七， 16— ， 22 

七，48五；四 1三，20四；六21—，35四；主 7 九， 8 —

中豁牙(舌 )剌 q〇ya r’a (両箇行）[同上]芏3〇七

中豁牙舌剌察qoyar .a5a (両箇行） [q o y a rの奪格形]ニ 7 九；七10九；九 4 三 

中豁牙舌里职 ダ 打 イ （両，両箇，両箇行） [q〇ya r の対格形] 一43六；三 3 十，22五，50 

三；四 1 ニ，六， 7 六，20三， 21七，26九， 27四；五11十，18七，37五， 

46十，47ニ，49五，九；六23九，25—，26十，31八2，35十，39十，46八， 

九，50九，51三；七22七；九 2 ニ， 9 八， 15九，24十；十26三；土 1 五， 

13十， 17ニ，39九，十，47十，52—，三；主 15七，32六，36—，53八 

沖)豁牙舌里 qoyar.i (両箇行，両箇）[同上]—39—；三46十：十26三 

中豁牙舌里牙否児q〇ya r七^' (両箇，両箇行教） [q o y a rの造格形]六41五，45七 

中豁牙舌侖<3〇y a r . un (両箇的） [q o y arの属格形]ニ36八；三 5 十，24九；六 1 ニ，27 

六，38三，40九，48四；七 2 七， 3五； 八19ニ，21十；九25—；： 叶 ， 

38九，49一 ， 51三；主35ニ，42—2 

(中)豁牙(舌)侖qoyar.un  (両的）[同上] 一 42四 

中豁牙兀剌 qoya’iila (両箇）ニつ一緒に，二人一緒に。十30—
中豁亦馬舌児 .m ar (正面）（ゲル内の最北の）奥座。五39ニ

中豁亦馬舌剌q〇yi_m ar， a (同上） [qoyim arの与位格形]五39三 

中 豁 亦 赤 む （後）後のこと，将来。

-余 安 - y u ’Sn ：t 45 七

中 豁 亦 納 qoyトna (後，在後，後行）後に，後で。一* 7七，14九，32五；ニ25五，28ニ； 

四 2 五，19三，30—；五 8 十，11一，14三，21ニ，五，28— ; 六 7 九，23



七 ， 25九； 七 3 八； 八36八， 37ニ，46十 ； 九 2 十 ， 28五， 4 7 - ; 十 3 八，

3 3 — ， 3 6  九 ； ：！= 1 ニ， 5  六 ， 11六 ， 2 0 — ， 2 8  六； 主  3 十， 13 ニ， 3 7九，38 

一 ， 55 — ， 十 ， 5 7八
(中)豁亦納qoyi.na (後，後頭）同上◊ 一 8 ニ， 10五，26三；士3 1五 

中豁亦訥[->»] q〇yi‘nu[->na] (後頭）同上。三26六

中豁亦納察 qoyi.nada (後頭自，後自， 自後， 後行，後_ 行，後処）[qoyinaの奪格 

形]後から。一3 5三，36九 ； ニ 5 — ， 32— ， 45五，4 7四，4 8五； 三3 8八；

四 20ニ ； 五3 2六 ； 六 1 七 ， 11七 ， 九， 15九，4 9ニ；七 34九， 3 6 — ， 3 7五， 

3 9四 ； 九13十 ； 十10ニ，3 4十，35十 ； 土3 7八，九，3 8九

今 - ， 十36七

f中)豁亦納察qoyi_na_5a (後自，自後，後処）同上。一2 0八；ニ 3 九， 5 0 — ; 六 2 ニ， 

13八；九16九

中豁亦納黑石q〇yi.na.G§i (望後，往後）後へ。七 7 四，34八，35十；：±：2 —

- 荅 -da —37七

中豁亦納温 d〇yi.na，iin (後，縦後， 後行， g 後）後を。六4 8十；九4 7ニ；十18四；主 

3 7八

中 豁 亦 図 qoyトtu (後頭，後頭的）北側の，後ろの。ニ23七，24八，32八 

中豁亦究思 qoyト ( 後 頭 的 毎 ）[qoyituの被数形]

中豁亦禿兀剌察 q〇yitu*，fil.a£a (後行）[qoyitu.’m ‘北側に一緒にあるもの’ の奪格 

形 ]十 41—

中管只牙孫 qonjiyasun (白腸）直腸。三45十

中晃中豁黑赤兀傷q〇ngG〇.G£i . ，iid (黄色）[qongGO.Gむ ‘薄黄色の牝の’ の複数形]三 

45八

中晃中豁児qongco.r (黄馬）黄馬，栗毛の馬。

- 途 児 - t u r ニ28三

中晃中豁舌里qongco.r .i (甘草黄馬，黄馬行，甘草黄馬行）[qongGorの対格形]ニ28 

一，八，29四，38四；八35七，36八 

中荒失兀惕qong幻， -Gd (臭気）臭気。一17三 

中忽ト察速qubea.su (衣服）衣服。七11九

中忽ト察速你顔qubSa.sun.iyan (服自的行）[qub£asu(n) の再帰格形]四39七 

中忽ト察孫qubda.sun (衣服）衣服。四42七；九48十；主39六 

+ 忽（卜)察孫 qub5a*sun (同上）同上。四42四 

中忽（卜 )渥 qub£a_n (同上）[qub£asun〇複数形]四18四 

中忽必① qubi (分子，分）分け前。一15ニ；八30三，31— ，八；十23—；丈44五 

-阿 察 -’自5a 九33七，十 

-亦牙舌児-丨y吾r 八29七 

(中> 忽 必 qubi (分）同上。九33五 

中忽必®  qubi (黄馬，淡黄馬）淡黄色の馬。
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- 圖 - tu  —35—*

- 宜 -y i ニ29六；八35八 

-因 - yin —"36 ニ 

_ 余 安 -yu，互 n — 35 ニ

*中忽必剌- (jub i.la- (分）分ける，部分にする。

-周 - ] f u 八30五 

-黒撒 泥 - Gsan- i 八31—

中忽必剌勒都 qubi.la.Idu (同上）[‘qubi.la-’の対動形の命令形]八 29八 

*中 忽 必 牙 - - （分）分ける。

• 周 - l u 七 1 三， 4 五；十22八；土45—；芏48五 

*中忽必牙勒都-qubi’y t ld u - (共分） [qubi.ya-の対動形]

- 慑 者 d づe 五17七

- 周 - J u 四16四；：！：44四，45ニ；主 8 三

-古侖 -r u n — 14十

- 牙 - 0 五 19七

*中忽必牙兀勒- (教共分）[qubi.y^ - の使役形]

- 罷 -b a 八 5 三

中忽不舌里 quburi (岡，低山）丘 。一35ニ，36九；ニ30ニ；六 9 九 
*中 忽 察 -qu£a- (吠）吠える。

- せ ) 灰 - q u i七10—

-梅 - m u i七1〇七 

中 忽 察 勒 qi^ a .l (吠）吹え。七1〇七 

*中 忽 赤 qu5i- (包委）蔽う，包む；かこむ，めぐる。

-阿 速 」自su 土31六，33七 

*(中)忽赤- quむ -(同上）同上。

-阿 速 - ’Ssu ：1：31七，33六 

*中 忽 赤 叫 ヨ - ( 咽 ）喉 に （ものが）つかえる。

-周 - Ju ：!：26 五
*中 忽 察 阿 -q u h ’忌-(省借）節儉する，儉約する。〇 qu古，互-〉

-速 -s u 八 8 —

*中 忽 赤 阿 -qu£i’卜 （同上）同上。く—qu£a’a->
-惕 中 渾 -d q u n 八 7 十

*中忽赤勒都 -qu£i _ldu- (共繞，娄，相囲繞） [qU£i①-の対動形]

- 罷 者 - baづe 八37—

- 周 ィ u —36ニ 

-黑 撒 慑 -G sad三21五

*中忽赤兀勒- q u a .’iil- (教繞，繞） [qU6i® -の使役形]

-周 - ；f u 八10三
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-(中)阮突舌児-quj-dur三 17九；四4 3ニ 

-中灰突舌児-qui-dur八3 7—

*(中〉忽赤温勒- quei.，fl(n)l- (繞）[同上]

- 周 -Ju ニ4 8ニ

中 忽 臣 quei.ii (渋噎）[quSi® -  *喉につかえる，の 同 時 接 合 副 動 詞 朗 九 9 九 

中 忽 赤 里 思 qu£ilis (委過）一回めぐって。一35四 

*中忽惕中忽剌ーqudqu，la—（攪）かきまぜる。[q u d q uの iterative]
-中忽 ~qu — 28—

中 忽 荅 quda (親家）夫婦の妻側から見て，夫側の親族。一42八，43五，十，45八，九， 

47ニ；ニ 1 五

中 忽 苔 勒 qudal(謊） うそ，いつわり。五2 1四 

中 忽 荅 里 qudaW (謊行） [qudalの対格形]八 3 0八 

*中忽荅勒都 -qudaldu- (買）買う，商売する。

- 周 -J u 六44三

*中忽荅剌- qudala- (聘）縁組をする。

-究 中 孩 - t u c a i六52八 

中忽都(黑） quduG (福神）福，吉慶。三 13九 

中忽都舌児中合qudurGa (鞦）（馬の） しりがい。八 8 八

中忽都舌児中合剌兀勒qudurG a.la.’m (教套）[(馬の）しりがいをつけるの命令形]。八 

8 八

中忽都兀®  qudu.’ iid (井毎） [quduG ‘井戸’の複数形]主 48九，55六 

中 忽 剌 quia (黄馬）たてがみと尾は薄黒色で他は淡黄色の（馬)。

- 宜 - y i 四50七 

- 因 - y i n 四49四
中 忽 剌 愤 qula.d (野馬毎，野馬）[q u iaの 複 数 形 ]七 5 十；主 1 七， 11—
中 忽 剌 的 qula.d .i (野馬行）[qula，d の 対 格 形 ]主 1六 

*中 忽 剌 只 -qulWi- (驚出）驚く。

-周 - ; fu 十3 1七

中忽剌勒い〕揚 - quia1 0 d] - (墜）ころげおちる0 

- 抽 七 43ニ 

*中忽剌黒 -qulaG- (偷）盗む。

- 抽 -Su It；15十，16九 

*中忽剌中忽- qulaG.ii， （偷）盗む。

-黒三 泥 -G sa n -n i四 8 七

中忽剌黑赤沉[― •泥 ]qula.G5im[->n.i] [qula.G6in *葦毛の牡;馬’の対格形]ニ 25七 

中忽剌中孩 qulacai (賊，盗）盗人。四 8 七；五21四 

- 宜 -y i 八30七

中 忽 闌 qulan (野馬）騾馬に似た薄栗毛色の馬。八 6 八
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中忽魯中合納 q u lu .G a n a (老鼠）鼠；（暦の）子。三47五

中忽鼬中合納 qu ltiG ana (鼠，鼠児）同上。 三18九； 七22五，45ニ；土31九；主13七， 

58五

中忽納舌児 qunar (ナシ）（衣類などを含めて）外見。三18十

中 忽 中 忽 quGu (折）[副詞的動態言。後続する動詞の動作の結果 ， qrnsu ‘折 れ .割 れ ， 

の様態に到ることを示す。]

*中忽中忽赤 -q w s u i i - (各折折）折 る （何回も）。

-周 - Ju  — 11十

»中忽中忽勒- quG U .1-(折，折折，折挫）折る。

-周 -知 一 1 0 - ; 四 27十；十39八，40十；主34五 

*中忽中忽勒荅- q u G u小 da- (被折折）[qu G u.l-の受動形]

-周 - ; f u 四29三 

- 中 渾 - q u n  —■14四

*中忽中忽魯 -qu G u小 u- (折折，割折）く-*•quGul-〉

-揭 中 渾 -d q u n  — 11九，12—

剌 - r a 五 3 三

中 忽 中 忽 侖 叫 GU小 t in  (折折） [q uG u.l- の同時接合副動詞形 ] 一12ニ 

*中忽中忽舌刺-q u G u * ra -(折）折れる。

-阿 速 - I s u 六23ニ，四 

_周 - J u 四28—；八44十 

*中忽中忽《舌》剌- qu G u*la- (折）折る•

-周 - J u 三38四

*中忽中忽《舌》剌 (黒)苔 - quG u-la .G da-(被折） [q u G u .ra -の受動形]

-周 - Ju  ニ46 四

中忽中忽舌魯 q u G U .ru (折断，折了，折着，断，折，折折） [q u G uの多回体 ]ニ 13八； 

三 6 七，13十；四 3 三， 10五，28五 

中忽 中 忽 思 q u G u .s (折）[q u G uの一回体]ニ 46四

中 忽 舌 児 察 ( 鋒 利 ）厳 し い （く），鋭 い （く）。七10八；：1：9 一，三 

- 壇 - t a n  芏 18ニ

(中 )忽児敦 q u rd u n  (快）速い。一36ニ 

中 忽 児 敦 q u rd u n  (同上）同上。ニ29六

中忽舌児敦 （jurdun (快，疾快，疾快的）同上。 六48九； 八35八；九12—；十 2 五；ニ 

9 一，一

(中 )古児敦 q u rd u n  (快）速い。一35—

中忽舌児都你顔 q u r d u n .iy^ i (快馬自的行） [q u r d u n の再帰格形 ]三 7 九， 8 四 

中忽舌児堆闌 q u r d u i.I a .i l (疾快）[q u r d u i.la- ‘速める’の同時接合副動詞形]：1：12七 

中 忽 舌 剌 q u r a  (雨，両 [― 雨 ])雨 ◊ 三 12四；八37四，六；九12—

- 荅 - d a 十 1 七



*中忽舌剌- qura*•(衆 ，聚）集まる•

-阿 速 - ’a su 主 2 三 

- 周 - Ju — 39 ニ

*中忽舌剌兀勒- qura.’Ul- (聚） [qura- の使役形]

-周 " *〗u =!：9 八

*中忽舌剌兀魯- qura.’a h u - (収）[同上]

-阿 速 - ’asu ：!： 5 ニ 

中忽舌剌勒 qura.l (聚会）集まり。

-突 舌 児 -d u r三 12四

中 忽 舌 闌 quran-Guran (七）のろじか。 [quran s a r aは *七月’の 意 ]主 58五 

中 忽 舌 里 quri (ナシ）[官職の名称の一つ（？）] 四15四 

*中忽舌里 -q u r i - (聚，聚会）（血縁者が）集まる。

-周 - ; f u ニ 18六；五3 6八；八2 4三；十3 3ニ；主 14— , 5 8五 

-中灰突舌児-qui-dur十3 3三 

- 中 渾 -q u n 十3 3三

中 忽 舌 里 門 qurim 'un (筵会的 ） [qurim ‘同族の集まる宴’の属格形 ]ニ 17五 

中忽舌羅中合 quriGa (羔児）小羊。

- 班 -ban 五 5 0—

中忽舌里中合赤惕quriGa_5i*d (放盖児的毎）小羊飼い達。三3〇三，九 

中忽舌里牙安 quriya’Sn (収拾） [quriyji’互 -‘収集する’の同時接合副動詞形]十22九 

.中忽舌里牙 -quriya- (収，収拾）収める，収集する。

- 罷 -b a 七43十 

-周 - ] fu 三19 一；五 36—2，43 九

*(中)古舌里牙黑荅-quriy豆*Gda- (収来） [quriy呑-の受動形（こ\での意味は尊敬)]

*中忽舌里牙勒都-quriyS.ldu- (共収集，共収拾） [quriyS- の対動形]

_黒三 - G sa n九 7 四 

-速 - S u 三47五

中忽舌里牙勒敦Qu ri押ィ此*!!(共収集） [quriya.ldu- の同時接合副動詞形]九ァ三 

中 忽 舌 林 durim (筵 席，筵会）（同族の集まる）宴 。 四 8 四，六， 9 四； 主29四，七，

-突 児 - d u rニ 17五

*中忽舌林剌- Qurhn_la- (做筵会，筵席，做筵席）q u rim を行なう•

-梅 - mu太六50六

-中灰突舌児-qui-d u r 四18九；主29五 

- 舌 侖 -r u n 四 6 八 

-牙 - y a 四 6 八；主29四 

*中忽(舌〉林剌- qurim .la- (筵会）同上。

- 恢 [->■ 中灰 ] 突 児 - ktti(->-qui)-du r —31五 

中忽舌林闌 qurim .l a T i(筵会，做筵席，敬筵会，筵席〉 [q u r i m .la- の同時接合副動詞
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形 ] —39三；三28七；六48三；十20—；主29八 

*中忽舌林剌勒都-Qurim.la .Idu- (相筵会） [qurim .la- の対動形]

-周 - l u ニじ四

中忽舌鄰勒塔 quri(n )lta (聚会）血縁者の会合， ク リ ル タ イ 。主58五 

中忽舌羅中渾 quroG.u .n  (勺了）[qoroc- の同時接合副動詞形]六加一 

舌忽舌魯阿 quru’5 (寨）<-»q〇rGa> 主57六 

中忽舌魯木惕qurumud (少時）<->q〇rumud>十38三

中忽舌魯兀的顔 quru’a .d .iyan (指頭自的行） [quru’ii.d ‘指 （複数形〉，の再帰格形] 

- 3 3 七，八

中忽舌魯兀敦 Quru’i i.d .un (指毎的）[quru，a .d  ‘指 （複数形)，の属格瑕]主32—，ニ 

*中忽失兀舌剌_ quSi’L r a - (出尖）鼻面をつきだす。

-周 - 了 u 七 36 ニ

*中忽塔黒剌勒都-qutacla.ldu- (ナシ） [qutaGla- ‘重なる，の対動形]

- 周 づ u 七43三

中 忽 秃 黑 qutuG (福神，神，福，吉慶，慶）慶福，吉祥。三 6 六；八40七；十 4 一 

-台 - ta i 三 19 一 

-禿 - t u 八14九，33五；九 6 四

*中忽兀舌児荅兀勒- q u’a r .da .’m _ (教弾） [Qu’U r.d a- ‘ホールをひく’の使役形]

-周 - l u 七 9 六

中 忽 牙 黒 quyaG (甲，甲器，甲毎）かぶと。七37九；十 8 四；主48ニ 
( 中 ) 忽 牙 吉 顔 ( 甲 自 的 行 ）[quyaGの再帰格形 ]ニ 8 五 

中 灰 卜 恢 ]亦 顔 q u i[—kiii].yiy§n (腰帯自的 ） [k iii ‘へそ’の再帰格形 ]十 29九 

中 賴 qun (天鵝）白鳥。三18九
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G

中 合 荅 cadS (外面，外前，在外）外，外で。五24九，49一 

- 宜 主 24ニ

中 合 荅 納 Gada*na (外行）外の，外に。三20九；九46ニ，五；537六  

(中》合 萏 納 Gada*na (外面）同上。五21三

中 合 荅 納 察 Gada*na*£a (自外） [Gadanaの奪格形]外から。九口ニ 

中 合 荅 納 都 思 Gada.nadu.s (在外毎，在外的毎） [cadanadu 4外の，外にい る ，の 複数 

形 ]九 44十，45ニ，四；主46三，四，六

中 合 苔 温 Gada*’fin (在外，外面，経外面）外を。三47六；七 5 九；土37五，八 

中 合 札 児 Gajar (地）所，場所。一 6 0 ; ニ42七 

-禿 舌 里 顔 - tur-iyan — 6 —
-都S里 顔 - 4ur-iyさn ニ26五

中合 札 舌 児 Gajar (地，地面，也 [-> 地〕）同上。 三38十，44—; 七11六；九2<(ご 六 ； 

土 5 七， 12九；主21五，22ニ，三，26六， 53七 

-都 舌 里 顔 - 4u r-iy a n五 17八 

- 途 舌 児 - t u r 八 7 ニ 

中合札(舌 )児 Ga】 ar (地）同上。四49八

中 合 札 舌 剌 Gajar_a (地行，地裏，地面行，他 ！> -地 ]行 ）[G ajarの与位格形] 一 3 四， 

5 五，37四；三 9 四，11八，12八，22八，44三；四38—， 49十； 五14三； 

六26三，48七；七28—，38ニ，七，八；八 3 八， 44七； 九 1 九，31五，34 

八，42七；十16六；土 3 —，45三，46ニ，47ニ，52ニ； 主44七， 47ニ，48 

七，55五，九

中合札(舌)剌Ga了ar.a (地行）[同上 ]三 49四
中合札舌剌察 G a Ja r .a S a (地行，址行，地処） [ G a j a rの奪格形]四45三，五；六10ニ， 

17七；土23三；主57四

中合札舌里牙舌児G alar.iyar (地面裏， 地行， 地行依着）[G ajarの造格形 ]五 I4六， 

15十；六2&E
中合札舌里顔 G alar.iyan (地自的， 地自的行） [Gajarの再帰格形] 一 6 ニ；ニ 19四，

20四
中合札(舌-)魯Gajaru (地裏）[G ajarの方向格]場所へ。ニ 1 八 

中合札舌侖 G ajar.un (地，地的） [Gajarの属格形]五 34十；六25八；八 7 八； ：1：4四  

*中合林舌児赤剌- G ajar.£ ila -(引路）道案内をする。

-周 - 】u 十14三，六 

中 合 勒 G a l (火）火。六 14三；七24九 

-突 舌 児 - d u r八33十 

- 圖 児 - t u r ニ23七



中合里牙舌児Ga卜iySr (教火） [Galの造格形]七23九，24—

中 合 里 顔 Gaトiy^n (火自的行）[Galの再帰格形]十24—

中合勒只舌児中忽Galjircu (被斜人行）曲った；斜めの。

-苔 - d a 八17四

中合勒只舌児中忽由GallirGuyfi [―Gal}irGuHi](莫是傍） [GalJirGui *斜めの， の 

問 形 ]^C21八
中合勒_兀惕G al.nu’iid (火毎） [G alの複数形]五29十；六29ニ；七23八，24六 ,八  

中合勒塔牙Galtaya [―i-a] (光有行）日のあるうちに。九46ニ 

中合勒台Ga丨-tai (火有）火を持った，火のある。一祕三 

中合勒壇 GaM an (火毎，火有的） [G aM aiの複数形]七24十，25四，26六 

中合勒究 Gaトtu  (火有的，大 [―火 ]有的，人 [ナ火 ]有的）火のある。一43ニ；ニ18 
十，三23十；五 3 九

中合轜兀惕GdayA-d (雁毎） [Galay’i i ( n ) の複数形]一17三 

中合钱兀敦 Ga〗aU’a -d*un (同上） [G alau 'ii.dの属格形]一19七 

中 合 鶚 温 Gal叫’fin (雁）雁。三18三
中合黒察Gac^a (独）ひとりの，ひとりで。一 3 四， 11ニ， 14三2;ニ 29十， 33十，50 

八；三28八； 四39七，42四； 五14八，19三， 36五2;六 13七• 26七；八か

五；九31七；十24三；：t 23—，25—；；£ 3 1九 

-阿 児 - ’ar ニ 32 ニ

-阿 舌 児 -’ 七46五；芏34七，35—，六 

- 中 罕 -q a n ニ50八；三18七 

- 壇 -t a n 三37九

中合惕卜黒〕察 GadG£a (同上）同上0 —14ニ 

中合黒潺荅GaG£an.da (独次）ただ一度。八37八 

中合中孩Gaqai (猪児）亥，豚。五40—；主13—

中 合 児 Gar (手）手。一43六
_都舌里顔- 4ur-iy5n ニ11四

■'圖児- tur —43九

-秃舌里顔- tu r - iy如 一 40八；ニ51四
中合舌児Gar (同上）同上。三 2 九，十， 4 九；五41三； 七12—, 1 4 —，四，七；八13 

一， 七，九； 九 15七，43九；十 43五； 土 8 三，八，35ニ，四； 芏 3 五， 46 

一，47ニ，55九
-都舌里顔- 4ur-iy S n八 9 九；主11五

中合(舌)児Gar (手）同上。九14ニ；：1：3 ニ 

中合舌剌察Gar.a£a (手行） [Garの奪格形]1：23六2 

中合舌里牙舌児G ar.iySr (手用） [G arの造格形]四27—
中合舌里牙舌里顔Gar.iyar.iy& n (教手自的行） [G arの再帰造格形]九14—
中合舌里顔G a r d y ^ i(手自的行） [G arの再帰格形]ニ51四
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中 合 舌 侖 Gar.un (手的）[G ar© 属格’形 ]八 1 九，38四，40ニ；九28十，29—; 十14ニ， 

土18五，41六；主13七，.六，52—，ニ 

*中 合 児 - Gar- (出，上去，出，出来，上，出去）出る，登る•

- 罷 - b a  —  3 八， 8 三，16十，ニ30九，44五，47六 

- 抽 -£u ニ 4 八，15六 

- 周 - l u ニ 9 五 

- 中 忽 - q u — 13四 

-(中〉灰 魯 阿 -qui-U i l ニ16三 

-速 - S U ニ 15—，十 

-速 中 孩 - s u c a i ニ30六 

-也 [ ― 巴 ] 速 - y e [—-ba]su ニ 16 ニ 

*中 合 舌 児 -car- (上，上去，出，出去，纔出，直上）同上。

- 罷 -b a 七42五，六，七，45五；主13—

- 抽 - £u 四 9 四，27六；五10—; 六 4 七，12八，14八，23十，24七，26ニ，四• 

40四，45—；七 5 四，42ニ，43八；八 1 2 3 ;九 12八， 13三，五，46三，47 

六；十16六，38三，39四，七；土13六，15七，37五；主24十，35五 

-出 兀 -れ セ 五 44五；十43ニ 

- 中 忽 -q u 主 17八 

-中 忽 亘 -qu-y i 十 5 六；主38六 

-中 忽 魯 阿 - qu-lu’a 十40八 

-(中 )灰 - q u i六21七 

- 中 渾 -q u n 九47六 

- 塔 剌 -ta la 土26—

-宪 中 孩 - tu G a i十 6 九；主40ニ 

*中合(舌)児— Gar- (出）同上。

- 抽 七 八 32三

*中合児中合 -Gar’ca- (逐出）[car- の他動詞形]

-周 - Ju —2& S

*中合舌児中合-Gaivca- (出去，出，望，教出，教出去）[同上]

-阿 速 - ’asu 土 4 十；主48七，52六，八

- 周 - J u 五 2 八；六 2 六；九36ニ；十29六；土 5 十， 6 四，六， 8 四， 9 

六；主20三，47五，九，十，49四，52七 

- 主 兀 - i u ’ii 士44 五 

-中渾 - q u n 十 7 —

-牙 - y a 三12六；主18五

中合舌児中罕 Gar-Ga.n (教出） [G ar.G a-の同時接合副動詞形]八 20三，22六，八 

*中合舌児中合黑答-Gar’G a 'G d a -(被出）[Gar.Ga- の受動形]

-梅 - m u i十 7 三

5 2 2 元朝秘史蒙古語辞典



元朝秘史蒙古語辞典523

-速 - su 六 34—

*中合舌児中合兀勒-G ar.G a.’i U - (教出） [c a r .G a -の使役形]

- 罷 - b a 主 53四，六 

-周 - : f u 兰：53五，七，55六

*中合舌児莶®- G a r 4 a -(被勝） [G a r-の受身形]出られる，勝たれる。

-阿 速 - 3 su 1^23 ニ
*中 合 舌 児 答 Ga r，d a - (下手）手にかける，手にする。<—Garta->

- 罷 -b a 五 2 十2

-周 - l u 五 5 七，八，41三；八 12八；芏 10七，八 

一黒撒惕 -Gsad五 6 —， 7 七 

-黒三 - Gsan八14ニ 

*中合(舌〉児荅- Gar.da- (同上）同上。

-周 - } u 五 7 六

•中合舌児塔 Ga r .ta- (同上）同上。

-周 - l u 八45六；九28ニ，四 

*中合(舌}児 塔 - Gar.ta- (同上）同上。

'黒撒(傾） -Gsa(d) 九28四

*中合舌魯- G a r_ u -(出，上，上去，出来，出去）ぐ^Gar->
-阿惕ン豆d 三20八

-阿 速 - ’5 s u 五 19八，36三2; 七 26十；八 6 十；十 6 九，19—; 主40—

-黑撒阿舌児 - Gsa’S r 八 2 五

- 黑 撒 ® - G sa d八 3 五

-黑 撒 的 - Gsad-i * 1 6 七

■•黑撒泥-Gsan-i六51三；八 2 ニ；十30六，七

-黑撒訥 Gsan_u 芏13ニ

一黒三 -Gsan 六 12八， 17—; 七23十，28—

-黑三突舌児 - Gsan-d u r ニ 1 九 

- 剌 阿 - la’a ニ 50 六，十；土25 ニ 

- 魯 阿 - lu’a 四43四

- 舌 侖 - r u n — 13三；ニ 11四；三18ニ；六24五；十39五；土 14十 

- 兀 澤 七 16九 

- 牙 -y巨七39十；十40八

*中合舌魯勒察-Gar.u .l5a- (共出）[Gar- の相動形]

-周 - ! f u 九 13十

中 合 舌 侖 Gar.u.n (出） [Gar- の同時接合副動詞形]六 47十：七20八 

中 合 失 兀 GaWii (苦）苦しみ。ニ 8 五 

中 合 失 温 GaSi’ii-n  (同上）同上。ニ 9 九，12五 

中合塔舌児 Gatar (ナシ）外形，外見。三 is四



*中想七[-► 主]中合剌- Gantu[—】u]Ga.la- (馬上梢）ガンデュガ（馬の鞍に々 

皮条）につける。

-周 - 和 土 25六 4彡

中 豁 阿 G〇，a (美）美しい。一 4 九，44七；三38七，43四；六36五；七48三；ジ 

-黒臣 -c ^ i n 三38—

-思 - s 三39十 

-思 壇 - s-tan 十 21—

中豁 多 黎 Godoli (禿）ちびた（尾について）。一15七 

中 豁 多 里 Godoli (贌頭）かぶら。三26九 

*中豁多里惕- Godolid- (教髏頭射）鏑矢を射る。

-中 忽 - q u 三21四

*中豁多里都-Godolid.u- (贌頭射）同上。

-黑撒泥 - Gsan-i ニ 9 三 

中 豁 都 G〇du (蹄皮）（動物の）脛皮。七36十 

中 豁 敦 Godun (同上）同上。三23九

中 豁 勒 G〇l (脊梁）背筋。一15七 — クゴ.方

中 豁 勒 G〇l (中軍，中，在内，澗）中心，本隊。六 4 五； 七:32五； 九40ニ；ニ 2 一’

13九

-突 舌 児 -d u r三30ニ，八；七24三，32九；八43七 

(中)豁 勒 G〇l (中軍）同上。六 5十 

中 豁 剌 察 G〇l.a6a (在内処）[co lの奪格形]主16七 

中 豁 侖 goトun (在内） [go丨の属格形]芏 U八，15三，52三 

中火炉木塔 Gohimta (火盤）炉。ニ10三 

中豁魯[木]塔 Golumta (同上）同上。十39—

中豁 魯 木 塔 Golmnta (同上）同上。十40六 

*中豁幹只 -GO’印 -(退 翎 ）流れ出る。

- 主 兀 -lu’a ニ13六 

中豁中豁孫 coGosun (韭菜）韭。ニ 6 七 

中豁舌児吉 corgi (張児）鉄輪，金輪0 

-答 察 - da£a 十12七

中豁舌涵中合酌G〇r q a .n _ u (小河的） [G orqan ‘小河’の属格形]六21—

中豁舌児中豁納Gorqo.n.a (小河行） [G〇i*qon( = G〇roqan) の 与位格形]三10五 

中豁舌児中豁訥Gorqo.n.u (小河的） [G〇rq〇n( = G〇ro q an )の属格形 ]三10九 

中豁舌羅中 合 納 Goroqa.n.a (河行，小河行） [Goroqanの与位格形] 一21七；ニ35七， 

37六

中豁舌羅中合納察G〇roqa.n.a6a (小河自） [Goroqanの奪格形]ニ38九 

中豁舌羅中合訥G oroqam  (小河的， 渓的） [Goroqanの属格形]ニ27三；三41五，42 

三；十40四
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中豁(舌 )羅中合訥 G〇roqan*u (河的）[同上 ]六 2〇九 

中豁舌羅中罕 Goroqan (小河）渓流。一 3 九，17六，20三；ニ26六，44七 

- 訥 -n u ニ26七

(中)豁舌羅中罕Goroqan (同上）同上。一 18八 

*中 忽 ト 赤 -GubSi- (歛，打，収拾，科歛）徴収する。

-周 - i u 五 12ニ， 14九；六27四；八 7 六； 九30三， 33四， 七，A * 34—; 土 

9 十

*中忽ト赤黒莶- Gub5i*Gda-(可科歛） [Gub6i- の受動形]

-中 灰 - q u j主47八
中忽卜赤舌里 GubむT i (科歛）家畜による現物人頭税。五12ニ，14九；六27囤

中忽ト赤兀舌児GuW i.’ar (拖網）漁網。八 7 五

中 忽 臣 GuSin (三十）三十0 三40—; 六25三；九42六；十21二 十

中 忽 嗔 Gu£in (三十箇，三十）同上。八41三，六；主44六
中忽都速Gudu.su (靴子）モンゴル靴。

- 秀 - t u 三23九

中 忽 都 孫 Gudu.sun (靴）同上。因39六 

*中 忽 只 児 -gu了ir_ (毒）害する。

-周 - lu  —48 ニ

*中 忽 剌 都 -Guladi卜 （倒）ころげおちる。

-阿 馈 」吞d 四35九
中 忽 納 真 Guna.Tin (三歳）三歳の牝家畜。七37八

中 忽 難 Gun.an (同上）三歳の牡家畜。一41八
中 忽 納 Gun.a (崖行） [Gun ‘峡谷’の与位格形 ]十 11九
中 忽 訥 G u n .t i(崖的） [Gun ‘峡谷’の属格形]三 43七

中忽舌児巴納 Gurba.n .a  (三箇人）[Gurbanの与位格形 ]：!：12四

中忽舌児巴納察 GUrba.n*a6a (三箇行） [Gurbariの奪格形]土 16四
中 忽 児 巴 泥 Gurba.n.i (同上） [Gurbanの対格形]ニ 49十
中忽舌児巴泥G u rb a.n . i (同上）[同上]四ニ33，三；十25三；：1：12七，15三，四，19ニ
(中)忽舌児巴泥Gurba.n .i (同上）[同上 ]十 25九
中 忽 児 把 泥 Gurba.n .i (同上）[同 上 ]ニ 13九

中忽舌児巴訥 G urba.ii.ii(三箇的） [Gurbanの属格形 ]十24九

中 忽 児 巴 兀 剌 Giirba.’nia (三箇）三人で0 — 35三，36— ，九

中忽舌児巴兀剌 Gurba.Mila (同上）同上。七 6 ニ；土44ニ —

中 忽 児 班 G u r b a .n  (三 ， 三箇）三。一 3 四， 1〇五， 11二 三 ， じ七， 29三， 31九， 35 

五，4 8三； ニ 15— ，六，九，2 8九，30ニ，3 3四2， 35六2, 39三，48六，七， 

4 9四，50—
中 忽 舌 児 班 Gurba.n (三，三箇，三件，三疋）同上。三 1ニ，四， 3 八， 4 一， 11五， 

八， 12八， 17五，六， 21五， 24七，45三； 四 3 九2， 4 四， 21十，43ニ，
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八；五11三， 13九，18五；六11ニ，18六，七，37四，44十，51—•，五，ハ； 

七21四2，五，37七，八，九，46 七2; 八 10 ^■’ 19 ハ， 26 七，35 —■， 十，36 

十，41七；九 8 ニ，14九，32十，33十，41九，42ニ；十18—，24—，27九， 

37五，38三，39 六；土 16ニ，38 九，41六，42—，44 三，五，七2，九，45 十 

46六，47九；主44ニ 

-答 - d a 四43三 

-古 - g u [->kii] 四 4 五 

- 魯 阿 - lu’a ：!^2 十 

■ 泥 - ni 三46六，47—

-塔 - t a 三 17九；四40七；八10三，37一；九42五 

-塔 - ta ニ48 ニ 

(中 )忽 児 班 Gurban (三）同上。

-塔 - ta — 40 ニ

中 忽 活 )児 班 Gu(r)ban (三）同上。

中忽舌闌勒秀黒Gura(n)ltuG (麾子）のろ鹿。三26三 

中忽塔阿舌児 c u ta lr  (第三）第三の。<->Gutuほr> 主 10三，44十2 

-塔 - t a 主44五

中忽塔阿(舌)児Guta，ar (同上）同上。九42八2

中 忽 禿 阿 児 Gutu’Si•(同上）同上。〈->Guta’5 r> ニ24五

中忽禿阿舌児 Gutu，豆r (同上）同上。四12九；六51ニ；十43—

中 忽 牙 G u y a  (腿，大腿，腿子，後脚）腿；家畜の後脚。一 9 十，35ニ，36三；三43八•• 

六30十，36九

中 忽 揚 Guyang (臀）家畜の後脚。六49三 

*中 忽 亦 - Guyi- (索）のぞむ，求める。〈—Guyu->
-阿 速 - ’恤 五 3叶  

-堪 中 渾 -d q u n 九25六 

- 中 渾 -q u n 九25三 

- 舌 剌 -r a 十33六，34四，35八 

- 舌 侖 -r u n 五38八

*中忽余- Guyu- (同上）同上。<->Guyi->
-阿 速 _’5su —18ニ；五妨四 

-巴 速 - basu — 46六

-周 - iu  — 6 七；五33八；六25十；主 3 八，21十 

-[你] _n 五45ニ 

- 舌 剌 -r a 十35六 

_速 - su — 42三，十 

-牙 —■ 4 五

*中忽余温勒- Guyu«’i i(n)l- (同上）[cuyu- の使役形]
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-周 - Ju —46六，七 

中 昆 Gun (崖）山峡。

- 途 児 - t u r —16七 

中 崑 Gtin (崖，山崖）同上。

- 訥 -n u 三 2抗 ；六36九；七31六，32九，42十
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*撒 阿 - sa’互-(擠）乳をしぼる0 

-阿 惕 」さd 主47九 

- 周 -J u 五14七；六26六

撒 安 sa’a .n  (同上）[sa’S- の同時接合副動詞形]ニ29—；四40—；八35五 

*撒 阿 勒 都 - sa’a . l d u - (共擠） [ s a S -の対動形]

- 周 -l u 五11六

*撒阿兀1ST s a i ’m- (教濟）[sa’S_ の使役形]

- 中 渾 -q u n 七12ニ

*撒阿舌剌- sa’さra- (疑，不疑武）ためらう。

- 梅 -m u i五26五 

_中 忽 - QU _ *12ニ

撒 阿 舌 剌 sa’ara (疑）[sa’5 ra- の命令形 ]四 11ニ 

*撒阿舌剌黒荅- sa’Sra.Gda- (疑惑）[sa’Sra- の受動形]

- 中 忽 -q u 八42五 

撒 阿 舌 里 sa’Sri (臀）尻。四27六 

撒 阿 鄰 sa S lin  (濟的）乳 搾 り （牛，馬)。主54—

撒阿《舌》鄰 臣 塔 泥 sa W in .e in .ta n .i (擠馬毎的行）[sa’a lin .£in -tan *乳捧り人達’の 

対 格 形 ]主 47九

撒 巴 saba (皿）器。七 2 八；九46四；十 4 九；芏 9 九，11六，39八 

-都 s 里 顔 - dur-iy S n 九46八 

撒 察 sa£a (—般，斉等）等しい。七29ニ；主29九 

*撒 察 - sa5a- (搶[->喰 ])むせる。

- 阿 速 - ’5 s u 五43八

撒 察 兀 sa& ’ii (一般，同共，斉，斉等）等しい。六40—；八31八；九11七；主 8 三 

撒 察 温 saea’U-n (—般毎，齐毎，同等毎，同等，斉等） [sa5a’i i の複数形] 一21八； 

九11五，43四，八，450; 土26七，八；主29十，45六 

*撒 出 - s a h - (祭祀，祭）神々を祭り，祈りを捧げるために酒を天と地にふりかけ，撒 

きちらす。

- 阿 惕 七 22三 

- 罷 -b a 三 7 三， 8 三

撒 純 s a h T i (揚着）[sa5u- の同時接合副動詞形]三38六2 

撒 出 里 Sa£u ， li (灑奠）sa5u- する行為およびその際にふり撒く酒。ニ51五 

撒 黒 剌 舌 児 saGlar (鬅鬆）生い茂った。<—SaGlaGar> 八39六 

撒黒剌C中 )合 児 saGlaGar (蓬鬆）〈->SaGlar> —39五 

撒 黒 剌 中 合 *児 saGlacar (同上）[同上 ]三 28六
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撒 勒 s a l (筏子）筏。三 6 四， 13七 

*撒勒- sal- (分）分れる0 

- 中 忽 -qu ：H30三

*撒 勒 中 合 - saトGa- (同上）分ける。[saトの他動詞形]

- 牙 -y a  土30 四

*撒勒中合勒都-saトG a .ld u -(教分） [sa l.G a -の対動形]

-牙 - )ra 土 30 十

*撒 魯 勒 察 - sa l.u _l£a- (分離）[sal- の相動形]

- 中 灰 - q u i主29三 

撒 卯 兀 samaゲii (乱）混乱。

-突 舌 児 -d u r 七47七

*撒卯兀舌剌- sam ay’i i_ra- (乱，作乱）混乱する。

- 中 忽 - 叫 七 46七，47五

撒 卯 危 sam ay’iii (乱）混 乱 （せる）。〈―•sam ay’U〉七46五 

-突 舌 児 -d u r 七24三 

撒 中 合 勒 s a q a l(髯）髯。八28七，十 

- 壇 -tan 主29—

撒中合勒伯顔 saqal baiyan (猪鬃草）莎草バヤン。三 6 三 

*撒 乞 - saqi- (守）守る。

- 周 -知 ニ 14五，16四；四22八；十 7 七 

-梅 - m u i十 7 四 

- 中 忽 -q u 十19ニ

撒 勤 saqトn (同上） [s a q i-の同時接合副動詞形]主 14四 

撒 乞 勒 都 - s a q i . ld u -(相守） [ s a q i-の対動形]

-周 - lu  四 39 ニ

*撒乞兀勒- saq i.’m - (教守） [s a q i-の使役形]

-秃 中 孩 -t u c a i芏48四 

撒乞兀《舌》魯- saq i.’m .n- (同上）[同上]

- 阿 速 」S s u 十43—

*撒乞兀魯- saq i.’m ‘u- (同上）[同上]

- 牙 - が 主 48三

撒 中 忽 惕 saqud (些）少し，いくらか。芏48八

撒舌児中忽荅察 sarqud*a£a (胙） [sarqud ‘祭時に供した飲食類の余餐’の奪格形]ニ 

2 ニ

撒 舌 剌 sara (月）月。一43六；七11五2; 九 20三 

- 荅 -d a 主58五 

-突 舌 児 -d u r 八34四 

- 宜 - yi —43 七
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- 因 - yin — 13 三；ニ17ニ；三29 四；六28四；七22ニ 

撒 舌剌兀舌児 sa ra ’Ur (月明）月あかり。三15九 

撒舌剌兀舌剌 sa ra ’n r .a  (月明裏） [sa ra ’i i r の与位格形]ニ 18七 

*撒 塔 - s a t a - (論，議論）施す。

_周 - 八 34四；九20四
•撒兀- sa，G- (生，坐，住坐，繰坐，全具）すわる；住む。

- 罷 -ba —15十；芏19六，七

- 畢 - b i 五23十

-傾 (中 )坤 -d q u n 九10西

-黒撒 阿 舌 児 - G s a S r七 2 八

-黒 撒 納 -c s a n - a 九 9 六

-黒 三 - G sa n四40十；五23九；十 3 八

-周 - ニ 6 十， 7 七，七，10四，47三；四 9 四， 39ニ；五 2 七，24九，十，39 

三，49一2, 50六；七 3 九；八38三，39十，47—; 九13ニ，八，46六；十29 

六，36ニ；主24五，26十，40十，41五，七，47三，54十 

-中 忽 牙 -quya[—Qui-a] — 23 四 

-(中 )灰 - q u i六21六 

-中灰突舌児 - qu卜d u r 十 7 八，20ニ 

_中 灰 魯 阿 - qui-lu’a 十38六 

- 舌 侖 -r u n 九10ニ 

- 塔 剌 -t a l a 四40九；六49三 

-禿 中 孩 -t u c a i七21三；九1〇四；48三；主28三，39七 

撒 兀 sa’fi (坐）[sa’fi- の 命 令 形 ]ニ 9 七；九13—

撒 温 sa’i i .n  (同上） [sa，fi- の同時接合副動詞形]九16八；土23八 

*撒兀黒答- sa’i i.Gda- (可坐） [sa’n-の受動形]

- 中 忽 -q u 七15八，16十 

*撒兀勒_ sa’iH- (坐，教坐）[sa’ii-の使役形]

- 罷 -b a 四47ニ；五24ニ；主53五 

-周 -了 u 五23十；八34四；九20三 

。 *撒兀魯- sa，m .u- (教坐）[同上]

- 模 -m u —*44十
。 *撒 溫 (助 )- sa’n ( n ) l - (坐）[同上]

-周 -:fu — 11九

、 •撒温勒- sa’n ( n ) l - (教坐）[同上]

-(中 )灰 qui —45三

*撒兀勒荅- sa’i i.l .da- (同上）[抑，切-の受動形]

-周 - Ju 主 56—
撒兀 魯 中 合 sa’flluca (皮斗，皮桶）皮桶。



元朝秘史蒙古語辞典531

- 班 -b5n ニ29七；八35六

撒儿A里 sa，U .ri (坐位，坐次，坐）座席；宿 場 八 34三， 38三，39十；九10ニ，20三，

48三

- 惕 -d 主49四

撒兀15’里 敦 sa’ii.r i .d .u n  (坐的）[sa，i l.r i.d (ssL’i i r i n の複数形）の属格形 ]主 53七 

撒 儿 心 里 訥 sa，fi.r iT i.u  (坐位的）[sa，a .r i .n の属格形]主 39六 

撒 兀 ム 鄰 sa’fl.r i .n  (坐位，坐次，坐，位子，位）座席。四33五，七；九1〇五；主39—， 

53七，九

-突 舌 児 - d u r主53九

-都 舌 里 顔 - dur-iySn五23九；七21三；九46八 

圖 児 - |u r —44九，45三

撒兀々数[―舌鄰]sa’G_5u[—r i.n] (坐位）同上。四33八

撤 亦 s a y i  (好，好好，好生）よ い （こと）， よく。一43九；三 4 七；九12九，十；土27—  

-巴S 児 - b S r 五 9 六

-供 - d —45—；ニ 6 八2; 三 39十；芏 6 —， 8 三，五

•的 - d- i 九32五；土 9 八

- 泥 -n-i 六23—；九23七

-中合宪S■児-qa-t u r 四 1 十

-壇 - t a n 七19三
- 秃 _tu — 6 四；四17六；十16六
•禿 舌 児 - t u r 八22九；十 3 十；土13八

-途 舌 児 - t u r 六37ニ

擻 亦 sayi (恰緣，纔，恰）はじめて，やっと。四 g 八；八34—；：1：46七2

撤 苴 sayi (纔）同上。十 16六
寶 亦 sajyi (恰纔）<->sayi> 五22九

擻 因 s a y i .n  (好，好的） よい， よく。一 4 四，九， 6 四，20九，21八，44ニ；ニ 4 六， 

33七，八，34十；三43三，四；四17六；五23—，25六，34六； 六21ニ，36 

六；七 16ニ，47九，妨 现 八 41五$ 十24三，五 *七；土20ニ，33八；主26 

八2, 52七

*三 把 - samba- (抽）番える。

-周 - ；fu ニ 9 八
*雄 失 - sam Si- (廃耗）痛手を受ける，消耗する。 

•■主兀-Ju’n 五20五，九 

失 牙 - s a m i i*y a〜 （同上） [s a m li- の使役形] 

- 罷 - b a  五21ニ

*敝 都 ®児 - s a n d u r- (温散）狼狽する，あわてる• 

- 抽 - £ u 三 16五
薛撤似 se5e.d (聡明毎） [se5enの 複 数 形 ]ニ 6 四



薛 禅 se£en (聪明）賢い。八19四 

*薛 赤 - se£i- (戳）つき刺す。

-周 - ; f i i 四 1五

*薛 惕 乞 - sedki- (想）思う。考える。

- 罷 -ba|>>be] ニ 1〇三；：i ：2〇九 

- 罷 者 - ba [->be；H e  八 28 八 

- 愠 坤 -d k iin 八 9 七

-額 速 - ，红 i i 五41七，42十，44三；六33十；士18八 

-克 薛 你 顔 - gsen-i作 n [-+iy§n] 九19七，25五；十26—

-克失突舌児 -gsen-d i i r 九 1 五 

- 古 - kii] 五16—; 八19—

- 古 亘 k ii]-y i 八21四

-周 - 河 ニ 21八；三 4 八，49六；四 1 八，42九， 十，47九；五25—， 26三，38 

八，39—，四；六26十； 八 7 八， 8 三，10十，34—, 三，36八， 39九，44 

四，46五，九，47—; 九23七，八，25—；十 3 五， 24八； 土27—，33三； 

芏34八，49七 

- 主 兀 -抑 で 土 1 7 三  

•■主為-】ii’f i i 九28八 

- 坤 -k i i n 十43十 

- 木 -m i i八14六

薛 惕 勤 sed ld 'n (同上）[sedkトの同時接合副動詞形]五42八；六30六 

薛 慑 乞 勒 s e d k i l(心）心。三48八；四 1 八，九，42—， 九， 43九； 五 4 五， 7 八，46 

七；六40七；七10九，48六；八18八；九 9 十；：1：5 六 

-突 舌 児 - d i i r 三48四；十31六 

-突(舌)児- d t i r 八41ニ 

-田 - t e n 十 1九 

-禿 - t i i 八17十；土 27三

薛 慑 乞 里 顔 sedk il*iy &n [— y§n] (心自的行）[se d k ilの再帰格形]六4〇五；九 2 四，25 

ニ；士46九

薛 揚 乞 侖 sedkil.iin (心的） [sedkilの属格形]八 36六 

*薛 額 只 格 列 - se’H i g e . l e - (掛）小筐のように掛ける。

-周 - 碑 ニ51四

薛 古 兀 侖 seg ii.’i H I n  (卷退，教抽起） [segii- ‘たくしあげる’の使役.同時接合副 

動 詞 形 ]七 27ニ，五

薛 勒 帖 selte (連，帯）〜な ど ；〜と 共 に 。五13十， 15九， 27七，32七； 六31ニ；九49 
十43ニ，七；主 11六，39六 

撒 [― 薛 ]勒 帖 sa[—se]Ite (連）同上。七 2 九 

撒 [―薛][助 ]帖 sa[->se]lte (帯）同上。四11四
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薛 米 耶 児 sem .iy^r (噤声的 ） [sem  ‘しずかに；ひそかに，の造格形]ニ 11八 

薛 米 耶 舌 児 sem _iy 6r (同上）同上。

*薛 舌 児 古 - sergfi- (醒，省）めざめる。

-周 - } i i 四39十 

- 帖 列 - t e l e 主24六

*薛 舌 児 古 額 - serg fi.，ト （消鮮）[serg fi- の使役形]

-周 - J f i六4晒

薛 舌 児 古 兀 侖 se rg ii-’3 l *ii*n (呼醒）[sergtt- の使役♦ 同時接合副動詞形]ニ 2 三 

薛 *児 客 昔 serk es-i (羯股應 ） [serke ‘雄の三才以上の山羊’の複数形]土 52五 

*薛 舌 列 - sere- (疑）疑う0 

- 恢 -k iii 一 12 九

*薛舌列克迭- se r e*gde- (被覚）[sere- の受動形]

- 罷 -ba [—be] 五47三

薛 舌 列 勒 敦 se r e .l d i i . i i (疑的） [sere- の対動.同時接合副動詞形]一 12八 

*薛舌列兀勒- se r e .，m- (提省，教省）[sere- の使役形]

-周 - 拉 七 14九；八15五

薛 舌 列 勒 田 serelten (可防的）注意すべき。六 3 七 

*薛 舌 里 兀 都 - s e r n d d - (凉了）谅む。

-額 速 - ’おU 主 2 七

*薛舌里兀勒- s e r i a l - (喚省） [s e r K — sere-〉の使役形]

- 周 -:ftt 土 3 执 主 23六 

- 古 - kii] 主23 八 

d  ♦ 薛舌里兀魯- se r i«’31*ii- (唤教覚）[同上]

- 傷 坤 -dld in ニ43ニ

•薛舌里兀魯勒扯- s e r i m i 5e- ( 共覚省）[se r i.MH- の相動形]

-周 - J i i八14八 

薛 兀 迭 児 se ’fider (影）影。

- 禿 舌 里 顔 - ttir-iy^ n [— y§n] ニ 11七 

薛 兀 迭 舌 児 se ’flder (影児）同上。三48八 

舌 児 - t i i r 四 9 三

薛兀迭(舌 )児 se ’fider (同上）同上。九11七 

薛 兀 迭 舌 列 扯 se’Sder.eSe (除影児 ） [se ，f id e rの奪格形]三 48七 

薛 兀 迭 舌 列 徹 se’f ld e r ^ e  (影外）[同 上 ]ニ 8 四，10ニ，12三 

薛 兀 勒 se ’S l (尾子，尾）尾。〈―Se’S (n)l> 三48十；六41十；主3晒  

-突 舌 児 - d i i r 四 5 ニ

薛 兀 列 扯 se’f il*e£e (尾子処） [se ’f i lの奪格形]三 48十 

薛 兀 列 徹 seW beSe (尾外）[同上]ニ1〇ニ，12四 

薛 兀 薛 se’3 se (小厮）小使い。主25十
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-昔 - s - i 主26ニ

薛温勒 se’S (n)l (尾）尾。< - se，fli>

- 充 - t ii —15 七，16 四 

薛温(助） s e’f l(n)[l] (同上）同上。

- 額 徹 -e6e ニ 8 四

搏 sem  (禁声，噤）静かに，黙って。 38三；：！：23八
裒 格 舌 連 se n g g e re .n  (来）[senggere- ‘注意を向ける，の同時接合副動詞形；]四 g ニ 

*僧帖勒- sengtel- (開豁）掘り開ける，切り開く。

- 罷 -ba [->be] 四43五

*僧 帖 舌 列 - sengtere-(同上）掘り開かれる，切り開かれる•

-周 -了 f i 五 4 五

*啸兀舌列勒- seU’flre l-(嘆息）溜息をつく。

- 畢 -b i 五25—

石 阿 i i ’a (脾石） くるぶしの骨の遊び道具。三26三，四 

失 阿 Si’a (同上）同上。

-因 - yin — 40 八
*石 阿 勒 札 -Si’a .Ha- (打髀石）§i，a を投げる，

-巾 灰 突 児 _qU〖_d u r 三26五 

失 把 Siba (乱節）乱れ飛び来る矢。

-因 - y i n 八 2 九 

失 巴 児 Siba:•(泥）泥。ニ48三 

失 鴇 兀 Sibay’a (麿）朦；鳥 〈—拙 叫 ’如 〉

-班 - b a n 主 8 四

失保兀+ 合 泥 Sibay’Q q a w i (雀児行）[Sibau’fiqai ‘鶸’の複数 •対 格 形 ]ニ 23四 

*失鴇兀剌- Mbaずa .la- (放騰）魔を放って獲物をとる。

-中 忽 - q u 七10九 

-中 灰 - q u i主40ニ

*釋错兀剌- SibaU’a -la- (同上）同上。

-41灰 - q u i十 5 十

釋 错 兀 闌 拙 ay’ii.la.n (同上）[§ibaW，fi.la- の同時接合副動詞形]—34四；十 7 四 

釋 键 兀 剌 勒 敦 SibaW.la .Idu.n (共放廳） [Sibay’t l a - の対動•同時接合副動詞形]十  

6 —

失 鴇 温 Ubay，U i i (鳥，鷹）魔；鳥。<—失辑兀〉三18八；七36ニ，八；土 9 七，46六 

失 別 額 5ibe’d (藩麻）防栅，標垣。ニ 13八 

*失 列 - iib e’g.le- (藩籬把）防栅をつくる。

_周 - 河 ニ 26四
*失 別 舌 里 -Siberi- (長進）滴る，流れ出る。

主 兀 -l i i’a ニ13六
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失必勒格舌児 Sibilger (練椎）（一種の）弁髮。ぐ>Sibiilger>九14一，15六 

石 不 格 Sibiige (錐子）錐。七33九 

- 迭 - d e 七36六
失不勒格舌里顔 Sibiilger'iy自n [— y§n] (練椎自的行）[Sibiilgerく-^ibilger〉の再帰格 

形 ] - 37五

*拭察班勒札-紅るaba(n)n a- (爬）這う。

"■■周""lu —43 四

失 提 坤 勒 Sidkii(n；M  (—見公姑的礼）引出物。ニ39—
失 都 Sidii (牙）歯。

-辺 - bSn ニ 19 七

失都舌児中忽惕巾合-S id u rG u lq a - (教直了）征定する。真直ぐにする。

-周 - れ 八 24ニ；九31六

*失 額 - (尿）放荥する。

- 恢 - 碑 七 28—

失 額 克 包 ，§ .g  (尿壺）おむつ；溲瓶 

-帖 額 徹 - te  Q] -e5e 八28九

失 吉 顔 ( 牙 縫 中 肉 ）歯の間にはさまった肉。：!：25十

失吉中忽舌魯兀訥安 §igi quru’H m ’5n[gigi quru’nn ‘小指’の再帰 •属格形 ]六 34ニ 

失 (中 )灰 §iGui (密）森。ニ48五

石 (中 )灰 Hgu! (密，密林）同上。ニ13七，15—；三21ニ 

- 都 児 - d u r ニ 14四，五 

- 因 - yin ニ 15七
失 勒 紐 （模様，状貌）容貌， 姿 形 。七19三；九32五

失勒古傷刊 5ilgiid*ke*n (教顫） [如g tid 'k e - ‘ふるわす’の同時接合副動詞形]十 1 七 

失 勒 只 舌 鄰 i i l l i r i .n  (移動）[紐:firi- ‘移動する’の同時接合副動詞形]十 1 七 

*失 勒 塔 - gilta- (推辞） 口実をつくる。

- 周 - l u 五46九

*申勒塔黑答 -Si(n)lta .Gda- (同上） [纽ta- の受動形]

- 中 忽 -d u 七15七

申 勒 塔 阿 Si(n )lta ’a (縁故）原因；理由。主44四
申勒塔阿你牙舌児 i i (n)lta’a _n .iy a r (縁故裏）[Silta’a n の 造 格 形 ]七 1 九 

申 勒 塔 安 Si(n)lta，a .n  (縁故）同上。八21七，八 

申勒塔吉牙舌児則！！）UaG.iyar (縁故裏）[如taGの造格形]八 45ニ 

失 勒 帖 速 SUtestt (編了壁子）柞 木 〔ははそ—— くぬぎ， なら類の木の総称〕

-台 - t a i[->te! ] 十 1 八

失 列 古 Silegti (ニ歳）ニ歳の（羊）。三45六；主47四，52五，53三 

*失列篾勒扯-赶 lem el5e- (垂涎）よだれを垂らす。く—失列篾勒毯〉

-周 - 邛 七 36ニ



失 列 蔑 勒 氇 k e rn e l了e .n  (同上） [§ ilem elje -(= § ilem el£e-)の同時接合副動詞形]七 

34四，36九

失《舌》里 础 （家活）俊 秀 （な)0 

- 迭 扯 - d e £ e三43十
失 里 兀 牙 Sili’fiya[->i *a] (善行）まっすぐに。三31七 

失 里 温 清 俊 ）選りすぐりの。七11十 

識 理 温 li l i’n*n (君子）忠実な。五31—

失 魯 格 惕 紐 i ig e d  (诞収不的） よだれを垂らした者。ニ13六 

4■失魯舌児帖-Siliirte- (被傷）傷つけられる。

-周 - 扣 四 38八

失 魯 速 你 顔 ( 涎 自 的 行 ） [5ilUsiinの再帰格形]:T25九 

*失馬里中合黒荅- iim aliqa-G da-(被挽） [Simaliqa- ‘まき上げる’の受動形]

-舌 侖 - r u n 十40七 

*食 米 - S h n i-(咂）吸う。

- 周 - J u 六 14一；九16七
食 民 Simi'n (咂着） p im - の同時接合副動詞形]四39—2, 40十，41一；九16十*

*食民— sim i(n)- (1¢)

- 周 - l u 四43五 

湿 納 阿 §ina’a (洲）三角洲。

-因 - y i n 四31五

失 納 中 合 Sinaca (約）杓子。主35九

失 你 §ini (新）新しい。主 1 三

*失 中 合 - Siqa- (靠，擠）搾る， しめつける；近づく •

-周 - ；[ u 三43七，八；六36八，九，37—

-中 忽 - q u ニ 11十

失 中 罕 Siqa.n (挨，倚，靠）同上。三30—, ニ，七；四19七；七 16五；主 5 五 

失 (中 )罕 Siqa.n (挨）同上。三3〇八 

*失中合黑荅- Siqa.Gda- (被濟）[giqa- の受動形]

-周 -了  u 十40七

失 舌 児 不 孫 Sirbiistin (筋）腱。六45三
*失 舌 児 戈 列 -SirgS.Ie- (拘）Sirg3〈->§irg ii，§>をつけて乳が吸えないようにする。

-周 - 印 六 26六

*失 舌 児 古 額 列 - i ir g的 _le- (同上）同上。

-周 - 】ii五11六，14七

失 児 中 合 Hrca (慘自色，惨白）黄自色の。ニ 9 六，27八， 2 8 四，八，29—，三，30—， 

ニ，六，九；八36—

失(舌)児中合 SirGa (惨白〉同上。八35—

*失舌児中合 -S ir q a -(傷）傷つく。
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-黒三 - G s a n八4汁

の同時接合副動詞形]十16七

-阿 速 - ’&SUニ48四 

-周 - 】u ニ14四
*石舌児中窟- SirGu- (鑽入）同上。 

-主 兀 づ u ’f i 三21ニ

-速 - S U 三19五 

_連 [― 速 ]ベ e n [ 〜 su] 三 18七

*石(舌)児中忽勒答-Sircm .da- (教鑽了）[girGu—の 使 役 .受身形]

-罷 者 - ba'J e 六24五

*失舌児中忽兀勒答-纪rGu.’Uトda- (共攢）[同上]

-周 * 五 9 十

失 舌 剌 i i r a  (黄）黄色0 — 13—■，ニ，47九；士2fi十 

- 荅 -da 十43ニ 

*失舌剌- Sira- (焼）焼く。

- 周 づ u — 8 四；八 12四 

失舌剌馬勒 S ir a m a l(黄）薄黄色の。主26十 

失(舌〉闌 勒 5ir a (n ) l (黄）ほの黄色の。ニ42五 

*失舌列克迭- Sire.gde- (煉来）[Sire- ‘鍛える，の受動形]

-克ニ[-»■先 」 - gsan [— sen] 七36六 

失 舌 列 木 Siremii (生銅）生鉄。

-額 舌 児 -，社 七 昶 五  

失 舌 列 門 Siremfi*n (同上）同上。七33九 

失 舌 羅 纪 ro (橛子）掘棒，串。ニ 6—

失 舌 羅 埃 S iroS i (上[->土]，土）土埃。三38六；八31九 

失(舌)羅勒中合SirolGa (焼肉）串にさした焼肉。

- 荅 -da — 8 七 

失 舌 里 Siri (生皮）皮。六45三 

失 圖 (般）〜の 様 に 。五36五 

失 禿 ( 同 上 ）同上。土30三

*失 禿 額 列 勒 都 - i i t i m e .ldfl- (相抗拒） [狁 fi’aie- ‘対特する’の対動形] 

- 周 ' ^ 九 12ニ

*失禿額〈列〉勒 都 - 紐 ( 共 抗 拒 ）[同上]

- 周 -J i i 八37三

*失禿勒都-S itii.Wii- (相抗拒，栢抗）対峙する。 の対動形] 

- 周 - 四 38六，39八，45—

*失禿！: 助 ] 都 - ( 相 杭 ）同上。
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-周 - Jii 四 38—

*失兀- S ’S- (撈）すくい取る。

-周 - J i iニ 7 四；八 7 五 

石 兀 赤 ぼ 况 i (整子）鑿。七33九 

失 兀 赤 Si’S d  (同上）同上。七32三；十19七 

失 兀 迭 苦 里 H’S d e f i (露）[Si’fider ‘露’の対格形]七 33十 

失 兀 速 訥 Si’iis ii*n 'u  (分例的）食肉；食物。芏54—

失 亦 亩 剌 Siyira (蹄）動物の足の下部。一21八；主35四 

*升 格 - H ngge- (落，透，消化）太陽が沈む； しみ透る；消化する。

-額 速 - ’Mii ニ;17 四 

-克 薛 訥 -gsen -ii九47—; 芏37九 

-克 先 訥 -gsen-n ti ニ28ニ 

- 周 ニ 32七

""S' -g ii[—>ku] —"13 ニ

-古 額 徹 土 4 6 十  

-古 因 - g fi[—k ti]-y in 七 20 七 

- 恢 -k t i i六 9 九 

-中灰[-► 恢 ] -q u i[—ktti] 八17—

*外 [― 升 ]格 -w a i[—§in g ]ge (落）同上，

-《中》灰 - k m 八19三

升 格 兀 侖 Singge.’f il.ti.n (落後）[Singge- の使役•同時接合副動詞形]四 38十 

升中豁惕封 ngqo’d (海青毎）[Singqorの複数形 ]十 15ニ 

升中豁的牙舌児§ingqo*d_iyar (海青毎教）[5ingq〇_d 〇造 格 形 ]十 15八 

升 中 豁 児 纪 ngQor (海青）海青；はげ縻。一 43五，八；ニ11八 

升 中 豁 舌 児 Hngqor (同上）同上。八 6 十 

升 中 忽 剌 Singqula (白，白馬，青白馬）灰青色の馬。七22十 

- 宜 -y i —15七；ニ29五；八35七 

-因 - yin —"16 四

升中忽剌中罕 Singqula.qan (白小）自っぽい。七25—

升 塔 侖 Singtal.u .n  (退後）[5ingtaト ‘ひるます’の同時接合副動詞形]土46八 

昔 思 該 s isg a i[— (毯）フュルト。八24ニ 

*莎必剌- sobila- (試）看病，看護する0 
- 周 イ u 芏 3 ニ

鎖 赤 温 [勒 ] so£i .’i i(n) [丨](驚） [so£i- ‘驚き恐れる’の使役 .命令形 ]ー 47ニ  

*雪都舌児帖- s6d iir-te- (被挑唆） [sSdiir- ‘つきさす，の受動形]

-額 速 - 7 s i i 五37六；六22ニ 

雪 都 舌 児 堅 sSdiir.gen (挑唆）いばらの類。

-突 舌 児 - d t i r 五37六；六22ニ
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*雪[那]額- s5[n5 ] $ - (絶了）絶やす。

- 罷 者 - ba [―■beH e 之39 四 

莎 葛 堪 sSgSd (跪） [sSgGd- の命令形]十 34十 

*莎葛惕- sSgSd- (同上）ひざまづく。

- 抽 -6u 十35三 

*莎葛!;傷]-s6g6d- (同上）同上。

-抽 - 敁 ニ 51五

*莎 葛 後 格 - sSgSd.g e- (跪了，教跪）[s5g5d_の使役形]

-主 為 づ ii’f l i 十34十 

-梅 m ii j十36七

*莎葛傷客兀勒迭■ s6g5d*k e .’S l.de- (教跪）ひざまづかせられる。

- 罷 -b a[—be] 十35十 

*莎歌都_ s6g3d .ti- (跪告）〈―S5g5d->
-額 速 」おi i 十27四

雪 因 s6y i.n  (教訓） [s5yi， ‘さとずの同時接合副動詞形]く—卿 ，卿 卜 〉五 4 三 

莎 只 舌 児 solir (斜）牛などの角が折れて不揃いになった。三38四 

莎 勒 寘 soIbi， n (交） [solbi- ‘交叉する，の同時接合副動詞形]四27九 

雪 勒 速 s61sii (胆）胆汁；胆力。

-台 - t a i[->te| ] ニ 5 十 

-壇 ta n [->ten] 四25十 

■"宪-t i i 四25七

莎 勒 塔 泥 so ltan .i (王行）[so lta nの対格形 ]：i 44十 

莎 勒 塔 訥 soltan .u (王的） [s o ita n の属格形]:T43三

莎 勒 壇 soltan (王）王， スルタン〇 土38三，六，九，39五，九，47五，52—，ニ 

-突 舌 児 - dur 土38 ニ，48ニ；芏15 六 

鎖 郞 中 合 solangGa (黄鼠狼）いたち。ニ50三 

鎖 納 sona (新）調教されていない。五 4 ニ

雪 你 s6ni (夜）夜。一 17八， 19五， 43五，46五；ニ 5 九，20三，22—，33三2，35六 

- %  -d — 13—

- 迭 -de ニ22九；六11六，29ニ 

- 訥 -n t i八18七

雪 泥 s6ni (同上）同上。三14三， 15九， 16ニ，三，28八，31八，32六，八，33六，九； 

四 3 —，24九，39ニ，四，45ニ；五29十，31六，49五，50三；六 1 三，四， 

51—，三；七20八，21四，五，六，24八，.九，43—, 46七； 八37四，五， 

七；九 3 九，12—，16七，23七，46三，47七，八，十；十 1ニ，四，28四， 

七，43—; 土 3 三；主 1 十， 2 ニ，37七，十，38三 

-想 - d 六50七，九，51五 

- f t  - d e 三15—, 三，16四；五50三；十28八
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*雪那額- (滅）滅ぼす。

-古 - 十 24 ニ 

莎 那 思 sonos (聴） [sonos-の命令形] 三40ニ 

*莎那思- s o n o s - (同上）聴く。

- 罷 - b a 芏57七
- 抽 - £ u ニ22十，23—；三15七，27六；四45九•，五48七；七15八；十12六; 

8 六，23七
- 中 忽 因 - q u - y in ニ50四；四24九；八30—; 土17四 

*莎那思荅- sonos_da- (被聴得，聴的） [sonos-の受動形] <—sonosta->

- 罷 -ba 六46—
- 罷 者 - baづe八21五 

*莎那思塔- sonosヤ - ( 聴得）[同上]
-木 - mu ニ 42 八

*莎那思中合- sonos*qa - (教聴） [sonos-の使役形]
- 阿 速 - ’a s u 九42十；主45四 

- 揚中渾 - d q u n 九42九 

- 秃 中 孩 - t u c a i主45ニ 

*莎那速- so n o s.u -(聴，聴得）<—sonos->
- 阿 惕 か ！四18七，46七；九34四，43—; 主45ニ 

- 阿 速 - ’a s u 九15五 

_黒 撒 你 顔 - G san -iy an九 4 十，19六 

*莎那速勒察- s o no s . u . l £ a - (共聴） [sonos-の相動形]
-宪 中 孩 - tu G a i十 8 六 

莎 斡 舌 児 so’dr (引闞）戦闘。六12五 

-途舌児 - t u r 八45—
-圖舌児 - t u r 六30ニ 

梭 斡 舌 児 so’加 （同上）同上。

- 圖 舌 児 - t u r 五32九
*莎斡舌剌- so’S r a - (解釈）静まる，安静になる。

- 周 - Ju 土47七
*莎汪中忽- soongGu-[—son gG u- ] (選揀）選ぶ。

• • 周 - J u 八41六；主23ニ
*莎汪中忽兀魯- s o o n g G u H，u - (教揀） [soongGu-の使役形]

- 阿 速 - ’a s u 九 8 九 

*莎黑塔- s〇G t a - (酔）酔う。

- 罷 - b a 主24六，九 

- 中 忽 宜 - q u - y i主24六 

莎中豁舌児 soqor (瞎）めくら。六26七
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鋇中豁舌児 soqor (同上）同上。五14八 

莎 舌 里 sori (試） [sori-の命令形 ]十 19一 

*莎 舌 里 - sori- (同上）努める；試みる•

• 阿 速 - ’a s u 七48八 

-中 渾 -qun —33九 

1 - s u 三47七，九 

- 牙 - yS 士 1 八

*莎舌里勒都 -so r i.Mu- (共試）[sori- の対動形]

-牙 - y a 十38八，39十

莎 亦 魯 黒 soyiluG (ナシ）あわれむべき。六33七 

*莎余- s 5 y i i - (教導）いましめる， さとす•

- 額 惕 紐 九 42六 

*雪 余 - sSyii- (同上）同上。

- 惕 者 - *H e 主45十 

慑 纪 主 44七 

- 究 該 - t iig a i[— g e i] 主44四 

雪 余 額 児 s5y i i . ’§r (教訓）教訓。一14—

雪 余 額 舌 児 s6y i i .$ r  (教誨）同上。土46四 

雷 [―雪 ]余 額 舌 児 s£iy i i . ，dr (教訓）同上。主34ニ 

莎余 [舌児 ]中合 -soyu[r]qa- (恩賜）〈->soyurqa->
-周 - Ju 土39 十

*莎余[舌児]中合黑荅- soyu[r]qa.Gda- (被恩賜）[soyurqa-の受動形]

- 罷 -b a 十13四

•莎余舌児中合-soyurqa- (恩賜）おゆるし下さる，嘉みする。

-阿 速 - ’如u 五22七，23三，50九；七47十； 八20—， 31八；九22—• 三 ， 

23十，24ニ；十12七 ； ：T 5 三，45八；主33九 

- 罷 -b a 五 7 九；七49ニ

- 周 六 52三，53—；七 2 —， 7 九，19四，48十；八18—，20三，41四. 

46—，48ニ；九 2 六；十11三， 12十， 13七，16—， 五， 44七；土17三， 

31三，47九

- 舌 侖 -r u n 八46五；主 7 九

-中侖[-► 舌侖]-r u n 九24十 [ 『続玫(中)』の p.232ではく舌〉侖と校した]

-速 - s u 九 8 十

*莎余(舌)児中合-soyurqa- (同上）同上。

-阿 速 - ’自su ：!： 9 四 

- 罷 -ba 土13十

莎余舌児中罕 soyurqa.n (同上）[soyurqa- の同時接合副動詞形]六 52十 

莎余舌児中合黒荅- soyurqa.Gda•"(被 恩 賜 ）[soyum a-の受動形]
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-阿 速 - ’S s u 四49八；六51九

莎余舌児中合兀《舌》命 so y u rq a .tU w n  (恩賜） [ SO y U r q a - の使役•同時接合副動詞形] 

八32三

莎余舌児中合勒 s o y u r q a .l(恩賜，賜）嘉賞。八24十， 27八，28四， 29四，七，31十.

34五；九 8 七，八，17七，19一，24 四，31—，ニ2; S  8 —，48ニ 

莎余(舌)児中合勒 s o y u r q a .l(恩賜）同上。九23十 

速 su (福蔭，福，洪福）幸，至福；賢明。

- 突 舌 児 - d u r 主29—

- 台 - ta! 三 19—

-壇 - tan ニ 5 十 

- 圖 -t u 主22十

速 別 額 siibe’6 (腰窩）脇腹。四 1 五 

速 別 思 sfibe-s (ロ子毎）守 ロ， 守備の要所0 

-突 舌 児 - 4 如 十 19三

速 不 惕 subud (珠，珠子）真珠，東珠。十13ニ，五；主27-  

*速苔勒必- sudalbi- (不閜ロ）口輪をはす•す。

-周 - ; [u 八 8 九 

速 都 siidii (牙）牙。

-額 舌 児 -，红 五 37六；六22三，五 

- 禿 - t i i 五37五；六22ニ 

速 只 阿 速 s u l i i s u  (頂脉）頸筋。〈->su〗iyasu>

-班 - b a n 九16五

速 只 牙 速 su ji婢 -su (項脉脉，項脉）同上。

- 班 - b a n 四38八；六13九 

速 客 stike (斧子，銀旋）斧；銀銳。九14六；十19六 

-別 舌 児 - b § r 九14七 

-思 -s 主48ニ

速 勒別舌児帰 siUbergtii (怠慢）だらしのない。七29八 

速 勒 迭 児 siilder (吉兆）吉兆。一44三 

速 勒 迭 舌 児 siilder (威霊）同上。

-禿 - t i i t 8 六

速 勒 迭 舌 列 stild er.e (威霊行）[s ii ld e rの与位格形]八20八 

速 勒 迭舌列徹 stilder.e£e (同上）[stild erの 奪 格 形 ]土 8 七 

*速 剌 剌 - su la.la- (鬆）ゆるめる；脱す。

■■周-lu  ニ 22—1

速 篾 思 siime^s (仏毎）仏像入れ。主 9 八 

速 木 sumu (箭）矢。ニ25八，32三 

-班 - M n ニ 9 八；七38ニ，五
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-赤 - ニ 16 ニ 

- 的 顔 - d-iyjin 五 49—，50 六 

- 秃 - t i i 八 6 八

速 木 納 sum u.n .a  (箭行）[su m u nの与位格形]六 13十；八 2 九；九16五 

速 木 你 顔 sum u-n .iyS n (箭自的行）[su m u nの再帰格形 ]三 8 —，六 

速 木 訥 sum u.n .u  (箭的）[su m u nの属格形]六 49ニ 

速 門 sum u.n (箭）矢。四49四

速 斡 舌 剌 兀 侖 s u i r a パm .u.n (引鬪）[su’dra- 4戦う’の使役•同時接合副動詞形]六51
八

*速 舌 児 - sur- (慣，学）学ぶ，習う。

- 抽 - £ u 主 4 七 

-中 忽 -q u 五 4 —

-充 キ 孩 - tu c a i 土45七 

*速舌児答- sur .da- (可学）[sur-の受身形]

- (中)忽 q u 八21五
*速 舌児中合 - su r.Ga- (教訓，調，教）教える。[sur-の使役形]

- 阿 速 - ’5 s u 五 4 —
- 周 -;[ u ：!： 9 八 

中 忽 - q u 五 4 ニ

速(舌)児中罕 sur .Ga.n (教訓） [su r.G a-の同時接合副動詞形]五 4 三 

*速舌剌- s u r a - (問，挨問）問う，たずねる。

- 阿 速 - ’& su —18十 

- 巴 速 - b5su ニ 29—
—中 忽 途 児 - q u - d u r— 19三 

速舌里 木 孫 surim usun (毛）まつ毛。ニ 1〇—
*速舌魯勒察- s u r . u . l 5 a - (共学） [Su r - の相動形]

-速 - s u 九34十

速舌魯格徹 siiriig，e5e (群行） [stirUg ‘群れ，の奪格形] 芏53三 

速 舌 魯 昆 s ( i r % d n  (群的;）[s iir iigの属格形] 主47四，52五 

速 舌 侖 s u r . u . n  (学） [ s u r -の同時接合副動詞形] 土46八 

*速中忽赤- sucu£i (抽出）抜く。

- 周 - ] u 四10五 

速 兀 SU’a (肘腋）腋。

-都舌里顔 - d u r - iy 5 n 九13五 

*速亦 - siiyi- (教導）教えさとす。 沾ァレ〉

- 秃 該 -t iig a i[-»g e i] 九42ニ，三 

*速 余 - siiyti- (教導） [ =  s6yii-，siiyi-]
- 宪 該 -t iig a i[—g e i] 主44ニ



*孫 都 剌 - su n d u la -(畳騎）騎手の後に乗る。

-周 - 拉 六 13八；九16八
*孫都剌温勒- sundula.’a ( n ) l - (同上） [sundula-の使役形]

_周 - ; fu ニ47 四
*孫 都 剌 温 勒 都 - s u n d u l a . (教畳騎） [sundula-の使役•対動形]

-周 - yu ニ 46 五
暑 漣 Siile.n (湯）スープ， ス一ブ状の食物。三45六；七21—；九12三， 46六，七 

暑 洌 揑 5iile .n .e (湯行）[紐l e n の与位格形]主 47四，52五，53三 

*孫 都 舌 児 - su n d u r -(陸続）続く。

'•抽 -cu 2 H
循 Stin (乳）乳。ニ22九；五48六；七35ニ；土24九
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ts

tsang (倉）倉。

- 兀 惕 主 48三
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t

塔 ta  (您）あなた達。一 13四，六， 14ニ，四，五，44一； 一  2 一’ ニ， 3 ニ， 8 四’ 

七， 10—，三， 12六，20ニ，28七； 三48七， 九，49一，ニ，三，五，七， 

50五；四 1 四，六，七，八2, 15八，47六， 七2; 五 3 七， 4 六， 7 八，25 
ニ，40八，42九，44八2; 六 35三，四， 五，六，部一， 37三， 46四；七 9 
十2，13七，36九，37—; 八 9 五， 七， 十，U —，20十；九 1 四，八2; 3 
七， 8 三， 9 五，八， 11二 十 ， 15五，23六，九，24—，25ニ2，五，七； 

十 7 三，30九，33七，44一，三；土21十，25—，ニ， 28五， 31—，33五； 

芏 4 七， 8 三，九，32八
塔 納 tan_a (您行，等行〉 [ t a ( n )の与位格形]五 40八；六36ニ；5 3 5七 —

塔 泥 ta n .i (您行） [ta (n) の対格形]三 49八；五 7 七， 20ニ； 六36—，三，46五；九 

11八，23十；エ24十
塔 你 顔 tan.iySn (您毎自的行） [ t a ( n )の再帰格形]土26四

塔 訥 tan .u  (您的，等的）[ta (n) の属格形 ]—12九，44八；ニ 1 4 -，30—；四15八， 

九；五 7 九， 16—；八 8 ニ；九11五，六，23七； 十29八， 44—; 土25五， 

26ニ，七，八，九2, 27—

壇 魯 阿 ta n .Iu冶 （您一同）[ta (n) の共同形]九 27五；：̂30十

*塔 阿 剌 - ta’Sla- (愛，喜）喜ぶ，愛撫する。

- 罷 - b a 七48十 

- 周 づ u 五43ニ 

-主 為 -扣 ’坷 五 39六 

-(中 )渾 -qun 九24—

*塔阿剌黒荅- ta’自la*Gda-(被愛，被寵） [taSIa-の受動形]

- 罷 _b a 四35十 

- 周 - J u 十43七 

-中 忽 納 - q u n - u 五44七 

-中 渾 -q u n五 43—，44三 

-舌 侖 - r u n 五 22六

塔 阿 闌 ta’5Ia*n (愛）[ta’Wa-の同時接合副動詞形]ニ9 ニ，23六

*塔阿舌剌勒都 - ta1 r a _ldu- (復）[ta S r a- ‘合う；遇う’の対動形]

-宪中孩 - t u c a i九46九

塔 巴 舌 児 tabar (物，財物）財宝，物品。：1：6 五，47三；芏 4 十，26—

塔 必 ta b . i  (是麽） [tab ‘適切な，の 疑 問 形 ] ta b .u •，幻 主 30六
塔 竄 tab i.n (五十）五十。四18三

塔 不 兀 ta b .u ’ii (是麼） [tab ‘適切な’の疑問形 ]< -> tab .i>五43ニ，46七
塔 不 兀 剌 tabu， ’fila (五箇）五つとも，五人とも。一12ニ，14十，23三
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塔奔 t abu .n  (五，五隻，五筒）五。~ "*11八， 12~~*，_ *> 14—.，_-2，33七，41七；_* 
8 七；三23十，33十，四17七；五 11六， 14六； 六26五； 七23八，24八，38 
八； 八12ニ，七，26九，27—，六；九 8 ニ， 13ニ，32八， 33九； 十 3 六， 

23四，五，八；主32ニ
塔 乞 taqi (也）こ そ （強意の助辞)。く— tek i> — 35九；七16—，46六 

*塔 乞 - taqi- (侍奉）奉ずる。

- 周 -l u 九20三

塔 乞 牙 taqiya (雛児）鶴；酉。！:52七 

*塔勒- tal- (脱）解く。

-周 - ; f u 四39七，42四 

*塔魯- taトu- (脱，解）同上。

- 阿 - ’a 四42五 

-银 中 渾 - d q u n 三50六
*塔勒必- t a l b i - (放，放下，放了，留下，放来）放つ，置く；〜しつくす。

"■阿惕- ’S d 十29四 

-阿 速 - ’如u 七38ニ，五

- 罷 - b a —15九， 17四，20六；ニ29七；四33六；十39三 

-黑 撒 惕 -G sa d三14三；四4Q—；七35—；主15五 

-黒三- G sa n四34—；十42十
-周 - ; fu — 47四，49ニ；五 6ニ，六，九， 7 四， 20四；六 1七；七 9 五； 八35 

九；九23六，27九，28三；；t 50四；主26ニ，四，27十，31十，32ニ，40四，

49四，55八 

- 魯 阿 - lu’a 芏 19九 

-速 - su — 47—
-禿 中 孩 -tu G a i七28八；十 6 三 

塔 勒 寘 ta lbb n (放）talbi-の同時接合副動詞形]六40五；：!：25八 

*塔勒必舌剌- t a l b i r a - (放慢）和らぐ，鎮まる。

-梅 - m u i主22七

塔勒必 舌 闌 ta lb ira .n (放）[talbira- の同時接合副動詞形]芏 21八 

*塔勒必兀勒- t a l b i H - (教放，放） [talbi-の使役形]

- 罷 - b a 四33七，八；五 16ニ；六19三；主55五 

-周 - 】u 八35七；十41三；主47ニ，52七，55九 

-中忽 - q u 主50七
*塔勒必兀魯- ta lb i.’Ql.u- (教放）[同上]

-舌 侖 - r u n 主53八
*塔勒必温[勒]- ta lb i.’G ( n ) l - (教放）[同上]

_周 - Ju ニ29五
塔 剌 tala (容貌）姿，外見。八46三
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*塔剌- t a l a - (虜，槍）掠め収める，没収する。

- 罷 - b a 八4 5 七；芏2 7 八 

-中灰突舌児- q u i - d u r 四 1 7  ~ *

塔 闌 tala.1 1 (掠着） [tala-の同時接合副動詞形]三 15三 

塔剌兀勒- t a ia d l - （虜，教虜） [tala-の使役形：！

- 罷 - b a 七 1 三， 2 ニ；八 4 七；芏 5 十， 7 四 

- 罷 者 - b a j e 七 4 四 ■

*塔木- ta m u -(禿，尽無）すりへる，なくなる。

- 塔 剌 -tala — 33八；芏32三 

塔 納 tana (大珠）真珠母，螺鈿。

-思 -s 十13ニ，五；主27—

-禿 - t u 四 1 4 四 

*塔 泥 - t a n i - (認）識る，知る0 
- 周 - lu —20 五 

*塔你- t a n i - (同上）同上。

-周 - 三 15七，九，十；七 9 五

塔 級 tani.n (認得，認） [ t a n i - の同時接合副動詞形] 一 4 8 — ; 七 5 八 

*塔你黒荅- tani.Gda- (認，認得） [tani-の受動形]

-中 忽 - q u 五 2 6 —

- 中 渾 -q u n八 9 三，因

*塔 紉 勒 都 - t a n i ( n ) . l d u - (相認） [ t a n i - の対動形]

-周 - ；(u 三12三

*塔你兀魯- tani.’m.u- (教認）[tani-の使役形]

-阿 速 - ’a s u  土2 9六

*塔児巴中合赤剌- tarbaGa.Sila- (土撥鼠捕）タルバガンを狩る。

-舌 剌 -ra ニ28—

塔児巴中合惕 tarbaGa.d (土撥鼠毎） [tarbaGanの複数形]ニ 27四，28三 

塔舌児巴中罕 tarbaGa.n (土撥鼠）タルバガン。八 7 —

*塔 児 中 合 - ta r q a -(散）散会する，四散する。

- 罷 -ba ニ 17四 

-黒撒® - Gsad ニ 18六 

-周 - 〗u ニ20四

*塔舌児中合 - ta r q a -(同上）同上。

-黒 撒 訥 -Gsan-u 芏38—
*塔舌児中合黒荅- tarqa.G da-(散） [tarqa-の受動形]

- 罷 - b a 主3 0 八

塔 児 中 合 兀 侖 t a r q a . ’ i U . u . n  (散教） [ t a r q a - の使役•同時接合副動詞形]一 1 7 六 

塔児《中》合 兀 侖 t a r q a . ’ m . u . n  (散，教散）[同上 ]ニ 2 1 —，九



塔舌児中忽傷tarGu.d (肥毎）[tarGun ‘太っている，の複数形]七15八，27五 
塔舌児中忽剌兀魯- tarq u.la.，m .u- (教肥）[ね叫…丨卜‘太る’の使役形]

-惕中渾 -dq u n六42四
塔舌剌 tara (散）散り散りに。[Cf. bura] 九8十烈ニ  

塔舌剌黒taraG (酪）ヨーグルト。四4〇ニ，五 六  

塔舌里牙惕ta riya .d (田禾） [tariya ‘たなつもの，の孩数形]六28ニ 
•塔速勒- ta su * l-(断）断つ。

- 周 -3u 四22十 

-秃 中 孩 -tiiGa又八47三 

*塔速魯- tasu小 u - (同上）同上。

-黒撒惕-Gsad十29九

•塔速勒答-tasu小da- (被断）[tasul-の受動形]

-周 -;fu 土 35 四

塔速勒丹 tasu小da.n (教断）[tasul.da-の同時接合副動詞形]:!： 20四 

*塔速《舌》剌黒答 - tasu.la.Gda- (被断）[tasul(a)-の受動形]

- 周 五 28八

塔 申 ta lb n  (拍着，柏)[taSi-‘拍する；（日が)沈む，の同時接合副動詞形]ニ30ニ；六9十 

*塔 塔 - t a t a - (扯，掉，做妾，提，縮，縛）引く。

-阿 惕 -，5d 四28五；土 3 ニ 

-黒三 -Gsan十44八

-周 - 】 u —25九；ニ17六；四27十；九11五，六》1化 ；土 2 —， 7 三，23六，七， 

26七，八，36三；S 29三 

-(中 )灰 q u iニ 7 八 

- 中 灰 魯 阿 -qui- lu ，S 九14ニ 

塔 壇 tata*n (減） [tata-の同時接合副動詞形]七 38七 

*塔塔剌- ta tad a- (扯，相扯，施出）何度も引く。

- 周 ニ 13八，24九；四10五 

*睦兀- ta’ii- (趕）追う。<-*■討温 tay’ii.n〉
-周 -}u 六44 ニ
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塔 兀 来 ta’fila又（兎児） うさぎ。<->taylai> 十14ニ 

*塔 亦 - tayi- (祭祀）供物•犠牲を供えて祭る。

-主 為 づ u’i i i 七 9 七 

-牙 -y a 七 9 三

•塔亦黒答- taFトGda_ (被祭祀）[tayi-の受動形] 

- 舌 侖 -n m 七 9 七

台中合勒 ta iq a l(山頂）岩峯。八 4 三 

*談究魯- tamtul*u_ (扯）裂き破く 0
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と校した〕。

儎 吉 tanggi (弱）臆弱な，甘えん坊の。七23十 

討 兀 ta .y ’ii (遍）[ta ‘遍，回’の疑問形] 一46六，七 

討 来 tayla又（兎，兎児〉 うさぎ。〈— ta’m ai〉土36九；主20八 

討 温 taU’t n  (趕）[tau’ii- ‘追う’の同時接合副動詞形]く—睦兀-> 土1〇- 

*討兀Jgr tay’iH- (分付）ゆだねる，託する。

- 罷 - b a 主 14八2 

-周 - i u 九46四，47六

J•帖ト赤 - tebル （棄，弃捨，捨棄，弃，捨）棄てる，

-思 坤 - d k t i n ニ1〇四

• ■ 古 - 五 44 ニ；十24 四

-周 - ; [i i 五41一；六35五；七 6 七， 7 十；九27八

-速 - s U 五44八

粘 卜 臣 t e b ^ n  (捨，棄捨） [te b 5i-の同時接合副動詞形]五 6 五， 7 三， 八， 15五； 

六51七，52—；九27九，28ニ，六，七 

帖ト 赤 勒 敦 te b £i .ld i i .n  (相棄） [te b £i-の対動形]

帖 別 揑 tebene (大針）大針。

- 迭 - d e 七36七 

*別 帖 舌 里 t e b e r i- (抱）抱く e 
-周 - ! 九 16九

*帖別舌鄰勒都-teb e ri(n；H d t t - (相見）[ teb e ri-の対動形]

- 罷 -ba[—be] 四46八

粘別舌鄰勒敦 teberi(ii).Id ii_n  (相抱）[teberi(n ).W (i-の同時接合副動詞形]三15十 

帖 迭 tede (那的毎，那毎，那，那的，他毎，那裏，他毎行）それら（の)，その人たち
(の）。一 4 三，九， 5 三， 7九，17七，18ニ，三，四，19三，22ニ  23ニ， 

24—，九，27十，28ニ，五，29七，八，31—，35五，48—；ニ 4 十，22ニ，

30六，32八，46ニ，十，48六，十，49九；三15六；四21四， 46九，4'一;^ 

48—, 49三；五17四，40三，41六；六 3 四，七2, 11六， 17ニ2，43" ^  

1 1 - , 四，12四，26九，33三，七，八2, 34—，ニ 四， 五2，六，J ブ： 

35 -，四2,七 ，八，九；十27—，36五，37—，三，六，七；丈 5一，

主 2 六2，16三，18—，ニ，30ニ 

-額舌児 -，《 五42六 

ボ 舌里 - ’g r-i 六17四；七11九；主30三

帖 迭 揑 t e d e n .e  (他毎行）[t e d e (n )の与位格形]十37七 一 四 ；

帖 迭 泥 t e d e n . i (他毎行，那的毎行，他行）[t e d e (n ) の対格形] 一21九；五 5 一’

八4 九， 6九；；£30十；芏30四 

帖迭客勒 te d e k e d  (那些，那幾箇）彼等。七11七，14ニ 

帖 顚 te d e n  (他毎）それら（の)，その人たち（の)。
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-突舌児 -d H r 四34八；六 3 九

帖 堆 te d ii i (那般，般，便，只那般，那些，那即便，那遍）そのように。 一 ア五，38 

四，40八；ニ13五，15七，16-，25十，46ニ，50七，十；三 1ニ，19四， 

五，21ニ，23三，41四；四10四，16ニ，49七；五20九，25五；六2 九，42 

五，43八 ， 46七，48六；七 1ニ，4六， 7 四，21七，24七，32八，45七； 

八24ニ；十40三，四；土41五，42九；主20九，25十 

粘 対 i ie d ti (随即）同上^

- 古 ~k ii] 五26六 

*帖額- t e ，b  (載）積む。

-周 - K iニ46八，九；三39—

帖 古 思 te g i is (全）完全な（に)，すっかり。七7七 

•帖只額 - t e 5i，卜 （養）養う。く—te B y巨-〉
- 罷 -b a [—-b e] ニ 5十， 7 四；四24十；五12三，14九

_罷 者 _b a [— b e p l e 六27七；九11八

- 畢 -b i ニ 6 ニ

- [克 ]薛 [惊] —g se d ニ 6 ニ

-克薛®  - g s e d ニ 6 四，七

-克先 - g s e n 九11八

-周 - ] f i i 七33六，37七

-舌 侖 -r i i n ニ 5七， 6—；四24八；九11四

- 耶 -y目ニ6 九；五46九

帖只額勒敦 t e l i’§*ld ii*n (養兼着）[t e j i’b の対動•同時接合副動詞形]—16十 

*帖只耶- t e j i y b  (養）く-*•t e i i’b 〉

-罷!作 - b a O -b e] 三 33 ニ

帖 只 延 t e j iy § ‘n (養来的） [t e j i y 6-の同時接合副動詞形]九 17ニ 

帖 乞 te k i (也）こ そ （強調の助辞)。〈->taki> 四41七；五 2 十， 3 —

帖勒中忽舌里中罕te l quriGan (喫ニ母乳的羔児） （ニ匹の親羊の乳をのむ）子羊。ニ25
—し

帖 列 格 telege (率）鉄車。八10七 

- 秃 - t i i 十 11五 

-禿 宜 - t i i - y i八 6 三 

帖 列 堅 telege.n  (同上）同上。

-突舌児- d f i r 芏54—

帖 里 te l i (那事，那箇）それ。<—d e li® > 十44七；土36ニ，四；主 5 三，35十 

*帖蔑徹- tem e6e- (争）争う0 

-惕 - d  —44七，十 

*帖蔑扯- tem e£e- (同上）同上。

-克亦- g c i 三 —



5 5 2 元朝秘史蒙古語辞典

- 耶 -y呑七39ニ

帖 蔑 纏 tetne£e*n (同上）[teme5e-の同時接合副動詞形]七42五；士12六 

*帖 蔑 扯 勒 都 - teme£e.ldti- (相争）[teme6e-の対動形]

-掲 坤 -d k i in 十39四 

- 額 速 - ’目s t i 九14十
駿 蔑 額 teme’巨（絡馳）ラクダ。く->temey色n>

- 惕 -d 土 9 五，十，10九，52五 

- 秃 -ttt 六44ニ 

鐵 蔑 額 teme’6 (絡驗）同上。

- 揚 -d 主 9 十

帖 蔑 額 的 顔 teme’色.d.iy自n[—>y§n] (駿轮自的行）[teme’b d の再帰格形]五 14一

帖 篾 額 訥 ( 諮 駿 的 ，SS駝的）[temeSnの属格形]五 11七，14七

騄 蔑 額 訥 temeSn.ii (駱駝的）[同上 ]六 26六

帖 篾 延 temey§n (絡駒） ラクダ0 〈―teme’谷n> 十28七

駿 篾 延 tem ey§n (絡！£ ) 同上。主 4 九， 5 九

鉄 篾 延 temey8n (同上）同上。主 7 七

皸 篾 臣 ten^din (放駱雖的）駱駝飼い。十 9 十

帖 蔑 額 赤 泥 teme’6.£in*i (放駿雖的行）[teme’6.£in〈— temg.£in> の対格形 ]十 4 六 

帖木 (舌 )児 temttr (銕，鉄）鉄。七33十；八 6 三 

帖 木 舌 児 temiir (鉄，鉄）同上。八10七；十11五 

帖木舌里耶舌児 temiir.iy^ •(鉄教）[temtirの造格瑕]七 36七 

帖 児 干 tergan[->gen] (車子）車0 

- 圖 児 - |i i r ニ23七，24七，八 

帖 ^ 児 干 tergan[->gen] (同上）同上。三38ニ 

帖 舌 児 格 terge (車）同上。<— tergen〉十 7 六， 9 七 

- 惕 -d 三30五；主54ニ 

- 敦 -d- i in 三29九；十39八，40十 

-台 - tai[—tei] 十 28 八

帖 児 格 勒 te rg e l(円光）円い太陽の照る。ニ17三

帖 舌 児 格 勒 terg e l(光）同上。三29八

帖 舌 児 格 列 tergel_e (光行）[tergelの与位格形]七22六

帖 児 格 捏 扯 terg'en.e£e (車自 ） [tergenの奪格形]ニ 47三

帖 舌 児 格 揑 扯 tergen_e£e (車子自）[同 上 ]三 15七

帖 舌 児 格 揑 徹 tergen^ e (車処，車子行）[同上 ]四 40ニ；十29三

帖 舌 児 格 泥 tergen’i (車子行）[tergenの対格形]三 46ニ，三；十 4 七

帖 児 格 訥 tergen.ii (車的 ） [tergenの属格形 ]— 4 四；ニ46四，47ニ

帖 児 堅 tergen (車，車子）車。ニ46七

-都 舌 里 顔 - diir-iy5n[—y を n] —35 四
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-圖児-印 r  一 45—; ニ44七

帖舌児堅 t e r g e n  (同上）同上。三46四；五 2六；六23—, 四；十7七；主39十 

-突舌児- d i i r 四39九；五2 —；十 6ニ；主40三 

帖舌児格兀舌児t e r g e . ’f ir (車路）広い道。三46三
帖舌児格兀舌里耶舌児t e r g e .’S r .iyむ （車路依着）[t e r g e •，むの造格形]三38八 

帖舌児篾 te r m e  (撒帳）とばり。六48三，50六；七2 七；芏4 八
帖若列 t e r e  (那，那箇）その，それ。一5 七，9—，四，五，十，10— ，14三，四，16 

十，20十，21四，22九，23六，八，24五，六，七，25八，26六，31六，32 

—，34 四 ； ニ 1八， 2 七，16—,1 7四，六，18五，20五，22六，26七，29

- ，30四，38五，39ニ，48九；三 1六， 2 四， 5 七， 6 四，14四，18—， 

20五，29六，33六；四 8 四，八，11五，34ニ，38八，40十，45十，46—， 

五，49六；五 9 —，10五，12三，17ニ，六，25八，30十，31十，32九，39 

六，44—，四，48五；六 1八，2 七，十， 3 八， 4六，14九，23三，五， 

27六，七，52ニ；七 1八， 4六， 6十，14三，23—，24三，27七，37五， 

38十，39五，43—，七；八 2 五，12六， 13六，27七，29五，33六，34—， 

ニ，41 一，44ニ2，四，45六；九 5 十，23六，34七，42—，48九2;十 12九， 

31六；：!： 8 —，10 六，九，37六；*  1ニ，十，10ニ，17十，18三，26 七， 

34六，39四，47七

帖(舌)列 t e r e  (那）同上。一23八，26三；ニ32六；四8 六；六30ニ；七28十 

帖舌里兀 t e r m  (頭，等，名項，等項，等項，為頭）頭， 源。一21八， 28—；三44—; 

四5 —；七9 ニ，四；八3 —

-2Z -bゑ n 土 25 六 

- 惕 -d 六42ニ 

••壇 - t a n  [—t e n ] 主18 六 

- 帖 -t e 七22八

- 田 - t e n  —27十，40五；三41一；四 3 八，12四， 13ニ，十，30ニ，三，四， 

五，六，七；八4 一， 6 四，七，27九；九 3 八；十11六；：t：l l 七，20ニ， 

四，41八，50十；芏13七，八，九，16ニ，五，27五，九，51十 

-由[->田 ] - y t t( ^ t e n ) 主33六 

- 宪 - t f i —13五，20九 

帖(舌)里兀 t e r i ’fi (等項）同上。

-田 -t e n 四11三

帖舌里兀揑 t e r i’f l.n . e  (源行，源頭行，頭行）[t e r i .，f i n の与位格形]— 1五；ニ42四； 

三 8十，八24三；十39—

帖舌里兀捏徹 t e r n n . e f i e  (源頭処，頭処）[t e r i.’f i iaの奪格形]五11十；七24九 

帖舌里温 t e r i，S .n  (頭，源，源頭）頭，源。ニ17ニ，38十；三11七，29七；六37四；七 

9 七，九，22五 

-突$ 児 - d i i r 十43十
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-都舌里顔- d ih M y a n [—y e n] 三18六，19三 
*帖舌里兀列-teri’fl_le- (為頭）頭となる，率いる。

-周 - 〗i i 九4七；主48九

帖舌里兀連 te r i’3_le， n (同上）[te ri，fl，le-の同時接合副動詞形 ]四 6 十， 7 三2，十 5 
五；主 9 九 •

帖(舌)里兀連 te r i’f i .le .n  (同上）[同上]四7 —
帖兀別舌児 te ’3_b€r (為那般）それによって；そのように。十3〇四 

帖兀揑徹 t e ’f in .e e e (那箇行）それから。八37九 

帖 兀 泥 t e ’f in . i (那的行）それを。三17八

帖 兀 訥 t e ’t o . i i  (那的，那的的）それの。一8ニ；三26四； 四 2 五， 19三， 28八，30 

一，33六，七；五 8 十，11—，14ニ，28—；六 5 九，25九；七34九，36—， 

39四；八36八，37ニ；十33—; 1 ^ 1—,1 1六，20—, 37八，九 

帖 兀 訥 埃 ( 他 的 ）彼のもの。一11三，26四 

*帖兀舌列兀勒- t e ’S r e .’m - (教壊）[t e ’f i r e- ‘こわれる’の使役形]

-速 - s i i 三46三 

帖 温 t e’5 ， n (那的）それ。

-突舌児 - d i i r 五 7五；六16六；七11八，12三，15六，31ニ；十38ニ；土47六 

-突(舌)児-d i i r 九24五 

-圖 児 - ^ i r ニ4 八

*帖亦列温勒- teyiIe*’S ( n ) l -(餓）[teyile- ‘家畜類の腹が小さくなる，飢える’の使役形] 

-周 イ ii 一 17ニ
帖 亦 木 te y im ii (那般，那般有，那般有的）そのような。一 6八；四51—；五37—；十 

7 十，31七，44一；：1T24 五；主24 十

帖 亦 模 te y im ti (那般，那般有）同上。一18九2,十 ， 38五， 40十；ニ38六； 三26十， 

27八；四26—; 八10四

帖 亦 門 teyimihii (那般，那般毎）そのような。 [teyimUの複数形]四26ニ；八13八； 

芏6—

帖 因 t e y i .n  (那，那般）そのように。一1〇四，16三，22—; ニ 8 三，10三，19一，七， 

23五，26四，48三；三16六，39六；四 8 十， 9 一， 14ニ，18五，37ニ，42 

九，45九；五14十，31—，37九，40—，42八，十，47十，48四，六，49三； 

六 1ニ， 3九，8ニ，17五，18八，21八，24十，26八，48五；七6七， 7 

六，9 七，12三，24五，31三，3 2 ® , 十，33四，34四，35三，八，九，39 

—，九；八8 九，32八，42四；九 9—，八，20四，22五，33八，34—, 37 

六，46十；十 7 八，33三，37七；土28五，六，33三；芏 3六，50—，57ニ 

-古 -k i i] ニ 9 三，四，19ニ 

悉 迭 克 te m d e g (明自）印，しるし，一I3五く-*•t e m t e g .t in〉
忝 帖 昆 te n^ eg.^an (明白的）[t e m te gく—te m d e g〉の属格]八39八 

*添 古 - te m g ii- (拾）拾う，摘む。
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- 周 - J t iニ 5 九

*忝 古 勒 都 - tem gii.ldti- (同上）[tem gii-の対動形]

一 周 - 抑 一 16九

*悉帖勒- tem te_I- ( 磨[―摩])手探りする。

-周 - : f i i九 13六
田 迭 tende (那裏，裏）そこに，そこで。一 6 七， 12六， 13七， 15十2， 35五，40五， 

六，七；ニ 4 五，27ニ，36九；三 1十， 16五， 17十，26五，48五；四4 七， 

5 八， 6 ニ，© ，13 十， 14 ニ，四， 15 五， 16 ニ ， 20 十，27 ニ，31ハ ，38—■’ 

十，46十；五 1ニ， 5 五， 9 三， 12十， 13八， 14四， 15五， 18四， 20十， 

21六，22五，六，23八，25—，28八，九，29十，30五，31六，32十，33十， 

34六，38十，45九，46三；六 3 —，三， 9 七， 15九， 16ニ， 19ニ， 20九， 

24八， 25六，29七，30四，七，31三，42六，43九2, 46六，49四，九；七 5 

八， 7 六， 9 七，九，10十， 14十，18四，五2, 八 ，十， 19四，22九，23三， 

四，33—， ニ，34ニ，46ニ；八 1 四，八， 2 九， 3 ニ， 4 五，十， 9 四， 

十， 12ニ，四，22三，十，24五，七，33三，35三，39八； 九13—， 14八， 

23三，27七，十，28七；十20十，27十，31七，43三，八； ：t：l 七， 八， 5 

六， 16三， 17—，18四，20六，23八，35八，39四，43ニ， 44八，51九， 52 

六；芏 2 ニ， 3 三， 4 十， 9 八，10六，八，21ニ，26十 

- 扯 - —21七，22—; ニ36六，41三，45三；三 10六， 11五，16—，42ニ 

- 徹 - 6e ニ 9 ニ；四 5 八， 15六， 16ニ，31四，39六， 41四； 五 11五，29五，31八， 

32— ，45七；六 2 七， 18三，24五> 25四，28八；七 7 ニ 35八，46八，十； 

八 4 ニ；九30三；十34五，35九，41四；土28五；主 7 八，51十 

- 額 徹 _’̂ e 七39—

-古 - " k i i]七44 一；八24 五 

騰格里(克） tenggelig (車軸）車軸。〈―騰吉里格〉ニ46四 

- 邊 -b6n ニ46四
騰 格 舌 里 tenggeri (天）天。< -> tengg iri>芏 5 六，57四
騰 格 舌 理 tenggeri (同上）同上。ニ 15五，八；四40四，五34十； 六 12ニ， 25八；七11 

四；八44七；九31五；土 4 四，24—，45三，47ニ 

- 迭 - d e 四35十；五42十，44三，七；六36四；七 3 六；八 9 七， 10十，29十，

41ニ，43九；十43六；土36ニ；芏 4 一， 11四 

-突 舌 児 - d i i r 八 6 十；主 13—
- 額 扯 - ’e£e — 1三 

- 額 徹 -’e5e 八19十 

- 宜 - y i 十 18十
-因 - y i n 七47十；八39七；九31五；十28—；主28十 

睇 吉 舌 里 ten ggiri (同上）同上。三22三，38十，49四 

- 迭 -d e 三22八
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- 因 - yin —13 五
騰吉思[―里]格 ten g g is[->H]ge (ナ シ ） 車 軸 。 < — t e n g g e l i g 〉

-台 - t a i[— te i] 三46三
挑 兀 別 児 teU汛…む （為那般）それによって。一13五 •

挑 兀 別 舌 児 t e U i b 目r (同上）同上。八 巧 十，39九

脱 阿 to’a (数，数目）数。〈->脱安，脱翰〉九48六，八；主 i 三，39—，四 
- 班 - b S n 七18三

*脱阿[黑]荅- to’̂ Gda- (被数）[to’a-の受動形1 

- 周 -'ju —"15 六

脱安 to’Sn (数）数。〈->to%  to’6> —15ニ

脱 必 察 兀 惕 tobi6a’fld (西馬毎）アラビア馬 。 [tobigaGの複数形]主 27ニ 

*脱 迭 額 - t6d e.’§ -(止当）止める。[t5de- ‘止まる，の他動詞形]

-周 - : (i i 七47—；芏35八

脱 中 豁 阿 泥 t〇G〇’an*i (鍋） [t〇G〇’如く-L ogo’s〉の対格形]芏 35九 

脱 中 豁 斡 惕 toco’S-d (鍋毎） [t〇G〇’d〈—t〇G〇’S> ‘鍋，の 複 数 形 ]四 4 十 

脱中鶴舌剌兀泥 toGura’Un.i (鶴浅） [t〇Gura，iin ‘鶴， の対格形]三 18三，十 

脱 歌 舌 里 該 t5的 r ig a i[—>g e i] (円）普ねき。八18三 

脱 古 門 的 ） [tSfcfim *盆地，の属格形] 一 5 三 

脱 勒 格 t61ge (卦）占い。

-突 舌 児 -d i i r 八21六

脱 勒 格 赤 揑 t31g e .a .n*e (ト人行） [t61ge.S in ‘占い師’の与位格形]主21四 

脱勒格列兀魯- (教卜） [tS lge.le- ‘占う’の使役形]

-額 速 - ’红i i 主21四 

♦ 脱勒乞思-tolkis- (震動波浪）波立つ。

- 塔 剌 -tala — 37八 此护、が

脱 列 惕 tSled (替頭）代りに，代って。主4汁 [*t51e- に同時接合語尾-d (複数形） 、 

ついた形]0

脱 里 t o l l (指弾）指の腹。六34ニ 

脱 羅 黒 t〇I〇G (大氇）大K 〇七 9 五 

*脱那- tono- (剝脱）剝ぎ取る。

-主 為 -扣 ’切 四 18四

脱 那 黑 tono.G (同上）剝ぎ取られたもの。七 4 四，35五

脱 那 黒 臣 tono.G£i_n (剝脱的毎）剝ぎとるところの。七35五

脱 斡 to S  (数，正数）数。<->t〇，a (n) > 六 18四 .
-禿 - t u 十19五 

*脱 幹 - to’a- (算）数える0 
-来 la i 五32ニ

*脱斡剌- to,5*la- (数）数える。〈―脱兀剌_>
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-周 - 〗 u 土16三

*脱幹剌勒都- to’d . l a . l d u - (共数） [to’S .la -の対動形]
-阿 速 - ’a s u 六18四 

- 罷 - b a 六 18四 

-周 - ; f u 七18三
*脱幹剌兀魯- to’6*la.’i l l . u - (教数） [to’d .la -の使役形]

-舌 侖 - ru n  土 15ニ 

*脱斡(舌)里- 15,5r i - (迷）迷う。

- 罷 者 - b a[—be]~Je 九 8 五 

*脱 斡 舌 里 - to’Sri- (転）転る，転戦する。

-恢 [— (中 ) 灰 ] - qui] 六 3 五

51■脱斡舌鄰- to’5ri*n (周囲，繞） [to’M - の同時接合副動詞形]十 4〇六，九 

*脱斡舌里中合 - to’S r i .G a -(繞） [to’d ri-の他動詞形]

- 周 - ; [ u 七34九
脱輯舌里中罕 to’d ri.c a .n  (繞着） [to’Sri.G a-の同時接合副動詞形]七 35ニ 

脱 幹 孫 to’5sun (塵）砂塵。七 2 七，八，14六，七 

脱 中 忽 兀 勒 toqu*’i i l (教鞴） [toqu- ‘鞍を置く’の使 役 •命 令 形 ]ニ 41九 

*脱舌児荅- t o r . d a - (被碍） [ to r-  ‘つっかえる’の自発形]

- 由 -y u  七38—

脱 児 古 堪 t6 rg ii[-» M ].d  (家） [t6rlcihn ‘実家’の複数形] 一42ニ 

脱 舌 児 魯 黑 torluG (ナシ）木偁。七10四，八，13七
脱舌児中合惕 torGa.d (段匹，段匹毎） [torcan ‘緞子’の複数形 ]十 13三，五 

脱舌 児 中 罕 torGa*n (柠絲）緞子。四17三 

*脱舌列- t6re- (生）生れる 0 〈―脱舌劣-,脱舌羅 - ， 朶舌劣-〉

- 罷 -b a [—b e ] —14ニ，24八，41五 

- 畢 -bi —41六
-額 速 - $ s i i 六52六，七；：t：31八，33七
- 克 先 -g sen  — 1 三，六， 10九，25七，27四， 28五，29六， 46八；ニ 5 十；三 

37八；七 10四， 16— ， 38九；土20十，21四，25ニ，四 

- (克)先 - gsen — 5 七， 6 七 

-古 - g ii[—kii] 土33 八 

-古 因 'k iy -y in  土23十 

-古魯額 八33四

-周 J i iニ 5 七 

-主 為 -沖 ’圮 ー 40八，九 

-恢 突 児 — 40 八 

-中 灰 [ ― 恢 ] 突 舌 児 * 九 5 九 

-中灰卜恢]魯額 ~quj[->-k;iU]-lfi*e 九 6 ニ



-列 埃 - ♦ ■ 技 ] ；i 24 十 

- 里 吉 - l i g iニ11四

•脱(舌)列- tS re - (同上）<—脱舌劣-,脱舌羅-，d5r5-> •

- 罷 -ba[—be] — 25九，40十 

-周 - ! f i i 八19五

*脱 舌 列 勒 都 - ( 共 生 ）[t3re-の対動形]

,  - 克 先 -g sen  八33ニ

" * 脱舌列兀勒- t5r e .，iil- (生）[t6re-の使役形]

- 畢 -bi — 7 ニ， 24五
*脱舌列兀魯- (生，教生）[同上]

ー克先 - g s e n 七48—

- 列 額 - l e S 七10四

、 *脱舌列温助- t5r e‘，fi(n)l- (生）[同上]

- 畢 -bi —10五，11ニ，12七 

*脱舌劣- t5r&■(生）〈―tijre-, diir6->
-克先 - g s e n 主57五 

*脱舌羅- t 6 r 6 - (同上）[同上]

-恢 突 児 - ktii-diir ニ 41七 

•脱？羅勒都- t6rd*Wii-(共生）〈―t3reldti->
- 克 先 - g s e n 九 6 ニ

脱 舌 侖 tSrfi.n (生） [t6re-, t6r卜の同時接合副動詞形]六16九 

脱 舌 列 tSre (道理）筋道，制度。く—d3re> 八46五，47—

脱 舌 列 勒 乞 tdrelki (生）生まれつき。

-突 舌 児 - d f i r 八19ニ 

*脱舌里揚- tSrid- (止） とどまる。

- 抽 七 23四，六

*脱舌里揭格 - tSrid.g e- (教止止住，止）[tSrid-の他動詞形]

-額 速 - ’私u 四38九 

-主 為 イ ii’m 七46四，八 

- 舌 侖 -r i i n 七46四

脱 舌 劣 t8r5 (道理，理，体例）<—邸 r5 > 八46九；九19七；土51四 

- 宜 -y i 三39七；九28八 

脱 (舌 )劣 t6r6 (道理）〈同上〉

- 迭 徹 de^e 六33七

脱 舌 羅 侖 torolu-n (疾霊） [torolu- ‘めぐる’の同時接合副動詞形]七35ニ 

脱 舌 魯 © 乞 ( 生 像 ）<-^tdre丨ki>
- 宪 -t t i 八20七，八

脱舌魯助米石 t5riilmi5i (ナン）支配下の。七1〇五
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脱舌侖勒乞 terfi(n ).lk i (生的）〈―比riilki，t6relki> 八19四 

脱 孫 tosu-n (蘇油）油。：t 24九 

*脱兀剌- : to，a .la- (数）<-H〇,51a->
- 周 づ u 主 1 三

脱兀舌児中合 to’iirGa (帳裙）帳幕。

- 秃 - tu  八24 ニ

脱 兀 速 泥 to’n su n .i (塵土行）[to’Gsun ‘砂塵’の 対 格 形 ]六 2 三 

脱 宜 toyi (陳勢）支配力，統率力。六 3 五 

*脱 亦 楊 - t〇yid- (撥）自分の足を相手の足に掛ける。

- 抽 -Su 四 27ニ

禿 ト 連 t i ib . l e . i i(面北） [tiible- ‘北面する’の同時接合副動詞形]九 10四
*土 ト 失 惕 客 - ( 教 平 ）平定する0 

- 罷 -ba(—be) 八18四 

土 ト 申 tiibgin (平安）平和な。主26四 

*土 別 - 比 be- （配） とつぐ，配する。

-周 - ) i i 三20十

土 不 舌 里 温 tiibiiri’fin (震的声）馬の蹄の音。ニ42八 

禿 不 兀 的 tiib.ii’fid.i (大槩行） [tiib ‘基盤’の複 数 •対 格 形 ]五 32ニ 

土 奔 tiib'un (中的） [ttib ‘中，中央’の属格形]九 29—

究惕中合(舌)$丨丨 tudqar.a (使喚行） [tudqar ‘使役者’の与位格形] 一23四 

充惕中合舌里 tudqar.i (ナシ） [tudqar ‘使役者’の対格形 ]三 46五 

充 黑 tuc (旄森）旗鹿，鏍。六42三；七22六；八24五；十 4 八；主39七 

-壇 - t a n 六 3 七

禿 乞 顔 tu G .iy 5 n (英頭自的行） [tuGの再帰格形 ]三 7 七， 8 三 

*売黒剌- tuG *la-(莫頭拿）纛をたてる。

-周 - ニ 4 九

禿中合舌児 tuGar (恰纔）さっき。五49ニ

宪中合舌剌察 tuGar.aSa (同上） [tu ca rの奪格形] 一21四
禿中合舌侖 tuG ar,un (恰纔，恰纔的） [tuG arの属格形] 一21七；三3 i五；五49七 

禿中合中侖[―舌侖]t iiG a r u n ^恰 纔 ）[同 上 ]一 14ニ 

*土 格 - tiige- (儘勾）つぐ；配る。く—土客-〉

- 帖 列 - tele ニ 34—■

*禿 格 - ttige- (勾）同上。

- 帖 列 - t e l e 七 4 三

*禿 格 額 - t i ig e A - (給散）分け与える。<—土客額-〉

- ®  坤 dldin 九10ニ 

-額 速 - ’私 i i 九 9 九 

-舌侖 - r i in 十 5 五



-究骸 十 5 五 ， •
*秀格額勒都-ttige.’S.Idii- (共散，共散与，教共給散）[紐g e.€_の対動形」

- 罷 -ba[—be] 七 4 ニ '

-周 - ; (ii 七 4 ニ

- 禿 該 g e i] 十 8 八，十 

秃中忽侖 tuG uトu n  (犢的）[ t u G u l‘仔牛，の属格形]七的一 

*秃客- t i i k e - (給散）〈―tiige->
-秀 該 -tiigai[->gei] 十 5 四 

*禿客 額 - tiik e .’b  (給散）〈―tiige.，巨-〉

-舌 侖 -r tin九 9 五；十 5 三 

*秃乞舌児-ttikir- (唆）けしかける。

- 抽 - ⑶ 主 47—
禿客勒 tttkel(平安）平和な。主26四 

*秃勒巴勒-tulbal- (劈破）きりさく。

- 罷 -ba 主24—

禿勒巴思 tulbas (倒）[副詞的様態言]どっと（倒れる）。土21三 

禿勒八思 tulbas (同上）同上。十37ニ
禿 剌 t u la  (上頭）ので。一 27五，八，28—，三；ニ18十，32四，50四2;三 39四；四 7

ニ，六，9 六，26—，50八；五 9 九，10四，21—; 六26十，52四，53—， 

三；七 1四，2 七， 3六；八21十，29八，39八，41四，43九，45九，十； 

九2 七， 7五，20十；十21九，30六，43五，六；：!：30八，51四；芏じ九 

禿(舌)剌 思 墳 tu ra*s_tan (方牌有的毎）盾をもった（複数形)。四37七 

*土 列 - tfile- (焼）燃やす。

-周-; [li ニ 23 七 

*土烈- tfile- (同上）同上。

- 周 - i i i七23八 

*禿 列 - tiile- (同上）同上。

••周- l i i 十10三

*土烈兀《 r  tiile.’fil- (教焼）[tiile_の使役形]

-罷 -ba[叫?e] 七24八 

-周 - 】u 五29十；六29ニ 
*土烈兀魯- tiile.’fi丨.ト（同上）[同上]

- 惕坤 -d k iin 七24六 

••額惕-’纪 六 14三
土 烈 食 連 tu le.si.le .n (做焼飯)[tiile.纪•丨e- ‘焚物にする’の同時接合副動詞形]五31八 
土 烈 失 連 ta ie .5トle_n (同上）[同上]六29五 

*禿 里 - tiili- (盖）押す。

-周 - 诉十 42十
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禿 魯 tulu (柱脚）支柱，支え。十37-; 土21ニ 

秃 魯 黑 tuluG (倚仗）柱杖。五44ニ 

秃《舌》魯 黒 tuluG (同上）同上。五42九；六37三；九26四 

*土木不剌- tum bu.la- (為頭）筆頭とする。

-周 - 六 5 六

土 木 不 蘭 tu m b u .la .n  (同上） [tu m b u .la -の同時接合副動詞形]六5 五 

究 木 荅 阿 tum da .’S (円全）全て。〈-»tuintaG .a，tundaG .a，屯荅合〉七 1十 

土木 塔 中 合 tm ntaG .a (完全行）完全に。〈―秃木荅阿，屯荅合〉八45三 

土 篾 tiime (万）万。八41九
土 蔑 惕 tiime.d (万，万毎） [tiime(n) の複数形 ]三 2 九，十， 4 八，十， 10ニ，11十； 

四 3 十， 4 五

土 篾 敦 tiime.d.iin (万的， 万戸的， 万毎的） [ t i i m e . d の属格形]九 30十， 31—, 32  
三；十 15六；主 13九， 16十，52三 

*禿 篾 列 - t i i m e 'l e - (万做）万戸をつくる，

-周 -丨 i i 九30十

土 簽 訥 tflm e.n .fi (万戸，万戸的） [tfim enの属格形]三 39六，八，九；九 4 七 

土 綿 tiime •!!(万，万戸）万，万戸。三 9 ニ2, 三 ，10七，八；五 9 三；八38五，40三， 

42ニ；主 14六， 15三

禿 綿 tiim e.n  (同上）同上。九28十，29—2, 31十，39十， 40—；十 3 七，十，14四， 

六，九，15十，23—，25五

土 綿 的 耶 舌 児 tiim e.(n)d，iy6r (万教）[tihn e.d の造格形 ]三 10八 

*禿你- tuni- (完條）解放する；なしとげる。

-黒 三 - G sa n主35—，六

禿 舌 児 格 揑 tf irg e .n .e  (緊行）きびしく；はやく。〈―究舌児古捏〉主22五 

禿 舌 児 古 揑 ( 緊 行 ）同上。主21六，九，22四 

禿舌児魯黑 turluG (ナシ）怯儒の。七29九 

土舌児中合黒 tu r c a ， G (散班）当直，当番。七19六
禿舌児中合黒 turGa.G (散班，侍衛）同上。九31四，八，九，39五，46八；：!：18三 

禿舌児中合吉 turGa‘G‘i (散班毎行） [turGaGの 対 格 形 ]十 2 八

土舌児中合兀惕 tu rG a .’Ud (撒班，散班的毎，宿衛的） [tu rcaG の複数形 ]七 18十， 20 

五，十，21ニ，八

禿舌児中合兀《 tu rG a.’fld (散班，散班毎）[同上 ]九 3 8四， 3 9八， 45十， 4 6五； 十 2 
八， 9 ニ，四，4 0九；* 14五，36十，37四 

-魯 阿 - lu ’a 九36十

土舌児中合兀的 tu rG a .’iid .i (散班的） [turG a.’f ldの対格形 ]七 19七 

土(舌〕児 中 合 兀 的 tu r c a .’fid.i (護衛行）[同 上 ]六 4 三

禿舌児中合兀的 tu r ca.’a d .i (護術行， 散班， 散班行）[同上 ]八 43六； 九38六，：七， 

九2, 十 ，39四；十 9 九；主43五，六，七



禿(舌)児中合兀的 turGa’iid .i (散班，散班行）[同上 ]九 39—，三 

土舌児中合兀的牙舌児 t u r G a H i y ^ r  (ナシ，依着，護衛領着） [tu rG a.’a d の造格形] 

四 3 十；六 9 四 ，，

土 児 中 合 兀 的 顔 tu r c a .a d .i沖 n (伴当的毎） [ tu rc a •，加 の 再 帰 格 形 ]ニ 13五 

禿舌児中合兀敦 tu r c a .’iid .uii (護衛的，散班的，散班毎的） [ tu rc a .’f id の属格形]六  

4 四， 5 八；九37五，40九；十 9 一；主42十，43ニ 

*禿 舌 里 - t t i r i - (推，推動）追い上げる。

- 周 拉 四 11四， 12四；主30—
土 舌 林 台 tu rim ta i (竜多児）雀骣。ニ23四 

*究舌魯- t u r u - (瘦）やせる。

- 埃 - ，M 八 7 八 

- 黑 撒 泥 - Gsan-i 六28四 

-周 - 】u 五12ニ；土 13七

秃 舌 魯 黒 turuG (遠，久遠）久しく。八20五，4〇九 

土 舌 魯 訥 tiirfin .ii (始初的） [ t iir f inの属格形 ]五 17八，九

土舌魯中合杨 turuqad (瘦，瘦毎）やせた。 [tu r q a nの複数形]五 46九； 七15五，七， 

23ニ，26五，27—

宪 舌 侖 tu ru .n  (瘦） [ tu ru -の同時接合副動詞形]八 7 十 

究 舌 侖 tiirfin  (初）以前，かって。三17三
圖 思 tu s (正主）当該の； 自分の。五 5 七，十， 6 五， 7 三，六，八； 六51六，52—； 

七 7 九；八13七，九；九27八，28—，四，七 

圖 昔 顔 tu s .iy an  (正主自的行） [ t u sの再帰格形 ]五 5 八 

圖 速 安 tu s .u ’Sn (同上）[同上 ]主 56十 

*禿 思 - t u s - (到，要打）当る，命中する。

- 抽 -Su 土22 九 

-中 忽 阿 察 - qu-a5a 十34七 

*土思荅 - t u s . d a - (被著） [tus-の受動形]

- 周 -〗u 六13十

*秃思荅- t u s . d a - (被中，被射）[同上]

-阿 速 -’S s u 九16五 

-周 -丁 u 八 2 九

土 撒 tusa (済，恩，息）助け。ニ33八，34—， ニ； 三 4 七； 四15八，47七； 七 3 五， 

九，16—；八15六，九，18六，28三，四，33五* 34三，43—，44ニ  45 八， 

47—；九 6 —， 16三， 17三，21十，23六

- 昔 - s - i 四43九 

- -s-un 八29 八，46九 

- 塔 納 - t a n - a 八27八 

一 宜 - y i 四15九；八34—

5 6 2 元朝秘史蒙古語辞典
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-因 - y i n 六25七，53三；七 1 四， 2 七；九20十 
秃 撒 tusa (恩）同上。九 11九 

*土 失 tiiSi- (委付，伸頸）任命する。

- 罷 -b a卜 be] 三49八；七18五，六，八；八30十；；!：51五 
- 額 惕 -S d 八27七

- 周 - ; fii 四 20 八；七21八；八24十；九30 十，31—；土 1什 ，37 ニ，51— ；士20ニ,
四，33十

- 舌 侖 -riin主40八，43三 

- 速 〜 sii七49ニ 

- 耶 〜 } ^ 九 28九 

• 秃 失 - ( 委 付 ）同上。

-罷 ~ba[-»be] 十 10—，25七，八，九* 26三，四2 

-周 〜 〗i i 九41六 

-舌 侖 - r i i n 九40四；十18九 

*委 [― 禿 ]失 - i i i[— (同上）同上。

' '罷 -ba[->*be]十26五
土 申 t i ^ .n  (同上） [成しの同時接合副動詞形]六6 ニ；八25一； 土四六 

土失牙勒敦 tuSiyaldu.n (相対）[tu§iyaldu- ‘ぶつかる，戦う，の同時接合副動詞形]六3 十 

*土速勒察_ tu s.u .l£a- (猛到） [tus-の相動形]

- 罷 -b a 三15十

*禿 速 舌 児 - tiisiir- (注，傾）注入する。

- 抽 - 主 48三 

-出 為 - 况 ’ 四 6 十 

-灰 [―■恢 ] -qui[->km]-yin 四 7 ニ 

*秃速舌魯- t i i s i i r.ii- (傾）同上。

- 額 惕 紐 ニ 22九 

-由 - y u 四 7 四

秃 速 舌 児 格 tiisiirge (甕，酒局）酒入れ。四 6 十， 7 ニ；十 5 八；士42七 
- 因 - y i n 十货五

禿速 (舌 )児格 ttistirge (酒局）同上。

-因 - y i n 九1〇三

*禿塔黑荅- JutaGda- (被欠）欠ける，足りなくなる。

-周 - Ju 九 30 ニ
*土 躂 阿 - ^ ita’巨-(走，迸走）逃げる

- 周 - lu 六24四，26ニ；七43八，45六 

- 主 兀 -Ju’f l 五23七 

- 中 忽 -q u 五28七 

*禿 塔 阿 - l u t a l - (走，逃）同上。
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- 罷 - ba 土39 六 

- 主 兀 -Ju’i i 六48八

土 禿 木 tutum  (毎遍，毎）〜毎 。〈— tutun〉六 3 五3 

—突 舌 児 -d u r 九 8 十

秀 秀 迷 tu tu m .i (毎行）[tu tu m の対格形 ]八 18四

土 电 tutun (毎，各，各各）<->tutum > —17三，四， 35七，八；四25九；五20七；七

23八；芏47八 

-突 舌 児 - d u r主53九 

究屯； tutun (毎裏）く同上〉九22ニ 

*秃 兀 - tu’n- (落）（鳥などが） とまる。

-巴 - ba — 43 六 

- 罷 -ba — 43九

*禿兀(舌)児必- tu’iirbi- (敵）試みる，行う。

-阿速 ノ互 s u 十18八

禿 牙 勒 t u y a l(羣鳥，雀羣）雀の一種。十37ニ；： 三 

*宪亦懷- tfiyid- (遮）妨げる。

- 抽 七 1 十36三

拖 亦 蘭 to y i.la .n  (ナツ）[to y i.la- ‘宴をはる，の同時接合副動詞形]三 28八 

*推 (揚) - ttiid- (生）妨害する。

-恢突€児 - k^ - d i i r 七47七 

屯 tiin (林）林。ニ17八 

-突 舌 児 - d i i r 四 6 八，18九 

-納 -n a[->ne] 三 1 三；五36八；土52七 

- 捏 -n e ニ39六；六25五，27五 

-泥 - n i ニ18七；三25四 

- 圖 児 イ fir —31五

电 甚 中 合 tundaG•幺（全） [tundaG く->tumdaG，tumtaG〉 ‘ひ > まとまり，の与位格形]

く—禿木荅阿，禿木塔合〉八 5 —

11■統中合-tu n g q a- (伝，伝布，宣布）伝達する，公布する。

- 罷 -b a 七24六 

- 舌 侖 -r u n 九32ニ，41七，45十 

*統中合阿- tungqa .’a- (伝，宣布，宣 論 ] [tungqa-の使役形]

-周 - ；f u 五23五；芏18五 

- 舌 侖 -r u n 主38ニ

統中合黒 tungqa， G (伝説）布告。五2〇四
統 中 渾 tungqu .n (作新）[tungqU- ‘改めて行う，の同時接合副動詞形;！主37一 

*犹 中 忽 勒 都 - tungqu.ldu- (重新，共重新）[tungqu-の対動彤]

-周 - iu  三26—，27 八
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7

*牙阿舌剌- ya’5ra- (忙）急ぐ。

-周 -〗1 1四41五，47九；八35九 

-中忽 - q u 四47九 

■■由- yu ：t 23 九
牙 阿 舌 剌 勒 ya，虹 a .l (同上）急ぎ。く-ya，5ra (n)l> 主38三 

牙阿舌闌 ya’a ra .n  (同上） [y a S ra-の同時接合副動詞形]四48ニ 

牙阿舌闌勒ya’5 r a (n ) . I (急忙）< ^ ya’aral> 九47十 

延 歩 yabu (行） [yabu-の命令形] 一20九，35十；四50九；六40四；主23六 

*迓歩- P b u - (行）行く，進む； （時が）経過する，暮す；仕える。

- 阿 惕 会 d 六45四；七22八，31五 

-阿速 - ’虹u 八 8 十，10十，14九，15—

- 罷 -ba 土 7 三；24六

-薛 者 -baづe 六36三；八17七，18-，41一；九8七，23八，：T24五，七 

-巴速-敁 s u ニ22十 

-惕 - d 七34—

-偈 中 渾 -d q u n ニ 3 三；八 9 六；：T42五；主 8 四，43十 

-菩黑 -d a G 五43—

-周 イ U —21三，37十，48四；三29十，38ニ；四34三；五25十，28六；六12八；七 

27三，四；八21三，36八；九2 七，1 0 - , 13五，34九，46三；十5兀；ニ

51九；芏35ニ，37五，40五 

-主 兀 - lu ’S 五26四 

-主為 - Ju’f i j 四34八；：!：38五 

-(舌)灰 - qui ：£26ニ  

-(舌)灰 班 -q u i- b S n 九34六

ー恢[―中灰]突舌児-fcui(—qui)~dur五14—; 六18九 

-剌 阿 -la’a 五4 三，26ニ 

-魯阿 - lu’a 六 4 九， 6 四，35八 

- 木 -m u — 9 五；五15—

- 黑 三 - G s a n 四50三；十19四，八 

-熏撒阿舌児 -GsaSi•三 35九 

-黑 撒 惕 -G s a d 芏36十 

-黑 撒 你 顔 - G san-i y S n 五14十

-中 忽 -qu四 8 九；八44四，•九 47ニ，49三；十19ニ；主38八 

-中 忽 亘 -qu-yi — 9 ニ；五23七；八42四 

- 中 忽 牙 - quya[->-qui-a] 主 52 九
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灰 - qu! ：± 26 六

■中 灰 班 - q u i-b S n 九42六 一

-中灰突舌児 ~ q u i ~ d u r 三15ニ，四，五；四45六； 五28五； 六 2 ニ， 12四，49一； 

八 8 三

-中灰突(舌)児-qU卜d u r 九13六；十 7 五 

•■中灰顔-qui-y&n ( —qu-iy■巨n) 主44六

-中 灰 宜 -qui-y i 四 9 三 . +  p
- 中 渾 ~ q u n三 15ニ；九32五，48七，八；十18三；土42三； 主15ニ，37ニ，十，

& 剌 -ra 十 18ニ 

■■舌侖-r u n 五14六，30五 

-塔 剌 - t a l a 八38—

- 宪 中 孩 -t u c a i七21三；八 8 九；九48五，六；十 6 ニ， 7 十， 8 九， 9 ニ，：〇•， 

六，八，10三；5 3 7 三，39ニ2, 40 

- ^ (中 )禿 孩 -tu G a i八42四 

- 牙 - 痄 主 5 五

- 由 - y u 五13ニ；六38九，41十；主17九 

*进歩黒荅- yabu.Gda- (可行，被行）[yabu-の受動形]

- キ 忽 -q u 九 2 九 

- 舌 侖 -ru n 土39ニ

*迓 歩 勒 都 - yabu，ldu- (共行，共行来） [yabu-の対動形]

- 罷 -ba —18 五

-黒撒惕塔*'Gsad-t-a 八24九 [yabuG sadの与位格形]

*迸歩兀S r  yabu，’m- (教行，行）[yabu-の使役形]

- 罷 -b a 四33三，四 

-周 -:[u 四 35 五；S 21—

- 中 忽 泥 - qim-i 九33ニ

迓 奔 yabu*n (行） [yabu-の同時接合副動詞形]四35九；芏14六 

迓 歩 荅 勒 yabxi.d a l (行，行動，行止，浦 ）行為。九46一；竹 i 七；主37—，49一 

-壇 - t a n 十 2 五， 7 九

速歩中合® yabu-Gad (歩行）徒 歩 の （者 ) 。 [yabuG anの複数形 ]ニ 27十 

迓 歩 中 合 的 牙 児 yabu.Gad.iyar (歩行着）徒歩で。[yabuGadの造格形]ニ 46五 

迓 歩 中 罕 yabu.Gan (歩行）徒歩で。ニ此三；十33九，34— ， 三，35七 

速 歩 (中 )罕 yabu.Gan (同上）同上。六 12四 

*迓荅- yada- (不能，不得）できない。

-阿 速 - ’5s u 十19五

- 罷 -ba — 12三，40ニ；ニ48三；五15五；六 45十；七 4 六；九28六 
- 罷 者 - ba~Ie 六36—
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-黒 三 - c s a n 五 7 八；九28七
- 周 - 5u — 9 五；三30四，十；四13七，35九，39十，40ニ； 五 6 五， 7 四，28三， 

43五；六 6 四，34九，36ニ，42七， 48十，51七， 52—；七43八；八 2 十，

3 —，三，17七，十，44十；九27六，28ニ；土 3 - ,  52四；主 3 —

-主 為 - Ju’iU ニ 48五 

-木 - m u 七29四 

- 木者 -mu~Je 土 9 三 

- 梅 -m u i十30九

- 中忽 -q u ニ11六；五 2六；七29十 

-中忽宜 -q u-y i 九16八 

-忽 由 -q u y u  [―q u i-U] 五 4 四 

-(中)灰亘 q u i-y i 七29四 

- 舌侖 -r u n 七27八，28三 

-塔 剌 -ta la 土10—；：H46三 

-由 - y u 六23ニ，五

*牙荅黒荅- y a d a 'G d a -(被不敢） [yacJa-の受動形]

-周 - i u 四 2 十

牙 丹 yada.i i (不得，不能）[yada-の同時接合副動詞形]ニ9 九，12五；四27六；六 4 

九，45三；八17六；十29六；！:35六

*牙怛- yada ( n ) - (不得，不能，貧乏，窮乏）仝上く—yada-> _  ^

- 周 - } u ニ 11十， 14四；五11七， 14六，八；六29五，八， 27三，45三；51ニ；九 

12八

牙 当 吉 yadanggi (窮乏）窮乏した0 — 9 ニ 

牙 舌 剌 yara (傷，傷痕）傷。

-禿 - t u ニ 4 三 

- 究 互 -tu -y i 六 10—

-昔 顔 〜 s- iy5n 六 18十

牙 速 yasu (骨頭，骨）骨。七43三；八 2 十，22八，十 

- 秃 - t u 三21三；五 1 三

牙 速 訥 y a su .n .u  (骨頭的） [y a su nの属格形]十 21九 

牙 孫 y asu .n  (骨殖，骨，骨頭）骨。六19三；八20四 

- 魯 阿 - lu ’豆七 16ニ
牙 兀 y a，M 怎，甚，如何） どんな，いかなる。一 U 十；四20五； 五26一，五，40九， 

49ニ ； 六 11五；八 13ニ，五，36五，42四； 十37六； 土 1晒 ，22四，29八，

31—，ニ；芏20—，35六
牙 兀 ya’n (甚麼，物件，物件等）何。三31—; 五15十，16—，.18八，26四，27七，41 

七 ； 六 1 四， 6 三， 7 七，20四，21十：土15ニ， 16三，31— ， 三，32三



5 6 8 元朝秘史蒙古語辞典

_ 巴 - ba 三 40—

- 慑 -d 七33三，四，35—

-壇 - t a n 七12四
牙 兀 真 ya，fi.：|in (甚氏）[ya’a の女性形] 一22九

牙 兀 納 ya’S.n .a (甚麽行） [y a A nの与位格形] 一20十，21ニ；四 9 一；：t£43ハ

牙 兀 訥 ya’U.n .u  (甚的）[ya’i i n の属格形]一 12八

牙 兀 訥 埃 ya，a .n -u •，軾 （甚的）何のもの。一18三 .
牙温 ya’ii.n (甚麽，有甚）どんな，いかなる。一 9 四，15六，18四，21四，44一，一 

34ニ，十，44十，46八；三39八；四 7 七，41ニ，43ニ，45九； 五 5 九； 25 

七 •六 21四；七 一 ，15十，29七；八 9 十，18六， 2晒 ，五； 1̂ 30一，35 

七，36—；主22四，52六

才[-► 牙:I温 tsa i[— ya]’Q.n (甚麽）同上。五48五

黯 巴 児 yam .bar (甚麼） どんな，なんらかの。一43九 —

黯 巴 舌 児 yam .bar (甚麼，怎，怎生）同上。 四 1 七，41三；五19八， 48三；六31六； 

八29四，44一；九 8 七，23十；十36七；：1：2 2 + ，30九；芏19六

也 古 兀 者 埃 y e g i i H e ’H (休）[” 的 -‘けなす’の 懸 念 形 ]ニ 8 三

也 客 yek e (大）大きな。--21八，27七，八，30五，37九，46五；ニ 2 —，18五，30四， 

36十，4 5 - ; 三 38七，八；四 7 七，15八，十，40ニ，45七，46十；五 3 三， 

四， 4 七，19ニ，21—，ニ，27四； 六 4 五， 5 十； 七 9 ニ，11ニ，13七， 

16四2, 九 ，28十，32九，47四，49ニ；八 1 三，43七，44ニ，46五；九10三， 

28八，40ニ；十 5 八， 7 七，18ニ；：t： 4 三，四，17ニ，18十，19六，29六， 

35八，37—；主 5 四，五，16九，23ニ，29四，32六，54十，56—，58五 

五2什 ；七38六 

-思 -s 十 2 八，十；芏20四 

- 薛 -s -e ニ ：I 八 

-係 - s-u n  一  2 —

-台 - tai[—tei] — 4 十 
-禿 〜 t t i 七16三 

- 宜 -y i 六48八

也 客 只 列 - y ek e-Jile- (做大）尊大にかまえる。

- 坤 -k i i n 五46六

也 客 只 連 y ek e.i i le .n  (大做）[y ek e.iile•の同時接合副動詞形]五38十，39四 

*也 乞 - y§ki_ (做甚，做甚麽） どうする。

-克 薛 堪 -g s e d 十 3 6風 37六 

- 坤 -ktin 五 5 —，41六 

- 兀 澤 五 3 七 

- 兀 者 - 沿 e 七11八 

*耶 乞 -拃 记 - (做 甚 ，怎做）同上。
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-別 - be ~h29 十 

- 坤 -k i i n 七 15五

也 動 y跑 .n  (如何，為甚） [y配 -の同時接合副動詞形]— 13四，六< 14五；ニ 2 ニ  

8 三，七， 10—，三，23ニ，五，30八；四 1五， 七，41九， 47七，九；五

6 十• 31—, 4 2 八，43四，十， 46七；六21六，七；七 6 七，15七， 八，29 

四，35三，44四，46十；十36六；土11十，15十， 16九* 23九，28五，45六，

46八

也 琴 が W -n (怎地）[同 上 ]九 15ニ 

也 舌 連 yeren (九十）九十。八27—，六 

也舌速[―舌連] yesi iren (同上）同上。十 3 六 

也 速 惕 yesii_d (九）九。 [y e s t in の 複 数 形 ]芏 9 九，十2，1〇**

也 孫 y e s t i- n  (九，九筒，九次）一 4 1六，42—；ニ 9 六， 15九，36七；七38—，七；八

24三，29八，38三；九 6 五， 17五• 24八； 十23三， 33—，3晒 ；主 9 九，

十2，10—

- 帖 -t e ニ51五

*也兀® 格 - y e’fid.g e- (交換》交代）交代する。

- 周 - i U 九47五 

， -k i i i；i 4 五

*也兀惕格勒都 -y e’fidge.ldfi- (替換）[y e’fidge-の対動形]

-周 - 拉 七 21六

*也 兀 堪 客 - y e’fldke- (換，更改）改めさせる。

-周 - ; 八 37八

• 坤 -k i i n 八31五

_秀該 g e i] 八31五

*也兀惕客勒都 -y e W d k e .ld ii- (交班，交換）[y e’Sdke-の対動形]

-中灰 [― 恢]突舌児 - q u i[—k iU ]-d u r 主45—

- 舌 侖 -r t i n 九47四 

-宪 該 -tiigai [—gei]
*約 児 赤 - y〇r£i- (去）赴く。 _

- 罷 - b a  — 42三；ニ 4 九， 9 五，22 四，25—，27十，29三；四28六

-周 - — 15九2, 20六；ニ35六 

*約 舌 児 赤 -yor£i- (同上）同上。

' •罷 -ba 六 14八；：1：8 —

- 畢 -b i 五22十
' 周 - l u 五 11四，48八， 49六，50三；六27ニ；七 5 九，32ニ；十27九，28八；

土39七

主 兀 -lu’n 八 3 ニ 

-主 為 - lu’G i八 4 ニ
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-牙 _y芑五49八

約 舌 児 赤 勒 y〇r£iM (行）yor5i-すること。七32ニ

約 舌 里 顔 yo r.iygn  (響髏頭） [yor ‘骨製或いは木製の鏑矢のやじり’の再帰格形]三 

26八

約 速 yosu (道理，理）筋道。五37—；九28七；：1：17三，50六；主56四，七

-阿 舌 児 -，肚 五 11九，3叶 ；六27五；七21五；八 9 六； 九33十， 46十； 太37九； 

主14八，17三，37三，四，44ニ，45三 

-阿 (舌 )児 -’a r 九43ニ 

-塔 泥 - tan-i 八30八，九 

-台 - t a i ニ 2 八，九 

•■壇- t a n 九43六，七；十44ニ

•■ 宪 セ 主 45九，十

*約 速 剌 - yosu.la- (議擬）筋道をたてる•

-周

約 孫 yosu

-突舌児 

約兀胃児キ合

-J u 八31四 ，
n (理，道理）筋道。一 6 八，38五；ニ38六；三16七，26十，27七；四25= ， 

26ー，51ー；五 9 八，36九；：̂27六，38四， 39- ；九19 九；十 2 1 -， 31六， 

36七；土51四；芏17五，18七，24十 

-dur 六31七；土 50 七 

yo’iirGa (墙）壁。 ：£57  六
- 充 - t u 八31九
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凡  例

本 索 引 は 『元朝秘史全釈（上 .中 .下 )』 及 び 『元朝秘史全釈続 

玫 （上 •中 •下 )』に於て施された数多の註の検索の便をは か る た  

めに作成されたものである。本索引の利用に当り，以下のことに御 

留意願いたい。

( 1 )  索引の排列は a,b，c，……順によった。

( 2 )  索 引 中 の （上)， （中)， （下）は 『元朝秘史全釈』の上巻， 

中巻，下巻を示し，（続上)，（続中)，（続下）は 『元朝秘史全釈 

続放』の上巻，中巻，下巻を示す。例えば，「(上）p. 80，195」 

は 「『全釈』の上巻の 8 0頁 及 び 195頁 j の意味であり， 「(続 

上）P.358」は 「『全釈続玫』の上巻の358頁 j の意味である。

( 3 )  索 引 中 の 「〜 j は見出し語の重出を示す。 例えは•， 「阿主 

兀 a-Ju ’a  (上）p _ 1 7 , 3 0 …」の項のすぐ下行の「〜の ，推測の 

意 Cようだ》を表わす用法」は 「阿 主 兀 a-Ju’i i の，推測の意 

《ようだ》を表わす用法」の意味である。

( 4 )  キリル文字による現代モンゴル語の語句及び事項は当該の 

諸項の末尾に排列した。 例えば， 「6aft-， 6a如， 6afiHa」等は

厂b」の 項 の 項 末 に 6afe，6afiHaの順に--- 即ちキリル文

字のアルファベットの順に—— 排列した。

( 5 )  語句でなく事項についての註は当該の諸項の最後に—— 即

ちキリル文字の語句の次に------括して示した。例 え ば 「語幹

末音決定原理」は g の項の最後部に置かれている。
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a

阿- a - (存在動詞）の意義索（上）p.  8 0 , 1肪，（中）p .1 3 1 , (続上）P .芄8，（統中）

P. 66, 225

a -とbii- の意味のちがい（上）p . 1 7 4 ,(続上）p. 5 8 - 5 9 ,(続中）p . 130, 225
a -から派生された若干の語（統上） p . 59
a -と撒兀- sa’fl- を連続して用いる表現（上）p . U 3 , 183
阿黑撒阿舌児a-Gsa’Sr (続上）p. 358
阿黒撒堪a-Gsad (続上）p. 330
阿只埃 a-p ’a i (上）p. 2 1 , (続下）！》_260

阿 主 a-Ju (続中）p. 65
阿周別舌児兀窟周別舌児 a-Ju  ber fikiH fi ber (続上）p.58 
阿主兀 a -Ju ，a  (上）p. 17, 30，107，1 9 4 , (下）p.270 
〜の ，推測の意Cようだ》を表わす用法（中）P .服 ，（続上）P .2®
〜 の 「〜で あ る 」を表 わ す 用 法 （下）p.76 
〜と 不 列額 bii-le ’g (上）！).257, (下）p. 77，（統下）p.259-260 

阿 魯 阿 a-lu，3 という形が用いられている理由.(上）p.107, 1:94-196 

阿塔剌 a-tala (上）p. 107 

阿都中孩 a-t u c a iの転写法 （中）p .198, 375 

阿禿中孩 a - tu c a i (続下）p.370 
阿兀勒荅- a -，f i i ~ d a - (続中）p.61 
阿 牙 a-ya (続中）p .65

w /- e  (与位格語尾）の 意 義 素 （上）p. 42, 2 5 8 , (続下）p . 117 
〜 の 形容詞を副詞化 す る 用 法 （下）p. 3 3 7 , (綺上）P. 342，（続中）p. 94 
〜 の 「〜 fcある」と 訳 し う る 例 （上）p .23，（続下）p .268 
〜 の 「〜 f c よって」を 表 わ す 用 法 （中）p.163
〜 の 「〜のために j 表わす用法（上） P. 216, 2 6 2 , (中） p . 15, 3 3 , (統上） p_92 

[ (続下）p . 117，4 0 4も参照]
a 承語尾の解 （ uqaju  aqui-a の - a ) (続下）p. 285-288 

し の ' 'a / - e については- d a /- d eの項も参照]
~a^ e (「呼びかけ」） （続中）P. 1 7 1 , (続下）P.404 
~a (間投詞） （続下）p. 210

''阿’ -額-，3 / - % 〜 - 埃 - ，3 1 / - 甸 （未完了の形動詞語尾） （上）P. 5 9 ~ 6 0 , (下） 

P.1 5 6 , (練上）p. 9 2 , 1 5 3 , （鏡下）p.159 
〜 財 2]の 全 て の 用 例 （続下）P.263-264 

ト’®2〜 - ’ぜ ] の 意 義 素 （上）p. 2 7 4 , (中）p. 2 8 4 , （続下）P. 264 

〜 - ’ザ ]の 終 止 形 と し て の 用 法 （中）p.2 5 4 , (続下）p.155
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-埃 不 列 額 - ’$ / _’$  bii-le’も （続上）p_ 153-154 

-阿 兀 都 為 - S i i d i i ’ m  (続下）p .264

-埃 兀 都 為 - ’“ / - ’H iidii’m (続上）p. 92， 153， （続下）p. 264 
阿ト_，阿 〈不〉 ab- の 補 助 動 詞 的 用 法 （上）p.167， （続上）p. 136 

a b - の f a c t i t i v e 形につ い て （続中）p.12-15 
阿 ト 抽 中 合 〈舌魯〉 a b -£ u  G a r - (下）p.163 
阿ト中合兀Jgr a b - q a - ’i i l - (続中）p，12-15 

阿 把 保 兀 - a b a  bay’U- (続上）p. 276 
阿 巴 舌 里 - a b a r i - (続上）p.332 
阿卜赤舌朿丨卜ab6ira- (上）p.100

阿 必 惕 a b id，阿必慑剌- a b i d l a - (上）p . 84-86，（続下）p . 459 

阿 ト里中合abliGa (続上）p .20S，（続中）p.225 

阿 備 巴 備 a b u i  b a b u i  (続上）p.84 

阿ト鄰 a b u lin  (上） p _190 

阿 不 舌 里 a b u r i  (続下） p .209，364 

阿 不 〈舌闌〉 a b u r a - (上）p .2 2 0
一a5a /_e5e (奪格語尾）の 「全体の中の一部」を表わす用 法 （上）p. 98， （続中）p . 118, 

(続下）P. 63，86，325，485-486 

〜 の 「〜か ら の 」を 意 味 す る 用 法 （続中）P. 89 

〜 の 「〜 による， 〜によっての」を意味する用 法 （上） p .13 

〜 の 「〜を 通 し て 」 と 解 せ る 例 （続上）P.30S 

〜 の 「す る ほ ど （の）」を 意 味 す る 用 法 （続下）p .157 

〜の 原 因 •理 由 を 表 わ す 用 法 （下）P. 294，（続中）p. 81， （続下）p. 289 

〜 と -d a5a/-d e6e の 使 い 分 け の 原 則 （上）p .12，（続下）p . 395 

阿 察 a£a C与えよ，呉れ》 （中）P.172 
阿 赤 〈敦> aSid (続下） p .523

巨d / - $ d  (副動詞語尾）の 「逆説」の 意 味 （上）p .103， （続上）p. 202 

阿答里慑中合 -a d a li-d-q a - (続中）p . 67 

阿 荅 舌 児 - a d a r- (下）p .304，（続上）p .127 

阿荅舌児中罕 a d a r c a n  (続上）p .127 

阿 都 兀 a d u% 阿 都 温 a d u ’ iin (上）p .135 

阿 都 温亦 眭額〈揑〉 ad u ’ iin ide’如 （上）p .186 

阿 都 兀 剌 兀 勒 孫 a d u’m a- ’ m su n (続上）p .127 

阿 都 孫 a d iisu n，阿 都 兀 孫 a d u’ iis u n  (上）p .135

阿黒塔，阿 黒 騸 acta (上）p.39，（下） p,39， （続上）p.23， （続中） p_ 6 7 , (続下） 

阿 黒 蹋 a G t a を 用 い た 比 喩 表 現 （続中）p. 87 Lp. 63, 462

阿黒_ 昔 顔 把 舌 里 周 中 豁 那 周 a G ta s -iy a n  bariju q o n o lu  (続上）p. 59 
阿 黒 騸 壇 a G U - t a n の - t a n の 解 釈 （中）p.77



-a! (動詞語尾 - u の複数形） （下）p .15，（続上）p.36, 329， （続下） p _260，3 的 [ u  
の 「-u/-ii，-i, -ai (動詞語尾)」の項参照]

-埃 - ’互i/-’谷i 《〜の も の 》 （上 ）p.158，（続下）p. 262 
埃莎亦魯黑 ai， soyiluG (続上）P_138 

阿只舌剌- ajira- (下）p.275 
阿勒 中 渾 al-qunの al- に つ い て （続下） p. 332 
阿剌突舌児失額克帖額徹 ala-dur 5i’0g-te (続中）p.105 
阿剌出く中合〉 a丨â UG (中）p.335 
阿剌黒赤刺-alaGSila- (続下）p.497
阿 闌 中 豁 阿 Alan go’s と い う 名 の 由 来 （上）p. 7 5 , (下）p.264 
阿 郎 吉 舌 児 alanggir (中）p.325 
阿 剌 沙 alaSa (続下）p .470

阿剌兀納，阿 剌 閎 納 ala’iin-a (下）p.309，（続中）p.206 
阿勒荅- a l d a - (中）p . 117，（続下）p. 332 

〜の 補 助 動 詞 的 用 法 （中）P.147，（続下）！).366 
阿勒荅兀勒- alda’i U - (下）p. 509 
阿勒中合撒 -a l G a s a - (続上）p .170，（続下）p. 364 
阿勒斤赤 algin£i (上）p .179，（続上）p. 328，（続下）p. 472 
a l i 《どれ》 （続中）P .66，（続下）p .212, 337 
阿里別舌児 ali-ber (続下）p. 468
阿 勒 札 - al5a- (下）p. 50，（続上）P. 69, 87， （続下）p. 458
阿 勒 只 阿 思 a l j i l s  (続下）P .557

阿 勒 只 牙 -al〗iya- (下）p_159，（続上）p.87
阿勒〈三〉 a l s a - (続上） ！)_331
阿 勒 壇 不 薛 altan biise (中）p.328，（続下）p_ 86
阿 勒 壇 阿舌児中含只altan arGamJi (続下）p. 281
阿 勒 壇 只 羅 阿 巴 禿 荅 塔 塔 周 亦 舌 列 額 速 altan lilo’a batuda tata^u ireS sii (続 

下）p.337
阿魯児中孩alurqaj (中）p .152
阿 魯 思 alus，阿魯思薛惕乞 - a l u s s e d k i - (下）p . 116， （続中）p.34
阿馬阿舌児輯魯勒察 - ama’5r o l u l £ a - (続上）p . 126
阿馬阿舌剌〈鄰〉 ama’5 r a l i - (下）p_ 306
阿蛮都兀舌連客列歹[I-  aman dii’flren k e l e l e - (続中）p. 92
阿蛮客連阿勒答- aman kelen a l d a - (続中）p. 40
阿蛮客連札ト〈中罕〉 aman kelen J a b q a - (続下）p. 458
阿蛮你舌里兀aman n iri’a，阿蛮你舌魯兀aman n iru ’a (下）p .175
奄都舌里- a m d u r i - (下）p .151
阿米額舌魯〈孫〉 ami e r U s - (続上） P. 83
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阿 民 札 am hi Ja’fira (続上） p.222  
阿 民 幹 羅 兀 ®r  am in oro’iiト .(下）p.163 
阿木撒阿舌里 am sa’ari (続上）p.341 
a n 系 の 三 人 称 代 名 詞 （続上）p. 86，212， （続下）p. 336 

安 都 舌 児 an-dur—

阿你，阿泥 an -i — (上）p.18，（続上）P. 86， 212，（続下）p. 268 
阿 釣 an-u —

阿 納 埃 ana’a i (続上）p_306
安 答 巴 中 豁 牙 〈舌金〉 anda ba q o y a rと い う 表 現 法 （統中）p. 86

安 都 舌 里 - anduri- （T ) p.151

昂 中 忽 阿 速 木 angGu’a sum u (続上）p.345
昂吉答 anggida (中）p.1 7 7 , (続 中 ）p. 268
昂 吉 荅 幹 額 舌 列 anggida 5’§ 代 の 読 み 方 （続下）p. 56
阿中合 aqa (上）p. 5 6 , (続中）p.229，（続下）p.440
阿 中 合 迭 兀  aqa de，5 (下）p. 49，277， （続中）p. 229

-阿 舌 児 -，肚 （出動実詞接辞） （続下）p. 367
阿 舌 藍 aram (中）p. 370

阿舌剌孫你牙舌児 arasun-i y a r と阿舌剌速巴舌児arasu-bar (中）p.269
阿 舌 児 巴 -arba- (続下）p.465
阿舌児必束丨J- arbila- (中）p.312
阿舌児中合 arGa (続上）p.172
阿 児 中 合 察 arca-Sa (中）p. 2 5 , (続下）p.336
阿舌児中合〈丹〉 a r G a d a - (下）p .1 1 4 ,(統中）！).121
阿舌児中含只 arGam】 i (続下）p. 281

阿 舌 里 赤 a r ia  (中）p. 328
阿舌里黒兀孫 ariG usun (中）p. 362

阿 舌 里 牙 - ariya- 〈下）p.114, 353

阿 舌 里 牙 勒 兀 該 a r iy a lt ig e i (下）p.114，353

asa- (続上）p.331

阿 撒 黒 - a s a G - と 阿 撒 中 忽 - a s a G u - (下）p.55 
阿 撒 黒 塔 - a s a G t a - (続下）p. 458 
阿撒舌剌- a s a r a - (続下）p.33， 50 
阿失吉- a s i g i - (下）p.36
-阿速Z -額 速 - ’さs u /- S s i i (仮定の副動詞語尾） （上）p. 5 7 , 166 

〜 の 意 味 • 用 法 （中）P.130，（続中）P. 43, 65

〜 の 「譲 歩 （concessive)j の 意 に 用 い ら れ た 例 （上）p.236，（下）p.54 
〜 の C〜な の で 》 と 解 せ る 例 （中）P. 224， （下）p , 3〇1， （統下）p.102 

〜 の 《〜し て 》 と 解 す べ き 例 （続下）P_ 396
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〜で 率 い ら れ る 従 属 文 （続下）p.K^

〜 と -basu/- ( 上 ）p. 57， 166，236 

-，a s u /- ，gsii tak i/tek i C〜するとしても》 （続上）P .268 
-’5su2 iilii bol- (下）p. 54，（続下）p. 303,320 
阿兀 a ’ii (下）p.123，（続下）p. 325 

阿兀惕〈勤〉 a’ndqi- (続下）p.324-325 
阿 兀 牙 a’Hi-a (続下）p. 535 
阿 兀 中 合 a，iiGa (続中）p_38 
阿t t 剌 a’iila (続上）p.150 
阿 兀 舌 児 a’Or (下）p_ l〇4 
阿 兀 舌 児 那 都 - a’Ur niidfi- (下）p. 229 
阿兀舌魯黒 a’UruG (下）p.82，（続下）p.50~54
阿兀舌剌速 a’iirasii，阿兀舌剌孫 a’iirasun (続下）p.64, 236，243，261 

阿牙剌-，阿 牙 〈闌〉 ayala- (続下）p.368-369, 440 

阿亦中合黒剌- ayicacla- (下）p.230 
阿寅勒 a y i(n)l (中）p.110 
a y i lと ger (中 ) p.110 

阿 亦 馬 黒 ayimaG (下）p.258 
〜 の 複 数 形 （続中）P. 280, 301，（続下）P. 38 

ay is- という動詞の意味用法（上> P.48，（続上）p.51 

阿亦賽 a y is-a i (上）p.49， （下）p」5， （続上）p_36, 329，（続下）p_260, 399 

阿亦石 ay is-i (上）p. 49，（中）p. 22,211，287，（下）p.15,128，（続上）p. 34,36， 
(続下）P. 260,323,399

阿亦速 a y is-u (上）p_ 48，（中）p. 22^211，287， (下）p.：15，128， （統上）P. 34,36, 

ayis- と ire- (上）p. 48 L121，（続下）p. 260,323,399
阿亦速舌侖 ayisurun (上）p. 93，（続中）p.204,242 
阿余兀魯 ayu-’m -u (下）p.15， （続上〉p.121

-aa4 (形動詞語尾） （上）p. 274， （中）p. 254， （綺上）p.153，（続下）p.155，
-aarYfl4 と -caHrYfi4 (上）p. 5 9 , (続上）p. 92 
-aac4 6<wijk (続下）p. 487 
-aaH4 ((動作を行う人，行う者》 （続上）！>.474 

aBxyyji- (続中）p.15 
a浓33 (a>K) (中）p.165 

〜と  6hji33 (中）p.165， （続下）p.260 
〜の 直 接 の 遡 旧 形 （下）P. 76， （続下）P. 260 

aftji と rsp (中）p.110
aficyft (上）p. 4 8 , (続上）p.51，（続下）p.261
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aara と 6aBxrYB (上）p . 60

aJlraの 語 構 成 （上）P. 6 2 , (続上）p. 5 9 , (続下）p.332
a；w — (続下）p. 366
M3axrYfi (下）P. 50，（続上 ） p. 69
a ia y y p - と MAYYp- （上）p.i i 2 〔aHA-, aHayyp- については（下）P.I5 I- I52〕 

apraぶa- と aprajia- (下）p.114 
a x の 形 容 詞 的 用 法 （下）p. 251

-’S- によって拡大された動詞語幹（続中）p. 33-► [(中）！). 7 0参照]

ァパ•ラ£  (aiipar) (上）P.157, (中）P.135, (篪上）P-149 
家 族 の 包 の 配 置 状 況 （中）p.211,212

b

巴 ba (人称代名飼） （上）p . 1 1 2 ,(中）p . 348，（続中） p. 86-87 
巴 ba (強調の助辞） （中）p. 312，（綺中）p. 237，（続下）P .190,236,322 
把 ba (接絞詞） （上）p_i 59
-ba/-be (動詞終:t 形語尾）の 意 義 素 （上）p. 78, (下）p.270,273 

〜 の 「直 前 ©過 去 j を 表 わ す 用 法 （上）p.227-228 

〜 と - ] ( 下 ）p.27〇 

「罷」 （-ba/-be，過去の語尾）の 転 写 法 （上）p.23

- 巴安Z -別 延 -ba’5 n /-b e y e n か ら -班 / -辺 - b a n /-b e nへ の 推 移 （上）P.45
巴 阿 舌 里 歹 Ba’a rid a jと い う 名 の 由 来 （上）p.187
-ba£u2 (蒙古文語の副動詞語尾） （続中）p. 42
巴答舌児乞周 badar ki- 扣 （下）p.369
巴 黒 苔 -b a c t a - (統下）p. 366
巴黒荅阿勒荅答剌 baGta aldatala (続下） p_ 365
-bai/-bei (動詞終止形語尾） （上）！>.78 , (下）！).200,271

「-罷由」 （-bai-a) の 転 写 法 （下）p.200
擺亦- b a iy i-の意味と，〔現代語の〕6afi- ( b a y i - )の 意 味 （中） p. 1 6 0 , (下）p.40, 

51，（続中）p_ 1 8 8 , (続下）p.197 
擺 亦 - baiy i- (b a y i~ )の 使 役 形 （下）p.259 
擺 亦 荅 勒 突 舌 ®兀 者 - b a iy id a l-d u r圮e - (下）p. 281 
巴 剌 中 合 速 b a la G a su ,巴剌中合速〈納〉 balaGasun (統下）p，35<l，534 
巴剌 中 合 惕 balacad (続下）p.534 
-balja2- ,  -m alla2- (動詞接辞） （続下） p_ 294 
巴 勒 渚 納 B a f lu n a《バルデュナ湖》 （続上）p.175



-ban (再帰語尾） （続中）p_155, （続下）P. 350 
邦剌你- banglani- (統中）p.129
-巴 児 / - 別 児 - bar/-ber (造格語尾） の 注 意 す べ き 用 法 （上）P.2S4， （中）p ,1S2, 

3 0 6 ,(続下）p. 250

巴舌剌- b a ra- (中）p. 8 5 , (下）p. 3 3 7 , (続中）P. 208-209，（続下）p . 346 

〜の 他 動 詞 的 意 味 の 例 （中）P. 88 

〜の 補 助 動 詞 的 用 法 （中）P. 5 7 , (続上）P. 304 

巴舌剌黑撒惕 baraG sad (中）p .85 

巴S'剌秀壇 b a ra-tu - t a n  (続上）p . 256 

巴 舌 剌 温 額 帖 額 ® b a r n ’fin e te’6d (続下）P.190 

巴児忽歹蔑児 干 B a r G u d a i-m e r g e n  (上）p . 66 

把 舌 里 -b a ri- (上）p _ 1 9 1 , (中）p _ 1 1 7 , (下）P.115,232， (続下）p .37 

把舌里阿思 b a r i ’ a s (下）p . 232 

把舌 里 勒 都 -b a rild u- (下）p .115 

把舌 林 b a rim  (上） p .191

巴 舌 里 牙 古 温 阿 勒 荅 罷 bariya kii，3 n ald abaの 解 （中）p.117 
巴 舌 魯 阿 buru’a の 基 本 的 意 味 （続上）p.190 
巴舌魯阿〈納〉 baru’an (続上）p_349 
把舌魯黒 baruG (上）p. 201，（中）p. 88 
把撒阿剌- basa’aia- (中）p. 373，（続下）p.189 
保里牙 baylia (続下）p. 323,368
保兀- baW’a-の 意 義素と派生的意味（下）p . 6 9 , (続上）p_276 

「保兀-」 bay’a- と い う 表 記 （続下）p.39 

保 兀 周 亦 舌 列 - bay’fi-Ju ire- (続下）p. 362
保兀勒- bau’m-，保 温 勒 - bau’Ul- 〔bau’Q- の使役形〕 （上）p. 268,274，（中)p .194 

(続下）P.39-40
保 兀 舌 児 臣 bay，a r6in (中）p. 3 6 9 , (続中）p.188 
伯顔 bayan (上）p. 3 5 , (中）p. 261 
別 be (疑問の助辞） （上）p.159

別 be (強調の助辞） （上）！)_ 159,272,(中）p. 312，（続下）p. 322 

-be (過去の語尾—b a の女性形） [-ba/-b e の項参照]

「-別」 （-b e過去の語尾） と い う 表 記 （上）p. 23 

別 勒 bel (起文詞） （下）p. 326,328，（統下）p.186 
別連 helen (下）p.n i , (続下）p _ 449,531 

別 勒 格 beige (中）p.135
別 勒 只 額 勒 belji’g l と，文語形の be估 ger (続下）p.308
別S 児 ber (強調の助辞）《〜は ，〜も 》 （上）p.59, (中）p_338，（下）p .3〇〇， (続 

上）P.59,129 (続中）p.4 3 , (続下）p.35,288,290,322
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ber - 3 su/’a s i i《〜であっても》 （続上）p.129，（続中）p. 42
her bSSsii (譲歩の意味を示す形）《〜であっても5 (続上）P.128，（続中）p. 42
別舌里額思 beri’h  (続中）p. 293
別 舌 里 列 -beri-le- (続上）p_249
別舌里揑的顔 beri-ned-iyenの-ned- の成立について（続上）p.121，249 
別 児 客 berke (続下）p.439 

〜の 副 詞 的 用 法 （中）P. 33
別舌児客勒都克迭周berke-ldii-gde-拉 の 解 （続下）p.439 
別 舌 魯 迭 bertt^de (続下）p.466 
別 帖 舌 児 beter (続下）p.495 
別 耶 中 合 的 牙 舌 児 beye qad-iy红 （続中）p.267 
別 耶 薛 勒 帖 beye selte (続下）p. 205 
別 耶 昔 顔 beyeS-iy§n の示す副詞的意味（続上）p. 235 
別 耶 延 beye-ŷ n と 別 耶 邊 beye-ben (中）p. 234 
別 延 格 敦 beyengediinの 解 （下）p. 326 
必 bi (人称代名詞） （中）p.169
- 畢 -bi (動詞語尾-ba/-be の女性形） （下）p. 7 8 ,（中）p. 50,206， (下）p. 258, 

上）P. 250
必 荅 bidaと 巴 ba (中）p.348 
必 荅 訥 埃 bidan-u’W (続下）p.262 
必剌- bila- (続上）p.159
必勒都兀舌児 bildii’flr (下）p.274_275,(続中）p.244 
必列兀く舌列〉 bile’5 r (中）p.17 
必里- bili- (上）p.122，（続下）p. 462 
必•勒只兀児 biili’Sr (中）！>.75，（下）P.27S (続中）p.244 
敝中合舌児莶兀侖biqarda-’fi丨-un (続上）p.306 
必撒舌里 -bisari- (続下）p.160
必禿- b itti-，必禿温勒-，必禿兀〈侖〉 bitii’m- (上）p.115 
孛多 bodo (下）p . 250，（続上）！). 343 

孛黑塔剌- b o G t a l a - (中）p.41，（続下）p. 305 
孛勒- b o l - (下）p. 54，（中）p.148,359，（続中）p. 33，（続下）p，297

〜の 代 動 詞 的 用 法 （上）P.133
bolai (文語形） （下）P.15，（続 上 )p. 36，（続下）p. 399
孛勒荅- bol-da- (中）p. 58，173,301，（下）p.l40,253，（続上）p. 371
孛勒答忽由 boldaquyu (中）p. 301
孛勒中合-bolGa-  （中）p . 148
孛 勒 周 bo卜Ju (続中）p.143，（続下）p. 487
孛勒阿惕 bolu’ad (上）p. 243



孛 魯 者 bol-u - J e の - u に つ い て （続上）p . 256，（続下）p. 323,398 

孛侖 b o lu n (中）P-359，（下）p. 28,316，（続中）p.16,144 

孛 魯 宜 b o l u y iの 解 釈 （下）P.15,86，（続中）p . 33-34

孛勒荅黑，孛勒答く中合〉 boldaG (下）p . 260，（続上）p. 36，（続下）p. 563

字 勒 中 合 bolGa (中）P_ 96

孛勒中合阿 -bolG a’a- (下）p. 350，（続上）p . 371

字 勒 中 合 -bolGS- , 孛 勒 中 罕 bolGS-n の 表 記 （続上）p. 371，（続下）p, 206-208

孛勒札勒都 -b o lja- ld u- (続上）p. 185

孛 斡 勒 bo,6I (統上）P.162

孛舌児荅舌剌速く納> b o r d a r a s u n  (続下）P.556

孛 舌 児 臣 莎 那 bor£ m  sono (続中）p.56

孛舌驟，孛舌羅，餑 舌 驟 boro (上）p . 38，（中）p .189，（続下）p . 395

孛 舌 羅 失 鴇 温 b o ro sib a ’ iin (続下）p.368

孛 舌 羅 罕 図 児 b o ro h a n -d u r (続下）p .118

孛 舌 児 孩 b o rq a i (続上）P.161

孛舌 羅 兀 勒 B o ro’a l (人名） （下）P.98

孛莎- boso- と bos- (続中）p. 60-61

孛 莎 中 合 b 〇 S〇 Ga (下）P . 98，（続中）P. 60，（続下）！X I 92

孛 莎 中 合 因 孛 斡 勒 b o so c a -y in  bo’d l (続上）p .162

孛 速 b o su (続中）p .173

孛- b6 - 《ある，いる》 （上）P.1〇3，（下）p .17，（続上）P.12 

孛 額 惕 b5’如 （下）P.17， （中） p. 210，（統中）p _ 53 

〜の ，《まさに》 Cこそ》 《すら》な ど と 訳 せ る 例 （中）P. 3 3 6 , （続上）p. 294， （続 

中）p. 3 7 , (続下）P. 236 

〜の ，文 末 で 《いざ》 と 訳 せ る 例 （中）P. 271 

〜 の siini b6’巨d と い う 例 （中）p . 338，（続上）P.12

〜の 逆 説 的 意 味 を 表 わ す 例 （上）P.103，（中）P. 336，（続上）p. 2 6 7 , (続下）p. 336 

〜の 本 質 的 機 能 の 総 括 的 検 討 （続上）p .12-16 

孛額速 bS’S sii (下）P.17

孛 額 帖 b6’社-e (中）！)• 2 1 0 , (続上）P.14 
学額帖列 b6,否tele (上）p.106，（下）p_ 17，（続下）P. 336 

孛 額 〈舌〉列 bd’dre (中）p.197 
孛克宪舌魯- b扭 tfir(ii) - (中）p.189 
孛 戈 禿 児 b5g6t(ir (中）p.189 
孛刊 b5ken (中）！>.210 

孛客列- bdke-】e- (続中）P. 266 
孛 闊 b5k5 (続下）P.192 
孛勒迭亦揭- bdldeyid- (下）p.259，（続上）p.36
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李連 b5Ien (下）p.170 
孛 児 帖 bSrte (上）P.16 
不 bu (禁止の助詞） （上）P. 222 
不 敦 budun (練中）p. 59 ([(中）p. 2 3 4 参照]

不倒兀 (上）p.136
不 吉 buGi (続下）p.548
不 黑 撒 -buGsa- (続上）p. 329
不 吉 牙 秣 舌 騵 bugiya mori (中）p_235
備 bui (上）p.108-109，（中）p.9
備者 bui-了e (上）！)•108

不舌剌阿 bula，5 (くbu】aG+ a) (下）p.122
不勒中合 bulGa，奔勒中合 b u(n)lGa (中）p_ 96，（下）p. 210，（続上）p.1 7 5 , (続中） 

P. 94，（続下）p_ 124,242，
不勒中合-，孛勒〈中罕〉 bulGa-，奔勒中合-bu(n)lGa- (中）p.96，（下）p. 210，（続 

上）P.175，（続下）p.124,421 
不 里 - "buli- (中）p. 70，（続中）p. 33，（続下）p. 218 
奔 勒 只 -bu(n)lji- (中）p.224,235 
不勒躂舌里-bultari- (続中）p_271 
不 中 合 兀 buqa’U (中）p.113 
不中忽- buqu- (中）P.1 6 4 , (続中）p.130 
不 舌 剌 塔 舌 剌 bura tara (続中）p.187 
不舌剌兀 bura’Q (上）p.137，（下）p.303 
不舌児備額舌児古兀勒- burbm (続下）p. 306-308
不 児 中 合 里 黒 察 孫 burGaliG 5asun (上）p.164 
不_ 〈中罕〉 孛思中合黒三Burqan bosqaGsanの 解釈（上）p. 72 
不 _ 〈中罕〉中合勒敦Burqan-qaldun (上）p.26
不舌魯惕- burud-，不舌魯兀惕- buru’tid- (上）p. 227，（統上）p.17〜 20 

不舌雷く闌〉 burfiya-， 不舌魯為く闌〉 buru’mla- , 不舌魯兀亦〈闌〉 buru’iiyila- 
(続上）P-17

buru’fid- と bur对 la- 系 の 語 （続上）p.17〜 20 

不舌魯兀牙 buru’n i-a  (下）P. 3 3 7 , (続上）！).18，（続中）p.94 
不 散 中 合 -busanGa-，不 桑 中 合 -busangGa- (中）p.313，（続中）p.94 
b u § iと b u s u の 使 い 分 け と 語 構 成 （中）p. 4〜 9 

不失，不石，不 實 bu5i (上）p. 222，（中）p. 4〜 9 

不速 busu (上）p. 222，（中）p. 4〜 9，（続中）p.173 

「不速秃J (busutii，busud-ii) の 読 み か た （中）p, 255 
不 塔 舌 刺 -butara- (続中）p.187，（続下）p.135 
不 兀 勒 札 舌 児 亦 睡 舌 列 bu’iiliar idere (下）p. 336
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不亦阿舌里勒中合-buyiarilGa- (続下）p.306-308 
備 由 buyu (中）p.9 

〜の転 写 法 （上）p. 52,108 
〜の意 味 （上）p.164

不由者，備 由 者 buyu-Je (上）p_108,164 
不 bii (否定辞） （続上）p.127,170，（続下）p. 26

不- bii- 《ある，いる》 （上）p.伽 ，（中）p.9，（下）p. 245，（統上）p. 57，170 
bti-の意味（意義素）用 法 （上）p.1〇7，173，194， （中）p. 292， （下）p. 252, 327, 

(続中）P. 225
bii- と a- の意味のちがい（上）P. 1 7 4 , (続上）p.58-59,い(続中）P.130, 225 

bii- と bu- の二つのstemを立て得るか否かについて（上）p.108,(下）p.17 
不額惕 biiSd (上）！).103，（下）p. 3 5 1 , (続上）p.14 
ト克先 bii-gsen (下）p.252 
不周 bii-Jii (続上）p.257，（続中）p. 53 

(上）！).107

不主為 (上）P.195-196，（中）p. 292
不恢 biikiii (中）p. 322，（続上）p_163
「不中灰」の転 写 法 （biikiiiか buquiか） （中）p.322，（下）p. 7，17 
不坤，不 古 〈泥 〉 biikiin (上）p.173 

〜から現代語6yx卵への意味変化。（下）p. 245 [(続上）p. 5 7参照]

〜と  Mu’益 （上）P. 2 5 7 , (下）p_ 77，（続下）p. 259-260 
〜 の 《〜である，〜であった》を表わす用法（上）p_ 39,125,(下）p. 62,76 260 

不列埃 Mile’每 （上）p.1 9 5 , (続上）p. 70,256 
不 里 亦 biiliyi (女性形）の 用 法 （上）p. 235
不舌侖 bttriin (上）p.94,246，（中）p.l64,276， （下）p.62,76,178,289， (続中） 

p.17,295
〜の用法の全2 2例 に よ る 検 討 （続中）p. 49〜 54 

不 禿 該 biitiige复の意味変化（中）！). 7 2 ,（下）p.50，（統上）！).257，（続中）p.226 
biittigei -bitiigei (続下）p. 26 

不敦 biidiin (中）p.234 
不克迭兀く里〉 b% de’f i l (続中）p.248
不 克 板 -biigiid- (中）p_195，（続上）p.57，（続中）p.291，（続下）p.349 
bugiide (中）P- 1 9 5 , (続上）p. 57，（続下）p. 349 

不 克 傷 格 -btigiidge- (続上）p. 57

不 克 惕 客 -biigiidke- (中）p.195，（続上）p. 57，（続中）p. 290，（続下）p. 350 

biikii (6yx) (続上）p. 5 7 , (続下）p.349 
不列- biile- (中）p.136，（続下）p. 300
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不 勒 惕 M le d  (続下）p，299 

不 列 額 〈揑 〉 M ile S n  (続下）p .299

不舌列勒- b iir e l-，不舌連勒- b ttre(n )ト （中）p . 2 4 7 , (続下）p . 231

不 舌 児 古 -b iir g ii- (続中）p .130

不 舌 虽 b i i r iの 用 法 （続下）p .163

不 舌 里 額 台 塔 舌 剌 黒 b iir i ’§ te i taraG  (下）p .155

不舌児乞く舌連〉 b iir k ir e- (中）p.269

不薛勒〈昆〉 bttselg ii- (続上）p .355

不石舌列-，不失く舌連〉，不 識 〈舌伶〉 biiS ire- (上）p.10,137，（中）p . 3 1 0 ,（下) 

204,303
不帖- b iite- (続上）p.294，（続中）P.157，（続下）p. 219,420 

不帖 - b i i t h  (下）p .92，（続中）p .157

不帖額 - b iite’も -(下 ）p .92，（続上）P.295，（続中）p.1 5 7 , (続下） p .420 

不 禿 額 - b iit i iS - (続中）p _ 157

6 a (上）p .159

6 b Pl~  (中）p .160，（下）p. 40,51 

6 afi3, 6 afi3Ha (下）p . 51 

6 afiHa と 6h6 (上）p . 62

6 h益 （続下） p .260 

6 H333 (上）p .109

6 M 33 (上）p.125-126，（下）p . 62,76，（続下）p.259-260

S h tthS (下）p . 50

6htyy (下）p. 419

6 hui (中）p . 9，（続下）p . 260

及 Maa と 6o r Ma;i (下）p . 250，（続上）p . 343 

6〇Ji- (下）P. 5 4 , (続中）p.33 

6 〇 瓶 (続下）p. 487 

6(wi6oji (中）p .160 

6 ojiojitoS (下）p _ 203 

6 ojioh (続上）p .13 

6〇；1〇〇；1 (上）p. 243，（続上）p _ 13 

6 o;ib- (上）p . 237

6 e r e 9A (中）p _336，（続上）p .12〜 14

6 y p y y ，S y p y y ji-，6 y p y y A -，6 y p y y T - (下）p. 337，（続上） p . i 7 〜 2〇 

6 y c (中）p.9

6y y - (T ) p. 69
6YJir39 (上）p.125

p.
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6Yp (下）p.163
6 yx，6YX3H (下）p.245，（続下）p,351 

63JI3H (続下）P. 531 
(中）p. 33 

-BH (続中）！>_ 42 

B9(6a) (上）p.159

b〜 g の交替（文語形の語中における交替） （統上）p. 79 
-b- と-卜とが入れ替った形（続上）p.22 

b〜 m の交替現象（中）p.112，（下）p, 48

ブリャート方言と秘史の言語（上）p. 2 4 4 , (中）P.47， （下）p.274,329 
文 法 的 女 性 扱 い （続上）P. 34，（続下）p. 7

文末の述語動詞の他動性•使役性のカヴァ一する範囲（続上）P. 35 
母音で終わる動詞語幹：その母音が除去されて-Ga-(-qa-)， 1 任-(-尬-)が附された 

動 詞 語 幹 （ほぼ意を同じくするペア一の動詞） （続下）P.203 
母音の円唇化，a> o，e> 5 の 変 化 （下）p. 212，（続中）p.177，（続下）p. 331，394 
母音の交替による造語法（上）P. 23,111，129,226， （中）p. 30,270，（下）p.150 
〔以下，「母音」に関する事項〕

本来的な 長 母 音 の 表 記 （中）P. 200〜 201 

モンゴル祖語における長母音の発見（上）p. 53

秘史モンゴル語の母音間 の 「中合，中豁，中忽，格」の現代モンゴル諸語での実現 

(続上）P.150
秘 史 の 「V’ V」の 現 代 語 で の 現 わ れ （下）p,1 2 3 〜 124
秘史の言語での，「長母音化」「長母音の出現」の 可 能 性 （上）P.81，（続上）p.131， 

(続中）P. 58
v +  G ( g ) + v に 由 来 す る 長 母 音 （中）p. 2 0 0 〜 201

現代語で長母音をもっている語（上）p,81， （中）P.200， （続上） p.1 5 0 , (続中） 

p. 58
文 語 の 「V + y + V」 （続上）p. 332

C

察 阿 荅 Sa’ada (続中）p.284 
察 阿 勒 孫 ぱ 則 sun (続中）p_117，（続下）p.16 
察阿(舌>侖 己 a’alung (人名） （下）p.264 
察 卜 赤 - £ab5i- (下）p.122，（続下）p.321 
察中合阿〈納> gaGa’H nと中合舌剌 qara (下）p. 327 
察 中 罕 駿 蔑 額 禿 ，hG an tem e’atii (続上） p. 175



察黒都兀勒孫と Gdu’iilsu n  (続中）p . 58,205，（続下）p.523 

察黒剌- h G la - (続中）p.118，（続下）p.43〜 45, 547 

察 黑 圖 那 可 舌 児 e a G tu n b k S r (続上）p .41，（続下）p _45 
察中合 5aq a (上）P . 278，（下）p . 328 

察 兀 惕 中 忽 舌 里 C a’U d -q u ri (続上）p .155 
察 兀 舌 児 ^ ’n r  (続中）p .102 

察兀舌剌- & ’n r a- (続中）p .102，（続下）p .76 
潮舌魯 e a y ，r u  (下）p .176
潮兀舌剌- h y ’i i r a - (中）p.28-30， （続中）p .167

扯 額 只 額 児 点 禿 印 e rd e m tii (続下）p _164

扯額勒 £e’§l (中）p . 28-29
祉 克 徹 児 C e g £ er (地名） （上）p . 250

超堅 £e g e n ， £eU gen (上） p.119，（中）p. 29
扯 客 舌 列 Sekere (中）p .196
扯児別格勒者温勒- 6erbegelle’£ i ( n ) l - (中）p. 217
扯舌児必〈泥〉 e e r b i(n )，扯 舌 児 寅 £ e rb in (続上）p _276， （続下）p . 49,64
扯 舌 里 克 & r i g , 扯舌里兀惕 S e ri，5 d (続中）p. 301，（続下）p. 38,403
扯 舌 里 克 中 合 舌 児 - £ e r ig  G a r - (続下）p. 48

扯 舌 里 昆 脱 斡 秃 古 温 £e d g - i in  10,6t u  k ii’fin (続下）p .116
扯 舌 里 兀 敦 阿 中 合 納 児 £eri’3d-tin aqanar (中）p_ 219
超兀く侖〉 細 ^ 1 - ( 続中）p .167

潮 兀 舌 列 - 6的 ，i i r e - (続中）p .167
-己i C〜好 き の 》 （下）P .103，（続上）p . 349，（続中）p. 88，（続下）p . 322 
-c i (職業に従事する人を表わす接辞） （続中）P. 250 
赤 赤 吉 納 说 igina (中）p . 48 
赤 出 阿 ( 中 ）p .71

赤丹額 列 委亦列都 挺 坤 6 d a - n e l e m y i l e d i i d k i h i (下）p.332
赤 戈 児 孫 SigSrstin (中）p.46
_5 i la2- (出実動詞形成接辞） （続中）p . 201，308
赤 勒 不 舌 児 る 仙 此 （中）p _292

赤 魯 篾 古 中 古 ト 赤 兀 児 G u b S ’i ir (中）p . 64 
赤馬 e im a (中）p . 282，（続上）p, 310，（続下）p _ 367 
赤 馬 里 阿 舌 児 £ im a li’a r  (続下）p.367 
赤馬舌児，吃 馬 舌 児 S im ar (中）p _28l ，（続上）p .121 
赤 馬 里 中 孩 兀 格 H m a liq a i i ig e  (続下）p.367 

赤馬舌児刺 -び m a r ia - (中）p . 281，（続上）p.121，（続下）p . 367 
* £ in a -系 の語と *in a -系 の 語 （続上）P.37〜 40 

赤 納 納 5in a n a (続上）p . 38 (続下）p . 268

5 8 6 元朝秘史全釈語句•事項総索引



元朝秘史全釈語句•事項総索引587

赤 納 舌 魯 お naru (続上）p. 37
成 吉 思 fiinggisという名の由来（上）p. 8
成 吉 思 中 合 罕 額 赤 格 Cinggis-qahan e£ige (続下）p. 326
成 吉 思 中 合 罕 訥 阿 兀 舌 魯 黒 Cinggis qahan-nu a’nruG (下）p. 82
成 吉 思 中 合 罕 訥 忽 札 兀 児 Cinggis qahan-nu huja’iir (上）p. 4 , (続上）p. 97
6hm (人称代名詞属格） （続下）p. 20
搠中豁虽兀勒- SoGuli’m- (中）p.318
搠剌亦く壇〉 h la y ita - (続下）！).330

搠幹舌児中合 ^ ^ rGa (中）p. 371
綽舌児中罕 £0rGan (中）p.318
輟 額 不 忽 况 $  buGU (上）p. 84
曝 額 孛 舌 里 55 $ b6ri (中）p.87
輟 延 討 兀 ( 上 ）p. 270
川勒，啜 勒 び 1 (続上）P. 238，（続下）p. 292
啜 列 思 劭 es (下）p. 45，（続下）p. 328
啜 勒 客 阿 兀 剌 esike a’nia (続下）p. 219
綽羅 £6U5/6olo (続下）p.331
啜延，輟 延 £ 5 ァ 如 （下）p,35
嗓 延 別 耶 昔 顔 ^ iy5n beyes-iy§n (中）p. 287
出察勒- Sugal- (中）p.138
出 出 - 6u£u- (続下）p.462
-£ad2 と -£m 2 (続下）p. 439
出勒兀勒札兀舌剌Sul ulja’iir-a (続下）p.290〜 294 

充 £ung (続上）p.148 

出舌剌中合 £uraGa (中）p,87 
出 ト 秃 思 抽 cfib t u s c u の 解 （続中）！).17

-H (続上）p.130, 349，（続中）p_ 88
waHapTaft (続下）！). 374, 486

hh 6ua xoep (続中）p.86
uaac (続下）p.16
uaraaH と usr33H (上）p .112

即 加 - (続 下 ）P. 204
ueji と r〇Bb (続上）p. 238
叩以如Yrや 3Y郎 Yr，俚諺を盛り込んだ表現（上）p.89，16 9 , (中）p.260，（下）p. 

2 6 0 , (続下）p.114

亡〜s の交替（語頭） （続下）p. 330
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と-1-の 交 替 （下）p.310 
cooha (満洲文語） （続中）p_1 0 2 ,（続下）p. 76

チンギス汗碑文（下）p.103
チンギス•ハ一ンの生れた地（上）p.246

d

- 慑 -d (動詞終止形語尾） （上）P.127,261， （下）p. 236， （続 上 )p. 250， （統中）p.

〜の 特 徴 と 意 義 素 （上）P.127，（続中）p_299 い14，168,299

- 慑 -d (副動詞語尾-n の複数形） （続上）p.29,250， (続下）p.300,533 
■ d (実詞の複数語尾） （中）p.94 
-d- (実詞から自動詞を形成する接辞） （続中）p. 30 
-d- (形容詞から動詞を形成する接辞）（下）p.301 

-da (副詞形成接辞） （続上）p.148 
-da-2 (動詞受身形形成接辞） （続中）p.1 6 , (続下）p. 208 

〜の 尊 敬 表 現 に 使 わ れ た 例 （下）p. 338 

〜の 自 発 の 意 味 （中）p_ 58
-da-2 (自動詞語幹に附され自動詞をつくる接辞） （続上）p.160,350
■da-2 (形容詞に附され『過剰性』を示す動詞をつくる接辞） （続下）p.461

-da 系 （-a/-e 系）語尾と -dur 系語 尾 （与位格） （上）p.150,193,216. 2 5 8 , (中） p.

51，127， （下）p. 219， （続中）p. 229， （続下）p.140 〜 142 

-d a系 （-a/-e 系）語尾と-d u r系 語 尾 の 意 義 素 （続下）p.141 

「-da2+  -(G)da2-」 （続上）p.68， （続中）p.16,78,80 
荅阿-，莶 〈安〉 da’ト （上）p.150， （続上）p. 69，（続下）p. 253,381 
荅 阿 舌 里 -da’ari- (中）P.264， （続下）p.399 
荅阿舌零中忽 da’aring-quの 「舌零」の字 （統下）p.399 
荅 ト 赤 充 中 豁 児 dabditu qor (中）p. 258 
答 ト 失 -dabsi- (中）p. 256 
dad*•と das- (続上）p.62 

荅 子 dadz (下）p.75〜 76 

-daG/*deg (形動詞語尾） （上）p. i 28 
荅 黑 台 daptaj (続上）p. i41
- 歹 -*dai (部族•氏族の男性を表わす接辞） （上）p. 37,95,186,187,(下）p. 2 77,(続 

中）P. 301
歹 亦 只 -daiyiji- (続上）p.236

歹亦速 daiyisu, 歹亦孫 daiyisun (下）p. 261
荅 来 因 中 合 罕 dalaj-yin qahan (銳下）p, 545
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荅闌 dalan (下）p.20
荅 勒 巴 舌 魯 察 ト 赤 -dalbaru £ a b 5 i - (続下）p. 321
荅勒周 dal-iu  (続下）p .160
當剌速く訥〉 danglasun (続下）p . 194
荅舌剌速〈納 〉 darasun (続下）p.556
荅 舌 児 巴 安 d a rb a ln  (続中）p.212
荅舌児巴勒札-d a r b a l j a - (続中）p. 213
荅 舌 児 荅 思 dardas (続下）p.479
苔児吉 dargi (中） ！)• 161
荅舌児中合刺-，荅舌児中合〈閬〉 d a r q a l a - (中）p .3 5 2 ,(続上）P.222，（続中）p.236
荅児中罕 darqan (上）p,210， （中）p.352^ (続上）p.222， （続中）p.236
荅 舌 魯 阿 daru’a (上）p.196
荅舌魯- d a r u - (続下）p. 73,377,473
荅舌侖 daru-n (上）p.196，（続下）p.72〜 73

荅 舌 魯 察 daru£a (続下）p.222
荅 舌 魯 察 -daru5a- (続上）p. 358，（続下）p, 221
荅舌魯中合臣 daruG aSinと答舌魯中合思 daruGas (統下）p. 377,473
荅舌魯中合剌- d a r u G a l a - (続下）p.36
荅舌魯勒察- d a r u i e a - (続上）p. 358
倒 里 - dayli- (中）p.245
荅温 daMin (続下）p.161-162
荅 兀 思 - da’iis- (中）p.144
荅兀昔 da’Ssi (続下）p.479-481
倒 兀 把 里 - ，禱 兀 把 里 - day’a bari- (続上）p.120， （続中）p. 27-28 

倒 兀 里 - day，m i- (上）p.182， （続下）p.118 
〜 と ，塔剌- tala-の意味のち が い （続上）p.226 

揍 兀 舌 里 思 -day’Uris- (上）p. 236 

倒 兀 〈孫〉 day’iis- (中）P .80 

荅 因 d a y i n 《敵達》 （続上）p_ 236

〜に対して動詞の女性形語尾が用いられる理由（中）P. 23,287， (下）p . 1 2 8 , (続上） 

P .34 [(続中）p .3 4にも関連事項]

荅驛児，荅 亦 舌 児 dayir (上）p.38，（続下）p.194 
迭卜帖舌児列-d e b t e r l e - (続中）p_117 
迭額舌列 de’6re (下）p.251-252
de^ere tenggeri-ece jaya 'a tu  toregsen (上）p.11〜 16，（続中）p. 89 
迭格列く泥〉 degelen (続下）p.251
迭 格 勒 禿 杂 舌 劣 克 先 可 温 degeltti tSregsen kd’f i n と 你 出 棍 朶 舌 劣 克 先 可 温 n记ii 

gun toregsen ko*un (続上）p . 168



迭格温 dege’i h i (続中）p. 310，（続下）p. 262 
迭 列 慑 deled- (続中）p. 42 
迭列篾 deleme (上）p.126 
迭勒〈堅〉 delge- (続上）p. 292
迭 里 温 孛 勒 荅 〈中合〉 DeIi’an-bo】daG (上）p. 246，（続上）p, 36
點，迭 〈蔑〉 dem (続上）p_ 3 1 , (続中）p.212
登薛f r  dengsel- (続上）p. 87
迭 児 別 〈魯〉 derbel- (中）p.203
迭 舌 列 阿 奔 兀 窟 - dere abun (下）p.195
迭 舌 列 列 -derele- (続中）p.134
迭舌列勒古-derelgfi- (続上）p.30
迭舌児格〈纏〉 derge£e- (下）p.169
迭舌児格迭温 dergede’fin (下）p.155•(続 上 ）p.16
迭兀捏児可兀く的〉 de’fl-ner k5’fid (中）p. 219
迭 兀 児 格 de’flrge (中）p.182
丁 撒兀- ding sa’ii- (続上）p.122
多ト宪来者 dobtulai-}e の-a iに つ い て （下）p.15，（続上）p. 36 
朶羅安 dololn (上）p.232
菜 羅 安 孛 勒 荅 兀 惕 Dolo’豆n-bolda’ad (下）p. 87，（続下）p. 563
朶 抹 黒 赤 dom〇G- î (続中）p.88
dom ooの 語 構 成 （続中）p. 89
多舌児中忽® dorcud (続下）p.438,450
朶 舌 羅 doro (続下）p.493
朶舌羅納只 doronaji (続上）p.91
朶 舌 羅 温 doro’iin (続下）p.262
朶 脱 阿 只 doto’Wi (下）p.155
朶脱中合 dotoGa (上）p . 120，（下）p . 94

朶 脱 納 dotona (続中）p. 271
喿脱舌剌 dotora (中）p.68，（下）P.15;157，（続下）p.421 
朶脱舌剌温 dotora，fin (下）p.155，（続上）p. l6，192» (続下）p.262 
dotu- 《中》（文語形） （下）P. 347 
多 牙 - doya- (中）p. 373
柴 魯 思 格 -dSliis-ge- (続上）p. 1 2 2 , (続下）p.494 
朶 魯 思 古 -dmtisgfi- (続下）p. 494 
楽舌列ト赤d6reb5i (下）p.75 
朶舌児篾該 diirmegei (続下）p. 493 
朶 舌 羅 d5r5 (続下）p.32〜 34 

朶帖連 d5tele-n (中）p. 260
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朶宜 d5y i (下）p_308，（続上）p.211 
朶 亦 篾 惕 dfiyim ed (続上）p .211

-揚中渾/ - 原 坤 -dqun/-dkiin (中）p. 27,81，（続上）p. 265 
-dqun2 と-Gtun2 (中）p. 81，（続下）p.18 
-du2 (出実実詞形成接辞） （続上）p_148，（続中）p. 79 
-du/-dii〜 - dui/diii (形容詞形成接辞） （続上）p.124，（続中）p. 281 
敦 荅 都 dundaduの 読 み 方 （続下）p.153 
-d u r系語尾と- t u r系 語 尾 （上）p. 69 
-dmV-dih•系 語 尾 （与位格） （続下）p.94 

〜の 意 義 素 （上）P. 77，（続下）p.117，141 
都舌剌 dura (下）p. 312，（続下）p. 421 
都舌闌 duran (下）p.330，（続上）p.69 
dura(n) の 意 義 素 （続上）p.69 
都兀勒中罕du’ni-Ga-n (続下）p.367 
都牙勒- duyal- (続上）p. 332 
都 列 揚 dtiled (続上）p. 37，（続下）p. 459 
都里 diili (続上）p.20,200 
都 里 - diili- (続上）p. 200，（続下）p. 225 
都 里 里 格 -diiUlige- (続上）p.2 0 0 , (続下）p.224 
都舌児別 -diirbe- (下）p_138 
都 兀 申 仙 ’混 in (中）！).173

iiaa- (上）p .150， （続下）p . 382 

Aapaa (上）p .196 

ぶa p ra (続下）p . 474 
^©t (中）p . 260

助 p a s- (続中）p .134 
助 srYYp (続中）p . 312 

仰观 （続上）p. 92

-d- と- r - の交替（音節末） （続上）p . 309 
-d- と-s- の 交 替 （音節末） （下）p . 95
ダウール•モンゴル語の三人称代名詞（上）p.18，（続上）p.212，（続下）ル268 

奪格語尾の母音の長さ（下）P.41 
動詞終止形語尾の体系（上）P. 78

動詞語尾の女性形の用法（上） P. 78,235， （中）p. 22,50,86, 206, 287， （続上） p. 34, 
(続下）P.302,505
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e

-e の 解 （与位格語尾か呼びかけの-e か） （続下〉p. 4〇4
厄別臣； ebe£in (統下）P. 397
額 別 惕 ebed- (続上）p. 309，（続下）p. 395

額 別 舌 列 - ebere- (続上）p.309
額 寅 ebin (続上）P. 48
額 不 都 克 帖 ebtidiig-te (上）p.242
額不干，額 不 堅 ebSgen (上）p.45
額 不 格 思 額 赤 格 〈昔〉 eb t t ge se5iges (続下）p.413
額 不 舌 児 ebtir (下）p_228
額不舌児途舌児闊勒突舌児斡舌羅- ebiir-tiir，k61diir oro- (続中）p. 159
額不舌里® e b i i r i d - (下）p.228
額 赤 揚 格 - e £ i d g e - (続下）p .131
額赤格 e£ige (上）p. 56，（続中）p. 229，（続下）p. 326
額赤揑 eSne (続上）p. 83，（続下）p . 131， 262
頟 赤 捏 温 e£ine’nn (続下）p. 262
額迭 ede (上）p.107
額惕客- e d k e - (下）p_95
額朶額 ed3，§ (中）p. 246 , (続下）p.232
額朶額惕圖舌児 ed抑 d-ttti• ( 続 下 ）p_232
額都 edii (中）！).351，（下）p.24
edtige (文語） （中）p. 246，（続下）p. 232

額堆 ediii (上）！).60， （中）p. 351，（下）p. 24，（続上）p. 85， （続下）p, 285

額敦 ediin (下）p.24， （統上）P. 8 5 , (続下）p.285

ediir (文語形） と い う 形 に つ い て （上）P. 45， （続上）p.93

額 額 迭 e$ d e (中）p.262
額額迭- e’M e- （統下）！). 297

額 額 捏 克 徹 e$ neg£e (下）p.310
額額舌列-，額額く舌連〉 e$ re- (下）p. 244， （続下）p . 8

額克迭- egde- (続中）p .55

額 格 赤 ege5i の 形 容 詞 的 用 法 （下）p. 251
額 格 赤 篾 惕 ege5im ed (続上）p.211
額甘 egem  (続上）p. 1 5 0 , (統下）P.308
e ；fen (続下）P. 459

額 耗 兀 該  ejen Ggej[ ( 下 ）p.196
額 只 額 e V § (下）p. 3 2 4 , (続中）P.141
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額 客 幹 難 eke Onan (中）p. 58
額 客 宜 乞 霊 剌 黒 荅 周 e k e -y i  q iling laG daJu  (続下）p.165 
額 客 因 失 ® 坤 勒 eke-yin s id k t i(n )丨 （中）p.193
額客額舌児-，額客額く舌魯〉 eke’gr- (下）p. 237，（続上）p. 52 
額客舌侖 eke-rtin->eker-ti-n (下）p.139，（続上）p. 52 
額 客 温 勒 〜eke’fi(n)l- (中）p. 62 
額乞 eki と，teri’fln (上）p. 202 
額 勒 別 速 elbesii，額 勒 別 孫 elbesiin (続上）p. 84,251 
額勒臣，額勒赤〈泥〉 el6in (続下）p. 397, 536 
額 勒 赤 田 el£iten (続下）p.180〜 183 

額列 ele (続上）p. 330，（続下）p_ 322,336 
額 列 額 都 ele ediiの 読 み 方 （中）P.351，（下）p.25，（続上）p.330 
額 勒 古 兀 児 鈎 吉 elgii’5 r geUgi (中）P. 59 
額隣出〈昆〉 elineiig (跪上）P.161 
額 劣 兀 惕 el3’iid (続下）p. 480
額勒薛-，額勒く先〉 else- (続上）P.100，（続下）p. 92, 233 
奄 不舌魯 embiirii (中）p.263
奄 出 em己ii，奄 出 中 忽 必 emSii qubi (続中）p.177, 268 
額 篾 可 兀 eme kfi’fi (中）p. 245
額 篾 古 温 那 中 孩 你 兀 舌 児 台 eme kii’fin noqa! ni’firtai (続上）p.239 
額篾格秃 emege-tii (nemege-tii) の 解 （続中）p.83 
奄古- emkii- (続上）p.344
額 木 捏 emUne《〜のために》 （下）P. 299，（続下）p. 92 
額木思格勒 e m iisg e l(上）p.192，（中）p.195
額 捏 ene, 額 迭 ede (近称の指示代名詞兼形容詞）の 訳 出 法 （上）p.107

額 揑 雪 你 ene siini (上）p. 256
「昂J の転写法（eng) (中）p. 363
昂格思格中合察苦児 enggesge qa5ar (続上）p.77
昂格失搭- enggeSige- (続下）p. 496
昂客 engke (中）p. 363
額舌児別格勒折- erbegelle- (続下）p.113
額 舌 列 -ere- (続下）p. 294
額 舌 列 賓 erebin— 額 舌 列 寅 ere-yin (続下）p.401〜 403 

額 舌 列 坤 辑 抹 中 渾 erekiin omoqun (中）p.58，（続下）p.402 
額舌廉迭克瞻迭克只中合速 eremdeg Jemdeg JiGasu (中）p, 61 
額舌列木克 eremiig (中）p.147
額舌列兀舌列- ere’flre- (続下）p.346 
額舌列延の解（ereye-n, ere-yen) (練上）p.183
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額 舌 児 古 -ergU- (下）p.159 
額舌里格列 -erige-le- (中）p.237 
額舌里兀勒孫eri’Slsiin (続中）p.58,205 
額児帖 erte (中）p.210,298
額舌魯格 erfige (上）p.119，（中）p. 263，（続下）p. 6,9, 203 
eriige de’§re-2e day’iili- と い う 表 現 （続下）p.120 
額舌魯思-，額舌魯〈孫〉 eriis- (中）p, 223,306 

〜の 意 義 素 （下）P.160，（続上）p. 83 
額舌魯思帖- eriiste- (中）p.173，（練下）p. 290 
額薛 ese (と兀魯 filii) (上）p. 55, 380，（続上）p_ 329，（続下）p. 264 
額薛舌児古 esergti (中）p. 352，（続下）p.192〜194,261，345,538 
額 薛 児 古 中 合 〈舌隣〉 esergii qari- (中）p.173 
額 薛 兀 ese’f lの 用 法 （続上）P.329 
額 思 格 勒 e s g e l (中）p.328 
額 失 格 eSigeの 語 頭 母 音 （続上）P.340 
額速克，額 速 〈吉〉 estig (上）p.157，（中）p.135 
額速克赤列 -esiig5ile- (上）p.157 
額速勒扯- es-ii-l£e- (続中）p.177
額秃堅，額 禿格〈捏〉 etiigeii〜 斡 脱 堅 6t5gen (中）p. 3 1 1 , (続下）p. 295
額閎闐 e’fiden (中）p. 76, 201，307，（続中）p. 60，（続下）p.190,191，195
額 兀 聞 孛 莎 中 合 札 兀 舌 剌 e’Sden bosoGa Ja’fira (続下）p.192
額 閎 闐 塔 舌 魯 周 擺 亦 - e’fidendarujubaiyi- (続中）p.310
額 兀 顚 只 羅 阿 捏 格 克 迭 罷 者 e’fiden Jilo’巨negegdebe-Je (続中）p.154
e’{Iden-d{ir oro- と Men-ber oro- (中）p. 308
額 兀 迭 訥 奄 出 孛 輯 勒 e’iiden-ii em5fi bo’が （続上）p.162
額 兀 連 e’m enの母音の長さ（中）p. 200
額 兀 舌 列 e’ilre (続中）p.90
額 兀 舌 列 e’fire- (続上）P. 271

額 兀 思 -e’fis- (下）p.64
額 兀 思 格 -e’Ssge- (上）p. 222，（中）p.185
額耶 eye (下）p. 231，243, 316, 337，（続上）p. 52，（続下）p. 233
額 耶 禿 -eyetii-，額耶屯-.eyetii(n) - (上）p.177，（下）p.243，（綺下）p. 233
eyetiHdii- (上）p. 1 7 7 , (下）p. 2 4 3 , (続中）p.17
額因 eyin (続上）p.307，（続下）p.236
額 因 客 額 - eyin kぬ - (続下）p. 49

s e と 邪 （下）p. 231 
33rYfi (下 )p.196



% 朝秘史全釈語句•事項総索引595

〜 3JIT3H (続上）p. 347
站紐助，3卿叫开（続上）p .161
9H9 U10H0 t  eHrepceH m©HQ (上）p. 256

e-:te- の 対 立 （中）p.76， （続上）p_40，（続下）p_236 

(語頭） (文語：秘史） （続上）p. 93

G

-G/-g (出動実詞形成接辞） （下）P. 85,324， （続上）p.130， （続中）P.137 

-ca- (動作の継起性，継続性を意味する接辞） （下）p.133 
-GS- (文語）（自動詞を他動詞化する接辞） （続下）p. 218 
中合察兀舌剌 Gaるa’fira  (中）P. 319
-Ga6i/-ge6i (文語）（動作を行う人を意味する接辞） （続下）p. 473 
中 合 荅 Gadaの転 写 （下）p. 347
中合温 Gada’Qn (中）p.376， （続上）p.1 92,237, (続下）p. 344 
中合黒察 只 魯 阿 都 古 里 顔 戟 舌 羅 兀 〈魯〉 GaG£a Jilu’§-d u r-iy5n oro’iiト （続中)

p. 262
中合札 舌 児 Gajar (続下）p.547
中 合 札 舌 児 兀 速 訥 額 者 慑 中 罕 惕 Gajar usun-u ejed qad (続下）p.459 
-Galja-2 (中）p.217，（続中）P .309 

中合勒只舌児 中 忽 GalJirGu (続中）p. 80 
中合勒只舌児中忽由Galjirqui-ii (続上）p.123 
-Gana (植物を意味する語を作る接辞） （続上）p.128
-Gana-2 と -l；f a S  -Gal}a2- (中）p.217-218， （続上）p.332-334， （続下）p.113 
GanJuGa (続下）p.184, 303 
中罕主中合束lj_ GanJuGa-la- (続下）p. 303
中 合 舌 児 Gar (下）p. 319， （続上）p.154 
中合舌児闊脱勒田Ga r k 5t5Iten (続下）p.224
中合舌児 - Gar-の 意 味 （上）p. 83，（中）p.103，（続上）P. 6 1 , (続下）p. 555 

〜の 補 助 動 詞 的 用 法 （中）P* 225 
-G ar/-ger (形容詞形成接辞） （中）p.225 
中合舌児荅- Garda- (下）p, 319 
中合荅 舌 児 Gatar (中）p. 300 
中合兀 魯 中 合 Ga’UluGa (中）p. 54 
-Gci/-gci (形動詞語尾）の 成 立 （続上）P.130, 348-349
- ^ in/-g&n (動物の牝やその毛色を表わす接辞） （上）P. 20, 37,144， （中）P.147,

(続上）P. 32〜 34



-Gda2- (受身の接尾辞） （下）p. 2 9 4 , （続下）p. 209
〜 の 「可能」を意味する用 法 （上）P. 2 5 7 , (続上）P. 268， （続中）p.168 
~ の 「尊敬」を 表 わ す 用 法 （中）P.34 
〜 の 解 （受身か敬語表現か） （続下）p.24,326-327 

~が使役的意味を表示していると解することも可能な例（続下）P.165 
中豁阿 go,3 (上）p. 35,37 
中豁多黎 Godoli (上）p.140， （中）p_ 307 
中豁多里惕- Godolid- (中）p_ 307 
中 豁 都 Godu (続上）p.340 
中豁中豁孫 GOGosun (中）P.54
中豁勒 G〇l (中）p. 335,356， （続上）p. 36,328， (続下）p. 548
中豁勒答阿舌里凭 中 豁 多 黎 薛 温 勒 禿 G〇l da'aritu, Godoli se'ultu (上）p.140 
中 豁 魯 木 塔 帖 舌 里 兀 捏 Golumta te r i’iin-e (続下）p.190-192 
中 豁 斡 只 -(3〇,6了丨-(中）p_93 
中豁舌 児 吉 GorGi (続下）p.85
中豁舌羅中罕Goroqaiiと沐舌連m iirenと中豁勒 G〇l (中）p. 356
中豁舌羅中罕G oroqan,(文語）Goruqan, (ハルハ方言）ropXH (上）p .146
-黒撒阿舌児 / -克 薛 額 児 - Gsa’a r/-gse’虹 （副動詞語尾）の 成 立 と 本 来 の 意 味 （中） P.

379，（下）p. 69，（続上）p. 358，（続中）p. 246 
-黑撒傻/ - 克 薛 惕 -G sad/-gsed (形動詞語尾） （中）p. 226,285， (下）p .6 4  202，（続 

上）p. 330，（続中）p. 280，（続下）p.37,162 
〜 が 名詞的に用いられた例 （中）P . 8 5 ,(下）p .2 0 2 ,(続中）p_283 

- 黒三 / -克 先 -G san/-gsen の用法，職 能 （上）p. 29,191, 2 0 8 ,(続上）p. 338 
- 黒三 / -克 先 阿 主 兀 -G san/-gsen aJu’Q (上）p. 6 6 , (続下）p. 259 
-Gsan2 a ju ’a  と -Gsan2 biiliige (続下）p. 259 
-Gsaniyar2 (続中）p_ 247
-Gtun2 (-gtiin/-Gtun), -Gtud (文語） （中）p. 27， （続下）p.18 

(出動動詞形成接辞） （下）p.1 5 3 , (続上）p.199 

-Gu2 (出動実詞形成接辞） （続中）p_80 
中忽ト赤舌里Gub£iri (下）p.216 
中忽ト赤兀舌児Gub£i，Ur (続中）p.31 
中 忽 都 思 Gudus (中）p. 30 
中 忽 只 児 Gtijir- (上）p.275
中忽剌慎-,中忽剌〈都〉 Gulad- (下）p.134， （続上）p. 356 
中昆 Gun(qun) (上）p.147
中 忽 納 真 孛 多 亦 睡 失 秃 Gunajin bodo ide§itti (続上）p.343 
中忽舌闌撒舌剌Guran sara (続下）p. 562 
中 忽 吞 闌 勒 宪 黒 石 阿 Gura(n)ItuG §i，a (中）p_323
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中忽塔阿舌児 Guta，Sr, 中忽秃阿舌児 Giitu’ar (続中）P.294
中忽 秃 阿 舌俨 垂 泥 兀 都 舌 児 失 舌 剌 荅 Gutu’5 r sSni fidur sira4 a (続下）p. 204

中 忽 牙 Guya (上）p.100
中忽余(你)不列額 Guyu(n) bttle’§ (T ) P-335

rap- (続下）p.555 

〜の 補 助 動 詞 的 用 法 （中）p.168 
raTaji-と ！'3T3JI- (上）p .23,111 

0 9 脳 （続上）p .308 

ryTraap， AeTrssp (続中）p.294

-G-(-g- ) の消失と保存（下）p. 1 2 3 , (続上）P.150， （続下）p.535 
(語末の）-G/-g が -ad/-n dなどの添加に伴ない脱落， 弱 化 す る 例 （上）P.39， （中) 

P. 9 3 , (下）p_ 82，122,294， （続中）P. 280, 301，（続下）p. 38 
G(g) と r と の 交 替 （続上）p_57，（続下）P.497

g*

格_ gト （(棄てる》の 母 音 の 長 さ （上）p. 81，（中）p_ 27,200，（続下）p. 283
-格 - - ge- (動作の持続性を示す接辞） （続上）p. 294
-ge- (動作の到終倥を意味する接辞） （綺上）p. 200
格格 gege と格格延 gegeyen (上）p.120-121，（中）p. 69
格格延孛勒中合 - gegeyen bolGa- (続上）p. 60
格 只 格 gejige (続上）p. 3 5 , (続下）p.524
格只格列兀く里〉 ge}ige〗e’m (続下）p.524
格勒不舌列 gelbiire (中）p.112
格 〈鄰〉 geli- (中）p.87
「格木」の 解 （gg-miiか ge-mfiか） （続下）p. 283
格木舌里 - gemiiri- (続下）p. 25,302
gene-の 原 義 （中）P_ 245，（続上）p. 27-29, 190，（続下）p. 224
格年 genen (中）P. 244，（続上）p. 27,190，（続下）p.119, 224
格揑惕 gened (中)‘ 2 4 5 , (続上）p. 27,190，（続下）p.118-119
格揑®格 - gened-ge- (続上）p. 29，190，（続下）p.223
genedte (文語） （続上）p. 37,190
格捏帖 genete (続上）p.37，190
格訥額舌児 geni^r (続下）p_302
格児 ger (中）p.110,350
格舌児帖舌児格（堅） ger terge(n)(続下）p. 50,66〜 72
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格舌侖可兀惕ger-fin k5’5d (続下）p.30,72
格舌列 ger§(gere) (上）p. 254，（続上）p. 255
格舌列， gereト （続下）p.196
格 舌 連 勒 失 闌 勒 gere(n)l 5ira(n)l (中）p. 203
格 児 該 g e r g e iの 「該j の 字 （上）p . 17
格 児 該 保 温 ®r  gergeibay’ii(n)l- (中）p.194
格舌児堅 gergen (上）p.184，（中）p. 373
格舌里額思 geri’お （続下）p. 24
格舌里思格 gerisge (中）p.376
格 児 魯 格 gerliigeの 語 構 成 （中）p.350
格 舌 魯 gerii (上）p，156
格耶克- geyeg- (続下）p.160
格 亦 - geyi- (中）p.343
鈎吉 geUgi (中）P. 60,62
斤 察 思 乞 周 gin6as ki〗u (下）p.45， l l l
戈 勒 蔑 g31me (中）p.256
歌 勒 迷 g61mi (続中）p.31
果舌瞳- g6r-(ii- ) (下）p. 262
戈 舌 劣 額 g5re，0 (上）p.97
戈舌劣額速〈訥〉 的 re’巨s^n (上）p.97
戈舌劣兀魯臣 g6r6’fiHi6h i (中）p.285
歌 舌 魯 列 gSrtile- (続下）p.295
戈 魯 兀 黎 gSrii’SU (上）p.71
歌兀児 gS’Sr (中）！)•149

-gsed [-Gsad]

-克薛你耶く舌里〉 -gsen-iyer (続中）p.247 
-克 敦 -gtiin (続下）p.18 
-克 禿 惕 -gtftd (続下）P.18
古舌劣勒古莽中忽思 giirelkii mangGus (続上）p« 346 
古 舌 魯 g iiriiと赤老温己 ilay’iin (中）p.105 
古 舌 魯 額 giirii’6 (続上）p. 221 
古舌魯蔑列 gtiriimele (中）p.162

r3- 《〜と 云 う 》 （続下）p.283 
r3 3 - (続下）p_ 283
rsrss と rsr33H (上）p.120-121，（続上）p. 255 
r3HA，「3H3H (続 上 )p. 28 
r3H 及3 - (続下）P. 223
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rsp (上）P.114，（中）p.110，（下）p.156 
rspJiYYrss xapb- と rsp33及33 xapb- (上）p .  47

「語幹末音決定原理」 （上）P.70 
「語種類決定原理」 （上）P. 69 
語 中の重子音（上）P.149
疑問語形成の語根（ke- と ya- ) (続上）p.1 7 1 , (続中）p. 66 
疑問の助辞の位置（続上）P. 264

h

哈 赤 の 意 味 （《恩》と 《讎》） （上）p. 220，（中）p. 226，（続上）p.134 
哈赤中合舌里兀勒- haa qari’iil- (続上）p*134 
哈 赤 帖 只 額 - ha£i te〗iye- (中）p. 65
哈黒 - haG-，哈中忽黒三 h a G -(u -G s a n )(下）p .153，（続中）p, 212 
杭 中 合 -hangGa- （続上）p. 236 

合 舌 児 har (続下）p.261
哈舌闌 haran (上）p. 48，183，（下）p.203，（続中）p.270
哈舌児班中忽舌児班古舌列額惕 harban Gurban ktire$d (下）p.18
哈舌里失 (舌 )里 hari iili (中）p.362
哈兀慑- ha’iid- (上）p. 219，（続下）p. 495
哈兀動-，哈 兀 〈魯〉 ha’m- (上）p.l 68，174，（中）p.265
好 兀 〈魯〉 hay’iil- (中）p. 265
赫乞 heki (上）P.114，（中）p_ 202
赫里格 helige (下）p.11，2 2 8 , (続上）p. 347
赫 里 格 禿 helige_t i iの 解 （続上）p. 347
赫里格ト赤 heligeba (下）p.76
含屯^ r  hemtii(n)l- (中）p. 255
赫舌魯巴舌魯答herii baru-da (中）p. 211
赫兀失耶- (続下）p.234
赫 亦 〈魯〉 heyi卜 （下）p. 94, 202
希 扯 舌 列 hiSer-e (続下）p.210
蟢 魯 阿 hilu’a (続上）p，239
蟢魯阿秃- hilu’atu- (続上）p. 80, 239
希舌里扯- hiri6e- (統上）p.139，（続中）P.115

希 舌 離 者 -hirije- (続上）P.139，（統中）P.115

喜舌児篾思 hirmes (上）p.208，（下）p.45
喜g 魯中合懷- hiniGad- (続上）P.79-81
豁阿舌剌- ho’ara- (続中）P,293



豁阿思篾舌児乞 〈敦〉 Ho，as-merkid (続上）p_ 366 
豁黑脱舌児中忽hoctorGu (中）p.254，（続上）p.18 
豁黒脱舌児中灰hoctorGui (続上）p.18
豁黒脱舌児中灰額舌児別格©折兀勒周hootorGui erbege丨Je’filJii (続下）P.110〜114
豁黑脱舌里く中罕> hoctori-Ga- (続上）p.191
豁黒脱舌魯 hoGtoru (下）p.177，（続下）p. 321
槐 主 不 児 hoi Jubur (上）p. 236
槐 帖 蔑 扯 - temede- (中）p. 260，（続上）p. 347
豁只塔剌 hoji-tala， h5ji-tala， 豁辑只塔剌 ho’句i-tala (中） P. 43，（続下）p. 305
恒 h o nと 只 勒 Jil, [ohと）khji] (秘史での用法と現代語での用法） （続下）P，355
恒 突 舌 児 hon-dur (続下）p.481
恒 叱 都 -hon6 id(U) - (続中）p.298
恒赤壇 honci-tan (下）p.102
豁舌来塔剌 horai-tala (続下）p_305
豁児臣，豁 舌 児 臣 hodi- n (中）P.1 0 7 , (続下）p.197
mm- h^ e- (下）！>.176

款迭 h6nde- (続中）p.298
訶 斡 申 h6’猫 n (続下）p. 63
訶舌列捏只 h5rene〗 i (続上）p.91
忽 必 思 hubis (下）p. 45，（続下）p.16
忽荅ぐ舌魯> hudar- (続下）p. 210
忽札兀児，忽札兀舌児 hu：fa’Cir (上）p. 6,9,136,(続中）p.90,122,177,265 

〜 の ，語尾-a を伴った場合の意味（続上）p. 96〜 99 

huja’n r 系統の語とhija’i i r系 統 の 語 （上）p. 9〜 11

忽剌安不中合因證歩黒三抹舌里耶舌児 hula’Sn buqa-yin yabuGsan m6r-iyer (練

忽剌安迭格列〈泥〉 degelen (続下）p. 251 LT) p.115
忽 剌 安 帖 児 格 勒 兀 都 児 hu laln tergel tidtii• ( 中 ）p.110，（統上）p.290
忽 剌 安 帖 舌 児 格 列 hula，互n tergel-e (続上）p. 290
忽 里 牙 売 速 ト 赤 惕 hu】iyatu sub6id (中）p. 319
忽勒中渾 hulqun (中）p.77
忽泥 huni (続上）p.122，（続下）p.132,135
渾只兀 hunji’ii 〜 hiingji’fi (続上）p. 357，（続下）p. 222
渾討兀 huntay/ii (中）p. 300
忽舌剌中合剌- huraqala， （上）p.145
忽舌児罷- hurba- (続下）p.219〜 220

忽舌児罷塔塔 - hurba tata- (続下）p_ 219
忽 舌 魯 兀 huru’ii (上）p. 46
忽迭速 hiidgsii (中）p. 271
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忽客赤く泥〉 htihe5in (続下）p.30 
忽 客 舌 児 hiiker (続下）p.31
忽勒迭- hiilde- (上）p_ 232，（中）p.168，（続上）p, 291
忽勒迭周中合児 - hiildeKi Gar- (中）p.168
忽勒迭勒都-huldeldu- (続上）p. 291
許 列 - hfile-，許列克迭- hiilegde- (続中）p.87-88
忽列迭- hmede- (続下）p.503
許列兀 hfile’S (上）p.137，（下）p. 3 0 4 , (続中）p.88
忽魯舌里格 -hfiliirige- (続上）p.294
忽篾該 Mmegei (下）p. 228
忽捏堅 htinegen (上）p.154
忽 揑 速 額 舌 児 客 亦 思 - hGnesi^r keyis- (続下）p. 4 0 1 , [(中）p.147に関連事項]

昏只兀，渾 只 兀 hiinFfl (続下）P_222

洪只兀列思 hiingliWle-s (上）p.153，（綺下）p. 222
洪失兀堪 hiingSi’fld (上）p.154
忽你児 hiinir (上）p.154
忽 你 思 -hiinis- (上）p.154
忽 訥 児 Hinflr (上）P.154
忽 訥 思 -hiinfis- (上）p.154
忽兀- hii’fl- (続下）p.494

(語頭の）h- (上）p，154， （中）p.114, 254,272•(下 ）p. 43,154，（続上） p. 80, 347, 
3 5 7 , (続中）p_ 87，（続下）p. 234 

〜を保持している形と失った形が共存する例（続下）P.16 
〜を保存している方言（上）P.46，（中）p.2 7 2 , (続上）p.236,347 

(語中に）-h-を も つ 語 （続中）p. 82，（続下）p.118
秘史漢字音訳本の底本〔Urtext，原典〕 （上）P. 206，（中）p. 15, 149,164,168,220,226, 

(下）p. 5,101，（続下）p.181

秘史漢字音訳上の特徴

1 )  語の意味に関連づけた用字（上）p.3
2 )  漢字の意味を考慮し， 音声上の差異を犠牲にした音訳（上）p. 9, 23,45， （中）

p. 29, 34, 61，（下）p. 44，（続上）P. 62, 293，（続下）p. 399, 558
3) 「古」の 字 の 特 殊 性 （上）p.53，（中）p.l25，（統上）p.239,345，（続中〉p,13〇

4) 「忙」の字と「蒙」の 字 （上）p.36
5) -n で終わる実詞+ 対格語尾 i を， -n-ni と す る 音 訳 （上） p. 66， （中）p. 39,

(続下）P. 395
秘史モンゴル語の特徴的な表現法

1 ) 「必 b i j の 位 置 （中）p.169
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2 )  最初に既略的に地城を示し次にその場所を限定する表現法（上）p. 24, 66-67，
(下）P. 233，（続下）p. 563

3 )  同一内容を別の表現で繰返す修辞法〔頭韵〕 （上）p.261,263， （中）P. 89,335,
371， （統上）P. 31，80,127,139，162 , (続中）P. 37,80, (続下）p. 242, 289, 
299,301，548

秘史モンゴル語に特徴的な使役構文と受動構文

1 )  使 役 構 文 （中）P.113,188, 276， （下）P.124, 280， （続上）p.136,182， （続中）

p.187,238
2 )  受動構文（受身形） （上）P.132，（中）p.107,127, 163,173, 217，（下）P.1〇, 211，

338，（続上） p_ 68,371，（続中） p_ 16,78,229，（続下）p.l 57，184,185,458, 
506

3 )  使役形と受身形の意味の相違（下）p.152， （続上）p. 56,303 〔(下）p.140,280,
4 )  受身 表現の二つの様式（続上）p. 32,265，（統下）p.189 L(続上）P* 6〇も関連〕

5 )  使役的意味を表示する二様式（较下）p. 421〜 423 

否定を意味する語（上）P. 60
否定の形（動詞と実詞） （続下）P.159
副詞的動態言，副 詞 的 様 態 言 （下）P. 45， （続上）p. 72,292， （続中） p.30,155,167, 
複数形成接辞，複 数 語 尾 （続下）P. 38,95,439 じ87，（統下）p.16,331，338,464
複 数 形 の 解 釈 （続下）P_ 487〜 488 

honorific plural表 現 （続下）p. 48,488
不 定 格 （上）P. 218,241， （中）p.125,256,269,382， （下）p. 36,201，238,265，（続中) 

P.121，122,145,156,202,205，（続下）p. 76,231，431，354 

補 助 動 詞 （上）P. % ，114，141，167， （中）p.57,78,101，160，168， （下）p. 44,95，113， 
115，152，196，(続上）p.l36,271，（続下）p.120,161

花嫁の嫁入り道具を表わす語（上）P.191〜 192 

羊 の 肉 （上）P.112，（絞下）p.462,547

- i  (述語的に機能する実詞形成接辞） （上）P.103
- i (動詞語尾-u の女性形）の 用 例 （中）p. 2 1 1 , (続下）p. 302,505

ィ （疑 問 の -の 一 変 種 と 見 ら れ る も の ） （下）p, 325

- i〜 - y i 「指定の i」「強調指定の-i」 （下）P. 2 1 9 〜 221，324,346,（統上）P.163,170,292, 
3 4 1 , (続中）p.142， （続下）p. 258,370

- i 〜 yi (対格語尾）の，《〜の ことを》 と 訳 す べ き 用 法 （中）p. 374，（下）p.170
〜を 繰 り 返 し 附 す る 用 法 （続上）P.120
〜の ，主格表示— D の 「従属節の主語を示す対格語尾 - i y i i の項参照]
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〜のニとおりの読み方の可能な例（続中）P.1 3 4 , (続下）p. 478 
亦不侖 ibiiliin (ibiil-〜 ibiilii- ) (続下）p.13 
亦赤勒勤札舌児中合黑制kin 】arGaG (中）P-315 
亦出-，亦 〈純〉 (中）P. 35，（統下）p. 486 
亦出阿- i6 1 1 (中）P. 35 
亦出中合- i£uGa- (中）P. 35，（続下）p. 486
-id- (-yid- ) (出実動詞形成接辞） （下）P. 229，（統上）p.1 6 1 , (続下）p. 331 
亦 唾 - ide- (統上）p.135 
亦睡延 ideyen (中）P.167 
亦惕客勒薛慑乞- idkel sedki_ (下）P.171 
亦慘〈中罕〉 idqa- (続下）P. 210 
亦 都 兀 银 idu’tid (続下）P. 84 
亦 都 舌 列 -idtire- (下）！>•160，（続上）p, 253 
亦 古 勒 古 - は の 二 つ の 解 （続上）！>_198 

亦剌阿舌里 ila’ari (下）p. 50 
ila- ！:《勝つ》の文語形〕の生じた過程（下）P. 55 
ila-:ilaGu- (hji- と fl/iryy- ) (下）p. 55 
亦剌黑- ilaG- (下）P.55，（続下）p.155，157 
ilbi (文語） （続上）P. 84,251 
Ubi- と ili- (文語） （上）！).122-123 

亦 列 - ile- (上）p. 7 7 , (続上）p. 200，（続下）P.184,485 
〜の 補 助 動 詞 的 用 法 （下）P.113,196 

亦魯ト帖 iHibte (続下〉p. 546 
亦魯該 iliigei (下）p.112
亦馬阿舌里 ima’互r-i (上）p.18， （下）P_221，3 2 4 , (続上）P.212， （続中）p.142， 

(続下）P. 268
亦馬莶 imada (上）p.18，（続上）p. 2 1 2 , (続下）p.267 
亦馬宜 imayi (上）p_ 18， （続上）！)• 86

* in， * a n 系の三人称代名詞（上）P.18，（下）p. 324，（続上）P,212，（続下）p.2防 

* ina- 系の語と*£ina-系 の 語 （続上）p.37〜 40 

亦 揑 舌 魯 inerfl (中）p.13 
影吉舌児察黒 inggirSac (続上）p. 60 
引者 in；fe (上）p.191 
亦訥 inu (上）p.18，（続下）p. 20，131-132 

〜の 読 み 方 （前置の in uか後置のh m か） （続中）p. 267 
亦舌忽舌里-iquri- (下）p，132 
亦 舌 剌 答 irada (中）p. 44 
亦 舌 列 - ire- と与位格語尾（上）p. 77



ire- の 意義と用法（上）p.49,223,(統下）p.80,337 
亦 舌 列 埃 ire-’句 の 訳 （上）p. 274
亦舌列克迭- ire-gde- (下）p. 2 1 0 , (続下）P.241，421-423 

亦舌列兀〈魯〉 ire-’m- (続上）p.182
亦 舌 児 格 i r g e  (モ ン ゴ ル 包の下縁部の細い帯》 （続下）p . 1 5  

亦 舌 児 格 i r g e 《去勢羊》 （中）p .  3 7 0 , (続上）p . 1 7 6 , (続下）p .  4 6 2 , 5 4 5  

i r g e 〜 i r g e n 《人々》 （下）p . 2 1 2

亦児堅，亦舌児堅 irg e nという語の，現代諸方言での用法（上）p.47 
〜 の 「文法的複数扱い」 （上）P. 51，（下）p. 61-62,(続上）p, 257 
〜 と ulus (と haran) の意 味 の ち が い （上）p.48， （中）p. 360， （下）p. 25，105, 

(続上）P. 268，（続中）p. 201 
亦 舌 児 格 訥 嫩 秃 黑 irgen-ii nuntuG (続中）p.200 
亦舌里扯兀勒- iriSe’fil- (続中）p.115 
亦 薛 舌 里 iseri (下）p.351 
亦 思 該 isgei (続中）p.100 
亦 帖 格 勒 itegel (下）p_171 
亦 秀 格 孫 Mges-iin (下）p. 54
-iyan/-iyen (再帰格語尾） （続中）p. l56,202，（続下）p.350,438 

〜の 呼 び か け 的 用 法 （中）p. 219 
〜の再帰属格形としての用法（下）p. 78，（続中）！).81 

-iyar/-iyer (造格語尾）の 《〜を通って》を意味する用法（統上）p. 6 8 , (続中）p.9, 
(続下）P. 250

〜 の C〜を伴なって，〜と共に》を意味する用法（中）p.343，（続中）p.9 

Hp- (上）p. 223，（続下）p. 80

i 母 音 の 転 位 （上）P.149，（続上）p. 294,368，(続下）p. 204 
i の 折 れ （上）P.137，（中）p. 47，（下）p. 303，（続上）p.l25,306,368，（続中）p. 211 
(語末に）4 をもつ形と然らざる形の交替（下）P-193,337， （続上）p.18，（続下）p. 

562

i を含まない語：i を含む語（文語：ハルハ方言） （上）p. ：U6

i-〜 ni-の 交 替 （中）p.36
(語末の）-又 と ィ の 交 替 （続中）P. 210
(第一音節の） i : u/ii (文語：秘史の言語） （上）p.10,136， （中）p. 3 1 0 , (下）p. 45, 

133,303，（続下）p.14,221，419,463
(秘史モンゴル語における）i〜 i iの 交 替 現 象 （続中）p.18,209, 2 4 4 , (統下）p. 354 
4 で終わる実詞の複数形（中）p. 94，（下）p.128
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札 阿 - Ja’卜 （続中）p.136
札阿中合-知，tea- (上）p. 258
札阿舌里居 Ja，5rid (中）p.349，（続下）p.158
札阿舌鄰 Ja’Srin (中）p.349，（続中）p.136，（続下）p.158
札巴只你牙舌児 Jaba了in-iy arの 解 （続上）p, 66
札ト中合-}abqa- (中）p.181，（続下）p.458
札银 lad (上）p.186
札 荅 】ada (下）p.133
札荅剌- Jadala- (下）p.133
札中忽惕亦舌児堅 ；[aGud irgen， 札 中 忽 敦 亦 舌児堅 JaGud-un irgen (続下）p. 

554〜 555

札興 ；fahing (続中）p. 82 
札 剌 麻 Jalama (続上）p. 84
札 剌 兀 JalaA〜 札 剌 危 如 a’U! 〜 （札剌温）Jala’iin (上）p. 2 0 , (綺下）p.252
札勒把舌里 - Jalbari- (続上）p.85
札里舌刺-;falira- (続下）p. 211，301
札勒含失黒壇 JalqamiiGtan (中）！). 204

盞討兀 iantay’ii (続上）P. 241
札 中 合 Jaqa (続中）p.313，（続下）p.294
札中合温 Jaqa’Gn (続中）p.313，（続下）p.262,294
札舌児必牙勒 Jarbiyal (下）p-170
札舌児中忽 JarGu (続中）p-116，（綺下）p.61〜 63

札 舌 林 Ja rim と札舌里木慑拉 rimiid (と qaGas) 〔意味の変化と保存〕 （下）p.287〜  

289， （続下）p. 40〜 43,44 
札舌児里黑孛く魯〉 ]arliG bol- (続中）P.9,27 
札 舌 児 里 黒 篾 迭 究 該 JarliG m edettigei (続下）p_288 
札 撒 - : fasa- (下）p. 39，（続中）p. 290，（続下）P_ 522 

札 撒 黑 ！ asac (中）p,1 0 9 , (続上）p. 368，（続下）p* 116,346 
札 撒 黒 孛 勒 中 合 - JasaG bolca- (続上）p. 368，（続下）p. 346 
札 撒 黒 款 迭 _ JasaG k如 de- (続中）p_ 298，（続下）p. 346 
札撒黒剌- iasaGla- (中）p.109，（続下）P.115 

札 撒 兀 勒 Jasa’m (続下）p. 522,524
札兀惕中忽舌里；fa’iid-quri (下）p_68，（続上）p.155， （続下）p.555 
札兀中合速 Ja’i i G a s i i(中）p.51 
S M  jautau (T ) P.69



札牙阿宪脱舌列克先了aya’atu tSregsen (秘史の冒頭部分）の l a y a lとは？ （上) 

p.14
札亦剌中合舌魯牙了 ayila Garuya (続下）p .197

者 Je (間投詞） （上）p.l76,272，（中）p. 280，（続下）p. 330
者 安 答 中 合 舌 児 壇 Je andaGartan (中）p. 280
者孛魯勒察 - Je bolul£a- (上）p. 272
者 帖 里 Jeteli (続下）p.337
者因那可舌児货 -yin n5k6r (続下）p. 330
者 Je (当為的推量の助辞） （上）p. 228
者 ( 強 意 の 助 辞 ） （続中）p. 236
者 別 列 - 3ebele- (下）p.175,178
折不格 iebiige (中）p.63
者 惕 古 - 5edgti- (続上）p. 366
者 額 ：feS (上）P.261
者額舌児迭；fe’̂ rde (続下）p.331
者乞舌児 -Jekir- (続下）p.301
咕連 Jemlen (続中）p. 210
征 古 - ; fenggii- (下）p. 277
者舌児格 5erge (中）p. 280，（下）P. 219

者舌児格額舌児丨erge’Sr• ( 下 ）p.218
折失-，者く申〉 喊 i- (中）p.299,336
趙官 Jetjgan (続下）p.249
-只 - (partitive の接辞） （続上）p. 91，136
-了i’ai (-Jn’ii の女性形） （上）p. 2 1 , (中）p.165
只ト失額舌児-，只ト失額く舌侖〉 ；fib§i’§r- (下）p.133，（続上）p. 71，（続下）p. 281 
只池 了 (下）P. 56,232，（続下）p. 224 

只 中 合 臣 ( 中 ）p.285 
只 克 禿 - ligtii- (中）P.35l 
只 勒 荅 ；filda (下)—p.140
只勒苔孛勒荅 - Jilda bolda- (下）p,130,140，（続上）p. 56
只 勒 都 识 dU (上）p_91，（続中）p,211
只羅阿扣〇,5 (続中）P.154,262，(続下）p.337
只 魯 阿 lilu’a (続下）p_ 486
-lin (「部族•氏族」を表わす女性形） （上）P.37
征 古 - 恥 ggii- (続下）p.208
整 〈坤> Pngkti- (下）p.277
只舌剌木傻 Jiramild (中）p. 65
只舌林 Jirhn (続下）p.13
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只 舌 鄰 】 irin (中）p. 2 0 , (統下）p.182〜 183

只舌魯格 JM ge (下）p. 1 0 4 , (続上）p. l 72,191
只 舌 魯 格 牙 荅 - prfigeyada- (続上）p. 3 0 7 , (続下）p.117
只 舌 児 瓦 安 ；firwa’a n と只舌児中豁安 JirGo’如 （数 詞 の 《六 > ) ( 続上）p.9〇
只 速 列 - lisflle- (続下）p. 418
只兀- ifi’li- (続上）p.334
只 兀 舌 児 篾 克 Ji’flrmeg (続下）p.460
卓 中 忽 都 思 中 合 惕 中 忽 -负 Gudus qadqu- (中）p. 31
勺 乞 -；[oki- (続上）p.264
拙 舌 児 乞 蔑 思 I〇r kimes (下）p.104
拙舌児中合勒苔-如 rGalda- (続下）p.488
勺 莎 】 oso (続下）p.395
拙ト 58b (中）！).119， （下）p. 325，（続上）p.. 266
勺 ト 額 薛 学 魯 - 1況> ese bo卜 （続下）p. 463
勺 必 塔 必 孛 勒 - }6b-l t a b i M - (下）p.325， （続下）p.49〇
勺 不 兀 塔 不 兀 JSb-ii’fi tabu’a (下）p. 325
拙 額 -；[S’卜 （中）P. 1 7 7 , (続中）p.181，246
荘 JSng (続中）p.143
づu/-和 （副動詞語尾） （上）P. 2 2 , (下）p. 8 , （続中）p . 205
-Ju(-cu) a-(bu- ) (中）p. 1 3 1 , (続下）p.156
-Ju ab- (上）p. 1 6 7 ,（続上）p.136

-；fu(-£u) ile- (下）p. l l 3，196
-Ju filii bol- (続中）p. 271
-}u yada- (中）p. 97， （統上）p.152
主 不 舌 児 Jubur (中）p.319
主 中 合 - 5uca- (続上）p.150
主 中 忽 思 ；[ugus, Juqus (上）p. 227，（下）p.45

主 札 阿 納 阿 亦 速 中 渾 ；fula’an-a ayisuqun (続上）p. 342
准答兀勒 ] iunda’i i l (続上）p. 86
主 撒 - iusa- (続下）p_ 393

主 撒 黑 lusac (続下）p_545
主速舌里く敦> lusurid- (続上）P.160

系語尾の，意 味 •意 義 素 （上）P.194， （中）p.106,292 (下）

2 7 3 , （続上）！).58 P.的，心。，

〜 の C〜していた》を 表 わ す 用 法 （下）P. 64，130， （中）p, 279 
〜 の C〜し て い る ， 〜し て あ る 》 と 訳 出 す べ き 例 （続上）p. 58 
〜 の C〜し てしまう》を表わす用 法 （下）p . 275 
〜と -ba/-b eの ち が い （下）p.270,273
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〜 と - la，豆 系 語 尾 （下）P. 273 
- 主 為 -知 ’对 H u ’n の複数形） （続下）P .183 
-周 不 列 埃 - 拍 biile’§i (続上）p.71 
-周 斡 克 - -Jii 5 g - (下）p. 95 
主 因 亦 児 堅 J f y i n  irgen (上）p. 216
主 ト 赤 - 抑 ^ -  G u b 5 i - ) (続上）p .171， （続中）P .173，（続下）p. 489 
諸 額 - ；№ 1 - (中）P .177，（続中）p .181

竹 克 竹 克 抹 舌 児 抹 舌 児 禿 舌 里 顔 Kig Kig m5r m3r _t£ir_ iyen (続中）P.307
主 乞 耶 舌 児 • ( 続 中 ）p.251
竹 克 列 兀 ( 続 中 ）p . 114
竹克途舌児轉舌羅兀® r  oro’i H - (続下）p. 399,486
主 格 黎 〗tigeli (上）p . 192，（続下）p. 465
主格ぐ舌魯〉 和g e r - (続下）p. 465
主 勒 都 扣 Idii (続中）p.211
主舌 魯 格 J iiriigeの第三音節の子音の有声 •無声について（続上）P .172,191 
主 舌 魯 格 牙 荅 - 拍 riige y a d a - (続上）p .172,191 
3 i i r i i k e ( n ) (上）p .137 
主 亦 列 主 亦 列 了 iiyU-e 了iiyil-e (続上）p_ 23

3a (と THiiM) (上）p_ 176，（中）p. 280
3apHM  (と xarac) (下）p. 288，（続下）p_42
30B (中）p.120
3 0 B X 0 H (続上）p. 267
3ypraa(H) (続上）p. 90
3Yr33p (続中）p_ 251
3YPx (下）p.11，（続上）p. l72，191，307，（続下）p.117 
3 Y T r 3 - (甲）P. 351
33psr，33pr33p (中）！). 280，（下）p. 219
393 (上）p. 272
->k(-h) 6afi- (中）p.131
- jk 6〇jioxrYH (続中）p.271
->k xouop- (中）p.101

- hc flA- (下）P. 268
aiyyjiHHH (続上）p. 335

-J- と -d- の 交 替 （中）p.75 
- I- と -y- の 交 替 （上）P.142 
実 詞 の 性 と 数 （上）P.102
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実詞の造格形で終わる表現（続下）P_114〜 115

実 詞 語 幹 •動 詞 語 幹 共 用 の 語 （上）P. 88，137,276，（中）p. 96，189,207， (下）p.134， 
260，（続上）P. 41，175,200,327，（続中）p. 6 3,1 02, (続下）p. 98,222,367 

自 動 詞 の 受 身 形 （中）P. 58，107,174，（下）p.1〇 ,210〜211，338，（続上）p. 371 
自 . 他 両 用 の 動 詞 （中）P. 89，141，（下）p. 62,63， (続上）p. 2 9 2 , (続中）p. 36 
従属節の主語を示す対格語尾（上）P. 80,134,236， （中）p. 28,127， （下）p.196,211， 

301， （続上）p_ 48,78,96， （続中） p. 215,235， （続下）p. 36，102，108-109, 
194,396,478

受動文•受動表現— [h の 「秘史モンゴル語に特徴的な使役構文と受動構文」の項参照] 

順 序 数 詞 を 形 成 す る 接 辞 （続中）P. 294
女性形語尾が人以外の対象物に関して用いられた例（続上）p. 32〜 34,250 

属格語尾を表記するのに用いられる文字（続下）p.403

k
客 ke (牙兀客 ya’fi ke) (下）p.238 
客- k§-《〜と 言 う 》 （上）p. 81，（続上）p. 51
客卜帖兀勒 kebte’fil (続上）p. 277,283，（続中） p. 284,311〜 313， （続下）p. 3 7, 63〜 

65

客 扯 兀 ke£e’S (続下）p.1 4 2 〜 145
客額 - ke’g- C〜 と言う》 （続下）P.85
ke’色-と kele- (中）P.136,138， （続上）p. 51，（続下）p. 49
ke$ - で 受 け る 文 の 起 点 （上）p. 2 1 7 , (中）p_129
客 額 里 ke’卽 （上）p.180
客格速 kegesii (上）p_ 274， （続下）p. 557
客 格 速 列 -kegesiile- (上）P.275，（続下）p.557
客 古 〈里〉 k e g i i l (上）p.234
克 kei (上）p.233
客 亦速木薛児 keisihntiser (上）！). 234，（続下）p.107 

客只額 keiiS (中）p. 211，（続中）P. 66，142 

客客 keke (中）p，349 
客 客 孫 kekestin (続下）p. 557 
客 勒 別 思 kelbes (下）p.45，（続下）p.336 
客 列 （客連） kele(n) (下）p.1 2 9 , (続上）P.16，（続中）p. 308 

客 列 阿 〈不> fcele ab- (下）p.128
客 列 （客連） 亦舌列兀〈魯> k e le(n) ire- (下）p.124，（続上）p.16 
客 列 （客連） 古児格兀く魯> fcele(n) kiirge-’fiト （下）p.63.124，（続上 ） p_16 
客 連 乞 - kelen (続上）P .16
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客 連 古 舌 児 〈堅〉 kelen kiirge- の二通りの解釈（下）p. 345〜 346 

客 列 - fcele- (中）p_ 136,138,(下）p. 3 4 5 , (統下）p. 49 
客 列 赤 列 -keleSile- (続中）p.308
客 里 k e l i《いつ》 （統上）p.171，（続中）p. 6 6 , (続下）p. 337
客 勒 乞 -kelki- (続上）p.346
客 勒 帖 該 中 合 打 keltegei qada (続上）p. 93
客 魯 舌 漣 Kelfiren (続上）p.308
坎客く侖〉 kemkeト （続上）p.2 5 0 , (統中）p.166
客木格 里 惕 kemkeri-d (続上）p. 250
客木客舌魯，砍 客 舌 魯 kemke-rii (中）p.263 (下）p.177,(班上）p. 250,357，（続下) 

-ken (下）p. 7 5 , (中）p. 315， Lp. 321
ken (下）p. 238
客 舌 児 ker (下）p. 311，（統中）p.314 
客 舌 列 -kere- (統上）p.3〇5 

客舌列勒 k e r e l (続上）p.305 
客舌列兀〈舌里〉 kere’flr (下）p. 245 
客舌列〈吉〉 kereg (中）p. 293 
客薛- kese- (上）p_218
客失克，客 石 〈格〉 keSig (中）p. 1 6 , (綺上）p_ 278,283 
客失克豁阿舌剌- ke%  ho’ara- (続中）p. 296 
客失克幹舌羅- ke5ig oro- (統上）p.282〜 2 8 4，（続中）p.262 
客失克田 keSigten (続上）p. 276,277，(続中）p. 262,284,297 
客失克帖泥蔑迭 - ke§igten-i mede- と 客 失 克帖泥札撒 - fce5igten-i J a s a - (続中) 

P.289
客禿格勒〈氇〉 fcetiigellfe- (絞中）p.309 
客禿©- fcetfll- (上）p. 22，（続下）p. 329 
客秃思 ketfis (下）p.45，（続下）p.328〜 329 

(文語の）keii(n) と kSbegfin (上）p.32〜 34 

客兀舌児格 ke’flrge (続下）p.31
客兀舌魯 ke’flrfi (中）p. 263，（下）p.177，（続下）p. 321
客 兀 思 ke’fis (下）p. 45
客兀思察ト赤- ke’iis Sab£i- と quGus £ab6i- (下）p.122 
客 延 key6- n C〜と言って》 （中）p. 1 3 6 , (下）p.77， （綺上）p. 1 8 1 , (統下）p.253, 

〜の形動詞的用法（続上）P. 29 L382
客亦不舌児 keyibfir (続上）p_345 
乞赤都® kicidud (続下）p. 480 
乞赤昂古 ki6i$nggfi (下）p. l 93,337，（続下）p. 446 
乞 額 惕 ki’M の意味と用法（下）p. 29,208，(続下）p.130
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乞古舌里 -kigtiri- (続上）p. 181 

乞里古 kiligii (上）p. 233，（続上）！>_ 129 

乞 魯 古 kiliigii (続上）p.129 
乞 里 耶 児 ldli-yer (上）p.123 
乞 木 勒 kim ulと乞木速kimusu (上）p_ 219 
kinggii (続下）p. 464 
軽古勒- kinggiU- (続下）p.464 
軽古舌里 -kinggiiri- (中）p.375，（続下）p.464 
軽古舌魯察卜赤 - kixiggiirii eab£i- (続下）p. 321,464 
軽古思 kinggiis (中）p. 2 6 0 , (下）！>.45 

乞 舌 魯 額 kirii，§ (下）p.41，（続下）p.180 
乞 〈散〉 kisa- (上）p,244 
乞 撒 勒 k i s a l (上）p. 244 
乞(失)田 kiSiten (下）：).85 

乞 禿 中 孩 kituGai (下）p.193 
闊ト失勒都-k5b5Udii- (続中）p_142 
闊朶額阿舌刺く侖〉 K6d5’レa r a l (下）P.87 

歌多勒- kSdai-の 意 味 （中）p.203,211 
〜 と neU’fi- (文語ne的 -）の意味のち が い （下）p.182，（続上）p. 90 

歌多勒（格 ) - k6d51(ge)-の 「歌」の 表 記 （下）p.18,93
可 乞 - k5ki-，可乞兀勒迭- k6ki-’m-de- (中）！).257， （続上）p.125， （続中）p.79
闊闊 k6k5，k 3 k 5 - (下）p.93
闊闊迭ト帖S児 k5k5 debter (続中）p.117
闊勒 k5I (中）p . l 43,211，（下）P. 93,319
闊勒巴児中忽真脱古木 K51barGu3int5k5m  (上）p.65
闇 勒 阿 納 闇 薛 舌 列 中 合 舌 児 阿 訥 中 合 札 舌 剌 k3 1 anu k6s3r-e Gar anu Gajar-a 

という表現の含意（続下）P.531 
闊勒都舌里顔都舌魯- k61-dfir-iy§n diir- (続中）p.201 
闊 勒 -kol- (上）p. 263，（中）p. 210 
闊勒赤舌児格-妨记 irge- (続下）p, 234-235 
闊 勒 迭 k6Me- (下）p. 319 
可 勒 格 -k31-ge- (上）p. 263 
款迭- kiinde- (続上）p.101 
款 迭 列 都 由 k6ndelediii-S (続上）p.123 
款 多 列 都 k5nd51edii (続中）！).79 

匡失列蔑勒 k6ng：iile-m e l (上）p.111 
可 舌 里 速 k6risii (中）p.298 
闊 薛 〈舌列〉 k6ser (続中）p.201



闊 脱 臣 k6t6£in (続中）p.19
闊 脱 揚 札撒兀勒罷 k5t6d iasa’mba. (続上）p.327
可團勒 k 6t f K n ) l (中）p. 2 0 7 , (続上）p.327
kotol jasa- (続上）p. 327
k6t5I- (中）p. 2 0 7 , (続上）p_327
可兀 (中）p. 315，（下）p. 75， （続上）p. 4 9 , (続中）p. 207
可兀赤く連〉 k6’fi5ile- (続中）p. 201 
可兀©  k6’fld (中）p_ 58，125，（続上）p_49
可兀都延（k6’fid-ii-y目！!〜 k6’3d-ii’gn) の 解 釈 •転 写 （続中）p_ 201，（続下）p. 284
可兀客く都> (上）p. 32
可 兀 客 都 延 ば ’石ked-ti-ySnの- ii- の 解 釈 （中）！).85

可兀客く泥〉 ki5’3ken (上）p. 32，（中）p. 315，（下）p. 75，（続中）p. 207
可温 k6’fin (上）p.31，（中）p. l l 2，125，（続中）p.207
可温古温 kd’Sn kii’fin (中）p.112
可兀舌児格 k6’firge (続下）p. 31
闊亦慑- k6yid- (続中）p_93
闊 亦 田 k时 iten (続中）p.142
古 kii (助辞•小辞） （上）P_ 57，（中）p. 338，（続下）p. 322
-古 - fcii (形動詞語尾） （上）P. 54,55， (続上）p.163
古ト臣 ktib£in (中）p.125,(続上）！).339

古出 (上）p. 54， （続下）p. 446
古 出 牙 く 丹 〉 yada- (続下）p. 335
窟出鼸控 kiieiigene (中）p. 302
窟出古児 ki^ iig iir (中）p.154
古出舌児格古く泥〉 (中）P. 374
- 恢 ( 彩 動 詞 語 尾 - 尬 の女性形） （中）P. 203，（綺上）p.163

〜 が 「-古亘」 -kiiyiと表記されたと見ることの可能な例（続上）P.163 [関連事項 

(続中）P. 262]
曲魯克，曲魯く吉〉 尬 liigの 意 味 •用 法 （上）P.39，（下）か四4，（続中）p.132 
曲騄兀く的〉 ktilii’Sd (下）p.294 
曲騄兀惕阿黑騸思砬姐’貼 actas (上）p. 39 
kiimtis (文語） （続下）p. 403 

-k iin (形動詞語尾） （続中）P.134 
坤 都 抹 舌 児 秃 古 温 kundii mortii kii'un (続中）p. 92 
古 捏 速 捏 阿 把 〈闌〉 kiinesiin-e abala- (続上）p. 92 
孔客-，孔 〈牽〉 kむngke- (中）p. 233，（下）p.169 
古 舌 児 -ktir- (上）p. 54,55 

〜 の 意 味 （上）P.183，（中）p. 5 1 , (続上）p. 230
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〜 と 格 語 尾 （上）p_ 77，（中）p. 51 
〜の 受 動 形 （続下）P. 475 
古舌児格勒く敦〉 k f i r g e ld t i - (続上）P . 230
古舌児格兀く魯> kiirge，3 l- (中）p .188, 276，（下）p .124，（続上）p. 302〜 303 
古舌児帖- f c i i r t e - (続上）p.302，（続下）P.475 

古児敦 kiird&i (上）p. 226 
古 舌 列 格 k3rege (続中）p .176 
古 舌 列 干 kiiregen (上）p. 272 
古 舌 零 kiireng (続下）p.480 
古 舌 列 延 kfireyen (中）p. 355 
古舌里格傷帖 kiiriged-te (上）p. 272 
古舌里延 kiiriyen (上）p. 54，（中）p . 166
古兀 kii’ii (lcii’丘n の不定格） （上）p.114，（中）p .125，（綺下）p. 403 
古兀列勒敦 k tra ie- ldU-n (上）p.114 
古温 kii’Sn (中）！).：125,139，141，（続下）！).403 

〜 の 「古」の 表 記 に つ い て （上）p.53 
古 兀 舌 児 格 kii’firge (上）p.54，（続下）p.31 
窟 兀 児 格 fcfflrge (続中）p .176

-x C〜の も の 》 （上）p . 158 
xufi (上）p. 233

(下）p _ 29,209，（続上）p . 13 
x h j i  (上）p . 123
x e^e ji-^  x©Ae^M0pJie-(中'！ p. 203 
xejier (上）p.39， （続中）p.132 
X0JIHYY (続下）p. 235 
xexeji ^  rexe^i (_b) p. 234 
xyh (中）p.113

xyhhQ cafiHbir xaKHjia沉 mぬ . … (上 ) p .  52， (続 中 ) p _  132 
x Y p - (上）p .I83， （中）p.51
XYY, XYYX9H, XYYX3A  (上）p, 32，（中）p .112,125,315，（下 ）p. 75，（続下）p. 207
X3333 (続中）p . 142 
X3PYYJI (下）P.245，（続上）P.305 
X3psr (中）p.293 
X3UYY (続下）P .143

k5 を 表 わ す 文 字 （下）p_ 93， （続上）p. 55 
kUを 表 わ す 漢 字 （上）P. 54



6 1 4 元朝秘史全釈語句•事項総索引

仮定の副動詞語尾— [-’asu/-’私i i の項]

敬語形語尾，敬 語 表 現 （上）P.56,178,2 5 3 , 2 7 2 , (中）P.34，（下）P.212,338，（続中) 

P.187，（続下）p. 48,351，458,463,475 
形容詞的実詞形成接辞の体系（上）P.20,102

I

-1- (iterative の接辞） （続上）p. 332,346
-1-と -la- の，実詞を自動詞にするのに用いられた例（続上）p. 252
- la-/-Ie- (出実動詞形成接辞）の 意 義 （上）p.114
-la’a 系語尾の意義素（上）p.195，（下）p_2 7 3 , (続上）p.359
-la’a 系語尾と-Iu S 系 語 尾 （上）p. 253
-1M (-la’#  の縮約形） （中）p.131
老 撒 laysa (続下）！).481

- i c a ► L_ldu_ と-lea-]
-Ida太（男性の個有名詞作成の接辞） （上）p. 37，（下）p. 49 
- Idu- と -l£a- (上）p. 71，135，（下）p.133 
(文語の）ぺGa2- (causativeの接辞）の 成 立 （続下）p. 40 

(出実実詞形成接辞） （中）P.104，（続上）p. 200 
-ligi (動詞女性形語尾） （中）P.86
-13a2- (中）p.162,217，（続上）p. 66,330，（続下）p.113,318 
- l]fa2- と-Gana-2の ち が い （統上）p. 332〜 334 

-ljin (下）p. 49
(下）p.203，（続下）p.561 

—Iten (下）p. 203 
-ItuG/-ltug (中）p. 324 
-l u l (動詞語尾） （上）p.195,253

(共同格語尾） （続中）p . 1 1 1 ，1 4 4 , (続下）p .  6 2  

- lu n /-m n  (女性名に附加される接辞） （下）p. 264 
- 魯 -lii (小辞） （続下）p. 322 
- 魯 額 你 客 捏 -lUSniken-e (続中）p.111

1〜 n の 交 替 （上）p.164，（続上）p. 328，（続下）P.194

五音と！•音にかかわる異化現象と，両者の入れ替わり（上）p. 2 3 5 , (続上）！).308

-1〜 -su nの 交 替 （上）p. 219
-1-sun(siin) の -】-の 脱 落 （続下）p.16

づI と-;I の 交 替 （上）P.113
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m

- iW -m e (出動実詞形成接尾辞） （下）p_105 

-mad/-med (続上）p. 211
馬中合 maca (上）p.163，（下）！).330，（続中）p.93，（統下）p.210 
-macai (動詞接辞） （続下）p.493 
-mal/-mel (出動実詞形成接辞） （上）p.111 
馬里 〈安〉 ma】i’卜 （続中）p.123 
馬里牙 - maliya- (中）p. 236
馬納中合児 m anacar (中）p.369，（下）p.338，（続上）p_169,309,(続下）p.210 
m anaG ar系の語と marGa§i 系 の 語 （下）p_132 
manaGari (続下）p. 210

馬納中合(舌 )児 石 manaGargi (下）P,132， （続上）p. 20，（続下）！). 210 

馬納中合舌魯 manaGaru (続下）p_210 
忙 吉 児 速 〈你> m anggirsun (中）p. 45,49,270 
蟒古思，莾 中 忽 思 mangGus (中）p . 8 6 ,(続上）p. 346 
莾来 m anglai (~p) p.128
莾 来 敦 答 中 合 黑 察 你 都 秀  m anglaj dumda GaGca nidutu (_h) p. 41,125
莾 剌 〈納 〉 m anglan (下）p.128
馬納 m anu (中）p.34

馬中孩- maqa卜 （続下）p.363
馬舌剌〈安〉 m a r a l- (続上）p.367
馬 舌 里 牙 -m ariya-， m arijほ - （上）p .149，（続上）p.369 
馬 舌 里 顔 m ariyan (続上）p. 369
m ay’ii 〜maゲ对 〜 ma ゴ nn (上）p. 20,102，（続下） ！). 251，252,285,419 

卯 兀 m ay’n
卯 危 m ay’iU の 用 法 （上）p.102 
卯 温 m ay’a n の 意 味 （続下）p.188,288 

卯 危 斡 揚 - m ay’a i od- (上）p_276 

卯危剌- niay’Gila- (下）p.329，（続中）p.167 

卯 兀 刺 - m ay’iila- (中）p.90， （続中）p.167 
卯 兀 中 合 鄰 m ay’Gqalin (下）p_49 
蔑 を  mede- (続中） p. 290， （続下）p. 237,288 

〜と 兀 中 合 -uqa- (中）p. 232 
篾 迭 額 兀 該 mede，6 iige i の 解 （続下）p.159 
篾 迭 舌 列 -medere- (下）p.88 
蔑 格 只 〈連〉 m egeiile- (下）p.113
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篾勒〈氈〉 me〇e- (続下）P.363

蔑揑 mene〜蔑年  menen (上）p.188,197
篾 舌 児 mer (下）P.48

篾児干 mergen (上）p. 34，（中）p. 40
篾薛 mese (下）p.193
篾圖，篾 禿 metii (上）p.188，（続下）p.131
米 跌 舌 里 -mideri- (下）p. 96
米納阿 (上）p.164，（続上 ） ！)_328
敏中合里兀憾minGali’nd (続中）p.301
敏中合里兀歹 minGali’iidai (続中）p.30l
米 訥 mimiの解釈（呼格か主格か） （上）p.132

〜の文中における位置（前置と後置） （続下）p.20，188 
〜の ー 用 法 （続下）P. 432 

米 訥 埃 minu’M (続下）p_262 
抹 赤 m〇6i (続中）p. 250，（続下）p. 31 
modun (続中）p.250，（続下）p.31，489 
抹敦薛兀勒 modun se’f i l (続下）p.489 
抹只舌児中合〈中渾〉 moJirqaG (続中）p_167 
忙中豁勒 Mongcolの 「忙」の 字 の 転 写 （上）p.36
「忙 中 豁 侖 紐 察 脱 （ト)察安」 MongGolun niu己a tob£a’豆!！と い う 表 題 （上）p.7,

(続上）P. 265
抹中合阿— moqa- 3 - (続中）p.116 
株中忽惕中合-moqudqa- (続上）p.136 
mori(n) (下）p. 40，197 
mori unu- (上）p.178，（中）p.163 
抹舌驪剌- morila- (上）p.77，（下）p_192 

〜の 意 味 変 化 （上）p_178，（下）p. 212 
抹舌鱗秀 morintu (上）p.161 
抹亦勒孫 moyilsun (中）p. 44 
抹赤吉- mo£gi- (中）p.152，（続上）p. 62 
抹額列憾- mSSled- (中）p.233, ■(続上）p.60 
抹客額列揭- m6ke$ led- (続上）p_60 
抹可舌里-，抹闊舌里-m6k6ri- (下）p. 203，（続中）p. 62,299 
木動 禿 思 mSltiis (下）p.159
抹那 m5115〜抹訥 mSnii (中）p . 182， （続上）p. 49, 224 
抹舌児 m6r (中）p .10,121，（続上）p. 61， 285 
抹舌里額舌連m6r-i’§r-h i の 解 釈 （中）p.121 
抹舌劣勒- (中）p. 9
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-m sar2 (続下）p .107 
-msiG/-msig (上）p. 200，（中）p. 204

〜 の 意 義 素 （上）p. 96， 172 
〜の historical p resen t の用 法 （続上）P. 85， 183 

木慑 mud (下） p.57,86，（続上）p. 285， （続中）p. 34 
門 m un (下）p. 57， 178， (続上）p. 285 
門荅 munda (下）p . 178,201 
蒙 mung (中）p . 166，（続中）p .129 
蒙 塔 你 -m u n g t a n i - (中）p . 166，（続中）p .129 
木中忽剌舌児 m uqular (中）p.35〇，（続中）p. 209 
木 中 忽 里 木 思 中 忽 里 muquli musquli (続下）p. 427 
木 赤 勒 者 - ( 続 下 ）p.318 
木惕 miid —► mud (中）p. 217，（下）p. 57 
木挺く勤〉 m i i d k i - (続上）p. 62 
木勒禿勒- m i i l t m - (続上）p. 329 
木勒禿舌列 -m i i l t i i r e - (中）p .101
門 miin imm (上）！).171，（中）p .120,182，（下）p. 57
蒙 客 騰 格 舌 里 因 古 純 突 舌 児 miingke tenggeri-yin  の 解 釈 （続中）p.

259
沐舌漣 miiren (中）p.356， （続下）p.374 
木舌魯迭- miiriide- (下）p _ l l l  
'm iiser (上）p .2 3 4 ,(続下）p.107

MaraA (上）P.163
MaHafi， TaHaft (続中）p. 301
M〇pb (下）p . 40,212， （続下）p. 395
MOpbT XYH, MOpbTOH XYH (上）p. 226
MOpHJI- (上）p.178，（下）p. 212
M0H (上）p.171，（中）p.120,182
M0H90 t  ©Hee (続上）p. 49
uepeejx- (中）p. 9
Mflpaa- (続上）p. 363

m > n の 変 化 （下）p.151
-mb- (蒙古文語など)> - m- (現代の言語） （中）p.149

モンゴル語での「一日」の 分 け 方 （中）p.343,369• ( 下 ）p.205,351,(続上）p,21, 
23,169,(続下）p. 205
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モ ンゴル語の《翌日，明日；朝》を 意 味 す る 語 （下）P.1 3 2 , (続下）p.210
モンゴル語の《)丨丨，河，江》を 意 味 す る 語 （中）p. 355-356
モンゴル語の《速い》を 意 味 す る 語 （続下）P.460

モンゴル語の《人間の死》に 対 す る 表 現 （続下）p.463
モンゴル語の《揺れる》を 表 わ す 語 （中）p.203，（続上）p.87
モンゴル語の《刀剣類》を 表 わ す 語 （下）P.52
モンゴル語のく敵を襲擊する〉に 際 し て の 慣 用 表 現 （続下）p.120
モンゴル語の数詞， 「多数」と 「吉数」 （上）p. 233,248， （下）p.20， （続中）p.101，
モンゴル語の数詞， Cニ》を 意 味 す る 語 （上）p.20 L(続下）P.180
モンゴル語の数詞による表現（続上）p.134
モンゴル語の月名表示の様式（続下）p. 562
モンゴル語的（モンゴル的）表 現 （続下）p.462,531
モンゴル語とテュルク語起源の語とのニつによる表現（上）p.236, (a 、 p r
モンゴル人にとっての塒 > (統下）p .44〜 45 L371，（統下）p• 鄉 舰 ふ *

モンゴル人の女性観が言語面に現われている一例（中）p.20〜 23， （続上）

モンゴル人のいみ嫌う存在（続中）p.173 Pベ40

モンゴル人の慣習 C吉凶を占う》 （続下）P.459 
モンゴル人の慣習「宴」 （下）p.47 

(モンゴル人の）婚 約 の 際 の 儀 式 （下）p. 336
モンゴル人が常食とする羊肉（続下）p, 462^ [h の 「羊の肉」の填参阳つ 

モンゴル 人 の 乗 用 の 馬 （下）p_39, (続下）p.462 塒」

モンゴル牧民の遊牧形態（中）p.166

モンゴル牧民の家畜の乳搾り（下）p.2 1 5 〜 216
モンゴ ル 牧 民 の し き た り （中）p. I43,(続 下 ）p.199

モ ン ゴ ル 牧 民 の 視 力 （上）p.41

モンゴル の 児 童 の 遊 び （上）p.2妨
モンゴル£ 駱 駝 （続上）P.175
モ ン ゴ ル 包 （上）P.114， （中）p. 235,351， （下）p.156，（続下）

れ199,424

モンゴル男の入口 •戸口 （中）p. 77,263,307，（下）p. 94,309,311 
モンゴル契の《車》を 置 く 位 置 （中）P.143, （絞下）P.198 

モ ン ゴ ル 驾 の 中 で の 席 次 （下）P.311，352， （続中）p.122，188 
モンゴル包の中での“右側，左側” （続下）P.190

n

う.（副動詞語尾）の 機 能 （上）p.127,223
〜 の I〜 し • C〜するために》 の 意 を 示 す 例 （上）P.160，（練上、

p-16- (i^ T )
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p. 252
〜 の 「動作の様式」を 表 わ す 用 法 （下）p. 332 
〜の 形 動 詞 的 用 法 （続上）P. 29， （続下）p.72,281 
〜を 省 略 す る （落す）語 法 （上）p . 163，（中）p. 78， 130， (下）p. 336 

-n  a - (副動詞語尾+ 存在動詞）の 意 義 素 （上）p_ 213，（中）p .131， （続中）p .130, 
-n  a l d a - (中）p.117， （続下）p.366 し225，（続下）p. 73,156
-n  b6Jetele (続 下 )p. 336 
-n  b i i - (続中）p . 130，（続下）p . 156 
-n  s o r i . (続下）p . 110 
-n  tu Ju r b i - (続下）p . 108
-n  y a d a - (中）p. 9 7 , ( 下）p. 268， （続上）p .152,230 
-n  yadan (下）p .Ill
-n  (複数語尾） （上）p. 70，（中）p. 374，（下）p . 14,85，：121， 128， (続中）p.188 
nab£i (上）p .164，（続下）p. 489 
納 赤 都 楊 na£id-nd (続下）p. 480 
乃 塔 - n a i t a - (中）p .l2 0 ， 185 
納舌魯亦®- n a l u y i d - (上）p_229
納 麻 nama (—人称単数代名詞，語幹兼不定格） （下）p.36 
納蛮赤剌- naman6ila- (続下）p.185 
南巴里思 nambalis (上）p.227，（下）p.45 
南不中合 nambuGa (中）p.149,182，（続中）p.130 
納中忽 naqu-d (続下）p.480 
納 舌 闌 升 格 兀 〈侖 〉 naran 5ingge，fil- (下）p.152 
納兀舌児搌亦勒都勒 na’iir baiyildu】 （続上）p. 326 
柰亦荅- nayida- (続上）p.149 
-ned (複数形成語尾）の 成 立 （続上）p. 249 
揑惕客勒 nedkel (続上）p.187, 282 
捏額- ne’k  (続中）p.154 
揑格- neg卜 （続中）p.154 
揑古- negii- (中）p. 201 
捏古思 negtis (下）p.45，（続下）P.l87,282 
揑 古 思 斡 〈都〉 negiis od- (続下）p.187,282 
揑客- neke- (銃上）p. 205 

〜と  htilde- (上 ）p.232
揑 坤 n e ld h iを と 長 母 音 で 表 記 す る 理 由 （続中）p. 57 
粘不列 nembiile (上）p .142
揑木舌列 nemiire (上）p.142，（続上）p.85，（続下）p.242 
揑木舌児く堅〉 n e m i i r - g e - (続中）p.35



撚迭-，撚 〈顚〉 nende- (下）P.318，（続上）p.2 0 0 ,（続中）p.6l， （続下）p. 15s  
年都 nendii (続中）p.143，（続下）p.25 
年 都 兀 慑 nendU-’Sd (続下）p_25 
能知温勒孫 nengli’fi(n)lsttn (中）p.144
揑舌列亦惕- nereyid- (中）！>.311，（下）p. 78,228,260，（続上）p* 161，（続下）p, 331
揑兀列 ne’iile (続下）p.186,282
揑 兀 舌 里 ne，firi (中）p.335
揑兀舌里tt ne’Srid (上）p.41
耨 兀 古 中 合 舌 児 石 neU，flkii qargi (続下）p. 424
neyile- (上）p. 77
你多泥 nidoni (中）p. 246
你都舌剌- nidura- (中）p. 28-29，（続中）p.167，（続下）p. 305 
你敦禿舌里顔中合勒秃你兀児禿舌里顔格舌列禿 nidiin-diir-iygn Gal-tu, ni，Qi-  

tur-iyan ger6tii (上） ！). 253，（続上）p. 255 
你黒撒中合勒札塔剌niG saGalJatala (中）p .161 
你 只 額 勒 niii’引 （上）p.112 
你 刊 nikenの表記につ い て （上）p.44 

〜の 意 味 （中）P.166
你 刊 額 耶 田 孛 勒 - niken eyeten bol- (下）p. 316 
你 客 帖 列 niketele (中）p.361 
你 勒 中 合 嫩 凭 黒 nilqa nuntuG (続下）p.132〜 135 

你勒中合桑昆nilqa Senggiim (下）p.311
你 舌 里 温 niri’Un〜你 舌 里 兀 niri’a と，你舌魯温 niru’fin〜你 舌 魯 兀 niru’a (続下） 

p. 354
你失- niii- (続中）p.36，（続下）P.117

你究く命〉 nituト （続中）p.167
你兀- ni’a- (中）！).141,(続上）p.265

紐 察 脱 ト 察 安 nm£a tob£a，3n (続上）p.265
你兀く舌里〉 ni’i i rと 赤 舌 来 6irai (続中）p_ 81
你兀舌児く中罕〉 ni’Urqa- (続上）p. 131
你 亦 台 -niyitai- (続下）p. 305
那ト失勒都-nobiildu- (続中）p.142
那中豁安 noGo’an と，ebesii(n) (続上）p.25
noqai (続下）p.251，285
那中孩客舌列勒客舌列 - noqai kerel kere-  （続上）p.305 
那中合〈訥 〉 noqan (続上）p. 250，（続下）p. 251，285 
那 黯 失 克 noyam§iG (上）p.200 
那 亦 壇 noyitan (続中）p, U2
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那可額，那 闊 額 n5kS’§ (中）p. 334，（続上）P.129,136 
那 闊 只 n5k5】 i (続上）P.136

那闊舌児，那可舌児 n6k5r とその原義（中）P.2 2 6 , (下）p.237，（続下）p.423
那可舌児薛兀迭舌児 nS kS rse’fider (続中）p.202
訥都舌児中合nudurGa (続中）p_211
(文語〇) -imGtid2 (複数彤成語尾）の 成 立 （続下）p.95
農中合速mmgGasu (中）p. 219 , (続上）p. 49
嫩 只 nun ji (続下）p. 241
嫩禿黒 rnrntuG (上）p. 27，149，（続下）p. 38,50
嫩禿黒答舌児中合剌- nuntuG darqala- (続中）p.236
嫩宪黑中合舌剌， nuntuG qara- (上）p.267
嫩宪黒剌- nuntuGla- (上）p.27
嫩 充 赤 n im tiio (続下）p.37
嫩禿兀臣，嫩秃兀赤く泥〉 m m tu’砬 in (続下）p . 37,66 
訥舌剌思 n u ras (下）！).134

訥兀 n u ’ii (下）P_ 123，（続上）p_ 150，（続中）p.122，（続下）p, 535 
訥温 n u ’fin (続下）！). 535 

那都- niidii- (続下）p，24l

-Ha4 (上）p.172
Heree, Hereeiiep (中）！)• 334

Hexep (中）p.226，（下）p.237，（続下）p,423
Hypyy (続下）P. 354
HYYp (続上）P.81
•naa- と*uaa- (続上）p. 39
-H(-n) をもたない“仙 HBcaap”， “rYft rYfic39p”という形（続下）p.366

0 〜 n の交替語幹（上）P.121，218 , (中）p. 254，（下）p. 261 

n-:】- (文語•ハルハ方言など：ダウ一ル語） （続中）P.37 
ni-〜 i- の交替（語頭） P. 320 
人称代名詞（上）P.1 8 , (下）p. 3 6 , (続上）p.86,212
人称代名詞の属格の位置（上）P*117,132，（中）p. 3 5 , (続中）p. 2 67, (続下）p. 20

0

斡揭- od- (上）P. 77,216,276， （中）p.153，（続上）p. 238， （続下）p.187,208 
斜 揭 答 - odda- (下）P.338，（続下）p_208 
幹 惕 塔 -odta- (下）P.10，（続下）p. 555 
舆黑札惕- 〇Gjad- (続中）p.29
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幹黑札慑中合-oGjadqa- (続上）p. 292，（捷下）p. 9 
斡中豁都児〇G〇dur (中）p.161 
斡 勒 札 〇 取 （続下）P.293 
斡 樂 古 温 olon t a ’3n (続下）p.441 
斡欒討兀 olon-ta ’fi (上）p.270
斡 欒 兀 都 舌 児 olonfid tir (続上）p. 2 7 9 , (続中）p.280 
斡魯勒察-，斡魯勒〈潺> 〇比记a- (下）P. 305, 上）P.1 2 6 , (綺下）p. 335 

斡 抹 黑 omoc (続下）p.504 
汪吉秀 onggitu (中）p. 272 
汪札勒荅- ongJa-1-da- (続中）p.155 
汪 舌 剌 只 -ongraji- (中）p.375 
幹那 ono (中）p. 273 
斡那- ono- (続下）p.410 
幹那剌- ono丨a- (中）p. 273 

斡 弩 ト 赤 onubむ （続上）p.140 
斡 斡 児 - 0 , 6 r- (中）p.76 

〜の 補 助 動 詞 的 用 法 （上）P.113 
斡 斡 舌 児 察 黒 〇’位^aG (下）p. 261 
斡舌児朶格舌児 o rd o g e r (続下）p. 39,69
輯舌児果格舌児帖舌児格 o r d o g e r t e r g e という三語連鎖の解 （繞 下 ） p . 册  

斡舌児中合orca (下）p.212
斡児乞〈敦〉，斡舌児乞渴- orkid-(orqid- ) (中）P.89,(続下）p.365 

斡羅 〇ro (中）P. 253，（続下）p. 231，533 
斡 舌 羅 兀 該 oro figei (続下）p. 208

幹舌羅- oro- (中）p. 70，（続上）p. 237，（続中）！)• 205,280,满下）p. 95 
〜と与位格語尾（上）P. 77，193 

斡羅阿戈舌劣額孫 oro’a g 3r6’Sstin (中）p.360 
斡 舌 羅 出 迭 兀 〇ro£u de’fi (続中）P.114 

幹舌羅黑 〇r〇G (_h ) p.140 
輯 舌 欒 oron (続下）p. 9,224 
斡舌羅申 oro5in (続下）p.533 
斡舌羅兀®r  oro’Ul-の 解 （続下）p.93 
斡因，斡 亦 獅 > oyin (続下）p. 469 
戟亦速剌- oyisula- (上）p.275
斡亦速剌银-，輯亦速剌〈敦> oyisulad- (上）p.275,(続下）p.559
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OBOO (続上）p. 84
oh と ）KH』 （絞下）p. 355-356



〔名詞属格形〕十OpOHA (続上）p. 225 
〇Tr〇H T3Hr3p (中）P.311
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《王に推戴する》を 表 わ す 表 現 （続下）p. 431

斡 〈縄〉 Me- (続下）p. 363 
斡 赤 - 6£i-の 使 役 形 （続上）p. 370 
斡®刊 Sdken (中）P. 2 7 1 , (続下）p. 35

輯提刊別S■児米中罕亦睡額〈泥〉 Qdken ber miqan ide’6n (続下）p. 34
輯 惕 刊 米 中 合 3dken miqa (続下）p.523
輯額迭 6’6de (上）p.47,233
6’g rと5’gsiinの現代語での現われ（続下）p.349
斡額舌児3，红，斡額舌侖 S’6r-fin (下）p.211,(続中）p.65,(続下） p. 348,350 
戟額舌児禿〔〜都 〕舌里 顔 6’dr-t [ ~ d]fir-iy6n (続中）p.291〜 293，（続下）p. 438 
斡額舌児迷赤〈連> 3’《mi£ile- (続中）p.65 

轉額孫 6’dsiin (下）p. 211，（続下）p. 348,350 

斡克- Sg-の補助動詞的用法（下）p. 95 
〜の 受身形（斡克 迭 -‘Sgde-と 戟克帖- 5gte_ ) (上）p.66 

〜と与位格語尾（続下）P.141
斡乞 5ki と斡勤 Skin (上）p_ 218，（中）p .1 2 5 ,(下）p. 261， 264，(続下）p. 76 
斡乞中合秃 Ski qatu (上）p. 223，（下）p. 264 
斡乞惕古舌里格® Skid kfiriged (続下）p.443 
幹 乞 都 延 5k id -fi-y6nという表記につ い て （続中）p .156 
斡列 51e (上）p.263 
麵  31eng (続下）p.327 
斡 里 児 孫 61irsfin (中）P.44
斡勒澤禿槐因亦舌児格く泥 〉 iMMtii boi-yin irgen (続下）P.98 
完 勒 只 格 Sljige (上）p.51
斡羅速木薛児 iilSsiimiiser (上）p.2 3 4 , (続下）.p.107
幹魯克牙孫 Sliig yasun (続中）p.89
斡 魯 木 列 -Slfimle- (続中）p.1 5 7 , (続下）p. 304,558
斡 篾 児 - 5m6r- , 斡篾舌列 -5m6re- (中）p. 8 7 , (続下）p.155
斡 揑 赤 惕 8ne£id (続上）p.49
5ne£in k6,5 の 意 味 （続上）p.49
汪 格 古 Snggegfi (統中）p.35
斡 那 児 6n8r (中）p.255
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斡舌児中豁里牙舌児 6 r G〇l-iyar (続下）p_548
斡 舌 列 6び （中）p . 10， （続上）p. 3 4 4 ,(続下）p. 548
斡 舌 劣 額 列 6re’Me (上）p.99
斡 舌 児 篾 格 6rmege (続下）p.243
斡 舌 羅 6r5 (中）p . 1 0 , (続下）p.548
斡 舌 魯 克 6rUg (続下）p .9 ,50,322
斡 舌 魯 格 S ri ig e 〜 額 を 魯 格 eriige (続下）p.9

—— の意味と現代諸方言での形（上）P.119，（続下）p.6-7 
斡 思 - S s - (続中）p . 177 
幹 速 勒 扯 -o s - i i - l c e - (続中）P .177 
斡 〈旋> 5 s e - (上）p.244 
斡 雪 勒 6s6I (上）p. 244 
戟 帖 児 蔑 列 -S t e r m e l e - (中）p. 81
斡 脱 克 6tdg，斡 脱 克 列 -6t6gle- （下）p.246，（続上）p.221 
斡 脱 古 思 兀 格 思 6 t6g iis iiges (中）；p.89，（続下）p.365 
斡耶薛 - 6 y e s e - (続上）p.339 
斡 亦 速 列 〈都〉 5 y is t i l e d - (上）p. 275，（続下）p. 558

eB^ erue© (上）p.242 
©Ber 3U3r (總 下 )p. 413 

©B0PM0U (続中）p. 65 
e r- (補助動詞） （下）p.95 
o^ hh (下）p. 24, 48

(続中）p.158， （続下）p.305 
eMHeec (下）p. 300 
eH>Kn- (続中）p.173 
eHee (続上）p. 49 
ee (続下）P.234

と ypyy (上）p . 47 

eepee (中） p. 288，（続上）p.235 
ep, epeB^e- (中）p.1〇， （綺上）p. 344 
epx (上）p.119，（続下）p.6 
©TreH (中）p. 271

q
中 合 qa (q a nの不定格） （上）p. 241，（中）p. 382，（続下）p. 431 
中 合 額 舌 児 古 - q a e r g f i - (上）p .2 4 1 ,(続下）p.431
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中 合 职 C貢物》 （続下）P. 243 
中 合 响 C前脚》 （続上）P.153 
中 合 -职 -《射る》 （下）p. 294，（続上）p. 78 
中合阿 Qa，§《何処》 （続上）p_ 307 
qa’卜 《閉じる》 （中）p. 220
中合阿納职’互n-a，中合阿泥 qa，&n-i，中合阿訥 qa，巨n -u (上）p. 9 
中合阿台 qa’さta i (中）p.220
中合巴舌剌察忽泥康失塔剌 qabar-a£a huni qangSitala (続下）p.135
中合ト赤-职防-(続中）p.174
中合必児中合qabirca (続下）p.459
中合必児中合塔qabirGa-ta (上）p_241
中合必児中合児qabirGar (上）p.84
中合ト闌qablan (中）p. 86
中合ト中合舌里-qabqari- (続下）p.325
中合鎂古出額舌児點 q a b u k i^ iie rd e m  (続下）！).164

qabur qabur]i- (続下）p. 393
中合赤都慑q“id-iid (続下）p. 479-481
中合荅中合兀該 qadaG aiigei (続下）p.537
中合荅勒-，中合荅〈命〉 qadal- (中）p. 89，（続下）p_ 365
中合答(舌)侖苔温‘ qadar-u-n da’iin (続下）p.161
中合答舌剌qadara (中）p. 63
中合苔舌剌- qadara- (中）p_ 220
中合荅兀只-qada’n ji- (中）p.121
中合惕中忽舌剌速qadqurasu (中）p.270
中合中合察-qaG ah- (続中）p. 78
中合中合勒荅-qacalda- (続中）p. 77
中合中合孫qaGasun (中）p. 80
中合中合思qaGas (上）p.208，（下）p.45，（続中）p.79 
〜の意味の変化（続上）P. 76，（続下）p. 42, 54&*549 
〜を繰返した表現（続下）P. 54-56 

中合罕 qah豆n (続下）p. 326,545 
〜 の 「罕」の表記につ い て （上）p.9 

中 合 罕 額 徹 qah互n~e£e の 解 （続下）p. 326 
中合勒- qal- (続上）p. 79,81 
中合剌 qala (中）p. 361 
中合剌阿舌児qala，忌r (続下）p.231 
中合剌惶qalad (中）p.85,(続下）P_299 

中合勒都惕塔中合〈舌魯〉 qaldud-ta G a r - (下）p. 302
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中合勒中合孫 qalGasun (中）p. 235 
中 合 里 速 qalisu (中）p.298
中合里温，中合里兀〈泥〉 qali，nn (中）p.328， （下）p.230
中 合 里 牙 児 孫 qaliyarsun (中）p. 49
中 合 勒 塔 赤 -qalta£ i- (中〉p. 247
中 合 勒 塔 舌 鄰 勒 兀 該 q a lta ri(n)I % e i (続上）p. 304
(文語の）qam iG a系 の 語 （続上）p. 307
中合木中合〈侖> , 中含中合〈侖〉 qamqaト （続上）p. 2 5 0 , (続中）p.166 
中含中合舌魯 qam qaru (中）p. 263，（下）p.177，（続中）p.166，（続下）p. 321 
中含中合兀勒孫 qamqa’iilsun (中）p. 259 
中含禿揚-，中含禿〈敦〉 qamtud- (続上）p. 3 0 3 , (続中）p3 7  

〜 と 捏 亦 列 - neyi丨e- (続中）p.15 
中 含 撒 -cjamsa- (下）p_ 6 3 , (続下）p.344 
中 合 木 黒 忙 中 豁 勒 qamuG M o n g G o l(上）p. 212 
中罕 qan (上）p. 2 4 1 , (続下）p_ 430,459 
中 罕 額 舌 児 古 - qan ergii- (続下）p. 430 
中 罕 額 赤 格 qan e£ige (続下）p. 326 
中合納勒中合 qanalGa (下）p_ 62 
中罕荅- Qanda- (続中）p.238 
中罕荅 中 孩 qandaGai (続下）p.327 
中慷- qang- (続下）p. 464 
中康中合思 qangGas (上）p.208，（下）p. 45，122 
中 康 失 -Qangy- (続下）p.137 
中合泥勒〈中罕〉 qanilGa- (上）p.129 
中合中忽納黒 qaqunaG (続下）p. 299-300 
q a r〜 qara (附属語） （上）p.184 
中 合 舌 剌 qara (下）p.327，（続下）p.303 
中合舌剌中忽舌魯qara quru (上）p，145 
中 合 舌 剌 帖 舌 里 兀 qara te r i，fl (中）p. 362 
中 合 舌 剌 帖 舌 里 兀 秃 古 温 qara te r i ，Utii Tdi’巧n (上）p_129 
中 合 舌 剌 兀 台 qara n -ta i (上）p.51 
中合舌剌訥兀惕 qara-nu’Gd (続下）p. 95 
中合舌剌究 qara-tu (中）p. 303 
中 合 舌 綱 -qara- の 意 義 素 （上）P . 42 

中合舌喇- qara- と兀者 - iije- （上）p. 43,49 
中合舌剌 中 合 納 約 舌 児 赤 勒 qaraGana yor5iI (続上）p. 326
中合舌剌黒赤兀慘阿剌黒赤兀慑禿黒壇 qaracei’nd alaGむ，ad tuGtan (続上）p.32 
中 合 舌 藍 伯 那 中 豁 速 qaram bai noGasu (続中）p. 54
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中合舌郎中忽q aran g G u〜中合舌郎中灰 qarangGui (下）p.1 9 3 , (続上）p.18， （続

下）p. 562

中合舌剌兀助Qara，m (続下）p.523
〜と中合舌剌（舌喇）兀 勒 孫 qara’Glsun (中）p.45，145，(続上）P.23,(続中）p.58, 

中合舌剌兀勒迓歩-qara’iil yabu_ (下）p.268 し2〇5

中合児必牙-qarbiya- (中）p.325 
中 合児察 qar6a (中）p. 236
中合舌児中含，中合舌児中甘qarcam (中）p. 3 60, (続下）p. 308 
中合舌里 qari (中）p. 360，（下）p.14,121,(続下）p_ 325 
中合〈舌鄰〉 qari- (続中）p,29-31,(続下）p.224 
中 合 舌 鄰 塔 塔 - q a rin ta ta- (続下）p.223-224 
中合 舌 撒 qarin (下）p.14,121 
中 合 児 乞 qarki (中）p.114 
中合舌児中合-qarqa- （続上）p. 26 

中 合 撒 児 q a s a r〈狗名〉 （中）p.86 

中 合 壇 qatan，中合唐中忽qatangGu (中）p. 270 
中合塔兀赤-qata’f ia - (中）p.121 

qatu〜 qatun (上）p. 218，（下）p. 261，264 
中合売® q a tu dの 二 つ の 解 （下）p. 264 
中合兀赤惕- qa’neid- (下）p.300-302 
中合亦剌- qayila-と，ung§i- (中）P.118 
中合翼舌魯中合納qayiruGana (下）p.274 
乞 ト qib (続下）P.464 
乞不兀的牙舌児 qib-u’iid-iy打 （続下）P.237 
乞 都 - qidu- (続下）p.222-223 
吉く真〉，乞く真〉 qi5i-(n) (続下）p.268 
乞只阿舌児 qiji’ar (続下）p. 268 
乞霊剌- qili叫〗a- (続下）p.165 
中 豁 埃 q〇,巨i (上）P.18 
中豁掉苔- qohda- (続上）p. 350 

中豁搠児-，中 豁 綽 児 - (下）p. 312，（続上）！>.350 

〜の 補 助 動 詞 的 用 法 （中）P.10U 60，（綺上）P. 271 
中豁都剌- qodula- (中）p. 281 
中豁黑 q〇G (続下）！>_73

中豁只兀剌思 qoFiilas (上）p.152，（続下）p.222 

中 豁 乞 埋 qokimai (中）p.303 

中豁乞舌児qokir (中）p.302 
中豁勒巴く舌闌〉 qolbara- (続下）p.320



中豁魯中合扬 qoluGad (中）p .93 

中豁 馬 兀 勒 Qoma’i i l (続下）p.73 
中晃中豁く舌里〉 qongG or (中）p .161 
中 豁 紋 qonin (続下）p_ 545 
中管尸ヽ牙孫q o n jiy a su n  (中）p. 371

中豁那(你)阿主兀 q〇n〇(n ) a】u ，n (上）p.163，（中）p.130， （下）p.336
中豁那(你)阿兀魯来 q〇n 〇(n )  a ’U lu Ia i (中）；p . 130

中 豁 斡 来 顔 中 忽 赤 - qo’61a i-y a n q u 6 i- (続中）p .1 8 9 ， （続下）p ,3 0 6
中 豁 舌 児 q〇r  (中）P.369，（続上）p .22 l

中豁中里顔 迭 列 〈都〉 qor-iyandeled- (続上）p.311
中豁舌児中豁木撒q o r q om sa (続下）p，36

中 豁 舌 児 -q o r- (下）p.19
中豁舌児赤刺， q〇r £i la- (続上）p .221

中豁舌 児 臣 q〇r£ in  (続中）p.284，（続下）p.63,64-66

中豁舌児中合 q o r G a 《とりで》 （下）p.19
中豁舌児中合-q o r c a -  (q or- の他動詞形） （上）P.1 4 8 , (下）p . 19

中豁児中豁- qorGo- (中）p .138

中豁児中豁剌- q〇rG〇Ia- (中）P .9 5， （下）p . 19

中豁舌羅軎- q〇r 〇G- (上）p .229

中豁舌児埋札撒兀く魯〉 q o r m a U a s a ’切 -(綺 下 ）P ,412 

中豁舌魯木惕 q〇r o m -n d  (上）p . 165 

中豁舌魯- q〇r (u) - (続下）p,297-298 
中 豁 室 (下）P.351
中豁失里〈中渾〉 qoSiliG (中）P. 1 0 4 , (下）p .351

中 豁 圑 qoton (中）p . 371
中豁 牙 児 q o y a r と只 舌 鄰 } ir in  (中）p .2 0

中豁亦剌兀惕 d oy ila ’n d (中）p . 54

中豁亦馬舌児 q o y im a r (下）p .311，3 5 2 , (続中）p .122

中 豁 亦 納 察 cj〇y in a -£ a  (中）p . 212

中 豁 亦 納 察 速 木 納 古 舌 児 恢 兀 主 兀 舌 列 sumun-u kfirkfii 
(続上）P.192

中 豁 亦 納 温 q o y in a ’i ln  (続上）p _192，（続下）p .262 

中 豁 亦 圖 農 合 速 禿 帖 児 干 q o y itu n u n g G a su tu  t e r g e n  (中）p .143 
中撒亦禿兀〈刺〉 q o y itu’U丨 （続下）p .198 

(強調辞） （中）P.301

-中忽/ - 古 - q u / - k i i (形動詞語尾）の平叙文での終止用法（上）p . 2 7 1 , (続上）p .184 
- 中 忽 -q u で過去の事実を表現した例（続下）p.123 
-q u 2 bol- (続上）p . 237，（続下）p .123,156
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- 中 忽 不 列 額 - qu(-fca) bfile’否 の 意 味 （上）p .126，（中）p .177,307，（下） p.
-qu2 iigej (続下）p.159 
中忽ト德 qubcan (T ) p. 85 
中忽必 qubi (上）p.137,226，（続中）p.268 
中忽不舌里quburi (上）p.226
中忽赤-，中忽〈臣〉 qud- (上）p . 227， （中）p. 223， （続中） ！). 33， 189， (続下）P. 

306
中忽赤阿 -quWa- , 中 忽 察 -qu技 -(続 中 ）p.33 
中忽赤里思 qudilis (上）p .2 2 7 ,(下）p.45
中忽赤兀勒- quei’m-，中忽赤温®- qi^ i，i i(n)ト （使役形の訳出） （中）！>.223， （下)

p.162
中 忽 荅 quda (上）p.252
中 忽 荅 勒 都 周 阿 不 -qiadaldu-Ju a b (u) - (続上）p .176 

中忽中忽赤-quGu古-と中忽中忽〈魯〉 qUGu卜 のちがい（上）p ,113 

中忽中忽舌剌_ quGura—と中忽中忽ぶ)答一quGul- d a - (下）p .113 
中忽中忽舌魯 QUGuru (中）p. 95, 263， （下）p .11，1 7 7 ,(続下）p. 321 

中忽中忽思 quGus (上）p. 208， （中）p. 2 1 6 ,(下）！). 45， 122
-中 灰 - q u iが - quyi (中忽宜） と音訳されたと思われる例（続中）p. 262 [関連事項， 

(続上）P.163]
-qui2-a2 と -qui2-dur2 (続下）p.117,286 
-qui-aca/-kui-ece (続上）p. 340-341，（続下）p.157,237
-中忽由 -QuHi (-qu- 疖 ） の転写法 に つ い て （中）p .103, 301， （下 ） ！)•1昶 〜200， 

[関連事項，（続上）P. 79]
中鶬剌都，中 忽剌都 quladu (中）p.301，（続中）P.56 
中忽剌熏- qulaG-系の語と，中忽剌中忽- quiaGU-系 の 語 （下）p.55 
中忽剌中孩把舌里-qulacai b a r i - (下）p.42 
中忽剌黑赤〈泥〉 QulaGein (中）p.147 
中忽鍵中合納QuluGana (続下）p. 328
-中 渾 -qun (-q u の複数形） （上）p. 51， （下）p. 348， （続下）小49 
中忽納舌児 qunar (中）p.302 
中忽舌剌- qura- (中）p.118，（統下）p.56l
中忽舌児堆く闌〉 qurduU a-と，実詞qurdu!の存在の推定（続下）p.252 
qurdun (続下）p. 252, 460 
中忽舌里-qurト （中）p.70， （続中）p.33 

〜と  q u r a - (中）p .118， （続下）p. 561 
中忽舌里中罕q uriG an  (中）p .147
中忽舌鄰勒塔quri(n)l t a と，qurilta iと い う 形 （続下）p. 560 

中忽舌林札撒 - qurim Jasa- (下）p.39
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中忽舌里牙- qu r i y a - (中）P.34 
r (中>古舌里牙- j  quriya-という表 記 （中）p.34 
中忽塔黒剌- qutaGla- (統上）p. 356 
中 忽 秃 黒 qutuG (続中）P.143

6 3 0 元朝秘史全釈語旬.事項珍索引

-x  (文 語 -ki) 《〜の も の 》 （上）p.158
-X (動詞語尾） （続上）p.184
-X 6oji- (統下）p.123
xaBHpra (上）p- 86

xarac (続上）p.42,76，（続下）p_549
xa3aap (続下）p. 557
xaMxyyji (中 )p. 259
xaHH^a- (_t ) p.129
xap (附属語） （上）p . 1 8 4 ,（統上）p.220

xap- と Y3 (上）p. 43
xoft^or (中）p. 56
xoflMop (続中）p.122
x y a  と xyAryft (上）p.252
-xyftu/-xYiiu (続上）p.340， （続下）P.157

xypan と xypHM (と xypaJiiiaaH) (中）p*119，（続下）P.561
xypyyA (続下）p* 298

r

-r a 2- , - 1 - (-la-/-le) による自動詞と他動詞の形成（上）p.114,(続下）p,16 
-r a 2- (反照動詞 〔 middle verb •再帰動詞〕 形成接辞） （上） p.2 2 0 , (続下）p.155, 

290,466

- r a / - r e  (目的副動詞） （中）p.33，（下）P.262 

-r a / - re (場所•方位を意味する接辞） （中）p.79 
- r i (出動実詞形成接辞） （続下）p_ 243
_ r i_ (出動動詞形成接辞） （中）P . 3 7 5 , (下）p . 1 5 2 , (続中）p . 6 3 , (続下）p . 1 0  

- rqa-/-rke- (出実動詞形成接辞） （下）p . 2 0 4 , (続上）p . 1 3 3 , (続下）p . 2 3 5  

-rqaG /-rkeg (中）p .  3 7 4 - 3 7 5

- 舌 魯 -ru /-r i iをもつ副詞的状態言〔副詞的動態言〕 （中）p. 95,263，（下）p.11，177, 
(続上）P. 357，（続下）p. 321

- 舌 侖 -ru n /-rf in (上）P. 93,216， （中）p.129,164， （T ) p.139,289， （続中）p. 9, 
263,296，（続下）p. 210

〜の 意 義 素 〔意味の本質•基本的職能〕 （上）P. 246-248,(続上）p.130,(続中）！).
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27，（続下）p. 85
〜の 理 由 の 提 示 を 意 味 す る 例 （統中）P. 40
〜の 用 法 の 原 則 （続下）p. 85
〜の発生的な意味，起 源 に つ い て （上）P. 279， （下）p，290， （続中）p. 204,242

〇〜 -r-, -r の 交 替 語 形 〔語末に-r をもつ形ともたない形の共存〕 （上）P.8 5 , (綺中） 

P. 91， （続下）p. 466
-r> ベ の 変 化 （語末） （中）p. 292，（下）p. 245 
-ri- と -yi- の 交 替 （続上）p. 366 
reduplication の 語 法 （続下）p.154

駱 駝 （下）P. 2 2 9 , (続上）p.175， （鏡下）p. 401

S

- s  (複数形語尾） （下）p.104
-思 - s  (動作の瞬間性を表わす接辞） （上）P. 208,227， （中）p. 216,260， (下）p. 45, 

122，（続上）P. 77， （絞下）p.187,188,282,329,336 
- s と -ru /-rU  (中）p.260 ,2 63, (続下）p. 321 
- s  k i- ， - s  kijti (下）p. l l l ， （練上）p. 355
-s- (自動詞形成接辞）（続上）P.123 

-sa-/-se- (出実動詞形成接辞） （続上）p.339 
撒 阿 - sa’さ -(続 上 ）p .150，（続中）P.130，（続下〉p. 39 
撒 安 阿 舌 侖 sa’a-n a -r u n の a- の 用 法 （統中）p.130 
撒阿兀勒- sa’豆-，iU- (続下）p. 39 
撒 阿 舌 鄰 臣 sa，min6 in (続下）p.532
撒 察 兀 sa6a’f i 〜 撒 察 温 s a h ’Sn (上）p. 2 0 , 1 0 2 , (続中）p* 296
sa芒a’i i n の 二 つ の 解 （続中）p.296
撒 出 - sa6u- (中）p.269
撒 出 里 s a h l i (中）P. 237

撒 中 合 - saGa- (中）p.162
撒黒刺中合児抹敦 saGlaGar modun (上）p.241
撒中忽® saGud (続下）p. 535
撒 卯 兀 sam ag’fi (続上）p. 367
撒 卯 危 sam ay’Ui (続上）P. 367
三 把 - samba- (中）p. 79
楼 失 - sam5i-，接 失 牙 - samSiya- (下）p. 244
撒中合勒 伯 顔 saqal bayan (中）p. 261
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撒舌剌 兀 舌 児 sara’iir (中）p. 292 
撒舌児中忽く荅〉 sarqud (中）p_17 
撒 塔 - sata- (続中）p. l 23,223 
撒兀- sa’fi- (続中）p.138，（続下）p. 471.536,555 

〜の 補 助 動 詞 的 用 法 （中）P. 78，（下）p.1 5 2 , (続下）p_120 

撒 兀 不 恢 突 児  sa，G biik iiH ittr (上）p.163， （中）p. 7 8 , (下）p.336 

撒 兀 黑 答 -sa’fi-Gda-の 意 味 （続上）p.268 
撒兀黒撒阿舌児 sa，n-Gsa’む （続上）P.217 

撒 兀 勒 苔 -sa’mda- の 表 記 （続下）p. 555 
撒 兀 舌 里 sa’a ri (続中）p.121，138 
撒兀舌鄰 sa’Grin (下）p.128， （続下）p. 546 
掃花 sayqua (中）p. 316
撒亦 sayi (sayin の不定格） （上）P. 218， （中）p. 256， （下）p. 261， （続中）p. 205 
撒 亦 兀 者 速 say ii^ esii (続下）p_308 
撒亦，撒 宜 sayi (文語形 s a y a ) (続中）p .1 2 1 ,(続下）p. 97 
撒 亦 巴 舌 児 sayibar (下）p.209 
撒亦中合秃舌児 sayiqatur (下）p. 7 
薛赤 - s e £ i - (下）p.4
薛 惕 乞 勒 突 舌 児 斡 脱 舌 児 朶 脱 列 - sedki丨-d iir i$tSr d5t5〗e- (続下）！)•165 

薛 慑 乞 侖 曲 魯 吉 耶 舌 児 sedkiH in t i i l5g -iyer (続中）p.132 
薛 額 只 格 列 -se’釘igele- (中）p. 237 
薛 古 - segii- (続上）P.304 
sele- 〜 selgii- (下）p.153，（続上）p.199 
薛 勒 帖 selte (続上）P.220，（続下）p_205 
撙 孛 里 sem  b o liの 解 釈 （上）P. 237 
襄格く舌連〉 senggere- (下）p. 46 
僧帖勒- sengtel- (下）p.163 
僧 帖 舌 列 -sengtere- (下）p_ 201 
薛舌列 - sere- (上）p.117 

〜と 薛 児 古 - sergii- (下）p_153，（続上）P.199 
薛 兀 迭 舌 児 se’fider (下）p.47 
薛 兀 薛 se’flse (続下）p. 470 
爾 兀 舌 列 勒 -se^ urel- (下）p.258 
失 阿 Si’a と，そ の 現 代 語 で の 形 （上）P.246 
失 把 Siba (続中）p.15 
失保兀中合〈泥〉 SibaゲGqan (中）P.136 
失 別 舌 里 - iib eri- (中）p.94
失 必勒格舌児 S ib ilg e r〜失不助格く舌里〉Hbiilger (上）p.235，（続中）p.2〇9
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拭 察 班 勒 札 -说 abalja- (上）p.124 
失惕坤勒 iidk ii(n ) l (上）p.1 9 2 , (中）p.195 
先都舌児中忽 SidurGu (続下）p.426 
先都舌児忽惕中合-る idurGudqa- (続中）p. 261 
失 都 ヨ dii (下）p.304 
先 額 克 ぴ 故 （続中）P.113

失吉顔中豁納黒剌- Sigi-y如 qonaGla- (続下）p. 304 
先乞刊中忽都中忽 Sigiken-quduGU (下）p.78 
失 勒 紐 （続上）P. 279
失 列 古 纽 egii (中）！).370，（続下）p. 532,545 
失 列 篾 勒 氇 紐 em e- lje-n (続上）p.329 
失勒古勒〈刊〉 紐 giid-ke- (続下）！>•10 

失 里 温 gili，3 n (続上）p.257 
失勒只く舌鄰〉 Mm-ri- (続下）！)■10 

先 勒 帖 速 紐 testt (続下）p.12 
失 魯 格 惕 SiKiged (中）p. 94 
失魯舌児帖- Mliirte- (下）p.150 
失馬里中合黑荅- Hm alica-Gda- (続下）p.195 
湿納阿 Sina’a (下）p.123 
哂赤伯顔 Sin6i-bayan (上）p.73 
失 怎 Sini (続下）p.393
失中合-，失 〈中罕> Skia- (続上 ） ！). 269，（続下）！>•197, 400 
失舌剌阿勒壇 Hra a ltanと失舌剌 馬 勒 阿 勒 塔 壇 giramal altatan (続下）P-479 
失 舌 闌 勒 3 ra(n)I (中）p. 203 
失 舌 児 不 孫 Hrbiisiin (統上）p.182 
失 舌 列 -Sire- (続上）p. 339 
失 舌 列 木 Siremii (統上）p.339
石舌児宁忽勒荅罷者SirGiildabaづe の 転写と「長母音の出現」 （続上）p.131 
失 舌 児 戈 列 -SirgSIe- (続上）P .135 

失 舌 児 古 額 列 -iirg iiS le- (下）p.215 

失 舌 里 S ri (続上）p.182 
失舌羅自 iro (中）p.46 
先舌羅勒中合 SirolGa (上）p. 87
失舌児中合-，失舌児〈中罕〉 Sirqa- (続中）p .154，（続下）p. 98
昔 思 該 sisgei (続中）p.100

失圖，失 秃 ( 下 ）p.302，（続下）p.325

失 凭 - ( 下 ）P _ 140，（続中）p.133

失 秃 額 列 勒 都 卜 丨 e-Idii- (続中）p. i 33



失兀赤中合煬中忽勒都阿Si’S5i qadquldu’a (続上）p. 326 
失兀速く訥〉 ^ a siin  (続下）p.547
-各iya- / - % e- (出実動詞形成接辞） （下）P. 347，（続上）p. 72，（続中）p. 271，（続下〉 

p. 234
失 亦 舌 剌 siyira (上）p.191
莎必剌- sobila- (続下）p，397
鎖 中 豁 孫 s〇G〇sun (中）p.69
莎 只 舌 児 so〗 ir (中）p.349
莎勒〈寅〉 solbi- (下）p.113
鎮納 sona (下）p.196
莎汪中忽- s o o n g G u - (続中）p . 144,187

梭斡舌児，莎 斡 舌 児 S〇’6r• ( 下 ）P. 289，（続上）p. 203
莎幹舌剌- so’6ra- (下）p.289，（続下）p.370
鎖中豁舌児 soqor (下）p.230
鎖 舌 里 -sori- (上）p. 220，（続下）p.110,219
莎余舌児中合-s o y u r q a -(下）P.204
雪 泥 s6ni (続下） p.205
雪 泥 額 舌 児 帖 s5ni e r teの 解 釈 （下）p. 348
雪泥迭 siini-de (下）p.352
雪都舌児- s6diir- (siidiir- ) (下）p. 304，（続上）p.125 
雪都舌児堅 sSdiirgen (siidiirgen) (下）p，304，（続上）p.125,127 
雪余-，莎余- s6yii- (続中）p.293 
雪余額舌児 s6yti，む （上）p.131，（続下）p.367 
-速 - su (—人称の希願を表わす語尾） （続上）P.140 
速 su，速壇 sutan (中）p，46 
速荅勒必- sudalbi- (続中）p.36 
速 只 牙 速 sujiyasu (下）p.149
- s u ( n ) / - s i i ( n )をもつ語：-s u ( n ) / - s i i ( n )をもたない語（秘史 ：文語や現代の諸方言) 

(中）p.45,145, 270， （下）p .149， （続上）p_ 23,251， （続中）p. 84 
- s u ( n ) / - s i i ( n )で終わる実詞の複数形（中）！). 2 8 7 ,(下）p .128 
- s i i ( n )で終わる実詞からの動 詞 形 成 （続下）P.196 
孫 都 舌 児 -s u n d u r - (続下）p. 220 
速斡舌剌- su’6 r a - (下）p .2 8 9 ,(続上）p.203 
速 別 赤 siibeSi (続上）p. 237
速 都 siidti C歯》（細红の交替形） （上）p.10,137，（下）p. 303，（続上）p.125 
速 敦 siidiin (植物名） （中）P.47 
速 客 思 sfikes (続下）p.539 
速勒別舌児歸 siilbergm (続上）p. 310
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速勒迭児，速勒迭〈舌列〉 sii】der (上）P.258，（続中）p.91 
暑键，暑 洌 〈捏> Sillen (続上）p.284，（続中）P.203，（続下）p.545 

〜の表記と現代語での形（続下）P-531一532 
速 篾 思 siimes (stimeの複数形） （続下）P. 417 
速舌魯く昆〉 siiriig (続下）P. 545 
速 亦 - siiyi-，速 余 - siiyfi- (続中）P.293

-caap4 (中）p. 379，（下）P_ 69，（続上）P. 358
-caap4 と-CHaap4 (続中）P. 247
caftH と cafrrap (下）P. 7
caftH と cafiHaap (下）p. 209
-caH4 a>K33 と -caH4 6hji33 (綺下）p. 259
capxaA (中）p.18
coSji (続中）p. 294
cyy-の補助動詞的用法（中）P. 78
cyypb (下）p.128
can----rsjirs- (続上）p. 30,199
maraa 〜 rnaraft (上）p_ 246 
IUHH3 (続下）p. 393 
me刀 （続上）P. 284 
ma/ieivieH caa- (下）p.216

--------d-の 交替（音節末） （上）p. 2 1 9 ,（下）p.103，（続上）p. 62,355
(モンゴル文語の音節）s iのあらわす音，[si] と [§i][Ji] (続上）p.1 2 5 ,（続中）P.100 
再帰格語尾.再帰曲用方式（中）P. 219,234，（下）p. 78,112，(続下）p. 350 
再 帰 対 格 •再 帰 属 格 （下）p.11,134,(続中）p.81,202,229,(続下）p.351，395,441，
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再 帰 不 定 格 （続中）p.156,202 
指 上 形 •指 下 形 （続中）p_ 229，（続下）p. 209 
指 示 代 名 詞 （上）p.1 0 8 , (続上）p. 212 
主 格 か対格か（下）p_ 229
性 と 数の一致（上）p. 39,248，(中）p. 51，58,89,139,217，（下）p. 61,139,348，(続上） 

P.16,32,49，138,355，（続中）p. 2 8 0 , (続下）p. 285 
性と数の一S の崩壊過程を示す例（上）p.248,279

•ンャーマニズムの祭事•祭礼， シャーマン祈 禱 （上）

251

戦闘時の三つの戦法（続上）p_ 326
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_ta (回数を表わす接辞） （上）p. 270 
-ta /- te  (高さ格の語尾） （上）P. 242，（続上）p. 340 
塔 ta (下） p. 6， （続下）p.182,209 
塔阿舌剌勒都 -t a l r a -ldu- (続中）p. 309 
-t a i / - t e i の女性形）の 用 法 （綺下）p. 7,470
台 中 合 助 taiqal (続中）p.8
塔乞 tafci (助辞） （上）P.229，（続上）P.268— [teki 参照]

塔 ®-，塔魯- ta l(u) - (中）P. 382，（下）p.155 
-ta la /- te le (副動詞語尾）の，本 来 の 意 味 （続上）p. 369 

〜 の 「逆説」の 意 味 （中）P.160 
〜と a-，bii- (上）p.106-107 
〜で率いられる従 属 節 （続上）p.78 
〜の 珍 し い 用 法 （続下）P. 336 
〜の実詞語尾性 （中）P. 361 

塔剌- ta la- (続上）p. 226 
塔勒必- talbi-の補助動詞的用法（上）P. 141 

塔勒必黒撒惕 talbiGsad (中）p. 285
探馬 tam m a，探馬赤 tam ma£i，探馬臣 tam m a6in (続下）p. 470,474
談 宪 〈魯> tam tuH (中）p. 382 
-tan2 (-t a iの複数形） （続下）p.374
-壇 / 田 - tan/-t e n 《〜等 ， 〜達 》 （上）！).202， （中）p. 7 8 , (下）p.209
-壇 孛 侖 - ta n bolun (下）p. 25
塔納 tana (下）p.65
儀吉 tanggi (続上）p.293
塔 乞 - taqi- (tak i- ) (続上〉p. 248，（続中）p. 222
塔舌剌黒不舌里額秃 taraG (下）p.155
塔児巴中合惕 tarbaGad (中）p.154
塔 児 中 忽 台 TarGutai (下）p.192
塔兀勒- ta’ai- (続中）p. 307
討兀勒- taプill- (続下）p. 431
塔 亦 - tayi_ (続上）P.247，（続中）p.222
- te  (現象•物事の程度を表わす） （続上）p. 37

帖 ト騰格舌里 T eb-tenggeri (続下）p.154
帖ト赤 -teb5i- (中）p.8l，（続中）p.244
帖迭 tede (中）p.168， （続上）p. 86
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帖 迭 孛 侖  tede bolun (下）p. 316 
帖堆 tedm (上）p. 60,80，(中）p.244 

〜の副詞的用法と形容詞的用法（続上）P.210 
帖 額 - te，b  (中）p.200
帖 乞 t e k i《〜さ え ，〜も 》 （下）p_194，（続上）p. 268
帖勒 t e l (中）p.147
帖 列 格 telege (続中）p.28
帖里 teli ( t e - H ) (続中）p. 66，（続下）p.211， 337
忝迭克，忝 帖 〈昆〉 temdegの 語 構 成 （上）p.128，（続中）p.137
帖篾徹-，帖篾扯- teme^e- (上）p. 2 6 5 , (中）P. 2 6 0 , (続上）p.347
帖蔑額的顔阿都剌兀〈侖〉 terne’H -iy^ iadma’m- (下）p.229
駿 篾 延 阿 赤 阿 temey^i a6i’5 (続下）p. 400
忝 古 - temgti- (上）p_ 149，（中）p. 45
-ten (-t i iの複数形） （続中）p. 262
田迭 tende (下）p.24，（続上）p.266
田 迭 撤 t e n d e d の接続詞的用法（中）p. 75
騰格舌理 tenggeri (上）p.11，（続下）P. 295
騰汲思 Tenggis (上）p.21
帖 舌 列 tere (続下）p.337

〜の漠然とした Cその》を表わす用法（下）P.283 
〜の文全体をひきしめる機能（続下）P.345,504 
〜 の Cそのように，かくして》と訳しうる例（続下）P. 241 

帖 舌 列 兀 主 兀 舌 列 tere 拉’f ir -eの 解 （続下）p. 445 
帖舌児格阿撒舌剌 - t e r g e a s a r a - (続下）p.50 
帖舌児格敦兀主兀舌列 terged-iin tilti’Sr-e (続下）p .198 
帖 児 格 勒 t e r g e l (中）p . l l l
帖舌里兀，帖 舌 里 温 teri，fi(n) (上）p. 24,202，（続上）p. 98，（続下）p.190 
帖舌里兀揑 teri’fin-eの - e の解 （上）p. 23 
teri，Hn と秃舌侖 tiiriin (上）p. 26
帖舌里兀邊中罕主中合剌- teri’3-ben G anJuG ala-(続下）p.303
帖舌里温突舌児古舌児- teri’S n - d t ir k i i r -(続下）p.209
帖舌里兀連 teri’file-n (下）p. 32
帖舌里兀田 teri’fiten (上）p.202， （続中）p.172
帖 舌児篾 terme (続上）p .1 8 9 ,(続下）p.400
帖兀別舌児 te’H-ber (続下）p.164
帖 兀 訥 埃 ( 続 下 ）p. 262
帖兀舌列兀勒速 te’fire’iilsii (中）p. 373
帖 亦 列 - teyile- (上）p.152
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帖 亦 木 tey im iiの文終止の用法（下）p. 303
帖 因 客 額 - te y in k e ’b  (続下）p.49
帖因客額惕 t e y i n 设’如 Cそして，それから》 （続上）P.50
帖因古 teyin-kii (中）p. 75
脱 阿 to% 脱 斡 to’6 (続下）p. 393,394
脱 阿 班 脱 斡 剌 勒 都 - to’巨-b豆n to’Glaldu- (続上）p_ 276
脱安 to’an (上）p.137
脱必察兀楊 tubiSafid (続下）p.480
脱 勒 乞 思 -tolgis- (上）p. 235
脱 里 toli (続上）p.140
脱 納 黒 tonaG, 脱 那 黒 tonoG (続上）p, 227,335 
脱斡剌- to’6】a- (続下）p.394 
脱斡舌里中合-to’Srica- (続上）p_332 
脱舌児魯黒 torhiG (続上）p.251 
脱 舌 羅 侖 torolu-n (続上）p.334 
脱兀剌- to’ma- (続下）p. 394 
脱兀舌児中合 to’iirGa (続中）p.101 
脱 宜 toyi (続上）p.30 
脱亦揚- toyid- (下）p.109 
拖 亦 〈閬〉 toyila- (中）p.329 
脱孛都惕那中豁〈的〉 t6b6d{id noqad (続下）p. 369 
脱 迭 額 - t6de$ -  (t6de-の他動詞形） （続上）p. 367 
脱歌舌里該 t6g5rigei, “t6g6rigei ulus” （続中）p.82 
脱 列 惕 t61ed (続下）p.533 
脱 舌 列 t6r e 〜 脱 舌 劣 t6r6 (続中）p.160 
t6re〜 t6r5 と約孫 yosun (続中）p.160,220 

脱舌列薛误乞- t6re sedld- (続中）p.160 
脱舌劣乞赤耶- t5r6 (続下）p. 558

脱 舌 列 - t5re- と脱舌列兀勒- tSre’Sト （上）p.77 
脱$ 列 勒 乞 tSrelki (続中）p.85 
脱舌里®- t6rid- (下）p.151，（続上）p.366 
脱 児 古 惕 t5rkQd (上）p_249 
脱 舌 魯 勒 乞 禿 ( 続 中 ）p.88 
脱舌魯勒米石 t5rUl-miSi (続上）p.252 
倉 兀 惕 tsang-nd (続下）p.534

-tai/-tei，-tan/-ten (実詞形成接辞）《〜をもつ》 （上）p.58,102，（中）p.
1 3 9 , (下）p. 62，（続下）p. 7,374 

〇tu2, -tai2，-tan2J の 使 い 分 け （続下）p_ 78
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[-tu2, -ta i2, -tan2] の 文 （或いは節）構 成 力 （続中）p. 28 
[-tu2’ -ta i2] の 用 法 （続下）p.470 

秃惕中合〈舌刺〉 tudqar (上）p .183， （中）p. 373 
土敦 tudun (上）p .197 
禿 黒 tuG (続上）p.32， （続中）！).101
-tuG ai/-tiigei (中）p .10,379，（続上）p. 285，（続下）p. 26,288,370
禿中忽〈侖〉 tu G u l(続上）p. 308
禿 剌 tula (後置詞） （続中）p.167
秃 勒 巴 tulba (続下）p.464
凭勒巴勒- tulbal- (続下）p. 464
秀 勒 八 思 tulbas (下）p. 45
禿勒八思斡く都 〉 tulbas od- (続下）p.188,妨4

禿 魯 tulu (続下）p.187
禿魯黒 tuluG (下）p. 324，（続上）p.155，（続中）p.142 
土木不〈闌〉 t u m b u l a - (続上）p. 41 
秀 木 荅 阿 tumda’5 (続中）p. 20 
土木塔中合 tumtaGa (続中）p. 20 
屯;荅中合 tundaGa (続中）p. 20
統 中 忽 統 〈中渾〉 t u n g q u - (中）p_ 3 2 3 , (続下）p.522 
秃你- t m x i - (続下）p.505 
禿乞舌児 -t u q i r - (続下）p.369 
秀舌剌思壇 tu ra s ta n  (下）p .139 
凭舌児中合黒 turGaG (続中）p. 262,280,284
秃舌児中合兀惶，土児中合兀〈的〉 turca’Qd (中）p.93， （続上）p.277,282,(続中)

p.262,280
土舌林台 turimtai (中）p.136
禿舌魯黒 turuG (下）p. 324， （続中）p. 90， 141
禿舌魯中 合 惕 turuGad ( tu ru q a nの複数形） （続上）P. 267
圔 思 中 合 你 顔 tus qan-iy豆n (続下）p_ 558
圔 思 中 罕 你 顔 tu s qan-niyan (続上）p. 202
圔 昔 顔 tus-iy^n, 圖 速 安 tus-u’Sn (続下）p. 558
土思-，土 〈速〉 tus- (中）p. 293，（続中）p.1 6 , (続下）p. 294
土撒 tusa (中）p. 256
土失 tuSi- (中）p. 7 0 , (下）p. 89 ->[t沿 i-]
土失牙勒〈敦〉 tu% a-ldu- (続上）p. 34 
土屯 tutum (上）p.153 
禿兀- tu’fi- (上）p. 256 
禿兀児必- tu’arbi- (続下）p.108
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禿 牙 勒 t u y a l (続下）p.188
土 別 - tttbe- (中）p.307
土ト申禿客勒 tiibSin t i i k e l (続下）p. 474
土不舌里温 tiibtiri，3n (中）p.204
禿格 - tiige-，禿格額 - tfige，ト （続上）P.226
土格帖列 ttigetele (中）p.178
推银恢突舌児 tiiidkiii-d iir (続上）p. 369
土烈食〈連〉 tiile§ile- (下）p.282，（続上）p,136
秃里- tiili- (続下）p.203
統格黎克中豁舌羅中罕Tiinggelig Goroqan (上）p， 46
土 蔑 tiime (tiimenの不定格） （続中）p.145
土綿 tiimen (続上）p.225
秀 綿 輯 亦 舌 剌 楊 tiimen Oyirad (続下）p. 91
禿舌児格捏 tiirgen-e (続下）p. 460
tUri- と tiilki- (続下）p. 204
宪舌侖 (tiir丑！!） （上）p. 26，（中）p. 297
禿失-，土 失 - tiiSi- (続中）p.245，（続下）p.141 ->[tuSi_]
秃速舌児格 ttisUrge (下）p.33，（続下）p. 37， 190,232 
秃亦堪- tiiyid- (続上）p. 366，（続下）p.186

-T と-Tafla (と TaH4) の productive 性 （生産性） （続下）p. 7,78-79
TaBb- (上）p.142
TaMra と T3MA3r (上）p.128
Tap- と Tapx- (続上）p. 26
TaT- (上）p.192
tohox (続上）p. 228
too, toojio- (上)p.137
Tyy- (続下）p.162
TYprsH と xypAaH (続下）p. 460
T3r33a (続上）p.51
T3p と Haa;iax HHHb (上）p.108
T3prYYT3H (上）p_ 202

対 格 的 不 定 格 （下）P.261 
〜と 与 位 格 的 不 定 格 （続下）P.354 

「高さ格-uaa4」「-tsa4 (高さの限度)」 （上）p.242，（続上）p.34〇 

定 格 （下）P. 330，（続下）p. 76,431— [「不定格」の項参照]

倒 置 語 法 （上） （中）P.57
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n

-U/ 4 ,  - i，-a i〜 - Ui (進行中の動作を表わす動詞語尾） （中）P.211， （下）P.86，（続 

上）P. 36,121，256，（続下）p. 261，323, 398,399，
----の 意 義 素 （下）P.15

-U/H! (疑問の助辞） （中）p. 255，（下）p. 200，（続上）p.264,269 
〜の 動 詞 の 後 に 来 な い 語 法 （続下）P. 232 

-Q/-5, (実詞形成接辞） （上）P.102

セ 《〜に属するもの》 （上）P. 1 5 8 , (続中）p. 2 1 2 , (続下）p.262,284 
兀- (上）p.81

(続下）p.441,558 
兀 ト 赤 黒 台 Ub£iGtai (下）p, 276 
兀 必 思 u b i s 〜忽 必 思 hubis (下）p. 45，（続下）p.16 
兀 不 児 速 不 児 ubur subur (中）p.171 
兀赤舌剌- uSira- (続上）p.177 
兀 出 馬 U£uma (続上）p_ 77

(複数形成接辞） （続下）p.38,84,95 

兀荅阿舌剌-，兀 荅 阿 〈舌闌〉 uda迫ra- (続上）p.185，（続下）p, 289 
兀都- udu- (続上）p. 305 

〜と  udurid- (続上）p. 23，（綺中）p.156 
兀 中 忽 勒 札 uGulJa (続中）p. 44 
兀 哈 里 u M li (続下）p.118
-兀斎，-兀 澤 ( 中 ) P.173,380，（下）p.49,195， 游 上 ）p, 87,256,271， 

(続中）P. 3 1 , (続下）p. 26,364 
-兀 只 宜 - ’n liy i ( - ’i i j a iの一変種） （続中）p. 31 
兀 乞 塔 剌 ukitala (中）p. 4 1 , (続下）P.305
-兀勒- -iiW -’fil- (使役形接辞） （中）P.144，（続上）！)•1 8 2 , (続下）p. 39-40 

〜 の 「〜してもらう」 と 訳 せ る 例 （上）P. 2 6 8 , (中）p. 235 
〜 の 「〜ら れ る 」 と 訳 せ る 例 （上）P. 271，（中）p. 233， （続上）p. 265，（続中）p.12 
〜 の C〜ら れ る 》 と訳せる場合の-Gda- と の 意 味 の ち が い （続上）P. 82 

〜の 敬 語 法 ，「君主たることの権威」を 示 す 語 法 （続中）p_187,238 
〜の 謙 譲 用 法 （続上）p. 370

-兀 勒 -’讲/-’3 1 (出動実詞形成接辞） （中）P.144,237， （続上）p. 23,277，（続中）

兀剌阿 ula’a (続中）p.32 LP. 58,248，（続下）p. 523
兀 剌 阿 古 出 u la S k iiC ii (続中）P.265
兀 藍 ulam (続上）p.225
兀勒く斤〉 ulgi- , 兀 勒 〈勤〉 ulki- (下）p. 277



兀 里 思 uHs- (続下）p.505 
^ ulsun/^filsun (続上）p. 23
兀魯思 ulus (上）p. 48,265，（下）p. 25，（続中）p. 201 
兀 魯 孫 孛 可  ulus-im b5k5 (下〉p.110,117 
兀 木 不 umbu (中）p.225
- 温 - ， (-!in2) (場所的副詞形成の接辞） （中）p. 376， （下）p ,155， （続上） 

P.16，192,237，(続中）p. 311〜 313， （続下）p .192,262
-un (属格語尾）の 一 用 法 （続上）p.170 
-un2-iyan2 (再帰属格瑕） （続中）p.156 
兀納- una-，兀納中合 -unaGa- (続下）p. 395-396 
温 都 舌 侖 undur-u-n の 読 み 方 （続上）p. 295
翁 中 合 孫 u n c a s u nと 農 中 合 孫 nungGasun (中）p. 219，（続上）p. 49 
翁 ^ - imgSi- (中）P . 96，118，（下）！).130，（続下）P. 208 

〜 と uri- (続中） ！).213 

温 只 勒 札 -uniil][a- (続上）p. 66 
穏榻舌剌- un tara- （続下）！).290

兀訥- unu- の要求する格語尾（中)p. 2 0 6 , (続中）p.1 3 0 , (続下）p. 395 
兀 訥 阿 unu’5 (続上）p.86 
兀訥中忽臣 unuGu£in (続下）p. 533
兀中合 uqa- (中）p. 232，（続上）p.172，（続中）p,1 6 8 , (続下）p.131，285〜288

兀中合慘 uqad (上）p.127，（続中）p.168 
兀中含撒舌児uqamsar (続下）p.106-108 
uraqa (上）p .145 
兀 舌 児 邦 urbang(続上）p.182

兀舌里慑 u ridと，兀 舌 里 荅 uridaと，兀 舌 里 都 uridu (統上）p. 1 4 8 , (続中）P.281
兀 舌 里 荅 urida (続上）p . 2 0 3 , (続下）p_ 91,110
兀舌里荅温 urida’iin (続上）p .1 9 2 ,(続下）p.262
兀 舌 里 牙 uriya，兀 舌 里 -uri- (続中）p. 213
兀舌里牙舌児中渾uriyarqun (続下）p .17
兀 速 〈闌〉 u s u l a - (続上）p .176
兀速舌児中合-u s u r q a - (続上）p*238
兀 速 壇 沐 舌 洌 惕 usutan mtiredの -ta n の 用 法 （続下）p. 374

- ’tita (副動詞語尾） （中）P. 232
兀充舌剌- u t u r a - (中）p.360
兀秃舌剌兀助荅- u tu ra-’nl-da- (続上）p_154

u’a - (続上）p .135
-uyi (続中）p.33 —[孛魯宜 boluyi]
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yAaa (続上）p.185 
y^raH m〇4 (上）p. 241 
y3yyp (上）p.10 
yjic と yjicyy;i (上 )p. 48 
ypA， ypwi (続中）p.282 
y p y y と 册 万 （上）p. 46

u2〜 i の 交 替 語 幹 （続下）p. 354 

兀 卜 iib (続上）p. 335
兀不勒 i i b t i l (上）p. 45，（続上）p. 93， （続下）p. 393
兀 不 勒 者 - iibiiHe- (続下）p.393
兀出格惶 u ^ g e d  (中）p. 4〇 ,(下）p. 33， （続下）p.188
兀出X 干 泣 ii’5 g a n ( g e n ) (中）p. 40
兀出兀堅 iieii’figen (中）p. 4〇， （下）p. 33
兀迭 iide (中）p.369， （続上）p. 1 6 9 , (続下）p.105
兀 迭 〈舌鄰〉 iideri- と 兀 迭 舌 里 傷 -tiderid- (上）p.275， （続上）p.22,81,190，（続

兀迭失 iideii (中）p. 369，（下）p. 351 L中）P.156
兀都- iidii- と，現代モンゴル語の时-，6d6 - 砧 5 - ( 続 下 ）p.218
兀 都 慑 tidiid (i id t i rの複数形） （続中）p. 2 8 0 , (続下）p. 31
兀都舌児 iidiir (上）p. 45,60， （中）p. 27， （続上）p. 93，（続中）p_ 280，（続下）p. 31
兀都舌児都里 iidttr diili (続上）p.20
兀 都 舌 児 格 亦 - iidiir geyi- (中）p. 343，（続上）p. 60
兀 都 舌 児 格 亦 兀 〈侖 〉 udiir geyi’出 - (下 ）p. 280， （続上）p_ 56,60
兀都舌児途舌児 iid iir-ttir (続上）p.295
兀 都 舌 侖 額 舌 児 帖 iidiir-iin erte (中）p.298
兀 都 為 iidii’沿 （否定語） （上）p. 59，（下）P . 48， （続上）p.153， （続下）p. 264 
兀格巴舌剌黒答 - % e baraGda- (続下）p. 211
兀格把舌剌蝻都 - iige baraldu- (中）p. 363，（下）p. 344，（続下）p. 346 
兀格額舌児荅阿舌里 - i igeSr d a l r i - (続下）p. 399 
-ii’dn (続下）p.284— [-ii-ySn 参照] 

兀 該 15&6 1 ( 上 ）？.20,55,60，101，（続上）ル355 

〜の 用 法 と 意 味 （続下）P.159
兀 該 兀 iigej’f i 〜 兀 該 為 iigei’S i 〜 兀 該 温 iig efS n (上）p.101 

xigei^u (T ) P. 227 

tigei’fin (下） p.302，（続上）p.355



兀 格 兀 ％ e’f l 〜 兀 格 為 iige’f i i 〜 兀 格 温 iige’Sn (上）p. 20，101 
(下）p. 227

嗚 詁 列 - ( 続 下 ）p.156 
嗚詁列惕 iigiile-d (上）p.127
嗚 詁 列 舌 論 iig iile riinの 用 法 （下）p.202，（続上）p.181，（続中）p.9,91，252 
委 亦 列 帖 〈泥〉 iiiyileten-i (下）p. 245 
兀 者 - iije- (中）p. 34，（続上）！).202

兀 瞻 牙 苔 - , 兀 氈 牙 荅 - iiie-n y a d a - (続上）p.146，165，（続中）p.81
- 兀 者 埃 - ( 中 ）p.71
兀 主 兀 〈連〉 iijii’m e-n (続中）p. 41
兀窟- iikii- (中）p.107，（続上）p.355
兀 窟 傷 古 - iikiidgii- (続上）p.354
兀窟克迭- iikiigde- (中）p.107
-兀勒- -’m- (使役形接辞）の 謙 譲 用 法 （続上）P. 370
兀勒都 iildii (上）p.10,136，193 , (下）p. 303
兀 勒 格 -仞 ge- (統上）p. 345
兀里- iili- (下）p.243
兀里惕〈刊〉 iiUdke- (続中）p.203
兀 里 格 证 ge (続中）P.158
uliger (~F) p. 243
兀禄，兀魯 tilii (上）p. 60,222，（中）p.379

〜と  ese (上）p. 80，（続上）p. 329，（続下）p.159 
〜の 否 定 性 の 及 ぶ 範 囲 〔iilUが否定するもの〕 （続中）p.219，（続下）p.26 

兀 禄 阿 勒 札 中 忽 iim allaqu (下）p. 50 
iilii bol- (下）p, 54， （続中）p. 33，（続下）p_ 302,320,323,523 
兀 禄 升 格 恢 亦 睡 額 iilii MnggekiU ide$  (続中）p. 76 
兀禄兀 tilii-’S (中）p.379
「兀禄兀—— 兀澤」 iilii’fi—— ’G河 （中）P. 379，（続上）P. 271， （続下）p. 26 
「兀禄兀—— 兀只宜」 ulti’ii—— ’Qjiyi (続中）p.31 
兀 魯 憬 客 - iiHidke- (中）p.256，（続中）p.203 
兀 篾 克 石 tim egii (下）p.352
兀篾舌列 iimere (中）p_79，（下）p. 352，（続下）p. 466 
温都慑帖中合ぐ舌魯〉 undUd-te G a r - (下）p. 301 
温 都 舌 児 帖 蔑 扯 耶 iindiir tem e£e-ye (続上）p. 347 
兀 年 米 石 格 - iine(n)mi5ige- (下）p.347 
兀年古 iinen-kii (上）p. 57 
温 只 - Unji- (続中）P.173 

兀訥昆 iiniigtin (中）p.329
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兀児-，兀舌児-Sr- (中）p. 200，（続中）P.58,176 
兀舌里額 tiri’e (下）p,197

兀圖都舌魯0 古兀く訥〉 iltfldfirfi-yinkii’iln (続上）p.278 

-ii’fi (疑問辞） （統上）P. 269 
兀也中合牙iiye qaya (上）p.105 
兀耶列 -iiyele- (続上）p.120

(再帰曲用属格形）の成立（統下）p.350,440,[(中）p. 85 , (続中）p. 201，（続 

兀耶〈訥〉 tiyen (続上）p.170 じF) P. 284参照]

兀亦勒孫卸 ilsiin (続下）p.16

Y0JIT9H (下）p，246 
YYP rHfi-, YYP uafi- (中）p.343

C馬》を表わす語彙（上）P.39,(下）p. 39,197，(続下）P.470 
《馬に乗る》に当るモンゴル語の表現（上）p.178，（中）p.163， （下）p.212,(続中） 

P.130，（続下）！>.395

《馬の毛色》を表わす語彙（上）P.37,140〜141，226，(中）p.147,161，329,（下）p. 230, 
《馬の走り方》を表わす語彙（上）P.167，175 L(続上）p.3 3,(続下）p.331，395
馬の「足を縛る索条」と「鞍の附属物j (中）P.235,(統下）p.184

7

-牙ノ -耶 -ya/-ye (—人称の願望を表わす語尾） （続下）p, 36,219 

(文語における）-ya-/-ye- をもたない語根のままの動詞（中）p.7〇,(続中）p.33 
迓歩- yabu- (上）p. 96，（下）p_ 260,268，（続中）！).266，（続下）p. 66 
〜の 意 義 素 （上）P. 94
〜の補助動詞的用法（下）P. 44，（続中）p. 81，168，(続下）p. 297 

迸歩(你)嗚詰列舌論 yabu(n) iigiilerfin (上）p.163，169 
迓歩黑荅- yabu-Gda- の意 味 （続中）p.168 
速歩勒答- yabu-ldu- (上）p.159 
迓歩荅黑客列禿 yabudaG keletii (下）p. 325 

迓歩中罕yabuGanの意味•用法（続下）p.183 
近歩中罕額篾額勒yabucan eme’d l (続下）p.183-184 
牙 答 -yada-，牙怛 yada-(n) (中）P. 97，（下）p. 267，（続上）p.152 
牙速 yasu (下）p.181，（統下）p,124 
牙速把〈舌鄰〉 yasu bar卜 （続中）p.16 
牙速許速 yasu hiisii (続上）p. 357 
牙兀 客 yaAke (下）p.237



牙 温 ya’fin (疑問語） （統上）p.31〇，（続中）p.ll2  
也 古 兀 者 埃 yegfi-’fl〗e’马 （中）p.70 
也 客 中 豁 勒 yeke G〇l (統上）p.36 
也 客 格 児 yeke ger (中）p. 211 

也 客 可 兀 yeke k6，G と 阿 中 合 aqa (続下）p.440
也 乞 兀 者 y配 -’3づe, 也 乞 兀 澤 y吐 i-fi-Je Q) (下）か 挪 ，（統上）p_256 

也 客 薛 中 合 札 舌 魯 亦 捏 舌 魯 中 合 舌 魯 黑 ニ 突 児 yekes~e Gajaru inerti GaruGsan^dur 
(中）P.13

-顔 - y€n (-iygn) (再帰属格形） （続中）p_ 229 
也孫 yesfln (上）p.233，（続下 ） P， 180
也 孫 間 勒 宪 察 中 合 安 宪 黒 yesiin k51tii £aGa’豆n tuG (続中）p.101
也 兀 揚 格 -ye’fidge- (続下）p.231
—宣 -y i (指定の- i〜 -yi) (続下）p_ 258 〜 -yi]
- 宜 -y i (対格語尾） （統上）P.37，（続中）p.145 —>[-i〜-パ の 項 ]

-y i (deductive present の女性形） （上）p.228， （続上）p. 241，（続中）p.
3 3 , (続下）p. 302,505

-yid- (出実動詞形成接辞） （中）p. 2 2 0 , (続上）p_ 36，（統下）p. 3 3 1 — [-id]
亦克秃揑- yigtiine- (下）p.63
-y in  (属格語尾）の，《〜の も の 》 と 解 さ れ る 例 （続中）p.212 

〜の 従 属 節 の 主 語 を 示 す 例 （続上）p.96,203,223 
約舌里顔 yor-iyiiti (中）p. 325 
約 舌 児 赤 -yoK i- (上）P.141，142， (続上）p.238,326 

〜の 補 助 動 詞 的 用 法（下）P. U 5 

約孫 yosu(n) (続下）p.380 
約兀舌児中合 yo’firca (統中）P.117

-yu /-y ii (deductive presen t) (上）p. 2 2 8 , (中）P. 301， （続上）p. 241， （続中）p. 
33， （続下）P_ 302，印5

-沖 / -邛 （疑問の助辞） （中）！>>103，（下）p. 200
-余安Z -余 延 -yu’如 /-ya’(y)私 の 意 味 • 用 法 （上）P.5M 34， （続中）p 2 2 9 , (続 

T ) p.350,440
-yu，5n/-yfi，（y)吞n と -u，5n/-ti’召 n (-fiy^ n) (続下）P.285,440,558 
-yfiy巨n  と -y§n (続中）！>• 229

-yu’an/、yii，（y)^n t -ban/-b d n (-ba’an/-be’§n) (上）P.56 
-yuGSn2 (モンゴル文語） （上）私56， （続下）p.284,350,440

jib- (上）p. 96，（下）p. 2 6 0 , (続下） 66

jracaH， ioy(H) (統上 ) p.310
H4 - (下）P.117,268， （続上）P.152
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H3ryyp, e3〇op (上 )p_ 1〇
ajiaa，myMyyji，6aTraHa (続上）p. 239
-wy/-i〇Y (中）p .103，（下）p.200

与位格語尾の-du/-dii (文語形） （上）p.193 
与位格語尾を伴わない慣用表現（続下）P. 48 
与位格的不定格（続中）P.1 2 2 ,(続下）p. 354





あ と が き

あとがき1

いつものことながら，校正刷りの点検は，心身消耗を余儀なくされる作業で 

ある。心臓に持病をもつ私には，この作業は本当にこたえる。今回は風間書房 

の佐藤和久氏の協力が得られて，私の苦しみは減少したが，それでも校正洩れ 

の責は勿論私自身にあるので，力の及ぶ限度で私は校正刷りと苦闘した。今は 

ただただ誤植の少しでも少なからんことを祈って本書の出版を待つ心境であ 

る0

「はしがきに代えて」に誌した様に， 元朝秘史蒙古語の研究は近い将来， そ 

の終点に近づけそうな感をもっているが，この文献のもつ，幾つかの大きな， 

文献学的，書誌学的な課題まで考慮に入れれば，「はしがきに代えて」 で誌し 

た文言は訂正を迫られることになる可能性なきにしもあらずである。

秘史蒙古語研究に終止符を打って，次の研究課題—— 今，頭に浮かぶ課題だ 

けでも五指に余る— に進み人るのは何時になるのであろうか。その日の到来 

のおそからざることを自分自身に願って，この短かいあとがきを結びたい。今 

は， 疲れ果てた体をゆっくり癒して， 次の課題への体力を貯わえねばならた

い0

モンゴルの美しい碧空は，訪れるたびに，私の心を洗ってくれるが，日本の 

冬晴れの清明な美しさを，私は日本人として，少年時代からこよなく愛し練け 

て来た。この冬晴れの様な澄みきった心で，これからもモ ン ゴ ル 系 の の 研  

究にいそしみたいと思う。

平成五年二月十一日，日本の建国に思いをはせつつ。

小 沢 重 男
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